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東京都公立大学法人の令和３年度における業務実績評価について 

 
 
地方独立行政法人である公立大学法人の業務実績評価には、中期目標の期間に

おける業務の実績に関する評価（期間終了前に実施する見込みの評価を含む。）

と、各事業年度における業務の実績に関する評価の二つがあります。いずれの評

価についても、地方独立行政法人法第７８条の２の規定に基づき、地方独立行政

法人評価委員会が行います。 

 
この度、東京都地方独立行政法人評価委員会は、東京都公立大学法人（以下「法

人」という。）の令和３年度における業務の実績に関する年度評価を行いました。 

                               
今回実施した年度評価には、法人が中期目標を着実に達成するために作成した

中期計画及び年度計画の実施状況を確認し、評価結果を示すことにより、法人の

自主的な業務改善を促すという意義があります。 

 
本評価書では、法人から提出された業務実績等報告書及び法人からのヒアリン

グ等を通じて業務の実績を総合的に評価し、まとめた評価結果について、全体評

価、項目別評価の順に掲載しています。 

 
令和４年度は、法人にとって、第三期中期目標期間の最終年度に当たります。

法人が、この評価結果を積極的に活用することにより、残された中期目標期間に

おいて目標の着実な達成を図るとともに、令和５年度から始まる第四期中期目標

期間を見据えた法人運営を行い、教育研究をより一層充実させていくことを期待

します。 

 
 
 

 
令和４年 ８月 

東京都地方独立行政法人評価委員会 

委 員 長 矢﨑 義雄 
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【【全全体体評評価価】】  

令和３年度は、第三期中期目標期間の５年目として、中期目標達成に向けて中期計画に基づい

た年度計画を順調に実施しており、着実な業務の進捗状況にある。 

 

●優れた点・特色ある点 

 東京都立大学では、知識を教授する授業の一部において、録画教材を有効活用するとともに、

対面授業での学生同士の議論を充実させる「新しい対面授業」を実施した。また、実践的な

授業にも力を入れ、特に現場体験型インターンシップにおいて、積極的に受入先の調整を行

うとともに、学生が安全・安心に受講できるよう、感染症対策に十分配慮し、授業を実施す

るなど、多様な学修機会の提供に努め、教育の質の向上を図った点が評価できる。 

 東京都立産業技術大学院大学では、学校紹介やコース紹介に関する新規動画コンテンツを複

数作成するなど、情報発信を充実させることで、大学院説明会には令和２年度を上回る 379

名が参加し、令和４年度４月入学における大学全体の志願倍率は、過去最高水準の 1.63 倍

に達している点が高く評価できる。 

 東京都立産業技術高等専門学校では、情報セキュリティ技術者育成プログラム及び航空技術

者育成プログラムにおいて、着実に教育成果を上げ、それぞれ過去最多の修了生を輩出し、

その全員が、専攻分野を学ぶための進学又は関連企業への就職が決定するなど、社会の要請

に応える実践的な知識や技術を有する人材を送り出した点が高く評価できる。 

 東京都公立大学法人の業務運営においては、働き方改革の推進に向けて、事務局長をトップ

として、各部署にワーキンググループを設置し、全職員を対象とした働き方改革に関する意

見聴取を行い、寄せられた約 900 件の意見を踏まえ、業務の改善案を取りまとめ、実行した。

具体的には、超過勤務手当支払業務にＲＰＡを導入するなど、業務執行の効率化に向けた取

組を推進した点が評価できる。 

 

●改善すべき点 

 東京都立大学南大沢キャンパスにおいて、令和３年 12 月に発生した、化学物質を使用した

実験による火災を未然に防げなかったことは極めて遺憾である。再発防止に向けて安全対策

検討会の設置や「危険物に関する安全対策」の新たな策定など、様々な取組がなされている

が、こうした事故が二度と起こらぬよう、防火体制の整備を図るとともに、安全対策の実効

性を検証し、盤石なものとされたい。また、事故が発生した部局に限った問題と捉えること

なく、法人・教職員全体の問題として危機管理意識を共有し、対応策の浸透・徹底に取り組

まれたい。 

 

１ 総評 

 令和３年度は、東京都公立大学法人（以下「法人」という。）の業務が、概ね順調に進められた

１年であったと評価する。特に、コロナ禍を契機として導入が進んだデジタルの強みを活かし、

国際シンポジウムやセミナーのオンラインでの開催、教育効果を勘案したハイブリッド型授業

の展開など、教育研究の質の向上を図るとともに、社会貢献においても、対面によらない公開

講座等を通じて、新たな受講層を獲得するなど、効果的な法人運営を推進した。 

 各高等教育機関はそれぞれの特色を活かしながらバランスよく教育、研究、社会貢献活動を精

力的に行っている。一方で、感染症やエネルギー問題など、社会が直面する課題は複雑化・高

度化しており、その解決に向けて、都立の高等教育機関である２大学１高専への期待が高まっ
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ている。こうした付託に応えられるよう、あらゆる面での一層の取組が求められる。 

 

【東京都立大学】 

 東京都立大学（以下「都立大」という。）では、知識を教授する授業の一部において、録画教材

を有効活用するとともに、対面授業での学生同士の議論を充実させる「新しい対面授業」を実

施した。また、実践的な授業にも力を入れ、特に現場体験型インターンシップにおいて、積極

的に受入先の調整を行うとともに、学生が安全・安心に受講できるよう、感染症対策に十分配

慮し、授業を実施するなど、多様な学修機会の提供に努め、教育の質の向上を図った。 

 世界有数の科学ニュースサイトである EurekAlert!において、令和２年度の 16 本を上回る 24

本の論文の投稿を行った。また、新たにオンラインによるオープンユニバーシティ講座を開講

し、オンラインの特性を活かした魅力的なコンテンツの作成や、高校生向けに工夫した講座の

開講等、研究成果の発信を充実させ、全国からの多くの受講者の獲得にもつながった。 

 東京都立大学プレミアム・カレッジの専攻科修了者を対象に、３年目以降も学び続けることが

できる研究生コースを開講するとともに、広報を一層充実させ、本科では募集人員 50 名を大

きく上回る 205 名の志願者(令和３年度比 26 名増)を確保した。 

 世界を舞台に各界の一線級で活躍するゲストスピーカーによるオンライン講座を実施し、多く

の受講者を確保するとともに、高い満足度も得ている。コロナ禍で留学が難しい環境にある中、

学生に対して知見や視野を広げる機会を提供しており、加えて本講座を一般公開することによ

り、社会に向けた学びの機会提供の充実を図った。 

 

【東京都立産業技術大学院大学】 

 東京都立産業技術大学院大学（以下「産技大」という。）では、文部科学省補助事業「大学改革

推進等補助金」を活用し、対面受講者とオンライン受講者の円滑な共同作業を支援するデジタ

ルツールを導入するなど、学修環境の充実を推進するとともに、こうしたデジタルを活用した

教育の高度化に関する知見を他大学と共有することにより、教育の改善に努めた。 

 学校紹介やコース紹介に関する新規動画コンテンツを複数作成するなど、情報発信を充実させ

ることで、大学院説明会には令和２年度を上回る 379 名が参加し、令和４年度４月入学におけ

る大学全体の志願倍率は、過去最高水準の 1.63 倍に達している。 

 産技大が実施する公開講座 AIIT フォーラムをオンライン形式で実施することにより、北海道

など、対面では対象となりえなかった地域からの参加を実現した。また、「健康寿命」をテーマ

に、社会人を対象とした新たな履修証明プログラムを開講するなど、多様な地域・社会貢献を

実施した。 

 

【東京都立産業技術高等専門学校】 

 東京都立産業技術高等専門学校（以下「産技高専」という。）では、情報セキュリティ技術者育

成プログラム及び航空技術者育成プログラムにおいて、着実に教育成果を上げ、それぞれ過去

最多の修了生を輩出し、その全員が、専攻分野を学ぶための進学又は関連企業への就職が決定

するなど、社会の要請に応える実践的な知識や技術を有する人材を送り出した。 

 情報工学プログラムをはじめとする４つの教育プログラムについて、ＪＡＢＥＥ（技術者育成

プログラムの審査・認定を行う機関）への申請を行い、全てのプログラムが国際的に通用する

ものとの認定を受けた。 

 後援団体の協力を得て、中学生向けに開催している「サイバーセキュリティTOKYO for Junior」
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は、定員を大きく上回る申込みがあり、さらに企業等が実施する情報セキュリティ関連イベン

トへの教員の協力を通じて、後援を働きかけ、新たに５団体・１企業を獲得するなど、後援団

体数を着実に増やしている。 

 

【法人運営全般】 

 法人の業務運営においては、働き方改革の推進に向けて、事務局長をトップとして、各部署に

ワーキンググループを設置し、全職員を対象とした働き方改革に関する意見聴取を行い、寄せ

られた約 900 件の意見を踏まえ、業務の改善案を取りまとめ、実行した。具体的には、超過勤

務手当支払業務にＲＰＡを導入するなど、業務執行の効率化に向けた取組を推進した。 

 都立大南大沢キャンパスにおいて、令和３年 12 月に発生した、化学物質を使用した実験によ

る火災を未然に防げなかったことは極めて遺憾である。再発防止に向けて安全対策検討会の設

置や「危険物に関する安全対策」の新たな策定など、様々な取組がなされているが、こうした

事故が二度と起こらぬよう、防火体制の整備を図るとともに、安全対策の実効性を検証し、盤

石なものとされたい。また、事故が発生した部局に限った問題と捉えることなく、法人・教職

員全体の問題として危機管理意識を共有し、対応策の浸透・徹底に取り組まれたい。 
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２ 中期目標の達成に向けた課題、法人への要望など 

 今期はコロナ禍の影響を色濃く受け、中期計画で定めた学生支援やグローバル化の取組など、

事業の中止や大幅な見直しを余儀なくされる事態となっている。当初の目標の達成を機械的に

目指すのではなく、環境変化に対して、どういうポリシーに基づき代替策を講ずるのか、多面

的に検討し、柔軟に対応していただきたい。 

 法人事務局が、２大学１高専の「橋渡し」を主導的に進め、教職員間の情報共有や交流の強化

を一層図ることで、各校の強みを活かしながら相乗効果を引き出していくことを期待する。 

 ２大学１高専において、ホームページやＳＮＳ等を活用し、各校のＰＲに努め、認知度の向上

に取り組んでいるが、優秀な人材を一層確保するため、教育内容や学生生活、研究成果など、

様々な角度から学生や教員の活躍を効果的に発信するなど戦略的な広報を展開することを期

待する。 

 行政や企業など単一の主体では解決が難しい社会課題が増加する中、都立の教育研究機関とし

て、数多くの大学や企業、スタートアップなどが集積するという東京の特性を活かして、こう

した主体とコラボレーションを進め、社会課題の解決に積極的な役割を果たしていくことを期

待する。 

 

－ 6 －



項 目 別 評 価 
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（（第第三三期期中中期期目目標標期期間間））項項目目別別評評価価　　評評定定一一覧覧表表

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

ⅠⅠ　　東東京京都都立立大大学学のの教教育育研研究究等等のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置

１１　　教教育育にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

教育内容及び教育の成果等 1 2 2 2 2 2 2
教育の実施体制等　【教育改革を推進する取組の強化】 2 1 1 1 2 3 1
教育の実施体制等　【学修支援環境の整備、教育の質の改善】 3 3 3 3 2 3 3
学生への支援 4 3 3 3 3 2 3
入学者選抜 5 2 2 3 3 3 3

２２　　研研究究にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

研究水準及び研究の成果等 6 2 2 3 3 2 3
研究実施体制等 7 3 3 3 2 3 3

３３　　社社会会ととのの連連携携やや社社会会貢貢献献等等にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

都政との連携 8 3 3 2 3 3 3
社会貢献等 9 3 2 2 2 2 2

４４　　ググロローーババルル化化にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

グローバル化　【教育の国際通用性、学生の海外派遣の拡充、外国人留学生の受入れ】 10 3 3 3 3 3 3
グローバル化　【海外の大学等との連携、都市外交を支えるネットワーク形成、キャンパスの国際
化】

11 3 2 3 3 3 3
ⅡⅡ　　東東京京都都立立産産業業技技術術大大学学院院大大学学のの教教育育研研究究等等のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置

１１　　教教育育にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

教育内容及び教育の成果等 12 2 2 2 2 2 2
教育の実施体制等　【産業界や他大学等との連携による教育実施体制の整備、東京都立大学及
び東京都立産業技術高等専門学校との連携】

13 3 3 3 2 2 3
教育の実施体制等　【教育の評価・改善】 14 2 3 2 2 3 3
学生への支援 15 3 3 3 3 3 3
入学者選抜 16 2 2 1 2 1 1

２２　　研研究究にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

研究 17 3 3 3 3 3 3
３３　　社社会会ととのの連連携携やや社社会会貢貢献献等等にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

都政との連携 18 3 3 3 3 3 3
社会貢献等 19 2 2 2 2 2 2

４４　　ググロローーババルル化化にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

グローバル化 20 2 1 2 2 2 2
ⅢⅢ　　東東京京都都立立産産業業技技術術高高等等専専門門学学校校のの教教育育研研究究等等のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置

１１　　教教育育にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

教育内容及び教育の成果等 21 1 1 1 2 1 1
教育の実施体制等　【教育システムの継続的な改善、他の教育機関等との連携】 22 3 3 3 3 3 3
教育の実施体制等【教育の質の評価・改善】 23 3 3 3 3 3 3
学生への支援 24 2 2 2 2 2 2
入学者選抜 25 2 3 2 1 2 2

２２　　研研究究にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

研究 26 3 3 3 3 3 3
３３　　社社会会ととのの連連携携やや社社会会貢貢献献等等にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

都政との連携 27 3 3 2 3 3 3
社会貢献等 28 3 3 3 3 3 3

４４　　ググロローーババルル化化にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置

グローバル化 29 2 3 2 3 2 2
ⅣⅣ　　業業務務運運営営のの改改善善及及びび効効率率化化にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置

組織運営の改善 30 3 2 3 3 3 3
教育研究組織の見直し等 31 3 3 3 3 3 3
事務の効率化・合理化等 32 3 3 3 2 2 2

ⅤⅤ　　財財務務内内容容のの改改善善にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置

財務内容の改善 33 3 3 3 3 3 3
ⅥⅥ　　自自己己点点検検・・評評価価及及びび情情報報のの提提供供にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置

自己点検・評価及び情報の提供 34 3 3 3 3 3 3
ⅦⅦ　　そそのの他他業業務務運運営営にに関関すするる重重要要目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置

その他業務運営 35 4 3 3 3 3 3

中期目標を達成するために
とるべき措置

大項目
番号

年度評価
中期目標

期間見込評価
中期目標

期間実績評価

評定
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【【項項目目別別評評価価】】  

① 業務実績の検証 

項目別評価を実施するに当たって、法人から提出された業務実績等報告書を基に検証を行った。 

検証に当たっては、年度計画及び中期計画に記載されている各項目の業務の実績について、中

期計画の進捗・達成状況及び成果・効果を確認するとともに、法人の自己評価及び計画設定の妥

当性を含め総合的に行った。 

検証は、法人からのヒアリングにより実施した。 

 

② 業務実績の評価 

業務実績等報告書の各項目の検証及び特記事項等を基に、業務の進捗・達成状況及び成果・効

果を大項目ごとに１～５の５段階で評価した。 

 

【年度評価】（評定・評語・説明） 

評定 評語 説明 

１ 年度計画を大幅に上回って実施している。 顕著な実績又は特に優れた成果が認められるもの 

２ 年度計画を上回って実施している。 

年度計画を上回る取組、実績又は成果を挙げたもの、

あるいは年度計画を順調に実施し、かつその取組に注

目すべき点（※）が認められるもの 

３ 年度計画を順調に実施している。 達成度が概ね 100％程度と認められるもの 

４ 年度計画を十分に実施できていない。 
年度計画を計画通り実施できていないもの 

実績・成果が年度計画を下回っているもの 

５ 業務の大幅な見直し、改善が必要である。 公立大学分科会が特に認める場合 

※中期目標を達成するため、中期計画を前倒しして実施するなど、戦略性が高く意欲的な年度計画を積極

的に実施するなどの、その取組に注目すべき内容が認められるもの、あるいは社会情勢の変化等の外的

要因により達成がより困難となった年度計画について達成したもの等 

 

年度計画の大項目ごとの評定及び評定説明は、以下のとおりである。中期計画の項目に沿って記

載する。 

 

 

ⅠⅠ  東東京京都都立立大大学学のの教教育育研研究究等等のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置  

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１ 教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 ２２  

２ 
教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育改革を推進する取組の強化 
３３  

３ 

教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇学修支援環境の整備 

◇教育の質の改善 

３３  

４ 学生への支援に関する目標を達成するための措置 ２２  

５ 入学者選抜に関する目標を達成するための措置 ３３  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１】今後、超高齢社会を迎える中、大学院分野横断プログラムとして「超高齢社

会学際プログラム」を開講し、幅広い視野と応用的な思考力を涵養する教育に取り組ん

だ。 

〇【大項目１】「新しい対面授業」として、知識を教授する授業の一部では、録画教材を有効
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活用し、学内での対面授業においては、学生同士の議論の時間を充実させる等、教育の質

の向上を図った。 

〇【大項目１】現場体験型インターンシップについては、積極的に受入先の調整を行うとと

もに、感染症対策に十分な配慮を行い、学生が安全・安心に、満足するような形で、きめ

細かい対応をとりながら実施した。 

〇【大項目２】教学 IR データを基に、各部局のニーズに応じた分析が活発に行われ、全学的

な教育改革に反映されている。 

〇【大項目２】博士後期課程の活性化に向けて、キャリアパス支援のためのセミナー、ワー

クショップ、外部メンターによる面談のほか、研究専念支援金や研究奨励費を支給する等

の取組を行った。 

〇【大項目３】FD・SD セミナーの実施に当たり、企業の採用担当者や卒業生を講師に招い

た。また、38 大学 92 名の参加者を得て大学間の情報交換や教務関連のケーススタディを

用いたグループセッションを行う等、FD・SD の更なる活性化に向けた工夫がなされた。 

〇【大項目４】コロナ禍においても、物品購入等、９団体の課外活動を支援し、結果とし

て、支援団体からは人力飛行機の２団体がテレビ局主催のコンテストで優勝する成果につ

ながる等、課外活動の活発化が図られた。 

〇【大項目４】学生への経済支援については、学生ポータルのメール配信機能を活用するこ

と等により、対象学生に漏れなく情報を提供し、制度の周知とともに申請機会の見逃し防

止につなげ、令和２年度に大幅に増加した学生の規模を維持した。 

〇【大項目４】手話講習会やパソコンテイク講習会等の実施を通じた、学生スタッフのスキ

ルアップにより、支援体制の充実が図られている。 

〇【大項目５】引き続きオンラインによる大学説明会において、入試に関する情報を積極的

に発信し、８万回以上の閲覧があった。 

 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目１】全学共通教育プログラムにおいて、専攻する分野以外の学びの充実を図るこ

とを期待する。 

〇【大項目１】TA 従事者に対するアンケートについては、今後、アンケート回答者を増や

し、検証結果をより正確なものにすることを期待する。 

〇【大項目２】教学 IR データを、一層大学運営に活かすとともに、外部への情報発信に活用

することを期待する。 

〇【大項目３】FD セミナーへの参加者数増加に向けた取組を期待する。 

〇【大項目４】コロナ禍で健康診断受診率が停滞するのはやむを得ない面もあろうが、引き

続き受診率の向上を目指して目標値に近づける取組が行われることを期待する。 

〇【大項目４】OBOG ネットワークへの登録者数は着実に向上しているものの、更なる増加が

望まれる。 

〇【大項目５】Web 大学説明会の総閲覧回数は８万回以上となっているが、志願者数は減少

している。志願者数の回復につながる取組を期待する。 

 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

６ 研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 ２２  

７ 研究実施体制等に関する目標を達成するための措置 ３３  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目６】研究センター等に対する積極的な支援を継続することで、センターの外部資

金獲得額は平成 26～28 年度平均獲得額比 164％、リサーチコアを含む場合の獲得額は

195％となり、中期計画の目標を大きく超えている。 

〇【大項目６】世界最大規模の科学ニュースサイトである EurekAlert!において、令和２年
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度の 16 本を上回る 24 本の論文の投稿が行われ、研究広報の充実が図られている。 

〇【大項目６】新たにオンラインによるオープンユニバーシティ講座を開講し、オンライン

専用であることを踏まえた魅力的なコンテンツ作成や、高校生向けに工夫した講座の開講

により、全国から多くの受講者を獲得する等、都立大のプレゼンス向上につなげた。 

〇【大項目７】国際シンポジウムの開催に当たり、海外の研究者を招聘する等、海外の研究

者や研究機関との連携につなげた。 

〇【大項目７】科研費新規採択率（「挑戦的研究」を除く。）は 34.5％と、令和元年度の水準

を更に上回り、引き続き 30％以上を維持した。 

〇【大項目７】ローカル 5G 環境を民間企業等へ無償提供し、提供を受けた企業が、学内での

実証実験等を通じ、社会実装を進める等、5G の新たなユースケースの創出や産学公連携の

促進につなげた。 

 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目６】国際共著論文の割合は、目標数値を満たしているものの、低下傾向にあるた

め、更なる取組強化を期待する。 

〇【大項目７】研究センター所属の外国人研究者比率は 20.8％に留まっていることから、引

き続き、中期計画の目標である 30％以上を目指して、取組を強力に推進することを期待す

る。 

〇【大項目７】国の大型研究プロジェクトの採択件数について、中期計画の目標を達成でき

るよう、引き続き研究支援の推進を期待する。 

 

（改善すべき点） 

〇【大項目６】被引用度トップ 10％論文の比率(過去５年平均）が低下しているため、有効

な強化策を検討いただきたい。 

 

３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

８ 都政との連携に関する目標を達成するための措置 ３３  

９ 社会貢献等に関する目標を達成するための措置 ２２  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目８】TMU サステナブル研究推進機構の取組の一環として、東京都と国際金融に関

する共同研究を２件開始するなど、都政課題の解決に貢献するプロジェクトの組成に取り

組んだ。 

〇【大項目８】東京 2020 大会後も、障害者スポーツに関する動画を配信するとともに、学生

向けにパラスポーツの体験や大会ボランティア活動に参加した講師や学生によるオンライ

ンイベントを開催するなど、大会後のレガシーとして、障害者スポーツの理解促進に貢献

した。 

〇【大項目９】引き続き URA による教員へのサポートをきめ細かく実施することにより、受

託研究費等の受入金額において、法人化後最高額を獲得した。 

〇【大項目９】オープンユニバーシティにおいて、歌舞伎座など、東京ならではの施設と協

力した特色ある講座を提供するとともに、オンライン講座を開講したことにより、首都圏

以外の新たな受講層の獲得につながった。 

〇【大項目９】学びの意欲に応えるため、東京都立大学プレミアム・カレッジの専攻科修了

者を対象に、３年目以降も学び続けることができる研究生コースを開講した。また広報を

一層充実させ、本科では募集人員 50 名を大きく上回る 205 名の志願者（令和３年度比 26

名増）を確保した。 

 

（更なる充実が期待される点） 
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〇【大項目８】コロナ禍の影響があるとは思われるが学際的大型プロジェクトは組成できて

いない。施策提案発表会等、都政ニーズと研究シーズを結び付ける取組を期待する。 

〇【大項目８】高度金融専門人材養成プログラムについては、一定の成果が出ているもの

の、国際金融都市構想を実現するための施策の検討や、大学院生の研究水準の維持向上を

期待する。 

 

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１０ 

グローバル化に関する目標を達成するための措置 

◇教育の国際通用性 

◇学生の海外派遣の拡充 

◇外国人留学生の受入れ 

３３  

１１ 

グローバル化に関する目標を達成するための措置 

◇海外の大学等との連携 

◇都市外交を支えるネットワーク形成 

◇キャンパスの国際化 

３３  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１０】学生の留学意欲向上を目指して、教員・職員・学生で構成された留学促進

チームを新たに立ち上げ、留学促進策を検討・実施し、留学英語講座等の参加人数が増加

した。 

〇【大項目１０】オンライン講座にて、世界を舞台に各界の一線級で活躍するゲストスピー

カーによる連続講義を実施し、多くの受講者を確保するとともに、高い満足度も得てい

る。コロナ禍で留学が難しい環境にある中、学生に対して知見や視野を広げる機会を提供

している。また、一般公開により、社会に向けた学びの機会の提供の充実を図った。 

〇【大項目１０】都市外交人材育成基金の活用による大学院留学生入学者数は、コロナ禍前

を上回る 51 名となった。 

〇【大項目１１】引き続き、語学研修をオンライン形式で実施する等により、TOEIC スコア

600 点以上を取得している職員の割合を 24.3%（正規職員では 33.2%）に高めた。 

 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目１０】コロナ禍の影響もあり、グローバル人材育成入試での志願者数が減少し、

合格者数が定員を大きく下回っており、志願者数の回復に向けた取組が期待される。 

〇【大項目１１】外国人教員比率について、学長より、各部局に対して外国人教員の能動的

採用を促すなど、積極的な採用の働きかけを継続して行うことにより、外国人教員割合が

4.3％まで高まっている。中期計画の目標である５％の達成に向けて更なる取組を期待す

る。 
 

 

ⅡⅡ  東東京京都都立立産産業業技技術術大大学学院院大大学学のの教教育育研研究究等等のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置  

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１２ 教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 ２２  

１３ 

教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇産業界や他大学等との連携による教育実施体制の整備 

◇東京都立大学及び東京都立産業技術高等専門学校との連携 

２２  

１４ 
教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育の評価・改善 
３３  
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１５ 学生への支援に関する目標を達成するための措置 ３３  

１６ 入学者選抜に関する目標を達成するための措置 １１  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１２】外部レビューアや PBL 検討部会を活用し、PBL のテーマや活動の進め方、

PBL 型教育手法そのものについて検証を行うなど、PBL 型教育に関する PDCA サイクルを継

続した。 

〇【大項目１３】文部科学省の補助事業により、学内の教室からの参加者とオンライン参加

者のコラボレーションを円滑にするツールを各教室に導入するなど、学修環境の充実を推

進した。また、本事業の成果発表の一環として、他大学と連携した公開 FD フォーラムを開

催し、デジタルを活用した教育の高度化に関する知見を共有した。 

〇【大項目１３】BINUS 大学(インドネシア)との包括協定に基づき、国際シンポジウムを実

施するなど、教育成果等に関する情報を共有した。 

〇【大項目１３】産技高専との共同研究を推進するとともに、同校専攻科生のインターンシ

ップを受け入れ、受入学生が学会発表を行うなど、産技高専との連携を強化した。 

〇【大項目１４】学生向けの授業評価アンケートを行い、アンケート結果に基づくアクショ

ンプランを作成する等、教育の質向上に取り組んでおり、引き続き、全授業の評価平均は

4.35 と、高水準を維持している。 

〇【大項目１４】教育の DX やオンライン授業をテーマに、FD フォーラムを開催し、教員の

参加率 100%を維持した。 

〇【大項目１５】担任教員が１年生全員に対してメールによる履修相談を行うなど、コロナ

禍においても、きめ細かな学生支援を行った。 

〇【大項目１６】学校紹介やコース紹介に関する新規動画コンテンツを複数作成するなど情

報発信を充実させることで、大学院説明会には令和２年度を上回る 379 名が参加し、令和

４年度４月入学における大学全体の志願倍率は、過去最高水準の 1.63 倍に達している。 

 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目１３】産技高専を含む高専からの令和４年度の入学者がいなかったことから、産

技高専との連携を加速する取組を期待したい。 

〇【大項目１４】内部質保証に関する責任体制及び実施手続きが明確になったので、それら

が効率的・効果的に運用されることを期待する。 

〇【大項目１５】修了後の自主的学修や研究を促す「修了生コミュニティ」について、修了

生同士の触発による研究や仕事の創造につながるよう、ネットワーキング促進に期待す

る。 

〇【大項目１６】単位バンク生の登録者数及び単位バンク生からの入学者数がともに増加し

ており、入学者の確保に寄与した。今後は、単位バンクの登録、単位バンクを利用した入

学者数を更に拡充していくための取組を期待する。 

 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１７ 研究に関する目標を達成するための措置 ３３  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１７】引き続きオンラインを活用して PBL 研究会を開催し、教員の参加率 100%を

達成している。 

〇【大項目１７】研究分野の深化、研究成果の社会への還元を目的とする研究所を新たに２

つ設置し、計９研究所を運営することにより、産業振興に資する開発型研究の推進につな
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げた。 

 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目１７】既存データによる志願者分析や専門職人材育成の専門家の招聘など、IR 活

動が推進されつつあるが、さらに学生の学修状況や学修環境との関連などの分析も進め、

教育改善が促されることを期待する。 

 

３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１８ 都政との連携に関する目標を達成するための措置 ３３  

１９ 社会貢献等に関する目標を達成するための措置 ２２  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１８】東京都、区市町村等の職員向け研修や公開講座について、特に研修機会が

少ないと思われる島しょ地域に対して、オンラインでの研修を開催するなど、着実に自治

体の職員の育成に貢献している。 

〇【大項目１８】東京都の「大学研究者による事業提案制度」において、産技大教員が申請

した「東京都地域防災計画の IoD (Internet of Documents) 化による防災力向上」が採択

された。 

〇【大項目１９】令和２年度に続き、AIIT フォーラムをオンライン形式で実施することによ

り、対面では対象となりえなかった地域からの申込みがあった。さらに、１講座について

は、再配信の希望が寄せられ、後に再公開されるとともに、自治体の要請を受けて公開講

座を実施するなど、幅広い地域貢献につながった。 

〇【大項目１９】AIIT シニアスタートアッププログラムからは 14 名、健康寿命デザイン講

座からは 10 名の修了生をそれぞれ輩出するなど、社会人に多様な学びの機会を提供した。 

 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目１８】都や区市町村等への政策課題支援、職員向けの研修・公開講座への潜在的

ニーズは大きいと思われるので、丁寧に掘り起こしていくとともに、知名度の向上や情報

発信の強化に取り組むことを期待する。 

〇【大項目１９】AIIT フォーラムについて、認知度の向上に向け、視聴者、参加者が増える

工夫をして頂きたい。また、実施回数の増加についても検討されたい。 

 

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２０ グローバル化に関する目標を達成するための措置 ２２  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２０】グローバルに活躍できる高度専門職業人を育成するため、SDGs をテーマ

に、アジア・アフリカの多様な地域と連携したオンライン PBL を実施した。 

〇【大項目２０】学生がグローバル人材として獲得すべき能力指標を活用した教育を行い、

その教育効果により、能力指標の基準を満たす学生の割合が 90%を超えるなど、中期計画

の目標値を上回った。 

〇【大項目２０】コロナ禍による渡航制限がある中で、アジア諸国の大学とオンライン形式
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でのセミナー、シンポジウム等を開催して、交流・連携の強化を図った。 

 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目２０】グローバル PBL については、コロナ禍においても、様々な工夫を図ってい

るが、オンラインの利便性を活かし、今後一層の拡充を期待する。 

〇【大項目２０】グローバル人材の能力指標の基準について、定義を明確にするとともに客

観性を高めることを期待する。 
  

  

ⅢⅢ  東東京京都都立立産産業業技技術術高高等等専専門門学学校校のの教教育育研研究究等等のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置  

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２１ 教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 １１  

２２ 

教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育システムの継続的な改善 

◇他の教育機関等との連携 

３３  

２３ 
教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育の質の評価・改善 
３３  

２４ 学生への支援に関する目標を達成するための措置 ２２  

２５ 入学者選抜に関する目標を達成するための措置 ２２  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２１】令和３年度に開講した医工連携教育・研究プロジェクトの未来工学教育プ

ログラムにおいて、16 名の受講生を選抜し、アクティブ・ラーニングを導入した授業な

ど、実践的なカリキュラムを実施した。また、医工連携ビジネスプログラムについては、

東京都の関連機関との協働により講座を実施するとともに、今後の教育内容の充実につな

げた。 

〇【大項目２１】情報セキュリティ技術者育成プログラム及び航空技術者育成プログラムに

おいて、着実に教育成果を上げ、それぞれ過去最多の修了生を輩出し、その全員が、専攻

分野を学ぶための進学又は関連企業への就職が決定している。 

〇【大項目２１】申請を行った４プログラム全てが、JABEE（技術者育成プログラムの審査・

認定を行う機関）の認定を受けるとともに、JABEE が求める教育の質保証を担保するた

め、授業内容やカリキュラムの確認を行った。 

〇【大項目２２】運営協力者会議を活用し、令和３年度から開始する新コースに関する意見

等の聴取を行い、意見に基づく取組を検討・実施することにより、教育プログラムの改善

につなげている。 

〇【大項目２２】グローバル・コミュニケーション・プログラムをはじめとして、２大学１

高専の連携に主体的に取り組み、実績をあげている。 

〇【大項目２３】職層別研修や個別課題研修など各種研修への教員の参加率がすべて 100%を

達成している。 

〇【大項目２４】未来工房プロジェクトなどの提案公募方式による課外活動経費の助成や、

クラブ活動指導員の採用などにより、課外活動支援の充実を図った。 

〇【大項目２４】学生が継続して自身のキャリアに関して学んだことなどを記録することに

よりキャリア形成の過程を可視化するキャリアポートフォリオを活用し、就職・進学に役

立てるなど、学生に対するキャリア支援を充実した。 

〇【大項目２５】品川区及び荒川区との協定に基づく特別推薦入試制度において、令和４年

度入試は、品川区から８名、荒川区から４名、計 12 名の候補者から、各区２名、申込みが
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あり、計４名の学生の受入れが決定した。 

〇【大項目２５】女子卒業生インタビューや女子高専出身者による企業インタビュー等のコ

ンテンツをホームページに掲載し、女子学生の確保に向けた情報発信に努めた。 

 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目２１】AI スマート工学コース及び情報システム工学コースの２つの新コースは、

多くの学生を集めており、社会からの期待も高い。しっかりと軌道に乗るように教育内容

の充実に期待する。 

〇【大項目２１】今後有益なものとなっていく社会人向け情報セキュリティ教育について

は、広報活動を工夫することなどにより、多くの利用者を獲得することを期待する。 

〇【大項目２２】令和４年度編入学生として都立工業高校から５名を受け入れているが、更

に連携を拡充する取組を期待する。 

〇【大項目２４】学生相談においては令和２年度に比べて対面以外の相談が大幅に増えてお

り、学生が利用しやすいようになっている。今後も、オンラインを活用したきめ細かな学

生相談対応が継続されることを期待する。 

〇【大項目２５】ホームページの改修や SNS での積極的な発信、コンテンツの拡充など、広

報活動に精力的に取り組んでおり、その結果、ホームページや SNS のアクセス数、フォロ

ワー数は増加している。一方、志願者数は伸び悩んでいることから、戦略的な広報を志願

者の増加につなげていくことを期待する。 

 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２６ 研究に関する目標を達成するための措置 ３３  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２６】若手教員対象の応募書類添削や個人面談など、外部資金獲得のための支援

を継続して行った結果、過去最高であった令和２年度の科研費新規採択率と同様の高水準

を維持した。 

 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目２６】特別研究期間制度について、取得対象の拡大や、取得期間の柔軟化など、

より多くの教員が取得しやすい仕組みの見直しを図ったものの、取得者が目標値に届いて

いないことから、取得の促進に向けた更なる取組を期待する。 

 

３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２７ 都政との連携に関する目標を達成するための措置 ３３  

２８ 社会貢献等に関する目標を達成するための措置 ３３  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２７】コロナ禍にあって、中学生を対象とした「サイバーセキュリティ TOKYO 

for Junior」や「ICT 基礎 Lab. for Junior」を複数回にわたって実施し、中学生に体験学

習の機会を提供した。 

〇【大項目２７】特に「サイバーセキュリティ TOKYO for Junior」は、定員を大きく上回る

申込みがあり、さらに企業等が実施する情報セキュリティ関連イベントへの教員の協力を
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通じて後援を働きかけ、新規で５団体・１企業を獲得するなど、後援団体数を着実に増や

している。 

〇【大項目２８】中小企業のニーズに対応したオープンカレッジ講座は、更に新規の講座が

開設され充実が図られている。また、サイバーセキュリティ関係の講座はアンケートで好

評を得ている。 

 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目２８】警視庁や商工会議所との連携を更に強化し、中小企業向けサイバーセキュ

リティ研修を標準化して横展開していくことを期待する。 

 

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２９ グローバル化に関する目標を達成するための措置 ２ 

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２９】グローバル・コミュニケーション・プログラム、インターナショナル・エ

デュケーション・プログラムについては、感染拡大による渡航中止決定を受け、対面やオ

ンラインを組み合わせたプログラムへと再構築した。これにより海外で働くことへの興味

が増したなどのアンケート結果が得られるなど、各プログラムについて工夫しながら実効

性を高めた。 

〇【大項目２９】専攻科の一部のコースのみで開講されていた英語授業を、専攻科の全コー

スで履修できるようリニューアルし、専攻科生 74 名中 48 名が履修した。 

  

  

ⅣⅣ～～ⅦⅦ  法法人人運運営営全全般般にに係係るる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置  

大項目番号 取組事項 評定 

Ⅳ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３０ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 ３３  

３１ 教育研究組織の見直し等に関する目標を達成するための措置 ３３  

３２ 事務の効率化・合理化等に関する目標を達成するための措置 ２２  

Ⅴ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 ３３  

Ⅵ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３４ 
自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとる

べき措置 
３３  

Ⅶ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

３５ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 ３３  

 
【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目３０】持続可能な社会の実現に向けた調査研究機能強化に組織的に取り組むた

め、TMU サステナブル研究推進機構を設置し、東京都と連携した研究テーマ２件に着手す
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るなど、東京都の戦略的シンクタンクとしての機能の強化を図っている。 

〇【大項目３０】情報分野や国際分野等高度な専門性を必要とするポストを精査し、URA４名

を含む専門職人材８名を配置するとともに、勤務実績等を反映した処遇を行うことなどに

より、専門職の一層の活用に向けた取組を進めた。 

〇【大項目３１】大学高専連携の推進に向け、２大学１高専の教職員間の情報共有や、交流

の強化、産技高専専攻科生の都立大大学院への推薦入学について、関係者を交えて意見交

換を行った。 

〇【大項目３２】東京都の要請による、南大沢キャンパスにおける新型コロナウイルスワク

チン大規模接種会場を設置するに当たり、迅速に組織一丸となって対応を行い、若者への

ワクチン接種の加速に寄与し、地域社会への貢献を果たした。 

〇【大項目３２】働き方改革推進計画の策定や業務見直しに向けて、全職員を対象に意見聴

取を行い、合計約 900 件の意見を踏まえて検討した。これにより、特に超過勤務手当支払

業務等の多くの労働力が割かれていた業務の合理化・効率化が図られた。 

〇【大項目３３】引き続き URA による教員へのサポートをきめ細かく実施すること等によ

り、受託研究費等の受入金額において、法人化後最高額を獲得した。 

〇【大項目３４】都立大の教育・研究等の魅力を分かりやすく発信するために、都立大総合

ホームページ及び大学案内のデザインリニューアルに当たり、ストーリーブランディング

の手法を用いて、訴求力のあるコンテンツとなるよう検討を重ねた。 

〇【大項目３４】卒業生、同窓会等との連携強化に向け、都立大同窓会組織と都立大が包括

連携協定を締結した。今後はこの協定に基づき、様々な取組が実施されることを期待す

る。 

〇【大項目３５】持続可能な都市の実現に向けた取組として、気候非常事態宣言を発出する

など、法人としての気候変動やカーボンニュートラルに対する考え方や取り組むべき内容

を他大学や社会に対して発信した。 

 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目３０】特別招聘教授制度を導入し、トップレベルの研究者を招聘するなど、質の

高い教育研究の実現に向けて人事制度改革に取り組んでいるが、クロスアポイントメント

制度をはじめ、その他の制度についても一層の活用を期待する。 

〇【大項目３１】２大学１高専の連携は、海外交流プログラムの実施や、推薦入学などで進

んでいるが、教員・事務担当者間の意見交換を継続して、一層の交流を図り、相乗効果が

強まることを期待する。 

〇【大項目３３】遺贈寄附により寄附金額が大幅に増加しているが、今後も恒常的に寄附が

集まるような仕組みを検討されたい。 

〇【大項目３４】各大学・高専に関心の高そうなユーザーをターゲットに、広報を実施して

いるものの、他大学・高専と比較したアピールポイント(長所･強み)をより分析し、情報発

信されたい。 

〇【大項目３５】教員及び職員の研究コンプライアンス研修の受講率は令和２年度から引き

続き 100%となったが、学生の受講率の向上については、更なる取組の強化を期待する。 

 

（改善すべき点） 

〇【大項目３５】令和３年 12 月に発生した、化学物質を使用した実験による火災を未然に防

げなかったことは遺憾である。再発防止に向けて安全対策検討会の設置や「危険物に関す

る安全対策」の新たな策定など、様々な取組がなされているが、引き続き安全対策の強化

を図ることを求める。 

〇【大項目３５】情報セキュリティ及び個人情報保護に関する研修・自己点検の e ラーニン

グ受講率について、都立大教員だけが 100％を達成せず、過年度からの改善も見られな

い。加えて情報セキュリティ事故が頻発しており、抜本的な改善を求める。 
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東京都公立大学法人の業務実績評価方針及び評価方法 

 
平成１８年 ２月 ２７日 

東京都地方独立行政法人評価委員会公立大学分科会決定 

平成１９年 ３月２３日一部改正 

平成２０年 ２月１５日一部改正 

平成２０年１２月１５日一部改正 

平成２２年１１月１６日一部改正 

平成２３年１２月２６日一部改正 

平成２６年１２月 ４日一部改正 

平成２９年１２月１８日一部改正 

平成３０年 ３月 ２日一部改正 

令和元年１１月２６日一部改正 

 

１ 本評価方針等について 

東京都公立大学法人（令和２年３月 31日までは公立大学法人首都大学東京。以下「法人」
という。）の業務実績評価は、地方独立行政法人法（以下「法」という。）第 78条の２第 1
項に基づき、以下に示す評価の基本方針及び評価の方法により実施する。 
２ 評価の基本方針 

（１）中期目標の達成に向け、法人の中期計画の事業の進捗状況を確認する。 
（２）評価を通じて法人の業務運営状況をわかりやすく社会に示す。 
（３）法人の業務運営の改善・向上に資する。 
（４）都民への説明責任を果たす。 
（５）教育研究の質の向上に資する。 
（６）教育研究成果の社会への貢献に資する。 
（７）中期目標の期間の終了時において、法人の業務を継続させる必要性、組織の在り方そ

の他その組織及び業務の全般にわたる検討に資する。 
３ 各評価の目的等 

（１）各事業年度に係る業務の実績に関する評価（以下「年度評価」という。） 
ア 実施内容 

年度計画の実施状況等を検証し、中期計画の進捗状況を分析して評価を行う。 
イ 評価対象事業年度（実施時期） 

毎事業年度（当該事業年度の翌年度） 
（２）中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務の実績に関する評

価（以下「見込評価」という。） 
ア 実施内容 
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中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務の実績について、

中期計画の実施状況等に基づき、中期目標の達成状況を検証し評価を行う。 
イ 評価対象事業年度（実施時期） 

中期目標の期間（第 5事業年度） 
（３）中期目標の期間における業務の実績に関する評価（以下「期間実績評価」という。） 

ア 実施内容 
中期計画の実施状況等に基づき、見込評価を踏まえ、中期目標の達成状況を確認し評

価を行う。 
イ 評価対象事業年度（実施時期） 

中期目標の期間（翌中期目標の期間の第 1事業年度） 
４ 業務実績等報告 

法人は、公立大学分科会が別に指定した様式等に基づき、自らが実施する自己点検・評価

結果を踏まえ、年度計画及び中期計画に記載されている事項について、当該計画の実施状況

を検証し、以下のとおり業務実績等報告書を作成する。 
作成にあたっては、当該項目の実施状況を別表１のとおり自己評価する。（別表中に記載し

た基準（目安）は、自己評価の目安を示したものであり、実績・成果の水準に加え、計画の

難易度、外的要因、取組の経緯・過程等を報告書中に明示し、これらを総合的に勘案して自

己評価する。） 
（１）年度評価 

年度計画各項目の業務実績等を過年度との比較を含めて記載する他、中期計画の進捗

状況及び達成に向けた課題を記載する。 
特記事項欄には、以下に掲げる事項について、必ず記載すること。 

ア 前年度の評価結果を踏まえた改善に向けた取組 
イ 特色ある取組、顕著な実績又は特に優れた成果を上げた取組 
ウ 遅滞が生じている取組やその理由 
エ 過年度との実績対比において数値による比較が可能なもの 
オ その他、法人が積極的に実施した取組 

（２）見込評価 
中期計画の項目ごとに中期目標の期間における中期計画の進捗状況及び最終年度の終

了時までに見込まれる業務の実績を過年度との比較を含めて記載する他、中期計画の達

成状況及び達成に向けた課題等を記載する。 
特記事項欄には、以下に掲げる事項について、必ず記載すること。 

ア 特色ある取組、顕著な実績又は特に優れた成果を上げた取組 
イ 遅滞が生じている取組やその理由 
ウ 過年度との実績対比において数値による比較が可能なもの 
エ その他、法人が積極的に実施した取組 
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中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務の実績について、

中期計画の実施状況等に基づき、中期目標の達成状況を検証し評価を行う。 
イ 評価対象事業年度（実施時期） 

中期目標の期間（第 5事業年度） 
（３）中期目標の期間における業務の実績に関する評価（以下「期間実績評価」という。） 

ア 実施内容 
中期計画の実施状況等に基づき、見込評価を踏まえ、中期目標の達成状況を確認し評

価を行う。 
イ 評価対象事業年度（実施時期） 

中期目標の期間（翌中期目標の期間の第 1事業年度） 
４ 業務実績等報告 

法人は、公立大学分科会が別に指定した様式等に基づき、自らが実施する自己点検・評価

結果を踏まえ、年度計画及び中期計画に記載されている事項について、当該計画の実施状況

を検証し、以下のとおり業務実績等報告書を作成する。 
作成にあたっては、当該項目の実施状況を別表１のとおり自己評価する。（別表中に記載し

た基準（目安）は、自己評価の目安を示したものであり、実績・成果の水準に加え、計画の

難易度、外的要因、取組の経緯・過程等を報告書中に明示し、これらを総合的に勘案して自

己評価する。） 
（１）年度評価 

年度計画各項目の業務実績等を過年度との比較を含めて記載する他、中期計画の進捗

状況及び達成に向けた課題を記載する。 
特記事項欄には、以下に掲げる事項について、必ず記載すること。 

ア 前年度の評価結果を踏まえた改善に向けた取組 
イ 特色ある取組、顕著な実績又は特に優れた成果を上げた取組 
ウ 遅滞が生じている取組やその理由 
エ 過年度との実績対比において数値による比較が可能なもの 
オ その他、法人が積極的に実施した取組 

（２）見込評価 
中期計画の項目ごとに中期目標の期間における中期計画の進捗状況及び最終年度の終

了時までに見込まれる業務の実績を過年度との比較を含めて記載する他、中期計画の達

成状況及び達成に向けた課題等を記載する。 
特記事項欄には、以下に掲げる事項について、必ず記載すること。 

ア 特色ある取組、顕著な実績又は特に優れた成果を上げた取組 
イ 遅滞が生じている取組やその理由 
ウ 過年度との実績対比において数値による比較が可能なもの 
エ その他、法人が積極的に実施した取組 

（３）期間実績評価 
中期計画の項目ごとに中期目標の期間における中期計画の達成状況を記載する。 
特記事項欄には、以下に掲げる事項について、必ず記載すること。 

ア 特色ある取組や顕著な実績又は特に優れた成果を上げた取組 
イ 遅滞が生じた取組やその理由 
ウ 過年度との実績対比において数値による比較が可能なもの 
エ その他、法人が積極的に実施した取組 

５ 評価の方法 

法人が提出する業務実績等報告書等に基づき、「項目別評価」及び「全体評価」により実施

する。 
評価に当たっては、教育研究の状況、法人の業務運営の改善、財務運営の改善等に視点を

置き、総合的に評価を行う。 
法人の質的向上を促す観点から、戦略性が高く意欲的な計画は、進捗・達成状況の他にプ

ロセスや内容を評価する等、積極的な取組として適切に評価を行う。 
（１）項目別評価 

ア 業務実績の検証 
項目別評価を実施するにあたって、法人から提出された業務実績等報告書等を基に

検証を行う。 
検証にあたっては、年度計画及び中期計画に記載されている各項目の業務の実績に

ついて、数値データなど客観的な事実を用いて中期計画の進捗・達成状況及び成果・

効果を確認するとともに、法人の自己評価及び計画設定の妥当性を含め総合的に行う。 
検証は、法人からのヒアリングにより実施する。 

イ 業務実績等の評価 
業務実績等報告書の各項目の検証及び特記事項等を基に、一定のまとまりごとに別

表２又は別表３のとおり評定する。（別表中に記載した説明は、評定に当り判断の目安

を示したものであり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的要因、取組の経

緯・過程等を総合的に勘案して評定する。） 
評定１、２又は４若しくは、優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、

改善すべき点等については、積極的に評定説明を付す。 
評定３については、特筆すべき取組がある場合、法人の自己評価の段階と異なる評

定を付す場合等に、評定説明を付す。 
ウ 教育研究 

教育研究の質の向上に資する施策の進捗・達成状況を評価する。 
見込評価及び期間実績評価は、当該中期目標の期間中に実施される認証評価機関の

評価も踏まえて実施する。 
（２）全体評価 
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項目別評価の結果を踏まえつつ、事業年度評価は中期計画達成に向けた進捗状況全体

について、また、見込評価及び期間実績評価は中期目標達成状況について、以下に掲げ

る事項について記述式により評価する。 
総評には、別表４のとおり、全体評価を総括する表記をする。 

ア 総評 
イ 中期目標の達成に向けた課題、法人への要望など 

６ 評価結果の決定等 

評価結果の決定は以下のとおり行う。 
（１）公立大学分科会での審議を通じて、項目別評価及び全体評価結果をとりまとめ、評価

結果（案）を作成する。 
（２）評価結果（案）を法人に示すとともに、評価結果（案）に対する意見申し出の機会を

法人に付与する。 
（３）評価結果の決定は法人からの意見申し出を踏まえて行うものとし、各評価の決定区分

は次のとおりとする。 
ア 年度評価及び期間実績評価は、公立大学分科会において評価結果を決定し、同分科

会の議決をもって東京都地方独立行政法人評価委員会の決定とする。 
イ 見込評価は、東京都地方独立行政法人評価委員会において評価結果を決定する。 

（４）評価結果を法人に通知するとともに、知事に報告する。合わせて、評価結果を公表す

る。 
（５）評価結果をまとめたもの（以下「評価書」という。）等は、広く都民に周知できる方法

で公表する。 
７ 評価結果の活用等に関する事項 

（１） 評価書に記載する要望等 

ア 評価書に記載する要望、期待等については、中期計画との関連性及びその重要性、

緊急性などを勘案の上記載する。 

イ 特に優先して対応を求める事項又は経過報告を求める事項については、公立大学分

科会から法人に対し、対応報告を求める。 

ウ 法人は、業務実績評価の結果を中期計画及び年度計画並びに業務運営に適切に反映

させるとともに、評価結果の反映状況を公表するなど、適切に対応すること。 
（２） 評価書とは別にとりまとめる「参考意見」 

ア 少数意見等で評価書に記載する要望、期待等とならないものについては、評価書と

は別に参考意見としてとりまとめ、法人に提供する。 

イ 参考意見のとりまとめに当たっては、公立大学分科会長がその責任において意見を

整理することとする。 

ウ 参考意見についても、法人運営の改善及び教育研究の質の向上のため、法人内で参

考とするよう通知する。 
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項目別評価の結果を踏まえつつ、事業年度評価は中期計画達成に向けた進捗状況全体

について、また、見込評価及び期間実績評価は中期目標達成状況について、以下に掲げ

る事項について記述式により評価する。 
総評には、別表４のとおり、全体評価を総括する表記をする。 

ア 総評 
イ 中期目標の達成に向けた課題、法人への要望など 

６ 評価結果の決定等 

評価結果の決定は以下のとおり行う。 
（１）公立大学分科会での審議を通じて、項目別評価及び全体評価結果をとりまとめ、評価

結果（案）を作成する。 
（２）評価結果（案）を法人に示すとともに、評価結果（案）に対する意見申し出の機会を

法人に付与する。 
（３）評価結果の決定は法人からの意見申し出を踏まえて行うものとし、各評価の決定区分

は次のとおりとする。 
ア 年度評価及び期間実績評価は、公立大学分科会において評価結果を決定し、同分科

会の議決をもって東京都地方独立行政法人評価委員会の決定とする。 
イ 見込評価は、東京都地方独立行政法人評価委員会において評価結果を決定する。 

（４）評価結果を法人に通知するとともに、知事に報告する。合わせて、評価結果を公表す

る。 
（５）評価結果をまとめたもの（以下「評価書」という。）等は、広く都民に周知できる方法

で公表する。 
７ 評価結果の活用等に関する事項 

（１） 評価書に記載する要望等 

ア 評価書に記載する要望、期待等については、中期計画との関連性及びその重要性、

緊急性などを勘案の上記載する。 

イ 特に優先して対応を求める事項又は経過報告を求める事項については、公立大学分

科会から法人に対し、対応報告を求める。 

ウ 法人は、業務実績評価の結果を中期計画及び年度計画並びに業務運営に適切に反映

させるとともに、評価結果の反映状況を公表するなど、適切に対応すること。 
（２） 評価書とは別にとりまとめる「参考意見」 

ア 少数意見等で評価書に記載する要望、期待等とならないものについては、評価書と

は別に参考意見としてとりまとめ、法人に提供する。 

イ 参考意見のとりまとめに当たっては、公立大学分科会長がその責任において意見を

整理することとする。 

ウ 参考意見についても、法人運営の改善及び教育研究の質の向上のため、法人内で参

考とするよう通知する。 

８ 評価業務スケジュール 

事項 時期 業務内容等 

年度終了 ３月末 ○年度事業の終了（法人） 

評価準備 ４月～６月 ○業務実績等報告書作成（法人） 
○現地視察等 

実績報告 ６月 ○業務実績等報告書提出（法人） 
（年度終了後、３ヶ月以内に提出） 
○業務実績等の検証（法人からのヒアリング） 

評 価 ６月～８月 ○評価結果（案）作成 
○法人からの意見申し出機会の付与 
○評価結果（最終案）作成 
○評価結果の決定（見込評価のみ東京都地方独立行政法人評価委員

会で行う。） 

報告・公

表 
９月 ○評価結果の知事への報告及び法人への通知 

 

９ 本評価方針等の見直し等について 

本評価方針及び評価方法については、業務実績評価の実施結果を踏まえ、必要に応じ、公

立大学分科会において見直すことができる。 
本評価方針及び評価方法に定めるもののほか、評価の実施に関して必要な事項は、公立大

学分科会が別に定めることができる。 
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別表１（自己評価・評語・基準（目安）） 

自己 
評価 

評語 基準（目安） 

Ｓ 
年度計画を当初予定より大幅

に上回って実施している。 
顕著な実績又は特に優れた成果が認められるも

の 

Ａ 
年度計画を当初予定より上回

って実施している。 
達成度が概ね 110％以上と認められるもの 

Ｂ 
年度計画を当初予定どおり実

施している。 
達成度が概ね 90％以上 110％未満と認められる

もの 

Ｃ 
年度計画の実施状況が当初予

定を下回っている。 
達成度が概ね 60％以上 90%未満と認められるも

の 

Ｄ 
年度計画の実施状況が当初予

定を大幅に下回っている。 
達成度が 60%未満と認められるもの、あるいは年

度計画を実施していないもの 

見込評価及び期間実績評価は、「年度計画」を「中期計画」に読み替える。 
 
別表２（評定・評語・説明） 
【年度評価】 

評定 評語 説明 

１ 
年度計画を大幅に上回って実

施している。 
 

顕著な実績又は特に優れた成果が認められるも

の 

２ 
年度計画を上回って実施して

いる。 
 

年度計画を上回る取組、実績又は成果を挙げたも

の、あるいは年度計画を順調に実施し、かつその

取組に注目すべき点（※）が認められるもの 

３ 
年度計画を順調に実施してい

る。 
 

達成度が概ね 100％程度と認められるもの 

４ 
年度計画を十分に実施できて

いない。 
 

年度計画を計画通り実施できていないもの 
実績・成果が年度計画を下回っているもの 

５ 
業務の大幅な見直し、改善が必

要である。 
 

公立大学分科会が特に認める場合 

※中期目標を達成するため、中期計画を前倒しして実施するなど、戦略性が高く意欲的な年

度計画を積極的に実施するなどの、その取組に注目すべき内容が認められるもの、あるい

は社会情勢の変化等の外的要因により達成がより困難となった年度計画について達成した
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別表１（自己評価・評語・基準（目安）） 

自己 
評価 

評語 基準（目安） 

Ｓ 
年度計画を当初予定より大幅

に上回って実施している。 
顕著な実績又は特に優れた成果が認められるも

の 

Ａ 
年度計画を当初予定より上回

って実施している。 
達成度が概ね 110％以上と認められるもの 

Ｂ 
年度計画を当初予定どおり実

施している。 
達成度が概ね 90％以上 110％未満と認められる

もの 

Ｃ 
年度計画の実施状況が当初予

定を下回っている。 
達成度が概ね 60％以上 90%未満と認められるも

の 

Ｄ 
年度計画の実施状況が当初予

定を大幅に下回っている。 
達成度が 60%未満と認められるもの、あるいは年

度計画を実施していないもの 

見込評価及び期間実績評価は、「年度計画」を「中期計画」に読み替える。 
 
別表２（評定・評語・説明） 
【年度評価】 

評定 評語 説明 

１ 
年度計画を大幅に上回って実

施している。 
 

顕著な実績又は特に優れた成果が認められるも

の 

２ 
年度計画を上回って実施して

いる。 
 

年度計画を上回る取組、実績又は成果を挙げたも

の、あるいは年度計画を順調に実施し、かつその

取組に注目すべき点（※）が認められるもの 

３ 
年度計画を順調に実施してい

る。 
 

達成度が概ね 100％程度と認められるもの 

４ 
年度計画を十分に実施できて

いない。 
 

年度計画を計画通り実施できていないもの 
実績・成果が年度計画を下回っているもの 

５ 
業務の大幅な見直し、改善が必

要である。 
 

公立大学分科会が特に認める場合 

※中期目標を達成するため、中期計画を前倒しして実施するなど、戦略性が高く意欲的な年

度計画を積極的に実施するなどの、その取組に注目すべき内容が認められるもの、あるい

は社会情勢の変化等の外的要因により達成がより困難となった年度計画について達成した

もの等 
 
別表３（評定・評語・説明） 
【見込評価・期間実績評価】 

評定 評語 説明 

１ 
中期目標の達成状況が極めて

良好である。 
中期計画を大幅に上回って実施しているもの、あ

るいは顕著な実績又は特に優れた成果が認めら

れるもの 

２ 
中期目標の達成状況が良好で

ある。 
中期計画を上回る取組、実績又は成果を挙げたも

の、あるいは中期計画を順調に実施し、かつその

取組に注目すべき点（※）が認められるもの 

３ 
中期目標の達成状況が概ね良

好である。 
 

中期計画に記載された事項を概ね 100％計画通
り実施したもの 

４ 
中期目標の達成状況がやや不

十分である。 
 

中期計画を計画通り実施しなかったもの、あるい

は実績・成果が中期計画を下回っているもの 

５ 

中期目標の達成状況が不十分

であり、法人の組織、業務等に

見直しが必要である。 
 

公立大学分科会が特に認める場合 

※中期目標を達成するため、戦略性が高く意欲的な中期計画を定めて、実績又は成果を挙げ

たもの、あるいは社会情勢の変化等の外的要因により達成がより困難となった中期計画に

ついて達成したもの等 
 
別表４（全体評価の総評） 

評語 

～特筆すべき業務の進捗状況にある。 

～優れた業務の進捗状況にある。 

～着実な業務の進捗状況にある。 

～業務の進捗状況に遅れが見られる。 

～業務の進捗状況に大幅な遅れが見られ、業務の改善が必要 

見込評価及び期間実績評価については、「進捗状況」を「達成状況」と読み替えるものとする 
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 ◎　委員長（分科会長）　○ 分科会長　

分科会

○ 大 野 髙 裕 早稲田大学　理工学術院　創造理工学部　教授

杉 谷 祐美子 青山学院大学　教育人間科学部　教育学科　教授

鈴 木 陽 子
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
政策研究事業本部共生・社会政策部　主任研究員

髙 橋 克 典
公認会計士
新創監査法人　代表社員

田 宮 菜奈子
筑波大学　医学医療系　ヘルスサービスリサーチ分野　教授
筑波大学　ヘルスサービス開発研究センター　センター長

村 瀨 賢 芳 日本製鉄株式会社　取締役　監査等委員

最 上 善 広
放送大学　客員教授
お茶の水女子大学　名誉教授

○ 波多野 睦 子 東京工業大学　工学院　電気電子系　教授

大 橋 玲 子 監査法人八雲　代表社員

鈴 木 哲 也 慶應義塾大学　理工学部　機械工学科　教授

武 田 則 秋 日刊工業新聞社　デジタルメディア局長

林　 英 夫 武州工業株式会社　相談役

◎ 矢 﨑 義 雄
公益財団法人　榊原記念財団　理事長
国際医療福祉大学　名誉総長

藍 真 澄
東京医科歯科大学病院　保険医療管理部　教授
東京医科歯科大学　大学院　教授

大 橋 裕 子 大橋裕子公認会計士事務所　所長

土 谷 明 男 公益社団法人　東京都医師会　理事

永 山 悦 子 毎日新聞論説委員

○ 福 井 次 矢 東京医科大学茨城医療センター　病院長

井 伊 雅 子 一橋大学国際・公共政策大学院　教授

大 坪 由里子 公益社団法人　東京都医師会　理事

児 玉 　　修 児玉公認会計士事務所　所長

本 田 麻由美 読売新聞東京本社　編集局　医療部　編集委員

（委員長、分科会長を除き五十音順、敬称略）

東東京京都都地地方方独独立立行行政政法法人人評評価価委委員員会会　　委委員員名名簿簿
（（令令和和４４年年７７月月１１日日現現在在））

高
齢
者
医
療
・
研
究

都
　
立
　
病
　
院

氏　　名 所　　　　　　属

公
　
立
　
大
　
学

試
　
験
　
研
　
究
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法
人

の
概

要
 

  

１
 
現
況
 

  
（
１
）
法
人
名
 

 
 
 
 
東
京
都
公
立
大
学
法
人
 

 
（
２
）
設
立
年
月
日
 

 
 
 
 
平
成

1
7
年
４
月

1
日
 

 
（
３
）
所
在
地
 

 
 
 
 
東
京
都
新
宿
区
 

 
（
４
）
役
員
の
状
況
 

 
 
 
 
理
事
長
 
 
 
山
本
 
良
一
 

 
 
 
 
副
理
事
長
 
 
大
橋
 
隆
哉
 
 
 
（
東
京
都
立
大
学
学
長
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
川
田
 
誠
一
  

（
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
学
長
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
山
 
明
子
 
 
（
東
京
都
公
立
大
学
法
人
事

務
局
長
）
 

 
 
 
 
理
事
 
 
 
 
渡
辺
 
和
人
  

（
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
校
長
）
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西
村
 
和
夫
  

（
東
京
都
立
大
学
学
長
特
任
補
佐
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山
下
 
英
明
 
 
（
東
京
都
立
大
学
副
学
長
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
監

事
 
 
 
 
山

田
 
 
洋

一
 
 
（

非
常

勤
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野
村
 
浩
子
  

（
非
常
勤
）
 

 
（
５
）
業
務
内
容
 

 
 
 
①
 
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
及
び
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
を
設
置
し
、
こ
れ
を
運

営
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
②
 
学
生
に
対
し
て
、
修
学
、
進
路
選
択
及
び
心
身
の
健
康
等
に

関
す
る
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。
 

 
 
 
③
 
法
人
以
外
の
者
か
ら
委
託
を
受
け
、
又
は
こ
れ
と
共
同
し
て
行
う
研
究
の
実
施
そ
の
他
の
法
人
以
外
の
者
と
の
連
携
に

よ
る
教
育
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
。
 

 
 
 
④
 
公
開
講
座
の
開
設
そ
の
他
の
学
生
以
外
の
者
に
対
す
る
学
習

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
⑤
 
教
育
研
究
の
成
果
を
普
及
し
、
及
び
そ
の
活
用
を
促
進
す
る

こ
と
。
 

 
 
 
⑥
 
前
各
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。
 

 
（
６
）
設
置
学
校
 

 
 
 
①
 
東
京
都
立
大
学
 

 
 
 
 
 
学
 
部
：
人
文
社
会
学
部
、
法
学
部
、
経
済
経
営
学
部
、
理

学
部
、
都
市
環
境
学
部
、
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
健
康
福
祉
学
部
 

 
 
 
 
 
研
究
科
：
人
文
科
学
研
究
科
、
法
学
政
治
学
研
究
科
、
経
営

学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
都
市
環
境
科
学
研
究
科
、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研

究
科
、
人
間
健
康
科
学
研
究
科
 

 
 
 
 
 
専
攻
科
：
助
産
学
専
攻
 

 
 
 
②
 
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
 

 
 
 
 
 
研
究
科
：
産
業
技
術
研
究
科
 

 
 
 
③
 
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
 

 
 
 
 
 
 
 
 
本
 
科
：

も
の
づ
く
り
工
学
科
 

 
 
 
 
 
専
攻
科
：
創
造
工
学
専
攻
 

 
（
７
）
学
生
数
（
令
和
３
年
５
月

1
日
時
点
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
単
位
：
人
）
 

学
 
校
 
名
 

学
部
・
本
科
 

大
学
院
・
専
攻
科
 

合
 

 
計
 

東
京
都
立
大
学
 

6
,
8
0
3
 

2
,
2
5
6
 

9
,
0
5
9
 

東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
 

-
 

2
5
6
 

2
5
6
 

東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
 

1
,
5
7
4
 

7
4
 

1
,
6
4
8
 

合
 
 
 
計
 

8
,3

77
 

2
,5

86
 

1
0,

96
3 

 
（
８
）
教
職
員
数
（
令
和
３
年
５
月
１
日
時
点
）
 

 
 
 
①
 
教

員
数

（
常

勤
教

員
の

み
）

 
8
0
0
名
 

 
 
 
②
 
教
員
以
外
の
職
員
数
 
 
 
 
5
6
8
名
 

 
 
 
（
※
役
員
及
び
人
材
派
遣
職
員
を
含
ま
な
い
。
）
 

２
 

法
人
の
基
本
的
な
目
標
 

  
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

及
び

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

は
、
様

々
な

取
組

を
通

じ
て

教
育

研
究
力
を
高
め
、
次
代
を
担
う
人
材

の
輩

出
や

大
都

市
課

題
の

解
決

、
新

た
な

知
の

創
造

等
の

教
育

研
究

の
確

か
な

成
果

を
社

会
に

還
元
し
、
更
に
は
世
界
へ
と
波
及

さ
せ

て
い

く
。

 

そ
の
際
に
は
、
各
教
育
機
関
の
構

成
員

一
人

一
人

が
、
そ

れ
ぞ

れ
の

教
育

機
関

に
期

待
さ

れ
る
「

都
立

」
と

し
て

の
役

割
を

深
く

認
識
し
、
都
民
に
と
っ
て
価
値
あ

る
も

の
と

な
る

よ
う

、
日

々
の

教
育

研
究

に
取

り
組

む
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た
、
法
人
は
性
質
の
異
な
る
三

つ
の

教
育

機
関

を
運

営
し

て
い

る
が

、
こ

れ
は

、
他

の
国

立
大

学
法

人
や

公
立

大
学

法
人

に
は

な
い

特
性

で
あ
る

。
育

成
す
る

人
材
像

や
教

育
研
究

内
容
は

異
な

る
も
の

の
、
「
大
都

市
に
お

け
る
人

間
社

会
の
理

想
像
の

追
求

」

と
い
う
使
命
の
実
現
に
向
け
て
、

三
つ

の
教

育
機

関
が

連
携

・
協

力
し

、
法

人
全

体
と

し
て

効
果

的
な

事
業

展
開

を
図

っ
て

い
く

。
 

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
各
教

育
機

関
は

東
京

都
の

教
育

機
関

と
し

て
、

そ
の

存
在

意
義

を
都

民
に

示
し

て
い

く
。

 

今
回
の
中
期
目
標
に
お
い
て
は
、
こ

う
し
た

基
本

的
な

目
標

に
基

づ
き

事
項

ご
と

の
目

標
を

定
め

る
と

と
も

に
、
全

体
を

通
じ
た

重
点
目
標
と
し
て
次
の
三
点
を
定

め
る

。
 

 ■
重
点
目
標
 

①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
の

、
大

都
市

課
題

を
解

決
す

る
人

材
の

育
成

・
輩

出
と

、
卓

越
し

た
研

究
の

推
進

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
環
境

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

等
、

多
く

の
課

題
に

つ
い

て
地

球
的

規
模

で
の

対
応

が
求

め
ら

れ
る

一
方

、

世
界
有
数
の
大
都
市
で
あ
る
東
京

に
は

、
世

界
の

都
市

に
共

通
す

る
課

題
が

先
鋭

的
に

現
れ

て
い

る
。

 

大
都
市
課
題
の
解
決
に
貢
献
す

る
意

欲
と

能
力

を
備

え
、
広

く
世

界
で

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

、
ま

た
、
大

規
模

災

害
の
リ
ス
ク
や
少
子
高
齢
・
人
口

減
少

社
会

の
到

来
へ

の
対

応
等

の
大

都
市

課
題

の
解

決
に

向
け

た
研

究
を

推
進

す
る

こ
と

が
、
東

京
都
が
設
立
し
た
法
人
に
求
め
ら

れ
る

主
要

な
役

割
で

あ
る

。
 

各
教
育
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
育
成

す
る

人
材

像
を

明
確

に
し

、
質

の
高

い
学

生
の

確
保

に
努

め
、
国

際
通

用
性

の
あ

る
教

育
プ

ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
大

都
市

東
京

を
将

来
に

わ
た

っ
て

支
え

得
る

有
為

な
人

材
を

確
実

に
育

成
・

輩
出

し
て

い
く

。
 

ま
た
、
複
雑
化
・
高

度
化
す
る
大

都
市

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

は
、
卓

越
し

た
研

究
力

に
よ

る
幅

広
い

分
野

の
知

見
と

そ
の

融

合
が
求
め
ら
れ
る
。
世
界
の
大
学
や

研
究

機
関

等
と

も
連

携
・
協

力
し

な
が

ら
、
専

門
分

野
ご

と
の

基
礎

研
究

力
を

強
化

す
る

と
と

も
に
、
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社

会
の

実
現

に
寄

与
す

る
た

め
、

分
野

横
断

型
の

研
究

を
戦

略
的

に
推

進
し

て
い

く
。

 

 ②
変
化
し
続
け
る
社
会
か
ら
の
要

請
へ

の
的

確
な

対
応

と
、

そ
れ

を
支

え
る

基
盤

の
強

化
 

産
業
構
造
の
変
化
や
技
術
革
新

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
等

、
社

会
経

済
状

況
が

加
速

度
的

に
変

化
し

て
い

く
中

、
法

人
は

社
会

か
ら

の

新
た
な
要
請
や
期
待
に
、
今
ま
で

以
上

に
的

確
か

つ
迅

速
に

対
応

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

各
教
育
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を

生
か

し
、
新

た
な

人
材

需
要

や
解

決
す

べ
き

課
題

に
対

応
し

て
い

く
た

め
、
教

育
研

究
の

将

来
像
を
見
通
し
な
が
ら
、
教
育
研

究
組

織
の

再
編

成
や

新
し

い
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

開
発

等
、

主
体

的
に

改
革

を
進

め
て

い
く

。
 

ま
た
、
そ
う
し
た
取
組
を
支
え

る
た

め
、
効

率
的
・
効

果
的

な
業

務
運

営
、
戦

略
的

な
人

事
制

度
の

構
築

、
中

長
期

的
な

構
想

に

基
づ
く
施
設
設
備
の
更
新
等
、
法

人
の

基
盤

を
一

層
強

化
し

て
い

く
。

 

 ③
東
京
都
が
設
立
し
た
高
等
教
育

機
関

な
ら

で
は

の
教

育
研

究
を

推
進

し
、

東
京

の
未

来
へ

貢
献

 

法
人
は
東
京
都
が
設
立
し
た
公
立

大
学

法
人

と
し

て
、
東

京
都

を
は

じ
め

と
す

る
自

治
体

、
試

験
研

究
機

関
、
企

業
、
他

大
学
等

の
様
々
な
機
関
と
連
携
し
た
教
育
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
東

京
都

の
政

策
課

題
と

各
教

育
機

関
の

専
門

的
知

見
と

を
結

び
付

け
、
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
を
提

案
す

る
、

東
京

都
の

シ
ン

ク
タ

ン
ク

と
し

て
の

役
割

を
よ

り
一

層
果

た
し

て
い

く
。

 

ま
た
、
世
界
の
大
学
や
研
究
機
関

等
と

の
交

流
に

よ
る

国
際

的
な

人
材

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
や

、
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
へ
の
積

極
的

な
支

援
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
東

京
の

未
来

へ
貢

献
し

て
い

く
。

 

     ※
報
告
書
記
載
内
容
に
つ
い
て
 

 
新

型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感
染

症
の
影

響
を

受
け
た

年
度
計

画
項

目
（
令

和
３
年

度
年

度
計
画

の
欄
）

に
は

、
「

◆
」

印
を
付
し

て

い
る
。
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全
体

的
な

状
況
 

  

第
三

期
中

期
計

画
に

お
い

て
は

、
限

ら
れ

た
資

源
の

選
択

と
集

中
を

図
り

な
が

ら
、

各
校

が
そ

れ
ぞ

れ
の

特
色

を
生

か
し

つ
つ

様
々
な
主
体
と
の
連
携
を

深
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
更
な
る
強
み
や
新
た
な

相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
そ
の
成
果
を
国
内
外
に
積
極
的

に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り

、
認
知
度
を
よ
り
一
層
高
め
、
存
在
意
義
を
示
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と
す
る
と
と
も
に
、
次
の
３

点
を
重
点
方
針
と
し
て
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

①
 
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
、
人
類
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
卓
越
し
た
研
究
の
推
進
 

②
 
都
が
設
立
し
た
公
立
大
学
法
人
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
研
究
を
推
進
し
、
東
京
の
未
来
へ
貢
献
 

③
 
社
会
の
要
請
に
的
確
に
応
え
る
た
め
の
法
人
運
営
基
盤
の
強
化
 

 

令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
度
は
残
さ
れ
た
２
年
間
で
中
期
計
画
に
掲
げ
た
指
標
を
達
成
す
る
こ
と
を
見
通
し
て
、
創
造
性
あ
る
取
組
や

更
な
る
質
の
向
上
・
効
率

化
を
推
進
す
る
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
顕
在
化
し
た
課
題
や
社
会

の
変
容
を
新
た
な
改
革
の

契
機
と
捉
え
、
国
や
都
の
政
策
動
向
に
も
機
敏

に
対
応
し
、
取
組
の
優
先
順
位
や
内
容
を
必
要
に
応
じ
て

見
直
し
な
が
ら
、
以
下
に
掲
げ
る
様
々
な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り

、
年
度
計
画
を
概
ね
達
成
す
る
と
と
も
に
、
中
期
計
画
の

達
成
に
向
け
て
着
実
に
歩

み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

 １
 
東
京
都
立
大
学
の
教

育
研
究
等
 

＜
教
育
＞
 

・
超
高
齢
社
会
に
お
け

る
複
雑
な
問
題
を
俯
瞰
的
に
捉
え
、
人
生

1
0
0
年
時
代
に
お
け
る
豊
か
な
長
寿
生
活
の
実
現
に
寄
与
で
き

る
人
材
育
成
を
目
指

し
、
大
学
院
分
野
横
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
超
高
齢

社
会
学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
新
規
開
講
し
た
。
 

・
先
端
的
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
生
か
し
た
教
育
ツ
ー
ル
を
も
と
に
、
教
育

現
場
で
の
効
果
的
な
活
用
と
検
証
を
行
う
た
め
、
健
康
福

祉
学
部
看
護
学
科
に

お
い
て
、
救
命
救
急

V
R
を
正
課
授
業
に
取
り

入
れ
る
試
み
を
行
っ
た
。
 

・
学

生
が

自
身

の
所

属
に

関
わ

ら
ず

、
多

様
な

科
目

を
文

理
の

枠
を

超
え

て
主

体
的

に
履

修
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）
年
度
の
全
学
共
通
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
進
め
た
。
 

・
実
習
先
に
関
す
る
事

前
調
査
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
の
事
前
学
習
、
夏
季
実
習
及
び
成
果
報
告
を
行
う
現
場
体
験
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

、
感
染
症
対
策
、
履
修
制
限
、
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
等
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
実
習
を
伴
う
有
意

義
な
授
業
を
開
講
し

た
。
 

・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
の
技
術
の
本
質
を
理
解
し
、
こ
れ
ら
の
技

術
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
を
活
用
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め

、
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
か
ら
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
副
専
攻
コ
ー
ス
を
開
設
す
る
準
備
を
整
え
た
。
 

・
文
部
科
学
省
「
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
大
学
フ

ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
創
設
事
業
」
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
科

学
技
術
振
興
機
構
「

次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

実
施
に
よ
り
、
支
援
金
及
び
研
究
奨
励
費
の
支
給
、
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
形
成
を
支

援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
、
博
士
後
期
課
程
の
研
究
力
強
化
及
び
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
支
援
の
拡
充
を
図
っ

た
。
 

・
新

型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

と
し

て
、

参
集

型
の

大
学

説
明

会
は

全
て

中
止

し
、
W
EB

大
学

説
明

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
参
加
や
個
別
相

談
会
を
企
画
・
実
施
し
た
。
 

・
課
外
活
動
で
の
事
故

を
受
け
、
リ
ス
ク
管
理
や
緊
急
時
の
対
応
に
関

す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
学
生
に
対
し
て
行
う
と
と
も
に
、
専

門
家
に
よ
る
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
安
全
な
部
活
動
運
営
に
関
す
る

講
習
会
を
実
施
し
た
。
 

 

＜
研
究
＞
 

・
教
員
の
研
究
領
域
を

踏
ま
え
た
外
部
資
金
情
報
の
効
率
的
な
周
知
、

申
請
書
の
作
成
支
援
及
び
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の
作
成
支
援
、

面
接
支
援
等
を
行
い

、
組
織
的
か
つ
戦
略
的
な
研
究
支
援
事
業
を
実

施
し
た
。
 

・
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
に
お
い
て
、
最
先
端
の
研
究
成
果
を
発
信
す
る
た
め
、
研
究
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
「
科
学
が
開
く

未
来
へ
の
扉
」
や
教

員
の
専
門
的
な
研
究
を
紹
介
す
る
「
プ
レ
ミ
ア

ム
講
座
」
を
開
講
す
る
と
と
も
に
、
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
興
味

深
い
テ
ー
マ
で
、
様

々
な
研
究
者
等
が
登
壇
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ス

ペ
シ
ャ
ル
講
座
」
及
び
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
高
校
生

の
た
め
の
大
学
授
業

体
験
シ
リ
ー
ズ
」
を
新
た
に
開
始
し
た
。
 

・
若
手
研
究
者
を
中
心

に
、
戦
略
的
に
研
究
費
を
配
分
す
る
こ
と
で
、
将
来
を
担
う
研
究
者
の
支
援
・
育

成
を
積
極
的
に
推
進
し

た
。
ま
た
、
ト
ッ
プ

研
究
者
の
招
へ
い
に
向
け
、
関
係
制
度
の
構
築

や
施
設
改
修
・
研
究
機
器
整
備
等
を
実
施
し
た
。
 

・
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

及
び
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
整
備
し
た
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
環
境
を
活
用
し
、
高
度
通
信
社
会
に
お
け
る
課
題
解

決
型
研
究
や
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の
実
現
に
向
け
た
社
会
実
装
が
期
待
さ
れ
る
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
電

波
暗
室
を
新
た
に
整

備
し
研
究
で
の
利
用
を
開
始
し
た
ほ
か
、
ロ
ー

カ
ル
５
Ｇ
環
境
を
民
間
企
業
等
に
提
供
す
る
「
実
証
フ
ィ

ー
ル
ド
提
供
事
業
」

を
実
施
し
、
学
生
及
び
教
職
員
を
対
象
と
し
た

実
証
実
験
を
行
っ
た
。
 

＜
社
会
貢
献
＞
 

・
東
京
都
環
境
公
社
と
包
括
連
携

協
定

の
締

結
、
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
と

の
感

染
症

対
策

に
資

す
る

共
同

研
究

開
始

に
向

け

た
調
整
、
東
京
都
政
策
企
画

局
と

国
際

金
融

に
関

す
る

共
同

研
究

の
開

始
な

ど
、

東
京

都
等

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

ん
だ

。
 

・
5
0
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
を
対
象

と
し

た
「

学
び

」
と
「

新
た

な
交

流
の

場
」
で

あ
る

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・
カ

レ
ッ

ジ
に

つ
い
て
、
本
科
（
１

年
目
）
、
専

攻
科
（

２
年

目
）
及

び
研

究
生

コ
ー

ス
（

３
～

４
年

目
）
を

合
わ

せ
て

最
長

４
年

間
学

び
続

け

ら
れ
る
場
を
提
供
し
た
。
 

 

＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
派
遣
が
難
し

い
状

況
下

に
お

い
て

も
、
学

生
の

グ
ロ

ー
バ

ル
な

関
心

や
海

外
へ

の
挑

戦
意

欲
を

喚
起

す
る

と

と
も
に
、
国
際
社
会
で
活
躍
で

き
る

能
力

や
気

概
を

持
っ

た
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
世

界
を

舞
台

に
各

界
の

一
線

級
で

活
躍

す
る
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
や

教
員

と
学

生
を

交
え

た
ト

ー
ク

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

。
 

・
入
国
制
限
等
に
よ
り
、
一
部

の
国

際
交

流
を

停
止

せ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
の

中
、
学

生
の

海
外

派
遣

や
留

学
生

の
受

入
れ

拡
大
・

充
実
に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ

る
短

期
海

外
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
や

大
学

院
の

外
国

人
留

学
生

を
対

象
と

し
た

奨
学

金

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
新
設
等
を
行

っ
た

。
 

 ２
 

東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院

大
学

の
教

育
研

究
等

 

＜
教
育
＞
 

・
起
業
・
創
業
・
事

業
承
継
な
ど

を
通

し
て

新
し

い
産

業
を

創
り

出
す

高
度

専
門

職
業

人
で

あ
る
「

事
業

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

」
を

含

め
、
研
究
科
再
編
で
目
標
と
す

る
産

業
界

に
お

い
て

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

人
材

を
輩

出
す

る
た

め
、
再

編
し

た
研

究
科

の

完
成
年
度
と
し
て
、
産
業
技

術
専

攻
全

体
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
た

。
 

・
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
に
設
置

し
た

内
部

質
保

証
室

な
ど

、
各

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
実
施

組
織

の
役

割
等

を
改

め
て

整
理
・
要

綱
化

し
、
内
部
質
保
証
に
関
す
る
責

任
体

制
及

び
手

続
き

を
明

確
化

し
た

。
ま

た
、
教

育
の

質
の

向
上

の
た

め
の

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

回
し
た
結
果
、
授
業
評
価
ア

ン
ケ

ー
ト

で
全

授
業

の
評

価
が

平
均

4
.
3
5
（

１
～

５
の
５

段
階

評
価

）
と

な
っ

た
。

 

・
文

部
科

学
省
補

助
事

業
「
大

学
改
革

推
進

等
補
助

金
（
デ

ジ
タ

ル
活
用

教
育
高

度
化

事
業

）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専
教
育
高
度
化
プ
ラ
ン
』
」
に

よ
り

、
５

大
学

１
高

専
に

よ
る

技
能

教
育

の
た

め
の

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
（

映
像

、
 
デ
ジ

タ
ル
テ
キ
ス
ト
等
）
の
作
成
、
共

通
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

お
け

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

に
よ

る
連

携
校

等
が

利
用

可
能

な
試

行

体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、
教

育
環

境
の

D
X
化

に
取

り
組

ん
だ

。
 

・
新
学
長
に
よ
る
大
学
院
及
び
研

究
科

紹
介

動
画

や
コ

ー
ス

紹
介

動
画

等
、
新

た
に

８
本

の
動

画
コ

ン
テ

ン
ツ

を
公

開
す

る
と

と

も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

大
学

院
説

明
会

を
実

施
す

る
な

ど
、
積

極
的

な
情

報
発

信
に

よ
り

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
４

月

入
学
に
お
け
る
産
業
技
術
専

攻
全

体
の

志
願

倍
率

は
1
.
6
3
倍

に
達

し
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
十

分
な

定
員

を
確

保
し

た
。

 

 

＜
研
究
＞
 

・
A
I
I
T
高
度
専
門
職
人
材
教
育
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、
志

願
者

に
つ

い
て

の
既

存
デ

ー
タ

の
分

析
を

行
う

な
ど

I
R
を

推
進
す

る
と
と
も
に
、
「
高
度
専
門
職

人
材

と
I
R
の

将
来

」
を

テ
ー

マ
に

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

た
。

 

・
研
究
分
野
の
深
化
及
び
研
究
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

を
目

的
と

し
て

２
つ

の
研

究
所

を
新

設
し

、
合

計
９

つ
の

研
究

所
を

運
営

し
た
。
 

 

＜
社
会
貢
献
＞
 

・
少
子
高
齢
化
時
代
の
健
康
寿

命
分

野
の

価
値

創
造

と
問

題
解

決
の

た
め

、
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム
「

健
康

寿
命

デ
ザ

イ
ン

講
座

」

を
開
講
し
た
。
 

・
起
業
に
挑
戦
す
る
シ
ニ
ア
層
の

学
び

の
場

で
あ

る
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
文

部
科

学
省

の
職

業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
B
P
）

と
し
て

実
施

し
た

。
 

・
「
東
京
都
地
域
防
災
計
画
の
I
o
D
(
I
n
t
e
r
n
e
t
 
o
f
 
D
o
c
u
m
e
n
t
s
)
化

に
よ

る
防

災
力

向
上

」
事

業
が

、
東

京
都

「
大

学
研

究
者

に

よ
る
事
業
提
案
制
度
（
大
学
提

案
）
」

に
採

択
さ

れ
た

。
 

 

＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
S
D
G
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

テ
ー

マ
と

し
、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

、
ア

ジ
ア

や
ア

フ
リ

カ
の

現
地

大

学
・
政
府
関
係
機
関
等
と
協
働

で
実

施
す

る
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
を

実
施

し
た

。
 

・
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
学
等
と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
（

A
P
E
N
）
を

活
用

し
た

国
際

交
流

や
B
I
N
U
S
 
大

学
（

イ
ン
ド

ネ
シ

ア
）
と

共
催

に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
開

催
す

る
な

ど
、

ア
ジ

ア
諸

国
等

の
大

学
等

と
の

連
携

を
強

化
し

た
。
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全
体

的
な

状
況
 

  

３
 
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
の
教
育
研
究
等
 

＜
教
育
＞
 

・
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
A
I
ス
マ
ー
ト
工
学
コ
ー
ス
及
び
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス
の
２
年
授
業
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
作
成
、

設
備
・
備
品
の
準
備
作
業
及
び
３
年
授
業
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
案
の
作
成
、
実
験
実
習
等
の
実
技
科
目
の
内
容
案
の
策
定
を
行
っ

た
。
ま
た
、
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
未
来
工
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

1
6
名
の
学
生
の
授
業
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン

タ
ー
の
協
力
に
よ
る
プ
レ
講
座
、
都
立
大
人
間
健
康
科
学
研
究
科
の
大
学
院
生
と
協
業
し
た
共
同
研
究
を
実
施
し
た
。
 

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
本
科
生

1
2
名
、
専
攻
科
生
１
名
の
修
了
生
を
輩
出
し
、
全
員
の
情
報

関
連
企
業
へ
の
就
職
、
専
攻
科
や
大
学
、
大
学
院
へ
の
進
学
が
決
定
し
た
。
ま
た
、
一
般
社
会
人
向
け
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

教
育
や
、
2
5
歳
以
下
の
学
生
、
公
立
中
学
校
教
員
を
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
研
究
生
を
６

名
受
け
入
れ
た
。
 

・
航
空
技
術
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
８
名
の
修
了
生
を
輩
出
し
、
航
空
関
連
企
業
へ
の
就
職
、
専
攻
科
や
航
空
を
専
攻
と
す

る
大
学
へ
の
進
学
が
決
定
し
た
。
 

・
リ
モ
ー
ト
授
業
に
関
す
る

F
D
研
修
を
実
施
し
、
G
o
o
g
l
e
 
C
l
a
s
s
r
o
o
m
や

G
o
o
g
l
e
 
Me
et
、
G
o
o
g
l
e
 
J
a
m
b
o
a
r
d
な
ど
を
用
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
議
論
が
で
き
る
授
業
形
態
を
推
進
し
た
。
 

・
授
業
料
減
免
や
奨
学

金
等
経
済
支
援
の
周
知
や
、
対
面
・
電

話
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
学
生
相
談
を
実
施
し
、
学
生
が
安
心
し

て
学
生
生
活
を
行
え
る
よ
う
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
課
外
活
動
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
指
導
員
の
導
入
に
よ
り
顧
問
の
役

割
の
明
確
化
と
部
活
動
の
指
導
体
制
の
充
実
化
を
図
り
、
ク
ラ
ブ
活

動
指
導
員
を
導
入
し
た
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
運
動
系
ク
ラ

ブ
が
全
国
高
専
体
育
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
た
。
 

・
本
科
３
、
４
年
生
を
対
象
に
キ
ャ
リ
ア
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
配
布
し
、
学
生
に
自
分
の
将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
き
っ
か
け

を
与
え
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
指
導
に
役
立
て
た
。
 

・
意
欲
あ
る
多
様
な
学
生
を
確
保
す
る
た
め
、
品
川
区
及
び
荒
川
区
と
連
携
し
た
特
別
推
薦
入
試
制
度
を
実
施
し
、
４
名
の
学
生

の
受
入
れ
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
高
専
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修

に
よ
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
や
女
子
学
生
向
け
ペ

ー
ジ
の
充
実
、
S
N
S
の
活
用
に
よ
り
受
検
生
に
有
益
な
情
報
を
発
信
し
た
。
 

 ＜
研
究
＞
 

・
特
別
研
究
期
間
制
度
の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
、
令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
度
以
降
の
利
用
者
の
応
募
条
件
を
緩
和
し
た
。
 

・
も
の
づ
く
り
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
に
貢
献
す
る
研
究
活
動
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
、
主
に
若
手
教
員
を
対
象
と
す
る
応
募

書
類
添
削
や
個
別
面
談
等
の
科
学
研
究
費
獲
得
支
援
事
業
を
実
施
し
、
新
規
採
択
件
数
が
令
和
２
（
2
0
2
1
）
年
度
と
並
ぶ
過
去

最
高
タ
イ
の
７
件
と
な
っ
た
。
ま
た
、
都
立
大
及
び
産
技
大
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
「
大
学
・
高
専
連
携
事
業
基
金
」
事

業
「
第
三
期
共
同
研
究
～
専
攻
科

C
o
-
L
a
b
o
.
」
に
お
い
て
、
４
件
の

共
同
研
究
を
開
始
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
国
内
で
開

催
す
る
国
際
学
会
で
研
究
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
５
件
の
共
同
研
究
を
終
了
し
た
。
 

 ＜
社
会
貢
献
＞
 

・
も
の
づ
く
り
人
材
の

育
成
に
貢
献
す
る
た
め
実
施
し
て
い
る
中
学
生

向
け
体
験
型
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
勉
強
会
「
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

や
「
I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
Ju
n
i
o
r
」
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
品
川
区
・
大
田
区
と
連
携

し
、
中
小
企
業
で
働
く
技
術
者
を
対
象
と
す
る
「
若
手
技
術
者
支
援

の
た
め
の
講
座
」
や
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
オ

ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
を
実
施
し
た
。
 

 

＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
G
C
P
）
は

1
6
名
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
I
E
P
）
は

3
8
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
事
前
・

事
後
研
修
や
海
外
大
学
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
技
術
者
育
成
を
推
進
し
た
。

ま
た
、
I
E
P
で
は
デ
ザ
イ
ン

シ
ン
キ
ン
グ
を
取
り
入
れ
、
課
題
解
決

型
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
G
C
P
へ
の
接

続
を
さ
ら
に
強
化
し
た
。
 

 ４
 
業
務
運
営
等
 

＜
業
務
運
営
＞
 

・
経
営
・
教
学
の
ト

ッ
プ
層
に
加
え
、
若
手
主
任
級
職
員
等
も
参
画
し
、
第
四
期
中
期
計
画
策
定
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
た
。
ま

た
、
経
営
審
議
会
に
お
い
て
、
法
人
が
目
指
す
方
向
性
の
大
枠
を
整

理
し
た
「
第
四
期
中
期
計
画
策
定
に
お
け
る
骨
太
の
考
え

方
」
を
決
定
し
た
。
 

・
東
京
都
各
局
等
へ
の
個
別
ヒ
ア

リ
ン

グ
や

周
知

活
動

、
新

規
で

実
施

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
形

式
の

ニ
ー

ズ
調

査
等

、
都

連
携

案
件

の
組
成
に
向
け
た
取
組
を
実
施

し
た

。
ま

た
、
東

京
都

環
境

公
社

と
の

包
括

連
携

協
定

の
締

結
や

、
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所

と
の
感
染
症
対
策
に
資
す
る
共

同
研

究
実

施
に

向
け

た
調

整
を

行
っ

た
。

 

・
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
に
策

定
し

た
「

新
た

な
連

携
の

在
り

方
」
に

基
づ

き
、
よ

り
効

率
的

、
効

果
的

な
大

学
高

専
連

携
の

推

進
に
向
け
、
教
員
・
事
務
担
当

者
と

の
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

 

・
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る

共
通

課
題

で
あ

る
持

続
可

能
性

に
関

す
る

取
組

を
推

進
す

る
た

め
、
国

公
立

大
学

初
の

気
候

非
常

事
態
宣
言
を
発
出
し
、
東
京
都

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
と

し
て

の
調

査
研

究
機

能
の

強
化

に
向

け
て

、
T
M
U
サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

研
究

推

進
機
構
を
設
置
し
た
。
ま
た

、
法

人
と

し
て

の
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
実

行
計

画
の

策
定

や
環

境
報

告
書

の
作

成
に

向
け

た

方
針
整
理
、
実
施
体
制
の
検
討

を
行

っ
た

。
 

・
全
職
員
を
対
象
に
意
見
聴
取
を

行
っ

た
上

で
、
働

き
方

改
革

推
進

計
画

を
策

定
し

た
。
ま

た
、
今

後
の
働

き
方

改
革

に
資

す
る

業
務
改
善
に
向
け
、
職
員
か

ら
意

見
を

収
集

し
、
各

業
務

所
管

部
署

に
お

い
て

対
応

可
否
・
対

応
内

容
を
検

討
し

た
結

果
を

法

人
内
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載

し
た

こ
と

で
、
法

人
全

体
で

業
務

改
善

に
関

す
る

取
組

を
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
働

き
方

改
革
推
進
計
画
や
業
務
改
善
に

つ
い

て
は

、
計

約
9
0
0
件

の
意
見

が
寄

せ
ら

れ
た

。
 

・
新
た
に
導
入
し
た
財
務
会
計
シ

ス
テ

ム
の

課
題

を
踏

ま
え

た
シ

ス
テ

ム
の

改
修

や
事

務
フ

ロ
ー

の
見

直
し

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度
か
ら
導
入
す
る
旅
費
シ
ス

テ
ム

の
構

築
作

業
の

実
施

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
導

入
に

向
け

た
現

行
業

務
の

課
題

と
対

応
策

の
整
理
等
、
業
務
効
率
化
に
向

け
た

取
組

を
行

っ
た

。
 

・
東
京
都
と
連
携
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

ワ
ク

チ
ン

接
種

会
場

の
運

営
の

た
め

専
門

組
織

を
設

置
し

た
。
ま

た
、
多

く
の
職
員
に
よ
る
会
場
運
営
チ

ー
ム

を
組

織
し

、
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
及

び
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

ワ
ク

チ
ン

接
種

を
実

施
し
た
こ
と
で
、
法
人
内
の

学
生
・
教

職
員

や
若

者
へ

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
の

加
速

に
寄

与
し

、
地

域
社

会
へ

の
貢

献
を

果
た

し

た
。
 

 ＜
財
務
内
容
＞
 

・
「
東

京
都
立

大
学
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス

緊
急
支

援
基
金

」
約

５
百
万

円
や
遺

贈
寄

附
約
３

千
万
円

等
の

寄
附
を

集
め
、

学
生

支
援
等
に
充
当
し
た
。
ま
た
、

寄
附

金
受

付
シ

ス
テ

ム
の

改
修

に
よ

り
、

寄
附

者
に

と
っ

て
支

援
し

や
す

い
環

境
を

整
え

た
。
 

 

＜
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
の

提
供

＞
 

・
各
大
学
・
高
専
に

お
い
て
自

己
点

検
・
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
認

証
評

価
の

結
果

に
対

す
る

改
善

に
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
、
東
京
都
地
方
独
立
行
政

法
人

評
価

委
員

会
か

ら
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
業

務
実
績

評
価

で
改

善
す

べ
き

点
と

し
て

指
摘

を

受
け
た
事
項
を
評
価
結
果
反
映

状
況

と
し

て
公

表
し

、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
の

評
価

結
果

を
当

年
度

の
下

半
期

の
取

組
と

翌

年
度
の
年
度
計
画
に
適
切
に
反

映
さ

せ
、

法
人

経
営

や
教

育
の

質
の

向
上

の
取

組
に

迅
速

に
対

応
し

た
。

 

・
都
立
大
が
一
般
社
団
法
人
東
京

都
立

大
学

同
窓

会
と

の
間

で
包

括
連

携
協

定
を

締
結

す
る

と
と

も
に

、
今

後
の

連
携
・
協

力
に

向
け
て
定
期
的
に
協
議
を
行
っ

た
。
ま

た
、
愛

校
心

の
醸

成
を

図
る

た
め

、
各

大
学
・
高

専
に

お
い

て
ホ

ー
ム

カ
ミ

ン
グ

デ
ー

や
同
窓
会
を
開
催
し
た
。
 

・
各
大
学
・
高
専
の
認
知
度
及
び

プ
レ

ゼ
ン

ス
を

一
層

高
め

る
た

め
、
各

種
広

報
媒

体
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

広

報
を
展
開
し
た
。
都
立
大
で

は
W
E
B
マ

ガ
ジ

ン
を

本
格

稼
働

さ
せ

る
と

と
も

に
、
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
及

び
大

学
案

内
の

デ
ザ

イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
公
開

準
備

を
完

了
し

た
。

 

 

＜
そ
の
他
＞
 

・
研
究
費
不
正
防
止
に
関
す
る
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
カ

ー
ド

の
教

職
員

へ
の

配
布

や
、
研

究
活

動
に

関
わ

る
研

究
者

、
大

学
院

生
、

学
部
生
を
対
象
と
し
た
研
修
の

実
施

、
学

術
論

文
剽

窃
検

知
ツ

ー
ル

の
利

用
促

進
等

に
よ

り
、
研

究
不

正
行

為
や

研
究

費
不

正

防
止
の
取
組
を
推
進
し
た
。
 

・
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事
務
室

再
配

置
計

画
を

作
成

し
、
老

朽
化

に
対

応
す

る
工

事
と

連
携

し
な

が
ら

、
効

率
的

な
動

線
の

確

保
、
情
報
管
理
面
の
向
上
等
、
適

切
な

事
務

室
再

配
置

を
実

現
し

た
。
ま

た
、
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

の
新

棟
建

設
に

あ
た

り
、
近

隣
住
民
や
大
学
の
教
育
・
研
究

活
動

に
配

慮
し

な
が

ら
遅

延
な

く
工

事
を

進
め

た
。

 

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
サ
ー
バ
ー
攻

撃
に

対
す

る
体

制
強

化
や

、
事

故
発

生
時

の
連

絡
体

制
の

周
知

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情
報
保
護
に
関
す
る
研
修
の

実
施

に
よ

り
、

事
故

の
防

止
や

事
故

発
生

時
の

対
応

強
化

に
取

り
組

ん
だ

。
 

・
都
立
大
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で

発
生

し
た

火
災

を
受

け
、
安

全
対

策
検

討
会

を
設

置
し

、
再

発
防

止
に

向
け

て
関

係
者

か
ら

の

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
消
防
署
か
ら
の

助
言

を
基

に
し

た
「

危
険

物
に

関
す

る
安

全
対

策
」
の

策
定

や
、
自

衛
消

防
組

織
や

防
火
・
防

災
管
理
委
員
会
の
体
制
等
の
見

直
し

を
行

っ
た

。
ま

た
、
消

防
法

に
基

づ
く

危
険

物
を

取
り

扱
う

学
科

に
お

い
て

、
危

険
物

の

保
管
及
び
危
険
物
を
扱
う
実
験

に
対

す
る

指
針

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、
そ

の
指

針
を

基
に

、
各

研
究

室
が

危
険

物
取

扱
い

に

関
す
る
詳
細
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策

定
し

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
  

教教
育育

内内
容容

及及
びび

教教
育育

のの

成成
果果

等等
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

の
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 
○

豊
か

な
教

養
・
高

度
な

専
門

性
と
社

会
へ

の
対

応
能
力

を
備

え
た

国
際
的

に
も

通
用

す
る
人

材
を

育
成

す
る
た

め
、

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー
に

基
づ

き
教

育
課
程

を
編

成
し

、
不
断

に
見

直
す

。
 

〇
社

会
ニ
ー

ズ
・
学

生
ニ

ー
ズ

に
対
応

し
た

教
育

を
提
供

す
る

た
め

、
他
大

学
や

企
業

等
の
ほ

か
、

特
に

東
京
都

と
の

連
携

を
生
か

し
た

教
育

を
推
進

す
る

等
、

多
様
な

学
修

機
会

の
確
保

に
努

め
る

。
 

〇
教

育
の
質

の
保
証

と
透

明
性

確
保
の

た
め

、
デ

ィ
プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー
に

基
づ

き
、

卒
業
認

定
や

成
績

評
価
に

関
す

る
基

準
を
明

確
に

し
、

厳
格
な

評
価

を
行

う
。

 
 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
１

）
教

育
内

容
及

び
教

育
の

成
果

等
に

関
す

る
目

標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
課

程
の

見
直

し
 

【
1
-
0
1
】

①
豊

か
な

教
養

・
高

度
な

専
門

性
と

社
会

へ

の
対

応
能

力
を

備
え

た
国

際
的

に
も

通
用

す
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

卓
越

し
た

研
究

者
で

も
あ

る
教

員
に

よ
る

高
度

で
か

つ
一

人
ひ

と
り

の
学

生
に

真
剣

に
向

き
合

う
き

め
細

か
い

教
育

や
、

総
合

大
学

の
特

長
を

活
か

し
た

分
野

横
断

的
な

学
び

を
促

す
教

育
等

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

全
部

局
に

お
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

再
構

築
を

【
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

行
う

。
ま

た
、

授
業

に
お

け
る

Ｔ
Ａ

等
を

【
年

間
延

べ
1
,
0
0
0

人
以

上
配

置
】

す
る

と
と

も

に
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

導
入

を
推

進
す

る
。

大
学

院
に

お
い

て
は

、
分

野
横

断
型

（
Ｔ

字
型

）
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
導

入
す

る
。

 

 【
1
-
0
2
】

②
外

国
語

教
育

室
（

仮
称

）
に

よ
り

「
聞

く
、

話
す

、
読

む
、

書
く

」
の

４
技

能
を

育
成

す
る

英
語

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

す
る

と
と

も
に

、
全

学
共

通
科

目
及

び
専

門
科

目
（

専
門

科
目

に
お

い
て

は
卒

業
要

件
ご

と
）

に
お

い
て

英
語

に
よ

る
授

業
を

設
置

す
る

な
ど

、
日

本
人

学
生

の
留

学
を

促
進

す
る

教
育

環
境

を
充

実
さ

せ
る

。
ま

た
、

１
年

次
の

外
部

英
語

試
験

受
験

率

【
9
6
％

以
上

】
を

維
持

し
、

学
生

の
語

学

レ
ベ

ル
を

把
握

し
、

英
語

教
育

の
改

善
に

活
用

す
る

。
 

 ◇
多

様
な

学
修

機
会

の
確

保
 

【
1
-
0
3
】

③
社

会
ニ

ー
ズ

・
学

生
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た

2
9  

【
1
-
0
1
】
【

平
成

3
0
年

度
】

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

再
構

築
を

行
う

準
備

を
完

了

さ
せ

た
。

 

【
1
-
0
1
】

T
A
等

を
【

年
間

延
べ

7
7
9
人

】
配

置
し

た
。

 

【
1
-
0
1
】

大
学

院
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
２

件

の
開

講
準

備
を

整
え

た
。

 

【
1
-
0
1
】

教
育

改
革

推
進

事
業

を
活

用
し

、
各

部
局

で
積

極
的

に
ア

ク
テ

ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

推
進

に
取

り
組

ん
だ

。
 

【
1
-
0
2
】

１
年

次
の

外
部

英
語

試
験

受
験

率
【

9
6
％

以
上

（
9
7
.
6
％

）
】

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
0
3
】

現
場

体
験

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

新
規

実
習

先
を

拡
充

（
4
1

件

(
平

成
2
8
年

度
比

1
5
件

増
)
）

し
た

。
 

【
1
-
0
5
】

共
通

の
成

績
評

価
基

準
を

導
入

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
平

成
3
0
年

度
の

学
部

・
研

究
科

の
教

育
研

究
組

織
再

編
に

関
し

て
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
等

の
策

定
や

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

の
導

入
に

向
け

た
取

組
を

精
力

的
に

進
め

た
。

 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
に

つ
い

て
、

各
部

局
に

お
い

て
多

様

な
取

組
を

実
施

し
て

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。

学
生

と
教

員
の

両
者

に
対

す
る

働
き

か
け

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

3
0  

【
1
-
0
1
】

年
度

を
通

じ
て

、
新

旧
両

組
織

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
･
ポ

リ
シ

ー
に

基

づ
く

教
育

を
着

実
に

提
供

し
た

。
 

【
1
-
0
1
】

T
A
等

を
【

年
間

延
べ

8
0
9
人

】
配

置
し

た
。

 

【
1
-
0
1
】

大
学

院
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
新

規
開

講
し

、
1
5

名
の

履
修

者

を
決

定
し

た
。

 

【
1
-
0
1
】

教
育

改
革

推
進

事
業

に
つ

い
て

、
計

2
2
件

の
事

業
を

採
択

し
、

ア

ク
テ

ィ
ブ

･
ラ

ー
ニ

ン
グ

推
進

等
の

取
組

を
実

施
し

た
。

 

【
1
-
0
2
】

１
年

次
の

外
部

英
語

試
験

受
験

率
【

9
6
％

以
上

（
9
6
.
9
％

）
】

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
0
3
】

現
場

体
験

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

履
修

学
生

数
が

拡
充

（
6
7
2
名

(
平

成
2
9
年

度
比

5
1
名

増
)
）

し
た

。
 

【
1
-
0
3
】

現
場

体
験

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
習

先
受

入
枠

数
が

拡
充

（
7
6
6
名

(
平

成
2
9
年

度
比

8
4
名

枠
増

)
）

し
た

。
 

【
1
-
0
5
】

成
績

上
位

者
の

割
合

等
を

定
め

た
「

共
通

の
成

績
評

価
基

準
」

及

び
「

成
績

評
価

基
準

」
の

改
正

を
行

っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
平

成
3
0
年

度
に

学
部

・
大

学
院

を
再

編
し

、
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
く

教
育

を
着

実
に

実
施

し
て

い
る

。
 

・
シ

ラ
バ

ス
の

整
備

や
T
A
制

度
の

充
実

を
通

し
て

教
育

環
境

の
整

備
に

努
め

て
い

る
。

 

・
大

学
院

分
野

横
断

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

新
規

に
開

講
し

、
募

集
人

数
を

上
回

る

履
修

者
数

を
確

保
で

き
た

。
 

・
教

育
改

革
推

進
事

業
に

よ
り

、
組

織
的

な
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の

導
入

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

成
果

や
課

題
を

全
学

で
共

有
す

る
な

ど
、

取
組

を
学

内
全

体
に

生
か

す
機

会
を

設
け

て
い

る
。

 

・
現

場
体

験
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
学

生
数

、
受

入
件

数
と

も
に

拡
充

し

て
い

る
。

 

元  

【
1
-
0
1
】

T
A
等

を
【

年
間

延
べ

8
7
0
人

】
配

置
し

た
。

 

【
1
-
0
1
】

大
学

院
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

い
て

、
初

の
修

了
者

を
1
3
名

輩
出

し
た

。
 

【
1
-
0
1
】

学
部

生
に

よ
る

大
学

院
授

業
科

目
の

早
期

履
修

制
度

の
運

用
を

開

始
し

、
２

研
究

科
で

3
4
名

（
延

べ
7
0
科

目
）

の
早

期
履

修
者

を
決

定
し

た
。

 

【
1
-
0
1
】

学
長

表
彰

制
度

（
ベ

ス
ト

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

ア
ワ

ー
ド

）
の

導

入
準

備
を

整
え

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
T
A

制
度

に
つ

い
て

、
配

置
人

数
の

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
、

教
員

に
対

す

る
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
や

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

に
よ

り
、

実
態

把
握

や
効

果
の

検
証

を
行

っ
た

。
 

・
大

学
院

分
野

横
断

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

順
調

に
進

捗
し

、
超

伝
導

理
工

学
及

び

生
体

理
工

学
の

両
プ

ロ
グ

ラ
ム

か
ら

合
計

1
3
名

の
修

了
者

を
輩

出
し

た
。

 

・
経

営
学

研
究

科
及

び
理

学
研

究
科

に
お

い
て

、
早

期
履

修
制

度
を

採
用

し
、

3
4
名

の
学

部
生

が
大

学
院

の
授

業
科

目
を

早
期

履
修

し
、

3
3
名

が
都

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置
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教
育

を
提

供
す

る
た

め
、

企
業

や
都

等
と

の
連

携
を

生
か

し
た

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
を

実
施

す
る

な
ど

、
多

様
な

学
修

機
会

の
確

保
に

努
め

る
。

 

 【
1
-
0
4
】

④
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

（
令

和

２
（

2
0
2
0
）

年
３

月
3
1
日

ま
で

は
産

業
技

術
大

学
院

大
学

。
以

下
同

じ
。
）

及
び

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

と
連

携

し
、

海
外

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

等
様

々
な

分
野

で
の

相
互

交
流

を
図

る
。

ま
た

、
更

な
る

連
携

を
促

進
す

る
た

め

に
、

法
人

や
法

人
内

の
教

育
研

究
機

関
と

協
力

し
、

課
題

の
検

証
を

踏
ま

え
つ

つ
、

新
た

な
連

携
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
。

 

 ◇
厳

格
な

成
績

評
価

・
卒

業
認

定
 

【
1
-
0
5
】

⑤
共

通
の

成
績

評
価

基
準

を
【

平
成

2
9

（
2
0
1
7
）

年
度

に
導

入
】

す
る

と
と

も

に
、

学
修

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

（
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
等

）
を

導
入

す
る

な
ど

、
厳

正
な

成
績

評
価

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ

り
、

社
会

に
対

す
る

学
生

の
質

保
証

を
促

進
す

る
。

 

【
1
-
0
2
】

１
年

次
の

外
部

英
語

試
験

受
験

率
【

9
6
％

以
上

（
9
7
.
6
％

）
】

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
0
3
】

卓
越

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

始
し

、
２

名
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
生

を

受
け

入
れ

た
。

 

【
1
-
0
5
】

成
績

分
布

表
の

組
織

的
な

確
認

が
定

着
し

た
。

 

【
1
-
0
5
】

多
様

な
授

業
科

目
に

お
け

る
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
の

導
入

・
活

用

事
例

の
発

表
を

通
じ

て
、

効
果

や
課

題
等

が
共

有
さ

れ
た

。
 

立
大

の
大

学
院

に
進

学
し

た
。

 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
推

進
す

る
た

め
、

教
育

改
革

推
進

事
業

（
学

内
提

案
分

）
の

成
果

報
告

会
を

開
催

し
た

。
ま

た
、

成
果

報
告

会
の

様
子

を
学

生
広

報
チ

ー
ム

が
取

材
し

、
学

生
目

線
に

よ
る

教
育

改
革

の
取

組
成

果
が

大
学

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
通

じ
て

学
内

外
に

発
信

さ
れ

た
。

 

・
現

場
体

験
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
つ

い
て

、
履

修
し

た
学

生
ア

ン
ケ

ー

ト
の

満
足

度
は

大
変

高
く

、
企

業
等

が
行

う
多

く
の

採
用

活
動

目
的

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

は
異

な
る

特
徴

を
持

っ
た

充
実

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

組
ま

れ
て

い
る

。
 

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
に

つ
い

て
、

基
礎

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
の

モ
デ

ル
ル

ー
ブ

リ

ッ
ク

を
令

和
２

年
度

か
ら

活
用

で
き

る
よ

う
に

準
備

す
る

と
と

も
に

、
新

た
に

理
学

部
生

命
科

学
科

、
都

市
環

境
学

部
環

境
応

用
化

学
科

及
び

大
学

教
育

セ
ン

タ
ー

の
３

部
局

に
お

い
て

も
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
を

取
り

入
れ

た
特

色
あ

る
取

組
を

開
始

し
た

。
 

・
１

年
次

の
外

部
英

語
試

験
受

験
率

に
つ

い
て

は
、

受
験

率
1
0
0
％

を
目

指
す

と
と

も
に

、
目

標
ス

コ
ア

の
設

定
等

、
英

語
学

力
の

底
上

げ
を

図
る

取
組

を
期

待
す

る
。

  

２  

【
1
-
0
1
】

D
P
及

び
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

マ
ッ

プ
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

【
1
-
0
1
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
T
A

等
の

配
置

科

目
の

変
更

を
行

い
、

T
A
等

を
【

年
間

延
べ

9
1
3
人

】
配

置
し

た
。

 

【
1
-
0
1
】

大
学

院
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

新
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
令

和

３
（

2
0
2
1
）

年
９

月
に

開
講

す
る

こ
と

を
決

定
し

た
。

 

【
1
-
0
1
】

早
期

履
修

制
度

を
人

間
健

康
科

学
研

究
科

に
お

い
て

も
導

入
し

た
。

 

【
1
-
0
2
】

１
年

次
の

外
部

英
語

試
験

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の

影
響

に
よ

り
【

中
止

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
0
3
】

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0

社
会

に
お

い
て

必
要

と
さ

れ
る

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I
等

に
関

し
て

、
新

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
講

に
向

け
た

検
討

P
T
を

設
置

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
新

た
な

大
学

院
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、
「

都
市

・
高

齢
者

」
を

テ

ー
マ

候
補

に
具

体
的

な
検

討
を

行
い

、
「

超
高

齢
社

会
学

際
プ

ロ
グ

ラ
ム

」

の
開

講
を

決
定

し
た

。
 

・
学

部
生

に
よ

る
大

学
院

授
業

科
目

の
早

期
履

修
制

度
を

導
入

す
る

研
究

科

を
拡

大
し

、
多

く
の

履
修

学
生

が
都

立
大

大
学

院
に

進
学

し
た

。
 

・
教

育
に

貢
献

し
て

い
る

教
員

に
対

し
て

、
学

長
表

彰
制

度
（

ベ
ス

ト
・

テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

ア
ワ

ー
ド

）
に

よ
る

表
彰

を
行

い
、

教
育

の
質

の
向

上
に

向
け

た
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
与

え
た

。
 

・
T
A

等
従

事
者

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

ア
ン

ケ
ー

ト

の
回

答
率

を
高

め
、

検
証

結
果

を
よ

り
強

固
な

も
の

に
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
1
年

次
の

外
部

英
語

試
験

に
つ

い
て

、
コ

ロ
ナ

禍
で

の
中

止
は

や
む

を
得

な

い
面

も
あ

る
が

、
学

生
の

英
語

能
力

の
把

握
・

向
上

を
図

る
上

で
有

益
な

機
会

で
あ

る
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

の
実

施
等

の
工

夫
に

よ
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

あ
っ

て
も

こ
う

し
た

機
会

を
設

け
ら

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

３ 

【
1
-
0
1
】

T
A
等

を
【

年
間

延
べ

8
5
2
人

】
配

置
し

た
。

 

【
1
-
0
1
】

新
た

な
大

学
院

分
野

横
断

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

超
高

齢
社

会
学

際
プ

ロ

グ
ラ

ム
」

を
開

講
し

、
２

名
の

履
修

者
を

決
定

し
た

。
 

【
1
-
0
1
】

早
期

履
修

制
度

を
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

に
お

い
て

も
導

入

し
た

。
 

【
1
-
0
1
】

健
康

福
祉

学
部

看
護

学
科

に
お

い
て

、
救

急
救

命
V
R
を

正
課

授
業

に
取

り
入

れ
る

試
み

を
行

っ
た

。
 

【
1
-
0
2
】

１
年

次
の

外
部

英
語

試
験

受
験

率
【

9
6
％

以
上

（
9
8
.
5
％

）
】

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
0
3
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
安

全
・

安
心

な
授

業
実

施
に

向
け

た
取

組

に
よ

り
、

現
場

体
験

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
 

【
1
-
0
3
】

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

開
設

す
る

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン
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ス
副

専
攻

の
開

設
準

備
を

行
っ

た
。

 

 
第

三
期

中
期

目
標

期
間

の
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

業
務

実
績

評
価

（
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
の

主
な

評
価

（
評

定
・

評
定

説
明

）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
T
A
等

の
充

実
、

大
学

院
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

置
、

学
部

生
に

よ
る

大
学

院
授

業
科

目
の

早
期

履
修

制
度

の
拡

充
等

、
教

育
の

質
の

向
上

に
向

け
た

取
組

が
着

実
に

進
ん

で
い

る
。

 

・
１

年
次

の
外

部
英

語
試

験
に

つ
い

て
は

、
受

験
率

が
1
0
0
％

と
な

る
よ

う
、

引
き

続
き

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
近

年
、

文
理

に
捉

わ
れ

な
い

幅
広

い
教

育
の

重
要

性
に

つ
い

て
学

士
課

程
、

大
学

院
課

程
と

も
に

注
目

さ
れ

て
い

る
中

で
、

全
学

共
通

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
革

が
進

展
し

、
多

く
の

学
生

が
実

質
的

に
こ

う
し

た
教

育
を

受

け
ら

れ
る

よ
う

な
工

夫
が

講
じ

ら
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
0
1
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

の
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

教
育

課
程

の
見

直
し

 

①
豊

か
な

教
養

・
高

度
な

専
門

性
と

社
会

へ
の

対
応

能
力

を
備

え
た

国
際

的
に

も
通

用
す

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
卓

越
し

た
研

究
者

で
も

あ
る

教
員

に
よ

る
高

度
で

か
つ

一
人

ひ

と
り

の
学

生
に

真
剣

に
向

き
合

う
き

め
細

か
い

教
育

や
、

総
合

大
学

の
特

長
を

活
か

し
た

分
野

横
断

的
な

学
び

を
促

す
教

育
等

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

全
部

局
に

お
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

再
構

築
を

【
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

行
う

。
ま

た
、

授
業

に
お

け
る

Ｔ
Ａ

等
を

【
年

間
延

べ
1
,
0
0
0
人

以
上

配
置

】
す

る
と

と
も

に
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ

の
導

入
を

推
進

す
る

。
大

学
院

に
お

い
て

は
、

分
野

横
断

型
（

Ｔ
字

型
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

導
入

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
検

証

し
、

検
証

結
果

を
踏

ま
え

た
T
A
制

度

や
T
A
を

支
援

す
る

研
修

の
実

施
方

法

や
予

算
配

付
方

法
等

の
見

直
し

を
行

い
、

2
0
2
1

年
度

授
業

実
施

方
針

を
踏

ま
え

、
必

要
な

授
業

科
目

に
適

切
に

T
A
を

配
置

す
る

等
T
A
制

度
の

充
実

を

図
る

。
 

                           

（
１

）
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
ア

シ
ス

タ
ン

ト
（

以
下

「
T
A
」

と
い

う
。
）

制
度

の
充

実
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
実

施
し

た
T
A
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

等
を

検
証

し
、

以
下

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

－
T
A
向

け
の

研
修

で
あ

る
T
A
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

、
授

業
開

始
後

す
ぐ

の
時

期
の

開
催

要
望

が
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
開

催
時

期
を

例
年

よ
り

早
め

る
と

と
も

に
、

履
修

者
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
対

応
等

T
A
業

務
で

直
面

す
る

課
題

の
解

決
方

法
を

探
り

、
T
A
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
繋

げ
る

内
容

と
し

た
。

 

－
T
A
の

事
務

手
続

き
に

関
す

る
負

担
が

大
き

い
こ

と
が

明
ら

か
と

な
り

、
T
A
の

委
嘱

事
務

手
続

き
に

関
す

る
様

式
の

統
廃

合
等

を
行

っ
た

。
 

・
S
T
A
及

び
T
A
等

従
事

者
に

対
し

て
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

T
A
等

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
研

修
の

見
直

し
に

よ
り

、
T
A
等

に
対

し
、

業
務

に
必

要
な

知
識

等
を

教
授

し
円

滑
に

T
A
業

務
に

従
事

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
事

務
手

続
き

に
関

す
る

業
務

の

負
担

軽
減

を
行

う
こ

と
で

、
T
A
制

度
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

の
回

答
（

T
A
 等

従
事

者
1
1
2
名

）
に

よ
り

、
T
A
 制

度
が

概
ね

有
効

に
機

能
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

、
今

後
の

 T
A
 制

度
の

運
用

や
 F
D
 活

動
を

実
施

し
て

い
く

上
で

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
が

で
き

た
。
（

図
表

1
-
0
1
-
1
）

 

 

※
T
A
：

T
e
a
c
h
i
n
g
 
A
s
s
i
s
t
a
n
t
 
の

略
。

大
学

教
育

の
充

実
の

た
め

、
都

立
大

の
大

学
院

に
在

学
す

る
優

秀
な

学
生

に
対

し
、

学
部

学
生

等
の

教
育

に
係

る
補

助
業

務
を

行

わ
せ

、
こ

れ
に

対
す

る
手

当
支

給
に

よ
り

経
済

的
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
教

育
訓

練
の

機
会

提
供

を
図

る
制

度
。

 
 

※
S
T
A
：

S
e
n
i
o
r
 
T
e
a
c
h
i
n
g
 
A
s
s
i
s
t
a
n
t
 
の

略
。

T
A
 
の

う
ち

指
導

力
及

び
企

画
力

を
要

す
る

高
度

な
 
T
A
 
業

務
を

担
当

す
る

博
士

後
期

課
程

の
学

生
。

 

※
F
D
：

F
a
c
u
l
t
y
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 の

略
。

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
教

育
理

念
・

教
育

目
標

や
授

業
内

容
・

方
法

に
つ

い
て

組
織

的
な

研
究

・
研

修
を

実
施

す
る

大

学
の

取
組

。
 

 

【
図

表
1
-
0
1
-
1
　

T
A
等

配
置

数
】

（
単

位
：

人
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

S
T
A

9
6

8
4

6
8

7
0

7
5

7
2

T
A

6
7
0

6
9
5

7
4
1

8
0
0

8
3
8

7
8
0

小
計

（
T
A
数

合
計

）
7
6
6

7
7
9

8
0
9

8
7
0

9
1
3

8
5
2

S
A

1
0
6

1
0
2

6
7

7
4

9
4

6
5

合
計

8
7
2

8
8
1

8
7
6

9
4
4

1
,
0
0
7

9
1
7

※
年

間
延

べ
数

※
K
P
I
の

数
値

で
あ

る
T
A
等

の
人

数
「

年
間

延
べ

1
,
0
0
0
人

以
上

配
置

」
に

つ
い

て
は

、
大

学
院

生
で

あ
る

S
T
A
及

び
T
A

の
合

計
数

と
し

て
い

る
が

、
授

業
実

施
に

係
る

補
助

業
務

と
し

て
は

、
学

部
生

で
あ

る
S
A
（

S
t
u
d
e
n
t
 
A
s
s
i
s
t
a
n
t
）

も
同

等
と

捉
え

、
記

載
し

て
い

る
。
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（
２

）
【

拡
充

】
３

つ
目

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
な

る
超

高
齢

社
会

を
テ

ー
マ

に
し

た
大

学
院

分
野

横
断

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

新
規

に
開

講
す

る
。

 

     （
３

）
【

拡
充

】
学

部
生

に
よ

る
大

学
院

科
目

の
早

期
履

修
制

度
を

導
入

す
る

研
究

科
を

拡
大

し
、

優
秀

な
学

部
生

へ
の

大
学

院
レ

ベ
ル

の
学

修
機

会
の

提
供

と
、

進
学

後
の

学
修

・
研

究
活

動
の

一
層

の
充

実
に

資
す

る
環

境
を

整
え

る
。

 

 （
４

）
◆

【
拡

充
】

法
学

部
内

で
選

抜
さ

れ

た
法

曹
志

望
の

学
生

に
対

し
て

、
学

部
段

階
か

ら
法

科
大

学
院

と
連

携
し

た
教

育
を

行
う

法
曹

コ
ー

ス
 
（

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

を
運

営
す

る
と

と
も

に
、

早
期

卒
業

希
望

者
に

対
し

て
は

連
携

法
科

大
学

院
と

も
連

携

し
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
十

全
な

教
育

効
果

を
損

な
わ

な
い

よ
う

な
配

慮
を

踏
ま

え
つ

つ
、

よ
り

充
実

し
た

教
育

を
行

う
。

 

                 

（
２

）
新

た
な

大
学

院
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

講
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
既

存
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

は
異

な
る

新
た

な
分

野
間

（
社

会
福

祉
学

、
建

築
学

、
都

市
政

策
科

学
、

作
業

療
法

科
学

）
に

お
け

る
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
「

超
高

齢
社

会
学

際
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
0
月

に
新

規
に

開
講

し
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

講
に

先
立

ち
プ

ロ
グ

ラ
ム

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
高

齢
社

会
を

研
究

課
題

と
す

る
教

員
７

名
に

よ
る

オ
ム

ニ
バ

ス
形

式
の

「
超

高
齢

社
会

特
別

講
義

」
を

開
講

し
、

そ
の

結
果

、
学

生
２

名
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
参

加
者

を
決

定
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

生
自

身
の

研
究

に
対

す
る

、
幅

広
い

視
野

と
応

用
的

な
思

考
力

を
育

成
す

る
機

会
を

創
出

し
た

。
 

 （
３

）
早

期
履

修
制

度
の

導
入

部
局

の
拡

大
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

ま
で

に
導

入
し

た
経

営
学

研
究

科
、

理
学

研
究

科
、

人
間

健
康

科
学

研
究

科
に

加
え

、
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

に
お

い
て

も
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

か
ら

早
期

履
修

制
度

を
導

入
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

部
生

の
大

学
院

科
目

の
履

修
状

況
は

9
9
名

延
べ

1
8
5
科

目
で

あ
っ

た
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

5
2
名

延
べ

1
1
9
科

目
）
。

 

・
履

修
学

生
の

う
ち

8
9
名

が
都

立
大

の
大

学
院

へ
進

学
し

た
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

4
9
名

）
。

 

 （
４

）
法

曹
コ

ー
ス

（
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
の

運
営

及
び

連
携

法
科

大
学

院
と

の
連

携
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

入
生

に
対

し
て

、
新

入
生

ガ
イ

ダ
ン

ス
（

４
月

）
で

意
識

づ
け

を
し

、
コ

ー
ス

選
択

ガ
イ

ダ
ン

ス
（

1
0

月
）

に
て

履
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
具

体
的

な
案

内
を

行
っ

た
。

 

・
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
生

に
対

し
て

、
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

ガ
イ

ダ
ン

ス
（

４
月

）
、

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

（
８

月
・

２
月

）
、

個
別

面
談

（
９

～
1
1
月

）
、

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
交

流
会

（
学

部
２

年
生

対
象

、
1
0
月

）
を

Z
o
o
m
を

利
用

し
て

実
施

し
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
に

関
す

る
情

報
の

周
知

、
個

別
の

学
生

の
学

修
状

況
の

把
握

・
学

修
指

導
及

び
学

生
間

の
交

流
の

機
会

提
供

を
行

っ
た

。
ま

た
、

最
初

の
早

期
卒

業
者

を
輩

出
す

る
可

能
性

の
あ

る
年

度
で

あ
る

た
め

、

早
期

卒
業

の
た

め
の

学
内

手
続

の
案

内
や

連
携

協
定

締
結

先
の

法
科

大
学

院
の

入
試

情
報

の
提

供
を

ガ
イ

ダ
ン

ス
や

適
時

の
掲

示
に

よ
り

行
う

な
ど

、
必

要
な

情
報

提

供
や

学
修

指
導

を
行

っ
た

。
 

・
都

立
大

法
科

大
学

院
の

入
学

者
選

抜
試

験
説

明
会

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
の

開
催

に
つ

い
て

法
学

部
の

学
生

に
情

報
提

供
・

周
知

す
る

と
と

も
に

、
連

携
協

定
に

基
づ

い

て
、

全
法

学
部

生
に

向
け

て
、

都
立

大
法

学
部

生
向

け
都

立
大

法
科

大
学

院
説

明
会

（
８

～
1
0
月

：
オ

ン
デ

マ
ン

ド
実

施
）

や
、

都
立

大
の

学
部

・
法

科
大

学
院

O
B
O
G

で
あ

る
法

曹
実

務
家

に
よ

る
講

演
会

（
1
1
月

～
1
2
月

：
オ

ン
デ

マ
ン

ド
実

施
）

を
行

い
、

法
曹

と
い

う
進

路
や

法
科

大
学

院
進

学
へ

の
意

識
づ

け
を

行
っ

た
。

 

・
連

携
協

定
に

基
づ

い
て

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
所

属
学

生
の

み
を

対
象

に
法

科
大

学
院

教
員

が
法

曹
実

務
家

の
協

力
を

得
て

開
講

す
る

授
業

科
目

で
あ

る
「

導
入

演

習
」

に
お

い
て

、
よ

り
実

践
的

な
学

修
を

進
め

る
の

み
な

ら
ず

、
法

曹
の

職
責

や
や

り
甲

斐
を

受
講

者
が

直
接

聞
く

機
会

を
設

け
、

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
教

育
活

動
の

制

約
の

中
で

も
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
引

き
続

き
着

実
に

実
施

し
た

。
 

・
連

携
協

定
に

基
づ

く
法

科
大

学
院

と
法

学
部

の
連

携
協

議
会

の
ほ

か
、

日
常

的
に

法
科

大
学

院
の

担
当

教
員

と
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
運

営
担

当
委

員
が

情
報

交

換
・

意
見

交
換

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
運

営
の

改
善

に
努

め
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
様

々
な

ガ
イ

ダ
ン

ス
に

よ
り

、
新

入
生

の
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

関
心

を
高

め
る

と
と

も
に

、
新

入
生

や
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

所
属

学
生

を
中

心
に

幅
広

い
学

生
に

つ
い

て
、

目
的

を
定

め
た

能
動

的
学

習
意

欲
を

喚
起

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
 Z
o
o
m
を

利
用

し
た

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

や
個

別
面

談
等

に
よ

り
、

対
面

指
導

が
困

難
な

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
学

生
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

、
成

績
だ

け
で

は
把

握
で

き
な

い
学

生
の

学
修

状
況

を
把

握
し

た
上

で
学

修
上

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

う
と

と
も

に
、

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
交

流
会

（
Z
o
o
m
）

も

含
め

て
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
所

属
学

生
間

の
交

流
・

情
報

交
換

の
困

難
を

軽
減

し
、

学
修

意
欲

の
維

持
・

向
上

や
学

修
環

境
の

改
善

を
実

現
し

た
。

 

・
法

曹
コ

ー
ス

の
目

的
の

１
つ

で
あ

る
法

曹
資

格
取

得
ま

で
の

時
間

的
負

担
の

軽
減

を
実

現
す

る
た

め
の

制
度

で
あ

る
早

期
卒

業
制

度
を

利
用

し
て

、
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

３
年

次
生

１
名

が
連

携
協

定
締

結
先

で
あ

る
都

立
大

法
科

大
学

院
の

特
別

入
試

に
合

格
し

、
早

期
卒

業
が

決
定

し
た

。
 

・
「

導
入

演
習

」
に

お
い

て
、

法
科

大
学

院
教

育
や

司
法

試
験

に
直

結
す

る
事

案
分

析
や

起
案

の
実

践
的

な
能

力
を

身
に

つ
け

る
と

と
も

に
、

将
来

を
よ

り
具

体
的

に
イ

メ

ー
ジ

さ
せ

、
法

曹
を

志
望

す
る

学
生

の
学

修
意

欲
を

高
め

た
。
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       （
５

）
【

継
続

】
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
や

教
育

の
質

保
証

等
に

向

け
、

教
育

改
革

推
進

事
業

の
報

告
会

等
を

実
施

し
、

進
捗

を
確

認
す

る
な

ど
の

取
組

を
進

め
る

と
と

も
に

、
対

面
授

業
再

開
後

の
授

業
に

お
い

て
学

生
の

満
足

度
が

得
ら

れ
る

よ
う

、
I
C
T

の
部

分
的

活
用

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
の

方
法

を
共

有

し
、

教
員

が
教

育
効

果
の

高
い

授
業

が
提

供
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
教

育
に

対
す

る
優

れ
た

取
組

を
顕

彰
す

る
た

め
の

学
長

表
彰

制
度

を
実

施
す

る
。

 

                （
６

）
【

新
規

】
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し

て
、

教
育

効
果

を
向

上
さ

せ
る

た
め

新
た

な
取

組
を

実
施

す
る

。
 

     

・
連

携
協

議
会

で
の

意
見

交
換

等
に

基
づ

き
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

以
降

の
「

導
入

演
習

」
に

つ
い

て
法

科
大

学
院

教
員

や
法

曹
実

務
家

等
か

ら
の

指
導

を
拡

充
さ

せ

る
な

ど
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

善
を

決
定

し
た

。
 

 

※
法

曹
コ

ー
ス

：
都

立
大

法
学

部
に

お
い

て
、

国
の

定
め

る
要

件
を

満
た

し
、

都
立

大
法

科
大

学
院

（
又

は
他

大
学

が
設

置
す

る
一

以
上

の
法

科
大

学
院

）
と

連
携

し
て

法
科

大
学

院
既

修
者

コ
ー

ス
の

教
育

課
程

と
一

貫
的

に
接

続
す

る
体

系
的

な
教

育
課

程
を

編
成

し
、

法
曹

志
望

者
や

法
律

の
学

修
に

関
心

を
有

す
る

学
生

に
対

し
て

、

学
部

段
階

か
ら

よ
り

効
果

的
な

教
育

を
行

う
も

の
を

い
う

。
（
連

携
法

曹
基

礎
課

程
）

 

 （
５

）
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
 

①
教

育
改

革
推

進
事

業
の

着
実

な
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

育
改

革
推

進
事

業
に

つ
い

て
、

計
 
1
5
 
件

の
事

業
を

採
択

し
、

取
組

を
実

施
し

た
（

大
学

院
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
学

長
指

定
課

題
を

除
く

）
。

 
 

－
組

織
提

案
型

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
 
1
0
 
件

 
 

－
個

人
提

案
型

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
５

件
（

う
ち

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

か
ら

の
継

続
分

２
件

）
 

・
令

和
２

（
2
0
20

）
年

度
に

終
了

し
た

教
育

改
革

推
進

事
業

（
個

人
提

案
型

支
援

）
に

つ
い

て
、

取
組

成
果

を
学

内
外

に
幅

広
く

発
信

・
共

有
す

る
た

め
に

「
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

ベ
ス

ト
・

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ア

ワ
ー

ド
及

び
教

育
改

革
推

進
事

業
（

学
内

提
案

分
）

成
果

発
表

会
」

を
F
D
関

連
セ

ミ
ナ

ー
と

し
て

位
置

付
け

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

に
よ

り
開

催
（

参
加

者
6
1
名

）
す

る
と

と
も

に
、

事
後

評
価

を
実

施
し

た
。

 

・
 
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
教

育
改

革
推

進
事

業
（

個
人

提
案

型
支

援
）

 
の

テ
ー

マ
に

「
幅

広
い

授
業

に
適

用
可

能
な

I
C
T
を

活
用

し
た

対
面

授
業

の
質

向
上

へ
の

取

組
」

を
指

定
し

、
 
I
C
T
の

部
分

的
活

用
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

推
進

に
向

け
た

取
組

を
実

施
し

た
。

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
教

育
改

革
推

進
事

業
と

し
て

 1
5
 件

の
事

業
を

採
択

し
、

組
織

及
び

個
人

の
双

方
に

お
い

て
多

様
な

手
段

・
方

法
に

よ
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

推
進

等
の

取
組

が
概

ね
順

調
に

実
施

さ
れ

た
。

 

・
I
C
T
の

部
分

的
活

用
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

推
進

に
関

す
る

事
業

を
採

択
す

る
こ

と
で

、
教

員
が

教
育

効
果

の
高

い
授

業
が

提
供

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

契

機
と

な
っ

た
。

 
・

成
果

発
表

会
に

お
け

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

「
発

表
事

例
が

参
考

に
な

っ
た

。
」

と
い

う
項

目
が

4
.
1
0
（

5
段

階
評

価
）

と
な

り
、

特
色

あ
る

教
育

取
組

が
共

有
さ

れ

た
。

 

 

※
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

：
教

員
に

よ
る

一
方

向
的

な
講

義
形

式
と

は
異

な
り

、
学

修
者

の
能

動
的

な
学

修
を

促
し

、
認

知
的

、
倫

理
的

、
社

会
的

能
力

等
の

育
成

を
図

る
教

授
・

学
習

法
。

 
 

②
学

長
表

彰
制

度
（

ベ
ス

ト
・

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ア

ワ
ー

ド
）

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

育
の

質
の

改
善

に
貢

献
が

認
め

ら
れ

る
優

れ
た

取
組

に
対

し
て

「
ベ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

ア
ワ

ー
ド

」
を

授
与

し
、

当
該

取
組

を
実

施
し

た
教

員
を

優
秀

教
員

と
し

て
 

表
彰

す
る

制
度

に
つ

い
て

、
４

件
の

申
請

が
あ

り
、

書
面

及
び

成
果

発
表

会
の

内
容

の
審

査
に

よ
り

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

ベ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
ア

ワ
ー

ド

２
件

を
選

出
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

育
に

対
す

る
貢

献
や

優
れ

た
取

組
を

表
彰

し
、

教
育

に
貢

献
し

て
い

る
教

員
に

対
し

て
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
与

え
、

教
育

改
善

を
推

進
す

る
契

機
と

な
っ

た
。

 

 （
６

）
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

新
た

な
取

組
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
V
R
・

A
R

等
の

先
端

的
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

生
か

し
た

教
育

ツ
ー

ル
を

も
と

に
、

教
育

現
場

で
の

効
果

的
な

活
用

・
検

証
を

し
て

い
く

た
め

、
都

立
大

健
康

福
祉

学
部

看
護

学
科

に
お

い
て

、
先

端
的

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

か
し

た
救

急
救

命
V
R
を

正
課

授
業

に
取

り
入

れ
る

試
み

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
履

修
者

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

は
「

緊
急

時
の

緊
迫

感
が

感
じ

ら
れ

た
。
」
「

実
際

に
救

急
で

運
ば

れ
た

際
の

治
療

を
そ

の
場

に
い

る
よ

う
な

視
点

で
見

る
こ

と

が
で

き
た

。
」

と
の

意
見

が
あ

り
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

た
新

た
な

教
育

手
法

の
創

出
を

行
う

た
め

の
契

機
と

な
っ

た
。
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（
７

）
【

継
続

】
学

生
が

自
身

の
所

属
に

関
わ

ら
ず

、
多

様
な

科
目

を
文

理
の

枠
を

超
え

て
主

体
的

に
履

修
す

る
仕

組
み

を
令

和
５

（
2
02
3
）

年
度

の
全

学
共

通
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

導
入

に
向

け
て

検
討

す
る

。
 

      （
８

）
◆

【
新

規
】
「

2
0
2
1
年

度
授

業
実

施
方

針
」

に
基

づ
き

、
感

染
症

拡
大

防
止

策
を

講
じ

て
対

面
授

業
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

に
よ

る
授

業
の

実
施

に
つ

い
て

は
、

教
員

及
び

学
生

に
対

し
て

円
滑

な
授

業
実

施
・

受
講

を
支

援
す

る
た

め
に

必
要

な
機

器
の

貸
出

を
行

っ
て

い
く

。
 

（
７

）
文

理
の

枠
を

超
え

て
主

体
的

に
履

修
す

る
仕

組
み

の
全

学
共

通
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

導
入

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

生
が

自
身

の
所

属
に

関
わ

ら
ず

、
多

様
な

科
目

を
文

理
の

枠
を

超
え

て
主

体
的

に
履

修
す

る
仕

組
み

に
つ

い
て

、
詳

細
な

検
討

を
進

め
る

た
め

「
新

た
な

全
学

共
通

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
検

討
部

会
」

を
設

置
し

、
以

下
の

事
項

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
た

。
 

－
総

合
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

の
見

直
し

及
び

検
証

 

－
他

学
部

生
に

履
修

を
推

奨
す

る
教

養
・

基
盤

科
目

の
設

定
 

－
全

学
共

通
教

育
に

お
け

る
認

証
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
仮

）
の

導
入

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
「

他
学

部
生

に
履

修
を

推
奨

す
る

教
養

・
基

盤
科

目
の

設
定

」
は

、
教

養
科

目
群

・
基

盤
科

目
群

に
お

い
て

、
理

系
学

生
に

履
修

を
推

奨
す

る
文

系
科

目
、

文
系

学
生

に

履
修

を
推

奨
す

る
理

系
科

目
を

設
定

し
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

ガ
イ

ダ
ン

ス
や

シ
ラ

バ
ス

等
に

よ
り

学
生

に
対

し
て

周
知

す
る

こ
と

と
な

り
、

そ
の

他
の

検
討

事
項

に
つ

い
て

は
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
導

入
を

目
指

し
、

検
討

部
会

等
に

お
い

て
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
方

向
性

を
取

り
ま

と
め

た
。

 

 （
８

）
「

2
0
2
1
年

度
授

業
実

施
方

針
」

に
基

づ
く

授
業

の
実

施
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
教

室
へ

の
消

毒
用

ア
ル

コ
ー

ル
の

配
置

な
ど

感
染

症
拡

大
防

止
策

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

対
面

授
業

実
施

時
の

教
員

及
び

学
生

向
け

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
・

更
新

し
、

授
業

担
当

教
員

や
学

生
向

け
に

周
知

し
た

。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

受
講

時
の

注
意

事
項

等
を

学
生

向
け

に
周

知
し

た
。

 

・
「

新
し

い
対

面
授

業
」

の
実

現
に

向
け

て
、

教
員

に
対

し
て

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
の

授
業

で
必

要
と
な

る
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

、
W
i
-
F
i
ル

ー
タ

ー
、

カ
メ

ラ
及

び
マ

イ
ク

等

の
貸

出
を

行
っ

た
。

 

・
経

済
的

事
情

に
よ

り
端

末
や

通
信

環
境

な
ど

の
準

備
が

整
わ

な
い

学
生

に
対

し
て

、
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

及
び

W
i
-
F
i
ル

ー
タ

ー
の

貸
出

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
感

染
症

拡
大

防
止

に
配

慮
し

た
円

滑
な

授
業

実
施

・
受

講
の

た
め

の
教

員
・

学
生

へ
の

支
援

を
行

い
、

授
業

実
施

方
針

に
基

づ
く

「
新

し
い

対
面

授
業

」
を

実
施

し

た
。

 

 

※
新

し
い

対
面

授
業

：
大

学
内

で
の

対
面

授
業

の
効

果
や

魅
力

を
さ

ら
に

高
め

て
い

く
た

め
、
“

知
識

を
教

授
す

る
授

業
の

一
部

で
は

、
録

画
教

材
（

オ
ン

デ
マ

ン
ド

）
や

そ
の

他
教

材
に

よ
る

自
宅

内
で

の
自

習
を

効
果

的
に

取
り

入
れ

、
”
“
「

学
内

で
の

対
面

授
業

」
に

お
い

て
は

、
教

員
が

学
生

の
質

問
に

回
答

す
る

、
学

生
同

士
が

議
論

す

る
な

ど
の

時
間

を
充

実
さ

せ
、
「

対
面

授
業

で
し

か
得

ら
れ

な
い

教
育

効
果

」
の

獲
得

を
目

指
す

”
都

立
大

の
授

業
方

針
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
0
2

 
②

外
国

語
教

育
室

（
仮

称
）

に
よ

り
「

聞
く

、
話

す
、

読
む

、
書

く
」

の
４

技
能

を
育

成
す

る
英

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
す

る
と

と
も

に
、

全
学

共
通

科
目

及
び

専
門

科
目

（
専

門
科

目
に

お
い

て
は

卒
業

要
件

ご
と

）
に

お
い

て
英

語
に

よ
る

授
業

を
設

置
す

る
な

ど
、

日
本

人
学

生
の

留
学

を
促

進
す

る
教

育
環

境
を

充
実

さ
せ

る
。

ま
た

、
1
年

次
の

外
部

英
語

試
験

受
験

率
【

9
6
％

以
上

】
を

維
持

し
、

学
生

の
語

学
レ

ベ
ル

を
把

握
し

、
英

語
教

育
の

改
善

に
活

用
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
「

外
国

語
教

育
室

」
に

お
い

て
、

新
英

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
を

進
め

る
。
（

1
-
4
4
再

掲
）

 

       （
２

）
◆

【
継

続
】

英
語

教
育

の
改

善
に

資

す
る

た
め

、
T
O
E
I
C
受

験
率

9
6
%
を

維

持
し

、
学

生
の

語
学

レ
ベ

ル
把

握
に

努
め

る
。

特
に

、
１

月
実

施
分

に
つ

い
て

は
、

受
験

率
増

加
に

向
け

て
対

応
策

を
検

討
す

る
。

実
施

の
際

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

状
況

を
注

視
し

な
が

ら
、

感
染

防
止

対
策

を
徹

底
す

る
。
（

1
-
4
4
再

掲
）

 

（
１

）
新

英
語

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
決

定
し

た
方

針
に

基
づ

き
、

学
生

の
修

学
レ

ベ
ル

や
興

味
に

応
じ

た
効

果
的

な
授

業
の

実
施

に
向

け
た

開
講

科
目

数
や

授
業

内
容

の
検

討
・

調
整

を
行

っ
た

。
 

 
 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
講

に
向

け
て

、
授

業
実

施
体

制
の

整
備

を
進

め
た

。
 

 ※
外

国
語

教
育

室
：

都
立

大
に

お
い

て
、

外
国

語
教

育
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
と

運
用

に
関

す
る

全
学

的
な

業
務

を
統

括
し

、
外

国
語

教
育

の
環

境
整

備
及

び
一

層
の

充
実

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
に

設
置

さ
れ

た
組

織
。

 

 （
２

）
英

語
教

育
の

改
善

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

防
止

の
た

め
、

４
月

の
英

語
ク

ラ
ス

編
成

テ
ス

ト
（

T
O
E
I
C
）

は
中

止
と

し
、

入
試

結
果

等
を

参
考

に
新

入
生

の
語

学
レ

ベ
ル

を
把

握
し

た
。

 

・
１

月
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
策

を
徹

底
の

上
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

入
学

者
は

必
須

受
験

、
入

学
後

未
受

験
の

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

入
学

者
は

任
意

受
験

と
し

て
実

施
し

た
。

 

・
１

年
次

の
受

験
義

務
と

感
染

防
止

策
の

徹
底

に
つ

い
て

、
受

験
対

象
学

生
に

対
し

て
実

践
英

語
授

業
担

当
教

員
に

よ
る

説
明

や
学

内
掲

示
や

ツ
イ

ッ
タ

ー
等

に
よ

る
周

知
を

行
い

 
、

当
該

テ
ス

ト
の

受
験

を
促

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
T
O
E
I
C
受

験
率

9
6
％

以
上

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

、
学

生
の

語
学

レ
ベ

ル
を

正
確

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
（

図
表

1
-
0
2
-
1
）

 

 

【
図

表
1
-
0
2
-
1
　
１
年

次
外

部
英

語
試

験
受

験
率

】
（
単
位
：
％
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
9
7
.9

9
7
.6

9
6
.9

9
7
.6

-
9
8
.5

※
基

準
日
：3
月
31
日

※
令

和
２
（2
02
0）
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止

１
年

次
外

部
英

語
試

験
受

験
率
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
0
3

 
◇

多
様

な
学

修
機

会
の

確
保

 

③
社

会
ニ

ー
ズ

・
学

生
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
教

育
を

提
供

す
る

た
め

、
企

業
や

都
等

と
の

連
携

を
生

か
し

た
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

を
実

施
す

る
な

ど
、

多
様

な
学

修
機

会
の

確
保

に

努
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

現
場

体
験

型
イ

ン
タ

ー

ン
シ

ッ
プ

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
状

況
及

び
東

京

2
0
2
0

大
会

開
催

と
い

う
社

会
情

勢
を

踏
ま

え
、

学
生

及
び

実
習

先
の

健

康
・

安
全

に
配

慮
し

た
新

し
い

ス
タ

イ
ル

で
の

授
業

実
施

に
よ

り
、

学
習

効
果

を
担

保
し

つ
つ

、
学

生
・

実
習

先
及

び
大

学
の

三
者

が
W
i
n
-
W
i
n
と

な

る
関

係
構

築
に

向
け

、
改

め
て

量
か

ら
質

へ
の

転
換

を
図

っ
て

い
く

。
 

 （
２

）
◆

【
継

続
】

文
部

科
学

省
に

採
択

さ

れ
た

卓
越

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

連
携

大
学

と
し

て
、

認
定

審
査

を
経

た
３

年
目

の
学

生
（

T
D
3
）

に
対

し
て

博
士

後
期

課
程

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施
す

る
な

ど
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

円
滑

に
実

施
す

る
。

そ
の

他
、

観
光

産
業

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

経
団

連
観

光
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
や

、
企

業
等

と
連

携
し

た
実

践
的

な
P
B
L
教

育
の

実
施

な
ど

、
多

様
な

教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

 

               

（
１

）
「

現
場

体
験

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」

の
質

の
向

上
及

び
安

全
・

安
心

な
授

業
実

施
に

向
け

た
取

組
【

特
記

事
項

Ⅰ
-
３

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
開

講
に

あ
た

っ
て

は
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

授
業

の
最

適
な

実
施

方
法

の
検

討
、

企
業

等
へ

の
受

入
意

向
調

査
を

実
施

し
た

上
で

、
履

修
学

生
数

に
上

限
（

2
5
0
名

）
を

設
け

、
開

講
し

た
。
（

履
修

者
1
0
4
名

）
 

・
実

習
先

へ
の

早
期

の
調

整
を

進
め

、
計

9
8
団

体
、

3
9
1
名

の
学

生
枠

を
確

保
で

き
た

。
 

・
実

習
参

加
に

不
安

を
抱

く
学

生
に

対
し

て
は

、
積

極
的

に
学

生
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

う
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

実
習

先
と

の
調

整
を

行
う

等
、

き
め

細
か

い
対

応
を

実
施

し
た

。
 

・
学

生
及

び
実

習
先

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

は
、

高
い

満
足

度
を

得
ら

れ
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
実

習
を

伴
う

有
意

義
な

授
業

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

    （
２

）
社

会
ニ

ー
ズ

・
学

生
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
教

育
の

提
供

 

①
卓

越
大

学
院

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
４

月
に

１
名

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

生
を

受
け

入
れ

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
４

月
の

受
入

れ
に

向
け

て
、

都
市

環
境

学
部

環
境

応
用

化
学

科
学

生
向

け
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
及

び
大

学
院

入
試

説
明

会
に

お
い

て
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

の
説

明
を

行
っ

た
。

ま
た

、
学

生
募

集
ポ

ス
タ

ー
の

掲
示

を
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
の

近
隣

駅
及

び
交

通
機

関
へ

行
っ

た
。

な
お

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

本

事
業

の
中

間
評

価
が

実
施

さ
れ

、
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

高
い

評
価

が
得

ら
れ

た
。

 

 

※
卓

越
大

学
院

プ
ロ

グ
ラ

ム
：

文
部

科
学

省
に

よ
り

選
定

さ
れ

、
海

外
ト

ッ
プ

大
学

や
民

間
企

業
等

の
外

部
機

関
と

組
織

的
な

連
携

を
図

り
、

世
界

最
高

水
準

の
教

育
・

研
究

力
を

結
集

し
た

５
年

一
貫

の
博

士
課

程
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
早

稲
田

大
学

を
拠

点
事

務
局

と
す

る
他

の
1
2
大

学
と

連
携

し
て

共
同

申
請

し
た

「
パ

ワ
ー

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

が
採

択
さ

れ
、

電
力

系
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

テ
リ

ア
ル

系
を

専

門
軸

と
し

て
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

制
度

・
経

済
に

関
す

る
俯

瞰
的

知
識

も
養

成
す

る
文

理
融

合
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

 

 

②
経

団
連

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
観

光
産

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
経

団
連

の
観

光
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

つ
い

て
、

６
社

参
画

（
合

計
1
1
名

受
入

）
で

実
施

し
た

。
（

学
生

応
募

数
は

、
学

部
生

1
4

名
、

博
士

前
期

課
程

学
生

４
名

）
（

図
表

1
-
0
3
-
2
）

 

・
各

社
４

～
５

日
間

の
実

習
に

加
え

て
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
、

初
の

試
み

と
し

て
経

団
連

が
提

供
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

半
日

と
立

教
大

学
生

と
の

実
習

に
関

す
る

討

議
の

場
を

設
定

し
た

。
 

・
実

習
は

可
能

な
限

り
実

体
験

で
き

る
よ

う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

こ
と

で
合

意
し

て
い

た
が

、
度

重
な

る
緊

急
事

態
宣

言
の

延
長

で
、

６
社

の
う

ち
２

社
の

み
完

全
オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

と
な

っ
た

。
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【
図

表
1
-
0
3
-
2
　

日
本

経
済

団
体

連
合

会
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
】

　
　

(
単

位
：

社
、

人
)

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

参
画

企
業

数
8

6
6

8
-

6
受

入
企

業
数

4
6

6
8

-
6

派
遣

学
生

数
4

9
6

1
0

-
1
1

※
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止

 
 

③
多

摩
地

域
の

企
業

等
と

連
携

し
た

P
B
L
教

育
の

実
施

（
大

学
院

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
1
1
企

業
、

7
4
名

の
学

生
が

参
加

し
、

学
生

は
共

通
の

テ
ー

マ
か

ら
学

生
の

ア
イ

デ
ア

と
各

企
業

の
知

見
、

抱
え

る
課

題
、

将
来

計
画

を
融

合
し

な
が

ら
課

題
解

決
の

た

め
の

新
規

事
業

の
提

案
を

行
い

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

討
論

を
行

っ
た

。
 

・
学

生
は

報
告

書
（

３
回

）
を

提
出

し
、

最
終

報
告

会
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
９

月
3
0
日

）
を

実
施

し
た

。
 

  
④

各
学

部
・

研
究

科
に

お
け

る
多

様
な

学
修

機
会

の
提

供
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
経

済
経

営
学

部
で

は
、

英
語

で
行

う
授

業
「

経
済

経
営

特
別

講
義

」
に

海
外

大
学

に
在

籍
す

る
教

員
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
講

義
を

導
入

し
た

。
 

・
都

市
環

境
学

部
で

は
、

国
際

的
な

視
点

か
ら

大
都

市
の

課
題

や
そ

の
解

決
方

策
を

考
究

す
る

「
東

京
ス

タ
デ

ィ
ツ

ア
ー

」
、
「

グ
ロ

ー
バ

ル
都

市
地

域
演

習
」

を
新

規
開

講
し

、
具

体
的

な
敷

地
で

の
実

習
や

都
市

政
策

の
現

場
の

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
と

の
意

見
交

換
を

組
み

込
ん

だ
演

習
を

行
っ

た
。

ま
た

、
東

京
都

庁
や

都
内

区
市

町

村
の

現
場

で
学

生
が

実
習

を
行

う
「

公
的

部
門

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
を

開
講

し
た

。
 

・
様

々
な

研
究

機
関

と
の

連
携

協
定

に
基

づ
き

、
3
0
名

の
大

学
院

生
が

他
機

関
の

連
携

客
員

教
員

か
ら

研
究

指
導

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

調
整

を
行

っ
た

。
（

図
表

1
-
0
3
-
3
）
 

 
【

図
表

1
-
0
3
-
3
　

連
携

大
学

院
協

定
に

基
づ

く
研

究
指

導
実

績
】

（
単

位
：

人
）

博
士

前
期

博
士

後
期

（
国

研
）

情
報

通
信

研
究

機
構

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
航

空
宇

宙
シ

ス
テ

ム
工

学
域

1
0

0
（

国
研

）
量

子
科

学
技

術
研

究
開

発
機

構
 
放

射
線

医
学

総
合

研
究

所
人

間
健

康
科

学
研

究
科

放
射

線
科

学
域

1
0

1
1

物
理

学
専

攻
1

0
1

化
学

専
攻

1
0

0
生

命
科

学
専

攻
4

2
5

理
学

研
究

科
物

理
学

専
攻

1
2

1
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

航
空

宇
宙

シ
ス

テ
ム

工
学

域
2

4
0

（
国

研
）

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
理

学
研

究
科

物
理

学
専

攻
1

0
0

（
国

研
）

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

人
間

健
康

科
学

研
究

科
放

射
線

科
学

域
1

0
0

理
学

研
究

科
化

学
専

攻
0

0
0

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
機

械
シ

ス
テ

ム
工

学
域

6
0

1
（

国
研

）
海

上
・

港
湾

・
航

空
技

術
研

究
所

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
航

空
宇

宙
シ

ス
テ

ム
工

学
域

1
1

0
理

学
研

究
科

生
命

科
学

専
攻

2
2

1
人

間
健

康
科

学
研

究
科

放
射

線
科

学
域

4
1

0
理

学
研

究
科

生
命

科
学

専
攻

4
3

0
人

間
健

康
科

学
研

究
科

各
学

域
3

0
0

（
公

財
）

東
京

都
環

境
公

社
 
東

京
都

環
境

科
学

研
究

所
理

学
研

究
科

化
学

専
攻

0
0

0
（

大
共

）
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
加

速
器

研
究

機
構

理
学

研
究

科
物

理
学

専
攻

2
1

0
東

京
都

土
木

技
術

支
援

・
人

材
育

成
セ

ン
タ

ー
都

市
環

境
科

学
研

究
科

都
市

基
盤

環
境

学
域

2
3

0
4
6

2
0

1
0

※
連

携
客

員
教

員
:
連

携
先

か
ら

受
け

入
れ

て
い

る
客

員
教

員

※
旧

所
属

の
実

績
は

、
新

所
属

に
読

み
替

え
る

。

（
公

財
）

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

計

研
究

指
導

を
受

け
て

い
る

学
生

数

（
地

独
）

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー

連
携

先
研

究
科

専
攻

・
学

域
連

携
客

員
教

員
数

（
国

研
）

理
化

学
研

究
所

理
学

研
究

科

（
国

研
）

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

（
J
A
X
A
）

（
国

研
）

産
業

技
術

総
合

研
究

所
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        （
３

）
【

新
規

】
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
時

代
に

誰
も

が

備
え

る
べ

き
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I

等
の

活
用

能
力

育
成

に
係

る
教

育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

設
計

を
行

う
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
経

団
連

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

で
は

、
観

光
関

連
産

業
の

実
務

の
体

験
と

報
告

会
で

の
情

報
収

集
を

通
し

て
、

実
務

の
理

解
と

観
光

関
連

産
業

で
求

め
ら

れ
る

資
質

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
P
B
L
教

育
に

お
い

て
、

学
生

に
対

し
て

は
、

社
会

の
ニ

ー
ズ

を
意

識
し

た
実

践
的

な
問

題
解

決
へ

の
取

組
み

を
体

験
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
企

業
側

か
ら

は
、

学
生

か

ら
の

提
案

を
今

後
の

革
新

に
つ

な
げ

た
い

と
の

感
想

や
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

も
機

会
が

あ
れ

ば
声

を
か

け
て

ほ
し

い
と

の
感

想
が

得
ら

れ
た

。
コ

ロ
ナ

禍
２

年
目

で

企
業

側
も

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

す
る

手
法

に
慣

れ
、

ス
ム

ー
ズ

に
密

度
濃

く
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
上

記
に

記
載

し
た

様
々

な
取

組
等

を
実

施
し

た
こ

と
に

よ
り

、
多

様
な

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

多
様

な
学

修
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 （
３

）
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I
等

に
関

す
る

新
た

な
副

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

設
計

【
特

記
事

項
Ⅰ

-
３

参
照

】
 

 
（

特
記

事
項

の
ポ

イ
ン

ト
）

 
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

か
ら

開
設

す
る

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
副

専
攻

コ
ー

ス
に

つ
い

て
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
設

計
を

は
じ

め
、

I
C
T
を

活
用

し
た

運
用

体
制

の
整

備
、

キ
ッ

ク
オ

フ
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

に
取

り
組

み
、

十
分

な
開

設
準

備
を

整
え

た
。

 

・
数

理
・

統
計

に
関

す
る

基
礎

分
野

、
デ

ー
タ

処
理

・
機

械
学

習
に

関
す

る
応

用
分

野
、

P
B
L
の

実
践

分
野

を
網

羅
す

る
計

1
9
科

目
か

ら
な

る
都

立
大

独
自

の
カ

リ
キ

ュ

ラ
ム

と
し

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
0
4

 
④

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
３

月
3
1

日
ま

で
は

産
業

技
術

大
学

院
大

学
。

以
下

同
じ

。
）

及
び

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

と
連

携
し

、
海

外

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

等
様

々
な

分
野

で
の

相
互

交
流

を
図

る
。

ま
た

、
更

な
る

連
携

を
促

進
す

る
た

め
に

、
法

人
や

法
人

内
の

教
育

研
究

機
関

と
協

力
し

、
課

題
の

検
証

を
踏

ま
え

つ
つ

、
新

た
な

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
②

）
 

◆
【

継
続

】
2
大

学
1
高

専
が

参
加

す
る

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）

に
つ

い
て

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

状
況

に
対

応
し

な
が

ら
、

着
実

に
実

施
し

、
プ

ロ
グ

ラ

ム
の

目
的

を
達

成
す

る
。
（

4
-
1
2
再

掲
）

 

         （
２

）
【

継
続

】
既

存
の

連
携

事
業

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
教

職
員

間
の

情
報

共
有

・
交

流
機

会
を

強
化

す
る

こ
と

に
よ

り
2
大

学
1
高

専
の

連
携

体

制
を

構
築

し
、

よ
り

効
果

的
・

効
率

的
な

連
携

を
推

進
す

る
。
（

2
-
0
6
、

3
-

0
9
、

4
-
1
2
再

掲
）

 

（
１

）
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）

の
実

施
【

中
期

計
画

番
号

4
－

1
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
２

大
学

１
高

専
の

学
生

の
課

題
解

決
力

や
英

語
を

含
む

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

を
目

的
と

し
て

、
「

国
際

的
人

財
育

成
の

た
め

の
グ

ロ
ー

バ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
課

題
に

、
第

９
回

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
）

を
以

下
の

と
お

り
実

施
し

た
。

 

－
実

施
期

間
：

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
３

月
～

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
1
月

 

－
参

加
人

数
：

リ
ー

ダ
ー

２
名

（
都

立
大

生
２

名
）
、

メ
ン

バ
ー

 
高

専
本

科
生

1
4
名

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
渡

航
を

中
止

と
し

、
海

外
研

修
は

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

現
地

学
生

と
の

交
流

や
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
な

ど
の

代
替

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
 

・
最

終
報

告
会

は
、

高
専

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

て
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
1
0
月

3
0
日

（
土

）
に

実
施

し
、

来
賓

、
保

護
者

、
教

員
や

学
生

な
ど

約
3
0
人

が
来

場
し

、
参

加

学
生

1
6
名

が
英

語
に

よ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
。

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

前
後

に
参

加
学

生
を

対
象

と
し

て
実

施
し

た
行

動
特

性
を

測
定

す
る

テ
ス

ト
結

果
に

お
い

て
、

リ
ー

ダ
ー

に
つ

い
て

は
「

統
率

力
」
「

自
信

創
出

力
」

な
ど

全
項

目
の

向
上

が
認

め
ら

れ
た

ほ
か

、
T
O
E
I
C
平

均
点

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

前
と

実
施

後
で

約
2
0
点

向
上

し
た

。
 

 ※
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）
：

都
立

大
、

産
技

大
及

び
高

専
の

学
生

が
チ

ー
ム

を
組

み
、

国
内

外
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
を

通
じ

て
、

課
題

解
決

力
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
う

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

 

 （
２

）
２

大
学

１
高

専
の

連
携

【
中

期
計

画
番

号
4
－

1
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
第

三
期

共
同

研
究

 
専

攻
科

C
o
-
L
a
b
o
.
に

つ
い

て
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

の
継

続
３

件
の

ほ
か

、
４

件
を

採
択

し
開

始
し

た
。

 

・
高

専
か

ら
都

立
大

へ
1
2
名

（
前

年
度

比
2
名

増
）

の
推

薦
編

入
学

の
実

績
が

あ
っ

た
。

 

・
教

職
員

間
の

情
報

共
有

・
交

流
機

会
を

強
化

す
べ

く
、

法
人

内
の

教
員

情
報

を
所

管
す

る
事

務
担

当
者

を
集

め
て

意
見

交
換

を
行

い
、

現
状

把
握

を
す

る
と

と
も

に
、

課
題

の
共

有
化

を
図

っ
た

。
 

・
高

専
専

攻
科

生
の

都
立

大
院

へ
の

推
薦

入
学

に
つ

い
て

検
討

し
、

両
校

関
係

者
に

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
 

  

   中
期
計
画
番
号
 

1
-
0
5

 
◇

厳
格

な
成

績
評

価
・

卒
業

認
定

 

⑤
共

通
の

成
績

評
価

基
準

を
【

平
成

2
9
（

2
0
17
）

年
度

に
導

入
】

す
る

と
と

も
に

、
学

修
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
（

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

等
）

を
導

入
す

る
な

ど
、

厳
正

な
成

績
評

価
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

社
会

に
対

す
る

学
生

の
質

保
証

を
促

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  
【

教
育

改
革

を
推

進
す

る
取

組
の

強
化

】
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
学

部
や

研
究

科
の

枠
を

越
え

、
全

学
的

に
教

育
改

革
を

推
進

す
る

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
取

組
を

強
化

し
、

教
育

の
成

果
を

常
に

把
握

・
検

証
し

て
、

更
な

る
改

善
へ

と
つ

な
げ

て
い

く
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
を

展
開

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
２

）
教

育
の

実
施

体
制

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
改

革
を

推
進

す
る

取
組

の
強

化
 

【
1
-
0
6
】

①
全

学
的

な
教

育
改

革
を

一
層

推
進

す
る

た

め
、

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

に
受

審
し

た

機
関

別
認

証
評

価
の

結
果

等
を

踏
ま

え
、

教
学

Ｉ
Ｒ

に
基

づ
く

教
育

成
果

の
把

握
・

検
証

を
通

じ
て

、
更

な
る

改
善

に
つ

な
が

る
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
を

展
開

す
る

。
 

2
9  

【
1
-
0
6
】

平
成

2
9
年

４
月

に
教

学
Ｉ

Ｒ
推

進
室

を
設

置
し

、
同

年
７

月
に

教

学
I
R
シ

ス
テ

ム
を

稼
動

し
た

。
 

【
1
-
0
6
】

教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
の

改
修

に
よ

り
、

成
績

分
布

を
継

続
的

に
検

証

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
平

成
2
9
年

4
月

に
教

学
I
R
推
進

室
を

設
置

し
、

7
月

に
教

学
IR

シ
ス

テ

ム
を

稼
働

し
た

。
短

期
間

で
あ

っ
た

が
、

執
行

部
や

各
部

局
か

ら
の

要
求

に
応

え
、

デ
ー

タ
収

集
・

分
析

を
行

い
、

担
当

者
に

提
供

し
、

予
想

を
遥

か
に

上
回

る
成

果
を

得
て

い
る

点
を

高
く

評
価

す
る

。
教

学
I
R
が

今
後

の

教
育

改
善

に
効

果
的

に
活

用
さ

れ
る

よ
う

期
待

す
る

。
 

3
0  

【
1
-
0
6
】

間
接

評
価

に
よ

る
学

修
成

果
の

把
握

・
可

視
化

の
取

組
を

全
学

的

に
開

始
し

た
。

 

【
1
-
0
6
】

デ
ー

タ
可

視
化

ツ
ー

ル
「

T
a
b
l
e
a
u
」

を
教

学
I
R
シ

ス
テ

ム
に

導
入

し
た

。
 

【
1
-
0
6
】

博
士

後
期

課
程

の
活

性
化

に
向

け
た

取
組

計
画

の
1
4
項

目
の

う
ち

４
項

目
の

取
組

計
画

を
完

了
さ

せ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
教

学
I
R
シ

ス
テ

ム
の

掲
載

デ
ー

タ
が

、
平

成
2
9
年

度
に

比
べ

大
幅

に
増

加

し
、

学
長

の
意

思
決

定
に

活
用

さ
れ

る
と

と
も

に
、

入
試

戦
略

な
ど

各
運

営
委

員
会

や
部

局
の

施
策

の
検

討
に

利
用

さ
れ

、
大

学
の

活
性

化
に

大
い

に
役

立
っ

て
い

る
。

 

・
博

士
研

究
員

制
度

、
専

門
研

究
員

制
度

の
運

用
準

備
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

科

目
の

開
講

準
備

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

提
示

に
関

わ
る

取
組

な
ど

、
博

士
後

期
課

程
の

活
性

化
が

進
ん

だ
。

 

・
博

士
後

期
課

程
の

活
性

化
に

つ
い

て
、

今
後

、
大

学
院

生
が

、
自

身
の

キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
考

え
、

将
来

を
展

望
で

き
る

よ
う

に
、

引
き

続
き

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

関
わ

る
科

目
の

充
実

、
多

様
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
提

示
等

が
推

進
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
1
-
0
6
】

各
運

営
委

員
会

や
部

局
等

か
ら

の
分

析
依

頼
に

つ
い

て
、

計
3
1
件

の
分

析
結

果
の

回
答

を
行

う
と

と
も

に
、

学
長

、
副

学
長

及
び

部

局
長

等
で

構
成

さ
れ

る
教

学
I
R
委

員
会

に
お

い
て

主
な

分
析

結
果

を
報

告
し

た
。

 

【
1
-
0
6
】

博
士

後
期

課
程

の
活

性
化

に
資

す
る

取
組

の
ひ

と
つ

と
し

て
、

博

士
研

究
員

制
度

の
運

用
を

開
始

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
教

学
I
R
に
つ

い
て

は
、

学
内

の
運

営
委

員
会

や
部

局
か

ら
の

依
頼

を
受

け

て
分

析
を

行
い

、
デ

ー
タ

分
析

に
基

づ
く

教
育

改
善

に
取

り
組

ん
で

お

り
、

十
分

に
機

能
し

て
い

る
。

 

・
大

学
院

キ
ャ

リ
ア

科
目

の
設

置
に

よ
る

多
様

な
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
へ

の
意

識

付
け

、
博

士
研

究
員

制
度

の
導

入
に

よ
る

研
究

支
援

な
ど

、
大

学
院

博
士

後
期

課
程

の
活

性
化

に
向

け
て

精
力

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

・
様

々
な

取
組

を
推

進
し

た
こ

と
に

よ
り

、
大

学
院

博
士

後
期

課
程

の
定

員

充
足

率
が

1
.
0
4
に

達
し

て
い

る
。
  

２  

【
1
-
0
6
】

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

に
関

す
る

新
た

な
分

析
等

、
計

2
9

件
の

分
析

を
行

い
、

教
学

I
R
デ

ー
タ

の
充

実
を

図
っ

た
。

 

【
1
-
0
6
】

機
関

（
大

学
全

体
）

レ
ベ

ル
、

教
育

課
程

（
学

部
・

学
科

）
レ

ベ

ル
、

科
目

（
授

業
）

レ
ベ

ル
の

３
段

階
に

お
い

て
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

を
策

定
し

た
。

 

【
1
-
0
6
】

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
係

る
新

規
科

目
「

企
業

に
お

け
る

知
的

財
産

マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」

を
開

講
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
で

定
め

た
学

修
成

果
等

を
検

証
し

て
教

育
改

善

に
つ

な
げ

る
た

め
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
ポ

リ
シ

ー
を

策
定

・
公

開
し

た
。

 

・
教

学
I
R
の
更

な
る

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

各
部

局
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た

分
析

が
活

発
に

行
わ

れ
、

全
学

的
な

教
育

改
革

に
反

映
さ

れ
て

い
る

。
 

・
大

学
院

博
士

後
期

課
程

の
活

性
化

に
向

け
、

知
的

財
産

関
係

に
精

通
し

た

講
師

に
よ

る
授

業
を

開
講

し
、

キ
ャ

リ
ア

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

更
な

る
充

実
を

図
っ

た
。

 

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
つ

い
て

、
今

後
、

獲
得

す
べ

き
学

修
成

果

の
達

成
状

況
等

の
把

握
・

測
定

結
果

を
教

育
改

善
に

活
用

す
る

こ
と

に
加
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え
、

学
生

が
自

身
の

修
得

状
況

を
確

認
し

、
成

長
を

実
感

で
き

る
な

ど
、

主
体

的
な

学
び

に
つ

な
が

る
よ

う
な

取
組

の
充

実
を

期
待

す
る

。
 

３ 

【
1
-
0
6
】

教
学

I
R
推

進
室

に
よ

る
分

析
結

果
や

セ
ミ

ナ
ー

等
の

活
動

を
広

く

学
内

に
周

知
す

る
た

め
、

教
学

I
R
推

進
室

の
W
e
b
サ

イ
ト

を
開

設

し
た

。
 

【
1
-
0
6
】

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
ポ

リ
シ

ー
を

大
学

公
式

W
e
b

サ
イ

ト
で

公
開

し

た
。

 

【
1
-
0
6
】

文
部

科
学

省
「

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

向
け

た
フ

ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
創

設
事

業
」

を
は

じ
め

、
博

士
後

期
課

程
の

研
究

力

強
化

と
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
支

援
に

資
す

る
取

組
を

実
施

し
た

。
 

【
1
-
0
6
】

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

「
次

世
代

研
究

者
挑

戦

的
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

採
択

さ
れ

た
。

 

 

 
第

三
期

中
期

目
標

期
間

の
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

業
務

実
績

評
価

（
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
の

主
な

評
価

（
評

定
・

評
定

説
明

）
）

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
平

成
2
9
年

度
に

教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
が

稼
働

し
、

各
委

員
会

や
部

局
等

か
ら

の
分

析
に

対
応

し
、

教
学

I
R
デ

ー
タ

の
活

用
に

よ
る

教
育

改
革

が
推

進
さ

れ
て

い
る

。
分

析
結

果
は

全
学

的
な

取
組

に
も

活
用

さ
れ

て
お

り
、

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

サ
イ

ク
ル

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

。
 

・
博

士
研

究
員

制
度

の
導

入
に

よ
る

研
究

支
援

、
キ

ャ
リ

ア
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
等

、
大

学
院

博
士

後
期

課
程

の
活

性
化

に
向

け
た

取
組

が
精

力
的

に
行

わ
れ

、
大

学
院

博
士

後
期

課
程

の
定

員
が

概
ね

充
足

し
て

い
る

。
 

・
教

学
I
R
の

活
用

に
つ

い
て

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

を
策

定
し

た
こ

と
も

踏
ま

え
、

将
来

的
に

は
学

修
状

況
や

学
修

環
境

と
の

関
連

等
の

分
析

も
進

め
、

教
育

改
善

が
一

層
促

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
0
6
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
改

革
を

推
進

す
る

取
組

の
強

化
 

①
全

学
的

な
教

育
改

革
を

一
層

推
進

す
る

た
め

、
平

成
2
8
（

2
01
6
）

年
度

に
受

審
し

た
機

関
別

認
証

評
価

の
結

果
等

を
踏

ま
え

、
教

学
Ｉ

Ｒ
に

基
づ

く
教

育
成

果
の

把
握

・
検

証
を

通

じ
て

、
更

な
る

改
善

に
つ

な
が

る
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
を

展
開

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
全

学
的

な
教

育
改

革
の

一
層

の
推

進
に

向
け

て
、

教
学

I
R
デ

ー
タ

を
更

に
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

分
析

を
積

極
的

に
行

う
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
分

析
結

果
に

基
づ

く
各

部
局

の
教

育
改

善
を

促

す
。

 

                      （
２

）
【

継
続

】
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

確
立

に
向

け
て

、
学

生
の

学
修

成
果

や
大

学
全

体
の

教
育

成
果

に
関

す
る

情

報
、

教
学

に
係

る
取

組
状

況
等

の
大

学
教

育
の

質
に

関
す

る
情

報
等

に
つ

い
て

、
公

表
の

検
討

を
進

め
る

。
 

   

（
１

）
デ

ー
タ

分
析

に
基

づ
く

教
育

改
善

に
向

け
た

取
組

 

 
①

教
学

I
R
デ

ー
タ

の
更

な
る

充
実

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
受

験
者

及
び

合
格

者
の

セ
ン

タ
ー

試
験

（
共

通
テ

ス
ト

）
英

語
成

績
や

授
業

外
学

習
時

間
ア

ン
ケ

ー
ト

に
関

す
る

新
た

な
分

析
を

行
っ

た
。

 

・
成

績
分

布
に

関
す

る
分

析
や

卒
業

時
の

学
修

成
果

等
に

関
す

る
分

析
等

に
つ

い
て

は
過

去
の

分
析

デ
ー

タ
と

の
比

較
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
新

た
な

分
析

や
過

去
の

分
析

デ
ー

タ
と

の
比

較
等

に
よ

り
教

学
I
R
デ

ー
タ

の
充

実
を

図
っ

た
。

 

  
②

各
部

局
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
分

析
の

実
施

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
運

営
委

員
会

等
か

ら
の

依
頼

に
基

づ
き

計
2
6
件

の
分

析
を

行
っ

た
。

 

・
都

立
大

で
は

学
修

成
果

・
教

育
成

果
の

検
証

及
び

教
育

改
善

の
た

め
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

を
策

定
し

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
く

ア
セ

ス
メ

ン
ト

活
動

を
行

っ
て

い
く

こ
と

と
な

っ
て

い
る

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
活

動
に

お
い

て
は

教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
の

利
用

が
有

益
で

あ
る

こ
と

か
ら

都
立

大
教

職
員

を
対

象
に

「
教

学

I
R
セ

ミ
ナ

ー
～

ア
セ

ス
メ

ン
ト

運
用

の
た

め
の

教
学

I
R
デ

ー
タ

の
活

用
方

法
～

」
を

開
催

し
、

事
例

の
紹

介
や

教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
の

活
用

方
法

、
教

学
I
R
推

進
室

（
以

下
「

推
進

室
」

と
い

う
。
）

に
よ

る
支

援
等

に
つ

い
て

講
演

し
た

。
ま

た
、

セ
ミ

ナ
ー

動
画

及
び

資
料

を
法

人
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
公

開
し

た
。

 

・
各

部
局

等
の

教
育

改
善

に
資

す
る

推
進

室
へ

の
分

析
依

頼
や

教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
の

利
活

用
促

進
に

向
け

、
推

進
室

に
よ

る
分

析
結

果
や

セ
ミ

ナ
ー

等
の

活
動

を
広

く
学

内
に

周
知

す
る

た
め

、
推

進
室

の
W
e
b
サ

イ
ト

を
新

た
に

開
設

し
た

。
ま

た
、

教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
の

利
用

者
で

あ
る

都
立

大
教

職
員

の
ユ

ー
ザ

ビ
リ

テ
ィ

向
上

に
向

け

同
シ

ス
テ

ム
の

大
規

模
な

改
修

を
行

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
分

析
結

果
に

つ
い

て
は

、
分

析
依

頼
元

部
局

や
委

員
会

だ
け

で
な

く
、

学
長

、
副

学
長

及
び

部
局

長
等

で
構

成
さ

れ
る

教
学

I
R
委

員
会

に
お

い
て

も
報

告
し

、
全

学
的

な
教

育
改

革
の

推
進

及
び

教
育

改
善

促
進

に
資

す
る

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
 

 

※
教

学
I
R
：

教
学

I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
a
l
 
R
e
s
e
a
r
c
h
の

略
。

大
学

の
計

画
策

定
、

意
思

決
定

等
を

支
援

す
る

た
め

の
情

報
を

提
供

す
る

目
的

で
、

教
育

・
学

修
に

関
す

る
デ

ー

タ
を

対
象

と
し

て
調

査
・

分
析

を
行

う
こ

と
。

 

※
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

：
学

生
の

学
修

成
果

の
評

価
（

ア
セ

ス
メ

ン
ト

）
に

つ
い

て
、

そ
の

目
的

、
達

成
す

べ
き

質
的

水
準

及
び

具
体

的
実

施
方

法
な

ど
に

つ
い

て
定

め
た

学
内

の
方

針
。

都
立

大
で

は
、

学
士

課
程

教
育

に
お

け
る

「
卒

業
の

認
定

に
関

す
る

方
針

（
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
：

D
P）
」

で
定

め
た

「
育

成
す

る
人

材

像
」
、
「

獲
得

す
べ

き
学

修
成

果
」

及
び

そ
の

他
の

教
育

成
果

等
の

達
成

状
況

を
検

証
し

、
教

育
改

善
に

つ
な

げ
る

た
め

、
機

関
（

大
学

全
体

）
レ

ベ
ル

、
教

育
課

程

（
学

部
・

学
科

）
レ

ベ
ル

、
科

目
（

授
業

）
レ

ベ
ル

（
全

学
共

通
科

目
・

専
門

教
育

科
目

）
の

３
段

階
で

定
め

て
い

る
。

 

 （
２

）
大

学
教

育
の

質
に

関
す

る
情

報
等

の
公

表
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
４

月
に

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
ポ

リ
シ

ー
を

大
学

公
式

W
e
b
サ

イ
ト

で
公

開
す

る
と

と
も

に
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

く
学

修
成

果
や

教
育

成
果

の
把

握
・

検
証

方
法

の
検

討
を

進
め

た
。

 

・
大

学
公

式
W
e
b
サ

イ
ト

で
公

開
し

て
い

る
「

教
育

情
報

の
公

表
」

の
レ

イ
ア

ウ
ト

に
つ

い
て

、
教

育
情

報
を

学
内

外
に

効
果

的
に

発
信

す
る

た
め

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
を

目
途

に
変

更
で

き
る

よ
う

検
討

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
検

討
の

結
果

、
各

部
局

等
に

共
通

す
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

活
動

に
必

要
な

情
報

を
教

学
I
R
シ

ス
テ

ム
に

掲
載

す
る

こ
と

と
し

、
教

学
I
R
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

当
該

情
報

を
可

視
化

す
る

こ
と

で
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

活
動

を
促

進
す

る
契

機
と

な
っ

た
。
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  （
３

）
【

新
規

】
文

部
科

学
省

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

に
向

け
た

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
創

設
事

業
」

の
実

施
に

よ
り

、
本

学
の

強
み

分
野

で
あ

る
マ

テ
リ

ア
ル

分
野

と
そ

の
関

連
応

用
分

野
を

中
核

に
据

え
た

、
当

該
分

野
の

深
い

専
門

的
知

見
に

よ
る

卓
抜

し
た

一
点

突
破

能
力

に
加

え
て

、
専

門
分

野
以

外
の

関
連

す
る

学
術

・
技

術
分

野
と

の
連

携
に

よ
る

学
際

的
視

野
を

兼
ね

備
え

た
「

双
対

型
」

の
能

力
を

持
つ

次
世

代
人

材
を

育
成

し
、

個
性

に
応

じ
た

キ
ャ

リ
ア

を
提

示
す

る
こ

と
で

、
博

士
後

期
課

程
の

研
究

力
強

化
と

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

支
援

の
拡

充
を

図
る

。
 

・
都

立
大

の
教

育
情

報
を

学
内

外
に

効
果

的
に

発
信

で
き

る
環

境
の

準
備

を
進

め
た

。
 

 （
３

）
博

士
後

期
課

程
の

研
究

力
強

化
と

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

支
援

の
拡

充
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

創
設

事
業

に
お

い
て

理
学

研
究

科
1
1
名

、
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

４
名

の
博

士
後

期
課

程
学

生
に

研
究

専
念

支
援

金
及

び
研

究
奨

励
費

を
支

給

し
た

。
 

・
博

士
後

期
課

程
の

研
究

力
を

強
化

す
る

た
め

、
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
若

手
研

究
者

養
成

事
業

で
あ

る
日

本
学

術
振

興
会

特
別

研
究

員
申

請
の

支
援

体
制

を
構

築
し

た
。

 

・
研

究
力

向
上

及
び

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

形
成

を
支

援
す

る
た

め
、

博
士

後
期

課
程

学
生

向
け

に
、

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
外

部
メ

ン
タ

ー
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 

・
U
R
A
が

主
体

と
な

り
、

博
士

後
期

課
程

学
生

の
研

究
力

向
上

お
よ

び
研

究
者

能
力

開
発

の
促

進
を

目
指

す
国

立
研

究
開

発
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
「

次
世

代
研

究
者

挑

戦
的

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

へ
の

申
請

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
日

本
学

術
振

興
会

特
別

研
究

員
申

請
支

援
を

4
5
件

実
施

し
、

博
士

後
期

課
程

学
生

７
名

が
特

別
研

究
員

に
採

用
さ

れ
た

。
 

・
「

博
士

人
材

の
た

め
の

キ
ャ

リ
ア

講
演

会
」
、
「

研
究

の
見

え
る

化
セ

ミ
ナ

ー
」
、
「

博
士

課
程

大
学

院
生

の
た

め
の

就
職

活
動

セ
ミ

ナ
ー

」
、
「
パ

ラ
グ

ラ
フ

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

入
門

講
座

」
、

及
び

「
外

部
メ

ン
タ

ー
に

よ
る

面
談

」
を

開
催

し
、

延
べ

1
4
4
名

が
参

加
し

た
。

 

・
国

立
研

究
開

発
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
「

次
世

代
研

究
者

挑
戦

的
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

採
択

さ
れ

2
0
名

の
博

士
後

期
課

程
学

生
の

支
援

が
可

能
と

な
り

、
研

究
専

念
支

援
金

及
び

研
究

奨
励

費
の

支
給

、
そ

れ
に

よ
る

博
士

後
期

課
程

学
生

の
処

遇
及

び
研

究
環

境
の

更
な

る
改

善
を

成
し

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

３３
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  
【

学
修

支
援

環
境

の
整

備
、

教
育

の
質

の
改

善
】
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
学

生
が

「
本

物
の

考
え

る
力

」
を

身
に

付
け

る
た

め
、

授
業

外
学

修
の

充
実

・
支

援
等

、
学

生
の

主
体

的
な

学
び

を
支

援
す

る
環

境
を

整
備

す
る

。
 
 

○
大

学
の

教
育

改
革

の
方

針
や

、
効

果
的

な
教

育
手

法
等

を
教

職
員

が
共

有
し

、
教

育
の

質
を

更
に

高
め

て
い

く
た

め
の

組
織

的
な

取
組

を
強

化
す

る
。

 
 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
２

）
教

育
の

実
施

体
制

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す

る
た

め
の

措
置

 

◇
学

修
支

援
環

境
の

整
備

 

【
1
-
0
7
】

②
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

や

大
学

院
生

の
研

究
ス

ペ
ー

ス
の

充
実

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
学

習
環

境
の

構
築

な

ど
、

学
生

一
人

ひ
と

り
が

快
適

で
充

実
し

た
学

生
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

キ
ャ

ン
パ

ス
学

修
環

境
を

整
備

・
拡

充
す

る
。
 

 ◇
教

育
の

質
の

改
善

 

【
1
-
0
8
】

③
Ｆ

Ｄ
活

動
へ

の
積

極
的

な
参

加
を

促
す

仕

組
み

の
構

築
、

大
学

院
に

お
け

る
Ｆ

Ｄ
の

充
実

な
ど

、
Ｆ

Ｄ
活

動
の

更
な

る
活

性
化

に
よ

り
教

育
改

革
の

全
学

的
推

進
及

び
教

育
の

質
の

更
な

る
向

上
を

図
る

。
 

 【
1
-
0
9
】

④
教

育
改

善
に

つ
な

が
る

制
度

と
し

て
、

四

半
期

制
度

を
導

入
で

き
る

体
制

を
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

以
降

】
順

次
整

備
す

る

と
と

も
に

、
科

目
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
を

【
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

以
降

】
順

次
導

入
す

る
。

 

2
9  

【
1
-
0
8
】

F
D
委

員
会

所
管

の
各

種
セ

ミ
ナ

ー
を

８
回

開
催

し
た

。
(
平

成
2
8
年

ま
で

の
平

均
値

の
約

2
.
7
倍

)
 

【
1
-
0
9
】

四
半

期
授

業
を

実
施

で
き

る
学

年
暦

を
導

入
し

、
３

部
局

に
お

い

て
試

行
し

た
。

 

【
1
-
0
9
】

全
学

共
通

科
目

に
お

い
て

科
目

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

附
番

を
行

っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
学

長
に

よ
る

F
D
活

動
へ

の
積

極
的

な
参

加
要

請
に

よ
っ

て
、

セ
ミ

ナ
ー

の

開
催

回
数

が
拡

大
す

る
と

と
も

に
、

教
員

の
参

加
者

数
も

過
去

5
年

間
の

平

均
か

ら
6
1
％

増
と

、
大

き
く

増
加

し
て

い
る

。
 

・
F
D

活
動

と
し

て
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

手
法

紹
介

セ
ミ

ナ
ー

を
取

り

入
れ

た
こ

と
は

優
れ

た
発

想
で

あ
る

。
 

3
0  

【
1
-
0
8
】

F
D
関

連
の

セ
ミ

ナ
ー

を
過

去
５

年
間

の
平

均
値

の
４

倍
と

な
る

1
6

回
開

催
し

、
参

加
教

員
数

が
過

去
５

年
間

の
平

均
値

の
約

2
.
5
倍

と

な
る

3
2
2
名

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
0
9
】

５
部

局
に

お
い

て
四

半
期

授
業

を
試

行
し

た
。

 

【
1
-
0
9
】

科
目

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

を
記

載
し

た
「

20
1
8

年
度

履
修

の
手

引
」

及

び
「

2
0
1
8

年
度

シ
ラ

バ
ス

」
を

学
部

１
年

生
に

配
布

し
、

周
知

を

図
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
F
D
活

動
に

お
い

て
、

セ
ミ

ナ
ー

開
催

数
、

参
加

人
数

と
も

平
成

2
9
年

度
の

成
果

を
更

に
伸

長
さ

せ
た

。
 

・
試

験
的

に
導

入
し

た
四

半
期

授
業

を
実

施
で

き
る

学
年

暦
や

科
目

ナ
ン

バ

リ
ン

グ
の

成
果

の
分

析
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
1
-
0
8
】

F
D

関
連

の
セ

ミ
ナ

ー
の

合
計

開
催

数
は

過
去

５
年

間
の

平
均

７
回

の
約

2
.
8
倍

と
な

る
2
0
回

、
セ

ミ
ナ

ー
参

加
教

員
数

は
過

去
５

年

間
の

平
均

1
7
0
名

の
約

1
.
8
倍

と
な

る
3
0
8
名

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
0
8
】

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
や

T
A
の

効
果

的
な

活
用

方

法
等

の
講

義
に

つ
い

て
、

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

k
i
b
a
c
o
に

よ

る
動

画
配

信
を

開
始

し
た

。
 

【
1
-
0
9
】

新
た

に
４

つ
の

学
部

に
お

い
て

四
半

期
授

業
を

試
行

し
た

。
 

【
1
-
0
9
】

履
修

の
手

引
、

シ
ラ

バ
ス

及
び

事
務

情
報

シ
ス

テ
ム

で
科

目
ナ

ン

バ
リ

ン
グ

を
活

用
で

き
る

環
境

を
整

え
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
F
D
関

連
セ

ミ
ナ

ー
の

参
加

者
が

昨
年

度
に

引
き

続
き

3
0
0
人

を
超

え
て

お

り
、

全
学

的
に

取
組

が
推

進
さ

れ
て

い
る

。
  

２  

【
1
-
0
7
】

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
に

よ
る

ア
ク

セ
ス

増
加

へ
の

対
応

の
た

め
、

k
i
b
a
c
o
の

シ
ス

テ
ム

改
善

を
実

施
し

た
。

 

【
1
-
0
7
】

郵
送

に
よ

る
図

書
の

貸
出

及
び

複
写

サ
ー

ビ
ス

を
新

た
に

立
ち

上

げ
、

実
施

し
た

。
 

【
1
-
0
8
】

F
D

関
連

セ
ミ

ナ
ー

を
主

に
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
し

、
当

日
の

欠
席

者
に

は
そ

の
動

画
を

配
信

し
た

こ
と

で
、

参
加

者
数

が
増

加
し

た

（
延

べ
9
4
4
名

）
。

 

【
1
-
0
8
】

F
D
に

関
す

る
各

種
ア

ン
ケ

ー
ト

を
W
e
b
化

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
を

滞
り

な
く

実
施

す
る

こ
と

が

で
き

る
よ

う
、

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

「
k
i
ba
c
o
」

の
サ

ー
バ

ー
を

増

強
す

る
こ

と
で

、
令

和
元

年
度

と
比

較
し

て
３

～
４

倍
の

利
用

実
績

と
な

る
中

、
停

止
す

る
こ

と
な

く
安

定
的

に
稼

働
さ

せ
た

。
 

・
郵

送
に

よ
る

図
書

貸
出

及
び

複
写

サ
ー

ビ
ス

を
新

設
し

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お

け
る

学
生

や
教

員
の

教
育

研
究

活
動

の
支

援
の

充
実

を
図

っ
た

。
 

・
F
D

関
連

セ
ミ

ナ
ー

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

た
こ

と
に

よ
り

、
非

常

勤
講

師
を

は
じ

め
、

参
加

者
数

が
大

幅
に

増
加

し
た

。
ま

た
、

セ
ミ

ナ
ー

に
お

い
て

、
初

め
て

学
生

に
よ

る
発

表
を

取
り

入
れ

る
と

と
も

に
、

学
生

か
ら

の
意

見
を

聞
く

機
会

を
設

け
る

な
ど

、
F
D

活
動

に
関

す
る

様
々

な
工

夫
が

な
さ

れ
た

。
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３ 

【
1
-
0
7
】

国
内

外
の

教
育

機
関

や
研

究
機

関
に

お
け

る
無

線
L
A
N
の

相
互

利
用

を
実

現
す

る
e
d
u
r
o
a
m
の

利
用

環
境

を
整

備
し

た
。

 

【
1
-
0
8
】

公
立

大
学

協
会

と
共

催
で

、
職

員
を

対
象

と
し

た
教

務
事

務
セ

ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
F
D
活

動
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受
け

な
が

ら
も

、
F
D
関

連
セ

ミ
ナ

ー
の

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
、

学
生

の
発

表
機

会
や

座
談

会
の

設
定

等
の

工
夫

に
よ

り
、

活
動

が
順

調
に

活
性

化
し

て
い

る
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

あ
っ

て
も

、
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

改
善

や
図

書
の

郵
送

貸
出

等
の

遠
隔

サ
ー

ビ
ス

に
取

り
組

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

学
生

の
学

び
の

継
続

を
支

援
で

き
た

こ
と

は
も

と
よ

り
、

新
た

な
リ

モ
ー

ト
型

学
習

環

境
の

整
備

が
進

ん
だ

。
 

・
F
D
関

連
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

実
施

方
法

・
内

容
上

の
様

々
な

工
夫

が
図

ら
れ

た
。

今
後

も
そ

う
し

た
工

夫
を

生
か

し
、

参
加

規
模

・
内

容
と

も
に

拡
充

さ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
は

、
今

後
、

対
面

を
中

心
と

す
る

授
業

形
態

に
戻

っ
た

と
し

て
も

、
有

効
に

活
用

さ
れ

、
学

修
の

更
な

る
充

実
が

図
ら

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
0
7
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
学

修
支

援
環

境
の

整
備

 

②
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

や
大

学
院

生
の

研
究

ス
ペ

ー
ス

の
充

実
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

学
習

環
境

の
構

築
な

ど
、

学
生

一
人

ひ
と

り
が

快
適

で
充

実
し

た
学

生
生

活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
キ

ャ
ン

パ
ス

学
修

環
境

を
整

備
・

拡
充

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
拡

充
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、

快
適

で
充

実
し

た
学

生
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

キ
ャ

ン
パ

ス
学

修
環

境
の

整
備

・
拡

充
に

向
け

て
、

教
育

研
究

用
途

の
各

種
シ

ス
テ

ム
更

新
や

e
d
u
r
o
a
m
の

整
備

、
P
C
教

室
の

シ
ス

テ
ム

更
新

及
び

環
境

整
備

、
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
の

利
便

性
の

更
な

る
向

上
に

向
け

た
取

組
な

ど
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

学
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
等

教
育

研
究

の
基

盤
と

な
る

イ
ン

フ
ラ

整
備

に
努

め
る

。
 

（
１

）
キ

ャ
ン

パ
ス

学
修

環
境

の
整

備
・

拡
充

 

①
各

種
シ

ス
テ

ム
更

新
及

び
e
d
u
r
o
a
m
の

整
備

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
都

立
大

の
基

幹
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

教
育

研
究

用
情

報
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

で
の

更
新

に
向

け
た

準
備

を
行

っ
た

。
 

・
国

内
外

の
教

育
機

関
や

研
究

機
関

に
お

け
る

無
線

L
A
N
の

相
互

利
用

を
実

現
す

る
e
d
u
r
o
a
m
へ

の
ニ

ー
ズ

の
高

ま
り

を
受

け
て

、
利

用
環

境
を

整
備

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

育
研

究
用

情
報

シ
ス

テ
ム

の
要

件
定

義
を

完
了

し
、

再
構

築
方

針
が

学
内

で
共

有
さ

れ
た

。
 

・
1
1
月

1
5
日

よ
り

南
大

沢
、

日
野

、
荒

川
の

３
キ

ャ
ン

パ
ス

と
学

外
で

の
e
d
u
r
o
a
m
利

用
を

可
能

と
し

た
。

 

 

※
e
d
u
r
o
a
m
：

大
学

な
ど

の
教

育
機

関
で

無
線

L
A
N
の

相
互

利
用

を
実

現
す

る
国

際
的

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
サ

ー
ビ

ス
。

 

 

②
情

報
処

理
教

室
の

環
境

整
備

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
の

情
報

処
理

教
室

で
利

用
す

る
情

報
シ

ス
テ

ム
を

構
成

す
る

機
器

類
の

更
新

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
機

器
の

性
能

向
上

等
に

よ
り

、
授

業
の

円
滑

な
実

施
に

寄
与

し
た

。
 

 

③
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
の

利
便

性
の

向
上

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

を
鑑

み
、

会
話

可
能

な
エ

リ
ア

は
引

き
続

き
使

用
不

可
と

し
た

が
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ム

の
み

、
教

員
か

ら
の

申
込

み
に

限
り

、
制

限
付

き
で

使
用

可
と

し
た

。
 

・
図

書
・

学
術

情
報

部
会

に
て

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

図
書

館
本

館
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
及

び
他

大
学

状
況

調
査

の
結

果
を

報
告

し
た

。
 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
図

書
館

本
館

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

に
て

、
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
に

関
す

る
調

査
項

目
を

設
け

、
分

析
結

果
を

図
書

・
学

術
情

報
部

会
で

報

告
し

た
。

 

・
会

話
可

能
な

エ
リ

ア
に

つ
い

て
、

一
部

改
修

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ル
ー

ム
の

利
用

は
７

件
だ

っ
た

。
（

図
表

1
-
0
7
-
1
）

 

・
図

書
・

学
術

情
報

部
会

で
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
調

査
結

果
を

報
告

し
た

こ
と

に
よ

り
、

ラ
ー

ニ
ン

グ
・

コ
モ

ン
ズ

へ
の

ニ
ー

ズ
は

図
書

館
だ

け
で

対
応

で
き

る
範

囲
を

超
え

て
お

り
、

そ
の

解
決

策
を

検
討

す
る

こ
と

が
今

後
の

課
題

で
あ

る
と

同
部

会
で

共
有

さ
れ

た
。

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

図
書

館
本

館
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

分
析

し
、

以
下

の
点

を
今

後
の

方
向

性
と

し
て

図
書

・
学

術
情

報
部

会
で

報
告

し
た

。
 

－
会

話
可

能
エ

リ
ア

と
会

話
不

可
エ

リ
ア

を
明

確
に

分
け

る
。

 

－
学

習
相

談
に

つ
い

て
、

コ
ロ

ナ
後

の
学

生
の

動
向

を
注

視
し

な
が

ら
、

図
書

館
で

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
。

 

・
一

部
改

修
に

よ
り

会
話

可
能

な
エ

リ
ア

を
１

階
に

集
約

し
、

静
謐

さ
を

求
め

る
声

と
の

バ
ラ

ン
ス

を
図

っ
た

。
 

 

※
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
：

大
学

図
書

館
等

に
お

け
る

、
学

生
が

学
習

の
た

め
に

集
う

こ
と

の
で

き
る

共
有

ス
ペ

ー
ス

。
グ

ル
ー

プ
活

動
エ

リ
ア

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

エ
リ

ア
、

P
C
利

用
エ

リ
ア

等
、

個
人

の
自

習
環

境
に

加
え

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
も

適
し

た
学

習
環

境
の

こ
と

。
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【
図

表
1
-
0
7
-
1
　

グ
ル

ー
プ

ス
タ

デ
ィ

ル
ー

ム
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ム

の
平

均
稼

働
率

】
 

(単
位

：
％

)
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

2
8
年

度
1
8

2
4
.7

2
9
.6

4
4
.5

1
7
.4

1
2
.4

1
5
.7

3
0
.0

2
9
.4

4
2
.0

3
0
.1

2
3
.7

2
9
年

度
2
1

2
7
.4

2
6
.8

4
5
.7

2
0
.2

9
.9

2
1
.7

3
1
.1

2
1
.3

4
0
.6

2
8
.4

1
3
.8

3
0
年

度
2
1
.2

3
0
.3

2
9
.8

3
4
.2

1
5
.1

1
4
.7

2
0
.7

3
2
.5

3
0
.9

3
0
.7

1
8
.7

8
.4

元
年

度
2
0
.6

3
1
.7

2
2
.1

3
1
.4

1
3
.5

1
8
.2

2
5
.7

2
4
.7

2
0
.5

3
0
.1

1
9
.6

1
.3

２
年

度
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
３

年
度

0
.7

0
.8

2
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.8

0
.8

0
.0

0
.0

※
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
使

用
を

停
止

。
※

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ム

の
み

制
限

付
き

で
使

用
。

グ
ル

ー
プ

ス
タ

デ
ィ

ル
ー

ム
は

使
用

停
止

を
継

続
。

 
 

④
教

育
研

究
の

基
盤

と
な

る
イ

ン
フ

ラ
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
に

向
け

、
各

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
調

査
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
に

向
け

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
調

査
に

よ
り

、
強

化
の

対
象

範
囲

を
確

定
す

る
と

と
も

に
、

必
要

な
予

算
を

確
保

の
う

え
で

南
大

沢
、

日
野

、
荒

川
の

３
キ

ャ
ン

パ
ス

に
つ

い
て

現
行

の
1
0
倍

に
あ

た
る

1
0
G
b
p
s
専

用
回

線
の

工
事

に
着

手
し

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
0
8

 
◇

教
育

の
質

の
改

善
 

③
Ｆ

Ｄ
活

動
へ

の
積

極
的

な
参

加
を

促
す

仕
組

み
の

構
築

、
大

学
院

に
お

け
る

Ｆ
Ｄ

の
充

実
な

ど
、

Ｆ
Ｄ

活
動

の
更

な
る

活
性

化
に

よ
り

教
育

改
革

の
全

学
的

推
進

及
び

教
育

の
質

の

更
な

る
向

上
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
全

学
と

部
局

の
F
D
活

動
の

連
携

を
強

化
し

、
部

局
F
D

の
更

な

る
活

性
化

を
図

る
と

と
も

に
、

教
務

事
務

に
関

わ
る

職
員

を
対

象
と

し
た

S
D

活
動

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
F
D

関
連

の
各

種
ア

ン
ケ

ー
ト

の
W
E
B
化

に
つ

い
て

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
実

施
し

た
W
E
B
ア

ン
ケ

ー
ト

（
試

行
）

結
果

を
踏

ま
え

た
検

証
を

行

い
、

導
入

に
向

け
た

検
討

を
実

施
す

る
。

 

（
１

）
F
D
関

連
セ

ミ
ナ

ー
の

拡
充

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
全

学
F
D
委

員
会

事
務

局
と

各
部

局
の

F
D
委

員
会

と
の

対
話

を
通

じ
て

課
題

や
要

望
等

を
共

有
し

、
部

局
独

自
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
を

推
進

し
た

。
 

・
F
D

セ
ミ

ナ
ー

に
お

い
て

、
学

生
か

ら
の

声
を

直
接

聴
く

「
意

見
交

換
会

」
を

実
施

し
、

所
属

や
学

年
の

異
な

る
学

生
代

表
７

名
と

教
職

員
が

活
発

な
意

見
交

換
を

行
な

っ
た

。
 

・
F
D
・

S
D

セ
ミ

ナ
ー

に
お

い
て

、
企

業
の

採
用

担
当

者
や

都
立

大
の

卒
業

生
か

ら
、

社
会

で
必

要
と

さ
れ

る
資

質
や

大
学

時
代

に
身

に
つ

け
る

べ
き

能
力

に
つ

い
て

講
話

し
て

も
ら

い
、

ど
の

よ
う

な
教

育
を

通
じ

て
学

生
に

汎
用

的
能

力
を

身
に

付
け

さ
せ

る
の

か
、

教
職

員
で

と
も

に
考

え
る

機
会

を
提

供
し

た
。

 

・
公

立
大

学
協

会
と

共
催

で
、

職
員

を
対

象
と

し
た

教
務

事
務

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

、
大

学
間

の
情

報
交

換
や

教
務

関
連

の
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

を
用

い
た

グ
ル

ー
プ

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
。

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
F
D
関

連
の

各
種

ア
ン

ケ
ー

ト
の

W
e
b
化

の
結

果
に

つ
い

て
検

証
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
比

べ
部

局
独

自
セ

ミ
ナ

ー
や

そ
の

他
関

連
F
D
セ

ミ
ナ

ー
等

の
実

施
回

数
が

増
加

し
、

全
学

と
部

局
の

双
方

に
お

い
て

F
D
活

動
が
活

性
化

し

た
。
（

図
表

1
-
0
8
-
1
、

1
-
0
8
-
2
、

1
-
0
8
-
3
）

 

・
学

生
が

参
加

し
た

F
D
セ

ミ
ナ

ー
及

び
卒

業
生

が
参

加
し

た
F
D
・

S
D
セ

ミ
ナ

ー
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

は
、
「

学
生

の
意

見
/
卒

業
生

の
意

見
は

参
考

に
な

っ
た

」
と

い
う

項
目

が
、

そ
れ

ぞ
れ

4
.
5
5
（

５
段

階
評

価
）

で
あ

り
、

参
加

者
の

高
い

満
足

度
が

得
ら

れ
た

。
 

・
教

務
事

務
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
、

3
8
大

学
9
2
名

が
参

加
し

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
お

い
て

「
他

大
学

の
取

組
内

容
を

知
る

こ
と

が
で

き
て

参
考

に
な

っ
た

」
と

い
う

声

が
多

く
寄

せ
ら

れ
た

。
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

の
W
e
b
化

に
つ

い
て

、
作

業
負

担
や

経
費

の
軽

減
に

繋
が

る
と

い
っ

た
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

一
方

で
、

回
収

率
が

低
下

す
る

と
い

っ
た

傾
向

が
見

受
け

ら
れ

る

こ
と

か
ら

、
当

面
W
e
b
形

式
で

実
施

し
、

経
過

を
注

視
し

て
い

く
こ

と
と

し
た

。
 

 ※
F
D
：

F
a
c
u
l
t
y
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
の

略
。

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
教

育
理

念
・

教
育

目
標

や
授

業
内

容
・

方
法

に
つ

い
て

組
織

的
な

研
究

・
研

修
を

実
施

す
る

大

学
の

取
組

 

※
S
D
：

S
t
a
f
f
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
の

略
。

職
員

を
対

象
と

し
た

、
管

理
運

営
や

教
育

・
研

究
支

援
ま

で
を

含
め

た
資

質
向

上
の

た
め

の
組

織
的

な
取

組
 

 

【
図
表
1
-
0
8
-
1
　
学

内
取

組
事

例
発

表
数

】
（
単

位
：
件

）

内
容

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元
年
度

２
年
度

３
年
度

授
業
改
善
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
掲

載
数

-
1
1

-
-

-
-

F
D
セ
ミ
ナ

ー
・
A
L
セ
ミ
ナ

ー
等

の
事

例
発

表
3

3
3

7
5

6
教
育
改
革
推

進
事

業
成

果
報

告
会

発
表

-
-

-
6

8
5

F
D
レ
ポ
ー

ト
「
S
tu
d
y+

」
掲

載
数

2
2

2
2

2
1

オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
サ
ポ
ー

ト
ペ

ー
ジ
（
教

員
）

2
0

2

合
計

5
1
6

5
1
5

3
5

1
4

※
授
業
改
善
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
は
以
下
の
刊
行
物
の
こ
と
を
指
す
。

　
2
9
年
度
　
「
授
業
改
善
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
V
o
l.
２
」
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【
図

表
1
-
0
8
-
2
　
F
D
関

連
セ
ミ
ナ

ー
開

催
数

（
延

べ
）
】

（単
位

：回
）

セ
ミ
ナ

ー
名

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
新

任
教

員
F
D
研

修
1

1
1

1
2

2
F
D
・
S
D
セ
ミ
ナ

ー
1

1
1

1
1

1
F
D
セ
ミ
ナ

ー
1

1
1

1
1

1
A
L
セ
ミ
ナ

ー
-

5
5

3
-

-
教

育
力

向
上

F
D
セ
ミ
ナ

ー
-

-
-

1
2

2
教

育
改

革
推

進
事

業
成

果
報

告
会

-
-

-
1

1
1

部
局

F
D
セ
ミ
ナ

ー
-

-
3

8
3

6
そ
の
他

F
D
関

連
セ
ミ
ナ

ー
-

-
5

4
4

1
1

合
計

3
8

1
6

2
0

1
4

2
4

過
去

５
年

間
の
平

均
値

1
2

 
 

【
図
表
1
-
0
8
-
3
　
Ｆ
Ｄ
関

連
セ
ミ
ナ
ー

参
加

教
員

数
（
延

べ
）
】

（
単
位
：
名
）

セ
ミ
ナ
ー

名
2
8
年
度

2
9
年

度
3
0
年

度
元
年
度

２
年
度

３
年
度

新
任
教
員
F
D
研

修
2
4

2
5

2
9

1
9

4
1

2
0

F
D
・
S
D
セ
ミ
ナ
ー

4
3

6
4

3
4

2
8

1
8
4

7
9

F
D
セ
ミ
ナ
ー

4
3

4
1

5
0

2
8

3
0
2

1
8
4

A
L
セ
ミ
ナ
ー

-
5
5

7
6

4
0

-
-

教
育
力
向
上

F
D
セ
ミ
ナ
ー

-
-

-
5

1
6
0

5
9

教
育
改
革
推

進
事

業
成

果
報

告
会

-
-

-
2
8

3
0

4
4

部
局
F
D
セ
ミ
ナ
ー

-
-

7
4

1
2
7

1
2
1

2
1
0

そ
の
他
F
D
関

連
セ
ミ
ナ
ー

-
-

5
9

3
3

1
0
6

1
6
6

合
計

1
1
0

1
8
5

3
2
2

3
0
8

9
4
4

7
6
2

過
去

５
年

間
の
平

均
値

※
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年

度
以

降
は
主

に
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
に
よ
り
実

施

3
7
4

 
 

   中
期
計
画
番
号
 

1
-
0
9

 
④

教
育

改
善

に
つ

な
が

る
制

度
と

し
て

、
四

半
期

制
度

を
導

入
で

き
る

体
制

を
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

以
降

】
順

次
整

備
す

る
と

と
も

に
、

科
目

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

を
【

平
成

30

（
2
0
1
8
）

年
度

以
降

】
順

次
導

入
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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大大
項項

目目
番番

号号
  

４４
  

学学
生生

へへ
のの

支支
援援

 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
学

生
が

学
修

・
研

究
、

更
に

は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
課

外
活

動
で

充
実

し
た

学
生

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

心
身

の
健

康
支

援
や

経
済

的
支

援
を

含
め

、
支

援
体

制
や

仕
組

み
の

充
実

を
図

る
。

 

○
障

害
の

あ
る

学
生

等
、

多
様

な
背

景
や

ニ
ー

ズ
を

持
つ

学
生

が
、

い
ず

れ
も

安
心

し
て

学
生

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

そ
れ

ぞ
れ

の
学

生
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

を
行

う
。

 

○
学

生
が

自
ら

目
指

す
べ

き
将

来
像

を
明

確
に

し
、

そ
の

実
現

に
向

け
、

計
画

的
な

学
修

や
適

切
な

進
路

選
択

が
で

き
る

よ
う

、
卒

業
生

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
も

活
用

し
な

が
ら

、
入

学
時

か
ら

一
貫

し
た

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

を
行

う
。

 
 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
３

）
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た

め
の

措
置

 

◇
支

援
体

制
の

充
実

等
 

【
1
-
1
0
】

①
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

関
す

る
情

報
提

供
や

相

談
支

援
を

充
実

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
対

す
る

学
生

の
意

識
醸

成
を

図
る

と
と

も
に

、
近

隣
の

地
域

や
大

学
、

自
治

体
等

と
連

携
し

て
課

外
活

動
と

し
て

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

支
援

す
る

。
ま

た
、

独
自

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
展

開
す

る
な

ど
、

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
に

資
す

る
活

動
を

実
施

す
る

。
 

 【
1
-
1
1
】

②
課

外
活

動
に

お
け

る
指

導
者

や
顧

問
の

位

置
付

け
を

明
確

化
す

る
と

と
も

に
、

教
員

が
顧

問
に

就
任

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
な

ど
、

課
外

活
動

へ
の

十
分

な
支

援
を

図
る

。
 

 【
1
-
1
2
】

③
健

康
支

援
セ

ン
タ

ー
の

組
織

体
制

の
見

直

し
や

、
医

務
室

と
学

生
相

談
室

と
の

連
携

の
一

層
の

強
化

に
よ

り
、

健
康

支
援

を
充

実
さ

せ
る

。
健

康
診

断
受

診
率

に
つ

い
て

は
、
【

9
0
%
】

を
達

成
す

る
。

 

 【
1
-
1
3
】

④
授

業
料

の
減

免
や

奨
学

金
の

貸
与

・
給

付

な
ど

、
様

々
な

経
済

的
支

援
を

充
実

さ
せ

る
。

 

 

◇
障

が
い

の
あ

る
学

生
等

に
対

す
る

支
援

 

【
1
-
1
4
】

⑤
性

別
や

文
化

的
相

違
、

障
が

い
の

有
無

等

に
対

し
、

構
成

員
へ

の
き

め
細

か
な

支
援

2
9  

【
1
-
1
0
】

継
続

参
加

学
生

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
２

年
目

の
学

生
）

に
対

し
、

新
た

な
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

 

【
1
-
1
2
】

健
康

診
断

受
診

率
【

8
5
.
0
％

】
ま

で
進

捗
し

た
（

平
成

2
8
年

度
比

＋
0
.
5
ポ

イ
ン

ト
増

）
。

 

【
1
-
1
4
】

学
生

が
通

称
名

を
使

用
で

き
る

制
度

を
整

え
た

。
 

【
1
-
1
4
】

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

講
習

会
を

開
催

し
、

理
解

促
進

を

図
っ

た
。

 

【
1
-
1
5
】

キ
ャ

リ
ア

サ
ポ

ー
ト

O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
登

録
数

が
7
6
5
名

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
1
5
】

キ
ャ

リ
ア

支
援

行
事

の
内

容
及

び
回

数
の

見
直

し
を

行
い

、
高

い

満
足

度
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

【
1
-
1
5
】

キ
ャ

リ
ア

支
援

課
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

博
士

後
期

課
程

学
生

向
け

の

専
用

頁
を

作
成

し
、

情
報

一
元

化
を

進
め

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

へ
の

配
慮

の
充

実
に

つ
い

て
、

学
生

や
教

職
員

の
障

害

に
対

す
る

理
解

促
進

を
図

っ
て

い
る

点
、

ま
た

、
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
講

習
会

を
開

催
し

、
理

解
促

進
を

図
っ

て
い

る
点

が
評

価
で

き
る

。
 

・
地

域
住

民
や

自
治

体
と

連
携

し
て

、
地

域
に

密
着

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ

ロ
グ

ラ
ム

が
企

画
さ

れ
る

こ
と

で
、

大
学

の
地

域
貢

献
に

も
つ

な
が

る
活

動
と

な
っ

て
い

る
。

 

・
キ

ャ
リ

ア
サ

ポ
ー

ト
O
B
O
G

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
更

な
る

充
実

が
期

待
さ

れ

る
。

学
生

と
し

て
の

参
加

者
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
登

録
者

と
な

る
好

循
環

が
生

じ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

3
0  

【
1
-
1
0
】

新
規

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
み

な
み

お
お

さ
ま

カ
フ

ェ
）

を
開

始
し

た
。

 

【
1
-
1
0
】

首
都

大
生

の
ラ

グ
ビ

ー
ワ

ー
ル

ド
カ

ッ
プ

2
0
1
9
釜

石
開

催
に

向
け

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
へ

の
参

加
を

支
援

し
た

。
 

【
1
-
1
2
】

健
康

診
断

受
診

率
【

8
7
.
2
％

】
ま

で
向

上
し

た
（

平
成

2
9
年

度
比

＋
2
.
2
ポ

イ
ン

ト
増

）
。

 

【
1
-
1
4
】

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

層
へ

の
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

講
習

会
を

実
施

し
、

理

解
促

進
を

図
っ

た
。

 

【
1
-
1
5
】

キ
ャ

リ
ア

サ
ポ

ー
ト

O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
登

録
者

数
が

8
2
6
名

に

な
っ

た
。

 

【
1
-
1
5
】

キ
ャ

リ
ア

支
援

行
事

の
内

容
及

び
回

数
の

見
直

し
を

行
い

、
高

い

満
足

度
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
継

続
し

て
参

加
す

る
学

生
に

対
し

、
年

次

ご
と

に
役

割
を

設
け

る
こ

と
で

、
個

々
の

学
生

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
リ

ー
ダ

ー
力

や
組

織
力

の
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

・
支

援
や

配
慮

を
必

要
と

す
る

学
生

に
対

す
る

事
務

対
応

フ
ロ

ー
や

配
慮

申

請
書

の
作

成
に

よ
り

、
安

心
し

て
学

ぶ
環

境
を

整
備

す
る

た
め

の
体

制
を

強
化

し
た

。
 

・
幹

部
教

職
員

向
け

に
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

講
習

会
を

開
催

し
、

障
害

や
セ

ク

シ
ャ

ル
・

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

理
解

を
促

進
し

た
。

 

・
O
B
O
G

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
登

録
者

に
つ

い
て

、
年

々
増

加
傾

向
に

あ
る

も
の

の
、

新
規

登
録

者
数

は
減

少
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

、
魅

力
あ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

な
る

た
め

の
仕

掛
け

や
工

夫
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
1
-
1
0
】

外
国

人
お

も
て

な
し

語
学

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

講
座

（
東

京
都

共
催

）

を
実

施
し

た
。

 

【
1
-
1
0
】

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

を
開

設
し

た
。

 

【
1
-
1
2
】

健
康

診
断

の
受

診
率

は
【

8
7
.
9
％

】
ま

で
向

上
し

た
（

平
成

3
0

（
2
0
1
8
）

年
度

比
0
.
7
ポ

イ
ン

ト
増

加
）
。

 

【
1
-
1
4
】

支
援

を
受

け
て

い
る

障
が

い
の

あ
る

学
生

に
対

し
、

支
援

に
対

す

る
意

見
・

要
望

等
に

つ
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

 

【
1
-
1
5
】

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
で

新
た

に
講

座
を

開
催

し
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

行

事
を

拡
充

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
継

続
実

施
に

よ
り

参
加

す
る

学

生
の

層
が

厚
く

な
る

と
と

も
に

、
専

門
職

員
や

教
員

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
で

、
魅

力
的

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
と

発
展

し
て

い
る

。
 

・
遠

隔
操

作
に

よ
る

パ
ソ

コ
ン

ノ
ー

ト
テ

イ
ク

及
び

支
援

を
受

け
て

い
る

学

生
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
初

め
て

実
施

す
る

等
、

障
害

の
あ

る
学

生
等

へ
の

支
援

を
充

実
さ

せ
て

い
る

。
 

・・
学

生
定

期
健

康
診

断
の

受
診

率
は

8
7
.
9
％

ま
で

向
上

し
た

が
、

未
受

診
の

学
生

が
健

康
診

断
の

意
義

を
十

分
に

理
解

で
き

る
よ

う
な

働
き

か
け

を
更
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体
制

を
整

備
し

、
関

連
部

署
が

連
携

し
て

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

す
る

。
 

 ◇
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
 

【
1
-
1
5
】

⑥
学

生
の

適
切

な
進

路
選

択
に

つ
な

が
る

よ

う
、

O
B
・

O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

活
用

な
ど

多
角

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
り

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
の

強
化

を
図

る
。

 

に
強

化
し

、
中

期
計

画
の

目
標

の
受

診
率

9
0
％

の
達

成
に

努
め

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
O
B
O
G

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
登

録
者

数
は

増
加

し
つ

つ
あ

る
が

、
登

録
者

数
の

更
な

る
増

加
に

向
け

、
広

報
活

動
を

通
じ

た
母

校
と

の
繋

が
り

の
強

化

や
、

学
生

を
支

援
す

る
体

制
作

り
な

ど
を

期
待

す
る

。
  

２  

【
1
-
1
0
】

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

等
を

活
用

し
た

新
し

い
形

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
活

動
の

機
会

の
創

出
に

取
り

組
み

、
「

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ポ
ー

ツ
」

を
開

発
す

る
等

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
関

す

る
取

組
を

推
進

し
た

。
 

【
1
-
1
2
】

感
染

対
策

等
を

講
じ

た
上

で
定

期
健

康
診

断
を

実
施

し
た

も
の

の
、

受
診

率
は

【
6
3
.
0
％

】
で

あ
っ

た
。

 

【
1
-
1
2
】

研
究

生
も

定
期

健
康

診
断

を
受

診
で

き
る

こ
と

と
し

た
。

 

【
1
-
1
5
】

O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

登
録

者
が

1
,
0
1
6
名

と
な

っ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響

を
受

け
な

が
ら

も
、

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

の
活

用
等

に
よ

り
、

活
動

継
続

の
支

援
及

び
新

た
な

活
動

機
会

の
創

出
に

取
り

組
ん

だ
。

 

・
都

立
大

独
自

の
授

業
料

減
免

制
度

及
び

令
和

２
年

度
に

開
始

し
た

国
の

修

学
支

援
新

制
度

を
通

じ
て

、
学

生
に

対
す

る
経

済
的

支
援

を
適

切
に

実
施

し
、

授
業

料
減

免
学

生
数

は
令

和
元

年
度

に
比

べ
て

大
幅

に
増

加
し

た
。

 

・
キ

ャ
リ

ア
支

援
行

事
及

び
キ

ャ
リ

ア
相

談
の

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
、

臨
時

の

就
職

相
談

員
増

員
等

の
工

夫
に

よ
り

、
コ

ロ
ナ

禍
で

も
適

切
な

キ
ャ

リ

ア
・

就
職

支
援

を
行

っ
た

。
ま

た
、

O
B
O
G

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
登

録
者

数

は
、

令
和

元
年

度
比

で
1
0
3
名

増
の

1
,
0
1
6
名

と
な

っ
た

。
 

３ 

【
1
-
1
0
】

東
京

2
0
2
0
大

会
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
し

た
講

師
等

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

た
。

 

【
1
-
1
1
】

課
外

活
動

支
援

制
度

に
よ

り
支

援
し

た
団

体
の

う
ち

、
人

力
飛

行

機
の

２
団

体
が

テ
レ

ビ
局

主
催

の
コ

ン
テ

ス
ト

で
優

勝
し

た
。

 

【
1
-
1
1
】

課
外

活
動

に
お

け
る

リ
ス

ク
管

理
に

つ
い

て
、

リ
ス

ク
管

理
や

緊

急
時

の
対

応
に

関
す

る
レ

ク
チ

ャ
ー

、
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

安

全
な

部
活

動
運

営
に

関
す

る
講

習
会

を
実

施
し

た
。

 

【
1
-
1
2
】

健
康

診
断

の
受

診
率

は
【

7
4
.
9
％

】
ま

で
改

善
し

た
。

 

【
1
-
1
3
】

国
の

高
等

教
育

の
修

学
支

援
制

度
に

よ
る

奨
学

金
の

給
付

と
授

業

料
減

免
に

加
え

、
都

立
大

独
自

の
授

業
料

減
免

制
度

に
よ

り
、

経

済
的

に
困

窮
す

る
学

生
に

対
し

、
よ

り
充

実
し

た
経

済
支

援
を

実

施
し

た
。

 

【
1
-
1
4
】

支
援

ス
タ

ッ
フ

の
獲

得
や

ス
キ

ル
向

上
、

障
が

い
に

対
す

る
理

解

促
進

を
目

的
と

し
た

講
座

や
講

習
会

等
を

実
施

し
た

。
 

【
1
-
1
5
】

O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
登

録
依

頼
時

期
の

変
更

や
登

録
フ

ォ
ー

ム
の

整
備

を
実

施
し

た
。

 

【
1
-
1
5
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

企
業

等
の

選
考

方
法

に
応

じ
た

取
組

を
実

施

し
た

。
 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

対
す

る
学

生
の

意
識

醸
成

及
び

学
生

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

支
援

に
関

す
る

取
組

が
活

発
に

行
わ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

で
も

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
停

滞
さ

せ
な

い
よ

う
な

仕
組

み
が

整

備
さ

れ
て

い
る

。
 

・
ノ

ー
ト

テ
イ

ク
講

習
会

及
び

手
話

講
習

会
を

継
続

的
に

実
施

す
る

な
ど

、
支

援
を

要
す

る
学

生
を

支
援

す
る

た
め

の
ス

キ
ル

向
上

及
び

体
制

整
備

が
着

実
に

進
ん

で
い

る
。

 

・
学

生
へ

の
支

援
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
大

き
く

受
け

た
取

組
が

多
い

中
、

様
々

な
努

力
、

工
夫

に
よ

り
、

安
全

・
安

心
に

配
慮

し
な

が
ら

取
組

が
継

続
さ

れ
て

い
る

。
コ

ロ
ナ

禍
の

収
束

後

を
見

据
え

、
参

加
者

数
等

が
減

少
し

て
い

る
取

組
に

つ
い

て
は

、
ど

の
よ

う
に

回
復

、
発

展
さ

せ
て

い
く

の
か

、
引

き
続

き
検

討
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
学

生
の

定
期

健
康

診
断

受
診

率
は

、
目

標
で

あ
る

9
0
％

は
も

と
よ

り
、

1
0
0
％

の
達

成
を

意
識

し
て

、
今

後
の

取
組

強
化

を
期

待
す

る
。

 

・
O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
、

登
録

者
数

の
増

加
が

続
い

て
い

る
も

の
の

、
毎

年
度

の
新

規
登

録
者

数
は

、
都

立
大

の
卒

業
・

修
了

者
数

と
比

較
す

る
と

十
分

で
な

い
。

今
後

、
同

窓
会

等
と

の
連

携
も

強
め

な
が

ら
、

O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

が
よ

り
活

発
に

な
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
1
0
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

支
援

体
制

の
充

実
等

 

①
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

関
す

る
情

報
提

供
や

相
談

支
援

を
充

実
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
す

る
学

生
の

意
識

醸
成

を
図

る
と

と
も

に
、

近
隣

の
地

域
や

大
学

、
自

治
体

等

と
連

携
し

て
課

外
活

動
と

し
て

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

支
援

す
る

。
ま

た
、

独
自

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
展

開
す

る
な

ど
、

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ

ッ
ク

競
技

大
会

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
に

資
す

る
活

動
を

実
施

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
②

）
 

◆
【

継
続

】
社

会
の

変
化

を
捉

え

な
が

ら
、

様
々

な
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

の
場

面
に

お
い

て
リ

ー
ダ

ー
と

し

て
求

め
ら

れ
る

実
践

的
な

知
識

、

技
術

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
も

つ

学
生

を
育

成
す

る
た

め
、

実
践

的

な
活

動
と

学
習

を
連

動
さ

せ
た

安

全
で

質
の

高
い

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提

供
す

る
。
（

1
-
3
2
再

掲
）

 

              （
２

）
【

拡
充

】
東

京
2
0
2
0
大

会
後

に
「

オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

お
け

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」

に
つ

い
て

の
調

査
を

行
い

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
総

括
、

課
題

を
探

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
対

す
る

関
係

者
の

意
識

の
変

化
を

捉
え

、
今

後
に

向
け

た
効

果
的

な
取

組
を

把
握

す
る

。
（

1
-
3
2

再

掲
）

 

 （
３

）
【

継
続

】
都

立
大

に
お

い
て

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
文

化
を

醸
成

す
る

た
め

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

価
値

や
意

義
の

発

信
、

学
外

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

か
ら

の
情

報
収

集
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

の
実

（
１

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
リ

ー
ダ

ー
育

成
に

資
す

る
安

全
で

質
の

高
い

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
各

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

い
ず

れ
も

、
学

内
で

の
活

動
を

中
心

と
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

た
。

３
年

目
の

リ
ー

ダ
ー

を
中

心
に

１
年

目
の

参
加

者
を

サ
ポ

ー
ト

で
き

る
体

制
を

整
え

て
参

加
者

を
募

集
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
、

当
初

の
予

定
通

り

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

数
（

ス
ポ

ー
ツ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
全

1
2
回

、
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は

９
回

）
を

実
施

し
た

。
 

・
検

定
機

関
（

日
本

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

協
会

）
と

８
月

下
旬

に
、

検
定

に
付

随
す

る
研

修
及

び
試

験
の

共
催

実
施

に
関

す
る

協
定

を
締

結
の

上
、

検
定

が
滞

り
な

く
行

え
る

よ
う

準
備

し
、

1
2
月

1
8
日

に
実

施
し

た
。

 

・
東

京
2
0
2
0
大

会
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
し

た
講

師
を

招
き

、
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
の

魅
力

を
伝

え
る

動
画

を
も

と
に

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
東

京
2
0
2
0
大

会
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

状
況

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
も

と
に

企
画

を
考

え
、

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

の
魅

力
発

信
に

取

り
組

ん
だ

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
は

2
0
名

、
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
は

2
6
名

が
参

加
し

た
。

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

影
響

で
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
参

加
者

募
集

も
で

き
な

い
状

態
だ

っ
た

が
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
、

ほ
ぼ

コ
ロ

ナ
禍

以
前

の
参

加
者

数
ま

で
回

復
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

緊
急

事
態

宣
言

や
ま

ん
延

防
止

等
重

点
措

置
に

よ
る

大
会

の
中

止
や

、
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
止

が
数

多
く

発
生

し
、

受
入

先
で

も
人

数
制

限
が

生
じ

る
等

、
当

初
予

定
し

て
い

た
活

動
回

数
と

比
べ

、
十

分
な

機
会

の
提

供
が

難
し

か
っ

た
が

、

学
内

で
実

施
可

能
な

内
容

と
し

、
追

加
実

施
回

を
設

け
る

こ
と

で
、

少
し

で
も

活
動

機
会

を
創

出
し

た
。

一
方

で
、

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

ほ
ぼ

予
定

通

り
の

実
施

が
で

き
て

お
り

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
活

動
に

比
べ

充
実

し
た

も
の

と
な

っ
た

。
な

お
、

修
了

者
は

、
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
1
5

名
、

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

2
3
名

で
あ

る
。

 

・
検

定
の

申
込

数
は

2
7
名

、
受

験
者

は
2
5
名

、
合

格
者

は
2
2
名

と
い

う
結

果
と

な
っ

た
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

加
え

、
検

定
に

よ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
力

を
学

ぶ
こ

と
で

、
学

生
自

身
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
対

し
、

よ
り

質
の

高
い

取
組

を
考

え
、

学
ぶ

機
会

が
提

供
で

き
た

。
 

・
東

京
2
0
2
0
大

会
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
し

た
講

師
１

名
、

学
部

生
２

名
、

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

生
１

名
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

１
名

の
計

５
名

に
て

、
東

京
2
0
2
0
大

会
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
や

大
会

前
後

の
心

境
等

を
ト

ー
ク

テ
ー

マ
と

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

公
開

し
た

。
 

 （
２

）
「

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

」
に

つ
い

て
の

調
査

に
よ

る
効

果
的

な
取

組
の

把
握

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
2
0
2
0
大

会
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

状
況

を
把

握
す

る
た

め
の

調
査

用
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
分

析
に

必
要

な
デ

ー
タ

を
収

集
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

に
よ

り
、

都
立

大
の

学
生

を
対

象
と

し
た

東
京

2
0
2
0
大

会
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
お

け
る

具
体

的
な

実
態

を
把

握
で

き
た

。
活

動
内

容
や

感
じ

た

こ
と

等
、

参
加

者
か

ら
の

率
直

な
意

見
を

受
け

止
め

る
と

同
時

に
、

不
参

加
の

理
由

も
把

握
し

、
今

後
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
機

会
提

供
や

取
組

方
法

、
参

加
へ

の

ア
プ

ロ
ー

チ
等

を
検

討
し

た
。

 

   （
３

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
す

る
学

内
意

識
醸

成
と

活
動

へ
の

支
援

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

創
刊

号
を

発
刊

し
、

学
内

各
所

へ
の

配
架

、
全

国
の

大
学

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

約
1
5
0
団

体
に

送
付

し
た

。
３

～
４

か
月

に
１

度
の

ペ
ー

ス
で

作

成
し

て
お

り
、

都
立

大
の

取
組

を
魅

せ
る

上
で

主
要

な
コ

ン
テ

ン
ツ

と
な

っ
た

。
ま

た
、

W
e
b
サ

イ
ト

や
S
N
S
等

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

を
利

用
し

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

す
る

学
生

、
学

生
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
及

び
学

内
団

体
の

活
動

状
況

を
定

期
的

に
発

信
し

た
。
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施
に

よ
る

相
談

環
境

の
整

備
、

学
内

登
録

団
体

へ
の

支
援

、
高

専
と

の
連

携
等

を
積

極
的

に
実

施
す

る
。

な

お
、

コ
ロ

ナ
禍

の
社

会
情

勢
を

鑑
み

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

を
効

果
的

に
活

用
し

、
感

染
症

対
策

徹
底

に
留

意
す

る
。

 

       （
４

）
◆

【
新

規
】

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

文
化

の

定
着

を
図

る
た

め
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

に
関

っ
た

卒
業

生
を

中
心

に
卒

業
生

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
。

卒
業

生
に

は
情

報
や

活
躍

の
場

を
提

供
し

、
在

学
生

へ
経

験
や

リ
ソ

ー
ス

を
還

元
し

て
も

ら
う

こ
と

で
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

事
業

の
発

展
及

び
、

在
学

生
の

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
に

対
す

る
ビ

ジ
ョ

ン
の

育
成

に
取

り
組

む
。

 

・
京

王
線

沿
線

で
配

布
さ

れ
る

「
み

ん
な

の
大

学
」

と
A
E
R
A
（

国
公

立
大

学
版

）
の

取
材

等
を

受
け

、
学

生
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

都
立

大
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

活
動

等
を

、
積

極
的

に
発

信
し

た
。

ま
た

、
学

生
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

中
心

と
な

り
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

継
続

し
た

イ
ベ

ン
ト

（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

講
座

v
o
l
.
２

）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

実
施

し
た

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

と
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

室
が

協
力

し
て

、「
O
n
t
e
n
n
a
」

の
講

座
を

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

で
実

施
し

た
。

 

・
東

京
マ

ラ
ソ

ン
2
0
2
1
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

に
お

い
て

チ
ー

ム
と

し
て

参
加

可
能

と
な

っ
た

た
め

、
高

専
に

も
呼

び
か

け
、

初
め

て
高

専
と

連
携

し
た

活
動

を
実

施
し

た
（

高
専

か
ら

の
参

加
者

２
名

）
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
取

材
へ

の
協

力
に

よ
る

情
報

発
信

や
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

等
に

よ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
文

化
の

醸
成

に
繋

が
る

取
組

を
実

施
で

き
た

。
 

・
イ

ベ
ン

ト
の

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
実

績
が

３
件

、
延

べ
1
0
0
人

以
上

の
参

加
者

を
得

た
。

 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
が

培
っ

て
き

た
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
文

化
の

継
承

に
つ

い
て

、
学

生
に

対
す

る
学

内
講

習
会

・
実

践
会

と
い

う
方

法
で

確
立

し
た

。
 

 

※
O
n
t
e
n
n
a
：

髪
の

毛
や

耳
た

ぶ
、

え
り

元
や

そ
で

口
な

ど
に

身
に

付
け

、
振

動
と

光
に

よ
っ

て
音

の
特

徴
を

、
か

ら
だ

で
感

じ
る

ユ
ー

ザ
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

。
補

聴
器

の

よ
う

に
聴

力
を

補
助

す
る

も
の

で
な

く
、

音
の

特
徴

を
知

覚
す

る
も

の
。

 

 （
４

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
に

関
わ

っ
た

卒
業

生
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
と

在
学

生
へ

の
還

元
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
卒

業
生

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

つ
い

て
、

コ
ロ

ナ
禍

も
踏

ま
え

た
活

動
方

法
を

含
め

、
構

築
体

制
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
在

学
生

、
卒

業
生

の
双

方
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

を
利

用
し

や
す

く
、

か
つ

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
情

報
を

授
受

し
や

す
い

形
に

す
る

こ
と

を
目

的
と

決
め

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
に

て
情

報
管

理
な

ら
び

に
発

信
を

行
い

、
相

談
内

容
に

応
じ

て
最

適
な

人
材

や
団

体
を

紹
介

す
る

仕
組

み
と

す
る

と
い

う
こ

と
を

決
定

し
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
1
1

 
②

課
外

活
動

に
お

け
る

指
導

者
や

顧
問

の
位

置
付

け
を

明
確

化
す

る
と

と
も

に
、

教
員

が
顧

問
に

就
任

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
な

ど
、

課
外

活
動

へ
の

十
分

な
支

援
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
②

）
 

◆
【

継
続

】
大

学
の

知
名

度
・

ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

の
た

め
、

提
案

公

募
に

よ
る

課
外

活
動

支
援

制
度

に

よ
り

学
生

の
課

外
活

動
へ

の
十

分

な
支

援
を

行
い

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

停
滞

し

た
課

外
活

動
の

回
復

と
正

常
化

を

促
す

。
 

           （
２

）
【

継
続

】
顧

問
就

任
者

が
就

任
し

や

す
い

環
境

整
備

を
進

め
る

た
め

、
引

き
続

き
課

外
活

動
団

体
と

の
調

整
を

行
う

。
 

（
１

）
課

外
活

動
支

援
制

度
に

よ
る

課
外

活
動

へ
の

支
援

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
提

案
公

募
に

は
、

1
1
団

体
か

ら
応

募
が

あ
り

、
９

団
体

へ
の

支
援

を
決

定
し

た
。

各
団

体
に

コ
ー

チ
代

や
物

品
購

入
費

等
、

合
計

3
,
2
7
5
,
0
0
0

円
の

支
援

を
行

っ
た

。
 

・
1
1

月
１

日
～

３
日

に
、

大
学

祭
実

行
委

員
会

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

配
慮

し
た

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

型
（

対
面

と
オ

ン
ラ

イ
ン

の
併

用
）

の
大

学
祭

を
企

画
・

開
催

し
た

。
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
発

生
し

た
課

外
活

動
中

の
事

故
を

踏
ま

え
、

課
外

活
動

に
お

け
る

リ
ス

ク
管

理
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
の

提
供

と
し

て
、

1
2
月

開
催

の
「

主
将

主
務

総
会

（
C
M
総

会
）
」

に
お

い
て

、
新

た
に

学
生

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

長
か

ら
、

リ
ス

ク
管

理
や

緊
急

時
の

対
応

に
関

す
る

レ
ク

チ
ャ

ー
を

行
っ

た
。

ま
た

、
体

育
会

所
属

団
体

の
幹

部
の

代
替

わ
り

の
際

に
行

っ
て

い
る

「
リ

ー
ダ

ー
育

成
研

修
会

」
（

２
月

開
催

）
に

お
い

て
、

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

や
安

全
な

部
活

動
運

営
に

関
す

る
専

門
家

に
よ

る
講

習
会

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
提

案
公

募
の

支
援

団
体

の
う

ち
、

人
力

飛
行

機
の

２
団

体
が

テ
レ

ビ
局

主
催

の
コ

ン
テ

ス
ト

で
優

勝
す

る
な

ど
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

制
限

の
あ

る
活

動
の

中
で

も
、

顕
著

な
成

果
を

挙
げ

た
。

 

・
大

学
祭

の
対

面
企

画
に

は
、

３
日

間
で

延
べ

約
2
,
2
0
0
人

が
参

加
し

た
。

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
初

め
て

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
型

の
開

催
方

式
で

あ
る

こ
と

に
加

え
、

大

学
祭

実
行

委
員

会
の

ス
タ

ッ
フ

も
例

年
よ

り
少

な
い

人
数

だ
っ

た
が

、
企

画
内

容
を

工
夫

し
、

感
染

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
、

安
全

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
安

全
に

活
動

す
る

た
め

の
ル

ー
ル

や
事

故
対

処
方

法
を

学
ぶ

こ
と

に
よ

り
、

学
生

の
危

機
管

理
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
 

 （
２

）
顧

問
の

制
度

化
へ

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
体

育
会

・
文

化
部

連
合

・
サ

ー
ク

ル
連

合
の

幹
部

学
生

た
ち

と
、

顧
問

の
役

割
等

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
顧

問
の

役
割

は
、

連
盟

へ
の

加
入

申
請

書
類

の
押

印
や

試
合

の
承

認
な

ど
限

定
的

で
あ

り
、

技
術

的
な

指
導

は
コ

ー
チ

や
ト

レ
ー

ナ
ー

が
担

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
が

確
認

さ
れ

、
顧

問
の

必
要

性
に

つ
い

て
積

極
的

な
意

見
は

聞
か

れ
な

か
っ

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
1
2

 
③

健
康

支
援

セ
ン

タ
ー

の
組

織
体

制
の

見
直

し
や

、
医

務
室

と
学

生
相

談
室

と
の

連
携

の
一

層
の

強
化

に
よ

り
、

健
康

支
援

を
充

実
さ

せ
る

。
健

康
診

断
受

診
率

に
つ

い
て

は
、

【
9
0
％

】
を

達
成

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

健
康

診
断

の
実

施
に

当

た
っ

て
は

、
保

健
室

に
お

い
て

、
日

程
の

設
定

や
事

前
の

問
診

票
記

入
な

ど
の

工
夫

を
行

い
、

学
生

が
受

診
し

や
す

い
環

境
整

備
を

行
う

。
ま

た
、

学
生

相
談

室
に

お
い

て
、

対
面

し
な

い
相

談
方

法
と

し
て

電
話

相
談

の
他

に
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

相
談

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
安

心
し

て
相

談
で

き
る

機
会

を
提

供
し

、
学

生
支

援
を

よ
り

充
実

さ
せ

る
。

 

（
１

）
学

生
へ

の
総

合
的

な
健

康
支

援
 

 
①

健
康

診
断

受
診

率
向

上
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
状

況
に

配
慮

し
た

様
々

な
調

整
を

し
、

受
診

票
の

事
前

配
布

、
学

部
男

女
別

の
受

診
時

間
の

設
定

を
す

る
な

ど
、

受
診

会
場

で

の
待

機
時

間
の

縮
減

に
よ

り
３

密
を

回
避

す
る

工
夫

を
し

、
感

染
防

止
策

を
講

じ
た

健
康

診
断

を
実

施
し

た
。

 

・
地

方
に

帰
省

中
や

感
染

へ
の

恐
怖

感
を

持
つ

な
ど

の
事

情
で

登
校

が
困

難
な

学
生

に
つ

い
て

は
、

就
職

等
に

よ
り

健
康

診
断

書
が

必
要

な
場

合
の

代
替

策
の

案
内

や
、

再
検

査
の

問
診

や
生

活
指

導
な

ど
を

電
話

で
も

可
能

に
す

る
等

、
学

生
に

寄
り

添
っ

た
対

応
を

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
定

期
健

康
診

断
受

診
率

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
を

大
き

く
受

け
た

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

の
6
3
.
0
%
か

ら
大

幅
に

改
善

し
、

7
4
.
9
％

で
あ

っ

た
。
（

図
表

1
-
1
2
-
1
）

 
・

感
染

症
に

つ
い

て
の

正
し

い
情

報
や

具
体

的
な

対
応

方
法

を
、

掲
示

や
W
e
b
サ

イ
ト

で
周

知
し

、
感

染
症

拡
大

防
止

や
学

生
の

不
安

の
軽

減
に

努
め

た
。

 
 

【
図

表
1
-
1
2
-
1
　
健

康
診

断
受

診
状

況
】

（
単

位
：
人

、
％

）
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
対

象
者

計
6
,9
5
1

6
,9
5
2

6
,8
4
2

6
,8
5
7

6
,6
8
1

6
,6
0
7

受
診

者
数

5
,8
4
9

5
,8
9
0

5
,9
0
5

6
,0
1
2

3
,8
9
5

4
,8
5
2

受
診

率
8
4
.1

8
4
.7

8
6
.3

8
7
.7

5
8
.3

7
3
.4

対
象

者
計

1
,0
6
6

1
,0
5
7

1
,1
2
7

1
,1
4
2

1
,2
7
0

1
,3
2
9

受
診

者
数

9
5
2

9
4
9

1
,0
2
2

1
,0
0
4

9
4
4

1
,0
3
3

受
診

率
8
9
.3

8
9
.8

9
0
.7

8
7
.9

7
4
.3

7
7
.7

対
象

者
計

8
3
3

8
3
8

7
6
9

8
4
6

8
2
7

8
3
1

受
診

者
数

6
6
9

6
7
9

6
8
6

7
5
4

7
2
7

7
2
3

受
診

率
8
0
.3

8
1
.0

8
9
.2

8
9
.1

8
7
.9

8
7
.0

対
象

者
計

9
6

8
2

5
9

7
2

7
6

6
7

受
診

者
数

8
5

7
4

5
4

6
6

1
4

7
受

診
率

8
8
.5

9
0
.2

9
1
.5

9
1
.7

1
8
.4

1
0
.4

対
象

者
計

8
,9
4
6

8
,9
2
9

8
,7
9
7

8
,9
1
7

8
,8
5
4

8
,8
3
4

受
診

者
数

7
,5
5
5

7
,5
9
2

7
,6
6
7

7
,8
3
6

5
,5
8
0

6
,6
1
5

受
診

率
8
4
.5

8
5
.0

8
7
.2

8
7
.9

6
3
.0

7
4
.9

南
大

沢
キ
ャ
ン
パ
ス

日
野

キ
ャ
ン
パ
ス

荒
川

キ
ャ
ン
パ
ス

晴
海

キ
ャ
ン
パ
ス

計

 
  

②
対

面
し

な
い

学
生

相
談

の
機

会
の

提
供

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
電

話
予

約
、

窓
口

予
約

以
外

に
も

相
談

の
予

約
が

で
き

る
よ

う
に

フ
ォ

ー
ム

で
の

予
約

受
付

を
取

り
入

れ
て

、
2
4
時

間
相

談
予

約
申

込
を

可
能

と
し

た
。

 

・
学

生
の

居
場

所
づ

く
り

を
目

的
と

し
た

ラ
ン

チ
タ

イ
ム

カ
フ

ェ
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

に
応

じ
て

オ
ン

ラ
イ

ン
と

対
面

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
に

よ
り

実
施

し
た

。
 

・
教

職
員

向
け

の
学

生
支

援
・

対
応

研
修

と
し

て
、

９
月

に
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

流
行

下
に

お
け

る
学

生
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
」
、

1
1
月

に
「

大
学

教
育

に
お

け
る

合
理

的
配

慮
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

合
理

的
配

慮
に

つ
い

て
」

を
そ

れ
ぞ

れ
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
し

た
。

 

・
相

談
の

方
法

に
つ

い
て

、
対

面
で

は
感

染
対

策
を

講
じ

、
電

話
や

メ
ー

ル
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

方
法

で
相

談
に

応
じ

ら
れ

る
よ

う
、

相
談

方
法

を
充

実
さ

せ
た

。
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＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
予

約
方

法
の

追
加

に
よ

り
、

学
生

の
都

合
の

よ
い

時
間

で
の

申
込

み
が

可
能

と
な

り
、

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
ラ

ン
チ

タ
イ

ム
カ

フ
ェ

に
は

、
毎

回
必

ず
参

加
し

て
く

れ
る

学
生

も
お

り
、

居
場

所
づ

く
り

の
目

的
を

果
た

せ
た

。
（

図
表

1
-
1
2
-
2
）

 

・
２

回
の

研
修

は
、

教
職

員
の

関
心

も
高

く
、

タ
イ

ム
リ

ー
な

テ
ー

マ
で

行
う

こ
と

に
よ

り
、

教
職

員
向

け
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

が
充

実
し

た
。

 

・
対

面
相

談
以

外
に

も
、

電
話

相
談

、
オ

ン
ラ

イ
ン

相
談

を
継

続
し

、
学

生
生

活
に

不
安

を
感

じ
る

学
生

を
支

援
し

、
学

生
の

こ
こ

ろ
の

健
康

の
維

持
に

貢
献

し
た

。
 

 
【
図

表
1
-
1
2
-
2
　
昼

休
み

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
カ
フ
ェ
開

催
実

績
】

（
単

位
：
人

）
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
前

期
1
1

1
5

1
2

1
3

0
1
2

後
期

1
0

1
4

1
4

1
3

1
2

1
2

前
期

6
9

5
1

4
8

6
3

0
4
7

後
期

5
8

5
7

4
7

5
6

6
3

4
5

実
施

回
数

参
加

者
数
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
1
3

 
④

授
業

料
の

減
免

や
奨

学
金

の
貸

与
・

給
付

な
ど

、
様

々
な

経
済

的
支

援
を

充
実

さ
せ

る
。

 
自自

己己
評評

価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
②

）
 

◆
【

継
続

】
国

の
高

等
教

育
の

修

学
支

援
新

制
度

の
対

象
校

と
し

て
、

大
学

等
修

学
支

援
に

基
づ

く

給
付

奨
学

生
の

推
薦

（
申

込
採

用

時
・

進
級

継
続

時
）

を
適

切
に

行

う
と

と
も

に
、

新
制

度
給

付
奨

学

生
に

対
し

、
確

実
に

新
制

度
に

よ

る
授

業
料

減
免

を
実

施
す

る
。

 
    （

２
）
【

継
続

】
国

の
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
に

加
え

、
国

の
新

制
度

よ
り

支
援

対
象

が
広

い
都

立
大

独
自

の
授

業
料

減
免

制
度

を
十

分
に

周
知

す
る

こ
と

で
、

よ
り

多
く

の
学

生
の

経
済

的
支

援
を

実
施

す
る

。
 

（
１

）
国

の
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
に

よ
る

経
済

支
援

 

①
国

の
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
の

運
用

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
緊

急
的

な
募

集
に

つ
い

て
、

日
本

学
生

支
援

機
構

か
ら

の
連

絡
を

受
け

、
受

付
機

会
の

柔
軟

な
対

応
を

行
っ

た
。

 

・
学

内
の

日
本

学
生

支
援

機
構

の
奨

学
金

担
当

と
大

学
独

自
の

授
業

料
減

免
担

当
が

綿
密

に
連

携
し

、
適

正
に

事
務

処
理

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
経

済
的

に
困

窮
す

る
学

生
に

対
し

、
国

の
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
に

よ
る

奨
学

金
の

給
付

と
授

業
料

減
免

制
度

に
加

え
、

都
立

大
独

自
の

授
業

料
減

免
制

度
に

よ
り

、
よ

り
充

実
し

た
経

済
支

援
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
、

学
業

の
継

続
に

係
る

経
済

的
負

担
が

大
幅

に
軽

減
さ

れ
た

。
 

・
日

本
学

生
支

援
機

構
の

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

奨
学

金
に

関
す

る
様

々
な

運
用

に
対

応
し

、
経

済
的

に
困

窮
す

る
家

庭
の

学
生

や
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

家
計

が
急

変
し

た
学

生
が

学
修

機
会

を
失

う
こ

と
な

く
、

多
く

の
学

生
に

奨
学

金
と

授
業

料
減

免
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

－
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
給

付
奨

学
生

：
３

月
末

現
在

、
4
06

名
 

 （
２

）
都

立
大

独
自

の
授

業
料

減
免

制
度

に
よ

る
経

済
支

援
 

＜
取

組
事

項
＞

 
・

W
eb

サ
イ

ト
に

よ
る

周
知

に
加
え

、
学

生
ポ

ー
タ

ル
の

メ
ー

ル
配

信
機

能
を

活
用

し
て

す
べ

て
の

学
生

に
情

報
が

届
く

よ
う

に
募

集
の

周
知

を
行

っ
た

。
 

・
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
の

授
業

料
減

免
制

度
で

は
一

部
し

か
免

除
さ

れ
な

い
家

庭
に

も
、

都
立

大
独

自
の

授
業

料
減

免
制

度
に

よ
り

支
援

を
拡

充
し

、
全

額
免

除
を

実
現

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
対

象
学

生
に

も
れ

な
く

情
報

を
提

供
し

、
制

度
の

周
知

と
共

に
申

請
機

会
の

見
逃

し
防

止
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
の

給
付

奨
学

生
は

、
都

立
大

独
自

の
授

業
料

減
免

制
度

に
よ

り
授

業
料

を
支

払
う

必
要

が
な

く
な

る
た

め
、

給
付

奨
学

金
の

全
額

を
授

業
料

の
支

払
い

以
外

に
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

、
経

済
的

に
困

窮
す

る
学

生
の

修
学

の
機

会
を

非
常

に
手

厚
く

支
援

し
た

。（
図

表
1
-
13

-1
）

 

 

【
図
表
1
-
1
3
-
1
　
授
業
料
減
免
学
生
数
（
参
考
）
】

（
単
位
：
人
）

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

学
部

一
般
学
生
・
私
費
留
学
生

7
8
6

8
4
6

7
7
8

6
9
1

1
2
0
0

1
2
4
7

大
学
院

一
般
学
生
・
私
費
留
学
生

7
6
0

7
6
3

7
5
4

8
3
4

8
8
1

8
4
2

※
人
数
は
、
延
べ
人
数
（
前
期
＋
後
期
）
で
あ
る
。

※
人
数
は
本
学
独
自
の
授
業
料
減
免
+
国
の
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
に
よ
る
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
1
4

 
◇

障
が

い
の

あ
る

学
生

等
に

対
す

る
支

援
 

⑤
性

別
や

文
化

的
相

違
、

障
が

い
の

有
無

等
に

対
し

、
構

成
員

へ
の

き
め

細
か

な
支

援
体

制
を

整
備

し
、

関
連

部
署

が
連

携
し

て
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
②

）
 

◆
【

継
続

】
支

援
を

要
す

る
学

生

数
の

増
加

や
支

援
内

容
の

多
様

化

に
対

し
、

安
定

的
か

つ
継

続
的

に

対
応

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

と

と
も

に
、

教
職

員
及

び
障

が
い

者

支
援

ス
タ

ッ
フ

の
理

解
促

進
や

ス

キ
ル

向
上

を
図

る
。

 
                                   

（
１

）
支

援
を

要
す

る
学

生
に

対
す

る
支

援
体

制
の

整
備

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
支

援
ス

タ
ッ

フ
の

獲
得

や
ス

キ
ル

向
上

、
障

が
い

に
対

す
る

理
解

促
進

を
目

的
と

し
て

、
支

援
ス

タ
ッ

フ
説

明
会

、
支

援
ス

タ
ッ

フ
手

話
講

座
、

手
話

講
習

会
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

講
習

会
及

び
ミ

ニ
レ

ク
チ

ャ
ー

（
よ

る
ダ

イ
バ

ー
）

を
開

催
し

た
。

開
催

方
式

は
、

コ
ロ

ナ
禍

の
状

況
を

考
慮

し
、

対
面

、
オ

ン
ラ

イ
ン

又
は

ハ
イ

ブ
リ

ッ

ド
の

方
式

を
適

時
適

切
に

使
い

分
け

た
。

ミ
ニ

レ
ク

チ
ャ

ー
（

よ
る

ダ
イ

バ
ー

）
の

後
期

開
催

回
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

の
利

点
を

生
か

し
、

卒
業

生
や

入
学

希
望

の

高
校

生
な

ど
学

外
者

の
参

加
も

可
能

と
し

た
。
（

図
表

1
-
1
4
-
1
）

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
引

き
続

き
、

支
援

を
要

す
る

学
生

に
対

し
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

面
談

や
遠

隔
で

の
文

字
通

訳
を

行
う

新
シ

ス
テ

ム
（

在
宅

で
の

パ
ソ

コ
ン

ノ
ー

ト
テ

イ
ク

等
）

に
よ

り
、

コ
ロ

ナ
禍

の
状

況
に

応
じ

た
方

法
で

支
援

を
実

施
し

た
。

支
援

ス
タ

ッ
フ

に
対

し
て

、
技

術
習

得
の

た
め

パ
ソ

コ
ン

テ
イ

ク
講

習
会

を

開
催

し
た

。
（

図
表

1
-
1
4
-
1
）

 

・
教

職
員

の
障

が
い

に
対

す
る

理
解

促
進

や
ス

キ
ル

の
向

上
の

た
め

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
講

習
会

及
び

ミ
ニ

レ
ク

チ
ャ

ー
（

よ
る

ダ
イ

バ
ー

）
を

開
催

し
た

。
（

図
表

1
-
1
4
-

1
）

 

・
後

期
の

対
面

授
業

の
再

開
に

伴
う

支
援

希
望

者
の

増
加

や
、

対
面

授
業

に
お

け
る

遠
隔

で
の

文
字

通
訳

支
援

に
つ

い
て

、
各

キ
ャ

ン
パ

ス
、

各
部

署
の

担
当

者
間

で
密

に
情

報
共

有
、

調
整

及
び

連
携

し
な

が
ら

適
切

に
対

応
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
障

が
い

学
生

支
援

に
対

す
る

理
解

を
深

め
、

新
た

に
3
9
名

の
支

援
ス

タ
ッ

フ
の

獲
得

に
つ

な
が

っ
た

。
 

・
新

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

在
宅

を
含

め
遠

隔
地

か
ら

の
支

援
実

施
が

可
能

と
な

っ
た

。
支

援
ス

タ
ッ

フ
の

移
動

に
か

か
る

負
担

軽
減

に
加

え
、

稼
働

す
る

支
援

ス
タ

ッ
フ

が
少

な
い

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
や

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
の

支
援

体
制

の
充

実
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
学

生
の

障
が

い
特

性
に

応
じ

た
対

応
方

法
へ

の
理

解
が

深
ま

り
、

教
職

員
の

学
生

対
応

ス
キ

ル
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
 

・
円

滑
な

支
援

の
実

施
に

繋
が

っ
た

。
特

に
今

年
度

は
対

面
授

業
時

の
支

援
を

新
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

オ
ン

ラ
イ

ン
化

し
た

が
、

集
音

機
材

の
手

配
や

授
業

担
当

教
員

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

な
ど

、
新

た
に

発
生

し
た

作
業

に
つ

い
て

も
適

切
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
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                        （
２

）
◆

【
継

続
】

国
籍

・
文

化
・

宗
教

の

相
違

等
、

多
様

性
を

踏
ま

え
た

構
成

員
に

対
す

る
支

援
策

を
検

討
、

実
施

す
る

。
 

     （
３

）
◆

【
継

続
】

学
生

や
教

職
員

な
ど

学

内
構

成
員

に
向

け
た

講
演

会
を

実
施

し
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
へ

の
理

解
啓

発
を

促
進

す
る

。
 

【図
表

1-
14

-1
　
障

が
い
者

支
援

に
関

連
す

る
イ
ベ

ン
ト
実

績
（令

和
３
年

度
）】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（単

位
：人

）

学
生

職
員

教
員

そ
の
他

支
援
ス
タ
ッ
フ
説
明
会

4月
8日

・1
3日

全
2回

延
べ
45

45
-

-
-

4月
23

日
～
7月

9日
全
8回

延
べ
17

17
-

-
-

8月
12

日
～
9月

30
日

全
10

回
延
べ
10

10
-

-
-

10
月
13

日
～
12

月
22

日
全
8回

延
べ
8

8
-

-
-

パ
ソ
コ
ン
テ
イ
ク
講
習
会

8月
10

日
～
10

月
15

日
全
4回

延
べ
9

9
-

-
-

初
級
：5

月
13

日
～
7月

1日
全
8回

延
べ
21

20
-

1
-

中
級
：1

0月
15

日
～
12

月
17

日
全
8回

延
べ
9

8
-

1
-

バ
リ
ア
フ
リ
ー
講
習
会

6月
18

日
、
1月

17
日

全
2回

延
べ
36

9
21

6
-

4月
30

日
、
6月

25
日
、
7月

9日
全
3回

延
べ
53

42
5

6
-

10
月
29

日
、
11

月
12

、
26

日
、
12

月
7日

全
4回

延
べ
62

35
10

3
14

※
そ
の
他
…
学
外
者
（卒

業
生
等
）支

援
ス
タ
ッ
フ
手
話
講
座

障
が
い
に
関
す
る
理
解
促
進

よ
る
ダ
イ
バ
ー

目
的

講
習
会
名

開
催
日

回
数

参
加
者
数

実
践
的
な
支
援
能
力
の
向
上
と

新
た
な
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
獲
得

手
話
講
習
会

 
 （

２
）

多
様

性
を

踏
ま

え
た

構
成

員
に

対
す

る
支

援
策

の
検

討
・

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

内
構

成
員

が
多

様
性

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
教

職
員

及
び

学
生

を
対

象
と

し
た

ミ
ニ

レ
ク

チ
ャ

ー
（

よ
る

ダ
イ

バ
ー

）
及

び
講

演
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
し

、
延

べ
4
9
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

な
お

、
開

催
を

検
討

し
て

い
た

外
国

籍
の

構
成

員
が

日
本

文
化

を
体

験
す

る
た

め
の

交
流

会
は

、
コ

ロ
ナ

禍
の

状
況

を
考

慮
し

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
引

き
続

き
開

催
を

見
送

る
こ

と
と

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

職
員

及
び

学
生

が
、

外
国

の
さ

ま
ざ

ま
な

文
化

や
日

本
に

お
け

る
多

文
化

社
会

の
様

相
な

ど
を

学
び

、
ま

た
、

学
内

で
も

構
成

員
の

文
化

的
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
共

生
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

こ
と

を
認

識
す

る
機

会
を

提
供

し
た

。
 

 （
３

）
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

へ
の

理
解

啓
発

の
促

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

へ
の

理
解

啓
発

を
促

進
す

る
た

め
、

教
職

員
及

び
学

生
を

対
象

と
し

た
ミ

ニ
レ

ク
チ

ャ
ー

（
よ

る
ダ

イ
バ

ー
）

及
び

講
演

会
を

オ
ン

ラ
イ

ン
又

は
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
方

式
で

開
催

し
、

延
べ

1
5
5
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

 

・
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

基
本

的
な

情
報

や
、

都
立

大
で

の
対

応
状

況
を

取
り

ま
と

め
た

「
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

東
京

都
立

大
学

の
対

応
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

に
つ

い
て

解
説

す
る

た
め

、
教

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

会
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

し
、

1
8
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
講

演
会

の
開

催
に

よ
り

、
学

生
、

教
職

員
の

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
へ

の
理

解
・

啓
発

を
促

進
し

た
。

 

・
研

修
会

の
開

催
に

よ
り

、
教

職
員

が
基

礎
的

な
知

識
や

情
報

、
相

談
を

受
け

た
際

の
対

応
方

法
等

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
1
5

 
◇

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

 

⑥
学

生
の

適
切

な
進

路
選

択
に

つ
な

が
る

よ
う

、
Ｏ

Ｂ
・

Ｏ
Ｇ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
な

ど
多

角
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

り
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

の
強

化
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
O
B
O
G

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

、
既

卒
者

で
未

登
録

の
者

に
対

す
る

再
度

の
登

録
依

頼
の

実
施

や
就

職
活

動
を

終
了

し
た

現
役

学
生

へ
の

登
録

依
頼

を
実

施
し

、
登

録
者

数
を

増
加

さ
せ

る
と

と
も

に
、

既
存

の
登

録
者

に
対

し
て

登
録

情
報

の
確

認
を

行
い

、
登

録
情

報
の

更
新

や
現

状
が

確
認

出
来

な
い

登
録

情
報

を
整

理
す

る
こ

と
で

、
学

生
に

と
っ

て
真

に
有

効
な

情
報

と
す

る
。

ま
た

、
O
B
O
G
参

加
行

事
に

つ
い

て
は

、
参

加
学

生
の

満
足

度
を

高
め

、
よ

り
適

切
な

進
路

選
択

を
行

え
る

よ
う

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
実

施
結

果
を

踏
ま

え
、

内
容

の
見

直
し

や
改

善
等

を
実

施
す

る
。

 

                      

（
１

）
O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
拡

大
及

び
O
B
O
G
参

加
行

事
の

改
善

 

 
①

O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
登

録
者

数
の

増
加

に
向

け
た

取
組

と
登

録
者

情
報

の
整

理
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
登

録
に

つ
い

て
、

卒
業

後
に

登
録

を
依

頼
す

る
方

法
か

ら
、

進
路

報
告

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
登

録
を

可
能

と
す

る
方

法
へ

変
更

し
た

。
 

・
同

窓
会

の
協

力
を

得
て

登
録

案
内

を
W
e
b
サ

イ
ト

に
掲

載
す

る
と

と
も

に
、

卒
業

後
３

年
目

調
査

依
頼

時
に

O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
未

登
録

の
既

卒
者

に
登

録
の

呼
び

か

け
を

行
っ

た
。

 
・

O
B
O
G
交

流
会

の
案

内
時

や
O
B
O
G
訪

問
の

依
頼

時
に

、
登

録
情

報
の

確
認

を
依

頼
し

更
新

す
る

と
と

も
に

、
キ

ャ
リ

ア
支

援
課

W
e
b
サ

イ
ト

に
新

規
登

録
や

登
録

情
報

変

更
の

た
め

の
フ

ォ
ー

ム
を

掲
載

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
登

録
情

報
の

変
更

フ
ォ

ー
ム

を
整

え
る

こ
と

に
よ

り
、

既
卒

者
の

就
職

先
で

の
繁

忙
時

期
を

考
慮

し
た

適
切

な
時

期
に

、
登

録
情

報
の

確
認

を
一

斉
に

依
頼

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
（

図
表

1
-
1
5
-
1
）

 
 

【
図

表
1
-
1
5
-
1
　

O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
登

録
者

数
（

累
計

）
】

（
人

）

10
1 

79
61

87
10

3
51

68
6 

76
5 

82
6 

91
3 

1,
01

6 
1,

06
7 

0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

1,
20

0

28
年
度

29
年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

新
規
登
録
者
数

登
録
者
数
（
累
計
）

 
 

②
O
B
O
G
参

加
行

事
の

見
直

し
・

改
善

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
O
B
O
G
交

流
会

に
つ

い
て

は
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
踏

ま
え

開
催

時
期

を
１

月
下

旬
か

ら
1
2
月

上
旬

に
早

め
た

。
 

・
公

務
員

等
業

務
説

明
会

や
学

内
企

業
説

明
会

な
ど

に
お

い
て

、
継

続
し

て
O
B
O
G
に

登
壇

を
依

頼
し

た
。

ま
た

、
新

た
な

試
み

と
し

て
、

企
業

研
究

セ
ミ

ナ
ー

・
学

内
合

同
企

業
説

明
会

の
特

設
サ

イ
ト

に
て

、
在

学
生

向
け

の
O
B
O
G
作

成
動

画
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
公

開
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
O
B
O
G
交

流
会

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
開

催
時

期
の

更
な

る
早

期
化

を
望

む
声

も
あ

っ
た

が
、

概
ね

満
足

と
の

意
見

を
多

数
得

ら
れ

た
。
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  （
２

）
◆

【
継

続
】

令
和

２
（

20
2
0
）

年
度

の
就

職
活

動
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
整

理
す

る
と

と
も

に
、

就
職

ガ
イ

ダ
ン

ス
や

実
践

講
座

な
ど

の
既

存
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

行
事

に
つ

い
て

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
非

対
面

方
式

で
の

実
施

結
果

等
を

踏
ま

え
、

見
直

し
や

改
善

、
新

規
支

援
事

業
の

企
画

等
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

令
和

５

（
2
0
2
3
）

年
卒

学
生

の
就

職
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

変
更

を
注

視
し

、
状

況
に

応
じ

た
適

切
且

つ
速

や
か

な
対

応
を

実
施

し
、

就
職

活
動

を
行

う
学

生
が

不
利

益
を

被
ら

な
い

支
援

体
制

を
構

築
す

る
。

 

                           

・
都

立
大

の
特

性
を

理
解

す
る

O
B
O
G
か

ら
の

経
験

や
ア

ド
バ

イ
ス

を
適

宜
発

信
す

る
こ

と
で

、
就

職
活

動
に

関
す

る
情

報
を

充
実

さ
せ

た
。

 

 （
２

）
既

存
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

行
事

の
改

善
 

 
①

就
職

活
動

に
お

け
る

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
の

整
理

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
就

職
情

報
会

社
の

情
報

や
キ

ャ
リ

ア
相

談
実

績
を

検
証

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
面

接
実

施
な

ど
選

考
方

法
の

多
様

化
や

選
考

時
期

の
流

動
化

な
ど

の
傾

向
を

把
握

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
企

業
等

の
採

用
活

動
の

変
化

に
対

応
す

る
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
選

考
方

法
な

ど
の

実
施

状
況

を
踏

ま
え

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
新

規
行

事
を

実
施

し
た

。
 

  
②

既
存

キ
ャ

リ
ア

支
援

行
事

の
改

善
と

新
規

事
業

の
企

画
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

講
座

や
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

学
生

の
反

応
を

見
つ

つ
対

応
で

き
る

双
方

向
方

式
に

変
更

し
、

就
職

試
験

の
最

終
面

接
は

対
面

方
式

で
実

施
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
た

め
、

個
別

面
接

対
策

講
座

に
つ

い
て

は
対

面
で

も
実

施
し

た
。

 
・

初
期

の
選

考
で

導
入

が
広

が
っ

て
い

る
録

画
型

面
接

の
対

策
と

し
て

、
録

画
対

策
講

座
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
双

方
向

方
式

及
び

対
面

方
式

の
講

座
・

ガ
イ

ダ
ン

ス
で

は
、

講
師

が
学

生
の

反
応

を
見

つ
つ

意
見

の
聞

き
取

り
や

質
問

に
対

応
で

き
る

こ
と

で
、

率
直

な
意

見
交

換
が

可
能

と
な

っ
た

。
 

・
企

業
の

選
考

方
法

に
応

じ
た

講
座

を
実

施
し

、
就

職
活

動
の

ト
レ

ン
ド

に
対

応
し

た
。
（

図
表

1
-
1
5
-
2
、

1
-
1
5
-
3
）

 
  

③
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
卒

業
生

へ
の

就
職

支
援

体
制

の
構

築
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
キ

ャ
リ

ア
相

談
は

学
部

３
年

生
か

ら
増

加
す

る
傾

向
に

あ
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
や

採
用

日
程

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

、
臨

時
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

コ
ロ

ナ
禍

以
前

の
実

績
件

数
よ

り
多

め
に

確
保

す
る

な
ど

、
相

談
体

制
の

維
持

に
努

め
た

。
 

・
対

面
授

業
の

再
開

に
伴

う
登

校
者

増
加

に
対

応
す

る
た

め
、

キ
ャ

ン
パ

ス
内

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
面

接
の

利
用

を
想

定
し

た
面

接
ブ

ー
ス

の
貸

し
出

し
を

開
始

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
３

(
2
0
2
1
)
年

は
コ

ロ
ナ

禍
以

前
の

採
用

日
程

に
戻

り
つ

つ
あ

り
、

キ
ャ

リ
ア

相
談

枠
が

不
足

す
る

事
態

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
（

図
表

1
-
1
5
-
4
）

 

・
キ

ャ
ン

パ
ス

内
で

企
業

等
と

の
オ

ン
ラ

イ
ン

面
接

な
ど

が
可

能
と

な
り

、
学

生
の

利
便

性
が

向
上

し
た

。
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【
図
表
1
-
1
5
-
2
　
就
職
セ
ミ
ナ
ー
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
参
加
者
数
】

　
　
　
　
（
人
）

11
,6

06
 

10
,0

66
 

8,
46

2 

4,
48

6 

6,
08

0 
5,

37
6 

0

2,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

10
,0

00

12
,0

00

14
,0

00

28
年

度
29

年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度

参
加

学
生

数

 
 

【
図

表
1
-
1
5
-
3
　
支

援
行

事
満

足
度

】
（
単

位
：
件

、
%
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
行

事
数

3
9

3
5

3
3

2
3

3
7

満
足

度
9
5
.3
%

9
5
.8
%

9
5
.9
%

9
6
.1
%

9
8
.1
%

行
事

数
4

4
5

4
満

足
度

9
8
.8
%

9
6
.5
%

9
8
.8
%

9
7
.0
%

行
事

数
1
2

1
3

1
0

8
1
1

満
足

度
9
4
.7
%

9
5
.8
%

9
6
.4
%

9
2
.5
%

9
6
.0
%

※
各

年
度

末
現

在

※
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
の
行

事
が
多

数
の
た
め
令

和
３
年

度
は

日
野

と
南

大
沢

を
区

分
せ

ず
集

計

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
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                 （
３

）
◆

【
継

続
】

大
学

院
生

（
博

士
後

期

課
程

）
や

外
国

人
留

学
生

へ
の

支
援

強
化

を
継

続
し

、
既

存
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

策
、

支
援

行
事

及
び

キ
ャ

リ

ア
・

就
職

相
談

体
制

等
に

つ
い

て
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

の
実

施
結

果

及
び

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

踏
ま

え
、

見
直

し
や

改
善

等
を

実
施

す
る

。
 

【
図

表
1
-
1
5
-
4
　
相

談
件

数
（
就

職
相

談
）
】

（
人
）

3,
24

1 
3,

39
8 

3,
06

3 
2,

88
1 

2,
44

0 
2,

85
2 

45
1 

39
9 

49
1 

60
2 

66
7 

67
2 

62
0 

46
0 

42
9 

37
0 

37
9 

32
8 

18
4 

71
 

19
1 

18
6 

11
6 

64
 

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

3,
50

0

4,
00

0

4,
50

0

5,
00

0

28
年
度

29
年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス

そ
の
他

 
 （

３
）

大
学

院
生

や
外

国
人

留
学

生
へ

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
強

化
 

①
大

学
院

生
（

博
士

後
期

課
程

）
へ

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
J
G
R
A
D
（

博
士

人
材

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

）
の

対
象

と
な

る
研

究
科

の
学

生
に

対
し

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

へ
の

登
録

の
案

内
を

行
う

と
と

も
に

、
C
-
E
N
G
I
N
E
（

産
学

協
働

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
協

議
会

）
参

加
企

業
へ

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

と
し

て
学

生
を

派
遣

し
た

。
 

・
キ

ャ
リ

ア
セ

ミ
ナ

ー
の

一
環

と
し

て
、

起
業

支
援

準
備

講
座

を
開

催
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
博

士
人

材
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
示

す
ほ

か
、

企
業

の
研

究
に

参
画

す
る

こ
と

に
よ

り
、

業
務

理
解

を
促

し
キ

ャ
リ

ア
開

拓
の

一
助

と
な

っ
た

。
 

・
起

業
支

援
準

備
講

座
の

開
催

は
、

研
究

継
続

や
一

般
企

業
等

へ
の

就
職

に
留

ま
ら

な
い

、
幅

広
い

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
選

択
肢

を
示

す
機

会
と

な
っ

た
。

 
 

②
外

国
人

留
学

生
へ

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
日

本
で

の
就

職
を

希
望

す
る

外
国

人
留

学
生

向
け

の
就

職
活

動
支

援
行

事
で

は
、

演
習

を
伴

う
講

座
や

面
接

対
策

を
対

面
で

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
外

国
人

留
学

生
向

け
の

就
職

活
動

支
援

行
事

は
、

質
問

や
指

導
に

対
応

し
や

す
い

対
面

方
式

で
実

施
す

る
こ

と
で

、
日

本
で

の
就

職
活

動
へ

の
更

な
る

理
解

を
促

し

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

５５
  

入入
学学

者者
選選

抜抜
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

○
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
て

質
の

高
い

学
生

を
確

保
す

る
た

め
、

こ
れ

ま
で

の
選

抜
方

法
の

成
果

を
検

証
し

な
が

ら
、

予
定

さ
れ

て
い

る
大

学
入

学
者

選
抜

の
抜

本
的

な
改

革
を

見
据

え
て

入
試

制
度

改
革

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

検
証

・
改

善
の

サ
イ

ク
ル

を
確

立
す

る
。

 

○
育

成
す

る
人

材
像

や
教

育
内

容
等

を
広

く
社

会
や

受
験

対
象

者
に

発
信

す
る

。
 

○
意

欲
あ

る
学

生
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
と

い
う

観
点

か
ら

、
都

立
高

校
や

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

等
と

の
連

携
を

推
進

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
４

）
入

学
者

選
抜

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め

の
措

置
 

◇
入

試
改

革
の

推
進

 

【
1
-
1
6
】

①
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

】
に

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
教

学
I
R
に

基
づ

く
入

学
者

選
抜

方
法

の
検

証
・

改
善

を

行
い

、
外

部
英

語
試

験
の

活
用

も
含

め
、

令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

以
降

に
実

施
予

定
の

大

学
入

学
者

選
抜

改
革

に
対

応
す

る
。

ま
た

、

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
資

格
等

を
活

用
し

た
入

試

を
拡

大
す

る
と

と
も

に
、

A
O
入

試
等

の
多

様

な
選

抜
に

よ
る

募
集

人
員

を
全

体
の

【
3
0
％

】
に

拡
充

す
る

な
ど

、
志

の
高

い
多

様
な

学
生

を
選

考
す

る
た

め
の

入
試

制
度

を

充
実

さ
せ

る
。

 

 ◇
入

試
広

報
に

よ
る

発
信

 

【
1
-
1
7
】

②
育

成
す

る
人

材
像

や
本

学
の

特
色

あ
る

教

育
内

容
な

ど
、

大
学

選
択

に
必

要
な

情
報

を
志

願
者

、
保

護
者

及
び

高
校

等
教

員
を

対
象

と
し

て
、

効
果

的
に

発
信

す
る

。
 

 ◇
高

大
連

携
等

の
推

進
 

【
1
-
1
8
】

③
本

学
の

持
つ

高
い

教
育

力
・

研
究

力
を

生

か
し

、
都

立
高

校
等

を
対

象
と

し
た

教
育

支
援

等
に

よ
り

連
携

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

都
立

高
校

生
の

入
学

を
促

進
す

る
A
O

入
試

等
の

多
様

な
選

抜
を

拡
充

す
る

。
 

2
9  

【
1
-
1
6
】

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
平

成
3
2
年

度
以

降
実

施
の

大
学

入
学

者
選

抜
に

お
け

る
基

本
方

針
を

策
定

、
公

表
し

た
。
 

【
1
-
1
6
】

A
O

入
試

等
の

多
様

な
選

抜
に

よ
る

募
集

人
員

を
全

体
の

【
2
3
.
2
％

】
ま

で
拡

充
し

た
（

平
成

2
8

年
度

比
＋

2
.
7

ポ
イ

ン
ト

増
）
。

 

【
1
-
1
6
】

学
部

入
試

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

出
願

制
度

を
導

入
し

た
。

 

【
1
-
1
7
】

大
学

説
明

会
に

過
去

最
高

の
2
4
,
8
8
2
名

が
来

場
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
教

育
研

究
組

織
の

再
編

に
関

す
る

広
報

活
動

を
積

極
的

に
進

め
た

結
果

、

大
学

説
明

会
に

多
く

の
参

加
者

が
あ

り
、

さ
ら

に
は

一
般

選
抜

入
試

に
お

い
て

全
体

の
志

願
者

倍
率

が
前

年
並

み
で

あ
っ

た
こ

と
は

、
成

果
で

あ
る

と
評

価
す

る
。

 

・
多

様
な

方
法

で
入

学
者

を
選

抜
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

、
A
O

入
試

等
の

募

集
人

員
を

増
や

し
て

い
る

。
受

験
生

の
能

力
等

を
十

分
に

検
証

し
、

首
都

大
に

と
っ

て
ふ

さ
わ

し
い

方
法

を
検

討
し

、
柔

軟
な

見
直

し
を

行
い

な
が

ら
進

め
る

よ
う

期
待

す
る

。
 

3
0  

【
1
-
1
6
】

令
和

３
年

度
入

試
に

向
け

、
新

た
な

A
O
入

試
等

に
つ

い
て

検
討

す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
選

抜
に

お
け

る
募

集
人

員
の

割
合

を
入

学

定
員

の
3
0
％

に
拡

充
す

る
こ

と
を

決
定

し
た

。
 

【
1
-
1
6
】

全
て

の
入

試
に

お
い

て
（

一
部

除
外

有
り

）
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
出

願
方

式
に

よ
る

出
願

受
付

を
開

始
し

た
。

 

【
1
-
1
7
】

大
学

説
明

会
に

過
去

最
高

の
2
6
,
1
2
0
名

が
来

場
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
教

学
 
I
R
を

活
用

し
、

入
試

結
果

の
得

点
分

布
や

ア
ン

ケ
ー

ト
の

分
析

結
果

を
用

い
て

、
既

存
の

入
試

制
度

の
見

直
し

と
新

た
な

入
試

制
度

の
検

討
を

行
っ

た
。

 

・
大

学
説

明
会

に
つ

い
て

、
来

場
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

の
分

析
・

検
証

結
果

な

ど
を

踏
ま

え
、

開
催

方
法

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
を

行
う

こ
と

で
、

平
成

2
9
年

度
よ

り
も

1
,
2
0
0
人

程
度

多
い

2
6
,
0
0
0
人

程
度

が
来

場
し

た
。

 

・
高

大
連

携
事

業
と

し
て

、
東

京
都

教
育

委
員

会
と

の
包

括
連

携
に

関
す

る

協
定

が
締

結
さ

れ
、

二
つ

の
事

業
が

実
施

さ
れ

た
。

今
後

の
更

な
る

活
動

の
充

実
に

よ
り

、
大

学
に

お
け

る
学

生
確

保
に

つ
な

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
1
-
1
6
】

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

入
試

以
降

に
実

施
予

定
の

多
様

な
選

抜
に

つ
い

て
、

全
募

集
人

員
の

3
0
％

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

選
抜

要

項
・

募
集

要
項

の
記

載
内

容
及

び
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
・

実
施

方

法
等

の
検

討
・

調
整

を
進

め
た

。
 

【
1
-
1
7
】

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

大
学

説
明

会
に

つ
い

て
、

来
場

者
数

が

年
々

増
加

し
て

い
る

こ
と

に
よ

る
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
オ

ー
バ

ー
へ

の

対
策

と
し

て
、

広
報

方
針

、
開

催
日

程
、

会
場

の
割

当
及

び
各

企

画
の

実
施

時
間

等
の

検
討

・
調

整
を

行
っ

た
。

 

【
1
-
1
8
】

桜
修

館
中

等
教

育
学

校
、

東
京

都
教

育
委

員
会

及
び

東
京

都
教

育

庁
の

依
頼

事
業

や
共

催
事

業
を

実
施

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
志

の
高

い
多

様
な

学
生

を
確

保
す

る
た

め
、

全
募

集
人

員
の

3
0
％

を
多

様

な
選

抜
方

法
に

よ
り

確
保

す
る

こ
と

を
計

画
し

、
令

和
３

年
度

入
学

試
験

か
ら

実
施

す
る

準
備

を
進

め
た

。
  

・
大

学
説

明
会

に
つ

い
て

、
前

年
度

よ
り

参
加

者
数

が
3
,
0
0
0
人

増
え

る
中

、

日
時

や
会

場
の

調
整

に
よ

っ
て

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

オ
ー

バ
ー

に
対

応
し

な
が

ら
円

滑
に

説
明

会
を

実
施

し
、

入
試

制
度

等
の

情
報

提
供

を
広

く
行

っ

た
。

 

２  

【
1
-
1
6
】

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

入
試

に
お

い
て

、
多

様
な

選
抜

・
特

別
選

抜
に

よ
る

募
集

人
員

を
全

体
の

【
3
0
.
1
％

】
ま

で
拡

充
し

た
（

令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

入
試

：
2
3
.
9
％

）
。
 

【
1
-
1
7
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
参

集
型

の
大

学

説
明

会
は

中
止

と
し

、
W
e
b
大

学
説

明
会

を
開

催
し

た
（

延
べ

閲
覧

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
多

様
な

選
抜

に
よ

る
募

集
人

員
の

割
合

が
順

調
に

増
加

し
、

全
体

の

3
0
.
1
％

ま
で

拡
充

し
た

。
 

・
W
E
B
大

学
説

明
会

を
開

催
し

、
６

万
件

を
超

え
る

延
べ

閲
覧

数
を

得
た

。
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数
：

6
3
,
5
9
8
回

）
。

 

３ 

【
1
-
1
6
】

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
お

い
て

、
多

様
な

選
抜

・
特

別
選

抜
に

よ
る

募
集

人
員

を
全

体
の

【
3
0
.
3
％

】
ま

で
拡

充
し

た
（

令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

入
試

：
3
0
.
1
％

）
。
 

【
1
-
1
7
】

参
集

型
の

大
学

説
明

会
は

中
止

し
、

W
e
b
大

学
説

明
会

を
開

催
し

た

（
総

閲
覧

回
数

：
8
2
,
8
2
4
回

）
。

 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

大
学

入
学

者
選

抜
改

革
へ

の
対

応
を

着
実

に
推

進
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
選

抜
に

よ
る

募
集

人
員

の
割

合
が

令
和

３
年

度
入

試
に

お
い

て
3
0
.
1
％

と
な

り
、

目
標

に
達

し
て

い

る
。

 

・
教

学
I
R
を

活
用

し
た

入
試

結
果

等
の

分
析

に
よ

る
新

た
な

入
試

制
度

に
対

応
す

る
た

め
の

検
討

や
既

存
の

入
試

制
度

の
見

直
し

に
つ

い
て

、
更

な
る

取
組

の
充

実
を

期
待

す
る

。
 

・
都

立
高

校
と

の
連

携
を

今
後

よ
り

積
極

的
に

進
め

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
1
6
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
入

試
改

革
の

推
進

 

①
【

平
成

29
（

2
0
1
7
）

年
度

に
】

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
教

学
Ｉ

Ｒ
に

基
づ

く
入

学
者

選
抜

方
法

の
検

証
・

改
善

を
行

い
、

外
部

英
語

試
験

の
活

用
も

含
め

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

以
降

に
実

施
予

定
の

大
学

入
学

者
選

抜
改

革
に

対
応

す
る

。
ま

た
、

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
資

格
等

を
活

用
し

た
入

試
を

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
Ａ

Ｏ
入

試
等

の
多

様
な

選
抜

に
よ

る
募

集
人

員
を

全
体

の
【

3
0
％

】
に

拡
充

す
る

な
ど

、
志

の
高

い
多

様
な

学
生

を
選

考
す

る
た

め
の

入
試

制
度

を
充

実
さ

せ
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
②

）
 

◆
【

継
続

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

注
視

し
な

が

ら
、

学
部

及
び

大
学

院
に

お
け

る

入
学

者
選

抜
を

円
滑

に
実

施
す

る
。

ま
た

、
大

学
入

学
者

選
抜

改

革
に

対
応

す
る

た
め

、
ア

ド
ミ

ッ

シ
ョ

ン
・

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、

「
学

力
の

３
要

素
」

の
多

面
的

評

価
を

目
的

と
し

た
学

部
入

試
制

度

及
び

選
抜

方
法

な
ど

の
分

析
・

設

計
、

高
大

連
携

・
接

続
事

業
の

推

進
及

び
教

育
機

関
と

の
連

携
、

並

び
に

多
様

な
選

抜
の

定
員

充
足

率

向
上

や
募

集
人

員
拡

充
に

向
け

た

検
討

を
進

め
、

質
の

高
い

学
生

を

安
定

的
に

獲
得

す
る

。
 

                      

（
１

）
大

学
入

学
者

選
抜

改
革

へ
の

対
応

及
び

質
の

高
い

学
生

の
安

定
的

確
保

 

①
学

部
及

び
大

学
院

に
お

け
る

入
学

者
選

抜
の

円
滑

な
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
セ

ン
タ

ー
拡

大
会

議
を

開
催

し
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

入
試

の
実

施
に

向
け

、
大

学
入

学
者

選
抜

改
革

に
よ

る
新

た
な

入
試

制
度

に
加

え
、

新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
踏

ま
え

た
制

度
変

更
及

び
実

施
方

法
等

に
つ

い
て

、
検

討
・

調
整

を
行

っ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
確

実
な

入
試

実
施

に
向

け
、

文
部

科
学

省
、

国
・

公
・

私
立

大
学

協
会

、
他

大
学

の
動

向
や

対
応

例
等

、
情

報
の

収
集

・
分

析
を

行
っ

た
。

 

・
大

学
院

入
試

に
関

す
る

全
学

的
な

整
理

・
整

備
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

年
（

20
2
2
）

年
度

入
試

に
つ

い
て

、
新

た
な

入
試

制
度

に
加

え
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

踏
ま

え
た

制
度

変
更

及
び

実
施

方
法

等
に

基
づ

き
、

入
学

者
選

抜
要

項
及

び
多

様
な

選
抜

の
各

募
集

要
項

を
作

成
し

、
公

表
し

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

円
滑

に
入

学
者

選
抜

を
実

施
し

た
。
（

図
表

1
-
1
6
-
1
、

図
表

1
-
1
6
-
2
）

 

 

【
図
表
1
-
1
6
-
1
　
一
般
選
抜
入
試
状
況
】

（
単
位
：
人
、
倍
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

募
集
人
員

1
,2
4
8

1
,2
0
6

1
,2
0
6

1
,1
9
4

1
,0
9
7

1
,0
9
4

志
願
者
数

8
,5
6
1

8
,2
5
4

8
,5
9
3

7
,8
8
5

7
,7
5
8

6
,7
2
4

志
願
者
倍
率

6
.8
6

6
.8
4

7
.1
3

6
.6
0

7
.0
7

6
.1
5

合
格
者
数

1
,6
5
4

1
,5
9
1

1
,5
4
3

1
,5
6
4

1
,5
3
2

1
,5
5
2

入
学
者
数

1
,3
5
2

1
,2
9
9

1
,2
7
7

1
,2
4
2

1
,1
9
5

1
,2
6
6

 
 【
図
表
1
-
1
6
-
2
　
多
様
な
選
抜
・
特
別
選
抜
入
試
状
況
】

（
単
位
：
人
、
倍
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

3
2
2

3
6
4

3
6
4

3
7
6

4
7
3

4
7
6

5
5
1

5
8
7

6
5
7

7
0
3

1
,2
3
3

1
,0
2
8

1
.7
1

1
.6
1

1
.8
0

1
.8
7

2
.6
1

2
.1
6

2
6
4

3
3
2

3
4
9

3
6
4

3
9
7

3
8
8

0
.8
2

0
.9
1

0
.9
6

0
.9
7

0
.8
4

0
.8
2

2
0
.5
%

2
3
.2
%

2
3
.2
%

2
3
.9
%

3
0
.1
%

3
0
.3
%

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

全
募
集
人
員
に
占
め
る
募
集
割
合

（
参
考
）
全
募
集
定
員

募
集
人
員

志
願
者
数

志
願
倍
率

入
学
者
数

入
学
者
数
/
募
集
人
員

 
 

②
大

学
入

学
者

選
抜

改
革

に
対

す
る

学
部

入
試

制
度

及
び

選
抜

方
法

等
の

分
析

・
設

計
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

学
I
R
等

を
活

用
し

、
こ

れ
ま

で
の

入
試

結
果

の
得

点
分

布
、

各
入

試
の

充
足

率
及

び
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

結
果

等
か

ら
の

分
析

結
果

を
用

い
て

、
新

た
な

入
試

制
度

の

検
討

や
既

存
の

入
試

制
度

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
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            （
２

）
【

継
続

】
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ

シ
ー

 
に

合
致

す
る

質
の

高
い

学
生

の
更

な
る

獲
得

に
向

け
、

令
和

３

（
2
0
2
1
）

年
度

入
試

に
お

け
る

利
用

状
況

等
を

検
証

し
た

上
で

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
出

願
受

付
を

実
施

す
る

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

及
び

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
度

入
試

に
関

す
る

制
度

改
正

に
つ

い
て

、
W
e
b
サ

イ
ト

に
て

予
告

公
表

を
行

っ
た

。
 

③
質

の
高

い
多

様
な

学
生

を
安

定
的

に
獲

得
す

る
た

め
の

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

以
降

に
実

施
予

定
の

多
様

な
選

抜
の

拡
充

に
向

け
、

入
試

制
度

の
改

正
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

及
び

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
度

入
試

に
関

す
る

新
た

な
入

試
制

度
に

つ
い

て
、

予
告

公
表

し
た

。
 

 

※
学

力
の

３
要

素
：
「

基
礎

的
な

知
識

及
び

技
能

」
「

こ
れ

ら
を

活
用

し
て

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

必
要

な
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
の

能
力

」
「

主
体

的
に

学
習

に

取
り

組
む

態
度

」
と

い
う

、
三

つ
の

要
素

の
こ

と
。

 

 （
２

）
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

出
願

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

入
試

に
お

け
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
出

願
の

利
用

状
況

等
を

検
証

し
た

上
で

、
更

な
る

利
便

性
の

向
上

に
向

け
た

シ
ス

テ
ム

改
修

及
び

運
用

に
つ

い
て

、
検

討
・

調
整

を
行

い
、

必
要

な
要

綱
改

正
等

を
実

施
し

た
。

更
に

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
対

応
し

た
シ

ス
テ

ム
改

修
を

実
施

し
た

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

出
願

後
の

書
類

チ
ェ

ッ
ク

等
の

出
願

受
付

業
務

作
業

を
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

た
な

入
試

制
度

及
び

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

制
度

変
更

等
に

対
応

し
た

シ
ス

テ
ム

改
修

を
実

施
し

た
。

 

・
出

願
書

類
案

内
等

を
更

新
す

る
際

の
作

業
の

簡
素

化
、

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

に
よ

り
、

受
験

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

を
低

下
さ

せ
る

こ
と

な
く

、
入

試
課

の
チ

ェ
ッ

ク
工

数
削

減
を

実
現

し
た

。
 

 ※
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
：

各
大

学
が

、
当

該
大

学
・

学
部

等
の

教
育

理
念

等
に

基
づ

く
教

育
内

容
等

を
踏

ま
え

、
入

学
者

を
受

け
入

れ
る

た
め

の
基

本
的

な
方

針
で

あ
り

、
受

け
入

れ
る

学
生

に
求

め
る

学
習

成
果

を
示

す
も

の
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
1
7

 
◇

入
試

広
報

に
よ

る
発

信
 

②
育

成
す

る
人

材
像

や
本

学
の

特
色

あ
る

教
育

内
容

な
ど

、
大

学
選

択
に

必
要

な
情

報
を

志
願

者
、

保
護

者
及

び
高

校
等

教
員

を
対

象
と

し
て

、
効

果
的

に
発

信
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
②

）
 

◆
【

継
続

】
大

学
説

明
会

に
つ

い

て
、

過
年

度
実

績
及

び
新

型
コ

ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
等

を

踏
ま

え
た

上
で

、
W
e
b

や
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
等

、
実

施
方

法
、

企

画
内

容
の

検
証

・
改

善
を

継
続

し

て
行

う
と

と
も

に
、

令
和

４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
関

す
る

情

報
及

び
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入

試
以

降
の

入
試

制
度

に
関

す
る

情

報
提

供
等

、
内

容
の

充
実

を
図

る
。

 

            （
２

）
◆

【
継

続
】

志
願

者
獲

得
に

効
果

的

な
地

域
で

の
進

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

へ
の

参
加

や
、

高
校

へ
の

訪
問

活
動

を
積

極
的

に
行

う
と

と
も

に
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
等

を
踏

ま
え

た
上

で
、

W
e
b

や
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
等

、
高

校
等

教
員

や
志

願
者

の
保

護
者

に
向

け
た

情
報

提
供

の
機

会
を

拡
充

す
る

こ
と

に
よ

り
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
関

す
る

情

報
及

び
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

以
降

の
入

試
制

度
に

関
す

る
情

報
等

の
提

供
に

つ
い

て
、

内
容

の
充

実
を

図
る

。
 

（
１

）
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

等
を

踏
ま

え
た

大
学

説
明

会
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

を
鑑

み
、

各
キ

ャ
ン

パ
ス

及
び

出
張

で
の

参
集

型
の

大
学

説
明

会
は

全
て

中
止

し
た

。
代

替
策

と
し

て
、

６
月

3
0
日

～
９

月
3
0
日

で
W
e
b
大

学
説

明
会

を
開

催
し

た
。
（

図
表

1
-
1
7
-
1
）

 

・
W
e
b
大

学
説

明
会

に
お

い
て

オ
ン

デ
マ

ン
ド

形
式

で
入

試
に

関
す

る
情

報
提

供
等

を
積

極
的

に
行

っ
た

。
ま

た
、

大
学

W
e
b
サ

イ
ト

上
で

も
入

試
情

報
を

わ
か

り
や

す
く

掲
載

し
た

。
 

・
W
e
b
大

学
説

明
会

の
開

催
に

あ
た

り
、

予
約

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
W
e
b
大

学
説

明
会

の
総

閲
覧

回
数

は
8
2
,
8
2
4
回

（
９

月
3
0
日

時
点

）
で

あ
っ

た
。

 

・
予

約
シ

ス
テ

ム
の

活
用

に
よ

り
、

W
e
b
説

明
会

に
お

け
る

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

際
の

参
加

人
数

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

可
能

に
し

た
。

 

 

【
図

表
1
-
1
7
-
1
　

大
学

説
明

会
参

加
者

数
】

（
単

位
:
人

）

場
所

対
象

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

【
第

1
回

】
全

学
部

8
,
3
5
6

8
,
4
6
5

8
,
4
0
9

9
,
4
1
5

中
止

中
止

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
健

康
福

祉
学

部
2
,
0
7
0

2
,
3
3
0

2
,
3
1
7

2
,
4
3
1

中
止

中
止

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ
学

部
1
,
3
3
6

1
,
5
7
9

中
止

中
止

中
止

中
止

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

【
第

2
回

】
全

学
部

9
,
4
5
0

1
2
,
5
0
8

1
5
,
3
9
4

1
7
,
4
7
6

中
止

中
止

秋
葉

原
サ

テ
ラ

イ
ト

キ
ャ

ン
パ

ス
全

学
部

1
0
0

1
1
9

2
5
0

5
3

中
止

中
止

2
1
,
3
1
2

2
5
,
0
0
1

2
6
,
3
7
0

2
9
,
3
7
5

-
-

※
令

和
２

～
３

年
度

の
大

学
説

明
会

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
に

よ
り

、
参

集
型

で
の

開
催

は
中

止
と

し
、

W
e
b
で

実
施

し
た

。

合
計

 
 （

２
）

志
願

者
獲

得
の

た
め

の
情

報
提

供
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
都

立
大

W
e
b
サ

イ
ト

に
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

入
試

及
び

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
度

入
試

に
関

す
る

新
た

な
入

試
制

度
に

関
す

る
情

報
を

掲
載

し
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

を
鑑

み
、

参
集

型
で

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

は
必

要
最

低
限

の
参

加
と

し
、

代
替

策
と

し
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
進

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

へ
の

参
加

及
び

個
別

相
談

会
を

企
画

・
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
主

に
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
進

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

へ
の

参
加

や
個

別
相

談
の

実
施

に
よ

り
、

例
年

と
同

様
に

多
く

の
受

験
生

、
保

護
者

等
に

都
立

大
の

魅
力

や
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
た

都
立

大
が

求
め

る
学

生
像

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
（

図
表

1
-
1
7
-
2
）

 

－
進

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

へ
の

参
加

件
数

：
3
5
件

 

 
－

個
別

相
談

の
対

応
件

数
：

2
8
4
件
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【
図
表
1
-
1
7
-
2
　
情
報
提
供
の
拡
充
】

（
単
位
：
人
、
回
）

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

1
2
2

1
2
7

9
3

1
2
8

-
-

1
5
0

4
2
2

3
0
1

3
1
5

-
-

1
0
1

8
6

7
9

5
6

5
6

※
2
8
年
度
、
2
9
年
度
は
2
回
実
施
の
合
計
数
。

高
校
等
教
員
向
け
説
明
会
参
加
者
数
※

保
護
者
向
け
説
明
会
参
加
者
数
※

高
校
訪
問
回
数

 

 中
期
計
画
番
号
 

1
-
1
8

 
◇

高
大

連
携

等
の

推
進

 

③
本

学
の

持
つ

高
い

教
育

力
・

研
究

力
を

生
か

し
、

都
立

高
校

等
を

対
象

と
し

た
教

育
支

援
等

に
よ

り
連

携
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
都

立
高

校
生

の
入

学
を

促
進

す
る

Ａ
Ｏ
入

試
等

の
多

様
な

選
抜

を
拡

充
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

東
京

都
教

育
委

員
会

や

都
立

高
校

等
と

の
連

携
を

強
化

し
、

都
立

高
校

生
等

に
大

学
レ

ベ
ル

の
課

題
研

究
を

実
地

に
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

仕
組

み
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

に
合

致
し

た
質

の
高

い
学

生
を

安
定

的
に

確
保

す
る

た
め

、
都

立
高

校
生

等
の

入
学

を
促

進
す

る
多

様
な

選
抜

を
検

討
す

る
。

 

（
１

）
高

大
連

携
事

業
の

推
進

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
実

施
可

能
な

形
態

で
、

様
々

な
高

大
接

続
事

業
を

教
職

一
体

で
取

り
組

ん
だ

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
高

大
連

携
活

動
で

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
個

別
相

談
会

、
特

別
講

演
、

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
の

先
端

研
究

フ
ォ

ー
ラ

ム
、

理
数

研
究

ラ
ボ

を
実

施
し

、
都

立
大

の
教

育
・

研
究

内
容

に
対

す
る

高
校

生
の

理
解

を
促

進
さ

せ
た

。
 

 
 

－
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

個
別

相
談

会
、

特
別

講
演

の
参

加
者

：
1
2
6
名

 

 
 

－
先

端
研

究
フ

ォ
ー

ラ
ム

、
理

数
研

究
ラ

ボ
の

受
入

：
4
3
校

、
3
7
8
名

 

・
「

高
校

生
探

究
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

」
に

は
、

都
立

高
校

９
校

か
ら

1
3
名

の
参

加
が

あ
り

、
都

立
大

の
教

育
・

研
究

内
容

に
対

す
る

高
校

生
の

理
解

を
促

進
さ

せ
た

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

６６
  

研研
究究

水水
準準

及及
びび

研研
究究

のの

成成
果果

等等
 

２
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

研
究

水
準

及
び

研
究

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
長

期
的

な
視

点
か

ら
基

礎
研

究
を

深
化

・
発

展
さ

せ
る

と
と

も
に

、
東

京
都

が
設

立
し

た
大

学
と

し
て

、
大

都
市

課
題

の
解

決
に

向
け

た
応

用
研

究
に

分
野

横
断

的
に

取
り

組
み

、
世

界
を

リ
ー

ド
す

る
。

 

○
国

内
外

の
学

術
研

究
の

動
向

や
、

大
学

と
し

て
持

つ
強

み
を

踏
ま

え
、

東
京

都
の

大
学

と
し

て
重

点
的

に
取

り
組

む
分

野
を

定
め

、
人

的
・

財
政

的
資

源
を

集
中

的
に

投
入

し
て

世
界

的
に

卓
越

し
た

研
究

拠
点

を
形

成
す

る
。

 

○
研

究
成

果
を

国
内

外
に

広
く

発
信

し
、

大
都

市
課

題
に

つ
い

て
は

施
策

を
提

案
す

る
等

、
東

京
都

や
世

界
の

諸
都

市
に

成
果

を
還

元
す

る
。

 
 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
１

）
研

究
水

準
及

び
研

究
の

成
果

等
に

関
す

る
目

標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
基

礎
研

究
と

課
題

解
決

型
研

究
の

推
進

 

【
1
-
1
9
】

①
高

い
レ

ベ
ル

に
あ

る
基

礎
研

究
力

の
維

持
・

強
化

を
図

る
た

め
、

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

研
究

を
重

点
的

に
推

進
し

、
被

引
用

度
の

高
い

ト
ッ

プ
1
0
%
論

文
の

割
合

を

【
1
0
%
以

上
】

に
し

、
国

際
共

著
論

文
の

割

合
は

【
3
3
%
以

上
】

を
維

持
す

る
。

ま
た

、

卓
越

し
た

研
究

を
支

援
す

る
た

め
に

、
学

術
刊

行
物

・
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

の
学

術
情

報
基

盤
及

び
先

端
的

研
究

機
器

な
ど

の
研

究
基

盤
の

整
備

・
充

実
を

図
る

。
 

 【
1
-
2
0
】

②
東

京
都

立
の

総
合

大
学

と
し

て
、

自
治

体
、

試
験

研
究

機
関

、
企

業
等

の
多

様
な

機
関

と
の

連
携

強
化

、
分

野
横

断
的

・
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
立

ち
上

げ
等

に
よ

り
、

東
京

を
は

じ
め

と
す

る
大

都
市

の
先

端
的

課
題

の
解

決
に

資
す

る
研

究
を

推
進

す
る

。
 

 ◇
重

点
研

究
分

野
の

設
定

 

【
1
-
2
1
】

③
本

学
の

強
み

、
特

色
を

有
す

る
国

際
的

研

究
拠

点
の

形
成

を
目

指
す

既
設

の
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
そ

の
関

連
分

野
に

対
す

る
戦

略
的

・
重

点
的

支
援

に
よ

り
、

研
究

セ
ン

タ
ー

の
外

部
資

金
獲

得
額

を
、

平
成

2
6

（
2
0
1
4
）

～
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

の
平

均
獲

得
額

比
で

【
1
50

％
以

上
】

に
増

加
さ

せ

る
。

ま
た

、
新

た
な

強
み

と
な

る
研

究
分

野
の

一
層

の
育

成
・

支
援

を
行

う
こ

と

で
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
終

了
時

に
お

2
9  

【
1
-
1
9
】

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

の
割

合
が

【
7
.
8
％

以
上

】
に

な
っ

た
。

 

【
1
-
1
9
】

国
際

共
著

論
文

の
割

合
に

つ
い

て
【

3
3
％

以
上

】
を

維
持

し
た

。
 

【
1
-
2
1
】

研
究

セ
ン

タ
ー

の
外

部
資

金
獲

得
額

を
、

平
成

2
6
～

2
8
年

度
の

平

均
値

比
で

【
1
7
2
％

】
に

し
た

。
 

【
1
-
2
1
】

研
究

セ
ン

タ
ー

設
置

数
が

【
1
6
拠

点
】

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
2
1
】

先
進

研
究

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
推

進
機

構
を

設
置

し
、

リ
サ

ー
チ

コ

ア
と

い
う

新
た

な
研

究
グ

ル
ー

プ
の

支
援

を
開

始
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
研

究
者

が
取

り
組

む
基

礎
研

究
の

レ
ベ

ル
は

高
く

、
世

界
を

リ
ー

ド
す

る

研
究

と
し

て
評

価
す

る
。

被
引

用
度

ト
ッ

プ
1
0
%
論

文
の

割
合

は
、

数
年

の

平
均

で
目

標
の

1
0
%
を

越
え

て
お

り
、

国
際

共
著

論
文

の
割

合
も

目
標

の

3
3
%
を

大
き

く
上

回
っ

て
い

る
。

 

・
大

都
市

課
題

解
決

に
資

す
る

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
は

順
調

に
進

め
ら

れ
て

い
る

。
大

都
市

の
先

端
的

課
題

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

は
、

首
都

の
大

学
と

し
て

の
特

色
が

生
か

さ
れ

て
い

る
。

 

3
0  

【
1
-
1
9
】

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

の
割

合
が

【
1
0
.
5
％

】
に

な
っ

た
。

 

【
1
-
1
9
】

国
際

共
著

論
文

の
割

合
に

つ
い

て
【

4
7
.
6
%
】

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
1
9
】

傾
斜

的
研

究
費

（
全

学
分

）
学

長
裁

量
枠

の
見

直
し

を
実

施
、

支

援
を

行
っ

た
。

 

【
1
-
2
0
】

高
度

研
究

に
１

件
採

択
さ

れ
た

。
 

【
1
-
2
1
】

研
究

セ
ン

タ
ー

の
外

部
資

金
獲

得
額

を
、

平
成

2
6
～

2
8
年

度
の

平

均
獲

得
額

比
で

【
1
6
7
％

】
に

し
た

。
 

【
1
-
2
1
】

研
究

セ
ン

タ
ー

設
置

数
は

【
1
6
拠

点
】

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
2
1
】

リ
サ

ー
チ

コ
ア

を
１

件
組

成
し

た
。

 

【
1
-
2
2
】

E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
！

に
て

研
究

成
果

を
1
1
件

発
表

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
被

引
用

度
の

高
い

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

の
割

合
に

つ
い

て
、

過
去

５
か

年
平

均
で

目
標

の
1
0
％

以
上

を
ク

リ
ア

し
て

い
る

。
ま

た
、

国
際

共
著

論
文

の

割
合

も
、

目
標

の
3
3
％

以
上

を
大

き
く

上
回

る
、

4
7
.
6
％

に
達

し
て

い

る
。

 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
等

で
の

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が

順
調

に
進

め
ら

れ
、

外
部

資
金

獲
得

額
は

目
標

（
平

成
2
6
～

2
8
年

度
の

平

均
獲

得
額

比
で

1
5
0
%
以

上
）

を
上

回
っ

て
い

る
。

 

・
都

民
に

学
術

研
究

成
果

を
発

信
す

る
機

会
と

し
て

既
に

開
講

し
て

い
る

オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

特
別

講
座

に
加

え
、

高
校

生
向

け
に

講
座

を
開

講
す

る
た

め
の

準
備

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

・
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

の
高

校
生

向
け

講
座

に
つ

い
て

は
、

高
校

生

に
対

す
る

大
学

の
P
R
機

会
と
な

る
と

と
も

に
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

に
資

す
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

取
組

に
期

待
す

る
。

 

元  

【
1
-
1
9
】

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

の
割

合
は

【
7
.
0
％

】
で

あ
っ

た
が

、
過

去
５

か

年
平

均
は

1
1
.
9
％

と
第

３
期

中
期

計
画

期
間

中
で

最
も

良
い

数
値

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
1
9
】

国
際

共
著

論
文

の
割

合
は

【
4
4
.
7
％

】
と

な
り

、
3
3
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
2
1
】

研
究

セ
ン

タ
ー

の
外

部
資

金
獲

得
額

を
、

平
成

2
6
（

2
0
1
4
）

～
2
8

（
2
0
1
6
）

年
度

の
平

均
獲

得
額

比
で

【
1
2
4
％

】
に

し
た

。
 

【
1
-
2
1
】

研
究

セ
ン

タ
ー

の
設

置
数

が
【

1
5
拠

点
】
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

の
設

置

数
が

３
拠

点
と

な
っ

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
基

礎
研

究
の

レ
ベ

ル
が

高
い

こ
と

を
反

映
し

て
、

被
引

用
度

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

割
合

は
過

去
５

か
年

平
均

で
1
1
.
9
％

と
高

水
準

で
、

国
際

共
著

論
文

の
割

合
も

4
4
.
7
％

と
中

期
計

画
の

目
標

の
3
3
％

を
大

き
く

上
回

っ
て

い

る
。

 

・
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
へ

の
英

文
投

稿
や

、
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

け
る

高
校

生
向

け
講

座
の

開
設

な
ど

研
究

成
果

等
の

多
様

な
発

信
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外
部

資
金

獲
得

額
が

、
平

成
3
0
年

度
か

ら
大

き
く

減
少

し
、

中
期

計
画

の
目

標
か

ら
も

大
き

く
下

回
っ

て
い

る
。

外
部

資
金

の
獲

得
は

研
究

を
充

実
・

発
展

さ
せ

て
い

く
上

で
極

め
て

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

目
標

達
成

に
向

け
た

取
組

の
強

化
を

望
む

。
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い
て

、
研

究
セ

ン
タ

ー
設

置
数

【
1
2

拠

点
】

を
実

現
す

る
。

 

 ◇
 

研
究

成
果

の
発

信
 

【
1
-
2
2
】

④
 

質
の

高
い

情
報

コ
ン

テ
ン

ツ
の

実
現

を

図
り

、
多

様
な

情
報

媒
体

の
活

用
や

多
様

な

機
関

等
と

の
連

携
を

通
じ

て
、

研
究

成
果

の

国
内

外
へ

の
効

果
的

な
発

信
を

推
進

し
、

本

学
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

更
な

る
向

上
を

図
る

。

ま
た

、
首

都
東

京
に

あ
る

公
立

の
総

合
大

学

と
し

て
、

先
鋭

的
か

つ
複

合
的

に
現

れ
る

様
々

な
大

都
市

課
題

に
対

し
て

、
個

々
の

研

究
成

果
を

分
野

横
断

的
に

重
層

化
・

複
合

化

さ
せ

な
が

ら
実

効
性

の
高

い
解

決
策

を
提

案

す
る

な
ど

、
都

や
世

界
の

諸
都

市
に

そ
の

研

究
成

果
を

広
く

還
元

す
る

。
 

２  

【
1
-
1
9
】

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

の
割

合
は

【
7
.
3
％

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
1
9
】

国
際

共
著

論
文

の
割

合
は

【
4
5
.
4
％

】
と

な
り

、
引

き
続

き
3
3
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
2
0
】

都
立

大
の

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

を
活

用
し

た
研

究
支

援
制

度
を

構

築
し

、
挑

戦
型

研
究

２
課

題
、

社
会

実
装

型
研

究
１

課
題

を
採

択

し
た

。
 

【
1
-
2
1
】

研
究

セ
ン

タ
ー

の
外

部
資

金
獲

得
額

は
、

平
成

2
6
（

2
0
1
4
）

～
2
8

（
2
0
1
6
）

年
度

の
平

均
獲

得
額

比
で

【
1
2
8
％

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
2
1
】

研
究

セ
ン

タ
ー

の
設

置
数

が
【

1
3
拠

点
】
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

の
設

置

数
が

４
拠

点
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
2
2
】

研
究

広
報

と
し

て
活

用
し

て
い

る
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
に

お
い

て
、

理
学

部
生

命
科

学
科

の
安

藤
香

奈
絵

准
教

授
の

研
究

成
果

が
1
4
万

を
超

え
る

ペ
ー

ジ
ビ

ュ
ー

数
を

記
録

し
、

全
論

文
投

稿
件

数
で

年
間

閲

覧
数

９
位

に
ラ

ン
ク

イ
ン

し
た

。
 

【
1
-
2
2
】

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
で

の
学

術
研

究
成

果

の
発

信
に

お
い

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
開

講
に

よ
り

受
講

層
の

拡

大
に

繋
が

っ
た

。
 

【
1
-
2
2
】

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
い

て
、

研
究

成

果
の

発
信

の
一

環
と

し
て

高
校

生
向

け
の

講
座

を
開

講
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
を

活
用

し
、

海
外

に
向

け
て

積
極

的
に

研
究

広
報

を
行

う
こ

と
で

、
都

立
大

の
優

れ
た

研
究

成
果

が
国

際
的

な
注

目
を

浴
び

、
学

術
研

究
の

発
展

に
寄

与
し

た
。

 

・
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

講
座

に
お

け
る

学
術

研
究

成

果
の

発
信

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

、
テ

ー
マ

設
定

等
を

工
夫

す
る

と
と

も
に

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
講

座
を

実
施

し
た

結
果

、
首

都
圏

以
外

か
ら

の
受

講
や

高
校

生
の

受
講

が
増

加
す

る
な

ど
、

都
立

大
の

最
先

端
の

研
究

成
果

が
社

会
に

向
け

て
広

く
発

信
さ

れ
た

。
 

・
都

立
大

に
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を

新
た

に
整

備
す

る
と

と
も

に
、

そ
れ

を

活
用

し
た

研
究

支
援

制
度

を
構

築
し

、
挑

戦
型

研
究

２
課

題
、

社
会

実
装

型
研

究
１

課
題

を
採

択
し

た
。

 

・
令

和
２

年
度

の
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外
部

資
金

獲
得

額
は

、
令

和
元

年
度

に

大
き

く
落

ち
込

ん
だ

金
額

の
水

準
か

ら
横

ば
い

の
ま

ま
で

あ
る

。
目

標
の

達
成

に
向

け
た

取
組

強
化

が
望

ま
れ

る
。

 

３ 

【
1
-
1
9
】

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

の
割

合
は

【
6
.
7
％

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
1
9
】

国
際

共
著

論
文

の
割

合
は

【
4
2
.
0
％

】
と

、
引

き
続

き
3
3
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
2
1
】

研
究

セ
ン

タ
ー

の
外

部
資

金
獲

得
額

は
、

平
成

2
6
（

2
0
1
4
）

～
2
8

（
2
0
1
6
）

年
度

の
平

均
獲

得
額

比
で

【
1
6
4
％

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
2
1
】

研
究

セ
ン

タ
ー

の
設

置
数

が
【

1
3
拠

点
】
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

の
設

置

数
が

４
拠

点
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
2
2
】

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
で

の
学

術
研

究
成

果

の
発

信
に

お
い

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
専

用
講

座
等

の
開

講
に

よ
り

受

講
層

の
拡

大
に

繋
が

っ
た

。
 

【
1
-
2
2
】

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
い

て
、

研
究

成

果
の

発
信

の
一

環
と

し
て

高
校

生
を

対
象

と
し

た
新

た
な

講
座

を

開
講

し
た

。
 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
国

際
共

著
論

文
の

割
合

は
、

中
期

計
画

の
目

標
で

あ
る

3
3
％

以
上

を
継

続
的

に
達

成
し

て
お

り
、

ま
た

、
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

の
割

合
に

つ
い

て
も

、
目

標
で

あ
る

1
0
％

以
上

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

実
績

を
伸

ば
し

て
い

る
。

 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外
部

資
金

獲
得

額
を

平
成

2
6
～

2
8
年

度
の

平
均

獲
得

額
比

で
1
5
0
％

以
上

に
増

加
さ

せ
る

目
標

の
達

成
に

向
け

、
よ

り
一

層
の

取
組

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
1
9
 

２
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

研
究

水
準

及
び

研
究

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

基
礎

研
究

と
課

題
解

決
型

研
究

の
推

進
 

①
高

い
レ

ベ
ル

に
あ

る
基

礎
研

究
力

の
維

持
・

強
化

を
図

る
た

め
、

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

研
究

を
重

点
的

に
推

進
し

、
被

引
用

度
の

高
い

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

の
割

合
を

【
1
0
％

以
上

】

に
し

、
国

際
共

著
論

文
の

割
合

は
【

3
3
％

以
上

】
を

維
持

す
る

。
ま

た
、

卓
越

し
た

研
究

を
支

援
す

る
た

め
に

、
学

術
刊

行
物

・
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

の
学

術
情

報
基

盤
及

び
先

端
的

研
究

機
器

な
ど

の
研

究
基

盤
の

整
備

・
充

実
を

図
る

。
 

自自
己己
評評

価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
②

）
 

◆
【

継
続

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

注
視

し
つ

つ
、

学
長

裁
量

枠
に

よ
る

国
際

共

同
研

究
支

援
を

推
進

す
る

と
と

も

に
、

国
際

共
著

論
文

割
合

や
被

引

用
度

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

割
合

増
加

に
向

け
た

支
援

策
を

実
施

す
る

。
 

                               

（
１

）
高

い
レ

ベ
ル

に
あ

る
基

礎
研

究
力

の
維

持
・

強
化

に
向

け
た

取
組

 

①
学

長
裁

量
枠

に
よ

る
国

際
共

同
研

究
支

援
の

推
進

及
び

国
際

共
著

論
文

割
合

3
3%

以
上

維
持

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
国

際
的

な
存

在
感

を
高

め
る

こ
と

に
資

す
る

活
動

の
た

め
の

研
究

費
を

支
援

す
る

、
国

際
共

同
研

究
支

援
を

推
進

す
る

た
め

、
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

国
際

研
究

環
支

援
）

の
公

募
を

行
い

、
１

課
題

（
研

究
課

題
名

：「
環

境
調

和
型

選
択

的
物

質
変

換
プ

ロ
セ

ス
開

発
」）

を
採

択
し

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
リ

サ
ー

チ
コ

ア
の

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ム
開

催
支

援
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
活

動
経

費
を

支
援

す
る

研
究

課
題

を
新

た
に

採
択

す
る

こ
と

に
よ

り
、

都
立

大
の

研
究

大
学

と
し

て
の

国
際

的
な

存
在

感
向

上
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
国

際
共

著
論

文
割

合
は

、
4
2
.0
％

と
引

き
続

き
3
3
％

以
上

を
維

持
で

き
た

。（
図

表
1
-
19

-1
）
 

  

【
図

表
1
-
1
9
-
1
　

国
際

共
著

論
文

割
合

】
（

単
位

：
％

）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

3
8
.
7

4
6
.
8

4
7
.
6

4
4
.
7

4
5
.
4

4
2
.
0

１
　

D
o
c
u
m
e
n
t
 
T
y
p
e
:
 
 
[
A
r
t
i
c
l
e
,
 
R
e
v
i
e
w
]

 
 

②
ト

ッ
プ

1
0%

論
文

割
合

増
加

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

戦
略

的
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

に
つ

い
て

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

及
び

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
新

規
採

択
し

た
研

究
課

題
に

対

す
る

継
続

的
な

支
援

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

４
月

１
日
時

点
に

お
け

る
令

和
３

（
2
0
21
）
年

度
の

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

割
合
は

6
.7

％
、

過
去

５
カ

年
平

均
は

1
0
.1

％
と

な
っ

た
。（

図
表

1
-1

9-

2
）。

 

 ※
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

：
被

引
用

回
数

が
各

分
野

、
各

年
で

上
位

1
0
％
に

入
る

論
文

。
科

学
論

文
の

定
量

的
な

指
標

と
し

て
用

い
ら

れ
る

。
 

 

【
図

表
1
-
1
9
-
2
　

被
引

用
度

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

割
合

】
（
単
位
：
％
）

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

過
去

5
ヵ

年
平

均

1
1
.
7

1
0
.
5

8
.
9

1
1
.
8

1
1
.
0

7
.
8

-
-

-
-

1
0
.
8

－
1
1
.
3

1
1
.
5

1
0
.
9

1
2
.
6

8
.
4

1
0
.
5

-
-

-
1
0
.
9

－
－

1
2
.
5

1
3
.
3

1
3
.
3

9
.
5

1
0
.
7

7
.
0

-
-

1
1
.
9

－
－

－
1
2
.
0

1
2
.
3

9
.
9

1
1
.
3

9
.
4

7
.
3

-
1
1
.
0

－
－

－
－

1
2
.
5

9
.
5

1
1
.
6

8
.
7

8
.
3

6
.
7

1
0
.
1

１
　

D
o
c
u
m
e
n
t
 
T
y
p
e
:
 
 
[
A
r
t
i
c
l
e
,
 
R
e
v
i
e
w
]

２
　

被
引

用
率

は
引

用
さ

れ
る

期
間

の
影

響
を

受
け

る
た

め
当

該
年

度
を

除
い

て
過

去
５

年
間

の
平

均
を

指
標

と
し

て
記

載
し

て
い

る
。

平
成

30
年

４
月

１
日

 時
点

平
成

31
年

４
月

１
日

 時
点

令
和

２
年

４
月

１
日

 時
点

令
和

４
年

４
月

１
日

 時
点

令
和

３
年

４
月

１
日

 時
点

 
    

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　２　研究に関する目標を達成するための措置

－ 79 －



（
２

）
【

拡
充

】
蔵

書
構

成
の

現
状

、
及

び

電
子

資
料

を
含

む
各

種
資

料
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
選

書
基

準
の

改
訂

、
電

子
資

料
の

提
供

内
容

見
直

し
を

進
め

る
と

と
も

に
、

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

な
書

籍
等

の
充

実
を

図
る

。
ま

た
貴

重
資

料
の

更
な

る
活

用
（

電
子

公
開

な
ど

）
や

保
全

に
向

け
て

、
調

査
、

整
理

を
進

め
る

。
 

（
２

）
学

術
情

報
基

盤
及

び
研

究
基

盤
の

整
備

・
充

実
 

 
①

選
書

基
準

の
見

直
し

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
見

直
し

に
当

た
り

現
在

の
蔵

書
構

成
を

客
観

的
に

把
握

す
る

た
め

、
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

法
（

評
価

基
準

と
な

る
資

料
リ

ス
ト

と
自

館
資

料
を

突
き

合
わ

せ
、

所
蔵

状
況

を
確

認
す

る
方

法
）

に
よ

る
蔵

書
評

価
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
見

直
し

内
容

の
根

拠
と

な
る

蔵
書

構
成

の
現

状
把

握
が

進
ん

だ
。

 

  
②

電
子

資
料

の
提

供
内

容
見

直
し

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
商

業
出

版
社

の
市

場
寡

占
に

よ
り

電
子

資
料

の
価

格
が

高
騰

し
、

都
立

大
で

も
財

源
圧

迫
や

費
用

捻
出

が
問

題
と

な
る

中
、

機
能

や
収

録
誌

に
重

複
が

あ
る

二
つ

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

つ
い

て
見

直
し

を
行

い
、

広
く

教
員

か
ら

意
見

を
聞

い
た

上
で

片
方

の
削

減
を

提
案

し
、

了
承

さ
れ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
限

ら
れ

た
財

源
で

よ
り

効
率

的
に

資
料

を
提

供
す

る
た

め
、

ま
た

、
学

術
情

報
基

盤
で

あ
る

電
子

資
料

の
提

供
を

今
後

も
維

持
す

る
た

め
、

一
定

額
の

経
費

を
削

減
で

き
た

。
 

  
③

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

な
書

籍
等

の
充

実
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
紙

の
書

籍
の

予
算

か
ら

一
定

額
を

振
り

分
け

て
電

子
書

籍
購

入
額

を
確

保
し

、
電

子
書

籍
を

購
入

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

外
か

ら
ア

ク
セ

ス
可

能
で

視
覚

障
が

い
者

に
も

よ
り

利
用

し
や

す
い

電
子

書
籍

数
が

3
4
2
タ

イ
ト

ル
増

え
た

。
 

  
④

貴
重

資
料

の
活

用
・

保
全

の
検

討
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
貴

重
資

料
の

う
ち

堀
江

家
文

書
の

目
録

整
備

を
進

め
る

た
め

、
専

門
業

者
と

契
約

を
締

結
し

た
。

 

・
堀

江
家

文
書

の
目

録
に

つ
い

て
、

未
整

備
の

3
,
7
7
7
点

の
う

ち
、

1
,
0
1
5
点

分
の

整
備

を
進

め
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
堀

江
家

文
書

の
目

録
に

つ
い

て
、

全
4
,
4
5
1
点

の
う

ち
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

作
業

分
（

6
7
5
点

）
と

合
わ

せ
て

1
,
6
9
0
点

の
整

備
が

終
わ

り
、

利
用

者
の

利
便

性
向

上
に

向
け

た
作

業
を

推
進

し
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
2
0

 
②

東
京

都
立

の
総

合
大

学
と

し
て

、
自

治
体

、
試

験
研

究
機

関
、

企
業

等
の

多
様

な
機

関
と

の
連

携
強

化
、

分
野

横
断

的
・

学
際

的
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

立
ち

上
げ

等
に

よ
り

、
東

京
を

は
じ

め
と

す
る

大
都

市
の

先
端

的
課

題
の

解
決

に
資

す
る

研
究

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
大

都
市

の
先

端
的

課
題

解

決
に

取
り

組
む

研
究

セ
ン

タ
ー

等
に

よ
る

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
す

る
。

 

                （
２

）
【

拡
充

】
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を

活

用
し

、
高

度
通

信
社

会
に

お
け

る
課

題
解

決
型

研
究

や
、

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の

実
現

に
向

け
た

社
会

実
装

が
期

待
さ

れ
る

研
究

を
推

進
す

る
。

 

（
１

）
大

都
市

課
題

解
決

に
資

す
る

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

研
究

セ
ン

タ
ー

支
援

及
び

社
会

連
携

支
援

）
の

公
募

を
行

い
、

研
究

セ
ン

タ
ー

支
援

１
件

、
社

会
連

携
支

援
４

件
を

採
択

し
た

。
 

 
 

－
研

究
セ

ン
タ

ー
支

援
：
「

細
胞

/
コ

ラ
ー

ゲ
ン

遠
心

圧
縮

複
合

体
の

開
発

と
組

織
再

生
工

学
の

新
展

開
」
（

医
工

連
携

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

 
 

－
社

会
連

携
支

援
（

A
型

）
：
「

転
移

が
ん

細
胞

ハ
イ

ス
ル

ー
プ

ッ
ト

識
別

法
の

開
発

」
、
「
造

血
幹

細
胞

の
高

効
率

分
化

誘
導

法
の

確
立

」
 

 
 

－
社

会
連

携
支

援
（

B
型

）
：
「

外
来

種
ア

シ
ジ

ロ
ヒ

ラ
フ

シ
ア

リ
の

統
合

的
防

除
」
、
「
コ

ロ
ナ

禍
で

考
え

た
「

継
承

」
 
～

デ
ジ

タ
ル

化
？

デ
ジ

タ
ル

か
？

～
」

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
の

研
究

員
雇

用
経

費
を

支
援

し
た

ほ
か

、
教

員
と

自
治

体
等

と
の

連
携

の
た

め
の

活
動

経
費

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
大

都
市

の
先

端
的

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

た
。

 

 ※
研

究
セ

ン
タ

ー
支

援
：

学
長

裁
量

枠
の

一
つ

で
、

都
立

大
の

優
れ

た
研

究
資

源
と

し
て

国
際

的
研

究
拠

点
の

形
成

を
目

指
す

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

リ
サ

ー
チ

コ
ア

に
対

し
て

、
特

任
助

教
、

ポ
ス

ト
ド

ク
タ

ー
等

の
研

究
員

の
雇

用
費

用
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

セ
ン

タ
ー

所
属

研
究

者
が

よ
り

当
該

研
究

の
実

施
に

専
念

で
き

る
体

制
を

構

築
、

支
援

す
る

も
の

。
 

※
社

会
連

携
支

援
（

A
型

・
B
型

）
：

学
長

裁
量

枠
の

一
つ

で
、

都
立

大
の

研
究

者
と

多
様

な
主

体
と

の
密

接
な

連
携

・
強

度
に

基
づ

く
研

究
の

強
化

や
、

都
立

大
の

研
究

成

果
の

普
及

・
発

信
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
A
型

は
、

都
政

の
課

題
解

決
に

向
け

て
、

多
方

面
か

つ
斬

新
な

ア
プ

ロ
ー

チ
と

解
決

策
の

提
案

を
行

う
な

ど
、

全
学

的

な
都

連
携

推
進

の
取

組
を

支
援

す
る

も
の

（
都

の
各

局
、

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

、
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
、

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
等

と

の
共

同
研

究
や

共
同

研
究

成
果

発
表

会
運

営
を

支
援

）
。

B
型

は
、

様
々

な
地

域
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
都

内
外

の
自

治
体

ほ
か

、
地

域
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

役
割

を
果

た
す

金
融

機
関

・
N
P
O
等

、
様

々
な

担
い

手
と

の
密

接
な

連
携

に
基

づ
く

活
動

に
対

し
て

支
援

す
る

も
の

と
、

大
学

の
優

れ
た

研
究

成
果

を
広

く
社

会
で

共
有

す
る

た
め

に
刊

行
す

る
、

学
術

図
書

の
出

版
へ

の
支

援
を

行
う

も
の

が
あ

る
。

 

 （
２

）
高

度
通

信
社

会
に

お
け

る
課

題
解

決
型

研
究

及
び

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の

実
現

に
向

け
た

研
究

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
大

学
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
活

用
研

究
支

援
に

お
い

て
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
新

規
採

択
し

た
研

究
課

題
に

対
す

る
継

続
的

な
支

援
を

実
施

し
た

。
 

・
ま

た
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の
新

規
公

募
を

行
い

、
審

査
・

評
価

委
員

会
で

の
審

査
を

実
施

し
た

上
で

、
新

た
に

支
援

を
行

う
研

究
課

題
を

採
択

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

か
ら

続
く

都
立

大
に

お
け

る
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を

活
用

し
た

研
究

を
更

に
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
新

た
に

、
挑

戦
型

研
究

２
件

、
社

会
実

装
型

研
究

（
長

期
）

１
件

、
社

会
実

装
型

研
究

（
短

期
）

２
件

を
採

択
し

、
都

立
大

に
お

け
る

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

を
活

用
し

た
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

新
た

に
５

件
開

始
さ

れ
、

社
会

実
装

が
期

待
さ

れ
る

研
究

を
推

進
し

た
。

 

－
挑

戦
型

研
究

：
「

超
実

時
間

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
た

め
の

ロ
ボ

ッ
ト

知
能

化
基

盤
技

術
と

５
Ｇ

社
会
」
、
「

６
Ｇ

に
向

け
た

ハ
イ

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

レ
ン

ジ
ポ

ジ
シ

ョ
ニ

ン

グ
技

術
の

創
出

」
 

－
社

会
実

装
型

研
究

（
長

期
）
：
「

”
全

て
の

人
の

手
元

ま
で

”
を

実
現

す
る

マ
イ

ク
ロ

物
流

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」
 

－
社

会
実

装
型

研
究

（
短

期
）
：
「

プ
レ

ス
加

工
D
X
の

た
め

の
５

Ｇ
環

境
I
o
T
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
築

」
、
「
５

Ｇ
通

信
で

遠
隔

マ
ル

チ
ワ

ー
ク

を
可

能
と

す
る

代

理
身

体
シ

ス
テ

ム
の

構
築

」
 

 

※
東

京
都

立
大

学
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
活

用
研

究
支

援
：

都
立

大
に

整
備

さ
れ

た
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を

活
用

し
た

研
究

を
重

点
的

に
支

援
す

る
こ

と
で

、
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0

実
現

の
基

幹
イ

ン
フ

ラ
と

な
る

５
Ｇ

を
は

じ
め

と
す

る
高

速
・

大
容

量
の

移
動

通
信

に
ま

つ
わ

る
課

題
解

決
や

、
社

会
実

装
を

通
じ

た
都

民
生

活
の

向
上

に
資

す
る

都

立
大

な
ら

で
は

の
研

究
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

研
究

支
援

制
度

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
2
1

 
◇

重
点

研
究

分
野

の
設

定
 

③
本

学
の

強
み

、
特

色
を

有
す

る
国

際
的

研
究

拠
点

の
形

成
を

目
指

す
既

設
の

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

そ
の

関
連

分
野

に
対

す
る

戦
略

的
・

重
点

的
支

援
に

よ
り

、
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外

部
資

金
獲

得
額

を
、

平
成

2
6
（

2
0
1
4
）

～
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

の
平

均
獲

得
額

比
で

【
1
5
0
％

以
上

】
に

増
加

さ
せ

る
。

ま
た

、
新

た
な

強
み

と
な

る
研

究
分

野
の

一
層

の
育

成
・

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

終
了

時
に

お
い

て
、

研
究

セ
ン

タ
ー

設
置

数
【

1
2
拠

点
】

を
実

現
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
 

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
②

）
 

◆
【

拡
充

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

共
同

研
究

や
受

託
研

究
の

相
手

先
企

業
等

が
研

究
活

動
を

控
え

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
状

況
で

は
あ

る
が

、
研

究
セ

ン
タ

ー
等

に
対

す
る

積
極

的
な

支
援

を
継

続
し

、
平

成
2
6

（
2
0
1
4
）

～
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

平
均

獲
得

額
対

比
で

外
部

資
金

獲
得

額
1
5
0
％

を

目
指

す
と

と
も

に
、

獲
得

状
況

に
つ

い
て

の
分

析
を

行
う

。
 

    （
２

）
【

継
続

】
都

立
大

に
と

っ
て

新

た
な

強
み

と
な

り
得

る
研

究

グ
ル

ー
プ

の
創

生
を

行
う

と

と
も

に
、

総
合

研
究

推
進

機

構
 
に

お
け

る
戦

略
的

な
研

究

分
野

の
育

成
・

支
援

な
ど

研

究
セ

ン
タ

ー
の

質
の

向
上

に

向
け

た
取

組
を

実
施

す
る

。

（
1
-
2
4
再

掲
）

 

（
１

）
研

究
セ

ン
タ

ー
等

に
対

す
る

積
極

的
な

支
援

に
よ

る
外

部
資

金
獲

得
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
日

本
学

術
振

興
会

（
J
S
P
S
）
、

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

（
J
S
T
）
、

国
立

研
究

開
発

法
人

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

N
E
D
O
）
、

国
立

研
究

開

発
法

人
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
（

A
M
E
D
）

等
の

提
案

公
募

情
報

を
研

究
セ

ン
タ

ー
所

属
の

教
員

に
研

究
内

容
と

の
親

和
性

を
加

味
し

た
上

で
個

別
に

提
供

し
た

。
 

・
省

庁
及

び
資

金
配

分
機

関
の

事
業

担
当

者
と

の
折

衝
の

ほ
か

、
知

財
戦

略
を

含
む

事
業

化
計

画
の

策
定

や
市

場
調

査
、

面
接

対
策

支
援

を
行

う
等

、
申

請
支

援
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
J
S
T
「

戦
略

的
創

造
研

究
推

進
事

業
（

C
R
E
S
T
）
」
、

文
部

科
学

省
「

革
新

的
パ

ワ
ー

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

創
出

基
盤

技
術

研
究

開
発

事
業

」
の

採
択

を
は

じ
め

、
外

部
資

金
獲

得

額
の

向
上

が
な

さ
れ

、
平

成
2
6
（

2
0
1
4
）

～
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

平
均

獲
得

額
対

比
で

研
究

セ
ン

タ
ー

の
外

部
資

金
獲

得
額

は
1
6
4
％

、
研

究
セ

ン
タ

ー
等

（
リ

サ
ー

チ
コ

ア
を

含
む

）
の

外
部

資
金

獲
得

額
は

1
9
5
％

を
達

成
し

た
。
（

図
表

1
-
2
1
-
1
）

 

 

【
図

表
1
-
2
1
-
1
　
研

究
セ
ン
タ
ー

等
外

部
資

金
獲

得
額

】
（
単

位
：
百

万
円

）

2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
4
0
1

5
7
5

1
,2
7
9

1
,2
9
5

1
,2
5
7

9
3
4

9
6
3

1
,2
3
2

1
,0
2
2

1
,1
2
0

1
,4
6
3

※
各

年
度

3
月

3
1
日

時
点

※
研

究
セ
ン
タ
ー

外
部

資
金

獲
得

額
：
　
受

託
研

究
費

等
、
受

託
事

業
費

等
、
補

助
金

、
科

研
費

（
間

接
経

費
含

む
）

研
究

セ
ン
タ
ー

外
部

資
金

獲
得

額
研
究
セ
ン
タ
ー
等
（
リ
サ
ー
チ
コ
ア
を
含
む
）
外
部
資
金
獲
得
額

平
成

2
6
～

2
8
年

度
平

均
獲

得
額

7
5
2

 
 （

２
）

研
究

セ
ン

タ
ー

の
質

の
向

上
に

向
け

た
取

組
 

 
①

新
た

な
研

究
グ

ル
ー

プ
の

創
生

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
と

異
分

野
の

学
内

研
究

者
に

よ
る

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
創

出
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

社
会

構
築

推
進

研
究

セ
ン

タ
ー

と
材

料
工

学
を

専
門

と
す

る
学

内
研

究
者

に
よ

る
新

規
機

能
性

材
料

を
用

い
た

水
素

製
造

技
術

開
発

を
目

指
す

研
究

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
を

創
出

で
き

た
。

 

  
②

研
究

セ
ン

タ
ー

の
質

の
向

上
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

研
究

セ
ン

タ
ー

支
援

）
の

公
募

を
行

い
、

１
課

題
を

採
択

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

長
裁

量
枠

（
研

究
セ

ン
タ

ー
支

援
）

に
採

択
さ

れ
た

研
究

セ
ン

タ
ー

に
対

し
て

若
手

研
究

者
の

雇
用

に
関

す
る

支
援

を
行

い
、

研
究

セ
ン

タ
ー

の
取

組
を

活
性

化
さ

せ
た

。

（
図

表
1
-
2
1
-
2
）

 

 ※
総

合
研

究
推

進
機

構
：

研
究

戦
略

の
立

案
を

行
う

研
究

戦
略

企
画

室
と

、
科

研
費

獲
得

か
ら

産
学

連
携

ま
で

一
貫

し
て

研
究

推
進

を
行

う
研

究
推

進
課

か
ら

構
成

 

さ
れ

、
学

内
の

研
究

活
動

の
更

な
る

活
性

化
と

国
内

外
で

の
研

究
大

学
と

し
て

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

を
目

的
と

し
て

設
置

さ
れ

た
組

織
。
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【
図

表
1
-
2
1
-
2
　
研

究
セ
ン
タ
ー

、
リ
サ
ー

チ
コ
ア
設

置
状

況
】

（
単
位
：
拠
点
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
1
7

1
6

1
6

1
5

1
3

1
3

1
3

4
4

※
各
年
度
3
月
3
1
日
時
点

研
究

セ
ン
タ
ー

数
リ
サ
ー

チ
コ
ア
数
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
2
2

 
◇

研
究

成
果

の
発

信
 

④
質

の
高

い
情

報
コ

ン
テ

ン
ツ

の
実

現
を

図
り

、
多

様
な

情
報

媒
体

の
活

用
や

多
様

な
機

関
等

と
の

連
携

を
通

じ
て

、
研

究
成

果
の

国
内

外
へ

の
効

果
的

な
発

信
を

推
進

し
、

本
学

の

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

更
な

る
向

上
を

図
る

。
ま

た
、

首
都

東
京

に
あ

る
公

立
の

総
合

大
学

と
し

て
、

先
鋭

的
か

つ
複

合
的

に
現

れ
る

様
々

な
大

都
市

課
題

に
対

し
て

、
個

々
の

研
究

成
果

を
分

野
横

断
的

に
重

層
化

・
複

合
化

さ
せ

な
が

ら
実

効
性

の
高

い
解

決
策

を
提

案
す

る
な

ど
、

都
や

世
界

の
諸

都
市

に
そ

の
研

究
成

果
を

広
く

還
元

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
都

立
大

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

の

更
な

る
向

上
を

図
る

た
め

、
国

内
外

へ
の

積
極

的
な

研
究

広
報

を
実

施
す

る
。

 
                                      

（
１

）
国

内
外

へ
の

効
果

的
な

研
究

広
報

活
動

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
研

究
成

果
を

世
界

的
に

閲
覧

数
の

多
い

英
文

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
で

2
4
本

発
表

し
た

。
（

図
表

1
-
2
2
-
1
）

 

・
研

究
広

報
誌

「
M
i
y
a
c
o
l
o
g
y
」

９
号

（
8
/
1
）
、
1
0
号

（
1
0
/
1
）
、

1
1
号

（
2
/
1
）

を
発

行
し

た
。

 

・
つ

く
ば

産
学

連
携

P
F
（

1
0
7
件

）
、

I
N
P
I
T
開

放
特

許
情

報
D
B
（

1
8
2
件

）
に

て
研

究
成

果
（

特
許

情
報

）
の

発
信

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
！

へ
投

稿
し

た
論

文
は

平
均

1
3
,
0
0
0
ペ

ー
ジ

ビ
ュ

ー
を

記
録

し
た

。
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

1
4
万

を
超

え
る

ペ
ー

ジ
ビ

ュ
ー

数
を

記
録

し
た

論
文

を
除

い

た
平

均
ビ

ュ
ー

数
（

9
,
2
6
2
）

を
上

回
り

、
都

立
大

教
員

の
研

究
論

文
を

国
際

的
に

広
報

す
る

と
と

も
に

、
「

M
i
y
a
c
o
l
o
g
y
」

等
に

よ
り

、
国

内
へ

の
研

究
広

報
を

行
っ

た
。

 

 

※
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
：

S
c
i
e
n
c
e
誌

を
発

行
す

る
A
A
A
S
（

ア
メ

リ
カ

科
学

振
興

協
会

）
が

運
営

す
る

世
界

最
大

規
模

の
科

学
ニ

ュ
ー

ス
サ

イ
ト

 

※
つ

く
ば

産
学

連
携

P
F
：

2
3
の

大
学

・
機

構
の

協
働

に
よ

っ
て

運
営

さ
れ

て
い

る
、

技
術

シ
ー

ズ
を

企
業

に
向

け
て

紹
介

す
る

た
め

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
 

※
I
N
P
I
T
開

放
特

許
情

報
D
B
：

独
立

行
法

人
工

業
所

有
権

情
報

・
研

修
館

が
運

営
す

る
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
企

業
、

大
学

、
研

究
機

関
等

の
開

放
特

許
を

一
括

検
索

で

き
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
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                                    （
２

）
◆

【
継

続
】

社
会

情
勢

を
鑑

み
、

オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

も
視

野
に

入
れ

、
都

立
大

の
最

先
端

の
研

究
成

果
を

発
信

す
る

た
め

、
研

究
セ

ン
タ

ー
シ

リ
ー

ズ
「

科
学

が
開

く
未

来
へ

の
扉

」
及

び
都

立
大

教
員

の
専

門
的

か
つ

ユ
ニ

ー
ク

な
研

究
を

紹
介

す
る

「
プ

レ
ミ

ア
ム

講
座

」
や

通
常

講
座

の
「

楽
し

む
科

学
」

の
充

実
化

を
図

る
。

 
   

【
図

表
1
-
2
2
-
1
　

「
E
u
re

k
A

le
rt

!」
掲

載
一

覧
（
令

和
３

年
度

）
】

掲
載

日
教

員
名

　
役

職
研

究
科

（
専

攻
・
学

域
）

ニ
ュ

ー
ス

名

2
0
2
1
年

4
月

3
日

古
市

 泰
郎

 助
教

人
間

健
康

（
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

）
L
e
ss

 s
u
g
ar

, 
p
le

as
e
! 

N
e
w
 s

tu
d
ie

s 
sh

o
w
 l
o
w
 g

lu
co

se
 l
e
v
e
ls

 m
ig

h
t 

as
si

st
 m

u
sc

le
 r

e
p
ai

r

2
0
2
1
年

4
月

1
0
日

柳
 和

宏
 教

授
理

学
（
物

理
）

 B
e
tt

e
r 

m
e
tr

ic
 f
o
r 

th
e
rm

o
e
le

ct
ri

c 
m

at
e
ri

al
s 

m
e
an

s 
b
e
tt

e
r 

d
e
si

g
n
 s

tr
at

e
g
ie

s

2
0
2
1
年

4
月

1
7
日

江
口

 克
之

 准
教

授
理

学
（
生

命
）

N
e
w
 a

m
p
h
ib

io
u
s 

ce
n
ti
p
e
d
e
 s

p
e
ci

e
s 

d
is

co
v
e
re

d
 i
n
 O

k
in

aw
a 

an
d
 T

ai
w
an

 

2
0
2
1
年

5
月

2
2
日

三
好

 洋
美

 准
教

授
S
D

（
機

械
）

F
in

e
r 

to
u
ch

 f
o
r 

tu
n
in

g
 s

te
m

 c
e
ll
 “

fa
te

”
 w

it
h
 s

u
b
st

ra
te

s 
o
f 
v
ar

y
in

g
 s

ti
ff
n
e
ss

2
0
2
1
年

5
月

2
9
日

岡
部

 豊
 名

誉
教

授
森

 弘
之

 教
授

理
学

（
物

理
）

L
e
ss

 i
s 

m
o
re

?
 N

e
w
 t

ak
e
 o

n
 m

ac
h
in

e
 l
e
ar

n
in

g
 h

e
lp

s 
u
s 

"s
ca

le
 u

p
" 

p
h
as

e
 t

ra
n
si

ti
o
n
s

2
0
2
1
年

6
月

2
6
日

安
藤

 香
奈

絵
 准

教
授

理
学

（
生

命
）

T
o
x
ic

it
y
 o

f 
p
ro

te
in

 i
n
v
o
lv

e
d
 i
n
 A

lz
h
e
im

e
r'

s 
tr

ig
g
e
re

d
 b

y
 a

 c
h
e
m

ic
al

 '
sw

it
ch

'

2
0
2
1
年

7
月

3
日

清
水

 徹
英

 准
教

授
S
D

（
機

械
）

S
tr

e
ss

-
fr

e
e
 p

at
h
 t

o
 s

tr
e
ss

-
fr

e
e
 m

e
ta

ll
ic

 f
il
m

s 
p
av

e
s 

th
e
 w

ay
 f
o
r 

n
e
x
t-

g
e
n
 c

ir
cu

it
ry

2
0
2
1
年

7
月

2
4
日

大
久

保
 寛

 准
教

授
S
D

（
電

子
情

報
）

T
w
e
e
ze

rs
 o

f 
so

u
n
d
 c

an
 p

ic
k
 o

b
je

ct
s 

u
p
 w

it
h
o
u
t 

p
h
y
si

ca
l 
co

n
ta

ct

2
0
2
1
年

7
月

1
7
日

高
橋

 洋
 助

教
都

市
環

境
（
地

理
）

N
e
w
 l
o
n
g
-
te

rm
 s

at
e
ll
it
e
 a

n
al

y
si

s 
sh

o
w
s 

“
p
lu

m
”
 r

ai
n
y
 s

e
as

o
n
 w

e
tt

e
r 

n
o
w
 t

h
an

 e
v
e
r 

b
e
fo

re

2
0
2
1
年

9
月

1
3
日

廣
田

 耕
志

 教
授

理
学

（
化

学
）

B
e
tt

e
r 

in
 p

ai
rs

: 
P
ro

te
in

s 
ca

n
 h

e
lp

 e
ac

h
 o

th
e
r 

b
in

d
 t

o
 D

N
A

2
0
2
1
年

1
0
月

2
3
日

柳
 和

宏
 教

授
理

学
（
物

理
）

A
to

m
ic

 S
ca

le
 “

la
sa

g
n
a”

 k
e
e
p
s 

h
e
at

 a
t 

b
ay

2
0
2
1
年

1
0
月

3
0
日

堀
田

 貴
嗣

 教
授

理
学

（
物

理
）

T
h
re

e
-
ch

an
n
e
l 
K

o
n
d
o
 e

ff
e
ct

 d
is

co
v
e
re

d
 i
n
 c

u
b
ic

 h
o
lm

iu
m

 c
o
m

p
o
u
n
d

2
0
2
1
年

1
1
月

1
3
日

野
澤

 昌
文

 准
教

授
理

学
（
生

命
）

U
n
iv

e
rs

al
 t

ra
it
s 

sp
o
tt

e
d
 i
n
 e

ar
ly

 e
v
o
lu

ti
o
n
 o

f 
se

x
 c

h
ro

m
o
so

m
e
s

2
0
2
1
年

1
2
月

1
1
日

坂
井

 貴
臣

 教
授

理
学

（
生

命
）

H
o
w
 c

an
 a

 p
ro

te
in

 h
e
lp

 u
s 

re
m

e
m

b
e
r?

2
0
2
1
年

1
2
月

1
8
日

大
澤

 剛
士

 准
教

授
都

市
環

境
（
地

理
）

S
ta

y
in

g
 a

 s
te

p
 a

h
e
ad

 o
f 
in

v
as

iv
e
 i
n
se

ct
 s

p
e
ci

e
s 

w
it
h
 c

o
m

p
u
te

r 
si

m
u
la

ti
o
n
s

2
0
2
2
年

1
月

1
日

三
好

 洋
美

 准
教

授
S
D

（
機

械
）

C
h
an

g
in

g
 “

sp
o
n
g
in

e
ss

”
 o

f 
ce

ll
 n

u
cl

e
i 
h
e
lp

 t
h
e
m

 d
e
ci

d
e
 t

h
e
ir

 f
u
tu

re

2
0
2
2
年

1
月

2
9
日

宮
田

 耕
充

　
准

教
授

理
学

（
物

理
）

S
ci

e
n
ti
st

s 
w
e
av

e
 a

to
m

ic
al

ly
 t

h
in

 w
ir

e
s 

in
to

 r
ib

b
o
n
s

2
0
2
2
年

2
月

1
9
日

首
藤

 登
志

夫
　

教
授

都
市

環
境

（
応

化
）

N
e
tw

o
rk

 m
o
d
e
ls

 m
ay

 h
e
lp

 u
s 

u
n
d
e
rs

ta
n
d
 t

h
e
 s

p
re

ad
 o

f 
n
e
w
 v

ar
ia

n
ts

 i
n
 a

 p
an

d
e
m

ic

2
0
2
2
年

2
月

1
2
日

栗
田

　
玲

　
教

授
理

学
（
物

理
）

S
u
rp

ri
si

n
g
 c

o
m

p
le

x
it
y
 i
n
 s

im
p
le

 p
ar

ti
cl

e
 m

o
d
e
l 
o
f 
co

m
p
o
si

te
 m

at
e
ri

al
s

2
0
2
2
年

2
月

5
日

安
藤

 香
奈

絵
 准

教
授

理
学

（
生

命
）

K
e
y
 a

m
in

o
 a

ci
d
 i
n
 h

e
m

e
 p

ro
d
u
ct

io
n
 h

e
lp

s 
fi
g
h
t 

ag
in

g
 i
n
 m

u
sc

le
s

2
0
2
2
年

2
月

2
6
日

坂
元

尚
哉

　
准

教
授

S
D

（
機

械
）

S
ci

e
n
ti
st

s 
d
is

co
v
e
r 

m
e
ch

an
is

m
 b

e
h
in

d
 h

o
w
 c

e
rt

ai
n
 o

sm
o
ly

te
s 

ca
u
se

 k
id

n
e
y
 d

am
ag

e

2
0
2
2
年

3
月

5
日

久
冨

木
 志

郎
 准

教
授

理
学

（
化

学
）

B
re

ak
in

g
 d

o
w
n
 h

o
w
 “

si
n
g
le

-
at

o
m

”
 c

at
al

y
st

s 
h
e
lp

 r
e
m

o
v
e
 o

rg
an

ic
 p

o
ll
u
ta

n
ts

2
0
2
2
年

3
月

1
2
日

金
村

 聖
志

　
教

授
都

市
環

境
（
応

化
）

Io
n
ic

 l
iq

u
id

s 
m

ak
e
 a

 s
p
la

sh
 i
n
 n

e
x
t-

g
e
n
 s

o
li
d
-
st

at
e
 l
it
h
iu

m
 m

e
ta

l 
b
at

te
ri

e
s

2
0
2
2
年

3
月

1
9
日

谷
 茉

莉
　

助
教

理
学

（
物

理
）

S
ci

e
n
ti
st

s 
u
n
co

v
e
r 

si
m

p
le

 s
tr

at
e
g
ie

s 
fo

r 
k
e
e
p
in

g
 f
o
am

s 
o
n
 w

al
ls

 
 （

２
）

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
講

座
に

お
け

る
学

術
研

究
成

果
の

発
信

【
特

記
事

項
Ⅰ

-
４

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

専
用

講
座

「
オ

ン
ラ

イ
ン

ス
ペ

シ
ャ

ル
」

を
開

講
し

た
。

全
国

か
ら

多
数

の
申

込
み

が
あ

り
、

大
学

・
O
U
の

P
R
に

繋
が

っ
た

と
と

も
に

、
新

た
な

受
講

者

層
を

獲
得

し
た

。
 

・
高

校
生

の
受

講
料

は
無

料
と

し
た

た
め

、
全

国
の

高
校

生
が

受
講

し
、

大
学

の
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

に
貢

献
し

た
。

 

       

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　２　研究に関する目標を達成するための措置

－ 85 －



（
３

）
◆

【
継

続
】

社
会

情
勢

を
鑑

み
、

オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

も
視

野
に

入
れ

、
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

い
て

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ

ン
・

セ
ン

タ
ー

（
高

大
連

携
室

）
と

連
携

し
、

高
校

生
向

け
講

座
を

開
講

す
る

。
 

（
３

）
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

け
る

高
校

生
向

け
講

座
の

開
講

【
特

記
事

項
Ⅰ

-
４

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
都

立
大

で
研

究
・

教
育

に
携

わ
る

教
員

が
、

大
学

で
の

研
究

内
容

や
実

際
の

授
業

の
様

子
を

紹
介

す
る

講
座

を
、

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
、

都
立

大
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
セ

ン
タ

ー
高

大
連

携
室

と
の

共
催

に
よ

り
オ

ン
ラ

イ
ン

で
高

校
生

向
け

に
実

施
し

た
。

 

・
「

大
学

で
学

ぶ
と

は
ど

う
い

う
こ

と
か

考
え

て
み

よ
う

」
な

ど
今

後
の

進
路

の
参

考
に

な
る

講
座

も
実

施
し

た
。

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

実
施

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
全

国
の

高
校

生
が

受
講

し
た

。
（

大
学

授
業

体
験

シ
リ

ー
ズ

の
申

込
者

は
2
7
8
名

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ス
ペ

シ
ャ

ル
講

座
の

高

校
生

計
で

は
6
5
0
名

）
 

・
「

地
域

学
を

は
じ

め
よ

う
」

及
び

「
人

口
減

少
時

代
の

都
市

計
画

・
ま

ち
づ

く
り

」
に

関
し

て
は

東
京

都
教

育
庁

の
働

き
か

け
も

あ
り

、
探

究
学

習
の

一
環

と
し

て
両

国

高
校

の
生

徒
3
0
名

と
担

当
教

師
が

受
講

し
た

。
 

・
大

学
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

に
貢

献
し

た
だ

け
で

な
く

、
都

立
大

の
受

験
意

向
率

向
上

に
も

繋
が

っ
た

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

７７
  

研研
究究

実実
施施

体体
制制

等等
 

２
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

研
究

実
施

体
制

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

○
学

術
研

究
の

動
向

や
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
へ

迅
速

か
つ

柔
軟

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

分
野

を
越

え
た

研
究

交
流

に
よ

る
新

た
な

研
究

分
野

創
生

等
の

た
め

、
組

織
的

か
つ

戦
略

的
に

研
究

を
推

進
す

る
。

 

○
若

手
研

究
者

の
育

成
や

学
内

外
と

の
連

携
等

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

研
究

者
が

快
適

な
環

境
で

研
究

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
研

究
に

関
す

る
予

算
や

設
備

等
を

有
効

に
活

用
す

る
等

、
効

果
的

な
支

援
体

制
や

環
境

を
整

備
す

る
。

 

○
女

性
研

究
者

や
障

害
の

あ
る

研
究

者
、

外
国

人
研

究
者

等
を

含
め

、
全

て
の

構
成

員
が

、
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
安

心
し

て
研

究
に

取
り

組
め

る
よ

う
、

ソ
フ

ト
・

ハ
ー

ド
両

面
に

お
け

る
研

究
環

境
を

整
備

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
２

）
研

究
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る

た
め

の
措

置
 

◇
組

織
的

か
つ

戦
略

的
な

研
究

推
進

の
取

組
 

【
1
-
2
3
】

①
全

学
的

か
つ

戦
略

的
な

研
究

支
援

事
業

を

強
化

す
る

た
め

に
、

総
合

研
究

推
進

機
構

の
活

動
を

一
層

広
げ

、
研

究
推

進
体

制
の

更
な

る
充

実
を

図
る

。
 

 【
1
-
2
4
】

②
新

た
な

研
究

分
野

創
生

へ
の

挑
戦

を
重

点

的
に

支
援

す
る

た
め

に
、

研
究

費
や

研
究

ス
ペ

ー
ス

を
戦

略
的

・
効

果
的

に
配

分

し
、

そ
の

進
捗

管
理

を
徹

底
す

る
な

ど
、

組
織

的
・

総
合

的
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
強

化
を

通
じ

て
、

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
・

強
化

す
る

。
 

 【
1
-
2
5
】

③
研

究
力

強
化

を
図

る
た

め
、

世
界

ト
ッ

プ

レ
ベ

ル
の

外
国

人
研

究
者

を
招

へ
い

す
る

仕
組

み
を

構
築

す
る

。
 

 ◇
研

究
支

援
体

制
及

び
環

境
の

整
備

 

【
1
-
2
6
】

④
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム

の
実

施
を

通
じ

て
、

本
学

の
国

際
交

流
・

研
究

活
動

の
将

来
を

担
う

研
究

者
の

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

推
進

し
、

今
後

の
グ

ロ
ー

バ
ル

な
研

究
交

流
の

発
展

の
基

礎
を

築
い

て
い

く
。

 

 【
1
-
2
7
】

⑤
国

際
的

な
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

に

よ
る

国
際

共
同

研
究

や
人

材
交

流
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
及

び
外

国
機

関
と

の
共

2
9  

【
1
-
2
5
】

研
究

力
強

化
を

図
る

た
め

、
６

名
の

外
国

人
研

究
者

を
招

へ
い

し

た
。

 

【
1
-
2
7
】

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
２

件
、

外
国

機
関

と
の

共

同
・

受
託

研
究

契
約

件
数

６
件

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
2
8
】

科
研

費
新

規
採

択
率

を
【

2
6
.
3
％

】
と

し
、

国
の

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

２
件

】
の

採
択

を
獲

得
し

た
。

 

【
1
-
2
9
】

研
究

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

の
設

立
準

備
委

員
会

を
設

置

し
た

。
 

【
1
-
3
0
】

研
究

セ
ン

タ
ー

に
所

属
す

る
外

国
人

研
究

者
比

率
は

【
1
2
.
8
％

】

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
3
0
】

全
学

の
女

性
教

員
比

率
が

【
1
9
.
8
％

】
に

な
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
全

学
の

女
性

教
員

比
率

が
1
9
.
8
%
で

目
標

の
2
0
%
を

ほ
ぼ

達
成

で
き

た
こ

と

を
評

価
す

る
。

今
後

、
女

性
研

究
者

や
外

国
人

研
究

者
の

増
加

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

彼
ら

が
働

き
や

す
い

環
境

づ
く

り
に

努
め

る
こ

と
を

望

む
。

 

・
科

学
研

究
費

補
助

金
の

新
規

採
択

率
が

前
年

度
の

3
0
.
6
%
か

ら
大

き
く

下
が

り
2
6
.
3
%
で

あ
っ

た
。

平
成

2
4
年

度
、

2
5
年

度
は

3
5
%
前

後
で

あ
り

、
下

降
傾

向
に

あ
る

。
ま

ず
は

、
新

規
採

択
率

3
0
％

の
回

復
を

期
待

す
る

。
 

3
0  

【
1
-
2
3
】

戦
略

的
な

研
究

支
援

を
行

う
た

め
傾

斜
的

研
究

費
（

全
学

分
）

学

長
裁

量
枠

を
見

直
し

た
。

 
【

1
-
2
5
】

研
究

力
強

化
を

図
る

た
め

、
3
0

名
の

外
国

人
研

究
者

を
招

へ
い

し

た
。

 

【
1
-
2
7
】

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
４

件
、

外
国

機
関

と
の

共

同
・

受
託

研
究

契
約

件
数

３
件

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
2
8
】

科
研

費
新

規
採

択
率

（
挑

戦
的

研
究

（
萌

芽
・

開
拓

）
を

除
く

）

を
【

2
7
.
6
％

】
と

し
、

国
の

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

【
２

件
】

の
採

択
を

獲
得

し
た

。
 

【
1
-
2
9
】

研
究

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

た
。

 
【

1
-
3
0
】

研
究

セ
ン

タ
ー

に
所

属
す

る
外

国
人

研
究

者
比

率
が

【
1
4
.
3
％

】

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
3
0
】

全
学

の
女

性
教

員
比

率
が

【
2
0
.
5
％

】
に

な
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
1
0
回

の
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
、

海
外

研
究

者
3
0
名

の
招

へ
い

を

行
う

な
ど

、
国

際
共

同
研

究
体

制
を

構
築

す
る

た
め

の
基

盤
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
女

性
教

員
比

率
は

年
々

高
ま

っ
て

お
り

、
平

成
3
0
年

度
に

は
2
0
.
5
％

と
な

り
、

2
0
％

以
上

と
い

う
目

標
を

達
成

し
た

。
 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
に

所
属

す
る

外
国

人
研

究
者

は
平

成
2
9
年

度
に

比
べ

て
増

加
し

て
い

る
が

、
目

標
の

3
0
％

に
達

す
る

よ
う

、
更

な
る

努
力

が
望

ま
れ

る
。

 

・
科

学
研

究
費

補
助

金
の

新
規

採
択

率
は

、
国

に
よ

る
研

究
種

目
の

見
直

し

等
も

あ
り

、
平

成
2
8

年
度

以
前

と
比

較
す

る
と

、
低

位
に

推
移

し
て

い

る
。

今
後

も
学

内
で

更
な

る
分

析
を

進
め

、
様

々
な

支
援

の
検

討
が

求
め

ら
れ

る
。

 

元  

【
1
-
2
5
】

研
究

力
強

化
を

図
る

た
め

、
6
5

名
の

外
国

人
研

究
者

を
招

へ
い

し

た
。

 

【
1
-
2
7
】

国
際

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
８

件
、

国
際

共
同

研
究

契

約
数

３
件

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
2
8
】

科
研

費
新

規
採

択
率

（
挑

戦
的

研
究

（
萌

芽
・

開
拓

）
を

除
く

）

を
【

3
4
.
1
％

】
と

し
、

国
の

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

【
１

件
】

の
採

択
を

獲
得

し
た

。
 

【
1
-
2
9
】

文
部

科
学

省
の

先
端

研
究

基
盤

共
用

促
進

事
業

（
研

究
機

器
相

互

利
用

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

導
入

実
証

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

S
H
A
R
E
）
）

に
採

択

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
科

学
研

究
費

補
助

金
の

新
規

採
択

率
の

向
上

に
向

け
て

、
組

織
的

に
申

請

書
類

の
作

成
支

援
等

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

新
規

採
択

率
（
「

挑
戦

的
研

究
」

を
除

く
。
）

は
、

平
成

3
0

年
度

の
2
7
.
6
％

か
ら

令
和

元
年

度
の

3
4
.
1
％

へ
と

大
幅

に
向

上
し

て
い

る
。

 

・
全

学
の

女
性

教
員

比
率

は
中

期
計

画
の

目
標

の
2
0
％

を
上

回
る

2
0
．

5
％

に

達
し

て
い

る
。

 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外
国

人
研

究
者

比
率

は
、

平
成

3
0
年

度
の

1
4
.
3
％

か
ら

令
和

元
年

度
の

1
9
.
2
％

へ
と

向
上

し
て

い
る

が
、

中
期

計
画

の
目

標
の
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同
・

受
託

研
究

契
約

件
数

を
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

累
計

件
数

比
で

【
2
0
0
％

以
上

】
と

す
る

。
 

 【
1
-
2
8
】

⑥
研

究
計

画
調

書
の

作
成

支
援

や
ヒ

ア
リ

ン

グ
審

査
支

援
を

行
う

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

競
争

的
資

金
獲

得
の

強
化

を
図

り
、

科
研

費
新

規
採

択
率

を
【

3
0
％

以
上

】
に

す
る

と
と

も
に

、
国

の
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

【
1
2
件

以

上
】

の
採

択
を

獲
得

す
る

。
 

 【
1
-
2
9
】

⑦
基

本
的

な
研

究
施

設
・

設
備

の
共

用
化

、

維
持

管
理

の
一

元
化

を
図

る
た

め
、
【

平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

研
究

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

を
設

置
し

、
研

究
施

設
・

設
備

の
戦

略
的

な
運

用
体

制
を

構
築

す
る

。
ま

た
、

先
端

研
究

環
境

の
整

備
を

図
り

、
国

内
外

に
研

究
機

関
と

し
て

の
魅

力
発

信
を

可
能

と
す

る
こ

と
で

、
共

同
研

究
の

推
進

に
つ

な
げ

て
い

く
。

 

 ◇
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

 

【
1
-
3
0
】

⑧
多

様
な

研
究

者
が

安
心

し
て

研
究

に
取

り

組
め

る
よ

う
、

制
度

面
・

施
設

面
に

お
け

る
環

境
整

備
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

研
究

セ
ン

タ
ー

に
所

属
す

る
外

国
人

研
究

者
比

率
【

3
0
％

以
上

】
、

全
学

の
女

性
教

員
比

率
【

2
0
％

以
上

】
を

実
現

す
る

。
 

さ
れ

た
。

 

【
1
-
3
0
】

研
究

セ
ン

タ
ー

に
所

属
す

る
外

国
人

研
究

者
比

率
が

【
1
9
.
2
％

】

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
3
0
】

全
学

の
女

性
教

員
比

率
が

【
2
0
.
5
％

】
に

な
っ

た
。

 

【
1
-
3
0
】

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

実
現

の
た

め
の

支
援

制
度

に
つ

い

て
見

直
し

を
行

う
こ

と
で

、
利

用
者

に
と

っ
て

よ
り

ラ
イ

フ
イ

ベ

ン
ト

に
応

じ
た

柔
軟

か
つ

効
果

的
な

制
度

改
正

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
3
0
】

一
時

保
育

施
設

に
お

い
て

外
国

籍
の

利
用

者
増

に
と

も
な

い
、

翻

訳
機

を
導

入
し

、
多

言
語

対
応

の
体

制
を

整
え

た
。

 

3
0
％

に
向

け
、

更
な

る
取

組
を

期
待

す
る

。
 

   

２  

【
1
-
2
3
】

戦
略

的
か

つ
組

織
的

な
研

究
推

進
に

取
り

組
み

、
文

部
科

学
省

の

補
助

事
業

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

に
向

け
た

大
学

フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

創
設

事
業

」
に

採
択

さ
れ

た
。

 

【
1
-
2
3
】

公
募

事
業

に
お

け
る

申
請

支
援

体
制

を
強

化
し

、
J
S
T
の

創
発

的
研

究
支

援
事

業
を

は
じ

め
、

多
数

の
事

業
に

採
択

さ
れ

た
。

 

【
1
-
2
5
】

ト
ッ

プ
研

究
者

を
招

へ
い

す
る

た
め

の
仕

組
み

や
研

究
環

境
等

の

整
備

を
進

め
た

。
 

【
1
-
2
7
】

国
際

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
1
2
件

、
国

際
共

同
研

究
契

約
数

３
件

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
2
8
】

科
研

費
新

規
採

択
率

（
挑

戦
的

研
究

（
萌

芽
・

開
拓

）
を

除
く

）

は
【

3
2
.
7
％

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
2
8
】

国
の

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

１
件

】
獲

得
し

た
。

 

【
1
-
2
9
】

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

整
備

に
向

け
た

ア
ン

テ
ナ

等
設

置
工

事
を

実

施
し

、
国

内
最

大
級

と
な

る
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

運

用
を

開
始

し
た

 

【
1
-
2
9
】

５
Ｇ

事
業

の
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

、
7
8
1
名

が
参

加
し

た
。

 

【
1
-
3
0
】

研
究

セ
ン

タ
ー

に
所

属
す

る
外

国
人

研
究

者
比

率
が

【
2
0
.
9
％

】

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
3
0
】

全
学

の
女

性
教

員
比

率
が

【
2
0
.
3
％

】
に

な
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
U
R
A
を

中
心

と
し

た
研

究
支

援
体

制
を

強
化

し
、

文
部

科
学

省
の

補
助

事
業

で
あ

る
「

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

向
け

た
大

学
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

創
設

事
業

」
の

ほ
か

、
資

金
配

分
機

関
の

公
募

事
業

等
に

多
数

採
択

さ
れ

た
。

 

・
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

1
2
件

、
国

際
共

同
研

究
契

約
を

３
件

締

結
し

、
国

外
の

大
学

や
研

究
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
た

。
 

・
令

和
２

年
度

の
科

研
費

新
規

採
択

率
（

挑
戦

的
研

究
（

開
拓

・
萌

芽
）

を

除
く

）
は

3
2
.7

％
と

な
り

、
令

和
元

年
度

の
大

幅
な

改
善

状
態

を
引

き
続

き
維

持
し

た
。

 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外
国

人
研

究
者

比
率

は
、

令
和

元
年

度
の

1
9
.
2
％

か

ら
、

令
和

２
年

度
は

2
0
.
9
％

へ
と

向
上

し
て

い
る

が
、

中
期

計
画

の
目

標

で
あ

る
3
0
％

の
達

成
に

向
け

、
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。

 

３ 

【
1
-
2
3
】

J
S
T
「

次
世

代
研

究
者

挑
戦

的
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

採
択

さ
れ

た
。

 

【
1
-
2
5
】

ト
ッ

プ
研

究
者

の
招

へ
い

に
関

す
る

制
度

の
構

築
、

施
設

改
修

や

研
究

機
器

整
備

等
を

実
施

し
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

ト
ッ

プ
研

究
者

１
名

の
招

へ
い

が
決

定
し

た
。

 

【
1
-
2
7
】

国
際

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
1
1
件

、
国

際
共

同
研

究
契

約
数

２
件

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
2
8
】

科
研

費
新

規
採

択
率

（
挑

戦
的

研
究

（
萌

芽
・

開
拓

）
を

除
く

）

は
【

3
4
.
5
％

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
2
8
】

国
の

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

１
件

】
獲

得
し

た
。

 

【
1
-
2
9
】

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

、
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

の
合

計
1
6
教

室
に

お
い

て
、

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

を
活

用
し

た
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

受
講

環

境
を

整
備

し
た

。
 

【
1
-
3
0
】

研
究

セ
ン

タ
ー

に
所

属
す

る
外

国
人

研
究

者
比

率
が

【
2
0
.
8
％

】

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
3
0
】

全
学

の
女

性
教

員
比

率
が

【
2
0
.
6
％

】
に

な
っ

た
。
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第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
U
R
A
を

中
心

と
し

た
研

究
支

援
体

制
が

強
化

さ
れ

、
各

種
公

募
事

業
等

の
採

択
増

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
 

・
中

期
計

画
に

お
け

る
、

国
際

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

及
び

国
際

共
同

研
究

契
約

数
に

関
す

る
目

標
や

科
研

費
新

規
採

択
率

に
関

す
る

目
標

の
達

成
が

可
能

な
見

込
で

あ
る

。
 

・
国

の
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

1
2
件

以
上

の
採

択
を

目
指

す
目

標
が

達
成

で
き

る
よ

う
、

更
な

る
取

組
の

推
進

を
期

待
す

る
。

 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外
国

人
研

究
者

比
率

は
、

令
和

２
年

度
時

点
で

2
0
.
9
％

ま
で

向
上

し
て

い
る

が
、

中
期

計
画

の
目

標
で

あ
る

3
0
％

の
達

成
に

向
け

、
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
2
3
 

２
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

研
究

実
施

体
制

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
組

織
的

か
つ

戦
略

的
な

研
究

推
進

の
取

組
 

 

①
全

学
的

か
つ

戦
略

的
な

研
究

支
援

事
業

を
強

化
す

る
た

め
に

、
総

合
研

究
推

進
機

構
の

活
動

を
一

層
広

げ
、

研
究

推
進

体
制

の
更

な
る

充
実

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

拡
充

】
総

合
研

究
推

進
機

構
に

お

い
て

、
組

織
的

か
つ

戦
略

的
な

研
究

支
援

事
業

を
実

施
す

る
。

 

（
１

）
総

合
研

究
推

進
機

構
に

お
け

る
組

織
的

か
つ

戦
略

的
な

研
究

支
援

事
業

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
U
R
A
が

主
体

と
な

り
、

文
部

科
学

省
の

概
算

要
求

の
分

析
、

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

（
J
S
T
）

担
当

者
と

の
折

衝
、

申
請

書
の

作
成

等
を

行
い

、
J
S
T
の

博
士

後
期

課
程

学
生

支
援

事
業

「
次

世
代

研
究

者
挑

戦
的

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
申

請
を

行
っ

た
。

 

・
U
R
A
ラ

イ
ン

内
で

の
勉

強
会

及
び

文
部

科
学

省
や

J
S
T
等

の
外

部
機

関
が

開
催

す
る

各
種

セ
ミ

ナ
ー

に
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
で

U
R
A
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

り
、

申

請
支

援
体

制
を

強
化

し
た

。
 

・
政

策
動

向
や

各
省

庁
の

概
算

要
求

分
析

、
公

募
事

業
情

報
の

収
集

、
担

当
省

庁
や

資
金

配
分

機
関

と
の

折
衝

、
他

大
学

の
動

向
調

査
、

教
員

の
研

究
領

域
を

踏
ま

え
作

成
し

た
要

約
資

料
を

生
か

し
た

外
部

資
金

情
報

の
効

率
的

な
周

知
、

申
請

書
の

作
成

支
援

及
び

プ
レ

ゼ
ン

資
料

の
作

成
支

援
や

質
疑

応
答

案
の

協
議

と
い

っ
た

面
接

支

援
等

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
J
S
T
「

次
世

代
研

究
者

挑
戦

的
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

採
択

さ
れ

、
2
0
名

の
博

士
後

期
課

程
学

生
の

支
援

が
可

能
と

な
っ

た
。

 

・
支

援
の

結
果

、
J
S
T
「

次
世

代
研

究
者

挑
戦

的
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

外
に

も
、

多
数

の
提

案
公

募
事

業
が

採
択

さ
れ

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
2
4

 
②

新
た

な
研

究
分

野
創

生
へ

の
挑

戦
を

重
点

的
に

支
援

す
る

た
め

に
、

研
究

費
や

研
究

ス
ペ

ー
ス

を
戦

略
的

・
効

果
的

に
配

分
し

、
そ

の
進

捗
管

理
を

徹
底

す
る

な
ど

、
組

織
的

・
総

合
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

強
化

を
通

じ
て

、
分

野
横

断
的

・
学

際
的

な
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

・
強

化
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
都

立
大

に
と

っ
て

新
た

な

強
み

と
な

り
得

る
研

究
グ

ル
ー

プ
の

創
生

を
行

う
と

と
も

に
、

総
合

研
究

推
進

機
構

に
お

け
る

戦
略

的
な

研
究

分
野

の
育

成
・

支
援

な
ど

研
究

セ
ン

タ
ー

の
質

の
向

上
に

向
け

た
取

組
を

実
施

す
る

。
（

1
-
2
1
再

掲
）

 

    （
２

）
【

継
続

】
U
R
A
と

事
務

職
員

が
協

働
し

て
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

運
営

す
る

体
制

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
研

究
推

進
課

全
体

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ス

キ
ル

の
向

上
を

図
る

。
 

     （
３

）
【

拡
充

】
若

手
研

究
者

を
中

心
に

、

戦
略

的
に

研
究

費
を

配
分

す
る

こ
と

で
、

都
立

大
の

将
来

を
担

う
研

究
者

の
支

援
・

育
成

を
積

極
的

に
推

進
す

る
。

 

（
１

）
研

究
セ

ン
タ

ー
の

質
の

向
上

に
向

け
た

取
組

【
中

期
計

画
番

号
1
－

2
1
参

照
】

 

①
新

た
な

研
究

グ
ル

ー
プ

の
創

生
 

 
（

要
点

）
 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
と

異
分

野
の

学
内

研
究

者
に

よ
る

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
創

出
を

検
討

し
、

水
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
社

会
構

築
推

進
研

究
セ

ン
タ

ー
と

材
料

工
学

を
専

門
と

す
る

学
内

研
究

者
に

よ
る

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
創

出
で

き
た

。
 

  
②

研
究

セ
ン

タ
ー

の
質

の
向

上
に

向
け

た
取

組
 

（
要

点
）

 

・
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

研
究

セ
ン

タ
ー

支
援

）
の

公
募

を
行

い
、

１
課

題
を

採
択

す
る

こ
と

で
、

研
究

セ
ン

タ
ー

に
対

し
て

若
手

研
究

者
の

雇
用

に
関

す
る

支
援

を
行

い
、

研
究

セ
ン

タ
ー

の
取

組
を

活
性

化
さ

せ
た

。
 

 （
２

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ス

キ
ル

向
上

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
一

般
社

団
法

人
大

学
技

術
移

転
協

議
会

等
の

外
部

機
関

が
開

催
す

る
各

種
セ

ミ
ナ

ー
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

し
、

U
R
A

及
び

事
務

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
っ

た
。

 

・
リ

サ
ー

チ
・

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

協
議

会
の

オ
ン

ラ
イ

ン
年

次
大

会
に

U
R
A
が

参
加

し
、

他
大

学
の

動
向

や
事

例
を

調
査

・
研

修
し

、
研

究
支

援
業

務
の

専
門

性
向

上
に

取
り

組
ん

だ
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
U
R
A
と

事
務

職
員

と
の

協
働

体
制

が
強

化
さ

れ
、

１
件

の
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

運
営

が
効

率
的

に
展

開
さ

れ
た

。
 

・
他

大
学

の
動

向
や

事
例

を
調

査
・

研
修

し
た

こ
と

に
よ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ス
キ

ル
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
 

 （
３

）
将

来
を

担
う

若
手

研
究

者
の

支
援

・
育

成
の

推
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
大

学
若

手
研

究
者

等
選

抜
型

研
究

支
援

に
お

い
て

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

及
び

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
新

規
採

択
し

た
研

究
課

題
に

対
し

、
研

究
課

題
の

遂
行

に
必

要
な

経
費

に
つ

い
て

、
計

画
を

確
認

し
た

上
で

配
分

す
る

継
続

的
な

支
援

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
新

規
公

募
を

行
い

、
専

門
部

会

で
の

審
査

を
実

施
し

た
上

で
、

新
た

に
支

援
を

行
う

研
究

課
題

を
採

択
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

か
ら

継
続

す
る

研
究

課
題

に
お

い
て

、
都

立
大

の
将

来
を

担
う

若
手

研
究

者
等

の
支

援
・

育
成

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

東
京

都
立

大
学

若
手

研
究

者
等

選
抜

型
研

究
支

援
の

公
募

に
お

い
て

、
重

点
研

究
（

先
駆

的
か

つ
独

創
的

な
研

究
と

認
め

ら
れ

、
新

た
な

研
究

領
域

の
創

生
に

資
す

る
基

礎
研

究
又

は
応

用
研

究
）

１
件

、
有

望
研

究
（

都
立

大
の

強
み

と
な

り
得

る
研

究
領

域
の

創
生

に
資

す
る

基
礎

研
究

又
は

応
用

研
究

）
３

件

を
採

択
し

た
。

 

 

※
東

京
都

立
大

学
若

手
研

究
者

等
選

抜
型

研
究

支
援

：
国

際
的

に
先

駆
的

か
つ

独
創

的
な

優
れ

た
研

究
を

重
点

的
に

支
援

す
る

こ
と

で
都

立
大

の
将

来
を

担
う

研
究

者
の

育
成

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
研

究
支

援
制

度
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
2
5

 
③

研
究

力
強

化
を

図
る

た
め

、
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

外
国

人
研

究
者

を
招

へ
い

す
る

仕
組

み
を

構
築

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
②

）
 

◆
【

継
続

】
コ

ロ
ナ

禍
を

踏
ま

え

た
上

で
、

海
外

の
有

力
な

研
究

者

や
研

究
機

関
と

の
連

携
強

化
の

た

め
、

研
究

セ
ン

タ
ー

の
主

催
す

る

イ
ベ

ン
ト

等
に

お
け

る
海

外
の

研

究
者

の
招

へ
い

を
積

極
的

に
支

援

す
る

。
 

             （
２

）
【

拡
充

】
研

究
力

の
更

な
る

向
上

に

向
け

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

か
ら

ト
ッ

プ
研

究
者

を
招

へ
い

す
る

た

め
、

必
要

な
仕

組
み

や
研

究
環

境
等

の
整

備
を

進
め

る
。

 

（
１

）
海

外
の

有
力

な
研

究
者

等
と

の
連

携
強

化
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
海

外
の

研
究

者
や

研
究

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
た

め
、

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

開
催

支
援

を
４

件
採

択
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
３

つ
の

研
究

セ
ン

タ
ー

、
リ

サ
ー

チ
コ

ア
に

お
い

て
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

主
催

し
、

海
外

研
究

者
８

名
に

登
壇

を
依

頼
し

た
。

ま
た

、
当

日
は

延
べ

2
7
5
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。
（

図
表

1
-
2
5
-
1
）

 

 

【
図

表
1
-
2
5
-
1
　

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
の

開
催

（
令

和
３

年
度

）
】

日
付

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
名

研
究

セ
ン

タ
ー

名
招

へ
い

し
た

外
国

人
研

究
者

数

令
和

3
年

1
0
月

2
8
日

C
c
S
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
2
0
2
1

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
リ
サ
ー
チ
コ
ア

2
名

令
和

3
年

1
2
月

1
1
日

W
o
r
k
s
h
o
p
 
o
n
 
t
h
e
r
m
a
l
 
a
n
d
 
c
h
a
r
g
e
 
t
r
a
n
s
p
o
r
t

a
c
r
o
s
s
 
f
l
e
x
i
b
l
e
 
n
a
n
o
i
n
t
e
r
f
a
c
e
s
 
(
T
C
T
F
N
2
0
2
1
)

超
伝

導
理

工
学

研
究

セ
ン

タ
ー

1
名

令
和

4
年

3
月

4
日

t
h
e
 
4
t
h
 
F
o
r
u
m
 
o
n
 
S
o
c
i
a
l
 
B
i
g
 
D
a
t
a
 
i
n
 
D
i
g
i
t
a
l
 
E
c
o
s
y
s
t
e
m
s

ソ
ー

シ
ャ

ル
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
研

究
セ

ン
タ

ー
2
名

令
和

4
年

3
月

8
日

C
c
S
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
S
e
m
i
n
a
r

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
リ
サ
ー
チ
コ
ア

3
名

 
 （

２
）

ト
ッ

プ
研

究
者

を
招

へ
い

す
る

た
め

の
仕

組
み

や
研

究
環

境
等

の
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ト

ッ
プ

研
究

者
の

招
へ

い
に

向
け

、
関

係
す

る
制

度
の

構
築

等
を

行
う

と
と

も
に

、
施

設
改

修
や

研
究

機
器

整
備

等
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
ト

ッ
プ

研
究

者
の

研
究

環
境

が
整

う
と

と
も

に
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

の
ト

ッ
プ

研
究

者
１

名
の

招
へ

い
が

決
定

し
た

。
 

 

※
ト

ッ
プ

研
究

者
：

当
該

学
術

分
野

に
お

い
て

卓
越

し
た

研
究

実
績

等
を

有
し

、
将

来
に

わ
た

り
更

な
る

活
躍

が
期

待
さ

れ
る

研
究

者
で

あ
り

、
本

学
の

研
究

者
と

の
交

流
に

よ
る

シ
ナ

ジ
ー

効
果

を
発

揮
し

、
ノ

ー
ベ

ル
賞

ク
ラ

ス
の

研
究

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
本

学
の

研
究

力
向

上
及

び
研

究
成

果
の

大
学

研
究

者
等

へ
の

還
元

が
期

待

さ
れ

る
研

究
者

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
2
6

 
◇

研
究

支
援

体
制

及
び

環
境

の
整

備
 

④
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

を
通

じ
て

、
本

学
の

国
際

交
流

・
研

究
活

動
の

将
来

を
担

う
研

究
者

の
国

際
的

な
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
推

進
し

、
今

後

の
グ

ロ
ー

バ
ル

な
研

究
交

流
の

発
展

の
基

礎
を

築
い

て
い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

国

の
渡

航
制

限
等

の
状

況
を

適
宜

把
握

す
る

と
と

も
に

、
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

制
度

及
び

若
手

研
究

力
強

化
派

遣
制

度
を

各
制

度
の

特
徴

を
生

か
し

な
が

ら
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
、

海
外

で
の

研
究

に
専

念
で

き
る

環
境

を
提

供
し

、
研

究
力

の
強

化
を

図
る

。
（

1
-
5
2
再

掲
）

 

（
１

）
若

手
研

究
者

の
海

外
派

遣
に

よ
る

研
究

力
強

化
 

①
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

制
度

の
運

用
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
実

施
計

画
変

更
等

に
関

す
る

サ
ポ

ー
ト

（
派

遣
先

期
間

変
更

や
辞

退
の

学
内

承
認

手
続

き
等

）
を

行
い

、
採

択
３

件
の

う
ち

２
件

を
派

遣
し

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
お

け
る

派
遣

者
を

募
集

し
、

選
考

の
上

、
２

件
を

採
択

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

制
度

の
運

用
に

よ
り

、
研

究
者

の
国

際
的

な
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

及
び

国
際

共
同

研
究

等
の

交
流

活
動

を
促

進
し

た
。

 

 

※
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

制
度

：
海

外
に

お
け

る
大

学
等

研
究

機
関

に
お

い
て

研
究

を
行

う
研

究
者

の
派

遣
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、

都
立

大
の

国
際

交
流

・
研

究
活

動
の

将
来

を
担

う
研

究
者

を
養

成
す

る
と

と
も

に
、

研
究

者
の

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
及

び
国

際
共

同
研

究
等

の
交

流
活

動
を

促
進

す
る

こ
と

を

目
的

と
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
 

 

②
若

手
研

究
力

強
化

派
遣

制
度

の
運

用
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
実

施
計

画
変

更
等

に
関

す
る

サ
ポ

ー
ト

（
派

遣
期

間
変

更
の

学
内

承
認

手
続

き
、

追
加

費
用

に
関

す
る

取
り

扱
い

の
決

定
等

）
を

行
い

、
本

制
度

に
よ

る
初

の
派

遣
を

１
件

実
施

し
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
お

け
る

派
遣

者
を

募
集

し
、

選
考

の
上

、
２

件
を

採
択

し
た

（
う

ち
１

件
は

採
択

後
に

辞
退

）
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

た
な

制
度

創
設

に
よ

り
、

若
手

教
員

の
海

外
で

の
研

究
機

会
が

拡
充

さ
れ

た
。

 

 

※
若

手
研

究
力

強
化

派
遣

制
度

：
都

立
大

の
国

際
交

流
・

研
究

活
動

の
将

来
を

担
う

研
究

者
に

対
し

、
海

外
に

お
け

る
大

学
等

研
究

機
関

に
お

い
て

研
究

活
動

に
専

念
す

る
機

会
を

提
供

し
、

専
門

分
野

に
関

す
る

研
究

能
力

の
向

上
を

目
的

と
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
 

 
 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　２　研究に関する目標を達成するための措置

－ 93 －



中
期
計
画
番
号
 

1
-
2
7

 
⑤

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

よ
る

国
際

共
同

研
究

や
人

材
交

流
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
及

び
外

国
機

関
と

の
共

同
・

受
託

研
究

契
約

件
数

を
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

累
計

件
数

比
で

【
2
0
0
％

以
上

】
と

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
国

外
の

大
学

や
研

究
機

関
と

の
連

携
強

化
の

た
め

、
海

外
で

行
わ

れ
る

産
学

連
携

関
連

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

や
、

技
術

見
本

市
等

に
積

極
的

に
参

加

し
、

都
立

大
の

研
究

情
報

の
発

信
と

海
外

の
情

報
収

集
を

行
う

。
（

1-
5
3

再
掲

）
 

（
１

）
国

際
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

の
研

究
情

報
の

発
信

・
収

集
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
、

海
外

で
行

わ
れ

る
産

学
関

連
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

技
術

見
本

市
に

参
加

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
特

許
事

務
所

を
介

し
て

海
外

企
業

等
へ

の
研

究
紹

介
を

行
っ

た
。

 

・
J
S
P
S

国
際

共
同

研
究

加
速

基
金

等
の

公
募

情
報

を
採

択
の

可
能

性
が

高
い

教
員

に
個

別
に

周
知

す
る

と
と

も
に

、
公

募
事

業
に

係
る

申
請

書
の

作
成

支
援

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

 
1
1
件

実
施

す
る

と
と

も
に

、
国

際
共

同
研

究
契

約
を

２
件

締
結

し
、

国
外

の
大

学
や

研
究

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
（

図
表

 
1
-
2
7
-
1
）

 

 

【
図
表
1
-
2
7
-
1
　
国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
数
・
国
際
共
同
研
究
契
約
数
】

（
単
位
：
件
数
）

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

3
2

4
8

1
2

1
1

1
6

3
3

3
2

※
各
年
度
3
月
3
1
日
時
点

国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
数

国
際
共
同
研
究
契
約
数
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
2
8

 
⑥

研
究

計
画

調
書

の
作

成
支

援
や

ヒ
ア

リ
ン

グ
審

査
支

援
を

行
う

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

競
争

的
資

金
獲

得
の

強
化

を
図

り
、

科
研

費
新

規
採

択
率

を
【

3
0
％

以
上

】
に

す
る

と
と

も
に

、
国

の
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

【
1
2
件

以
上

】
の

採
択

を
獲

得
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
全

国
的

な
申

請
数

の
増

加

な
ど

競
争

激
化

の
中

で
、

科
研

費
新

規
採

択
率

（
研

究
種

目
「

挑
戦

的
研

究
（

開
拓

・
萌

芽
）
」

を
除

く
）

3
0
％

以
上

を
継

続
し

て
達

成
す

る
た

め
に

、
申

請
、

採
択

状
況

の
体

系
的

分
析

結
果

を
踏

ま
え

て
、

教
員

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
や

情
報

の
提

供
、

申
請

書
作

成
支

援
等

を
実

施
す

る
。

 

                              

（
１

）
科

研
費

新
規

採
択

率
3
0
%
達

成
に

向
け

た
取

組
 

※
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

新
規

採
択

に
関

す
る

取
組
申

請
に

つ
い

て
は

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
行

っ
て

お
り

、
そ

の
採

否
に

つ
い

て
は

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
４

月
に

通
知

が

な
さ

れ
て

い
た

が
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
２

月
に

採
否

の
通

知
が

な
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

。
①

に
は

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
実

施
し

た
取
組

及
び

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の
新

規
採

択
の

結
果

を
記

載
し

、
②

に
は

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
実

施
し

た
取

組
を

記
載

す
る

。
 

 

①
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

新
規

採
択

実
績

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

支
援

実
績

）
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
不

採
択

時
に

開
示

さ
れ

る
審

査
結

果
の

分
析

及
び

そ
れ

に
基

づ
く

助
言

を
行

う
等

、
申

請
書

（
研

究
計

画
調

書
）

の
作

成
支

援
体

制
を

改
善

し
、

全
て

の
研

究
種

目
に

対
し

て
研

究
計

画
調

書
の

組
織

的
な

作
成

支
援

を
行

っ
た

。
 

・
外

部
講

師
に

よ
る

セ
ミ

ナ
ー

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

学
内

教
員

の
講

演
を

主
体

と
し

た
科

研
費

説
明

会
の

内
容

を
改

善
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

に
て

開
催

し
た

。
 

・
科

研
費

獲
得

増
加

に
向

け
て

、
学

長
裁

量
枠

に
よ

る
新

た
な

支
援

（
科

研
費

チ
ャ

レ
ン

ジ
支

援
（

基
盤

研
究

（
B
）
）
）
を

開
始

し
、

1
1
名

を
支

援
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
新

規
採

択
率

（
挑

戦
的

研
究

（
開

拓
・

萌
芽

）
を

除
く

）
は

 
3
4
.
5
％

と
な

り
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
引

き
続

き
新

規
採

択
率

3
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。
（

図
表

 
1
-
2
8
-
1
）

 

 

②
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

新
規

採
択

実
績

向
上

に
向

け
た

取
組

（
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

支
援

実
績

）
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
全

て
の

研
究

種
目

に
対

し
て

研
究

計
画

調
書

の
組

織
的

な
作

成
支

援
を

行
っ

た
。

 

・
外

部
講

師
に

よ
る

セ
ミ

ナ
ー

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

学
内

教
員

の
講

演
を

主
体

と
し

た
科

研
費

説
明

会
を

開
催

し
た

。
 

・
令

和
２

（
2
0
20

）
年

度
の

支
援

に
加

え
、

よ
り

大
型

な
科

研
費

獲
得

増
加

に
向

け
て

、
学

長
裁

量
枠

に
よ

る
新

た
な

支
援

（
科

研
費

チ
ャ

レ
ン

ジ
支

援
（

基
盤

研
究

（
A
）
）
）

を
開

始
し

、
３

名
を

支
援

し
た

。
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                     （
２

）
【

拡
充

】
競

争
的

資
金

獲
得

に
資

す

る
た

め
、

国
の

公
募

情
報

の
提

供

や
、

申
請

書
作

成
支

援
等

を
実

施
す

る
。

 

【
図

表
1
-
2
8
-
1
　

科
研

費
採

択
実

績
】
東

京
都

立
大

学
（
2
8
～

3
年

度
交

付
内

定
ベ

ー
ス

）
(単

位
：
件

数
、

金
額

：
千

円
)

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
4
3
6

4
2
9

4
0
8

4
1
1

4
4
0

4
4
0

2
8
0

2
9
7

2
7
9

2
5
6

3
0
4

3
0
5

採
択

数
（
Ｂ

）
1
5
6

1
3
2

1
2
9

1
5
5

1
3
6

1
3
5

申
請

数
5
0
9

5
0
2

5
0
1

4
9
4

4
5
4

4
0
9

採
択

率
3
0
.6

%
2
6
.3

%
2
5
.7

%
3
1
.4

%
3
0
.0

%
3
3
.0

%
採

択
率

（
挑

戦
的

研
究

（
開

拓
・

萌
芽

）

を
除

く
）

2
9
.6

%
2
7
.6

%
3
4
.1

%
3
2
.7

%
3
4
.5

%

直
接

経
費

9
4
7
,9

0
0

8
9
7
,3

5
0

8
4
0
,5

9
0

8
0
2
,8

0
0

7
5
6
,4

9
0

8
1
9
,2

0
0

間
接

経
費

2
8
2
,5

7
0

2
6
7
,4

3
5

2
5
0
,5

8
7

2
4
0
,4

5
0

2
2
6
,1

4
0

2
4
4
,8

9
0

1
,2

3
0
,4

7
0

1
,1

6
4
,7

8
5

1
,0

9
1
,1

7
7

1
,0

4
3
,2

5
0

9
8
2
,6

3
0

1
,0

6
4
,0

9
0

※
特

別
研

究
員

奨
励

費
は

除
く

。

※
文

部
科

学
省

に
よ

る
科

研
費

改
革

の
一

環
と

し
て

「
挑

戦
的

萌
芽

研
究

」
の

見
直

し
が

行
わ

れ
、

平
成

2
9
年

度
新

規
採

択
分

か
ら

「
挑

戦
的

研
究

」
の

公
募

が
開

始
さ

れ
た

。
挑

戦
的

研
究

に
つ

い
て

は
採

択
率

よ
り

も
充

足
率

（
応

募
額

に
対

す
る

採
択

額
の

率
）
を

尊
重

す
る

こ
と

と
な

っ
た

た
め

、
平

成
3
0
年

度
か

ら
科

研
費

新
規

採
択

率
の

指
標

は
挑

戦
的

研
究

を
除

い
た

数
値

と
す

る
。

合
計

採
択

件
数

（
Ａ

＋
Ｂ

）

う
ち

継
続

件
数

（
Ａ

）

新 規 分 採 択 金 額

 
 （

２
）

競
争

的
資

金
獲

得
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
J
S
P
S
、

J
S
T
、

N
E
D
O
、

A
M
E
D
、

及
び

各
省

庁
等

の
提

案
公

募
情

報
を

教
員

の
研

究
内

容
と

の
親

和
性

を
加

味
し

た
上

で
個

別
に

提
供

し
た

。
 

・
省

庁
及

び
資

金
配

分
機

関
の

事
業

担
当

者
と

の
折

衝
の

ほ
か

、
知

財
戦

略
を

含
む

事
業

化
計

画
の

策
定

や
市

場
調

査
等

の
申

請
書

作
成

支
援

及
び

面
接

対
策

支
援

を
行

う
等

、
申

請
支

援
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
国

の
大

型
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

１
件

獲
得

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（

図
表

 
1
-
2
8
-
2
、

1
-
2
8
-
3
）

 

 

【
図

表
1
-
2
8
-
2
　

国
の

大
型

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
採

択
数

】
（
単

位
：
件

数
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

採
択

数
2

2
2

1
1

1

※
各

年
度

3
月

3
1
日

時
点

 
 

【
図

表
1
-
2
8
-
3
　

国
の

大
型

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
採

択
一

覧
（
令

和
３
年

度
）
】

N
o

採
択

事
業

採
択

機
関

採
択

年
度

採
択

額
（
千

円
）

1

戦
略

的
創

造
研

究
推

進
事

業
先

端
的

低
炭

素
化

技
術

開
発

（
A

L
C

A
）

JS
T

令
和

３
年

度
7
9
,6

9
0

研
究

課
題

代
表

者
（
所

属
）

①
全

電
池

の
組

み
立

て
、

新
規

電
解

液
の

合
成

、
界

面
分

析
②

L
i 
金

属
二

次
電

池
の

開
発

(L
i 
金

属
負

極
へ

の
3
D

O
M

セ
パ

レ
ー

タ
の

適
用

と
電

解
液

探
索

、
銅

箔
上

へ
の

L
i金

属
の

圧
延

と
各

革
新

電
池

用
表

面
皮

膜
制

御
)

③
L
i 
金

属
用

固
体

電
解

質
の

開
発

(3
D

O
M

 セ
パ

レ
ー

タ
と

融
合

)
④

3
D

O
M

セ
パ

レ
ー

タ
の

供
給

⑤
固

体
電

解
質

の
バ

ル
ク

体
成

型
技

術
の

開
発

、
鋳

型
法

を
用

い
た

電
解

質
の

三
次

元
構

造
化

金
村

　
聖

志
（
都

市
環

境
学

部
）
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
2
9

 
⑦

基
本

的
な

研
究

施
設

・
設

備
の

共
用

化
、

維
持

管
理

の
一

元
化

を
図

る
た

め
、
【

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

研
究

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

を
設

置
し

、
研

究
施

設
・

設
備

の

戦
略

的
な

運
用

体
制

を
構

築
す

る
。

ま
た

、
先

端
研

究
環

境
の

整
備

を
図

り
、

国
内

外
に

研
究

機
関

と
し

て
の

魅
力

発
信

を
可

能
と

す
る

こ
と

で
、

共
同

研
究

の
推

進
に

つ
な

げ
て

い
く

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

拡
充

】
共

用
機

器
を

拡
充

す
る

と

と
も

に
学

外
開

放
の

た
め

の
運

用
体

制
を

確
立

し
、

協
定

大
学

と
の

機
器

の
相

互
利

用
等

を
実

施
す

る
。

ま

た
、

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
新

棟
の

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー

施
設

の
運

用
体

制
等

を
具

体
化

す
る

。
 

              （
２

）
【

拡
充

】
教

育
研

究
内

容
の

充
実

化

を
下

支
え

す
る

た
め

、
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を

継
続

的
に

運
用

・
改

善
す

る
と

と
も

に
、

更
な

る
有

効
活

用
を

図
っ

て
い

く
。

 

（
１

）
研

究
施

設
・

設
備

の
共

用
化

等
に

向
け

た
取

組
 

 
①

共
用

機
器

の
拡

充
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
に

て
運

用
す

る
機

器
を

選
定

し
、

利
用

予
定

者
の

意
見

も
踏

ま
え

て
共

用
後

の
運

用
方

法
及

び
体

制
を

決
定

し
、

研
究

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー

共
用

機
器

利
用

要
綱

の
制

定
や

具
体

的
な

運
用

ル
ー

ル
を

定
め

た
。

 

・
都

立
大

が
保

有
す

る
高

額
機

器
情

報
を

ま
と

め
た

「
T
M
U
研

究
機

器
リ

ス
ト

」
を

更
新

し
、

全
教

員
に

周
知

し
た

。
 

・
共

用
機

器
予

約
管

理
シ

ス
テ

ム
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

及
び

操
作

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

充
実

さ
せ

、
利

用
者

の
拡

大
を

図
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
に

て
運

用
す

る
機

器
は

稼
働

時
間

を
拡

張
す

る
な

ど
、

よ
り

多
く

の
研

究
者

が
利

用
で

き
る

よ
う

な
環

境
を

整
え

た
。

 

・
シ

ス
テ

ム
登

録
機

器
1
4
6
台

、
月

間
最

大
利

用
数

6
7
3
件

ま
で

拡
大

し
、

学
内

の
様

々
な

レ
ベ

ル
に

お
け

る
機

器
の

共
用

を
促

進
し

た
。

 

  
②

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
新

棟
の

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー

施
設

の
運

用
体

制
等

の
具

体
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
実

運
用

に
向

け
て

、
学

内
関

係
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
や

各
部

屋
の

仕
様

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
 

・
新

規
導

入
を

目
指

す
機

器
に

つ
い

て
関

係
教

職
員

間
で

意
見

交
換

を
行

い
、

候
補

リ
ス

ト
を

作
成

し
た

。
 

・
他

機
関

・
他

大
学

の
共

用
施

設
・

装
置

を
視

察
し

、
運

用
方

法
や

課
題

に
関

す
る

情
報

を
収

集
し

た
。

 

・
運

用
体

制
を

具
体

的
に

検
討

し
、

担
当

者
に

求
め

る
技

術
・

経
験

等
を

整
理

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
利

用
者

及
び

利
用

方
法

の
想

定
を

具
体

化
し

、
今

後
検

討
す

べ
き

運
用

ル
ー

ル
や

課
題

を
整

理
し

た
。

 

・
検

討
し

た
運

用
体

制
の

実
現

に
向

け
て

採
用

活
動

を
行

い
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

以
降

の
体

制
を

整
え

た
。

 

 （
２

）
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
の

運
用

・
改

善
、

更
な

る
有

効
活

用
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

育
・

研
究

の
両

面
に

お
い

て
、

日
本

最
大

級
で

あ
る

都
立

大
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
の

運
用

保
守

を
行

っ
た

。
ま

た
、

最
新

機
能

を
取

り
入

れ
る

バ
ー

ジ
ョ

ン
ア

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

 

・
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
３

ｍ
法

電
波

暗
室

及
び

マ
イ

ク
ロ

波
電

波
暗

室
の

供
用

を
開

始
し

た
。

 

・
５

G
の

新
た

な
ユ

ー
ス

ケ
ー

ス
創

出
を

目
的

と
し

て
、

都
立

大
の

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

を
民

間
企

業
等

に
提

供
す

る
「

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
提

供
事

業
」

を
実

施
し

、
学

生

及
び

教
職

員
を

対
象

と
し

た
実

証
実

験
（

①
A
R
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

活
用

し
た

バ
ー

チ
ャ

ル
キ

ャ
ン

パ
ス

マ
ッ

プ
、

②
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を

用
い

た
リ

ア
ル

タ
イ

ム
V
R
配

信
）

を
行

っ
た

。
 

・
東

京
都

が
推

進
す

る
「

５
Ｇ

事
業

活
用

型
開

発
等

促
進

事
業

」
に

お
け

る
５

Ｇ
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
街

中
実

装
及

び
事

業
化

を
推

進
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
G
O
 
B
E
Y
O
N
D
 

D
I
M
E
N
S
I
O
N
S
 
T
O
K
Y
O
」

に
「

街
中

実
装

パ
ー

ト
ナ

ー
」

と
し

て
参

画
し

、
民

間
企

業
等

に
対

す
る

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

の
提

供
を

開
始

し
た

。
 

・
５

G
を

テ
ー

マ
と

し
た

「
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
2
1
」

を
1
2
月

に
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
及

び
電

波
暗

室
を

活
用

し
た

８
件

の
研

究
が

円
滑

に
推

進
さ

れ
た

。
 

・
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
1
1
号

館
及

び
1
2
号

館
、

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
２

号
館

の
合

計
1
6
教

室
に

お
い

て
、

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

を
活

用
し

た
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

受
講

環
境

が
整

備
さ

れ
た

。
 

・
「

日
本

最
大

級
の

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

の
免

許
人

か
つ

シ
ス

テ
ム

運
用

者
」

と
い

う
立

場
か

ら
、

民
間

企
業

等
や

総
務

省
と

連
携

し
、

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ
の

制
度

そ
の

も
の

の
認

知
度

向
上

及
び

よ
り

よ
い

制
度

設
計

に
寄

与
し

た
。

 

・
「

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
提

供
事

業
」

に
お

い
て

実
施

し
た

実
証

実
験

に
よ

り
、

５
Ｇ
の

認
知

度
向

上
や

新
た

な
ユ

ー
ス

ケ
ー

ス
の

創
出

及
び

産
学

公
連

携
の

促
進

に
つ

な
げ
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た
。

 

・
民

間
企

業
等

に
対

す
る

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

の
無

償
提

供
を

広
く

P
R

し
、

都
立

大
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

学
内

で
の

実
証

実
験

の
実

施
を

通
じ

て
、

社
会

実
装

の
促

進
に

貢
献

し
た

。
 

・
「

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
2
0
2
1
」

を
通

じ
て

、
研

究
活

動
や

５
Ｇ

の
取

組
を

学
内

外
に

広
く

紹
介

し
、

５
Ｇ

の
理

解
促

進
及

び
社

会
気

運
を

醸
成

し
た

。
 

 

※
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
：

地
域

や
産

業
の

個
別

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、

地
域

の
企

業
や

自
治

体
等

の
様

々
な

主
体

が
、

自
ら

の
事

業
の

た
め

に
利

用
で

き
る

５
Ｇ

シ
ス

テ
ム

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
3
0

 
◇

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
 

⑧
多

様
な

研
究

者
が

安
心

し
て

研
究

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
制

度
面

・
施

設
面

に
お

け
る

環
境

整
備

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
研

究
セ

ン
タ

ー
に

所
属

す
る

外
国

人
研

究
者

比
率

【
3
0
％

以
上

】
、

全
学

の
女

性
教

員
比

率
【

2
0
％

以
上

】
を

実
現

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
②

）
 

◆
【

継
続

】
コ

ロ
ナ

禍
を

踏
ま

え

た
上

で
、

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

け

る
所

属
外

国
人

研
究

者
比

率
の

向

上
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。
 

            （
２

）
【

継
続

】
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修

の
実

施
等

、
女

性
教

員
が

よ
り

働
き

や
す

い
職

場
環

境
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
各

種
休

暇
・

休
業

制
度

の
周

知
や

公
募

時
に

妊
娠

・
出

産
・

育
児

等
の

両
立

支
援

制
度

を
掲

示
し

、
公

募
に

お
け

る
女

性
教

員
の

応
募

を
推

進
す

る
な

ど
、

有
為

な
女

性
教

員
を

確
保

・
育

成
す

る
た

め
の

取
組

を
行

う
。
（

4
-
0
4
、

4
-
2
9
再

掲
）

 

             

（
②

）
 

研
究

セ
ン

タ
ー

に
所

属
す

る
外

国
人

研
究

者
比

率
向

上
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

海
外

の
研

究
者

や
研

究
機

関
と

の
連

携
を

強
化

で
き

る
よ

う
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

催
の

た
め

の
支

援
を

行
い

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

催
支

援
を

４
件

採
択

で
き

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
外

国
人

研
究

者
と

の
連

携
が

難
し

い
状

況
に

お
い

て
も

、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

支
援

や
外

国
人

研
究

者
の

招
へ

い
に

係
る

旅
費

支
援

等
に

よ
り

、
研

究
セ

ン
タ

ー
所

属
の

外
国

人
研

究
者

比
率

は
2
0
.
8
％

で
あ

っ
た

。
（

図
表

1
-
3
0
-
1
）

 

 

【
図
表
1
-
3
0
-
1
　
研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
の
外
国
人
研
究
者
比
率
】

（
単
位
：
％
、
人
）

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
外
国
人
研
究
者
比
率

1
4
.1

1
2
.8

1
4
.3

1
9
.2

2
0
.9

2
0
.8

研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
外
国
人
研
究
者
数

1
9

3
3

4
4

5
5

5
6

5
2

研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
研
究
者
総
数

1
3
5

2
5
7

3
0
7

2
8
6

2
6
8

2
5
0

※
各
年
度
４
月
１
日
時
点

 
 （

２
）

有
為

な
女

性
教

員
の

確
保

・
育

成
、

女
性

教
員

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
に

関
す

る
取

組
 

①
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
【

中
期

計
画

番
号

4
－

2
8
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
大

学
等

で
発

生
し

た
最

新
の

事
例

を
取

り
入

れ
た

教
職

員
向

け
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
（

１
回

）
、

ラ
イ

ブ
配

信
後

も
録

画
を

視
聴

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
、

時
間

や
場

所
の

制
約

な
く

研
修

を
受

講
可

能
と

す
る

こ
と

で
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
よ

り
一

層
の

意
識

啓
発

を
図

っ
た

。
 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
目

的
と

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
教

職
員

及
び

学
生

に
配

布
す

る
こ

と
で

、
法

人
と

し
て

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

基
本

方

針
や

相
談

体
制

に
つ

い
て

周
知

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 

②
有

為
な

女
性

教
員

の
確

保
・

育
成

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

（
要

点
）

 

・
公

募
要

領
へ

都
立

大
が

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

し
て

い
る

旨
を

記
載

す
る

と
と

も
に

、
有

為
な

女
性

教
員

の
確

保
に

向
け

、
採

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、

妊

娠
・

出
産

・
育

児
等

の
両

立
支

援
等

の
取

組
を

掲
載

す
る

等
、

内
容

を
充

実
さ

せ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
女

性
教

員
確

保
に

向
け

た
広

報
活

動
強

化
等

に
よ

り
、

女
性

教
員

比
率

は
、

2
0
.
6
％

と
な

り
、

引
き

続
き

2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
５

月
１

日
時

点
）
（

図
表

1
-
3
0
-
2
）

 

 

【
図
表
1
-
3
0
-
2
　
女
性
教
員
数
及
び
割
合
（
各
年
度
5
月
1
日
現
在
）
】

（
単
位
：
人
、
役
員
除
く
）

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

教
員
（
全
体
）

6
8
3

6
7
3

6
7
3

6
6
8

6
5
0

6
4
7

教
員
（
女
性
）

1
3
0

1
3
3

1
3
8

1
3
7

1
3
2

1
3
3

女
性
教
員
割
合

1
9
.0
%

1
9
.8
%

2
0
.5
%

2
0
.5
%

2
0
.3
%

2
0
.6
%

 
 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　２　研究に関する目標を達成するための措置

－ 99 －



（
３

）
◆

【
継

続
】

専
門

相
談

（
ラ

イ
フ

・

ワ
ー

ク
・

バ
ラ

ン
ス

相
談

、
女

性
の

健
康

相
談

）
や

講
演

会
等

の
開

催
を

継
続

し
て

実
施

す
る

と
と

も
に

、
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
実

現
の

た
め

の
研

究
支

援
制

度
に

つ
い

て
、

都
立

大
の

構
成

員
が

よ
り

利
用

し
や

す
く

、
効

果
的

な
制

度
を

検
討

・
実

施
す

る
。

 

          （
４

）
◆

【
継

続
】

学
内

構
成

員
の

子
育

て

支
援

を
目

的
と

し
た

一
時

保
育

施
設

を
安

定
的

に
管

理
運

営
す

る
と

と
も

に
、

構
成

員
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
支

援
策

を
検

討
、

実
施

す
る

。
 

 

（
３

）
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

基
本

方
針

に
基

づ
く

取
組

の
推

進
 

 
①

専
門

相
談

や
講

演
会

等
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
外

部
専

門
相

談
員

に
よ

る
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
相

談
に

つ
い

て
、

コ
ロ

ナ
禍

の
状

況
を

踏
ま

え
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

た
。

 

・
男

女
共

同
参

画
や

女
性

の
活

躍
推

進
に

か
か

る
ミ

ニ
レ

ク
チ

ャ
ー

（
よ

る
ダ

イ
バ

ー
）

や
講

演
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

又
は

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

方
式

で
開

催
し

、
延

べ
5
9
名

の

参
加

が
あ

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
２

件
の

ラ
イ

フ
・

ワ
ー

ク
・

バ
ラ

ン
ス

に
関

す
る

相
談

が
あ

り
、

そ
の

う
ち

１
件

の
内

容
を

受
け

学
内

の
子

育
て

環
境

の
改

善
に

つ
い

て
改

め
て

検
討

を
開

始
し

た
。

 

・
講

演
会

等
の

開
催

に
よ

り
、

学
生

及
び

教
職

員
の

男
女

共
同

参
画

や
女

性
の

活
躍

推
進

へ
の

理
解

・
啓

発
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

②
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
実

現
の

た
め

の
支

援
制

度
に

つ
い

て
、

一
部

の
申

請
様

式
を

改
善

し
た

う
え

で
着

実
に

運
用

し
、

延
べ

2
7
名

の
利

用
が

あ
っ

た
。

 

・
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

室
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
て

い
る

妊
娠

・
出

産
・

介
護

・
育

児
の

た
め

の
諸

制
度

に
つ

い
て

、
制

度
改

正
に

伴
う

変
更

事
項

を
反

映
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
利

用
者

の
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
が

促
進

さ
れ

た
。

な
お

、
申

請
様

式
の

改
善

に
よ

り
手

続
が

簡
素

化
さ

れ
、

利
用

者
の

利
便

性
向

上
に

繋
が

っ
た

。
 

・
利

用
者

が
必

要
な

情
報

を
W
e
b
サ

イ
ト

に
正

確
に

掲
載

す
る

こ
と

で
、

諸
制

度
の

円
滑

な
利

用
に

寄
与

し
た

。
 

 （
４

）
構

成
員

の
子

育
て

支
援

に
向

け
た

取
組

 

①
一

時
保

育
施

設
の

安
定

的
な

管
理

運
営

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
一

時
保

育
施

設
（

都
立

大
K
I
D
S
)
に

お
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
対

応
と

し
て

マ
ス

ク
、

手
洗

い
を

は
じ

め
、

入
退

出
時

の
体

温
測

定
等

、
感

染
予

防
対

策
の

徹
底

を
図

っ
た

。
 

・
一

時
保

育
施

設
の

オ
ン

ラ
イ

ン
見

学
会

を
開

催
し

、
５

名
の

参
加

が
あ

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

安
心

し
て

利
用

が
で

き
る

よ
う

保
育

環
境

を
整

備
し

、
安

定
的

に
管

理
運

営
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
見

学
会

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
コ

ロ
ナ

禍
や

子
育

て
の

状
況

に
配

慮
し

、
利

用
予

定
者

が
安

心
し

て
施

設
の

様
子

や
運

営
の

状
況

を
知

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

  
②

構
成

員
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
支

援
策

の
検

討
、

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
一

時
保

育
施

設
の

運
営

を
は

じ
め

と
し

た
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト

に
か

か
る

支
援

策
の

改
善

に
向

け
、

学
内

構
成

員
を

対
象

と
す

る
支

援
ニ

ー
ズ

調
査

に
つ

い
て

、
調

査
項

目
案

等
を

検
討

し
た

。
 

・
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
相

談
の

相
談

内
容

や
相

談
者

の
要

望
に

つ
い

て
、

上
記

ニ
ー

ズ
調

査
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
含

め
、

構
成

員
の

ニ
ー

ズ
に

則
し

た
支

援
策

の
検

討
の

参
考

に
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

・
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

ウ
ィ

ー
ク

、
大

学
説

明
会

及
び

大
学

祭
の

イ
ベ

ン
ト

に
お

い
て

、
理

系
女

子
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
必

要
性

を
紹

介
す

る
パ

ネ
ル

や
、

都
立

大
大

学
院

を
修

了
し

て
研

究
者

と
し

て
活

躍
し

て
い

る
O
G
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

集
の

電
子

デ
ー

タ
を

開
催

W
e
b
サ

イ
ト

に
掲

載
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
子

育
て

等
の

ラ
イ

フ
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

則
し

た
支

援
の

検
討

が
進

捗
し

た
。

 

・
理

系
女

子
学

生
や

女
性

研
究

者
に

対
し

て
、

将
来

的
に

キ
ャ

リ
ア

形
成

と
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト

の
両

立
が

で
き

る
よ

う
、

理
解

を
深

め
る

機
会

を
提

供
し

た
。

 

 

 
 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　２　研究に関する目標を達成するための措置

－ 100 －



大大
項項

目目
番番

号号
  

８８
  

都都
政政

とと
のの

連連
携携

 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
東

京
都

が
直

面
す

る
様

々
な

政
策

課
題

と
大

学
の

専
門

的
知

見
を

結
び

付
け

、
課

題
解

決
の

た
め

の
施

策
を

提
案

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
教

育
研

究
の

成
果

を
都

政
・

都
民

等
に

還
元

す
る

取
組

を
一

層
強

化
す

る
。

特
に

、
東

京
2
0
2
0
 
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
や

大
会

開
催

後
の

社
会

情
勢

、
都

民
ニ

ー
ズ

の
変

化
を

的
確

に
捉

え
た

施
策

提
案

に
よ

り
、

積
極

的
に

社
会

に
貢

献
す

る
。

 

○
公

共
部

門
に

お
け

る
人

材
育

成
の

支
援

や
、

社
会

的
要

請
を

踏
ま

え
た

高
度

専
門

人
材

の
育

成
等

を
通

じ
て

、
東

京
都

や
区

市
町

村
の

施
策

と
の

連
携

を
推

進
す

る
。

 

○
東

京
都

の
試

験
研

究
機

関
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
東

京
都

が
有

す
る

知
的

資
源

を
活

用
し

て
、

都
市

課
題

の
解

決
や

社
会

の
発

展
に

寄
与

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
１
）
都
政
と
の
連
携
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
措
置
 

◇
施

策
提

案
 

【
1
-
3
1
】

①
都

民
生

活
の

質
的

向
上

を
図

る
た

め
、

子

供
の

貧
困

や
火

山
災

害
対

策
等

の
課

題
解

決
に

向
け

て
、

都
民

・
都

政
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
反

映
し

た
解

決
策

等
の

提
言

・
提

案
を

こ
れ

ま
で

以
上

に
行

え
る

よ
う

、
都

立
の

大
学

と
し

て
全

学
的

な
都

連
携

推
進

機
能

を
一

層
強

化
し

、
首

都
東

京
の

シ
ン

ク
タ

ン
ク

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

。
ま

た
、

大
都

市
課

題
解

決
に

資
す

る
学

際
的

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

1
0
件

以
上

】
創

設
す

る
。

加
え

て
、

都
が

設
置

す
る

東
京

都
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
（

以
下

「
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
」

と
い

う
。
）

を

活
用

し
、

海
外

諸
都

市
か

ら
の

留
学

生
を

受
け

入
れ

て
実

施
す

る
「

高
度

研
究

」
等

を
推

進
し

、
都

と
海

外
諸

都
市

に
共

通
す

る
都

市
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
そ

の
研

究
成

果
を

広
く

還
元

す
る

。
 

 【
1
-
3
2
】

②
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

や
障

が
い

者
ス

ポ

ー
ツ

の
体

験
を

交
え

た
講

習
会

を
実

施
す

る
な

ど
、

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
振

興
を

図
る

と
と

も
に

、
学

内
外

に
向

け
た

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
関

す
る

教
育

活
動

を
通

じ
て

、
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
の

成
功

に
向

け
た

機
運

を
醸

成
す

る
。

ま
た

、
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を

【
５

件
以

上
】

創
設

し
、

そ
の

研
究

成
果

を
都

政
や

社
会

に
還

元
す

る
こ

と
で

、
大

会
の

成
功

と
レ

ガ
シ

ー
の

継
承

に
貢

献
す

2
9  

【
1
-
3
1
】

大
都

市
課

題
解

決
に

資
す

る
学

際
的

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

２

件
】

創
設

し
た

。
 

【
1
-
3
2
】

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト

２
件

を
新

規
開

催
し

、

多
数

の
動

員
を

実
現

し
、

障
ス

ポ
の

理
解

促
進

と
裾

野
拡

大
に

貢

献
し

た
。

 

【
1
-
3
2
】

前
期

末
試

験
の

東
京

2
0
2
0
大

会
開

催
前

日
ま

で
の

終
了

の
方

針
を

決
定

し
、

学
生

が
東

京
2
0
2
0
大

会
に

参
加

し
や

す
い

仕
組

み
に

し

た
。

 

【
1
-
3
2
】

全
学

共
通

科
目

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
」

の
開

講

準
備

を
行

っ
た

。
 

【
1
-
3
2
】

学
際

的
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

【
３

件
】

創
設

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

体
育

施
設

を
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

の
た

め
に

改
修

し
、

障

害
者

団
体

へ
の

貸
出

等
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

学
生

が
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

を
理

解
し

、
積

極
的

に
支

援
す

る
意

識
を

持
つ

こ
と

に
な

っ
た

点
を

評
価

す
る

。
 

・
学

生
が

東
京

2
0
2
0

大
会

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

に
参

加
し

や
す

く
な

る
よ

う
、

2
0
2
0

年
の

前
期

末
試

験
を

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

開
催

前
日

ま
で

に
終

了
さ

せ
る

方
針

を
決

定
し

た
取

組
を

評
価

す
る

。
 

3
0  

【
1
-
3
1
】

高
度

研
究

に
１

件
採

択
さ

れ
た

。
 

【
1
-
3
3
】

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
し

た
。

 

【
1
-
3
5
】

新
た

に
国

際
共

同
研

究
を

１
件

採
択

し
、

国
際

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

強

化
を

推
進

し
た

。
 

【
1
-
3
6
】

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
東

京
都

病
院

経
営

本
部

と
 

包
括

協
定

締
結

手
続

き
を

行
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
東

京
都

と
の

連
携

事
業

に
係

る
運

営
費

交
付

金
及

び
外

部
資

金
収

入
が

減

少
し

て
い

る
中

、
東

京
都

と
の

連
携

事
業

数
は

増
大

し
て

お
り

、
都

政
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

・
学

内
施

設
で

あ
る

体
育

館
等

を
有

効
に

利
用

し
、

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
の

理

解
促

進
・

裾
野

拡
大

に
向

け
た

取
組

を
実

施
し

て
い

る
。

 

・
東

京
都

と
の

連
携

事
業

を
推

進
し

、
大

学
の

知
見

を
都

政
に

還
元

す
る

に

は
、

適
正

な
規

模
の

事
業

経
費

を
獲

得
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

今
後

の
発

展
に

期
待

し
た

い
。

 

・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

を
よ

り
多

く
の

人
が

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自

治
体

と
連

携
し

た
事

業
の

充
実

な
ど

、
更

な
る

取
組

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
1
-
3
1
】

高
度

研
究

に
２

件
採

択
さ

れ
た

。
 

【
1
-
3
2
】
「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

体
験

教
室

」
等

、
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト

を
新

規
で

７
件

開
催

し
た

。
 

【
1
-
3
2
】

全
学

共
通

科
目

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
」

に
お

け

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

よ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
が

提

供
す

る
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
へ

の
登

録
・

参
加

に

繋
が

っ
た

。
 

【
1
-
3
5
】

新
た

に
国

際
共

同
研

究
を

１
件

採
択

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
施

策
提

案
発

表
会

の
開

催
、

都
職

員
向

け
の

研
究

シ
ー

ズ
集

の
試

行
版

作

成
等

、
様

々
な

取
組

を
推

進
し

、
連

携
事

業
件

数
は

平
成

3
0
年

度
の

1
0
1

件
か

ら
令

和
元

年
度

の
1
7
1
件
へ

と
大

幅
に

増
加

し
た

。
ま

た
、

東
京

都
下

水
道

局
と

共
同

研
究

等
を

推
進

す
る

た
め

の
包

括
連

携
協

定
を

締
結

し

た
。

 

・
都

民
に

対
す

る
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

の
理

解
促

進
に

向
け

て
、

体
験

型
の

イ

ベ
ン

ト
を

積
極

的
に

開
催

す
る

と
と

も
に

、
体

験
教

室
ご

と
に

主
な

対
象

者
層

を
設

定
す

る
な

ど
工

夫
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

多
数

の
参

加
者

を
得

た
。

 

・ ・
東

京
都

の
管

理
職

候
補

者
研

修
の

受
託

は
都

立
の

大
学

と
し

て
重

要
な

役

割
の

一
つ

で
あ

る
。

経
済

経
営

学
部

だ
け

で
は

な
く

、
他

学
部

の
教

員
も

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　３　社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置
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る
。

 

 ◇
 

人
材

育
成

等
を

通
じ

た
連

携
の

推
進

 

【
1
-
3
3
】

③
都

市
政

策
研

修
、

管
理

職
候

補
者

研
修

等

の
継

続
実

施
等

に
よ

り
、

都
・

区
市

町
村

等
の

人
材

育
成

に
貢

献
す

る
。

ま
た

、
新

設
す

る
都

市
政

策
科

学
科

及
び

大
学

院
都

市
政

策
科

学
域

に
お

い
て

、
大

都
市

課
題

解
決

に
係

る
文

理
融

合
型

教
育

を
実

施
す

る
な

ど
、

公
共

政
策

部
門

で
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

・
輩

出
す

る
た

め
に

必
要

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
る

。
 

 【
1
-
3
4
】

④
社

会
的

要
請

を
踏

ま
え

た
高

度
専

門
人

材

の
育

成
を

通
じ

て
、

都
の

施
策

と
の

連
携

を
推

進
す

る
た

め
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

金
融

市
場

で
活

躍
で

き
る

「
高

度
金

融
専

門
人

材
」

を
育

成
・

輩
出

す
る

。
 

 【
1
-
3
5
】

⑤
新

た
な

国
際

共
同

研
究

・
産

学
連

携
等

を

促
進

す
る

た
め

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
る

留
学

生
を

は
じ

め
と

し
た

修
了

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

推
進

す

る
。

 

 ◇
試

験
研

究
機

関
等

と
の

連
携

 

【
1
-
3
6
】

⑥
都

の
各

局
及

び
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究

セ
ン

タ
ー

、
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
、

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
等

と
の

連
携

・
協

働
を

強
化

し
、

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
共

同
研

究
成

果
発

表
会

、
研

究
シ

ー
ズ

の
開

示
な

ど
、

相
互

交
流

を
推

進
す

る
。

 

研
修

講
師

と
し

て
都

職
員

の
人

材
育

成
に

関
わ

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

２  

【
1
-
3
1
】

高
度

研
究

に
２

件
採

択
さ

れ
た

。
 

【
1
-
3
2
】

パ
ラ

ア
ス

リ
ー

ト
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
動

画
の

配
信

等
に

よ
り

、

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

た
。

 

【
1
-
3
2
】

ス
ポ

ー
ツ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン

と
対

面
の

併
用

に
よ

る
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
 

【
1
-
3
2
】

研
究

成
果

の
発

信
、

還
元

の
た

め
、

国
連

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

イ
ン

パ

ク
ト

に
加

盟
し

た
。

 

【
1
-
3
3
】

新
科

目
「

課
題

別
総

合
研

究
」

を
開

講
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
パ

ラ
ア

ス
リ

ー
ト

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

動
画

の
ウ

ェ
ブ

配
信

に
よ

り
障

害

者
ス

ポ
ー

ツ
の

理
解

促
進

と
裾

野
拡

大
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
加

学
生

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

ス
ポ

ー
ツ

の
開

発
や

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

の
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

を
通

じ
、

教
育

、
社

会
課

題
解

決
、

社
会

貢
献

等
に

お
い

て
多

様
な

価
値

を
創

造
し

た
。

 

・
東

京
都

の
関

連
研

究
機

関
と

の
連

携
強

化
を

推
進

し
、

６
件

の
共

同
研

究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
創

生
さ

れ
た

。
 

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
及

び
ア

ジ
ア

人
材

育
成

基
金

で
受

け
入

れ
た

留

学
生

（
在

学
生

・
修

了
生

）
と

都
立

大
及

び
東

京
都

と
の

つ
な

が
り

が
更

に
強

ま
る

よ
う

、
よ

り
一

層
の

取
組

を
期

待
す

る
。

 

３ 

【
1
-
3
1
】

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

と
、

感
染

症
対

策
に

資
す

る
共

同
研

究

に
つ

い
て

調
整

し
た

。
 

【
1
-
3
1
】

東
京

都
政

策
企

画
局

と
国

際
金

融
に

関
す

る
共

同
研

究
を

２
件

開

始
し

た
。

 

【
1
-
3
1
】

東
京

都
環

境
公

社
と

包
括

協
定

を
締

結
し

、
共

同
研

究
に

向
け

た

意
見

交
換

を
実

施
し

た
。

 

【
1
-
3
1
】

高
度

研
究

に
２

件
採

択
さ

れ
た

。
 

【
1
-
3
4
】

高
度

金
融

専
門

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
、

幅
広

く
学

習

で
き

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

効
率

的
な

配
置

や
、

社
会

情
勢

の
変

化

や
金

融
機

関
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

定
に

よ

り
質

の
高

い
教

育
が

提
供

で
き

た
こ

と
で

、
複

数
の

在
学

生
や

修

了
生

が
修

士
論

文
の

成
果

を
国

内
の

主
要

な
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
関

連

学
会

で
発

表
し

た
。

 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
や

帰
国

留
学

生
短

期
研

究
支

援
制

度
等

を
活

用
し

て
、

ア
ジ

ア
諸

国
を

中
心

に
様

々
な

地
域

と
連

携
し

、
東

京
都

と
諸

外
国

諸
都

市
と

の
相

互
理

解
・

友
好

親
善

関
係

の
推

進
に

寄
与

す
る

人
材

育

成
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

・
第

三
期

中
期

計
画

期
間

に
入

っ
て

か
ら

、
組

織
体

制
の

強
化

を
は

じ
め

、
様

々
な

取
組

を
推

進
し

た
結

果
、

都
連

携
事

業
件

数
が

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

は
じ

め
、

都
政

に
お

け
る

重
要

課
題

に
つ

い
て

、
都

立
大

と
し

て
、

そ
の

解
決

に
つ

な
が

る
教

育
研

究
等

で
の

貢
献

や
情

報
発

信
を

強
化

し
て

い
く

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

・
大

都
市

課
題

解
決

に
資

す
る

学
際

的
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
0
件

以
上

を
創

設
す

る
目

標
に

つ
い

て
、

達
成

に
向

け
た

進
捗

状
況

が
不

十
分

で
あ

る
。

東
京

都
と

連
携

し
た

共
同

研
究

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
研

究
の

活
性

化

と
都

政
へ

の
貢

献
力

増
進

が
相

乗
効

果
を

生
み

、
都

立
大

の
存

在
価

値
を

一
層

増
す

取
組

で
あ

る
た

め
、

今
後

の
更

な
る

取
組

強
化

を
望

む
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
3
1
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

施
策

提
案

 

①
都

民
生

活
の

質
的

向
上

を
図

る
た

め
、

子
供

の
貧

困
や

火
山

災
害

対
策

等
の

課
題

解
決

に
向

け
て

、
都

民
・

都
政

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

反
映

し
た

解
決

策
等

の
提

言
・

提
案

を
こ

れ

ま
で

以
上

に
行

え
る

よ
う

、
都

立
の

大
学

と
し

て
全

学
的

な
都

連
携

推
進

機
能

を
一

層
強

化
し

、
首

都
東

京
の

シ
ン

ク
タ

ン
ク

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

。
ま

た
、

大
都

市
課

題
解

決
に

資
す

る
学

際
的

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

1
0
件

以
上

】
創

設
す

る
。

加
え

て
、

都
が

設
置

す
る

東
京

都
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
（

以
下

「
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
」

と
い

う
。
）

を
活

用
し

、
海

外
諸

都
市

か
ら

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
て

実
施

す
る

「
高

度
研

究
」

等
を

推
進

し
、

都
と

海
外

諸
都

市
に

共
通

す
る

都
市

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、

そ
の

研
究

成
果

を
広

く
還

元
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

都
の

大
都

市
課

題
解

決
に

資

す
る

た
め

、
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
社

会
情

勢
を

的
確

に
反

映
し

た
施

策
を

都
に

提

言
・

提
案

す
る

。
ま

た
、

既
存

都
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

継
続

実
施

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

行
政

ニ
ー

ズ
と

研
究

シ
ー

ズ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

能
を

強
化

し
、

新
た

な
学

際
的

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

組
成

を
行

う
。

 

                           

（
１

）
全

学
的

な
都

連
携

事
業

の
推

進
 

①
社

会
情

勢
を

的
確

に
反

映
し

た
施

策
の

都
へ

の
提

言
・

提
案

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
施

策
提

案
発

表
会

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
と

し
、

幅
広

い
施

策
提

案
を

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

に
よ

り
実

施
し

た
。

提
案

発
表

動
画

作
成

に
あ

た
っ

て
は

、
企

画
書

案
を

通
知

す
る

際
、

平
易

な
文

言
で

企
画

書
を

作
成

す
る

等
、

作
成

に
当

た
っ

て
の

ガ
イ

ダ
ン

ス

を
付

記
し

、
内

容
を

事
前

に
調

整
し

た
ほ

か
、

動
画

配
信

先
を

拡
充

す
る

な
ど

、
発

信
力

の
強

化
に

努
め

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
施

策
提

案
発

表
会

に
つ

い
て

、
５

件
の

施
策

提
案

を
行

っ
た

（
図

表
1
-
3
1
-
1
）

 

 

【
図
表
1
-
3
1
-
1
　
施
策
提
案
発
表
会
実
績
】

（
単
位
：
数
、
人
）

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

プ
レ
ゼ
ン

3
0

2
7

1
9

2
3

2
1

5
ポ
ス
タ
ー

3
9

3
3

2
7

2
4

-
-

-
-

2
2

-
-

6
0
2

6
6
1

5
9
1

9
5
6

-
-

※
参
加
人
数
は
プ
レ
ゼ
ン
参
加
の
延
べ
人
数

※
令
和
２
（2
02
0）
年
度
及
び
令
和
３
（2
02
1）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

発
表

テ
ー

マ

参
加
人
数

基
調
講
演

※
30
年
度
か
ら

 
 

②
既

存
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

継
続

実
施

支
援

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
既

存
の

都
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
進

捗
状

況
を

随
時

情
報

共
有

す
る

と
と

も
に

、
学

内
外

と
の

調
整

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
開

始
し

た
東

京
都

と
の

共
同

研
究

案
件

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

中
も

共
同

研
究

を
実

施
し

た
。

 

－
福

祉
保

健
局

 
１

件
 

－
水

道
局

 
 

 
３

件
 

－
下

水
道

局
 

 
２

件
 

 

③
学

際
的

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
組

成
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
新

た
な

学
際

的
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

組
成

に
向

け
、
都

各
局

等
へ

の
個

別
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
周

知
活

動
を

随
時

実
施

す
る

と
と

も
に

、
新

た

に
各

局
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

形
式

の
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
す

る
な

ど
、

都
連

携
案

件
の

組
成

に
向

け
た

取
組

を
推

進
し

た
。
（

図
表

1
-
3
1
-
2
、

1
-
3
1
-
3
）

 

・
行

政
ニ

ー
ズ

と
研

究
シ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

機
能

強
化

に
向

け
た

２
大

学
１

高
専

版
の

連
携

事
業

ガ
イ

ド
及

び
研

究
者

ガ
イ

ド
に

つ
い

て
、

TM
U
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル

研
究

推
進

機
構

の
紹

介
ペ

ー
ジ

追
加

、
掲

載
教

員
数

の
増

員
な

ど
、

内
容

の
充

実
を

図
っ

た
。
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＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
感

染
症

対
策

、
デ

ジ
タ

ル
・

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

（
D
X
）

な
ど

を
テ

ー
マ

と
し

た
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

資
す

る
研

究
に

つ
い

て
、

東
京

都
及

び

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

を
は

じ
め

と
し

た
研

究
機

関
と

の
共

同
研

究
に

向
け

た
意

見
交

換
に

よ
り

、
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
と

、
感

染
症

対
策

に
資

す
る

共

同
研

究
に

つ
い

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

の
開

始
す

る
よ

う
調

整
し

た
。

 

・
２

大
学

１
高

専
版

の
連

携
事

業
ガ

イ
ド

及
び

研
究

者
ガ

イ
ド

に
つ

い
て

、
都

を
は

じ
め

と
し

た
関

係
機

関
へ

の
周

知
を

行
っ

た
。

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
設

置
し

た
T
M
U
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
研

究
推

進
機

構
に

お
け

る
取

組
の

一
環

と
し

て
、

東
京

都
政

策
企

画
局

と
国

際
金

融
に

関
す

る
共

同
研

究
を

２
件

開
始

し
た

。
 

・
東

京
都

環
境

公
社

と
新

た
に

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
ほ

か
、

次
年

度
以

降
の

具
体

的
な

共
同

研
究

に
向

け
て

、
教

員
と

研
究

所
と

の
意

見
交

換
を

実
施

し

た
。

 

 
【
図

表
1
-
3
1
-
2
　
学

際
的

大
型

研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一

覧
】

（
単
位
：
千
円
）

N
o

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

代
表

者
（
所

属
）

研
究

期
間

（
計

画
）

2
9
年

度
事

業
費

3
0
年

度
事

業
費

元
年

度
事

業
費

２
年

度
事

業
費

３
年

度
事

業
費

４
年

度
事

業
費

1
火

山
災

害
対

策
研

究
鈴

木
毅

彦
教

授
（
都

市
環

境
学

部
）

平
成

2
9
年

度
～

令
和

4
年

度
4
1
,4
0
0

8
6
,0
0
0

8
4
,6
9
5

6
0
,8
5
8

4
2
,0
5
6

3
7
,9
0
8

2
島

し
ょ
エ
リ
ア
の
産

業
活

性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

笠
松

慶
子

教
授

（
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
学

部
）

平
成

3
0
年

度
～

令
和

2
年

度
-

1
7
,7
7
5

1
7
,7
7
5

1
7
,7
7
5

-
-
 

 

【
図

表
1
-
3
1
-
3
　

東
京

都
と

の
連

携
事

業
の

推
移

】
(
千

円
）

(
件
）

（
単
位
：
件
、
千
円
）

項
目

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

連
携
事
業
件
数

7
7

9
5

1
0
1

1
7
1

1
4
3

1
7
2

外
部
資
金
収
入

4
0
5
,7
9
9

2
1
4
,9
1
3

1
7
1
,4
6
6

1
0
4
,7
2
7

4
7
,4
7
9

7
6
,4
3
2

運
営
費
交
付
金

1
3
8
,2
8
0

1
0
2
,6
6
0

3
3
,6
0
0

3
9
,8
0
0

6
9
,8
0
0

8
2
,5
0
0

合
計

5
4
4
,0
7
9

3
1
7
,5
7
2

2
0
5
,0
6
6

1
4
4
,5
2
7

1
1
7
,2
7
9

1
5
8
,9
3
2

※
法

人
全

体
の

実
績

を
記

載
し

て
い

る
。

※
外

部
資

金
収

入
は

、
都

の
事

業
実

施
年

度
に

応
じ

た
計

上
と

し
て

い
る

た
め

、
各

年
度

の
収

入
決

算
額

と
一

致
し

な
い

。

※
本

表
の

数
値

は
単

位
未

満
を

四
捨

五
入

し
て

い
る

た
め

、
合

計
が

内
訳

の
計

と
一

致
し

な
い

場
合

が
あ

る
。

40
5,

79
9

21
4,

91
3

17
1,

46
6

10
4,

72
7

47
,4

79
76

,4
32

13
8,

28
0

10
2,

66
0

33
,6

00

39
,8

00

69
,8

00
82

,5
00

77

95
10

1

17
1

14
3

17
2

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

0

10
0,

00
0

20
0,

00
0

30
0,

00
0

40
0,

00
0

50
0,

00
0

60
0,

00
0

28
年
度

29
年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

運
営
費
交
付
金

外
部
資
金
収
入

連
携
事
業
件
数
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（
２

）
【

継
続

】
「

高
度

研
究

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

申
請

支
援

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

採
択

さ
れ

た
継

続
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

支
援

強
化

を
図

る
。

 

 

（
２

）
「

高
度

研
究

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

支
援

強
化

 

 
①

申
請

支
援

の
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

開
始

分
の

採
択

に
向

け
、

都
連

携
担

当
と

U
R
A
が

連
携

し
、

書
類

内
容

の
精

査
等

申
請

者
へ

の
支

援
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
支

援
を

行
っ

た
こ

と
で

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

開
始

分
と

し
て

、
高

度
研

究
２

件
が

新
た

に
採

択
さ

れ
た

（
図

表
1
-
3
1
-
4
、

1
-
3
1
-
5
）
。

 

  
②

継
続

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
継

続
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
、

東
京

都
か

ら
の

質
問

へ
の

回
答

に
当

た
り

、
申

請
者

の
研

究
実

施
内

容
を

適
切

に
伝

え
ら

れ
る

よ
う

、
申

請
者

と
綿

密
な

打
ち

合
わ

せ
を

重
ね

、
必

要
資

料
の

準
備

、
精

査
を

行
い

、
東

京
都

と
申

請
者

と
の

調
整

を
円

滑
に

実
施

す
る

こ
と

で
、

学
内

支
援

に
努

め
た

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
に

つ
い

て
、

都
政

へ
の

還
元

が
で

き
る

よ
う

、
東

京
都

各
局

と
意

見
交

換
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
東

京
都

の
イ

ベ
ン

ト
に

お
い

て
、

研
究

成
果

を
東

京
都

職
員

及
び

全
国

自
治

体
職

員
向

け
に

発
表

す
る

な
ど

、
都

政
へ

還
元

し
た

。
 

 

【図
表

1-
31

-4
　

高
度

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
件

数
】

（件
数

）

新
規

採
択

数
（応

募
数

）（
次

年
度

分
）

0
(5

)
1

(1
2)

2
(9

)
2

(8
)

2
(5

)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
数

（継
続

分
含

む
）

※
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
を

活
用

し
た

高
度

研
究

の
募

集
は

平
成

28
年

度
分

（平
成

27
年

度
応

募
）か

ら
。

※
継

続
数

に
は

ア
ジ

ア
人

材
育

成
基

金
を

活
用

し
た

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
も

含
む

。

4
3

4
6

29
年

度
30

年
度

元
年

度
２
年

度
３
年

度

6
7

４
年

度

 
 

【図
表

1-
31

-5
　

高
度

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
一

覧
】

N
o

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
名

代
表

者
所

属
研

究
期

間

1
家

庭
ご

み
焼

却
ス

ラ
グ

か
ら

の
有

価
金

属
回

収
技

術
お

よ
び

可
視

光
応

答
型

光
触

媒
ガ

ラ
ス

作
成

技
術

の
開

発
と

そ
の

国
際

的
応

用
展

開
久

冨
木

 志
郎

理
学

研
究

科
化

学
専

攻
平

成
2
9
年

度
～

令
和

３
年

度

2
層

状
構

造
を

持
つ

新
し

い
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
連

材
料

の
創

出
水

口
　

佳
一

理
学

研
究

科
物

理
学

専
攻

令
和

元
年

度
～

令
和

５
年

度

3
環

境
低

負
荷

型
の

新
し

い
バ

イ
オ

ベ
ー

ス
高

分
子

機
能

材
料

の
開

発
野

村
　

琴
広

理
学

研
究

科
化

学
専

攻

4
運

動
器

の
機

能
を

回
復

す
る

再
生

複
合

組
織

生
成

技
術

の
確

立
―

ナ
ノ

工
学

と
メ

カ
ノ

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

の
融

合
に

よ
る

組
織

再
生

医
療

の
新

展
開

―
藤

江
　

裕
道

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
機

械
シ

ス
テ

ム
工

学
域

5
ゲ

ノ
ム

編
集

細
胞

を
用

い
た

化
学

物
質

の
細

胞
効

果
・
薬

理
作

用
の

包
括

的
理

解
廣

田
　

耕
志

理
学

研
究

科
化

学
専

攻

6
革

新
的

触
媒

を
基

盤
と

す
る

二
酸

化
炭

素
の

高
度

リ
サ

イ
ク

ル
・
資

源
化

技
術

宍
戸

　
哲

也
都

市
環

境
科

学
研

究
科

環
境

応
用

化
学

域

7
細

胞
間

情
報

伝
達

小
胞

エ
ク

ソ
ソ

ー
ム

の
作

用
機

序
の

解
明

と
医

療
応

用
川

上
　

浩
良

都
市

環
境

科
学

研
究

科
環

境
応

用
化

学
域

8
大

都
市

流
域

圏
で

発
生

す
る

浮
遊

ご
み

等
の

環
境

汚
染

防
止

策
に

関
す

る
研

究
横

山
　

勝
英

都
市

環
境

科
学

研
究

科
都

市
基

盤
環

境
学

域

令
和

２
年

度
～

令
和

６
年

度

令
和

３
年

度
～

令
和

６
年

度

令
和

４
年

度
～

令
和

６
年

度
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
3
2

 
②

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
や

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
を

交
え

た
講

習
会

を
実

施
す

る
な

ど
、

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
振

興
を

図
る

と
と

も
に

、
学

内
外

に
向

け
た

オ
リ

ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

関
す

る
教

育
活

動
を

通
じ

て
、

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
の

成
功

に
向

け
た

機
運

を
醸

成
す

る
。

ま
た

、
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

５
件

以
上

】
創

設
し

、
そ

の
研

究
成

果
を

都
政

や
社

会
に

還
元

す
る

こ
と

で
、

大
会

の
成

功
と

レ
ガ

シ
ー

の
継

承
に

貢
献

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

2
22
. 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

令
和

３
年

（
2
0
2
1
年

）

に
開

催
が

延
期

と
な

っ
た

東
京

2
0
2
0

大
会

に
向

け
て

、
培

っ
て

き
た

研
究

成
果

や
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
に

対
す

る
支

援
実

績
を

活
か

し
、

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

関
連

団
体

へ
の

貸
出

等
に

よ
る

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
体

育
施

設
の

活
用

や
都

民
向

け
講

習
会

の
実

施
等

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

理
解

促
進

と
裾

野
拡

大
を

図
り

、
全

て
の

都
民

が
い

き
い

き
と

生
活

、
活

躍
で

き
る

都
市

の
実

現
に

貢
献

し
て

い
く

。
ま

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

の
社

会
情

勢
を

鑑
み

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

イ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

も
引

き
続

き
実

施
し

て
い

く
。

 

                      

（
１

）
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

理
解

促
進

及
び

裾
野

拡
大

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

従
来

の
対

面
に

よ
る

体
験

型
企

画
が

実
施

で
き

な
い

状
況

で
あ

っ
た

が
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
引

き
続

き
動

画
配

信
型

企
画

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

理
解

促
進

、
東

京
2
0
2
0

大
会

に
向

け
た

機
運

を
絶

や
さ

ず
醸

成
し

て
い

く
こ

と

に
加

え
、

東
京

2
0
2
0
大

会
後

の
レ

ガ
シ

ー
と

し
て

障
ス

ポ
の

更
な

る
理

解
促

進
に

貢
献

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
W
e
b
に

よ
る

魅
力

発
信

を
行

っ
た

。
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
、

健
康

福
祉

学
部

の
学

生
と

ア
ス

リ
ー

ト
に

よ
る

対
談

や
義

足
ダ

ン
サ

ー
と

ア
ス

リ
ー

ト
に

よ
る

対
談

と
い

う
、

対
談

形
式

で
、

視
聴

者
に

よ
り

臨
場

感
を

持
っ

た
企

画
と

す
る

よ
う

に
工

夫
し

た
。

 
・

上
記

２
点

の
動

画
企

画
に

つ
い

て
は

、
時

間
を

限
定

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
形

式
で

は
な

く
、

W
e
b
を

閲
覧

す
る

環
境

が
あ

れ
ば

、
誰

で
も

、
ど

こ
で

も
、

い
つ

で
も

、
何

度
で

も
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
し

た
こ

と
に

加
え

、
配

信
内

容
に

つ
い

て
も

誰
も

が
見

や
す

い
よ

う
に

工
夫

を
し

た
。

 
・

地
元

自
治

体
で

開
催

さ
れ

る
展

示
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

の
相

談
を

行
っ

た
。

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
対

面
式

の
体

験
教

室
に

つ
い

て
は

実
施

で
き

な
か

っ
た

が
、

対
面

式
の

体
験

会
を

最
後

に
実

施
し

た
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

の
体

験
会

全
体

の
参

加
者

数
（

1
,
6
1
8

名
）

と
比

べ
、

 
閲

覧
回

数
で

は
あ

る
が

多
く

閲
覧

（
2
4
,
3
0
2
回

）
が

あ
り

、
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

理
解

促
進

と
裾

野
拡

大
に

貢
献

し
た

。
（

図
表

1
-
3
2
-
1
）

 

・
地

元
自

治
体

と
協

力
し

て
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

振
興

を
図

っ
た

。
 

 【
図
表
1
-
3
2
-
1
　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
主
催
イ
ベ
ン
ト
】

（
単
位
：
回
）

配
信
動
画
名
・
出
演
者
名

閲
覧
回
数

備
考

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
パ
ラ
陸
上
・
鈴
木
徹
選
手
）

1
,
9
1
0

全
4
回
分
の
動
画
を
配
信

み
ん
な
で
楽
し
く
お
う
ち
体
操
（
健
康
福
祉
学
部
　
神
保
特
任
助
教
）

2
,
3
9
2

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
パ
ラ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
土
田
和
歌
子
選
手
）

2
,
5
0
9

全
4
回
分
の
動
画
を
配
信

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
ウ
ェ
ル
チ
ェ
ア
ラ
グ
ビ
ー
・
池
崎
大
輔
選
手
）

7
,
2
3
0

全
4
回
分
の
動
画
を
配
信

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
車
い
す
テ
ニ
ス
・
大
谷
桃
子
選
手
）

2
,
5
8
4

全
4
回
分
の
動
画
を
配
信

〇
都
立
大
生
×
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会

6
3
4

〇
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
と
義
足
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
競
技
紹
介
＆
対
談
会

7
2
7

〇
音
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
　
デ
フ
卓
球

2
,
0
6
2

〇
音
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
　
デ
フ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

2
,
4
4
2

〇
音
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
　
デ
フ
フ
ッ
ト
サ
ル

1
,
2
7
4

〇
東
京
2
0
2
0
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
座
談
会
（
字
幕
な
し
＋
字
幕
入
り
）

5
3
8

注
）
〇

印
に
つ

い
て
は

、
令

和
３
（
2
0
2
1
）
年

度
に
配

信
開

始
企

画
、
無

印
に
つ

い
て
は

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

度
に
配

信
を
開

始
し
た
も
の
。

　
　
閲

覧
回

数
に
つ

い
て
は

、
令

和
４
（
2
0
2
2
）
年

５
月

2
4
日

時
点

で
の
、
「
都

立
大

ch
an

n
el
」
及

び
「
2
大

学
1
高

専
ch
an
n
el
」
の
合

算
数
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（
２

）
◆

【
継

続
】

社
会

の
変

化
を

捉
え

な

が
ら

、
様

々
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
場

面
に

お
い

て
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

求
め

ら
れ

る
実

践
的

な
知

識
、

技
術

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
も

つ
学

生
を

育
成

す
る

た
め

、
実

践
的

な
活

動
と

学
習

を
連

動
さ

せ
た

安
全

で
質

の
高

い
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。
（

1
-
10

再

掲
）

 

 （
３

）
【

拡
充

】
東

京
2
0
2
0
大

会
後

に
「

オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

お
け

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」

に
つ

い
て

の
調

査
を

行
い

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
総

括
、

課
題

を
探

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
対

す
る

関
係

者
の

意
識

の
変

化
を

捉
え

、
今

後
に

向
け

た
効

果
的

な
取

組
を

把
握

す
る

。
（

1
-
1
0

再

掲
）

 

 （
４

）
◆

【
継

続
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
な

が
ら

、
ま

た
、

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

を
効

果
的

に
使

用
し

、
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

関
す

る
講

義
、

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

体
験

会
、

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

動
報

告
会

、
東

京
2
0
2
0

大
会

関
連

イ
ベ

ン
ト

等
を

実
施

し
、

大
会

開
催

の
機

運
醸

成
を

図
る

と
と

も
に

、
大

会
後

は
大

会
で

培
わ

れ
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
振

興
、

そ
の

他
多

様
な

社
会

へ
関

心
を

高
め

る
機

運
を

、
大

会
レ

ガ
シ

ー
と

し
て

承
継

す
る

。
 

           

（
２

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
リ

ー
ダ

ー
育

成
に

資
す

る
安

全
で

質
の

高
い

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

【
中

期
計

画
番

号
1
－

1
0
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
ほ

ぼ
予

定
通

り
の

活
動

機
会

を
提

供
で

き
た

一
方

で
、

ス
ポ

ー
ツ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

感
染

拡
大

の
影

響
を

受
け

予
定

通
り

の
活

動
機

会
提

供
と

は
い

か
な

か
っ

た
が

、
制

限
下

で
も

で
き

る
活

動
機

会
の

追
加

を
設

け
る

こ
と

で
フ

ォ
ロ

ー
す

る
な

ど
可

能
な

限
り

実
体

験
で

き
る

機
会

を

提
供

す
る

よ
う

努
め

た
。

 

     （
３

）
「

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

」
に

つ
い

て
の

調
査

に
よ

る
効

果
的

な
取

組
の

把
握

【
中

期
計

画
番

号
1
－

1
0
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
都

立
大

の
学

生
を

対
象

と
し

た
東

京
2
0
2
0
大

会
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
お

け
る

具
体

的
な

実
態

を
把

握
で

き
た

。
 

・
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
の

魅
力

を
発

信
す

る
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

を
策

定
し

実
施

予
定

で
あ

る
。

 

      （
４

）
都

民
向

け
の

機
運

醸
成

の
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

等
 

 
①

大
会

開
催

の
機

運
醸

成
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
都

民
向

け
の

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
関

す
る

講
座

、
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
体

験
会

、
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

報
告

会
、

東
京

2
0
2
0

大
会

関
連

イ
ベ

ン

ト
等

を
実

施
し

た
。

 

・
東

京
2
0
2
0
大
会

終
了

後
も

、
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

学
生

に
向

け
た

ボ
ッ

チ
ャ

、
ゴ

ー
ル

ボ
ー

ル
実

践
会

を
実

施
し

、
学

生
同

士
で

東
京

2
0
2
0

大
会

の
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
結

果
や

感
想

を
話

し
合

う
機

会
を

設
け

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
緊

急
事

態
宣

言
及

び
ま

ん
延

防
止

措
置

等
に

よ
り

、
東

京
2
0
2
0

大
会

の
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

向
け

た
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

ス
ポ

ー
ツ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
、

東
京

2
0
2
0

大
会

の
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

開
始

前
に

ボ
ッ

チ
ャ

講
習

会
を

実
施

し
、

競
技

の
楽

し
み

や
ル

ー
ル

、
試

合
運

営
方

法
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
で

き
た

。
 

・
東

京
2
0
2
0

大
会

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

参
加

し
た

講
師

１
名

、
学

部
生

２
名

、
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
生

１
名

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
１

名
の

計
５

名
に

て
、

東
京

2
0
2
0
大

会
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
や

大
会

前
後

の
心

境
等

を
ト

ー
ク

テ
ー

マ
と

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

公
開

し
た

。
 

 

②
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
文

化
・

ス
ポ

ー
ツ

振
興

の
大

会
レ

ガ
シ

ー
と

し
て

の
承

継
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ボ

ッ
チ

ャ
及

び
ゴ

ー
ル

ボ
ー

ル
の

ゲ
ー

ム
、

ル
ー

ル
、

審
判

の
方

法
、

コ
ー

ト
の

セ
ッ

ト
な

ど
一

連
の

流
れ

を
経

験
す

る
機

会
を

捻
出

し
、

学
生

が
ボ

ッ
チ

ャ
及

び
ゴ

ー
ル

ボ
ー

ル
の

運
営

が
可

能
な

程
度

の
内

容
と

し
て

講
習

会
を

実
施

し
た

。
（

図
表

1
-
3
2
-
2
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
講

習
会

参
加

の
学

生
が

、
地

域
の

療
育

園
等

で
開

催
さ

れ
た

ボ
ッ

チ
ャ

イ
ベ

ン
ト

に
運

営
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

参
加

し
、

学
ん

だ
知

識
を

生
か

す
場

も
提

供
で

き
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
振

興
に

資
す

る
取

組
と

な
っ

た
。
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           （
５

）
【

継
続

】
健

康
福

祉
学

部
４

年
生

の

選
択

科
目

と
し

て
「

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
論

」
を

開
講

し
、

広
く

履
修

の
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
学

修
の

成
果

を
実

践
す

る
場

も
用

意
し

て
、

学
部

全
体

で
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

更
な

る
理

解
促

進
を

図
る

。
 

  （
６

）
◆

【
継

続
】

目
前

に
迫

っ
た

東
京

2
0
2
0
大

会
の

成
功

に
向

け
、

学
際

的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

り
得

ら
れ

た
研

究
成

果
を

発
信

す
る

こ
と

で
、

広
く

都
政

や
社

会
へ

還
元

す
る

と
と

も
に

、
大

会
の

成
功

に
向

け
た

機
運

醸
成

に
貢

献
す

る
。

 

【
図
表
1
-
3
2
-
2
　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
】

開
催
月

会
場

参
加
者

イ
ベ
ン
ト
名

内
容

８
月

東
京

都
立

大
学

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

都
立

大
生

1
0
名

、
講

師
２

名
、

職
員

３
名

ボ
ッ

チ
ャ

事
前

講
習

会
試

合
、

ル
ー

ル
、

審
判

の
方

法
、

コ
ー

ト
の

セ
ッ

ト
な

ど
一

連
の

流
れ

を
経

験
す

る
機

会
を

捻
出

し
、

学
生

が
ボ

ッ
チ

ャ
に

お
け

る
簡

単
な

運
営

が
で

き
る

ほ
ど

の
知

識
を

得
る

1
2
月

東
京

都
立

大
学

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

都
立

大
生

４
名

、
講

師
１

名
、

職
員

２
名

ゴ
ー

ル
ボ

ー
ル

事
前

講
習

会
試

合
、

ル
ー

ル
、

審
判

の
方

法
、

コ
ー

ト
の

セ
ッ

ト
な

ど
一

連
の

流
れ

を
経

験
す

る
機

会
を

捻
出

し
、

学
生

が
ゴ

ー
ル

ボ
ー

ル
に

お
け

る
簡

単
な

運
営

が
で

き
る

ほ
ど

の
知

識
を

得
る

２
月

東
京

都
立

大
学

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

都
立

大
生

1
1
名

、
講

師
１

名
、

職
員

４
名

ボ
ッ

チ
ャ

・
ゴ

ー
ル

ボ
ー

ル
体

験
会

試
合

、
ル

ー
ル

、
審

判
の

方
法

、
コ

ー
ト

の
セ

ッ
ト

な
ど

一
連

の
流

れ
を

経
験

し
、

ボ
ッ

チ
ャ

・
ゴ

ー
ル

ボ
ー

ル
競

技
の

楽
し

さ
を

改
め

て
感

じ
る

と
と

も
に

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
時

に
留

意
す

べ
き

点
も

お
さ

ら
い

す
る

。
 

 （
５

）
「

障
害

者
と

ス
ポ

ー
ツ

論
」

に
お

け
る

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 
・

平
成

2
7
（

2
01
5
）

年
度

よ
り

公
益

財
団

法
人

日
本

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

協
会

公
認

の
「

初
級

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

指
導

員
」

資
格

取
得

認
定

校
と

し
て

登
録

さ
れ

て
い

る
。

引
き

続
き

、
健

康
福

祉
学

部
の

科
目

と
し

て
「

障
害

者
と

ス
ポ

ー
ツ

論
」

を
開

講
す

る
と

と
も

に
、

当
該

科
目

の
単

位
を

取
得

し
た

学
生

が
、

実
技

に
よ

る
補

講

を
経

て
資

格
を

申
請

で
き

る
環

境
を

提
供

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
特

定
の

学
科

の
開

講
科

目
で

は
な

く
、

健
康

福
祉

学
部

す
べ

て
の

学
科

を
対

象
と

し
て

開
講

し
た

こ
と

で
、

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

り
理

解
の

あ
る

医
療

人
材

の
育

成
の

一
助

と
な

っ
た

。
 

 （
６

）
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
研

究
成

果
の

都
政

・
社

会
へ

の
還

元
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
国

連
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
イ

ン
パ

ク
ト

に
お

い
て

都
立

大
の

取
組

を
発

信
し

た
ほ

か
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
観

点
か

ら
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
会

合
を

活
用

し
て

都
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
し

、
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
の

学
生

へ
の

周
知

な
ど

、
各

局
の

レ
ガ

シ
ー

継
承

に
係

る
事

業
や

希
望

を
把

握
し

、
意

見
交

換
を

行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
東

京
2
0
2
0
大

会
終

了
後

も
、

東
京

都
の

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

の
学

生
へ

の
周

知
に

協
力

す
る

な
ど

、
レ

ガ
シ

ー
継

承
に

貢
献

し
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
3
3

 
◇

人
材

育
成

等
を

通
じ

た
連

携
の

推
進

 

③
都

市
政

策
研

修
、

管
理

職
候

補
者

研
修

等
の

継
続

実
施

等
に

よ
り

、
都

・
区

市
町

村
等

の
人

材
育

成
に

貢
献

す
る

。
ま

た
、

新
設

す
る

都
市

政
策

科
学

科
及

び
大

学
院

都
市

政
策

科

学
域

に
お

い
て

、
大

都
市

課
題

解
決

に
係

る
文

理
融

合
型

教
育

を
実

施
す

る
な

ど
、

公
共

政
策

部
門

で
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

・
輩

出
す

る
た

め
に

必
要

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

都
を

は
じ

め
と

す
る

自

治
体

等
行

政
機

関
の

人
材

育
成

に
貢

献
す

る
に

あ
た

り
、

都
市

政
策

、
経

営
管

理
等

の
研

修
を

受
託

す
る

。
 

                                   

（
１

）
都

市
政

策
研

修
・

管
理

職
候

補
者

研
修

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
都

立
大

都
市

環
境

学
部

都
市

政
策

科
学

科
教

員
の

協
力

を
得

て
、

東
京

都
か

ら
都

市
政

策
研

修
を

受
託

し
た

。
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

は
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

中
止

と
な

っ
た

が
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
、

実
施

方
法

を
オ

ン
ラ

イ
ン

ベ
ー

ス
に

す
る

な
ど

工
夫

し
な

が
ら

、
都

の
若

手
職

員
1
4

名
に

対
し

て
研

修
を

実
施

し
た

。
（

図
表

1
-
3
3
-
1
）

 

・
東

京
都

管
理

職
候

補
者

研
修

は
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

の
実

施
繰

越
分

（
4
9
人

）
と

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

東
京

都
管

理
職

選
考

合
格

者
4
5
名

を
対

象
に

Z
o
o
m
を

利
用

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

研
修

を
実

施
し

た
。
（

図
表

1
-
3
3
-
2
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
東

京
都

職
員

の
人

材
育

成
、

都
政

の
課

題
解

決
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
大

都
市

課
題

解
決

の
た

め
に

都
立

大
が

持
つ

教
育

研
究

資
源

を
有

効
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
研

修
を

メ
イ

ン
と

す
る

な
ど

、
方

法
を

工
夫

す
る

こ
と

で
新

た
な

研
修

ノ
ウ

ハ
ウ

を
構

築
し

、
東

京
都

か
ら

の
研

修
実

施
の

要
請

に
応

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
東

京
都

管
理

職
研

修
は

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

で
オ

ン
ラ

イ
ン

対
応

し
た

ノ
ウ

ハ
ウ

を
生

か
す

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

令
和

２

（
2
0
2
0
）

年
度

研
修

の
繰

越
分

に
つ

い
て

、
研

修
日

程
を

増
や

し
開

催
す

る
こ

と
で

、
東

京
都

か
ら

の
研

修
実

施
の

要
請

に
応

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
【
図

表
1
-
3
3
-
1
　
都

市
政

策
研

修
（
令

和
３
年

度
）
】

実
施

日
内

容
会

場

6
月

2
2
日

全
体

講
義

オ
ン
ラ
イ
ン

7
月

1
日

判
別

討
議

オ
ン
ラ
イ
ン

7
月

7
日

判
別

自
主

活
動

都
立

大
南

大
沢

キ
ャ
ン
パ

ス

7
月

～
1
2
月

（
月

１
回

）
判

別
研

究
オ
ン
ラ
イ
ン

1
2
月

6
日

報
告

セ
ミ
ナ

ー
角

筈
区

民
ホ
ー

ル
 

 
【
図
表
1
-
3
3
-
2
　
管
理
職
候
補
者
研
修
（
令
和
３
年
度
）
】

実
施
日

内
容

会
場

4
月
2
0
日

政
策
デ
ザ
イ
ン
の
科
学
と
経
営
者
の
役
割

5
月
1
0
日

都
市
間
競
争
と
成
長
戦
略

6
月
7
日

顧
客
志
向
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

7
月
2
日

公
共
政
策
へ
の
経
営
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

9
月
1
5
日

ゲ
ー
ム
の
理
論
と
制
度
設
計

1
0
月
1
3
日

地
域
活
性
化
と
制
度
的
企
業
家

1
1
月
8
日

管
理
と
組
織
の
戦
略
的
変
革

1
2
月
8
日

公
共
経
営
政
策
の
意
思
決
定

オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
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（
２

）
【

継
続

】
文

理
融

合
型

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
の

科
目

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

総
合

研
究

」
及

び
「

課
題

別
総

合
研

究
」

を
中

心
と

し
た

大
都

市
課

題
解

決
に

係
る

授
業

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ

り
、

公
共

政
策

部
門

で
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

・
輩

出
す

る
。

 

（
２

）
大

都
市

課
題

解
決

に
係

る
文

理
融

合
型

教
育

の
実

施
（

都
市

環
境

学
部

都
市

政
策

科
学

科
）

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
文

理
融

合
型

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
な

る
科

目
「

課
題

別
総

合
研

究
」

及
び

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

総
合

研
究

」
を

開
講

し
て

、
学

習
テ

ー
マ

の
明

確
化

、
運

営
・

指
導

方
法

等
の

改
善

を
進

め
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
公

共
政

策
部

門
で

活
躍

す
る

人
材

を
育

成
で

き
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
3
4

 
④

社
会

的
要

請
を

踏
ま

え
た

高
度

専
門

人
材

の
育

成
を

通
じ

て
、

都
の

施
策

と
の

連
携

を
推

進
す

る
た

め
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

金
融

市
場

で
活

躍
で

き
る

「
高

度
金

融
専

門
人

材
」

を
育

成
・

輩
出

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で

き
る

高
度

金
融

専
門

人
材

を
養

成
す

る
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

高
度

な
金

融
実

務
の

実
践

的
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
金

融
工

学
に

お
け

る
最

先
端

研
究

を
実

施
す

る
。

 

（
１

）
「

高
度

金
融

専
門

人
材

」
の

養
成

及
び

最
先

端
研

究
の

実
施

 

①
高

度
金

融
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
「

投
資

運
用

」
「

デ
リ

バ
テ

ィ
ブ

」
「

金
融

リ
ス

ク
」
「

金
融

経
済

学
」

を
コ

ア
分

野
と

し
て

、
関

係
分

野
で

あ
る

「
数

学
」
「

数
値

計
算

」
「

統
計

学
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン

ス
」

等
の

分
野

の
科

目
を

効
率

的
に

配
置

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
よ

り
、

世
界

的
な

金
融

都
市

で
活

躍
で

き
る

高
度

金
融

専
門

人
材

の
養

成
を

行
っ

た
。

 

・
高

度
金

融
専

門
人

材
の

養
成

の
事

業
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
フ

ィ
ン

テ
ッ

ク
や

A
I
 
と

い
っ

た
社

会
情

勢
の

変
化

や
金

融
機

関
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

べ
く

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
改

定
し

た
。

具
体

的
に

は
、
（

１
）

金
融

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
科

目
群

の
拡

充
、
（

２
）

金
融

数
学

分
野

の
科

目
追

加
を

行
う

と
と

も
に

、
（

３
）

M
B
A

プ

ロ
グ

ラ
ム

と
の

棲
み

分
け

が
不

明
瞭

で
あ

っ
た

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

分
野

の
科

目
群

の
削

減
・

追
加

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
引

き
続

き
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
も

定
員

を
超

え
て

、
1
2
名

の
学

生
が

入
学

し
た

。
 

・
複

数
の

在
学

生
や

修
了

生
が

修
士

論
文

の
成

果
を

国
内

の
主

要
な

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

関
連

学
会

で
発

表
し

た
。

具
体

的
に

は
、

日
本

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

学
会

の
大

会
で

２

名
、

秋
季

大
会

で
１

名
、

日
本

金
融

・
証

券
計

量
・

工
学

学
会

の
夏

季
大

会
で

１
名

、
冬

季
大

会
で

３
名

が
発

表
し

た
。

学
生

数
か

ら
の

比
率

と
し

て
、

非
常

に
高

い

比
率

で
高

度
な

成
果

を
出

し
た

こ
と

に
な

る
。

幅
広

く
学

習
で

き
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
効

率
的

な
配

置
や

、
社

会
情

勢
の

変
化

や
金

融
機

関
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
定

に
よ

っ
て

、
質

の
高

い
教

育
が

提
供

で
き

た
こ

と
で

、
学

会
で

の
研

究
の

成
果

の
発

表
に

つ
な

が
っ

た
。

ま
た

、
博

士
前

期
課

程
修

了
者

の
う

ち

都
立

大
大

学
院

博
士

後
期

課
程

へ
進

学
す

る
の

は
毎

年
０

ま
た

は
１

名
で

あ
っ

た
が

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

修
了

者
か

ら
は

３
名

が
進

学
し

た
。

 

 

②
金

融
工

学
に

お
け

る
最

先
端

研
究

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

術
的

な
最

先
端

の
研

究
拠

点
と

し
て

、
丸

の
内

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
金

融
工

学
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

東
京

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

計
５

回
、

研
究

セ
ミ

ナ
ー

を
計

５
回

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

１
回

開
催

し
、

学
術

界
と

実
務

界
の

国
際

的
な

連
携

を
通

し
て

研
究

成
果

の
発

信
や

議
論

の
場

を

設
け

る
こ

と
に

よ
り

、
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
・

金
融

工
学

の
研

究
の

発
展

を
図

っ
た

。
特

に
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
0
月

に
は

、
都

の
「

東
京

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

・
フ

ァ
イ

ナ

ン
ス

・
ウ

ィ
ー

ク
」

と
い

う
１

週
間

に
わ

た
る

イ
ベ

ン
ト

の
１

日
分

を
金

融
工

学
研

究
セ

ン
タ

ー
が

担
当

し
、

金
融

業
界

の
立

場
か

ら
気

候
変

動
リ

ス
ク

に
関

す
る

シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
た

。
（

図
表

1
-
3
4
-
1
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
東

京
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
に

お
い

て
、

研
究

成
果

の
発

信
や

議
論

の
場

を
設

け
、

海
外

等
を

は
じ

め
と

す
る

研
究

者
と

の
共

同
研

究
、

交
流

を
行

い
、

金
融

工
学

に
お

け
る

最
先

端
の

研
究

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

研
究

成
果

を
社

会
に

還
元

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
学

術
的

な
最

先
端

研
究

拠
点

を
形

成
し

た
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

セ
ミ

ナ
ー

や
共

同
研

究
の

実
施

に
支

障
が

生
じ

た
が

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

影
響

を
軽

減
で

き

た
。

 

 

※
東

京
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
フ

ォ
ー

ラ
ム

：
実

務
的

諸
問

題
の

解
決

や
金

融
実

務
の

高
度

化
に

資
す

る
た

め
、

主
に

金
融

実
務

家
を

対
象

と
し

た
社

会
の

実
勢

を
捉

え
た

セ
ミ

ナ
ー

。
都

の
政

策
で

あ
る

『
「

国
際

金
融

都
市

・
東

京
」

構
想

』
（

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
1
1
 
月

）
に

基
づ

き
、

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

か
ら

開
始

し
た

。
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【
図

表
1
-
3
4
-
1
　

金
融

工
学

研
究

セ
ン

タ
ー

開
催

　
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

（
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

】

カ
テ

ゴ
リ

開
催

月
タ

イ
ト

ル
備

考

令
和

３
年

６
月

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

は
企

業
価

値
を

高
め

る
か

？
W
e
b
i
n
a
r
形

式
（

Z
o
o
m
）

令
和

３
年

1
1
月

機
械

学
習

と
株

式
投

資
　

―
諸

刃
の

剣
の

利
用

法
―

W
e
b
i
n
a
r
形

式
（

Z
o
o
m
）

令
和

３
年

1
1
月

銀
行

に
お

け
る

リ
ス

ク
管

理
の

振
り

返
り

と
今

後
の

展
望

W
e
b
i
n
a
r
形

式
（

Z
o
o
m
）

令
和

４
年

１
月

脱
炭

素
社

会
へ

の
切

り
札

:
カ

ー
ボ

ン
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
の

内
外

状
況

と
国

内
展

望
W
e
b
i
n
a
r
形

式
（

Z
o
o
m
）

令
和

４
年

１
月

オ
ン

ラ
イ

ン
型

フ
ァ

ク
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
―

中
小

企
業

の
新

し
い

資
金

調
達

手
段

―
W
e
b
i
n
a
r
形

式
（

Z
o
o
m
）

令
和

３
年

６
月

オ
プ

シ
ョ

ン
情

報
を

用
い

た
下

方
ジ

ャ
ン

プ
リ

ス
ク

と
応

用
研

究
W
e
b
i
n
a
r
形

式
（

Z
o
o
m
）

令
和

３
年

1
0
月

高
速

取
引

行
為

の
特

性
分

析
W
e
b
i
n
a
r
形

式
（

Z
o
o
m
）

令
和

３
年

1
2
月

W
h
e
n
 
D
o
e
s
 
t
h
e
 
J
a
p
a
n
 
E
m
p
o
w
e
r
i
n
g
 
W
o
m
e
n
 
I
n
d
e
x

O
u
t
p
e
r
f
o
r
m
 
i
t
s
 
P
a
r
e
n
t
 
a
n
d
 
t
h
e
 
E
S
G
 
S
e
l
e
c
t
 
L
e
a
d
e
r
s
 
I
n
d
e
x
e
s
?

W
e
b
i
n
a
r
形

式
（

Z
o
o
m
）

令
和

４
年

１
月

U
n
b
i
a
s
e
d
 
s
i
m
u
l
a
t
i
o
n
の

紹
介

対
面

及
び

W
e
b
i
n
a
r
形

式
（

Z
o
o
m
）

令
和

４
年

３
月

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

プ
ロ

グ
ラ

ム
2
0
2
1
年

度
研

究
発

表
会

W
e
b
i
n
a
r
形

式
（

Z
o
o
m
）

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

令
和

３
年

1
0
月

東
京

都
立

大
学

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
『

気
候

変
動

の
影

響
と

金
融

機
関

の
役

割
』

W
e
b
i
n
a
r
形

式
（

Z
o
o
m
）

東
京

都
　

後
援

東
京

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

フ
ォ

ー
ラ

ム

丸
の

内
Q
F
セ

ミ
ナ

ー
（

研
究

セ
ミ

ナ
ー

）
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
3
5

 
⑤

新
た

な
国

際
共

同
研

究
・

産
学

連
携

等
を

促
進

す
る

た
め

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
る

留
学

生
を

は
じ

め
と

し
た

修
了

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

推
進

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

都
市

外
交

人
材

育
成

基

金
及

び
ア

ジ
ア

人
材

育
成

基
金

で
受

け
入

れ
た

留
学

生
（

在
学

生
・

修
了

生
）

が
一

堂
に

会
す

る
機

会
を

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

等
も

踏
ま

え
開

催

し
、

留
学

生
と

都
立

大
及

び
都

と
の

つ
な

が
り

を
強

化
す

る
。
（

1
-
5
5
再

掲
）

 

   （
２

）
【

継
続

】
高

度
研

究
の

修
了

生
又

は

そ
の

所
属

す
る

大
学

等
研

究
機

関
と

行
う

国
際

共
同

研
究

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
高

度
研

究
の

修
了

生
と

の
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

す
る

。

（
1
-
5
5
再

掲
）

 

      （
３

）
◆

【
継

続
】

社
会

情
勢

も
踏

ま
え

つ

つ
、

学
内

へ
の

周
知

等
に

よ
っ

て
、

帰
国

留
学

生
短

期
支

援
制

度
に

対
す

る
理

解
を

促
進

し
、

応
募

数
の

確
保

を
目

指
す

。
（

1
-
5
5
再

掲
）

 
 

（
１

）
修

了
生

・
在

学
生

と
都

立
大

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

強
化

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
 1
1
 月

５
日

に
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
年

次
総

会
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
開

催
し

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
を

活
用

し
て

受
け

入
れ

た
修

了
生

及

び
在

学
生

の
他

、
教

職
員

、
東

京
都

関
係

者
の

総
勢

 
1
7
9
 
名

が
参

加
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
年

次
総

会
を

通
じ

て
、

留
学

生
に

対
し

て
改

め
て

基
金

の
目

的
（

将
来

の
東

京
と

海
外

諸
都

市
の

架
け

橋
と

な
る

高
度

知
日

派
人

材
の

育
成

）
を

認
識

さ
せ

る
と

と
も

に
、

留
学

生
同

士
及

び
教

職
員

等
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

強
化

さ
れ

た
。

 

 ※
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
：

東
京

と
世

界
各

都
市

と
の

発
展

に
向

け
、

そ
の

相
互

の
交

流
及

び
協

力
を

担
う

人
材

の
育

成
に

資
す

る
施

策
の

推
進

に
要

す
る

資
金

に
充

て
る

た
め

、
都

が
設

置
す

る
基

金
。

 

 （
２

）
国

際
共

同
研

究
支

援
に

よ
る

高
度

研
究

修
了

生
と

の
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
高

度
研

究
終

了
課

題
の

代
表

者
に

対
し

て
、

国
際

共
同

研
究

（
高

度
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
の

学
内

公
募

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
高

度
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
学

内
公

募
、

審
査

の
結

果
、

１
件

を
採

択
し

た
（

図
表

1
-
3
5
-
1
）
。

 

 

【
図
表
1
-
3
5
-
1
　
高
度
研
究
を
通
じ
た
支
援
】

課
題

担
当
教
員

研
究
期
間

ア
ジ
ア
大
都
市
に
お
け
る
気
候
変
動
が
都
市
河
川
の
水
量
・
水
質
変

化
に
お
よ
ぼ
す
影
響

都
市
環
境
科
学
研
究
科
　
都
市
基
盤
環
境
学
域

横
山
　
勝
英

令
和
４
年
度
～
令
和
５
年
度

 
 （

３
）

帰
国

留
学

生
短

期
研

究
支

援
制

度
の

理
解

促
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

７
カ

国
か

ら
1
0
件

（
人

文
科

学
研

究
科

１
件

、
理

学
研

究
科

３
件

、
都

市
環

境
科

学
研

究
科

４
件

、
人

間
健

康
科

学

研
究

科
２

件
）

の
帰

国
留

学
生

の
受

入
れ

が
す

べ
て

中
止

と
な

っ
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

動
向

及
び

日
本

政
府

の
対

外
政

策
に

つ
い

て
研

究
科

へ
周

知
す

る
と

と
も

に
、

日
本

政
府

の
入

国
制

限
措

置
が

終
了

し
、

ビ
ザ

発
給

等
が

再
開

さ
れ

る
こ

と
を

見
据

え
て

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
募

集
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
本

制
度

の
周

知
の

結
果

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

応
募

件
数

は
９

件
と

な
っ

た
。

 

 

※
帰

国
留

学
生

短
期

研
究

支
援

制
度

：
都

立
大

に
留

学
し

、
現

在
、

自
国

ま
た

は
第

三
国

に
お

い
て

教
育

、
学

術
研

究
又

は
行

政
等

の
分

野
で

活
躍

し
て

い
る

者
に

対

し
、

都
立

大
に

お
い

て
都

立
大

の
研

究
者

と
と

も
に

短
期

研
究

を
行

う
機

会
を

提
供

及
び

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、

帰
国

留
学

生
と

都
立

大
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化

を
図

り
、

本
制

度
の

活
用

を
通

じ
て

都
立

大
と

海
外

研
究

機
関

等
と

の
連

携
強

化
、

ひ
い

て
は

東
京

と
海

外
諸

都
市

と
の

相
互

理
解

・
友

好
親

善
関

係
の

推
進

に
寄

与

す
る

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
3
6

 
◇

試
験

研
究

機
関

等
と

の
連

携
 

⑥
都

の
各

局
及

び
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
、

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

、
東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

等
と

の
連

携
・

協
働

を
強

化
し

、
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

等
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
共

同
研

究
成

果
発

表
会

、
研

究
シ

ー
ズ

の
開

示
な

ど
、

相
互

交
流

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

産
学

公
連

携
セ

ン
タ

ー

を
中

心
に

、
都

の
関

連
研

究
機

関
と

の
相

互
交

流
を

組
織

的
に

実
施

し
、

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
を

推
進

す
る

。
 

（
１

）
都

関
連

研
究

機
関

と
の

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

推
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
都

の
関

連
研

究
機

関
と

の
連

携
に

向
け

た
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、
都

の
関

連
研

究
機

関
と

の
共

同
研

究
の

推
進

に
向

け
て

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

傾
斜

的
研

究
費

の
学

長
裁

量
枠

（
都

連
携

研
究

支
援

）
に

お
い

て
、

新
た

に
１

件
の

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
採

択
し

た
。

 

・
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
と

の
感

染
症

対
策

に
資

す
る

共
同

研
究

の
実

施
に

向
け

、
意

見
交

換
を

随
時

実
施

す
る

と
と

も
に

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

か
ら

の
感

染
症

対
策

に
資

す
る

研
究

の
実

施
に

向
け

た
調

整
を

図
っ

た
。

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
施

策
提

案
発

表
会

（
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
）

に
つ

い
て

、
都

関
連

研
究

機
関

に
対

し
て

も
周

知
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
都

の
関

連
研

究
機

関
と

の
連

携
強

化
に

向
け

た
取

組
に

よ
り

、
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
5
件

の
創

生
に

つ
な

が
っ

た
。
（

図
表

 
1
-
3
6
-
1
）

 

・
東

京
都

環
境

公
社

と
新

た
に

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
。
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【
図
表
1
-
3
6
-
1
　
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

№
研
究
題
目

相
手
先

教
員
名

所
属

1
誘
電
泳
動
法
を
用
い
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
濃
縮
技
術
の
開
発

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー

内
田
　
諭

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

2
東
京
都
で
の
大
気
中
水
素
濃
度
変
動
に
関
す
る
研
究
（
第
2
期
）

公
益
財
団
法
人
 
東
京
都
環
境
公
社
 
東
京
都

環
境
科
学
研
究
所

加
藤
　
俊
吾

都
市
環
境
学
部

3
超
微
細
電
極
に
関
す
る
研
究

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー

楊
　
明

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

4
水
中
で
使
用
で
き
る
低
周
波
電
気
刺
激
装
置
の
試
作
と
温
熱
刺
激
と
の
相
乗
効
果
の
検
証

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
 
フ
カ
エ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
合

同
会
社

宇
佐
　
英
幸

健
康
福
祉
学
部

5
ラ
チ
ス
構
造
破
壊
過
程
の
三
次
元
形
状
計
測
と
解
析
技
術
の
構
築

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
大
学
法
人
東
京
大
学

長
井
　
超
慧

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

6
マ
ウ
ス
胎
仔
動
脈
血
管
の
送
液
培
養
シ
ス
テ
ム
の
開
発

公
益
財
団
法
人
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所

坂
元
　
尚
哉

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

7
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
シ
ス
テ
ム
の
高
性
能
化
と
安
全
性
評
価

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー

鈴
木
　
敬
久

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

8
が
ん
細
胞
用
創
薬
シ
ス
テ
ム
開
発
に
向
け
た
微
小
環
境
の
構
築
と
細
胞
挙
動
の
制
御

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー

三
好
　
洋
美

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

9
医
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
用
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
溶
解
速
度
制
御
技
術
の
開
発

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー

清
水
　
徹
英

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

1
0

子
ど
も
用
M
y
ス
ト
ロ
ー
開
発
の
た
め
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
第
２
期
）

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー

伊
藤
　
祐
子

健
康
福
祉
学
部

1
1

宇
宙
探
査
機
へ
の
適
用
に
向
け
た
不
規
則
ラ
テ
ィ
ス
構
造
衝
撃
吸
収
金
属
の
開
発

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー

北
薗
　
幸
一

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

1
2

精
神
負
荷
に
対
す
る
自
律
神
経
応
答
、
及
び
、
糖
化
・
酸
化
ス
ト
レ
ス
指
標
を
用
い
た
統
合
失
調
症

の
診
断
と
重
症
度
の
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
、
ヨ
ー
ガ
療
法
の
効
果
に
関
す
る
研
究

公
益
財
団
法
人
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所
、

東
京
都
立
松
沢
病
院

松
井
　
岳
巳

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

1
3

高
硬
度
お
よ
び
高
平
滑
性
を
両
立
す
る
ア
ル
ミ
プ
レ
ス
金
型
用
D
L
C
膜
の
開
発

D
O
W
A
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
、
地
方

独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー

清
水
　
徹
英

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

1
4

モ
ニ
タ
ー
ア
ラ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
開
発
の
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
タ
デ
ィ

日
本
光
電
工
業
株
式
会
社
、
東
京
都
立
小
児

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

田
川
　
憲
男

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

1
5

東
京
に
お
け
る
温
暖
化
と
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
局
地
的
極
端
現
象
の
実
態
解
明
に
関
す
る
研
究

公
益
財
団
法
人
東
京
都
環
境
公
社
東
京
都
環

境
科
学
研
究
所

高
橋
　
日
出
男
都
市
環
境
学
部
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大大
項項

目目
番番

号号
  

９９
  

社社
会会

貢貢
献献

等等
  

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

○
工

学
分

野
の

教
育

研
究

拠
点

の
強

化
等

に
よ

り
、

大
学

が
有

す
る

多
様

な
資

源
を

活
用

し
て

産
学

公
連

携
に

取
り

組
み

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
や

人
材

育
成

等
、

東
京

の
産

業
振

興
に

貢
献

す
る

。
 

○
区

市
町

村
の

ほ
か

、
地

域
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

役
割

を
果

た
す

金
融

機
関

等
、

様
々

な
担

い
手

と
の

連
携

に
よ

り
、

大
学

の
知

見
を

地
域

に
還

元
す

る
。

 

○
都

民
の

学
び

直
し

や
社

会
的

に
必

要
と

さ
れ

る
専

門
人

材
養

成
等

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
、

大
学

の
教

育
資

産
や

学
術

研
究

成
果

等
を

都
民

に
発

信
し

還
元

す
る

視
点

か
ら

、
生

涯
学

習
事

業
や

社
会

人
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
充

実
を

図
る

。
 

○
シ

ニ
ア

層
の

更
な

る
学

び
の

意
欲

に
応

え
、

新
た

な
学

び
と

交
流

の
場

を
提

供
し

、
人

生
1
0
0
 
年

時
代

を
豊

か
に

過
ご

せ
る

社
会

の
実

現
に

寄
与

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
２

）
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め

の
措

置
 

◇
産

学
公

の
連

携
推

進
 

【
1
-
3
7
】

①
共

同
研

究
・

受
託

研
究

に
よ

る
外

部
資

金

に
つ

い
て

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

内

に
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

平
均

金
額

比
で

【
1
2
0
％

以
上

】
の

獲
得

を
実

現
す

る
。

ま
た

、
技

術
移

転
活

動
の

強
化

等
に

よ
る

研
究

成
果

の
還

元
の

多
様

化
を

図

り
、

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

支
援

を
促

進
す

る
こ

と
で

、
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
を

累
計

で
【

1
0
社

】
設

置
す

る
。

 

 【
1
-
3
8
】

②
大

学
の

研
究

成
果

を
企

業
等

と
連

携
し

た

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

つ
な

げ
る

た

め
、

国
内

外
の

大
学

及
び

研
究

機
関

、
企

業
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
研

究
成

果
の

社
会

実
装

に
向

け
た

産
学

連
携

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

を
軸

と
し

て
工

学
分

野
の

教
育

研
究

拠
点

の
強

化
を

図
り

、
多

摩
地

域
の

産
学

公
協

働
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

構
築

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

 

 ◇
地

域
と

の
連

携
 

【
1
-
3
9
】

③
福

祉
、

防
災

、
ま

ち
づ

く
り

、
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

な
ど

地
域

課
題

解
決

に
向

け
て

、
都

内
外

の
自

治
体

の
ほ

か
、

地
域

に
お

け
る

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

の
役

割
を

果
た

す
金

融
機

関
・

N
P
O

等
、

様
々

な
担

い
手

と
の

連
携

を
強

化
す

る
。

 

 ◇
生

涯
学

習
 

2
9  

【
1
-
3
7
】

共
同

研
究

・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

、
第

二
期

中

期
計

画
期

間
の

平
均

金
額

比
で

【
1
4
3
％

】
獲

得
し

た
。

 

【
1
-
3
7
】

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

を
累

計
で

【
1
0
社

】
設

置
し

た
。

 

【
1
-
4
0
】

首
都

大
学

東
京

P
r
e
m
i
u
m
 C
o
l
l
e
g
e
（

仮
称

）
の

開
設

準
備

を
進

め

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
シ

ニ
ア

の
学

び
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

首
都

大
学

東
京

P
r
e
m
i
u
m
 
C
o
l
l
e
g
e

（
仮

称
）

の
開

設
準

備
が

行
わ

れ
た

。
生

涯
学

習
の

場
を

提
供

す
る

も
の

と
し

て
大

い
に

期
待

さ
れ

る
。

 

・
地

域
の

企
業

等
と

連
携

し
て

、
地

域
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

が
7
件

実
施

さ
れ

た
点

が
評

価
で

き
る

。
引

き
続

き
、

事
業

の
継

続
や

発
展

に
つ

な
が

る
取

組
の

充
実

が
期

待
さ

れ
る

。
 

3
0  

【
1
-
3
7
】

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

１
社

に
つ

い
て

、
令

和
元

年
度

創
設

の
 

目
途

が
つ

い
た

。
 

【
1
-
3
7
】

共
同

研
究

・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

、
第

二
期

中

期
計

画
期

間
の

平
均

金
額

比
で

【
1
5
4
％

】
獲

得
し

た
。

 

【
1
-
3
8
】

J
S
T
（

C
R
E
S
T
）

へ
の

応
募

が
７

件
に

増
加

し
た

。
 

【
1
-
3
9
】

自
治

体
（

都
以

外
）

と
の

連
携

を
６

件
獲

得
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
の

育
成

に
注

力
し

、
１

社
に

つ
い

て
令

和
元

年
度

創

設
の

め
ど

が
つ

い
た

。
 

・
5
0
歳

以
上

を
対

象
と

し
た

T
M
U
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

開
講

準
備

を

進
め

、
充

実
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
ほ

か
、

効
果

的
な

広
報

や
イ

ベ
ン

ト
等

の
効

果
も

あ
り

、
5
0
名

定
員

の
と

こ
ろ

3
2
9
名

の
応

募
を

得
た

。
 

・
T
M
U
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
が

、
大

学
の

特
性

を
生

か
し

た
、

高
齢

期
の

魅
力

的
な

学
び

の
場

と
し

て
確

立
し

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

元  

【
1
-
3
7
】

共
同

研
究

・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

、
第

二
期

中

期
計

画
期

間
の

平
均

金
額

比
で

【
1
4
7
％

】
獲

得
し

た
。

 

【
1
-
3
7
】

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

を
新

た
に

２
社

支
援

し
、

累
計

で
【

1
2

社
】

の
設

置
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
4
0
】

講
座

体
系

の
ジ

ャ
ン

ル
区

分
に

つ
い

て
、
「

カ
テ

ゴ
リ

ー
」

あ
る

い

は
「

テ
ー

マ
」

と
し

て
再

編
し

た
。

 

【
1
-
4
0
-
2
】

T
M
U

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

を
開

講
し

、
5
3
名

の
カ

レ
ッ

ジ

生
に

対
し

、
「

学
び

」
と

「
新

た
な

交
流

の
場

」
を

提
供

し
た

。
 

【
1
-
4
0
-
2
】

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

の
専

攻
科

の
開

講
に

向
け

た
準

備

を
行

っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

し
、

学
習

意
欲

の
高

い
シ

ニ
ア

へ
体

系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
提

供
し

て
い

る
。

 

・
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

令
和

２
年

度
の

本
科

入
試

で
は

、
募

集
人

員

を
大

き
く

上
回

る
出

願
を

得
る

と
と

も
に

、
２

年
目

も
学

び
続

け
ら

れ
る

専
攻

科
に

本
科

修
了

生
5
3
名

の
う

ち
3
6
名

が
応
募

す
る

な
ど

、
プ

レ
ミ

ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

に
対

す
る

期
待

や
満

足
度

の
高

さ
が

伺
え

る
。

 

２  

【
1
-
3
7
】

共
同

研
究

・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

、
第

二
期

中

期
計

画
期

間
の

平
均

金
額

比
で

【
1
2
6
％

】
獲

得
し

た
。

 

【
1
-
3
7
】

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

は
累

計
で

【
1
2
社

】
の

設
置

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
4
0
】

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
け

る
講

座
を

オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

た
こ

と
で

、
首

都
圏

以
外

の
新

た
な

受
講

層

を
獲

得
し

た
。

 

【
1
-
4
0
-
2
】

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

に
お

い
て

、
「

専
攻

科
」

を
開

講
す

る
と

と
も

に
、

令
和

３
（

2
0
21

）
年

度
か

ら
の

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

本
科

修
了

者
を

対
象

に
、

２

年
目

も
学

び
続

け
ら

れ
る

専
攻

科
を

開
講

し
た

。
加

え
て

、
専

攻
科

修
了

後
も

更
に

学
び

続
け

た
い

と
い

う
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

、
研

究
生

コ
ー

ス
を

令
和

３
年

度
か

ら
新

規
に

開
講

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

・
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形

式
の

講
座

を
開

講
し

た
こ

と
に

よ
り

、
首

都
圏

以
外

の
新

た
な

受
講

層
の

獲
得

に
つ

な
が

っ
た

。
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【
1
-
4
0
】

④
都

民
や

企
業

等
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

講
座

の
更

な
る

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
講

義
内

容
等

を
無

償
公

開
す

る
オ

ー
プ

ン
コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
の

充
実

に
よ

り
、

本
学

の
学

術
成

果
等

を
都

民
に

還
元

し
、

社
会

人
向

け
の

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
な

ど
に

資
す

る
学

修
環

境
を

整
備

す
る

。
 

 【
1
-
4
0
-
2
】

⑤
人

生
1
0
0
年

時
代

を
豊

か
に

過
ご

せ
る

生
涯

現
役

都
市

の
実

現
に

寄
与

す
る

「
1
0
0

歳
大

学
」

の
取

組
の

一
環

と
し

て
T
M
U
プ

レ
ミ

ア
ム

･
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

な
ど

、
東

京
都

立
大

学
が

有
す

る

豊
富

な
教

育
研

究
資

源
を

活
か

す
と

と

も
に

東
京

都
と

緊
密

に
連

携
し

、
シ

ニ

ア
層

の
更

な
る

学
び

の
意

欲
に

応
え

る
、

新
た

な
学

び
と

交
流

の
場

を
提

供

す
る

。
 

「
研

究
生

コ
ー

ス
」

の
開

講
に

向
け

た
体

制
を

構
築

し
た

。
 

３ 

【
1
-
3
7
】

共
同

研
究

・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

、
第

二
期

中

期
計

画
期

間
の

平
均

金
額

比
で

【
1
4
7
％

】
獲

得
し

た
。

 

【
1
-
3
7
】

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

は
累

計
で

【
1
3
社

】
の

設
置

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
4
0
-
2
】

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

の
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
学

者
の

本
科

選
考

に
お

い
て

も
、

募
集

人
員

を
超

え
る

志
願

者
を

獲
得

し
、

志
願

倍
率

4
.
1
倍

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
4
0
-
2
】

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

に
お

い
て

、
最

長
４

年
間

学
び

続
け

ら
れ

る
学

び
の

場
の

充
実

と
し

て
、

科
目

の
新

設
・

拡
充

等
を

行
っ

た
。

 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
共

同
研

究
・

受
託

研
究

に
よ

る
外

部
資

金
に

つ
い

て
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

平
均

金
額

比
1
2
0
％

以
上

の
獲

得
と

い
う

目
標

水
準

に
到

達
し

て
い

る
。

ま
た

、
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
に

関
す

る
目

標
も

達
成

で
き

て
い

る
。

 

・
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

し
、

シ
ニ

ア
層

へ
の

魅
力

的
な

学
び

の
場

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

更
な

る
学

び
の

ス
テ

ー
ジ

と
し

て
専

攻
科

及
び

研
究

生
コ

ー
ス

を
設

置
し

、
最

長
４

年
間

学
べ

る
体

系

を
整

え
る

な
ど

、
着

実
な

成
果

を
上

げ
て

い
る

。
 

・
工

学
分

野
の

教
育

研
究

拠
点

と
し

て
の

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
の

機
能

強
化

を
図

り
な

が
ら

、
多

摩
地

域
の

産
学

公
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

を
目

指
す

施
策

に
つ

い
て

、
今

後
の

更
な

る
取

組
の

推
進

を
期

待
す

る
。

 

・
今

後
、

自
治

体
や

金
融

機
関

等
と

の
更

な
る

連
携

強
化

を
通

じ
て

、
地

域
課

題
解

決
及

び
地

域
支

援
の

た
め

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
機

能
が

一
層

発
揮

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
3
7
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
産

学
公

の
連

携
推

進
 

①
共

同
研

究
・

受
託

研
究

に
よ

る
外

部
資

金
に

つ
い

て
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
内

に
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

平
均

金
額

比
で

【
1
20

％
以

上
】

の
獲

得
を

実
現

す
る

。
ま
た

、
技

術
移

転
活

動
の

強
化

等
に

よ
る

研
究

成
果

の
還

元
の

多
様

化
を

図
り

、
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

を
累

計
で

【
1
0
社

】
設

置
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

産
学

公
連

携
セ

ン
タ

ー

と
２

大
学

１
高

専
が

連
携

し
て

組
織

体
制

の
強

化
を

図
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
外

部
資

金
獲

得
促

進
の

た
め

の
施

策
を

実
施

す
る

。
（

4
-
1
5

再

掲
）

 

                               

（
１

）
外

部
資

金
獲

得
促

進
の

た
め

の
施

策
の

実
施

と
組

織
体

制
の

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
機

能
を

活
用

し
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

か
ら

前
年

度
繰

越
外

部
資

金
研

究
費

を
４

月
か

ら
執

行
可

能
に

し
た

こ
と

で
、

教
員

が
年

度
を

跨

ぐ
外

部
資

金
研

究
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
る

よ
う

に
し

た
。

 

・
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
実

施
に

よ
り

、
セ

ン
タ

ー
全

体
で

、
産

学
共

同
研

究
費

、
受

託
研

究
費

、
提

案
公

募
研

究
費

、
学

術
相

談
料

、
受

託
研

究
費

等
間

接
経

費
及

び
特

定
研

究
寄

附
金

の
獲

得
状

況
を

毎
月

共
有

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
 

・
外

部
資

金
研

究
期

間
終

了
前

の
教

員
を

対
象

に
し

た
リ

マ
イ

ン
ド

メ
ー

ル
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

研
究

期
間

延
長

、
特

許
出

願
、

各
種

報
告

等
の

事
務

手
続

き
に

つ
い

て
迅

速
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
 

・
産

学
共

同
研

究
、

受
託

研
究

、
学

術
相

談
に

お
い

て
申

込
書

の
ハ

ン
コ

レ
ス

化
を

実
施

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

契
約

手
続

き
の

負
荷

を
軽

減
し

た
。

 

・
U
R
A

に
よ

る
教

員
等

へ
の

サ
ポ

ー
ト

を
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
引

き
続

き
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
提

案
公

募
型

研
究

費
の

獲
得

額
が

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

比

1
4
0
.
1
％

と
大

幅
増

と
な

っ
た

。
（

図
表

1
-
3
7
-
1
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
  

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

下
、

受
託

研
究

費
等

受
入

金
額

実
績

に
お

い
て

、
法

人
化

後
最

高
額

（
こ

れ
ま

で
の

最
高

額
は

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

）
を

獲

得
し

た
。
（

図
表

1
-
3
7
-
1
）
。

 

・
共

同
研

究
及

び
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

連
続

し
て

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

平
均

金
額

比
で

1
2
0
％

以
上

の
獲

得
を

達

成
し

た
。
（

図
表

1
-
3
7
-
1
）
。

 

【
図

表
1
-
3
7
-
1
　

外
部

資
金

受
入

実
績

】
（

単
位

：
千

円
、

件
）

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

受
託
研
究
費
等

8
7
0
,
3
4
6

2
7
7

1
,
0
4
8
,
0
9
3

2
9
8

1
,
0
1
1
,
3
4
7

3
0
4

8
7
2
,
8
7
9

3
3
5

9
2
4
,
2
5
0

2
7
7

1
,
2
2
0
,
7
3
3

2
9
7

産
学
共
同
研
究
（
※
）

1
8
4
,
5
4
2

1
3
4

2
8
2
,
5
7
5

1
5
3

3
0
0
,
8
2
4

1
6
2

2
9
8
,
4
3
3

1
8
3

2
2
4
,
8
9
3

1
4
1

3
0
5
,
2
6
9

1
4
5

受
託
研
究
（
※
）

5
4
,
4
5
5

3
1

4
6
,
4
8
4

3
0

5
3
,
8
1
3

3
8

3
9
,
0
2
8

3
2

6
4
,
8
1
7

3
0

3
2
,
1
5
6

2
0

提
案
公
募
型
研
究

4
9
0
,
8
2
8

8
4

5
7
0
,
1
9
9

8
0

5
2
3
,
8
8
6

7
1

4
2
5
,
0
3
9

7
3

4
9
6
,
6
5
5

7
3

6
9
5
,
6
0
4

1
0
3

学
術
相
談

1
8
,
8
7
2

2
8

2
3
,
9
0
7

3
5

2
6
,
1
0
2

3
3

3
3
,
8
7
7

4
7

2
3
,
6
9
2

3
3

2
9
,
7
4
6

2
9

受
託
研
究
費
等
間
接
経
費

1
2
1
,
6
5
0

-
1
2
4
,
9
2
9

-
1
0
6
,
7
2
2

-
7
6
,
5
0
1

-
1
1
4
,
1
9
2

-
1
5
7
,
9
5
8

-

受
託
事
業
等

6
2
2
,
6
2
2

1
6
9

4
2
8
,
0
2
3

1
8
3

3
2
3
,
5
4
1

1
6
1

3
2
4
,
1
7
4

1
5
0

1
9
9
,
8
8
5

1
4
0

3
0
9
,
0
0
6

1
5
9

1
,
4
9
2
,
9
6
8

4
4
6

1
,
4
7
6
,
1
1
6

4
8
1

1
,
3
3
4
,
8
8
8

4
6
5

1
,
1
9
7
,
0
5
2

4
8
5

1
,
1
2
4
,
1
3
5

4
1
7

1
,
5
2
9
,
7
3
9

4
5
6

2
3
8
,
9
9
7

1
6
5

3
2
9
,
0
5
9

1
8
3

3
5
4
,
6
3
7

2
0
0

3
3
7
,
4
6
1

2
1
5

2
8
9
,
7
1
0

1
7
1

3
3
7
,
4
2
5

1
6
5

-
(
1
4
3
.
2
%
)

(
1
5
4
.
3
%
)

(
1
4
6
.
8
%
)

(
1
2
6
.
1
%
)

(
1
4
6
.
8
%
)

※
平

成
2
9
年

度
業

務
実

績
等

報
告

よ
り

、
過

年
度

の
デ

ー
タ

も
含

め
、

収
入

決
算

値
を

基
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
受

託
事

業
等

：
受

託
事

業
費

等
、

特
定

研
究

寄
附

金
、

補
助

金
※

本
表

の
数

値
は

単
位

未
満

を
四

捨
五

入
し

て
い

る
た

め
、

合
計

と
内

訳
の

計
が

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。

（
※
）
共
同
研
究
と
受
託
研
究
の
計

（
第
二
期
平
均
（
2
2
9
,
8
3
2
千
円
）
比
）

3
年
度
決
算
額

2
9
年
度
決
算
額

3
0
年
度
決
算
額

合
計

2
年
度
決
算
額

元
年
度
決
算
額

2
8
年
度
決
算
額
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（
２

）
【

継
続

】
知

財
管

理
の

効
率

化
を

進

め
、

デ
ー

タ
を

可
視

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
技

術
移

転
活

動
を

強
化

・
促

進
す

る
。
（

4
-
2
0
再

掲
）

 

  （
３

）
【

拡
充

】
都

立
大

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

の

更
な

る
創

出
に

向
け

て
新

た
な

支
援

策
を

拡
充

し
実

施
す

る
。

 

 

（
２

）
技

術
移

転
活

動
の

強
化

に
向

け
た

取
組

【
中

期
計

画
番

号
4
－

2
0
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
技

術
移

転
候

補
と

な
り

得
る

技
術

シ
ー

ズ
と

し
て

未
利

用
特

許
1
3
7
件

を
抽

出
し

、
特

許
事

務
所

を
介

し
て

国
内

外
企

業
に

対
し

、
未

利
用

特
許

の
情

報
を

広
く

紹
介

す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
未

利
用

特
許

に
興

味
を

も
っ

た
企

業
と

発
明

者
と

の
打

合
せ

を
約

2
0
件

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 （
３

）
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
策

の
拡

充
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
起

業
検

討
初

期
の

学
生

・
教

員
を

対
象

と
し

た
新

規
講

座
「

起
業

キ
ッ

ク
オ

フ
イ

ベ
ン

ト
」

を
全

４
回

開
講

し
、

起
業

経
験

者
等

に
よ

る
体

験
談

や
学

内
外

の
支

援
制

度
を

紹
介

し
た

。
 

・
金

融
機

関
の

創
業

支
援

担
当

部
署

と
連

携
し

、
起

業
を

目
指

す
学

生
・

教
員

や
都

立
大

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

を
対

象
と

し
た

起
業

相
談

窓
口

を
新

た
に

開
設

し
た

。
 

・
創

業
支

援
を

行
っ

て
い

る
学

外
機

関
や

企
業

等
と

情
報

交
換

を
行

い
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

以
降

の
支

援
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

内
の

起
業

機
運

向
上

に
資

す
る

新
た

な
取

組
み

を
展

開
し

、
「

起
業

キ
ッ

ク
オ

フ
イ

ベ
ン

ト
」

は
延

べ
6
9
名

、
起

業
相

談
窓

口
は

延
べ

４
件

の
相

談
が

あ
っ

た
。

 

・
他

大
学

や
金

融
機

関
な

ど
学

外
機

関
と

の
連

携
を

推
進

し
、

多
様

な
支

援
を

提
供

す
る

た
め

の
関

係
構

築
を

図
っ

た
。

 

・
新

規
１

社
を

都
立

大
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
に

認
定

す
る

と
と

も
に

、
既

存
２

社
に

対
す

る
支

援
更

新
を

決
定

し
た

。
（

図
表

1
-
3
7
-
2
）

 

 

【
図

表
1
-
3
7
-
2
　

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

】
N
o

会
社

名
事

業
概

要

1
株

式
会

社
T
C
ラ

イ
ン

ズ
蒸

留
塔

の
設

計
と

運
転

に
必

要
な

デ
ー

タ
か

ら
測

定
誤

差
を

除
く

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

販
売

2
ハ

ル
タ

ゴ
ー

ル
ド

株
式

会
社

金
ナ

ノ
粒

子
を

用
い

た
機

能
性

材
料

(
触

媒
用

途
、

空
気

浄
化

用
途

、
化

成
品

合
成

用
途

等
)
の

製
造

、
販

売
、

受
託

研
究

、
受

託
製

造

3
株

式
会

社
T
M
I
T

航
空

宇
宙

工
学

と
そ

の
応

用
技

術
の

研
究

開
発

4
V
i
t
a
l
 
L
a
b
株

式
会

社
・

生
体

情
報

の
収

集
・

解
析

お
よ

び
判

別
シ

ス
テ

ム
の

開
発

・
医

療
・

健
康

管
理

シ
ス

テ
ム

の
開

発
・

製
造

・
販

売
等

5
S
O
C
I
A
L
 
R
O
B
O
T
I
C
S
株

式
会

社
配

膳
・

下
膳

・
施

設
内

物
流

・
自

動
除

菌
等

汎
用

移
動

ロ
ボ

ッ
ト

の
設

計
、

製
造

、
販

売
、

レ
ン

タ
ル

、
リ

ー
ス

、
シ

ス
テ

ム
開

発
、

販
売

6
株

式
会

社
シ

グ
ナ

ル
ア

ナ
リ

シ
ス

医
用

画
像

装
置

あ
る

い
は

非
破

壊
物

体
内

部
を

検
査

す
る

装
置

等
に

お
け

る
デ

ー
タ

解
析

・
信

号
処

理
手

法
の

研
究

・
開

発

7
株

式
会

社
ス

リ
ー

ダ
ム

・
各

種
先

端
電

池
及

び
各

種
先

端
蓄

電
池

の
研

究
開

発
、

設
計

、
製

造
及

び
販

売
・

電
池

か
ら

取
得

さ
れ

た
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

・
販

売

8
株

式
会

社
A
B
R
I

・
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

用
材

料
の

開
発

及
び

販
売

・
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

用
材

料
を

用
い

た
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

ま
た

は
次

世
代

電
池

の
開

発
及

び
販

売

9
株

式
会

社
T
r
a
n
s
R
e
c
o
g

P
D
F
・

画
像

書
き

込
み

ツ
ー

ル
の

開
発

及
び

A
I
シ

ス
テ

ム
の

研
究

開
発

1
0

株
式

会
社

ユ
ー

カ
リ

ヤ
・

授
業

・
教

材
コ

ン
テ

ン
ツ

開
発

・
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

に
関

す
る

開
発

及
び

展
示

1
1

株
式

会
社

サ
イ

エ
ン

ス
グ

ル
ー

ヴ
教

育
用

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
開

発

1
2

株
式

会
社

ゆ
め

い
ど

・
ロ

ボ
ッ

ト
レ

ス
ト

ラ
ン

用
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
の

開
発

、
提

供
・

ロ
ボ

ッ
ト

レ
ス

ト
ラ

ン
に

関
連

す
る

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

1
3

株
式

会
社

委
託

ナ
ビ

中
小

企
業

と
大

学
研

究
者

の
共

同
研

究
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

形
成

※
株
式
会
社

ゆ
め
い
ど
は

、
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

発
ベ

ン
チ
ャ
ー
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
3
8

 
②

大
学

の
研

究
成

果
を

企
業

等
と

連
携

し
た

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

つ
な

げ
る

た
め

、
国

内
外

の
大

学
及

び
研

究
機

関
、

企
業

等
と

の
連

携
を

強
化

し
、

研
究

成
果

の
社

会
実

装
に

向
け

た
産

学
連

携
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
を

軸
と

し
て

工
学

分
野

の
教

育
研

究
拠

点
の

強
化

を
図

り
、

多
摩

地
域

の
産

学
公

協
働

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
構

築
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

他
大

学
・

研
究

機
関

、

企
業

等
と

の
相

互
交

流
推

進
に

よ
り

連
携

を
強

化
し

、
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

産
学

連
携

向
け

公
募

案
件

の
獲

得
に

向
け

て
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
研

究
成

果
の

社
会

実
装

に
向

け
た

産
学

連
携

を
推

進
す

る
。

 

         （
２

）
【

継
続

】
多

摩
地

域
に

お
け

る
産

学

公
連

携
拠

点
と

し
て

、
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

新
棟

の
産

学
公

連
携

ス
ペ

ー
ス

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
具

体
的

な
計

画
を

策
定

す
る

。
 

（
１

）
他

大
学

・
研

究
機

関
等

と
の

連
携

強
化

 

 
①

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
包

括
提

携
協

定
を

締
結

し
て

い
る

き
ら

ぼ
し

銀
行

と
企

業
向

け
の

オ
ン

ラ
イ

ン
技

術
懇

親
会

（
1
2
月

６
日

）
を

共
催

し
た

。
 

・
J
S
T
新

技
術

説
明

会
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ジ

ャ
パ

ン
、

H
e
a
l
t
h
t
e
c
h
J
a
p
a
n
2
0
2
1
、

n
a
n
o
 
t
e
c
h
 
2
0
2
2
 
に

出
展

し
、

都
立

大
の

研
究

シ
ー

ズ
の

紹
介

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
技

術
懇

親
会

参
加

企
業

７
社

、
J
S
T
新

技
術

説
明

会
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ジ

ャ
パ

ン
、

H
e
a
l
t
h
t
e
c
h
J
a
p
a
n
2
0
2
1
、

n
a
n
o
 
t
e
c
h
 
2
0
2
2
に

参
加

し
都

立
大

の
ブ

ー
ス

を
訪

れ
た

企
業

、
計

2
1
社

と
都

立
大

シ
ー

ズ
に

関
す

る
質

疑
応

答
や

今
後

の
連

携
の

可
能

性
に

つ
い

て
面

談
を

行
い

、
６

社
と

秘
密

保
持

契
約

を
締

結
し

、
共

同
研

究
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

連
携

に
向

け
て

調
整

を
行

っ
た

。
 

  
②

研
究

成
果

の
社

会
実

装
に

向
け

た
産

学
連

携
の

推
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
J
S
T
の

研
究

成
果

最
適

展
開

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

A
-
S
T
E
P
）

に
つ

い
て

、
採

択
可

能
性

を
高

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
本

学
教

員
の

申
請

内
容

に
つ

い
て

J
S
T
と

事
前

相
談

の
機

会
の

設
定

に
向

け
て

J
S
T
担

当
者

と
調

整
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
J
S
T
の

研
究

成
果

最
適

展
開

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

A
-
S
T
E
P
）

に
申

請
検

討
し

て
い

る
本

学
教

員
と

J
S
T
担

当
者

と
の

面
談

を
1
4
件

実
施

し
た

。
 

 （
２

）
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

新
棟

の
産

学
公

連
携

ス
ペ

ー
ス

の
活

用
方

法
に

係
る

計
画

の
策

定
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

外
の

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
施

設
へ

の
視

察
及

び
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
施

設
の

運
用

方
法

・
体

制
等

に
係

る
情

報
を

収
集

し
た

。
 

・
自

治
体

や
企

業
等

と
の

意
見

交
換

を
開

始
し

、
連

携
方

法
や

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

内
容

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
 

・
利

用
者

に
対

す
る

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
・

支
援

の
展

開
に

向
け

て
、

多
摩

地
域

の
学

外
機

関
と

の
連

携
方

法
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
ヒ

ア
リ

ン
グ

等
に

よ
り

収
集

し
た

情
報

を
踏

ま
え

て
、

都
立

大
に

最
適

な
運

用
及

び
各

施
設

の
仕

様
の

原
案

を
策

定
し

た
。

 

・
実

運
用

へ
向

け
て

の
課

題
や

追
加

調
査

が
必

要
な

事
項

を
整

理
し

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
3
9

 
◇

地
域

と
の

連
携

 

③
福

祉
、

防
災

、
ま

ち
づ

く
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
な

ど
地

域
課

題
解

決
に

向
け

て
、

都
内

外
の

自
治

体
の

ほ
か

、
地

域
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

役
割

を
果

た
す

金

融
機

関
・

N
P
O
等

、
様

々
な

担
い

手
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

産
学

公
連

携
セ

ン
タ

ー

を
中

心
に

、
各

キ
ャ

ン
パ

ス
の

特
長

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

地
域

課
題

解
決

に
向

け
て

、
金

融
機

関
、

民
間

企

業
、

区
市

町
村

等
と

の
連

携
を

強
化

し
、

地
域

支
援

に
関

す
る

取
組

を
推

進
す

る
。

 

（
１

）
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
と

地
域

支
援

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
連

携
協

定
先

を
中

心
に

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
や

取
組

事
例

の
情

報
収

集
を

継
続

し
、

新
た

な
感

染
症

対
策

に
向

け
た

研
究

の
相

談
や

、
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
と

の
新

た
な

感
染

症
に

資
す

る
研

究
に

関
す

る
相

談
、

東
京

都
環

境
科

学
研

究
所

と
の

大
気

測
定

に
関

す
る

研
究

の
調

整
な

ど
、

案
件

発
掘

を
行

っ
た

。
 

・
都

立
大

を
は

じ
め

と
し

た
研

究
者

の
研

究
成

果
を

発
表

す
る

施
策

提
案

発
表

会
に

つ
い

て
、

研
究

成
果

を
広

く
周

知
す

る
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
に

係
る

周
知

を
学

内
外

に
向

け
て

行
っ

た
。

 

・
㈱

き
ら

ぼ
し

銀
行

と
協

力
し

、
都

内
中

小
企

業
に

向
け

た
「

技
術

懇
談

会
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）
」

等
の

地
域

支
援

に
関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
企

画
、

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
連

携
協

定
を

締
結

し
て

い
る

自
治

体
や

金
融

機
関

等
と

、
よ

り
一

層
の

連
携

を
深

化
さ

せ
、

地
域

支
援

に
関

す
る

取
組

を
推

進
し

た
。
（

図
表

1
-
3
9
-
1
）

 

 

【
図

表
1
-
3
9
-
1
　

地
域

支
援

に
関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
令

和
３

年
度

）
】

№
関

係
機

関
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

等
主

な
業

務
内

容
主

な
成

果

1
東

京
き
ら
ぼ
し

フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
技

術
懇

親
会

中
小

企
業

の
技

術
的

な
課

題
解

決
お

よ
び

新
製

品
開

発
へ

の
取

組
み

の
支

援
と
し
て
、
都

立
大

教
員

が
研

究
内

容
の
紹

介
を
行

っ
た
。

参
加

し
た
中

小
企

業
約

2
0
社

に
対

し
、
本

学
の
研

究
内

容
及

び
産

学
連

携
体

制
の
紹

介
し
た
。
今

後
の
連

携
可

能
性

を
含

め
、
各

社
か
ら
の
質

疑
に
積

極
的

に
対

応
し
た
。

2
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ
ン
タ
ー

T
IR
Iク

ロ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
2
0
2
1

中
小

企
業

に
向

け
て
、
動

画
及

び
紹

介
資

料
を
用

い
て
都

立
大

教
員

の
技

術
シ
ー

ズ
を
紹

介
し
た
。

1
ヶ
月

間
の
オ
ン
デ

マ
ン
ド
配

信
に
よ
り
、
本

学
教

員
の
研

究
内

容
を
参

加
企

業
に
向

け
て
広

く
紹

介
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
4
0

 
◇

生
涯

学
習

 

④
都

民
や

企
業

等
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
講

座
の

更
な

る
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

講
義

内
容

等
を

無
償

公
開

す
る

オ
ー

プ
ン

コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
の

充
実

に
よ

り
、

本
学

の
学

術
成

果
等

を
都

民
に

還
元

し
、

社
会

人
向

け
の

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
な

ど
に

資
す

る
学

修
環

境
を

整
備

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
生

涯
現

役
都

市
の

実
現

に

向
け

て
、

オ
ー

プ
ン

コ
ー

ス
ウ

ェ
ア

の
環

境
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

無
料

講
座

や
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

模
擬

授
業

等
を

含
む

コ
ン

テ
ン

ツ
拡

充
な

ど
に

取
り

組
み

、
都

立
大

に
お

け
る

生
涯

学
習

環
境

の
更

な
る

充
実

を
図

る
。

 

     （
２

）
◆

【
継

続
】

特
別

区
協

議
会

を
は

じ

め
、

東
京

都
、

区
市

町
村

、
そ

の
他

地
方

公
共

セ
ク

タ
ー

等
と

連
携

し
た

講
座

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

従
来

か
ら

開
講

し
て

い
る

講
座

に
つ

い
て

内
容

の
見

直
し

を
実

施
す

る
。

 

                   

（
１

）
オ

ー
プ

ン
コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
の

充
実

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

講
演

会
１

本
／

模
擬

授
業

４
本

、
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

の
高

校
生

向
け

無
料

講
座

５
本

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
新

規
に

編
集

・
掲

載
し

、
オ

ー
プ

ン
コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
の

コ
ン

テ
ン

ツ
の

充
実

に
取

り
組

ん
だ

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
入

学
志

願
者

を
中

心
に

、
高

い
学

習
意

欲
を

持
つ

都
民

に
向

け
て

、
学

習
環

境
の

更
な

る
充

実
を

図
っ

た
。

 

 

※
オ

ー
プ

ン
コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
：

大
学

等
で

正
規

に
提

供
さ

れ
た

講
義

と
そ

の
関

連
情

報
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
の

無
償

公
開

活
動

の
こ

と
。

 

※
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
：

5
0

歳
以

上
の

様
々

な
経

験
を

積
ん

だ
学

習
意

欲
の

高
い

シ
ニ

ア
を

対
象

と
す

る
「

学
び

」
と

「
新

た
な

交
流

」
の

場
で

、

総
合

大
学

の
強

み
を

活
か

し
た

多
様

か
つ

体
系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
提

供
。

 

※
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

：
「

江
戸

・
東

京
／

T
O
K
Y
O
」

な
ど

大
都

市
東

京
を

テ
ー

マ
と

し
た

講
座

や
、

楽
し

む
科

学
、

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

を
目

指

す
健

康
、

歴
史

・
デ

ザ
イ

ン
・

文
学

な
ど

の
文

化
探

求
、

世
界

と
繋

が
る

言
語

な
ど

様
々

な
カ

テ
ゴ

リ
ー

に
お

い
て

専
門

性
の

高
い

講
座

か
ら

ユ
ニ

ー
ク

な
講

座
ま

で

提
供

。
 

 （
２

）
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

け
る

連
携

講
座

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
特

別
区

協
議

会
と

無
料

特
別

講
座

を
対

面
形

式
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
そ

れ
ぞ

れ
１

講
座

ず
つ

開
講

し
た

。
（

図
表

1
-
4
0
-
1
）

 

・
秋

期
及

び
冬

期
講

座
に

お
い

て
、

東
京

都
労

働
相

談
情

報
セ

ン
タ

ー
と

共
催

に
よ

り
「

労
働

セ
ミ

ナ
ー

」
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

開
講

し
た

。
（

図
表

1
-
4
0
-
2
）

 

・
東

京
都

病
院

経
営

本
部

と
連

携
し

た
「

臨
床

研
究

支
援

人
材

育
成

講
座

」
は

、
当

初
対

面
形

式
で

の
開

講
を

予
定

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
状

況
を

鑑
み

、
急

遽
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
開

講
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

「
労

働
セ

ミ
ナ

ー
」

は
、

８
講

座
を

開
催

し
、

計
5
9
2
名

が
受

講
し

た
。

 
 

・
「

臨
床

研
究

支
援

人
材

育
成

講
座

」
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
４

講
座

を
開

講
し

、
都

立
病

院
な

ど
都

の
関

係
機

関
か

ら
、

延
べ

1
0
5
名

が
受

講
し

た
。

ま
た

、
一

般
か

ら
も

２
名

が
受

講
し

た
。

 

 

 

【
図
表
1
-
4
0
-
1
　
（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
と
の
共
催
講
座
実
績
】

（
単
位
：
講
座
、
人
）

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

講
座
数

8
5

4
4

1
2

受
講
者
数

4
0
5

9
7

3
5
4

3
2
0

4
0

7
9

１
講
座
あ
た
り
の
平
均
受
講
者
数

5
0
.6

1
9
.4

8
8
.5

8
0
.0

4
0
.0

3
9
.5
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               （
３

）
◆

【
継

続
】

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
つ

い
て

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
見

直
し

た
講

座
体

系
を

基
に

、
受

講
者

ニ
ー

ズ
を

反
映

す
る

と
と

も
に

、
社

会
情

勢
を

鑑
み

、
オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

も
視

野
に

入
れ

、
都

立
大

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

に
つ

な
が

る
講

座
を

提
供

す
る

。
ま

た
、

人
生

1
0
0
年

時
代

を
見

据
え

た

講
座

の
開

設
等

を
検

討
す

る
。

 

 

【
図
表
1
-
4
0
-
2
　
そ
の
他
自
治
体
等
と
の
連
携
等
（
令
和
３
年
度
）
】

連
携
･協

定
先

受
講
者
数

（
延
べ
）

㈱
サ
マ
ー
ラ
ン
ド

-

東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

5
9
2
名

1
7
名

1
0
5
名

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会

4
5
名

７
回

令
和
３
年
度
労
働
セ
ミ
ナ
ー
　
「
時
事
的
課
題
セ
ミ
ナ
ー
」

8
回

（
秋
期
4
回
、
冬
期
4
回
）

放
射
線
治
療
技
術
学
連
携
講
座

2
月
1
2
日

-

講
座

内
容

日
程
・
講
座
数

わ
ん
ダ
フ
ル
ネ
イ
チ
ャ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
会
議
へ
の
参
加

病
院
経
営
本
部

臨
床
研
究
支
援
人
材
育
成
講
座

若
者
貧
困
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
会

子
ど
も
の
貧
困
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
会

冬
期
　
4
回

 
 （

３
）

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
け

る
講

座
の

提
供

 

 
①

都
立

大
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
向

上
に

つ
な

が
る

講
座

の
提

供
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
、

当
初

よ
り

対
面

形
式

・
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

の
両

講
座

を
企

画
し

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

を
鑑

み
、

春
期

・
夏

期
の

対
面

形
式

の
講

座
は

中
止

し
た

。
そ

の
後

の
感

染
状

況
の

改
善

を
受

け
、

感
染

防
止

策
を

取
り

つ
つ

、
秋

期
講

座
よ

り
対

面
形

式
の

講
座

も
開

講
し

た
。

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

な
ら

で
は

の
特

色
を

生
か

し
、

全
国

の
研

究
者

・
専

門
家

が
ユ

ニ
ー

ク
か

つ
興

味
深

い
テ

ー
マ

を
提

供
す

る
「

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

」
を

開
始

し
た

。
 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
紹

介
講

座
「

科
学

が
開

く
未

来
の

扉
」

は
、

引
き

続
き

各
研

究
セ

ン
タ

ー
の

協
力

を
得

て
開

講
し

た
。
「

プ
レ

ミ
ア

ム
講

座
」

は
、

各
教

員
の

ユ
ニ

ー
ク

な
研

究
成

果
を

講
座

と
し

て
提

供
し

た
。

 

・
全

国
の

博
物

館
や

美
術

館
な

ど
を

紹
介

す
る

「
日

本
の

魅
力

あ
る

博
物

館
・

美
術

館
シ

リ
ー

ズ
」

講
座

や
、

雑
誌

と
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

講
座

、
都

内
の

博
物

館
・

美
術

館
を

対
象

と
し

た
「

東
京

の
魅

力
あ

る
博

物
館

・
美

術
館

シ
リ

ー
ズ

」
講

座
、
「

T
o
k
y
o
シ

ア
タ

ー
＆

レ
ク

チ
ャ

ー
シ

リ
ー

ズ
」

講
座

の
開

催
な

ど
、

オ
ー

プ
ン

ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

や
都

立
大

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

に
つ

な
が

る
講

座
を

企
画

・
開

講
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

の
開

講
に

よ
り

、
首

都
圏

以
外

の
あ

ら
た

な
受

講
層

の
獲

得
に

繋
が

っ
た

。
 

・
「

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

」
と

し
て

開
催

し
た

“
シ

テ
ィ

・
ポ

ッ
プ

か
ら

考
え

る
”
（

冬
期

９
回

シ
リ

ー
ズ

）
は

、
東

京
M
X
テ

レ
ビ

を
は

じ
め

東
京

F
M
、

F
M
横

浜

で
も

取
り

上
げ

ら
れ

る
な

ど
、

幅
広

く
露

出
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
「

科
学

が
開

く
未

来
へ

の
扉

」
「

プ
レ

ミ
ア

ム
講

座
」

は
引

き
続

き
開

催
し

、
ま

た
高

校
生

は
無

料
と

し
て

、
幅

広
い

年
齢

層
の

受
講

機
会

の
拡

大
に

繋
げ

た
。

 

・
新

た
に

月
刊

「
東

京
人

」
と

連
携

し
た

講
座

を
４

回
開

講
し

、
誌

面
で

紹
介

な
ど

タ
イ

ア
ッ

プ
を

進
め

、
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

講
座

の
知

名
度

の
向

上
に

繋
げ

た
。

 

・
「

東
京

の
魅

力
あ

る
博

物
館

・
美

術
館

シ
リ

ー
ズ

」
講

座
で

は
、

東
京

都
美

術
館

、
東

京
都

写
真

美
術

館
、

東
京

都
庭

園
美

術
館

を
取

り
上

げ
、

ま
た

、
「

T
o
k
y
o
シ

ア
タ

ー
＆

レ
ク

チ
ャ

ー
シ

リ
ー

ズ
」

講
座

で
は

、
新

国
立

劇
場

、
歌

舞
伎

座
の

協
力

の
も

と
講

座
を

開
催

し
た

。
 

  
②

人
生

1
0
0
年

時
代

を
見

据
え

た
講

座
開

設
の

検
討

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
誰

で
も

、
ど

こ
で

も
気

軽
に

受
講

で
き

る
講

座
と

し
て

オ
ン

ラ
イ

ン
専

用
講

座
を

検
討

し
た

。
よ

り
多

く
の

方
へ

の
学

修
機

会
の

提
供

と
な

る
よ

う
、

魅
力

的
な

コ
ン

テ
ン

ツ
を

企
画

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
「

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

」
「

日
本

の
魅

力
あ

る
博

物
館

・
美

術
館

シ
リ

ー
ズ

」
「

東
京

の
魅

力
あ

る
博

物
館

・
美

術
館

シ
リ

ー
ズ

」
「

T
o
k
y
o
シ

ア
タ

ー
＆

レ
ク

チ

ャ
ー

シ
リ

ー
ズ

」
等

の
講

座
を

企
画

・
開

講
す

る
こ

と
に

よ
り

、
都

立
大

の
生

涯
学

習
の

魅
力

を
広

く
都

民
に

ア
ピ

ー
ル

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
4
0
-
2

 
⑤

人
生

1
0
0
年
時

代
を

豊
か

に
過

ご
せ

る
生

涯
現

役
都

市
の

実
現

に
寄

与
す

る
「

1
0
0
歳

大
学

」
の

取
組

の
一

環
と

し
て

Ｔ
Ｍ

Ｕ
プ

レ
ミ

ア
ム

･
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

な
ど

、
東

京
都

立
大

学
が

有
す

る
豊

富
な

教
育

研
究

資
源

を
活

か
す

と
と

も
に

東
京

都
と

緊
密

に
連

携
し

、
シ

ニ
ア

層
の

更
な

る
学

び
の

意
欲

に
応

え
る

、
新

た
な

学
び

と
交

流
の

場
を

提
供

す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
拡

充
】

本
科

三
期

生
・

専
攻

科

二
期

生
を

は
じ

め
、

研
究

生
を

迎

え
、

最
長

４
年

間
学

び
続

け
ら

れ
る

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

を
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
十

分
な

教
育

を
提

供
で

き
る

よ
う

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

の
充

実
を

図
り

な
が

ら
円

滑
に

運
営

す
る

。
ま

た
、

生
涯

学
習

推
進

セ
ン

タ
ー

を
円

滑
に

運
営

し
て

、
生

涯
現

役
都

市
の

構
築

を
さ

ら
に

推
進

す
る

。
 

（
１

）
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

円
滑

な
運

営
【

特
記

事
項

Ⅰ
-
５

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
本

科
志

願
者

の
確

保
に

向
け

た
取

組
と

し
て

、
効

果
の

高
い

広
報

媒
体

を
重

点
的

に
活

用
し

た
広

報
に

よ
り

、
出

願
促

進
を

図
っ

た
。

 

・
ま

た
、

オ
ン

デ
マ

ン
ド

方
式

の
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

も
開

催
し

、
総

視
聴

回
数

は
、

2
,
1
0
1
回

と
な

っ
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
学

の
選

考
に

お
い

て
も

、
本

科
、

専
攻

科
、

研
究

生
コ

ー
ス

す
べ

て
に

お
い

て
、

募
集

人
員

を
上

回
る

志
願

者
を

確
保

し
た

。
 

・
最

長
４

年
間

学
び

続
け

ら
れ

る
学

び
の

場
の

充
実

に
向

け
、

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

型
の

授
業

実
施

や
、

安
全

・
安

心
に

配
慮

し
た

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
実

施
、

科
目

の
新

設
・

拡
充

を
行

っ
た

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
００
  

ググ
ロロ

ーー
ババ

ルル
化化

  
【

教
育

の
国

際
通

用
性

、
学

生
の

海
外

派
遣

の
拡

充
、

外

国
人

留
学

生
の

受
入

れ
】
 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
国

際
通

用
性

の
あ

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
教

育
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

、
国

際
社

会
で

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
 

○
海

外
に

留
学

す
る

学
生

の
支

援
や

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
拡

充
等

に
よ

り
、

海
外

に
お

け
る

学
修

や
研

究
を

経
験

す
る

学
生

数
を

拡
大

す
る

。
 

○
外

国
人

留
学

生
に

対
応

し
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

拡
充

や
教

育
支

援
、

受
入

環
境

の
整

備
等

に
よ

り
、

留
学

生
受

入
数

を
拡

大
す

る
。

 
 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

◇
教

育
の

国
際

通
用

性
 

【
1
-
4
1
】

①
教

育
改

善
に

つ
な

が
る

制
度

と
し

て
、

四

半
期

制
度

を
導

入
で

き
る

体
制

を
平

成
2
9

（
2
0
1
7
）

年
度

以
降

順
次

整
備

す
る

と
と

も
に

、
科

目
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
を

平
成

3
0

（
2
0
1
8
）

年
度

以
降

順
次

導
入

す
る

。

（
再

掲
）

 

 【
1
-
4
2
】

②
国

際
バ

カ
ロ

レ
ア

資
格

等
を

活
用

し
た

入

試
を

拡
大

し
て

い
く

。
（

再
掲

）
 

 ◇
学

生
の

海
外

派
遣

の
拡

充
 

【
1
-
4
3
】

③
留

学
が

必
須

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

あ
る

国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
を

着
実

に
実

施
す

る
ほ

か
、

留
学

ガ
イ

ダ
ン

ス
や

留
学

英
語

講
座

等
各

種
の

留
学

促
進

策
を

推
進

し
、

【
1
,
3
5
0

人
程

度
】

の
海

外
留

学
を

達
成

す
る

。
ま

た
、

中
長

期
留

学
の

促
進

に
向

け
、

学
生

の
意

識
醸

成
、

環
境

の
整

備
等

に
取

り
組

む
。

 

 【
1
-
4
4
】

④
外

国
語

教
育

室
（

仮
称

）
に

よ
り

「
聞

く
、

話
す

、
読

む
、

書
く

」
の

４
技

能
を

育
成

す
る

英
語

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

す
る

と
と

も
に

、
全

学
共

通
科

目
及

び
専

門
科

目
（

専
門

科
目

に
お

い
て

は
卒

業
要

件
ご

と
）

に
お

い
て

英
語

に
よ

る
授

業
を

設
置

す
る

な
ど

、
日

本
人

学
生

の
留

学
を

促
進

す
る

教
育

環
境

を
充

実
さ

せ
る

。
ま

た
、

１
年

次
の

外
部

英
語

試
験

受
験

率

【
9
6
％

以
上

】
を

維
持

し
、

学
生

の
語

学

レ
ベ

ル
を

把
握

し
、

英
語

教
育

の
改

善
に

活
用

す
る

。
（

再
掲

）
 

 【
1
-
4
5
】

⑤
海

外
企

業
や

研
究

機
関

等
の

イ
ン

タ
ー

ン

シ
ッ

プ
先

を
積

極
的

に
開

拓
し

、
イ

ン
タ

2
9  

【
1
-
4
3
】
【

2
4
5
人

】
の

学
生

を
海

外
へ

派
遣

し
た

。
 

【
1
-
4
3
】

留
学

英
語

講
座

の
充

実
を

図
り

、
海

外
派

遣
応

募
者

数
が

増
加

し

た
。
（

1
7
4
人

（
平

成
2
8
年

度
比

4
7
人

増
）
）

 

【
1
-
4
4
】

１
年

次
の

外
部

英
語

試
験

受
験

率
【

9
6
％

以
上

（
9
7
.
6
％

）
】

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
4
6
】

国
外

９
都

市
の

留
学

フ
ェ

ア
で

積
極

的
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動

を
行

っ
た

。
（

留
学

フ
ェ

ア
相

談
者

数
9
0
0
名

（
平

成
2
8
年

度
比

1
8
8
人

増
）

 

【
1
-
4
6
】

首
都

大
に

在
籍

し
て

い
る

留
学

生
を

【
5
1
9
人

】
受

け
入

れ
た

。
 

【
1
-
4
6
】
「

大
学

院
生

短
期

派
遣

・
受

入
支

援
制

度
」

を
導

入
し

た
。

 

【
1
-
4
7
】

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

に
よ

り
【

3
3

人
】

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
る

留
学

生
を

こ
れ

ま
で

の
最

大
と

な
る

33
名

を
受

け
入

れ
た

こ
と

を
評

価
す

る
。

 
・

都
市

外
交

人
材

基
金

を
有

効
に

活
用

し
、

首
都

大
に

留
学

し
た

こ
と

の
良

さ
を

理
解

さ
れ

る
教

育
研

究
支

援
を

期
待

す
る

。
帰

国
し

た
留

学
生

を
支

援
す

る
仕

組
み

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

も
期

待
す

る
。

 
・

海
外

留
学

等
派

遣
者

数
が

順
調

に
伸

び
て

い
る

。
人

数
を

意
識

し
過

ぎ
る

こ
と

な
く

、
留

学
の

内
容

に
こ

だ
わ

っ
て

派
遣

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

3
0  

【
1
-
4
3
】
【

2
5
9
人

】
の

学
生

を
海

外
へ

派
遣

し
た

。
 

【
1
-
4
3
】

中
長

期
留

学
を

促
進

す
る

た
め

、
留

学
を

想
定

し
た

計
3
3
の

履
修

モ
デ

ル
を

作
成

し
た

。
 

【
1
-
4
5
】

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
、

1
1
人

の
学

生
を

派
遣

し
た

。
 

【
1
-
4
6
】

首
都

大
に

在
籍

し
て

い
る

留
学

生
を

【
6
0
6
人

】
受

け
入

れ
た

。
 

【
1
-
4
7
】

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

に
よ

り
【

3
8

人
】

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
 

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
中

長
期

留
学

の
阻

害
要

因
や

課
題

に
つ

い
て

、
学

生
の

意
識

調
査

結
果

を

分
析

す
る

と
と

も
に

、
特

に
課

題
で

あ
る

留
学

費
用

等
の

経
済

面
の

支
援

に
関

す
る

情
報

提
供

の
充

実
や

、
経

済
支

援
学

生
数

の
拡

大
を

行
っ

た
。

 
・

日
本

留
学

フ
ェ

ア
へ

の
出

展
等

の
広

報
展

開
や

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
の

活
用

に
よ

り
受

入
留

学
生

数
は

着
実

に
増

加
し

て
い

る
。

 
・

引
き

続
き

受
入

留
学

生
数

を
増

や
す

と
と

も
に

、
多

様
な

国
々

か
ら

の
留

学
生

受
入

れ
を

促
進

す
る

た
め

、
効

果
的

な
広

報
活

動
の

分
析

や
充

実
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
1
-
4
3
】

交
換

留
学

及
び

派
遣

留
学

に
お

け
る

留
学

成
果

の
把

握
を

目
的

と

し
て

、
新

た
に

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

ス
キ

ル
を

測
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の

導
入

を
検

討
し

、
4
4
人

に
試

行
実

施
し

た
。

 

【
1
-
4
3
】
【

2
3
2
人

】
の

学
生

を
海

外
へ

派
遣

し
た

。
 

【
1
-
4
6
】

在
籍

留
学

生
が

【
6
6
1
人

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
4
6
】

短
期

留
学

生
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S
A
T
O
M
U
）

を
再

構
築

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

提
供

す
る

英
語

実
施

科
目

を
拡

充
さ

せ
、

平
成

3
0

（
2
0
1
8
）

年
度

の
6
6
科

目
か

ら
1
1
4
科

目
と

し
た

。
 

【
1
-
4
7
】

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

に
よ

り
【

4
0

人
】

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
 

【
1
-
4
9
】

自
治

体
と

協
議

し
、

留
学

生
受

入
時

の
市

役
所

手
続

き
を

国
際

学

生
宿

舎
で

行
え

る
よ

う
に

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
国

際
バ

カ
ロ

レ
ア

入
試

実
施

３
年

目
で

初
め

て
２

名
の

志
願

者
（

募
集

人

員
２

名
）

が
あ

り
、

１
名

が
合

格
と

な
っ

た
。

 

・
海

外
派

遣
に

関
す

る
事

前
・

事
後

研
修

の
中

で
も

、
危

機
管

理
講

座
の

参

加
人

数
が

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
と

と
も

に
、

新
た

に
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
策

定
す

る
な

ど
、

学
生

の
安

全
管

理
、

大
学

の
リ

ス
ク

管
理

体
制

の
充

実
が

図
ら

れ
て

い
る

。
 

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
を

活
用

し
、

優
秀

な
留

学
生

4
0
名

を
大

学
院

生

と
し

て
受

け
入

れ
て

い
る

。
 

・
海

外
留

学
等

派
遣

者
数

に
つ

い
て

、
平

成
3
0
年

度
と

比
較

し
て

、
特

に
長

期
、

中
期

の
人

数
が

減
少

し
て

い
る

。
留

学
に

対
す

る
更

な
る

支
援

を
期

待
す

る
。

 

・
受

入
留

学
生

に
つ

い
て

は
、

人
数

の
目

標
の

み
な

ら
ず

、
受

入
国

の
多

様

化
や

、
受

入
留

学
生

の
生

活
満

足
度

等
、

質
の

向
上

に
も

取
り

組
む

こ
と

を
期

待
す

る
。
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ー
ン

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図

る
。

 

 ◇
外

国
人

留
学

生
の

受
入

れ
 

【
1
-
4
6
】

⑥
国

費
留

学
生

の
積

極
的

受
入

れ
、

短
期

受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
な

ど
を

行
い

、
在

籍
留

学
生

数
を

本
学

学
生

の
約

１
割

で
あ

る
【

9
0
0

人
程

度
】

に
拡

大
す

る
と

と
も

に
、

留
学

生
と

日
本

人
学

生
が

共
に

学

び
、

互
い

が
刺

激
し

合
い

高
め

合
え

る
環

境
の

整
備

を
推

進
す

る
。

 

 【
1
-
4
7
】

⑦
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
り

優
秀

な

大
学

院
留

学
生

を
継

続
的

に
受

け
入

れ
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
中

計
【

24
0

人
】

の
留

学
生

受
入

れ
を

目
指

す
。

 

 【
1
-
4
8
】

⑧
ア

ジ
ア

の
高

度
先

端
医

療
者

育
成

事
業

と

し
て

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
り

留
学

生
を

受
け

入
れ

る
と

と
も

に
、

技
術

支
援

を
実

施
し

、
ア

ジ
ア

各
国

の
医

療
水

準
の

向
上

に
寄

与
す

る
。

 

 【
1
-
4
9
】

⑨
宿

舎
・

住
居

の
提

供
、

留
学

生
の

出
願

や

入
学

に
係

る
手

続
の

円
滑

化
な

ど
、

留
学

生
の

受
入

環
境

の
整

備
を

促
進

す
る

。
 

 【
1
-
5
0
】

⑩
日

本
語

教
育

、
日

本
文

化
・

日
本

事
情

及

び
東

京
の

魅
力

を
学

ぶ
企

画
、

日
本

語
能

力
の

不
十

分
な

留
学

生
が

日
本

語
で

の
学

位
を

取
得

す
る

た
め

の
支

援
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
な

ど
、

日
本

と
連

携
し

て
活

躍
で

き
る

人
材

を
輩

出
す

る
た

め
の

留
学

生
用

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

さ
せ

る
。

 

２  

【
1
-
4
3
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
学

生
の

新
規

で

の
海

外
派

遣
は

【
中

止
】

し
た

。
 

【
1
-
4
6
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
り

、
在

籍
留

学
生

の

人
数

は
【

6
0
5
人

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
4
6
】

短
期

留
学

生
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S
A
T
O
M
U
）

が
提

供
す

る
英

語
実

施
科

目
を

拡
充

さ
せ

、
1
1
8
科

目
と

し
た

。
 

【
1
-
4
7
】

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

に
よ

り
【

2
7

人
】

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

入
試

に
つ

い
て

、
様

々
な

広
報

活
動

を
行

い
、

令

和
３

年
度

入
試

に
お

い
て

、
募

集
人

員
に

対
す

る
出

願
者

数
及

び
合

格
・

入
学

者
数

が
令

和
２

年
度

入
試

に
比

べ
て

増
加

し
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

学
生

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

の
公

開
、

留
学

帰
国

交

流
会

の
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

等
に

取
り

組
む

こ
と

で
、

交
換

留
学

・
派

遣
留

学
の

応
募

者
数

は
令

和
元

年
度

の
6
9
人

か
ら

増
加

し
、

令
和

２
年

度
は

7
5

人
と

な
っ

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
留

学
に

関
す

る
制

約
が

あ
る

中
、

様
々

な
取

組
に

よ

り
、

在
籍

留
学

者
数

の
減

少
を

最
小

限
に

抑
え

た
。

ま
た

、
留

学
生

の
受

入
国

の
多

様
化

に
向

け
た

様
々

な
取

組
を

行
っ

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
の

活
用

に
よ

り
、

2
7

人
の

留
学

生
を

新
た

に
受

け
入

れ
た

。
ま

た
、

ア
ジ

ア
の

医
療

人

材
育

成
を

目
的

に
、

７
人

の
留

学
生

を
新

た
に

受
け

入
れ

た
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
る

中
、

学
生

の
留

学
意

欲

向
上

に
向

け
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
を

活
用

し
た

留
学

情
報

の
周

知
や

留
学

英
語

講
座

が
実

施
さ

れ
た

一
方

で
、

主
に

留
学

候
補

生
を

対
象

と
し

た
英

語
に

関
す

る
講

座
の

受
講

者
数

は
令

和
元

年
度

比
で

減
少

し
て

い

る
。

留
学

の
実

現
が

不
確

定
な

状
況

に
あ

る
が

、
英

語
能

力
向

上
へ

の
意

欲
を

保
つ

た
め

の
工

夫
を

期
待

す
る

。
 

３ 

【
1
-
4
3
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
状

況
を

鑑
み

、
【

1
4
人

】

の
学

生
を

海
外

へ
派

遣
し

た
。

 

【
1
-
4
3
】

世
界

を
舞

台
に

各
界

の
一

線
級

で
活

躍
す

る
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
を

実
施

し
た

。
 

【
1
-
4
6
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
り

、
在

籍
留

学
生

の
人

数
は

【
5
8
7
人

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
4
7
】

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

に
よ

り
【

5
1

人
】

の
留

学
生

を
受

け

入
れ

た
。

 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

入
試

に
つ

い
て

、
積

極
的

な
広

報
を

展
開

し
、

志
願

者
数

及
び

合
格

・
入

学
者

数
が

増
加

し
て

い
る

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
る

中
、

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
取

組
の

工
夫

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
コ

ロ
ナ

禍
の

収
束

後
を

見
据

え
、

学
生

が
留

学
を

断
念

す
る

こ
と

が
無

い
よ

う
、

ま
た

、
留

学

や
海

外
体

験
を

希
望

す
る

学
生

が
増

え
る

よ
う

、
更

な
る

取
組

の
充

実
を

期
待

す
る

。
 

・
留

学
生

受
入

れ
に

つ
い

て
は

、
単

な
る

人
数

増
だ

け
で

は
な

く
、

留
学

の
｢
質

｣
を

重
視

し
、

受
入

環
境

の
整

備
に

も
取

り
組

む
こ

と
を

期
待

す
る

。
ま

た
、

留
学

生
の

受
入

国
の

多
様

化
に

つ
い

て
も

更
な

る
取

組
が

望
ま

れ

る
。

 

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
る

大
学

院
で

の
外

国
人

留
学

生
の

受
入

れ
に

つ
い

て
、

目
標

で
あ

る
2
4
0
人

の
受

入
れ

に
向

け
て

、
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。

 

・
海

外
派

遣
学

生
数

及
び

外
国

人
留

学
生

受
入

人
数

に
つ

い
て

は
、

中
期

計
画

の
目

標
値

の
達

成
が

困
難

な
進

捗
状

況
に

あ
る

。
コ

ロ
ナ

禍
で

や
む

を
得

な
い

面
も

あ
ろ

う
が

、
残

り
の

計
画

期
間

で
い

か
な

る
対

応
を

行
う

か

検
討

い
た

だ
き

た
い

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
4
1
 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
の

国
際

通
用

性
 

①
教

育
改

善
に

つ
な

が
る

制
度

と
し

て
、

四
半

期
制

度
を

導
入

で
き

る
体

制
を

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

以
降

順
次

整
備

す
る

と
と

も
に

、
科

目
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
を

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年

度
以

降
順

次
導

入
す

る
。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
達

成
済

み
）

 

 

  中
期
計
画
番
号
 

1
-
4
2

 
②

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
資

格
等

を
活

用
し

た
入

試
を

拡
大

し
て

い
く

。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
各

学
部

・
研

究
科

に
お

け

る
教

育
の

国
際

通
用

性
の

向
上

を
図

る
取

組
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
入

学
者

選
抜

の
両

面
か

ら
、

国
際

社
会

で
活

躍
で

き
る

人
材

の
育

成
に

資
す

る
取

組
の

方
向

性
を

検
討

す
る

。
 

（
１

）
国

際
社

会
で

活
躍

で
き

る
人

材
の

育
成

に
資

す
る

取
組

等
の

検
討

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

以
降

に
実

施
予

定
の

多
様

な
選

抜
の

拡
充

に
向

け
、

入
試

制
度

の
改

正
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

に
関

す
る

入
試

制
度

に
つ

い
て

、
都

立
大

W
e
b
サ

イ
ト

に
て

予
告

公
表

し
た

。
 

・
S
A
T
/
A
C
T
・

I
B
 
入

試
に

お
い

て
、

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
資

格
取

得
見

込
者

か
ら

出
願

が
あ

り
、

入
学

し
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
4
3

 
◇

学
生

の
海

外
派

遣
の

拡
充

 

③
留

学
が

必
須

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

あ
る

国
際

副
専

攻
コ

ー
ス

を
着

実
に

実
施

す
る

ほ
か

、
留

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
留

学
英

語
講

座
等

各
種

の
留

学
促

進
策

を
推

進
し

、
【

1
,
3
50

人
程

度
】

の
海

外
留

学
を

達
成

す
る

。
ま

た
、

中
長

期
留

学
の

促
進

に
向

け
、

学
生

の
意

識
醸

成
、

環
境

の
整

備
等

に
取

り
組

む
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

国
際

副
専

攻
コ

ー
ス

に

つ
い

て
、

よ
り

効
果

的
な

コ
ー

ス
運

営
に

向
け

て
見

直
し

を
進

め
る

と
と

も
に

、
同

コ
ー

ス
及

び
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

入
試

に
係

る
広

報
活

動
を

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

等
も

踏
ま

え
積

極
的

に
展

開
す

る
。

 

                 （
２

）
◆

【
継

続
】

学
生

の
安

全
を

第
一

に

考
え

た
う

え
で

、
コ

ロ
ナ

禍
で

の
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
等

も
考

慮
の

う

え
、

奨
学

金
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
留

学
促

進
に

向
け

た
取

組
を

全
学

的
に

実
施

す

る
。

 

        

（
１

）
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
の

着
実

な
運

用
及

び
広

報
活

動
の

積
極

展
開

等
 

①
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
の

効
果

的
な

運
営

に
向

け
た

見
直

し
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
授

業
の

実
施

状
況

や
改

善
点

の
有

無
を

調
査

す
る

た
め

に
、

国
際

副
専

攻
コ

ー
ス

の
履

修
生

に
対

し
て

授
業

改
善

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
授

業
改

善
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
活

用
し

、
各

授
業

の
課

題
点

に
つ

い
て

教
員

間
で

情
報

共
有

す
る

と
と

も
に

、
授

業
内

容
等

に
よ

り
、

対
面

・
オ

ン
ラ

イ
ン

を
使

い
分

け
る

、
又

は
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
で

実
施

す
る

等
の

改
善

を
行

っ
た

。
 

 

②
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
及

び
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

入
試

に
係

る
広

報
活

動
の

展
開

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
対

面
で

の
広

報
活

動
に

制
限

が
あ

る
中

、
W
e
b
大

学
説

明
会

に
お

け
る

情
報

掲
載

、
高

大
連

携
室

及
び

国
際

セ
ン

タ
ー

共
催

の
高

校
生

対
象

イ
ベ

ン
ト

に
お

け
る

説
明

、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
入

試
合

格
者

の
出

身
校

等
5
8
5
校

へ
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
及

び
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

入
試

の
資

料
を

発
送

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
お

い
て

、
1
6
名

の
出

願
者

を
獲

得
し

た
。
（

図
表

1
-
4
3
-
1
）

 

 

【
図

表
1
-
4
3
-
1
　
グ
ロ
ー

バ
ル
人

材
育

成
入

試
実

績
】

（
単

位
：
人

）

実
施

年
度

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度

入
学

年
度

2
9
年

４
月

3
0
年

４
月

3
1
年

４
月

２
年

４
月

３
年

４
月

４
年

４
月

募
集

人
員

1
6

1
9

1
9

1
9

1
7

1
7

出
願

者
数

1
7

2
3

2
6

2
6

3
3

1
6

合
格

者
数

1
0

8
1
5

1
5

2
1

8

入
学

者
数

1
0

8
1
4

1
5

2
0

7
 

 （
２

）
奨

学
金

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

留
学

促
進

に
向

け
た

取
組

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

状
況

を
鑑

み
、

学
生

交
換

協
定

等
に

基
づ

く
派

遣
に

つ
い

て
は

、
中

長
期

留
学

の
秋

期
新

規
派

遣
は

学
生

の
安

全
を

考
慮

し
て

中
止

し
、

春
期

新
規

派
遣

（
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
２

月
以

降
出

発
）

は
、

長
期

３
名

、
中

期
６

名
の

派
遣

を
行

っ
た

。
ま

た
、

各
部

局
で

実
施

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

に
よ

る
派

遣
に

つ
い

て
も

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

状
況

を
鑑

み
な

が
ら

、
長

期
１

名
、

中
期

３
名

、
短

期
１

名
を

派
遣

し
た

。
（

図
表

1
-
4
3
-
2
）

 

・
派

遣
学

生
を

対
象

に
従

来
実

施
し

て
い

た
奨

学
金

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
す

る
説

明
会

の
開

催
を

控
え

、
代

替
と

し
て

、
T
w
i
t
t
e
r
等

の
ツ

ー
ル

を
用

い
て

奨
学

金
プ

ロ
グ

ラ

ム
を

周
知

し
た

。
（

図
表

1
-
4
3
-
3
）

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
、

留
学

に
関

す
る

事
前

・
事

後
研

修
の

一
部

を
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
に

て
実

施
し

た
。
（

図
表

1
-
4
3
-
4
）

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

留
学

の
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
危

機
管

理
体

制
等

の
整

備
や

留
学

準
備

講
座

の
実

施
内

容
の

見
直

し
に

よ
り

、
海

外
派

遣
に

対
す

る
学

生
の

危
機

管
理

意
識

を
醸

成
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
海

外
留

学
へ

の
挑

戦
が

難
し

く
な

る
中

、
奨

学
金

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

学
生

の
意

欲
を

後
押

し
す

る
等

、
全

体
で

1
4
名

を
派

遣
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
k
i
b
a
c
o
、

キ
ャ

ン
パ

ス
ス

ク
エ

ア
、

国
際

セ
ン

タ
ー

・
国

際
課

W
e
b
サ

イ
ト

、
T
w
i
t
t
e
r
や

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
な

ど
、

時
間

や
場

所
に

制
約

さ
れ

な
い

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー

ル
を

用
い

て
、

留
学

関
連

イ
ベ

ン
ト

情
報

、
各

種
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
募

集
情

報
、

留
学

促
進

を
目

的
と

し
た

コ
ン

テ
ン

ツ
の

更
新

情
報

等
の

周
知

を
拡

大
し

た
。
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【
図
表
1
-
4
3
-
2
　
海
外
留
学
等
派
遣
者
数
】

（
人
）

※
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
新
規
派
遣
中
止

27
32

46
34

0
4

32
35

34
23

0
9

15
2

17
8

17
9

17
5

0
1

21
1

24
5

25
9

23
2

0
14

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

28
年

度
29

年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度

長
期

（
半

年
超

～
１
年

）
中

期
（
３
ヶ
月

超
～

半
年

）
短

期
（

2週
間

～
３
ヶ
月

）
合

計

 
 

【
図
表
1
-
4
3
-
3
　
経
済
支
援
学
生
数
】

（
単
位
：
人
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

長
期
　
(半

年
超
～
１
年
)

1
8

4
1

2
9

6
4

中
期
　
(３
ヵ
月
超
～
半
年
)

1
7

3
3

2
2

0
9

短
期
　
(２
週
間
～
３
ヶ
月
)

1
5
7

1
6
3

1
6
0

0
1

計
1
9
2

2
3
7

2
1
1

6
1
4

※
　
経
済
支
援
学
生
に
つ
い
て
は
、
法
人
か
ら
支
援
を
行
っ
た
人
数
を
記
載

※
　
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
急
き
ょ
帰
国
し
た
派
遣
留
学
生
に
対
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
等
で
継
続
学
修
す
る
た
め
の
奨
学
金
を
支
給
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                  （
３

）
【

継
続

】
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
も

取

り
入

れ
つ

つ
、

学
生

の
留

学
意

欲
向

上
に

資
す

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
授

業
等

を
着

実
に

実
施

す
る

。
 

                       

【
図

表
1
-
4
3
-
4
　

事
前

・
事

後
研

修
の

参
加

人
数

】
（

単
位

：
人

）
概

要
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

海
外

滞
在

や
異

文
化

交
流

の
影

響
と

そ
の

対
応

方
法

、
異

文
化

理
解

等
3
5

3
7

4
4

0
1
0

留
学

と
就

職
を

結
び

つ
け

て
考

え
る

講
座

（
キ

ャ
リ

ア
支

援
課

共
催

）
5
7

4
3

5
1

8
1
7

テ
ロ

や
災

害
等

に
備

え
た

危
機

管
理

の
説

明
、

外
務

省
職

員
に

よ
る

講
演

会
等

1
3
3

1
3
3

1
6
7

0
1
0

・
渡

航
ま

で
に

や
っ

て
お

く
べ

き
こ

と
、

語
学

力
強

化
、

動
機

付
け

等
・

留
学

許
可

書
申

請
・

奨
学

金
申

請
等

の
説

明
及

び
今

後
の

流
れ

5
4

4
0

4
5

7
4

7
8

経
済

支
援

に
係

る
手

続
及

び
提

出
書

類
、

留
学

中
の

注
意

事
項

に
つ

い
て

の
説

明
3
4

4
0

4
3

0
9

現
地

で
の

生
活

や
協

定
校

に
つ

い
て

の
報

告
会

4
5

3
9

9
4

5
5

0

留
学

中
の

振
り

返
り

、
帰

国
シ

ョ
ッ

ク
等

心
理

面
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
3
2

3
6

4
1

2
8

0

3
9
0

3
6
8

4
8
5

1
6
5

1
2
4

※
令

和
３
（
2
0
2
1
）
年

度
は

、
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年

度
に
派

遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中

止
と
し
た
た
め
「
海

外
留

学
報

告
会

」
が
実

施
中

止
と
な
っ
た
。
ま
た
、

「
異

文
化

理
解

講
座

」
「
危

機
管

理
講

座
」
「
出

発
前

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
「
留

学
と
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
は

1
回

の
み

開
催

（
通

常
年

2
回

開
催

）
と
し
た
。

合
計

研
修

名

異
文

化
滞

在
理

解
講

座

留
学

と
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

危
機

管
理

講
座

留
学

準
備

計
画

講
座

＆
合

格
者

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

出
発

前
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

海
外

留
学

報
告

会

振
り

返
り

セ
ッ

シ
ョ

ン

 
 （

３
）

学
生

の
留

学
意

欲
の

向
上

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A
P
A
N
の

主
催

す
る

S
I
P
S
（

S
t
a
f
f
 
&
 
s
t
u
d
e
n
t
 
I
n
i
t
i
a
t
i
v
e
 
f
o
r
 
P
r
o
m
o
t
i
n
g
 
S
t
u
d
y
 
a
b
r
o
a
d
）

に
参

画
し

、
他

大
学

と
の

情
報

交
換

等
を

行
っ

た
。

 

・
海

外
派

遣
が

難
し

い
状

況
下

に
お

い
て

も
、

学
生

の
留

学
意

欲
向

上
を

目
指

し
て

、
教

員
・

職
員

・
学

生
で

構
成

さ
れ

た
留

学
促

進
チ

ー
ム

を
新

た
に

発
足

し
、

チ
ー

ム
を

中
心

に
新

た
な

留
学

促
進

策
を

検
討

・
実

施
し

た
。
（

図
表

1
-
4
3
-
5
、

1
-
4
3
-
6
）

 

・
新

規
S
N
S
ア

カ
ウ

ン
ト

（
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

）
の

運
用

を
開

始
し

、
既

存
の

留
学

促
進

コ
ン

テ
ン

ツ
の

再
周

知
や

各
種

イ
ベ

ン
ト

等
の

告
知

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
S
I
P
S

で
の

他
大

学
と

の
情

報
交

換
等

を
元

に
、

留
学

促
進

チ
ー

ム
の

学
生

の
発

案
に

よ
り

、
留

学
経

験
者

と
留

学
希

望
者

に
よ

る
学

生
同

士
の

留
学

相
談

（
留

学
コ

ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
）

を
立

ち
上

げ
、

国
際

セ
ン

タ
ー

教
員

の
指

導
の

下
、

３
名

の
留

学
経

験
者

が
学

生
相

談
を

行
っ

た
。

 

・
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

で
、

留
学

中
学

生
の

現
地

レ
ポ

ー
ト

等
を

写
真

と
テ

キ
ス

ト
で

情
報

発
信

す
る

こ
と

に
よ

り
、

留
学

を
希

望
す

る
学

生
に

対
し

訴
求

す
る

内
容

と
な

っ
た

。
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                                      （
４

）
【

新
規

】
世

界
を

舞
台

に
各

界
の

一

線
級

で
活

躍
す

る
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

講
義

か
ら

な
る

授
業

科
目

を
新

た
に

設
け

、
学

生
が

分
野

を
問

わ
ず

に
横

断
的

に
思

索
を

巡
ら

せ
る

機
会

と
す

る
。

 

【
図

表
1
-
4
3
-
5
　

留
学

意
欲

の
向

上
を

目
的

と
し

た
講

座
の

参
加

人
数

】
（

単
位

：
人

）
目

的
講

座
名

内
容

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

I
E
L
T
S
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ
対

策
講

座
（

5
.
5
/
6
.
5
）

I
E
L
T
S
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
セ

ク
シ

ョ
ン

の
学

習
を

英
語

講
座

で
目

標
ス

コ
ア

別
に

支
援

す
る

。
2
2

3
0

3
3

1
7

2
2

I
E
L
T
S
ﾗ
ｲ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
対

策
講

座
I
E
L
T
S
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
セ

ク
シ

ョ
ン

の
学

習
を

英
語

講
座

で
支

援
す

る
。

2
3

2
9

3
0

1
6

1
8

I
E
L
T
S
模

擬
ﾃ
ｽ
ﾄ
+
対

策
講

座
模

擬
テ

ス
ト

で
試

験
に

慣
れ

る
だ

け
で

な
く

、
高

得
点

を
狙

え
る

テ
ク

ニ
ッ

ク
を

学
ぶ

。
3
5

1
6

1
8

4
1
3

I
E
L
T
S
ﾗ
ｲ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
個

人
指

導
E
メ

ー
ル

に
よ

る
個

別
指

導
-

9
1
3

6
2

キ
ャ

ン
パ

ス
・

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
（

中
級

）
留

学
先

の
学

内
外

で
必

要
と

さ
れ

る
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

。
2
8

1
7

1
6

4
7

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
海

外
大

学
で

必
要

な
ノ

ー
ト

・
テ

ー
キ

ン
グ

、
エ

ッ
セ

ー
等

の
執

筆
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

。
2
1

1
5

2
2

5
9

セ
ミ

ナ
ー

ス
キ

ル
（

中
・

上
級

）
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

必
要

な
言

語
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

。
2
6

1
6

2
7

6
7

1
5
5

1
3
2

1
5
9

5
8

7
8

※
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年

度
は

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
参

加
者

が
減

少

I
E
L
T
S

対
策

講
座

留
学

英
語

講
座

合
計

 
 

【
1
-
4
3
-
6
　

全
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
応

募
者

数
推

移
】

（
人
）

※
交
換
留
学
・
派
遣
留
学
（
半
年
又
は
１
年
）
、
海
外
短
期
研
修
（
３
～
４
週
間
）

※
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
海
外
短
期
研
修
は
中
止

37

59
41

69
75

84
90

11
5

11
7

11
2

0

44

12
7

17
4

15
8

18
1

75

12
8

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

28
年
度

29
年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

交
換
留
学
・
派
遣
留
学

海
外
短
期
研
修

合
計

 
 （

４
）

世
界

を
舞

台
に

各
界

の
一

線
級

で
活

躍
す

る
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

講
義

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
春

と
秋

に
、

世
界

を
舞

台
に

各
界

の
一

線
級

で
活

躍
す

る
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

連
続

講
義

か
ら

な
る

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

９
月

末
～
1
0

月

に
は

番
外

編
、

３
月

に
は

特
別

編
と

な
る

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
も

実
施

し
た

。
 

・
春

講
座

（
全

７
回

）
は

、
早

期
に

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
点

を
養

い
、

国
際

社
会

で
活

躍
で

き
る

能
力

や
気

概
を

持
っ

た
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
主

に
都

立
大

生
を

対
象

に
し

て
、
「

グ
ロ

ー
バ

ル
教

養
講

座
」

と
し

て
開

講
し

た
。

 

・
秋

講
座

（
全

８
回

）
は

、
学

生
の

グ
ロ

ー
バ

ル
な

関
心

や
海

外
へ

の
挑

戦
意

欲
を

喚
起

す
る

た
め

、
分

野
横

断
の

全
学

共
通

科
目

「
地

球
の

明
日

、
地

球
と

の
明

日
」
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と
し

て
オ

ム
ニ

バ
ス

形
式

で
開

講
し

た
。

な
お

、
秋

講
座

は
単

位
取

得
可

能
な

正
規

授
業

と
し

た
。

 

・
番

外
編

（
全

１
回

）
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

教
養

講
座

の
番

外
編

と
し

て
、

イ
ス

ラ
ム

世
界

の
日

本
観

、
日

本
の

歴
史

・
文

化
と

の
比

較
と

い
っ

た
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
を

育
む

講
座

を
実

施
し

た
。

 

・
特

別
編

（
全

１
回

）
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

教
養

講
座

の
特

別
編

（
対

談
テ

ー
マ

：
歴

史
学

者
ハ

ラ
リ

教
授

に
よ

る
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
の

未
来

予
想

図
）

と
し

て
、

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

が
も

た
ら

す
未

来
、

気
候

変
動

へ
の

対
応

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
連

携
」

な
ど

を
テ

ー
マ

に
、

全
世

界
共

通
の

課
題

で
あ

る
コ

ロ
ナ

危
機

を
教

訓
に

、
人

々
は

ど
の

よ

う
に

行
動

し
、

判
断

す
べ

き
か

を
伝

え
る

と
と

も
に

、
未

来
を

担
う

若
者

に
向

け
た

エ
ー

ル
を

送
る

と
い

う
内

容
で

実
施

し
た

。
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
実

績
や

受
講

者
の

意
見

・
要

望
等

を
踏

ま
え

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
実

施
に

向
け

、
講

師
の

選
定

・
依

頼
等

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
春

講
座

は
、

平
均

視
聴

数
2
8
0
名

、
平

均
満

足
度

9
2
％

と
、

高
い

評
価

を
得

た
。

 
（

図
表

1
-
4
3
-
7
）

 

・
秋

講
座

は
、

履
修

者
1
2
1
名

及
び

聴
講

登
録

者
2
1
3
名

が
参

加
し

、
各

講
義

後
の

質
疑

応
答

で
は

、
受

講
者

か
ら

本
質

を
突

く
質

問
が

数
多

く
寄

せ
ら

れ
た

。
ま

た
、

ア

ン
ケ

ー
ト

も
、

満
足

度
の

高
い

結
果

と
な

っ
た

。
（

図
表

1
-
4
3
-
8
）

 

・
番

外
編

は
、

1
4
5
回

の
視

聴
数

と
な

っ
た

。
（

図
表

1
-
4
3
-
9
）

 

・
特

別
編

は
、

一
般

に
向

け
て

も
公

開
し

、
申

込
者

数
：

2
,
7
7
2
名

、
Y
o
u
T
u
b
e
（

限
定

公
開

）
の

視
聴

回
数

は
、

4
,
9
2
7
回

（
日

本
語

字
幕

版
：

4
,
2
5
6
回

、
英

語
字

幕

版
：

6
7
1
回

）
と

、
都

立
大

生
か

ら
高

齢
層

に
至

る
幅

広
い

年
代

の
視

聴
が

あ
り

、
学

内
外

か
ら

好
評

を
得

た
。
（

図
表

1
-
4
3
-
1
0
）

 

 

【
図

表
1
-
4
3
-
7
　

春
講

座
実

施
結

果
】

日
　

付
講

師
名

　
テ

ー
マ

視
聴

数
(
※

1
)
満

足
度

(
※

2
)

一
般

視
聴

数
(
※

3
)

第
１
回

5
月
1
5
日

山
本

 
良

一
 
氏

「
世

界
は

脱
炭

素
社

会
へ

向
か

っ
て

い
る

」
3
8
6
名

8
8
%

3
9
1
回

第
２
回

5
月
2
2
日

オ
ー

ド
リ

ー
・

タ
ン

 
氏

「
D
i
g
i
t
a
l
 
S
o
c
i
a
l
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
」

5
3
6
名

9
7
%

5
,
1
5
7
回

第
３
回

5
月
2
9
日

島
田
 
晴
雄
 
氏

「
W
i
s
h
 
y
o
u
 
c
r
e
a
t
e
 
a
 
n
e
w
 
g
e
n
e
r
a
t
i
o
n
 
o
f
 
c
h
a
l
l
e
n
g
e
」

2
5
0
名

8
8
%

6
4
0
回

第
４
回

6
月
5
日

リ
ン

ダ
・

グ
ラ

ッ
ト

ン
 
氏

「
L
e
s
s
o
n
s
 
f
o
r
 
p
r
e
p
a
r
i
n
g
 
f
o
r
 
t
h
e
 
f
u
t
u
r
e
」

2
4
1
名

9
4
%

1
,
4
4
1
回

第
５
回

6
月
1
2
日

ジ
ャ

ッ
ク

・
ア

タ
リ

 
氏

「
S
o
c
i
a
l
 
l
i
f
e
 
i
n
 
t
h
e
 
e
r
a
 
o
f
 
«
 
l
’

é
c
o
n
o
m
i
e
 
d
e
 
l
a
 
v
i
e
 
»
」

1
9
5
名

8
5
%

1
,
8
9
4
回

第
６
回

6
月
2
6
日

キ
ャ

シ
ー

 
松

井
 
氏

「
ウ

ー
マ

ノ
ミ

ク
ス

と
多

様
性

の
意

義
」

1
6
9
名

9
5
%

第
７
回

7
月
3
日

吉
野

 
彰

 
氏

「
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

が
拓

く
未

来
社

会
」

1
8
6
名

9
4
%

平
均

視
聴

数
及

び
満

足
度

2
8
0
名

9
2
%

1
,
9
0
5
回

合
計

視
聴

数
1
,
9
6
3
名

―
9
,
5
2
3
回

※
1
 
視
聴
数
…

事
前

申
込

等
の

上
、

当
日

又
は

期
間

内
に

視
聴

し
た

人
の

数
（

都
立

大
生

が
メ

イ
ン

。
特

別
編

を
除

く
。

）
※
2
 
満
足
度
…

受
講

後
ア

ン
ケ

ー
ト

（
講

座
の

満
足

度
）

で
「

非
常

に
満

足
」

及
び

「
満

足
」

を
回

答
し

た
者

の
割

合
※
3
 
一
般
視
聴

数
…

講
座

終
了

後
に

、
法

人
の

Y
o
u
T
u
b
e
チ

ャ
ン

ネ
ル

上
に

て
公

開
し

た
動

画
の

再
生

回
数

。
令

和
４

(
2
0
2
2
)
年

２
月

１
日

時
点

。
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【
図

表
1
-
4
3
-
8
　

秋
講

座
実

施
結

果
】

日
　

付

第
１

回
9
月

6
日

第
２

回
9
月

6
日

第
３

回
9
月

6
日

第
４

回
9
月

6
日

第
５

回
9
月

7
日

第
６

回
9
月

7
日

第
７

回
9
月

7
日

第
８

回
9
月

7
日

F
r
e
d
e
 
B
l
a
a
b
j
e
r
g
氏

「
P
o
w
e
r
 
E
l
e
c
t
r
o
n
i
c
s
 
-
 
T
h
e
 
K
e
y
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
f
o
r
 
G
r
i
d
 
I
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
 
o
f
 
R
e
n
e
w
a
b
l
e
 
E
n
e
r
g
y
」

伊
東

豊
雄

氏
「

大
都

市
中

心
の

社
会

は
変

わ
る

か
」

小
島

武
仁

氏
「

社
会

を
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
す

る
マ

ー
ケ

ッ
ト

デ
ザ

イ
ン

（
制

度
設

計
）

の
経

済
学

」

小
川

さ
や

か
氏

「
物

語
の

力
ー

言
葉

が
運

ぶ
も

の
」

講
師

名
　

テ
ー

マ

山
本

康
正

氏
「

世
界

を
激

変
さ

せ
る

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

ビ
ジ

ネ
ス

」

M
a
r
k
u
s
 
G
a
b
r
i
e
l
氏

「
T
o
w
a
r
d
s
 
a
 
N
e
w
 
E
n
l
i
g
h
t
e
n
m
e
n
t
 
‒
 
T
r
a
n
s
d
i
s
c
i
p
l
i
n
a
r
y
 
a
n
d
 
T
r
a
n
s
c
u
l
t
u
r
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
i
n
 
t
h
e
 
P
o
s
t
 
-
 
P
a
n
d
e
m
i
c
 
E
r
a
」

小
林

康
夫

氏
「

〈
地

球
と

と
も

に
〉
̶̶̶こ

の
〈

と
も

に
〉

w
i
t
h
に

向
か

っ
て

。
ひ

と
つ

の
哲

学
的

試
み

（
H
o
w
 
t
o
 
b
e
 
w
i
t
h
 
t
h
e
 
E
a
r
t
h
̶̶A 

P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
c
a
l
 
T
r
i
a
l
）

」

M
e
g
a
n
 
U
r
r
y
氏

「
T
h
e
 
E
a
r
t
h
’

s
 
P
l
a
c
e
 
i
n
 
t
h
e
 
U
n
i
v
e
r
s
e
」

 
 

 
 

 

【
図

表
1-

43
-9

　
秋

講
座

満
足

度
】

日
　
付

講
師

名
　

テ
ー

マ
視

聴
数

満
足

度
一

般
視

聴
数

番
外
編

9月
30
日
～

10
月
29
日

イ
サ

ム
・

Ｒ
・

ハ
ム

ザ
　

氏
「

イ
ス

ラ
ム

、
ア

ラ
ブ

、
日

本
」

～
イ

ス
ラ

ム
社

会
の

現
状

と
日

本
、

中
東

に
お

け
る

日
本

観
、

比
較

文
化

論
～

14
5回

―
―

 

（
人
）

 

（
人

）
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【
図

表
1-

43
-1

0　
特

別
編

実
施

結
果

】

日
　
付

講
師

名
　

テ
ー

マ
視

聴
数

満
足

度
一

般
視

聴
数

特
別
編

3月
10
日
～

3月
24
日

ユ
ヴ

ァ
ル

・
ノ

ア
・

ハ
ラ

リ
　

氏
「

歴
史

学
者

ハ
ラ

リ
教

授
に

よ
る

ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

の
未

来
予

想
図

」
2,

77
2名

92
%

―
 

  

  中
期
計
画
番
号
 

1
-
4
4

 
④

外
国

語
教

育
室

（
仮

称
）

に
よ

り
「

聞
く

、
話

す
、

読
む

、
書

く
」

の
４

技
能

を
育

成
す

る
英

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
す

る
と

と
も

に
、

全
学

共
通

科
目

及
び

専
門

科
目

（
専

門
科

目
に

お
い

て
は

卒
業

要
件

ご
と

）
に

お
い

て
英

語
に

よ
る

授
業

を
設

置
す

る
な

ど
、

日
本

人
学

生
の

留
学

を
促

進
す

る
教

育
環

境
を

充
実

さ
せ

る
。

ま
た

、
１

年
次

の
外

部
英

語
試

験
受

験
率

【
9
6
％

以
上

】
を

維
持

し
、

学
生

の
語

学
レ

ベ
ル

を
把

握
し

、
英

語
教

育
の

改
善

に
活

用
す

る
。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
「

外
国

語
教

育
室

」
に

お
い

て
、

新
英

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
を

進
め

る
。
（

1
-
0
2
再

掲
）

 

  （
２

）
◆

【
継

続
】

英
語

教
育

の
改

善
に

資

す
る

た
め

、
T
O
E
I
C

受
験

率
9
6
%
を

維
持

し
、

学
生

の
語

学
レ

ベ
ル

把
握

に
努

め
る

。
特

に
、

１
月

実
施

分
に

つ
い

て
は

、
受

験
率

増
加

に
向

け
て

対
応

策
を

検
討

す
る

。
実

施
の

際

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

状
況

を
注

視
し

な
が

ら
、

感
染

防
止

対
策

を
徹

底
す

る
。
（

1
-
0
2
再

掲
）

 

（
１

）
新

英
語

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

【
中

期
計

画
番

号
1
－

0
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
決

定
し

た
方

針
に

基
づ

き
、

学
生

の
修

学
レ

ベ
ル

や
興

味
に

応
じ

た
効

果
的

な
授

業
の

実
施

に
向

け
た

開
講

科
目

数
や

授
業

内
容

の
検

討
・

調
整

を
行

い
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

の
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
講

に
向

け
て

、
授

業
実

施
体

制
の

整
備

を
進

め
た

。
 

 （
２

）
英

語
教

育
の

改
善

に
向

け
た

取
組

【
中

期
計

画
番

号
1
－

0
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

防
止

の
た

め
、

４
月

の
英

語
ク

ラ
ス

編
成

テ
ス

ト
（

T
O
E
I
C
）

は
中

止
と

し
た

が
、

１
月

は
感

染
防

止
策

を
徹

底
の

上
実

施
し

、
受

験
率

9
6
％

以
上

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

、
学

生
の

語
学

レ
ベ

ル
を

正
確

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
4
5

 
⑤

海
外

企
業

や
研

究
機

関
等

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
先

を
積

極
的

に
開

拓
し

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

コ
ロ

ナ
禍

で
の

オ
ン

ラ

イ
ン

の
活

用
等

も
考

慮
の

う
え

、
海

外
企

業
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

新
た

な
受

入
先

企
業

の
開

拓
を

進
め

る
。

 

   （
２

）
◆

【
継

続
】

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で

き
る

理
系

人
材

の
育

成
に

向
け

、

「
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
体

験
」

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

令
和

３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
実

施
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
成

果
及

び
内

容
を

検
証

の

上
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

に
実

施

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
画

す
る

。
な

お
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
度

合
い

を
注

視
し

、
必

要
に

応
じ

計
画

を
見

直
し

て
い

く
。

 

（
１

）
海

外
企

業
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

充
実

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
既

存
１

社
（

マ
レ

ー
シ

ア
）

と
新

規
１

社
（

ミ
ャ

ン
マ

ー
）

に
つ

い
て

、
学

生
募

集
の

準
備

を
行

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
状

況
を

鑑
み

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
中

止
し

た
。

ま
た

、
協

定
大

学
が

提
供

す
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
調

査
し

、
交

渉
を

進
め

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 
 

・
既

存
１

社
（

マ
レ

ー
シ

ア
）

に
つ

い
て

は
、

受
入

先
と

調
整

の
上

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

よ
り

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

す
る

こ
と

を
決

定
し

た
。

 

 （
２

）
「

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

体
験

（
海

外
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

の
推

進
 

①
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

成
果

及
び

内
容

の
検

証
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

に
よ

り
、

海
外

渡
航

が
難

し
い

こ
と

を
受

け
、

国
内

代
替

研
修

を
行

う
こ

と
を

決
定

し
た

。
 

・
事

前
研

修
を

２
回

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
複

数
回

実
施

し
た

上
で

、
1
1
月

に
４

日
間

の
実

地
研

修
を

国
内

の
研

修
施

設
に

て
実

施
し

た
。
（

図
表

1
-
4
5
-
1
）

 

・
実

地
研

修
の

終
了

後
、

1
2
月

に
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
に

て
、

実
施

報
告

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
参

加
学

生
か

ら
の

報
告

書
を

W
e
b
サ

イ
ト

に
公

開
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
大

学
院

生
自

身
が

個
別

に
世

界
各

地
の

研
究

者
と

オ
ン

ラ
イ

ン
で

研
究

討
論

を
し

、
異

な
る

専
門

分
野

の
大

学
院

生
が

チ
ー

ム
を

作
り

現
地

の
課

題
を

解
決

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

ア
イ

デ
ア

を
練

っ
て

プ
レ

ゼ
ン

す
る

こ
と

で
、

各
学

生
個

人
の

軸
と

な
る

専
門

性
や

価
値

観
に

つ
い

て
自

ら
で

捉
え

直
す

機
会

を
設

け
る

こ
と

が
で

き
た

。
こ

れ

は
参

加
学

生
個

々
人

の
今

後
の

キ
ャ

リ
ア

構
成

を
考

え
る

上
で

重
要

な
き

っ
か

け
と

な
り

、
博

士
後

期
課

程
へ

の
進

学
を

含
め

た
、

将
来

の
進

路
決

定
に

大
き

な
影

響

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
。

研
修

後
に

実
施

を
し

た
成

果
報

告
会

に
お

け
る

実
施

内
容

の
共

有
の

機
会

や
W
e
b
ペ

ー
ジ

上
で

の
参

加
報

告
書

の
掲

載
等

、
本

事
業

に
お

け
る

成
果

を
積

極
的

に
発

信
し

公
開

す
る

事
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参

加
し

て
い

な
い

周
囲

の
学

生
に

対
し

て
も

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
の

必
要

性
を

気
付

か
せ

、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
考

え
る

機
会

を
提

供
す

る
な

ど
の

波
及

効
果

も
あ

っ
た

。
 

 

【
図

表
1
-
4
5
-
1
　

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

派
遣

数
（
令

和
３
年

度
）
】
　

　
 （

単
位

：
人

）

博
士

前
期

課
程

博
士

後
期

課
程

理
学

研
究

科
／

理
工

学
研

究
科

1
0

都
市

環
境

科
学

研
究

科
8

0
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

0
0

人
間

健
康

科
学

研
究

科
0

0
計

9
0

 
  

②
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

企
画

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
参

加
学

生
に

対
し

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

運
営

及
び

内
容

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
が

終
息

し
た

場
合

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
に

つ
い

て
、

検
討

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
参

加
学

生
の

意
見

を
聞

く
こ

と
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
成

果
・

効
果

を
把

握
し

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
が

終
息

し
た

場
合

に
は

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
や

マ
レ

ー
シ

ア
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

予
定

と
し

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
4
6

 
◇

外
国

人
留

学
生

の
受

入
れ

 

⑥
国

費
留

学
生

の
積

極
的

受
入

れ
、

短
期

受
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

な
ど

を
行

い
、

在
籍

留
学

生
数

を
本

学
学

生
の

約
１

割
で

あ
る

【
9
0
0
人

程
度

】
に

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
留

学
生

と
日

本
人

学
生

が
共

に
学

び
、

互
い

が
刺

激
し

合
い

高
め

合
え

る
環

境
の

整
備

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
拡

充
】

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

つ

つ
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

ま
で

に

外
国

人
留

学
生

を
9
0
0
人

程
度

ま
で

拡
大

さ
せ

る
た

め
、

国
内

外
で

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

を
充

実
さ

せ

る
。

 

                                 

（
１

）
受

入
留

学
生

数
増

加
に

向
け

た
広

報
展

開
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
大

学
ラ

ン
キ

ン
グ

の
指

標
と

し
て

世
界

的
に

も
知

名
度

が
高

い
T
i
m
e
s
 
H
i
g
h
e
r
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
(
以

下
「

T
H
E
」

と
い

う
。

)
 
W
o
r
l
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
R
a
n
k
i
n
g
サ

イ
ト

等

W
e
b
広

告
（

T
H
E
サ

イ
ト

内
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
ペ

ー
ジ

作
成

、
T
H
E
サ

イ
ト

バ
ナ

ー
広

告
、

S
N
S
広

告
）

を
利

用
し

た
海

外
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
新

た
に

実
施

し
た

。
 

・
日

本
留

学
フ

ェ
ア

に
つ

い
て

は
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

と
な

っ
た

が
、

参
加

に
あ

た
っ

て
の

抽
選

に
よ

り
都

立
大

は
参

加
で

き
な

か
っ

た
。
（

図

表
1
-
4
6
-
1
）

 

・
国

内
に

お
け

る
日

本
留

学
説

明
会

に
オ

ン
ラ

イ
ン

で
１

件
出

展
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 
 

・
T
H
E
の

メ
デ

ィ
ア

媒
体

を
有

効
利

用
す

る
こ

と
で

、
海

外
の

外
国

人
研

究
者

や
外

国
人

学
生

等
に

広
く

情
報

発
信

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
（

図
表

1
-
4
6
-
2
）

 

・
一

般
財

団
法

人
日

本
語

教
育

振
興

協
会

が
主

催
す

る
「

日
本

留
学

A
W
A
R
D
S
2
0
2
1
（

日
本

語
学

校
の

教
職

員
が

選
ぶ

留
学

生
に

勧
め

た
い

進
学

先
）
」

に
お

い
て

平
成

2
6

（
2
0
1
4
）

年
か

ら
８

年
連

続
で

受
賞

し
た

。
 

 

（
単
位
：
人
）

国
・
地
域
（
都
市
）

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

中
国
（
北
京
）

-
1
5
2

1
2
0

-
-

-
中
国
（
上
海
）

1
2
9

-
-

-
-

-
中
国
（
香
港
）

-
-

-
-

-
-

韓
国
（
ソ
ウ
ル
）

1
4
0

2
0
0

9
7

1
1
7

-
-

韓
国
（
釜
山
）

-
1
5
0

1
3
6

7
6

-
-

台
湾
（
台
北
）

7
5

5
9

7
0

6
9

-
-

台
湾
（
高
雄
）

-
2
7

-
-

-
-

タ
イ
（
バ
ン
コ
ク
）

1
0
0

6
0

5
9

6
5

-
-

ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ
イ
）

-
1
0
6

8
5

6
4

-
-

ベ
ト
ナ
ム
（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）

7
7

5
4

3
8

4
7

-
-

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）

9
1

9
2

1
5
5

-
-

-
マ
レ
ー
シ
ア
（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）

1
0
0

-
1
7
7

-
-

-
合
計

7
1
2

9
0
0

9
3
7

4
3
8

-
-

※
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年

度
は

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
中

止

※
令

和
３
（
2
0
2
1
）
年

度
は

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
実

施
さ
れ

た
が
、
抽

選
の
結

果
都

立
大

は
参

加
で
き
な
か
っ
た
。

【
図
表
1
-
4
6
-
1
　
日
本
留
学
フ
ェ
ア
に
お
け
る
相
談
者
数
】
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                                  （
２

）
◆

【
継

続
】

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

つ

つ
、

S
A
T
O
M
U
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
を

充
実

さ
せ

、
短

期
留

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

教
育

を
展

開
す

る
。

 

       

【
図

表
1
-
4
6
-
2
　
在

籍
留

学
生

数
の
推

移
】
（
各

年
度

1
0
月

1
日

時
点

）
（
単
位
：
人
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
都

市
教

養
学

部
 
人

文
・

社
会

系
2
5

2
7

1
7

1
5

7
1

人
文

社
会

学
部

-
-

1
8

2
6

3
1

3
0

都
市

教
養

学
部

 
法

学
系

2
3

0
0

0
-

法
学

部
-

-
2

1
2

3
都

市
教

養
学

部
 
経

営
学

系
8

1
1

8
7

3
-

経
済

経
営

学
部

-
-

6
7

9
1
0

都
市

教
養

学
部

 
理

工
学

系
1
7

1
9

1
7

1
1

7
-

理
学

部
-

-
1
1

1
4

1
6

1
7

都
市

教
養

学
部

 
都

市
政

策
コ

ー
ス

0
0

-
-

-
-

都
市

環
境

学
部

1
6

1
5

7
1
7

1
8

1
5

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

2
7

4
7

6
6

7
2

4
5

4
7

健
康

福
祉

学
部

0
0

0
0

0
0

学
部

計
9
5

1
2
2

1
5
2

1
7
0

1
3
8

1
2
3

人
文

科
学

研
究

科
1
2
6

1
1
8

1
1
8

1
2
5

1
1
1

1
0
2

社
会

科
学

研
究

科
（

法
）

5
1
0

7
3

-
-

法
学

政
治

学
研

究
科

-
-

7
1
9

3
3

3
7

社
会

科
学

研
究

科
（

経
営

）
1
4

1
5

8
3

2
-

経
営

学
研

究
科

-
-

3
1
2

1
4

6
理

工
学

研
究

科
6
1

5
8

3
3

1
5

3
1

理
学

研
究

科
-

-
2
3

4
0

5
2

6
5

都
市

環
境

科
学

研
究

科
8
4

8
3

9
7

8
4

8
4

8
7

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
6
9

6
2

8
1

1
2
0

1
3
7

1
3
2

人
間

健
康

科
学

研
究

科
1
1

2
1

2
9

3
0

3
1

3
4

研
究

科
計

3
7
0

3
6
7

4
0
6

4
5
1

4
6
7

4
6
4

3
7

3
0

4
8

4
0

0
0

5
0
2

5
1
9

6
0
6

6
6
1

6
0
5

5
8
7

※
平

成
2
7
年

度
の

交
換

留
学

生
は

、
各

受
入

部
局

に
そ

れ
ぞ

れ
計

上
し

て
い

る
。

※
平

成
2
8
年

度
以

降
は

S
A
T
O
M
U
の

短
期

留
学

生
受

入
部

局
を

国
際

セ
ン

タ
ー

と
し

て
い

る
。

※
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
減
少

国
際

セ
ン

タ
ー

合
　

計

所
属

学 部 大 学 院

 
 （

２
）

短
期

留
学

生
へ

の
教

育
の

充
実

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

を
鑑

み
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の
交

換
留

学
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
中

止
し

た
。
（

図
表

1
-
4
6
-
3
）

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
1
0
5
科

目
の

英
語

実
施

科
目

を
開

講
し

た
。
（

1
-
4
6
-
4
）

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

前
期

の
交

換
留

学
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
中

止
を

決
定

し
た

が
、

S
A
T
O
M
U
科

目
の

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
授

業
提

供
を

試
行

的
に

検
討

し
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

後
期

の
受

入
再

開
に

向
け

、
新

規
英

語
科

目
開

講
支

援
に

関
す

る
取

組
を

行
う

こ
と

で
、

更
な

る
英

語
科

目
の

拡
充

を
図

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
S
A
T
O
M
U
科

目
の

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
提

供
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

で
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

P
R
事

項
が

充
実

し
た

。
 

 ※
S
A
T
O
M
U

プ
ロ

グ
ラ

ム
：

主
と

し
て

英
語

で
行

う
授

業
を

実
施

す
る

短
期

留
学

生
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
英

語
名

称
S
e
m
e
s
t
e
r
 
A
b
r
o
a
d
 
a
t
 
T
o
k
y
o
 
M
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n  

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
、

略
し

て
S
A
T
O
M
U
）

で
、

国
際

交
流

協
定

に
基

づ
き

、
海

外
大

学
の

学
生

を
１

学
期

な
い

し
２

学
期

受
け

入
れ

て
い

る
。
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                     （
３

）
◆

【
継

続
】

協
定

大
学

の
学

生
を

対

象
と

し
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
等

も
踏

ま
え

夏
期

及
び

冬
期

に
日

本

語
・

日
本

事
情

短
期

集
中

コ
ー

ス
を

実
施

す
る

。
 

             （
４

）
【

新
規

】
教

育
の

国
際

化
を

推
進

し

て
い

く
た

め
、

博
士

前
期

課
程

に
お

け
る

英
語

開
講

科
目

の
増

加
や

外
国

大
学

と
の

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
に

よ
る

教
育

連
携

等
に

よ
り

、
日

本
語

力
が

十
分

で
な

い
留

学
生

で
も

学
位

を
取

【
図

表
1
-
4
6
-
3
　
交

換
留

学
に
よ
る
受

入
留

学
生

数
】
（
各

年
度

総
数

）
（
単

位
：
人

）
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
受

入
人

数
9
2

6
9

9
2

7
7

1
8

0
※
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
減
少

 
 

【
図

表
1
-
4
6
-
4
　
S
A
T
O
M
U
提

供
科

目
（
英

語
実

施
）
】

提
供

部
局

人
文

社
会

学
部

／
人

文
科

学
研

究
科

2
1
（

学
部

：
2
0
、

大
学

院
：

1
）

法
学

部
／

法
学

研
究

科
1
（

学
部

：
1
、

大
学

院
：

0
）

経
済

経
営

学
部

／
経

営
学

研
究

科
8
（

学
部

：
8
、

大
学

院
：

0
）

理
学

部
／

理
学

研
究

科
4
5
（

学
部

：
4
5
、

大
学

院
：

0
）

都
市

環
境

学
部

／
都

市
環

境
科

学
研

究
科

9
（

学
部

：
9
、

大
学

院
：

0
）

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

／
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

1
0
（

学
部

：
9
、

大
学

院
：

1
）

健
康

福
祉

学
部

／
人

間
健

康
科

学
研

究
科

0
（

学
部

：
0
、

大
学

院
：

0
）

大
学

教
育

セ
ン

タ
ー

0
国

際
セ

ン
タ

ー
1
1

合
計

科
目

数

1
0
5

 
 （

３
）

短
期

集
中

コ
ー

ス
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

に
鑑

み
、

従
来

対
面

型
で

の
実

施
で

あ
っ

た
日

本
語

・
日

本
事

情
短

期
集

中
コ

ー
ス

を
、

夏
期

に
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

た
。
（

図
表

1
-
4
6
-
5
）

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
実

施
に

向
け

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
内

容
の

見
直

し
と

拡
充

を
検

討
し

た
。

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
円

滑
な

実
施

の
た

め
の

体
制

確
保

が
困

難
と

な
り

、
冬

期
は

中
止

と
し

た
が

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
実

施
に

向
け

た
準

備
を

着
実

に
進

め
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
夏

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
協

定
大

学
の

学
生

1
3
人

が
参

加
し

た
。

 

・
従

来
の

対
面

形
式

と
遜

色
な

い
内

容
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

学
生

に
提

供
す

る
体

制
が

整
い

、
学

生
受

入
れ

の
選

択
肢

を
広

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

  

【
図

表
1
-
4
6
-
5
　

日
本

語
・

日
本

事
情

集
中

コ
ー

ス
実

施
概

要
（

令
和

３
年

度
）

】

人
数

日
本

語
レ

ベ
ル

概
要

夏
期

令
和

３
年

６
月

2
8
日

～
７

月
７

日
1
3
人

（
９

校
）

初
級

、
初

中
級

、
中

級
日

本
語

授
業

、
日

本
事

情
講

義
、

課
外

活
動

（
都

立
大

生
と

の
交

流
活

動
）

等
で

構
成

冬
期

-
-

-
-

期
間

 
 （

４
）

博
士

前
期

課
程

に
お

け
る

日
本

語
力

が
十

分
で

な
い

留
学

生
で

も
学

位
を

取
得

し
や

す
い

環
境

の
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

長
と

各
研

究
科

長
等

に
よ

り
、

各
研

究
科

に
お

け
る

博
士

前
期

課
程

の
日

本
人

学
生

の
英

語
力

や
留

学
生

の
受

入
れ

に
関

す
る

状
況

や
課

題
等

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
実

施
し

た
。

 

・
意

見
交

換
を

踏
ま

え
、

英
語

の
み

で
学

位
取

得
が

可
能

な
環

境
整

備
を

支
援

す
る

た
め

の
英

語
化

推
進

支
援

事
業

の
ス

キ
ー

ム
を

検
討

・
創

設
し

、
学

内
公

募
を

行
っ

た
。
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得
し

や
す

い
環

境
の

整
備

を
進

め

る
。

 

   （
５

）
【

新
規

】
優

秀
な

留
学

生
等

の
確

保

な
ど

国
際

化
の

推
進

の
た

め
の

手
法

の
一

つ
と

し
て

、
英

語
課

程
の

編
成

を
前

提
に

学
部

学
科

単
位

で
の

秋
入

学
導

入
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
英

語
化

推
進

事
業

に
つ

い
て

、
６

専
攻

・
学

域
等

の
事

業
を

採
択

し
、

取
組

を
推

進
し

た
。

 

・
外

国
人

留
学

生
が

英
語

の
み

で
博

士
前

期
課

程
を

修
了

で
き

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

整
備

や
英

語
で

の
学

習
を

希
望

す
る

日
本

人
学

生
が

留
学

生
と

と
も

に
学

ぶ
学

修
環

境
を

提
供

す
る

た
め

の
契

機
と

な
っ

た
。

 

 （
５

）
秋

入
学

導
入

に
関

す
る

検
討

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
入

試
方

法
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

構
成

、
人

員
体

制
な

ど
秋

入
学

導
入

に
係

る
課

題
の

洗
い

出
し

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

優
秀

な
留

学
生

を
獲

得
す

る
た

め
の

国
際

広
報

等
の

施
策

検
討

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
導

入
に

係
る

課
題

等
を

整
理

し
、

課
題

解
決

に
向

け
て

取
り

組
む

べ
き

調
整

事
項

を
関

係
部

署
で

共
有

し
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
4
7

 
⑦

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

に
よ

り
優

秀
な

大
学

院
留

学
生

を
継

続
的

に
受

け
入

れ
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
中

計
【

2
4
0
人

】
の

留
学

生
受

入
れ

を
目

指
す

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

つ

つ
、

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

を
活

用
し

、
大

学
院

へ
優

秀
な

外
国

人
学

生
を

受
け

入
れ

る
。

 

（
１

）
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
を

最
大

限
活

用
し

た
留

学
生

受
入

れ
へ

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
海

外
向

け
広

報
誌

「
T
M
U
 
T
I
M
E
S
」

へ
の

基
金

修
了

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
記

事
の

掲
載

や
、

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

W
e
b
サ

イ
ト

の
留

学
生

一
覧

情
報

更
新

等
に

よ
り

、

海
外

に
向

け
て

継
続

的
に

情
報

を
発

信
し

た
。

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
0
月

に
都

立
大

博
士

後
期

課
程

に
入

学
で

き
な

か
っ

た
留

学
生

（
タ

イ
２

名
）

の
入

学
時

期
を

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
４

月
に

後
ろ

倒
し

す
る

こ
と

に
よ

り
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
留

学
生

の
受

入
枠

を
有

効
に

活
用

し
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

動
向

及
び

日
本

政
府

の
対

外
政

策
に

つ
い

て
、

受
入

研
究

科
に

周
知

す
る

と
と

も
に

、
外

部
委

託
を

活
用

し
た

受
入

体
制

を
整

備
し

た
（
「

水
際

対
策

強
化

に
係

る
新

た
な

措
置

（
2
7
）
」
に

よ
る

日
本

政
府

の
入

国
制

限
緩

和
を

受
け

て
、

入
国

に
向

け
た

準
備

を
進

め
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
優

秀
な

外
国

人
大

学
院

生
の

獲
得

に
向

け
て

、
広

報
誌

や
W
e
b
サ

イ
ト

の
活

用
で

本
事

業
に

お
け

る
留

学
生

受
入

れ
の

取
組

に
関

し
て

幅
広

い
情

報
提

供
が

で
き

た
。

 

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
り

、
計

5
1
人

の
留

学
生

を
新

た
に

受
け

入
れ

た
。
（

図
表

1
-
4
7
-
1
）

 

 

【
図

表
1
-
4
7
-
1
　
基

金
活

用
に
よ
る
大

学
院

留
学

生
入

学
者

数
】

（
単
位
：
人
）

研
究

科
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

人
文

科
学

研
究

科
4

4
5

5
6

3

社
会

科
学

研
究

科
（

法
）

1
0

-
-

-
-

法
学

政
治

学
研

究
科

-
-

1
0

1
0

社
会

科
学

研
究

科
（

経
営

）
1

2
-

-
-

-

経
営

学
研

究
科

-
-

1
1

0
0

理
工

学
研

究
科

6
1
0

-
-

-
-

理
学

研
究

科
-

-
1
1

1
3

1
1

1
9

都
市

環
境

科
学

研
究

科
9

1
0

9
9

0
1
1

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
5

4
7

7
4

1
1

人
間

健
康

科
学

研
究

科
3

3
4

5
5

7

合
　

計
2
9

3
3

3
8

4
0

2
7

5
1
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
4
8

 
⑧

ア
ジ

ア
の

高
度

先
端

医
療

者
育

成
事

業
と

し
て

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
り

留
学

生
を

受
け

入
れ

る
と

と
も

に
、

技
術

支
援

を
実

施
し

、
ア

ジ
ア

各
国

の
医

療
水

準
の

向
上

に
寄

与
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
ア

ジ
ア

各
国

に
お

け
る

医

療
水

準
の

向
上

へ
人

材
育

成
の

観
点

か
ら

貢
献

す
る

た
め

、
公

募
に

よ
る

入
学

者
選

抜
を

行
っ

た
上

で
、

人
間

健
康

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
へ

新
た

に
7
名

の
留

学
生

を
受

け
入

れ

る
。

ま
た

、
留

学
生

が
修

士
の

学
位

を
取

得
で

き
る

よ
う

適
切

な
支

援
を

行
う

。
 

          （
２

）
◆

【
継

続
】

ア
ジ

ア
諸

国
の

医
療

者

教
育

及
び

医
療

水
準

の
向

上
を

図
る

た
め

、
人

間
健

康
科

学
研

究
科

の
教

員
を

ア
ジ

ア
各

国
の

大
学

や
医

療
機

関
等

に
派

遣
し

、
現

地
の

教
育

者
、

医
療

者
及

び
学

生
等

に
対

し
て

講
演

会
や

講
習

会
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

新
た

に
現

地
の

大
学

等
の

教
員

を
人

間
健

康
科

学
研

究
科

に
短

期
間

受
け

入
れ

、
技

術
支

援
を

実
施

す

る
。

な
お

、
国

内
外

の
社

会
情

勢
を

鑑
み

、
状

況
に

応
じ

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

技
術

支
援

を
実

施
す

る
。

 

（
１

）
ア

ジ
ア

各
国

に
お

け
る

医
療

水
準

の
向

上
の

た
め

の
留

学
生

の
受

入
れ

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
公

募
に

よ
る

入
学

者
選

抜
を

行
い

、
優

秀
な

留
学

生
を

選
抜

し
た

。
 

・
受

け
入

れ
た

留
学

生
が

修
士

の
学

位
を

取
得

で
き

る
よ

う
教

育
研

究
の

支
援

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
厳

正
な

入
試

に
よ

り
人

間
健

康
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

へ
７

名
の

優
秀

な
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
（

図
表

1
-
4
8
-
1
）

 
・

６
名

の
優

秀
な

人
材

を
育

成
し

、
修

了
生

と
し

て
輩

出
し

た
。

 
 

【
図
表
1
-
4
8
-
1
　
入
試
選
抜
実
況
】

（単
位
：人

）

実
施
年
度

２
年

度
３
年

度

入
学
年
度

29
年

10
月

30
年

４
月

30
年

10
月

31
年

４
月

元
年

10
月

２
年

４
月

３
年

４
月

４
年

４
月

募
集
人
員

6
2

2
4

3
4

7
7

出
願
者
数

15
4

3
7

7
9

13
8

合
格
者
数

6
2

2
4

1
4

7
7

入
学
者
数

6
2

2
4

1
4

7
7

※
10
月
入
学
者
の
受
入
れ
は
令
和
元
（2
01
9）
年
度
で
終
了

29
年

度
30

年
度

元
年

度

 
 （

２
）

ア
ジ

ア
各

国
の

大
学

や
医

療
機

関
等

へ
の

技
術

支
援

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
教

員
の

派
遣

及
び

海
外

の
教

員
や

医
療

従
事

者
を

日
本

に
招

く
こ

と
が

困
難

で
あ

っ
た

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る

講
習

会
等

の
技

術
支

援
を

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

、
タ

イ
、

バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
の

大
学

等
に

対
し

て
実

施
し

た
。
（

図
表

1
-
4
8
-
2
）

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 
・

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

効
果

的
な

技
術

支
援

を
行

い
、

現
地

の
医

療
者

教
育

及
び

医
療

水
準

の
向

上
に

貢
献

し
た

。
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【
図

表
1-

48
-2

　
ア

ジ
ア

諸
国

へ
の

技
術

支
援

】
（

単
位

：
人

）
国

名
実

施
内

容
参

加
人

数

現
地

大
学

教
員

及
び

大
学

生
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
、

事
業

の
案

内
、

オ
ン

ラ
イ

ン
講

義
「

“
Th

e 
cu

tt
in

g-
ed

ge
 o

f 
th

e 
re

se
ar

ch
 a

nd
de

ve
lo

pm
en

t 
of

 n
eu

ro
sc

ie
nc

e-
fo

un
de

d 
re

ha
bi

li
ta

ti
on

 -
Fo

r 
th

e 
re

or
ga

ni
za

ti
on

 o
f 

th
e 

br
ai

n 
an

d 
up

pe
r 

li
mb

 m
ot

or
fu

nc
ti

on
 a

ft
er

 t
he

 c
er

eb
ro

va
sc

ul
ar

 d
is

ea
se

-”
」

、
「

“
Th

e 
re

la
ti

on
sh

ip
 b

et
we

en
 c

ha
ra

ct
er

is
ti

cs
 o

f 
sp

on
ta

ne
ou

s
mo

ve
me

nt
s 

in
 e

ar
ly

 i
nf

an
cy

　
an

d 
la

te
r 

ne
ur

ob
eh

av
io

ra
l 

de
ve

lo
pm

en
t”

」
を

実
施

12
7

現
地

作
業

療
法

士
及

び
大

学
教

員
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
、

「
Me

di
ca

l 
an

d 
we

lf
ar

e 
sy

st
em

 i
n 

Ja
pa

n,
 L

on
gt

er
m 

ca
re

 i
ns

ur
an

ce
」

を
実

施
75

現
地

大
学

教
員

及
び

大
学

生
に

対
し

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

に
て

、
「

Oc
cu

pa
ti

on
al

 T
he

ra
py

 e
du

ca
ti

on
, 

Oc
cu

pa
ti

on
al

 T
he

ra
py

 i
n 

Ja
pa

n」
を

実
施

98

現
地

作
業

療
法

士
及

び
大

学
教

員
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
、

「
Gr

ad
ua

te
 s

ch
oo

l 
an

d 
re

se
ar

ch
 t

he
or

y」
を

実
施

64

現
地

作
業

療
法

士
及

び
大

学
教

員
に

対
し

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

に
て

、
「

OT
 p

ra
ct

ic
e 

up
 t

o 
da

te
 i

n 
Ja

pa
n 

As
si

st
iv

e 
te

ch
no

lo
gy

 f
or

ol
de

r 
ad

ul
ts

 D
ev

el
op

in
g 

as
si

st
iv

e 
te

ch
no

lo
gy

 t
hr

ou
gh

 d
ig

it
al

 f
ab

ri
ca

ti
on

 i
n 

In
do

ne
si

a」
を

実
施

10
1

現
地

大
学

教
員

及
び

大
学

生
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
、

本
学

大
学

院
生

と
の

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
、

福
祉

機
器

、
地

域
支

援
を

テ
ー

マ
に

討
論

を
実

施
し

た
。

31

現
地

大
学

教
員

及
び

大
学

生
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
、

本
学

学
部

生
と

の
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、

双
方

の
国

で
の

障
害

者
支

援
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

4

現
地

大
学

教
員

及
び

大
学

生
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
、

事
業

の
案

内
、

オ
ン

ラ
イ

ン
講

義
「

“
Th

e 
cu

tt
in

g-
ed

ge
 o

f 
th

e 
re

se
ar

ch
 a

nd
de

ve
lo

pm
en

t 
of

 n
eu

ro
sc

ie
nc

e-
fo

un
de

d 
re

ha
bi

li
ta

ti
on

 -
Fo

r 
th

e 
re

or
ga

ni
za

ti
on

 o
f 

th
e 

br
ai

n 
an

d 
up

pe
r 

li
mb

 m
ot

or
fu

nc
ti

on
 a

ft
er

 t
he

 c
er

eb
ro

va
sc

ul
ar

 d
is

ea
se

-”
」

、
「

“
Th

e 
re

la
ti

on
sh

ip
 b

et
we

en
 c

ha
ra

ct
er

is
ti

cs
 o

f 
sp

on
ta

ne
ou

s
mo

ve
me

nt
s 

in
 e

ar
ly

 i
nf

an
cy

　
an

d 
la

te
r 

ne
ur

ob
eh

av
io

ra
l 

de
ve

lo
pm

en
t”

」
を

実
施

12
7

現
地

大
学

生
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
、

「
Me

di
ca

l 
an

d 
we

lf
ar

e 
sy

st
em

 i
n 

Ja
pa

n,
 L

on
g-

te
rm

 c
ar

e 
in

su
ra

nc
e」

、
「

Me
di

ca
l 

an
d

we
fa

re
 s

ys
te

m 
in

 T
ha

il
an

d」
、

「
OT

 e
du

ca
ti

on
 o

f 
MU

/C
li

ni
ca

l 
pl

ac
em

en
t」

、
「

OT
 e

du
ca

ti
on

 o
f 

TM
U,

 C
li

ni
ca

l
pl

ac
em

en
t」

、
「

OT
 e

du
ca

ti
on

 i
n 

gr
ad

ua
te

 s
ch

oo
l,

 R
es

ea
rc

h 
th

eo
ry

」
、

「
Cu

rr
en

t 
pr

oj
ec

t 
at

 O
TM

U」
、

「
Su

pp
or

t 
sy

st
em

fo
r 

el
de

rl
y 

pe
op

le
As

si
ti

ve
 p

ro
du

cn
ts

 i
n 

Ja
pa

n3
D 

Pr
in

te
r」

、
「

OB
P 

in
 M

en
ta

l 
he

al
th

」
、

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

に
て

「
OT

 i
n

As
ia

n 
co

un
tr

ie
s」

、
「

Oc
cu

pa
ti

on
al

 T
he

ra
py

 p
er

sp
ec

ti
ve

 o
n 

Co
vi

d-
19

 p
an

de
mi

c」
、

参
加

者
に

よ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

10

現
地

大
学

教
員

及
び

大
学

生
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
、

本
学

大
学

院
生

と
の

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
、

福
祉

機
器

、
地

域
支

援
を

テ
ー

マ
に

討
論

を
実

施
し

た
。

31

現
地

作
業

療
法

士
及

び
大

学
教

員
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
、

「
Me

di
ca

l 
an

d 
we

lf
ar

e 
sy

st
em

 i
n 

Ja
pa

n,
 L

on
gt

er
m 

ca
re

 i
ns

ur
an

ce
」

を
実

施
75

現
地

作
業

療
法

士
及

び
大

学
教

員
に

対
し

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

に
て

、
「

Oc
cu

pa
ti

on
al

 T
he

ra
py

 e
du

ca
ti

on
, 

Oc
cu

pa
ti

on
al

 T
he

ra
py

 i
n

Ja
pa

n」
を

実
施

98

現
地

作
業

療
法

士
及

び
大

学
教

員
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
、

「
Gr

ad
ua

te
 s

ch
oo

l 
an

d 
re

se
ar

ch
 t

he
or

y」
を

実
施

64

現
地

作
業

療
法

士
及

び
大

学
教

員
に

対
し

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

に
て

、
「

OT
 p

ra
ct

ic
e 

up
 t

o 
da

te
 i

n 
Ja

pa
n 

As
si

st
iv

e 
te

ch
no

lo
gy

 f
or

ol
de

r 
ad

ul
ts

 D
ev

el
op

in
g 

as
si

st
iv

e 
te

ch
no

lo
gy

 t
hr

ou
gh

 d
ig

it
al

 f
ab

ri
ca

ti
on

 i
n 

In
do

ne
si

a」
を

実
施

10
1

現
地

大
学

教
員

及
び

大
学

生
に

対
し

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
、

本
学

大
学

院
生

と
の

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
、

福
祉

機
器

、
地

域
支

援
を

テ
ー

マ
に

討
論

を
実

施
31

イ ン ド ネ シ ア タ イ バ ン グ ラ デ シ ュ
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
4
9

 
⑨

宿
舎

・
住

居
の

提
供

、
留

学
生

の
出

願
や

入
学

に
係

る
手

続
の

円
滑

化
な

ど
、

留
学

生
の

受
入

環
境

の
整

備
を

促
進

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

留
学

生
等

宿
舎

の
提

供

等
生

活
支

援
の

充
実

や
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

危
機

管
理

の
整

備
等

を
行

う
と

と
も

に
、

国
外

か
ら

の
出

願
及

び
入

学
が

円
滑

に
行

え
る

体
制

を
整

備
す

る
。

 

（
１

）
留

学
生

の
受

入
環

境
の

整
備

 

 
①

留
学

生
に

対
す

る
生

活
支

援
の

充
実

や
危

機
管

理
の

整
備

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
宿

舎
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

へ
の

感
染

予
防

を
よ

り
強

化
す

る
た

め
、

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
や

消
毒

液
な

ど
、

必
要

備
品

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

危
機

管
理

対
応

の
明

確
化

の
た

め
、

陽
性

者
発

生
時

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

改
善

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
陽

性
者

発
生

時
の

フ
ロ

ー
を

視
覚

化
す

る
こ

と
に

よ
る

対
応

の
明

確
化

や
、

共
有

ス
ペ

ー
ス

へ
の

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
設

置
、

各
ユ

ニ
ッ

ト
内

へ
の

消
毒

液
設

置
な

ど
、

感
染

防
止

対
策

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
入

居
者

の
不

安
軽

減
に

寄
与

し
た

。
 

  
②

留
学

生
の

出
願

や
入

学
に

係
る

手
続

の
円

滑
化

に
向

け
た

体
制

の
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
協

定
校

か
ら

の
交

換
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
申

請
は

W
e
b
上

で
登

録
・

管
理

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

運
用

し
て

い
る

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
交

換
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

学
生

受
入

は
全

て
中

止
と

し
た

。
 

・
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
申

請
に

つ
い

て
、

W
e
b
上

で
登

録
・

管
理

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

運
用

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

参
加

受
付

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
交

換
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

募
集

再
開

に
向

け
、

申
請

書
類

の
内

容
や

提
出

時
の

指
示

等
に

つ
い

て
見

直
し

を
行

い
、

申
請

者
の

観
点

で
の

利
便

性
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
申

請
に

お
い

て
、

学
生

と
都

立
大

間
の

書
類

の
受

け
渡

し
が

デ
ジ

タ
ル

化
さ

れ
る

こ
と

で
、

留
学

生
の

出
願

に
係

る
手

続
き

が
よ

り
円

滑
に

な
っ

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
5
0

 
⑩

日
本

語
教

育
、

日
本

文
化

・
日

本
事

情
及

び
東

京
の

魅
力

を
学

ぶ
企

画
、

日
本

語
能

力
の

不
十

分
な

留
学

生
が

日
本

語
で

の
学

位
を

取
得

す
る

た
め

の
支

援
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
な

ど
、

日
本

と
連

携
し

て
活

躍
で

き
る

人
材

を
輩

出
す

る
た

め
の

留
学

生
用

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

さ
せ

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

留
学

生
が

日
本

に
馴

染

み
、

日
本

文
化

等
を

学
ぶ

機
会

と
し

て
、

異
文

化
理

解
講

座
・

留
学

生
セ

ミ
ナ

ー
等

を
社

会
情

勢
を

鑑
み

、
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
等

の
検

討
を

踏
ま

え
実

施
す

る
。

 

               （
２

）
◆

【
継

続
】

人
文

科
学

研
究

科
に

在

籍
す

る
留

学
生

に
対

し
、

論
文

作
成

の
た

め
の

専
門

知
識

を
前

提
と

し
た

日
本

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

 

（
１

）
異

文
化

理
解

講
座

・
留

学
生

セ
ミ

ナ
ー

等
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

留
学

生
の

入
国

が
で

き
な

い
こ

と
や

、
都

立
大

の
学

生
・

教
職

員
の

危
機

管
理

の
観

点
か

ら
、

留
学

生
セ

ミ
ナ

ー
は

中
止

と
し

た
（

図
表

1
-
5
0
-
1
）

 
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
向

け
、

留
学

生
セ

ミ
ナ

ー
を

宿
泊

型
か

ら
日

帰
り

型
に

変
更

し
、

よ
り

多
く

の
留

学
生

が
参

加
し

や
す

い
イ

ベ
ン

ト
と

す
る

た
め

、
実

施
内

容
を

検
討

し
た

。
 

・
異

文
化

理
解

講
座

は
、

効
率

化
の

た
め

単
体

の
実

施
は

せ
ず

、
新

入
留

学
生

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

組
み

込
ん

だ
ほ

か
、

日
本

に
お

け
る

生
活

情
報

を
常

時
W
e
b
サ

イ

ト
で

公
開

し
た

。
例

え
ば

、
多

言
語

案
内

や
犯

罪
防

止
動

画
な

ど
を

加
え

て
視

覚
的

に
も

理
解

し
や

す
い

よ
う

に
改

善
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 
 

・
留

学
生

が
日

本
に

馴
染

み
、

日
本

文
化

等
を

学
ぶ

た
め

の
よ

り
多

く
の

情
報

を
広

く
周

知
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

 

【
図
表
1
-
5
0
-
1
　
留
学
生
向
け
課
外
行
事
参
加
者
数
】

（
単
位
：
人
）

行
事
名

時
期

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

前
期

3
8

2
2

8
1
7

-
-

後
期

2
3

1
2

2
7

1
5

-
-

前
期

2
7

3
4

5
1

7
-

-
後
期

3
4

3
5

4
8

3
5

-
-

※
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
方
法
を
変
更
、
異
文
化
理
解
講
座
は
学
内
実
施
参
加
者
数
を
記
載

※
令
和
２
（2
02
0）
年
度
、
令
和
３
（2
02
1）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止

異
文
化
理
解
講
座

留
学
生
セ
ミ
ナ
ー

 
 （

２
）

日
本

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
（

大
学

院
人

文
科

学
研

究
科

）
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
人

文
科

学
研

究
科

所
属

の
留

学
生

に
対

し
、

同
研

究
科

所
属

の
日

本
人

大
学

院
生

が
、

論
文

執
筆

、
学

会
発

表
に

必
要

な
専

門
知

識
を

前
提

と
し

た
日

本
語

論
文

、
日

本
語

レ
ジ

ュ
メ

の
作

成
を

支
援

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
 

・
日

本
語

で
の

学
会

発
表

等
を

促
進

す
る

た
め

、
同

研
究

科
と

し
て

学
会

参
加

の
支

援
を

実
施

し
た

。
 

・
こ

れ
ま

で
に

当
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
利

用
し

た
留

学
生

、
支

援
員

、
指

導
教

員
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

内
容

の
質

の
向

上
を

図
っ

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

状
況

を
踏

ま
え

、
従

来
は

対
面

で
実

施
し

て
い

た
学

内
の

各
種

支
援

業
務

を
オ

ン
ラ

イ
ン

等
で

対
応

し
た

。
 

・
教

室
に

よ
っ

て
は

支
援

を
希

望
す

る
留

学
生

数
に

対
し

て
、

支
援

員
と

な
る

大
学

院
生

・
元

大
学

院
生

を
十

分
確

保
で

き
な

い
状

況
が

あ
っ

た
た

め
、

同
等

の
能

力
を

有
す

る
学

部
生

も
支

援
員

と
な

る
こ

と
を

認
め

、
留

学
生

の
希

望
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

が
あ

っ
た

が
、

当
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
利

用
は

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

延
べ

4
8
人

に
対

し
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

も
同

数
の

延

べ
4
8
人

で
あ

っ
た

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
を

通
じ

、
留

学
生

の
日

本
語

論
文

等
の

質
が

向
上

す
る

と
と

も
に

、
指

導
す

る
日

本
人

大
学

院
生

も
自

身
の

研
究

及
び

論
文

執
筆

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

か
ら

は
、

当
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
留

学
生

、
支

援
員

、
指

導
教

員
の

い
ず

れ
に

と
っ

て
も

高
い

有
効

性
及

び
必

要
性

が
あ

る
こ

と
を

確
認

で
き

、
今

後
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
の

質
の

向
上

に
資

す
る

情
報

を
収

集
で

き
た

。
 

 

※
バ

ウ
チ

ャ
ー

制
：

外
国

人
留

学
生

に
、

日
本

語
を

母
語

と
す

る
大

学
院

生
か

ら
日

本
語

に
関

す
る

論
文

執
筆

支
援

を
行

う
こ

と
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
１１
  

ググ
ロロ

ーー
ババ

ルル
化化

  
【

海
外

の
大

学
等

と
の

連

携
、

都
市

外
交

を
支

え
る

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
、

キ
ャ

ン

パ
ス

の
国

際
化

】
 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
東

京
都

の
姉

妹
友

好
都

市
等

の
大

学
や

研
究

機
関

等
と

の
協

定
の

拡
充

に
よ

り
、

教
育

研
究

に
お

け
る

連
携

・
協

力
を

推
進

し
、

国
際

的
な

共
同

研
究

や
学

生
・

研
究

者
交

流
を

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
国

際
的

な
存

在
感

の
向

上
を

図
る

。
 

○
大

都
市

課
題

に
関

す
る

先
進

的
な

研
究

成
果

の
世

界
へ

の
還

元
や

ア
ジ

ア
等

で
の

高
度

な
人

材
育

成
へ

の
協

力
、

修
了

し
た

留
学

生
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

等
、

都
市

外
交

を
支

え
る

様
々

な
取

組
を

展
開

す
る

。
 

○
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

多
言

語
化

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

国
際

的
な

教
育

研
究

の
支

援
・

推
進

の
た

め
の

取
組

を
強

化
す

る
。

 
 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

◇
海

外
の

大
学

等
と

の
連

携
 

【
1
-
5
1
】

⑪
教

育
に

お
け

る
世

界
の

大
学

等
と

の
国

際

連
携

の
取

組
を

強
化

し
、

互
恵

的
関

係
を

構
築

で
き

る
大

学
と

国
際

交
流

協
定

を
拡

大
す

る
と

と
も

に
、

交
流

重
点

校
の

指
定

等
に

よ
り

交
流

の
深

化
を

図
る

。
ま

た
、

海
外

の
大

学
生

等
と

の
議

論
や

交
流

を
通

じ
、

学
生

の
国

際
感

覚
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
課

題
発

見
・

解
決

力
等

を
養

成
す

る
新

た
な

国
際

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
 

 【
1
-
5
2
】

⑫
若

手
研

究
者

の
海

外
研

究
機

関
へ

の
派

遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

大
学

の
将

来
を

担
う

若
手

研
究

者
を

育
成

す
る

た
め

の
取

組
を

実
施

す
る

。
 

 【
1
-
5
3
】

⑬
国

際
的

な
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

に

よ
る

国
際

共
同

研
究

や
人

材
交

流
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
及

び
外

国
機

関
と

の
共

同
・

受
託

研
究

契
約

件
数

を
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

累
計

件
数

比
で

【
2
0
0
％

以
上

】
と

す
る

。
（

再
掲

）
 

 【
1
-
5
4
】

⑭
海

外
か

ら
の

研
究

者
・

招
へ

い
教

授
の

受

入
環

境
整

備
を

促
進

す
る

。
 

 ◇
都

市
外

交
を

支
え

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
 

【
1
-
5
5
】

⑮
新

た
な

国
際

共
同

研
究

・
産

学
連

携
等

を

促
進

す
る

た
め

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
る

留
学

生
を

は
じ

め
と

し
た

修
了

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

推
進

す

る
。
（

再
掲

）
 

2
9  

【
1
-
5
1
】

A
I
M
S
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
参

加
分

野
の

拡
大

の
申

請
を

行
っ

た
。

 

【
1
-
5
1
】

交
流

重
点

校
制

度
を

創
設

し
、

２
校

を
指

定
し

た
。

 

【
1
-
5
7
】

外
国

人
教

員
比

率
【

3
.
7
％

以
上

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
5
7
】

T
O
E
I
C
6
0
0

点
以

上
の

職
員

比
率

【
1
8
.
7
％

】
ま

で
進

捗
し

た
（

平
成

2
8

年
度

比
＋

1
.
9
ポ

イ
ン

ト
増

）
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
外

国
人

教
員

比
率

が
減

少
し

た
こ

と
は

残
念

で
あ

る
。

グ
ロ

ー
バ

ル

化
に

向
け

て
、

優
秀

な
外

国
人

教
員

、
あ

る
い

は
外

国
人

を
必

要
と

す
る

ポ
ス

ト
に

、
積

極
的

に
登

用
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

3
0  

【
1
-
5
1
】

交
流

重
点

校
２

校
と

共
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

、
新

た
に

２
校

を
指

定
し

た
。

 

【
1
-
5
1
】

新
た

な
国

際
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
・

キ
ャ

ン
プ

」
の

運
用

を
開

始
し

、
８

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

合
計

6
5
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
 

【
1
-
5
7
】

T
O
E
I
C
6
0
0

点
以

上
の

職
員

比
率

【
2
1
.
1
％

】
ま

で
進

捗
し

た
（

平
成

2
9

年
度

比
＋

2
.
4
ポ

イ
ン

ト
増

）
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
交

流
重

点
校

を
指

定
し

、
教

育
・

研
究

交
流

の
深

化
に

向
け

た
取

組

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
新

た
に

国
際

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

・
キ

ャ
ン

プ
」

を
立

ち
上

げ
、

学
内

公
募

で
採

択
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

、
6
5
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
 

・
外

国
人

教
員

比
率

に
つ

い
て

、
目

標
の

5
％

以
上

に
対

し
て

、
平

成

2
9
年

度
に

引
き

続
き

3
.
7
％

で
あ

っ
た

。
外

国
人

教
員

比
率

に
関

す

る
学

内
で

の
課

題
認

識
の

共
有

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今

後
、

比
率

を
上

げ
る

た
め

の
具

体
的

な
方

策
に

つ
い

て
、

検
討

が
進

む
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
1
-
5
1
】

交
流

重
点

校
向

け
の

経
済

支
援

を
活

用
し

、
留

学
生

の
受

入
れ

や
派

遣
を

行
っ

た
。

 

【
1
-
5
1
】
「

グ
ロ

ー
バ

ル
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

・
キ

ャ
ン

プ
（

G
D
C
）
」

を
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
正

式
開

催
に

向
け

て
レ

ス
タ

ー
大

学
と

試
行

開
催

し

た
。

 

【
1
-
5
1
】

五
大

陸
国

際
学

生
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
、

海
外

か
ら

2
4
の

国
と

１
つ

の
地

域
、

9
5
大

学
の

参
加

が
あ

っ
た

。
 

【
1
-
5
7
】

外
国

人
教

員
比

率
は

【
3
.
6
％

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
5
7
】

T
O
E
I
C
6
0
0

点
以

上
の

職
員

比
率

は
【

2
2
％

】
と

な
っ

た
（

平
成

3
0

（
2
0
1
8
）

年
度

比
0
.
9
ポ

イ
ン

ト
増

加
）
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
海

外
の

9
5
大

学
か

ら
参

加
者

が
集

う
五

大
陸

国
際

学
生

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

が
開

催
さ

れ
た

。
都

立
大

の
学

生
と

の
交

流
の

ほ
か

、
東

京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
関

連
施

設
等

の

視
察

を
含

む
都

立
の

大
学

な
ら

で
は

の
充

実
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

っ
た

。
  

・
外

国
人

教
員

比
率

は
、

中
期

計
画

の
目

標
の

５
％

に
対

し
、

3.
6
％

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

向
け

た
取

組
の

一
環

と
し

て
、

外
国

人
教

員
の

採
用

が
効

果
を

上
げ

る
分

野
へ

の
採

用
を

期
待

す
る

。
 

２  

【
1
-
5
1
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

中
止

と
な

っ
た

、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
・

オ
ブ

・
ア

ジ
ア

ン
カ

レ
ッ

ジ
ズ

（
G
P
A
C
）

の
代

替
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、

都
立

大
独

自
の

「
ア

ジ
ア

・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

し
た

。
 

【
1
-
5
7
】

外
国

人
教

員
比

率
は

【
3
.
5
％

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
5
7
】

T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
職

員
比

率
を

【
2
2
.
7
％

】
に

高
め

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
国

際
公

募
、

オ
ン

ラ
イ

ン
面

接
等

の
取

組
に

よ
り

、
令

和
３

年
度

か

ら
新

た
に

７
名

の
外

国
人

教
員

を
採

用
す

る
こ

と
が

決
定

し
、

外
国

人
教

員
比

率
が

高
ま

っ
た

。
 

・
A
I
M
S
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

留
学

生
の

受
入

国
の

多
様

化
に

も
寄

与
す

る

も
の

で
あ

る
と

考
え

る
。

今
後

、
こ

れ
ま

で
培

っ
た

経
験

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

生
か

し
、

多
様

な
国

の
大

学
と

の
学

生
交

換
が

広
く

展
開

さ
れ

る
よ

う
、

更
な

る
取

組
を

期
待

す
る

。
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 ◇
キ

ャ
ン

パ
ス

の
国

際
化

 

【
1
-
5
6
】

⑯
学

内
掲

示
や

文
書

・
冊

子
の

多
言

語
化

を

推
進

す
る

。
 

 【
1
-
5
7
】

⑰
教

職
員

の
国

際
化

を
進

め
、

外
国

人
教

員

比
率

【
５

％
以

上
】
、

T
O
E
I
C
6
0
0

点
以

上

の
職

員
比

率
【

2
5
％

以
上

】
等

を
目

指

す
。

 

３ 

【
1
-
5
1
】

既
存

交
流

重
点

校
３

校
（

ト
ム

ス
ク

国
立

大
学

、
ソ

ウ
ル

市
立

大
学

校
、

マ
ラ

ヤ
大

学
）

の
執

行
部

と
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
開

催
し

た
。

 

【
1
-
5
7
】

外
国

人
教

員
比

率
は

【
4
.
3
％

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
5
7
】

T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
職

員
比

率
は

【
2
4
.
3
％

】
と

な
っ

た
。

 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
外

国
人

教
員

比
率

に
つ

い
て

は
、

改
善

が
見

ら
れ

る
が

、
目

標
で

あ
る

５
％

以
上

の
達

成
に

向
け

、
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
5
1
 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
 

◇
海

外
の

大
学

等
と

の
連

携
 

⑪
教

育
に

お
け

る
世

界
の

大
学

等
と

の
国

際
連

携
の

取
組

を
強

化
し

、
互

恵
的

関
係

を
構

築
で

き
る

大
学

と
国

際
交

流
協

定
を

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
交

流
重

点
校

の
指

定
等

に
よ

り

交
流

の
深

化
を

図
る

。
ま

た
、

海
外

の
大

学
生

等
と

の
議

論
や

交
流

を
通

じ
、

学
生

の
国

際
感

覚
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
課

題
発

見
・

解
決

力
等

を
養

成
す

る
新

た
な

国
際

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

影
響

も
踏

ま
え

、
教

育
・

研
究

面
で

真
に

互
恵

的
関

係
を

構
築

で
き

る
大

学
と

国
際

交
流

協
定

を
締

結
す

る
。

 

       （
２

）
◆

【
拡

充
】

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

つ

つ
、

A
I
M
S

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

培
っ

た

経
験

や
ノ

ウ
ハ

ウ
等

を
生

か
し

、
海

外
大

学
と

単
位

の
相

互
認

定
を

伴
う

学
生

交
換

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

全
学

的
な

展
開

を
検

討
す

る
。

 

      （
３

）
◆

【
継

続
】

交
流

重
点

校
と

し
て

指

定
し

て
い

る
海

外
大

学
と

の
間

で
、

オ
ン

ラ
イ

ン
も

活
用

し
、

活
発

な
教

育
交

流
・

研
究

交
流

を
実

施
す

る
。

 

          

（
１

）
国

際
交

流
協

定
校

の
拡

充
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
協

定
締

結
等

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、

学
内

手
続

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

・
協

定
の

質
の

拡
充

の
一

環
と

し
て

、
学

内
に

お
け

る
交

流
実

績
や

ニ
ー

ズ
等

に
つ

い
て

、
教

員
を

対
象

に
国

際
交

流
の

実
態

調
査

を
行

っ
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

既
存

協
定

校
と

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

や
協

定
校

候
補

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

限
定

さ
れ

た
が

、
メ

ー
ル

や
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
活

用
し

交
流

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
協

定
締

結
等

の
学

内
手

続
整

備
の

結
果

、
締

結
等

に
所

要
す

る
時

間
・

作
業

の
大

幅
な

短
縮

・
削

減
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
教

員
対

象
の

国
際

交
流

の
実

態
調

査
に

よ
り

、
協

定
候

補
校

の
選

定
や

、
経

済
支

援
制

度
、

文
書

の
英

語
化

、
職

員
の

国
際

化
等

、
国

際
交

流
を

リ
ー

ド
す

る
教

員
か

ら
の

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
と

い
っ

た
支

援
の

あ
り

方
に

つ
い

て
改

め
て

検
討

す
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。
 

・
既

存
協

定
校

と
メ

ー
ル

や
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

等
を

活
用

し
、

関
係

構
築

及
び

維
持

を
図

っ
た

。
 

 （
２

）
海

外
大

学
と

単
位

の
相

互
認

定
を

伴
う

学
生

交
換

の
実

施
と

全
学

的
な

展
開

の
検

討
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

よ
り

A
I
M
S
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
後

継
事

業
と

し
て

、
全

学
の

学
生

交
換

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
で

、
単

位
の

相
互

認
定

を
伴

う
学

生
交

換
を

実
施

す
る

予

定
で

あ
っ

た
が

、
交

換
留

学
の

派
遣

・
受

入
と

も
に

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

中
止

と
な

っ
た

た
め

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
実

施
に

向
け

、

学
内

で
の

意
見

交
換

等
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

員
や

部
局

と
の

意
見

交
換

等
を

通
じ

て
、

部
局

に
お

け
る

学
生

交
換

実
施

に
係

る
課

題
が

明
ら

か
に

な
り

、
必

要
な

支
援

に
つ

い
て

検
討

す
る

足
掛

か
り

を
作

っ

た
。

 

 ※
A
I
M
S
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
A
S
E
A
N
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
M
o
b
i
l
i
t
y
 
f
o
r
 
S
t
u
d
e
n
t
s
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
の

略
。

A
S
E
A
N
諸

国
を

中
心

と
し

た
政

府
主

導
の

国
際

的
な

学
生

交
流

事
業

の

こ
と

。
 

 （
３

）
交

流
重

点
校

と
の

教
育

・
研

究
交

流
の

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

交
流

重
点

校
と

の
交

流
は

限
定

的
に

な
っ

て
い

た
た

め
、

既
存

交
流

重
点

校
３

校
（

ト
ム

ス
ク

国
立

大
学

、
ソ

ウ
ル

市
立

大
学

校
、

マ
ラ

ヤ
大

学
）

の
執

行
部

と
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
開

催
し

、
交

流
の

可
能

性
に

つ
い

て
議

論
し

た
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

を
鑑

み
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

・
キ

ャ
ン

プ
（

以
下

「
G
D
C
」

と
い

う
。
）

を
オ

ン
ラ

イ
ン

に
て

７
日

間

（
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
含

め
）

実
施

し
、

都
立

大
の

学
生

７
名

、
交

流
重

点
校

の
学

生
1
1
名

が
参

加
し

議
論

を
行

っ
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

か
ら

開
催

が
延

期
さ

れ
て

い
る

ソ
ウ

ル
市

立
大

学
校

及
び

マ
ラ

ヤ
大

学
と

の
共

同
シ

ン
ポ

ジ

ウ
ム

に
つ

い
て

、
両

学
と

開
催

形
態

及
び

開
催

時
期

に
つ

い
て

検
討

し
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の
実

施
は

断
念

し
た

。
 

・
既

存
交

流
重

点
校

と
の

交
流

実
績

及
び

効
果

等
の

検
証

を
行

い
、

既
存

交
流

重
点

校
の

精
査

を
行

う
と

と
も

に
、

重
点

校
の

指
定

要
件

（
真

に
互

恵
関

係
を

築
け

る

か
）

や
、

共
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

、
G
D
C
等

の
各

種
事

業
（

都
立

大
が

掲
げ

る
研

究
の

高
度

化
及

び
教

育
の

質
の

向
上

に
つ

な
が

る
か

）
の

見
直

し
と

い
っ

た
交

流
重

点
校

制
度

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
交

流
重

点
校

の
執

行
部

と
の

オ
ン

ラ
イ

ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

よ
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
互

い
の

大
学

が
抱

え
る

課
題

や
対

応
策

に
関

し
て

共
有

し
、

関
係

維
持

を
図

っ
た

。
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     （
４

）
◆

【
拡

充
】

海
外

大
学

の
学

生
等

と

の
議

論
や

交
流

を
通

じ
、

学
生

の
国

際
感

覚
を

養
う

と
と

も
に

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

課
題

発
見

・
解

決
力

を
養

成
す

る
た

め
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

等
も

念
頭

に
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

キ
ャ

ン
プ

（
G
CC

）
の

実

施
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

・
オ

ブ
・

ア
ジ

ア
ン

カ
レ

ッ
ジ

ズ
（

G
P
A
C
）

へ
の

参
加

、
グ

ロ
ー

バ

ル
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

・
キ

ャ
ン

プ
（

G
D
C
）

の
正

式
開

催
を

行
う

。
 

・
G
D
C
に

お
い

て
、

都
立

大
及

び
交

流
重

点
校

の
教

員
に

よ
る

共
同

講
義

や
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

し
て

都
市

課
題

等
に

つ
い

て
議

論
し

交
流

を
深

め
た

こ
と

に
よ

り
、

交

流
重

点
校

の
関

係
強

化
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
共

同
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

つ
い

て
は

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
円

滑
な

実
施

に
向

け
、

企
画

・
調

整
を

実
施

し
た

こ
と

で
、

継
続

的
な

交
流

関
係

を
維

持
し

た
。

 

・
既

存
交

流
重

点
校

の
精

査
及

び
交

流
重

点
校

制
度

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
国

際
化

に
向

け
た

新
た

な
可

能
性

に
つ

い
て

確
認

で
き

た
。

 

 （
４

）
国

際
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

実
施

 

 
①

G
C
C
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
５

学
部

の
計

５
件

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
採

択
し

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

を
鑑

み
、

全
て

中
止

と
し

た
。

 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
中

止
し

た
が

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

も
事

業
を

実
施

予
定

で
あ

る
旨

を
積

極
的

に
周

知
（

募
集

）
し

た
結

果
、

事
業

に
対

す
る

継
続

的
な

参
画

意
識

の
醸

成
に

つ
な

が
っ

た
。

 
 

  
②

G
P
A
C
へ

の
参

加
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
８

月
に

台
湾

国
立

政
治

大
学

で
開

催
予

定
だ

っ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

中
止

と
な

っ
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中

止
を

受
け

、
G
P
A
C
参

加
大

学
の

う
ち

４
校

（
都

立
大

、
千

葉
商

科
大

学
、

ベ
ト

ナ
ム

国
家

大
学

（
ベ

ト
ナ

ム
）
、

C
O
M
A
S
（

イ
ス

ラ
エ

ル
）
）

で
オ

ン
ラ

イ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
画

・
開

催
し

、
「

ア
ジ

ア
の

た
め

の
S
D
G
s
」

を
テ

ー
マ

に
グ

ル
ー

プ
で

英
語

論
文

を
執

筆
、

発
表

し
た

。
 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 
 

・
都

立
大

生
７

名
（

学
部

生
）

が
、

４
か

月
に

わ
た

る
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
事

前
研

修
（

論
文

執
筆

、
発

表
準

備
）
、

G
P
A
C
オ

ン
ラ

イ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

経
験

し
、

語
学

力

の
向

上
は

元
よ

り
、

他
者

に
働

き
か

け
る

力
、

チ
ー

ム
で

考
え

る
力

な
ど

、
多

様
な

ス
キ

ル
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
 
 

  
③

G
D
C
の

開
催

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

を
鑑

み
、

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
開

催
に

向
け

、
対

面
に

よ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
企

画
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

の
試

行
開

催
を

経
て

、
初

の
正

式
開

催
と

な
り

、
コ

ロ
ナ

禍
で

蓄
積

さ
れ

た
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
教

育
や

イ
ベ

ン
ト

開
催

等
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

、
講

義
、

議
論

、
発

表
等

を
通

し
た

国
際

共
修

を
実

施
し

た
。

都
立

大
の

学
生

７
名

、
交

流
重

点
校

の
学

生
1
1
名

が
参

加
し

議
論

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

学
生

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

課
題

発
見

・
解

決
力

の
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

 

 

※
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
キ

ャ
ン

プ
（

G
C
C
）
：

都
立

大
内

よ
り

学
生

の
国

際
交

流
促

進
に

資
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
募

集
し

、
採

択
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム

に
参

加
す

る
学

生
及

び
引

率
教

員
に

対
し

て
経

済
支

援
を

実
施

す
る

制
度

。
 

※
グ

ロ
ー

バ
ル

・
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
・

オ
ブ

・
ア

ジ
ア

ン
カ

レ
ッ

ジ
ズ

（
G
P
A
C）

：
ア

ジ
ア

諸
国

・
地

域
に

所
在

す
る

大
学

の
学

生
が

集
い

、
協

力
し

て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ
ョ

ン
な

ど
に

取
り

組
む

こ
と

を
通

じ
て

、
学

生
の

異
文

化
理

解
力

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
な

ど
を

高
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
国

際
学

生
会

議
。

 

※
グ

ロ
ー

バ
ル

・
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・

キ
ャ

ン
プ

（
G
D
C
）
：

都
立

大
の

交
流

重
点

校
と

の
間

で
実

施
す

る
共

同
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
、

交
流

重
点

校
の

学
生

と
都

立
大

の
学

生
が

予
め

設
定

さ
れ

た
テ

ー
マ

の
下

で
、

互
い

に
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
し

な
が

ら
研

究
成

果
を

ま
と

め
、

発
表

す
る

こ
と

を
内

容
と

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
5
2

 
⑫

若
手

研
究

者
の

海
外

研
究

機
関

へ
の

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

大
学

の
将

来
を

担
う

若
手

研
究

者
を

育
成

す
る

た
め

の
取

組
を

実
施

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
卓

越
研

究
員

事
業

を
適

宜

活
用

す
る

と
と

も
に

、
特

別
研

究
期

間
（

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

）
制

度
、

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

制
度

及
び

特
別

栄
誉

教
授

等
制

度
の

適
切

な
運

用
及

び
必

要
な

制
度

改
正

等
を

行
い

、
有

為
な

若
手

教
員

の
確

保
・

育
成

を
進

め

る
。
（

4
-
0
4
再

掲
）

 

   （
２

）
◆

【
継

続
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

国

の
渡

航
制

限
等

の
状

況
を

適
宜

把
握

す
る

と
と

も
に

、
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

制
度

及
び

若
手

研
究

力
強

化
派

遣
制

度
を

各
制

度
の

特
徴

を
生

か
し

な
が

ら
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
、

海
外

で
の

研
究

に
専

念
で

き
る

環
境

を
提

供
し

、
研

究
力

の
強

化
を

図
る

。
（

1
-
2
6
再

掲
）

 

（
１

）
大

学
の

将
来

を
担

う
若

手
研

究
者

育
成

【
中

期
計

画
番

号
4
－

0
4
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
、

特
別

栄
誉

教
授

等
制

度
、

特
別

招
聘

教
授

制
度

な
ど

、
各

制
度

の
運

用
を

進
め

、
新

た
な

先
導

研
究

者
を

３
名

選
出

す
る

等
、

若
手

教
員

等
の

確
保

・
研

究
力

強
化

を
図

っ
た

。
 

 

※
特

別
研

究
期

間
制

度
：

教
育

・
研

究
活

動
に

一
定

期
間

従
事

し
、

優
れ

た
業

績
を

あ
げ

て
い

る
教

員
に

つ
い

て
、

専
門

分
野

に
関

す
る

教
育

研
究

能
力

の
更

な
る

向
上

の
た

め
、

日
常

的
な

教
育

及
び

管
理

運
営

の
負

担
を

免
除

し
、

一
定

期
間

継
続

的
に

調
査

研
究

に
専

念
す

る
こ

と
を

認
め

る
制

度
。

 
 
 

 

※
特

別
栄

誉
教

授
等

制
度

：
顕

著
な

業
績

を
有

し
、

教
育

、
研

究
及

び
社

会
貢

献
の

推
進

に
お

い
て

先
導

的
な

役
割

を
担

う
教

員
に

対
し

て
、

特
別

栄
誉

教
授

及
び

先
導

研
究

者
の

称
号

を
付

与
す

る
こ

と
が

で
き

る
制

度
。

 
 

※
特

別
招

聘
教

授
制

度
：

卓
越

し
た

研
究

実
績

等
を

有
す

る
ト

ッ
プ

研
究

者
を

招
へ

い
し

、
大

学
教

員
と

の
シ

ナ
ジ

ー
効

果
に

よ
り

研
究

力
向

上
を

図
る

た
め

の
制

度
。

 

 （
２

）
若

手
研

究
者

の
海

外
派

遣
に

よ
る

研
究

力
強

化
【

中
期

計
画

番
号

1
－

2
6
参

照
】

 

①
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

制
度

の
運

用
 

（
要

点
）

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
実

施
計

画
変

更
等

に
関

す
る

サ
ポ

ー
ト

（
派

遣
先

期
間

変
更

や
辞

退
の

学
内

承
認

手
続

き
等

）
を

行
い

、
採

択
３

件
の

う
ち

２
件

を
派

遣
し

、
研

究
者

の
国

際
的

な
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

及
び

国
際

共
同

研
究

等
の

交
流

活
動

を
促

進
し

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
お

け
る

派
遣

者
募

集
に

つ
い

て
は

、
選

考
の

上
、

２
件

を
採

択
し

た
。

 

 

②
若

手
研

究
力

強
化

派
遣

制
度

の
運

用
 

（
要

点
）

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
実

施
計

画
変

更
等

に
関

す
る

サ
ポ

ー
ト

（
派

遣
期

間
変

更
の

学
内

承
認

手
続

き
、

追
加

費
用

に
関

す
る

取
り

扱
い

の
決

定
等

）
を

行
い

、
本

制
度

に
よ

る
初

の
派

遣
を

１
件

実
施

し
た

こ
と

で
、

新
た

な
制

度
創

設
に

よ
り

、
若

手
教

員
の

海
外

で
の

研
究

機
会

が
拡

充
さ

れ
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
お

け
る

派
遣

者
募

集
に

つ
い

て
は

、
選

考
の

上
、

２
件

を
採

択
し

た
（

う
ち

１
件

は
採

択
後

に
辞

退
）
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
5
3

 
⑬

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

よ
る

国
際

共
同

研
究

や
人

材
交

流
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
及

び
外

国
機

関
と

の
共

同
・

受
託

研
究

契
約

件
数

を
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

累
計

件
数

比
で

【
2
0
0
％

以
上

】
と

す
る

。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
国

外
の

大
学

や
研

究
機

関
と

の
連

携
強

化
の

た
め

、
海

外
で

行
わ

れ
る

産
学

連
携

関
連

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

や
、

技
術

見
本

市
等

に
積

極
的

に
参

加

し
、

都
立

大
の

研
究

情
報

の
発

信
と

海
外

の
情

報
収

集
を

行
う

。
（

1
-2
7

再
掲

）
 

（
１

）
国

際
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

の
研

究
情

報
の

発
信

・
収

集
【

中
期

計
画

番
号

1
－

2
7
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
、

海
外

で
行

わ
れ

る
産

学
関

連
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

技
術

見
本

市
に

参
加

で
き

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
J
S
P
S
国

際
共

同
研

究
加

速
基

金
等

の
公

募
情

報
を

採
択

の
可

能
性

が
高

い
教

員
に

個
別

に
周

知
す

る
と

と
も

に
、

公
募

事
業

に
係

る
申

請
書

の
作

成
支

援
を

実
施

し
た

。
 

 

  中
期
計
画
番
号
 

1
-
5
4

 
⑭

海
外

か
ら

の
研

究
者

・
招

へ
い

教
授

の
受

入
環

境
整

備
を

促
進

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

海
外

か
ら

の
研

究

者
・

招
へ

い
教

授
の

受
入

環
境

の

整
備

を
進

め
る

た
め

、
受

入
時

の

ビ
ザ

取
得

に
係

る
サ

ポ
ー

ト
等

を

実
施

す
る

。
 

（
１

）
外

国
人

研
究

者
等

受
入

環
境

の
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

職
員

の
要

請
に

基
づ

き
、

外
国

人
研

究
者

の
ビ

ザ
取

得
に

係
る

手
続

き
を

行
っ

た
。

 

・
外

国
人

研
究

者
の

希
望

に
応

じ
て

、
来

日
直

後
の

住
民

登
録

等
の

行
政

手
続

き
や

銀
行

口
座

開
設

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
っ

た
。

 

・
外

国
人

研
究

者
の

受
入

れ
に

係
る

手
続

き
に

つ
い

て
、

学
内

で
連

携
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
す

る
政

府
の

水
際

対
策

の
動

向
に

関
す

る
情

報
収
集
も

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
在

留
資

格
認

定
証

明
書

（
C
O
E
）

の
代

理
申

請
４

件
、

来
日

直
後

の
行

政
手

続
き

お
よ

び
銀

行
口

座
開

設
サ

ポ
ー

ト
３

件
を

実
施

し
、

 
外

国
人

研
究

者
の

円
滑

な
受

入

れ
に

つ
な

が
っ

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
5
5

 
◇

都
市

外
交

を
支

え
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

 

⑮
新

た
な

国
際

共
同

研
究

・
産

学
連

携
等

を
促

進
す

る
た

め
、

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

に
よ

る
留

学
生

を
は

じ
め

と
し

た
修

了
生

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

を
推

進
す

る
。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

都
市

外
交

人
材

育
成

基

金
及

び
ア

ジ
ア

人
材

育
成

基
金

で
受

け
入

れ
た

留
学

生
（

在
学

生
・

修
了

生
）

が
一

堂
に

会
す

る
機

会
を

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

等
も

踏
ま

え
開

催

し
、

留
学

生
と

都
立

大
及

び
都

と
の

つ
な

が
り

を
強

化
す

る
。
（

1
-
3
5
再

掲
）

 

 （
２

）
【

継
続

】
高

度
研

究
の

修
了

生
又

は

そ
の

所
属

す
る

大
学

等
研

究
機

関
と

行
う

国
際

共
同

研
究

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
高

度
研

究
の

修
了

生
と

の
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

す
る

。

（
1
-
3
5
再

掲
）

 

 （
３

）
◆

【
継

続
】

社
会

情
勢

も
踏

ま
え

つ

つ
、

学
内

へ
の

周
知

等
に

よ
っ

て
、

帰
国

留
学

生
短

期
支

援
制

度
に

対
す

る
理

解
を

促
進

し
、

応
募

数
の

確
保

を
目

指
す

。
（

1
-
3
5
再

掲
）

 

（
１

）
修

了
生

・
在

学
生

と
都

立
大

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

強
化

に
向

け
た

取
組

【
中

期
計

画
番

号
1
－

3
5
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
年

次
総

会
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
開

催
し

、
総

勢
 
1
7
9
 
名

が
参

加
し

た
。

 

・
年

次
総

会
を

通
じ

て
、

留
学

生
同

士
及

び
教

職
員

等
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

強
化

さ
れ

た
。

 

     （
２

）
国

際
共

同
研

究
支

援
に

よ
る

高
度

研
究

修
了

生
と

の
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

【
中

期
計

画
番

号
1
－

3
5
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
高

度
研

究
終

了
課

題
の

代
表

者
に

対
し

て
、

国
際

共
同

研
究

（
高

度
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
の

学
内

公
募

を
実

施
し

、
１

件
を

採
択

し
た

。
 

    （
３

）
帰

国
留

学
生

短
期

研
究

支
援

制
度

の
理

解
促

進
【

中
期

計
画

番
号

1
－

3
5
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

７
カ

国
か

ら
1
0
件

の
帰

国
留

学
生

の
受

入
れ

が
す

べ
て

中
止

と
な

っ
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

動
向

及
び

日
本

政
府

の
対

外
政

策
に

つ
い

て
研

究
科

へ
周

知
す

る
と

と
も

に
、

日
本

政
府

の
入

国
制

限
措

置
が

終
了

し
、

ビ
ザ

発
給

等
が

再
開

さ
れ

る
こ

と
を

見
据

え
て

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
募

集
を

行
い

、
応

募
件

数
は

９
件

と
な

っ
た

。
 

 

  中
期
計
画
番
号
 

1
-
5
6

 
◇

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
 

⑯
学

内
掲

示
や

文
書

・
冊

子
の

多
言

語
化

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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中
期
計
画
番
号
 

1
-
5
7

 
⑰

教
職

員
の

国
際

化
を

進
め

、
外

国
人

教
員

比
率

【
５

％
以

上
】
、

T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
職

員
比

率
【

2
5
％

以
上

】
等

を
目

指
す

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

学
長

か
ら

各
部

局
に

対

し
て

外
国

人
教

員
の

積
極

的
な

採
用

を
働

き
か

け
る

と
と

も
に

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
海

外
と

の
往

来
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

、
受

入
環

境
の

整
備

を
進

め
る

な
ど

、
外

国
人

教
員

の
採

用
を

促
す

取
組

を
進

め
る

。
 

                       （
２

）
【

継
続

】
「

実
用

英
語

研
修

」
及

び

「
英

語
学

習
法

講
演

会
」

を
よ

り
多

く
の

職
員

が
参

加
し

や
す

い
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
見

直
し

、
職

員
が

自
主

的
に

国
際

化
に

関
す

る
学

習
に

取
り

組
む

素
地

を
つ

く
る

。
ま

た
、

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
踏

ま
え

、
派

遣
の

可
否

を
慎

重
に

検
討

（
１

）
外

国
人

教
員

比
率

の
向

上
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

長
、

国
際

化
担

当
副

学
長

よ
り

、
外

国
人

教
員

比
率

の
向

上
を

目
指

し
、

各
部

局
に

対
し

て
外

国
人

教
員

の
能

動
的

採
用

を
促

し
た

。
 

・
外

国
人

教
員

の
採

用
に

向
け

、
英

語
の

募
集

要
項

を
作

成
し

、
公

募
に

よ
る

採
用

選
考

を
実

施
し

た
。

面
接

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
状

況
を

踏
ま

え
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
す

る
等

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
海

外
と

の
往

来
に

も
配

慮
し

、
工

夫
し

て
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
外

国
人

教
員

採
用

に
係

る
機

運
が

醸
成

さ
れ

る
と

と
も

に
、

環
境

整
備

が
一

層
進

ん
だ

。
 

・
外

国
人

教
員

の
採

用
実

績
に

つ
い

て
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

５
月

１
日

時
点

で
、

外
国

人
教

員
比

率
が

4
.
3
％

と
な

っ
た

。
（

図
表

1
-
5
7
-
1
）

 

 

【
図

表
1
-
5
7
-
1
　

外
国

人
教

員
数

及
び

割
合

（
各

年
度

5
月

1
日

現
在

）
】

27
25

25
24

23

28

4.
0%

3.
7%

3.
7%

3.
6%

3.
5%

4.
3%

0.
0%

1.
0%

2.
0%

3.
0%

4.
0%

5.
0%

05101520253035404550

28
年

度
29

年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度

う
ち
外

国
人

教
員

外
国

人
教

員
割

合

（
単

位
：
人

）
※

役
員

除
く

 
 （

２
）

職
員

の
語

学
力

の
向

上
に

向
け

た
取

組
【

中
期

計
画

番
号

4
－

0
8
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
「

実
用

英
語

研
修

」
、
「

英
語

学
習

法
講

演
会

」
、
「

語
学

研
修

（
英

語
）
」

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
勤

務
場

所
に

関
わ

ら
ず

参
加

で
き

る
体

制
を

構
築

し
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

伴
い

、
海

外
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

派
遣

を
中

止
し

た
。

 

・
T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上
を

取
得

し
て

い
る

職
員

の
割

合
を

2
4
.
3
％

に
高

め
た

。
な

お
、

正
規

職
員

に
お

け
る

T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
ス

コ
ア

取
得

者
は

3
3
.
2
％

と
な

っ
た

。
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す
る

。
こ

れ
ら

の
取

組
等

を
通

じ

て
、

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

を

取
得

し
て

い
る

職
員

の
割

合
を

2
4
％

以
上

に
高

め
る

。
（

4
-
0
8

再

掲
）
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特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
－－

１１
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

令
和

２
年

度
業

務
実

績
評

価
及

び
第

三
期

中
期

目
標

期
間

の
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

業
務

実
績

評
価

に
お

い
て

、
公

立
大

学
分

科
会

か
ら

対
応

報
告

を
求

め
ら

れ
た

事
項

に
関

す
る

取
組

等
 

【
東

京
都

と
連

携
し

た
共

同
研

究
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

創
設

に
向

け
た

取
組

】
中

期
計

画
番

号
1
-
3
1
 

 
自

己
評

価
B
 

１
 

東
京

都
と

連
携

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
組

成
に

向
け

た
取

組
の

概
要

 

 
 

東
京

都
と

連
携

し
た

共
同

研
究

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

組
成

し
、

都
政

へ
の

貢
献

に
繋

げ
て

い
く

た
め

に
、

東
京

都
と

の
連

携
を

強
化

す
る

た
め

の
事

務
組

織
を

設
置

し
、

都
連

携
案

件
の

組
成

に
努

め
て

い
る

。
 

 
 

案
件

組
成

に
あ

た
っ

て
は

、
行

政
ニ

ー
ズ

と
研

究
シ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

の
た

め
、
東

京
都

各
局

と
の

随

時
の

意
見

交
換

の
ほ

か
、
個

別
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
２

大
学

１
高

専
の

教
員
・
研

究
内

容
紹

介
、
こ

れ
ま

で
の

都

連
携

案
件

の
紹

介
な

ど
、

多
岐

に
わ

た
る

取
組

を
行

っ
て

い
る

。
 

 ２
 

具
体

的
な

取
組

事
例

（
図

表
Ⅰ

-
1
-
1
）

 

 
 

都
連

携
案

件
の

組
成

に
向

け
、

以
下

の
取

組
を

実
施

し
て

い
る

。
 

（
１

）
施

策
提

案
発

表
会

 

 
 

東
京

都
が

設
置

し
た

公
立

大
学

法
人

と
し

て
の

強
み

を
活

か
し

、
日

々
の

教
育

研
究

活
動

の
成

果
等

を
東

京
都

等
へ

広
く

発
信

し
て

、
都

各
局

を
は

じ
め

、
区

市
町

村
や

試
験

研
究

機
関

等
と

の
連

携
を

促
進

す
る

こ

と
を

目
的

と
し

て
、

施
策

提
案

発
表

会
を

開
催

し
て

い
る

。
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

及
び

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
つ

い
て

は
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
と

し
、
都

立

大
の

ほ
か

、
産

技
大

、
高

専
か

ら
の

幅
広

い
施

策
提

案
を

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

に
よ

り
実

施
し

た
。

 

な
お

、
令

和
３
（
2
0
2
1
）
年

度
に

お
け

る
提

案
発

表
動

画
作

成
に

あ
た

っ
て

は
、
企

画
書

を
平

易
な

文
言

で
記

載
し

て
も

ら
え

る
よ

う
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
付

記
し

、
よ

り
東

京
都

職
員

等
に

内
容

が
伝

わ
り

や
す

く
な

る
よ

う
事

前
に

調
整

し
た

ほ
か

、
動

画
配

信
先

を
従

来
よ

り
拡

充
す

る
な

ど
、

発
信

力
の

強
化

に
努

め
た

。
 

 

【
図

表
Ⅰ

-
１
-
1
　
施

策
提

案
発

表
会

実
績

】
（
単

位
：
数

、
人

）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
プ
レ
ゼ
ン

3
0

2
7

1
9

2
3

2
1

5
ポ
ス
タ
ー

3
9

3
3

2
7

2
4

-
-

-
-

2
2

-
-

6
0
2

6
6
1

5
9
1

9
5
6

-
-

※
参
加
人
数
は
プ
レ
ゼ
ン
参
加
の
延
べ
人
数

※
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
及
び
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

発
表

テ
ー

マ

参
加

人
数

基
調

講
演

※
30
年
度
か
ら

 

 （
２

）
東

京
都

に
お

け
る

行
政

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
向

け
た

取
組

 

 
 

こ
れ

ま
で

都
連

携
に

関
す

る
実

績
の

あ
る

都
各

局
等

へ
の

個
別

ヒ
ア

リ
ン

グ
及

び
都

連
携

事
業

に
関

す

る
周

知
活

動
を

随
時

実
施

す
る

と
と

も
に

、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
よ

り
新

た
に

、
都

各
局

等
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

形
式

の
、
法

人
の

研
究

力
等

活
用

に
関

す
る

希
望

分
野

や
具

体
的

な
課

題
な

ど
を

聴
取

す
る

ニ
ー

ズ
調

 

 

査
を

実
施

し
た

。
更

に
、
調

査
を
踏

ま
え

、
回

答
の

あ
っ

た
局

と
の

意
見

交
換

を
実

施
し

、
行

政
ニ

ー
ズ

と

研
究

シ
ー

ズ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

向
け

た
各

局
・

教
員

と
の

意
見

交
換

を
実

施
し

た
。

 

 
 

な
お

、
ニ

ー
ズ

調
査

は
1
1
局

よ
り

回
答

が
あ

り
、

回
答

内
容

を
精

査
し

た
と

こ
ろ

、
本

法
人

へ
の

「
共

同
研

究
・
事

業
」「

学
術

相
談

」
の

ニ
ー

ズ
が

最
も

高
く

、「
人

材
育

成
」「

普
及

啓
発

」「
委

員
選

任
」「

政
策

提
言

」
は

、
ほ

ぼ
同

数
の

ニ
ー

ズ
が

あ
る

こ
と

を
確

認
で

き
た

。
 

 （
３

）
研

究
者

ガ
イ

ド
、

連
携

事
業

ガ
イ

ド
の

作
成

 

行
政

ニ
ー

ズ
と

研
究

シ
ー

ズ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

能
強

化
の

た
め

、
都

に
対

し
て

教
員

の
研

究
内

容
を

分

か
り

や
す

く
周

知
す

る
と

と
も

に
、
２

大
学

１
高

専
の

学
校

案
内

、
都

と
の

連
携

実
績

、
支

援
メ

ニ
ュ

ー
を

紹
介

す
る

た
め

の
研

究
者

ガ
イ

ド
及

び
連

携
事

業
ガ

イ
ド

を
作

成
し

、
都

各
局

に
周

知
し

て
い

る
。

 

な
お

、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

つ
い

て
は

、
連

携
事

業
ガ

イ
ド

に
お

い
て

当
該

年
度

に
設

置
し

た
T
M
U

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

研
究

推
進

機
構

の
紹

介
ペ

ー
ジ

を
新

た
に

設
け

た
ほ

か
、

研
究

者
ガ

イ
ド

に
つ

い
て

掲
載

教
員

数
を

増
員

さ
せ

る
な

ど
、

内
容

の
充

実
を

図
っ

た
。

 

 （
４

）
共

同
研

究
の

実
施

に
向

け
た

各
種

機
関

と
の

調
整

 

東
京

都
及

び
東

京
都

が
設

置
す

る
試

験
研

究
機

関
と

の
連

携
に

向
け

て
は

、
社

会
経

済
情

勢
を

踏
ま

え
、

様
々

な
行

政
ニ

ー
ズ

に
法

人
の

研
究

力
を

活
か

し
て

い
く

た
め

、
前

述
（

１
）
か

ら
（

３
）
に

拠
ら

ず
、
随

時
個

別
に

意
見

交
換

を
実

施
し

、
共

同
研

究
等

の
実

施
に

向
け

た
取

組
を

推
進

し
て

お
り

、
令

和
３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
、

具
体

的
に

以
下

の
団

体
と

の
共

同
研

究
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

創
設

に
向

け
た

調
整

を
実

施
し

た
。

 

－
東

京
都

環
境

公
社
：
東

京
都

環
境

公
社

と
新

た
に

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
ほ

か
、
令

和
４
（

20
2
2
）

年
度

以
降

の
具

体
的

な
共

同
研

究
に

向
け

て
、

教
員

と
研

究
所

と
の

意
見

交
換

を
実

施
し

て
い

る
。

 

－
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
：

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

と
、

感
染

症
対

策
に

資
す

る
共

同
研

究
に

つ

い
て

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
か

ら
の

開
始

に
向

け
、
教

員
・
研

究
者

と
の

意
見

交
換

を
実

施
し

た
。
 

 
 

－
東

京
都
：
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

設
置

し
た

T
M
U
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
研

究
推

進
機

構
に

お
け

る
取

組
の

一
環

と
し

て
、

東
京

都
政

策
企

画
局

と
国

際
金

融
に

関
す

る
共

同
研

究
を

２
件

開
始

し
た

。
 

 （
５

）
共

同
研

究
以

外
の

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
お

け
る

都
連

携
事

業
例

 

都
連

携
案

件
に

つ
い

て
は

、
上

記
２
（

４
）
の

ほ
か

、
随

時
行

政
ニ

ー
ズ

と
法

人
シ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

に
向

け
た

調
整

を
行

っ
て

お
り

、
ニ

ー
ズ

に
対

す
る

ヒ
ア

リ
ン

グ
・
学

内
に

お
い

て
ニ

ー
ズ

に
適

し
た

研
究

者
と

の
調

整
、

局
・

研
究

者
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
迅

速
か

つ
円

滑
に

実
施

し
て

い
る

。
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令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

お
い

て
は

、
教

育
庁

の
ニ

ー
ズ

を
受

け
、
足

立
地

区
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ク

ー
ル

と

健
康

福
祉

学
部

が
連

携
し

て
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
し

た
ほ

か
、
T
O
K
Y
O
 

E
N
G
L
I
S
H
 

C
H
A
N
N
E
L
バ

ー
チ

ャ
ル

留
学

に
理

学
部

の
研

究
者

が
参

加
し

、
高

校
生

向
け

に
講

義
を

実
施

す
る

な
ど

、
ニ

ー
ズ

に
適

し
た

研

究
者

の
知

見
を

活
用

し
た

様
々

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
た

。
 

 ３
 

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
取

組
方

針
 

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

に
は

、
２

（
１

）
か

ら
（

３
）

に
よ

る
取

組
を

実
施

す
る

ほ
か

、
（

４
）

に
掲

げ

た
事

項
に

つ
い

て
、
都

連
携

案
件

の
組

成
を

目
指

す
。
ま

た
、
T
M
U
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
研

究
推

進
機

構
に

お
け

る
研

究
支

援
制

度
等

を
積

極
的

に
都

各
局

に
周

知
し

、
各

局
へ

の
個

別
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
随

時
実

施
す

る
こ

と
で

、
東

京
都

と
連

携
し

た
共

同
研

究
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

創
設

に
向

け
た

取
組

を
推

進
し

て
い

く
。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
－－

２２
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

令
和

２
年

度
業

務
実

績
評

価
及

び
第

三
期

中
期

目
標

期
間

の
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

業
務

実
績

評
価

に
お

い
て

、
公

立
大

学
分

科
会

か
ら

対
応

報
告

を
求

め
ら

れ
た

事
項

に
関

す
る

取
組

等
 

【
学

生
の

海
外

派
遣

及
び

外
国

人
留

学
生

の
受

入
れ

の
拡

大
・

充
実

に
向

け
た

取
組

】
中

期
計

画
番

号
1
-
4
3
、

1
-
4
6
 

 
自

己
評

価
A
、

B
 

学
生

の
海

外
派

遣
及

び
外

国
人

留
学

生
の

受
入

れ
の

拡
大

・
充

実
に

向
け

た
取

組
 

都
立

大
で

は
、
第

三
期

中
期

計
画

に
お

い
て

、
累

計
1
,
3
5
0
人

程
度

の
学

生
の

海
外

派
遣

を
実

施
、
在

籍

留
学

生
を

9
0
0
人

程
度

に
拡

大
す

る
目

標
を

掲
げ

て
い

る
。

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
世

界
的

拡
大

に
伴

う
入

国
制

限
等

に
よ

り
、
一

部
の

国
際

交
流

を
停

止

せ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
の

中
、
学

生
の

海
外

派
遣
・
留

学
生

の
受

入
れ

拡
大
・
充

実
に

向
け

、
オ

ン
ラ

イ
ン

も
活

用
し

な
が

ら
取

り
え

る
最

善
の

対
応

を
逐

次
検

討
・

実
施

し
た

。
 

 （
１

）
学

生
の

海
外

派
遣

 

 
①

中
長

期
・

短
期

海
外

派
遣

 

学
生

の
安

全
を

考
慮

し
、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
及

び
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
前

期
は

学
生

の
海

外
派

遣

を
一

律
中

止
又

は
延

期
と

し
て

い
た

が
、
政

府
の

動
向

等
を

踏
ま

え
、
安

全
確

保
に

係
る

条
件

を
遵

守
し

た

学
生

に
限

り
、

海
外

渡
航

を
認

め
る

学
内

方
針

を
決

定
し

た
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
夏

）
。

こ
れ

に
伴

い
、

危
機

管
理

体
制

の
再

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、
留

学
準

備
講

座
の

中
で

学
生

の
危

機
管

理
意

識
を

醸
成

す
る

等
、
学

生
の

安
全

に
十

分
配

慮
し

た
上

で
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

２
月

以
降

、
計

９
名

の
中

長
期

海
外

派
遣

を

実
施

し
た

。
 

短
期

海
外

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
実

施
形

態
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

切
り

替
え

る
こ

と
で

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

計
5
1
名

の
学

生
に

対
し

て
留

学
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
②

学
生

が
海

外
に

目
を

向
け

る
た

め
の

取
組

 

 
 

海
外

派
遣

が
難

し
い

状
況

下
に

お
い

て
も

、
学

生
の

留
学

意
欲

を
維

持
・
向

上
さ

せ
る

た
め

、
教

員
・
職

員
・
学

生
で

構
成

さ
れ

た
留

学
促

進
チ

ー
ム

を
発

足
し

、
留

学
経

験
者

と
留

学
希

望
者

間
で

相
談

が
行

え
る

留
学

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
を

創
設
・
実

施
し

た
。
新

た
に

S
N
S
の

運
用

も
開

始
す

る
な

ど
、
留

学
支

援
策

の
周

知
等

、
海

外
派

遣
の

本
格

再
開

を
見

越
し

た
学

生
の

意
識

醸
成

の
取

組
を

実
施

し
た

。
 

 
 

ま
た

、
学

生
の

間
に

あ
る

閉
塞

感
を

払
し

ょ
く

し
、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
関

心
や

海
外

へ
の

挑
戦

意
欲

を
喚

起

す
る

た
め

、
各

界
の

第
一

線
で

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

す
る

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー
（

８
名

）
を
招

へ
い

し
た

全

学
共

通
科

目
「

地
球

の
明

日
、
地

球
と

の
明

日
」
を

新
た

に
開

講
し

た
。
分

野
横

断
の

オ
ム

ニ
バ

ス
形

式
で

実
施

し
、
計

3
3
4
名

の
学

生
等

が
履

修
（

1
2
1
名

）・
聴

講
（

2
1
3
名

）
し

た
。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
状

況
を

踏
ま

え
、
全

面
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

実
施

だ
っ

た
が

、
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
も

満
足

度
の

高
い

授
業

で
あ

っ
た

こ
と

が
わ

か
る

。
（

図
表

Ⅰ
-
2
-
1
、

Ⅰ
-
2
-
2
）

 

    

  （
２

）
外

国
人

留
学

生
の

受
入

れ
 

①
新

た
な

奨
学

金
制

度
の

創
設

 

大
学

院
の

外
国

人
留

学
生

を
対

象
と

し
た
「

東
京

グ
ロ

ー
バ

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

奨
学

金
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

新

設
し

、
令

和
４
（
2
0
2
2
）
年

1
0
月

よ
り

受
入

を
開

始
す

る
予

定
と

し
た
。
当

該
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

い
て

は
、

欧
米

圏
を

含
む

幅
広

い
国
・
地

域
か

ら
の

受
入

を
拡

大
・
促

進
す

る
た

め
、
新

た
に

国
際

交
流

協
定

校
か

ら

の
出

願
を

可
能

に
す

る
と

と
も

に
、
よ

り
優

秀
な

学
生

を
受

け
入

れ
る

た
め

、
成

績
・
語

学
要

件
を

設
定

し

た
。
本

制
度

の
特

設
W
e
b
ペ

ー
ジ

を
開

設
す

る
と

と
も

に
、
広

報
用

フ
ラ

イ
ヤ

ー
を

作
成

し
協

定
校

等
へ

宣

伝
す

る
等

、
積

極
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
試

み
た

。
 

 

②
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
手

段
の

精
査

等
 

大
学

ラ
ン

キ
ン

グ
の

指
標

と
し

て
世

界
的

に
知

名
度

が
高

く
、

海
外

へ
の

留
学

を
希

望
す

る
学

生
が

多

く
閲

覧
す

る
T
i
m
e
s
 H
i
g
h
e
r
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
で

の
W
e
b
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
新

た
に

実
施

し
た

。
多

様
な

国
・

地
域

の
学

生
や

研
究

者
等

に
対

し
、
幅

広
く

都
立

大
の

研
究

力
・
教

育
内

容
を

発
信

し
、
都

立
大

の
認

知
度

向
上

や
将

来
の

外
国

人
留

学
生

・
研

究
者

の
受

入
れ

拡
大

に
つ

な
が

る
取

組
を

実
施

し
た

。
 

ま
た

、
一

般
財

団
法

人
日

本
語

教
育

振
興

協
会

が
主

催
す

る
「

日
本

留
学

A
W
A
R
D
S
2
0
2
1
（

日
本

語
学

校

の
教

職
員

が
選

ぶ
留

学
生

に
勧

め
た

い
進

学
先

）
」
に

お
い

て
、
平

成
2
6（

2
0
1
4
）
年

か
ら

８
年

連
続

で
受

賞
し

、
日

本
へ

の
留

学
希

望
者

に
対

す
る

認
知

度
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

 

 

【
図

表
Ⅰ

-
2
-
1
 

履
修

生
ア

ン
ケ

ー
ト

（
抜

粋
）
】

 
【

図
表

Ⅰ
-
2
-
2
 

聴
講

生
ア

ン
ケ

ー
ト

（
抜

粋
）
】
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③
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

供
等

 

国
の

入
国

制
限

を
踏

ま
え

、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
の

交
換

留
学

受
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

一
律

中
止

と
し

た
。

一
方

で
、
短

期
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
「

日
本

語
・
日

本
事

情
短

期
集

中
コ

ー
ス

」
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

切

り
替

え
て

実
施

し
た

。
従

来
の

対
面

形
式

で
は

交
流

実
績

が
あ

ま
り

な
い

協
定

大
学

を
含

む
1
3
名

（
８

か

国
、
９

大
学

）
か
ら

参
加

が
あ

っ
た

。
実

施
形

式
の

変
更

に
あ

た
っ

て
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
授

業
内

容
や

習

得
で

き
る

知
識

は
従

来
と

同
等

の
質

を
確

保
し

、
さ

ら
に

新
た

に
外

国
人

学
生

の
学

習
を

日
本

人
学

生
が

支
援

す
る

バ
デ

ィ
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
た

こ
と

も
あ

り
、
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、
全

員
か

ら
満

足
又

は

と
て

も
満

足
と

の
評

価
を

得
た

。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
－－

３３
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
多

様
な

学
修

機
会

の
確

保
】

中
期

計
画

番
号

1
-
0
3
(
1
)
(
3
)
 

自
己

評
価

S
 

１
 

現
場

体
験

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

 

「
現

場
体

験
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
は

、
都

立
大

の
前

身
で

あ
る

首
都

大
学

東
京

開
学

時
（

平
成

1
7

（
2
0
0
5
）
年

）
か

ら
実

施
し

て
い

る
全

学
部

生
を

対
象

と
し

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

体
験

型
科

目
（

正
課

授
業

科
目

）
で

あ
る

。
主

に
１

、
２
年

生
が

大
学

生
活

の
早

い
時

期
か

ら
履

修
で

き
る

の
が

特
長

で
、
実

習
先

に

関
す

る
事

前
調

査
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
な

ど
計

３
回

の
事

前
学

習
と

夏
季

実
習

（
５

～
1
0
日

間
）

を
通

じ

て
、
大

都
市

東
京

が
抱

え
る

課
題

や
自

身
の

課
題

に
つ

い
て

認
識

を
深

め
、
こ

れ
ら

の
課

題
に

主
体

的
に

取

り
組

む
力

や
社

会
人

と
し

て
の

基
礎

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

等
を

養
成

す
る

こ
と

を
そ

の
狙

い
と

し
て

い
る

。
 

低
学

年
か

ら
履

修
で

き
る

キ
ャ

リ
ア

授
業

と
い

う
こ

と
か

ら
、

例
年

は
全

新
入

生
の

３
～

４
割

が
履

修

し
、

都
立

大
生

が
自

身
の

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
る

上
で

欠
か

せ
な

い
機

会
と

し
て

拡
充

が
図

ら
れ

て
き

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
に

よ
り

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

度
は

開
学

以
来

初
の

非
開

講

と
な

っ
た

。
（

図
表

Ⅰ
-
3
-
1
）

 

 

【
図

表
Ⅰ

-
3
-
1
 

履
修

者
数

と
実

習
先

数
の

推
移

（
人

）
】

 

 
 

 

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
の

開
講

に
あ

た
っ

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
授

業
の

最
適

な
実

施
方

法
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
受

入
れ

実
績

の
あ

る
団

体
等

に
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

向
け

た
受

入
れ

意
向

調
査

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
、

例
年

の
1
/
3
～

1
/
2
（

2
5
0
～

3
0
0
名

）
程

度
の

受
入

枠
確

保
の

見
込

み
が

た
っ

た
こ

と

か
ら

、
履

修
学

生
数

に
上

限
（

2
5
0
名

）
を

設
け

た
上

で
開

講
の

準
備

を
進

め
た

。
 

  

（
１

）
コ

ロ
ナ

禍
で

の
取

組
 

①
安

全
・

安
心

な
授

業
実

施
に

向
け

た
取

組
 

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

や
実

習
な

ど
の

場
で

学
内

外
の

多
数

の
人

間
と

関
わ

る
こ

と
か

ら
、

学
生

自
身

の
コ

ロ
ナ

感
染

予
防

対
策
（

検
温

を
始

め
と

す
る

体
調

管
理

や
い

わ
ゆ

る
「

３
密

」
を

避
け

た
行

動
等

）
に

高
い

意
識

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
の

場
で

再
三

周
知

を
行

っ
た

。
ま

た
、
対

面
授

業
時

の
教

室
や

書
類

提
出

会
場

の
消

毒
、
換

気
等

を
徹

底
し

て
行

う
と

と
も

に
、
実

習
環

境
の

確
認
・
調

整

を
重

ね
、

実
習

先
の

業
種

や
実

習
内

容
に

応
じ

て
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

に
よ

る
実

習
も

初
め

て
可

と
し

た
。

 

授
業

の
実

施
方

法
に

つ
い

て
は

、
学

習
効

果
と

直
近

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
状

況
等

か
ら

都

度
最

適
な

方
法

を
模

索
し

、
全

３
回

の
事

前
学

習
は

対
面

と
オ

ン
ラ

イ
ン

を
織

り
交

ぜ
た

ほ
か

、
ビ

ジ
ネ

ス

マ
ナ

ー
講

座
を

急
遽

映
像

収
録

し
オ

ン
デ

マ
ン

ド
視

聴
を

可
と

し
た

。
ま

た
、
課

題
等

の
提

出
に

つ
い

て
も

従
来

の
対

面
の

み
の

方
法

か
ら

k
i
b
a
c
o
で

の
提

出
も

受
付

け
る

な
ど

、
臨

機
応

変
な

対
応

を
行

っ
た

。
 

 

②
実

習
先

の
確

保
に

向
け

た
取

組
 

過
去

の
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

、
履

修
学

生
に

対
し

て
実

習
先

数
が

潤
沢

な
年

ほ
ど

実
習

先
決

定
時

に

お
け

る
満

足
度

が
高

い
傾

向
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
3
5
0
名
（

履
修

学
生

の
上

限
2
5
0
名

の
1
.
4
倍

）
程

度
の

枠
数

確
保

を
目

標
に

実
習

先
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
行

っ
た

。
具

体
的

に
は

、
受

入
れ

実
績

の
あ

る
企

業
等

に

加
え

、
大

学
と

企
業

の
情

報
交

換
会

参
加

団
体

や
採

用
ナ

ビ
掲

載
企

業
な

ど
か

ら
低

学
年

の
受

入
れ

が
期

待
で

き
る

企
業

等
を

洗
い

出
し

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

受
入

れ
意

向
調

査
を

行
う

と
と

も
に

早
期

の
調

整
を

進
め

た
。

そ
の

結
果

、
東

京
2
0
2
0
大

会
開

催
を

控
え

た
タ

イ
ミ

ン
グ

で
、

依
然

学
生

の
受

入
れ

に
消

極
的

な
企

業
が

多
い

状
況

で
は

あ
っ

た
が

、
計

9
8
団

体
、
3
9
1
名

の
学

生
枠

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
 

 

③
学

生
へ

の
き

め
細

か
い

対
応

 

授
業

や
実

習
な

ど
の

環
境

整
備

に
万

全
を

期
す

一
方

で
、

学
生

が
自

身
の

体
調

や
コ

ロ
ナ

禍
で

の
実

習

参
加

に
不

安
を

抱
い

て
い

る
よ

う
な

場
合

に
は

、
事

務
局

が
学

生
に

対
し

て
積

極
的

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

実
習

先
と

の
調

整
を

担
っ

た
。

 

特
に

東
京

2
0
2
0
大

会
直

後
の

８
月

中
旬

以
降

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
者

数
が

急
増

し
、
1
8
の

実
習

先
の

実
習

を
中

止
し

た
が

、
対

象
学

生
5
4
名

全
員

に
対

し
て

授
業

の
継

続
や

振
替

え
実

習
先

に
つ

い

て
丁

寧
な

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
学

生
の

希
望

に
応

じ
て

代
替

実
習

先
を

探
す

と
と

も
に

受
入

れ
に

向
け

た
調

整
を

重
ね

た
。
な

お
、
5
4
名

中
振

替
え

決
定

者
は

５
名

、
残

る
4
9
名

は
履

修
取

消
制

度
対

象
と

な
っ

た
が

、
当

該
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
、

実
習

中
止

の
連

絡
を

受
け

て
「

納
得

し
た

」
8
5
.
7
％

（
「

ど

ち
ら

で
も

な
い

」
1
4
.
3
％

）
、
キ

ャ
リ

ア
支

援
課

職
員

の
対

応
は
「

適
切

だ
っ

た
」
1
0
0
％

と
、
多

く
の

学
生

が
コ

ロ
ナ

禍
の

特
殊

な
事

情
の

中
で

は
「

や
む

を
得

な
い

」
と

の
認

識
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。
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目
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受
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右

目
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）
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（
２

）
履

修
制

限
を

設
け

た
開

講
に

よ
る

意
義

・
成

果
 

上
記

の
取

組
の

結
果

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

を
理

由
と

す
る

中
断

者
が

出
る

こ
と

は
な

く
、
中

断

者
の

比
率

も
例

年
の

２
～

３
割

に
比

べ
て

格
段

に
低

い
数

値
と

な
っ

た
。
（

図
表

Ⅰ
-
3
-
2
）

ま
た

、
実

習
に

参
加

し
た

9
9
％

の
学

生
が

全
日

程
を

終
了

し
（

1
0
4
名

中
1
0
3
名

が
終

了
、
１

名
が

通
勤

へ
の

不
安

か
ら

中

断
と

な
っ

た
）
、

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

で
も

例
年

以
上

に
高

い
満

足
度

と
な

っ
た

。
（

図
表

Ⅰ
-
3
-
3
）

 

ま
た

、
実

習
先

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
も

例
年

以
上

に
学

生
に

対
し

て
高

い
評

価
が

な
さ

れ
、
学

生
へ

の

適
切

な
動

機
付

け
と

適
正

な
実

習
先

数
の

確
保

等
に

よ
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

実
習

を
伴

う
有

意
義

な
授

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（

図
表

Ⅰ
-
3
-
4
）

 

 

【
図

表
Ⅰ

-
3
-
2
 

中
断

率
の

推
移

】
 

 
2
9
年

度
 

3
0
年

度
 

元
年

度
 

3
年

度
 

中
断

率
 

（
中
断
者
数
／
履
修
者
数
）
 

2
9.

6
％
 

3
3.

5%
 

2
1.

4%
 

9
.5

% 

   

【
図

表
Ⅰ

-
3
-
3
　

履
修

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
】

N
=
回

答
件

数

　
　

※
授

業
目

標
の

達
成

度
は

１
名

当
た

り
の

回
答

件
数

が
３

件
と

な
る

。

82
.9

%
84

.9
%

82
.3

%
90

.4
%

0.
0%

86
.6

%
93

.2
%

94
.7

%
95

.1
%

93
.1

%

0.
0%

95
.5

%

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

事
前
学
習
の

満
足
度

28
年
度

(N
=4

73
)

事
前
学
習
の

満
足
度

29
年
度

(N
=4

37
)

事
前
学
習
の

満
足
度

30
年
度

(N
=4

53
)

事
前
学
習
の

満
足
度

元
年
度

(N
=3

01
)

事
前
学
習
の

満
足
度

２
年
度

(N
=0

)

事
前
学
習
の

満
足
度

３
年
度

(N
=9

7)

授
業
目
標
の

達
成
度

28
年
度

(N
=1

41
9)

授
業
目
標
の

達
成
度

29
年
度

(N
=1

31
1)

授
業
目
標
の

達
成
度

30
年
度

(N
=1

35
9)

授
業
目
標
の

達
成
度

元
年
度

(N
=9

03
)

授
業
目
標
の

達
成
度

２
年
度

(N
=0

)

授
業
目
標
の

達
成
度

３
年
度

(N
=2

91
)

肯
定
回
答
比
率

否
定
的
回
答
比
率

 
    

【
図

表
Ⅰ

-
3
-
4
　

実
習

先
ア

ン
ケ

ー
ト

】
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
N
=
回

答
件

数

80
.2

%
84

.0
%

85
.1

%
84

.9
%

0.
0%

97
.8

%

79
.0

%
83

.1
%

82
.9

%
85

.4
%

0.
0%

95
.7

%

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

受入学生の

社会人マナー

28年度

(N=248)

受入学生の

社会人マナー

29年度

(N=231)

受入学生の

社会人マナー

30年度

(N=222)

受入学生の

社会人マナー

元年度

(N=205)

受入学生の

社会人マナー

２年度

(N=0)

受入学生の

社会人マナー

３年度

(N=46)

実習への

意欲

28年度

(N=248)

実習への

意欲

29年度

(N=231)

実習への

意欲

30年度

(N=222)

実習への

意欲

元年度

(N=205)

実習への

意欲

２年度

(N=0)

実習への

意欲

３年度

(N=46)

肯
定
回
答
比
率

否
定
的
回
答
比
率

  
  

２
 

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
副

専
攻

の
開

設
準

備
 

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
時

代
に

お
い

て
、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
や

A
I
の

技
術

の
本

質
を

理
解

し
、
分

野
横

断
的

に

そ
れ

ら
に

関
す

る
汎

用
的

知
識

や
広

い
視

野
を

備
え

、
A
I
や

機
械

学
習

の
技

術
を

利
用

し
た

サ
ー

ビ
ス

や

シ
ス

テ
ム

を
活

用
で

き
る

人
材

の
育

成
を

目
指

し
、
令

和
４
（

2
02
2
）
年

度
か

ら
開

設
す

る
数

理
・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
副

専
攻

コ
ー

ス
に

つ
い

て
、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

設
計

を
は

じ
め

、
I
C
T
を

活
用

し
た

運
営

体
制

の
整

備
、

キ
ッ

ク
オ

フ
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

に
取

り
組

み
、

十
分

な
開

設
準

備
を

整
え

た
。

 

本
副

専
攻

は
、

一
部

の
学

科
を

除
く

す
べ

て
の

学
生

が
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I
に

関
す

る
知

識
や

ス

キ
ル

を
修

得
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

認
定

制
度

検
討

会
議

に
よ

る
モ

デ
ル

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
お

け
る
「

応
用

基
礎

レ
ベ

ル
」
を

念
頭

に
置

き
、
数

理
・
統

計
に

関

す
る

基
礎

分
野

、
デ

ー
タ

処
理
・
機

械
学

習
に

関
す

る
応

用
分

野
、
P
B
L
の

実
践

分
野

を
網

羅
す

る
計

1
9
科

目
（

全
学

共
通

科
目

1
1
科

目
、

専
門

教
育

科
目

８
科

目
）

か
ら

な
る

都
立

大
独

自
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
し

た
。

 

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
協

会
の

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
掲

載
さ

れ
て

い

る
全

5
2
8
ス

キ
ル

の
う

ち
、
基

礎
段

階
に

相
当

す
る

1
4
7
の

知
識

ス
キ

ル
を

概
ね

網
羅

す
る

内
容

と
し

、
特

定
の

能
力

に
偏

る
こ

と
な

く
、

高
等

教
育

で
行

う
べ

き
汎

用
的

な
知

識
ス

キ
ル

を
学

修
で

き
る

。
 

ま
た

、
一

部
の

科
目
（

専
門

教
育

科
目

６
科

目
）
に

つ
い

て
は

、
主

に
社

会
人

を
対

象
に

科
目

等
履

修
生

制
度

に
よ

る
履

修
を

可
能

と
し

、
キ

ッ
ク

オ
フ

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
開

講
記

念
模

擬
講

義
を

実
施

し
た

。
 

  
※

機
械

学
習
：
デ

ー
タ

か
ら

、「
機

械
」（

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
）
が

自
動

で
「

学
習

」
し

、
デ

ー
タ
の

背
景

に
あ

る
ル

ー
ル

や
パ

タ
ー

ン
を

発
見

す
る

方
法

。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
－－

４４
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

け
る

研
究

成
果

の
発

信
】

中
期

計
画

番
号

1
-
2
2
(
2
)
(
3
)
 

 
自

己
評

価
S
 

１
 

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

専
用

講
座

な
ど

新
た

な
講

座
の

開

講
に

よ
る

受
講

者
層

の
拡

大
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
り

、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
春

期
講

座
か

ら
オ

ン
ラ

イ
ン

講

座
の

オ
リ

ジ
ナ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

を
開

発
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

専
用

講
座
「

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

」
を

開
講

し
た

。
 

 （
１

）
講

座
の

概
要

 

 
①

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座
（

高
校

生
の

た
め

の
大

学
授

業
体

験
シ

リ
ー

ズ
を

除
く

）（
図

表
Ⅰ

-
4
-
1
） 

「
宇

宙
と

人
類

」
「

食
×
文

化
」
「

今
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

つ
い

て
考

え
る

」
「

シ
テ

ィ
・

ポ
ッ

プ
か

ら
考

え

る
」

等
、

８
回

～
９

回
の

シ
リ

ー
ズ

講
座

は
有

料
（

1
6
,
0
0
0
円

）
で

開
講

し
た

。
 

ま
た

、
「

国
立

民
族

学
博

物
館

」
「

信
州

小
布

施
 
北

斎
館

」
「

東
京

都
写

真
美

術
館

」
「

松
山

市
立

子
規
九

年
博

物
館

」
「

司
馬

遼
太

郎
記

念
館

」
等

、
全

国
の

魅
力

あ
る

博
物

館
や

美
術

館
を

紹
介

す
る

講
座

も
開

講

し
た

。
 

夏
期

講
座

で
は

８
月

に
都

立
大

で
開

催
さ

れ
た

日
本

進
化

学
会

第
2
3
回

東
京

大
会

に
合

わ
せ

て
「

高
校

生
の

た
め

の
日

本
進

化
学

会
東

京
大

会
プ

レ
講

座
」

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

た
。

 

 【
図

表
Ⅰ

-
4
-
1
　

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

】
（

単
位

：
人

）

一
般

高
校

生

宇
宙

と
人

類
（

８
回

シ
リ

ー
ズ

）
・

都
立

大
・

京
都

大
・

大
阪

大
・

J
A
X
A
・

国
立

天
文

台
・

東
京

現
代

美
術

館
理

学
部

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

藤
田

 
裕

　
教

授
佐

原
 
宏

典
　

教
授

6
2

5
3

感
染

症
と

人
文

学
　

４
回

・
都

立
大

・
龍

谷
大

・
新

潟
大

人
文

社
会

学
部

西
山

 
雄

二
　

教
授

大
貫

 
俊

夫
　

准
教

授
1
3

1
1

マ
ル

チ
映

像
４

回
九

州
大

学
脇

山
 
真

治
　

名
誉

教
授

1
4

1
0

国
立

民
族

学
博

物
館

　
２

回
　

フ
ォ

ー
ラ

ム
と

し
て

の
博

物
館

国
立

民
俗

学
博

物
館

吉
田

 
憲

司
　

館
長

 
他

3
6

3

食
×

文
化

（
８

回
シ

リ
ー

ズ
）

・
都

立
大

・
京

都
大

・
京

都
府

立
大

・
国

立
天

文
台

・
東

京
現

代
美

術
館

人
文

社
会

学
部

大
学

教
育

セ
ン

タ
ー

山
田

　
教

授
・

前
田

　
教

授
篠

田
　

教
授

・
菊

池
　

教
授

4
7

4
2

高
校

生
の

た
め

の
日

本
進

化
学

会
東

京
大

会
プ

レ
講

座
　

６
回

・
都

立
大

・
産

業
技

術
研

究
所

・
東

京
工

業
大

・
琉

球
大

理
学

部
田

村
 
浩

一
郎

　
教

授
高

橋
 
文

　
准

教
授

岡
田

 
泰

和
　

准
教

授
9
0

信
州

小
布

施
　

北
斎

館
　

画
狂

人
、

北
斎

を
知

る
北

斎
館

荒
井

 
美

礼
　

学
芸

員
4
0

1
2

春 夏

人
数

講
師

所
属

講
座

名
期

  
            

 

一
般

高
校

生

今
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

つ
い

て
考

え
る

（
８

回
シ

リ
ー

ズ
）

・
都

立
大

・
お

茶
の

水
女

子
大

・
一

橋
大

・
大

阪
大

・
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

人
文

社
会

学
部

杉
田

 
真

衣
　

准
教

授
西

山
 
雄

二
　

教
授

江
原

 
由

美
子

　
名

誉
教

授
4
8

4
1

食
×

文
化

　
特

別
編

Ⅰ
　

食
べ

る
こ

と
の

根
源

的
研

究
京

都
大

学
藤

原
 
辰

史
　

准
教

授
2
0

1
0

食
×

文
化

　
特

別
編

Ⅱ
　

和
食

文
化

の
考

察
京

都
府

立
大

学
佐

藤
 
洋

一
郎

　
教

授
2
3

1
0

北
海

道
・

北
東

北
の

縄
文

文
化

遺
跡

群
の

魅
力

　
６

回
・

都
立

大
・

北
海

道
文

化
局

・
青

森
・

秋
田

・
岩

手
各

教
育

委
員

会
大

学
教

育
セ

ン
タ

ー
人

文
社

会
学

部
山

田
 
昌

久
　

教
授

山
田

　
教

授
・

山
下

　
教

授
4
4

1
3

東
京

都
写

真
美

術
館

　
４

回
　

写
真

と
映

像
の

時
代

を
読

み
解

く
東

京
都

写
真

美
術

館
石

田
 
哲

朗
　

学
芸

員
1
9

9

松
山

市
立

子
規

記
念

館
　

「
人

間
正

岡
子

規
」

の
魅

力
子

規
記

念
博

物
館

西
松

 
陽

介
　

学
芸

員
1
7

3

シ
テ

ィ
・

ポ
ッ

プ
か

ら
考

え
る

　
―

―
都

市
・

音
楽

・
イ

メ
ー

ジ
・

都
立

大
・

大
阪

大
学

・
民

族
学

博
物

館
・

江
口

寿
史

・
音

楽
評

論
家

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

日
高

 
良

祐
　

助
教

楠
見

 
清

　
准

教
授

8
0

5
3

司
馬

遼
太

郎
記

念
館

　
司

馬
遼

太
郎

は
何

を
伝

え
た

か
っ

た
の

か
司

馬
遼

太
郎

記
念

館
上

原
　

洋
行

　
館

長
3
3

1
2

秋 冬

人
数

講
師

所
属

講
座

名
期

 

 （
２

）
講

座
開

講
の

意
義

・
成

果
 

８
回

～
９

回
の

長
期

受
講

シ
リ

ー
ズ

は
高

評
価

で
あ

っ
た

が
、
「

シ
テ

ィ
・

ポ
ッ

プ
か

ら
考

え
る

」
は

東

京
F
M
全

国
3
8
局

ネ
ッ

ト
番

組
で

紹
介

さ
れ

る
な

ど
、
全

国
か

ら
1
0
0
名

以
上

の
申

込
が

あ
り

、
大

学
・
O
U

の
P
R
に

繋
が

っ
た

。
オ

ン
ラ

イ
ン

専
用

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

講
座

は
、

対
面

式
と

は
違

っ
た

訴
求

力
あ

る
コ

ン

テ
ン

ツ
開

発
が

必
須

で
あ

り
、

結
果

と
し

て
新

た
な

受
講

者
層

の
獲

得
に

繋
が

っ
た

。
 

ま
た

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

は
高

校
生

の
受

講
料

を
無

料
と

し
た

た
め

、
全

国
の

高
校

生
が

受
講

し
、

大
学

の
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

に
貢

献
し

た
。

 

 ２
 

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
け

る
高

大
連

携
に

よ
る

高
校

生
向

け
講

座
の

開
設

 

夏
期

講
座

の
「

高
校

生
の

た
め

の
日

本
進

化
学

会
東

京
大

会
プ

レ
講

座
」
の

開
講

に
引

き
続

き
、
秋

期
講

座
か

ら
「

高
校

生
の

た
め

の
大

学
授

業
体

験
シ

リ
ー

ズ
」
を

開
講

し
、
秋

期
・
冬

期
で

計
６

講
座

を
実

施
し

た
。

 

  （
１

）
講

座
の

概
要

 

 
 

都
立

大
で

研
究
・
教

育
に
携

わ
る

教
員

が
、
大

学
で

の
研

究
内

容
や

実
際

の
授

業
の

様
子

を
紹

介
す

る
講

座
を

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
高

校
生

向
け

に
実

施
し

た
。
都

立
大

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
高

大
連

携
室

と
の

共
催

で
あ

り
、
高

大
連

携
室

長
に

よ
る
「

大
学

で
学

ぶ
と

は
ど

う
い

う
こ

と
か

考
え

て
み

よ
う

」
な

ど
今

後

の
進

路
の

参
考

に
な

る
講

座
も

実
施

し
た

。
（

図
表

Ⅰ
-
4
-
2
）
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【
図

表
Ⅰ

-
4
-
2
　

高
校

生
の

た
め

の
大

学
授

業
体

験
シ

リ
ー

ズ
講

座
】

（
単

位
：

人
）

所
属

講
師

人
数

①
ゲ

ー
ム

理
論

入
門

経
済

経
営

学
部

渡
辺

 
隆

裕
　

教
授

1
9

②
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

リ
サ

ー
チ

を
学

ん
で

み
よ

う
経

済
経

営
学

部
中

山
 
厚

徳
　

准
教

授
4
9

③
地

域
学

を
は

じ
め

よ
う

人
文

社
会

学
部

山
下

 
祐

介
　

教
授

1
9
＋

3
0
（

両
国

高
校

）

④
人

口
減

少
時

代
の

都
市

計
画

・
ま

ち
づ

く
り

都
市

環
境

学
部

饗
庭

 
伸

　
教

授
4
1
＋

3
0
（

両
国

高
校

）

⑤
大

学
で

学
ぶ

と
は

ど
う

い
う

こ
と

か
考

え
て

み
よ

う
高

大
連

携
室

河
西

 
奈

保
子

　
教

授
6
8

⑥
対

話
シ

ス
テ

ム
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ロ

ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
学

部
下

川
原

 
絵

里
　

助
教

2
2

講
座

名

  

 （
２

）
講

座
開

講
の

意
義

・
成

果
 

 
 

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
実

施
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、
全

国
の

高
校

生
が

受
講

し
た

。
大

学
授

業
体

験
シ

リ
ー

ズ

の
申

込
者

は
2
7
8
名

で
、
オ

ン
ラ

イ
ン

ス
ペ

シ
ャ

ル
講

座
の

高
校

生
計

で
は

6
5
0
名

と
な

り
、
こ

れ
ら

の
講

座
の

高
校

生
の

受
講

ニ
ー

ズ
は

高
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

「
地

域
学

を
は

じ
め

よ
う

」
及

び
「

人
口

減
少

時
代

の
都

市
計

画
・
ま

ち
づ

く
り

」
に

関
し

て
は

東
京

都

教
育

庁
の

働
き

か
け

も
あ

り
、

探
究

学
習

の
一

環
と

し
て

両
国

高
校

の
生

徒
3
0
名

と
担

当
教

師
が

受
講

し

た
。

受
講

感
想

は
評

価
が

高
く

、
大

学
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

に
貢

献
し

た
。

 

 
 
※

申
込

高
校

 
 

国
公

立
：

約
7
0
高

校
 

 
私

立
：

約
8
0
高

校
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特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
－－

５５
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
に

お
け

る
本

科
志

願
者

確
保

に
向

け
た

取
組

や
最

長
４

年
間

学
び

続
け

ら
れ

る
学

び
の

場
の

充
実

に
向

け
た

取
組

】
中

期
計

画
番

号
1
-
4
0
-
2
 

 
自

己
評

価
S
 

１
 

こ
れ

ま
で

の
経

緯
 

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・
カ

レ
ッ

ジ
は

、
5
0
歳

以
上

の
シ

ニ
ア

を
対

象
に

、「
学

び
」
と
「

新
た

な
交

流
の

場
」
と

し
て

、
令
和

元
（

2
0
1
9
）
年
４

月
に

都
立

大
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
に

本
科

を
開

講
し

た
。
ま

た
、
２

年
目

以

降
も

引
き

続
き

カ
レ

ッ
ジ

で
学

び
続

け
た

い
と

い
う

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
、

本
科

修
了

者
を

対
象

に
「

専
攻

科

（
２

年
目

）
」
を

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

４
月

に
開

講
、
さ

ら
に

、
専

攻
科

修
了

者
を

対
象

に
、
興

味
・
関

心
の

あ
る

分
野

を
自

主
的

に
学

べ
る
「

研
究

生
コ

ー
ス
（

３
～

４
年

目
）
を

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

４
月

に
開

講
し

て
、
最

長
４

年
間

、
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

し
な

が
ら

都
立

大
で

学
び

続
け

ら
れ

る
場

を
提

供
し

て
い

る
。

 

 ２
 

本
科

の
志

願
者

確
保

に
向

け
た

取
組

 

（
１

）
広

報
の

更
な

る
充

実
 

過
去

の
実

績
を

踏
ま

え
、
効

果
の

高
い

広
報

媒
体

を
重

点
的

に
活

用
し

、
独

自
広

報
及

び
包

括
的

広
報

に
よ

り
、

出
願

促
進

を
図

っ
た

。
ま

た
、
こ

れ
だ

け
に

留
ま

ら
ず

、
東

京
2
0
2
0
大

会
期

間
中

は
、
東

京
都

と
連

携
し

、
国

内

外
メ

デ
ィ

ア
に

広
報

し
て

知
名

度
向

上
を

図
っ

た
。

 
＜

主
な

広
報

の
新

規
開

拓
＞

 
－

近
隣

自
治

体
の

市
報

等
へ

新
規

に
掲

載
し

た
。
（

２
自

治
体

）
 

－
東

京
都

関
係

団
体

の
広

報
誌
（

２
万

部
発

行
）
へ

の
新

規
掲

載
を

は
じ

め
、
研

修
会

(約
1
0
0
名

出
席

)に
初

参

加
し

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

の
P
R
を

行
っ

た
。

 

－
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

と
カ

レ
ッ

ジ
案

内
を

一
体

化
し

た
動

画
を

新
規

に
配

信
し

た
。

 
＜

東
京

2
0
2
0
大

会
期

間
中

に
お

け
る

活
動

＞
 

－
「

東
京

都
メ

デ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
・

オ
ン

ラ
イ

ン
講

演
」

の
実

施
（

東
京

都
連

携
事

業
）

 
大

橋
隆

哉
学

長
が
「

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・
カ

レ
ッ

ジ
 生

涯
学

び
続

け
る

こ
と

で
シ

ニ
ア

ラ
イ

フ
を

豊
か

に
」
を

テ
ー

マ
に

、
東

京
都

メ
デ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー
（

東
京

都
設

置
）
に

お
い

て
、
全

て
英

語
で

講
演

し
、

国
内

外
メ

デ
ィ

ア
に

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
し

た
。

 
 （

２
）

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

 

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
、

安
心

し
て

自
宅

で
カ

レ
ッ

ジ
の

授
業

等
を

体
験

で
き

る
よ

う
、

オ
ン

デ
マ

ン
ド

方
式

の
「

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
」
を

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

度
に

引
き

続
き

３
回

開
催

し
た

。
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト
の

総
視

聴
回

数
は

、
2
,
1
0
1
回

と
多

く
の

視
聴

を
得

た
。
（

図
表

Ⅰ
-
5
-
1
）

 

     

【
図

表
Ⅰ

-
5
-
1
　

令
和

４
（

2
0
2
1
）

年
度

入
学

　
本

科
志

願
者

確
保

に
向

け
た

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
】

日
程

種
別

内
容

視
聴

回
数

1
0
月

1
6
日

(
土

)
～

1
0
月

2
9
日

(
金

)
講

演
会

「
世

界
自

然
遺

産
 
小

笠
原

諸
島

の
今

」
　

第
1
部

：
小

笠
原

の
自

然
の

価
値

と
そ

の
保

全
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

東
京

都
立

大
学

　
特

任
教

授
　

可
知

 
直

毅
　

第
2
部

：
小

笠
原

の
社

会
・

経
済

を
支

え
る

観
光

業
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

東
京

都
立

大
学

　
特

任
教

授
　

菊
地

 
俊

夫

7
5
7
回

1
0
月

3
0
日

(
土

)
～

1
1
月

1
2
日

(
金

)
模

擬
授

業
①

「
家

康
は

な
ぜ

江
戸

を
選

ん
だ

か
」

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
東

京
都

立
大

学
　

特
任

教
授

　
東

 
秀

紀
「

我
が

国
の

世
界

文
化

遺
産

の
現

状
と

課
題

」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

東
京

都
立

大
学

　
特

任
教

授
　

山
田

 
幸

正

8
8
6
回

1
1
月

1
3
日

(
土

)
～

1
1
月

2
6
日

(
金

)
模

擬
授

業
②

「
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

の
コ

ア
ラ

の
森

を
守

る
－

森
の

保
全

と
適

正
利

用
か

ら
考

え
る

－
」

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
東

京
都

立
大

学
　

特
任

教
授

　
菊

地
 
俊

夫
「

社
会

学
か

ら
み

た
都

市
の

貧
困

問
題

」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

東
京

都
立

大
学

　
特

任
准

教
授

　
仁

井
田

 
典

子

4
5
8
回

2
,
1
0
1
回

※
い

ず
れ

も
事

前
申

込
制

合
計

 
 （

３
）

選
考

状
況

（
本

科
）

 

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年

度
入

学
の

本
科

志
願

者
数

は
、
募

集
人

員
5
0
名

を
大

き
く

上
回

る
2
0
5
名
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

比
2
6
名

増
）

を
確

保
し

た
。
（

図
表

Ⅰ
-
5
-
2
）

 

【
図

表
Ⅰ

-
5
-
2
　

本
科

選
考

状
況

】

入
学

年
度

募
集

人
員

志
願

者
数

志
願

倍
率

第
一

次
選

考
合

格
者

数

第
二

次
選

考
合

格
者

数
（

最
終

合
格

者
）

実
質

倍
率

［
参

考
］

入
学

手
続

者
数

（
A
)

（
B
)

（
C
=
B
/
A
)

（
D
)

（
E
)

（
F
=
B
/
E
)

令
和

４
(
2
0
2
2
)

5
0
名

程
度

2
0
5
名

4
.
1

1
2
1
名

5
4
名

3
.
8

5
1
名

令
和

３
(
2
0
2
1
)

5
0
名

程
度

1
7
9
名

3
.
6

1
1
2
名

5
2
名

3
.
4

5
0
名

令
和

２
(
2
0
2
0
)

5
0
名

程
度

1
5
6
名

3
.
1

9
6
名

5
3
名

2
.
9

4
9
名

令
和

元
(
2
0
1
9
)

5
0
名

程
度

3
2
9
名

6
.
6

1
1
3
名

5
3
名

6
.
2

5
3
名

 

 ３
 

最
長

４
年

間
学

び
続

け
ら

れ
る

学
び

の
場

の
充

実
に

向
け

た
取

組
 

（
１

）
本

科
・

専
攻

科
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
拡

充
と

着
実

な
実

施
 

「
首

都
・

東
京
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

学
ぶ

」
を

テ
ー

マ
に

、
幅

広
い

独
自

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

着
実

に
提

供
し

た
。

授
業

等
は

、
感

染
防

止
対

策
を

万
全

に
し

た
上

で
、

原
則

対
面

授
業

と
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

等
に

応
じ

て
、
オ

ン
ラ

イ
ン

同
時

配
信
（

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

型
）
等

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
は

、
受

入
先

と
調

整
の

上
、

受
講

生
の

安
全

・
安

心
に

配
慮

し
つ

つ
、

当
初

計
画

の
８

割
程

度
の

実
施

を
確

保
し

た
。
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さ
ら

に
、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
か

ら
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

か
け

て
、
更

に
多

彩
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
提

供
で

き
る

よ
う

、
科

目
の

新
設

・
拡

充
を

行
っ

た
。

 

＜
新

規
・

拡
充

科
目

＞
 

－
［

実
験
・
実

習
科

目
］
カ

レ
ッ

ジ
初

の
実

験
・
実

習
科

目
を

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年
度

に
１

科
目

新
設

す
る

と
と

も
に

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
も

１
科

目
新

規
開

講
予

定
【

新
規

】
 

－
［

防
災

分
野

科
目

］
令

和
３
（
2
0
2
1
）
年

度
は

、
防

災
分

野
の

半
期

科
目

に
加

え
、
夏

季
集

中
講

座
に

も
新

規

開
講

【
拡

充
】

 

－
［

そ
の

他
］

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
、

人
類

史
や

経
営

学
等

、
５

科
目

を
新

規
開

講
予

定
【

新
規

】
 

 （
２

）
研

究
生

コ
ー

ス
の

在
籍

期
間

の
見

直
し

 

研
究

生
コ

ー
ス

の
在

籍
期

間
は

、
開

講
当

初
は

、
出

願
時

選
択

制
（

１
年

又
は

２
年

）
で

あ
っ

た
が

、
研

究
進

展

の
変

化
等

に
対

応
で

き
な

い
制

度
設

計
で

あ
っ

た
た

め
、

年
度

更
新

制
（

最
長

２
年

）
へ

と
制

度
変

更
し

た
。

 
こ

の
結

果
、

研
究

の
進

捗
状

況
等

で
、

年
度

更
新

や
修

了
等

、
柔

軟
に

選
択

・
対

応
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ

た
。

 
 （

３
）

選
考

状
況

（
専

攻
科

・
研

究
生

コ
ー

ス
）

 

コ
ロ

ナ
禍

に
応

じ
た

授
業

等
運

営
を

行
っ

た
結

果
、
専

攻
科

志
願

者
数
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年

度
入

学
）
は

、
募

集
人

員
3
0
名

を
超

え
る

3
4
名

を
確

保
し

た
。（

図
表

Ⅰ
-
5
-
3
）
ま

た
、
研

究
生

コ
ー

ス
志

願
者

数
（

令
和

４
（

2
0
2
2）

年
度

入
学

）
に

つ
い

て
も

、
募

集
人

員
1
5
名

を
超

え
る

2
4
名

を
確

保
し

た
。
（

図
表

Ⅰ
-
5
-
4
）

 

【
図

表
Ⅰ

-
5
-
3
　

専
攻

科
選

考
状

況
】

入
学

年
度

募
集

人
員

志
願

者
数

志
願

倍
率

合
格

者
数

実
質

倍
率

［
参

考
］

入
学

手
続

者
数

（
A
）

（
B
）

（
C
=
B
/
A
）

（
D
）

（
E
=
B
/
D
）

令
和

４
(
2
0
2
2
)

3
0
名

程
度

3
4
名

1
.
1

3
1
名

1
.
1

3
1
名

令
和

３
(
2
0
2
1
)

3
0
名

程
度

3
4
名

1
.
1

3
4
名

1
.
0

3
4
名

令
和

2
(
2
0
2
0
)

3
0
名

程
度

3
6
名

1
.
2

3
6
名

1
.
0

3
6
名

 

   

【
図

表
Ⅰ

-
5
-
4
　

研
究

生
コ

ー
ス

選
考

状
況

】

入
学

年
度

募
集

人
員

志
願

者
数

志
願

倍
率

合
格

者
数

実
質

倍
率

［
参

考
］

入
学

手
続

者
数

（
A
）

（
B
）

(
C
=
B
/
A
)

（
D
）

(
E
=
B
/
D
)

令
和

4
(
2
0
2
2
)

1
5
名

程
度

2
4
名

1
.
6

1
5
名

1
.
6

1
5
名

令
和

3
(
2
0
2
1
)

1
5
名

程
度

1
6
名

1
.
1

1
4
名

1
.
1

1
4
名

 

 ４
 

生
涯

学
習

推
進

セ
ン

タ
ー

の
知

名
度

向
上

に
向

け
た

取
組

 

東
京

都
立

大
学

生
涯

学
習

推
進

セ
ン

タ
ー

の
中

心
事

業
で

あ
る
「

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
」

と
「

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

」
に

つ
い

て
、

受
講

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
学

び
方

が
比

較
で

き
る

統
合

版
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

東
京

都
庁

へ
の

配
架

を
は

じ

め
、

大
学

W
e
b
サ

イ
ト

、
東

京
都

関
係

団
体

の
広

報
誌

（
２

万
部

発
行

）
等

、
幅

広
い

広
報

を
行

っ
た

。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
－－

６６
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

そ
の

他
、

法
人

及
び

各
大

学
・

高
専

と
し

て
積

極
的

に
実

施
し

た
取

組
 

【
各

部
局

が
積

極
的

に
実

施
し

た
取

組
】

 

１
 

人
文

社
会

学
部

・
人

文
科

学
研

究
科

 

（
１

）
「

考
え

る
力

」
と

「
表

現
す

る
力

」
を

養
成

す
る

た
め

の
学

部
共

通
科

目
の

拡
充

 

○
 

「
考

え
る

力
」
「

表
現

す
る

力
」

を
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
に

開
発

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
人

文
学

科
で

は
、

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・
シ

ン
キ

ン
グ

能
力

養
成

の
た

め
の

「
言

語
・

思
考

・
行

為
」
、

人
間

社
会

学
科

で

は
、
実

験
・
統

計
・
社

会
調

査
等

の
方

法
論

を
扱

う
「

人
間

社
会

学
科

の
研

究
方

法
」
と

い
う

２
科

目
を

設
置

し
て

お
り

、
学

生
の

反
響

等
を

も
と

に
、

さ
ら

な
る

内
容

の
改

善
を

行
っ

た
。

 

○
 

「
言

語
能

力
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

つ
い

て
は

、
テ

キ
ス

ト
の

解
釈

（
読

む
）
・

構
成

（
書

く
）

能
力

に
加

え
、

現
実

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

場
面

で
の

受
信

（
聞

く
）
・

発
信

（
話

す
）

能
力

、
特

に
、

一

定
の

テ
ー

マ
設

定
の

も
と

で
の

討
論

（
a
r
g
u
m
e
n
t
a
t
i
o
n
）

の
能

力
の

効
果

的
・

持
続

的
な

開
発

の
た

め

の
実

際
の

枠
組

み
設

定
に

着
手

し
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

状
況

の
変

化
も

考
慮

し
つ

つ
内

容
自

体
の

再

検
討

及
び

立
て

直
し

を
行

っ
た

。
 

○
 

学
生

お
よ

び
教

職
員

を
対

象
に

F
D
講

演
会

「
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
人

材
育

成
と

キ
ャ

リ
ア

支
援

－
グ

ロ
ー

バ
ル

と
グ

ロ
ー

カ
ル

の
視

点
か

ら
－

」
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

を
開

催
し

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
人

材
育

成
と

キ
ャ

リ
ア

支
援

に
つ

い
て

考
え

る
場

を
提

供
し

た
。

 

 （
２

）
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

テ
ィ

研
究

教
育

の
拠

点
と

し
て

の
社

会
へ

の
還

元
・

普
及

の
取

組
 

○
 

ヒ
ュ

ー
マ

ニ
テ

ィ
教

育
の

拠
点

と
し

て
、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
は

、
O
U
の

講
座
（

介
護

の
専

門
日

本

語
教

育
）
、

海
外

の
大

学
と

の
交

換
授

業
（

日
本

語
教

育
実

習
）

等
も

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
、

ネ
ッ

ト

上
で

の
授

業
外

の
活

動
に

よ
り

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
大

学
の

知
を

拡
大

す
る

仕
組

み
を

構
築

で
き

た
。

 

○
 

ま
た

、「
子

ど
も

若
者
・
貧

困
研

究
セ

ン
タ

ー
」
や
「

言
語

の
脳

遺
伝

学
研

究
リ

サ
ー

チ
コ

ア
」
で

は
、

学
内

外
と

連
携

し
た

組
織

的
研

究
活

動
を

進
め

た
。

 

○
 

永
井

撤
名

誉
教

授
（

2
0
2
0
年

3
月

定
年

退
職

）
講

演
会

「
心

理
臨

床
に

お
け

る
支

援
者

の
当

事
者

研

究
に

つ
い

て
」
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

を
開

催
し

た
。

 

 （
３

）
大

学
院

生
の

研
究

活
動

支
援

の
一

層
の

拡
充

 

○
 

高
度

な
専

門
的

教
養

を
備

え
た

人
材

の
育

成
、

次
世

代
の

研
究

者
育

成
等

を
視

野
に

収
め

た
大

学
院

教
育

を
積

極
的

に
展

開
し

た
。

 

○
 

大
学

院
生

全
般

の
研

究
活

動
の

支
援

と
し

て
、

旅
費

支
援

、
論

文
要

旨
の

英
訳

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

院
生

の
研

究
に

資
す

る
た

め
の

図
書

機
材

、
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
等

の
有

効
活

用
を

推
進

し
た

。
 

 （
４

）
増

加
す

る
留

学
生

に
対

応
す

る
た

め
の

諸
施

策
の

実
施

 

○
 

中
国

か
ら

の
出

願
に

か
か

る
大

学
の

成
績

証
明

と
卒

業
証

明
に

つ
い

て
は

、
偽

造
の

問
題

の
可

能
性

へ
の

対
応

の
た

め
、
国

家
教

育
部

直
属

の
C
H
S
I（

中
国

高
等

教
育

信
息

網
）
認

証
を

利
用

し
て

い
る

。
従

来
、
各

書
類

の
正

当
性

が
確

認
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、
対

面
面

接
で

日
本

語
力

や
基

礎
知

識
を

確
認

し
て

い
た

が
、

研
究

生
入

試
に

お
い

て
は

、
こ

の
C
H
S
I
の

提
出

を
必

須
と

す
る

こ
と

で
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ

る
面

接
の

可
能

性
に

つ
い

て
検

討
を

始
め

た
。
な

お
、
日

本
語

教
育

学
教

室
で

は
研

究
生

の
オ

ン
ラ

イ
ン

入
試

を
実

施
し

、
そ

れ
に

よ
り

海
外

の
志

願
者

が
受

験
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

２
 

法
学

部
・

法
学

政
治

学
研

究
科

 

（
１

）
「

法
曹

コ
ー

ス
」

の
効

果
的

な
運

用
の

検
討

 

○
 

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
は

、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
に

開
設

さ
れ

た
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム
（

法
曹

コ

ー
ス

）
に

関
し

て
、
初

の
早

期
卒

業
生

が
出

る
年

度
で

も
あ

り
、
よ

り
効

果
的

な
学

修
効

果
を

得
る

た
め

の
運

用
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

し
た

。
 

○
 

ま
た

、
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

所
属

学
生

の
成

績
評

価
の

分
析

に
基

づ
く

検
討

を
中

心
に

、
同

プ
ロ

グ

ラ
ム

の
着

実
な

履
行

を
視

野
に

入
れ

た
評

価
を

行
っ

た
。
一

方
で

、
コ

ロ
ナ

禍
で

教
員

と
学

生
、
学

生
相

互
の

対
面

で
の

交
流

が
困

難
で

あ
っ

た
た

め
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
担

当
教

員
が

学
生

の
成

績
だ

け
で

は
読

み

取
れ

な
い

学
修

状
況

を
十

分
に

把
握

で
き

ず
、

学
修

効
果

の
測

定
が

困
難

で
も

あ
っ

た
。

 

○
 

コ
ロ

ナ
禍

で
所

属
学

生
同

士
の

交
流

が
欠

如
し

て
い

る
た

め
、

学
修

に
向

け
た

動
機

付
け

が
十

分
に

行
わ

れ
て

い
な

い
可

能
性

や
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

事
務

的
に

支
援

す
る

体
制

が
不

十
分

で
あ

る
と

い
う

懸

念
事

項
・

問
題

点
も

見
つ

か
っ

た
。

 

 （
２

）
法

学
政

治
学

研
究

科
法

学
政

治
学

専
攻

の
定

員
充

足
率

の
適

正
化

 

○
 

博
士

後
期

課
程

の
秋

季
入

学
制

度
の

導
入

等
、

定
員

充
足

率
の

適
正

化
に

向
け

た
従

前
か

ら
の

取
組

の
継

続
に

加
え

、
着

実
な

履
行

を
推

進
し

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
で

入
学

を
希

望
す

る
留

学
生

が
入

国
で

き
な

い
状

況
が

続
い

て
い

る
。

 

○
 

大
学

院
説

明
会

の
実

施
に

あ
た

り
、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

実
施

に
お

い
て

、
専

攻
の

魅
力

を
発

信
す

る
た

め
の

効
果

的
な

取
組

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
 

 （
３

）
法

学
政

治
学

研
究

科
法

曹
養

成
専

攻
の

「
ギ

ャ
ッ

プ
タ

ー
ム

解
消

措
置

」
へ

の
対

応
の

検
討

 

○
 

法
科

大
学

院
在

学
中

に
司

法
試

験
の

受
験

資
格

を
認

め
る
「

ギ
ャ

ッ
プ

タ
ー

ム
解

消
措

置
」
の

導
入

に

よ
る

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
正

等
を

伴
う

改
革

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
、

必
要

な
検

討
を

行
っ

た
。

 

○
 

従
来

、
３

年
次

に
置

か
れ

て
い

た
必

修
科

目
が

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
正

に
伴

い
２

年
次

に
移

行
と

な

る
こ

と
で

、
履

修
者

の
消

化
不

良
の

要
因

と
な

る
の

で
は

な
い

か
等

の
指

摘
に

対
し

て
も

、
検

討
を

行
っ

た
。
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３
 

経
済

経
営

学
部

・
経

営
学

研
究

科
 

（
１

）
研

究
力

の
向

上
 

○
 

科
研

費
申

請
率

1
0
0
％

を
目

指
す

た
め

、
ま

た
若

手
研

究
者

の
研

究
支

援
の

た
め

の
予

算
の

確
保

、
申

請
書

の
書

き
方

に
つ

い
て

の
ノ

ウ
ハ

ウ
の

共
有

を
図

る
た

め
に

、
経

済
経

営
学

部
の

傾
斜

的
研

究
費

に
、

科
研

費
に

申
請

し
た

が
不

採
用

と
な

っ
た

教
員

に
申

請
資

格
が

あ
る

研
究

支
援

に
6
0
万

円
を

、
若

手
奨

励
経

費
9
0
万

円
（

研
究

発
表

関
連

費
3
0
万

円
、

研
究

資
料

購
入

費
6
0
万

円
）

を
設

定
し

た
。

 

 （
２

）
グ

ロ
ー

バ
ル

化
へ

の
対

応
 

○
 

学
部

生
の

海
外

留
学

を
積

極
的

に
支

援
す

る
と

と
も

に
、

英
語

に
よ

る
授

業
の

増
加

を
図

っ
た

。
 

○
 

海
外

大
学

の
教

員
に

よ
る

授
業

の
開

講
は

、
コ

ロ
ナ

禍
を

き
っ

か
け

に
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

で
開

講
が

可
能

と
な

り
、
実

際
に

、
英

語
で

行
う

授
業
「

経
済

経
営

特
別

講
義

」
に

、
海

外
大

学
に

在
籍

す
る

教
員

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

講
義

を
導

入
し

た
。
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
開

講
の

８
科

目
の

う
ち

３
科

目
は

、
海

外
大

学
の

教
員

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

を
実

施
し

た
。

 

 （
３

）
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
く

学
修

成
果

の
把

握
と

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

実
現

 

○
 

経
済

経
営

学
部

で
定

め
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト
・
ポ

リ
シ

ー
に

は
、
こ

れ
ま

で
継

続
的

に
開

発
を

続
け

て
き

た
評

価
シ

ス
テ

ム
M
a
h
a
r
a
の

利
用

が
全

面
的

に
打

ち
出

さ
れ

て
お

り
、

学
生

一
人

ひ
と

り
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

等
、

他
に

は
な

い
特

徴
が

見
い

だ
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
M
a
h
a
r
a
を

軸
に

、
具

体
的

な
評

価
シ

ス
テ

ム
の

更
な

る
開

発
を

進
め

た
。

 

○
 

そ
の

取
組

と
し

て
、
一

部
の

学
生

に
、
委

託
業

者
に

よ
る

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

ス
キ

ル
測

定
テ

ス
ト

を
受

験

さ
せ

、
そ

の
ス

コ
ア

と
教

員
に

よ
る

専
門

科
目

の
成

績
や

評
価

と
の

関
連

を
調

べ
た

。
 

 （
４

）
科

目
等

履
修

生
制

度
の

活
用

に
よ

る
志

願
者

増
加

の
た

め
の

広
報

と
修

了
生

の
生

涯
学

習
 

○
 

博
士

前
期

課
程

の
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
プ

ロ
グ

ラ
ム

及
び

M
B
A

の
公

共
経

営
に

限
ら

れ
て

い
た

科
目

等
履

修
生

制
度

に
つ

い
て

、
経

営
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
経

済
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

も
拡

大
し

た
。

 

○
 

経
営

学
研

究
科

の
志

願
者

の
確

保
と

、
修

了
生

の
都

立
大

へ
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
の

向
上

を
目

標
と

し
、

広
報

活
動

に
つ

い
て

検
討

を
始

め
た

。
 

 （
５

）
潜

在
的

な
進

学
希

望
者

に
対

す
る

大
学

院
広

報
の

強
化

 

○
 

研
究

科
公

式
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ

ー
ジ

や
入

試
広

報
特

設
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

有
効

に
活

用
し

、
各

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

魅
力

を
伝

え
る

コ
ン

テ
ン

ツ
を

引
き

続
き

拡
充

し
た

。
 

○
 

ま
た

、
入

試
説

明
会

や
公

開
セ

ミ
ナ

ー
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
F
a
c
e
b
o
o
k
等

の
S
N
S
を

活
用

し
た

広
報

に
も

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
。

 

○
 

大
学

院
の

９
月

入
試

の
説

明
会

の
際

に
は

、
F
a
c
e
b
o
o
k
広

告
と

入
試

特
設

サ
イ

ト
の

連
動

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

途
中

で
受

付
を

打
ち

切
る

ほ
ど

の
申

込
み

が
あ

っ
た

。
 

４
 

理
学

部
・

理
学

研
究

科
 

（
１

）
新

た
な

時
代

に
向

け
た

理
数

基
礎

教
育

の
充

実
 

○
 

S
T
E
M
教

育
の

S
c
i
e
n
c
e
及

び
M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
s
へ

の
充

実
の

た
め

、
頻

度
の

高
い

質
問

事
項

に
つ

い
て

、

講
義

や
演

習
で

工
夫

を
図

る
と

と
も

に
、
高

等
学

校
の

新
指

導
要

領
へ

の
対

応
を

検
討

し
、
新

指
導

要
領

へ
の

対
応

を
考

慮
し

た
高

大
連

携
へ

の
取

組
も

充
実

さ
せ

た
。

 

○
 

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
の

経
験

を
活

か
し

た
対

面
授

業
を

行
う

な
か

で
、

理
数

基
礎

教
育

の
充

実
を

目
指

し
た

。
 

 （
２

）
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

向
け

た
取

組
へ

の
検

討
 

○
 

博
士

前
期
・
後

期
課

程
で

は
、
３

専
攻

で
英

語
化

推
進

事
業

の
取

組
が

開
始

し
、
履

修
案

内
、
シ

ラ
バ

ス
の

英
語

版
を

準
備

し
た

。
ま

た
、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
利

用
し

、
７

件
の

英
語

に
よ

る
集

中
講

義
（

こ
の

う

ち
２

件
は

英
語

化
推

進
事

業
に

よ
る

も
の

）
を

開
講

し
た

。
物

理
学

専
攻

で
は

、
一

部
の

大
学

院
授

業
を

英
語

で
実

施
し

、
ま

た
、

海
外

在
住

講
師

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

英
語

力
向

上
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
 

○
 

外
国

語
に

拒
否

感
の

強
い

学
生

も
考

慮
し

、
E
n
g
l
i
s
h
 
F
r
i
e
n
d
l
y
と

も
言

う
べ

き
、

授
業

の
５

割
程

度
を

英
語

で
行

う
講

義
の

開
設

を
検

討
し

た
。

 

 （
３

）
分

野
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
取

組
 

○
 

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
の

新
規

履
修

者
は

、「
超

伝
導

理
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
が

５
人

、「
生

体
理

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
が

１
人

で
あ

っ
た

。
な

お
、
よ

り
充

実
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
す

る
こ

と
を

検
討

し
、
理

学

と
工

学
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

た
展

開
を

目
指

す
た

め
、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
授

業
の

実
施

等
、
マ

ル
チ

キ
ャ

ン
パ

ス
問

題
の

解
決

に
も

取
り

組
ん

だ
。

 

 （
４

）
世

界
を

牽
引

す
る

優
れ

た
、

又
は

独
自

性
の

高
い

オ
ン

リ
ー

ワ
ン

の
基

礎
研

究
の

推
進

 

○
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
世

界
的

流
行

が
継

続
し

、
国

際
的

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
・
学

会
・
研

究
会
・

講
演

会
な

ど
、
キ

ャ
ン

パ
ス

内
で

の
開

催
が

困
難

で
あ

っ
た

。
ま

た
、
同

じ
理

由
で

、
学

外
・
国

外
に

出

向
く

こ
と

も
難

し
く

、
対

面
に

よ
る

情
報

交
換

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
支

障
が

続
い

た
。
そ

の
一

方

で
、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
使

用
し

た
取

り
組

み
が

よ
り

活
発

に
行

わ
れ

、
遠

く
離

れ
た

研
究

者
ら

と
の

接
触

が

よ
り

容
易

に
な

っ
た

と
い

う
メ

リ
ッ

ト
も

生
ま

れ
た

。
オ

ン
ラ

イ
ン

通
信

は
、
本

テ
ー

マ
を

推
進

す
る

上

で
の

新
た

な
ツ

ー
ル

と
し

て
、

今
後

も
適

切
に

活
用

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
と

見
込

ま
れ

る
。

 

○
 
「

宇
宙

理
工

学
研

究
セ

ン
タ

ー
」
で

は
、「

ひ
と

み
」
衛

星
の

代
替

機
で

あ
る

X
線

分
光

撮
像

衛
星

X
R
I
S
M

の
 
R
e
s
o
l
v
e
 
検

出
器

の
フ

ラ
イ

ト
モ

デ
ル

を
用

い
て

、
衛

星
搭

載
前

の
検

出
器

レ
ベ

ル
で

の
機

能
・

性

能
試

験
、

お
よ

び
地

上
較

正
試

験
を

実
施

し
た

。
 

○
 
「

超
伝

導
理

工
学

研
究

セ
ン

タ
ー

」
で

は
、
B
i
S
2
系

層
状

化
合

物
系

の
超

伝
導

物
性

研
究

を
進

め
る

と

と
も

に
、

遷
移

金
属

ダ
イ

カ
ル

コ
ゲ

ン
ナ

ノ
チ

ュ
ー

ブ
や

異
方

極
性

を
示

す
層

状
物

質
な

ど
層

状
ナ

ノ

構
造

に
着

眼
し

た
熱

電
物

性
研

究
を

、
研

究
室

横
断

的
に

研
究

推
進

を
行

っ
た

。
 

○
 
「

生
命

情
報

研
究

セ
ン

タ
ー

」
で

は
、
シ

ョ
ウ

ジ
ョ

ウ
バ

エ
の

低
温

適
応

、
性

染
色

体
進

化
、
生

殖
器

形
態

進
化

に
関

す
る

ゲ
ノ

ム
、
ト

ラ
ン

ス
ク

リ
プ

ト
ー

ム
の

解
析

、
お

よ
び

分
子

進
化

遺
伝

学
解

析
ソ

フ

ト
ウ

エ
ア

の
開

発
を

継
続

的
に

行
っ

た
。

 

○
 

理
学

研
究

科
が

中
心

と
な

り
進

め
て

い
る

小
笠

原
研

究
に

お
い

て
も

、
小

笠
原

の
侵

略
的

外
来

植
物

の
土

壌
の

化
学

特
性

に
対

す
る

成
長

反
応

を
実

験
的

に
明

ら
か

に
し

た
。
ま

た
、
小

笠
原

で
国

や
都

が
実

施
し

て
い

る
外

来
種

対
策

事
業

に
関

連
し

た
調

査
を

行
い

、
科

学
的

な
情

報
提

供
と

助
言

を
行

っ
た

。
 

 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置
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５
 

都
市

環
境

学
部

・
都

市
環

境
科

学
研

究
科

 

（
１

）
授

業
改

革
の

持
続

的
推

進
に

よ
る

学
生

の
考

え
る

力
と

授
業

理
解

度
の

向
上

 

 
○

 
大

都
市

の
課

題
を

創
造

的
に

解
決

し
て

い
く

た
め

の
思

考
力

を
養

う
演

習
型

の
授

業
と

し
て

、
国

際
的

な
視

点
か

ら
大

都
市

の
課

題
や

そ
の

解
決

方
法

を
考

察
す

る
「

東
京

ス
タ

デ
ィ

ー
ツ

ア
ー

」
及

び
「

グ
ロ

ー
バ

ル
都

市
地

域
演

習
」
、

理
論

と
実

践
・

実
務

を
関

連
づ

け
る

体
験

型
の

授
業

と
し

て
、

東
京

都
庁

や

都
内

区
市

町
村

の
現

場
で

学
生

が
実

習
を

行
う

「
公

的
部

門
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」

を
新

規
開

講
し

た
。
 

 
○

 
環

境
応

用
化

学
科

で
は

、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
か

ら
開

始
さ

れ
た

教
育

改
革

推
進

事
業
「

学
修

到
達

度
の

把
握

と
相

互
共

有
の

た
め

の
学

修
成

果
可

視
化

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」
に

基
づ

き
、
学

部
専

門
科

目
に

つ
い

て
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
表

に
よ

る
自

己
評

価
を

行
っ

た
。

 

 （
２

）
英

語
に

よ
る

授
業

の
整

備
と

履
修

制
度

の
検

討
 

 
○

 
各

学
科
・
学

域
に

お
い

て
受

講
者

の
状

況
に

応
じ

学
部
・
大

学
院

の
複

数
科

目
で

英
語

に
よ

る
授

業
や

英
語

論
文

の
作

成
支

援
等

を
実

施
し

た
。
ま

た
、
複

数
の

学
域

で
、
博

士
前

期
課

程
を

英
語

だ
け

で
修

了

す
る

た
め

の
履

修
モ

デ
ル

の
作

成
等

、
英

語
化

を
進

め
た

こ
と

で
、
英

語
の

み
使

用
す

る
留

学
生

が
博

士

前
期

課
程

を
修

了
し

た
。

 

 （
３

）
海

外
の

大
学

と
の

交
流

に
よ

る
教

育
・

研
究

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
 

 
○

 
ロ

シ
ア

の
ト

ム
ス

ク
大

学
を

中
心

と
す

る
ロ

シ
ア

の
研

究
者

と
地

理
環

境
学

域
の

研
究

者
が

共
同

で
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

学
振

二
国

間
交

流
事

業
オ

ー
プ

ン
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
共

同
研

究
に

申
請

し
た

。
 

 
○

 
国

際
化

推
進

経
費

を
活

用
し

て
台

湾
の

大
学

と
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
、
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
講

義
教

育
を

展
開

し
た

。
 

 （
４

）
学

術
の

相
互

乗
り

入
れ

に
よ

る
一

層
の

研
究

推
進

と
東

京
都

・
都

内
区

市
町

村
等

へ
の

貢
献

 

 
○

 
先

端
的
・
学

際
的

研
究

、
特

色
の

あ
る

研
究

を
推

進
さ

せ
る

た
め

、「
水

道
シ

ス
テ

ム
研

究
セ

ン
タ

ー
」

で
は

、
東

京
都

水
道

局
と

連
携

し
て

次
世

代
型

水
道

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

調
査

研
究

を
推

進
し

た
。

 

 
○

 
ま

た
、
産

学
官

が
連

携
し

て
多

摩
地

域
の

地
域

活
性

化
を

目
的

と
し

た
「

多
摩

の
学

生
ま

ち
づ

く
り
・

も
の

づ
く

り
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
2
0
2
1
」
で

の
優

秀
賞

等
の

受
賞

や
、
公

共
団

体
職

員
向

け
の

ま
ち

づ
く

り
に

関
す

る
研

修
、
市

民
向

け
の

ま
ち

づ
く

り
に

関
す

る
講

演
等

、
都

内
を

は
じ

め
と

し
た

地
域

へ
の

研

究
成

果
の

還
元

に
貢

献
し

た
。

 

 （
５

）
大

学
院

博
士

後
期

課
程

の
充

実
 

 
○

 
卓

越
大

学
院

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

採
択

さ
れ

た
「

パ
ワ

ー
・
エ

ネ
ル

ギ
ー
・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

お
い

て
、

大
学

院
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
形

成
し

、
博

士
人

材
の

育
成

を
進

め
た

。
 

 
○

 
他

の
研

究
機

関
等

に
対

す
る

社
会

人
博

士
の

積
極

的
な

勧
誘

や
社

会
貢

献
活

動
を

通
じ

た
研

究
能

力

の
認

知
向

上
に

よ
り

、
引

き
続

き
社

会
人

博
士

後
期

課
程

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
 

６
 

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

・
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

 

（
１

）
I
C
T
と

T
A
を

活
用

し
た

教
育

の
内

部
質

保
証

の
充

実
 

 
○

 
部

局
の

強
み

で
あ

る
I
C
T
と

大
学

院
生

に
よ

る
T
A
を

積
極

的
に

学
部

・
大

学
院

教
育

に
取

り
入

れ
た

教
育

改
革

を
推

進
し

た
。

 

○
 

I
C
T
に

よ
る

教
育

環
境

整
備

と
し

て
、
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

用
機

材
設

置
に

よ
り

、
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

２

号
館

で
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ト
授

業
が

可
能

と
な

っ
た

。
ま

た
、

ロ
ー

カ
ル

5
G
を

活
用

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業

の
安

定
し

た
配

信
が

可
能

と
な

っ
た

。
 

 
○

 
教

育
改

革
推

進
事

業
で

は
、

特
別

講
義

を
通

し
て

T
A
自

身
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

技
術

向
上

を
目

指
し

た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
 

 
○

 
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
来

日
で

き
て

い
な

い
留

学
生

に
対

し
て

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
を

行
う

と
と

も
に

、
I
C
T
の

活
用

に
よ

り
海

外
研

究
者

と
の

交
流

を
促

進
す

る
た

め
、
海

外
か

ら
の

オ
ン

ラ
イ

ン
参

加

も
得

て
、

講
義

や
グ

ル
ー

プ
討

議
を

行
う

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
た

。
 

 （
２

）
分

野
横

断
の

教
育

研
究

 

 
○

 
学

部
／

研
究

科
の

特
長

を
明

確
に

す
る

た
め

に
、
S
T
E
A
M
教

育
を

推
進

し
、
学

域
横

断
の

S
T
E
A
M
相

談

室
を

開
設

し
た

。
 

 
○

 
分

野
横

断
の

教
育

研
究

活
動

の
推

進
と

外
部

資
金

獲
得

の
た

め
、
部

局
傾

斜
的

研
究

費
を

柔
軟

に
配

分

す
る

枠
組

み
を

適
用

し
た

。
ま

た
、
分

野
を

横
断

し
た

教
育

研
究

機
器

の
共

用
の

取
組

を
推

進
す

る
た

め
、

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー

へ
導

入
す

べ
き

設
備

の
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
等

の
準

備
を

完
了

し
た

。
 

 
○

 
ロ

ー
カ

ル
5
G
設

備
及

び
電

波
暗

室
を

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
に

設
置

し
、

７
件

の
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

た
。

 

 （
３

）
部

局
の

魅
力

や
将

来
像

の
積

極
的

発
信

に
よ

る
効

果
的

な
広

報
活

動
の

展
開

 

 
○

 
部

局
W
e
b
ペ

ー
ジ

の
レ

ス
ポ

ン
シ

ブ
対

応
の

準
備

を
進

め
、

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

を
向

上
さ

せ
た

。
 

 
○

 
大

学
説

明
会

及
び

S
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
ラ

イ
ブ

配
信

・
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
の

２

通
り

で
実

施
し

た
。
S
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
は

、
ロ

ー
カ

ル
5
G
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
多

彩
な

取
組

事
例

を
発

信
し

、
好

評
を

得
た

。
 

 
○

 
学

部
案

内
等

を
電

子
版

で
も

作
成

し
、
W
e
b
ペ

ー
ジ

に
リ

ン
ク

を
設

け
る

こ
と

で
閲

覧
者

に
よ

る
冊

子

入
手

を
容

易
に

し
た

。
 

 （
４

）
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

新
棟

完
成

に
向

け
た

キ
ャ

ン
パ

ス
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
 

 
○

 
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
か

ら
の

移
転

を
ス

ム
ー

ズ
に

行
う

た
め

、
キ

ャ
ン

パ
ス

移
転

後
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

整
備

の
検

討
に

着
手

し
た

。
 

 
○

 
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

シ
ス

テ
ム

や
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
バ

ー
等

の
I
C
T

の
活

用
に

よ
り

、
教

授
会

や
学

科
会

議
、

各
委

員
会

の
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進

し
た

。
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７
 

健
康

福
祉

学
部

・
人

間
健

康
科

学
研

究
科

 

（
１

）
安

全
・

安
心

か
つ

効
率

的
で

効
果

的
な

学
び

の
構

築
 

 
○

 
コ

ロ
ナ

禍
後

を
見

据
え

た
安

全
・
安

心
か

つ
効

率
的

で
効

果
的

な
教

育
研

究
体

制
を

再
検

討
・
再

構
築

す
る

た
め

、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

教
育

研
究

の
支

障
・
対

応
の

精
査

を
行

い
、
今

後
の

教
育

研
究

の
か

た
ち

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
し

た
。

 

 
○

 
I
T

等
を

積
極

的
に

活
用

し
て

効
率

化
を

図
り

、
各

学
科

が
柔

軟
に

対
応

可
能

な
新

し
い

教
育

研
究

体

制
を

構
築

し
た

。
 

 （
２

）
部

局
・

組
織

の
枠

を
超

え
た

研
究

・
教

育
の

協
働

推
進

 

 
○

 
人

文
科

学
研

究
科

と
の

部
局

間
交

流
セ

ミ
ナ

ー
、
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
「

超
高

齢
社

会
学

際

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
を

都
市

環
境

科
学

研
究

科
に

提
案

し
た

。
 

 
○

 
人

文
科

学
研

究
科

と
継

続
実

施
し

て
い

る
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
・
リ

サ
ー

チ
ラ

ボ
の

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ

ム
を

開
催

し
た

。
 

 （
３

）
卓

越
し

た
保

健
・

医
療

・
福

祉
研

究
の

推
進

 

 
○

 
ア

カ
デ

ミ
ア

と
し

て
更

に
発

展
す

べ
く

、
良

好
な

研
究

サ
イ

ク
ル

を
恒

常
化

す
る

た
め

の
取

組
と

し

て
、

部
局

内
に

お
い

て
学

術
誌

へ
の

投
稿

料
、

英
文

査
読

料
の

補
助

等
を

実
施

し
た

。
 

 （
４

）
国

際
化

の
進

展
と

実
質

化
 

 
○

 
マ

ヒ
ド

ン
大

学
と

の
オ

ン
ラ

イ
ン

を
用

い
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

、
I
T
等

を
活

用
し

た
国

際
交

流
を

実
施

し
た

。
 

 
○

 
ま

た
、
部

局
研

究
教

育
交

流
重

点
校

と
の

交
流

を
促

進
す

る
た

め
に

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
や

ア

ジ
ア

高
度

医
療

専
門

職
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

協
働

を
行

っ
た

。
 

 
○

 
国

際
共

同
研

究
に

お
い

て
は

、
部

局
長

裁
量

経
費

に
よ

る
経

済
的

支
援

も
検

討
し

、
積

極
的

に
推

進
し

た
。

 

 （
５

）
入

試
改

革
に

よ
る

優
秀

な
学

生
の

確
保

 

 
○

 
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
か

ら
実

施
し

た
英

語
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

入
試

に
つ

い
て

は
、
コ

ロ
ナ

禍
対

応
に

伴
う

変
更

は
あ

っ
た

も
の

の
、

無
事

実
施

で
き

た
。

 

 
○

 
ま

た
、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

、
学

校
訪

問
等

に
よ

る
広

報
活

動
も

順
調

に
実

施

し
た

。
 

 
○

 
入

試
方

法
の

検
討

に
つ

い
て

は
、
客

観
的

な
評

価
方

法
の

開
発

、
評

価
者

の
質

の
担

保
、
一

人
の

受
験

生
に

対
す

る
複

数
個

所
で

の
諮

問
・
評

価
等

に
つ

い
て

、
検

討
を

進
め

た
。
ま

た
、
各

種
ア

ン
ケ

ー
ト

等

の
分

析
を

進
め

、
効

率
的

な
入

試
広

報
、

入
試

制
度

、
入

試
方

法
の

検
討

を
行

っ
た

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
２２
  

教教
育育

内内
容容

及及
びび

教教
育育

のの

成成
果果

等等
 

Ⅱ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
の

教
育

研
究

等
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

教
育

内
容

に
反

映
し

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
再

構
築

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、
実

践
的

な
教

育
を

通
じ

て
産

業
界

で
必

要
と

さ
れ

る
知

識
・

技
術

や
、

そ
れ

ら
を

活
用

す
る

た
め

の
業

務
遂

行
能

力
（

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
）

を
修

得
さ

せ
る

。
 

○
Ｐ

Ｂ
Ｌ

教
育

等
の

先
進

的
な

教
育

方
法

に
つ

い
て

、
教

育
効

果
を

検
証

し
な

が
ら

更
に

改
善

し
、

実
践

的
な

教
育

を
推

進
す

る
。

 
 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
１

）
教

育
内

容
及

び
教

育
の

成
果

等
に

関
す

る
目

標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
東

京
の

産
業

を
担

う
人

材
育

成
の

推
進

 

【
2
-
0
1
】
①

社
会

の
ニ

ー
ズ

を
反

映
し

、
企

業
の

新
規

事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
・
事

業
承
継

を
視

野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

、
【

令
和

２

（
2
0
2
0
）
年

度
】
を

目
途

に
導

入
す

る
。
ま

た
、
研

究
科

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

を
新

設
し

、
分

野
横

断
的

な
授

業
科

目
の

新
設

や
、
既

存
科

目
の

廃
止

、
改

編
等

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

全
体

の
見

直
し

の
検

討
を

開
始

す
る

。

さ
ら

に
、
こ

れ
ら

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
検

討
に

当
た

っ
て

は
、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

反
映

し
て

い
く

た
め

に
、
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

提
言

を
活

用
す

る
。

 

 ◇
実

践
的

な
教

育
方

法
の

更
な

る
推

進
 

【
2
-
0
2
】

②
先

駆
者

と
し

て
取

り
組

ん
で

き
た

P
B
L
型

教
育

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
の

ノ
ウ

ハ
ウ

な

ど
を

A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
（

仮
称

）
と

し
て

体
系

化
す

る
。
ま

た
、
産

業
界

か
ら

の
意

見

を
本

学
の

P
B
L

型
教

育
に

反
映

す
る

た
め

の
P
B
L
検

討
部

会
を
【

年
４

回
以

上
】
開

催

す
る

と
と

も
に

、
P
B
L
に

対
す

る
評

価
指

標

を
新

た
に

設
け

、
そ

の
評

価
結

果
を

的
確

に

教
育

に
反

映
す

る
。
さ

ら
に

、
毎

年
の

P
B
L

の
成

果
を

報
告

書
と

し
て

取
り

ま
と

め
公

開
す

る
。

 

 【
2
-
0
3
】
③

教
育

効
果

を
高

め
る

た
め

に
、
P
B
L
型

教
育

、

ケ
ー

ス
メ

ソ
ッ

ド
、

録
画

授
業

と
対

面
授

業
を

ブ
レ

ン
ド

し
た

教
育

手
法

な
ど

に
よ

2
9  

【
2
-
0
1
】

起
業

に
お

け
る

新
規

事
業

開
発

や
起

業
・

創
業

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
検

討
に

着
手

し
た

。
 

【
2
-
0
2
】
・

P
B
L
型

教
育

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

「
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
」

と
し

て
体

系

化
し

た
。

 

・
P
B
L
検

討
部

会
を

【
年

４
回

】
開

催
し

た
。

 

【
2
-
0
3
】
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

て
い

る
授

業
科

目
が
【

8
2
.
8
％

】

に
達

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
産

技
大

版
P
B
L
型

教
育

の
手

法
と

成
果

（
A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
）

を
作

成
し

、

H
P
上

で
公

開
し

て
、
国

内
外

に
産

技
大

の
教

育
成

果
を

発
信

し
、
幅

広
く

理

解
を

求
め

る
活

動
を

評
価

す
る

。
  

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

を
新

設
し

、
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

を
行

い
、
2
つ

の
科

目
が

新
設

さ
れ

た
こ

と
が

評
価

で
き

る
。
  

3
0  

【
2
-
0
1
】

起
業

・
創

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

新
設

を
中

心
に

、
研

究
科

再
編

を
見

据
え

て
検

討
し

、
授

業
科

目
を

決
定

し
た

。 

【
2
-
0
2
】

P
B
L
検

討
部

会
を

【
年

４
回

】
開

催
し

た
。

 

【
2
-
0
3
】
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

て
い

る
授

業
科

目
が
【

8
3
.
7
％

】

に
達

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
研

究
科

再
編

を
決

定
し

、
企

業
に

お
け

る
新

規
事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
新

た
な

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

含
む

新
専

攻
全

体
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

体
系

と
授

業
科

目
を

設
計

す
る

な
ど

、
準

備
を

進
め

た
。

 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ
の

導
入

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、
導

入
科

目
の

合
計

数
は

全
科

目
数

の
8
0
％

を
超

え
て

い
る

。
  

元  

【
2
-
0
1
】

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

の
研

究
科

再
編

に
よ

る
起

業
・

創
業

・
事

業

承
継

を
視

野
に

入
れ

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

に
向

け
て

教
材

開

発
等

必
要

な
準

備
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
0
2
】

P
B
L
検

討
部

会
を

【
年

４
回

】
開

催
し

た
。

 

【
2
-
0
3
】
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

て
い

る
授

業
科

目
が
【

8
6
.
7
％

】

に
達

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
企

業
に

お
け

る
新

規
事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
新

し
い

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

導
入

す
る

た
め

、
現

在
の

２
専

攻
体

制
か

ら
１

専

攻
３

コ
ー

ス
体

制
へ

の
研

究
科

再
編

を
行

っ
た

。
 

・
産

技
大

の
特

色
と

し
て

の
P
B
L
教

育
に

つ
い

て
、

成
果

発
表

会
を

通
じ

て
、

学
生

へ
還

元
す

る
と

と
も

に
、

社
会

に
対

し
て

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

。

ま
た

、
検

討
部

会
を

継
続

し
て

実
施

す
る

こ
と

で
、
P
B
L
教

育
に

関
す

る
P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

を
強

化
し

て
い

る
。

 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

て
い

る
科

目
が

8
6
.
7
％

に
達

し
た

。
 

２  

【
2
-
0
1
】
研

究
科

を
再

編
し

た
初

年
度

と
し

て
起

業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視

野
に

入
れ

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
含

む
新

専
攻

全
体

の
カ

リ
キ

ュ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
た

。
 

【
2
-
0
2
】
・

P
B
L
検

討
部

会
を

【
年

４
回

】
開

催
し

た
。

 

・
2
0
2
1
 A
I
I
T
 P
B
L
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
発

表
会

を
受

け
、
両

専
攻

の

成
果

報
告

書
を

作
成

し
た

。
 

【
2
-
0
3
】

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
て

い
る

授
業

科
目

が

【
9
3
.
8
％

】
に

達
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
な

が
ら

も
、
１

専
攻

３
コ

ー

ス
体

制
へ

の
再

編
初

年
度

と
し

て
、
ウ

ェ
ブ

会
議

シ
ス

テ
ム

を
用

い
た

同
時

性
・
双

方
向

性
を

確
保

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
と

オ
ン

デ
マ

ン
ド

授
業

を
組

み
合

せ
る

な
ど

の
工

夫
に

よ
り

、
予

定
し

て
い

た
新

専
攻

全
体

の
カ

リ
キ

ュ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
た

。
 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

て
い

る
授

業
科

目
が

9
3
.
8
％

に
達

し

た
。

 

・
P
B
L
検

討
部

会
を

年
４

回
開

催
し

、
P
B
L
教

育
に

関
す

る
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

継
続

し
た

。
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る
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
、【

８
割

】

の
授

業
で

導
入

す
る

。
ま

た
、
教

育
の

質
保

証
と

成
果

の
可

視
化

の
た

め
に

交
付

す
る

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

サ
プ

リ
メ

ン
ト

に
記

載
さ

れ
る

能
力

ダ
イ

ア
グ

ラ
ム

を
活

用
す

る
。

 
３ 

【
2
-
0
1
】
再

編
し

た
研

究
科

の
完

成
年

度
と

し
て

起
業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

含
む

新
専

攻
全

体
の

カ
リ

キ

ュ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
し

た
。

 

【
2
-
0
2
】
・

P
B
L
検

討
部

会
を

【
年

４
回

】
開

催
し

た
。

 

・
2
0
2
2
A
I
I
T
 P
B
L
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
発

表
会

を
受

け
、

３
コ

ー
ス

の
成

果
報

告
書

を
作

成
し

た
。

 

【
2
-
0
3
】

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
て

い
る

授
業

科
目

が

【
9
3
.
8
％

】
に

達
し

た
。

 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
１

専
攻

３
コ

ー
ス

体
制

へ
の

研
究

科
再

編
を

行
い

、
起

業
・

創
業

・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

含
む

新
専

攻
全

体
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
て

い
る

。
 

・
P
B
L
に

特
長

を
持

た
せ

、「
A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
」
と

し
て

体
系

化
す

る
と

と
も

に
、
そ

の
充

実
の

た
め

に
産

業
界

の
意

見
を

取
り

込
む

P
B
L
検

討
部

会
を

定
常

的
に

開
催

し
て

お
り

、
P
B
L
型

教
育

の
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
が

機
能

し

て
い

る
。

 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

て
い

る
授

業
科

目
の

割
合

は
、

中
期

計
画

の
目

標
で

あ
る

８
割

を
超

え
、

９
割

以
上

に
達

し
て

い
る

。
 

・
今

後
も

引
き

続
き

、
学

外
の

意
見

や
要

望
を

P
B
L
研

究
会

に
お

い
て

整
理

・
検

証
す

る
な

ど
し

て
、

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
が

よ
り

一
層

有
効

に
機

能
し

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
0
1
 

Ⅱ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

東
京

の
産

業
を

担
う

人
材

育
成

の
推

進
 

①
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
、

企
業

の
新

規
事

業
開

発
や

起
業

・
創

業
・

事
業

承
継

を
視

野
に

入
れ

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
、
【

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

】
を

目
途

に
導

入
す

る
。

 

ま
た

、
研

究
科

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

を
新

設
し

、
分

野
横

断
的

な
授

業
科

目
の

新
設

や
、

既
存

科
目

の
廃

止
、

改
編

等
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
全

体
の

見
直

し
の

検
討

を
開

始
す

る
。

 

さ
ら

に
、

こ
れ

ら
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

反
映

し
て

い
く

た
め

に
、

運
営

諮
問

会
議

か
ら

の
提

言
を

活
用

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
産

業
技

術
専

攻
に

お
い

て

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施

し
、

研
究

科
再

編
で

目
標

と
す

る
産

業
界

に
お

い
て

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
。
（

4
-
1
0

再

掲
）

 

  （
２

）【
継

続
】
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

を
中

心
に

、
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

提
言

を
踏

ま
え

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
を

行
う

。
 

（
１

）
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
・

設
計

・
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
踏

ま
え

、
対

面
授

業
、
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
授

業
の

効
果

的
な

活
用

、
P
B
L
成

果
発

表
会

の
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

、
感

染
症

の
対

策
に

配
慮

し
た

上
で

の
学

内
施

設
の

利
用

再
開

な
ど

、
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
の

た
め

の
必

要
な

措
置

を
講

じ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
起

業
・

創
業

・
事

業
承

継
な

ど
を

通
し

て
新

し
い

産
業

を
創

り
出

す
高

度
専

門
職

業
人

で
あ

る
「

事
業

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

」
を

含
め

、
研

究
科

再
編

で
目

標
と

す
る

産
業

界
に

お
い

て
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
担

う
人

材
を

輩
出

す
る

た
め

、
再

編
し

た
研

究
科

の
完

成
年

度
と

し
て

、
産

業
技

術
専

攻
全

体
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

 

 （
２

）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

提
言

を
踏

ま
え

、
再

編
し

た
研

究
科

の
完

成
年

度
を

終
え

た
令

和
４

年
度

以
降

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
に

つ
い

て
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

委
員

会
を

中
心

に
検

討
し

た
。

 

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

を
中

心
と

し
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

が
落

ち
着

い
た

際
の

授
業

実
施

方
法

に
つ

い
て

検
討

し
、
令

和
４

（
2
0
22
）

年
度

の
シ

ラ

バ
ス

及
び

履
修

の
手

引
き

に
掲

載
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
も

引
き

続
き

、
現

在
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

体
制

を
維

持
し

つ
つ

、
運

営
諮

問
会

議
の

答
申

内
容

等
を

適
時

適
切

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

組
み

込
む

こ
と

と

し
た

。
 

・
時

代
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
授

業
環

境
の

整
備

と
、

よ
り

質
の

高
い

教
育

の
提

供
の

両
立

を
目

指
し

、
従

来
の

対
面

授
業

と
オ

ン
デ

マ
ン

ド
授

業
を

組
み

合
わ

せ
た

ブ
レ

ン
デ

ィ
ッ

ド
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

加
え

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
社

会
全

体
に

普
及

し
た

W
e
b
会

議
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
を

効
果

的
に

組
合

せ
た

新
し

い
形

の
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

 

※
運

営
諮

問
会

議
：
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
教

育
内

容
に

反
映

さ
せ

る
と

と
も

に
、
産

学
連

携
の

推
進

や
効

果
的

な
教

育
研

究
を

実
践

す
る

た
め

に
、
設

置
し

て
い

る

会
議

。
産

技
大

の
教

育
分

野
に

係
る

産
業

界
の

専
門

家
や

経
営

者
等

の
学

外
委

員
を

中
心

メ
ン

バ
ー

と
す

る
。
な

お
、
専

門
職

大
学

院
設

置
基

準
の

見
直

し
に

伴
い

、
平

成

3
1（

2
0
1
9
）
年

４
月

１
日

か
ら

教
育

課
程

連
携

協
議

会
の

設
置

が
義

務
付

け
ら

れ
、
教

育
課

程
の

見
直

し
は

、
教

育
課

程
連

携
協

議
会

の
意

見
を

勘
案

し
つ

つ
実

施
さ

れ
る

も
の

と
定

め
ら

れ
た

。
名

称
は

、
基

準
に

規
定

す
る

要
件

を
備

え
て

い
れ

ば
、
教

育
課

程
連

携
協

議
会

と
す

る
必

要
は

な
い

た
め

、
運

営
諮

問
会

議
の

名
称

は
残

し
、
教

育

課
程

連
携

協
議

会
の

機
能

を
持

た
せ

て
運

営
を

継
続

し
て

い
る

。
 
 

 

※
教

育
課

程
連

携
協

議
会

：
専

門
職

大
学

院
設

置
基

準
が

見
直

さ
れ

、
平

成
31

（
20

19
）

年
４

月
１

日
か

ら
設

置
が

義
務

付
け

ら
れ

る
も

の
。

こ
れ

に
よ

り
、

教
育

課
程

の

見
直

し
は

、
教

育
課

程
連

携
協

議
会

の
意

見
を

勘
案

し
つ

つ
実

施
さ

れ
る

も
の

と
定

め
ら

れ
た

。
  

   

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 170 －



中
期
計
画
番
号
 

2
-
0
2

 

◇
実

践
的

な
教

育
方

法
の

更
な

る
推

進
 

 

②
先

駆
者

と
し

て
取

り
組

ん
で

き
た

P
B
L
型

教
育

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
の

ノ
ウ

ハ
ウ

な
ど

を
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
（

仮
称

）
と

し
て

体
系

化
す

る
。

 

ま
た

、
産

業
界

か
ら

の
意

見
を

本
学

の
P
B
L
型

教
育

に
反

映
す

る
た

め
の

P
B
L
検

討
部

会
を

【
年

４
回

以
上

】
開

催
す

る
と

と
も

に
、

P
B
L
に

対
す

る
評

価
指

標
を

新
た

に
設

け
、

そ

の
評

価
結

果
を

的
確

に
教

育
に

反
映

す
る

。
 

さ
ら

に
、

毎
年

の
P
B
L
の

成
果

を
報

告
書

と
し

て
取

り
ま

と
め

公
開

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続
】
P
B
L
検

討
部

会
の

着
実

な

開
催

や
P
B
L
外

部
評

価
レ

ビ
ュ

ー
ア

の
活

用
に

よ
り

産
業

界
の

意
見

等
を

く
み

上
げ

る
と

と
も

に
、
P
B
L
型

教
育

に
関

す
る

検
証
・
改

善
を

行
い

、
P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

の
仕

組
み

を
充

実
さ

せ

る
。
（

2
-
0
4
再

掲
）

 

              （
２

）【
継

続
】
P
B
L
に

対
す

る
評

価
指

標
の

更
な

る
検

討
を

行
い

、
P
B
L
に

対
す

る

評
価

指
標

を
実

施
し

、
検

証
と

改
善

を
進

め
る

。
 

      （
３

）【
継

続
】
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
の

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

を
取

り
ま

と
め

た
P
B
L
成

果
報

告
書

を
作

成
す

る
。

 
 

（
１

）
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

各
要

素
の

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

外
及

び
学

内
委

員
で

構
成

さ
れ

る
P
B
L
検

討
部

会
を

年
４

回
開

催
し

、
P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

の
活

用
な

ど
を

通
じ

て
、
学

外
有

識
者

の
視

点
か

ら
、
P
B
L
型

教
育

の
検

証
・

改
善

を
行

っ
た

。
 

・
P
B
L
研

究
会

に
お

い
て

、
P
B
L
の

テ
ー

マ
や

P
B
L
活

動
の

進
め

方
、

P
B
L
型

教
育

手
法

そ
の

も
の

に
つ

い
て

検
証

を
行

っ
た

。
 

・
学

生
に

よ
る

P
B
L
活

動
の

１
年

間
の

成
果

発
表

の
場

と
し

て
、

2
0
2
2
 
A
I
I
T
 
P
B
L
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
発

表
会

を
実

施
し

た
（

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年

２
月

1
1
日

）
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
P
B
L
検

討
部

会
に

お
い

て
、
学

外
の

意
見

や
要

望
を

取
り

入
れ

、
そ

う
し

た
意

見
を

P
B
L
研

究
会

に
お

い
て

整
理
・
検

討
し

、
P
B
L
テ

ー
マ

や
教

育
手

法
へ

の
反

映
を

行
う

な
ど

、
P
B
L
型

教
育

に
関

す
る

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

継
続

し
た

。
 

・
P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

か
ら

の
活

動
進

捗
等

に
対

す
る

意
見

を
適

宜
反

映
さ

せ
な

が
ら

、
学

生
が

P
B
L
活

動
を

進
め

ら
れ

る
体

制
を

維
持

し
た

。
 

・
2
0
2
2
 A
I
I
T
 P
B
L
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
発

表
会

に
つ

い
て

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、
教

職
員
・
P
B
L
科

目
の

履
修

学
生

を

主
な

参
加

者
と

し
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

と
し

た
上

で
、
P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

及
び

P
B
L
検

討
部

会
委

員
に

も
参

加
を

依
頼

し
、
外

部
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
に

よ
る

学
修

効
果

が
向

上
で

き
る

体
制

を
維

持
し

た
。

 

 ※
P
B
L
：

P
r
o
j
e
c
t
 
B
a
s
e
d
 
L
e
a
r
n
i
n
g
の

略
。

実
社

会
で

即
戦

力
と

し
て

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
有

効
な

教
育

手
法

。
数

名
の

学
生

が
明

確
な

目
標

を
掲

げ
、

１
つ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

完
成

さ
せ

て
い

く
こ

と
で

、
実

社
会

で
真

に
役

立
つ

知
識

や
技

術
を

修
得

す
る

。
 
 

 ※
P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

：
産

技
大

の
実

施
す

る
P
B
L
学

修
に
対

し
て

、
産

業
界

の
目

線
か

ら
評

価
や

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
受

け
る

目
的

で
、

企
業

等
か

ら
招

へ
い

す
る

外
部

評
価

者
 

 （
２

）
P
B
L
に

対
す

る
評

価
指

標
の

検
討

、
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
P
B
L
に

対
す

る
評

価
指

標
に

つ
い

て
、
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

委
員

会
に

お
い

て
、
改

め
て

内
容

を
検

討
し

、
P
B
L
受

講
前

の
学

生
に

対
し

て
の

調
査

に
よ

る
パ

ー
セ

プ
シ

ョ
ン

分
析

、
教

員
に

対
し

て
の

調
査

に
よ

る
P
B
L
実

施
体

制
に

関
す

る
評

価
、

修
了

す
る

学
生

に
対

し
て

の
調

査
に

よ
る

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
と

の
整

合
度

評
価

を
行

う
こ

と
で

、
各

P
B
L
の

評
価

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

・
P
B
L
研

究
会

に
お

い
て

、
各

P
B
L
に

お
け

る
進

捗
や

課
題

を
教

員
間

で
共

有
す

る
と

と
も

に
、

P
B
L
評

価
方

法
の

共
通

化
を

図
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
担

当
教

員
・
履
修

学
生

双
方

の
視

点
か

ら
行

っ
た

P
B
L
活

動
の

評
価

結
果

を
、
PB
L
検

討
部

会
に

よ
る

外
部

の
意

見
も

取
り

入
れ

な
が

ら
分

析
し

、
今

後
の

P
B
L
活

動
に

生

か
し

て
い

く
こ

と
と

し
た

。
 

 （
３

）
P
B
L
成

果
報

告
書

の
作

成
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
2
0
2
2
 
A
I
I
T
 
P
B
L
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
発

表
会

を
受

け
、

成
果

報
告

書
を

作
成

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
P
B
L
成

果
報

告
書

の
公

開
に

向
け

、
引

き
続

き
検

討
を

行
う

こ
と

と
し

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
0
3

 
③

教
育

効
果

を
高

め
る

た
め

に
、
P
B
L
型

教
育

、
ケ

ー
ス

メ
ソ

ッ
ド

、
録

画
授

業
と

対
面

授
業

を
ブ

レ
ン

ド
し

た
教

育
手

法
な

ど
に

よ
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
、【

８
割

】
の

授

業
で

導
入

す
る

。
 

ま
た

、
教

育
の

質
保

証
と

成
果

の
可

視
化

の
た

め
に

交
付

す
る

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

サ
プ

リ
メ

ン
ト

に
記

載
さ

れ
る

能
力

ダ
イ

ア
グ

ラ
ム

を
活

用
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
教

育
効

果
が

見
込

ま
れ

る
科

目
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

積
極

的
に

導
入

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

た
検

証
と

改
善

を
行

う
。

（
2
-
0
7
、

2
-
1
2
再

掲
）

 

          （
２

）【
継

続
】
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
の

検

討
を

踏
ま

え
、

研
究

科
再

編
に

伴
い

新
設

し
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

含
め

た
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
サ

プ
リ

メ
ン

ト
を

整
備

し
、
修

了
生

に
デ

ィ
プ

ロ
マ
・
サ

プ
リ

メ
ン

ト
を

交
付

す
る

こ
と

に
よ

り
、

修
了

生
の

学
修

成
果

を
よ

り
詳

細
に

社
会

へ
提

示
す

る
と

と
も

に
、

教
育

の
質

の
保

証
の

可
視

化
を

図

る
。

 

   

（
１

）
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
積

極
的

導
入

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

の
実

施
も

含
め

、
教

育
効

果
が

見
込

ま
れ

る
科

目
に

積
極

的
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

て
い

る
授

業
科

目
が

9
3
.
8
％

に
達

し
た

。
（

図
表

2
-
0
3
-
1
）

 

 【
図
表
2
-
0
3
-
1
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
実
績
】

（
単

位
：

科
目

、
％

）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

導
入
科
目
数

8
2

8
2

8
5

9
0

9
0

全
科
目
数

9
9

9
8

9
8

9
6

9
6

導
入
割
合

8
2
.8
%

8
3
.7
%

8
6
.7
%

9
3
.8
%

9
3
.8
%
 

 （
２

）
教

育
の

質
の

保
証

の
可

視
化

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
21
）

年
度

に
初

め
て

輩
出

さ
れ

る
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

の
修

了
生

に
対

す
る

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

サ
プ

リ
メ

ン
ト

に
記

載
す

る
能

力
ダ

イ
ア

グ
ラ

ム
の

構
築

に

向
け

た
検

討
を

継
続

し
て

行
い

、
併

せ
て

、
既

存
の

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善

に
向

け
、

能
力

ダ
イ

ア
グ

ラ
ム

の
見

直
し

を
図

る
等

の
検

討
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
・

事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
の

修
了

生
に

対
す

る
能

力
ダ

イ
ア

グ
ラ

ム
を

構
築

し
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

サ
プ

リ
メ

ン
ト

を
発

行
し

た
。

 

・
修

了
生

の
学

修
成

果
を

適
切

に
提

示
す

る
こ

と
で

、
教

育
の

質
保

証
と

成
果

の
可

視
化

の
更

な
る

推
進

に
つ

な
げ

た
。

 

 ※
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
サ

プ
リ

メ
ン

ト
：

個
々

の
学

生
が

取
得

し
た

単
位

・
資

格
の

学
修

内
容

に
つ

い
て

説
明

し
た

証
書

。
修

了
時

に
日

本
語

版
・

英
語

版
に

て
交

付
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
３３
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  

【
産

業
界

や
他

大
学

等
と

の

連
携

に
よ

る
教

育
実

施
体

制

の
整

備
、
都

立
大

及
び

高
専

と

の
連

携
】
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
産

業
界

や
他

大
学

等
と

の
連

携
を

推
進

し
、
教

育
研

究
資

源
の

相
互

交
流

の
実

施
や

専
門

職
大

学
院

に
ふ

さ
わ

し
い

実
務

家
教

員
の

確
保

等
、
よ

り
実

践
的
・
効

果
的

な
教

育
を

行
う

体
制

を

整
備

す
る

。
 

○
東

京
都

立
大

学
及

び
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
と

の
連

携
を

強
化

し
、

教
育

研
究

内
容

の
幅

を
広

げ
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
２

）
教

育
の

実
施

体
制

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す

る
た

め
の

措
置

 

◇
産

業
界

や
他

大
学

等
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

実
施

体

制
の

整
備

 

【
2
-
0
4
】
①

運
営

諮
問

会
議

か
ら

の
意

見
聴

取
や

、
P
B
L

検
討

部
会

及
び

外
部

レ
ビ

ュ
ー

の
実

施
な

ど
に

よ
り

、
今

後
育

成
す

べ
き

人
材

像
を

見
極

め
な

が
ら

、
本

学
の

P
B
L
型

教
育

を

は
じ

め
と

す
る

教
育

内
容

・
方

法
の

改
善

を
行

う
。
ま

た
、
専

門
職

大
学

院
に

対
し

て

法
令

で
定

め
ら

れ
た
【

概
ね

３
割

以
上

】
の

実
務

家
教

員
を

計
画

的
に

確
保

す
る

と
と

も
に

、
社

会
情

勢
や

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
反

映
す

べ
く

、
専

攻
及

び
研

究
科

の
教

育
体

制
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

検
討

を
行

い
、

必
要

な
改

編
を

行
う

。
 

 【
2
-
0
5
】

②
第

２
期

e
n
P
i
T
に

参
加

す
る

な
ど

他
大

学

等
と

の
新

た
な
【

３
つ

以
上

】
の

連
携

事
業

の
実

施
や

、
都

関
係

機
関

等
と

の
教

育
研

究
に

つ
い

て
の

交
流

の
促

進
な

ど
に

よ

り
、

よ
り

一
層

効
果

的
な

教
育

を
行

う
体

制
を

整
備

す
る

。
 

 ◇
東

京
都

立
大

学
及

び
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門

学
校

と
の

連
携

 

【
2
-
0
6
】

③
東

京
都

立
大

学
及

び
東

京
都

立
産

業
技

術

高
等

専
門

学
校

と
連

携
し

、
海

外
交

流
プ

ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

等
様

々
な

分
野

で
の

相
互

交
流

を
図

る
。
ま

た
、
更

な
る

連
携

を

促
進

す
る

た
め

に
、
法

人
や

法
人

内
の

教
育

研
究

機
関

と
協

力
し

、
課

題
の

検
証

を
踏

ま

2
9  

【
2
-
0
4
】・

平
成

3
2（

2
0
2
0
）
年

４
月

に
新

た
な

教
育

体
制

の
導

入
を

目
指

し
、

新
設

し
た

将
来

構
想

検
討

委
員

会
に

お
い

て
検

討
し

た
。

 

・
実

務
家

教
員

割
合

【
３

割
】

を
維

持
し

た
。

 

【
2
-
0
5
】

他
大

学
と

連
携

し
、

文
部

科
学

省
補

助
事

業
の

e
n
P
i
T
（

第
２

期
）

を
実

施
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
第

1
期

e
n
P
i
T
の

知
見

を
生

か
し

て
、

第
2
期

e
n
P
i
T
が

遂
行

さ
れ

て
お

り
、

新
規

参
加

校
と

と
も

に
取

組
を

充
実

さ
せ

て
い

る
点

が
評

価
で

き
る

。
 

3
0  

【
2
-
0
4
】
将

来
構

想
検

討
委

員
会

を
中

心
に

、
研

究
科

再
編

に
向

け
検

討
を

重

ね
、
検

討
の

結
果

を
反

映
し

、
事

前
相

談
書

類
を

文
部

科
学

省
に

提

出
し

た
。

 

【
2
-
0
5
】・

参
加
校

を
１

校
か

ら
計

7
校

へ
と

大
幅

に
増

や
し

、
他

校
と

連
携

し

文
部

科
学

省
補

助
事

業
の

e
n
P
i
T
（

第
２

期
）

を
実

施
し

た
。

 

・
品

川
区

と
の

包
括

協
定

を
締

結
し

て
い

る
大

学
間

で
の

連
携

を
目

的
に

「
し

な
が

わ
大

学
連

携
推

進
協

議
会

」
に

加
盟

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
第

２
期

e
n
P
i
T「

成
長

分
野

を
支

え
る

情
報

技
術

人
材

の
育

成
拠

点
の

形
成

」

に
つ

い
て

、
参

加
校

が
１

校
か

ら
７

校
へ

と
拡

大
す

る
な

ど
、
第

１
期

で
培

っ
た

教
材

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
、

着
実

に
事

業
を

発
展

さ
せ

て
い

る
。

 

・
首

都
大

及
び

産
技

高
専

と
の

連
携

強
化

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
2
-
0
4
】
・

研
究

科
再

編
に

係
る

設
置

届
出

を
文

部
科

学
省

に
提

出
し

た
。

 

・
実

務
家

教
員

割
合

【
３

割
以

上
】

を
維

持
し

た
。

 

【
2
-
0
5
】
他

校
と

連
携

し
文

部
科

学
省

補
助

事
業

の
第

２
期

e
n
P
i
T
を

実
施

し

た
。

 

【
2
-
0
6
】
産

技
高

専
に

お
い

て
産

技
大

の
教

員
が

２
科

目
の

授
業

を
実

施
す

る

な
ど

、
産

技
高

専
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

げ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
第

２
期

e
n
P
i
T
、
A
I
I
T
起

業
塾

な
ど

、
他

大
学

と
連

携
し

た
事

業
を

通
じ

て
、

産
技

大
の

知
見

や
資

源
を

有
効

に
活

用
し

た
特

色
あ

る
事

業
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

２  

【
2
-
0
4
】
・

実
務

家
教

員
割

合
【

３
割

以
上

】
を

維
持

し
た

。
 

・
文

部
科

学
省

の
公

募
事

業
で

あ
る
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金
（

デ

ジ
タ

ル
活

用
教

育
高

度
化

事
業

）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」

に
採

択
さ

れ
た

。
 

【
2
-
0
5
】
他

校
と

連
携

し
文

部
科

学
省

補
助

事
業

の
第

２
期

e
n
P
i
T
を

実
施

し

た
。

 

【
2
-
0
6
】「

大
学
・
高

専
連

携
基

金
」
事

業
の

共
同

研
究

を
実

施
す

る
な

ど
、
産

技
高

専
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

げ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
研

究
科

再
編

後
の

教
育

研
究

に
お

け
る

産
業

界
と

の
連

携
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

修
了

後
に

お
け

る
ア

ク
セ

ラ
レ

ー
タ

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
に

関
す

る
検

討
が

進
め

ら
れ

る
な

ど
、
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

提
言

を
踏

ま
え

、
具

体
的

な
取

組
が

推
進

さ
れ

た
。

 

・
文

部
科

学
省

の
公

募
事

業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教

育
高

度
化

事
業

）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ

ン
』
」
に

、
公

立
大

学
で

唯
一

採
択

さ
れ

、
法

人
の

設
立

以
来

最
も

大
き

な
金

額
の

外
部

資
金

を
獲

得
し

た
。

 

・
対

面
実

習
が

必
要

と
さ

れ
る

技
能

教
育

に
つ

い
て

は
、
遠

隔
教

育
が

容
易

で

な
い

こ
と

が
想

像
さ

れ
る

。
効

率
的

な
遠

隔
教

育
方

法
の

開
発

に
向

け
て

、

成
果

が
上

が
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
都

立
大
・
産

技
高

専
と

の
連

携
に

つ
い

て
、
更

な
る

取
組

強
化

を
期

待
す

る
。

特
に

、
都

立
大

と
の

更
な

る
連

携
が

進
む

こ
と

を
期

待
す

る
。
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え
つ

つ
、
新

た
な

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。
 

３ 

【
2
-
0
4
】

実
務

家
教

員
割

合
【

３
割

以
上

】
を

維
持

し
た

。
 

【
2
-
0
5
】
文

部
科

学
省

補
助

事
業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金
（

デ
ジ

タ
ル

活

用
教

育
高

度
化

事
業

）『
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
た

大
学
・
高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」（

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

繰
越

）
を

連
携

校
等

と

協
力

し
て

実
施

し
た

。
過

年
度

ま
で

の
第

２
期

e
n
P
i
T
の

実
施

及
び

B
I
N
U
S
大

学
と

の
連

携
事

業
と

合
わ

せ
て

合
計

【
３

つ
】

の
連

携
事

業
を

達
成

し
た

。
 

【
2
-
0
6
】「

大
学
・
高

専
連

携
基

金
」
事

業
の

共
同

研
究

を
実

施
す

る
な

ど
、
産

技
高

専
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

げ
た

。
 

  

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
他

大
学

等
と

の
新

た
な

３
つ

以
上

の
連

携
事

業
を

実
施

す
る

目
標

に
つ

い
て

、
達

成
に

向
け

て
着

実
な

取
組

を
期

待
す

る
。

 

・
都

立
大

・
産

技
高

専
と

の
連

携
に

つ
い

て
、

更
な

る
取

組
強

化
を

期
待

す
る

。
特

に
、

都
立

大
と

の
更

な
る

連
携

が
進

む
こ

と
を

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
0
4
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
産

業
界

や
他

大
学

等
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

実
施

体
制

の
整

備
 

①
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

意
見

聴
取

や
、

P
B
L
検

討
部

会
及

び
外

部
レ

ビ
ュ

ー
の

実
施

な
ど

に
よ

り
、

今
後

育
成

す
べ

き
人

材
像

を
見

極
め

な
が

ら
、

本
学

の
P
B
L
型

教
育

を
は

じ
め

と

す
る

教
育

内
容

・
方

法
の

改
善

を
行

う
。

 

ま
た

、
専

門
職

大
学

院
に

対
し

て
法

令
で

定
め

ら
れ

た
【

概
ね

３
割

以
上

】
の

実
務

家
教

員
を

計
画

的
に

確
保

す
る

と
と

も
に

、
社

会
情

勢
や

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
反

映
す

べ
く

、
専

攻
及

び
研

究
科

の
教

育
体

制
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

検
討

を
行

い
、

必
要

な
改

編
を

行
う

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
産

技
大

の
教

育
体

制
に

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

す
る

た
め

、
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

提
言

を
得

る
。

 

                         （
２

）
◆
【

継
続
】
P
B
L
検

討
部

会
の

着
実

な

開
催

や
P
B
L
外

部
評

価
レ

ビ
ュ

ー
ア

の
活

用
に

よ
り

産
業

界
の

意
見

等
を

く
み

上
げ

る
と

と
も

に
、
P
B
L
型

教
育

に
関

す
る

検
証
・
改

善
を

行
い

、
P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

の
仕

組
み

を
充

実
さ

せ

る
。
（

2
-
0
2
再

掲
）

 

  

（
１

）
産

業
界

ニ
ー

ズ
の

教
育

体
制

へ
の

反
映

 

①
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

提
言

獲
得

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
産

技
大

が
取

り
組

む
べ

き
課

題
に

対
す

る
諮

問
を

取
り

ま
と

め
、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

を
汲

み
取

る
べ

く
、
教

育
課

程
連

携
協

議
会

と
し

て
の

機
能

を
持

つ
運

営
諮

問
会

議
及

び
実

務
担

当
者

会
議

（
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

）
に

お
い

て
検

討
し

た
。

 

（
参

考
）

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

諮
問

：
2
0
5
0
年

の
地

球
環

境
を

視
野

に
入

れ
た

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
社

会
を

実
現

す
る

た
め

の
社

会
人

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
に

つ
い

て
 

開
催

実
績

：
運

営
諮

問
会

議
 
 
（

第
3
1
回

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
７

月
２

日
、

第
3
2
回

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
３

月
７

日
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

務
担

当
者

会
議

（
第

3
7
回

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
0
月

６
日

、
第

3
8
回

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
1
月

1
8
日

、
第

3
9
回

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
 

1
2
月

2
2
日

）
 

＜
成

果
・

効
果

＞
＜

課
題

・
方

向
性

＞
 

 
・

前
述

の
課

題
に

対
す

る
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

答
申

を
基

に
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
教

育
体

制
に

お
い

て
具

体
的

な
取

組
を

検
討

、
実

施
す

る
。

 

 

②
提

言
の

教
育

体
制

へ
の

反
映

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
諮

問
に

対
す

る
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

答
申

に
対

し
て

大
学

と
し

て
取

組
を

推
進

し
た

。
 

（
参

考
）

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

諮
問

：
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
社

会
を

見
据

え
た

本
学

の
今

後
の

研
究

と
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
 

 
 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

学
生

の
「

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
」
に

関
す

る
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

向
上

の
機

会
を

提
供

す
べ

く
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

て
海

外
と

共
同

で
行

う
P
B
L
を

実

施
し

た
。

ま
た

、
公

開
講

座
「

A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
等

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

講
し

、
1
,
5
4
6
人

の
延

べ
参

加
者

（
視

聴
回

数
）

を
集

め
た

。
 

・
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
か

ら
開

始
し

た
企

業
に

お
け

る
新

規
事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
新

し
い

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
）
に

つ
い

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
導

入
や

オ
ン

デ
マ

ン
ド

授
業

と
の

組
み

合
わ

せ
等

の
工

夫
を

行
い

、
予

定
し

て
い

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
し

た
。

 

 
 

 
 

 
③

実
務

家
教

員
の

確
保

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
専

門
職

大
学

院
に

対
し

て
法

令
で

定
め

ら
れ

た
概

ね
３

割
以

上
の

実
務

家
教

員
を

確
保

す
べ

く
、

計
画

的
に

採
用

活
動

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
・

全
体

の
教

員
数

に
占

め
る

実
務

家
教

員
数

の
比

率
に

お
い

て
、

継
続

し
て

３
割

以
上

を
維

持
し

た
。

 

 （
２

）
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

各
要

素
の

強
化

【
中

期
計

画
番

号
2
－

0
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

 
 

・
P
B
L
検

討
部

会
を

年
４

回
実

施
し

た
。

 

 
 

・
P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

か
ら

の
意

見
を

適
宜

反
映

さ
せ

な
が

ら
、

学
生

が
P
B
L
活

動
を

進
め

ら
れ

る
体

制
を

維
持

し
た

。
 

 
 

・
担

当
教

員
・

履
修

学
生

双
方

の
視

点
か

ら
の

P
B
L
活

動
の

評
価

方
法

を
見

直
し

た
。
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（
３

）
◆
【

継
続

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感

染
症

の
状

況
も

考
慮

し
つ

つ
、

社
会

人
を

は
じ

め
と

す
る

産
技

大
の

多
様

な
学

生
が

学
び

や
す

い
環

境
の

整
備

を
行

い
、

質
の

高
い

教
育

サ
ー

ビ
ス

を
維

持
す

る
。
ま

た
、
限

ら
れ

た
教

員

定
数

の
中

で
レ

ベ
ル

の
高

い
教

育
を

実
施

す
る

た
め

の
教

員
編

成
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
。
（

4
-
1
0

再

掲
）

 

 

（
３

）
教

育
環

境
の

整
備

【
特

記
事

項
Ⅱ

-
2
参

照
】

 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
文

部
科

学
省

補
助

事
業

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」

に
お

い
て

、
学

内
の

教
室

か
ら

の
参

加
者

と
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

者
と

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
を

よ
り

円
滑

に
進

行
す

る
た

め
の

機
器

で
あ

る
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
各

教
室

に
導

入

す
る

と
と

も
に

、
W
i
-
F
i
環

境
の

改
善

を
行

っ
た

。
 

・
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
に

採
択

さ
れ

た
文

部
科

学
省

補
助

事
業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・
高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
繰

越
）

を
連

携
校

等
と

協
力

し
て

実
施

し
、

成
果

発
表

の
一

環
と

し
て

公
開

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
実

施
し

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
0
5

 
②

第
２

期
e
n
P
i
T
に

参
加

す
る

な
ど

他
大

学
等

と
の

新
た

な
【

３
つ

以
上

】
の

連
携

事
業

の
実

施
や

、
都

関
係

機
関

等
と

の
教

育
研

究
に

つ
い

て
の

交
流

の
促

進
な

ど
に

よ
り

、
よ

り
一

層
効

果
的

な
教

育
を

行
う

体
制

を
整

備
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
他

大
学

等
と

の
新

た
な

連

携
事

業
を

実
施

す
る

。
 

                                      

（
１

）
他

大
学

等
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

の
普

及
 

①
文

部
科

学
省

補
助

事
業

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」

に
基

づ
く

連
携
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
採

択
さ

れ
た

文
部

科
学

省
補

助
事

業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金

（
デ

ジ
タ

ル
活

用
教

育
高

度
化

事
業

）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
繰

越
）

を
連

携
機

関
等

と
協

力
し

て
実

施
し

た
。

 

―
採

択
事

業
名

：
「

技
能

教
育

高
度

化
の

た
め

の
共

創
的

技
能

学
習

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
」

 

―
内

定
額

：
2
7
7
,
4
0
9
千

円
 

 
 

 
―

事
業

期
間

：
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
３

月
2
9
日

～
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
３

月
3
1
日

※
 

 
 

 
 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

文
部

科
学

省
へ
事

業
期

間
の

変
更

（
終

了
を

令
和

３
年

度
末

か
ら

令
和

４
年

度
末

へ
変

更
）

を
申

請
し

、
承

認
さ

れ
た

。
 

 
 

 
―

連
携

機
関

等
：

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

、
公

立
小

松
大

学
、

宮
城

大
学

、
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
等

 

・
連

携
協

力
校

の
公

立
小

松
大

学
及

び
協

力
校

の
宮

城
大

学
と

の
間

で
、

本
事

業
に

係
る

個
別

協
定

を
締

結
し

た
。

 

・
技

能
教

育
に

係
る

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
を

産
技

大
や

連
携

校
等

に
お

い
て

作
成

し
、

そ
れ

ら
を

産
技

大
が

管
理

す
る

共
創

的
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

お
い

て
連

携
校

等
 

が
利

用
可

能
と

す
る

試
行

体
制

を
構

築
し

た
。

 

・
本

事
業

の
成

果
発

表
の

一
環

と
し

て
、

連
携

機
関

等
の

協
力

を
得

て
、

公
開

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
オ

ン
ラ

イ
ン

に
て

開
催

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
本

事
業

に
係

る
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

の
作

成
や

公
開

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
を

通
じ

、
各

大
学

等
と

の
知

見
の

共
有

が
な

さ
れ

、
連

携
が

強
化

さ
れ

た
こ

と
に

加
え

、
連

携
機

関
等

全
体

の
教

育
研

究
環

境
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
が

推
進

さ
れ

た
。

 

  
②

B
I
N
U
S
大

学
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
と

の
包

括
協

定
に

お
け

る
連

携
事

業
の

実
施

 

 
 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

1
0
月

１
日

に
締

結
し

た
産

技
大

と
B
I
N
U
S
大

学
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
と

の
包

括
協

定
で

あ
る

G
E
N
E
R
A
L
 A
G
R
E
E
M
E
N
T
 B
E
T
W
E
E
N
 A
D
V
A
N
C
E
D
 I
N
S
T
I
T
U
T
E
 

O
F
 I
N
D
U
S
T
R
I
A
L
 T
E
C
H
N
O
L
O
G
Y
(
A
I
I
T
)
 A
N
D
 B
I
N
U
S
 U
N
I
V
E
R
S
I
T
Y（

事
業

期
間
：
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

1
0
月

１
日

～
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

９
月

3
0
日

、
更

新
予

定
あ

り
）

に
基

づ
き

、
以

下
の

連
携

事
業

を
実

施
し

た
。

 

―
産

技
大

と
B
I
N
U
S
大

学
の

博
士

課
程

の
専

攻
が

主
催

す
る

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
（

１
回

）
 

―
B
I
N
U
S
大

学
教

員
に

よ
る

講
演

会
の

開
催

（
２

回
）

 

―
3
0
0
名

以
上

の
教

職
員

を
対

象
と

し
た

F
D
、

S
D
に

お
け

る
講

義
の

実
施

（
１

回
）

 

―
共

同
研

究
を

ベ
ー

ス
と

し
た

2
5
編

以
上

の
論

文
の

共
同

執
筆

 

―
B
I
N
U
S
大

学
が

主
催

す
る

６
回

以
上

の
セ

ミ
ナ

ー
に

お
け

る
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

松
尾

徳
朗

教
授

に
よ

る
講

演
の

実
施

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

を
通

じ
て

、
B
I
N
U
S
大

学
と

の
間

に
お

い
て

共
同

研
究

推
進

に
よ

る
学

術
活

動
及

び
教

育
研

究
成

果
の

共
有

、
学

生
や

職
員

の
交

流
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ

プ
推

進
、

そ
の

他
の

学
術

的
協

力
、

教
育

活
動

成
果

に
関

す
る

情
報

共
有

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

 

＜
課

題
・

方
向

性
＞

 

・
共

同
研

究
を

ベ
ー

ス
と

し
た

2
5
編

以
上

の
論

文
に

つ
い

て
は

、
う

ち
1
5
本

が
既

に
発

表
さ

れ
、

残
り

は
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

内
に

発
表

予
定

で
あ

る
。

 

  
③

品
川

区
及

び
関

係
機

関
と

の
連

携
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
品

川
区

と
の

連
携

に
関

す
る

包
括

協
定
（

平
成

3
0（

2
0
1
8
）
年

度
締

結
）
に

基
づ

き
、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
よ

り
継

続
実

施
し

て
い

る
区

内
中

小
企

業
向

け
の

技
術

指

導
を

１
件

実
施

し
、

企
業

の
技

術
的

課
題

に
対

し
て

教
員

が
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

っ
た

。
 

・
品

川
区

内
大

学
等

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

協
議

会
議

に
参

加
し

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
コ

ロ
ナ

禍
で

の
関

係
各

大
学

に
お

け
る

取
組

に
係

る
情

報
共

有
を

行
っ

た
。
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      （
２

）【
継

続
】
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
の

強
化

に
向

け
、

交
流

を
促

進
す

る
。

 

    

 
 

 
（

実
施

日
：

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
2
月

2
1
日

）
 

 
 

 
協

議
会

メ
ン

バ
ー

校
：

産
技

大
、

立
正

大
学

、
清

泉
女

子
大

学
、

星
薬

科
大

学
、

昭
和

大
学

、
杉

野
服

飾
大

学
、

東
京

医
療

保
健

大
学

、
都

立
産

技
高

専
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
産

技
大

教
員

の
知

見
を

産
学

連
携

に
活

用
し

、
品

川
区

に
お

け
る

企
業

支
援

政
策

の
一

助
と

な
っ

た
。

 

・
品

川
区

を
中

核
と

し
た

メ
ン

バ
ー

各
校

と
の

相
互

協
力

を
、

よ
り

円
滑

に
発

展
・

連
携

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 （
２

）
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
、

交
流

促
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
主

催
の
「

T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

2
0
2
1
」（

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

９
月

1
5
日

～
1
0
月

1
5
日

、
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

）
に

、
A
I
I
T

藻
類

研
究

所
（

所
長

：
村

越
英

樹
教

授
）

の
研

究
内

容
を

出
展

し
た

。
 

・
文

部
科

学
省

補
助

事
業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・
高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」
に

関
し

て
、

同
事

業
の

外
部

連
携

機
関

で
あ

る
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

外
部

評
価

を
実

施
し

、
本

事
業

の
取

組
に

つ
い

て
積

極
的

な
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

下
に

お
い

て
も

、
イ

ベ
ン

ト
参

加
に

よ
る

教
育

研
究

活
動

に
関

す
る

連
携

は
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

て
継

続
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

文
部

科
学

省
補

助
事

業
で

の
新

た
な

連
携

が
、

交
流

が
よ

り
活

性
化

さ
れ

る
契

機
と

な
っ

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
0
6

 
◇

東
京

都
立

大
学

及
び

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

と
の

連
携

 

③
東

京
都

立
大

学
及

び
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
と

連
携

し
、

海
外

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

等
様

々
な

分
野

で
の

相
互

交
流

を
図

る
。

 

ま
た

、
更

な
る

連
携

を
促

進
す

る
た

め
に

、
法

人
や

法
人

内
の

教
育

研
究

機
関

と
協

力
し

、
課

題
の

検
証

を
踏

ま
え

つ
つ

、
新

た
な

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等

専
門

学
校

を
は

じ
め

と
し

た
高

等
専

門
学

校
出

身
者

の
確

保
に

向
け

、
多

く
の

チ
ャ

ネ
ル

を
通

じ
て

入
試

等
の

情
報

提
供

を
積

極
的

に
行

う
。

 

       （
２

）【
継

続
】
高

専
と

の
新

た
な

教
育

連
携

に
つ

い
て

検
討

す
る

と
と

も
に

、
大

学
・

高
専

連
携

基
金

事
業

に
お

け
る

共
同

研
究

を
推

進
す

る
。

 

              （
３

）【
継

続
】
既

存
の

連
携

事
業

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
教

職
員

間
の

情
報

共
有

・
交

流
機

会
を

強
化

す
る

こ
と

に
よ

り
２

大
学

１
高

専
の

連
携

体
制

を
構

築
し

、
よ

り
効

果
的
・
効

率

的
な

連
携

を
推

進
す

る
。（

1
-
0
4
、
3
-

0
9
、

4
-
1
2
再

掲
）

 

（
１

）
高

専
出

身
者

の
確

保
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

例
年

と
同

様
の

広
報

活
動

が
十

分
に

行
え

な
か

っ
た

が
、

産
技

大
の
入

試
日

程
を

個
別

に
広

報
す

る
等

、
産

技
高

専
の

協
力

を
得

て
、

可
能

な
範

囲
で

の
広

報
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
産

技
高

専
を

含
む

高
専

か
ら

の
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
入

学
者

は
0
名

で
あ

っ
た

。
（

図
表

2
-
0
6
-
1
）

 

【
図

表
2
-
0
6
-
1
　

高
専

（
産

技
高

専
以

外
も

含
む

）
出

身
者

の
産

技
大

入
学

者
数

】
（
単

位
：
人

）

2
9
年

度
3
0
年

度
3
1
年

度
２

年
度

３
年

度
４

年
度

入
学

者
数

2
(1

)
4
(2

)
1
(1

)
2
(1

)
2
(1

)
0
(0

)

※
()
は

産
技

高
専

出
身

者
数

で
内

数
 

 （
２

）
産

技
高

専
と

の
連

携
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・「
大

学
・
高

専
連

携
事

業
基

金
」
事

業
に

お
け

る
共

同
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
産

技
高

専
専

攻
科

の
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
受

け
入

れ
た

。（
図

表
2
-
0
6
-
2
）
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
「

大
学

・
高

専
連

携
事

業
基

金
」

事
業

を
活

用
し

、
産

技
高

専
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
共

同
研

究
に
お

い
て

、
高

専
専

攻
科

２
年

生
が

国
際

会
議
（

M
C
M
’
2
1
、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

８
月

４
日

）
と

国
内

学
会
（

日
本

機
械

学
会

2
0
2
1
年

度
年

次
大

会
、
令

和

３
（

2
0
2
1
）

年
９

月
５

日
及

び
日

本
機

械
学

会
北

陸
信

越
支

部
2
0
2
2
合

同
講

演
会

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
３

月
５

日
）

で
そ

の
成

果
を

発
表

し
た

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

お
い

て
、

高
専

専
攻

科
１

年
生

が
国

内
学

会
（

日
本

機
械

学
会

）
で

そ
の

成
果

を
発

表
し

た
。

 

【
図

表
2
-
0
6
-
2
　

産
技

高
専

と
の

連
携

】

担
当

教
員

内
容

越
水

　
重

臣
（
創

造
技

術
コ

ー
ス

　
教

授
）

産
技

高
専

も
の

づ
く

り
工

学
科

機
械

工
学

コ
ー

ス
 栗

田
勝

実
教

授
と

の
共

同
研

究
テ

ー
マ

：
振

動
を

利
用

し
た

溶
接

残
留

応
力

低
減

法
に

関
す

る
研

究

越
水

　
重

臣
（
創

造
技

術
コ

ー
ス

　
教

授
）

産
技

高
専

創
造

工
学

専
攻

 専
攻

科
生

1
年

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

受
入

（
越

水
研

究
室

）
期

間
：
令

和
3
（
2
0
2
1
）
年

８
月

1
8
日

～
９

月
３

日
 

 （
３

）
２

大
学

１
高

専
の

連
携

【
中

期
計

画
番

号
4
－

1
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
第

三
期

共
同

研
究

 
専

攻
科

C
o
-
L
a
b
o
.
に

つ
い

て
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

の
継

続
３

件
の

ほ
か

、
４

件
を

採
択

し
開

始
し

た
。

 

 
 

・
教

職
員

間
の

情
報

共
有

・
交

流
機

会
を

強
化

す
べ

く
、

法
人

内
の

教
員

情
報

を
所

管
す

る
事

務
担

当
者

を
集

め
て

意
見

交
換

を
行

い
、

現
状

把
握

を
す

る
と

と
も

に
、
課

題
の

共
有

化
を

図
っ

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
４４
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  

【
教

育
の

評
価

・
改

善
】
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

取
組

に
よ

り
、

教
育

内
容

や
教

育
成

果
に

つ
い

て
評

価
・

検
証

を
行

い
、

改
善

へ
と

つ
な

げ
る

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
展

開
し

、
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
。

 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
２

）
教

育
の

実
施

体
制

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
の

評
価

・
改

善
 

【
2
-
0
7
】
④

自
己

点
検
・
評

価
活

動
に

お
け

る
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
強

化

し
、

教
授

法
や

講
義

内
容

の
改

善
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、
教

員
の
【

9
0
％

以
上

】
の

参
加

を
目

指

す
と

と
も

に
、

他
大

学
と

連
携

し
た

開
催

を
検

討
す

る
。
さ

ら
に

、
新

た
に

、
授

業
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

研
究

会
を

新
設

し
、

教
育

の
質

の
改

善
を

図
る

た
め

の
F
D

活
動

を
推

進
す

る
。

そ
う

し
た

取
組

な
ど

に
よ

り
、

５
段

階
か

ら
な

る
学

生
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
つ

い
て

、【
平

均
４

以
上

】
の

評
価

を
維

持
す

る
。

 

 【
2
-
0
8
】

⑤
本

学
の

教
育

の
更

な
る

改
善

を
図

っ
て

い

く
た

め
、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

大
学

全

体
の

機
関

別
認

証
評

価
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

の
分

野
別

認
証

評
価

、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
及

び
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

創
造

技
術

専
攻

の
分

野
別

認
証

評
価

を
受

審
し

、
受

審
結

果

に
基

づ
い

た
改

善
策

を
、
受

審
年

度
の

翌
々

年
度

ま
で

に
実

施
す

る
。

 

2
9  

【
2
-
0
7
】・

年
度
計

画
進

捗
管

理
会

議
で

の
進

捗
管

理
及

び
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

の
体

制
見

直
し

に
よ

り
、

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

強
化

し
た

。
 

・
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
後

日

視
聴

含
め

【
1
0
0
％

】
の

教
員

が
参

加
し

た
。

 

・
学

生
の

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で
【

4
.
2
8
】
の

評
価

を
得

た
。
 

【
2
-
0
8
】

創
造

技
術

専
攻

に
お

い
て

分
野

別
認

証
評

価
を

受
審

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
参

加
者

が
、
後

日
視

聴
（

視
聴

後
レ

ポ
ー

ト
提

出
）
を

含

め
1
0
0
%
に

達
し

て
い

る
こ

と
を

高
く

評
価

す
る

。
 

・
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
が

平
均

で
4
.
2
8
を

得
た

点
は

評

価
す

る
が

、
平

均
点

だ
け

で
は

な
く

、
評

価
分

布
や

各
教

員
の

特
徴

な
ど

を

詳
し

く
分

析
し

、
活

用
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

3
0  

【
2
-
0
7
】・

運
営
会

議
で

の
進

捗
管

理
及

び
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

の
体

制
見

直
し

に
よ

り
、

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

強
化

し
た

。
 

・
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
後

日

視
聴

含
め

【
1
0
0
％

】
の

教
員

が
参

加
し

た
。

 

・
学

生
の

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で
【

4
.
3
3
】
の

評
価

を
得

た
。
 

【
2
-
0
8
】
分

野
別

認
証

評
価

結
果

を
踏

ま
え
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、

機
関

別
認

証
評

価
の

受
審

準
備

を
行

っ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

が
、
過

去
最

高
の

平
均

4
.
3
3（

５
段

階
評

価
）
と

な

り
、

継
続

し
て

学
生

か
ら

高
い

評
価

を
得

て
い

る
。

 

・
教

育
の

質
の

向
上

に
向

け
た

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
、

教
員

が
積

極
的

に
参

加

し
て

い
る

。
 

元  

【
2
-
0
7
】・

運
営
会

議
で

の
進

捗
管

理
及

び
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

の
任

務
見

直
し

に
よ

り
、

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

を
着

実
に

効
率

的
に

回
す

よ
う

に
し

た
。

 

・
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
後

日

視
聴

含
め

【
1
0
0
％

】
の

教
員

が
参

加
し

た
。

 

・
学

生
の

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で
【

4
.
3
7
】
の

評
価

を
得

た
。
 

【
2
-
0
8
】
機

関
別

認
証

評
価

を
受

審
し

た
結

果
、「

適
合

」
の

評
価

を
受

け
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

へ
の

教
員

参
加

率
が

1
0
0
％

で
あ

る
こ

と
、
学

生
に

対
し

て

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

等
、

組
織

と
し

て
P
D
C
A
が

有
効

に
機

能
し

て
い

る
。

 

・
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

で
全

授
業

の
評

価
が

平
均

4
.
3
7
と

な
り

、
平

成
2
9
 

年
度

か
ら

３
か

年
連

続
で

前
年

度
を

上
回

る
高

評
価

を
得

た
。

 

２  

【
2
-
0
7
】・

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
後

日

視
聴

含
め

【
1
0
0
％

】
の

教
員

が
参

加
し

た
。

 

・
学

生
の

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で
【

4
.
3
7
】
の

評
価

を
得

た
。 

【
2
-
0
8
】
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

に
お

い
て

分
野

別
認

証
評

価
を

受
審

し

た
結

果
、「

適
合

」
の

評
価

を
受

け
た

。
ま

た
、
前
回

受
審

時
の

評
価

結
果

か
ら

改
善

が
見

ら
れ

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

に
つ

い
て

、
令

和
元

年
度

に
引

き
続

き
、
全

授
業

の

評
価

が
平

均
4
.
3
7
と

高
評

価
を

維
持

し
て

い
る

。
 

・
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
つ

い
て

、
遠

隔
授

業
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
テ

ー
マ

と
し

て
開

催
し

、
教

員
参

加
率

1
0
0
％

を
達

成
し

た
。

 

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 180 －



３ 

【
2
-
0
7
】
 ・

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

実
施

体
制

を
整

え
、
運

用
を

開
始

し
た

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
後

日
視

聴
含

め
【

1
0
0
％

】
の

教
員

が
参

加
し

た
。

 

・
学

生
の

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で
【

4
.
3
5
】
の

評
価

を
得

た
。 

【
2
-
0
8
】
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

受
審

し
た

機
関

別
認

証
評

価
結

果
を

踏
ま

え
、
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
受

審
の

分
野

別
認

証
評

価
（

産
業

技
術

専
攻

）
の

受
審

準
備

を
行

っ
た

。
 

  

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
毎

月
の

運
営

会
議

に
お

け
る

進
捗

管
理

や
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
へ

の
進

捗
報

告
等

、
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

の
強

化
が

図
ら

れ
て

い
る

。
 

・
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

へ
の

教
員

参
加

率
や

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
け

る
全

授
業

の
平

均
評

価
等

に
つ

い
て

の
目

標
が

十
分

に
達

成
さ

れ
て

い
る

。
 

・
学

内
の

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

機
能

強
化

の
た

め
、
新

た
な

責
任

主
体

と
し

て
内

部
質

保
証

室
が

令
和

２
年

度
に

設
置

さ
れ

た
。
今

後
、
各

組
織

体
の

役
割

と
連

携
関

係
が

明
確

に
な

り
、
大

学
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
自

主
的
・
自

律
的

な
自

己
点

検
・

評
価

、
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

が
機

能
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
0
7
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
の

評
価

・
改

善
 

④
自

己
点

検
・

評
価

活
動

に
お

け
る

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
強

化
し

、
教

授
法

や
講

義
内

容
の

改
善

を
推

進
す

る
。

 

ま
た

、
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

教
員

の
【

9
0
％

以
上

】
の

参
加

を
目

指
す

と
と

も
に

、
他

大
学

と
連

携
し

た
開

催
を

検
討

す
る

。
 

さ
ら

に
、

新
た

に
、

授
業

の
質

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
研

究
会

を
新

設
し

、
教

育
の

質
の

改
善

を
図

る
た

め
の

F
D
活

動
を

推
進

す
る

。
そ

う
し

た
取

組
な

ど
に

よ
り

、
5
段

階
か

ら

な
る

学
生

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

つ
い

て
、
【

平
均

４
以

上
】

の
評

価
を

維
持

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
   

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
自

己
点

検
・
評

価
活

動
に

お

け
る

P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

を
強

化
す

る
た

め
、

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

の
任

務
を

拡
充

す
る

。
（

4
-
0
2
、

4
-
2
1
再

掲
）

 

 （
２

）【
継

続
】
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
教

育
効

果
が

見
込

ま
れ

る
科

目
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

積
極

的
に

導
入

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

た
検

証
と

改
善

を
行

う
。

（
2
-
0
3
、

2
-
1
2
再

掲
）

 

 （
３

）【
継

続
】
教

員
の

授
業

改
善

を
支

援
す

る
セ

ン
タ

ー
機

能
を

持
つ

A
I
IT

高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
授

業
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

、
授

業
の

設
計

に
関

す
る

教
員

向
け

ガ
イ

ダ
ン

ス
等

を
行

う
。

ま
た

、
学

生
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
つ

い
て

、
平

均
４

以
上

の
評

価
を

維
持

し
、

個
々

の
教

員
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
う

。
 

    （
４

）【
継

続
】
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

 
を

開
催

し
、
教

員
の

9
0
％

以
上

の
参

加
を

目
指

す
と

と
も

に
、

他
大

学
や

教
育

関
係

機
関

等
と

連
携

し
た

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
 

 

（
１

）
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

の
強

化
【

特
記

事
項

Ⅱ
－

１
参

照
】

 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

関
し

必
要

な
事

項
を

「
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
実

施
要

綱
」

と
し

て
制

定
し

、
内

部
質

保
証

に
関

す
る

責
任

体
制

及
び

内
部

質
保

証
を

実
施

す
る

た
め

の
手

続
き

が
明

確
と

な
っ

た
。

 

  （
２

）
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
積

極
的

導
入

【
中

期
計

画
番

号
2
－

0
3
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

て
い

る
授

業
科

目
が

9
3
.
8
％

に
達

し
た

。
 

    （
３

）
授

業
評

価
結

果
の

改
善

と
研

究
会

の
仕

組
み

の
構

築
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

育
の

質
の

向
上

を
目

的
と

し
た

学
生

向
け

の
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

を
ク

ォ
ー

タ
ご

と
に

実
施

し
た

。
今

後
の

授
業

の
参

考
と

す
る

た
め

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
基

づ
い

た
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

各
教

員
が

作
成

し
、

第
3
0
号

F
D
レ

ポ
ー

ト
と

し
て

取
り

ま
と

め
る

と
と

も
に

、
第

3
1
号

発
行

に
向

け
た

準
備

を
行

っ
た

。
 

・
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
新

規
採

用
教

員
に

授
業

設
計

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

育
の

質
の

向
上

の
た

め
の

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

回
し

た
結

果
、

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
で

全
授

業
の

評
価

が
平

均
4
.
3
5
（

１
～

５
の

５
段

階
評

価
）

と
な

っ
た

。
 

（
図

表
2
-
0
7
-
1
）

 

【
図

表
2
-
0
7
-
1
　
授

業
評

価
ア
ン
ケ
ー

ト
結

果
】
※

5
段

階
評

価
の
平

均

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度

授
業

評
価

ア
ン
ケ
ー

ト
結

果
4
.1
8

4
.2
8

4
.3
3

4
.3
7

4
.3
7

4
.3
5

 
 （

４
）

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
に

よ
る

教
育

の
質

の
向

上
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
全

教
員

を
対

象
に

、
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
２

回
（

第
3
0
回

及
び

第
3
1
回

）
実

施
し

た
。
（

図
表

2
-
0
7
-
2
）

 

・
第

3
0
回

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
は

、
「

本
学

に
お

け
る

教
育

 
D
X
 
実

施
報

告
及

び
教

室
及

び
 
P
B
L
 
演

習
室

の
新

た
な

環
境

に
つ

い
て

」
を

テ
ー

マ
と

し
て

、
文

部
科

学
省

補

助
事

業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・
高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」
で

導
入

し
た

機
器

等
、
教

室
や

P
B
L
演

習
室

環
境

の
活

用
方

法
を

始
め

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
授

業
実

施
で

工
夫

し
た

点
等

の
共

有
を

行
っ

た
。

 

・
第

3
1
回

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
は

、
「

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
パ

タ
ー

ン
」

を
テ

ー
マ

と
し

て
、

慶
應

義
塾

大
学

 
総

合
政

策
学

部
 
井

庭
崇

教
授

を
講

師
と

し
て

迎
え

、
他

大
学

に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

の
実

施
事

例
を

踏
ま

え
た

、
本

学
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

在
り

方
に

つ
い

て
議

論
を

行
っ

た
。

 

・
F
D

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

参
加

で
き

な
い

教
員

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
と

し
て

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
内

容
を

録
画

し
、

後
日

視
聴

さ
せ

る
と

と
も

に
、

ア
ン

ケ
ー

ト
を

当
日

参
加

者

と
同

様
に

提
出

さ
せ

た
。
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＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
授

業
へ

の
D
X
の

活
用

方
法

や
、

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
の

手
法

等
を

講
演

や
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

よ
り

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
２

回
の

F
D
フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

に
よ

り
、

産
技

大
の

教
育

の
質

の
向

上
に

つ
な

が
る

と
と

も
に

、
当

該
フ

ォ
ー

ラ
ム

へ
の

教
員

の
参

加
率

は
、

後
日

の
視

聴
参

加
を

含
め

1
0
0
％

を
達

成
し

た
。

 

 ※
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

：
教

員
の

授
業

内
容

・
方

法
の

改
善

の
た

め
、

外
部

有
識

者
に

よ
る

講
演

や
運

営
諮

問
会

議
の

委
員

を
交

え
て

討
論

会
等

を
実

施
す

る
企

画
。

 

  【
図

表
2
-
0
7
-
2
　

F
D

フ
ォ

ー
ラ

ム
開

催
実

績
】

（
単

位
：
％

）

年
度

回
開

催
日

テ
ー

マ
内

容
講

師
教

員
参

加
割

合
※

2
8
年

度
第

2
0
回

8
/
2

経
験

か
ら

学
ぶ

実
践

家
を

育
て

る
筑

波
大

学
ビ

ジ
ネ

ス
科

学
研

究
科

佐
野

　
享

子
　

准
教

授
5
3
.3

%

第
2
1
回

1
1
/
4

F
D

 a
ct

iv
it
y 

in
 D

e 
L
a 

S
al

le
 U

n
iv

er
si

ty
E
xe

ct
iv

e 
D

ir
ec

to
r 

o
f 
D

e 
L
a 

S
al

le
 U

n
iv

er
si

ty
A

lv
in

 B
 C

u
la

b
a 

教
授

6
3
.3

%

2
9
年

度
第

2
2
回

8
/
4

A
II
T

に
お

け
る

授
業

デ
ザ

イ
ン

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
推

進
に

向
け

た
取

り
組

み
に

つ
い

て
産

技
大

　
直

近
2
年

間
に

お
け

る
B

es
t 

P
ro

fe
ss

o
r

o
f 
th

e 
Y

ea
r　

受
賞

者
1
0
0
.0

%

第
2
3
回

2
/
1
9

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

と
そ

の
他

の
教

育
手

法
の

効
果

的
な

融
合

関
西

大
学

教
育

推
進

部
森

　
朋

子
　

教
授

1
0
0
.0

%

3
0
年

度
第

2
4
回

9
/
1
9

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

機
能

さ
せ

る
た

め
の

授
業

設
計

」
芝

浦
工

業
大

学
　

工
学

部
榊

原
　

暢
久

　
教

授
1
0
0
.0

%

第
2
5
回

2
/
2
0

「
著

作
権

法
改

正
に

伴
う

授
業

等
へ

の
影

響
に

つ
い

て
」

横
浜

国
立

大
学

成
長

戦
略

研
究

セ
ン

タ
ー

川
瀬

　
真

　
客

員
教

授
1
0
0
.0

%

元
年

度
第

2
6
回

8
/
2
0

S
o
ci

et
y5

.0
に

お
け

る
人

材
育

成
独

立
行

政
法

人
 日

本
情

報
処

理
推

進
機

構
　

社
会

基
盤

セ
ン

タ
ー

　
片

岡
 晃

 セ
ン

タ
ー

長
1
0
0
.0

%

第
2
7
回

2
/
2
0

専
門

職
大

学
院

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
桜

美
林

大
学

田
中

　
義

郎
　

副
学

長
1
0
0
.0

%

２
年

度
第

2
8
回

7
/
2
9

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
の

遠
隔

授
業

の
考

え
方

と
本

学
に

お
け

る
実

施
・
展

開
方

法
基

調
講

演
：
産

技
大

　
松

尾
 徳

朗
 教

授
事

例
発

表
：
各

コ
ー

ス
か

ら
3
名

ず
つ

1
0
0
.0

%

第
2
9
回

2
/
1
8

「
遠

隔
授

業
に

お
け

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

」
（
続

編
）

ハ
ー

バ
ー

ド
大

学
　

医
学

部
波

多
 伸

彦
　

教
授

1
0
0
.0

%

３
年

度
第

3
0
回

9
/
7

本
学

に
お

け
る

教
育

 D
X

 実
施

報
告

及
び

教
室

及
び

 P
B

L
演

習
室

の
新

た
な

環
境

に
つ

い
て

文
科

省
D

X
事

業
担

当
教

員
　

3
名

　
他

1
0
0
.0

%

第
3
1
回

2
/
1
6

「
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

パ
タ

ー
ン

」
慶

應
義

塾
大

学
 総

合
政

策
学

部
 井

庭
崇

　
教

授
1
0
0
.0

%

※
教

員
参

加
割

合
の

数
値

は
、

後
日

視
聴

に
よ

る
参

加
者

を
含

ん
だ

割
合
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
0
8

 
⑤

本
学

の
教

育
の

更
な

る
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

大
学

全
体

の
機

関
別

認
証

評
価

、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
に

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
の

分
野

別
認

証
評

価
、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
及

び
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

創
造

技
術

専
攻

の
分

野
別

認
証

評
価

を
受

審
し

、
受

審
結

果
に

基
づ

い
た

改
善

策
を

、
受

審
年

度
の

翌
々

年
度

ま
で

に
実

施
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

受

審
し

た
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
結

果
を

踏
ま

え
、

指
摘

事
項

に
対

す
る

改
善

策
を

実
施

す
る

。（
4
-
2
1
再

掲
）
 

   （
２

）【
継

続
】
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
に

受

審
し

た
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

に
お

け
る

分
野

別
認

証
評

価
を

踏
ま

え
、

指
摘

事
項

に
対

す
る

改
善

策
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。（
4
-
2
1
再

掲
）
 

                  （
３

）【
継

続
】
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
に

受

審
し

た
創

造
技

術
専

攻
に

お
け

る
分

野
別

認
証

評
価

で
指

摘
さ

れ
た

事
項

に
つ

い
て

改
善

策
を

実
施

す
る

。（
4
-

2
1
再

掲
）

 

     

（
１

）
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
結

果
を

踏
ま

え
た

改
善

策
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
元
（

2
0
1
9）

年
度

に
受

審
し

た
公

益
財

団
法

人
大

学
基

準
協

会
に

よ
る

機
関

別
認

証
評

価
の

大
学

評
価

結
果

に
お

い
て

、
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

の
見

直
し

に
つ

い
て

指
摘

が
あ

っ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

の
実

施
体

制
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

実
施

要
綱

の
制

定
と

当
該

要
綱

に
基

づ
く

運
用

を
開

始
し

、
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
結

果
の

指
摘

事
項

に
対

す
る

改
善

を
行

っ
た

。
 

 （
２

）
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

に
お

け
る

分
野

別
認

証
評

価
の

受
審

結
果

を
踏

ま
え

た
改

善
策

の
検

討
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
受

審
の

分
野

別
認

証
評

価
に

お
け

る
指

摘
事

項
は

な
く

、
S（

優
良

）
5
項

目
、
A（

適
合
）
4
3
項

目
と

前
回

の
受

審
と

比
べ

評
価

結
果

が
改

善
し

た
。

受
審

結
果

に
つ

い
て

は
、

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

で
報

告
し

た
。
（

図
表

2
-
0
8
-
1
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
研

究
科

再
編

後
の

教
育

に
つ

い
て

も
、

今
回

の
評

価
結

果
を

踏
ま

え
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

の
意

志
共

有
が

図
ら

れ
た

。
 

 

【
図
表
2
-
0
8
-
1
　
分
野
別
認
証
機
関
（
情
報
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
専
攻
）
評
価
結
果
】

評
価
区
分

R
2
年
度

H
2
7
年
度

増
減

S
（
優
良
）

5
5

0

A
（
適
合
）

4
3

3
8

5

C
（
懸
念
）

0
3

△
3

W
（
弱
点
）

0
0

0

D
（
欠
陥
）

0
0

0

計
4
8

4
6

注
：
評
価
対
象
項
目
が
増
加
し
た
た
め
、
前
回
と
評
価
結
果
の
計
は
一
致
し
な
い
。

 
 （

３
）

創
造

技
術

専
攻

の
分

野
別

認
証

評
価

の
受

審
結

果
を

踏
ま

え
た

改
善

策
の

実
施

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
に

受
審

し
た

一
般

社
団

法
人

日
本

技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）
に
よ

る
分

野
別

認
証

評
価

結
果

を
踏

ま
え

提
出

し
た

改
善

報
告

書
に

対
し

、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
３

月
に

受
領

し
た

検
討

結
果

で
指

摘
を

受
け

た
項

目
に

つ
い

て
、

機
関

別
認

証
評

価
で

の
指

摘
内

容
も

踏
ま

え
見

直
し

を
図

っ
た

。
 

（
図

表
2
-
0
8
-
2
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
・

改
善

報
告

書
検

討
結

果
の

指
摘

事
項

に
対

す
る

改
善

が
図

ら
れ

た
。
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               （
４

）【
新

規
】
旧

専
攻

に
お

け
る

分
野

別
認

証
評

価
を

踏
ま

え
、
令

和
４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
産

業
技

術
専

攻
に

お
け

る
分

野
別

認
証

評
価

受
審

に
向

け
て

の
準

備
を

着
実

に
実

施
す

る
。
（

4
-
2
1

再

掲
）

 

【
図
表
2
-
0
8
-
2
　
分
野
別
認
証
機
関
（
創
造
技
術
専
攻
）
評
価
結
果
】

評
価
区
分

元
年
度

H
2
9
年
度

増
減

S
（
優
良
）

1
1

0

A
（
適
合
）

4
2

3
8

4

C
（
懸
念
）

4
7

△
3

W
（
弱
点
）

0
1

△
1

D
（
欠
陥
）

0
0

0

計
4
7

4
7

 
 （

４
）

産
業

技
術

専
攻

の
分

野
別

認
証

評
価

の
受

審
準

備
の

実
施

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

受
審

予
定

の
一

般
社

団
法

人
日

本
技

術
者

教
育

認
定

機
構
（

J
A
B
E
E
）
に

よ
る

分
野

別
認

証
評

価
（

産
業

技
術

専
攻

）
に

向
け

、
自

己
点

検
・
評

価

委
員

会
の

も
と

に
設

置
し

た
分

野
別

認
証

評
価

W
G
（

座
長

：
研

究
科

長
）

に
お

い
て

検
討

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
・

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
６

月
提

出
予

定
の

自
己

評
価

書
を

作
成

し
た

。
引

き
続

き
提

出
に

向
け

、
作

業
を

継
続

す
る

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
５５
  

学学
生生

へへ
のの

支支
援援

 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
学

生
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
て

、
社

会
人

を
は

じ
め

全
て

の
学

生
が

学
び

や
す

い
学

修
の

仕
組

み
や

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、
修

了
後

も
必

要
に

応
じ

て
学

び
直

し
が

で
き

る
仕

組
み

を
整

え
る

。
 

○
学

生
が

必
要

な
知

識
や

技
術

を
確

実
に

修
得

し
、

産
業

界
で

活
躍

で
き

る
よ

う
、

多
様

な
学

生
の

適
性

や
就

労
経

験
等

を
踏

ま
え

、
組

織
的

・
体

系
的

な
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
を

行
う

。
 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
３

）
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た

め
の

措
置

 

◇
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
促

進
す

る
学

修
環

境
の

整
備

 

【
2
-
0
9
】

①
講

義
支

援
シ

ス
テ

ム
及

び
遠

隔
授

業
の

着

実
な

実
施

や
、
個

別
指

導
の

徹
底

に
よ

る
１

年
次

生
の
【

全
員

】
に

対
す

る
担

任
教

員
の

指
導

、
T
A

や
認

定
登

録
講

師
を

活
用

し
た

指
導

の
実

施
な

ど
、
社

会
人

が
学

修
し

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る

。
ま

た
、
修

了
後

も
専

門
能

力
の

向
上

を
図

る
場

と
し

て
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

一
層

充
実

し
、
学

び
直

し
が

で
き

る
学

修
環

境
を

整
備

す
る

。
 

 ◇
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
の

充
実

 

【
2
-
1
0
】
②
担

任
制

や
、
メ

ン
タ

ー
制

度
を

よ
り

一
層

活

用
す

る
な

ど
、
多

様
な

学
生

の
就

職
や

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
等

に
応

じ
た

組
織

的
・
体

系
的

で
、
個

別
指

導
を

軸
に

し
た

き
め

細
か

な
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
を

展
開

す
る

。
 

2
9  

【
2
-
0
9
】
両

専
攻

の
1
年

生
【

全
員

】
に

対
し

、
担

任
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 
【【

評評
定定

：：
３３
】】

  

・
１

年
生

全
員

と
面

談
を

実
施

す
る

な
ど

き
め

細
か

く
徹

底
し

た
取

組
を

展
開

し
て

い
る

。
 

・
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

関
す

る
学

生
向

け
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

に
つ

い
て

、
継

続
し

て
高

い
評

価
を

得
て

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。
前

年
と

比
較

し
て

点
数

が
変

化
し

て
い

る
項

目
に

つ
い

て
、
そ

の
理

由
を

分
析

す
る

こ
と

で
、

今
後

の
学

修
環

境
改

善
に

つ
な

が
る

も
の

と
思

わ
れ

る
。

 

3
0  

【
2
-
0
9
】
両

専
攻

の
1
年

生
【

全
員

】
に

対
し

、
担

任
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
キ

ャ
リ

ア
メ

ン
タ

ー
制

度
の

制
度

設
計

を
行

い
、
本

格
実

施

に
先

立
ち

試
行

的
に

実
施

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
１

年
生

全
員

に
対

し
て

面
談

を
行

う
な

ど
、
充

実
し

た
指

導
が

行
わ

れ
て

い

る
。

 

・
キ

ャ
リ

ア
メ

ン
タ

ー
制

度
の

設
計

を
行

い
、
試

行
的

に
実

施
す

る
な

ど
、
き

め
細

や
か

な
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
を

行
う

体
制

を
整

え
た

。
 

・
キ

ャ
リ

ア
メ

ン
タ

ー
制

度
に

つ
い

て
、
課

題
が

見
つ

か
っ

た
場

合
の

メ
ン

タ

ー
役

に
対

す
る

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

等
、
本

格
実

施
に

向
け

た
体

制
整

備
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
2
-
0
9
】
両

専
攻

の
１

年
生
【

全
員

】
に

対
し

、
担

任
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
キ

ャ
リ

ア
メ

ン
タ

ー
制

度
に

つ
い

て
、
試

行
結

果
に

基
づ

き
、
見

直

し
を

実
施

し
、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
よ

り
改

め
て

試
行

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
１

年
生

全
員

に
担

任
教

員
が

面
談

し
、

様
々

な
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

（
録

画
講

義
と

対
面

講
義

）
が

機
能

し
、

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

と
授

業
に

対
す

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

や
理

解
度

が
上

昇
し

た
。

 

２  

【
2
-
0
9
】
両

専
攻

の
１

年
生
【

全
員

】
に

対
し

、
担

任
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
キ

ャ
リ

ア
メ

ン
タ

ー
制

度
に

つ
い

て
、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
の

試

行
結

果
に

基
づ

く
見

直
し

を
行

い
、

改
め

て
試

行
を

行
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
教

育
効

果
に

つ
い

て
、
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

結
果

か
ら

、「
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

」
、「

負
担

の
軽

減
」
及

び
「

理
解

度
」
の

各
視

点
で

従
来

か
ら

の
高

い
評

価
が

維
持

さ

れ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、
履

修
等

に
つ

い
て

担
任

教
員

が
１

年
次

生
全

員
に

対

し
て

メ
ー

ル
に

よ
る

個
別

の
相

談
対

応
を

行
う

な
ど

、
き

め
細

か
い

学
生

指

導
を

行
っ

た
。
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３ 

【
2
-
0
9
】

１
年

生
【

全
員

】
に

対
し

、
担

任
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
キ

ャ
リ

ア
メ

ン
タ

ー
制

度
に

つ
い

て
、
こ

れ
ま

で
の

実
施

状
況

を
踏

ま
え

、
対

象
学

生
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

  

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
担

任
教

員
等

に
よ

る
１

年
次

生
全

員
へ

の
面

談
を

継
続

し
て

実
施

で
き

て
お

り
、

指
導

内
容

及
び

指
導

体
制

の
充

実
が

図
ら

れ
て

い
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
0
9
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
促

進
す

る
学

修
環

境
の

整
備

 

①
講

義
支

援
シ

ス
テ

ム
及

び
遠

隔
授

業
の

着
実

な
実

施
や

、
個

別
指

導
の

徹
底

に
よ

る
１

年
次

生
の

【
全

員
】

に
対

す
る

担
任

教
員

の
指

導
、

T
A
や

認
定

登
録

講
師

を
活

用
し

た
指

導

の
実

施
な

ど
、

社
会

人
が

学
修

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
。

 

ま
た

、
修

了
後

も
専

門
能

力
の

向
上

を
図

る
場

と
し

て
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

一
層

充
実

し
、

学
び

直
し

が
で

き
る

学
修

環
境

を
整

備
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
講

義
支

援
シ

ス
テ

ム
を

活

用
し

て
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
推

進
す

る
。
ま

た
、
新

型
コ

ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
も

鑑

み
、

遠
隔

授
業

を
継

続
的

に
実

施
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
多

様
な

学
生

に
対

し
て

効
率

的
な

学
修

環
境

を
提

供
す

る
。

 

                     （
２

）
◆
【

継
続

】
全

１
年

次
生

に
対

し
、
担

任
教

員
等

に
よ

る
学

習
指

導
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
指

導
内

容
、
指

導
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

 

     

（
１

）
効

率
的

な
学

修
環

境
の

提
供

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
W
e
b
会

議
シ

ス
テ

ム
活

用
に

よ
り

同
時

性
・
双

方
向

性
を

確
保

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
と

録
画

を
用

い
た

オ
ン

デ
マ

ン
ド

授
業

を
組

み
合

わ
せ

、
社

会
人

が
学

び
や

す
い

学

修
環

境
を

提
供

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ
ー

ニ
ン

グ
の

教
育

効
果

に
つ

い
て

、
学

生
の

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
、
授

業
に

対
す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
や

理
解

度

に
関

し
て

継
続

し
て

高
い

評
価

を
維

持
で

き
た

。
(
図

表
2
-
0
9
-
1
)
 

 

【
図

表
2
-
0
9
-
1
　
授

業
評

価
ア
ン
ケ
ー

ト
集

計
結

果
(ブ

レ
ン
デ

ィ
ッ
ド
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
)】

元
年

度
設

問
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン

2
.1
9

2
.1
5

2
.1
3

2
.0
9

負
担

の
軽

減
2
.4
7

2
.3
4

2
.4
7

2
.3
6

理
解

度
2
.2
3

2
.1
4

2
.1
7

2
.1
2

２
年

度
設

問
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン

2
.2
6

2
.1
4

2
.1
2

2
.0
4

負
担

の
軽

減
2
.6
4

2
.5
3

2
.5
0

2
.2
8

理
解

度
2
.3
0

2
.2
1

2
.1
8

2
.1
0

３
年

度
設

問
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン

1
.9
6

2
.2
3

2
.2
6

2
.1
6

負
担

の
軽

減
2
.2
9

2
.5
7

2
.5
8

2
.4
9

理
解

度
2
.0
3

2
.2
3

2
.2
8

2
.1
6

※
評
価
値
は
１
～
３
の
３
段
階
評
価
で
、
３
が
最
も
良
い
評
価
。

 
 （

２
）

充
実

し
た

学
生

指
導

の
実

施
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
鑑

み
、
各

コ
ー

ス
に

お
い

て
、
学

生
生

活
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

、
担

任
教

員
が

１
年

生
【

全
員

】
に

対
し

て
メ

ー
ル

に
よ

る
履

修
相

談
を

実
施

し
た

。
 

・
P
B
L
を

履
修

し
て

い
る

学
生

に
つ

い
て

は
、
認

定
登

録
講

師
、
産

技
大

修
了

生
及

び
産

業
界

の
専

門
家

が
P
B
L
活

動
に

つ
い

て
外

部
評

価
を

行
う

P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

と

な
り

、
指

導
・

助
言

等
を

実
施

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
担

任
教

員
に

よ
る

面
談

や
外

部
の

専
門

家
の

客
観

的
な

評
価

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
学

生
個

々
の

状
況

に
応

じ
た

よ
り

良
い

学
修

に
寄

与
し

た
。
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   （
３

）【
継

続
】
継

続
学

修
の

場
で

あ
る

A
I
I
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

オ
ン

ラ
イ

ン
も

活
用

し
な

が
ら

着
実

に
実

施
し

て
継

続
的

な
修

学
の

場
を

提
供

す
る

と
と

も

に
、

継
続

学
修

を
促

す
た

め
の

新
た

な
仕

組
み

の
構

築
な

ど
、

学
修

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
更

な
る

充
実

を
図

る
。

（
2
-
1
8
再

掲
）

 

 （
４

）
◆
【

継
続

】
継

続
学

修
の

新
た

な
チ

ャ

ネ
ル

と
し

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
も

考
慮

し
つ

つ
、

シ
ニ

ア
の

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
等

を
目

的
と

し
た

A
I
IT

シ
ニ

ア
ス

タ
ー

ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
継

続
実

施

し
、

シ
ニ

ア
を

対
象

と
し

た
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
場

を
提

供
す

る
。
（

2
-

1
8
-
2
再

掲
）

 

 

 
 

※
認

定
登

録
講

師
制

度
：

高
度

専
門

知
識

を
有

す
る

人
材

を
認

定
登

録
講

師
と

し
て

登
録

し
、

機
会

が
あ

れ
ば

、
産

技
大

の
講

演
、

講
義

等
を

依
頼

す
る

制
度

で
、

産
技
大

の
修

了
生

、
非

常
勤

講
師

、
外

部
講

師
等

が
対

象
と

な
る

。
 

 （
３

）
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

更
な

る
充

実
【

中
期

計
画

番
号

2
－

1
8
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
３

つ
の

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
、
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

コ
ー

ス
、
創

造
技

術
コ

ー
ス

）
の

専
門

領
域

に
関

連
し

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

を
扱

う
公

開
講

座
「

A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
を

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Y
o
u
T
u
b
e
）

形
式

で
計

６
回

実
施

し
た

。
（

延
べ

参
加

者
数

1
,
1
5
1
名

）
 

・
リ

カ
レ

ン
ト
教

育
を

促
進

す
る

学
修

環
境

の
一

環
と

し
て

、
修

了
後

の
継

続
的

か
つ

自
主

的
な

学
修

と
研

究
の

機
会

を
提

供
し

、
そ

の
活

動
を

支
援

す
る

場
で

あ
る

修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
つ

い
て

、
３

つ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
設

置
さ

れ
た

。
 

   （
４

）
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
【

中
期

計
画

番
号

2
－

1
8
－

2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
文

部
科

学
省

の
「

職
業

実
践

力
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

B
P）

に
お

け
る

短
時

間
で

編
成

さ
れ

る
特

別
の

課
程
（

6
0

時
間

以
上

1
2
0
時

間
未

満
）

と
し

て
実

施
し

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
0

 
◇

キ
ャ

リ
ア

開
発

支
援

の
充

実
 

②
担

任
制

や
、
メ

ン
タ

ー
制

度
を

よ
り

一
層

活
用

す
る

な
ど

、
多

様
な

学
生

の
就

職
や

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
等

に
応

じ
た

組
織

的
・
体

系
的

で
、
個

別
指

導
を

軸
に

し
た

き
め

細
か

な
キ

ャ

リ
ア

開
発

支
援

を
展

開
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
担

任
制

や
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
委

員
会

を
通

じ
て

、
社

会
人

を
は

じ
め

と
す

る
産

技
大

の
多

様
な

学
生

の
状

況
に

き
め

細
か

に
対

応
し

た
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
な

ど
を

実
施

す

る
。

 

 

（
１

）
多

様
な

学
生

に
き

め
細

か
に

対
応

し
た

キ
ャ

リ
ア

開
発

支
援

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
就

職
支

援
対

象
者

全
員

に
対

す
る

就
職

支
援

ガ
イ

ダ
ン

ス
(
９

回
)
、

外
国

人
留

学
生

向
け

ガ
イ

ダ
ン

ス
(
２

回
、

中
国

語
で

実
施

)
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
た

。
 

・
キ

ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

就
職

相
談

(
8
7
回

)
を

実
施

す
る

等
、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

丁
寧

な
就

職
相

談
を

実
施

し
、
学

生
の

希
望

を
把

握
し

、
希

望
す

る
就

職
先

の
紹

介
に

努
め

た
。

 

 
・

修
了

生
企

業
へ

の
訪

問
や

、
修

了
生

と
の

個
別

面
談

等
、

学
生

か
ら

の
要

望
を

受
け

た
取

り
組

み
を

調
整

・
実

施
し

た
。

 

・
キ

ャ
リ

ア
メ

ン
タ

ー
制

度
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
実

施
状

況
を

踏
ま

え
、

対
象

学
生

を
見

直
す

等
、

制
度

の
利

用
拡

大
に

向
け

た
工

夫
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
上

記
取

組
に

よ
り

、
修

了
生

の
進

路
状

況
は

下
表

の
件

数
の

と
お

り
と

な
っ

た
。
（

図
表

2
-
1
0
-
1
）

 

・
キ

ャ
リ

ア
メ

ン
タ

ー
制

度
に

お
け

る
面

談
を

１
件

実
施

し
た

。
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【
図

表
2
-
1
0
-
1
　
修

了
生

進
路

状
況

】
（
単

位
：
人

）

新
卒
者

2
既
卒
者

1
入
学
時
有
職
者

1
3

新
卒
者

3
既
卒
者

3
入
学
時
有
職
者

3
7

新
卒
者

6
既
卒
者

3
入
学
時
有
職
者

3
5

合
計

1
0
3

8
7

6
9
3
.5
%

9
3

1
0

9
1
0
3

新
卒
者

2
既
卒
者

3
入
学
時
有
職
者

3
7

新
卒
者

2
既
卒
者

1
8

入
学
時
有
職
者

2
6

合
計

8
8

6
8

6
9
1
.9
%

7
4

1
1

1
3

8
9

新
卒
者

2
既
卒
者

8
入
学
時
有
職
者

4
2

新
卒
者

1
0

既
卒
者

6
入
学
時
有
職
者

3
7

合
計

1
0
5

8
9

7
9
2
.7
%

9
6

1
1

8
1
0
6

新
卒
者

2
既
卒
者

5
入
学
時
有
職
者

5
0

新
卒
者

5
既
卒
者

1
3

入
学
時
有
職
者

2
1

合
計

9
6

7
9

6
9
2
.9
%

8
5

1
0

1
0

9
6

新
卒
者

2
既
卒
者

5
入
学
時
有
職
者

3
7

新
卒
者

3
既
卒
者

1
1

入
学
時
有
職
者

1
5

合
計

7
3

6
3

5
9
2
.6
%

6
8

1
0

4
7
3

新
卒
者

4
既
卒
者

4
入
学
時
有
職
者

4
3

新
卒
者

1
8

既
卒
者

1
2

入
学
時
有
職
者

2
0

合
計

1
0
1

7
8

1
1

8
7
.6
%

8
9

3
0

9
1
0
1

※
就
職
に
は
、
現
職
の
継
続
者
を
含
む

※
各
年
度
、
3
月
3
1
日
時
点

※
令
和
元
年
度
は
、
情
報
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
専
攻
に
就
職
か
つ
進
学
し
た
修
了
生
が
い
る
た
め
、
対
象
者
合
計
と
全
体
の
合
計
は
一
致
し
な
い

※
令
和
２
年
度
は
、
創
造
技
術
専
攻
に
就
職
希
望
か
つ
進
学
希
望
の
修
了
生
が
い
る
た
め
、
対
象
者
合
計
と
全
体
の
合
計
は
一
致
し
な
い

情
報

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

3
8

2
9
5
.0
%

4
0

0
0

3
4
3

創
造
技
術

3
4

3
9
1
.9
%

3
7

1
0

6
4
4

2
8
年

度

5
1

創
造
技
術

3
5

8
8
1
.4
%

4
3

1
0

6
5
0

情
報

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

4
3

3
9
3
.5
%

4
6

2
0

3

3
9

2
9
年

度

情
報

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

3
8

2
9
5
.0
%

4
0

1
0

3
4
4

創
造
技
術

2
5

3
8
9
.3
%

2
8

0
0

1
2
9

4
8

0
0

5
5
3

3
0
年

度

情
報

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

5
2

3
9
4
.5
%

5
5

0
0

2
5
7

創
造
技
術

2
7

3
9
0
.0
%

3
0

1
0

8

元
年

度

情
報

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

4
6

2
9
5
.8
%

4
2

創
造
技
術

3
2

5
8
6
.5
%

3
7

1
1

8
4
7

4
8

1
1

3
5
3

創
造
技
術

4
3

5
8
9
.6
%

専
攻

・
コ
ー

ス
対

象
者

就
職

合
計

２
年

度

情
報

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

3
6

1
9
7
.3
%

3
7

0
0

5

就
職

希
望

就
職

率
就

職
（
小

計
）

進
学

進
学

希
望

そ
の
他

事
業
設
計
工
学

1
5

1
9
3
.8
%

1
6

0
0

0
1
6

３
年

度
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
６６
  

入入
学学

者者
選選

抜抜
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

○
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン
・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
て

質
の

高
い

学
生

を
確

保
す

る
た

め
、
育

成
す

る
人

材
像

や
教

育
内

容
及

び
成

果
を

広
く

社
会

に
発

信
す

る
と

と
も

に
、
多

様
な

入
学

者
選

抜
方

法

や
入

試
広

報
に

つ
い

て
も

継
続

的
な

検
証

に
基

づ
き

改
善

を
図

る
。

 
 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
４

）
入

学
者

選
抜

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め

の
措

置
 

◇
効

果
的

な
広

報
活

動
に

よ
る

専
門

職
大

学
院

に
ふ

さ

わ
し

い
学

生
の

確
保

 

【
2
-
1
1
】

①
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

の
活

用
等

に
よ

る
教

育

成
果

の
的

確
な

把
握

に
基

づ
い

た
大

学
の

強
み

の
効

果
的

な
発

信
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

、

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
等

の
多

様
な

媒
体

を
通

じ
た

広
報

活
動

の
展

開
、
教

職
員

の
訪

問
等

に
よ

る
企

業
等

へ
の

働
き

か
け

の
強

化
な

ど
の

取
組

を
行

う
。
こ

う
し

た
取

組
を

推
進

し
、
【

年
間

2
5
0
人

】
を

超
え

る
参

加

者
を

大
学

院
説

明
会

へ
集

め
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

社
会

人
、

学
部

卒
業

生
等

か
ら

、

高
度

専
門

職
業

人
と

し
て

の
資

質
を

有
す

る
学

生
を

確
保

す
る

。
 

2
9  

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体

で
産

技
大

の
教

育
成

果
を

発
信

し
、【

2
9
5
名

】
の

大
学

院
説

明
会

参
加

者
を

集
め

た
。

単
位

バ
ン

ク
生

か
ら

2
2
名

の
入

学

者
が

あ
り

、
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
に

1
0
名

の
受

験
者
（

う
ち

９

名
入

学
）

が
あ

っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

の
活

用
や

4
0
社

の
新

規
企

業
訪

問
を

は
じ

め
と

し
て

、

多
様

な
入

試
広

報
に

努
め

た
努

力
が

実
っ

て
、
志

願
倍

率
の

上
昇

を
得

た
点

を
評

価
す

る
。
今

後
も

引
き

続
き

知
名

度
を

高
め

る
工

夫
と

努
力

に
期

待
し

た
い

。
 

3
0  

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体

で
産

技
大

の
教

育
成

果
を

発
信

し
、【

2
9
2
名

】
の

大
学

院
説

明
会

参
加

者
を

集
め

た
。

単
位

バ
ン

ク
生

か
ら

2
2
名

の
入

学

者
が

あ
り

、
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
に

8
名

の
受

験
者
（

う
ち

８

名
入

学
）

が
あ

っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
1
0
0
社

を
超

え
る

企
業

訪
問

、
効

果
的

な
広

報
活

動
、

説
明

会
の

開
催

に
よ

り
、
多

く
の

志
願

者
を

得
る

こ
と

が
で

き
、
定

員
の

確
保

に
つ

な
が

っ
て

い

る
。

 

元  

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体

で
産

技
大

の
教

育
成

果
を

発
信

し
、【

4
1
0
名

】
の

大
学

院
説

明
会

参
加

者
を

集
め

た
。

単
位

バ
ン

ク
生

か
ら

2
4
名

の
入

学

者
が

あ
り

、
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
に

９
名

の
受

験
者
（

う
ち

９

名
入

学
）

が
あ

っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

全
面

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

、
研

究
科

再
編

の
特

設
ペ

ー
ジ

開
設

、

駅
に

お
け

る
交

通
広

告
等

、
戦

略
的

、
効

果
的

な
広

報
活

動
が

行
わ

れ
た

。

そ
の

結
果

、
大

学
院

説
明

会
へ

の
参

加
が

4
1
0
名

と
開

学
以

来
最

多
と

な
る

と
と

も
に

、
新

専
攻

と
な

っ
て

の
初

の
入

試
に

お
い

て
、
十

分
な

志
願

者
数

を
確

保
で

き
た

。
 

・
単

位
バ

ン
ク

制
度

が
順

調
に

運
営

さ
れ

、
単

位
バ

ン
ク

生
か

ら
の

正
規

入
学

者
が

増
加

し
て

い
る

。
 

・
様

々
な

取
組

が
功

を
奏

し
て

、
令

和
２

年
度
（

４
月

入
学

）
の

志
願

倍
率

が

1
.
6
7
倍

に
達

し
た

。
 

２  

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体

で
産

技
大

の
教

育
成

果
を

発
信

し
、【

3
0
8
名

】
の

大
学

院
説

明
会

参
加

者
を

集
め

た
。

単
位

バ
ン

ク
生

か
ら

1
9
名

の
入

学

者
が

あ
り

、
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
に

６
名

の
受

験
者
（

う
ち

６

名
入

学
）

が
あ

っ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
多

方
面

に
わ

た
る

効
果

的
な

広
報

活
動

に
よ

り
、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
開

催

し
た

大
学

院
説

明
会

に
は

3
0
8
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。
ま

た
、
令

和
３

年
度

４
月

入
学

に
お

け
る

産
業

技
術

専
攻

全
体

の
志

願
倍

率
は

1
.
5
6
倍

に
達

し
、

入
学

者
数

も
十

分
な

定
員

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

３ 

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体

で
産

技
大

の
教

育
成

果
を

発
信

し
、【

3
7
9
名

】
の

大
学

院
説

明
会

参
加

者
を

集
め

た
。

単
位

バ
ン

ク
生

か
ら

2
1
名

の
入

学

者
が

あ
り

、
う

ち
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
利

用
者

は
1
0
名
（

受
験

者
1
1
名

）
で

あ
っ

た
。

 

 

  

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

や
「

A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
」

等
を

活
用

し
た

効
果

的
な

発
信

や
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
S
N
S
等

の
多

様
な

媒
体

を
活

用
し

た
広

報
活

動
に

よ
り

、
大

学
院

説
明

会
で

は
、

例
年

、
目

標
で

あ
る

2
5
0
人

以
上

の
参

加
者

を
集

め
て

い
る

。
ま

た
、

平
成

3
0
年

度
以

降
の

入
試

に
お

い
て

、
定

員
を

超
え

る
志

願
者

を
安

定
的

に
確

保
で

き
て

い
る

。
 

・
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

が
順

調
に

運
営

さ
れ

、
単

位
バ

ン
ク

生
か

ら
の

正
規

入
学

者
を

毎
年

度
獲

得
し

て
い

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
1
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
効

果
的

な
広

報
活

動
に

よ
る

専
門

職
大

学
院

に
ふ

さ
わ

し
い

学
生

の
確

保
 

①
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

の
活

用
等

に
よ

る
教

育
成

果
の

的
確

な
把

握
に

基
づ

い
た

大
学

の
強

み
の

効
果

的
な

発
信

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

等
の

多
様

な
媒

体
を

通
じ

た

広
報

活
動

の
展

開
、

教
職

員
の

訪
問

等
に

よ
る

企
業

等
へ

の
働

き
か

け
の

強
化

な
ど

の
取

組
を

行
う

。
こ

う
し

た
取

組
を

推
進

し
、
【

年
間

2
5
0
人

】
を

超
え

る
参

加
者

を
大

学
院

説

明
会

へ
集

め
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

社
会

人
、

学
部

卒
業

生
等

か
ら

、
高

度
専

門
職

業
人

と
し

て
の

資
質

を
有

す
る

学
生

を
確

保
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

SS
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
産

技
大

の
教

育
の

ア
ウ

ト

カ
ム

を
と

り
ま

と
め

た
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

、
先

進
的

教
育

手
法

を
体

系
化

し
た

A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
、

大
学

院

案
内

等
を

活
用

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
も

考
慮

し
つ

つ
、

企
業

や
教

育
機

関
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

積
極

的
な

情
報

発
信

を
行

う
。
（

4
-
2
3

再

掲
）

 

 （
２

）【
継

続
】
様

々
な

チ
ャ

ネ
ル

を
通

じ
て

単
位

バ
ン

ク
制

度
に

関
す

る
PR

を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
単

位
バ

ン
ク

生
に

対
し

入
試

等
の

情
報

提
供

を
行

う
な

ど
積

極
的

な
働

き
か

け
を

行

い
、

正
規

入
学

に
向

け
た

ア
プ

ロ
ー

チ
を

実
施

す
る

。
 

 （
３

）
◆
【

拡
充

】
大

学
院

案
内

等
広

報
物

や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
S
N
S
等

を
活

用
し

て

多
様

な
P
R
を

実
施

す
る

。
ま

た
、
オ

ン
ラ

イ
ン

も
活

用
し

な
が

ら
、

大
学

院
説

明
会

を
年

間
1
0
回

開
催

し
、
参

加
者

2
5
0
名

を
確

保
す

る
。

 

 （
４

）【
継

続
】
W
e
b
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

積
極

的
に

活
用

し
て

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

絞
っ

た
広

報
手

段
に

つ
い

て
検

討
を

継
続

す
る

。
 

     

（
１

）
積

極
的

な
情

報
発

信
【

特
記

事
項

Ⅱ
-
３

参
照

】
 

（
２

）
単

位
バ

ン
ク

生
の

更
な

る
確

保
と

正
規

入
学

に
向

け
た

ア
プ

ロ
ー

チ
【

特
記

事
項

Ⅱ
-
３

参
照

】
 

（
３

）
大

学
院

説
明

会
へ

の
参

加
者

確
保

【
特

記
事

項
Ⅱ

-
３

参
照

】
 

（
４

）
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

新
た

な
広

報
手

段
の

検
討

【
特

記
事

項
Ⅱ

-
３

参
照

】
 

 （
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
大

学
院

案
内

等
の

広
報

物
活

用
、

説
明

会
及

び
入

試
情

報
の

各
媒

体
に

お
け

る
発

信
、

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S
N
S
を

通
じ

た
積

極
的

な
広

報
等

の
取

組
に

よ
っ

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
の

大
学

院
説

明
会

へ
の

参
加

者
3
7
9
名

、
単

位
バ

ン
ク

生
か

ら
2
1
名

の
入

学
者

が
あ

り
、

う
ち

A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

登
録

生
（

科
目

等
履

修
生

）
向

け
入

試
利

用
者

は
1
0
名
（

受
験

者
1
1
名

）
で

あ
っ

た
。
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
４

月
入

学
に

お
け

る
産

業
技

術
専

攻
全

体
の

志
願

倍
率

は
1
.
6
3
倍

に
達

し
て

お
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お

い
て

も
専

攻
全

体
の

入
学

者
数

に
お

い
て

十
分

な
定

員
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 

※
A
I
I
T
 
単

位
バ

ン
ク

制
度
（

科
目

等
履

修
生

制
度

）：
A
I
I
T
 
単

位
バ

ン
ク

登
録

生
(
科

目
等

履
修

生
)
と

し
て

修
得

し
た

単
位

を
蓄

積
し

、
正

規
学

生
と

し
て

入
学

し
た

際
に

活

用
す

る
制

度
。

単
位

バ
ン

ク
に

蓄
積

し
た

単
位

は
、

正
規

学
生

と
し

て
入

学
後

に
申

請
す

る
と

、
入

学
前

５
年

間
分

が
既

修
得

単
位

と
し

て
認

定
さ

れ
、

そ
の

単
位

数
に

応

じ
た

授
業

料
が

減
免

さ
れ

る
(
た

だ
し

、
減

免
額

は
年

間
授

業
料

を
上

限
と

す
る

)
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
７７
  

研研
究究

 

２
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
産

業
界

の
人

材
育

成
ニ

ー
ズ

や
技

術
動

向
等

を
踏

ま
え

、
高

度
専

門
職

業
人

の
育

成
に

資
す

る
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
先

進
的

な
教

育
手

法
の

成
果

を
積

極
的

に
発

信
す

る
。

 

○
企

業
や

他
の

教
育

研
究

機
関

等
と

の
連

携
を

強
化

し
て

、
製

品
開

発
等

に
向

け
た

研
究

を
推

進
す

る
。

 
 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

◇
教

育
手

法
に

関
す

る
研

究
の

推
進

と
そ

の
成

果
の

発

信
 

【
2
-
1
2
】

①
本

学
で

実
施

す
る

P
B
L
型

教
育

に
関

す
る

研
究

の
推

進
並

び
に

教
員

の
P
B
L
型

教
育

に

係
る

能
力

及
び

技
術

の
向

上
を

目
的

と
す

る
P
B
L
研

究
会

を
、【

9
0
％

】
の

教
員

参
加

に

よ
り

開
催

す
る

。
ま

た
、
I
T
及

び
創

造
技

術

の
分

野
の

教
育

に
適

し
た

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
新

た
な

教
育

手
法

の
導

入
に

向
け

た
研

究
を

推
進

す
る

。
 

 【
2
-
1
3
】

②
高

度
専

門
職

教
育

に
関

す
る

教
育

研
究

成

果
を

発
信

す
る

機
能

を
、
オ

ー
プ

ン
イ

ン
ス

テ
ィ

テ
ュ

ー
ト

に
設

置
す

る
と

と
も

に
、

A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d（

仮
称

）
の

公
開

な
ど

に

よ
り

、
本

学
の

教
育

手
法

の
普

及
を

図
る

。
 

 ◇
開

発
型

研
究

の
推

進
 

【
2
-
1
4
】

③
専

門
職

大
学

院
と

し
て

の
研

究
成

果
の

社

会
へ

の
還

元
を

目
的

と
し

て
、
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

に
応

え
る

専
攻

横
断

型
の

研
究

所
を
【

４
以

上
】
設

置
・
運

営
す

る
な

ど
、
産

業
振

興
に

資
す

る
開

発
型

研
究

の
取

組
を

進
め

る
。

 

2
9  

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％

以
上

】
の

教
員

参
加

に
よ

る
P
B
L
研

究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】
P
B
L
型

教
育

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を
「

A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
」
と

し
て

体
系

化

し
た

。
 

【
2
-
1
4
】
新

た
に

３
つ

の
開

発
型

研
究

所
を

設
置

し
【

計
４

つ
】
の

研
究

所
を

運
営

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
教

員
の

P
B
L
研

究
会

へ
の

参
加

率
は

高
く

、
こ

の
教

育
手

法
が

学
内

に
共

有

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

う
か

が
え

る
。
産

技
大

の
教

育
の

特
色

を
示

す
も

の
と

し
て

さ
ら

な
る

工
夫

を
重

ね
ら

れ
た

い
。

 

・
開

発
型

研
究

所
に

つ
い

て
新

た
に

３
研

究
所

の
設

立
が

実
現

し
て

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。

 

3
0  

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％

以
上

】
の

教
員

参
加

に
よ

る
P
B
L
研

究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

の
設

置
に

向
け

要
綱

を

策
定

し
た

。
設

置
に

先
立

ち
、

学
内

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

た
。
 

【
2
-
1
4
】
【

４
つ

】
の

開
発

型
研

究
所

を
運

営
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
教

員
が

P
B
L
研

究
会

等
へ

積
極

的
に

参
加

す
る

な
ど

、
独

自
の

高
度

専
門

職

人
材

の
育

成
方

法
の

開
発

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

・
専

攻
横

断
型

の
４

研
究

所
を

着
実

に
運

営
し

、
産

業
振

興
支

援
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

・
A
I
I
T
高

度
専
門

職
人

材
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
の

設
置

に
向

け
た

準
備

が
着

実

に
進

ん
で

お
り

、
今

後
の

取
組

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％

以
上

】
の

教
員

参
加

に
よ

る
P
B
L
研

究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】

A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

た
。

 

【
2
-
1
4
】
【

４
つ

】
の

開
発

型
研

究
所

を
運

営
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
学

際
的

な
研

究
所

を
更

に
活

用
し

、
研

究
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

を
積

極
的

に
進

め
、
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
と

と
も

に
、
産

業
界

と
の

連
携

も
活

か

し
て

研
究

を
進

展
さ

せ
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

２  

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％

以
上

】
の

教
員

参
加

に
よ

る
P
B
L
研

究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
て

新
規

採
用

教
員

に

対
す

る
研

修
、
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

の
品

質
等

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト

及
び

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
4
】

【
７

つ
】

の
学

際
的

な
研

究
所

を
運

営
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
P
B
L
研

究
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
開

催
し

、
教

員
参

加
率

1
0
0
％

を
達

成

し
た

。
 

・
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
I
R
の

専
門

家
と

し
て

特
任

教
員

の
配

置
を

決
定

す
る

な
ど

、
高

度
専

門
職

人
材

教
育

に
関

す

る
取

組
を

行
っ

た
。

 

・
研

究
分

野
の

深
化

及
び

研
究

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
を

目
的

と
し

て
、
新

た

に
４

つ
の

開
発

型
研

究
所

を
設

置
し

、
計

７
研

究
所

を
運

営
し

た
。

 

・
A
I
I
T
高

度
専
門

職
人

材
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
が

開
催

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

に

つ
い

て
、

学
内

参
加

の
更

な
る

増
加

を
期

待
す

る
。

 

３ 

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％

以
上

】
の

教
員

参
加

に
よ

る
P
B
L
研

究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
て

新
規

採
用

教
員

に

対
す

る
研

修
及

び
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

実
施

し
た

。
ま

た
、
既

存
デ

ー

タ
を

基
に

、
志

願
者

に
つ

い
て

分
析

を
行

う
な

ど
、
I
R
を

推
進

し
た

。
 

【
2
-
1
4
】

【
９

つ
】

の
学

際
的

な
研

究
所

を
運

営
し

た
。
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第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
P
B
L
研

究
会

に
つ

い
て

、
コ

ロ
ナ

禍
で

も
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
開

催
し

、
教

員
参

加
率

は
目

標
で

あ
る

9
0
％

以
上

を
維

持
し

て
い

る
。

 

・
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

に
応

え
る

専
攻

横
断

型
の

研
究

所
は

、
目

標
で

あ
る

４
つ

以
上

の
研

究
所

が
運

営
さ

れ
て

い
る

。
令

和
２

年
度

か
ら

は
更

に
研

究
所

の
数

が
増

加
し

て
お

り
、

精
力

的
に

開
発

型
研

究
が

行

わ
れ

て
い

る
。

 

・
産

技
大

の
P
B
L
型

教
育

の
特

長
や

成
果

の
社

会
へ

の
発

信
に

つ
い

て
、

今
後

更
に

活
発

に
行

わ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
2
 

２
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
手

法
に

関
す

る
研

究
の

推
進

と
そ

の
成

果
の

発
信

 

①
本

学
で

実
施

す
る

P
B
L
型

教
育

に
関

す
る

研
究

の
推

進
並

び
に

教
員

の
P
B
L
型

教
育

に
係

る
能

力
及

び
技

術
の

向
上

を
目

的
と

す
る

P
B
L
研

究
会

を
、
【

9
0
％

】
の

教
員

参
加

に
よ

り

開
催

す
る

。
 

ま
た

、
I
T
及

び
創

造
技

術
の

分
野

の
教

育
に

適
し

た
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
新

た
な

教
育

手
法

の
導

入
に

向
け

た
研

究
を

推
進

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

B
 

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
P
B
L
型

教
育

の
推

進
及

び
産

技
大

教
員

の
P
B
L
型

教
育

に
関

す
る

能
力

・
技

術
の

向
上

を
図

る
た

め
、

9
0
％

の
教

員
参

加
に

よ
る

P
B
L
研

究

会
を

産
業

技
術

専
攻

で
実

施
す

る
。

 

                 （
２

）【
継

続
】
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
教

育
効

果
が

見
込

ま
れ

る
科

目
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

積
極

的
に

導
入

す
る

と
と

も
に

必
要

に
応

じ
た

検
証

と
改

善
を

行
う

。（
2
-

0
3
、

2
-
0
7
再

掲
）

 

     

（
１

）
P
B
L
型

教
育

の
研

究
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
P
B
L
教

育
手

法
の

改
善

の
た

め
、

各
コ

ー
ス

に
お

い
て

P
B
L
研

究
会

を
開

催
し

た
(
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
９

月
1
3
日

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
)
。

 

・
教

員
の

P
B
L
経

験
を

も
と

に
課

題
を

共
有

し
、

解
決

策
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
専

攻
全

体
で

共
有

す
べ

き
課

題
や

検
討

事
項

に
つ

い
て

議
論

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

員
参

加
割

合
が

1
0
0
％

に
達

し
た

。
（

図
表

2
-
1
2
-
1
）

 

 【
図

表
2
-
1
2
-
1
　

P
B

L
研

究
会

開
催

実
績

】

年
度

開
催

日
教

員
参

加
割

合

３
年

度
9
/
1
3

「
本

学
P
B

L
の

今
後

の
あ

り
方

」
他

1
0
0
.0

%

２
年

度
9
/
1
6

「
本

学
P
B

L
の

今
後

の
あ

り
方

」
他

1
0
0
.0

%

元
年

度
9
/
2
～

3
「
本

学
P
B

L
の

今
後

の
あ

り
方

」
他

9
3
.1

%

3
0
年

度
9
/
1
0
～

1
1

「
Ｐ

Ｂ
Ｌ

の
評

価
」
に

つ
い

て
9
3
.1

%

2
9
年

度
9
/
5
～

6
「
本

学
P
B

L
の

今
後

の
あ

り
方

」
他

9
3
.1

%

2
8
年

度
9
/
1
5
～

1
6

「
A

II
T

 P
B

L
メ

ソ
ッ

ド
出

版
に

つ
い

て
」
他

7
6
.7

%

テ
ー

マ

 
  （

２
）

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

積
極

的
導

入
【

中
期

計
画

番
号

2
－

0
3
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

て
い

る
授

業
科

目
が

9
3
.
8
％

に
達

し
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
3

 
②

高
度

専
門

職
教

育
に

関
す

る
教

育
研

究
成

果
を

発
信

す
る

機
能

を
、

オ
ー

プ
ン

イ
ン

ス
テ

ィ
テ

ュ
ー

ト
に

設
置

す
る

と
と

も
に

、
A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
（

仮
称

）
の

公
開

な
ど

に
よ

り
、

本
学

の
教

育
手

法
の

普
及

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
拡

充
】
AI
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
高

度
専

門
職

人
材

育
成

に
関

す
る

教
育

研
究

の
成

果
を

発
信

す
る

と
と

も
に

、
教

学
I
R
の

体
制

を
構

築
す

る
。

 

  

（
１

）
高

度
専

門
職

人
材

育
成

に
関

す
る

教
育

研
究

の
成

果
の

発
信

、
教

学
I
R
の

体
制

構
築

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
産

技
大

の
P
B
L
教
授

法
の

授
業

支
援

や
授

業
の

評
価

方
法

に
つ

い
て

、
新

規
採

用
教

員
向

け
の

研
修

（
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
４

月
２

日
）

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

た
。

 

・
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
既

存
デ

ー
タ

に
よ

り
志

願
者

に
つ

い
て

分
析

を
行

う
な

ど
、

I
R
を

推
進

し
た

。
 

・
今

後
の

I
R
推

進
の

た
め

、
A
I
IT

高
度

専
門

職
人

材
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、
専

門
職

人
材

育
成

に
関

連
す

る
業

務
や

教
育

に
従

事
す

る
者

、
産

業
界

に
お

い
て

専

門
職

業
人

の
育

成
に

関
わ

る
者

を
対

象
に

、
当

該
分

野
の

専
門

家
を

招
へ

い
し

、
当

該
分

野
に

お
け

る
知

見
の

共
有

を
目

的
と
し

て
、

第
３

回
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（

令
和

４

（
2
0
2
2
）

年
３

月
1
4
日

）
を

学
内

外
に

向
け

て
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

し
た

。
 

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

規
採

用
教

員
が

、
授

業
設

計
や

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

学
生

対
応

、
高

度
専

門
職

人
材

の
育

成
に

関
し

て
、

研
修

を
通

じ
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
I
R
の

専
門

家
と

し
て

配
置

し
た

特
任

教
員

に
よ

り
、
既

存
デ

ー
タ

を
基

に
志

願
者

に
つ

い
て

分
析

を
行

い
、
今

後
の

入
試

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
な

ど
、
I
R
が

推
進

さ
れ

た
。

 

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

は
の

べ
4
3
名

（
学

内
参

加
者

1
1
名

含
む

）
が

参
加

し
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
設

計
及

び
運

営
、

並
び

に
教

育
の

実
践

及
び

学
生

に

対
す

る
ケ

ア
を

含
め

た
運

営
及

び
実

務
の

両
観

点
か

ら
、

今
後

の
日

本
に

お
け

る
高

度
専

門
職

人
材

育
成

教
育

の
発

展
に

つ
い

て
知

見
を

共
有

し
て

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

 
 

※
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

：
国

内
外

の
研

究
者

の
協

力
を

得
て

、
産

技
大

に
お

け
る

教
育

・
研

究
活

動
と

の
連

携
の

下
に

、
高

度
専

門
職

人
材

教
育

に

関
す

る
研

究
と

調
査

を
行

い
、

そ
の

質
的

向
上

に
資

す
る

と
と

も
に

成
果

を
発

信
す

る
こ

と
を

目
的

に
設

置
さ

れ
た

組
織

。
 

  

 
＜

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

ポ
ス

タ
ー

＞
 

      

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　２　研究に関する目標を達成するための措置
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
4

 
◇

開
発

型
研

究
の

推
進

 

③
専

門
職

大
学

院
と

し
て

の
研

究
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

を
目

的
と

し
て

、
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

に
応

え
る

専
攻

横
断

型
の

研
究

所
を
【

４
以

上
】
設
置
・
運

営
す

る
な

ど
、

産
業

振
興

に
資

す
る

開
発

型
研

究
の

取
組

を
進

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
産

技
大

の
研

究
成

果
を

社
会

へ
還

元
す

る
た

め
、

研
究

所
を

継
続

稼
働

さ
せ

る
と

と
も

に
、

開
発

型
研

究
の

取
組

を
効

果
的

に
発

信
し

て
い

く
。

 

      （
２

）【
継

続
】
傾

斜
的

研
究

費
の

重
点

的
配

分
及

び
活

用
に

よ
り

、
産

業
振

興
に

資
す

る
教

育
研

究
を

更
に

推
進

す

る
。

 

（
１

）
研

究
所

の
的

確
な

運
営

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
研

究
分

野
の

深
化

及
び

研
究

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
を

目
的

と
し

て
、

新
た

に
２

研
究

所
を

新
設

し
、

計
９

研
究

所
の

運
営

を
行

っ
た

。
（

図
表

2
-
1
4
-
1
）

 

・
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

に
、

研
究

活
動

計
画

及
び

研
究

活
動

成
果

報
告

を
研

究
所

ご
と

に
掲

載
し

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
新

規
設

置
の

研
究

所
に

つ
い

て
公

募
を

行
い

、
２

件
の

応
募

が
あ

っ
た

。
学

内
の

研
究

活
動

に
つ

い
て

一
層

の
促

進
を

図
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
公

式
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

掲
載

等
を

通
じ

て
、
組

織
的

な
研

究
体

制
に

あ
る

こ
と

を
学

外
に

向
け

て
明

示
し

、
産

業
振

興
に

資
す

る
開

発
型

研
究

の
取

組
と

成
果

を
広

く
P
R

し
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

新
規

設
置

予
定

の
２

研
究

所
に

加
え

、
設

置
期

間
が

令
和

３
年

度
末

ま
で

の
４

研
究

所
に

つ
い

て
は

、
い

ず
れ

も
研

究
活

動
が

順
調

で
期

間
延

長
が

承
認

さ
れ

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

か
ら

は
計

1
1
研

究
所

が
活

動
を

行
う

予
定

で
あ

り
、

研
究

所
が

研
究

活
動

の
拠

点
と

し
て

機
能

し
て

い
る

。
 

 （
２

）
産

業
振

興
に

資
す

る
教

育
研

究
の

更
な

る
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
高

度
専

門
職

業
人

育
成

の
た

め
の

研
究

や
遠

隔
学

習
で

の
I
o
T
技

術
の

活
用

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

活
動

に
お

け
る

研
究

等
、

最
新

の
技

術
動

向
に

即
し

た
テ

ー
マ

の
研

究

に
対

し
て

傾
斜

的
研

究
費

を
配

分
し

た
。

ま
た

、
４

つ
の

研
究

所
の

研
究

分
野

に
傾

斜
的

研
究

費
を

重
点

的
に

配
当

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
専

門
職

大
学

院
と

し
て

の
研

究
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

及
び

産
業

振
興

に
資

す
る

開
発

型
研

究
の

取
組

の
推

進
に

つ
な

が
っ

た
。

 

 【
図

表
2
-
1
4
-
1
　

研
究

所
一

覧
①

】

N
o

研
究

所
名

所
長

概
要

期
間

令
和

３
（
2
0
2
1
）
年

度
実

績
研

究
員

数

1
人

工
知

能
と

サ
ー

ビ
ス

科
学

研
究

所

松
尾

　
徳

朗

（
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

 教
授

）

横
断

的
、

学
際

的
な

観
点

を
取

り
入

れ
つ

つ
、

次
世

代
の

人
工

知
能

研
究

を
牽

引
し

、
社

会
活

動
を

効
果

的
に

支
援

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

H
2
9
.4

～
R
4
.3

〇
JS

T
 C

R
E
S
T

に
関

わ
る

研
究

推
進

ハ
イ

パ
ー

デ
モ

ク
ラ

シ
ー

に
お

け
る

議
論

の
促

進
支

援
や

合
意

形
成

支
援

を
目

的
と

し
て

社
会

実
験

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

成
果

を
関

連
の

国
際

会
議

や
国

際
ジ

ャ
ー

ナ
ル

で
論

文
と

し
て

発
表

し
た

。
具

体
的

に
は

、
IJ

T
IT

誌
、

IJ
C

S
誌

、
IJ

A
M

誌
、

IC
IC

 E
xp

re
ss

 L
et

te
r誌

、
S
N

 A
p
p
li
ed

 S
ci

en
ce

s誌
、

国
際

会
議

IC
P
C

S
N

、
国

際
会

議
II
A

I 
A

A
I、

国
際

会
議

IC
C

N
C

T
、

国
際

会
議

IC
U

IS
、

国
際

会
議

IC
IC

C
T

な
ど

に
、

合
計

２
０

編
以

上
の

論
文

が
採

択
さ

れ
た

。
〇

研
究

所
主

催
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

令
和

３
（
2
0
2
1
）
年

度
は

、
１

年
間

を
通

じ
て

1
7
回

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
お

よ
び

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
招

へ
い

し
た

講
演

者
は

、
大

沼
進

氏
（
北

海
道

大
学

教
授

）
、

伊
藤

孝
行

氏
（
京

都
大

学
教

授
）
、

岩
本

英
和

氏
（
城

西
国

際
大

学
准

教
授

）
、

F
o
rd

 L
u
m

b
an

 G
ao

l氏
（
B

in
a 

N
u
sa

n
ta

ra
 U

n
iv

er
si

ty
教

授
）
、

K
iy

o
ta

H
as

h
im

o
to

氏
（
P
ri

n
ce

 o
f 
S
o
n
gk

la
 U

n
iv

er
si

ty
教

授
）
、

高
橋

里
司

氏
（
電

気
通

信
大

学
准

教
授

）
な

ど
で

あ
り

、
社

会
心

理
学

、
社

会
最

適
化

、
人

工
知

能
、

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト
工

学
、

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

学
、

ミ
ク

ロ
経

済
学

な
ど

を
テ

ー
マ

と
し

て
実

施
し

た
。

〇
国

際
観

光
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
令

和
３

（
2
0
2
1
）
年

1
0
月

2
1
日

か
ら

2
6
日

か
け

て
、

日
本

政
府

観
光

局
（
独

立
行

政
法

人
 国

際
観

光
振

興
機

構
）
の

協
賛

の
も

と
、

R
es

ea
rc

h
 T

ea
m

 o
n

C
o
n
ve

n
ti
o
n
 &

 S
er

vi
ce

 s
tu

d
ie

sと
の

共
催

に
よ

り
、

本
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
た

。
参

加
者

は
、

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

ビ
ュ

ー
ロ

ー
職

員
お

よ
び

管
理

職
、

ホ
テ

ル
、

運
輸

交
通

、
観

光
関

連
、

官
公

庁
の

職
員

、
国

際
会

議
場

等
の

施
設

職
員

な
ど

で
あ

り
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

３
件

の
基

調
講

演
お

よ
び

３
件

の
招

待
講

演
、

お
よ

び
フ

ォ
ー

ラ
ム

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

か
ら

構
成

さ
れ

た
。

（
１

）
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
に

お
け

る
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
回

復
に

向
け

た
取

り
組

み
、

（
２

）
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
開

催
が

増
加

す
る

中
で

の
現

地
開

催
へ

の
取

り
組

み
、

（
３

）
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
取

り
組

み
を

テ
ー

マ
と

し
て

、
学

外
の

有
識

者
や

実
務

者
を

中
心

に
４

０
名

の
参

加
者

が
あ

っ
た

。
〇

A
II
T

-
B

IN
U

S
 I
n
te

rn
at

io
n
al

 S
ym

p
o
si

u
m

 o
n
 I
n
d
u
st

ri
al

 T
ec

h
n
o
lo

gy
の

開
催

令
和

元
（
2
0
1
9
）
年

度
に

国
際

交
流

協
定

を
締

結
し

た
B

IN
U

S
大

学
と

の
共

催
で

、
産

業
技

術
を

テ
ー

マ
と

し
て

エ
ン

タ
ー

プ
ラ

イ
ズ

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
ー

や
企

業
の

IT
ス

ト
ラ

テ
ジ

ー
に

つ
い

て
、

講
演

お
よ

び
聴

講
者

を
交

え
た

フ
ォ

ー
ラ

ム
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

を
実

施
し

た
。

P
ro

f.
 F

o
rd

 L
u
m

b
an

 G
ao

l教
授

の
講

演
で

は
、

企
業

が
大

規
模

な
エ

ン
タ

ー
プ

ラ
イ

ズ
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

ー
を

導
入

す
る

に
あ

た
っ

て
の

運
用

モ
デ

ル
と

そ
の

イ
ン

パ
ク

ト
に

つ
い

て
、

Z
ac

h
m

an
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

と
T

o
ga

fフ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

利
点

お
よ

び
欠

点
が

論
じ

ら
れ

た
。

本
学

松
尾

徳
朗

教
授

の
講

演
で

は
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

プ
ロ

セ
ス

と
統

合
に

お
け

る
過

去
の

金
融

機
関

の
失

敗
事

例
を

通
し

た
、

望
ま

し
い

手
法

と
対

策
に

つ
い

て
論

じ
ら

れ
た

。
フ

ォ
ー

ラ
ム

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
お

い
て

は
、

資
金

力
が

乏
し

い
企

業
に

お
け

る
IT

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

実
行

に
つ

い
て

、
企

業
の

社
会

的
責

任
の

観
点

か
ら

議
論

が
な

さ
れ

た
。

2
0

2
経

営
倫

理
研

究
所

前
田

　
充

浩

（
創

造
技

術
コ

ー
ス

　
教

授
）

近
代

化
の

産
業

化
局

面
と

情
報

化
局

面
と

が
重

畳
す

る
現

在
に

お
け

る
社

会
の

あ
り

方
を

、
主

と
し

て
情

報
社

会
学

の
手

法
に

依
拠

し
て

追
及

し
て

い
く

こ
と

を
目

指
す

。

H
2
9
.4

～
R
4
.3

・
世

界
応

用
情

報
社

会
学

会
（
G

lo
b
al

 S
o
ci

et
y 

o
f 
A

p
p
li
ed

 I
n
fo

so
ci

o
n
o
m

ic
s）

 の
設

立
に

主
導

的
貢

献
を

行
い

、
経

営
倫

理
研

究
所

が
事

務
局

を
担

当
し

、
所

長
前

田
充

浩
が

副
会

長
に

就
任

し
た

。
（
6
月

）
・
ダ

ル
マ

プ
ル

サ
ダ

大
学

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
）
及

び
U

m
b
u
 M

ar
is

i財
団

と
共

催
で

「
文

明
多

様
性

セ
ミ
ナ

ー
」
を

開
催

し
た

。
［
遠

隔
］
（
8
月

）
・
世

界
応

用
情

報
社

会
学

会
と

の
共

催
で

「
応

用
情

報
社

会
学

セ
ミ
ナ

ー
」
を

開
催

し
た

。
［
遠

隔
］
（
1
1
月

）
・
社

団
法

人
ピ

グ
マ

リ
ウ

ス
・
ア

カ
デ

ミ
ア

と
の

共
催

で
「
音

楽
工

学
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

し
た

。
［
対

面
、

宮
城

県
登

米
市

］
（
1
2
月

）
・
E
kr

u
fl
en

i大
学

（
南

ア
フ

リ
カ

）
と

「
ア

フ
リ
カ

大
陸

情
報

化
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
」
を

開
催

し
た

。
［
遠

隔
］
（
1
月

）
・
D

o
n
g 

A
大

学
（
ベ

ト
ナ

ム
）
と

の
共

催
で

「
G

I（
原

産
地

証
明

）
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

し
た

。
［
遠

隔
］
（
2
月

）
・
キ

ル
ギ

ス
共

和
国

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

協
会

と
「
キ

ル
ギ

ス
情

報
化

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」
を

開
催

し
た

。
・
社

団
法

人
登

米
芸

術
文

化
村

と
の

共
催

で
「
D

X
林

業
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

し
た

。
［
対

面
、

宮
城

県
登

米
市

］
（
3
月

）

2
1
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【
図

表
2
-
1
4
-
1
　

研
究

所
一

覧
②

】

N
o

研
究

所
名

所
長

概
要

期
間

令
和

３
（
2
0
2
1
）
年

度
実

績
研

究
員

数

3
戦

略
的

機
能

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

研
究

所

吉
田

　
敏

　 (事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
　

教
授

)

現
在

、
多

く
の

企
業

や
組

織
で

提
唱

さ
れ

て
い

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
閉

塞
感

が
あ

る
が

、
本

研
究

所
は

、
こ

れ
ま

で
薄

め
で

あ
っ

た
機

能
面

か
ら

の
徹

底
的

な
論

理
展

開
を

試
み

る
。

H
2
9
.1

2
～ R
4
.3

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）
年

度
の

社
会

的
に

大
き

な
影

響
力

を
も

た
ら

し
た

因
子

の
一

つ
は

、
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

本
研

究
所

で
は

、
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
を

正
面

か
ら

と
ら

え
、

モ
ノ

づ
く

り
へ

の
影

響
を

議
論

し
て

き
た

。
こ

の
課

題
は

国
際

的
に

共
有

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
様

々
な

視
点

か
ら

研
究

が
す

す
め

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
研

究
成

果
と

し
て

は
、

本
研

究
所

と
し

て
は

査
読

論
文

以
外

の
学

会
発

表
等

は
学

術
的

な
意

味
が

う
す

い
と

み
な

し
て

い
る

た
め

、
査

読
論

文
3
本

に
ま

と
め

た
。

引
き

続
き

、
英

文
に

よ
る

査
読

論
文

へ
の

採
択

を
含

め
、

機
能

論
と

モ
ノ

づ
く

り
論

の
融

合
を

主
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
て

、
研

究
を

進
め

て
い

く
も

の
で

あ
る

。

1
6

4
S
m

ar
t 

S
ys

te
m

 L
ab

o
ra

to
ry

飛
田

 博
章

 (情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

　
教

授
)

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

と
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
を

柔
軟

に
組

み
合

わ
せ

、
人

や
環

境
を

的
確

に
セ

ン
シ

ン
グ

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

の
分

析
・

学
習

に
よ

り
効

果
的

な
シ

ス
テ

ム
や

サ
ー

ビ
ス

を
実

現
す

る
。

R
2
.4

～ R
7
.3

・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
Io

T
や

、
ロ

ボ
ッ

ト
に

関
連

す
る

シ
ス

テ
ム

の
研

究
開

発
を

進
め

た
。

令
和

２
（
2
0
2
1
）
年

度
に

引
き

続
き

、
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

も
あ

り
、

研
究

員
そ

れ
ぞ

れ
の

活
動

が
中

心
と

な
っ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

し
て

は
、

1
) 
オ

ン
ラ

イ
ン

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
支

援
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

を
実

現
し

、
国

内
外

の
学

会
で

発
表

を
行

っ
た

。
2
) 
全

天
球

カ
メ

ラ
の

映
像

を
共

有
し

、
新

し
い

体
験

を
生

み
出

す
手

法
や

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
映

像
と

融
合

さ
せ

, 
フ

ォ
ー

カ
ス

部
分

を
高

解
像

度
に

す
る

手
法

の
研

究
開

発
を

行
っ

た
。

研
究

成
果

と
し

て
、

論
文

誌
4
編

、
国

際
学

会
6
 編

 、
国

内
学

会
3
編

 、
紀

要
3
編

と
な

っ
た

。

3

5
医

療
情

報
研

究
所

小
山

 裕
司

　 (情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

　
教

授
)

医
療

分
野

に
は

、
治

療
格

差
の

解
消

、
死

亡
率

の
高

い
病

気
の

撲
滅

、
感

染
症

対
策

等
の

依
然

と
し

て
解

決
す

べ
き

課
題

が
多

く
存

在
す

る
。

本
研

究
所

で
は

医
療

分
野

に
情

報
技

術
を

活
用

す
る

こ
と

で
こ

れ
ら

の
課

題
解

決
を

目
指

す
。

R
2
.4

～ R
4
.3

〇
IC

T
を

用
い

た
脳

梗
塞

急
性

治
療

の
支

援
シ

ス
テ

ム
開

発
脳

梗
塞

急
性

期
治

療
（
t-

P
A

治
療

、
脳

血
管

内
治

療
）
の

早
期

開
始

を
実

現
す

る
た

め
、

IC
T

を
活

用
し

た
支

援
シ

ス
テ

ム
（
T

as
k 

C
al

c.
 S

tr
o
ke

）
の

研
究

を
継

続
し

た
。

ま
た

、
藤

田
医

科
大

学
（
愛

知
県

）
等

の
複

数
の

病
院

で
の

実
証

運
用

を
継

続
し

、
患

者
の

病
院

到
着

か
ら

治
療

開
始

ま
で

の
時

間
の

短
縮

及
び

安
定

、
ま

た
関

係
者

の
負

担
の

軽
減

の
効

果
が

測
定

で
き

た
。

〇
機

械
学

習
を

用
い

た
急

性
脳

主
幹

動
脈

閉
塞

の
判

定
研

究
脳

梗
塞

急
性

期
治

療
の

早
期

開
始

の
た

め
、

国
立

病
院

機
構

（
東

京
都

）
等

の
医

師
ら

と
連

携
し

、
脳

卒
中

判
定

、
機

械
学

習
を

活
用

し
た

E
L
V

O
（
急

性
脳

主
幹

動
脈

閉
塞

）
判

定
の

研
究

を
継

続
し

た
。

〇
医

療
現

場
と

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
キ

ン
グ

浦
添

総
合

病
院

（
沖

縄
県

）
と

連
携

し
、

C
O

V
ID

-
1
9
の

救
急

医
療

の
現

場
で

の
情

報
共

有
を

支
援

す
る

仕
組

み
に

関
す

る
研

究
を

継
続

し
た

。
こ

の
取

り
組

み
は

沖
縄

県
C

O
V

ID
-
1
9
対

策
本

部
で

の
IT

活
用

に
結

び
付

い
た

。
〇

電
子

カ
ル

テ
に

関
す

る
産

学
連

携
研

究
宮

崎
大

学
医

学
部

附
属

病
院

、
千

葉
大

学
医

学
部

附
属

病
院

、
東

京
工

業
大

学
、

企
業

１
社

と
連

携
で

電
子

カ
ル

テ
の

解
析

及
び

活
用

の
議

論
を

継
続

し
た

。
電

子
カ

ル
テ

デ
ー

タ
を

も
と

に
在

院
日

数
予

測
と

副
傷

病
に

関
わ

る
医

療
事

象
の

特
徴

量
抽

出
を

行
っ

た
。

〇
研

究
活

動
の

成
果

国
際

学
会

 1
編

、
国

内
学

会
 8

編
 、

研
究

会
 4

編
 、

紀
要

 1
編

で
発

表
し

た
。

1
9

6
A

II
T

藻
類

研
究

所

村
越

 英
樹

　 (創
造

技
術

コ
ー

ス
　

教
授

)

微
細

藻
類

(ナ
ン

ノ
ク

ロ
ロ

プ
シ

ス
)の

高
効

率
で

安
定

し
た

培
養

シ
ス

テ
ム

の
開

発
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

、
Io

T
技

術
を

駆
使

し
た

デ
ー

タ
収

集
シ

ス
テ

ム
や

遠
隔

制
御

な
ど

の
技

術
開

発
結

果
を

社
会

に
還

元
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

R
2
.4

～ R
5
.3

・
当

研
究

所
で

は
[A

]培
養

環
境

の
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

の
開

発
、

[B
]培

養
環

境
デ

ー
タ

の
収

集
と

分
析

、
[C

]培
養

環
境

を
制

御
す

る
シ

ス
テ

ム
の

開
発

に
関

す
る

研
究

を
行

っ
て

い
る

が
、

令
和

３
（
2
0
2
1
）
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

の
蔓

延
で

、
石

巻
の

ナ
ン

ノ
ク

ロ
ロ

プ
シ

ス
培

養
施

設
で

の
実

験
が

行
え

ず
、

ま
た

研
究

打
ち

合
わ

せ
も

対
面

で
は

行
え

な
か

っ
た

た
め

、
2
週

に
1
回

の
頻

度
で

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
て

い
た

。
そ

の
た

め
、

研
究

計
画

を
変

更
し

て
[A

-
1
]藻

密
度

計
の

改
良

、
[A

-
2
]各

種
セ

ン
シ

ン
グ

装
置

の
設

計
と

開
発

、
[B

]培
養

環
境

デ
ー

タ
の

収
集

と
分

析
に

絞
っ

て
研

究
活

動
を

実
施

し
た

。
・
[A

-
1
]、

[A
-
2
]に

つ
い

て
は

、
昨

年
度

設
計

し
た

凝
集

粒
子

係
数

装
置

を
実

装
し

、
計

測
実

験
を

開
始

し
た

。
[B

]に
つ

い
て

は
、

藻
密

度
計

測
を

定
期

的
に

行
い

、
興

味
深

い
知

見
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
令

和
3
年

度
前

半
の

研
究

成
果

を
T

IR
Iク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

2
0
2
1
で

公
表

し
た

。
・
令

和
４

（
2
0
2
2
）
年

度
も

コ
ロ

ナ
禍

で
研

究
計

画
の

変
更

を
余

儀
な

く
さ

れ
る

と
考

え
る

が
、

少
し

で
も

前
進

で
き

る
よ

う
努

力
し

た
い

。

1
0

7
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

・
ア

ク
セ

ラ
レ

ー
タ

ー
研

究
所

板
倉

 宏
昭

　 (事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
　

教
授

)

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

を
通

じ
て

社
会

に
価

値
を

生
み

だ
す

活
動

・
人

材
を

ア
ク

セ
ラ

レ
ー

ト
で

き
る

仕
組

み
を

産
官

学
連

携
で

調
査

研
究

し
、

実
践

促
進

及
び

啓
発

を
し

て
い

く
こ

と
を

目
指

す
。

R
2
.7

～ R
7
.3

・
内

外
の

研
究

者
に

よ
る

研
究

会
を

計
6
回

実
施

し
た

。
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

作
成

し
、

本
研

究
所

に
お

け
る

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
や

研
究

会
の

状
況

等
に

つ
い

て
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

・
研

究
報

告
論

文
集

を
発

行
し

た
。

・
公

立
大

学
法

人
福

知
山

公
立

大
学

北
近

畿
連

携
機

構
と

の
教

育
研

究
に

関
す

る
連

携
を

進
め

た
。

2
6

8
先

端
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

工
学

研
究

所

中
鉢

 欣
秀

(情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

　
教

授
)

従
来

の
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

工
学

の
範

囲
を

超
え

て
、

ア
ジ

ャ
イ

ル
開

発
技

術
、

サ
ー

ビ
ス

デ
ザ

イ
ン

、
U

I/
U

X
、

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ン
シ

ョ
ン

等
に

も
研

究
対

象
を

広
げ

、
社

会
に

有
益

な
先

端
的

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

工
学

の
研

究
開

発
を

行
う

。

R
3
.4

～ R
7
.3

・
本

年
度

は
発

足
初

年
度

と
し

て
、

研
究

体
制

の
拡

充
や

、
W

eb
ペ

ー
ジ

の
公

開
を

行
っ

た
。

・
本

学
木

下
助

教
に

研
究

員
と

し
て

参
加

し
て

頂
き

、
今

後
の

研
究

所
活

動
の

成
果

に
貢

献
し

て
頂

く
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。
・
ま

た
、

産
業

界
か

ら
研

究
員

を
追

加
し

、
実

践
的

な
活

動
を

進
め

て
い

け
る

よ
う

準
備

し
て

い
る

。
・
令

和
４

（
2
0
2
2
）
年

３
月

に
、

情
報

処
理

学
会

要
求

工
学

W
G

に
て

研
究

会
発

表
を

行
っ

た
。

2

9
行

動
科

学
研

究
所

細
田

 貴
明

（
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

 教
授

）

人
間

の
あ

ら
ゆ

る
行

動
を

対
象

と
し

て
科

学
的

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
り

分
析

す
る

こ
と

で
、

人
間

の
行

動
の

持
つ

様
々

な
特

性
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
よ

り
よ

い
行

動
に

つ
な

が
る

た
め

に
必

要
と

な
る

理
論

、
モ

デ
ル

の
構

築
を

行
い

、
社

会
活

動
全

般
を

効
果

的
に

支
援

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

R
3
.4

～ R
8
.3

〇
国

内
外

の
学

会
へ

の
発

表
及

び
論

文
投

稿
・
学

会
発

表
：
1
6
件

（
う

ち
国

内
大

会
1
0
件

、
国

際
会

議
6
件

）
、

ジ
ャ

ー
ナ

ル
採

択
：
2
件

（
う

ち
海

外
2
件

）
1
件

の
学

会
発

表
は

奨
励

発
表

賞
を

受
賞

。
・
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ン
テ

ス
ト
や

ア
ワ

ー
ド

等
へ

の
参

加
も

実
施

。
〇

 各
種

研
究

会
の

開
催

・
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
研

究
会

：
毎

週
開

催
・
問

題
設

定
に

関
す

る
研

究
会

：
隔

週
開

催
い

ず
れ

も
、

論
文

、
紀

要
と

し
て

作
成

し
、

投
稿

を
行

っ
た

。
〇

 ア
カ

デ
ミ
ッ

ク
分

野
の

研
究

成
果

お
よ

び
ビ

ジ
ネ

ス
事

例
を

基
に

し
た

勉
強

会
令

和
４

（
2
0
2
2
）
年

2
月

に
人

工
知

能
と

サ
ー

ビ
ス

科
学

研
究

所
と

合
同

で
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
人

間
の

行
動

を
科

学
し

て
、

よ
り

よ
く

生
き

る
た

め
に

」
を

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
。

約
4
0
名

が
参

加
し

た
。

〇
そ

の
他

企
業

に
対

す
る

行
動

科
学

に
関

す
る

研
修

を
実

施
し

た
。

1
2

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　２　研究に関する目標を達成するための措置
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
８８
  

都都
政政

とと
のの

連連
携携

 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
専

門
職

大
学

院
と

し
て

培
っ

た
ノ

ウ
ハ

ウ
を

生
か

し
、

東
京

都
や

区
市

町
村

と
の

連
携

に
よ

り
、

政
策

課
題

に
対

し
て

現
実

的
・

実
践

的
な

施
策

を
積

極
的

に
提

案
す

る
。

 

○
大

学
の

知
的

資
源

を
活

用
し

、
業

務
遂

行
に

必
要

な
実

践
的

な
能

力
を

身
に

付
け

ら
れ

る
よ

う
、

東
京

都
や

区
市

町
村

の
職

員
等

の
専

門
的

な
人

材
育

成
を

支
援

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
１

）
都

政
と

の
連

携
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た

め
の

措
置

 

◇
都

の
政

策
展

開
に

対
す

る
積

極
的

な
支

援
 

【
2
-
1
5
】
①

都
や

区
市

町
村

等
と

の
連

携
を

通
じ

て
、
中

小
企

業
振

興
な

ど
の

政
策

課
題

に
対

す
る

シ
ン

ク
タ

ン
ク

機
能

を
発

揮
し

、
現

実
的
・

実
践

的
な

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

し
て

い
く

。
ま

た
、
東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
開

催
ま

で
に

【
６

以
上

】
の

P
B
L
で

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
関

連
す

る
テ

ー
マ

を
扱

う
な

ど
、
大

会
の

成
功

に
寄

与
す

る
取

組
を

実
施

し
、

都
政

に
貢

献
す

る
。

 

 ◇
自

治
体

職
員

の
人

材
育

成
へ

の
協

力
 

【
2
-
1
6
】
②

本
学

の
知

的
資

源
を

生
か

し
、
都
・
区

市
町

村
等

の
職

員
向

け
の

研
修

講
座

や
公

開
講

座
を
【

年
間

1
0
講

座
】
開

講
す

る
な

ど
、
自

治
体

職
員

の
人

材
育

成
に

貢
献

す
る

。
 

2
9  

【
2
-
1
5
】・

都
や
区

市
町

村
の

政
策

課
題

へ
の

支
援

と
し

て
、
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

講
座

を
開

催
し

、
産

技
大

教
員

の
知

見
を

P
R
し

た
。

 

・
都

区
等

の
後

援
を

得
て

、
両

専
攻

合
同

で
コ

ン
テ

ス
ト

を
開

催
し

た
。
 

・
東

京
2
0
2
0
大

会
に

関
連

す
る

テ
ー

マ
の

P
B
L
を

【
２

つ
】

実
施

し

た
。

 

【
2
-
1
6
】

都
・

区
市

町
村

等
の

職
員

向
け

の
研

修
や

公
開

講
座

を
【

９
講

座
】

企
画

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
都

や
区

市
町

村
等

の
職

員
に

対
す

る
講

座
が

９
件

実
施

さ
れ

て
お

り
、
3
7
5
名

の
参

加
を

得
て

い
る

。
引

き
続

き
、
自

治
体

職
員

等
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
講

座
企

画
・

実
施

の
充

実
が

期
待

さ
れ

る
。

 

・
都

や
区

市
町

村
へ

の
政

策
課

題
支

援
に

つ
い

て
、
地

元
（

品
川

･
大

田
区

）
が

目
立

つ
が

都
下

全
域

か
ら

テ
ー

マ
を

掘
り

起
こ

し
、
拡

充
を

図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

3
0  

【
2
-
1
5
】・

都
や
区

市
町

村
の

政
策

課
題

へ
の

支
援

と
し

て
、
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

講
座

を
開

催
し

、
産

技
大

教
員

の
知

見
を

P
R
し

た
。

 

・
東

京
2
0
2
0
大

会
に

関
連

す
る

テ
ー

マ
の

P
B
L
を
【

３
つ

】
実
施

し

た
。

 

【
2
-
1
6
】

都
・

区
市

町
村

等
の

職
員

向
け

の
研

修
や

公
開

講
座

を
【

1
4
講

座
】

開
講

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
都

や
区

市
町

村
と

連
携

し
て

、
自

治
体

等
が

主
催

す
る

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

し
、
企

業
振

興
や

技
術

支
援

に
貢

献
し

て
い

る
。
ま

た
、
教

員
が

自
治

体
職

員
等

の
研

修
に

講
師

と
し

て
参

加
し

、
人

材
育

成
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

元  

【
2
-
1
5
】・

都
や
区

市
町

村
の

政
策

課
題

へ
の

支
援

と
し

て
、
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

講
座

を
開

催
し

、
中

小
企

業
振

興
や

技
術

支
援

に
貢

献
し

た
。
 

・
東

京
2
0
2
0
大
会

に
関

連
す

る
テ

ー
マ

の
P
B
L
を

【
２

つ
】

実
施

し

た
。

 

【
2
-
1
6
】

都
・

区
市

町
村

等
の

職
員

向
け

の
研

修
や

公
開

講
座

を
【

1
4
講

座
】

開
講

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
都

や
区

市
町

村
等

と
の

連
携

に
よ

る
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

て
、
中

小

企
業

振
興

等
の

政
策

課
題

に
対

す
る

シ
ン

ク
タ

ン
ク

機
能

を
発

揮
し

て
い

る
。

 

・
よ

り
広

範
な

区
市

町
村

と
の

連
携

を
期

待
す

る
。

 

２  

【
2
-
1
5
】
都

や
区

市
町

村
の

政
策

課
題

へ
の

支
援

と
し

て
、
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

講
座

を
開

催
し

、
中

小
企

業
振

興
や

技
術

支
援

に
貢

献
し

た
。
 

【
2
-
1
6
】

都
・

区
市

町
村

等
の

職
員

向
け

の
研

修
や

公
開

講
座

を
【

1
2
講

座
】

開
講

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
東

京
都

や
区

市
町

村
等

の
自

治
体

職
員

向
け

研
修

及
び

公
開

講
座

に
つ

い

て
、

目
標

の
年

間
1
0
講

座
を

上
回

る
1
2
講

座
を

開
催

し
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

下
で

テ
レ

ワ
ー

ク
が

普
及

し
た

こ
と

を
反

映
し

、
島

し
ょ

地
域

に
対

し
、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

実
施

し
た

。
 

・
品

川
区

と
の

連
携
・
協

力
に

関
す

る
包

括
協

定
に

基
づ

き
、
品

川
区

と
連

携

し
た

区
内

事
業

者
へ

の
支

援
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

も
あ

り
、

令
和

２
年

度
は

１
件

の
支

援
に

留
ま

っ
て

い
る

。

今
後

、
支

援
件

数
が

増
加

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
東

京
都

や
区

市
町

村
等

の
自

治
体

職
員

向
け

研
修

及
び

公
開

講
座

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

、
更

な
る

拡
充

・
多

様
化

を
期

待
す

る
。

 

３ 

【
2
-
1
5
】
都

や
区

市
町

村
の

政
策

課
題

へ
の

支
援

と
し

て
、
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

講
座

を
開

催
し

、
中

小
企

業
振

興
や

技
術

支
援

に
貢

献
し

た
。
 

【
2
-
1
6
】

都
・

区
市

町
村

等
の

職
員

向
け

の
研

修
や

公
開

講
座

を
【

1
0
講

座
】

開
講

し
た

。
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第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
東

京
都

・
区

市
町

村
等

の
自

治
体

職
員

向
け

の
研

修
及

び
公

開
講

座
に

つ
い

て
、

平
成

3
0
年

度
以

降
、

目
標

で
あ

る
年

間
1
0
講

座
以

上
の

開
講

を
達

成
で

き
て

い
る

。
 

・
東

京
都

・
区

市
町

村
等

の
自

治
体

職
員

向
け

の
研

修
に

つ
い

て
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

各
自

治
体

が
実

施
す

る
職

員
研

修
の

縮
小

等
に

よ
り

、
実

施
件

数
が

減
少

し
て

い
る

。
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
の

研
修

実
施

の
経

験
・

ノ

ウ
ハ

ウ
を

生
か

し
な

が
ら

、
研

修
の

再
開

や
充

実
に

向
け

、
東

京
都

・
区

市
町

村
等

へ
の

積
極

的
な

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
5
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
都

の
政

策
展

開
に

対
す

る
積

極
的

な
支

援
 

①
都

や
区

市
町

村
等

と
の

連
携

を
通

じ
て

、
中

小
企

業
振

興
な

ど
の

政
策

課
題

に
対

す
る

シ
ン

ク
タ

ン
ク

機
能

を
発

揮
し

、
現

実
的

・
実

践
的

な
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
し

て
い

く
。
 

ま
た

、
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
開

催
ま

で
に

【
６

以
上

】
の

P
B
L
で

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
関

連
す

る
テ

ー
マ

を
扱

う
な

ど
、

大

会
の

成
功

に
寄

与
す

る
取

組
を

実
施

し
、

都
政

に
貢

献
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

中
小

企
業

支
援

の
た

め
の

リ
ー

フ

レ
ッ

ト
を

活
用

し
、
産

技
大

教
員

の
知

見
を

P
R

す
る

と
と

も
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

も
考

慮
し

つ
つ

、
都

や
区

市
町

村
の

イ
ベ

ン
ト

等
へ

の
参

加
を

行
い

、
政

策
課

題
に

対
す

る
シ

ン
ク

タ
ン

ク
機

能
を

更
に

発
揮

す

る
。

 

（
１

）
都

や
区

市
町

村
へ

の
政

策
課

題
に

対
す

る
支

援
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
都

や
区

市
町

村
の

政
策

課
題

へ
の

支
援

と
し

て
、

都
等

が
主

催
す

る
イ

ベ
ン

ト
へ

の
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

や
区

市
町

村
等

と
の

連
携

講
座

の
実

施
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

を
通

じ
て

中
小

企
業

振
興

等
に

貢
献

し
た

。
 

・
中

小
企

業
等

の
問

題
解

決
の

一
助

と
す

る
た

め
、
教

員
の

研
究

内
容

や
技

術
相

談
情

報
等

を
紹

介
す

る
「

企
業

支
援

の
た

め
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
を

年
度

更
新
・

作
成

し
、
自

治
体

や
産

学
公

連
携

関
係

先
等

に
配

付
す

る
と

と
も

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

電
子

版
を

掲
載

し
、
技

術
シ

ー
ズ

と
ニ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
促

進
し

た
。

 

・
品

川
区

と
の

包
括

協
定
（

平
成

3
0（

2
0
1
8
）
年

度
締

結
）
に

基
づ

き
、
引

き
続

き
品

川
区

と
産

学
連

携
事

業
（

技
術

指
導

）
を

実
施

し
、
区

内
事

業
者

へ
の

支

援
を

行
っ

た
（

１
件

）
。

 

・
東

京
都

「
大

学
研

究
者

に
よ

る
事

業
提

案
制

度
（

大
学

提
案

）
」

に
、

木
下

修
司

助
教

が
申

請
し

た
事

業
「

東
京

都
地

域
防

災
計

画
の

I
o
D
(
I
n
t
e
r
n
e
t
 
o
f
 

D
o
c
u
m
e
n
t
s
)
化

に
よ

る
防

災
力

向
上

」
が

採
択

さ
れ

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

東
京

都
予

算
に

反
映

さ
れ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
イ

ベ
ン

ト
参

加
や

講
座

開
催

、
受

託
事

業
に

よ
る

都
や

区
市

町
村

等
と

の
連

携
を

通
じ

て
、
中

小
企

業
振

興
等

の
政

策
課

題
に

対
す

る
分

野
横

断
的

ア
プ

ロ
ー

チ
を

支
援

す
る

こ
と

で
中

小
企

業
振

興
や

技
術

支
援

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

教
員

の
知

見
を

P
R
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
（

図
表

2
-
1
5
-
1
）

 

 

【図
表

2-
15

-1
　

都
や

区
市

町
村

等
へ

の
政

策
課

題
に

対
す

る
支

援
】

区
分

№
実

施
日

名
称

等
主

催
・団

体
名

等
概

要

1
R3

.1
1.

12
～

15
し

な
が

わ
学

び
の

杜
（パ

ー
トナ

ー
シ

ッ
プ

講
座

）
※

A
IIT

フ
ォ

ー
ラ

ム
と

共
催

品
川

区
文

化
ス

ポ
ー

ツ
振

興
部

文
化

観
光

課
「デ

ザ
イ

ン
は

ラ
ン

ダ
ム

プ
ロ

セ
ス

か
」

（松
井

　
実

　
助

教
、

Yo
uT

ub
e配

信
）

2
R4

.1
.2

9
三

鷹
ネ

ッ
トワ

ー
ク

大
学

（寄
付

講
座

）
（特

非
）三

鷹
ネ

ッ
トワ

ー
ク

大
学

推
進

機
構

「認
知

症
：な

ら
な

い
た

め
に

で
き

る
こ

と
」

（佐
藤

　
正

之
　

特
任

教
授

、
Zo

om
配

信
）

イ ベ ン ト

1
R3

.1
1.

17
～

12
.1

0
産

業
交

流
展

20
21

東
京

都
、

東
京

都
中

小
企

業
団

体
中

央
会

、
（公

財
）東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

他

首
都

圏
の

中
小

企
業

を
中

心
と

す
る

国
内

最
大

級
の

見
本

市
に

オ
ン

ラ
イ

ン
会

場
の

み
参

画
。

本
学

の
教

育
内

容
、

講
義

の
様

子
、

産
学

公
連

携
・Ｏ

Ｐ
Ｉ活

動
、

お
よ

び
昨

年
の

世
界

発
信

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョン
受

賞
技

術
等

を
展

示

冊 子
1

-
「企

業
支

援
の

た
め

の
リー

フ
レ

ッ
ト」

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
産

技
大

教
員

の
研

究
と

中
小

企
業

が
求

め
る

ニ
ー

ズ
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

る
と

と
も

に
、

産
技

大
の

PR
を

目
的

と
す

る
た

め
、

自
治

体
等

や
各

種
イ

ベ
ン

トで
配

布
（毎

年
度

改
訂

）

受 託 事 業

1
令

和
４年

度
～

６年
度

大
学

研
究

者
に

よ
る

事
業

提
案

制
度

東
京

都
木

下
修

司
助

教
提

案
事

業
が

採
択

、
令

和
４年

度
都

予
算

化
「東

京
都

地
域

防
災

計
画

の
Io

D
(In

te
rn

et
 o

f D
oc

um
en

ts
)化

に
よ

る
防

災
力

向
上

」
（期

間
：３

年
、

総
事

業
費

（見
込

み
）：

60
百

万
円

）

※
例

年
参

加
し

て
い

る
東

京
都

主
催

の
「T

ok
yo

ふ
し

ぎ
祭

エ
ン

ス
」（

科
学

技
術

週
間

東
京

都
特

別
行

事
）に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
開

催
中

止

講 　 　 座
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
6

 
◇

自
治

体
職

員
の

人
材

育
成

へ
の

協
力

 

②
本

学
の

知
的

資
源

を
生

か
し

、
都

・
区

市
町

村
等

の
職

員
向

け
の

研
修

講
座

や
公

開
講

座
を

【
年

間
1
0
講

座
】

開
講

す
る

な
ど

、
自

治
体

職
員

の
人

材
育

成
に

貢
献

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
産

技
大

の
知

見
を

活
用

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
も

考
慮

し
つ

つ
、
都
・
区

市
町

村
等

の
職

員
向

け
の

研
修

や
公

開
講

座
を

企
画
・
実

施
し

、
人

材
育

成
に

貢
献

す

る
。

 

（
１

）
都

・
区

市
町

村
等

へ
の

研
修

実
施

等
を

通
じ

た
人

材
育

成
支

援
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

員
が

持
つ

教
育

・
研

究
の

知
見

を
反

映
し

た
都

及
び

区
市

町
村

等
自

治
体

職
員

向
け

の
研

修
や

公
開

講
座

を
開

催
し

、
自

治
体

行
政

の
推

進
に

寄
与

し
た

。
 

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

下
で

テ
レ

ワ
ー

ク
が

進
ん

だ
こ

と
で

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

関
連

講
座

の
需

要
が

高
ま

り
、

令
和

２
（
2
0
20
）

年
度

に
引

き
続

き
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

２
種

類
と

新
た

に
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

研
修

を
用

意
し

、
島

し
ょ

地
域

に
て

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
を

実
施

し
た

。
 

・
今

年
度

は
新

規
に

小
笠

原
村

よ
り

研
修

受
講

希
望

が
あ

り
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
計

1
0
講

座
の

自
治

体
職

員
向

け
の

研
修

・
公

開
講

座
を

開
催

し
た

。
（

図
表

2
-
1
6
-
1
）

 

・
産

技
大

の
知

見
を

自
治

体
職

員
向

け
の

研
修

・
公

開
講

座
に

反
映

し
て

実
施

す
る

こ
と

で
、

自
治

体
行

政
の

推
進

に
寄

与
し

た
。

 

・
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

新
し

い
研

修
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

当
該

地
域

の
人

材
育

成
に

貢
献

し
た

。
 

    

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　３　社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

－ 203 －



【
図

表
2
-
1
6
-
1
　

都
や

区
市

町
村

等
の

職
員

向
け

研
修

・
公

開
講

座
の

実
績

】

区
分

N
O

実
施

日
研

修
・
公

開
講

座
提

供
先

（
団

体
名

）
研

修
名

・
テ

ー
マ

・
内

容
場

所
講

師
参

加
者

数
（
人

）

東
京

都
と

の
協

定
に

よ
る

研
修

1
対

象
者

な
し

2
R
3
.5

.8
愛

媛
県

今
治

市
立

波
止

浜
小

学
校

研
究

授
業

事
前

検
討

会
オ

ン
ラ

イ
ン

大
﨑

理
乃

 助
教

（
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

コ
ー

ス
）

2

3
R
3
.6

.2
3

愛
媛

県
今

治
市

立
波

止
浜

小
学

校
全

校
研

究
会

オ
ン

ラ
イ

ン
大

﨑
理

乃
 助

教
（
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

コ
ー

ス
）

5

4
R
3
.8

.2
愛

媛
県

今
治

市
立

波
止

浜
小

学
校

、
今

治
市

立
常

磐
小

学
校

協
調

学
修

の
デ

ザ
イ

ン
と

養
家

に
関

す
る

研
修

オ
ン

ラ
イ

ン
大

﨑
理

乃
 助

教
（
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

コ
ー

ス
）

2
0

5
R
3
.1

1
.2

5
三

鷹
市

ロ
ジ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
研

修
Z
o
o
m

配
信

越
水

重
臣

　
教

授
（
創

造
技

術
コ

ー
ス

）
1
4

6
R
3
.1

2
.1

6
北

海
道

立
総

合
研

究
機

構
令

和
３

年
度

研
究

開
発

能
力

向
上

研
修

（
研

究
会

支
援

型
）
「
品

質
工

学
勉

強
会

」
オ

ン
ラ

イ
ン

越
水

重
臣

　
教

授
（
創

造
技

術
コ

ー
ス

）
8

7
R
3
.8

.1
9
～

青
ヶ

島
村

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

編
Y

o
u
T

u
b
e配

信
奥

原
雅

之
　

教
授

（
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

コ
ー

ス
）

3

8
R
3
.8

.1
9
～

神
津

島
村

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

編
Y

o
u
T

u
b
e配

信
奥

原
雅

之
　

教
授

（
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

コ
ー

ス
）

5
6

9
R
3
.8

.1
9
～

神
津

島
村

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
Y

o
u
T

u
b
e配

信
酒

森
　

潔
　

特
任

教
授

1
1

1
0

R
3
.8

.1
9
～

八
丈

町
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
編

Y
o
u
T

u
b
e配

信
奥

原
雅

之
　

教
授

（
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

コ
ー

ス
）

1
0

1
1

R
3
.8

.1
9
～

八
丈

町
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
Y

o
u
T

u
b
e配

信
酒

森
　

潔
　

特
任

教
授

6

※
東

京
都

と
の

協
定

に
よ

る
研

修
に

つ
い

て
は

、
対

象
者

な
し

の
た

め
実

施
し

な
か

っ
た

。

合
計

1
3
5

個
別

の
依

頼
に

よ
る

研
修
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
９９
  

社社
会会

貢貢
献献

等等
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

○
産

業
界

や
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、
専

門
職

大
学

院
の

機
能

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
た

中
小

企
業

の
人

材
育

成
や

製
品

開
発

、
起

業
等

の
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、
東

京
の

産
業

振
興

に

貢
献

す
る

。
 

○
社

会
人

の
学

修
ニ

ー
ズ

に
応

え
、

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
等

を
支

援
す

る
た

め
、

学
び

や
す

い
学

修
の

仕
組

み
の

構
築

や
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
成

を
推

進
す

る
。

 

○
人

生
1
0
0
年

時
代

を
見

据
え

、
起

業
・

創
業

・
事

業
承

継
等

を
目

指
す

シ
ニ

ア
層

の
た

め
の

学
び

の
場

を
提

供
し

、
生

涯
現

役
社

会
の

実
現

に
寄

与
す

る
。

 
 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
２

）
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め

の
措

置
 

◇
産

業
振

興
施

策
へ

の
貢

献
 

【
2
-
1
7
】
①

企
業

等
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、
東

京
商

工
会

議
所

、
地

元
の

金
融

機
関

等
と

連
携

し
た

中

小
企

業
支

援
、
専

門
セ

ミ
ナ

ー
・
公

開
講

座

の
開

催
、

産
業

界
等

と
連

携
し

た
研

究
な

ど
、
多

様
な

社
会

貢
献

活
動

を
通

じ
て

、
産

業
振

興
施

策
に

貢
献

す
る

。
 

 ◇
社

会
人

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
と

学
修

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の

充
実

 

【
2
-
1
8
】

②
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

や
履

修
証

明
プ

ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

な
ど

、
広

く
社

会
人

を
対

象

と
し

た
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

や
学

び
直

し
の

た
め

の
学

修
環

境
を

整
備

す
る

。
ま

た
、
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

充
実

し
た

上
で

、

【
年

間
6
0
0
人

程
度

】
の

参
加

者
を

集
め

る
。

さ
ら

に
、
修

了
生

が
主

宰
す

る
専

門
分

野
ご

と
の

研
究

会
の

設
置

や
活

動
を

支
援

す
る

仕
組

み
を

構
築

し
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、

本
学

を
核

に
し

た
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

一
層

の
充

実
を

図
る

。
 

 【
2
-
1
8
-
2
】

③
人

生
1
0
0
年

時
代

を
豊

か
に

過
ご

せ
る

生
涯

現
役

都
市

の
実

現
に

寄
与

す
る

「
1
0
0

歳
大

学
」
の

取
組

の
一

環
と

し
て

、
シ

ニ
ア

層
が

起
業
・
創
業
・
事

業
承

継
等

に
必

要
な

知
識

及
び

ス
キ

ル
を

短
期

間
で

修
得

で
き

る
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

講
す

る
な

ど
、
大

学
院

教
育
（

修

士
課

程
）
レ

ベ
ル

で
の

学
び

直
し

の
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
 

2
9  

【
2
-
1
8
】
・

専
門

職
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
促

進
の

た
め

、
A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ

ォ
ー

ラ
ム

を
計

1
9
回

開
催

し
、
延

べ
1
,
5
9
3
人
（

自
主

開
催

分
【

9
9
1

人
】
）
が

参
加

し
た

。
な

お
、
う

ち
1
0
0
0
人

以
上

が
学

外
者

で
あ

っ

た
。

 

・
修

了
生

が
主

催
す

る
専

門
分

野
ご

と
の

研
究

会
を

支
援

す
る

仕
組

み
の

実
施

体
制

を
整

え
、
試

行
を

開
始

。
2
つ

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

発
足

し
た

。
 

・
企

業
に

お
け

る
新

規
事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
を

担
う

教
育

プ
ロ

グ

ラ
ム

と
し

て
、

A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

参
加

者
が

大
幅

に
増

加
し

、
大

学
の

知
名

度
向

上
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

・
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

て
、
シ

ニ
ア

層
に

対

し
て

起
業

ま
で

を
支

援
す

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

し
て

い
る

点
が

高
く

評
価

で
き

る
。

 

・
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
構

築
し

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
促

進
す

る
学

修
環

境
整

備
を

進
め

た
点

が
評

価
で

き
る

。
 

3
0  

【
2
-
1
8
】・

A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

計
1
8
回

開
催

し
、【

9
8
5
人

】
が

参
加

し
た

。
 

・
１

つ
の

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

新
た

に
発

足
し

、
計

３
つ

の
修

了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
動

を
支

援
し

た
。

 

・
A
I
I
T
シ

ニ
ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

平
成

3
0
年

８
月

に

開
講

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
A
I
I
T
 
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
、

継
続

的
な

修
学

の
場

を
提

供

し
た

結
果

、
多

く
の

参
加

者
を

得
た

。
 

・
シ

ニ
ア

世
代

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
場

で
あ

る
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
設

し
、

2
6
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
促

進
す

る
取

組
の

一
環

と
し

て
、
修

了
後

も
大

学
と

修

了
生

、
あ

る
い

は
修

了
生

同
士

が
繋

が
り

、
修

了
後

の
専

門
能

力
の

向
上

を

図
る

場
で

あ
る

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

実
施

体
制

を
整

え
た

。
 

元  

【
2
-
1
7
】
産

業
振

興
に

資
す

る
イ

ベ
ン

ト
等

を
通

じ
て

、
産

技
大

の
ノ

ウ
ハ

ウ

を
広

く
周

知
し

、
地

域
振

興
に

寄
与

し
た

。
 

【
2
-
1
8
】
・

A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
等

公
開

講
座

を
計

1
3
回

開
催

し
、

【
6
9
3
人

】
が

参
加

し
た

。
 

・
新

た
に

２
つ

の
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
加

わ
り

、
合

計
５

つ
の

修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

動
を

支
援

し
た

。
 

【
2
-
1
8
-
2
】

事
業

開
始

２
年

目
と

な
る

A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ

グ
ラ

ム
を

新
た

に
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
開

講
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
学

外
も

対
象

と
し

た
A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

、
修

了
生

を

継
続

し
て

支
援

す
る

た
め

の
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
運

用
な

ど
、
継

続
的

に
修

学
で

き
る

場
を

多
面

的
に

整
備

し
て

い
る

。
 

・
起

業
の

た
め

の
高

レ
ベ

ル
の

知
識

・
ス

キ
ル

の
修

得
を

目
指

す
A
I
I
T
シ

ニ

ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
講

し
た

。
 

・
A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

つ
い

て
、
回

数
・
参

加
者

が
、
平

成
2
9
年

度
以

降
、
減

少
傾

向
に

あ
る

。
専

門
職

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

形
成

促
進

の
た

め
に

も
、

今
後

の
取

組
に

期
待

す
る

。
 

２  

【
2
-
1
7
】・

産
業
振

興
に

資
す

る
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

の
イ

ベ
ン

ト
等

を
通

じ
て

、

産
技

大
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
広

く
周

知
し

、
地

域
振

興
に

寄
与

し
た

。
 

・
文

部
科

学
省

外
部

資
金
「

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・
高

専
教

育

高
度

化
プ

ラ
ン

」
が

採
択

さ
れ

た
。

 

【
2
-
1
8
】
・

A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
公

開
講

座
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

計
８

回
開

催
し

た
結

果
、
延

べ
参

加
者

数
（

視
聴

回
数

）
は
【

1
,
5
4
6
人

】
と

大
幅

に
増

加
し

た
。

 

・
４

つ
の

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
動

を
支

援
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
従

来
の

A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
名

称
変

更

し
、
公

開
講

座
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

計
８

回
開

催
し

、
延

べ
1
,
5
4
6
人

の

参
加

（
視

聴
）

が
あ

っ
た

。
 

・
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

講
し

、
８

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、
A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
の

公
開

講
座

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形

式
で

開
催

す
る

な
ど

、
参

加
者

確
保

の
た

め
の

工
夫

を
図

っ
た

が
、
今

後
も
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【
2
-
1
8
-
2
】
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
新

た
に

文
部

科
学

省
の
「

職
業

実
践

力
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」（
B
P
）
に

お
け

る
短

時
間

で
編

成
さ

れ
る

特
別

の
課

程
（

6
0
時

間
以

上
1
2
0
時

間
未

満
）

と

し
て

実
施

し
た

。
 

こ
う

し
た

取
組

を
継

続
し

、
社

会
貢

献
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
多

く
の

中
小

企
業

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
る

中
、

コ
ロ

ナ
禍

の
収

束
後

を
見

据
え

た
事

業
展

開
等

へ
向

け
て

、
様

々
な

相
談

ニ

ー
ズ

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
引

き
続

き
、
中

小
企

業
へ

の
支

援
の

拡
大

に
向

け
た

取
組

の
推

進
を

期
待

す
る

。
 

３ 

【
2
-
1
7
】

産
業

振
興

に
資

す
る

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
の

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

て
、

産
技

大
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
広

く
周

知
し

、
地

域
振

興
に

寄
与

し
た

。
 

【
2
-
1
8
】
・

A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
計

６
回

開
催

（
延

べ
参

加
者

数
／

視
聴

回
数

1
,
1
5
1
人

）
し

、
社

会
人

や
遠

隔
地

か
ら

の
参

加
者

等
の

継
続

学
修

に
寄

与
し

た
。

 

・
３

つ
の

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

設
置

し
、
修

了
生

の
継

続
的

な
学
 
 
 
 
 

修
の

支
援

を
行

っ
た

。
 

・
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、

A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
健

康
寿

命
デ

ザ
イ

ン
講

座
を

開
講

し
た

。
 

【
2
-
1
8
-
2
】
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
文

部
科

学
省

の
「

職
業

実
践

力
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」（
B
P
）
に

お
け

る
短

時

間
で

編
成

さ
れ

る
特

別
の

課
程

及
び

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し

て
実

施
し

た
。

 

  

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

、
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

及
び

A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
て

お
り

、
社

会
人

の
学

び
や

す
さ

に
配

慮
し

な
が

ら
、

充
実

し
た

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

場
を

広
く

提

供
で

き
て

い
る

。
 

・
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
設

置
さ

れ
、

継
続

し
た

学
び

と
修

了
生

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

の
場

が
用

意
さ

れ
て

い
る

。
 

・
A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
の

公
開

講
座

は
、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
も

活
用

し
な

が
ら

継
続

的
に

開
催

し
、
毎

年
度

、
目

標
を

上
回

る
参

加
者

を
集

め
て

い
る

。
コ

ロ
ナ

禍
の

収
束

後
も

、
こ

う
し

た
取

組
を

継
続

す
る

こ
と

を
期

待

す
る

。
 

・
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
及

び
ヒ

ア
リ

ン
グ

が
行

わ
れ

て
お

り
、

今
後

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
参

加
者

の
要

望
等

を
踏

ま
え

た
制

度
の

改
善

や
構

成
員

の
拡

大
等

が
図

ら
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

行
政

と
の

連
携

等
、

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
更

な
る

拡
充

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
7
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
産

業
振

興
施

策
へ

の
貢

献
 

①
企

業
等

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
東

京
商

工
会

議
所

、
地

元
の

金
融

機
関

等
と

連
携

し
た

中
小

企
業

支
援

、
専

門
セ

ミ
ナ

ー
・

公
開

講
座

の
開

催
、

産
業

界
等

と
連

携
し

た
研

究
な

ど
、

多
様

な
社

会
貢

献
活

動
を

通
じ

て
、

産
業

振
興

施
策

に
貢

献
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
産

業
界

と
連

携
し

、
企

業
等

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
専

門
セ

ミ
ナ

ー
・

公
開

講
座

や
研

究
を

継
続

的
に

実
施

し
、

産
業

振
興

施
策

に
貢

献
す

る
。

 

                    （
２

）【
継

続
】
東

京
商

工
会

議
所

を
介

し
た

中
小

企
業

か
ら

の
相

談
事

業
へ

の
対

応
等

を
通

じ
、

継
続

的
に

中
小

企
業

支
援

を
実

施
す

る
。

 

         

（
１

）
産

業
振

興
施

策
へ

の
貢

献
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
企

業
等

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
専

門
セ

ミ
ナ

ー
や

公
開

講
座
「

し
な

が
わ

学
び

の
杜

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

講
座

」
及

び
、「

三
鷹

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

大
学

セ
ミ

ナ
ー

」
を

開

催
し

た
。
（

図
表

2
-
1
5
-
1
）

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

の
産

業
振

興
に

資
す

る
専

門
的

な
イ

ベ
ン

ト
で

あ
る
「

産
業

交
流

展
2
0
2
1
」
、「

T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

2
0
2
1
」
及

び
「

お
お

た
研

究
開

発
フ

ェ

ア
O
N
L
I
N
E
」

へ
の

出
展

を
通

じ
て

協
力

・
連

携
を

行
っ

た
。
（

図
表

2
-
1
5
-
1
、

2
-
1
7
-
1
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
セ

ミ
ナ

ー
や

講
座

を
通

じ
て

、
産

技
大

の
知

見
を

産
業

振
興

へ
活

用
す

る
機

会
を

提
供

し
た

。
 

・
産

技
大

の
持

つ
ノ

ウ
ハ

ウ
を

広
く

周
知

す
る

と
と

も
に

、
中

小
企

業
と

の
交

流
を

図
り

、
地

域
振

興
に

寄
与

し
た

。
 

 【
図

表
2
-
1
7
-
1
　

産
業

振
興

施
策

へ
の

貢
献

】
　

（
そ

の
他

の
実

施
講

座
等

に
つ

い
て

は
図

表
2
-
1
5
-
1
参

照
）

イ
ベ

ン
ト
・
講

座
等

主
催

日
程

概
要

T
IR

Iク
ロ

ス
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ


2
0
2
1

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

R
3
.9

.1
5
～

1
0
.1

5

中
小

企
業

の
製

品
や

技
術

を
展

示
し

、
製

品
開

発
、

販
路

拡
大

、
企

業
間

交
流

を
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
。

A
II
T

藻
類

研
究

所
（
所

長
：
村

越
英

樹
教

授
）
が

「
ナ

ン
ノ

ク
ロ

ロ
プ

シ
ス

の
培

養
に

関
す

る
研

究
　

-
 藻

密
度

計
の

設
計

と
試

作
 -

」
を

テ
ー

マ
に

出
展

。

第
1
1
回

お
お

た
研

究
・
開

発
フ

ェ
ア

O
N

L
IN

E

大
田

区
 

（
公

財
）
大

田
区

産
業

振
興

協
会

R
3
.1

0
.7

～
1
2
.3

1

新
技

術
や

新
製

品
、

研
究

開
発

成
果

等
を

P
R
し

、
今

後
の

共
同

研
究

・
製

品
開

発
・
用

途
開

発
な

ど
を

W
eb

サ
イ

ト
来

訪
者

に
働

き
か

け
る

産
学

連
携

・
産

産
連

携
を

目
的

と
し

た
展

示
会

。
内

山
純

准
教

授
が

「
人

と
の

共
生

を
目

指
す

パ
ー

ト
ナ

ー
ロ

ボ
ッ

ト
の

コ
ン

セ
プ

ト
提

案
、

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

展
示

」
を

テ
ー

マ
に

研
究

成
果

を
出

展
。

※
例

年
参

加
し

て
い

る
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流

会
（
主

催
：
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
）
、

よ
い

仕
事

お
こ

し
フ

ェ
ア

（
主

催
：
城

南
信

用
金

庫
）
及

び
ビ

ジ
ネ

ス
フ

ェ
ア

（
主

催
：
さ

わ
や

か
信

用
金

庫
）
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

よ
り

、
中

止
又

は
規

模
を

縮
小

し
て

の
実

施
と

な
っ

た
た

め
産

技
大

は
不

参
加

 
 （

２
）

中
小

企
業

支
援

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
商

工
会

議
所

と
連

携
し

、
中

小
企

業
支

援
の

た
め

の
相

談
事

業
を

継
続

し
て

着
実

に
実

施
し

た
。

 

・
連

携
事

業
に

つ
い

て
、

下
表

の
件

数
の

と
お

り
実

施
し

、
受

託
研

究
費

等
の

外
部

資
金

を
獲

得
し

た
。
（

図
表

2
-
1
7
-
2
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
東

京
商

工
会

議
所

経
由

の
相

談
事

業
1
6
件

の
う

ち
１

件
に

つ
い

て
、

教
員

を
交

え
て

相
談

企
業

と
直

接
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

を
行

い
、

企
業

側
の

ニ
ー

ズ
と

本
学

の
研

究
シ

ー
ズ

の
す

り
合

わ
せ

を
実

施
し

た
。

結
果

と
し

て
連

携
成

立
に

は
至

ら
な

か
っ

た
も

の
の

、
企

業
へ

の
継

続
的

な
支

援
を

通
じ

て
中

小
企

業
の

産

業
振

興
に

貢
献

し
た

。
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                 （
３

）
【

継
続

】
起

業
支

援
を

目
的

と
し

た

A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

も
考

慮
し

つ
つ

、
都

の
区

市
町

村
と

連
携

し
た

取
組

に
つ

い
て

検
討

・
実

施
し

、
産

業
振

興
に

貢
献

す
る

。
 

 

【
図

表
2
-
1
7
-
2
　

連
携

事
業

数
・
外

部
資

金
獲

得
額

推
移

】
（
単

位
：
件

、
千

円
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

2
年

度
3
年

度

件
数

4
2

1
1

3
0

金
額

4
7
,9

5
1

2
0
,2

9
5

1
5
,7

5
0

1
5
,3

8
7

2
9
2
,3

3
6

0

件
数

1
5

1
1

9
1
6

1
5

1
5

金
額

3
4
,3

0
3

2
4
,7

4
6

△
 2

0
,2

1
7

2
7
,7

2
9

2
1
,2

7
4

1
3
,2

8
2

件
数

1
9

1
3

1
0

1
7

1
8

1
5

金
額

8
2
,2

5
4

4
5
,0

4
1

△
 4

,4
6
7

4
3
,1

1
6

3
1
3
,6

1
0

1
3
,2

8
2

国
庫

支
出

金

受
託

研
究

等

合
計

※
平

成
2
9
年

度
業

務
実

績
等

報
告

よ
り

、
過

年
度

の
デ

ー
タ

も
含

め
、

収
入

決
算

値
を

基
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
国

庫
支

出
金

：
文

部
科

学
省

等
の

国
か

ら
の

補
助

金
、

受
託

事
業

※
受

託
研

究
等

：
国

庫
支

出
金

以
外

の
、

受
託

研
究

（
間

接
経

費
含

む
）
、

受
託

事
業

、
特

定
研

究
寄

附
金

、
補

助
金

※
平

成
3
0
年

度
「
受

託
研

究
等

」
に

は
、

平
成

2
7
年

か
ら

受
託

し
た

日
・
A

S
E
A

N
統

合
基

金
（
JA

IF
）
事

業
終

了
に

伴
う

残
金

返
還

分
（
3
9
,8

5
4
千

円
）
を

計
上

し
て

い
る

。
 

 （
３

）
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

に
伴

う
連

携
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
必

修
科

目
で

あ
る

「
東

京
経

済
事

情
」

へ
の

講
師

派
遣

を
受

け
、

都
や

品
川

区
の

起
業

・
創

業
支

援
等

事
業

の
説

明

を
受

講
生

向
け

に
行

っ
た

。
 

・
産

技
大

と
連

携
関

係
に

あ
る

さ
わ

や
か

信
用

金
庫

及
び

城
南

信
用

金
庫

か
ら

「
東

京
経

済
事

情
」

の
講

師
推

薦
と

し
て

民
間

事
業

者
の

紹
介

を
受

け
、

経
営

者
の

視
点

か

ら
起

業
・

創
業

等
に

お
け

る
講

義
を

受
講

生
向

け
に

行
っ

た
。

 

・
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

と
日

本
政

策
金

融
公

庫
を

含
む

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
外

部
評

価
委

員
に

は
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

及
び

成
果

発
表

会
に

て
専

門
家

の
立

場
か

ら
助

言

を
受

け
る

と
と

も
に

、
外

部
評

価
委

員
に

よ
る

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
対

す
る

外
部

評
価

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
起

業
・

創
業

支
援

等
を

事
業

と
す

る
他

機
関

に
よ

る
講

義
や

講
評

、
外

部
評

価
な

ど
の

連
携

協
力

に
よ

り
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
教

育
効

果
を

向

上
さ

せ
る

こ
と

が
出

来
た

。
 

 

※
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
生

涯
現

役
都

市
の

実
現

に
向

け
た

取
組

の
一

環
と

し
て

、
起

業
に

挑
戦

す
る

シ
ニ

ア
層

を
後

押
し

し
、

起
業

に
必

要
な

知

識
及

び
ス

キ
ル

を
短

期
間

で
修

得
で

き
る

こ
と

を
目

指
す

、
大

学
院

教
育
（

修
士

課
程

）
レ

ベ
ル

で
の

学
び

直
し

の
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
。
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
か

ら
は

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
か

ら
は

文
部

科
学

省
の
「

職
業

実
践

力
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

B
P
）
に

お
け

る
短

時
間

で
編

成
さ

れ
る

特
別

の
課

程
（

6
0
時

間
以

上
1
2
0
時

間
未

満
）

と
し

て
開

講
し

て
い

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
8

 

◇
社

会
人

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
と

学
修

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
充

実
 

②
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
な

ど
、
広

く
社

会
人

を
対

象
と

し
た

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
や

学
び

直
し

の
た

め
の

学
修

環
境

を
整

備
す

る
。
ま

た
、
マ

ン
ス

リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
充

実
し

た
上

で
、
【

年
間

6
0
0
人

程
度

】
の

参
加

者
を

集
め

る
。

さ
ら

に
、

修
了

生
が

主
宰

す
る

専
門

分
野

ご
と

の
研

究
会

の
設

置
や

活
動

を
支

援
す

る
仕

組
み

を

構
築

し
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
本

学
を

核
に

し
た

学
修

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
一

層
の

充
実

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
継

続
学

修
の

場
で

あ
る

A
I
I
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

オ
ン

ラ
イ

ン
も

活
用

し
な

が
ら

着
実

に
実

施
し

て
継

続
的

な
修

学
の

場
を

提
供

す
る

と
と

も

に
、

継
続

学
修

を
促

す
た

め
の

新
た

な
仕

組
み

の
構

築
な

ど
、

学
修

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
更

な
る

充
実

を
図

る
。

（
2
-
0
9
再

掲
）

 

                                

（
１

）
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

更
な

る
充

実
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
平

成
2
0（

2
0
0
8
）
年

か
ら

継
続

し
て

、
学

内
外

の
方

が
自

由
に

参
加

で
き

る
公

開
講

座
と

し
て

、
I
C
T
関

連
の

最
新

の
技

術
や

活
用

等
を

テ
ー

マ
と

し
た
「

I
n
f
o
T
a
l
k
」
、
も

の
づ

く
り
・
デ

ザ
イ

ン
分

野
の

勉
強

会
と

し
て
「

デ
ザ

イ
ン

ミ
ニ

塾
」
及

び
「

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

」（
「

A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
）
を

実
施

し

て
き

た
。

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
研

究
科

再
編

を
機

に
、

こ
れ

ら
を

「
A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
と

名
称

を
一

新
し

、
３

つ
の

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
、

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

、
創

造
技

術
コ

ー
ス

）
の

専
門

領
域

に
関

連
し

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

を
扱

っ
た

講
座

を
開

講
し

て
い

る
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
開

催
形

式
は

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Y
o
u
T
u
b
e
で

の
配

信
を

行
う

形
式

）
と

し
、

計
６

回
実

施
し

た
。

 

（
図

表
2
-
1
8
-
1
、

2
-
1
8
-
2
）

 

・
第

８
回

A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム
「

認
知

症
を

観
る
・
診

る
・
看

る
」（

佐
藤

正
之

 
特

任
教

授
）
に

つ
い

て
は

、
今

年
度

最
も

多
く

の
参

加
者

数
（

視
聴

回
数

）
で

あ
っ

た
こ

と
と

、

再
配

信
の

希
望

が
寄

せ
ら

れ
た

こ
と

か
ら

、
初

め
て

再
公

開
を

実
施

し
た
（

再
公

開
の

参
加

者
数

9
7
人

）
。
ま

た
、
こ

の
A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
の

講
座

に
興

味
を

持
っ

た
自

治
体

か
ら

の
要

望
を

受
け

、
三

鷹
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
大

学
（

三
鷹

市
）

で
認

知
症

に
関

す
る

公
開

講
座

を
実

施
し

た
。

 

―
三

鷹
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
大

学
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

 

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
 
寄

付
講

座
「

認
知

症
：

な
ら

な
い

た
め

に
で

き
る

こ
と

」
 

講
師

：
佐

藤
正

之
 

特
任

教
授

 

R
4
.
1
.
2
9
 
Z
o
o
m
開

催
（

参
加

費
無

料
、

参
加

者
数

1
5
4
名

）
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
計

６
回

の
A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

た
結

果
、

1
,
1
5
1
人

の
延

べ
参

加
者

数
（

視
聴

者
数

）
を

集
め

、
本

学
の

知
名

度
向

上
に

貢
献

し
た

。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

に
よ

り
、

一
都

三
県

の
み

な
ら

ず
北

海
道

な
ど

の
遠

隔
地

か
ら

の
参

加
申

込
が

あ
り

、
よ

り
広

く
継

続
的

な
修

学
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
通

じ
て

本
学

の
知

見
を

広
め

た
こ

と
に

よ
り

、
自

治
体

の
活

動
に

参
加

し
地

域
貢

献
に

繋
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

※
A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

：
I
C
T
分

野
、

も
の

づ
く

り
・

デ
ザ

イ
ン

分
野

及
び

起
業

・
創

業
・

企
業

内
新

事
業

・
事

業
承

継
分

野
に

お
け

る
最

新
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
等

を
テ

ー
マ

に
、

学
内

外
の

方
が

自
由

に
参

加
で

き
る

勉
強

会
・

交
流

会
。
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【
図

表
2
-
1
8
-
1
　

A
II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
等

開
催

実
績

】

◆
A

II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム

開
催

日
回

テ
ー

マ
・
講

師
視

聴
回

数

R
3
.4

.2
4

第
7
回

ﾃ
ﾞｼ

ﾞﾀ
ﾙ

ﾄﾗ
ﾝ

ｽ
ﾌ
ｫ
ｰ

ﾒ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

推
進

の
課

題
と

政
策

展
開

～
ﾆ

ｭ
ｰ

ﾉ
ﾏ

ﾙ
に

向
け

た
産

業
構

造
変

革
～

高
野

 了
成

（
経

済
産

業
省

  
商

務
情

報
政

策
局

 情
報

産
業

課
 課

長
）

1
9
3

R
3
.5

.2
9

～
5
.3

1
第

8
回

認
知

症
を

知
る

佐
藤

 正
之

（
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 特
任

教
授

）
2
7
5

R
3
.6

.1
1

～
6
.1

4
第

8
回

（
再

公
開

）
認

知
症

を
知

る
佐

藤
 正

之
（
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 特
任

教
授

）
9
7

R
3
.6

.1
9

～
6
.1

2
第

9
回

認
知

症
に

対
す

る
非

薬
物

療
法

の
エ

ビ
デ

ン
ス

佐
藤

 正
之

（
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 特
任

教
授

）
1
5
0

R
3
.1

0
.1

5
～

1
0
.1

8
第

1
0
回

ロ
ー

ド
マ

ッ
ピ

ン
グ

の
実

施
・
導

入
に

お
け

る
成

熟
度

モ
デ

ル
廣

瀬
 雄

大
（
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 准
教

授
）

1
7
1

R
3
.1

1
.1

2
～

1
1
.1

5
第

1
1
回

し
な

が
わ

学
び

の
杜

デ
ザ

イ
ン

は
ラ

ン
ダ

ム
プ

ロ
セ

ス
か

松
井

 実
（
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 助
教

）
2
6
5

1
,1

5
1

合
計

 

【
図

表
2
-
1
8
-
2
　

A
II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

実
績

一
覧

】
（
単

位
：
人

）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

A
II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
1
,5

2
8

1
,1

5
1

A
II
T

起
業

塾
4
9

2
1

4
6

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
3
5
1

4
1
3

5
6
2

4
1
3

In
fo

T
al

k
（
定

例
）

4
6
8

5
2
9

4
0
2

2
0
5

デ
ザ

イ
ン

ミ
ニ

塾
デ

ザ
イ

ン
ミ

ニ
塾

（
定

例
）

デ
ザ

イ
ン

ミ
ニ

塾
（
出

前
）

計

八
丈

島
セ

ミ
ナ

ー
2
9

1
8

合
計

8
1
9

9
9
1

9
8
5

6
9
3

1
,5

4
6

1
,1

5
1

※
令

和
元

年
度

ま
で

は
、

「
A

II
T

マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
の

名
称

で
開

催

※
令

和
２

年
度

か
ら

は
、

「
A

II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
の

名
称

で
開

催
、

W
e
b
開

催
の

た
め

視
聴

回
数

を
記

載

※
令

和
２

年
度

は
A

II
T

起
業

塾
を

「
A

II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
起

業
塾

」
と

し
て

開
催

、
A

II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

視
聴

回
数

に
含

む

参
加

者
数
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（
２

）【
継

続
】
修

了
生

が
主

催
す

る
専

門
研

究
分

野
ご

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
支

援
の

充
実

を
図

る
。

 

                       （
３

）【
継

続
】
最

新
の

技
術

動
向

や
産

業
界

等
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

内
容

の
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

単
位

バ
ン

ク
制

度
を

確
実

に
実

施
し

、
広

く
社

会
人

を
対

象
と

し
た

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
や

学
び

直
し

の
場

を
提

供
す

る
。

 

 

（
２

）
修

了
生

の
支

援
の

充
実

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
促

進
す

る
学

修
環

境
の

一
環

と
し

て
、

修
了

後
の

継
続

的
か

つ
自

主
的

な
学

修
と

研
究

の
機

会
を

提
供

し
、

そ
の

活
動

を
支

援
す

る
場

で
あ

る
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
つ

い
て

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
３

つ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
設

置
さ

れ
た

。
（

図
表

2
-
1
8
-
3
）

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
活

動
に

つ
い

て
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

各
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
動

報
告

を
掲

載
し

、
成

果
及

び
制

度
の

周
知

を
行

っ
た

。
 

・
各

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
メ

ン
バ

ー
や

指
導

教
員

（
ア

ド
バ

イ
ザ

）
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
い

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

以
降

の
制

度
の

改
善

に
向

け
て

課
題

等
を

整
理

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
各

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
は

、
ア

ド
バ

イ
ザ

で
あ

る
指

導
教

員
の

下
、

研
究

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
充

実
し

た
活

動
が

行
わ

れ
、

修
了

生
の

継
続

的
な

学
修

の
支

援
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 【
図

表
2
-
1
8
-
3
　

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

設
置

】

1
・
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
時

代
の

大
都

市
部

に
お

け
る

移
動

型
オ

フ
ィ

ス
の

提
案

・
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
時

代
の

大
規

模
災

害
時

に
お

け
る

避
難

(移
動

)方
法

の
提

案

村
越

 英
樹

　
教

授
海

老
澤

 伸
樹

　
特

任
教

授

2
新

た
な

時
代

に
向

け
た

持
続

可
能

な
モ

ノ
創

り
と

価
値

創
出

河
西

大
介

 助
教

3
デ

ジ
タ

ル
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ
ン

を
活

用
し

た
色

彩
教

育
シ

ス
テ

ム
の

開
発

と
感

情
色

彩
に

関
す

る
研

究
越

水
重

臣
 教

授
河

西
大

介
 助

教

テ
ー

マ
ア

ド
バ

イ
ザ

（
教

員
）

3 3 2

人
数

 
 (
３

)
社

会
人

を
対

象
と

し
た

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
や

学
び

直
し

の
場

の
提

供
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

及
び
「

健
康

寿
命

デ
ザ

イ
ン

講
座

」
を

開
講

し
、
ど

ち
ら

も
オ

ン
ラ

イ
ン

等
を

活
用

し
て

実
施

す
る

こ
と

で
、

広
く

社
会

人
を

対
象

と
し

た
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

等
に

寄
与

し
た

。
（

図
表

2
-
1
8
-
4
）

 

・
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、
８

月
に

開
講

し
、
文

部
科

学
省
「

職
業

実
践

力
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」（
B
P
）
に

お
け

る
短

時
間

で
編

成
さ

れ
る

特
別

の
課

程

（
6
0
時

間
以

上
1
2
0
時

間
未

満
）

と
し

て
実

施
し

た
。

 

・
「

健
康

寿
命

デ
ザ

イ
ン

講
座

」
は

、
少

子
高

齢
化

時
代

の
健

康
寿

命
分

野
の

価
値

創
造

と
問

題
解

決
の

た
め

に
、

医
療

福
祉

と
デ

ザ
イ

ン
、

情
報

工
学

を
融

合
し

、
健

康
寿
命

に
関

連
す

る
分

野
の

知
識

の
習

得
と

、
デ

ザ
イ

ン
思

考
を

応
用

し
た

具
体

的
な

手
法

の
習

得
を

目
的

と
し

て
、

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

か
ら

は
1
4
名

、
健

康
寿

命
デ

ザ
イ

ン
講

座
か

ら
は

1
0
名

の
修

了
生

を
そ

れ
ぞ

れ
輩

出
し

た
。

 

  
※

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
：

体
系

的
な

知
識

・
技

術
等

の
習

得
を

目
指

し
た

社
会

人
対

象
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

修
了

者
に

各
大

学
等

か
ら

履
修

証
明

書
を

交
付

す
る

。
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年
度

受
講

者
数

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

称
（
各

受
講

者
数

）

３
年

度
3
1

A
II
T

シ
ニ

ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

※
（
2
1
）
、

健
康

寿
命

デ
ザ

イ
ン

講
座

　
※

2
（
1
0
）

２
年

度
1
2

A
II
T

シ
ニ

ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

※
（
1
2
）

元
年

度
6
0

人
間

中
心

デ
ザ

イ
ン

（
3
5
）
、

A
II
T

シ
ニ

ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

※
（
2
5
）

3
0
年

度
5
0

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ
ナ

ル
ス

ク
ー

ル
（
1
5
）
、

人
間

中
心

デ
ザ

イ
ン

（
3
5
）

2
9
年

度
5
1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ
ナ

ル
ス

ク
ー

ル
（
1
6
）
、

人
間

中
心

デ
ザ

イ
ン

（
3
5
）

2
8
年

度
5
4

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ
ナ

ル
ス

ク
ー

ル
（
1
9
）
、

人
間

中
心

デ
ザ

イ
ン

（
3
5
）

※
学

校
教

育
法

施
行

規
則

改
正

(H
3
1
.4

.1
施

行
)に

よ
り

、
総

時
間

数
の

要
件

が
「
1
2
0
時

間
以

上
」
か

ら
「
6
0
時

間
以

上
」
に

短
縮

さ
れ

た
こ

と
に

伴
い

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

か
ら

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

開
講

※
2
　

令
和

３
（
2
0
2
1
）
年

度
か

ら
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
開

講

【
図

表
2
-
1
8
-
4
　

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
受

講
者

数
】
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
単

位
：
人

）

 
 

  中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
8
-
2
 

③
人

生
1
0
0
年
時

代
を

豊
か

に
過

ご
せ

る
生

涯
現

役
都

市
の

実
現

に
寄

与
す

る
「

1
0
0
歳

大
学

」
の

取
組

の
一

環
と

し
て

、
シ

ニ
ア

層
が

起
業

・
創

業
・

事
業

承
継

等
に

必
要

な
知

識
及

び
ス

キ
ル

を
短

期
間

で
修

得
で

き
る

Ａ
Ｉ

Ｉ
Ｔ

シ
ニ

ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
講

す
る

な
ど

、
大

学
院

教
育
（

修
士

課
程

）
レ

ベ
ル

で
の

学
び

直
し

の
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
継

続
学

修
の

新
た

な
チ

ャ

ネ
ル

と
し

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
も

考
慮

し
つ

つ
、

シ
ニ

ア
の

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
等

を
目

的
と

し
た

A
I
IT

シ
ニ

ア
ス

タ
ー

ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
継

続
実

施

し
、

シ
ニ

ア
を

対
象

と
し

た
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
場

を
提

供
す

る
。（

2-
0
9

再
掲

）
 

（
１

）
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

（
図

表
2
-
1
8
-
2
-
1
）

 

・
事

業
４

年
度

目
と

な
る

A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
８

月
に

開
講

し
、
シ

ニ
ア

層
を

対
象

に
し

た
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た
（

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

一
部

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
）
。

 

・
講

演
会

（
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
５

月
3
0
日

）
及

び
説

明
会

２
回

（
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
６

月
1
3
日

、
７

月
1
5
日

）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
た

。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

た
P
B
L
キ

ャ
ン

プ
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

1
1
月

2
2
日

～
2
3
日

）
で

は
、「

檜
原

村
」
を

テ
ー

マ
に

、
各

チ
ー

ム
で

事
業

化
に

向
け

た
戦

略
マ

ッ
プ

等
の

構
築

を
行

い
、

最
終

日
に

事
業

化
プ

ラ
ン

の
発

表
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
P
B
L
成

果
発

表
会

及
び

修
了

式
を

実
施

し
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

か
ら

1
4
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

 

           

  

　
） 0
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【
図

表
2
-
1
8
-
2
-
1
 A

II
T

シ
ニ

ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

講
状

況
】

期
間

科
目

名
担

当
講

師
修

了
者

数

経
営

戦
略

要
論

地
域

デ
ザ

イ
ン

学
会

 
理

事
長

・
元

 
香

川
大

学
経

済
学

部
教

授
 
原

田
 
保

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
要

論
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 
特

任
教

授
 
藤

田
 
正

典

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

要
論

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
 
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

教
授

 
三

好
 
祐

輔

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
要

論
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 
特

任
教

授
 
藤

田
 
正

典

開
講

回
（

日
付

）
テ

ー
マ

第
１

回
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 
学

長

川
田

 
誠

一

第
２

回
株

式
会

社
ト

ー
ラ

ス
代

表
取

締
役

木
村

　
幹

夫

第
３

回
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

 
事

業
戦

略
部

創
業

支
援

課
長

長
岡

　
宏

昭

第
４

回
江

中
建

設
　

代
表

取
締

役
社

長

江
中

　
忠

久

檜
原

村
 
村

長

第
５

回
坂

本
 
義

次

第
６

回
日

本
政

策
金

融
公

庫
　

東
京

創
業

支
援

セ
ン

タ
ー

長

藤
見

　
佳

奈
枝

第
７

回
富

士
陸

送
株

式
会

社
　

代
表

取
締

役
社

長

山
本

　
由

起
子

第
８

回
公

益
財

団
法

人
丸

和
育

志
会

理
事

長

橋
本

　
忠

夫

期
間

科
目

名
担

当
講

師
修

了
者

数

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
 
特

任
教

授
 
藤

田
 
正

典

期
間

科
目

名
担

当
講

師
修

了
者

数

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
 
特

任
教

授
 
藤

田
 
正

典

東
京

都
に

お
け

る
創

業
支

援
施

策
に

つ
い

て

技
術

倫
理

長
年

続
い

た
企

業
の

歩
み

の
中

で

檜
原

村
の

現
状

と
課

題
等

政
府

金
融

機
関

か
ら

み
た

起
業

の
現

状
と

創
業

支
援

不
動

産
登

記
ビ

ジ
ネ

ス
で

進
め

る
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

Ｐ
Ｂ

Ｌ
型

科
目

R
3
.
1
2
.
5
～

R
4
.
2
.
2
0

シ
ニ

ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

特
論

1
4
名

事
例

研
究

型
科

目

R
3
.
1
0
.
9
～

R
3
.
1
0
.
3
0

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
事

例
要

論
1
5
名

ベ
ン

チ
ャ

ー
型

事
業

承
継

及
び

デ
ジ

タ
ル

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
の

挑
戦

「
自

分
で

考
え

・
仲

間
を

作
り

・
実

践
す

る
」

起
業

家
支

援
の

取
組

み

基
礎

科
目

（
講

義
・

演
習

型
科

目
）

※
選

択
科

目

R
3
.
8
.
1
0
～

R
3
.
9
.
1
8

基
礎

科
目

（
東

京
経

済
事

情
）

※
必

修
科

目

担
当

講
師

1
7
名

 
 

 
 

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　３　社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

－ 213 －



大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
００
  

ググ
ロロ

ーー
ババ

ルル
化化

 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
Ｐ

Ｂ
Ｌ

な
ど

国
際

通
用

性
の

あ
る

教
育

手
法

と
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

、
広

く
世

界
で

活
躍

で
き

る
高

度
専

門
職

業
人

を
育

成
す

る
。

 
 

○
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

と
連

携
し

て
国

際
的

な
教

育
活

動
等

を
展

開
す

る
と

と
も

に
、

先
進

的
な

教
育

手
法

等
を

世
界

へ
発

信
す

る
。

 
 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

◇
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

を
育

成
す

る
教

育
の

推
進

 

【
2
-
1
9
】
①

T
O
E
I
C
等

の
ス

コ
ア

に
よ

る
英

語
力

、
国

際

的
に

通
用

す
る

資
格

取
得

、
海

外
機

関
と

連
携

実
施

す
る

P
B
L
の

受
講

、
グ

ロ
ー

バ

ル
対

応
科

目
の

履
修

等
個

々
の

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
に

応
じ

、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

と
し

て
獲

得
す

べ
き

能
力

指
標

を
、

産
業

界
の

意
見

も
取

り
入

れ
作

成
し

、
そ

の
指

標
に

沿
っ

た
目

標
を

、
学

生
の
【

８
割

】
が

達
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
 

 ◇
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

と
の

連
携

 

【
2
-
2
0
】

②
本

学
が

構
築

し
て

き
た

ア
ジ

ア
諸

国
等

の

大
学

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
、
学

生
や

教
員

の
交

流
を

促
進

し
、
国

際
的

な
教

育
活

動
等

を
展

開
す

る
と

と
も

に
、
特

色
あ

る
教

育
研

究
の

取
組

を
国

内
外

に
広

く
発

信
し

て
い

く
。

 

2
9  

【
2
-
1
9
】
新

設
し

た
国

際
交

流
委

員
会

の
も

と
公

募
を

行
い

、
ア

ジ
ア

諸
国

の

大
学

等
と

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
2
0
】

J
A
I
F
事

業
や

A
P
E
N
活

動
、

ダ
ル

マ
プ

ル
サ

ダ
大

学
支

援
の

コ
ン

ソ

ー
シ

ア
ム

、
海

外
で

の
大

学
共

催
セ

ミ
ナ

ー
、
ア

ジ
ア

諸
国

か
ら

の

視
察

受
入

れ
を

通
じ

、
産

技
大

の
先

進
的

教
育

手
法

を
P
R
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
ア

ジ
ア

諸
国

の
大

学
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

、
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
の

実

施
や

職
員

受
入

れ
の

決
定

、
多

数
の

視
察

受
入

れ
等

が
行

わ
れ

て
お

り
、
連

携
が

強
化

さ
れ

て
い

る
点

が
評

価
で

き
る

。
ま

た
、
J
A
I
F
事

業
の

実
績

に
つ

い
て

、
冊

子
を

ま
と

め
て

A
S
E
A
N
事

務
局

へ
提

出
す

る
と

と
も

に
、
成

果
報

告
会

を
開

催
し

、
普

及
啓

発
を

実
施

し
た

点
も

評
価

で
き

る
。

 

3
0  

【
2
-
1
9
】
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

の
も

と
公

募
を

行
い

、
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大

学
等

と
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
2
0
】
A
P
E
N
理

事
会

、
海

外
で

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
ア

ジ
ア

及
び

ア
フ

リ

カ
諸

国
か

ら
の

視
察

受
入

れ
を

通
じ

、
産

技
大

の
先

進
的

教
育

手
法

を
P
R
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
ア

ジ
ア

諸
国

に
加

え
、
イ

ギ
リ

ス
の

グ
ラ

ス
ゴ

ー
美

術
大

学
で

グ
ロ

ー
バ

ル

P
B
L
を

実
施

す
る

な
ど

、
新

た
な

取
組

を
推

進
し

て
い

る
。

 

・
ア

ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ

地
域

の
大

学
等

と
の

連
携

を
深

め
る

と
と

も
に

、
視

察

を
多

数
受

け
入

れ
る

な
ど

、
P
B
L
型

教
育

を
紹

介
す

る
こ

と
で

、
両

地
域

の

産
業

人
材

育
成

に
寄

与
し

て
い

る
。

 

元  

【
2
-
1
9
】
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

の
も

と
公

募
を

行
い

、
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大

学
等

と
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
2
0
】
A
P
E
N
総

会
や

理
事

会
、
海

外
で

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
海

外
諸

国
か

ら
の

視
察

受
入

れ
を

通
じ

、
産

技
大

の
先

進
的

教
育

手
法

を
P
R
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

人
材

の
育

成
に

向
け

、
産

技
大

の
特

色
で

あ
る

P
B
L
教

育
を

ア
ジ

ア
諸

国
の

大
学

等
と

連
携

し
て

実
施

し
、

大
学

関
係

者
の

み
な

ら
ず

政
府

機
関

や
研

究
所

が
参

加
す

る
会

合
で

政
策

提
言

を
行

っ
た

。
 

・
産

技
大

の
持

つ
ア

ジ
ア

諸
国

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、
八

丈
島

で
A
P
E
N

の
総

会
及

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

、
島

し
ょ

振
興

を
テ

ー
マ

に
様

々

な
知

見
を

共
有

し
た

。
 

２  

【
2
-
1
9
】
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

等
と

オ
ン

ラ
イ

ン
で

海
外

と
共

同
で

行
う

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

P
B
L
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
2
0
】
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
A
P
E
N
理

事
会

、
セ

ミ
ナ

ー
等

を
通

じ
、
産

技
大

の
先

進
的

教
育

手
法

を
P
R
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

高
度

専
門

職
人

材
を

育

成
す

る
た

め
、
こ

れ
ま

で
の

実
績

を
生

か
し

な
が

ら
、
ア

ジ
ア

の
連

携
機

関

と
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
P
B
L
を

実
施

し
た

。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
の

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
に

よ
り

、
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

と
の

連
携

関
係
・
交

流
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

交
流

先
の

拡
大

を

図
っ

た
。

 

・
従

来
か

ら
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

き
た

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
等

に
つ

い
て

は
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
を

活
用

し
た

情
報

発
信

の
ほ

か
、

ア
ジ

ア
諸

国
と

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

の
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

等
に

よ
り

、

国
際

交
流

を
図

っ
て

い
る

。
今

後
、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
の

利
便

性
を

生
か

し
な

が
ら

、
よ

り
一

層
多

く
が

参
加

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
学

生
が

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
と

し
て

獲
得

す
べ

き
能

力
指

標
を

活
用

し
た

教
育

を
行

い
、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
能

力
指

標
の

基
準

を
満

た
す

学
生

が
目

標
の

８
割

と
な

る
よ

う
、

更
な

る
取

組
を

期
待

す
る

。
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３ 

【
2
-
1
9
】
・

ア
ジ

ア
諸

国
等

の
大

学
等

と
オ

ン
ラ

イ
ン

で
海

外
と

共
同

で
行

う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
を

実
施

し
た

。
 

 
 

 
 ・

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
修

了
生

の
う

ち
、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
能

力

指
標

の
基

準
を

満
た

す
学

生
は

【
9
0
.
3
%
】

と
な

っ
た

。
 

【
2
-
2
0
】
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
A
P
E
N
理

事
会

、
海

外
交

流
セ

ミ
ナ

ー
等

を

通
じ

、
産

技
大

の
先

進
的

教
育

手
法

を
P
R
し

た
。

 

  

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
ア

ジ
ア

諸
国

等
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

生
か

し
、
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
の

実
施

等
、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

高
度

専
門

職
人

材
を

育
成

す
る

た
め

の
取

組
を

着
実

に
推

進
し

て
い

る
。
ま

た
、
様

々
な

国
際

交
流

を
通

じ
て

、

各
国

と
の

連
携

強
化

や
産

技
大

の
特

長
で

あ
る

P
B
L
型

教
育

の
国

内
外

へ
の

情
報

発
信

が
活

発
に

行
わ

れ
て

い
る

。
 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
や

ア
ジ

ア
諸

国
等

と
の

国
際

交
流

に
つ

い
て

は
、

コ
ロ

ナ
禍

の
収

束
後

も
、

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

の
利

便
性

を
生

か
し

、
よ

り
多

く
の

参
加

者
が

集
ま

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
P
B
L
に

代
表

さ
れ

る
産

技
大

の
強

み
を

国
内

外
に

よ
り

一
層

ア
ピ

ー
ル

す
る

な
ど

、
産

技
大

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

を
高

め
る

た
め

の
取

組
の

継
続

を
期

待
す

る
。

 

・
学

生
が

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
と

し
て

獲
得

す
べ

き
能

力
指

標
を

活
用

し
た

教
育

を
行

い
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

能
力

指
標

の
基

準
を

満
た

す
学

生
が

目
標

の
８

割
と

な
る

よ
う

、
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
9
 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

を
育

成
す

る
教

育
の

推
進

 

①
T
O
E
I
C
等

の
ス

コ
ア

に
よ

る
英

語
力

、
国

際
的

に
通

用
す

る
資

格
取

得
、

海
外

機
関

と
連

携
実

施
す

る
P
B
L
の
受

講
、

グ
ロ

ー
バ

ル
対

応
科

目
の

履
修

等
個

々
の

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
に

応
じ

、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

と
し

て
獲

得
す

べ
き

能
力

指
標

を
、
産

業
界

の
意

見
も

取
り

入
れ

作
成

し
、
そ

の
指

標
に

沿
っ

た
目

標
を

、
学

生
の
【

８
割

】
が

達
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き

る
高

度
専

門
職

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
も

考
慮

し
つ

つ
、

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
等

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

た
教

育
を

推
進

す
る

。
 

                                 

（
１

）
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
育

成
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
海

外
の

大
学

や
政

府
機

関
と

行
う

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
に

つ
い
て

は
、

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

か
ら

実
施

体
制

を
見

直
し

、
学

生
の

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

」
に

関
す

る
コ

ン

ピ
テ

ン
シ

ー
向

上
の

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

位
置

づ
け

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

に
お

け
る

全
常

勤
教

員
に

向
け

た
公

募
を

開
始

し
、

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
の

テ
ー

マ
と

担
当

教
員

の
よ

り
一

層
の

充
実

を
図

っ
て

き
た

が
、

令
和

３
(
2
02
1
)
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

海
外

渡
航

制
限

に
よ

り
、

現
地

で
実

施
す

る

従
来

の
形

で
の

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
の

実
施

に
至

ら
な

か
っ

た
。

 

・
こ

の
状

況
を

受
け

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

学
生

の
「

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
」

に
関

す
る

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
向

上
の

機
会

を
提

供
す

べ
く

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

て
海

外

と
共

同
で

行
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
、

以
下

の
形

で
P
B
L
を

実
施

し
た

。
 

 
 

■
テ

ー
マ

 
：

 
 

 
 

 
 ・

デ
ジ

タ
ル

S
D
G
ｓ
（

S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 G
o
a
l
s
）：

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

た
S
D
G
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

S
D
G
s
 P
r
o
j
e
c
t
s
 e
m
p
o
w
e
r
e
d
 b
y
 D
i
g
i
t
i
z
a
t
i
o
n
）
 

■
実

施
概

要
 

：
 

 

・
ア

ジ
ア

／
ア

フ
リ

カ
に

お
い

て
現

地
大

学
／

政
府

関
係

機
関

等
と

の
協

働
で

実
施

す
る

デ
ジ

タ
ル

S
D
G
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
案

に
つ

い
て

、
学

生
に

公
募

。
（

5
月

中
）

 

・
公

募
さ

れ
た

案
を

主
担

当
教

員
が

審
査

し
、

審
査

を
通

っ
た

デ
ジ

タ
ル

S
D
G
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
案

の
協

働
実

施
を

「
関

係
大

学
／

政
府

関
係

機
関

」
に

提
案

。
 

「
関

係
大

学
／

政
府

関
係

機
関

」
か

ら
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
実

施
の

申
し

出
が

あ
っ

た
デ

ジ
タ

ル
S
D
G
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

を
決

定
。
（

6
月

中
）

 

・
以

降
、

２
～

３
か

月
毎

に
A
I
I
T
側

と
「

関
係

大
学

／
政

府
関

係
機

関
」

と
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

。
（

7
月

～
1
2
月

）
 

・
産

技
大

と
「

関
係

大
学

／
政

府
関

係
機

関
」

と
の

共
催

セ
ミ

ナ
ー

に
お

い
て

最
終

成
果

を
発

表
。
（

1
2
月

～
1
月

）
 

■
参

加
者

 
：

 
学

生
３

名
、

教
員

１
名

 

■
関

係
大

学
／

政
府

関
係

機
関

（
デ

ジ
タ

ル
S
D
G
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
実

施
の

提
案

先
）

 

［
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
］

 

 
 
・

ダ
ル

マ
プ

ル
サ

ダ
大

学
（

テ
ー

マ
「

発
展

途
上

国
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
 
S
D
G
s
 
の

推
進

」
）
 

 
 
 
・

U
m
b
u
 
M
a
r
i
s
i
財

団
（

テ
ー

マ
「

文
明

多
様

性
の

推
進

」
）
 

［
フ

ィ
リ

ピ
ン

］
 

 
 
 
・

東
V
i
s
a
y
a
s
州

立
大

学
（

テ
ー

マ
「

地
域

産
業

振
興

」
）
）

 

［
キ

ル
ギ

ス
］

 

 
 
・

大
統

領
府

投
資

委
員

会
（

テ
ー

マ
「

I
T
 
ベ

ン
ダ

ー
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
関

す
る

 
K
y
r
g
y
z
-
J
a
p
a
n
 
C
o
l
l
a
b
o
r
a
t
i
o
n
 
P
r
o
j
e
c
t
」
）

 

［
カ

ン
ボ

ジ
ア

］
 

 
 
 
・

D
o
n
g
 
A
 
大

学
（

テ
ー

マ
「

原
産

地
証

明
の

国
際

化
」
）
 

［
ウ

ガ
ン

ダ
］

 

 
 
 
・

E
l
i
e
z
a
h
 
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
 
I
n
i
t
i
a
t
i
v
e
 
U
g
a
n
d
a
（

テ
ー

マ
「

妊
産

婦
支

援
に

よ
る

人
間

の
安

全
保

障
」
）
 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

高
度

専
門

職
業

人
を

育
成

す
る

た
め

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

の
検

討
を

踏
ま

え
て

、
旧

専
攻

で
国

際
コ

ー
ス

と
し

て
開

講
し

て
い

た
３

科
 

 
目

（
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
特

論
、

国
際

開
発

特
論

、
国

際
経

営
特

論
）

を
研

究
科

再
編

後
も

国
際

系
科

目
と

し
て

引
き

継
い

で
開

講
し

、
グ

ロ
ー

バ
ル

教
 

 
育

を
推

進
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

て
海

外
と

共
同

で
行

う
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

P
B
L
を

実
施

し
、

学
生

の
グ

ロ
ー

バ
ル

学
生

の
「

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
」

に
関

す
る

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
向

上
の

機
会

を
提

供
し

、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

を
育

成
す

る
教

育
を

推
進

し
た

。
 

・
研

究
科

再
編

に
伴

っ
て

新
専

攻
へ

引
き

継
ぐ

こ
と

と
し

た
国

際
系

科
目

に
よ

り
、
学

生
が

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

で
き

る
高

度
な

専
門

知
識

と
ス

キ
ル

の
修

得
に

寄
与

し
た
。
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（
２

）【
継

続
】
学

生
が

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
と

し
て

獲
得

す
べ

き
能

力
指

標
を

活
用

し
た

教
育

を
行

い
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

能
力

指
標

の
基

準
を

満
た

す
学

生
を

８
割

と
す

る
。

 

 

（
２

）
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

と
し

て
獲

得
す

べ
き

能
力

指
標

の
活

用
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
21
）

年
度

入
学

生
に

対
し

て
、

修
了

時
の

能
力

指
標

達
成

に
向

け
て

、
入

学
時

に
お

い
て

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

能
力

指
標

を
満

た
し

て
い

る
か

を
確

認
す

る

た
め

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

 

・
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

再
検

討
し

た
各

科
目

の
グ

ロ
ー

バ
ル

寄
与

度
を

踏
ま

え
、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
修

了
生

の
う

ち
、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
能

力
指

標
の

基
準

を
満

た
す

学
生

を
確

認
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
能

力
指

標
の

基
準

を
満

た
す

学
生

に
つ

い
て

は
下

表
の

と
お

り
と

な
っ

た
。
（

図
表

2
-
1
9
-
1
）

 

 【
図
表
2
-
1
9
-
1
　
グ
ロ
ー
バ
ル
指
標
達
成
割
合
】

（
単
位
：
人
、
％
）

年
度

属
性

入
学
生

修
了
生

達
成
学
生
数

8
1

9
3

学
生
数

1
1
8

1
0
3

達
成
割
合

6
8
.6

9
0
.3

３
年
度
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中
期
計
画
番
号
 

2
-
2
0

 
◇

ア
ジ

ア
諸

国
等

の
大

学
と

の
連

携
 

②
本

学
が

構
築

し
て

き
た

ア
ジ

ア
諸

国
等

の
大

学
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

、
学

生
や

教
員

の
交

流
を

促
進

し
、
国

際
的

な
教

育
活

動
等

を
展

開
す

る
と

と
も

に
、
特

色
あ

る
教

育
研

究
の

取
組

を
国

内
外

に
広

く
発

信
し

て
い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

、
産

技
大

の
特

徴
的

な
教

育
手

法
で

あ
る

P
B
L

型
教

育
に

つ
い

て
国

内
外

に
広

く
発

信
す

る
と

と
も

に
、

オ
ン

ラ
イ

ン
も

活
用

し
な

が
ら

、
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

と
の

交
流

を
促

進
し

、
連

携
を

強
化

す
る

。
 

 

（
１

）
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

と
の

連
携

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ア

ジ
ア

の
産

業
発

展
を

担
う

高
度

専
門

職
人

材
育

成
等

の
た

め
の

大
学

、
企

業
、

団
体

を
結

ぶ
教

育
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
て

設
立

さ
れ

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
組

織
で

あ

る
A
P
E
N
（

A
s
i
a
 
P
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
N
e
t
w
o
r
k
）

を
活

用
し

た
国

際
交

流
の

他
、

メ
ル

ボ
ル

ン
大

学
（

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
）
、

B
I
N
U
S
大

学
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
、

N
a
t
i
o
n
a
l
 D
i
s
a
s
t
e
r
 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 O
f
f
i
c
e
（

フ
ィ

ジ
ー

共
和

国
）

と
、

災
害

危
険

通
報

ア
プ

リ
の

共
同

研
究

開
発

事
業

等
の

取
組

に
つ

い
て

、
国

際
交

流
委

員
会

で
検

討
・

実
施

し
た

。
 

・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

B
I
N
U
S
大

学
と

の
協

定
更

新
を

行
っ

た
。

 

・
メ

ル
ボ

ル
ン

大
学

と
の

国
際

交
流

に
係

る
新

た
な

連
携

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
た

。
 

・
新

規
の

国
際

交
流

事
業

と
し

て
、

N
a
t
i
o
n
a
l
 D
i
s
a
s
t
e
r
 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 O
f
f
i
c
e
（

フ
ィ

ジ
ー

共
和

国
）

と
、

災
害

危
険

通
報

ア
プ

リ
の

共
同

研
究

開
発

事
業

を
オ

ン
ラ

イ

ン
に

て
実

施
し

た
。

 

 ※
A
P
E
N
：

A
s
i
a
 
P
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
N
e
t
w
o
r
k
の

略
。

産
技

大
で

開
発

し
た

P
B
L
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

ア
ジ

ア
地

域
へ

拡
大

し
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

活
躍

す
る

高

度
専

門
職

人
材

の
育

成
を

目
的

と
す

る
ア

ジ
ア

高
度

専
門

職
人

材
育

成
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
。

 

 
 

【
個

別
の

セ
ミ

ナ
ー

等
】

 

・
A
P
E
N
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
会

議
を

、
以

下
の

と
お

り
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

し
た

。
 

 
 

 
■

開
催

日
 

：
 

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
7
月

7
日

 

 
 

 
■

参
加

者
 

：
 

1
0
名

（
５

カ
国

）
 

ブ
ル

ネ
イ
・
ダ
ル

サ
ラ

ー
ム

大
学

(
ブ

ル
ネ

イ
)
１

名
、
グ

ジ
ャ

ラ
ー

ト
工

科
大

学
(
イ

ン
ド

)
２

名
、
マ

レ
ー

シ
ア

工
科

大
学

(
マ

レ
ー

シ
ア

)
１

名
、
デ

ラ
サ

ー
ル

大
学

 
(
フ

ィ
リ

ピ
ン

)
１

名
、

産
技

大
２

名
、

A
P
E
N
３

名
（

産
技

大
学

長
ほ

か
教

員
２

名
）

他
、

事
務

局
２

名
 

 
 

 
■

概
 

要
 
：
 

事
前

に
送

付
さ

れ
た

ア
ジ

ェ
ン

ダ
に

沿
っ

て
、
A
P
E
N
加

盟
大

学
が

そ
れ

ぞ
れ

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

メ
ッ

セ
ー

ジ
機

能
も

使
用

し
つ

つ
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
を

行
い

、
活

発
な

意
見

交
換

が
行

わ
れ

た
。

 

 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

産
技

大
会

場
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

記
念

撮
影

（
ス

ク
リ

ー
ン

シ
ョ

ッ
ト

）
】
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・
A
P
E
N
理

事
会

を
、

以
下

の
と

お
り

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
し

た
。

 

■
開

催
日

 
：

 
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
1
2
月

２
日

 

 
 
 
 
 
 
■

参
加

者
 

：
 

1
0
名

（
７

カ
国

）
 

ブ
ル

ネ
イ

・
ダ

ル
サ

ラ
ー

ム
大

学
(
ブ

ル
ネ

イ
)
１

名
、

グ
ジ

ャ
ラ

ー
ト

工
科

大
学

(
イ

ン
ド

)
２

名
、
バ

ン
ド

ン
工

科
大

学
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
１

名
、

マ
レ

ー
シ

ア
工

科
大

学
(
マ

レ
ー

シ
ア

)
１

名
、
ヤ

ン
ゴ

ン
工

科
大

学
（

ミ
ャ

ン
マ

ー
）
１

名
、
ベ

ト
ナ

ム
国

家
大

学
（

ベ
ト

ナ
ム

）
１

名
、
A
P
E
N
３

名

（
産

技
大

学
長

ほ
か

教
員

２
名

）
他

、
事

務
局

２
名

 

 
 

 
■

概
 

要
 

：
 

７
月

に
行

わ
れ

た
 
A
P
E
N
 
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
会

議
に

基
づ

き
、

A
P
E
N
 
規

約
改

定
に

つ
い

て
審

議
が

行
わ

れ
、

原
案

の
と

お
り

承
認

さ
れ

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た

、
A
P
E
N
 
日

本
支

部
か

ら
、

A
P
E
N
 
活

動
の

今
後

の
展

開
に

つ
い

て
の

提
案

が
あ

り
、

今
後

意
見

交
換

を
進

め
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

 

        

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

産
技

大
会

場
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

記
念

撮
影

（
ス

ク
リ

ー
ン

シ
ョ

ッ
ト

）
】

 

 

・
A
P
E
N
臨

時
理

事
会

を
、

以
下

の
と

お
り

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
し

た
。

 

 
 

 
■

開
催

日
 

：
 

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
３

月
1
0
日

 

 
 

 
■

参
加

者
 

：
 

９
名

（
６

カ
国

）
 

ブ
ル

ネ
イ

・
ダ

ル
サ

ラ
ー

ム
大

学
(
ブ

ル
ネ

イ
)
１

名
、

グ
ジ

ャ
ラ

ー
ト

工
科

大
学

(
イ

ン
ド

)
２

名
、

バ
ン

ド
ン

工
科

大
学

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
）

１
名

、

マ
レ

ー
シ

ア
工

科
大

学
(
マ

レ
ー

シ
ア

)
１

名
、

デ
ラ

サ
ー

ル
大

学
 
(
フ

ィ
リ

ピ
ン

)
１

名
、

A
P
E
N
３

名
（

産
技

大
学

長
ほ

か
教

員
２

名
）

他
、

事
務

局

２
名

 

 
 

 
■

概
 

要
 
：
 

A
P
E
N
会

長
で

あ
る

産
技

大
の

学
長

が
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
末

を
も

っ
て

交
代

と
な

る
た

め
、
規

約
に

基
づ

き
、
理

事
互

選
に

よ
る

A
P
E
N
会

長
の

改
選

が
行

わ
れ

、
産
技

大
の

次
期

学
長

で
あ

る
橋

本
洋

志
研

究
科

長
が

選
任

さ
れ

た
。
ま

た
、
規

約
に

基
づ

き
、
前

田
充

浩
教

授
が

A
P
E
N
事

務
総

長
に

再
選

さ
れ

た
。

 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
記

念
撮

影
（

ス
ク

リ
ー

ン
シ

ョ
ッ

ト
）
】
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・

B
I
N
U
S
 
大

学
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
と

の
共

催
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
及

び
講

演
会

を
、

以
下

の
と

お
り

回
開

催
し

た
。

 

 
 

（
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
）

 

 
 

 
■

開
催

日
 

：
 

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
３

月
1
8
日

 

 
 

 
■

出
席

者
 

：
 

<
司

会
>
B
I
N
U
S
大

学
 

<
講

演
>
 
B
I
N
U
S
大

学
、

産
技

大
 
他

参
加

者
3
0
名

 

 
 

 
■

概
 

要
 
：
 

産
業

技
術

を
テ

ー
マ

と
し

て
、
産

業
技

術
を

テ
ー

マ
と

し
て

エ
ン

タ
ー

プ
ラ

イ
ズ

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
ー

や
企

業
の

I
T
ス

ト
ラ

テ
ジ

ー
に

つ
い

て
、
講

演

お
よ

び
聴

講
者

を
交

え
た

フ
ォ

ー
ラ

ム
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
が

行
わ

れ
た

。
 

  
 

（
講

演
会

１
回

目
）

 

 
 

 
■

開
催

日
 

：
 

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
1
月

2
7
日

 

 
 

 
■

講
演

者
 

：
 

F
o
r
d
 
L
u
m
b
a
n
 
G
a
o
l
氏

（
B
I
N
U
S
大

学
）

 

 
 

 
■

概
 

要
 

：
“

A
I
 
a
n
d
 
I
t
s
 
I
m
p
a
c
t
 
i
n
 
S
o
c
i
e
t
y
 
5
.
0
”

を
テ

ー
マ

と
し

て
、

A
I
に

関
わ

る
技

術
の

進
展

と
そ

れ
に

よ
り

発
生

し
た

課
題

に
つ

い
て

論
じ

ら
れ

た
。
 

  
 

（
講

演
会

２
回

目
）

 

 
 

 
■

開
催

日
 

：
 

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
2
月

1
5
日

 

 
 

 
■

講
演

者
 

：
 

F
o
r
d
 
L
u
m
b
a
n
 
G
a
o
l
氏

（
B
I
N
U
S
大

学
）

 

 
 

 
■

概
 

要
 

：
 
“

D
i
g
i
t
a
l
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
”

を
テ

ー
マ

と
し

て
、

第
四

次
産

業
革

命
に

見
ら

れ
る

産
業

構
造

の
変

化
と

、
そ

こ
で

用
い

ら
れ

て
い

る
各

種
要

素
技

術
に

 

つ
い

て
の

説
明

や
、

そ
の

中
で

扱
わ

れ
て

い
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
法

に
つ

い
て

の
解

説
が

な
さ

れ
た

。
 

        

【
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

の
講

演
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

講
演

会
の

様
子

】
 

 ＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

渡
航

制
限

の
影

響
で

、
例

年
の

よ
う

な
海

外
で

の
P
B
L
教

育
手

法
普

及
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
実

施
や

視
察

の
受

け
入

れ
等

の
渡

航

を
伴

う
活

動
の

実
施

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
の

セ
ミ

ナ
ー

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

や
国

際
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

参
加

等
を

行
い

、
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

と
の

交
流

を
促

進
し

、
連

携
を

強
化

し
た

。
 

＜
課

題
・

方
向

性
＞

 

・
令

和
元

（
2
0
19
）

年
度

ま
で

、
P
B
L

型
教

育
に

つ
い

て
の

発
信

は
、

実
際

に
現

地
で

の
環

境
に

合
わ

せ
た

意
見

交
換

や
実

地
調

査
を

行
う

こ
と

で
継

続
し

て
実

施
し

て
き

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
渡

航
制

限
が

続
く

中
で

、
開

発
途

上
国

に
お

い
て

高
度

専
門

職
人

材
育

成
が

そ
の

国
の

産
業

か
ら

求
め

ら
れ

る
状

況
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
オ

ン
ラ

イ
ン

等
を

活
用

し
て

、
さ

ら
に

実
効

性
の

あ
る

活
動

を
目

指
し

、
令

和
４
（

2
0
2
1
）
年

度
以

降
も

ア
ジ

ア
・
ア

フ
リ

カ
諸

国
へ

の
働

き
か

け
を

継
続

し

て
い

く
。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅡⅡ
－－

１１
 

Ⅱ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
に

関
す

る
特

記
事

項
 

令
和

２
年

度
業

務
実

績
評

価
及

び
第

三
期

中
期

目
標

期
間

の
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

業
務

実
績

評
価

に
お

い
て

、
公

立
大

学
分

科
会

か
ら

対
応

報
告

を
求

め
ら

れ
た

事
項

に
関

す
る

取
組

等
 

【
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

が
効

果
的

に
機

能
す

る
た

め
の

取
組

】
中

期
計

画
番

号
2
-
0
7
 

 
自

己
評

価
A
 

１
 
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

の
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 
・
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
、
教

育
・
研

究
、
組

織
・
運

営
及

び
施
設
・
設

備
の

状
況

に
つ

い
て

、
組

織
と

し

て
継

続
的

に
点

検
及

び
評

価
す

る
こ

と
で

、
質

の
保

証
を

行
い

、
絶

え
ず

改
善

に
取

り
組

む
こ

と
（

以
下

「
内

部
質

保
証

」
と

い
う

）
を

推
進

す
る

た
め

に
、

学
長

を
室

長
と

す
る

内
部

質
保

証
室

を
設

置
し

た
。

（
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

内
部

室
保

証
室

設
置

要
綱

）
 

・
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

は
、
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

関
し

必
要

な
事

項
を
「

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

実
施

要
綱

」
と

し
て

制
定

し
た

。
 

・
実

施
要

綱
で

は
、
学

内
の

各
組

織
に

つ
い

て
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

役
割

を
明

確
に

し
、
業

務

を
自

主
的

か
つ

継
続

的
に

改
善

及
び

向
上

さ
せ

る
た

め
の

1
1
個

の
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

定
め

た
。

 

・
各

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

実
行

責
任

者
は

、
対

応
す

る
研

究
科

、
委

員
会

、
事

務
局

等
の

各
組

織
の

長
と

し
、

自
己

点
検
・
評
価

委
員

会
は

、
PD
C
A
サ

イ
ク

ル
の

進
行

管
理

を
行

う
。
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

は
、
定

め
ら

れ
た

期
間

ご
と

に
各

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

状
況

に
つ

い
て

、
そ

の
結

果
を

教
授

会
を

通
し

て
、

内
部

質
保

証
室

に
報

告
す

る
。
内

部
質

保
証

室
は

、
報

告
さ

れ
た

結
果

を
点

検
し

、
必

要
に

応
じ

て
教

育
研

究

審
議

会
へ

の
審

議
を

通
し

て
改

善
を

指
示

す
る

。
改

善
指

示
を

受
け

た
組

織
は

、
自

己
点

検
・
評

価
委

員

会
の

管
理

の
も

と
、

改
善

措
置

を
策

定
し

、
改

善
措

置
に

よ
る

計
画

の
実

施
を

行
う

。
 
 

 

  

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
内

部
質

保
証

に
関

す
る

責
任

体
制

及
び

内
部

質
保

証
を

実
施

す
る

た
め

の
手

続
き

が
明

確
と

な
っ

た
。

 

＜
課

題
・

方
向

性
＞

 

・
自

己
点

検
・
評

価
に

よ
っ

て
確

認
さ

れ
た

問
題

点
が

改
善

さ
れ

て
い

る
か

、
ま

た
伸

ば
す

べ
き

特
徴

が
ど

の
よ

う
に

伸
長

さ
れ

て
い

る
か

を
実

施
要

綱
に

基
づ

き
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

に
お

い
て

具
体

的
に

確

認
し

て
い

き
、

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
を

機
能

さ
せ

て
い

く
。

 

 

 
 

 
＜

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
各

組
織

体
の

役
割

図
＞
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特特
記記

事事
項項
  

ⅡⅡ
――

２２
 

Ⅱ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
に

関
す

る
特

記
事

項
 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
東

京
の

産
業

を
担

う
人

材
育

成
の

推
進

】
中

期
計

画
番

号
2
-
0
4
 

 
自

己
評

価
Ｓ

 

教
育

環
境

の
整

備
 

（
１

）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
実

施
に

向
け

た
環

境
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
 令

和
２

（
2
0
20
）

年
度

文
部

科
学

省
補

助
事

業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金

（
デ

ジ
タ

ル
活

用
教

育

高
度

化
事

業
）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」
に

よ
り

、
学

内
の

教

室
か

ら
の

参
加

者
と

オ
ン

ラ
イ

ン
参

加
者

と
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
等

を
よ

り
円

滑
に

進
行

す
る

た
め

の
機

器
で

あ
る

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
を

各
教

室
に

導
入

す
る

こ
と

で
、
オ

ン
ラ

イ
ン

と
対

面

を
組

み
合

わ
せ

た
授

業
が

実
施

可
能

な
教

室
整

備
を

行
っ

た
。

ま
た

、
学

内
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

を
強

化
す

る
た

め
、

無
線

A
P
の

増
設

や
、

演
習

室
へ

の
有

線
L
A
N
の

設
置

等
を

行
っ

た
。

 

・
 本

事
業

の
取

組
に

つ
い

て
外

部
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

で
講

演
や

事
例

紹
介

等
を

行
い

、
教

育
研

究
機

関

を
は

じ
め

と
し

た
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
（

DX
）

に
興

味
の

あ
る

層
に

対
し

、
本

学
及

び
連

携
校

等
の

取
組

を
広

く
紹

介
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
 教

室
の

整
備

に
よ

り
、

オ
ン

ラ
イ

ン
ま

た
は

対
面

の
い

ず
れ

の
出

席
方

法
で

も
、

同
品

質
の

授
業

を

受
け

る
こ

と
が

可
能

に
な

っ
た

。
 

・
 無

線
A
P
や

有
線

L
A
N
の

整
備

に
よ

り
、
あ

ら
ゆ

る
場

所
で

授
業

や
演

習
を

受
け

ら
れ

る
環

境
を

整
備

し
、

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 （
２

）
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
に

向
け

た
取

組
 

 
＜

取
組

事
項

＞
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
 令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

（
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
繰

越
）

文
部

科
学

省
補

助
事

業
「

大
学

改
革

推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・
高

専
教

育
高

度

化
プ

ラ
ン

』
」

に
採

択
さ

れ
た

下
記

事
業

を
実

施
し

た
。

 

―
 
事

業
名

：
「

技
能

教
育

高
度

化
の

た
め

の
共

創
的

技
能

学
習

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
」

 

―
 
事

業
期

間
：

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
３

月
2
9
日

～
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
３

月
3
1
日

※
 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、
文

部
科

学
省

へ
事

業
期

間
の

変
更
（

終
了

を
令

和
３

年
度

末
か

ら
令

和
４

年
度

末
へ

変
更

）
を

申
請

し
、

承
認

さ
れ

た
。

 

―
 
内

定
額

：
2
7
7
,
4
0
9
千

円
 

―
 
連

携
機

関
等

：
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
、

公
立

小
松

大
学

、
宮

城
大

学
、

 

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

等
 

         

 

・
 高

専
と

の
連

携
の

ほ
か

、
連

携
協

力
校

で
あ

る
公

立
小

松
大

学
及

び
協

力
校

の
宮

城
大

学
と

本
事

業
に

係
る

個
別

協
定

を
締

結
し

、
事

業
の

推
進

を
通

じ
て

連
携

を
深

め
た

。
 

〔
協

定
の

締
結

〕
公

立
小

松
大

学
：

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
８

月
６

日
付

 

宮
城

大
学

：
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
８

月
２

日
付

 

・
 技

能
教

育
の

た
め

の
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ
（

映
像

、
デ

ジ
タ

ル
テ

キ
ス

ト
等

）
を

、
産

技
大

、
高

専
、
公

立
小

松
大

学
、
山

梨
大

学
、
宮

城
大

学
、
群

馬
県

立
県

民
健

康
科

学
大

学
の

５
大

学
１

高
専

に
お

い
て

作
成

し
た

。
こ

れ
ら

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
共

通
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム
（

産
技

大
が

管
理

す
る

サ
ー

バ
ー

）
に

お
い

て
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
、

連
携

校
等

が
利

用
可

能
な

試
行

体
制

を
構

築
し

た
。

 

・
 本

事
業

の
取

組
に

つ
い

て
外

部
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

で
講

演
や

事
例

紹
介

等
を

行
い

、
教

育
研

究
機

関
を

は
じ

め
と

し
た

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン
（

D
X
）
に

興
味

の
あ

る
層

に
対

し
、
産

技
大

及
び

連
携

校
等

の
取

組
を

広
く

紹
介

し
た

。
（

図
表

Ⅱ
-
2
-
1
）

 

【【
図図

表表
ⅡⅡ

--
22
--
11
　　

DD
XX

事事
業業

にに
係係

るる
講講

演演
等等

のの
実実

施施
】】

日
付

会
議

等
主

宰
内

容

R
3
.5

.2
8

第
3
3
回

 大
学

等
に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

教
育

と
デ

ジ
タ

ル
変

革
に

関
す

る
サ

イ
バ

ー
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
教

育
機

関
D

X
シ

ン
ポ

」
（
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

）

大
学

共
同

利
用

機
関

法
人

 情
報

・
シ

ス
テ

ム
研

究
機

構
 国

立
情

報
学

研
究

所
(N

II
)

橋
本

洋
志

研
究

科
長

に
よ

る
講

演
「
技

能
教

育
高

度
化

の
た

め
の

共
創

的
技

能
学

習
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
築

」

R
3
.8

.1
7

第
1
1
回

 大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
八

王
子

F
D

・
S
D

フ
ォ

ー
ラ

ム
「
D

X
時

代
に

選
ば

れ
る

大
学

教
育

と
は

」
 （

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
）

大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
八

王
子

橋
本

洋
志

研
究

科
長

に
よ

る
事

例
紹

介
「
D

X
時

代
に

選
ば

れ
る

大
学

教
育

と
は

」

R
3
.9

.1
6

令
和

３
年

度
副

学
長

等
協

議
会

「
研

究
促

進
分

科
会

」
（
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

）
一

般
社

団
法

人
公

立
大

学
協

会
橋

本
洋

志
研

究
科

長
に

よ
る

事
例

報
告

「
産

業
技

術
計

公
立

大
学

に
お

け
る

研
究

の
社

会
還

元
に

つ
い

て
」

R
3
.1

2
.2

3
宮

崎
大

学
工

学
部

F
D

研
修

会
（
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

）
宮

崎
大

学
工

学
部

橋
本

洋
志

研
究

科
長

に
よ

る
招

待
講

演
「
教

育
D

X
（
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
た

教
育

の
高

度
化

）
」

 
・

 学
内

で
は

、
教

員
の

授
業

内
容

・
方

法
の

改
善

を
目

的
と

し
て

開
催

す
る

F
D
フ
ォ

ー
ラ

ム
に

お
い

て
、

事

業
の

概
要

及
び

状
況

説
明

を
は

じ
め

、
教

育
D
X
で

教
員

が
推

進
す

る
個

別
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

プ
レ

ゼ
ン

テ

ー
シ

ョ
ン

や
、

教
育

D
X
に

伴
う
新

し
い

教
育

環
境

の
利

活
用

に
よ

る
教

育
効

果
向

上
の

た
め

の
グ

ル
ー

プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

な
ど

を
行

っ
た

。
 

 
 

―
 
第

3
0
回

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム
「

本
学

に
お

け
る

教
育

D
X
の

現
状

と
活

用
」（

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

９
月

７

日
開

催
）

 

・
 外

部
連

携
機

関
に

よ
る

外
部

評
価

を
実

施
し

、
本

事
業

の
取

組
に

つ
い

て
積

極
的

な
意

見
交

換
を

行
い

、
今

後
の

事
業

運
営

に
資

す
る

意
見

等
が

得
ら

れ
た

。
（

図
表

Ⅱ
-
2
-
2
）

 

日
付

外
部

連
携

機
関

参
加

者
数

概
要

R
3
.1

1
.2

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

2
6

・
産

技
大

に
お

け
る

D
X

事
業

の
概

要
説

明
・
参

加
者

に
よ

る
意

見
交

換

R
4
.1

.6
株

式
会

社
m

an
eb

i
3

・
産

技
大

に
お

け
る

D
X

事
業

の
概

要
説

明
・
デ

ジ
タ

ル
教

材
の

説
明

・
参

加
者

に
よ

る
意

見
交

換

【【
図図

表表
ⅡⅡ

--
22
--
22
　　

DD
XX

事事
業業

にに
係係

るる
外外

部部
評評

価価
等等

】】
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
（
単

位
：
人

）
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・
本

事
業

の
成

果
発

表
の

一
環

と
し

て
、

公
開

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

た
。

 

－
名

 
称

：
「

教
育

D
X
に

関
す

る
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
2
1
『

挑
戦

！
本

気
の

D
X
』
」

 

－
開

催
日

：
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
1
2
月

1
3
日

（
月

）
1
3
:
0
0
～

1
6
:
0
0
（

Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

 

－
後

 
援

：
一

般
社

団
法

人
公

立
大

学
協

会
 

－
概

 
要
：
産
技

大
と

連
携

校
等

で
の

挑
戦

的
な

事
例

を
紹

介
し

、
D
X
に

よ
っ

て
「

授
業

内
容
・
方

法

が
ど

の
よ

う
に

変
革

す
る

の
か

」
、「

学
習

者
に

と
っ

て
学

び
の

質
が

ど
の

よ
う

に
向

上
す

る

の
か

」
を

発
表

し
た

。
本

事
業

に
参

加
し

た
各

教
育

機
関

の
担

当
者

に
よ

る
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
も

実
施

し
、
産

技
大

及
び

連
携

校
等

で
の

取
組

を
広

く
発

表
し

た
。（

Y
o
u
T
u
b
e

視
聴

回
数

：
3
1
3
回

）
 

・
本

事
業

の
取

組
に

よ
り

、
技

能
伝

承
に

お
け

る
D
X
の

先
進

的
な

モ
デ

ル
形

成
が

な
さ

れ
、

連
携

機
関

等
全

体
の

教
育

研
究

環
境

に
お

け
る

D
X
推

進
に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

参
加

機
関

間
の

連
携

が
深

ま

っ
た

。
 

 ＜
公

開
D
X
フ

ォ
ー

ラ
ム

チ
ラ

シ
＞
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特特
記記

事事
項項
  

ⅡⅡ
－－

３３
 

Ⅱ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
に

関
す

る
特

記
事

項
 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
効

果
的

な
広

報
活

動
に

よ
る

専
門

職
大

学
院

に
ふ

さ
わ

し
い

学
生

の
確

保
】

中
期

計
画

番
号

2
-
1
1
 

 
自

己
評

価
Ｓ

 

１
 
高

度
専

門
職

業
人

と
し

て
の

資
質

を
有

す
る

学
生

の
確

保
 

産
業

技
術

専
攻

全
体

と
し

て
定

員
を

超
え

る
入

学
者

を
確

保
で

き
て

お
り

、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年
度

入
学

者
に

つ
い

て
は

、
４

月
入

学
の

段
階

で
定

員
を

確
保

し
た

。
ま

た
、
令

和
４
（

20
2
2
）
年

度
４

月
入

学
に

つ
い

て
は

、
産

業
技

術
専

攻
全

体
の

志
願

倍
率

は
1
.
6
3
倍

に
達

し
て

お
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

専

攻
全

体
の

入
学

者
数

に
お

い
て

十
分

な
定

員
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
（

図
表

Ⅱ
-
3
-
1
）

 

                                 

２
 
積

極
的

な
情

報
発

信
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
大

学
院

案
内

を
始

め
と

し
た

各
種

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

複
数

駅
で

の
交

通
広

告

等
、

様
々

な
広

報
媒

体
に

お
い

て
ス

ク
ー

ル
カ

ラ
ー

や
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
等

の
デ

ザ
イ

ン
を

統
一

し
、

一
貫

し
た

大
学

の
ブ

ラ
ン

ド
イ

メ
ー

ジ
を

広
く

発
信

し
た

。
 

      

 

<
各

種
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
>
 

<
本

学
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ト

ッ
プ

画
面

>
 
＜

品
川

シ
ー

サ
イ

ド
駅

の
駅

看
板

>
 

 

・
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

全
面

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

っ
た

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
関

し
て

、
継

続
し

て

よ
り

効
果

的
な

掲
載

方
法

や
内

容
の

検
討

を
行

っ
た

。
 

・
英

語
版

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
を

充
実

さ
せ

、
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
英

語
版

の
継

続
公

開
な

ど
、

内
容

や

英
語

表
記

の
確

認
を

行
い

、
英

語
で

の
情

報
発

信
を

さ
ら

に
強

化
し

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
で

も
大

学
院

情
報

を
定

期
的

に
S
N
S（

F
a
c
e
b
o
o
k
、
Tw
i
t
t
e
r
）
か

ら
発

信
す

る
事

で
、
新

し
い

情
報

を
継

続
的

に
外

部
へ

発
信

し
た

。
 

・
新

規
動

画
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

新
た

に
就

任
す

る
橋

本
洋

志
新

学
長

に
よ

る
大

学
院

紹
介

及
び

研
究

科
紹

介
動

画
、

並
び

に
コ

ー
ス

選
択

に
悩

む
入

学
希

望
者

へ
向

け
た

コ
ー

ス
紹

介
動

画
を

計
５

本
作

成
し

た
。

さ
ら

に
、

既
存

の
教

員
紹

介
動

画
に

お
い

て
は

新
た

に
３

本
制

作
し

た
。

Y
o
u
T
u
b
e
上

に
公

開
し

て
い

る
動

画
は

、
合

計
4
8
本

と
な

っ
た

。
 

       

 
＜

橋
本

洋
志

学
長

動
画

＞
 

 
 

 
 

 
 
＜

コ
ー

ス
紹

介
動

画
＞

 

 ・
産

技
大

の
産

業
技

術
分

野
に

お
け

る
幅

広
い

研
究

活
動

を
広

め
る

た
め

、
研

究
内

容
を

ま
と

め
た

研
究
紀

要
（

第
1
5
号

）
を

他
大

学
図

書
館

及
び

国
立

国
会

図
書

館
へ

発
送

し
、

継
続

し
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
も

P
D
F
を

掲
載

し
た

。
 

・
令

和
４

年
（

2
0
2
2
年

）
度

の
新

学
長

及
び

新
研

究
科

長
就

任
に

伴
い

、
大

学
院
案

内
に

つ
い

て
学

長
挨

拶

や
研

究
科

長
挨

拶
、

特
別

対
談

ペ
ー

ジ
等

を
一

新
し

た
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
各

種
説

明
会

や
イ

ベ
ン

ト
会

場
等

で
の

大
学

院
案

内
の
配

布
機

会
が

喪
失

さ
れ

た
こ

と
を

受
け

、
令

和
３

年
（

2
0
2
1
）

度
よ

り
継

続
し

て
大

学
院

案
内

を
デ

ジ
タ

ル
 

 

【
図

表
Ⅱ

-
3
-
1
　

入
試

状
況

の
推

移
】

（
単

位
：
人

、
倍

）

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

募
集

人
数

4
5

5
4
5

5
4
5

5
3
6

4
3
6

4
3
6

志
願

者
数

6
1

6
7
9

6
7
2

1
5

7
4

9
6
9

1
5

9
2

受
験

者
数

6
1

6
7
7

6
7
1

1
4

7
3

6
6
8

1
5

9
0

合
格

者
数

5
1

6
5
3

4
5
2

8
4
3

4
4
3

8
4
5

入
学

者
数

5
0

6
5
2

4
4
9

8
4
4

4
4
2

8
4
5

志
願

倍
率

1
.3

6
1
.2

0
1
.7

6
1
.2

0
1
.6

0
3
.0

0
2
.0

6
2
.2

5
1
.9

2
3
.7

5
2
.5

6

充
足

率
1
.1

1
1
.2

0
1
.1

6
0
.8

0
1
.0

9
1
.6

0
1
.2

2
1
.0

0
1
.1

7
2
.0

0
1
.2

5

募
集

人
数

4
5

5
4
5

5
4
5

5
3
6

4
3
6

4
3
6

志
願

者
数

4
2

1
1

6
4

1
2

6
4

9
4
6

6
5
7

5
3
6

受
験

者
数

4
2

1
1

6
3

1
2

6
3

9
4
5

6
5
6

5
3
4

合
格

者
数

4
1

1
0

5
5

8
5
2

8
3
7

5
4
4

2
3
5

入
学

者
数

4
0

9
5
1

8
4
7

8
3
7

5
4
2

2
3
5

志
願

倍
率

0
.9

3
2
.2

0
1
.4

2
2
.4

0
1
.4

2
1
.8

0
1
.2

8
1
.5

0
1
.5

8
1
.2

5
1
.0

0

充
足

率
0
.8

9
1
.8

0
1
.1

3
1
.6

0
1
.0

4
1
.6

0
1
.0

3
1
.2

5
1
.1

7
0
.5

0
0
.9

7

募
集

人
数

1
8

2
1
8

2
1
8

志
願

者
数

3
0

0
1
4

4
1
9

受
験

者
数

3
0

0
1
3

4
1
9

合
格

者
数

2
7

0
2
2

4
2
2

入
学

者
数

2
5

0
2
1

3
1
9

志
願

倍
率

1
.6

7
-

0
.7

8
2
.0

0
1
.0

6

充
足

率
1
.3

9
-

1
.1

7
1
.5

0
1
.0

6

志
願

倍
率

1
.1

4
1
.7

0
1
.5

9
1
.8

0
1
.5

1
2
.4

0
1
.6

7
1
.5

0
1
.5

6
2
.4

0
1
.6

3

充
足

率
1
.0

0
1
.5

0
1
.1

4
1
.2

0
1
.0

7
1
.6

0
1
.1

8
0
.9

0
1
.1

7
1
.3

0
1
.1

0

令
和

２
年

度
４

月
入

試
か

ら
産

業
技

術
専

攻
（
３

コ
ー

ス
）
と

し
て

募
集

を
開

始
。

※
令

和
４

年
４

月
１

日
時

点

※
令

和
２

年
度

４
月

入
試

　
事

業
→

情
報

 転
コ

ー
ス

１
名

※
令

和
３

年
度

４
月

入
試

　
事

業
　

第
２

志
望

合
格

９
名

（
第

２
志

望
は

事
業

設
計

の
志

願
者

数
に

含
ま

な
い

）

※
令

和
４

年
度

４
月

入
試

　
創

造
　

第
２

志
望

合
格

３
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
事

業
　

第
２

志
望

合
格

７
名

（
第

２
志

望
は

志
願

者
数

に
含

ま
な

い
）

創 造 技 術 専 攻 ／ コ ー

ス

情 報 ア ー キ テ ク チ ャ 専

攻 ／ コ ー ス

４
年

度

産
業

技
術

研
究

科

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

全 体事 業 設 計 工 学 コ ー ス
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パ
ン

フ
レ

ッ
ト

化
し

て
公

開
し

て
い

る
。

 

・
（

財
）

情
報

処
理

学
会

主
催

の
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

20
2
2
や

東
京

都
等

主
催

の
「

産
業

交
流

展
2
0
2
1
」

に
お

い
て

ブ
ー

ス
来

訪
者

へ
大

学
紹

介
を

行
う

展
示

ブ
ー

ス
を

出
展

し
た

。
 

    

  

 
 

 
 

＜
「

産
業

交
流

展
2
0
2
1
」

展
示

ブ
ー

ス
＞

 

※
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
：

産
技

大
の

P
B
L
型

教
育

の
方

法
論

（
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
）

を
ま

と
め

た
も

の
で

、

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
（

業
務

遂
行

能
力

）
を

実
践

的
に

身
に

つ
け

る
た

め
、
１

年
次

で
基

礎
的

な
知

識
、
ス

キ
ル

の
修

得
、

主
に

２
年

次
で

P
B
L
 
型

教
育

を
実

施
す

る
革

新
的

な
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

紹
介

し
て

い
る

。
 

  ＜
成

果
・

効
果

＞
 

 

・
大

学
院

説
明

会
情

報
や

入
試

情
報

を
S
N
S
で

定
期

的
に

発
信

す
る

こ
と

で
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
ア

ク
セ

ス
数

が
増

加
し

た
。

 

       

＜
大

学
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
状

況
＞

 

・
３

名
分

の
教

員
紹

介
動

画
に

つ
い

て
、
年

間
1
,
9
0
0
回

以
上

の
視

聴
が

あ
り

、
教

員
の

研
究

１
人

ず
つ

に

フ
ォ

ー
カ

ス
し

た
広

報
物

と
し

て
P
R
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

 

  ３
 
単

位
バ

ン
ク

生
の

更
な

る
確

保
と

正
規

入
学

に
向

け
た

ア
プ

ロ
ー

チ
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
単

位
バ

ン
ク

生
を

対
象

と
し

た
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

を
発

行
す

る
と

と
も

に
、

ク
ォ

ー
タ

ご
と
の

説
明

会
の

中
で

入
試

の
案

内
を

行
っ

た
。

 

・
大

学
院

説
明
会

や
各

種
イ

ベ
ン

ト
で

A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度
（

科
目

等
履

修
生

制
度

）
を

紹
介

す
る

と
同

時
に

、
大

学
院

案
内

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
も

当
制

度
の

P
R
を

行
っ

た
。

 

   

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
単

位
バ

ン
ク
生

か
ら

2
1
名

の
入

学
者

が
あ

り
、
う

ち
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

登
録

生
（

科
目

等
履

修
生

）

向
け

入
試

利
用

者
は

1
0
名

（
受

験
者

1
1
名

）
で

あ
っ

た
。

(
図

表
Ⅱ

-
3
-
2
)
 

・
単

位
バ

ン
ク

生
を

1
2
5
名

集
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

(
図

表
Ⅱ

-
3
-
3
)
 

            ４
 

大
学

院
説

明
会

へ
の

参
加

者
確

保
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
大

学
院

説
明

会
に

つ
い

て
、
T
w
i
t
t
e
r
、
F
a
c
e
b
o
o
k
で

の
複

数
回

の
紹

介
や

リ
ス

テ
ィ

ン
グ

広
告

の
継

続
実

施
な

ど
、

予
算

を
効

果
的

に
活

用
し

積
極

的
か

つ
効

果
的

な
情

報
発

信
を

実
施

し
た

。
 

・
大

学
院

説
明

会
や

入
試

出
願

に
関

す
る

案
内

を
F
a
c
e
b
o
o
k
で

広
告

化
し

、
年

齢
や

居
住

地
、

興
味

関
心

等
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

絞
っ

た
P
R
を

行
っ

た
。

 

・
外

部
の

進
学

サ
イ

ト
や

社
会

人
向

け
の

進
学

情
報

誌
に

在
学

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
や

入
試

の
案

内
と

共
に

説
明

会
申

込
サ

イ
ト

へ
の

リ
ン

ク
を

掲
載

す
る

こ
と

で
、

興
味

を
持

っ
た

閲
覧

者
が

気
軽

に
説

明
会

に

申
込

出
来

る
よ

う
に

し
た

。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
も

キ
ャ

ン
パ

ス
の

様
子

を
体

感
出

来
る

よ
う

、
説

明
会

の
中

で
バ

ー
チ

ャ
ル

キ
ャ

ン
パ

ス

ツ
ア

ー
動

画
を

紹
介

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
本

年
度

も
オ

ン
ラ

イ
ン

の
み

の
大

学
院

説
明

会
を

実
施

し
た

に
も

関
わ

ら
ず

、
K
P
I
で

あ
る

参
加

者
数

2
5
0
名

を
大

幅
に

超
え

る
3
7
9
名

の
参

加
者

を
確

保
し

た
。
（

図
表

Ⅱ
-
3
-
4
）

 

    

 

 

【
図

表
Ⅱ

-3
-2

　
単

位
バ

ン
ク

生
(科

目
等

履
修

生
)か

ら
の

正
規

入
学

者
数

の
推

移
】

（
人

）

※
（

）
は

AI
IT

単
位

バ
ン

ク
登

録
生

（
科

目
等

履
修

生
）

向
け

入
試

利
用

者

【
図

表
Ⅱ

-3
-3

　
単

位
バ

ン
ク

生
(科

目
等

履
修

生
)の

登
録

者
数

の
推

移
】

（
人

）

10
4

12
5

年
度

28
年

度
29

年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度

登
録

者
数

81
82

77
11
3

３
年

度

19
(6
)

21
(1
0)

年
度

28
年

度
29

年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度

正
規
入
学
者
数

6
16
(7
)

22
(8
)

24
(9
)

３
年

度

【図
表

Ⅱ
-3

-4
　
大

学
院

説
明

会
参

加
者

の
推

移
】

（単
位

：回
、
人

）

28
年

度
29

年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度

開
催

回
数

23
19

16
15

14
12

参
加

者
数

21
6

29
5

29
2

41
0

30
8

37
9
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
１１
  

教教
育育

のの
内内

容容
及及

びび
教教

育育

のの
成成

果果
等等

 

Ⅲ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

の
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
産

業
界

や
社

会
の

人
材

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

新
た

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
す

る
ほ

か
、

実
践

的
な

知
識

・
技

術
と

豊
か

な
教

養
を

修
得

で
き

る
よ

う
、

教
育

課
程

や
教

育
内

容
を

不
断

に
検

証
し

改
善

す
る

。
 
 

○
新

た
な

教
育

手
法

の
導

入
や

学
修

環
境

の
整

備
を

積
極

的
に

実
施

し
、

課
題

発
見

・
解

決
型

の
実

践
的

な
教

育
を

推
進

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
１

）
教

育
内

容
及

び
教

育
の

成
果

等
に

関
す

る
目

標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
新

し
い

も
の

づ
く

り
を

牽
引

す
る

実
践

的
技

術
者

の

育
成

 

【
3
-
0
0
】

①
社

会
の

変
革

を
も

た
ら

す
第

４
次

産
業

革

命
の

中
で

、
新

し
い

も
の

づ
く

り
を

牽
引

す
る

実
践

的
技

術
者

を
育

成
す

る
た

め
、

本
科

教
育

コ
ー

ス
を

再
編

す
る

。
ま

た
、
次

世
代

の
医

療
機

器
開

発
を

担
う

技
術

者
を

育
成

す
る

た
め

、
コ

ー
ス

横
断

型
の

医
工

連
携

教
育

を
実

施
す

る
。

 

 ◇
新

た
な

職
業

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

 

【
3
-
0
1
】
②

産
業

界
や

社
会

の
人

材
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、

実
践

的
な

知
識

・
技

術
の

習
得

に
向

け
た

新
た

な
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
【

平
成

3
0（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

第
１

期
生

を
輩

出
、
【

令
和

４

（
2
0
2
2
）
年

度
ま

で
に

5
0
人

以
上

】
の

修

了
者

を
輩

出
す

る
。

航
空

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
【

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

】
に

第
１

期
生

を
輩

出
、
【

令
和

４

（
2
0
2
2
）
年

度
ま

で
に

2
0
人

以
上

】
の

修

了
者

を
輩

出
す

る
。

 

 ◇
教

育
内

容
の

充
実

 

【
3
-
0
2
】
③
【

平
成

2
9（

2
0
1
7
）
年

度
】
に

実
験
・
実

習

設
備

を
整

備
し

、
新

教
育

課
程

に
対

応
し

た
教

育
を

実
施

す
る

。
 

 【
3
-
0
3
】
④
【

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
】
の

J
A
B
E
E
受

審

を
目

指
し

、
J
A
B
E
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
ま

た
、
企

2
9  

【
3
-
0
1
】

<
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
>
サ

イ
バ

ー
レ

ン
ジ

を
用

い
た

人
材

育
成

を
開

始
す

る
と

と
も

に
連

携
企

業
等

へ
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
企

業
等

と
の

協
定

を
新

規
に

締
結

し
た

。
 

<
航

空
技

術
者

>
教

材
や

施
設

環
境

の
整

備
を

実
施

し
た

。
 

【
3
-
0
2
】
【

平
成

2
9
年

度
】

に
各

コ
ー

ス
に

お
い

て
新

教
育

課
程

に
対

応
し

た

教
育

環
境

の
整

備
を

完
了

し
た

。
 

【
3
-
0
4
】

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

ル
ー

ム
を

整
備

す
る

と
と

も
に

両
キ

ャ
ン

パ
ス

で
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
デ

ザ
イ

ン
教

育
を

導
入

し
た

。
 

【
3
-
0
5
】
【

平
成

2
9
年

度
】

に
G
C
P
と

I
E
P
と

い
う

新
た

な
２

つ
の

海
外

体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
【

7
0
人

】
が

参
加

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

産
学

連
携

で
開

発
し

た
独

自
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

、
企

業
・
官

公
庁

等
の

協
力

を
得

な
が

ら
順

調
に

進
め

ら
れ

て
い

る
。
ま

た
、
プ

ロ
グ

ラ

ム
受

講
者

も
確

実
に

育
っ

て
き

て
お

り
、
産

業
界

や
社

会
の

人
材

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
教

育
が

行
わ

れ
て

い
る

と
高

く
評

価
す

る
。

 

・
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
G
C
P
及

び
I
E
P
に

再
編

し
て

、
実

践
的

な
内

容
の

研
修

を
行

い
、

7
0

人
の

参
加

と
高

い
満

足
度

を
得

て
い

る
点

が
評

価
で

き

る
。

 

3
0  

【
3
-
0
1
】

<
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
>
1
0
名

の
本

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

１
期

生
を

輩

出
し

、
全

員
が

専
攻

科
へ

の
進

学
又

は
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
関

連
企

業
へ

の
就

職
が

決
定

し
た

。
 

<
航

空
技

術
者

>
１

期
生

７
名

全
員

が
航

空
関

連
企

業
の

イ
ン

タ
ー

ン

シ
ッ

プ
に

参
加

し
た

。
 

【
3
-
0
4
】

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

際
の

サ
ポ

ー
ト

役
と

し
て

専
攻

科
学

生
に

S
A
教

育
を

実
施

し
た

。
 

【
3
-
0
4
】

企
業

の
協

力
も

得
て

課
題

発
見

・
解

決
型

教
育

を
推

進
し

た
。

 

【
3
-
0
5
】

平
成

2
9
年

度
に

再
編

し
た

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
及

び

I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
生

1
0
名

全
員

が
、

進

学
又

は
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
関

連
企

業
へ

就
職

す
る

な
ど

、
産

業
界

や
社

会

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

人
材

を
輩

出
し

て
い

る
。

 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
、
第

一
期

生
全

員
が

航
空

機
関

連

企
業

へ
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

行
う

な
ど

、
取

組
が

着
実

に
進

ん
で

い
る

。
 

・
教

員
に

対
す

る
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

構
築

し
た

こ
と

で
、
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー

ニ
ン

グ
導

入
科

目
を

拡
大

し
た

。
 

元  

【
3
-
0
1
】

<
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

>
専

攻
科

課
程

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

始

し
た

。
３

名
の

２
期

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

<
航

空
技

術
者

>
新

航
空

実
習

館
「

汐
風

」
で

実
習

授
業

を
開

始
し

た
。

７
名

の
１

期
修

了
生

を
輩

出
し

、
全

員
の

主
要

航
空

企
業

へ
の

就
職

が
決

定
し

た
。

 

【
3
-
0
3
】

J
A
B
E
E
受

審
へ

向
け

て
４

つ
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

自
己

点
検

書
案

の
骨

格
が

完
成

し
た

。
 

【
3
-
0
4
】

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

3
3
科

目
（

昨
年

比
2
4
科

目
増

）
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

3
4
科

目
（

昨
年

比
2
5
科

目
増

）
に

つ
い

て
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
た

。
 

【
3
-
0
5
】

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

続
く

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P

及
び

I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、
新

た
に

専
攻

科

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

開
始

し
、
本

科
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

修
了

し
た

専
攻

科
生

に
対

し
て

も
継

続
し

た
高

度
な

学
び

の
場

を
提

供
し

て
い

る
。
ま

た
、
本

コ
ー

ス

の
履

修
生

が
、
全

国
的

に
行

わ
れ

た
コ

ン
テ

ス
ト

等
で

優
秀

な
成

績
を

収
め

て
い

る
。

 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、
１

期
生

７
名

を
輩

出
し

、
全

員

の
主

要
航

空
企

業
へ

の
就

職
が

決
定

し
た

。
 

・
令

和
３

年
度

の
J
A
B
E
E
受

審
に

向
け

て
、
学

習
・
教

育
到

達
目

標
に

対
す

る

各
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
設

計
方

針
を

決
定

し
、
教

育
の

質
保

証
の

特
色

を
明

確
に

し
た

。
 

・
実

習
設

備
の

整
備

や
科

目
の

増
設
・
外

部
講

師
を

迎
え

て
の

研
修

実
施

な
ど

、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

推
進

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
い

る
。
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業
ア

ン
ケ

ー
ト

や
卒

業
生

ア
ン

ケ
ー

ト
を

着
実

に
実

施
す

る
。

 

 ◇
新

た
な

教
育

体
制

・
手

法
の

開
発

 

【
3
-
0
4
】

⑤
コ

ー
ス

横
断

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
デ

ザ

イ
ン

教
育

や
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
に

よ
り

、
課

題
発

見
・
解

決
型

の
実

践
的

な
教

育
を

展
開

し
、

創
造

的
な

技
術

者
の

育
成

を
図

る
。

 

 ◇
国

際
的

に
活

躍
で

き
る

技
術

者
の

育
成

 

【
3
-
0
5
】

⑥
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

ま
で

の
海

外
体

験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

再
構

築
し

、
【

平
成

2
9

（
2
0
1
7
）
年

度
】
か

ら
新

た
な

海
外

体
験

プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

参
加

者
は
【

毎
年

度
7
0
人

】
と

す
る

。
 

 【
3
-
0
6
】

⑦
も

の
づ

く
り

産
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対

応
で

き
る

技
術

者
を

育
成

す
る

た
め

、
専

門
科

目
に

つ
い

て
、

英
語

に
よ

る
授

業
の

推
進

を
検

討
す

る
。

 

２  

【
3
-
0
0
】

出
願

時
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
品

川
の

本
科

教
育

コ
ー

ス
再

編
に

つ
い

て
は

約
４

割
が

新
コ

ー
ス

を
希

望
し

、
荒

川
の

医
工

連
携

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
は

約
６

割
が

興
味

を
示

し
た

。
 

【
3
-
0
1
】

<
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

>
本

科
で

は
９

名
、

専
攻

科
で

は
初

の

３
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

<
航

空
技

術
者

>
７

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

【
3
-
0
3
】

J
A
B
E
E
受

審
へ

向
け

て
４

つ
の

技
術

者
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
自

己
点

検
書

の
素

案
を

作
成

す
る

な
ど

、
受

審
準

備
を

整
え

た
。

 

【
3
-
0
4
】

コ
ロ

ナ
禍

で
様

々
な

制
約

が
あ

る
中

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

1
0

科
目

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

2
6
科

目
で

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

 

【
3
-
0
5
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

G
C
P
は

中
止

と
な

っ

た
が

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

実
施

に
向

け
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

の
検

討
を

進
め

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
参

加
予

定
者

に
配

慮
し

て
募

集
人

数
を

3
0
名

か
ら

3
6
名

に
増

員
し

た
。

I
E
P
も

中
止

と
な

っ
た

が
、

代
替

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

国
内

で
英

語
研

修
、

現
地

と
の

オ
ン

ラ
イ

ン
交

流
等

を
実

施
し

、
2
0
名

が
参

加
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

及
び

情
報

シ
ス

テ

ム
工

学
コ

ー
ス

の
開

設
準

備
が

進
ん

だ
。
ま

た
、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い

て
、
医

工
連

携
教

育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

開
設

に
当

た
り

、
東

京
都

立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

都
立

大
健

康
福

祉
学

部
と

調
整

を
進

め
た

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
し

、
本

科
で

は
９

名
、

専
攻

科
で

は
初

と
な

る
３

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、
コ

ロ
ナ

禍
に

あ
っ

て
、
４

年
次

の
履

修
生

全
員

が
航

空
機

整
備

企
業

等
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
で

き
る

機
会

を
確

保
し

た
。

ま
た

、
７

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

・
感

染
症

防
止

対
策

を
施

し
な

が
ら

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
型

授
業

を
展

開
し

た
。

 

 

３ 

【
3
-
0
0
】

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
本

科
２

年
の

コ
ー

ス
選

択
に

お
い

て
新

コ
ー

ス
希

望
者

が
2
3
.
9
％

だ
っ

た
。

 

ま
た

、
医

工
連

携
の

未
来

工
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

は
3
9
名

の
希

望
者

が
あ

っ
た

。
 

【
3
-
0
1
】

<
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

>
本

科
で

は
1
2
名

、
専

攻
科

で
は

１

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

<
航

空
技

術
者

>
８

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
、

こ
れ

ま
で

の
３

年
間

で

合
計

2
2
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

【
3
-
0
3
】

４
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

J
A
B
E
E
を

受
審

す
る

と
と

も
に

、
J
A
B
E
E

に
対

応
し

た
教

育
を

提
供

で
き

る
体

制
を

整
え

た
。

 

【
3
-
0
4
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

で
様

々
な

制
約

が
あ

る
中

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

3
4
科

目
中

3
2
科

目
で

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

 

【
3
-
0
5
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

I
E
P
、

G
C
P
と

も
現

地
渡

航
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

オ
ン

ラ
イ

ン

セ
ッ

シ
ョ

ン
等

に
よ

り
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
終

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

参
加

者
は

､
両

プ
ロ

グ
ラ

ム
合

計
の

目
標

で
あ

る
7
0
名

に
対

し

C
C
P
1
6
名

（
リ

ー
ダ

ー
２

名
、

メ
ン

バ
ー

1
4
名

）
､
I
E
P
3
8
名

、
合

計
5
4
名

で
あ

っ
た

。
 

【
3
-
0
6
】

専
攻

科
の

前
後

期
各

１
科

目
に

お
い

て
講

義
の

一
部

を
英

語
で

行

い
､
専

門
英

語
を

体
験

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。
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第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
産

業
界

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
育

成
、

航
空

技
術

者
育

成
等

の
専

門
性

の
高

い
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
・

実
施

に
よ

り
、

実
践

的
な

知
識

・
技

術
を

習
得

し
た

人
材

を
輩

出
し

て
い

る
。

 

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

コ
ー

ス
再

編
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
の

医
工

連
携

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
共

に
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
た

施
策

で
あ

る
。

特
に

、
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
に

つ
い

て
は

、
都

立
大

健
康

福
祉

学
部

・
人

間
健

康
科

学
研

究
科

と
の

横
連

携
を

図
る

こ
と

が
企

画
さ

れ
て

お
り

、
綿

密
な

調
整

を
図

り
な

が
ら

、
今

後
の

取
組

を
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

・
社

会
人

の
学

び
直

し
機

会
の

提
供

に
つ

い
て

、
ニ

ー
ズ

の
高

い
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
を

は
じ

め
、

内
容

の
拡

充
・

強
化

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
0
0
 

Ⅲ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

の
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
新

し
い

も
の

づ
く

り
を

牽
引

す
る

実
践

的
技

術
者

の
育

成
 

①
社

会
の

変
革

を
も

た
ら

す
第

４
次

産
業

革
命

の
中

で
、

新
し

い
も

の
づ

く
り

を
牽

引
す

る
実

践
的

技
術

者
を

育
成

す
る

た
め

、
本

科
教

育
コ

ー
ス

を
再

編
す

る
。

ま
た

、
次

世
代

の

医
療

機
器

開
発

を
担

う
技

術
者

を
育

成
す

る
た

め
、

コ
ー

ス
横

断
型

の
医

工
連

携
教

育
を

実
施

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

拡
充

】
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
本

科
教

育
の

再
編

に
向

け
、

シ
ラ

バ
ス

等
を

確
定

し
、

1
年

生
及

び
中

学
生

等
へ

の
周

知
を

行
い

、
新

コ
ー

ス
希

望
者

を
確

保
す

る
。

ま
た

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

医
工

連
携

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
３

年
生

で
教

育
を

開
始

し
、

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
を

十
分

に
取

っ
た

上
で

、
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
と

し
て

試
行

講
座

を
準

備
・

開
設

す
る

。
共

同
研

究
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

都
立

大
の

健
康

福
祉

学
部

と
実

施
す

る
と

と
も

に
、

都
立

病
院

と
の

調
整

を
進

め
る

。

（
4
-
1
1
再

掲
）

 

（
１

）
新

し
い

も
の

づ
く

り
を

牽
引

す
る

実
践

的
技

術
者

の
育

成
 

①
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

本
科

教
育

の
再

編
等

に
向

け
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
の

検
討

・
作

成
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
２

つ
の

新
コ

ー
ス

（
A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

、
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス

）
の

２
年

授
業

科
目

の
シ

ラ
バ

ス
作

成
、

設
備

・
備

品
の

準
備

作
業

及
び

３
年

授
業

科
目

の
シ

ラ
バ

ス
案

の
作

成
、

実
験

実
習

等
の

実
技

科
目

の
内

容
案

の
策

定
を

行
っ

た
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
広

報
イ

ベ
ン

ト
の

機
会

が
限

定
さ

れ
る

中
、

感
染

症
防

止
対

策
を

行
っ

て
学

校
見

学
会

、
体

験
入

学
、

過
去

問
紹

介
、

学
校

説

明
会

、
入

試
相

談
会

を
開

催
し

た
。

ま
た

、
受

検
生

が
高

専
に

つ
い

て
情

報
収

集
を

行
う

上
位

ツ
ー

ル
で

あ
る

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

内
に

新
た

に
新

コ
ー

ス
紹

介
の

ペ
ー

ジ
を

開
設

し
、

２
つ

の
新

コ
ー

ス
に

つ
い

て
中

学
生

及
び

保
護

者
に

周
知

し
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
防

止
対

策
を

行
っ

て
保

護
者

会
（

６
月

、
1
0
月

）
、

合
同

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

、
研

究
室

訪
問

を
開

催
し

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

１
年

生
及

び
保

護
者

に
、

２
つ

の
新

コ
ー

ス
の

教
育

内
容

及
び

コ
ー

ス
分

け
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

 

・
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

２
年

次
か

ら
所

属
し

た
い

コ
ー

ス
の

希
望

を
調

査
し

、
ま

た
、

１
年

生
に

対
し

て
コ

ー
ス

分
け

の
た

め
の

コ
ー

ス
希

望
調

査
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
コ

ー
ス

再
編

に
向

け
た

準
備

を
着

実
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

入
試

広
報

イ
ベ

ン
ト

や
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

新
コ

ー
ス

紹
介

ペ
ー

ジ
に

よ
っ

て
、

中
学

生
や

保
護

者
へ

の
認

知
度

を
高

め
た

。
 

・
保

護
者

会
、

合
同

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

等
に

よ
っ

て
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
１

年
生

及
び

保
護

者
の

新
コ

ー
ス

へ
の

理
解

度
を

高
め

た
。

 

・
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

２
年

次
か

ら
所

属
し

た
い

コ
ー

ス
と

し
て

、
全

８
コ

ー
ス

、
未

定
の

計
９

の
選

択
肢

の
う

ち
、

約
３

割
が

新
コ

ー
ス

の
い

ず
れ

か
を

選

択
し

た
。

 

・
１

年
生

の
コ

ー
ス

希
望

調
査

(
2
月

に
実

施
)
で

は
、

A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

、
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス

共
に

ほ
ぼ

定
員

を
満

た
す

人
数

の
学

生
が

第
一

希
望

と
し

た
。

 

 

②
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
コ

ー
ス

横
断

型
の

医
工

連
携

教
育

の
実

施
に

向
け

た
取

組
 
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

 
 

 
 

・
未

来
工

学
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

1
6
名

の
学

生
を

選
抜

し
、

医
工

連
携

概
論

、
オ

ブ
ジ

ェ
ク

ト
指

向
入

門
科

目
の

授
業

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
次

年
度

に
向

け
て

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
内

容
の

具
現

化
や

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

履
修

者
募

集
の

説
明

会
を

実
施

し
た

。
 

 
 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

で
は

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

や
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

と
の

協
業

を
進

め
、

中
小

企
業

向
け

及
び

社
員

向
け

の
ニ

ー
ズ

を
ア

ン
ケ

ー

ト
形

式
で

収
集

し
た

。
更

に
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

の
協

力
を

得
て

プ
レ

講
座

を
開

設
し

、
講

座
後

、
参

加
者

か
ら

の
意

見
も

収
集

し
た

。
 

 
 

・
共

同
研

究
で

は
都

立
大

人
間

健
康

科
学

研
究

科
の

大
学

院
生

と
当

校
の

専
攻

科
生

が
協

業
を

行
い

、
リ

ハ
ビ

リ
支

援
や

健
康

推
進

を
図

る
道

具
に

つ
い

て
の

エ
ン

ジ
ニ

ア

リ
ン

グ
デ

ザ
イ

ン
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
未

来
工

学
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

い
て

、
医

療
や

福
祉

に
関

す
る

改
善

ア
イ

デ
ア

を
各

自
が

発
表

し
て

議
論

を
深

め
る

な
ど

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

た

授
業

展
開

を
行

い
、

第
二

期
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

）
の

受
講

希
望

者
が

3
9
名

と
な

っ
た

。
こ

こ
か

ら
選

抜
を

行
い

、
1
6
名

の
受

講
を

決
定

し
た

。
 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

で
は

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
の

協
力

を
得

て
、

新
た

に
医

工
連

携
に

係
る

６
講

座
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
参

加
者

か
ら

の
意

見
聴

取
を

行

っ
た

。
ま

た
、

中
小

企
業

向
け

ア
ン

ケ
ー

ト
や

講
座

受
講

者
の

感
想

な
ど

か
ら

、
今

後
開

設
が

望
ま

れ
る

講
座

や
運

営
体

制
に

関
す

る
貴

重
な

意
見

を
収

集
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
 

・
共

同
研

究
で

は
、

４
件

の
デ

ザ
イ

ン
思

考
ア

イ
デ

ア
を

創
出

す
る

こ
と

が
で

き
、

合
同

の
成

果
報

告
会

を
通

じ
て

今
後

の
協

業
推

進
を

確
認

し
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
0
1

 
◇

新
た

な
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
 

②
産

業
界

や
社

会
の

人
材

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、

実
践

的
な

知
識

・
技

術
の

習
得

に
向

け
た

新
た

な
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
【

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

第
１

期
生

を
輩

出
、
【

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

ま
で

に
5
0
人

以
上

】
の

修
了

者
を

輩
出

す
る

。
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

【
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

】
に

第
１

期
生

を
輩

出
、
【

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

ま
で

に
2
0
人

以
上

】
の

修
了

者
を

輩
出

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
本

科
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

を
向

上
さ

せ
る

。
専

攻
科

学
生

に
対

す
る

継
続

的
且

つ
、

実
践

的
な

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

を
実

施
す

る
。
（

4
-

1
1
再

掲
）

 

        （
２

）
【

拡
充

】
社

会
人

向
け

の
情

報
セ

キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

拡
充

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

へ
の

対
応

を
十

分
に

取
っ

た
上

で
実

施
す

る
と

と
も

に
、

社
会

人
研

究
生

を
受

け
入

れ
る

。
（

4
-
1
1

再
掲

）
 

       （
３

）
【

継
続

】
産

業
界

や
社

会
の

人
材

ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
、

航
空

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。
（

4
-

1
1
再

掲
）

 

（
１

）
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

【
特

記
事

項
Ⅲ

⁻
2
参

照
】

 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
4
0
名

（
本

科
：

３
年

生
1
2
名

、
４

年
生

1
3
名

、
５

年
生

1
2
名

、
専

攻
科

：
１

年
生

２
名

、
２

年
生

１
名

）
が

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

履
修

し
、

本

科
で

1
2
名

、
専

攻
科

で
１

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

・
本

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
の

進
路

が
、

専
攻

科
進

学
４

名
、

就
職

８
名

（
情

報
通

信
企

業
４

名
、

情
報

シ
ス

テ
ム

企
業

１
名

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
２

名
、

情
報

通
信

機

器
製

造
企

業
１

名
）

と
決

定
し

た
。

 

・
専

攻
科

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

１
名

の
進

路
が

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
へ

の
就

職
と

決
定

し
た

。
 

・
専

攻
科

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

と
し

て
、

産
学

連
携

企
業

の
支

援
の

下
で

I
C
T
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

。
 

・
専

攻
科

３
名

及
び

希
望

す
る

本
科

生
９

名
全

員
が

I
T
及

び
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
へ

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

し
た

こ
と

で
、

就
職

に
つ

い
て

の
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

持
た

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
が

主
体

と
な

っ
て

企
画

、
教

材
開

発
、

シ
ス

テ
ム

構
築

を
行

い
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
、

中
学

生
向

け
勉

強

会
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（

２
日

間
開

催
で

参
加

者
1
6
名

）
、
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（

３
回

開
催

で
参

加
者

合
計

4
7
名

）
を

実

施
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
参

加
し

た
学

生
が

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
新

３
年

生
1
4
名

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
が

決
定

し
た

。
 

 

（
２

）
社

会
人

向
け

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

の
実

施
 

 
（

特
記

事
項

の
ポ

イ
ン

ト
）

 

・
社

会
人

向
け

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
L
a
b
. の

３
講

義
「

実
践

！
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
監

査
」
、
「

デ
ジ

タ
ル

フ
ォ

レ
ン

ジ
ッ

ク
基

礎
（

専
攻

科
・

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
別

演
習

Ⅱ
）
」
、
「

セ
キ

ュ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
（

専
攻

科
・

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
特

論
I
I
）
」

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

、
合

計
で

４
名

が
受

講
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

企
業

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

高
め

て
い

く
た

め
に

必
要

と
な

る
知

識
・

技
術

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
2
5
歳

以
下

の
学

生
（

高
校

生
、

専
門

学
校

生
、

高
専

・
大

学
生

、
大

学
院

生
）

を
対

象
と

し
た

「
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
U
2
5
」

を
開

催
し

、
1
4
名

が
受

講
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

次
世

代
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
人

材
の

候
補

で
あ

る
若

年
層

に
対

し
て

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

と
倫

理
の

関
係

性
を

学
び

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
が

持
つ

脆
弱

性
を

調
査

す
る

体
験

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
公

立
中

学
校

教
員

向
け

に
「

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

L
a
b
.
 
f
o
r
 
T
e
a
c
h
e
r
s
」

を
対

面
で

開
催

し
、

2
1
名

が
受

講
し

た
。

イ
ベ

ン
ト

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「

大
い

に
役

に

立
つ

」
、

「
役

に
立

つ
」

の
合

計
が

9
1
％

と
な

り
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
知

識
の

獲
得

に
つ

な
が

っ
た

。
 

・
研

究
生

を
６

名
（

本
科

卒
業

生
４

名
・

専
攻

科
修

了
生

２
名

）
受

け
入

れ
た

。
ま

た
、

研
究

生
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
支

援
す

る
た

め
に

、
I
C
T
 
L
a
b
.
「

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

技
術

講
座

」
を

対
面

で
実

施
し

、
研

究
生

３
名

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

３
名

の
合

計
６

名
が

受
講

し
た

。
卒

業
後

も
引

き
続

き
学

ぶ
こ

と
を

希
望

す
る

研
究

生
に

、
企

業
で

の
業

務
で

は
触

れ
る

機
会

が
な

い
I
C
T
技

術
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
で

き
た

。
 

 （
３

）
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

 

 
（

特
記

事
項

の
ポ

イ
ン

ト
）

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
3
1
名

（
本

科
：

２
年

生
８

名
、

３
年

生
７

名
、

４
年

生
８

名
、

５
年

生
８

名
）

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
履

修
し

、
８

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。

な
お

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

以
降

３
年

間
で

、
合

計
2
2
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

・
本

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
の

進
路

が
、

進
学

４
名

（
専

攻
科

１
名

、
航

空
機

整
備

の
専

門
学

校
１

名
、

大
学

２
名

）
、

就
職

４
名

（
航

空
整

備
企

業
３

名
、

航
空

製
造

関

係
企

業
１

名
）

と
決

定
し

た
。

 

・
本

科
４

年
生

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
８

名
全

員
【

1
0
0
％

】
が

主
要

航
空

会
社

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

し
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
0
2

 
◇

教
育

内
容

の
充

実
 

③
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

】
に

実
験

・
実

習
設

備
を

整
備

し
、

新
教

育
課

程
に

対
応

し
た

教
育

を
実

施
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
0
3

 
④

【
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

】
の

J
A
B
E
E
受

審
を

目
指

し
、

J
A
B
E
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
 

ま
た

、
企

業
ア

ン
ケ

ー
ト

や
卒

業
生

ア
ン

ケ
ー

ト
を

着
実

に
実

施
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
J
A
B
E
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
J
A
B
E
E

の
新

規
審

査
を

受
審

し
認

定
を

受
け

る
。
（

3
-
2
6
再

掲
）

 

                     （
２

）
【

新
規

】
学

生
生

活
実

態
調

査
を

実

施
し

、
J
A
B
E
E
が

求
め

る
教

育
の

質

保
証

を
担

保
す

る
。

 

（
１

）
J
A
B
E
E
受

審
へ

向
け

た
取

組
（

3
-
2
6
再

掲
）

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

内
に

行
っ

た
申

請
に

基
づ

き
手

続
き

を
進

め
た

。
（

図
表

3
-
0
3
-
1
）

 

【
図

表
3
-
0
3
-
1
　

J
A
B
E
E
受

審
に

か
か

る
手

続
き

等
】

(2
02

1年
３

月
17

日
)

(４
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
JA

BE
E受

審
申

請
)

６
月

30
日

自
己

点
検

書
(概

要
編

・
結

果
編

・
資

料
編

)提
出

７
～

８
月

審
査

団
と

の
書

面
に

よ
る

質
疑

応
答

､実
地

審
査

の
日

程
調

整
等

９
月

２
日

｢J
AB

EE
プ

ロ
グ

ラ
ム

R２
年

度
修

了
生

の
総

括
｣実

施
に

よ
り

、
各

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

も
目

標
に

沿
っ

た
修

了
生

を
概

ね
輩

出
で

き
た

こ
と

を
確

認

９
～

10
月

実
地

審
査

準
備

(各
プ

ロ
グ

ラ
ム

責
任

者
が

JA
BE

Eの
e-

ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講
と

模
擬

ヒ
ア

リ
ン

グ
、

ヒ
ヤ

リ
ン

グ
対

象
の

教
員

及
び

学
生

の
手

配
他

)

10
月

下
旬

実
地

審
査

(４
プ

ロ
グ

ラ
ム

中
2プ

ロ
グ

ラ
ム

は
We

b会
議

で
代

替
)、

10
月

26
日

最
終

11
月

22
日

改
善

報
告

書
提

出

20
22

年
３

月
認

定
通

知
 

・
提

出
し

た
改

善
事

項
を

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
各

資
料

（
学

生
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
、

専
攻

科
履

修
の

手
引

き
等

）
に

反
映

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
自

己
点

検
書

を
提

出
し

、
そ

の
後

質
問

事
項

に
対

す
る

返
答

書
と

補
足

資
料

の
作

成
・

提
出

行
い

、
実

施
審

査
を

無
事

に
終

了
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
自

己
点

検
書

提
出

後
の

返
答

書
の

対
応

時
点

で
は

指
摘

事
項

が
多

か
っ

た
が

、
各

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

も
返

答
書

や
補

足
資

料
の

提
出

等
に

よ
り

実
施

審
査

終
了

ま
で

に
対

応

し
、

最
終

日
時

点
の

判
定

で
は

い
ず

れ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

判
定

を
改

善
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
申

請
を

行
っ

た
４

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

も
、

J
A
B
E
E
認

定
を

受
け

た
。

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

毎
に

指
摘

事
項

に
基

づ
き

改
善

案
と

今
後

の
組

織
対

応
を

整
備

し
、

継
続

し
て

J
A
B
E
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

教
育

を
提

供
で

き
る

体

制
を

整
え

た
。

 

 （
２

）
学

生
生

活
実

態
調

査
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
1
0
～

1
1
月

に
、

本
科

生
・

専
攻

科
生

及
び

そ
の

保
護

者
に

対
す

る
学

生
生

活
実

態
調

査
を

実
施

し
た

。
 

・
学

生
は

回
答

率
を

上
げ

る
た

め
に

紙
で

の
回

答
、

保
護

者
は

回
答

の
し

や
す

さ
を

重
視

し
た

W
E
B
ア

ン
ケ

ー
ト

形
式

と
し

、
学

生
約

9
3
％

（
本

科
1
,
5
6
0
名

中
1
,
4
7
9
名
 

（
約

9
5
%
）
、

専
攻

科
7
2
名

中
3
9
名

（
約

5
4
％

）
、

計
1
,
6
3
2
名

中
1
,
5
1
8
名

）
、

保
護

者
約

4
5
％

（
1
,
6
3
2
名

中
7
3
3
名

）
の

回
答

を
得

た
。

 

 
 

・
調

査
結

果
は

項
目

ご
と

の
集

計
、

前
回

調
査

（
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
実

施
）

と
の

比
較

、
コ

ー
ス

別
結

果
分

析
等

を
ま

と
め

関
係

者
で

共
有

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
調

査
結

果
に

よ
り

、
J
A
B
E
E
が

求
め

る
教

育
の

質
（

各
々

の
授

業
内

容
や

全
体

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

、
施

設
等

へ
の

満
足

度
等

）
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
前

回
調

査
と

の
比

較
に

よ
り

、
今

後
の

高
専

運
営

の
参

考
と

な
る

学
生

の
傾

向
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
 

・
特

に
コ

ー
ス

別
結

果
分

析
で

は
、

各
コ

ー
ス

特
有

の
傾

向
が

表
れ

た
た

め
、

今
後

の
コ

ー
ス

運
営

に
役

立
て

る
こ

と
と

し
た

。
 

 
 

Ⅲ　東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 232 －



中
期
計
画
番
号
 

3
-
0
4

 
◇

新
た

な
教

育
体

制
・

手
法

の
開

発
 

⑤
コ

ー
ス

横
断

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
デ

ザ
イ

ン
教

育
や

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

推
進

に
よ

り
、

課
題

発
見

・
解

決
型

の
実

践
的

な
教

育
を

展
開

し
、

創
造

的
な

技
術

者
の

育

成
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
や

少
人

数
で

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
遠

隔
通

信
ツ

ー
ル

等
も

活
用

し
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
推

進
に

向
け

た
環

境
整

備
等

を
行

う
と

と
も

に
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

を
取

り
入

れ
た

授
業

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
学

生
の

課
題

発
見

・
解

決
力

を
向

上
さ

せ
る

。
 

（
１

）
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

推
進

と
デ

ザ
イ

ン
思

考
を

取
り

入
れ

た
授

業
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

、
実

技
系

科
目

や
演

習
を

含
む

科
目

（
3
4
科

目
中

3
2
科

目
）

に
つ

い
て

、
教

室
換

気
や

ア
ク

リ
ル

板
ガ

ー
ド

な
ど

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感

染
症

防
止

対
策

を
行

い
な

が
ら

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
都

立
大

（
健

康
福

祉
学

部
・

人
間

健
康

科
学

研
究

科
）

や
障

害
福

祉
施

設
と

遠
隔

通
信

を
用

い
て

意
見

交
換

を
行

い
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
デ

ザ
イ

ン
授

業
を

実
施

し
た

。
 

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

へ
の

対
応

と
し

て
､
近

距
離

で
の

会
話

を
伴

う
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

形
式

の
授

業
を

避
け

る
た

め
に

シ
ラ

バ
ス

等
の

変
更

を
行

っ
た

た
め

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
授

業
を

通
常

形
態

で
実

施
で

き
な

い
状

況
と

な
っ

て
い

る
が

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

に
よ

り
、

遠
隔

授
業

に
お

け
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

模
索

し
た

。
 

・
両

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

リ
モ

ー
ト

授
業

に
関

す
る

F
D
研

修
を

実
施

し
、

ま
た

G
o
o
g
l
e
 
C
l
a
s
s
r
o
o
m
や

G
o
o
g
l
e
 
M
e
e
t
、

G
o
o
g
l
e
 
J
a
m
b
o
a
r
d
な

ど
を

用
い

て
、

オ

ン
ラ

イ
ン

接
続

で
議

論
が

で
き

る
授

業
形

態
を

推
進

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

が
大

き
か

っ
た

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

機
器

の
活

用
や

防
止

対
策

を
十

分
に

施
し

た
上

で
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
や

デ
ザ

イ

ン
思

考
を

取
り

入
れ

た
授

業
を

実
施

し
、

学
生

の
課

題
発

見
・

解
決

力
の

向
上

を
図

っ
た

。
学

生
も

遠
隔

ツ
ー

ル
を

使
い

こ
な

せ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

こ
と

か
ら

、
多

く
の

授
業

で
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

議
論

を
行

っ
た

。
ま

た
、

学
生

の
能

力
向

上
も

踏
ま

え
な

が
ら

、
よ

り
効

果
的

な
授

業
の

検
討

を
推

進
す

る
た

め
の

体
制

を
構

築
し

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
0
5

 
◇

国
際

的
に

活
躍

で
き

る
技

術
者

の
育

成
 

⑥
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

ま
で

の
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
再

構
築

し
、
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

】
か

ら
新

た
な

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の

参
加

者
は

【
毎

年
度

7
0
人

】
と

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）

及
び

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
I
E
P
）

の
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
も

対
応

で
き

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
、

7
0
名

の
参

加

者
を

確
保

し
て

実
施

す
る

と
と

も

に
、

研
修

内
容

の
改

善
を

図
る

。

（
3
-
2
7
再

掲
）

 

（
１

）
国

際
的

に
活

躍
で

き
る

技
術

者
の

育
成

（
3
-
2
7
再

掲
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

[
G
C
P
]
 

 
 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）

は
、

リ
ー

ダ
ー

3
名

、
メ

ン
バ

ー
1
9
名

の
合

計
2
2
名

の
応

募
が

あ
り

、
リ

ー
ダ

ー
２

名
（

い
ず

れ
も

都

立
大

生
）
、

メ
ン

バ
ー

1
4
名

（
す

べ
て

高
専

本
科

生
）

の
合

計
1
6
名

を
決

定
し

た
。

 

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
る

社
会

的
状

況
か

ら
、

現
地

渡
航

は
中

止
と

し
、

こ
れ

に
代

わ
る

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
リ

ー
ダ

ー
研

修
（

４
回

）
、

全

体
研

修
（

８
回

）
、

宿
泊

な
し

合
宿

研
修

（
６

/
1
1
～

1
3
）
、

中
間

報
告

会
（

６
/
2
6
）
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
８

/
2
7
､
８

/
3
0
～

９
/
３

）
、

他
国

（
ラ

オ
ス

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（

９
/
2
5
）
、

最
終

報
告

会
（

1
0
/
3
0
）

を
実

施
、

第
９

回
G
C
P
を

完
了

し
た

。
 

 
 

・
G
C
P
参

加
者

の
選

定
に

あ
た

っ
て

は
、

I
E
P
か

ら
の

推
薦

選
抜

を
行

う
こ

と
に

よ
り

２
つ

の
国

際
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
継

続
性

を
重

視
し

た
。

 

・
第

四
期

中
期

計
画

も
見

据
え

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

改
善

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
た

。
 

・
応

募
者

数
の

向
上

の
た

め
、

G
o
o
g
l
e
 
C
l
a
s
s
r
o
o
m
を

活
用

し
、

学
生

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

の
情

報
に

触
れ

る
機

会
を

増
や

し
た

。
 

 
 

[
I
E
P
]
 

 
 

・
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

I
E
P
）

に
つ

い
て

、
募

集
説

明
会

で
は

1
5
0
名

以
上

の
参

加
者

数
が

あ
っ

た
が

、
募

集
締

切
日

直
前

で

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ

る
渡

航
中

止
決

定
を

受
け

、
応

募
者

数
は

4
0
名

と
な

り
、

3
8
名

の
参

加
者

を
決

定
し

た
。

 

 
 

・
現

地
渡

航
に

代
わ

る
国

内
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、

対
面

と
オ

ン
ラ

イ
ン

を
組

み
合

わ
せ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

、
事

前
研

修
（

８
/
1
7
～

2
0
）

､
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

８

/
2
5
～

2
8
､
８

/
3
0
～

９
/
２

）
、

事
後

研
修

（
1
0
/
９

）
、

最
終

報
告

会
（

1
0
/
3
0
）

を
実

施
、

第
５

回
I
E
P
を

完
了

し
た

。
 

 
 

・
I
E
P
に

課
題

解
決

型
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

を
取

り
入

れ
、

G
C
P
へ

の
接

続
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
第

四
期

中
期

計
画

も
見

据
え

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

改
善

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
た

。
 

・
応

募
数

の
向

上
の

た
め

、
G
o
o
g
l
e
 
C
l
a
s
s
r
o
o
m
を

活
用

し
、

学
生

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
関

す
る

情
報

に
触

れ
る

機
会

を
増

や
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

[
G
C
P
]
 

・
到

達
目

標
で

あ
る

7
0
名

の
う

ち
、

G
C
P
【

1
6
名

】
の

参
加

者
を

確
保

し
た

｡
 

・
他

国
（

ラ
オ

ス
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
）

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
行

い
、

様
々

な
英

語
に

触
れ

る
機

会
の

提
供

に
加

え
、

ア
ジ

ア
の

複
数

国
の

状
況

を
把

握
し

理
解

さ
せ

る
こ

と

で
参

加
学

生
の

視
野

を
広

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
初

期
・

中
間

・
終

了
時

の
計

３
回

実
施

す
る

自
己

評
価

に
よ

る
ス

キ
ル

到
達

度
測

定
で

は
、

課
題

解
決

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

実
行

力
が

段
階

的
に

向
上

し
て

い
る

結
果

と
な

り
、

ま
た

、
終

了
後

ア
ン

ケ
ー

ト
で

も
た

い
へ

ん
高

い
満

足
度

を
得

て
、

G
C
P
の

目
的

に
合

致
し

た
結

果
と

な
っ

た
。

 

[
I
E
P
]
 

・
到

達
目

標
で

あ
る

7
0
名

の
う

ち
、

I
E
P
【

3
8
名

】
の

参
加

者
を

確
保

し
た

｡
 

・
デ

ザ
イ

ン
シ

ン
キ

ン
グ

を
取

り
入

れ
、

課
題

解
決

型
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
行

い
、

G
C
P
へ

の
接

続
の

さ
ら

な
る

強
化

を
図

っ
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

終
了

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

海
外

エ
ン

ジ
ニ

ア
や

海
外

で
働

く
こ

と
へ

の
興

味
、

ま
た

英
語

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ

い
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
、

大
変

高
い

満
足

度
を

得
て

、
I
E
P
の

目
的

に
合

致
し

た
結

果
と

な
っ

た
。

 

[
全

体
]
 

・
コ

ロ
ナ

禍
で

の
渡

航
中

止
や

オ
ン

ラ
イ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

変
更

の
中

、
到

達
目

標
で

あ
る

7
0
名

の
う

ち
【

5
4
名

】
（

G
C
P
1
6
名

+
I
E
P
3
8
名

）
の

参
加

者
を

確
保

し
た

｡
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
実

施
予

定
の

第
1
0
回

G
C
P
参

加
者

の
選

定
に

あ
た

っ
て

は
、

I
E
P
か

ら
1
0
名

程
度

の
推

薦
枠

を
設

け
る

こ
と

で
、

２
つ

の
国

際
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
相

互
関

係
性

を
持

た
せ

教
育

効
果

の
向

上
を

図
っ

て
お

り
、

８
名

が
こ

の
推

薦
枠

に
よ

り
G
C
P
へ

の
参

加
が

決
定

し
た

。
 

・
第

1
0
回

G
C
P
推

薦
選

抜
で

は
、

説
明

会
参

加
者

3
2
名

、
応

募
者

数
８

名
、

合
格

者
数

８
名

と
な

っ
た

。
 

・
第

1
0
回

G
C
P
一

般
募

集
で

は
、

説
明

会
参

加
者

2
8
名

、
応

募
者

数
５

名
、

合
格

者
数

５
名

と
な

っ
た

。
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※
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）
：

都
立

大
、

産
技

大
及

び
高

専
の

学
生

が
チ

ー
ム

を
組

み
、

国
内

外
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
を

通
じ

て
、

課
題

解
決

力
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
う

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

  
※

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
I
E
P
）
：

海
外

企
業

に
お

け
る

職
場

体
験

や
英

語
学

習
、

先
端

技
術

に
触

れ
る

機
会

等
を

通
し

て
、

将

来
、

国
際

的
に

活
躍

す
る

エ
ン

ジ
ニ

ア
と

な
る

た
め

の
動

機
付

け
を

行
う

と
と

も
に

、
国

際
的

な
企

業
が

取
り

組
む

課
題

に
つ

い
て

の
興

味
・

関
心

を
持

た
せ

る
こ

と

で
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

の
機

会
を

提
供

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

 中
期
計
画
番
号
 

3
-
0
6

 
⑦

も
の

づ
く

り
産

業
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
対

応
で

き
る

技
術

者
を

育
成

す
る

た
め

、
専

門
科

目
に

つ
い

て
、

英
語

に
よ

る
授

業
の

推
進

を
検

討
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か

ら
の

専
攻

科
の

一
部

専
門

科
目

の
英

語
教

育
導

入
に

向
け

て
、

試
行

授
業

を
実

施
す

る
。
（

3
-
2
5
再

掲
）

 

（
１

）
専

攻
科

一
部

専
門

科
目

の
英

語
教

育
導

入
に

向
け

た
取

組
（

3
-
2
5
再

掲
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
常

勤
教

員
に

座
学

で
の

英
語

授
業

経
験

の
あ

る
者

が
い

な
い

こ
と

か
ら

、
専

攻
科

連
絡

会
で

議
論

の
上

、
外

部
講

師
に

よ
る

授
業

の
一

部
を

英
語

で
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

・
前

期
１

科
目

、
後

期
1
科

目
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
専

攻
科

機
械

工
学

コ
ー

ス
（

品
川

）
の

み
で

開
講

さ
れ

て
い

た
東

工
大

教
員

に
よ

る
オ

ム
ニ

バ
ス

授
業

「
先

端
科

学
技

術
特

論
」

の
内

容
を

一
新

し
、

両
キ

ャ
ン

パ
ス

全

コ
ー

ス
で

履
修

で
き

る
前

期
の

共
通

基
礎

科
目

（
選

択
）

と
し

て
新

た
に

開
講

し
た

。
授

業
は

Z
o
o
m
に

よ
る

遠
隔

で
実

施
し

、
大

学
２

、
３

年
生

を
想

定
し

た
英

語
レ

ベ
ル

と
し

て
1
0
テ

ー
マ

の
う

ち
４

テ
ー

マ
に

つ
い

て
部

分
英

語
講

義
を

実
施

し
た

。
専

攻
科

7
4
名

中
4
8
名

と
多

く
の

専
攻

科
生

が
履

修
し

、
専

門
英

語
を

身
近

に
体

験
で

き
る

効
果

的
な

授
業

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
ま

た
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

後
期

に
開

講
し

た
非

常
勤

教
員

に
よ

る
「

画
像

工
学

」
に

お
い

て
、

講
義

の
一

部
を

英
語

授
業

と
し

て
実

施
し

た
。

授
業

資
料

は
全

て
英

語

の
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

を
用

い
、

英
語

と
日

本
語

の
説

明
を

ミ
ッ

ク
ス

し
て

授
業

を
行

っ
た

。
受

講
し

た
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

に
よ

り
、

英
語

で
の

授
業

に
抵

抗
が

少
な

く
な

っ
た

な
ど

の
意

見
が

あ
っ

た
が

一
方

で
、

専
門

科
目

と
し

て
の

理
解

力
を

維
持

す
る

た
め

に
工

夫
が

必
要

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
２２
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等
  

【
教

育
シ

ス
テ

ム
の

継
続

的

な
改

善
、

他
の

教
育

機
関

等

と
の

連
携

】
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
地

元
企

業
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
技

術
革

新
や

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
て

教
育

内
容

に
反

映
さ

せ
る

等
、

よ
り

実
践

的
な

教
育

を
推

進
す

る
体

制
を

整
備

す
る

。
 
 

○
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

、
東

京
都

立
大

学
等

の
他

の
教

育
機

関
と

の
連

携
を

推
進

し
、

よ
り

体
系

的
な

知
識

・
技

術
を

学
ぶ

機
会

等
を

拡
充

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
２

）
教

育
の

実
施

体
制

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
シ

ス
テ

ム
の

継
続

的
な

改
善

 

【
3
-
0
7
】

①
運

営
協

力
者

会
議

を
活

用
し

て
外

部
評

価

を
実

施
し

、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

を
教

育
に

反
映

さ
せ

る
と

と
も

に
、

教
育

内
容

の
改

善
を

図
る

。
 

 ◇
他

の
教

育
機

関
等

と
の

連
携

 

【
3
-
0
8
】

②
都

立
工

業
高

校
か

ら
の

編
入

学
生

受
入

れ

の
た

め
の

接
続

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
す

る
。

 

 【
3
-
0
9
】

③
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

や
東

京

都
立

大
学

等
と

の
連

携
を

推
進

し
、

実
践

的
な

専
門

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

の
社

会
人

向
け

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

や
海

外
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

実
施

す
る

。
ま

た
、
更

な
る

連
携

を
促

進
す

る
た

め
に

、
法

人
や

法
人

内
の

教
育

研
究

機
関

と
協

力

し
、
課

題
の

検
証

を
踏

ま
え

つ
つ

、
新

た
な

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
進

め

る
。

 

2
9  

【
3
-
0
7
】

平
成

2
8
年

度
の

自
己

点
検

・
評

価
書

を
基

に
外

部
評

価
を

実
施

し

た
。

 

【
3
-
0
9
】

社
会

人
向

け
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
実

施
方

法
の

検
討

及
び

実
施

案
を

作
成

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
首

都
大

、
産
技

大
と

の
連

携
を

G
C
P
以

外
に

も
拡

充
し

、
成

果
を

挙
げ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
実

施
す

る
た

め
に

、
平

成
3
0
年

度
実
施

予
定

の
卒

業
生

ア
ン

ケ
ー

ト
に

項
目

を
盛

り
込

む
な

ど
、

今
後

、
調

査
結

果
の

分
析

を
行

っ
た

上
で

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム

が
検

討
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

3
0  

【
3
-
0
7
】

第
４

期
運

営
協

力
者

会
議

か
ら

の
提

言
を

ま
と

め
る

と
と

も
に

、
第

５
期

運
営

協
力

者
会

議
を

開
始

し
、

今
後

の
高

専
改

革
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

 

【
3
-
0
9
】

高
専

卒
業

生
に

対
す

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

（
研

究
生

の
フ

レ
ー

ム
）

に
つ

い
て

整
備

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
都

立
工

業
高

校
を

卒
業

し
た

学
生

を
編

入
生

と
し

て
受

け
入

れ
て

い
る

。
入

学
前

に
数

学
及

び
専

門
科

目
の

教
員

が
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

授
業

を
行

っ
て

い
る

点
は

注
目

さ
れ

る
。

 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

実
施

に
向

け
た

取
組

を
行

い
、

産
技

高
専

卒
業

生
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
体

制
を

整
備

し
た

。
 

元  

【
3
-
0
8
】

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

編
入

学
生

と
し

て
３

名
の

受
入

れ
を

決
定

し

た
。

 

【
3
-
0
9
】

大
学

・
高

専
連

携
事

業
と

し
て

第
７

回
G
C
P
を

実
施

し
、

学
生

の
課

題
解

決
力

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
を

図
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
都

立
工

業
高

校
か

ら
の

編
入

学
生

受
入

れ
の

た
め

の
接

続
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
、

編
入

学
生

３
名

の
受

入
れ

を
決

定
し

た
。

 

２  

【
3
-
0
7
】

運
営

協
力

者
会

議
の

運
営

方
法

を
年

１
回

の
開

催
に

見
直

し
、

業
務

実
績

評
価

と
高

専
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
等

を
紹

介
し

意
見

を
聴

取
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

 

【
3
-
0
9
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
大

学
・

高
専

連
携

事
業

で
あ

る
第

８
回

G
C
P
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

実
施

に
向

け
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

の
検

討
を

進
め

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
参

加
予

定
者

に
配

慮
し

て
募

集
人

数
を

3
0
名

か

ら
3
6
名

に
増

員
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
都

立
工

業
高

校
か

ら
の

編
入

生
受

入
れ

推
進

は
、
産

技
高

専
、
都

立
工

業
高

校
双

方
の

学
生

達
に

と
っ

て
プ

ラ
ス

効
果

の
大

き
い

横
連

携
と

考
え

ら
れ

る
の

で
、

地
道

に
継

続
、

拡
大

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

  

 

３ 

【
3
-
0
7
】

第
６

期
第

２
回

運
営

協
力

者
会

議
に

よ
る

外
部

評
価

を
実

施
し

、

高
専

が
進

め
て

い
る

コ
ー

ス
再

編
、

医
工

連
携

教
育

･
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
の

意
見

聴
取

を
行

っ
た

。
 

【
3
-
0
8
】

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

編
入

学
生

と
し

て
５

名
の

受
入

れ
を

決
定

し
、

数
学

及
び

専
門

科
目

の
入

学
前

補
習

授
業

を
実

施
し

た
。

 

【
3
-
0
9
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
大

学
・

高
専

連

携
事

業
で

あ
る

第
９

回
G
C
P
は

現
地

渡
航

を
中

止
し

た
上

で
の

実

施
と

な
っ

た
が

、
1
6
名

（
リ

ー
ダ

ー
２

名
、

メ
ン

バ
ー

1
4
名

）
が

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

修
了

し
た

。
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
第

1
0
回
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G
C
P
で

は
I
E
P
か

ら
の

推
薦

枠
を

設
け

る
こ

と
で

国
際

プ
ロ

グ
ラ

ム

の
相

互
関

係
性

を
持

た
せ

た
。

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
運

営
協

力
者

会
議

に
お

い
て

聴
取

し
た

高
専

運
営

に
係

る
各

種
意

見
を

踏
ま

え
た

対
応

に
つ

い
て

、「
検

討
」
段

階
の

事
項

が
多

く
見

ら
れ

る
が

、
い

ず
れ

も
「

実
行

」
に

移
せ

る
よ

う
、
引

き
続

き
取

り
組

む
こ

と
を

期
待

す

る
。

 

・
都

立
大

・
産

技
大

、
都

立
工

業
高

校
等

と
の

連
携

は
、

各
学

校
及

び
学

生
に

と
っ

て
大

き
な

メ
リ

ッ
ト

が
生

ま
れ

る
施

策
で

あ
る

。
セ

ク
シ

ョ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
に

陥
る

こ
と

な
く

、
常

に
横

連
携

を
図

る
こ

と
を

意
識

し
て

、

今
後

、
更

な
る

取
組

の
推

進
を

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
0
7
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
シ

ス
テ

ム
の

継
続

的
な

改
善

 

①
運

営
協

力
者

会
議

を
活

用
し

て
外

部
評

価
を

実
施

し
、

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

教
育

に
反

映
さ

せ
る

と
と

も
に

、
教

育
内

容
の

改
善

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
運

営
協

力
者

会
議

に
よ

る

外
部

評
価

を
実

施
し

、
そ

の
評

価
結

果
に

基
づ

い
た

取
組

を
進

め
る

こ
と

で
教

育
内

容
の

改
善

を
図

る
。
（

4
-

2
1
再

掲
）

 

（
１

）
運

営
協

力
者

会
議

等
を

活
用

し
た

教
育

研
究

の
質

の
向

上
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
第

６
期

第
２

回
運

営
協

力
者

会
議

を
1
1
月

1
9
日

に
開

催
し

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

業
務

実
績

等
報

告
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
新

コ
ー

ス
（

A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

・

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

コ
ー

ス
）

の
取

組
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

組
に

つ
い

て
意

見
聴

取
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
・

運
営

協
力

者
に

よ
る

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

の
業

務
実

績
評

価
は

、
（

図
表

3
-
0
7
-
1
）

の
通

り
、

各
項

目
で

概
ね

良
好

で
あ

っ
た

。
 

 
 

・
運

営
協

力
者

会
議

に
お

い
て

以
下

の
質

問
や

意
見

が
あ

り
、

今
後

の
高

専
運

営
に

活
用

し
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

 

－
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
遠

隔
授

業
や

分
散

授
業

に
対

す
る

学
生

の
反

応
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
長

期
化

に
よ

る
心

身
の

健
康

面
へ

の
影

響
に

つ
い

て
意

見
交

換
さ

れ
た

。
遠

隔
授

業
に

よ
り

成
績

が
二

極
化

し
、

特
に

遠
隔

授
業

に
不

慣
れ

な
低

学
年

で
は

成
績

の
低

下
が

目
立

っ
て

お
り

、
学

生
相

談
室

の
相

談
件

数
も

増
加

し

て
い

る
た

め
、

引
き

続
き

、
学

生
の

状
況

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

学
習

指
導

面
及

び
心

身
の

健
康

面
に

お
い

て
多

面
的

な
フ

ォ
ロ

ー
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

－
D
X
の

進
行

等
に

よ
り

、
高

等
教

育
機

関
に

対
す

る
社

会
の

ニ
ー

ズ
は

拡
大

し
て

お
り

、
最

先
端

分
野

の
教

員
確

保
は

苦
労

す
る

点
で

あ
る

が
、

技
術

者
教

育
と

し
て

の

チ
ャ

ン
ス

と
捉

え
、

社
会

変
容

や
他

の
高

等
教

育
機

関
の

動
き

を
し

っ
か

り
観

察
し

、
今

後
の

社
会

か
ら

必
要

と
さ

れ
る

技
術

者
を

輩
出

し
続

け
て

ほ
し

い
と

の
意

見

が
あ

っ
た

。
こ

の
意

見
を

受
け

、
東

京
都

の
立

地
を

有
効

活
用

し
、

企
業

に
も

更
に

教
育

へ
踏

み
込

ん
で

も
ら

い
、
「

一
緒

に
学

生
を

育
て

る
」

と
い

う
視

点
を

持
っ

て
企

業
連

携
を

強
化

し
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

 

－
新

コ
ー

ス
の

取
組

に
つ

い
て

、
先

進
的

な
技

術
を

学
び

す
ぎ

る
と

知
識

・
技

術
レ

ベ
ル

と
精

神
年

齢
レ

ベ
ル

の
バ

ラ
ン

ス
が

崩
れ

、
サ

イ
バ

ー
犯

罪
に

手
を

染
め

て
し

ま
う

可
能

性
が

あ
る

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
こ

の
意

見
を

受
け

、
現

在
も

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
て

実
施

し
て

い
る

情
報

倫
理

に
関

す
る

講

義
や

裁
判

傍
聴

を
活

用
し

、
引

き
続

き
、

倫
理

観
の

醸
成

を
行

う
と

と
も

に
、

罪
の

意
識

な
く

誹
謗

中
傷

や
秘

密
漏

洩
を

し
て

し
ま

う
危

険
性

が
高

い
低

学
年

の
学

生

に
は

普
段

か
ら

し
っ

か
り

と
指

導
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

－
新

コ
ー

ス
の

取
組

に
つ

い
て

、
最

先
端

の
分

野
を

扱
う

と
い

う
こ

と
は

学
ぶ

分
野

が
広

く
な

る
が

、
学

ぶ
範

囲
の

広
さ

が
内

容
の

浅
さ

に
つ

な
が

っ
て

は
な

ら
な

い
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

で
は

、
基

本
的

に
は

機
械

の
四

力
学

を
学

び
、

そ
の

う
え

で
情

報
や

電
気

の
要

素
を

含
ん

だ
実

習
を

組
み

込
む

こ
と

を

検
討

し
て

お
り

、
引

き
続

き
、

慎
重

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

実
習

内
容

の
精

査
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

ま
だ

、
学

ん
だ

内
容

が
今

後
ど

の
よ

う
に

活
か

さ
れ

る
の

か
を

学

生
に

明
示

し
、

キ
ャ

リ
ア

指
導

面
も

含
め

丁
寧

に
指

導
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

－
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

、
基

礎
が

な
い

状
態

で
新

し
い

知
識

を
詰

め
込

ん
で

も
社

会
で

は
役

に
立

た
な

い
た

め
、

学
校

で
は

先
進

的
な

分
野

に
興

味
を

持
つ

き
っ

か
け

を
作

る
た

け
で

良
い

と
い

う
意

見
が

あ
っ

た
。

こ
の

意
見

を
受

け
、

コ
ー

ス
教

育
で

は
最

先
端

の
分

野
を

学
べ

る
素

地
を

作
る

こ
と

を
重

要

視
し

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
既

に
素

地
を

持
っ

た
意

欲
の

あ
る

学
生

を
選

抜
し

て
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

A
I
の

分
野

で
活

躍
し

て
い

る
卒

業
生

を
講

師

と
し

て
招

き
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
し

て
の

役
割

を
持

た
せ

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
学

生
が

社
会

に
出

た
後

に
次

の
ス

テ
ッ

プ
に

進
む

た
め

の
素

養
を

育
て

る
こ

と

を
重

要
視

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

 
 

評
価
項
目

評
価

教
育
内
容
及
び
教
育
成
果
等

2.
0

教
育
の
実
施
体
制
の
改
善
等

2.
9

教
育
の
質
の
評
価
･改

善
2.
6

学
生
支
援

1.
6

入
学
者
選
抜

1.
7

研
究

2.
1

都
政
と
の
連
携

2.
4

社
会
貢
献
等

2.
1

グ
ロ
ー
バ
ル
化

2.
4

※
５
段
階
で
１
が
最
高
評
価
で
あ
る

【
図
表
3-
07
-1
　
運
営
協
力
者
に
よ
る
評
価
】
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※
運

営
協

力
者

会
議

：
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
の

諸
活

動
に

つ
い

て
、

学
校

外
か

ら
広

く
意

見
を

徴
収

し
、

産
業

界
を

は
じ

め
と

す
る

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
応

え

て
い

る
か

等
を

定
期

的
に

検
証

し
、

学
校

運
営

や
教

育
内

容
の

改
善

に
活

か
し

て
い

く
た

め
の

会
議

。
 

 中
期
計
画
番
号
 

3
-
0
8

 
◇

他
の

教
育

機
関

等
と

の
連

携
 

②
都

立
工

業
高

校
か

ら
の

編
入

学
生

受
入

れ
の

た
め

の
接

続
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
都

立
工

業
高

校
か

ら
の

編

入
学

生
受

入
れ

の
た

め
の

接
続

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
す

る
。

 

（
１

）
都

立
工

業
高

校
と

の
接

続
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
編

入
学

説
明

会
の

開
催

案
内

を
各

高
校

へ
周

知
し

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

及
び

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

５
月

2
2
日

に
実

施
し

た
。

説
明

会
で

は
各

コ
ー

ス
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
を

説
明

し
、

個
別

相
談

や
過

年
度

編
入

学
生

に
よ

る
体

験
談

等
も

実
施

し
た

。
 

 
 

・
校

長
会

推
薦

者
５

名
に

対
す

る
選

抜
を

実
施

し
た

。
 

 
 

・
編

入
学

生
が

入
学

後
、

授
業

や
学

校
生

活
に

円
滑

に
適

応
で

き
る

よ
う

、
1
2
月

に
入

学
前

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
1
2
月

か
ら

３
月

ま
で

数
学

及
び

専
門

科
目

の
教

員
に

よ
る

補
習

授
業

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
・

編
入

学
説

明
会

参
加

者
数

：
1
5
 
名

（
都

立
高

校
生

1
0
名

、
保

護
者

４
名

、
教

員
１

名
）
（

図
表

3
-
0
8
-
1
）

 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

編
入

学
生

と
し

て
５

名
（

品
川

４
名

、
荒

川
１

名
）

の
都

立
工

業
高

校
生

の
受

入
れ

を
決

定
し

た
。
（

図
表

3
-
0
8
-
1
）

 

 
 

・
数

学
及

び
専

門
科

目
の

補
習

授
業

を
行

い
、

入
学

後
の

学
習

準
備

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

【
図

表
3
-
0
8
-
1
　

工
業

高
校

と
の

接
続

状
況

】
（

単
位

：
人

）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

1
7

1
8

1
0

1
3

1
7

1
5

2
4

5
1

3
4

8
3

4
5

1
3

説
明

会
参

加
者

数

編
入

学
し

た
学

生
数

編
入

学
生

卒
業

者
数

 

 
 

Ⅲ　東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 239 －



中
期
計
画
番
号
 

3
-
0
9

 
③

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
や

東
京

都
立

大
学

等
と

の
連

携
を

推
進

し
、

実
践

的
な

専
門

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

の
社

会
人

向
け

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

や
海

外
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

更
な

る
連

携
を

促
進

す
る

た
め

に
、

法
人

や
法

人
内

の
教

育
研

究
機

関
と

協
力

し
、

課
題

の
検

証
を

踏
ま

え
つ

つ
、

新
た

な
連

携
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

産
技

大
や

都
立

大
と

の

連
携

に
よ

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム

（
G
C
P
）

を
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

も
対

応
で

き
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

着
実

に
実

施
し

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

的
を

達
成

す
る

。
 

                （
２

）
【

継
続

】
既

存
の

連
携

事
業

を
着

実

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

教
職

員
間

の
情

報
共

有
・

交
流

機
会

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

２
大

学
１

高
専

の
連

携
体

制
を

構
築

し
、

よ
り

効
果

的
・

効
率

的
な

連
携

を
推

進
す

る
。
（

1
-

0
4
、

2
-
0
6
、

4
-
1
2
再

掲
）

 

（
１

）
産

技
大

・
都

立
大

と
連

携
し

た
G
C
P
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
産

技
大

、
都

立
大

と
の

連
携

に
よ

り
第

９
回

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
）

を
実

施
｡
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
る

社
会

的
状

況
か

ら
､
現

地
渡

航
を

中
止

と
し

、
国

内
で

オ
ン

ラ
イ

ン
を

利
用

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
に

変
更

し
た

｡
シ

ン
ガ

 

ポ
ー

ル
渡

航
の

代
替

と
し

て
、

現
地

協
定

校
の

学
生

と
オ

ン
ラ

イ
ン

上
で

の
課

題
解

決
へ

向
け

た
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
実

施
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

踏
ま

え
た

参
集

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
研

修
実

施
、

ま
た

ア
ジ

ア
圏

の
他

国
へ

の
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

な
ど

、
対

面
と

オ
ン

ラ
イ

ン
を

ミ
ッ

ク
ス

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
第

1
0
回

G
C
P
の

実
施

に
向

け
、

G
C
P
リ

ー
ダ

ー
と

メ
ン

バ
ー

の
募

集
を

1
2
月

か
ら

順
次

開
始

し
た

。
リ

ー
ダ

ー
は

、
応

募
者

数
３

名
、

合
格

者
数

３
名

（
都

立
大

生
２

名
、

産
技

大
生

１
名

）
、

メ
ン

バ
ー

は
、

応
募

者
数

５
名

、
合

格
者

数
５

名
を

決
定

し
た

（
た

だ
し

都
立

大
生

1
名

が
辞

退
し

た
た

め
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
G
C
P
は

リ
ー

ダ
ー

２
名

で
実

施
）

。
 

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
都

立
大

生
２

名
の

リ
ー

ダ
ー

、
高

専
生

1
4
名

の
メ

ン
バ

ー
か

ら
２

チ
ー

ム
を

結
成

、
そ

れ
ぞ

れ
「

少
子

高
齢

化
社

会
に

お
け

る
ヘ

ル
ス

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

」
、
「

外
国

の
食

文
化

へ
の

理
解

を
深

め
る

料
理

（
味

）
の

レ
パ

ー
ト

リ
ー

」
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

課
題

解
決

策
の

提
案

に
向

け
た

協
働

に
よ

る
活

動
を

行
っ

た
。

 

・
国

内
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、

リ
ー

ダ
ー

研
修

(
４

回
)
、

全
体

研
修

(
８

回
)
、

宿
泊

な
し

合
宿

研
修

(
６

/
1
1
～

1
3
)
、

中
間

報
告

会
(
６

/
2
6
)
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

オ
ン

ラ
イ

ン

セ
ッ

シ
ョ

ン
 
(
８

/
2
7
､
８

/
3
0
～

９
/
３

)
、

他
国

（
ラ

オ
ス

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（

９
/
2
5
）
、

最
終

報
告

会
（

1
0
/
3
0
）

を
実

施
し

た
。

 

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
オ

ン
ラ

イ
ン

セ
ッ

シ
ョ

ン
最

終
日

に
は

、
２

チ
ー

ム
（

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

と
日

本
の

混
合

チ
ー

ム
）

が
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
披

露
す

る
場

を
設

け
、

課

題
解

決
力

の
向

上
、

英
語

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
が

見
ら

れ
た

。
 

・
他

国
（

ラ
オ

ス
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
）

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

で
は

、
様

々
な

英
語

に
触

れ
る

機
会

の
提

供
に

加
え

、
ア

ジ
ア

の
複

数
国

の
状

況
を

把
握

し
理

解
さ

せ
る

こ
と

で

参
加

学
生

の
視

野
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

第
1
0
回

G
C
P
の

参
加

者
募

集
に

お
い

て
、

I
E
P
か

ら
1
0
名

程
度

の
推

薦
枠

を
設

け
る

こ
と

で
２

つ
の

国
際

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

相
互

関
係

性
を

持
た

せ
る

こ
と

で
、

教
育

効
果

の
向

上
を

図
っ

た
。

こ
の

結
果

、
８

名
が

こ
の

推
薦

枠
に

よ
り

G
C
P
へ

の
参

加
決

定
と

な
っ

た
。

 

 （
２

）
２

大
学

１
高

専
の

連
携

 

（
要

点
）

 

・
第

９
回

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
）

を
実

施
。

都
立

大
生

２
名

が
リ

ー
ダ

ー
と

な
り

、
高

専
生

メ
ン

バ
ー

1
4
名

と
と

も
に

２
チ

ー
ム

に
分

か
れ

、
国

内
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
オ

ン
ラ

イ
ン

セ
ッ

シ
ョ

ン
、

他
国

（
ラ

オ
ス

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

経
て

最
終

報
告

会
を

実
施

し
た

。
 

・
産

技
大

（
越

水
重

臣
研

究
室

）
に

お
い

て
専

攻
科

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

１
名

を
受

け
入

れ
た

。
 

・
「

大
学

・
高

専
連

携
事

業
基

金
」

事
業

に
よ

る
「

第
三

期
共

同
研

究
～

専
攻

科
C
o
-
L
a
b
o
.
」

に
お

い
て

、
７

件
（

都
立

大
６

件
、

産
技

大
１

件
）

の
共

同
研

究
を

行
っ

た
。

ま
た

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

共
同

研
究

の
公

募
を

行
い

、
３

件
（

都
立

大
２

件
、

産
技

大
１

件
）

の
採

択
が

決
定

し
た

。
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【
図

表
3-

09
-1

　
「

第
三

期
共

同
研

究
～

専
攻

科
Co

-L
ab

o.
」

事
業

一
覧

】

２
年

３
年

４
年

1
骨

補
填

材
へ

の
応

用
を

目
指

し
た

多
孔

質
 H

A 
TC

P 
複

合
材

料
の

開
発

と
材

料
特

性
制

御
○

○
都

立
大

2
振

動
を

利
用

し
た

溶
接

残
留

応
力

低
減

法
に

関
す

る
研

究
○

○
産

技
大

3
先

端
機

能
材

料
・

デ
バ

イ
ス

を
用

い
た

鋼
構

造
物

の
疲

労
耐

久
性

向
上

に
関

す
る

研
究

○
○

都
立

大

4
応

力
発

光
体

を
用

い
た

コ
ン

ク
リ

―
ト

構
造

物
の

損
傷

評
価

シ
ス

テ
ム

の
開

発
○

○
都

立
大

5
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

発
言

者
の

同
定

技
術

に
関

す
る

研
究

○
都

立
大

6
衝

撃
波

管
に

お
け

る
非

定
常

衝
撃

波
の

定
量

計
測

を
目

的
と

し
た

安
価

な
高

応
答

圧
力

計
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
○

都
立

大

7
共

鳴
ト

ン
ネ

ル
ダ

イ
オ

ー
ド

の
非

線
形

等
価

回
路

を
用

い
た

大
信

号
解

析
手

法
の

検
討

○
○

都
立

大

8
超

音
波

振
動

を
利

用
し

た
溶

接
残

留
応

力
低

減
法

に
関

す
る

研
究

－
定

量
評

価
に

向
け

た
数

値
モ

デ
ル

の
構

築
－

○
産

技
大

9
超

音
速

噴
流

の
流

れ
場

の
生

じ
る

渦
の

定
量

的
計

測
の

試
み

と
特

性
の

解
析

○
都

立
大

10
日

常
生

活
の

歩
行

情
報

に
基

づ
く

人
間

の
行

動
把

握
に

関
す

る
研

究
○

都
立

大

実
施

年
度

連
携

先
事

業
名

(研
究

課
題

)

 
 ・

本
科

生
の

都
立

大
へ

の
編

入
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
専

攻
科

生
の

都
立

大
大

学
院

へ
の

推
薦

制
度

に
つ

い
て

の
検

討
を

開
始

し
た

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
３３
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  
【

教
育

の
質

の
評

価
・

改

善
】
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
教

職
員

が
自

校
に

お
け

る
教

育
の

方
針

等
を

共
有

す
る

と
と

も
に

、
教

育
内

容
や

教
育

成
果

に
つ

い
て

定
期

的
に

評
価

・
検

証
を

行
い

改
善

す
る

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

構
築

し
、

教
育

の
質

の

評
価

・
改

善
を

行
う

組
織

的
な

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
取

組
を

強
化

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
２

）
教

育
の

実
施

体
制

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
の

質
の

評
価

・
改

善
 

【
3
-
1
0
】
④
【

令
和

元
（

2
0
1
9
）
年

度
ま

で
】
に

、
学

習

到
達

度
評

価
の

充
実

等
に

よ
り

、
教

員
の

授
業

改
善

の
取

組
を

強
化

す
る

と
と

も

に
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
（

科
目

関
連

図
）

の
改

善
を

図
る

。
 

 【
3
-
1
1
】

⑤
教

育
や

学
校

運
営

改
善

の
た

め
の

体
制

を

明
確

化
す

る
な

ど
、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度

の
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
に

向
け

た
取

組
を

着
実

に
実

施
す

る
。

 

 【
3
-
1
2
】
⑥

教
員

研
修

に
つ

い
て

、
新

任
研

修
、
昇

任
者

研
修

及
び

管
理

職
研

修
の

参
加

率

【
1
0
0
％

】
、

個
別

課
題

研
修

の
参

加
率

【
8
0
％

以
上

】
を

目
指

す
と

と
も

に
、
教

員

研
修

体
系

の
検

証
を

行
い

、
更

な
る

教
育

の
質

の
向

上
に

向
け

た
改

善
を

行
う

。
 

2
9  

【
3
-
1
0
】

学
習

到
達

度
に

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

を
導

入
し

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

項
目

に
追

加
す

る
と

と
も

に
、

「
育

成
す

る
人

材
像

」
「

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
」
「

樹
形

図
」
「

授
業

科
目

の
流

れ
図

」
を

整
備

し

た
。

 

【
3
-
1
2
】

新
任

研
修

、
昇

任
者

研
修

及
び

管
理

職
研

修
で

目
標

の
参

加
率

【
1
0
0
％

】
を

達
成

す
る

と
と

も
に

、
個

別
課

題
研

修
で

も
目

標
の

【
8
0
％

以
上

】
を

達
成

し
た

。
教

育
改

革
推

進
会

議
に

お
い

て
２

回

に
わ

た
り

「
F
D
の

検
証

と
充

実
」

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
教

員
は

、
学
生

に
よ

る
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
加

え
、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
の

導
入

に
よ

り
、

学
生

自
身

の
学

習
到

達
度

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

、

教
育

改
善

の
参

考
に

し
て

い
る

。
 

・
研

修
受

講
率

が
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
こ

と
を

評
価

す
る

。
今

後
は

研
修

内
容

の
点

検
と

履
修

効
果

の
確

認
、
フ

ォ
ロ

ー
強

化
に

つ
い

て
も

取
り

組
む

こ
と

を
望

む
。

 

3
0  

【
3
-
1
0
】

学
習

到
達

目
標

の
明

確
化

し
、

授
業

改
善

に
直

結
す

る
よ

う
作

成
要

領
を

整
備

し
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
改

訂
し

た
。

 

【
3
-
1
0
】

学
生

の
実

態
に

即
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

の
改

善
を

行
っ

た
。
 

【
3
-
1
2
】

新
任

研
修

、
昇

任
者

研
修

、
管

理
職

研
修

は
参

加
率

【
1
0
0
％

】
、

個

別
課

題
研

修
は

参
加

率
【

8
0
％

】
で

あ
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
学

生
の

学
習

到
達

度
を

明
確

化
し

、
教

員
自

身
の

自
己

評
価

と
学

生
に

よ
る

評
価

を
基

に
、

授
業

改
善

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

・
新

任
･
昇

任
･
管

理
職

研
修

へ
の

参
加

率
が

1
0
0
％

を
達

成
し

た
。

 

元  

【
3
-
1
1
】

機
関

別
認

証
評

価
を

受
審

し
、

評
価

基
準

を
満

た
し

て
い

る
と

い
う

評
価

結
果

を
得

た
。

 

【
3
-
1
2
】

新
任

研
修

、
昇

任
者

研
修

、
管

理
職

研
修

は
参

加
率

【
1
0
0
％

】
、

個

別
課

題
研

修
は

参
加

率
【

8
2
％

】
で

あ
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
大

学
改

革
支

援
・
学

位
授

与
機

構
の

認
証

評
価

を
受

け
、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
、

も
の

づ
く

り
教

育
、

国
際

対
応

を
育

む
教

育
及

び
高

い
就

職
率

・

進
学

率
に

つ
い

て
高

評
価

を
得

た
。

 

・
教

員
研

修
に

つ
い

て
、
新

任
研

修
、
昇

任
者

研
修

及
び

管
理

職
研

修
で

1
0
0
％

の
参

加
率

を
得

て
い

る
。

個
別

課
題

研
修

も
8
2
％

と
中

期
計

画
の

目
標

の

8
0
％

を
達

成
し

て
い

る
。

 

２  

【
3
-
1
1
】

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に
受

審
し

た
機

関
別

認
証

評
価

の
評

価
結

果

に
基

づ
き

、
学

生
の

課
外

活
動

を
支

援
す

る
顧

問
等

の
役

割
を

明
確

に
し

、
新

た
に

課
外

活
動

に
関

す
る

指
導

方
針

を
作

成
し

、
ク

ラ
ブ

活
動

指
導

員
を

導
入

す
る

な
ど

の
改

善
を

行
っ

た
。

 

【
3
-
1
2
】

新
任

研
修

、
昇

任
者

研
修

、
管

理
職

研
修

は
参

加
率

【
1
0
0
％

】
、

個

別
課

題
研

修
は

参
加

率
【

8
1
％

】
で

あ
っ

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
学

生
の

課
外

活
動

を
支

援
す

る
顧

問
等

の
役

割
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

ク
ラ

ブ
活

動
指

導
員

制
度

を
導

入
す

る
こ

と
で

、
教

員
の

負
担

軽
減

や
ク

ラ

ブ
運

営
、

技
術

指
導

等
の

質
的

向
上

を
図

っ
た

。
 

３ 

【
3
-
1
2
】

新
任

研
修

、
昇

任
者

研
修

、
管

理
職

研
修

、
個

別
課

題
研

修
の

い
ず

れ
も

参
加

率
【

1
0
0
％

】
で

あ
っ

た
。

 

  

    

Ⅲ　東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 242 －



第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
令

和
元

年
度

に
受

審
し

た
機

関
別

認
証

評
価

に
お

い
て

、「
技

術
職

員
の

教
育
・
技

能
の

資
質

向
上

へ
の

取
組

が
不

十
分

」
と

の
指

摘
が

あ
っ

た
。
当

該
指

摘
を

踏
ま

え
、
研

究
計

画
（

案
）
が

作
成

さ
れ

る
な

ど
、
対

応
は

進

ん
で

い
る

も
の

の
、

教
育

内
容

の
性

質
か

ら
考

え
て

、
こ

の
克

服
の

た
め

に
は

、
教

員
の

個
人

的
努

力
に

依
存

す
る

の
は

限
界

が
あ

る
た

め
、

組
織

的
に

研
修

機
関

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

検
討

・
充

実
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
1
0
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
の

質
の

評
価

・
改

善
 

④
【

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

ま
で

】
に

、
学

習
到

達
度

評
価

の
充

実
等

に
よ

り
、

教
員

の
授

業
改

善
の

取
組

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
（

科
目

関
連

図
）

の
改

善
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
達

成
済

み
）

 
 

 中
期
計
画
番
号
 

3
-
1
1

 
⑤

教
育

や
学

校
運

営
改

善
の

た
め

の
体

制
を

明
確

化
す

る
な

ど
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

の
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
に

向
け

た
取

組
を

着
実

に
実

施
す

る
。

 
自自

己己
評評

価価
  

――
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
1
2

 
⑥

教
員

研
修

に
つ

い
て

、
新

任
研

修
、

昇
任

者
研

修
及

び
管

理
職

研
修

の
参

加
率

【
1
0
0
％

】
、

個
別

課
題

研
修

の
参

加
率

【
8
0
％

以
上

】
を

目
指

す
と

と
も

に
、

教
員

研
修

体
系

の
検

証
を

行
い

、
更

な
る

教
育

の
質

の
向

上
に

向
け

た
改

善
を

行
う

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
教

員
研

修
を

着
実

に
実

施

す
る

と
と

も
に

、
教

員
の

教
育

力
向

上
に

向
け

研
修

内
容

に
つ

い
て

検
証

を
行

う
。

 

（
１

）
更

な
る

教
育

の
質

の
向

上
へ

向
け

た
教

員
研

修
の

取
組

 
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

任
研

修
､
昇

任
者

研
修

､
管

理
職

研
修

､
個

別
課

題
研

修
（

全
教

員
対

象
）

を
高

専
の

現
状

及
び

課
題

､
参

加
者

の
要

望
を

踏
ま

え
て

実
施

し
た

｡
 

・
新

任
研

修
と

し
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
学

生
理

解
、

模
擬

授
業

等
に

関
す

る
研

修
を

計
５

回
、

昇
任

者
研

修
と

し
て

、
リ

レ
ー

シ
ョ

ン
シ

ッ
プ

や
保

護
者

対
応

に

関
す

る
研

修
を

計
２

回
実

施
し

た
。

 

・
管

理
職

研
修

は
、

1
2
月

に
、

管
理

職
の

要
望

を
踏

ま
え

、
管

理
職

と
し

て
求

め
ら

れ
る

危
機

管
理

、
保

護
者

対
応

、
発

達
障

害
に

つ
い

て
の

研
修

を
実

施
し

た
。

 

・
個

別
課

題
研

修
と

し
て

、
常

勤
教

員
を

対
象

に
人

権
問

題
や

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

、
個

人
情

報
保

護
、

研
究

活
動

に
お

け
る

不
正

行
為

防
止

、
研

究
費

不
正

使
用

防
止

に

関
す

る
研

修
を

実
施

し
た

。
 

・
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
受

審
し

た
認

証
評

価
結

果
に

お
い

て
指

摘
を

受
け

た
技

術
職

員
に

対
す

る
教

育
等

に
関

し
て

、
外

部
機

関
を

活
用

し
た

研
修

や
O
J
T
を

ベ
ー

ス

に
し

た
研

修
と

し
、

外
部

講
師

を
招

き
、

安
全

管
理

に
関

す
る

分
野

で
具

体
的

事
例

を
踏

ま
え

た
研

修
を

実
施

し
た

。
 

・
各

研
修

で
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
､
研

修
内

容
等

の
検

証
を

行
っ

た
｡
 

・
技

術
職

員
を

対
象

と
し

た
外

部
研

修
や

O
J
T
研

修
の

実
施

を
検

討
し

た
｡
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
研

修
参

加
率

は
、

新
任

研
修

1
0
0
%
、

昇
任

者
研

修
1
0
0
%
、

管
理

職
研

修
1
0
0
%
、

個
別

課
題

研
修

1
0
0
%
で

あ
っ

た
。

 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

、
研

修
内

容
が

「
と

て
も

役
立

つ
」
「

役
立

つ
」

と
の

回
答

が
新

任
研

修
1
0
0
%
、

昇
任

者
研

修
8
3
%
、

管
理

職
研

修
1
0
0
%
と

な
っ

て
お

り
、

研
修

内
容

と
受

講
者

の
ニ

ー
ズ

が
合

致
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

の
教

育
や

学
校

運
営

に
有

益
な

情
報

を
提

供
で

き
た

。
 

  
 

 

【
図

表
3
-
1
2
-
1
　

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

　
研

修
実

績
一

覧
】

対
象

者
数

参
加

率

７
人

1
0
0
%

６
人

1
0
0
%

５
人

1
0
0
%

全
教

員
1
0
0
%

「
リ

レ
ー

シ
ョ

ン
」

「
保

護
者

対
応

」
な

ど

「
危

機
管

理
」

「
保

護
者

対
応

」
「

発
達

障
が

い
」

な
ど

主
な

研
修

内
容

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

研
修

」
「

学
生

理
解

」
「

模
擬

授
業

」
な

ど
新

任
研

修

昇
任

者
研

修

管
理

職
研

修

個
別

課
題

研
修

「
人

権
問

題
研

修
」

「
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
」

な
ど

 
  

 
 

【
図

表
3
-
1
2
-
2
　

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

　
研

修
後

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
】

（
単

位
：

％
）

8
0

5
0

2
0

0

0 0

新
任

研
修

昇
任

者
研

修

管
理

職
研

修

あ
ま

り
役

立
た

な
い

役
立

た
な

い

5
7

3
3

と
て

も
役

立
つ

4
3

0

役
立

つ

0

1
7
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
４４
  

学学
生生

へへ
のの

支支
援援

 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
全

て
の

学
生

が
、

課
外

活
動

も
含

め
て

安
心

し
て

充
実

し
た

学
生

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

適
切

な
経

済
的

支
援

を
行

う
な

ど
、

相
談

・
支

援
体

制
の

充
実

や
環

境
の

整
備

を
図

る
。

 

○
学

生
が

自
ら

の
将

来
に

対
す

る
目

的
意

識
を

持
ち

、
目

標
の

実
現

に
向

け
て

必
要

な
技

術
や

知
識

を
修

得
で

き
る

よ
う

、
体

系
的

な
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
を

き
め

細
か

く
行

う
。

 
 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
３

）
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た

め
の

措
置

 

◇
学

生
生

活
支

援
 

【
3
-
1
3
】

①
全

て
の

学
生

が
安

心
し

て
充

実
し

た
学

生

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

障
が

い
の

あ
る

学
生

に
対

す
る

支
援

、
課

外
活

動
へ

の
支

援
及

び
学

生
相

談
体

制
の

強
化

を
行

う
と

と
も

に
、

経
済

的
支

援
の

充
実

に
向

け
た

取
組

を
検

討
す

る
。

 

 ◇
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
 

【
3
-
1
4
】
②

進
路

支
援

体
制

を
充

実
さ

せ
る

た
め

、
学

生

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
よ

る
進

路
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
学

生
に

自
ら

の
将

来
に

対
す

る
目

的
意

識
を

持
た

せ
る

た
め

、
キ

ャ
リ

ア
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
活

用
し

て
、

体
系

的
な

キ
ャ

リ
ア

支
援

を
実

施
す

る
。

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
内

容
に

つ
い

て
は

、【
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
】
に

検
証

を
行

い
、

改
善

を
図

る
。

 

2
9  

【
3
-
1
3
】

提
案

公
募

方
式

に
よ

る
課

外
活

動
支

援
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

経
済

的
支

援
を

実
施

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
多

様
な

課
外

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、
提

案
公

募
方

式
に

よ
る

課
外

活
動

支

援
を

行
っ

て
い

る
。
学

生
に

課
外

活
動

で
の

積
極

的
な

取
組

が
見

ら
れ

、
学

生
同

士
の

技
術

力
の

研
鑽

な
ど

に
貢

献
し

て
い

る
。
学

生
の

能
力

向
上

に
加

え
、

学
校

の
P
R
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

。
 

・
経

済
的

に
困

窮
す

る
学

生
の

支
援

を
き

め
細

か
に

行
っ

て
い

る
点

を
評

価
す

る
。

 

3
0  

【
3
-
1
3
】

選
択

的
学

習
活

動
支

援
制

度
の

支
援

対
象

を
拡

大
し

た
。

 
【【

評評
定定

：：
２２
】】

  

・
学

生
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

課
外

活
動

を
経

済
的

に
支

援
す

る
こ

と
で

、
未

来
工

房
及

び
未

来
工

房
ジ

ュ
ニ

ア
へ

の
応

募
者

数
が

大
幅

に
増

加
す

る
な

ど
、
課

外
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
む

学
生

が
増

大
し

て
い

る
。

 

・
学

生
の

メ
ン

タ
ル

面
の

課
題

に
つ

い
て

、
多

面
的

に
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

る
。
ま

た
、
課

題
を

抱
え

る
学

生
に

は
、
関

係
者

が
連

携
を

取
り

な
が

ら
チ

ー
ム

で
対

応
す

る
な

ど
、

予
防

や
適

切
な

対
応

に
結

び
つ

け
て

い
る

。
 

・
相

談
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
、
相

談
・
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
を

充
実

さ
せ

る
な

ど
、

安
心

し
て

学
ぶ

こ
と

の
で

き
る

環
境

整
備

が
進

む
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

元  

【
3
-
1
3
】

課
外

活
動

に
対

す
る

支
援

に
よ

り
、

大
会

等
で

学
生

が
優

秀
な

成
績

を
収

め
た

。
 

【
3
-
1
3
】

障
害

の
あ

る
学

生
に

対
す

る
特

別
支

援
チ

ー
ム

を
設

置
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
課

外
活

動
経

費
を

一
部

助
成

す
る

未
来

工
房

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
申

請
件

数
が

増
加

し
て

お
り

、
ま

た
、
提

案
公

募
方

式
に

よ
る

課
外

活
動

支
援

を
受

け
た

学
生

が
大

会
等

で
活

躍
す

る
な

ど
、

課
外

活
動

が
活

性
化

し
て

い
る

。
 

・
学

生
の

就
職

率
・
進

学
率

は
非

常
に

高
く

、
キ

ャ
リ

ア
支

援
体

制
が

機
能

し

て
い

る
。

 

・
今

後
、
女

子
学

生
の

進
路

指
導

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

も
含

め
、
キ

ャ
リ

ア
支

援
体

制
の

更
な

る
強

化
を

期
待

す
る

。
 

２  

【
3
-
1
3
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
が

あ
る

な
か

、
課

外
活

動
に

対
す

る
支

援
を

行
っ

た
。

学
生

相
談

で
は

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
を

開
始

し
た

。
経

済
的

支
援

で
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
す

る
経

済
支

援
制

度
の

周
知

や
、

国
の

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

及
び

東
京

都
の

多
子

世
帯

支
援

制
度

の
申

込
を

開
始

し
た

。
 

【
3
-
1
4
】

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
内

容
に

つ
い

て
、
【

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年

度
】

に
検

証
を

行
っ

た
。

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

も
３

年
生

と
４

年
生

を
対

象
に

試
行

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

あ
っ

て
も

学
生

の
課

外
活

動
が

停
滞

す
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

適
切

な
支

援
を

行
っ

た
。
特

に
、
未

来
工

房
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
及

び
未

来
工

房

ジ
ュ

ニ
ア

は
、
令

和
元

年
度

と
比

較
し

て
、
申

請
件

数
が

大
幅

に
増

加
す

る

と
と

も
に

、
申

請
テ

ー
マ

も
高

度
化

す
る

な
ど

、
内

容
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

に
よ

る
学

生
相

談
体

制
を

整
備

し
、

学
生

の
状

況
に

応
じ

て
柔

軟
な

対
応

を
行

っ
た

。
ま

た
、
キ

ャ
リ

ア
支

援
に

つ
い

て
も

、
適

切
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
支

援
内

容
の

検
証
・
改

善
を

行

っ
た

。
 

・
経

済
的

支
援

の
拡

充
と

し
て

、
国

の
修

学
支

援
新

制
度

及
び

東
京

都
の

多
子

世
帯

支
援

制
度

を
新

た
に

実
施

し
た

。
 

・
ク

ラ
ブ

活
動

指
導

員
の

導
入

に
よ

り
、
教

員
の

負
担

軽
減

及
び

ク
ラ

ブ
運

営
、
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技
術

指
導

等
の

一
層

の
質

的
向

上
が

図
ら

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
令

和
２

年
度

は
、
令

和
元

年
度

と
比

較
し

て
、
学

生
相

談
件

数
が

増
加

し
て

お
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
た

学
生

の
心

身
の

不

調
等

に
対

し
て

、
相

談
対

応
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。
コ

ロ
ナ

禍
で

環
境

が
不

安
定

な
中

、
引

き
続

き
、
学

生
の

相
談

ニ
ー

ズ
に

柔
軟

に
対

応
し

た
取

組
の

推
進

を
期

待
す

る
。

 

３ 

【
3
-
1
3
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
が

あ
る

な
か

、
課

外
活

動
に

対
す

る
支

援
を

行
っ

た
。

学
生

相
談

が
し

や
す

い
環

境
を

整
え

、
電

話
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

相
談

を
含

め
相

談
件

数
は

前
年

度
よ

り
2
0
％

以
上

の
増

加
と

な
っ

た
。

ま
た

、
経

済
的

支
援

も
引

き
続

き
適

切
な

対
応

を
行

っ
た

。
 

【
3
-
1
4
】

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

活
用

に
よ

り
３

年
生

、
４

年
生

に
対

し
、

早
期

か
ら

学
生

自
ら

キ
ャ

リ
ア

に
つ

い
て

の
検

討
を

さ
せ

ら
れ

た
。

 

  

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
未

来
工

房
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

未
来

工
房

ジ
ュ

ニ
ア

等
の

充
実

し
た

支
援

制
度

に
よ

り
、

課
外

活
動

が
活

発
に

行
わ

れ
て

い
る

。
 

・
課

外
活

動
を

は
じ

め
と

し
た

学
生

へ
の

経
済

的
支

援
や

、
学

生
相

談
対

応
が

き
め

細
か

く
行

わ
れ

る
と

と
も

に
、

障
害

の
あ

る
学

生
に

対
す

る
支

援
も

的
確

に
な

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
充

実
し

た
キ

ャ
リ

ア
支

援
の

成
果

も

進
路

実
績

に
表

れ
て

い
る

。
 

・
学

生
の

多
様

な
自

発
的

課
外

活
動

を
支

援
す

る
取

組
は

、
着

実
に

成
果

が
上

が
っ

て
い

る
。

こ
う

し
た

形
で

学
生

の
知

的
好

奇
心

を
充

足
さ

せ
る

こ
と

は
、

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

一
助

と
な

る
た

め
、

引
き

続
き

力
強

い

支
援

を
行

っ
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
1
3
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
学

生
生

活
支

援
 

①
全

て
の

学
生

が
安

心
し

て
充

実
し

た
学

生
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
障

が
い

の
あ

る
学

生
に

対
す

る
支

援
、

課
外

活
動

へ
の

支
援

及
び

学
生

相
談

体
制

の
強

化
を

行
う

と

と
も

に
、

経
済

的
支

援
の

充
実

に
向

け
た

取
組

を
検

討
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

状
況

も
考

慮
し

な
が

ら
、

学
生

の
多

様
な

課
外

活
動

を
支

援
す

る
た

め
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
す

る
。

 

                           （
２

）
◆

【
継

続
】

電
話

や
オ

ン
ラ

イ
ン

に

よ
る

相
談

等
も

活
用

し
な

が
ら

、
専

門
的

な
援

助
を

必
要

と
す

る
学

生
及

び
新

規
学

生
の

相
談

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

。
 

 

（
１

）
多

様
な

課
外

活
動

の
支

援
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

生
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

課
外

活
動

経
費

の
一

部
を

助
成

す
る

未
来

工
房

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
全

学
年

対
象

）
及

び
未

来
工

房
ジ

ュ
ニ

ア
（

本
科

２
年

生
以

下
対

象
）

を
実

施

し
た

。
ま

た
そ

の
成

果
を

「
産

技
祭

（
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

）
」
「

高
専

祭
（

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
）
」

の
場

で
、

在
学

生
及

び
学

校
説

明
会

来
場

者
に

対
し

発
表

す
る

こ
と

が

で
き

た
。

 

・
各

大
学

・
高

専
の

課
外

活
動

の
活

性
化

や
知

名
度

・
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

に
資

す
る

活
動

に
つ

い
て

支
援

を
希

望
す

る
課

外
活

動
団

体
か

ら
提

案
を

受
け

、
そ

の
中

で
高

い

効
果

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
活

動
を

法
人

が
支

援
す

る
「

提
案

公
募

方
式

に
よ

る
課

外
活

動
支

援
制

度
」

に
よ

り
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
の

高
専

ロ
ボ

コ
ン

研
究

部
、

柔
道

部
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
の

人
力

飛
行

機
研

究
部

、
ロ

ボ
ッ

ト
研

究
同

好
会

が
支

援
を

受
け

た
。

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
３

月
か

ら
導

入
さ

れ
た

ク
ラ

ブ
活

動
指

導
員

制
度

に
よ

り
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
８

名
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
６

名
、

合
計

1
4
名

の
ク

ラ
ブ

活
動

指
導

員
を

採
用

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
未

来
工

房
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

は
1
6
件

の
申

請
（

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
６

件
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
1
0
件

）
が

あ
り

、
こ

の
う

ち
1
1
件

（
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

５
件

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

６
件

）
を

採
択

、
ま

た
未

来
工

房
ジ

ュ
ニ

ア
へ

は
申

請
の

あ
っ

た
９

件
（

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
７

件
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
２

件
）

す
べ

て
を

採
択

し
た

。
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

例
年

よ
り

周
知

時
期

を
早

め
募

集
期

間
を

延
長

す
る

こ
と

に
よ

り
、

申
請

件
数

を
前

年
度

５
件

（
未

来
工

房
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
４

件
、

未
来

工
房

ジ
ュ

ニ
ア

１
件

）
か

ら
2
.
4
倍

の
1
2
件

に
大

幅
に

増
や

す
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

は
、
「

産
技

祭
」

に
お

い
て

発
表

会
を

、
ま

た
「

産
技

祭
」

･
「

高
専

祭
」

に
お

い
て

ポ
ス

タ
ー

発
表

を
行

い
、

在
校

生
だ

け
で

は
な

く
、

同
日

開

催
し

て
い

た
学

校
説

明
会

の
参

加
者

に
対

し
て

周
知

、
ア

ピ
ー

ル
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
成

果
を

発
表

す
る

機
会

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

学
習

し
た

知
識

や
修

得
し

た
技

能
・

技
術

を
ま

と
め

、
発

表
す

る
力

を
養

う
こ

と
に

も
つ

な
が

っ
た

。
 

・
提

案
公

募
方

式
に

よ
る

課
外

活
動

支
援

を
受

け
た

各
団

体
が

そ
れ

ぞ
れ

以
下

の
成

果
を

上
げ

、
高

専
の

知
名

度
・

ブ
ラ

ン
ド

力
向

上
に

貢
献

し
た

。
 

団
体

名
キ

ャ
ン

パ
ス

活
動

の
成

果

高
専
ロ

ボ
コ

ン
部

品
川

分
散

登
校

等
の

制
限

の
中

､
２

チ
ー

ム
が

｢
ア

イ
デ

ア
対

決
･
全

国
高

等
専

門
学

校
ロ

ボ
ッ

ト
コ

ン
テ

ス
ト

2
0
2
1
 
関

東
甲

信
越

地
区

大
会

｣
に

出
場

し
､
１

チ
ー

ム
が

特
別

賞
を

受
賞

し
た

柔
道
部

品
川

団
体

戦
､
個

人
戦

と
も

｢
全

国
高

等
専

門
学

校
体

育
大

会
柔

道
競

技
｣
へ

の
出

場
を

果
た

し
た

人
力
飛

行
機

研
究

部
荒

川
出

場
チ

ー
ム

を
絞

り
込

む
厳

し
い

書
類

選
考

を
通

過
し

､
｢
第

4
4
回

鳥
人

間
コ

ン
テ

ス
ト

2
0
2
1
｣
に

出
場

､
大

学
生

や
社

会
人

が
多

く
出

場
す

る
中

1
2
チ
ー

ム
中

５
位

と
い

う
成

績
を

収
め

た

ロ
ボ
ッ
ト

研
究

同
好

会
荒

川
分

散
登

校
等

の
制

限
の

中
､
２

チ
ー

ム
が
｢
ア

イ
デ

ア
対

決
･
全

国
高

等
専

門
学

校
ロ

ボ
ッ

ト
コ

ン
テ

ス
ト

2
0
2
1
 
関

東
甲

信
越

地
区

大
会

｣
に

出
場

し
､
１

チ
ー

ム
が

特
別

賞
を

受
賞

し
た

【
図
表

3
-
1
3
-
1
　

提
案

公
募

方
式

に
よ

る
課

外
活

動
支

援
の

成
果

】

 
 ・

ク
ラ

ブ
活

動
指

導
員

の
採

用
に

よ
り

、
顧

問
の

役
割

の
明

確
化

と
部

活
動

の
指

導
体

制
の

充
実

化
を

図
っ

た
。

ク
ラ

ブ
活

動
指

導
員

を
導

入
し

た
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
運

動
系

ク
ラ

ブ
は

、
全

国
高

専
体

育
大

会
へ

の
出

場
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

た
。

 

 （
２

）
学

生
相

談
体

制
の

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
本

科
１

年
生

～
４

年
生

を
対

象
に

心
理

テ
ス

ト
を

実
施

し
、

学
生

の
状

況
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
学

級
担

任
に

対
し

、
専

門
家

に
よ

る
心

理
テ

ス
ト

結
果

の
見

方
・

活

用
の

仕
方

に
つ

い
て

の
説

明
会

を
開

催
し

た
。

 
 

・
S
N
S
や

ゲ
ー

ム
ア

プ
リ

等
の

利
用

に
つ

い
て

学
生

の
過

剰
使

用
が

散
見

さ
れ

、
ス

マ
ホ

依
存

と
思

わ
れ

る
学

生
も

見
受

け
ら

れ
た

こ
と

か
ら

本
科

１
～

３
年

生
に

対
し

、

学
生

相
談

室
に

よ
る

「
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

依
存

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
」

を
W
e
b
ブ

ラ
ウ

ザ
で

実
施

、
約

9
0
％

の
回

答
を

得
た

。
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                       （
３

）
◆

【
継

続
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

状
況

も
踏

ま
え

、
経

済
的

困
窮

学
生

が
充

実
し

た
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
支

援
制

度
の

周
知

を
行

う
と

と
も

に
、

経
済

的
支

援
の

拡
充

を
検

討
す

る
等

、
適

切
に

実
施

す
る

。
ま

た
、

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

の
対

象
校

と
し

て
、

対
象

学
生

に
対

し
て

授
業

料
等

の
減

免
を

、
多

子
世

帯
を

対
象

と
し

た
授

業
料

支
援

を
行

う
。

 

 

・
週

３
日

の
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

相
談

日
を

設
け

、
相

談
受

入
れ

の
体

制
を

維
持

し
た

。
ま

た
、

学
生

相
談

体
制

の
強

化
の

た
め

、
相

談
員

や
看

護
師

、
学

級
担

任
、

キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
が

連
携

し
て

対
応

し
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
学

校
が

分
散

登
校

に
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
電

話
相

談
に

加
え

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
用

い
た

相
談

、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
実

施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
心

理
テ

ス
ト

結
果

に
よ

り
、

個
々

の
学

生
の

精
神

状
態

や
ク

ラ
ス

全
体

の
状

況
を

教
員

が
把

握
す

る
こ

と
で

、
適

切
な

ク
ラ

ス
運

営
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
「

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
依

存
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

き
っ

か
け

に
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
使

用
時

間
を

減
ら

す
学

生
が

い
た

こ
と

、
ま

た
学

生
の

使
用

実
態

を
あ

る
程

度

正
確

に
つ

か
め

た
こ

と
等

、
調

査
は

意
義

の
あ

る
も

の
で

あ
っ

た
。

回
答

を
数

値
化

し
た

結
果

に
よ

り
「

依
存

度
が

非
常

に
高

い
」

と
考

え
ら

れ
る

学
生

（
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

1
1
名

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

1
2
名

）
に

対
し

、
担

任
を

通
じ

て
学

生
相

談
室

に
よ

る
個

別
面

談
を

実
施

し
た

。
 

・
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

相
談

で
き

る
環

境
や

、
学

校
全

体
で

の
連

携
体

制
を

維
持

し
た

こ
と

に
よ

り
、

学
生

の
多

様
な

相
談

内
容

に
も

適
切

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
両

キ
ャ

ン
パ

ス
と

も
、

一
昨

年
、

昨
年

と
相

談
件

数
が

大
き

く
増

加
し

て
い

る
の

は
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

学
生

の
心

理
的

な
不

安
要

素
の

増
大

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と

思
わ

れ
る

が
（

図
表

3
-
1
3
-
2
）
、

対
面

以
外

の
相

談
環

境
を

整
え

る
こ

と
で

、
学

生
の

状
況

に
応

じ
て

柔
軟

な
対

応
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
対

面
以

外
の

相
談

件
数

実
績

は
、

電
話

相
談

2
7
件

（
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

1
3
件

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

1
4
件

）
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

相
談

8
6
件

（
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

1
4

件
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
7
2
件

）
で

あ
り

、
昨

年
に

比
べ

大
幅

増
と

な
り

、
対

面
以

外
の

相
談

の
必

要
性

が
多

分
に

認
め

ら
れ

た
。

 

 
  
 

【
図

表
3
-
1
3
-
2
　

学
生

相
談

件
数

(
延

べ
件

数
)
】

（
単

位
：

件
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

3
5
1

3
7
9

3
7
0

3
3
5

3
5
1
(
 
6
)

3
9
6
(
2
7
)

2
0
1

1
9
1

1
7
9

1
2
2

1
5
0
(
 
4
)

2
1
5
(
8
6
)

5
5
2

5
7
0

5
4
9

4
5
7

5
0
1
(
1
0
)

6
1
1
(
1
1
3
)

合
計

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

(
 
 
 
 
)
内

は
対

面
以

外
の

相
談

件
数

で
内

数
 

 （
３

）
経

済
的

支
援

の
拡

充
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
授

業
料

減
免

及
び

入
学

料
減

免
を

実
施

し
た

。
 

・
国

の
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
及

び
東

京
都

の
多

子
世

帯
支

援
制

度
へ

の
申

請
受

付
を

実
施

し
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
す

る
４

種
類

の
経

済
支

援
制

度
の

周
知

を
行

っ
た

。
 

・
学

生
に

対
し

て
奨

学
金

等
に

関
す

る
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

 

・
選

択
的

学
習

活
動

支
援

制
度

・
授

業
料

軽
減

制
度

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
授

業
料

減
免

に
つ

い
て

は
９

月
ま

で
1
2
9
人

（
全

額
免

除
5
4
人

、
減

額
7
5
人

）
、

1
0
月

か
ら

1
3
0
人

（
全

額
免

除
4
8
人

、
減

額
8
2
人

）
に

実
施

し
た

。
 

・
授

業
料

軽
減

制
度

認
定

者
は

４
月

か
ら

６
月

分
（

前
年

度
課

税
証

明
書

適
用

）
が

2
3
1
人

、
７

月
か

ら
３

月
分

（
当

該
年

度
課

税
証

明
書

適
用

）
が

2
1
4
人

と
な

っ
た

。
 

・
修

学
支

援
新

制
度

の
う

ち
授

業
料

減
免

に
つ

い
て

は
、

９
月

ま
で

は
6
5
人

（
全

額
免

除
3
8
人

、
2
/
3
減

額
1
8
人

、
1
/
3
減

額
９

人
）
、

1
0
月

か
ら

は
7
0
人

（
全

額
免

除
4
4
人

、
2
/
3
減

額
2
0
人

、
1
/
3
減

額
６

人
）

に
実

施
し

た
。

ま
た

、
修

学
支

援
新

制
度

の
う

ち
、

入
学

料
減

免
は

６
人

（
全

額
免

除
４

人
、

2
/
3
減

額
１

人
、

1
/
3
減

額
１

人
）

に
実

施
し

た
。

 

・
多

子
世

帯
支

援
制

度
は

5
5
人

が
制

度
を

利
用

し
て

い
る

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
す

る
経

済
支

援
制

度
は

6
9
人

の
申

込
が

あ
り

6
9
人

全
員

が
認

定
さ

れ
た

。
 

・
学

生
に

対
し

て
、

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

で
の

連
絡

､
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

G
o
o
g
l
e
 
C
l
a
s
s
r
o
o
m
、

校
内

掲
示

板
を

利
用

し
た

、
奨

学
金

等
に

関
す

る
情

報
発

信
を

1
9
件

行
っ

た
。

 

・
そ

の
他

、
学

生
へ

の
奨

学
金

等
に

関
し

て
は

、
８

人
の

申
込

が
あ

り
８

人
が

認
定

さ
れ

た
。

 

・
選

択
的

学
習

活
動

支
援

制
度

の
認

定
者

（
制

度
利

用
の

有
資

格
者

）
1
3
2
人

の
う

ち
、

T
O
E
I
C
受

験
料

補
助

対
象

者
は

6
5
人

、
技

能
検

定
３

級
（

機
械

加
工

（
普

通
旋

盤

作
業

）
）

補
助

対
象

３
人

、
第

二
種

電
気

工
事

士
試

験
補

助
対

象
者

３
人

、
電

気
主

任
技

術
者

試
験

第
３

種
補

助
対

象
者

２
人

と
な

っ
た

。
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※
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
：

国
の

制
度

で
日

本
学

生
支

援
機

構
給

付
奨

学
金

と
同

じ
対

象
者

要
件

で
、

本
科

第
４

～
５

学
年

と
専

攻
科

第
１

～
２

学
年

で
、

世
帯

収
入

、
資

産
及

び
学

業
成

績
基

準
を

満
た

し
た

学
生

に
、

給
付

奨
学

金
の

支
給

に
加

え
て

授
業

料
を

減
免

す
る

制
度

。
 

※
多

子
世

帯
支

援
制

度
：

東
京

都
の

制
度

で
本

科
の

第
１

～
３

学
年

ま
で

の
都

内
在

住
者

で
、

保
護

者
が

2
3
歳

未
満

の
子

を
３

人
以

上
扶

養
し

て
お

り
、

か
つ

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

を
受

給
し

て
い

な
い

世
帯

を
対

象
に

、
授

業
料

の
一

部
を

支
給

す
る

制
度

。
 

※
選

択
的

学
習

活
動

支
援

制
度

：
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
の

１
～

３
学

年
に

在
学

す
る

都
内

在
住

の
学

生
を

対
象

に
、

家
庭

の
経

済
状

況
が

教
育

の
格

差
に

つ
な

が
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

保
護

者
等

の
収

入
の

状
況

に
応

じ
て

、
選

択
的

学
習

活
動

（
各

種
資

格
試

験
、

検
定

試
験

等
）

に
か

か
る

経
費

の
支

援
。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
1
4

 
◇

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

 

②
進

路
支

援
体

制
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

学
生

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
よ

る
進

路
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
学

生
に

自
ら

の
将

来
に

対
す

る
目

的
意

識
を

持
た

せ
る

た
め

、

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
て

、
体

系
的

な
キ

ャ
リ

ア
支

援
を

実
施

す
る

。
キ

ャ
リ

ア
支

援
の

取
組

内
容

に
つ

い
て

は
、
【

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

】
に

検
証

を
行

い
、

改

善
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

状
況

に
応

じ
て

キ
ャ

リ
ア

支
援

講
座

等
の

実
施

方
法

を
見

直
し

な
が

ら
、

体
系

化
し

た
キ

ャ
リ

ア
支

援
を

着
実

に
実

施
す

る
。

 

                                  

（
１

）
体

系
化

し
た

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
４

年
生

を
中

心
に

、
社

会
人

マ
ナ

ー
や

自
己

分
析

等
の

進
路

選
択

を
支

援
す

る
キ

ャ
リ

ア
支

援
講

座
を

実
施

し
た

。
 

・
３

年
生

で
予

定
し

て
い

た
「

カ
タ

リ
場

（
主

に
1
5
～

1
8
歳

を
対

象
に

し
た

、
N
P
O
法

人
カ

タ
リ

バ
に

よ
る

キ
ャ

リ
ア

学
習

を
支

援
す

る
、

出
張

授
業

）
」

は
中

止
と

な
っ

た
が

、
同

学
年

に
対

し
て

は
、

前
年

度
実

施
で

き
な

か
っ

た
校

長
講

話
や

、
企

業
か

ら
現

役
エ

ン
ジ

ニ
ア

を
講

師
と

し
て

招
い

た
講

演
を

開
催

し
、

次
世

代
エ

ン
ジ

ニ
ア

と
し

て
の

支
援

事
業

（
意

識
付

け
）

が
実

施
で

き
た

。
 

・
高

専
専

属
の

キ
ャ

リ
ア

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

を
配

置
す

る
こ

と
と

な
っ

て
２

年
目

で
あ

り
、

高
専

及
び

高
専

学
生

の
特

性
を

理
解

し
た

上
で

の
キ

ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を

行
え

た
。

 

・
３

、
４

年
生

に
対

し
、

こ
れ

ま
で

よ
り

早
い

時
期

に
キ

ャ
リ

ア
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
配

布
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
進

路
指

導
の

場
に

お
い

て
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
は

大
き

い
が

、
対

策
ノ

ウ
ハ

ウ
が

校
内

で
蓄

積
さ

れ
た

こ
と

で
影

響
を

最
小

限
に

抑
え

、
例

年
並

み
の

キ
ャ

リ

ア
支

援
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
本

科
生

・
専

攻
科

生
と

も
(
図

表
3
-
1
4
-
1
～

3
-
1
3
-
4
)
の

と
お

り
、

高
い

進
路

決
定

率
と

な
っ

た
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

が
少

な
か

っ
た

６
月

～
７

月
に

校
長

講
話

、
1
2
月

に
自

動
車

メ
ー

カ
ー

の
現

役
エ

ン
ジ

ニ
ア

に
よ

る
「

次
世

代
エ

ン
ジ

ニ
ア

支
援

事
業

」
の

講
演

を
開

催
し

た
。

学
生

か
ら

は
、

将
来

像
を

具
体

的
に

イ
メ

ー
ジ

す
る

こ
と

が
で

き
た

と
の

声
が

多
く

聞
か

れ
た

。
 

・
キ

ャ
リ

ア
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
夏

休
み

前
に

配
布

で
き

た
こ

と
で

、
長

期
休

み
の

間
に

学
生

が
自

分
自

身
を

見
つ

め
、

将
来

を
深

く
考

え
る

時
間

を
と

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
 

【
図

表
3
-
1
4
-
1
　

本
科

生
の

進
路

状
況

（
各

年
度

卒
業

生
）

】
(
単

位
：

人
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

進
学

者
数

1
1
1

9
4

9
0

9
7

1
2
4

1
1
2

就
職

者
数

1
4
4

1
7
3

1
6
7

1
6
9

1
5
4

1
3
9

そ
の

他
1
1

6
9

5
1
2

1
5

卒
業

者
数

2
6
6

2
7
3

2
6
6

2
7
1

2
9
0

2
6
6

※
各

年
度

翌
年

度
５

月
１

日
時

点
 

 

 
 

【
図

表
3
-
1
4
-
2
　

専
攻

科
生

の
進

路
状

況
（

各
年

度
修

了
生

）
】

（
単

位
：

人
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

進
学

者
数

1
1

2
0

1
6

1
1

1
6

2
0

就
職

者
数

1
0

1
2

1
2

1
9

9
1
3

そ
の

他
0

1
1

3
5

1
修

了
者

数
2
1

3
3

2
9

3
3

3
0

3
4

※
各

年
度

翌
年

度
５

月
１

日
時

点
 

 

 
 

【
図

表
3
-
1
4
-
3
　

本
科

か
ら

専
攻

科
へ

の
進

学
者

数
(
各

年
度

卒
業

生
)
】

（
単

位
：

人
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

進
学

者
数

3
4

3
2

3
1

3
6

3
7

4
1
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                  （
２

）
【

拡
充

】
３

年
生

と
４

年
生

に
対

し

て
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
試

行

し
た

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
た

キ
ャ

リ
ア

支
援

を
本

格
実

施
す

る
。

 
 

 
 

【
図

表
3
-
1
4
-
4
　

キ
ャ

リ
ア

支
援

講
座

等
　

参
加

者
】

（
単

位
：

人
）

対
象

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

３
年

生
1
5
5

1
6
7

1
4
9

1
6
6

1
7
4

３
年

生
3
1
7

3
2
1

3
0
8

中
止

中
止

女
子
学
生

全
学
年

2
3

3
6

4
0

5
5

3
0

４
年

生
2
5
8

2
8
4

2
7
2

2
9
1

2
9
5

４
年

生
2
6
7

2
8
4

2
8
8

2
1
2

2
9
5

４
年

生
2
6
7

2
3
6

2
4
8

2
1
2

2
9
5

４
年

生
2
6
2

2
7
9

2
6
9

2
1
2

2
9
5

カ
タ

リ
場

高
専
女
子
キ
ャ
リ
ア
＆
ラ
イ
フ

社
会

人
マ

ナ
ー

面
接

対
策

進
路

の
考

え
方

自
己

分
析

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

対
策

 
  （

２
）

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
た

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
試

行
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
進

路
決

定
を

控
え

た
本

科
３

、
４

年
生

を
対

象
に

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

配
布

し
、

自
分

の
将

来
像

を
イ

メ
ー

ジ
さ

せ
る

き
っ

か
け

を
与

え
た

。
 

・
４

年
生

に
つ

い
て

は
、

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

用
い

、
就

職
先

や
進

学
先

の
希

望
を

絞
り

込
ま

せ
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

に
提

出
さ

せ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
３

年
生

に
つ

い
て

は
、

学
生

が
自

分
自

身
を

見
つ

め
、

将
来

像
を

イ
メ

ー
ジ

す
る

こ
と

に
役

立
っ

た
。

 

・
４

年
生

に
つ

い
て

は
、

次
年

度
の

就
職

先
や

進
学

先
の

指
導

に
直

結
す

る
た

め
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
き

め
細

や
か

な
指

導
に

役
立

っ
た

。
 

・
キ

ャ
リ

ア
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
よ

り
、

一
部

の
学

生
が

具
体

的
な

将
来

像
を

描
け

な
い

と
い

う
状

況
が

学
級

担
任

や
就

職
支

援
セ

ン
タ

ー
に

明
確

に
伝

わ
っ

た
こ

と
で

、

各
々

に
寄

り
添

っ
た

進
路

指
導

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
５５
  

入入
学学

者者
選選

抜抜
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

○
育

成
す

る
人

材
像

を
明

確
に

し
、

教
育

内
容

と
合

わ
せ

て
広

く
社

会
に

発
信

す
る

と
と

も
に

、
志

願
者

の
動

向
や

社
会

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
て

入
学

者
選

抜
の

見
直

し
や

改
善

を
図

る
。

 
 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
４

）
入

学
者

選
抜

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め

の
措

置
 

◇
多

様
な

学
生

の
確

保
 

【
3
-
1
5
】

①
も

の
づ

く
り

に
意

欲
的

に
取

り
組

む
多

様

な
学

生
を

受
け

入
れ

る
た

め
、

地
元

自
治

体
と

連
携

し
た

特
別

推
薦

入
試

制
度

に
つ

い
て

、【
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
ま

で
】
に

募
集

人
員

を
【

４
人

】
に

増
大

す
る

な
ど

、

入
学

者
選

抜
の

見
直

し
を

図
る

。
 

 【
3
-
1
6
】

②
女

子
学

生
の

志
願

者
確

保
に

向
け

た
取

組

を
推

進
す

る
。

 

 ◇
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
定

め
た

戦
略

的
な

広
報

活
動

 

【
3
-
1
7
】
③

意
欲

あ
る

志
願

者
を

確
保

す
る
た

め
、
塾

へ

の
広

報
等

有
効

な
活

動
へ

の
集

中
化

を
図

る
な

ど
、

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
実

施
す

る
。

 

2
9  

【
3
-
1
5
】

品
川

区
立

八
潮

学
園

及
び

品
川

区
と

次
期

特
別

推
薦

制
度

の
概

要
を

協
議

し
合

意
に

至
っ

た
。

ま
た

、
荒

川
区

と
特

別
推

薦
枠

の
新

設
に

向
け

た
協

議
を

開
始

し
た

。
 

【
3
-
1
7
】
「

高
専

広
報

戦
略

」
を

策
定

し
、

そ
れ

に
基

づ
く

広
報

活
動

を
実

施

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
受

検
生

確
保

に
向

け
て

、
特

別
推

薦
入

試
制

度
を

拡
充

し
、
品

川
区

、
荒

川

区
と

特
別

推
薦

枠
の

協
議

が
進

ん
だ

点
が

評
価

で
き

る
。

 

・
女

子
学

生
の

志
願

者
増

へ
の

取
組

や
広

報
戦

略
を

評
価

す
る

。
引

き
続

き
、

広
報

の
充

実
を

図
る

こ
と

で
、
志

願
者

数
や

入
学

者
数

を
安

定
し

て
確

保
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

3
0  

【
3
-
1
5
】

品
川

区
、

荒
川

区
と

【
令

和
４

年
度

】
か

ら
の

特
別

推
薦

入
試

の
実

施
に

向
け

て
基

本
合

意
し

た
。

 

【
3
-
1
7
】

新
た

に
i
n
s
t
a
g
r
a
m
を

開
設

し
、

若
年

層
を

対
象

に
視

覚
的

な
広

報

に
取

り
組

ん
だ

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
各

地
元

教
育

委
員

会
を

通
し

て
、
特

別
推

薦
入

試
制

度
の

拡
充

に
向

け
た

取

組
が

順
調

に
進

ん
で

い
る

。
 

・
女

子
学

生
確

保
に

向
け

て
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
女

子
学

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

の
掲

載
、
学

校
見

学
会

や
説

明
会

で
の

女
子

学
生

向
け

ブ
ー

ス
の

開
設

等
を

行
っ

た
。

 

・
引

き
続

き
女

子
学

生
向

け
の

広
報

を
充

実
さ

せ
て

、
志

願
者

確
保

に
つ

な
が

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
3
-
1
5
】

品
川

区
と

【
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

】
か

ら
の

特
別

推
薦

入
試

制
度

の
拡

大
実

施
を

正
式

に
決

定
し

た
。

 

【
3
-
1
6
】

積
極

的
な

広
報

に
よ

り
、

女
子

学
生

の
志

願
者

数
が

平
成

1
8

（
2
0
0
6
）

年
度

の
開

校
以

来
最

高
の

8
2
人

と
な

っ
た

。
 

【
3
-
1
7
】

第
三

期
中

期
計

画
後

半
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

令
和

４

（
2
0
2
2
）

年
度

ま
で

）
の

「
高

専
広

報
戦

略
」

を
策

定
し

た
。

 

【
3
-
1
7
】

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

、
受

検
生

に
有

益
な

情
報

を
取

得
し

や
す

い
デ

ザ
イ

ン
に

刷
新

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
入

学
志

願
者

は
、

推
薦

入
試

、
一

般
入

試
共

に
例

年
よ

り
増

加
し

て
お

り
、

積
極

的
な

広
報

活
動

の
成

果
が

表
わ

れ
て

い
る

。
 

・
女

子
学

生
確

保
に

向
け

た
様

々
な

取
組

が
推

進
さ

れ
て

お
り

、
女

子
在

学
生

自
身

に
よ

る
学

生
生

活
紹

介
や

相
談

会
な

ど
、
学

生
主

体
の

取
組

が
行

わ
れ

て
い

る
。
一

般
入

試
に

お
い

て
、
女

子
の

志
願

者
数

、
入

学
者

数
と

も
拡

大

し
、

志
願

者
数

に
つ

い
て

は
、

開
校

以
来

、
最

多
の

人
数

を
確

保
で

き
た

。
 

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
応

じ
た

戦
略

的
な

広
報

活
動

と
し

て
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
す

る
と

と
も

に
、
志

願
者

が
ア

ク
セ

ス
し

や
す

い
S
N
S
で

積
極

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

。
 

２  

【
3
-
1
5
】

荒
川

区
と

【
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

】
か

ら
の

特
別

推
薦

入
試

制
度

の
募

集
人

員
を

２
名

と
す

る
こ

と
が

正
式

に
決

定
し

、
品

川
区

と
合

わ
せ

て
募

集
人

員
が

【
４

人
】

と
な

っ
た

。
 

【
3
-
1
6
】

合
格

者
全

体
に

お
け

る
女

子
合

格
者

の
割

合
は

1
4
.
4
％

と
な

り
、

合
格

者
数

は
過

去
最

高
の

5
2
人

と
な

っ
た

 

【
3
-
1
7
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

広
報

活
動

が
制

限
さ

れ
る

中
、

受
検

生
が

高
専

を
知

る
機

会
を

増
や

す
た

め
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
特

設
の

「
受

検
生

応
援

サ
イ

ト
」

を
開

設
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
特

別
推

薦
入

試
制

度
に

つ
い

て
、
令

和
４

年
度

入
試

か
ら

、
品

川
区

及
び

荒

川
区

を
合

わ
せ

て
計

４
名

の
募

集
人

員
と

す
る

こ
と

が
決

ま
っ

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
で

広
報

活
動

の
実

施
に

当
た

り
支

障
が

あ
っ

た
に

も
か

か
わ

ら

ず
、
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
け

る
女

子
学

生
向

け
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

実
等

の
取

組
に

よ
り

、
令

和
３

年
度

入
学

者
選

抜
に

お
い

て
、
合

格
者

全
体

に
お

け
る

女
子

合
格

者
の

割
合

は
1
4
.
4
％

と
な

り
、
合

格
者

数
は

過
去

最
高

の
5
2

人
と

な
っ

た
。

 

・
令

和
３

年
度

入
学

者
選

抜
（

学
力

検
査

に
基

づ
く

選
抜

）
に

お
い

て
、
志

願

者
数

が
令

和
２

年
度

と
比

べ
て

大
き

く
減

少
し

、
志

願
倍

率
が

２
倍

を
下

回

る
結

果
と

な
っ

た
。

回
復

に
向

け
た

取
組

が
望

ま
れ

る
。
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３ 

【
3
-
1
5
】

品
川

区
、

荒
川

区
と

の
協

定
に

よ
り

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
お

い
て

品
川

区
２

名
（

八
潮

学
園

１
名

、
品

川
区

１
名

）
と

荒
川

区
２

名
の

特
別

推
薦

入
試

に
よ

る
受

入
が

決
定

し
た

。
 

【
3
-
1
6
】

入
学

者
全

体
（

3
2
7
名

）
中

、
女

子
学

生
は

4
2
名

（
1
2
.
8
％

）
で

あ
っ

た
。

 

【
3
-
1
7
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

広
報

活
動

が
制

限
さ

れ
る

中
、

ウ
ェ

ブ
や

S
N
S

に
よ

り
高

専
が

受
検

生
の

目
に

触
れ

る
機

会
を

増
や

し
た

。
昨

年
開

設
し

て
好

評
だ

っ
た

「
受

検
生

応
援

サ
イ

ト
」

を
強

化
し

た
。

 

  

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
特

別
推

薦
入

試
制

度
に

つ
い

て
、

品
川

区
及

び
荒

川
区

と
協

定
を

締
結

し
、

令
和

４
年

度
入

試
ま

で
に

募
集

人
員

を
４

人
に

増
大

す
る

目
標

を
達

成
し

て
い

る
。

 

・
女

子
学

生
の

確
保

に
向

け
て

、
イ

ベ
ン

ト
で

の
情

報
発

信
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

け
る

コ
ン

テ
ン

ツ
の

見
直

し
等

を
継

続
し

て
行

い
、

女
子

学
生

数
が

着
実

に
増

加
し

て
い

る
。

 

・
今

後
、

品
川

区
及

び
荒

川
区

と
の

特
別

推
薦

入
試

制
度

が
順

調
に

実
施

さ
れ

る
と

と
も

に
、

よ
り

地
域

に
愛

さ
れ

る
学

校
と

し
て

、
存

在
感

が
高

ま
っ

て
い

く
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

・
継

続
的

な
取

組
が

結
実

し
、

女
子

の
志

願
者

数
・

合
格

者
数

の
み

な
ら

ず
、

女
子

の
入

学
者

数
も

着
実

に
伸

び
て

き
て

い
る

。
今

後
も

入
学

者
数

を
増

加
さ

せ
ら

れ
る

よ
う

、
女

子
学

生
が

学
修

し
や

す
い

環
境

の
整

備
と

女

子
学

生
確

保
に

向
け

た
取

組
が

一
層

充
実

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
1
5
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
多

様
な

学
生

の
確

保
 

①
も

の
づ

く
り

に
意

欲
的

に
取

り
組

む
多

様
な

学
生

を
受

け
入

れ
る

た
め

、
地

元
自

治
体

と
連

携
し

た
特

別
推

薦
入

試
制

度
に

つ
い

て
、
【

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

ま
で

】
に

募
集

人
員

を
【

４
人

】
に

増
大

す
る

な
ど

、
入

学
者

選
抜

の
見

直
し

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
品

川
区

教
育

委
員

会
及

び

荒
川

区
教

育
委

員
会

と
締

結
し

た
特

別
推

薦
制

度
に

関
す

る
協

定
書

に
基

づ
き

、
中

学
生

や
保

護
者

に
向

け
た

制
度

の
周

知
や

中
学

２
年

生
を

対
象

と
す

る
ス

ク
ー

リ
ン

グ
を

行
い

、
募

集
人

員
を

４
人

に
増

大
し

て
初

め
て

の
特

別
推

薦
入

試
を

実
施

す
る

。
 

（
１

）
特

別
推

薦
入

試
制

度
の

実
施

に
向

け
た

取
組

【
特

記
事

項
Ⅲ

-
３

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
品

川
区

、
荒

川
区

と
の

協
定

に
基

づ
き

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

特
別

推
薦

入
試

に
お

い
て

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

２
名

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

２
名

、
合

計
４

名
の

優
秀

な

学
生

の
受

入
れ

を
決

定
し

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
向

け
た

ス
ク

ー
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

入
試

を
目

指
す

中
学

２
年

生
に

対
す

る
説

明
会

を
実

施
し

た
。
 

・
品

川
区

、
荒

川
区

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

両
区

の
中

学
生

や
保

護
者

に
対

す
る

高
専

へ
の

認
知

度
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 中
期
計
画
番
号
 

3
-
1
6

 
②

女
子

学
生

の
志

願
者

確
保

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

 
自自

己己
評評

価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
女

子
学

生
の

確
保

に
向

け

て
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
学

校
説

明
会

等
の

イ
ベ

ン
ト

で
の

情
報

発
信

を
充

実
さ

せ
る

。
 

（
１

）
女

子
学

生
確

保
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
女

子
在

校
生

３
名

（
本

科
１

年
生

１
名

、
本

科
５

年
生

情
報

通
信

工
学

コ
ー

ス
１

名
、

本
科

５
年

生
ロ

ボ
ッ

ト
工

学
コ

ー
ス

１
名

）
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

高
専

公
式

ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

「
理

系
女

子
集

ま
れ

！
」

及
び

「
学

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
」

に
掲

載
し

た
。

な
お

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
は

年
ご

と
に

各
キ

ャ
ン

パ
ス

交
互

に
実

施
し

て
お

り
、

本
年

度
は

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
の

学
生

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
掲

載
し

た
 

・
女

子
卒

業
生

1
名

（
電

子
情

報
工

学
コ

ー
ス

平
成

2
8
年

度
卒

業
、

現
在

株
式

会
社

N
T
T
デ

ー
タ

所
属

）
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
「

卒
業

生

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

」
に

掲
載

し
た

。
 

・
女

子
高

専
出

身
者

１
名

（
他

高
専

物
理

工
学

科
卒

業
、

現
在

日
本

た
ば

こ
産

業
株

式
会

社
所

属
）

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

「
企

業
等

イ
ン

タ

ビ
ュ

ー
」

に
掲

載
し

た
。

 

・
女

子
学

生
向

け
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

講
座

の
様

子
を

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
高

専
が

取
り

組
む

女
子

学
生

に
対

す
る

就
職

活
動

支
援

の
一

環
を

周
知

し
た

。
 

・
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

女
子

学
生

向
け

ペ
ー

ジ
「

理
系

女
子

集
ま

れ
！

」
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
向

け
た

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、

ペ
ー

ジ
が

目
立

つ
よ

う
ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ

の
構

成
を

改
修

し
、

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
を

容
易

に
し

た
。

 

・
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

女
子

志
願

者
を

対
象

に
女

子
学

生
向

け
ペ

ー
ジ

の
必

要
性

、
情

報
収

集
へ

の
貢

献
度

及
び

求
め

る
情

報
や

企
画

に
対

す
る

意
見

収
集

を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
公

式
S
N
S
に

お
い

て
は

、
女

子
在

校
生

・
卒

業
生

の
活

躍
を

取
り

上
げ

た
投

稿
へ

の
注

目
度

が
高

く
、

直
近

1
年

の
イ

ン
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
上

位
を

占
め

て
い

る
。

 

・
ペ

ー
ジ

改
修

を
行

っ
た

カ
テ

ゴ
リ

に
つ

い
て

、
前

年
度

に
比

べ
ア

ク
セ

ス
数

が
大

幅
に

増
加

し
て

お
り

、
改

修
の

効
果

が
出

た
。

 

・
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

女
子

学
生

向
け

ペ
ー

ジ
の

必
要

性
、

情
報

収
集

へ
の

貢
献

度
は

共
に

8
0
～

9
5
％

と
高

い
結

果
と

な
っ

て
お

り
、

今
後

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

や

コ
ン

テ
ン

ツ
の

拡
充

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
確

認
で

き
た

。
ま

た
、

女
子

志
願

者
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

が
で

き
、

今
後

の
女

子
学

生
向

け
企

画
の

ソ
ー

ス
と

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
入

学
者

3
2
7
名

中
、

女
子

学
生

は
1
2
.
8
%
の

4
2
名

で
あ

っ
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
1
7

 
◇

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

定
め

た
戦

略
的

な
広

報
活

動
 

③
意

欲
あ

る
志

願
者

を
確

保
す

る
た

め
、

塾
へ

の
広

報
等

有
効

な
活

動
へ

の
集

中
化

を
図

る
な

ど
、

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
実

施
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

か

ら
開

始
し

た
第

三
期

中
期

計
画

後
期

の
高

専
広

報
戦

略
に

沿
っ

た
広

報
活

動
を

実
施

す
る

。
（

4
-
2
3
再

掲
）

 

（
１

）
意

欲
あ

る
志

願
者

確
保

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

生
の

活
躍

等
に

つ
い

て
S
N
S
を

有
効

活
用

し
積

極
的

な
発

信
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

誘
導

を
強

化
し

た
。

 

・
法

人
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

内
に

「
高

専
広

報
ポ

ー
タ

ル
」

を
新

設
し

、
情

報
提

供
を

含
む

広
報

関
連

手
続

き
や

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
を

使
用

し
た

広
報

ツ
ー

ル
の

ダ
ウ

ン
ロ

ー

ド
等

を
ス

ム
ー

ズ
で

き
る

よ
う

に
し

、
定

期
的

に
ポ

ー
タ

ル
活

用
及

び
情

報
提

供
依

頼
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
を

行
っ

た
。

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
法

人
が

実
施

し
た

広
報

に
関

す
る

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

の
結

果
に

基
づ

き
、

更
な

る
高

専
の

認
知

度
向

上
の

た
め

の
広

報
戦

略
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ

ア
ッ

プ
を

行
い

、
コ

ン
テ

ン
ツ

の
拡

充
や

プ
ッ

シ
ュ

型
広

告
の

導
入

を
検

討
し

た
。

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
特

設
ペ

ー
ジ

と
し

て
新

設
し

た
受

検
生

応
援

サ
イ

ト
を

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
レ

ギ
ュ

ラ
ー

コ
ン

テ
ン

ツ
と

し
て

運
営

し
た

。
 

・
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、

ペ
ー

ジ
階

層
が

深
く

、
簡

単
に

受
検

生
向

け
イ

ベ
ン

ト
情

報
等

の
取

得
が

で
き

な
か

っ
た

「
入

試
関

係
ペ

ー
ジ

」
の

階
層

を
見

直

し
、

受
検

生
向

け
イ

ベ
ン

ト
ペ

ー
ジ

及
び

「
受

検
生

応
援

サ
イ

ト
」

に
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
か

ら
ワ

ン
ク

リ
ッ

ク
で

閲
覧

で
き

る
よ

う
改

修
し

た
。

 

・
進

路
実

績
ペ

ー
ジ

を
見

や
す

い
構

成
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

前
年

度
の

進
学

・
就

職
実

績
の

み
掲

載
し

て
い

た
項

目
を

過
去

３
か

年
分

の
掲

載
に

変
更

し
た

。
ま

た
、

進

路
実

績
ペ

ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
誘

導
す

る
よ

う
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
の

「
産

技
高

専
の

特
徴

」
部

分
に

リ
ン

ク
を

設
置

し
た

。
 

・
学

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
６

名
、

卒
業

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
２

名
、

企
業

等
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
２

件
実

施
し

、
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
、

高
専

生
の

活
躍

や
企

業
か

ら

の
本

校
へ

の
評

価
を

発
信

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
校

内
の

広
報

協
力

体
制

を
強

化
し

た
こ

と
で

、
教

職
員

か
ら

の
情

報
提

供
を

ス
ム

ー
ズ

に
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

ウ
ェ

ブ
を

中
心

と
し

た
広

報
活

用
を

通
し

て
受

検

生
に

有
益

な
情

報
を

前
年

度
に

比
べ

よ
り

多
く

発
信

で
き

た
。

 

（
参

考
：

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ト
ピ

ッ
ク

ス
掲

載
件

数
 

2
0
2
0
年

度
:
1
2
3
件

、
2
0
2
1
年

度
：

1
7
6
件

 
前

年
度

比
5
3
件

増
）

 

・
高

専
の

魅
力

で
あ

る
高

い
進

学
・

就
職

実
績

を
更

に
分

か
り

や
す

く
ア

ピ
ー

ル
で

き
た

。
 

・
全

て
の

公
式

コ
ン

テ
ン

ツ
の

ア
ク

セ
ス

数
・

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

が
大

幅
に

増
加

し
た

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
＋

3
.
2
％

、
T
w
i
t
t
e
r
＋

1
9
.
6
％

、
F
a
c
e
b
o
o
k
＋

5
.
8
％

、
I
n
s
t
a
g
r
a
m
 

 
 

＋
2
2
.
3
％

、
Y
o
u
T
u
b
e
＋

3
1
.
6
%
）
。

 

・
志

願
者

を
対

象
と

し
て

実
施

し
た

出
願

時
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

、
前

年
度

に
比

べ
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
が

「
見

や
す

い
」

と
回

答
し

た
割

合
が

増
え

（
推

薦
入

試
出

願
者

6
5
.
3
％

→
6
6
.
2
％

、
学

力
入

試
出

願
者

5
8
.
7
％

→
5
9
％

）
、

改
修

し
た

ペ
ー

ジ
（

カ
テ

ゴ
リ

）
を

「
面

白
い

」
と

回
答

し
た

割
合

が
増

え
た

（
「

受
検

生
応

援
サ

イ
ト

」

推
薦

入
試

出
願

者
1
1
.
5
％

→
1
2
.
5
％

、
学

力
入

試
出

願
者

1
1
.
2
％

→
1
2
.
3
％

、
「

入
試

関
係

ペ
ー

ジ
」

推
薦

入
試

出
願

者
1
4
.
7
％

→
1
9
.
2
％

、
学

力
入

試
出

願
者

1
4
.
8
％

→
2
1
.
3
％

）
。

ア
ク

セ
ス

が
容

易
に

な
っ

た
こ

と
に

よ
り

注
目

度
も

高
ま

っ
た

。
 

  
 

 

【
図

表
3
-
1
7
-
1
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
S
N
S
の

訪
問

者
数

】
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

1
7
,
2
9
9

1
8
,
3
4
5

1
8
,
0
2
0

1
8
,
4
7
4

1
9
,
0
5
9

6
0
6

8
7
9

1
,
0
6
3

1
,
2
5
0

1
,
4
9
5

3
9
6

5
0
3

5
9
4

6
7
2

7
1
1

2
3
2

2
9
8

4
1
7

5
1
0

2
3
3

3
5
8

4
7
1

I
n
s
t
a
g
r
a
m

（
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
）

Y
o
u
T
u
b
e

（
チ

ャ
ン

ネ
ル

登
録

者
数

）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
月

間
平

均
ア

ク
セ

ス
数

）

t
w
i
t
t
e
r

（
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
）

F
a
c
e
b
o
o
k

（
フ

ァ
ン

数
）

 

Ⅲ　東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 256 －



 
 

 

【
図

表
3
-
1
7
-
2
　

入
試

状
況

（
本

科
）

】
（

単
位

：
人

、
倍

）

募
集

人
員

志
願

者
数

志
願

倍
率

合
格

者
数

入
学

者
数

募
集

人
員

2
5
6

(
6
0
)

2
5
6

(
6
0
)

2
5
6

(
6
0
)

2
5
6

(
6
0
)

2
5
6

(
6
0
)

2
5
6

(
6
0
)

志
願

者
数

4
9
2

(
1
2
9
)

5
0
9
（

1
4
7
）

5
1
8
（

1
8
0
）

5
6
1

(
1
7
4
)

4
3
9

(
1
5
4
)

4
3
9

(
1
3
8
)

志
願

倍
率

合
格

者
数

2
9
4

（
8
8
）

3
0
0

（
9
5
）

3
0
9
（

1
1
3
）

2
9
9

(
1
0
2
)

2
9
7

(
1
0
2
)

3
0
8

(
1
0
8
)

入
学

者
数

2
4
8

(
6
8
)

2
6
3

(
7
9
)

2
7
6

(
9
7
)

2
4
9

(
7
6
)

2
5
7

(
8
2
)

2
6
3

(
8
8
)

※
（

　
）

は
う

ち
都

外
在

住
者

1
5
3

6
4

6
4

４
年

度
6
4

1
4
1

2
.
2
0

6
4

6
4

6
4

1
5
6

1
9
7

３
年

度
3
1
年

度
２

年
度

2
.
5
0

2
.
4
4

3
.
0
8

6
4

1
.
7
1

一
般

入
試

6
4

6
4

1
.
9
9

2
.
0
2

2
.
1
9

1
.
7
1

1
.
9
2

推
薦

入
試

6
4

1
6
0

6
4

6
4

6
4

6
4

6
4

1
6
2

2
.
5
3

2
.
3
9

6
4

6
4

6
4

2
9
年

度
3
0
年

度
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
６６
  

研研
究究

 

２
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
産

業
界

の
人

材
ニ

ー
ズ

や
東

京
都

の
施

策
等

を
踏

ま
え

、
も

の
づ

く
り

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
の

育
成

に
資

す
る

研
究

を
推

進
す

る
。

 
 

○
法

人
内

の
大

学
や

東
京

都
の

試
験

研
究

機
関

、
地

元
企

業
等

と
連

携
し

、
研

究
体

制
の

充
実

を
図

る
。

 
 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

◇
も

の
づ

く
り

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
の

育
成

に
資

す
る

研

究
の

実
施

及
び

研
究

成
果

の
地

域
へ

の
還

元
 

【
3
-
1
8
】
①
「

も
の

づ
く

り
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

の
育

成
」

に
貢

献
す

る
研

究
活

動
を

活
性

化
す

る
た

め
、

各
教

員
が

外
部

資
金

の
獲

得
や

専
門

分
野

に
関

す
る

教
育

研
究

の
更

な
る

向
上

に
向

け
て

積
極

的
に

取
り

組
め

る
よ

う
、

特
に

若
手

教
員

へ
の

支
援

を
充

実
さ

せ

る
。
ま

た
、
特

別
研

究
期

間
制

度
を

取
得

す

る
教

員
が
【

年
間

４
人

】
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

。
 

 【
3
-
1
9
】
②

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

や
地

域
貢

献
に

資
す

る
研

究
を

推
進

す
る

。
 

 【
3
-
2
0
】

③
東

京
都

立
大

学
及

び
東

京
都

立
産

業
技

術

大
学

院
大

学
等

と
の

連
携

に
よ

り
、
共

同
研

究
の

一
層

の
充

実
を

図
る

。
 

2
9  

【
3
-
1
8
】

特
別

研
究

期
間

制
度

に
つ

い
て

、
年

間
最

大
４

名
が

取
得

で
き

る
よ

う
制

度
改

正
を

行
い

、
運

用
を

開
始

し
た

。
 

【
3
-
1
9
】

特
定

課
題

研
究

費
の

対
象

と
な

る
研

究
課

題
に

東
京

2
0
2
0
大

会
支

援
に

資
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

教
育

研
究

を
追

加
す

る
こ

と
と

し
、

募
集

を
行

っ
た

。
 

【
3
-
2
0
】

高
専

の
専

攻
科

学
生

と
首

都
大

及
び

産
技

大
の

教
員

及
び

大
学

院
生

が
参

加
す

る
新

た
な

共
同

研
究

の
枠

組
み

が
決

定
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
産

技
高

専
の

専
攻

科
と

首
都

大
及

び
産

技
大

の
大

学
院

の
連

携
に

よ
る

2
大

学
1
高

専
の

新
た

な
連

携
事

業
が

開
始

さ
れ

た
こ

と
は

望
ま

し
く

、
今

後
の

展
開

が
期

待
さ

れ
る

。
 

・
科

研
費

申
請

件
数

の
増

加
は

望
ま

し
く

、
こ

れ
を

採
択

に
つ

な
げ

る
努

力
が

継
続

的
に

な
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

3
0  

【
3
-
1
8
】

特
別

研
究

期
間

制
度

を
運

用
し

、
１

名
の

教
員

を
大

学
に

派
遣

し

た
。

 

【
3
-
1
9
】

特
定

課
題

研
究

の
東

京
2
0
2
0
大

会
支

援
に

資
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

型
教

育
研

究
と

し
て

、
１

件
を

採
択

し
た

。
 

【
3
-
2
0
】

新
た

な
共

同
研

究
と

し
て

「
大

学
・

高
専

連
携

事
業

基
金

」
事

業

「
第

三
期

共
同

研
究

～
専

攻
科

C
o
-
L
a
b
o
.
」

を
実

施
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
首

都
大

及
び

産
技

大
と

の
連

携
に

よ
る

共
同

研
究

が
進

め
ら

れ
、

大
学

教
員

等
の

指
導

・
助

言
を

受
け

て
研

究
課

題
を

遂
行

し
、

国
内

外
の

国
際

会
議

で

成
果

発
表

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
科

学
研

究
費

補
助

金
に

つ
い

て
、

新
規

採
択

率
が

向
上

し
た

も
の

の
、

申
請

件
数

は
減

少
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

申
請

書
類

作
成

の
支

援
等

を
充

実
さ

せ

る
こ

と
で

、
申

請
件

数
を

増
や

し
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

元  

【
3
-
1
8
】

特
別

研
究

期
間

制
度

を
運

用
し

、
１

名
を

海
外

の
大

学
に

派
遣

し

た
。

 

【
3
-
1
9
】

東
京

2
0
2
0
大

会
支

援
に

資
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

教
育

研
究

と
し

て
、

１
件

実
施

し
た

。
 

【
3
-
2
0
】
「

大
学

・
高

専
連

携
事

業
基

金
」

事
業

の
「

第
三

期
共

同
研

究
～

専

攻
科

 
C
o
-
L
a
b
o
.
」

の
課

題
を

検
討

し
、

実
態

に
即

し
た

内
容

に
改

訂
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
特

別
研

究
期

間
制

度
を

利
用

す
る

教
員

が
、

平
成

3
0
年

度
及

び
令

和
元

年

度
は

１
名

で
あ

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

、
中

期
計

画
の

目
標

で
あ

る
年

間
４

名

を
達

成
で

き
る

よ
う

、
対

策
を

講
じ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

２  

【
3
-
1
8
】

特
別

研
究

期
間

制
度

を
運

用
し

、
１

名
を

国
内

の
大

学
・

研
究

機
関

に
派

遣
し

た
。

 

【
3
-
2
0
】
「

大
学

・
高

専
連

携
事

業
基

金
」

事
業

の
「

第
三

期
共

同
研

究
～

専

攻
科

 
C
o
-
L
a
b
o
.
」

は
５

件
の

研
究

を
実

施
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

単
年

度
の

研
究

は
海

外
渡

航
で

き
な

か
っ

た
が

、
国

内
で

開
催

し
た

国
際

会
議

で
研

究
成

果
を

発
表

し
、

終
了

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
外

部
資

金
獲

得
の

た
め

の
支

援
と

し
て

、
応

募
書

類
添

削
や

個
別

面
談

の
ほ

か
、

都
立

大
の

研
究

推
進

課
と

連
携

し
た

取
組

等
を

行
っ

た
結

果
、

科
研

費

新
規

採
択

率
は

第
三

期
中

期
計

画
期

間
で

最
高

と
な

っ
た

。
 

３ 

【
3
-
1
8
】

特
別

研
究

期
間

制
度

を
運

用
し

、
２

名
を

国
内

の
大

学
・

研
究

機
関

に
派

遣
す

る
と

と
も

に
、

取
得

促
進

に
向

け
た

制
度

の
変

更
を

行
っ

た
。

 

【
3
-
2
0
】
「

大
学

・
高

専
連

携
事

業
基

金
」

事
業

の
「

第
三

期
共

同
研

究
～

専

攻
科

 
C
o
-
L
a
b
o
.
」

に
お

い
て

は
７

件
の

研
究

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

翌
年

度
新

た
に

３
件

が
採

択
さ

れ
た

。
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第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
外

部
資

金
獲

得
に

向
け

た
支

援
の

充
実

・
定

着
が

図
ら

れ
て

い
る

。
 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
に

つ
い

て
は

、
年

間
４

名
の

取
得

が
可

能
な

制
度

改
正

が
行

わ
れ

た
が

、
実

際
の

取
得

者
は

毎
年

１
名

で
あ

る
。

校
務

分
掌

へ
の

配
慮

や
調

整
等

の
現

実
的

な
制

約
に

つ
い

て
検

討
の

必
要

性
が

認
識

さ

れ
て

い
る

が
、

早
期

に
解

決
い

た
だ

き
た

い
。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
1
8
 

２
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
も

の
づ

く
り

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
の

育
成

に
資

す
る

研
究

の
実

施
及

び
研

究
成

果
の

地
域

へ
の

還
元

 

①
「

も
の

づ
く

り
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

の
育

成
」

に
貢

献
す

る
研

究
活

動
を

活
性

化
す

る
た

め
、

各
教

員
が

外
部

資
金

の
獲

得
や

専
門

分
野

に
関

す
る

教
育

研
究

の
更

な
る

向
上

に
向

け

て
積

極
的

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
特

に
若

手
教

員
へ

の
支

援
を

充
実

さ
せ

る
。

 

ま
た

、
特

別
研

究
期

間
制

度
を

取
得

す
る

教
員

が
【

年
間

４
人

】
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
研

究
活

動
の

活
性

化
を

図

る
た

め
、

総
合

研
究

推
進

機
構

の

U
R
A
と

連
携

し
て

、
高

専
の

ニ
ー

ズ

に
応

じ
た

外
部

資
金

獲
得

に
資

す
る

支
援

等
を

強
化

す
る

。
 

                               

（
１

）
外

部
資

金
獲

得
に

資
す

る
支

援
等

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

科
学

研
究

費
獲

得
支

援
事

業
と

し
て

、
若

手
教

員
対

象
の

応
募

書
類

添
削

を
４

人
に

実
施

し
た

。
ま

た
、

全
教

員
対

象
の

個
別

面
談

を
４

人
に

実

施
し

た
。

 

・
都

立
大

の
総

合
研

究
推

進
機

構
が

開
催

し
た

「
科

研
費

学
内

説
明

会
」

の
資

料
を

教
員

へ
配

布
す

る
と

と
も

に
、

同
機

構
が

都
立

大
教

員
向

け
に

実
施

し
て

い
る

「
科

研

費
年

間
相

談
会

」
に

つ
い

て
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
 

・
学

内
の

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
研

究
助

成
金

な
ど

の
民

間
公

募
案

件
を

6
0
件

以
上

周
知

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

は
4
8
件

）
す

る
と

と
も

に
、

科
学

研
究

費
補

助
金

以

外
の

外
部

資
金

獲
得

の
た

め
の

動
画

講
座

を
配

信
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
科

研
費

採
択

率
は

前
年

度
か

ら
微

減
と

な
っ

た
が

、
新

規
採

択
件

数
は

過
去

最
多

タ
イ

を
記

録
し

た
。
（

図
表

3
-
1
8
-
1
）

 

・
都

立
大

の
研

究
推

進
課

と
も

連
携

し
て

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
科

研
費

獲
得

向
上

に
向

け
て

、
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
情

報
発

信
や

動
画

配
信

に
よ

っ
て

、
科

学
研

究
費

補
助

金
以

外
の

外
部

資
金

獲
得

の
促

進
を

図
っ

た
。

 

 

【
図

表
3
-
1
8
-
1
　

科
研

費
採

択
状

況
（

日
本

学
術

振
興

会
）

】
（

単
位

：
件

、
千

円
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

申
請

件
数

4
3

5
3

4
2

4
5

4
3

4
4

採
択

件
数

6
7

6
5

7
7

採
択

率
1
4
.
0
%

1
3
.
2
%

1
4
.
3
%

1
1
.
1
%

1
6
.
3
%

1
5
.
9
%

7
7

1
3

1
5

8
1
2

2
1
,
0
6
0

2
1
,
7
1
0

2
2
,
3
6
0

2
3
,
6
8
0

2
2
,
1
0
0

2
0
,
0
8
0

※
年

度
途

中
の

申
請

及
び

採
択

件
数

を
含

む
。

新 規

継
続

件
数

金
額

 
  

 

【
図

表
3
-
1
8
-
2
　

外
部

資
金

受
入

状
況

】
（

単
位

：
件

、
千

円
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

件
数

3
9

2
4

2
8

3
2

2
9

2
4

金
額

3
3
,
2
7
1

2
3
,
3
1
4

1
7
,
2
9
6

2
0
,
7
8
2

2
4
,
8
4
6

1
5
,
3
9
9

※
平

成
2
9
年

度
業

務
実

績
等

報
告

よ
り

、
過

年
度

の
デ

ー
タ

も
含

め
、

収
入

決
算

値
を

基
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
受

託
研

究
（

間
接

経
費

含
む

）
、

受
託

事
業

、
特

定
研

究
寄

附
金

、
補

助
金

 

 
 

【
図

表
3
-
1
8
-
3
　

傾
斜

的
研

究
費

採
択

状
況

（
法

人
）

】
（

単
位

：
件

、
千

円
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

採
択

件
数

4
1

4
0

4
2

4
1

3
7

3
4

金
　

額
2
5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0
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（
２

）
【

継
続

】
特

別
研

究
期

間
制

度
の

着

実
な

実
施

に
よ

り
、

専
門

分
野

に
関

す
る

教
育

研
究

を
向

上
さ

せ
る

。
 

（
２

）
特

別
研

究
期

間
取

得
教

員
増

加
へ

向
け

た
取

組
【

特
記

事
項

Ⅲ
-
1
参

照
】

 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
を

運
用

し
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
の

教
員

２
名

を
国

内
の

大
学

・
研

究
機

関
（

崇
城

大
学

工
学

部
、

東
京

理
科

大
学

）
に

派
遣

し
た

 

・
特

別
研

究
期

間
取

得
を

申
請

す
る

教
員

の
校

務
分

掌
に

つ
い

て
は

、
申

請
内

容
を

考
慮

の
上

決
定

し
、

短
期

間
の

集
中

取
得

の
み

な
ら

ず
、

長
期

間
に

わ
た

り
分

散
し

て

取
得

す
る

こ
と

も
認

め
る

な
ど

、
取

得
し

や
す

い
環

境
整

備
を

行
っ

た
。

 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
の

取
得

を
促

進
す

る
た

め
、

取
得

要
件

の
見

直
し

と
そ

れ
に

伴
う

規
程

の
改

正
を

行
い

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

募
集

分
か

ら
適

用
す

る
こ

と
と

な

っ
た

。
 

・
改

正
さ

れ
た

内
容

に
つ

い
て

、
品

川
、

荒
川

各
キ

ャ
ン

パ
ス

の
第

1
2
回

(
３

月
開

催
)
教

職
員

会
議

に
お

い
て

全
教

員
に

周
知

し
た

。
 

 

※
 

特
別

研
究

期
間

制
度

：
教

育
・

研
究

活
動

に
一

定
期

間
従

事
し

、
優

れ
た

業
績

を
あ

げ
て

い
る

教
員

に
つ

い
て

、
専

門
分

野
に

関
す

る
教

育
研

究
能

力
の

更
な

る
向

上
の

た
め

、
日

常
的

な
教

育
及

び
管

理
運

営
の

負
担

を
免

除
し

、
一

定
期

間
継

続
的

に
調

査
研

究
に

専
念

す
る

こ
と

を
認

め
る

制
度

。
 

 中
期
計
画
番
号
 

3
-
1
9

 
②

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
や

地
域

貢
献

に
資

す
る

研
究

を
推

進
す

る
。

 
自自

己己
評評

価価
  

――
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
達

成
済

み
）

 
 

 中
期
計
画
番
号
 

3
-
2
0

 
③

東
京

都
立

大
学

及
び

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
等

と
の

連
携

に
よ

り
、

共
同

研
究

の
一

層
の

充
実

を
図

る
。

 
自自

己己
評評

価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に
改

訂
し

た
方

針
に

基
づ

き
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

考
慮

し
、

都
立

大
や

産
技

大
と

の
共

同
研

究
を

実
施

す
る

。
 

（
１

）
都

立
大

・
産

技
大

と
連

携
し

た
共

同
研

究
の

充
実

に
向

け
た

取
組

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
「

第
三

期
共

同
研

究
～

専
攻

科
C
o
-
L
a
b
o
.
」

で
は

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
新

た
に

４
件

（
単

年
度

２
件

、
継

続
研

究
課

題
２

件
）

の
共

同
研

究
を

開
始

し
た

。
ま

た
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

の
継

続
課

題
２

件
と

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
期

間
を

延
長

し
た

単
年

度
課

題
１

件
の

３
件

に
つ

い
て

継
続

実
施

行
い

、
計

７
件

の
テ

ー
マ

の

共
同

研
究

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

な
お

、
こ

の
７

件
中

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
終

了
の

５
件

に
つ

い
て

は
、

海
外

へ
は

渡
航

で
き

な
か

っ
た

が
、

研
究

連
絡

及

び
学

会
発

表
等

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
対

応
し

、
国

際
会

議
等

で
研

究
成

果
を

発
表

し
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
実

施
に

向
け

、
新

た
に

３
件

の
公

募
が

あ
り

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

か
ら

の
継

続
分

２
件

と
合

わ
せ

、
５

件
の

実
施

が
決

定
し

た
。

引
き

続

き
都

立
大

及
び

産
技

大
と

連
携

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
 

・
都

立
大

健
康

福
祉

学
部

・
人

間
健

康
科

学
研

究
科

と
の

連
携

関
係

を
構

築
し

､
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
デ

ザ
イ

ン
を

開
始

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
・

そ
れ

ぞ
れ

の
共

同
研

究
に

よ
り

、
都

立
大

及
び

産
技

大
と

の
連

携
を

強
化

し
た

。
 

 

※
第

三
期

共
同

研
究

～
専

攻
科

C
o
-
L
a
b
o
.
：

高
専

の
専

攻
科

生
と

指
導

教
員

が
共

同
研

究
代

表
者

と
な

り
、

専
攻

科
生

が
立

案
し

た
研

究
課

題
を

遂
行

す
る

と
と

も
に

、
専

攻
科

生
が

国
際

学
会

で
成

果
の

発
表

を
行

う
。

都
立

大
と

産
技

大
の

教
員

及
び

大
学

院
生

は
、

論
文

作
成

や
国

際
学

会
発

表
の

指
導

・
助

言
等

の
研

究
協

力
を

行
う

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
７７
  

都都
政政

とと
のの

連連
携携

 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
東

京
都

や
地

元
自

治
体

に
対

し
て

、
事

業
提

案
・

事
業

協
力

を
積

極
的

に
行

い
、

地
域

の
課

題
解

決
に

貢
献

す
る

。
 
 

○
東

京
都

や
区

市
町

村
、

地
域

の
小

中
学

校
と

連
携

し
、

東
京

の
産

業
を

支
え

る
も

の
づ

く
り

人
材

を
育

成
・

確
保

す
る

た
め

の
取

組
を

行
う

。
 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
１

）
都

政
と

の
連

携
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た

め
の

措
置

 

◇
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

支
援

に
向

け
た

取
組

の
推

進
 

【
3
-
2
1
】

①
地

元
自

治
体

や
小

中
学

校
と

の
協

働
に

よ

り
、【

令
和

元
（

2
0
1
9
）
年

度
ま

で
】
に

障

が
い

者
等

の
ス

ム
ー

ズ
な

移
動

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

す
る

。
 

 ◇
都

職
員

等
の

人
材

育
成

を
支

援
 

【
3
-
2
2
】

②
東

京
の

産
業

を
支

え
る

も
の

づ
く

り
人

材

の
育

成
に

貢
献

す
る

た
め

、
小

中
学

校
向

け
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
一

環
と

し
て

、

【
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
】
に

都
職

員
を

対

象
と

し
た

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

講
座

を
開

始
す

る
。

 

2
9  

【
3
-
2
2
】

中
学

生
向

け
に

体
験

型
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

を
開

催
し

た

（
定

員
2
0
名

）
。

平
成

3
1
年

度
か

ら
実

施
す

る
都

職
員

向
け

研
修

の
対

象
の

確
認

を
し

、
提

案
可

能
な

レ
ベ

ル
に

つ
い

て
協

議
し

た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
中

学
生

を
対

象
と

し
た

体
験

型
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

に
つ

い
て

、
定

員
2
0
名

に
対

し
6
0
名

の
応

募
を

得
て

い
て

、
社

会
的

関
心

や
学

び
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

企
画

さ
れ

た
点

が
評

価
で

き
る

。
後

援
団

体
・
企

業
も

1
9
組

織
を

確
保

し
て

お
り

、
支

援
体

制
も

充
実

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
参

加
者

の
う

ち
1
1
名

が
産

技
高

専
を

受
検
・
合

格
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

 

3
0  

【
3
-
2
2
】

中
学

生
向

け
の

体
験

型
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
と

し
て

「
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
」
、

新
規

で
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 

J
u
n
i
o
r
」

を
開

講
し

た
。

 

【
3
-
2
2
】

都
職

員
を

対
象

と
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
研

修
に

つ
い

て
【

令
和

元
年

度
】

の
試

行
を

決
定

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
中

学
生

を
対

象
と

し
た

体
験

型
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

実
施

し
、
中

学

３
年

生
の

参
加

者
1
4
名

中
1
0
名

が
入

試
に

合
格

す
る

な
ど

、
志

望
校

決
定

の
契

機
と

な
っ

て
い

る
。

 

・
学

校
や

企
業

を
対

象
と

し
た

出
前

授
業

を
積

極
的

に
行

う
と

と
も

に
、
国

や

自
治

体
等

が
主

催
す

る
イ

ベ
ン

ト
を

理
科
・
技
術

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

支
援

し
た

。
 

元  

【
3
-
2
1
】

荒
川

区
や

地
元

の
中

学
校

と
協

働
し

て
、

障
が

い
者

（
車

い
す

使
用

者
）

む
け

の
地

図
情

報
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
た

。
 

【
3
-
2
2
】

都
職

員
向

け
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

と
し

て
試

行
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
で

は
本

校
が

開
発

し
た

疑
似

マ
ル

ウ
ェ

ア
感

染
体

験
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
荒

川
区

教
育

委
員

会
及

び
地

域
の

中
学

校
と

の
連

携
協

働
に

よ
り

、
車

い
す

利
用

者
の

た
め

の
「

環
境

快
適

マ
ッ

プ
」

を
完

成
さ

せ
た

。
 

・
中

学
生

向
け

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
等

の
勉

強
会

を
開

催
し

、
定

員
を

超
え

る
応

募
が

あ
っ

た
。
中

学
生

の
頃

か
ら

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

等
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
等

に
関

す
る

関
心

を
高

め
、

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

支
援

し
て

い
る

。
 

・
東

京
都

や
外

郭
団

体
職

員
を

対
象

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
意

識
や

知
識

の
向

上
を

図
る

研
修

を
実

施
し

、
定

員
を

上
回

る
参

加
が

あ
っ

た
。

 

２  

【
3
-
2
2
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
、

中
学

生
を

対
象

に
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

や

「
I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
実

施
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
っ

て
も

感
染

症
防

止
対

策
を

徹
底

し
た

上
で

、
中

学
生

を
対

象
と

し
た

「
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 f
o
r
 J
u
n
i
o
r
」

や
「

I
C
T
基

礎
l
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
複

数
回

に
わ

た
っ

て
実

施
し

、
中

学
生

に
体

験

学
習

の
機

会
を

提
供

し
た

。
 

・
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

の
後

援
企

業
等

に
つ

い

て
、
企

業
等

と
の

関
係

構
築

や
新

規
開

拓
を

行
っ

た
結

果
、
新

規
で

５
社

を

獲
得

し
、

計
4
1
団

体
と

な
っ

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、
中

学
校

や
中

小
企

業
を

対
象

と
し

た
出

前
授

業
を

着
実

に

実
施

し
た

。
 

３ 

【
3
-
2
2
】

中
学

生
を

対
象

に
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 

J
u
n
i
o
r
」
（

２
日

間
）

や
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（

３

回
）

を
実

施
し

た
。
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第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
中

学
生

向
け

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
に

つ
い

て
、

「
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

や
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
．

f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

の
継

続
的

な
実

施
等

、
取

組
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。
 

・
中

学
校

へ
の

出
前

授
業

や
理

科
・

技
術

教
育

サ
ポ

ー
タ

ー
制

度
は

、
科

学
や

も
の

づ
く

り
へ

の
関

心
を

高
め

る
機

運
醸

成
に

深
く

貢
献

す
る

取
組

で
あ

る
の

で
、

今
後

の
拡

充
を

期
待

す
る

。
 

・
東

京
都

職
員

だ
け

で
な

く
、

法
人

職
員

向
け

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
が

今
後

実
現

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
2
1
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
支

援
に

向
け

た
取

組
の

推
進

 

①
地

元
自

治
体

や
小

中
学

校
と

の
協

働
に

よ
り

、
【

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

ま
で

】
に

障
が

い
者

等
の

ス
ム

ー
ズ

な
移

動
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

を
開

発
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
2
2

 
◇

都
職

員
等

の
人

材
育

成
を

支
援

 

②
東

京
の

産
業

を
支

え
る

も
の

づ
く

り
人

材
の

育
成

に
貢

献
す

る
た

め
、

小
中

学
校

向
け

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

実
施

す
る

。
 

ま
た

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
一

環
と

し
て

、
【

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

】
に

都
職

員
を

対
象

と
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
講

座
を

開
始

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

若
年

層
か

ら
の

情
報

セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

教
育

に
貢

献
す

べ
く

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
を

十
分

に
取

っ
た

上

で
、

中
学

生
向

け
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

を
実

施
す

る
。

 

                       （
２

）
◆

【
継

続
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

感

染
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

、
安

心
・

安
全

な
講

座
が

で
き

る
よ

う
既

存
の

内
容

を
見

直
し

、
出

前
授

業
や

理

科
・

技
術

サ
ポ

ー
タ

ー
制

度
 
を

積

極
的

に
実

施
す

る
。

 

    

（
１

）
東

京
の

産
業

を
支

え
る

も
の

づ
く

り
人

材
の

育
成

に
貢

献
す

る
小

中
学

校
向

け
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

の
実

施
 

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
将

来
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

人
材

と
な

り
得

る
中

学
生

を
対

象
に

、
楽

し
み

な
が

ら
情

報
シ

ス
テ

ム
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
学

ん
で

も
ら

う
場

の
提

供
を

目
的

と
し

て

行
う

体
験

型
の

勉
強

会
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
、

I
o
T
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

学
ぶ

内
容

（
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
、

L
i
n
u
x
リ

テ
ラ

シ
ー

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
演

習
）

で
実

施
し

た
。
（

1
2
月

1
1
日

・
1
2
月

1
2
日

の
２

日
間

）
 

・
教

員
が

外
部

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
関

係
の

イ
ベ

ン
ト

等
へ

の
協

力
を

通
し

て
、

企
業

等
と

の
関

係
構

築
を

行
い

、
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

の
後

援
企

業
等

の
開

拓
を

行
っ

た
。

 

・
中

学
生

に
サ

ー
バ

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

器
等

の
実

機
に

触
れ

ら
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

勉
強

会
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
、

開

催
日

程
の

変
更

や
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
、

P
y
t
h
o
n
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

や
W
e
b
ペ

ー
ジ

作
製

を
テ

ー
マ

と
し

て
実

施
し

た
（

６
月

2
7
日

、
1
1
月

1
3
日

、
３

月
2
6
日

の
計

３
回

）
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

に
は

定
員

2
0
名

の
と

こ
ろ

6
5
名

の
申

込
が

あ
り

、
当

日
は

1
6
名

の
中

学
生

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
イ

ベ
ン

ト
後

の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「

大
い

に
満

足
」
、
「

満
足

」
の

合
計

が
1
0
0
％

と
な

っ
て

お
り

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
楽

し
く

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

の
後

援
企

業
等

に
つ

い
て

、
新

規
で

５
団

体
・

１
企

業
を

獲
得

し
、

計
 
4
7
団

体
と

な
っ

た
。

 

・
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

は
合

計
4
7
名

（
６

月
2
7
日

：
８

名
、

1
1
月

1
3
日

：
1
8
名

、
３

月
2
6
日

：
2
1
名

）
の

中
学

生
が

参
加

し
た

。
ま

た
、

イ
ベ

ン
ト

後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

は
（

図
表

3
-
2
2
-
1
）

の
と

お
り

と
な

っ
て

お
り

、
I
C
T
イ

ン
フ

ラ
を

理
解

し
て

も
ら

う
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

  
 

 

【
図

表
3
-
2
2
-
1
　

令
和

３
(
2
0
2
1
)
年

度
I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】
(
単

位
：

人
）

6
月

2
7
日

1
1
月

1
3
日

3
月

2
6
日

3
日

間
合

計
1

大
い

に
満

足
3

1
1

1
4

2
8

2
満

足
5

6
7

1
8

3
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

0
1

0
1

4
少

し
不

満
0

0
0

0
5

大
い

に
不

満
0

0
0

0
8

1
8

2
1

4
7

開
催

日

合
計

 
 （

２
）

出
前

授
業

の
実

施
、

理
科

・
技

術
教

育
サ

ポ
ー

タ
ー

の
派

遣
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
る

が
、

中
学

校
を

対
象

と
し

た
出

前
授

業
を

1
5
件

（
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

1
0
件

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

５
件

）
実

施
す

る
と

と
も

に
、

大
田

区
の

中
小

企
業

を
対

象
と

し
た

出
前

講
座

を
１

件
実

施
し

た
。

 

・
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
共

催
講

座
と

し
て

渋
谷

区
と

連
携

し
、

小
中

学
生

向
け

に
ロ

ボ
ッ

ト
等

を
製

作
す

る
講

座
を

３
種

６
件

開
催

し
た

。
 

・
渋

谷
区

と
連

携
し

た
「

ハ
チ

ラ
ボ

科
学

フ
ェ

ス
タ

」
の

イ
ベ

ン
ト

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

実
施

）
や

、
理

科
・

技
術

教
育

サ
ポ

ー
タ

ー
の

派
遣

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
中

止
と

な
っ

た
。
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                      （
３

）
◆

【
拡

充
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

状
況

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

都
職

員
向

け
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

研
修

を
実

施
す

る
。

ま

た
、

法
人

職
員

向
け

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
研

修
の

実
施

を
検

討
す

る
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
中

学
校

へ
の

出
前

授
業

で
は

、
高

専
の

教
育

内
容

の
情

報
発

信
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
の

中
学

校
と

の
交

流
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
企

業
へ

の
出

前
講

座

（
５

名
受

講
）
の

受
講

者
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

「
説

明
が

分
か

り
や

す
く

製
図

を
基

礎
か

ら
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
」
、
「

講
義

に
加

え
て

実
際

に
図

面
を

描
く

体
験

が
良

か
っ

た
」

等
の

意
見

が
得

ら
れ

、
好

評
で

あ
っ

た
。

 

・
渋

谷
区

と
連

携
し

て
小

中
学

生
向

け
に

開
催

し
た

「
ハ

チ
ラ

ボ
講

座
」
（

図
表

3
-
2
2
-
2
）

で
は

、
ロ

ボ
ッ

ト
を

基
本

素
材

と
し

て
扱

い
、

も
の

づ
く

り
の

楽
し

さ
、

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
の

奥
深

さ
を

楽
し

ん
で

も
ら

え
た

こ
と

に
加

え
て

、
受

検
生

以
外

の
広

い
年

齢
層

に
高

専
を

知
っ

て
も

ら
う

機
会

を
提

供
で

き
た

。
 

  

【
図
表
3-
22
-2
　
ハ
チ
ラ
ボ
講
座
(渋

谷
区
教
育
委
員
会
共
催
)実

績
】

講
座
の
内
容

日
程

受
講
者
(人

)
10
月
9日

(土
)

10
10
月
10
日
(日

)
10

12
月
12
日
(日

)
12

12
月
19
日
(日

)
12

12
月
25
日
(土

)
6

12
月
26
日
(日

)
6

リ
モ
コ
ン
式
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作

レ
ゴ
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
そ
う

ロ
ボ
ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

 
 ※

理
科

・
技

術
教

育
サ

ポ
ー

タ
ー

制
度

：
小

中
学

生
向

け
の

「
も

の
づ

く
り

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
通

じ
て

も
の

づ
く

り
人

材
育

成
の

機
運

を
醸

成
す

る
こ

と
を

目
的

と

し
た

取
組

。
高

専
の

Ｏ
Ｂ

を
中

心
と

し
た

理
科

・
技

術
教

育
サ

ポ
ー

タ
ー

を
小

中
学

校
へ

派
遣

し
、

派
遣

先
の

教
員

と
と

も
に

授
業

の
サ

ポ
ー

ト
や

、
教

員
に

対
し

も

の
づ

く
り

教
育

の
実

施
方

法
の

指
導

・
相

談
を

実
施

し
て

い
る

。
 

※
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
：

教
育

研
究

活
動

の
成

果
を

広
く

社
会

に
還

元
す

る
た

め
の

公
開

講
座

。
一

般
向

け
の

生
涯

学
習

講
座

や
小

中
学

生
向

け
の

未
来

エ
ン

ジ
ニ

ア
講

座
、

技
術

者
向

け
の

技
術

者
育

成
講

座
な

ど
を

開
講

し
て

い
る

。
 

 

（
３

）
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
都

職
員

向
け

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
実

施
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
東

京
都

職
員

に
対

す
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

の
実

施
を

予
定

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

開
催

を
見

送
っ

た
。

 

 
 

・
法

人
職

員
に

対
す

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
に

つ
い

て
、

研
修

担
当

部
署

と
調

整
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

東
京

都
職

員
に

対
す

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
は

中
止

と
な

っ
た

。
 

 
 

・
法

人
が

既
に

実
施

し
て

い
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

と
の

親
和

性
等

を
鑑

み
つ

つ
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

以
降

の
実

施
に

向
け

た
調

整
を

行
う

こ
と

と
し

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
８８
  

社社
会会

貢貢
献献

等等
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

○
地

元
企

業
、

地
元

自
治

体
等

と
の

連
携

を
引

き
続

き
推

進
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

幅
広

い
産

学
公

連
携

活
動

を
展

開
す

る
。

 
 

○
主

に
社

会
人

技
術

者
を

対
象

と
し

て
、

学
び

直
し

の
た

め
の

場
を

提
供

し
、

地
元

企
業

の
人

材
育

成
を

支
援

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

（
２

）
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め

の
措

置
 

◇
地

域
に

お
け

る
産

学
公

連
携

の
推

進
 

【
3
-
2
3
】

①
地

域
社

会
及

び
地

元
企

業
の

ニ
ー

ズ
の

発

掘
や

、
地

元
の

金
融

機
関

と
の

連
携

な
ど

を
通

し
て

、
地

域
に

お
け

る
産

学
公

連
携

活
動

を
強

化
し

、
共

同
研

究
等

の
機

会
を

拡
充

す
る

。
 

 ◇
地

域
貢

献
等

 

【
3
-
2
4
】

②
地

域
の

も
の

づ
く

り
技

術
者

に
ス

キ
ル

ア

ッ
プ

の
た

め
の

学
び

直
し

の
場

を
提

供
す

る
た

め
、

地
元

自
治

体
等

と
連

携
し

た
技

術
者

支
援

講
座

を
実

施
す

る
。
ま

た
、
中

小

企
業

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

講
座

の
技

術
者

育
成

講
座

数
を

【
倍

増
】

さ
せ

る
。

 

2
9  

【
3
-
2
3
】

技
術

相
談

を
2
1
件

受
け

、
そ

の
中

か
ら

共
同

研
究

を
１

件
開

始
し

た
。

 

【
3
-
2
4
】

品
川

区
、

警
視

庁
等

と
の

連
携

事
業

と
し

て
、

高
専

教
員

と
学

生
が

開
発

し
た

体
験

シ
ス

テ
ム

を
使

用
し

て
、

品
川

区
内

の
中

小
企

業
者

向
け

に
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
講

習
会

を
実

施
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
大

田
区

及
び

品
川

区
と

連
携

し
て

開
催

し
た
「

若
手

技
術

者
支

援
の

た
め

の

講
座

」
は

受
講

者
に

高
い

満
足

感
や

充
実

感
を

与
え

て
い

る
こ

と
を

評
価

す

る
。

 

・
品

川
区

、
警
視

庁
等

と
連

携
し

て
、
教

員
と

学
生

が
開

発
し

た
体

験
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

講
習

会
を

開
催

し
た

こ
と

、
講

習

会
に

学
生

が
講

師
ア

シ
ス

タ
ン

ト
と

し
て

参
加

し
、
学

生
に

対
す

る
社

会
貢

献
意

識
の

醸
成

を
図

っ
た

点
が

評
価

で
き

る
。

 

3
0  

【
3
-
2
3
】

技
術

相
談

を
1
7
件

受
け

る
と

と
も

に
、

教
員

の
シ

ー
ズ

発
信

を
積

極
的

に
行

っ
た

。
 

【
3
-
2
4
】

中
小

企
業

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

講
座

と
し

て
、

溶
接

、
鋳

造
、

鍛
造

を
行

う
「

社
会

人
向

け
機

械
系

実
習

講
座

」
を

新
規

開
催

し
た

。
 

【
3
-
2
4
】

品
川

区
、

警
視

庁
等

と
の

連
携

に
よ

り
、

品
川

区
内

の
中

小
企

業
者

向
け

「
実

体
験

型
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
セ

ミ
ナ

ー
」

を
実

施

し
、

学
生

が
セ

ミ
ナ

ー
開

催
に

貢
献

し
た

こ
と

に
対

し
て

「
善

行
表

彰
」

を
受

賞
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
大

田
区

及
び

品
川

区
と

連
携

し
て

、
地

域
の

も
の

づ
く

り
技

術
者

に
向

け
た

講
座

を
開

催
し

、
多

く
の

参
加

者
を

得
る

と
と

も
に

、
新

た
に

、
中

小
企

業

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
講

座
を

開
始

し
た

。
 

・
警

視
庁

と
連

携
し

て
、
品

川
区

の
中

小
企

業
経

営
者

向
け

に
「

実
体

験
型

サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

し
、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
が

ア
シ

ス
タ

ン
ト

と
し

て
参

加
し

た
。

 

元  

【
3
-
2
3
】

共
同

研
究

に
つ

な
げ

る
た

め
、

展
示

会
や

交
流

会
等

で
教

員
の

シ
ー

ズ
発

信
を

積
極

的
に

行
っ

た
。

ま
た

、
技

術
相

談
を

1
4
件

受
け

た
。

 

【
3
-
2
4
】

疑
似

マ
ル

ウ
ェ

ア
感

染
体

験
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
、

品
川

区
、

警
視

庁
等

と
の

連
携

に
よ

る
中

小
企

業
者

向
け

「
実

体
験

型
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
セ

ミ
ナ

ー
」

を
実

施
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
地

域
の

も
の

づ
く

り
技

術
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

、
若

手
技

術
者

支
援

の
講

座
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、
定

員
を

超
え

る
応

募
が

あ
り

、
講

座
受

講
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

は
満

足
度

、
充

実
度

、
活
用

度
い

ず
れ

も
概

ね
好

評
で

あ
っ

た
。

 

・
疑

似
マ

ル
ウ

ェ
ア

感
染

体
験

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

、
品

川
区

、
警

視
庁

と
の

連
携

で
、
中

小
企

業
向

け
「

実
体

験
型

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

セ
ミ

ナ
ー

」

を
実

施
し

、
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

対
す

る
意

識
向

上
に

貢
献

し
た

。
 

２  

【
3
-
2
3
】

技
術

相
談

を
６

件
、

産
学

公
連

携
セ

ン
タ

ー
の

支
援

を
受

け
て

学
術

相
談

を
２

件
受

け
た

。
 

【
3
-
2
4
】

中
小

企
業

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

講
座

と
し

て
、

３
講

座
を

開
講

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・「
若

手
技

術
者

支
援

の
た

め
の

講
座

」
及

び
「

中
小

企
業

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
講

座
」
に

つ
い

て
、
い

ず
れ

も
感

染
症

防
止

対
策

を

行
っ

た
上

で
開

催
し

、
参

加
者

か
ら

の
好

評
を

博
し

た
。

 

３ 

【
3
-
2
3
】

技
術

相
談

を
４

件
、

産
学

公
連

携
セ

ン
タ

ー
の

支
援

を
受

け
て

学
術

相
談

を
１

件
受

け
た

。
 

【
3
-
2
4
】

若
手

技
術

者
向

け
の

支
援

講
座

を
６

講
座

開
設

し
た

。
ま

た
中

小
企

業
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
講

座
と

し
て

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

関
連

の
２

講
座

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

医
工

連
携

に
つ

い
て

の
３

講
座

を
実

施
し

た
。
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第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
講

座
の

技
術

者
育

成
講

座
数

を
倍

増
さ

せ
る

目
標

は
令

和
２

年
度

に
達

成
さ

れ
て

い
る

。
今

後
も

医
工

連
携

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の

講
座

の
受

入
れ

等
が

検
討

さ
れ

て
お

り
、

更
な

る
充

実

が
図

ら
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
2
3
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
地

域
に

お
け

る
産

学
公

連
携

の
推

進
 

①
地

域
社

会
及

び
地

元
企

業
の

ニ
ー

ズ
の

発
掘

や
、

地
元

の
金

融
機

関
と

の
連

携
な

ど
を

通
し

て
、

地
域

に
お

け
る

産
学

公
連

携
活

動
を

強
化

し
、

共
同

研
究

等
の

機
会

を
拡

充
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

地
域

の
産

業
展

へ
の

参

加
や

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

者
が

増
加

し
た

場
合

に
は

W
E
B
会

議
等

も
活

用
し

た
技

術
相

談

の
受

付
を

実
施

す
る

等
、

地
域

貢
献

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
共

同
研

究
等

を
通

じ
た

産
学

公
連

携
の

機
会

の
拡

充
を

検
討

す
る

。
 

（
１

）
共

同
研

究
等

の
機

会
の

拡
充

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
て

、
教

員
シ

ー
ズ

集
の

更
新

、
技

術
相

談
の

受
付

け
な

ど
地

域
交

流
の

P
R
活

動
を

実
施

し
た

。
 

・
品

川
区

・
大

田
区

と
連

携
し

て
、

技
術

相
談

、
出

前
講

座
を

実
施

し
、

地
域

の
技

術
者

と
交

流
の

場
を

設
け

た
。

 

・
産

学
連

携
セ

ン
タ

ー
の

支
援

を
受

け
て

、
企

業
か

ら
の

学
術

相
談

を
受

け
入

れ
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

地
域

の
産

業
展

等
の

イ
ベ

ン
ト

が
中

止
と

な
っ

た
が

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
さ

れ
た

公
益

財
団

法
人

大
田

区
産

業
振

興

協
会

主
催

の
「

お
お

た
研

究
・

開
発

フ
ェ

ア
」

に
お

い
て

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
か

ら
２

つ
の

研
究

室
が

参
加

し
、

動
画

配
信

で
の

研
究

紹
介

、
ブ

ー
ス

展
示

（
カ

テ
ゴ

リ
：

加
工

・
ロ

ボ
ッ

ト
制

御
）

に
よ

る
技

術
相

談
窓

口
を

開
設

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

シ
ー

ズ
集

等
を

き
っ

か
け

に
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、

品
川

区
連

携
事

業
と

し
て

４
件

の
技

術
相

談
を

受
け

た
。

ま
た

、
技

術
相

談
を

き

っ
か

け
と

し
た

学
術

相
談

の
依

頼
が

あ
り

、
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

の
支

援
を

受
け

て
１

件
を

受
入

れ
た

。
な

お
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、

企
業

か
ら

３
件

の
技

術
相

談
の

依
頼

を
受

け
た

が
、

支
援

希
望

内
容

が
教

員
の

専
門

分
野

と
合

致
せ

ず
技

術
相

談
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

 

・
合

計
1
6
件

（
中

学
校

1
5
件

、
中

小
企

業
１

件
）

の
出

前
講

座
を

実
施

、
中

学
校

や
地

域
の

中
小

企
業

と
の

連
携

強
化

や
、

地
域

貢
献

に
寄

与
し

た
。

 

・
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

シ
ー

ズ
集

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

地
域

の
産

業
展

「
お

お
た

研
究

・
開

発
フ

ェ
ア

」
へ

の
参

加
な

ど
を

通
じ

て
、

企
業

か
ら

の
技

術
相

談

や
共

同
研

究
に

つ
な

が
る

取
組

の
強

化
を

図
っ

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
2
4

 
◇

地
域

貢
献

等
 

②
地

域
の

も
の

づ
く

り
技

術
者

に
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

の
学

び
直

し
の

場
を

提
供

す
る

た
め

、
地

元
自

治
体

等
と

連
携

し
た

技
術

者
支

援
講

座
を

実
施

す
る

。
 

ま
た

、
中

小
企

業
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
講

座
の

技
術

者
育

成
講

座
数

を
【

倍
増

】
さ

せ
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

教
育

・
研

究
で

得
た

経

験
や

知
見

を
、

地
域

の
も

の
づ

く
り

技
術

者
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
資

す
る

た
め

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

開
講

数
や

開
講

時
間

を
見

直
す

な
ど

感
染

拡
大

防
止

策
を

講
じ

、
地

域
と

連
携

し
て

若
手

技
術

者
の

た
め

の
講

座
を

開
講

す
る

。
 

             （
２

）
◆

【
継

続
】

教
員

の
教

育
経

験
や

高

専
の

設
備

を
活

か
し

、
こ

れ
ら

の
資

源
を

地
域

の
も

の
づ

く
り

技
術

者
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
資

す
る

た
め

、
地

域
と

連
携

し
て

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

開
講

数
や

開
講

時
間

を
見

直
す

な
ど

感
染

拡
大

防
止

策
を

講
じ

、
技

術
者

の
た

め
の

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

講
座

を
開

講
す

る
。

 

         

（
１

）
地

域
の

も
の

づ
く

り
技

術
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

資
す

る
取

組
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
品

川
区

・
大

田
区

と
連

携
し

て
、

中
小

企
業

で
働

く
技

術
者

を
対

象
に

実
施

し
て

い
る

「
若

手
技

術
者

支
援

の
た

め
の

講
座

」
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大

防
止

の
観

点
か

ら
講

座
数

を
減

ら
し

、
９

月
か

ら
1
2
月

の
期

間
内

に
６

講
座

を
開

講
、

合
計

4
2
名

が
受

講
し

た
（

図
表

3
-
2
4
-
1
）
。

 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
活

用
・

分
析

し
、

地
域

の
技

術
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

よ
り

実
践

的
な

講
座

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
 

  

No
.

講
座

名
受

講
者

数
1

機
械

設
計

の
た

め
の

基
礎

9
2

工
業

材
料

の
基

礎
8

3
加

工
の

基
礎

6
4

デ
ジ

タ
ル

マ
ニ

ュ
フ

ァ
ク

チ
ャ

リ
ン

グ
講

座
5

5
電

気
回

路
の

基
礎

6
6

シ
ー

ケ
ン

ス
制

御
の

基
礎

8 42
合

  
 計

【
図

表
3-

24
-1

　
令

和
３

(2
02

1)
年

度
 若

手
技

術
者

支
援

の
た

め
の

講
座

 受
講

者
数

】
(単

位
:人

）

 
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
防

止
対

策
に

伴
い

、
講

座
内

容
を

再
編

成
し

た
こ

と
に

よ
り

、
多

く
の

受
講

生
を

集
め

る
こ

と
が

で
き

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
も

全
体

の

満
足

度
及

び
充

実
度

は
1
0
0
％

、
現

場
で

の
活

用
度

は
8
4
％

と
非

常
に

好
評

で
あ

っ
た

。
 

 （
２

）
中

小
企

業
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

講
座

の
充

実
化

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

、
講

座
の

開
講

数
及

び
開

講
時

間
を

減
少

さ
せ

た
。

実
施

時
期

は
例

年
通

り
７

月
か

ら
８

月
ま

で
の

夏
季

講
座

と

９
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
秋

季
講

座
と

し
て

、
品

川
1
0
講

座
、

荒
川

1
7
講

座
の

合
計

2
7
講

座
を

展
開

し
た

。
 

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

地
域

ニ
ー

ズ
に

応
え

た
実

践
的

な
２

講
座

を
新

設
し

た
。

3
0
名

の
定

員
に

対
し

4
1
名

の
応

募
が

あ
り

、
2
2
名

が
受

講
し

た
。

 

R
a
s
p
b
e
r
r
y
 
P
i
を

使
っ

た
L
i
n
u
x
に

よ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

入
門

 

C
C
N
A
合

格
に

向
け

た
ル

ー
タ

ー
初

心
者

講
座

 

・
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

よ
り

医
工

連
携

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

始
し

て
お

り
、

同
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

と
し

て
３

講
座

（
「

高
齢

者
・

障
碍

者
の

生
活

を
支

え
る

新
し

い
技

術
（

基
礎

編
）
」
、
「

高
齢

者
・

障
碍

者
の

生
活

を
支

え
る

新
し

い
技

術
（

応
用

編
）
」
、
「

福
祉

機
器

に
関

す
る

も
の

づ

く
り

講
座

」
）

を
実

施
し

た
。

基
礎

編
（

２
日

間
開

催
）

は
応

募
1
2
名

全
員

が
参

加
（

う
ち

２
名

は
１

日
目

ま
た

は
２

日
目

の
み

参
加

）
、

応
用

編
は

応
募

1
2
名

の
う

ち

９
名

が
参

加
、

福
祉

機
器

は
応

募
４

名
の

う
ち

３
名

が
参

加
し

た
。

 

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
両

キ
ャ

ン
パ

ス
の

新
設

の
講

座
す

べ
て

に
対

し
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

よ
り

受
講

者
全

員
が

満
足

（
“

大
変

満
足

”
も

し
く

は
“

ま
あ

ま
あ

満
足

”
）

と
回

答
し

て
お

り
、

大
変

好
評

で
あ

っ
た

。
 

・
技

術
者

の
学

び
な

お
し

の
場

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

高
専

教
員

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

、
技

術
相

談
や

設
備

の
有

効
活

用
機

会
の

増
加

等
の

効
果

が
あ

っ
た

。
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（
３

）
◆

【
継

続
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

状
況

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

オ
ン

ラ
イ

ン
等

の
形

態
も

検
討

し
た

上
で

、
品

川
区

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

協
定

に
基

づ
い

て
、

中
小

企
業

へ
の

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

支
援

の
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
。

 

（
３

）
中

小
企

業
に

お
け

る
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
の

向
上

に
資

す
る

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
警

視
庁

と
東

京
商

工
会

議
所

品
川

支
部

と
連

携
し

、
中

小
企

業
の

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

意
識

と
知

識
の

向
上

に
資

す
る

研
修

を
実

施
し

た
。

 

 
 

・
既

存
の

演
習

用
サ

イ
ト

へ
の

S
Q
L
イ

ン
ジ

ェ
ク

シ
ョ

ン
脆

弱
性

組
み

込
み

可
能

性
の

調
査

、
情

報
窃

取
シ

ナ
リ

オ
を

検
討

し
、

同
サ

イ
ト

の
ロ

グ
イ

ン
ペ

ー
ジ

に
S
Q
L
イ

ン
ジ

ェ
ク

シ
ョ

ン
の

脆
弱

性
を

組
み

込
ん

だ
。

ま
た

、
ロ

グ
イ

ン
認

証
を

回
避

し
て

情
報

を
窃

取
す

る
シ

ナ
リ

オ
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
1
1
月

1
0
日

に
オ

ン
ラ

イ
ン

に
て

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

セ
ミ

ナ
ー

「
あ

な
た

の
身

近
に

忍
び

寄
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

脅
威

～
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
攻

撃
に

お
け

る

中
小

企
業

の
対

策
～

」
を

実
施

、
東

京
商

工
会

議
所

品
川

支
部

に
所

属
す

る
中

小
企

業
関

係
者

1
4
名

が
参

加
し

た
。

セ
ミ

ナ
ー

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「

大
変

参
考

に

な
っ

た
」
、
「

ま
あ

ま
あ

参
考

に
な

っ
た

」
の

合
計

が
1
0
0
％

で
あ

り
、

受
講

者
の

意
識

と
知

識
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

以
降

の
実

体
験

型
セ

ミ
ナ

ー
実

施
に

向
け

た
準

備
を

整
え

る
こ

と
が

で
き

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
９９
  

ググ
ロロ

ーー
ババ

ルル
化化

 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

○
も

の
づ

く
り

産
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

英
語

力
の

向
上

や
教

養
教

育
の

充
実

、
国

際
的

に
通

用
す

る
工

学
教

育
の

質
の

保
証

等
に

よ
り

、
広

く
世

界
で

活
躍

で
き

る
技

術
者

を
育

成
す

る
。

 

○
学

生
の

レ
ベ

ル
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
海

外
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
こ

と
等

に
よ

り
国

際
感

覚
を

醸
成

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 

年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

◇
国

際
的

に
活

躍
で

き
る

技
術

者
の

育
成

 

【
3
-
2
5
】

①
も

の
づ

く
り

産
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対

応
で

き
る

技
術

者
を

育
成

す
る

た
め

、
専

門
科

目
に

つ
い

て
、

英
語

に
よ

る
授

業
の

推
進

を
検

討
す

る
。
（

再
掲

）
 

 【
3
-
2
6
】
②
【

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
】
の

J
A
B
E
E
受

審

を
目

指
し

、
J
A
B
E
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
（

再
掲

）
 

 【
3
-
2
7
】

③
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

ま
で

の
海

外
体

験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

再
構

築
し

、
【

平
成

2
9

（
2
0
1
7
）
年

度
】
か

ら
新

た
な

海
外

体
験

プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

参
加

者
は

毎
年

度
【

7
0
人

】
と

す
る

。
（

再
掲

）
 

2
9  

【
3
-
2
7
】

平
成

2
9
年

度
に

G
C
P
と

I
E
P
と

い
う

新
た

な
２

つ
の

海
外

体
験

プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
【

7
0
人

】
が

参
加

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
首

都
大

・
産

技
大

・
産

技
高

専
で

進
め

る
G
C
P
及

び
産

技
高

専
単

独
の

I
E
P

は
順

調
に

進
め

ら
れ

て
お

り
、
ま

た
海

外
研

修
の

前
に

行
わ

れ
る

語
学

研
修

を
始

め
、
い

ろ
い

ろ
な

学
生

支
援

活
動

は
産

技
高

専
全

体
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

へ
の

意
識

高
揚

に
大

き
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

 

・
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
1
年

間
で

7
0
名

も
の

参
加

が
あ

っ
た

こ
と

は
特

筆
す

べ
き

成
果

で
あ

る
。

 

3
0  

【
3
-
2
7
】

平
成

2
9
年

度
に

再
編

し
た

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
と

I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
国

際
的

に
活

躍
で

き
る

技
術

者
の

育
成

に
向

け
て

再
編

し
た

二
つ

の
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
、
合

計
7
0
名

の
学

生
（

首
都

大
及

び
産

技
大

の
６

名
を

含

む
。
）
が

参
加

し
た

。
渡

航
前

後
の

教
育

を
含

め
、
丁

寧
な

指
導

に
よ

り
、
確

実
に

学
生

の
能

力
が

向
上

し
て

い
る

。
 

元  

【
3
-
2
6
】

J
A
B
E
E
受

審
へ

向
け

て
４

つ
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

自
己

点
検

書
案

の
骨

格
が

完
成

し
た

。
 

【
3
-
2
7
】

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

続
く

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
及

び
I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
産

技
高

専
の

学
生

を
主

体
と

す
る

7
0
名

の
学

生
が

参
加

し
て

実
施

さ
れ

た

２
つ

の
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
現

地
日

系
企

業
で

の
研

修
機

会
を

設

け
る

な
ど

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

効
果

を
高

め
る

取
組

が
行

わ
れ

て
お

り
、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

を
目

指
す

学
生

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

が
図

ら
れ

て
い

る
。

 

・
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、
海

外
で

活
躍

で
き

る
技

術
者

の

養
成

を
強

化
す

る
観

点
か

ら
、
よ

り
多

く
の

学
生

が
参

加
で

き
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

と
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

２  

【
3
-
2
6
】

J
A
B
E
E
受

審
へ

向
け

て
４

つ
の

技
術

者
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
自

己
点

検
書

の
素

案
を

確
定

す
る

な
ど

、
受

審
準

備
を

整
え

た
。

 

【
3
-
2
7
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

G
C
P
は

中
止

と
な

っ

た
が

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

実
施

に
向

け
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

の

検
討

を
進

め
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

の
参

加
予

定
者

に
配

慮
し

て

募
集

人
数

を
3
0
名

か
ら

3
6
名

に
増

員
し

た
。

I
E
P
も

中
止

と
な

っ

た
が

代
替

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

国
内

で
英

語
研

修
及

び
現

地
と

の
オ

ン
ラ

イ
ン

交
流

等
を

実
施

し
、

2
0
名

が
参

加
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

が

中
止

と
な

っ
た

が
、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
を

活
用

し
た

代
替

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
ま

た
、
令

和
３

年
度

以
降

の
コ

ロ
ナ

禍
を

踏
ま

え
た

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

在
り

方
に

つ
い

て
、
感

染
状

況
に

応
じ

て
柔

軟
に

対
処

で
き

る
内

容
を

整
備

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

３ 

【
3
-
2
5
】

専
攻

科
の

前
後

期
各

１
科

目
に

お
い

て
講

義
の

一
部

を
英

語
で

行

い
､
専

門
英

語
を

体
験

で
き

る
場

と
な

っ
た

。
 

【
3
-
2
6
】

４
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

J
A
B
E
E
を

受
審

す
る

と
と

も
に

、
J
A
B
E
E

に
対

応
し

た
教

育
を

提
供

で
き

る
体

制
を

整
え

た
。

 

【
3
-
2
7
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

I
E
P
、

G
C
P
と

も
現

地
渡

航
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

終
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

参
加

者
は

､
両

プ
ロ

グ
ラ

ム
合

計
の

目
標

で
あ

る
7
0
名

に
対

し
C
C
P
1
6
名
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（
リ

ー
ダ

ー
２

名
、

メ
ン

バ
ー

1
4
名

）
､
I
E
P
3
8
名

、
合

計
5
4
名

で

あ
っ

た
。

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
G
C
P
及

び
I
E
P
の

２
つ

の
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、
定

員
で

あ
る

7
0
名

の
参

加
を

初
年

度
よ

り
実

現
し

、
渡

航
前

後
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

現
地

日
系

企
業

で
の

研
修

機
会

等
も

含
め

た
充

実
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

て
き

た
。

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

は
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
止

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

も
の

の
、

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
現

地
と

の
交

流
等

を
新

た
に

開
始

し
て

い
る

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
止

を
余

儀
な

く
さ

れ
て

い
る

が
、

学
生

、
保

護
者

等
に

と
っ

て
安

全
・

安
心

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
実

現
で

き
る

こ
と

、
ま

た
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル

を
活

用
し

た
代

替
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

も
そ

の
充

実
と

参
加

者
に

と
っ

て
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
工

夫
を

図
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
専

攻
科

の
一

部
専

門
科

目
で

の
英

語
教

育
導

入
に

向
け

た
取

組
が

着
実

に
進

め
ら

れ
て

お
り

、
今

後
、

英
語

力
の

向
上

も
図

り
つ

つ
、

広
く

世
界

で
活

躍
で

き
る

技
術

者
育

成
を

推
進

し
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

 
 

Ⅲ　東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　４　グローバル化に関する目標を達成するための措置

－ 273 －



中
期
計
画
番
号
 

3
-
2
5
 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
国

際
的

に
活

躍
で

き
る

技
術

者
の

育
成

 

①
も

の
づ

く
り

産
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対
応

で
き

る
技

術
者

を
育

成
す

る
た

め
、

専
門

科
目

に
つ

い
て

、
英

語
に

よ
る

授
業

の
推

進
を

検
討

す
る

。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か

ら
の

専
攻

科
の

一
部

専
門

科
目

の
英

語
教

育
導

入
に

向
け

て
、

試
行

授
業

を
実

施
す

る
。
（

3
-
0
6
再

掲
）

 

（
１

）
専

攻
科

一
部

専
門

科
目

の
英

語
教

育
導

入
に

向
け

た
取

組
（

3
-
0
6
再

掲
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
常

勤
教

員
に

座
学

で
の

英
語

授
業

経
験

の
あ

る
者

が
い

な
い

こ
と

か
ら

、
専

攻
科

連
絡

会
で

議
論

の
上

、
外

部
講

師
に

よ
る

授
業

の
一

部
を

英
語

で
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

・
前

期
１

科
目

、
後

期
1
科

目
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
専

攻
科

機
械

工
学

コ
ー

ス
（

品
川

）
の

み
で

開
講

さ
れ

て
い

た
東

工
大

教
員

に
よ

る
オ

ム
ニ

バ
ス

授
業

「
先

端
科

学
技

術
特

論
」

の
内

容
を

一
新

し
、

両
キ

ャ
ン

パ
ス

全

コ
ー

ス
で

履
修

で
き

る
前

期
の

共
通

基
礎

科
目

（
選

択
）

と
し

て
新

た
に

開
講

。
授

業
は

Z
o
o
m
に

よ
る

遠
隔

で
実

施
し

、
大

学
２

、
３

年
生

を
想

定
し

た
英

語
レ

ベ
ル

と
し

て
1
0
テ

ー
マ

の
う

ち
４

テ
ー

マ
に

つ
い

て
部

分
英

語
講

義
を

実
施

し
た

。
専

攻
科

7
4
名

中
4
8
名

と
多

く
の

専
攻

科
生

が
履

修
し

、
専

門
英

語
を

身
近

に
体

験
で

き
る

効
果

的
な

授
業

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
ま

た
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

後
期

に
開

講
し

た
非

常
勤

教
員

に
よ

る
「

画
像

工
学

」
に

お
い

て
、

講
義

の
一

部
を

英
語

授
業

と
し

て
実

施
し

た
。

授
業

資
料

は
全

て
英

語

の
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

を
用

い
、

英
語

と
日

本
語

の
説

明
を

ミ
ッ

ク
ス

し
て

授
業

を
行

っ
た

。
受

講
し

た
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

に
よ

り
、

英
語

で
の

授
業

に
抵

抗
が

少
な

く
な

っ
た

な
ど

の
意

見
が

あ
っ

た
が

一
方

で
、

専
門

科
目

と
し

て
の

理
解

力
を

維
持

す
る

た
め

に
工

夫
が

必
要

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
2
6

 
②

【
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

】
の

J
A
B
E
E
受

審
を

目
指

し
、

J
A
B
E
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
J
A
B
E
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
J
A
B
E
E

の
新

規
審

査
を

受
審

し
認

定
を

受
け

る
。
（

3
-
0
3
再

掲
）

 

（
１

）
J
A
B
E
E
受

審
へ

向
け

た
取

組
（

3
-
0
3
再

掲
）

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

内
に

行
っ

た
申

請
に

基
づ

き
手

続
き

を
進

め
た

。
 

 

【
図

表
3
-
2
6
-
1
 
J
A
B
E
E
受

審
に

か
か

る
手

続
き

等
】

(3
月
17
日
)

(4
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
JA
BE
E受

審
申
請
)

6月
30
日

自
己
点
検
書
(概

要
編
・
結
果
編
・
資
料
編
)提

出

7～
8月

審
査
団
と
の
書
面
に
よ
る
質
疑
応
答
､実

地
審
査
の
日
程
調
整
等

9月
2日

｢J
AB
EE
プ
ロ
グ
ラ
ム
R2
年
度
修
了
生
の
総
括
｣実

施
に
よ
り
、
各
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
目
標
に
沿
っ
た
修
了
生
を

概
ね
輩
出
で
き
た
こ
と
を
確
認

9～
10
月

実
地
審
査
準
備
(各

プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者
が
JA
BE
Eの

e-
ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
と
模
擬
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
対
象
の

教
員
及
び
学
生
の
手
配
他
)

10
月
下
旬

実
地
審
査
(4
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
2プ

ロ
グ
ラ
ム
は
We
b会

議
で
代
替
)、

10
月
26
日
最
終

11
月
22
日

改
善
報
告
書
提
出

20
22
年
3月

認
定
通
知

 
・

提
出

し
た

改
善

事
項

を
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
各

資
料

（
学

生
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
、

専
攻

科
履

修
の

手
引

き
等

）
に

反
映

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
自

己
点

検
書

を
提

出
し

、
そ

の
後

質
問

事
項

に
対

す
る

返
答

書
と

補
足

資
料

の
作

成
・

提
出

行
い

、
実

施
審

査
を

無
事

に
終

了
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
自

己
点

検
書

提
出

後
の

返
答

書
の

対
応

時
点

で
は

指
摘

事
項

が
多

か
っ

た
が

、
各

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

も
返

答
書

や
補

足
資

料
の

提
出

に
よ

り
実

施
審

査
終

了
ま

で
に

対
応

し
、

最
終

日
時

点
の

判
定

で
は

い
ず

れ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
も

判
定

を
改

善
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
申

請
を

行
っ

た
４

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

も
、

J
A
B
E
E
認

定
を

受
け

た
。

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

毎
に

指
摘

事
項

に
基

づ
き

、
改

善
案

と
今

後
の

組
織

対
応

を
整

備
し

、
継

続
し

て
J
A
B
E
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

教
育

を
提

供
で

き
る

体
制

を
整

え
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

3
-
2
7
 

③
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

ま
で

の
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
再

構
築

し
、
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

】
か

ら
新

た
な

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の

参
加

者
は

【
毎

年
度

7
0
人

】
と

す
る

。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム

（
G
C
P
）

及
び

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
I
E
P
）

の
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
も

対
応

で
き

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
、

7
0
名

の
参

加

者
を

確
保

し
て

実
施

す
る

と
と

も

に
、

研
修

内
容

の
改

善
を

図
る

。

（
3
-
0
5
再

掲
）

 

（
１

）
国

際
的

に
活

躍
で

き
る

技
術

者
の

育
成

（
3
-
0
5
再

掲
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

[
G
C
P
]
 

 
 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）

は
、

リ
ー

ダ
ー

3
名

、
メ

ン
バ

ー
1
9
名

の
合

計
2
2
名

の
応

募
が

あ
り

、
リ

ー
ダ

ー
２

名
（

い
ず

れ
も

都

立
大

生
）
、

メ
ン

バ
ー

1
4
名

（
す

べ
て

高
専

本
科

生
）

の
合

計
1
6
名

を
決

定
し

た
。

 

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
る

社
会

的
状

況
か

ら
、

現
地

渡
航

は
中

止
と

し
、

こ
れ

に
代

わ
る

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
リ

ー
ダ

ー
研

修
（

４
回

）
、

全

体
研

修
（

８
回

）
、

宿
泊

な
し

合
宿

研
修

（
６

/
1
1
～

1
3
）
、

中
間

報
告

会
（

６
/
2
6
）
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
８

/
2
7
､
８

/
3
0
～

９
/
３

）
、

他
国

（
ラ

オ
ス

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

）
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
（

９
/
2
5
）
、

最
終

報
告

会
（

1
0
/
3
0
）

を
実

施
、

第
９

回
G
C
P
を

完
了

し
た

。
 

 
 

・
G
C
P
参

加
者

の
選

定
に

あ
た

っ
て

は
、

I
E
P
か

ら
の

推
薦

選
抜

を
行

う
こ

と
に

よ
り

２
つ

の
国

際
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
継

続
性

を
重

視
し

た
。

 

・
第

四
期

中
期

計
画

も
見

据
え

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

改
善

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
た

。
 

・
応

募
者

数
の

向
上

の
た

め
、

G
o
o
g
l
e
 
C
l
a
s
s
r
o
o
m
を

活
用

し
、

学
生

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

の
情

報
に

触
れ

る
機

会
を

増
や

し
た

。
 

 
 

[
I
E
P
]
 

 
 

・
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

I
E
P
）

に
つ

い
て

、
募

集
説

明
会

で
は

1
5
0
名

以
上

の
参

加
者

数
が

あ
っ

た
が

、
募

集
締

切
日

直
前

で

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ

る
渡

航
中

止
決

定
を

受
け

、
応

募
者

数
は

4
0
名

と
な

り
、

3
8
名

の
参

加
者

を
決

定
し

た
。

 

 
 

・
現

地
渡

航
に

代
わ

る
国

内
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、

対
面

と
オ

ン
ラ

イ
ン

を
組

み
合

わ
せ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

、
事

前
研

修
（

８
/
1
7
～

2
0
）

､
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

８

/
2
5
～

2
8
､
８

/
3
0
～

９
/
２

）
、

事
後

研
修

（
1
0
/
９

）
、

最
終

報
告

会
（

1
0
/
3
0
）

を
実

施
、

第
５

回
I
E
P
を

完
了

し
た

。
 

 
 

・
I
E
P
に

課
題

解
決

型
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

を
取

り
入

れ
、

G
C
P
へ

の
接

続
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
第

四
期

中
期

計
画

も
見

据
え

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

改
善

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
た

。
 

・
応

募
数

の
向

上
の

た
め

、
G
o
o
g
l
e
 
C
l
a
s
s
r
o
o
m
を

活
用

し
、

学
生

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
関

す
る

情
報

に
触

れ
る

機
会

を
増

や
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

[
G
C
P
]
 

・
到

達
目

標
で

あ
る

7
0
名

の
う

ち
、

G
C
P
【

1
6
名

】
の

参
加

者
を

確
保

し
た

｡
 

・
他

国
（

ラ
オ

ス
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
）

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
行

い
、

様
々

な
英

語
に

触
れ

る
機

会
の

提
供

に
加

え
、

ア
ジ

ア
の

複
数

国
の

状
況

を
把

握
し

理
解

さ
せ

る
こ

と

で
参

加
学

生
の

視
野

を
広

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
初

期
・

中
間

・
終

了
時

の
計

３
回

実
施

す
る

自
己

評
価

に
よ

る
ス

キ
ル

到
達

度
測

定
で

は
、

課
題

解
決

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

実
行

力
が

段
階

的
に

向
上

し
て

い
る

結
果

と
な

り
、

ま
た

、
終

了
後

ア
ン

ケ
ー

ト
で

も
た

い
へ

ん
高

い
満

足
度

を
得

て
、

G
C
P
の

目
的

に
合

致
し

た
結

果
と

な
っ

た
。

 

[
I
E
P
]
 

・
到

達
目

標
で

あ
る

7
0
名

の
う

ち
、

I
E
P
【

3
8
名

】
の

参
加

者
を

確
保

し
た

｡
 

・
デ

ザ
イ

ン
シ

ン
キ

ン
グ

を
取

り
入

れ
、

課
題

解
決

型
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
行

い
、

G
C
P
へ

の
接

続
の

さ
ら

な
る

強
化

を
図

っ
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

終
了

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

海
外

エ
ン

ジ
ニ

ア
や

海
外

で
働

く
こ

と
へ

の
興

味
、

ま
た

英
語

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ

い
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
、

た
い

へ
ん

高
い

満
足

度
を

得
て

、
I
E
P
の

目
的

に
合

致
し

た
結

果
と

な
っ

た
。

 

[
全

体
]
 

・
コ

ロ
ナ

禍
で

の
渡

航
中

止
や

オ
ン

ラ
イ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

変
更

の
中

、
到

達
目

標
で

あ
る

7
0
名

の
う

ち
【

5
4
名

】
（

G
C
P
1
6
名

+
I
E
P
3
8
名

）
の

参
加

者
を

確
保

し
た

｡
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
実

施
予

定
の

第
1
0
回

G
C
P
参

加
者

の
選

定
に

あ
た

っ
て

は
、

I
E
P
か

ら
1
0
名

程
度

の
推

薦
枠

を
設

け
る

こ
と

で
、

２
つ

の
国

際
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
相

互
関

係
性

を
持

た
せ

教
育

効
果

の
向

上
を

図
っ

て
お

り
、

８
名

が
こ

の
推

薦
枠

に
よ

り
G
C
P
へ

の
参

加
が

決
定

し
た

。
 

・
第

1
0
回

G
C
P
推

薦
選

抜
で

は
、

説
明

会
参

加
者

3
2
名

、
応

募
者

数
８

名
、

合
格

者
数

８
名

と
な

っ
た

。
 

・
第

1
0
回

G
C
P
一

般
募

集
で

は
、

説
明

会
参

加
者

2
8
名

、
応

募
者

数
５

名
、

合
格

者
数

５
名

と
な

っ
た

。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅢⅢ
－－

１１
 

Ⅲ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

に
関

す
る

特
記

事
項

 

令
和

２
年

度
業

務
実

績
評

価
及

び
第

三
期

中
期

目
標

期
間

の
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

業
務

実
績

評
価

に
お

い
て

、
公

立
大

学
分

科
会

か
ら

対
応

報
告

を
求

め
ら

れ
た

事
項

に
関

す
る

取
組

等
 

【
特

別
研

究
期

間
制

度
の

利
用

活
性

化
に

向
け

た
取

組
】

中
期

計
画

番
号

3
-
1
8
 

 
自

己
評

価
 
Ａ

 

（
１

）
 

特
別

研
究

期
間

制
度

の
利

用
活

性
化

に
向

け
た

取
組

【
3
-
1
8
（

３
）

参
照

】
 

  
教

員
の

資
質

向
上

の
た

め
に

設
け

ら
れ

て
い

る
特

別
研

究
期

間
制

度
は
、

平
成

2
3
（

2
0
1
1
）

年
に

導
入

さ

れ
、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

に
年

間
４

名
が

利
用

で
き

る
よ

う
制

度
改

正
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、
こ

れ
ま

で
の

利

用
実

績
が

十
分

で
あ

る
と

は
言

い
難

い
。
加

え
て

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

度
以

降
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染

症
に

よ
り

海
外

へ
の

渡
航

が
厳

し
く

制
限

さ
れ

て
い

る
こ

と
も

、
こ

の
状

況
に

拍
車

を
か

け
る

も
の

と
な

っ
て

い
る

。
 

そ
の

よ
う

な
状

況
の

下
、
公

立
大

学
分

科
会

か
ら

対
応

を
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、
通

常
の

特
別

研

究
期

間
制

度
へ

の
募

集
・

審
査

等
と

並
行

し
、

本
制

度
の

利
用

活
性

化
に

向
け

た
取

り
組

み
を

行
っ

た
。

 

 ＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

特
別

研
究

期
間

制
度

を
２

名
の

教
員

が
利

用
し

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

特
別

研
究

期
間

制
度

利
用

応
募

受
付

と
審

査
、

２
名

の
利

用
者

を
決

定
し

た
。

 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
を

取
得

し
や

す
く

す
る

た
め

の
取

組
を

検
討

し
た

 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
へ

の
応

募
条

件
の

緩
和

を
決

定
し

た
。

 

①
 

対
象

教
員

に
教

授
を

追
加

し
た

。
 

②
 

年
度

末
年

齢
を

6
5
歳

未
満

と
し

た
。

 

（
こ

の
改

正
は

令
和

４
年

４
月

１
日

施
行

の
た

め
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

利
用

者
か

ら
反

映
。
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
中

堅
教

員
２

名
が

こ
の

特
別

研
究

期
間

制
度

を
利

用
し

た
こ

と
に

よ
り

、
教

員
の

教
育
・
研
究

能
力

の
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
教

員
の

年
齢

構
成

比
が

変
化

す
る

中
で

、
「

東
京

都
公

立
法

人
高

等
専

門
学

校
教

員
の

特
別

研
究

期
間

制

度
に

関
す

る
規

程
」

を
見

直
す

こ
と

で
、

制
度

の
活

性
化

と
教

育
研

究
能

力
向

上
を

図
っ

た
。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅢⅢ
――

２２
 

Ⅲ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
産

業
界

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

職
業

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

】
中

期
計

画
番

号
3
-
0
1
 

 
自

己
評

価
 

Ｓ
 

（
１

）
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
【

3
-
0
1
参

照
】

 

 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
社

会
に

お
け

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

の
必

要
性

は
拡

大
を

続
け

て
い

る
が

、
平

成
2
8

（
2
0
1
6
）
年

度
か

ら
産

技
高

専
に

お
い

て
実

施
し

て
い

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

毎

年
確

実
な

成
果

を
上

げ
て

い
る

。
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
連

す
る

企
業

と
の

連
携

も
進

め
て

お
り

、
卒

業
生
・
修

了
生

は
実

践
的

技
術

者
と

し
て

産
業

界
や

地
域

に
貢

献
し

て
い

る
。

 

 ＜
取

組
事

項
＞

 

・
本

科
及

び
専

攻
科

の
履

修
生

に
対

し
て

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施

し
た

。
 

・
専

攻
科

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

科
目

で
現

役
エ

ン
ジ

ニ
ア

７
名

が
６

科
目
（

前
期

３
科

目
、
後

期
３

科
目

）
を

担

当
し

た
。

 

・
専

攻
科

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

で
産

学
連

携
企

業
に

協
力

を
得

た
。

 

・
専

攻
科

３
名

及
び

本
科

で
希

望
す

る
９

名
全

員
が

、
I
T
及

び
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
の

イ
ン

タ
ー

ン

シ
ッ

プ
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
専

攻
科

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

と
し

て
、
産

学
連

携
企

業
の

支
援

の
下

で
I
C
T
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

。
 

・
教

員
が

外
部

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
関

係
の

イ
ベ

ン
ト

等
へ

の
協

力
を

通
し

て
、
企

業
と

の
関

係
構

築
を

行
い

、
産

学
連

携
企

業
の

開
拓

を
行

っ
た

。
ま

た
、
産

学
連

携
企

業
等

に
よ

る
講

演
を

７
回
（

訪
問

３
回

、

来
校

１
回

、
オ

ン
ラ

イ
ン

３
回

）
実

施
し

た
。

 

・
現

役
エ

ン
ジ
ニ

ア
に

よ
る

ハ
ン

ズ
オ

ン
（

直
接

指
導

を
受

け
ら

れ
る

特
別

講
座

）
を

３
講

座
４

回
実

施
し

た
。

 

・
中

学
生

向
け

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

勉
強

会
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 f
o
r
 J
u
n
i
o
r
」
（

２
日

間
開

催

で
参

加
者

1
6
名

）
、
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（

３
回

開
催

で
参

加
者

合
計

4
7
名

）
を

実
施

し

た
。

 

・
中

学
生

向
け

I
T
勉

強
会

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
4
0
名

（
本

科
：

３
年

生
1
2
名

、
４

年
生

1
3
名

、
５

年
生

1
2
名

、
専

攻
科

：

１
年

生
２

名
、

２
年

生
１

名
）

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
履

修
し

、
本

科
で

1
2
名

、
専

攻
科

で
１

名
の

修
了

生

を
輩

出
し

た
。

 

・
専

攻
科

科
目

を
現

役
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
担

当
す

る
こ

と
に

よ
り

、
最

新
の

、
よ

り
実

社
会

で
役

立
つ

講
義

を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
本

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
の

進
路

が
、
専

攻
科

進
学

４
名

、
就

職
８

名
（

情
報

通
信

企
業

４
名

、
情

報
シ

ス
テ

ム
企

業
１

名
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

企
業

２
名

、
情

報
通

信
機

器
製

造
企

業
１

名
）

と
決

定
し

た
。

 

・
専

攻
科

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

１
名

の
進

路
が

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
へ

の
就

職
と

決
定

し
た

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
を

通
じ

て
、

学
生

が
I
T
及

び
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
へ

の
就

職
に

つ

い
て

具
体

的
な

イ
メ

ー
ジ

を
持

た
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
教

育
内

容
や

使
用

機
材

、
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

企
業

か
ら

理
解

を
得

て
、
今

後
の

連
携

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
目

的
に

産
学

連
携

協
定

を
新

た
に

２
社

と
締

結
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
 

・
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
卒

業
す

る
学

生
で

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

度
の

講
演

会
が

就
職

先
を

決
め

る
き

っ
か

け
に

な
っ

た
ケ

ー
ス

も
あ

り
、
産

学
連

携
先

企
業

な
ど

の
講

演
が

、
学

生
が

キ
ャ

リ
ア

を
選

択
す

る
際

の

一
助

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
 

 

・
中

学
生

向
け

勉
強

会
で

は
、

中
学

生
に

楽
し

く
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
 

き
た

。
ま

た
、
同

勉
強

会
で

は
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
が

主
体

と
な

っ
て

企
画

、
教

材
開

発
、
シ

ス
テ

ム
構

築

を
行

い
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
新

３
年

生
1
4
名

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
が

決
定

し
た

。
 

 （
２

）
社

会
人

向
け

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

の
実

施
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、
本

科
お

よ
び

専
攻

科
の

教
育

の
み

に
止

ま
ら

ず
、
一

般

社
会

人
の

学
び

直
し

の
場

を
提

供
し

、
ま

た
教

員
な

ど
に

対
す

る
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
な

ど
、
活

動
の

場
を

広

げ
て

い
る

。
 

 ＜
取

組
事

項
＞

 

・
社

会
人

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
、
キ

ャ
リ

ア
チ

ェ
ン

ジ
の

機
会

を
創

出
す

る
た

め
、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
L
a
b
.

の
３

講
義
「

実
践

！
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
監

査
」
、「

デ
ジ

タ
ル

フ
ォ

レ
ン

ジ
ッ

ク
基

礎
（

専
攻

科
・
情

報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
別

演
習

Ⅱ
）
」
、「

セ
キ

ュ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
（

専
攻

科
・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

特
論

I
I
）
」

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

、
合

計
で

４
名

が
受

講
し

た
。

 

・
公

立
小

中
学

校
教

員
の

I
C
T
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

の
知

識
獲

得
の

機
会

を
創

出
す

る
た

め
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

L
a
b
.
 
f
o
r
 
T
e
a
c
h
e
r
s
を

対
面

で
開

催
し

、
2
1
名

が
受

講
し

た
。

 

・
2
5
歳

以
下

の
高

校
生

、
専

門
学

校
生

、
高

専
・
大

学
生

、
大

学
院

生
を

対
象

と
し

た
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
 

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
U
2
5
」

を
開

催
し

、
1
4
名

が
受

講
し

た
。

 

・
本

校
卒

業
生

等
が

高
度

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ス
キ

ル
を

習
得

す
る

機
会

を
創

出
す

る
た

め
、
研

究
生

を
６

名
（

本
科

卒
業

生
４

名
・
専

攻
科

修
了

生
２

名
）
受

け
入

れ
た

。
ま

た
、
研

究
生

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

支

援
す

る
た

め
に

、
I
C
T
 L
a
b
.「

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
技

術
講

座
」
を

対
面

で
実

施
し

、
研

究
生

３
名

、
情

報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
３

名
の

合
計

６
名

が
受

講
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
社

会
人

が
企

業
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
高

め
て

い
く

上
で

必
要

と
な

る
知

識
・
技

術
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
「

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

L
a
b
.
 
f
o
r
 
T
e
a
c
h
e
r
s
」
の

イ
ベ

ン
ト

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「

大
い

に
役

に
立

つ
」
「

役
に

立
つ

」
の

合
計

が
9
1
％

と
な

り
、
公

立
中

学
校

教
員

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
知

識
の

獲
得

に

貢
献

し
た

。
 

・
2
5
歳

以
下

の
若

年
層

に
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
と

倫
理

の
関

係
性

を
学

び
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

が
持

つ
脆

弱
性

を

調
査

す
る

体
験

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
次

世
代

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

担
う

人
材

発
掘

の
一

端
を

担
う

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
卒

業
後

も
引

き
続

き
学

ぶ
こ

と
を

希
望

す
る

研
究

生
に

、
企

業
で

の
業

務
で

は
触

れ
る

機
会

が
な

い
I
C
T

技
術

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
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（
３

）
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

 

 
本

校
の

航
空

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、
今

後
の

航
空

関
連

技
術

の
レ

ベ
ル

の
高

度
化

に
も

対
応

で
き

る

航
空

技
術

者
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、
一

時

的
に

航
空

業
界

に
は

逆
風

が
吹

い
て

は
い

る
が

、
そ

の
よ

う
な

中
に

あ
っ

て
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
者

は
航

空
関

連
企

業
か

ら
高

い
評

価
を

得
て

い
る

。
 

 ＜
取

組
事

項
＞

 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

履
修

者
を

確
保

す
る

た
め

、
1
年

生
を

対
象

と

し
た

コ
ー

ス
説

明
会

に
お

い
て

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

説
明

を
４

回
（

上
半

期
２

回
、
下

半
期

２
回

）
実

施
。

ま
た

、
同

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

授
業

の
様

子
が

分
か

る
よ

う
、
１

年
生

に
対

し
て

航
空

実
習

館
の

見
学

の
機

会

を
提

供
し

た
。

 

・
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
に

お
い

て
航

空
機

に
関

す
る

講
座

を
開

設
す

る
と

共
に

、
「

夢
へ

の
フ

ラ
イ

ト
プ

ラ

ン
」
（

航
空

科
学

博
物

館
主

催
に

よ
る

航
空

関
連

学
校

合
同

説
明

会
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の

た
め

開
催

中
止

）
へ

の
エ

ン
ト

リ
ー

を
行

う
な

ど
、

内
外

へ
の

P
R
活

動
を

行
っ

た
。

 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
者

の
キ

ャ
リ

ア
指

導
な

ら
び

に
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
・
就

職
先

の
斡

旋
を

行
っ

た
。

 

・
コ

ー
ス

会
議

に
お

い
て

、
今

後
の

定
員

増
に

伴
う

課
題

の
抽

出
及

び
航

空
宇

宙
工

学
コ

ー
ス

の
カ

リ
キ

ュ

ラ
ム

へ
の

航
空

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
科

目
の

追
加

に
つ

い
て

の
検

討
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
は

3
1
名
（

本
科
：
２

年
生

８
名

、
３

年
生

７
名

、
４

年
生

８
名

、
５

年
生

８
名

）

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
履

修
し

、
８

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
な

お
、
令

和
元

年
度

以
降

３
年

間
で

、
合

計

2
2
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

・
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

航
空

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

者
募

集
の

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

説
明

は
､
こ

れ
ま

で
同

様
の

下
半

期
の

２
回

に
加

え
、

１
年

生
の

コ
ー

ス
分

け
説

明
会

に
て

２
回

実
施

（
合

計
４

回
）

す
る

こ
と

で
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
魅

力
を

重
ね

て
学

生
に

訴
求

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
さ

ら
に

、
航

空
実

習

館
の

見
学

機
会

を
毎

週
１

回
（

月
曜

日
の

放
課

後
）
設

け
る

こ
と

で
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
身

近
な

も
の

に
感

じ
、

ま
た

既
に

履
修

し
て

い
る

上
級

生
と

接
す

る
場

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
中

学
生

を
対

象
と

し
て

前
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
講

座
「

飛
行

機
の

構
造

を
学

ぼ

う
！

」
に

は
７

名
が

参
加

し
、
中

学
生

に
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き

た
。

 

・
本

科
５

年
生

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
の

進
路

が
、
進

学
４

名
（

専
攻

科
１

名
、
航

空
機

整
備

の
専

門
学

校

１
名

、
大

学
２

名
）
、

就
職

４
名

（
航

空
整

備
企

業
３

名
、

航
空

製
造

関
係

企
業

１
名

）
と

決
定

し
た

。
 

・
本

科
４

年
生

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
８

名
全

員
【

1
0
0
％

】
が
主

要
航

空
会

社
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
。

な
お

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

と
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
･
パ

ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
開

催
に

よ
る

夏
休

み
時

期
変

更
の

た
め

､
例

年
よ

り
規

模
を

縮
小

す
る

な
ど

工
夫

を
行

っ
て

の
実

施
と

な
っ

た
。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅢⅢ
－－

３３
 

Ⅲ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
特

別
推

薦
入

試
制

度
の

実
施

に
向

け
た

取
組

】
中

期
計

画
番

号
3
-
1
5
 

 
自

己
評

価
 
Ｓ

 

（
１

）
 

特
別

推
薦

入
試

制
度

の
実

施
に

向
け

た
取

組
【

3
-
1
5
参

照
】

 

 
品

川
区

教
育

委
員

会
及

び
区

立
八

潮
学

園
と

の
協

定
に

基
づ

き
、
平

成
2
8（

2
0
1
6
）
年

度
に

開
始

し
た

特
別

推
薦

入
試

制
度

を
強

化
拡

大
し

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

は
各

キ
ャ

ン
パ

ス
２

名
ず

つ
を

募
集

人
員

と
す

る

こ
と

が
決

定
さ

れ
た

。
こ

れ
を

受
け

、
ス

ク
ー

リ
ン

グ
、
説

明
会

を
実

施
し

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
入

試
に

お
い

て
、
合

計
４

名
の

特
別

推
薦

入
試

制
度

に
よ

る
合

格
者

を
決

定
し

た
。
ま

た
、
こ

れ
に

よ
り

品
川

区
、
荒

川
区

の
中

学
校

と
の

連
携

も
強

化
さ

れ
た

。
 

 ＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
４
（

2
0
2
2）

年
度

の
特

別
推

薦
入

試
を

希
望

す
る

中
学

3
年

生
向

け
の

ス
ク

ー
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。
 

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
：

７
月

1
1
日

実
施

 
８

名
参

加
 

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
：

７
月

1
8
日

実
施

 
４

名
参

加
 

・
品

川
区

及
び
品

川
区

立
八

潮
学

園
と

の
協

定
に

基
づ

き
、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

特
別

推
薦

入
試

に

よ
り

２
名
（

八
潮

学
園

1
名

、
品

川
区

1
名

）
を

受
入

れ
、
ま

た
荒

川
区

と
の

協
定

に
基

づ
き

、
新

た
に

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
特

別
推

薦
入

試
に

よ
り

２
名

(
荒

川
区

)
を

受
入

れ
る

こ
と

を
決

定
し

た
。

 

・
両

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
特

別
推

薦
入

試
の

対
象

と
な

る
中

学
２

年
生

と
そ

の

保
護

者
を

対
象

に
、

特
別

推
薦

入
試

説
明

会
を

実
施

し
た

。
 

 
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

：
７

月
1
7
日

実
施

 
中

学
生

2
6
名

、
保

護
者

2
8
名

（
合

計
2
8
組

）
参

加
 

 
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

：
６

月
2
6
日

実
施

 
中

学
生

1
1
名

、
保

護
者

1
5
名

（
合

計
1
5
組

）
参

加
 

・
令

和
５
（

2
0
2
3 ）

年
度

の
特

別
推

薦
入

試
を

希
望

す
る

中
学

２
年

生
向

け
の

ス
ク

ー
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。
 

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
：

３
月

2
6
日

実
施

 
３

名
参

加
 

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
：

３
月

2
6
日

実
施

 
２

名
参

加
 

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
特

別
推

薦
入

試
の

入
学

者
と

し
て

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

２
名

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

２
名

、
合

計
４

名
の

優
秀

な
学

生
の

受
け

入
れ

を
決

定
し

た
。

 

・
品

川
区

、
荒

川
区

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

共
に

、
両

区
の

中
学

生
や

保
護

者
に

対
す

る
高

専
へ

の
認

知

度
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。
ま

た
、
特
別

推
薦

入
試

制
度

の
一

層
の

充
実

に
向

け
た

検
討

を
継

続

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
 

 

※
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
入

試
は

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

４
月

に
入

学
す

る
学

生
に

対
す

る
入

学
者

選
抜

を
指

し
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
実

施
さ

れ
る

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

３３
００
  

組組
織織

運運
営営

のの
改改

善善
  

Ⅳ
 

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

 

１
 

組
織

運
営

の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

○
各

教
育

研
究

機
関

の
取

組
を

支
え

る
た

め
、

必
要

な
人

材
と

資
金

の
獲

得
や

、
施

設
設

備
を

含
め

た
経

営
資

源
の

効
果

的
・

効
率

的
な

活
用

に
よ

り
、

法
人

全
体

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
を

強
化

し
て

、
戦

略
的

な
法

人
経

営
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
監

事
の

機
能

を
十

分
に

発
揮

す
る

た
め

の
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

法
人

運
営

の
適

切
性

を
確

保
す

る
。

 

○
教

育
研

究
成

果
の

都
政

・
都

民
へ

の
還

元
を

は
じ

め
、

広
く

社
会

へ
の

貢
献

を
目

的
と

し
て

、
都

や
区

市
町

村
、

研
究

機
関

等
様

々
な

主
体

と
の

連
携

を
こ

れ
ま

で
以

上
に

深
化

さ
せ

る
た

め
、

組
織

の
機

能
強

化
を

行
う

。
 

○
各

教
育

研
究

機
関

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
設

置
目

的
を

達
成

で
き

る
よ

う
、

学
長

・
校

長
に

よ
る

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
支

え
る

た
め

の
機

能
を

強
化

す
る

。
 

○
教

員
一

人
一

人
が

そ
の

能
力

を
発

揮
し

、
質

の
高

い
教

育
研

究
を

実
現

で
き

る
よ

う
、

評
価

制
度

の
改

善
充

実
を

は
じ

め
と

す
る

人
事

制
度

の
不

断
の

見
直

し
を

行
う

等
、

優
秀

な
人

材
を

確
保

・
育

成
す

る
た

め
の

様
々

な
工

夫
を

行
う

。
 

○
優

秀
な

固
有

職
員

を
確

保
・

育
成

し
、

少
数

精
鋭

に
よ

る
法

人
運

営
を

推
進

す
る

た
め

、
計

画
的

な
採

用
と

人
材

育
成

を
進

め
る

と
と

も
に

、
人

事
考

課
制

度
の

適
切

な
運

用
を

図
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

◇
戦

略
的

な
法

人
経

営
 

【
4
-
0
1
】
①

首
都

東
京

の
公

立
大

学
法

人
と

し
て

、
理

事

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

法
人

全
体

の
企

画
立

案
、
組

織
・
人

事
、
財

務
運

営
等

を
行

う
ヘ

ッ
ド

ク
ォ

ー
タ

ー
部

門
を

よ
り

有
効

に
機

能
さ

せ
な

が
ら

、
戦

略
的

な
組

織
運

営
を

行
う

。
監

事
へ

の
支

援
を

十
分

に
行

う
と

と
も

に
、

監
査

結
果

や
意

見
等

に
つ

い
て

は
、
法

人
内

で
共

有
し

、
改

善
策

を
実

施
す

る
な

ど
、

適
正

か
つ

効
率

的
な

法
人

運
営

を
実

現
す

る
。
ま

た
、
コ

ン
プ

ラ

イ
ア

ン
ス

の
確

保
を

一
層

徹
底

し
つ

つ
、

法
人

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

を
効

果
的

か
つ

効
率

的
に

果
た

し
て

く
た

め
、

内
部

統
制

の
体

制
と

シ
ス

テ
ム

を
強

化
す

る
。

 

 【
4
-
0
1
-
2
】
②

都
や

区
市
町

村
、
東

京
都

の
試

験
研

究
機

関
な

ど
様

々
な

主
体

と
の

連
携

を
こ

れ
ま

で
以

上
に

深
化

さ
せ

る
た

め
、

自
治

体
等

と
の

緊
密

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

都
民
・
都

政
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、
研

究
シ

ー
ズ

な
ど

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

が
有

す
る

知
見

と
結

び
付

け
る

機
能

を
担

う
組

織
を

強
化

す
る

な
ど

、
都

立
の

教
育

研
究

機
関

と
し

て
社

会
貢

献
を

推
進

す
る

体
制

の
充

実
を

図
る

。
 

 ◇
各

大
学

・
高

等
専

門
学

校
の

運
営

体
制

強
化

 

【
4
-
0
2
】
③

各
大

学
・
高

等
専

門
学

校
に

お
い

て
、
構

成

員
間

の
対

話
と

協
働

を
促

進
し

つ
つ

、
学

2
9  

【
4
-
0
1
】
新

理
事

長
体

制
の

下
、「

G
O
S
」
関

連
事

業
を

速
や

か
に

立
ち

上
げ

る

こ
と

が
で

き
た

。
 

【
4
-
0
2
】

平
成

2
9
年

４
月

に
教

学
I
R
推

進
室

を
設

置
し

た
。

 

【
4
-
0
4
】

全
学

の
女

性
教

員
比

率
が

【
1
9
.
8
％

】
に

な
っ

た
。

 

【
4
-
0
5
】

学
長

裁
量

に
よ

る
教

員
採

用
枠

を
４

部
局

５
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
0
6
】
管

理
監

督
職

層
の

研
修

等
を

充
実

、
ヒ

ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト

事
例
集

作
成

、

主
任

級
昇

任
選

考
制

度
改

正
（

受
験

資
格

拡
大

）
 

【
4
-
0
8
】
T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
職

員
比

率
【

1
8
.
7
％

】
ま

で
進

捗
し

た
（

平
成

2
8
年

度
比

＋
1
.
9
ポ

イ
ン

ト
増

）
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・「
G
O
S
」
関

連
事

業
の

企
画
・
立

案
の

た
め

に
、
大

学
・
高

専
・
法

人
が

目
標

を
共

有
し

て
検

討
を

行
い

、
関

連
す

る
事

業
を

計
画

や
予

算
に

反
映

し
て

い

る
。

 

・
教

学
I
R
推

進
室

会
議

で
定

期
的

な
分

析
報

告
が

行
わ

れ
て

お
り

、
学

長
・
理

事
等

に
情

報
共

有
す

る
こ

と
で

、
大

学
が

抱
え

る
課

題
の

共
通

認
識

を
持

つ

こ
と

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
 

・
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る

研
修
・
自

己
点
検

の
受

講
率

は
9
1
%
と

な
っ

て
い

る
。
法

人
の

教
職

員
全

員
、

P
C
に

よ
る

作
業

を
行

っ
て

い
る

現
状

を
考

え
れ

ば
、
当

然
、
受

講
率

は
1
0
0
%

で
あ

る
べ

き
で

あ
る

。
 

3
0  

【
4
-
0
1
】

各
大

学
・

高
専

の
認

知
度

や
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
更

な
る

向
上

の
た

め
、

令
和

２
年

４
月

か
ら

大
学
・
法

人
の

名
称

を
変

更
す

る
方

針
を

決
定

し
た

。
 

【
4
-
0
2
】

教
学

I
R
推

進
室

か
ら

の
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
0
4
】

全
学

の
女

性
教

員
比

率
が

【
2
0
.
5
％

】
に

な
っ

た
。

 

【
4
-
0
5
】

学
長

裁
量

に
よ

る
教

員
採

用
枠

を
３

部
局

４
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
0
6
】

法
人

内
の

全
事

務
室

の
協

力
を

得
て

職
場

通
信

を
創

刊
し

た
。

 

【
4
-
0
7
】

U
R
A
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
明

確
に

し
、

専
門

職
人

材
の

モ
チ

ベ
ー

シ

ョ
ン

の
向

上
及

び
指

揮
命

令
系

統
の

明
確

化
を

図
っ

た
。

 

【
4
-
0
8
】
T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
職

員
比

率
【

2
1
.
1
％

】
ま

で
進

捗
し

た
（

平
成

2
9
年

度
比

＋
2
.
4
ポ

イ
ン

ト
増

）
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
法

人
を

取
り

巻
く

社
会

情
勢

や
東

京
都

の
「

見
え

る
化

改
革

」
の

分
析

結
果

を
踏

ま
え

、
令

和
２

年
度

よ
り

大
学
・
法

人
の

名
称

を
変

更
す

る
こ

と
を

決

定
し

、
各

大
学
・
高

専
の

認
知

度
や

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

向
上

を
図

る
取

組
に

つ

い
て

具
体

的
な

準
備

に
着

手
し

た
。

 

・
監

事
監

査
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

確
保
・
向

上
の

た
め

、
監

査
・

内
部

統
制

担
当

者
を

増
員

し
た

。
 

・
首

都
大

に
お

い
て

、
中

堅
教

職
員

、
学

生
な

ど
か

ら
広

く
意

見
、
ア

イ
デ

ア

を
収

集
し

、
学

長
を

中
心

に
今

後
の

あ
る

べ
き

姿
の

議
論

を
重

ね
、
2
0
3
0
年

に
お

け
る

大
学

の
将

来
像

「
T
M
U
 
V
i
s
i
o
n
 
2
0
3
0
」

を
策

定
し

た
。

 

・
首

都
大

に
お

い
て

、
教

学
I
R
推

進
室

に
よ

る
各

運
営

委
員

会
や

部
局

か
ら

の
分

析
依

頼
へ

の
対

応
、
情

報
発

信
、
セ

ミ
ナ

ー
開

催
等

の
取

組
を

通
じ

て
、

全
学

的
な

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

サ
イ

ク
ル

が
着

実
に

推
進

さ
れ

て
い

る
。

 

・
広

報
戦

略
の

充
実

と
と

も
に

、「
国

際
化

」
や
「

シ
ニ

ア
層

の
学

習
ニ

ー
ズ

」

等
に

対
応

す
る

た
め

の
各

種
取

組
が

着
実

に
推

進
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

元  

【
4
-
0
1
】
大

学
・
法

人
の

名
称

変
更

を
契

機
と

し
、
２

大
学

１
高

専
の

ビ
ジ

ョ

ン
・
将

来
構

想
と

連
動

し
た

、
各

校
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
及

び
認

知
度

の

更
な

る
向

上
に

向
け

、
第

三
期

中
期

計
画

及
び

令
和

元
（

2
0
1
9
）
年

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
公

益
通

報
な

ど
法

的
な

対
応

が
必

要
と

な
る

案
件

の
窓

口
を

一
本

化
し

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
へ

の
対

応
体

制
の

強
化

を
図

っ
た

。
 

Ⅳ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

－ 281 －



長
・

校
長

が
将

来
構

想
や

運
営

方
針

に
基

づ
き

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
戦

略
的

に
取

り
組

む
。

 

 ◇
教

員
人

事
制

度
の

適
切

な
運

用
・

改
善

 

【
4
-
0
3
】
④

質
の

高
い

教
育

研
究

の
実

現
に

向
け

て
、
教

員
の

意
欲

と
能

力
を

最
大

限
に

引
き

出

し
、
組

織
力

を
一

層
高

め
ら

れ
る

よ
う

、
引

き
続

き
現

行
人

事
制

度
を

適
切

に
運

用
す

る
と

と
も

に
、

制
度

の
成

熟
度

や
社

会
情

勢
の

変
化

等
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
必

要
な

制
度

改
正

や
運

用
改

善
を

実
施

し
て

い

く
。

 

 【
4
-
0
4
】

⑤
有

為
な

若
手

教
員

及
び

女
性

教
員

を
確

保

及
び

育
成

す
る

観
点

か
ら

、
社

会
情

勢
の

変
化

等
を

踏
ま

え
た

教
員

人
事

制
度

の
改

正
や

運
用

改
善

に
取

り
組

む
。

女
性

の
教

員
比

率
を

高
め

る
取

組
を

推
進

し
、

東
京

都
立

大
学

に
お

い
て

は
女

性
教

員
比

率
を

【
2
0
％

以
上

】
に

ま
で

高
め

る
。

 

 【
4
-
0
5
】
⑥

各
大

学
・
高

等
専

門
学

校
の

強
み

を
更

に
伸

ば
す

と
と

も
に

、
社

会
的

動
向

を
見

据
え

た
教

育
研

究
分

野
を

充
実

さ
せ

て
い

く
た

め
、
学

長
・
校

長
の

意
向

を
踏

ま
え

た
、
適

切
な

教
員

人
事

を
実

施
し

て
い

く
。

 

 ◇
職

員
人

事
制

度
の

適
切

な
運

用
・

改
善

 

【
4
-
0
6
】

⑦
少

数
精

鋭
に

よ
る

事
務

執
行

体
制

を
推

進

す
る

た
め

、
法

人
運

営
を

支
え

る
プ

ロ
職

員
の

育
成

や
、

研
修

の
充

実
に

よ
る

管
理

監
督

職
の

着
実

な
育

成
、

適
切

な
配

置
管

理
及

び
人

事
考

課
の

取
組

等
「

公
立

大
学

法
人

首
都

大
学

東
京

 
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

基
づ

く
人

材
育

成
を

展
開

し
て

い
く

。
固

有
職

員
に

つ
い

て
は

、
複

数
の

職

務
分

野
を

経
験

さ
せ

た
後

、
強

み
を

発
揮

で
き

る
分

野
へ

の
配

置
を

実
施

す
る

等
業

務
に

係
る

高
い

専
門

性
を

有
す

る
職

員
を

育
成

し
て

い
く

。
 

 【
4
-
0
7
】
⑧

専
門

職
人

材
に

つ
い

て
、
文

部
科

学
省

の
動

向
や

他
大

学
へ

の
調

査
等

を
踏

ま
え

た
人

度
年

度
計

画
を

変
更

し
た

。
 

【
4
-
0
1
】
大

学
院

入
試

問
題

漏
え

い
等

の
事

故
を

受
け

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス

の
徹

底
、
大

学
院

入
試

の
仕

組
み

の
改

善
、
ガ

バ
ナ

ン
ス

機
能

の
強

化
を

行
う

再
発

防
止

策
を

策
定

し
た

。
 

【
4
-
0
1
-
2
】
都

連
携

及
び

研
究

力
の

一
層

の
強

化
に

向
け

た
機

能
的
・
機

動
的

な
事

務
組

織
体

制
を

整
備

し
、
東

京
都

下
水

道
局

と
包

括
連

携
協

定

を
締

結
し

た
。

 

【
4
-
0
4
】

全
学

の
女

性
教

員
比

率
が

【
2
0
.
5
％

】
に

な
っ

た
。

 

【
4
-
0
5
】

学
長

裁
量

に
よ

る
教

員
採

用
枠

を
４

部
局

５
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
0
8
】

T
O
E
I
C6
0
0

点
以

上
の

職
員

比
率

は
【

22
％

】
と

な
っ

た
（

平
成

3
0

（
2
0
1
8
）

年
度

比
0
.
9
ポ

イ
ン

ト
増

加
）
。

 

・
都

立
大

で
発

生
し

た
大

学
院

入
試

問
題

漏
え

い
に

つ
い

て
は

、
既

に
詳

細
な

原
因

分
析

を
行

い
、
再

発
防

止
策

を
策

定
し

て
い

る
が

、
公

平
・
公

正
な

入

学
者

選
抜

の
実

施
に

向
け

、
取

組
を

徹
底

さ
れ

た
い

。
 

２  

【
4
-
0
1
】
大

学
・
法

人
の

名
称

を
変

更
し

、
プ

レ
ゼ

ン
ス

及
び

認
知

度
の

更
な

る
向

上
に

向
け

、
各

大
学

・
高

専
の

重
点

的
な

取
組

を
実

施
し

た
。
 

【
4
-
0
1
】
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

公
表

し
た

都
立

大
の

大
学

院
入

試
問

題
漏

え
い

等
の

事
故

を
受

け
策

定
し

た
再

発
防

止
策

に
つ

い
て

着
実

な

取
組

を
進

め
た

。
 

【
4
-
0
1
-
2
】
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
下

水
道

局

と
新

た
に

２
件

の
共

同
研

究
に

係
る

協
定

を
締

結
し

た
。

 

【
4
-
0
4
】
都

立
大

の
女

性
教

員
比

率
は
【

2
0
.
3
％

】
で

2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。
 

【
4
-
0
5
】

学
長

裁
量

に
よ

る
教

員
採

用
枠

を
１

部
局

１
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
0
6
】
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、
新

規
採

用
者

等
向

け
研

修
を

対
面

で
優

先
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、
他

の
研

修
は

、
会

場
の

分
散

化
や

職
場

外

か
ら

も
受

講
可

能
な

オ
ン

ラ
イ

ン
化

等
の

工
夫

を
行

い
実

施
し

た
。
 

【
4
-
0
7
】
優

秀
な

U
R
A
の

確
保
・
定

着
の

た
め

、
成

果
主

義
に

基
づ

く
変

動
型

の
年

俸
制

度
、
多

角
的

な
評

価
に

基
づ

く
無

期
雇

用
転

換
制

度
を

導

入
・

整
備

し
た

。
 

【
4
-
0
8
】
T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
職

員
比

率
は
【

2
2
.
7
％

】
と

な
っ

た
（

令
和

元

（
2
0
1
9
）

年
度

比
0
.
7
ポ

イ
ン

ト
増

加
）
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
法

人
及

び
大

学
の

名
称

変
更

を
行

い
、「

都
立

」
の

高
等

教
育

機
関

で
あ

る
こ

と
を

積
極

的
に

発
信

し
、

認
知

度
の

更
な

る
向

上
に

努
め

た
。

 

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
カ

ー
ド

の
全

教
職

員
へ

の
配

布
や

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

教
育

を
通

し
て

、
教

職
員

と
し

て
の

倫
理

観
、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
意

識
の

一
層

の
徹

底
・

醸
成

を
図

っ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

等
に

よ
り

、
職

員
研

修
や

職
員

の
語

学
力

向
上

に
向

け
た

取
組

を
着

実
に

実
施

し
た

。
 

・
優

秀
な

U
R
A
の

確
保
・
定

着
の

た
め

、
成

果
主

義
に

基
づ

く
変

動
型

の
年

俸

制
度

や
、
評

価
に

基
づ

く
無

期
雇

用
転

換
制

度
を

整
備

し
た

。
ま

た
、
専

門

性
を

必
要

と
す

る
ポ

ス
ト

の
人

材
を

計
７

名
確

保
、

配
置

し
た

。
 

・
行

政
ニ

ー
ズ

と
研

究
シ

ー
ズ

を
円

滑
に

マ
ッ

チ
ン

グ
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
作

成
さ

れ
た

法
人

版
連

携
事

業
ガ

イ
ド
・
研

究
者

ガ
イ

ド
に

つ
い

て
、
今

後
、
こ

れ
ら

が
利

用
・
活

用
さ

れ
、
２

大
学

１
高

専
と

行
政

の
連

携
及

び
活

性
化

が
進

む
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

制
度

を
は

じ
め

と
す

る
各

種
教

員
人

事
制

度
に

つ
い

て
、

更
な

る
運

用
の

強
化

を
期

待
す

る
。

 

３ 

【
4
-
0
1
】
経

営
ト

ッ
プ

層
の

意
向

を
反

映
し

た
「

第
四

期
中

期
計

画
策

定
に

お

け
る

骨
太

の
考

え
方

」
を

決
定

し
た

。
 

【
4
-
0
1
-
2
】

東
京

都
環

境
公

社
と

新
た

に
包

括
連

携
協

定
を

締
結

し
た

。
 

【
4
-
0
1
-
2
】
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

た
調

査
研

究
を

行
う

T
M
U
サ

ス

テ
ナ

ブ
ル

研
究

推
進

機
構

を
設

置
し

た
。
ま

た
、
都

立
大

に
お
い

て
「

創
発

未
来
社

会
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を
公

募
し

８
件

採
択

し
た

。
 

【
4
-
0
3
】
世

界
を

リ
ー

ド
す

る
研

究
を

推
進

す
る

た
め

、
東

京
都

立
大

学
特

別

招
聘

教
授

制
度

を
導

入
し

、
ト

ッ
プ

研
究

者
１

名
を

採
用

し
た

。
 

【
4
-
0
4
】
都

立
大

の
女

性
教

員
比

率
は
【

2
0
.
6
％

】
で

2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。
 

【
4
-
0
5
】
学

長
裁

量
枠

に
つ

い
て

、
全

学
的

な
研

究
力

強
化

に
向

け
て

、
よ

り

幅
広

く
活

用
で

き
る

よ
う

要
件

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
 

【
4
-
0
7
】
情

報
分

野
や

国
際

分
野

等
高

度
な

専
門

性
を

必
要

と
す

る
ポ

ス
ト

の

人
材

を
計

８
名

確
保

、
配

置
し

た
。

 

【
4
-
0
8
】
T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
職

員
比

率
は
【

2
4
.
3
％

】
と

な
っ

た
（

令
和

２

（
2
0
2
0
）

年
度

比
1
.
6
ポ

イ
ン

ト
増

加
）
。
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事
制

度
等

の
在

り
方

を
検

討
し

、
一

層
の

活
用

を
図

る
。

 

 【
4
-
0
8
】
⑨

研
修

の
効

果
的

な
実

施
等

に
よ

り
、「

公
立

大
学

法
人

首
都

大
学

東
京

 
国

際
化

に
対

応
す

る
職

員
育

成
方

針
」

を
着

実
に

推
進

し
、
T
O
E
I
C
ス

コ
ア
【

6
0
0
点

以
上

】
を

取

得
し

て
い

る
職

員
の

割
合

を
【

25
％

以
上

】

に
高

め
る

。
 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
都

立
大

に
お

い
て

、
平

成
2
9
年

度
に

は
教

学
I
R
委

員
会

を
設

置
し

、
平

成
3
0
年

度
に

は
、
「

T
M
U
 
V
i
s
i
o
n
 
2
0
3
0
」

を
策

定
す

る
な

ど
、

全
学

的
な

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

推
進

の
取

組
が

着
実

に
進

ん
で

い
る

。
 

・
都

立
大

の
教

学
I
R
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、
今

後
、
法

人
部

門
が

主
導

し
、
産

技
大

や
産

技
高

専
に

お
い

て
も

、
当

該
シ

ス
テ

ム
の

部
分

的
導

入
や

、
運

用
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
知

見
を

活
用

す
る

な
ど

の
取

組
が

展
開

さ
れ

る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

制
度

を
は

じ
め

と
す

る
各

種
教

員
人

事
制

度
に

つ
い

て
、

更
な

る
運

用
の

強
化

を
期

待
す

る
。

 

・
T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

を
取

得
し

て
い

る
職

員
の

割
合

は
年

々
増

大
し

て
お

り
、

目
標

で
あ

る
2
5
％

に
到

達
可

能
な

進
捗

状
況

に
あ

る
。

引
き

続
き

、
職

員
の

語
学

力
向

上
に

向
け

た
取

組
の

推
進

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
0
1
 

Ⅳ
 

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

 
１

 
組

織
運

営
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

戦
略

的
な

法
人

経
営

 

①
首

都
東

京
の

公
立

大
学

法
人

と
し

て
、

理
事

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

法
人

全
体

の
企

画
立

案
、

組
織

・
人

事
、

財
務

運
営

等
を

行
う

ヘ
ッ

ド
ク

ォ
ー

タ
ー

部
門

を
よ

り
有

効

に
機

能
さ

せ
な

が
ら

、
戦

略
的

な
組

織
運

営
を

行
う

。
 

監
事

へ
の

支
援

を
十

分
に

行
う

と
と

も
に

、
監

査
結

果
や

意
見

等
に

つ
い

て
は

、
法

人
内

で
共

有
し

、
改

善
策

を
実

施
す

る
な

ど
、

適
正

か
つ

効
率

的
な

法
人

運
営

を
実

現
す

る
。

ま
た

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

確
保

を
一

層
徹

底
し

つ
つ

、
法

人
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

効
果

的
か

つ
効

率
的

に
果

た
し

て
く

た
め

、
内

部
統

制
の

体
制

と
シ

ス
テ

ム
を

強
化

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

や
東

京
都

の
施

策
の

動
向

な
ど

に
も

留
意

し
な

が
ら

、
各

大
学
・

高
専

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

及
び

認
知

度
の

更
な

る
向

上
な

ど
中

期
計

画
の

達
成

に
向

け
た

重
点

的
な

取
組

の
推

進

や
、

次
期

中
期

計
画

の
策

定
に

向
け

た
検

討
に

当
た

り
、

経
営

ト
ッ

プ
層

の
意

向
を

迅
速

に
反

映
す

る
な

ど
、

ト
ッ

プ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

強
化

を
図

る
。

 

      （
２

）【
継

続
】
各

学
校

や
法

人
の

適
正

か
つ

効
率

的
な

運
営

に
資

す
る

よ
う

、
監

事
が

行
う

監
査

に
際

し
、

各
部

局
や

所
属

と
の

調
整

や
事

実
確

認
な

ど
の

必
要

十
分

な
支

援
を

行
う

。
ま

た
、
監

査
結

果
に

つ
い

て
各

部
局

や
監

事
、

監
査

法
人

と
共

有
し

、
監

査
の

実
効

性
を

向
上

さ
せ

る
。

 

            

（
１

）
プ

レ
ゼ

ン
ス

及
び

認
知

度
の

更
な

る
向

上
と

ト
ッ

プ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
経

営
審

議
会

に
お

い
て

、
法

人
が

目
指

す
方

向
性

の
大

枠
や

策
定

に
当

た
っ

て
の

留
意

点
等

を
整

理
し

た
「

第
四

期
中

期
計

画
策

定
に

お
け

る
骨

太
の

考
え

方
」

を
決

定

し
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
り

変
化

し
た

社
会

や
地

球
規

模
の

気
候

変
動

に
対

し
、

法
人

一
丸

と
な

っ
て

持
続

的
発

展
が

可
能

な
社

会
へ

の
貢

献
を

行
う

べ
く

、

経
営

ト
ッ

プ
で

あ
る

理
事

長
の

意
向

を
反

映
し

た
「

2
0
2
2
年

度
 

年
度

計
画

の
策

定
、

予
算

の
見

積
も

り
及

び
組

織
・

人
員

計
画

の
策

定
に

関
す

る
方

針
」

を
作

成
し

た
。

 

 
 

・
作

成
し

た
方

針
に

基
づ

き
、

関
係

部
署

と
過

年
度

の
決

算
デ

ー
タ

や
当

年
度

の
執

行
実

績
情

報
を

密
に

共
有

し
、

的
確

な
動

向
分

析
を

行
う

こ
と

で
、

適
正

な
予

算
編

成

を
行

う
と

と
も

に
、

第
四

期
中

期
計

画
の

策
定

と
並

行
し

て
第

四
期

中
期

計
画

期
間

中
の

財
政

フ
レ

ー
ム

を
検

討
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
社

会
の

変
容

や
東

京
都

の
施

策
の

動
向

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

経
営

ト
ッ

プ
層

の
意

向
を

反
映

し
た

第
四

期
中

期
計

画
の

策
定

に
向

け
た

法
人

の
取

組
の

方
向

性
を

取
り

ま

と
め

た
。

 

 
 

・
令

和
4
（

2
0
2
2
）

年
度

年
度

計
画

策
定

、
次

期
中

期
計

画
・

財
政

フ
レ

ー
ム

の
検

討
、

都
予

算
要

求
や

法
人

予
算

編
成

に
あ

た
り

、
経

営
ト

ッ
プ

層
が

重
点

事
業

の
進

捗

や
課

題
に

関
す

る
共

通
認

識
を

持
ち

、
優

先
事

項
に

つ
い

て
経

営
ト

ッ
プ

層
の

意
向

を
踏

ま
え

た
反

映
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
 

・
エ

ビ
デ

ン
ス

ベ
ー

ス
で

経
費

の
妥

当
性

を
検

証
す

る
と

と
も

に
、

事
業

の
費

用
対

効
果

を
踏

ま
え

た
予

算
を

編
成

し
、

第
四

期
中

期
計

画
を

見
据

え
た

中
長

期
に

わ
た

る

施
策

展
開

を
支

え
る

強
固

な
財

政
基

盤
を

構
築

し
た

。
 

 （
２

）
各

学
校

や
法

人
の

適
正

か
つ

効
率

的
な

運
営

 

①
監

事
が

行
う

監
査

結
果

報
告

の
支

援
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
監

事
監

査
に

つ
い

て
、

監
事

と
の

定
期

的
な

打
合

せ
を

行
う

こ
と

で
、

重
点

監
査

項
目

の
設

定
等

、
円

滑
な

監
査

実
施

に
資

す
る

取
組

を
行

っ
た

。
ま

た
、

関
係

各
課

と

の
連

絡
調

整
や

事
実

確
認

に
際

し
て

の
意

見
調

整
を

十
分

に
行

う
と

と
も

に
、

監
査

報
告

書
の

取
り

ま
と

め
等

、
経

営
審

議
会

で
の

報
告

に
当

た
っ

て
の

支
援

を
行

っ

た
。

 

 
 

・
現

場
の

課
題

把
握

の
た

め
に

、
監

事
が

直
接

、
キ

ャ
ン

パ
ス

に
出

向
き

、
監

査
対

象
部

門
の

所
属

職
員

へ
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。
 

・
監

査
を

通
し

て
把

握
で

き
た

各
所

属
の

指
摘

事
項

の
み

な
ら

ず
、

好
取

組
事

例
に

つ
い

て
も

、
職

員
向

け
に

周
知

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
監

事
が

書
面

だ
け

で
な

く
直

接
職

員
へ

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
う

こ
と

で
、

現
場

が
抱

え
る

課
題

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

、
業

務
改

善
に

つ
な

が
る

実
効

性
あ

る
監

査
を

実

施
で

き
た

。
ま

た
、

監
査

を
通

し
た

各
所

属
の

指
摘

事
項

や
好

取
組

事
例

を
法

人
内

に
周

知
す

る
こ

と
で

、
法

人
全

体
の

業
務

改
善

に
資

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 ②
定

例
監

査
等

を
通

じ
た

各
部

署
支

援
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
法

人
内

に
あ

る
予

算
を

執
行

す
る

単
位

（
2
2
箇

所
）

す
べ

て
を

巡
り

、
自

己
監

査
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

自
己

監
査

と
あ

わ
せ

て
科

研
費

（
5
0
件

）
に

関
す

る
監

査
を

実
施

し
た

。
 

・
自

己
監

査
及

び
科

研
費

に
関

す
る

監
査

に
お

い
て

、
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
公

表
し

た
都

立
大

に
お

け
る

研
究

費
不

正
使

用
（

旅
費

の
不

正
受

給
）

を
踏

ま
え

、
リ

ス
ク

ア
プ

ロ
ー

チ
の

観
点

か
ら

重
点

項
目

と
し

て
、

引
き

続
き

旅
費

に
つ

い
て

監
査

を
実

施
し

た
。

 

・
監

査
法

人
監

査
に

つ
い

て
、

関
係

部
署

の
協

力
を

得
る

と
共

に
、

決
算

監
査

、
理

事
長

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
各

キ
ャ

ン
パ

ス
の

往
査

な
ど

、
タ

ス
ク

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を

作
成

、
共

有
し

円
滑

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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      （
３

）【
継

続
】
法

人
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

を
確

保
・
向

上
さ

せ
る

た
め

、
内

部
統

制
が

有
効

に
機

能
す

る
体

制
を

維
持

す
る

。
あ

わ
せ

て
、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
な

ど
法

的
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

案
件

の
窓

口
機

能
を

適
切

に
運

用
す

る
。

ま
た

、
大

学
院

入
試

問
題

漏
え

い
等

の
事

故
を

受
け

、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

取
り

ま
と

め
た

再
発

防
止

の
取

組
を

確
実

に
遵

守
す

る
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
監

査
か

ら
浮

き
彫

り
と

な
っ

た
間

違
え

や
す

い
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
は

集
約

し
、

法
人

内
に

文
書

で
周

知
す

る
こ

と
で

、
事

務
処

理
の

適
正

化
に

寄
与

し
た

。
 

 ※
自

己
監

査
：

内
部

会
計

監
査

規
程

に
基

づ
き

実
施

す
る

、
各

予
算

執
行

単
位

の
予

算
執

行
事

務
及

び
会

計
事

務
全

般
に

つ
い

て
の

監
査

。
監

査
担

当
部

門
の

職
員

及
び

会
計

関
連

の
制

度
所

管
部

門
の

職
員

が
各

現
場

に
赴

き
監

査
を

実
施

す
る

。
 

 （
３

）
法

人
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

確
保

・
向

上
の

た
め

の
体

制
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
法

的
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

案
件

に
対

し
て

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
窓

口
機

能
を

適
切

に
運

用
し

て
対

応
す

る
と

と
も

に
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

カ
ー

ド
の

作
成

・
配

布
、
「

教
職

員
の

心
得

」
や

「
懲

戒
処

分
事

例
集

」
の

周
知

な
ど

、
着

実
な

取
組

を
進

め
、

教
職

員
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

意
識

の
徹

底
や

、
組

織
と

し
て

の
ガ

バ
ナ

ン

ス
機

能
の

強
化

を
引

き
続

き
図

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
過

去
の

不
正

事
例

の
周

知
な

ど
不

正
防

止
の

取
組

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
不

正
防

止
に

対
す

る
意

識
を

根
付

か
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
0
1
-
2

 
②

都
や

区
市

町
村

、
東

京
都

の
試

験
研

究
機

関
な

ど
様

々
な

主
体

と
の

連
携

を
こ

れ
ま

で
以

上
に

深
化

さ
せ

る
た

め
、

自
治

体
等

と
の

緊
密

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

都

民
・

都
政

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
研

究
シ

ー
ズ

な
ど

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

が
有

す
る

知
見

と
結

び
付

け
る

機
能

を
担

う
組

織
を

強
化

す
る

な
ど

、
都

立
の

教
育

研
究

機
関

と
し

て
社

会
貢

献
を

推
進

す
る

体
制

の
充

実
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
都

や
区

市
町

村
等

と
の

連
携

事
業

の
推

進
体

制
を

中
心

に
、

連
携

の
枠

組
の

構
築

な
ど

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
社

会
貢

献
を

図
る

。
 

              （
２

）【
新

規
】
都

の
戦

略
的

シ
ン

ク
タ

ン
ク

と
し

て
の

機
能

を
発

揮
す

る
た

め
、

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

お
け

る
共

通
課

題
で

あ
る
「

持
続

可
能

性
」
に

関
す

る

調
査

・
研

究
機

能
の

強
化

を
図

る
。

 

（
１

）
連

携
組

織
の

拡
充

に
よ

る
マ

ッ
チ

ン
グ

機
能

の
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
施

策
提

案
発

表
会

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
と

し
、

幅
広

い
施

策
提

案
を

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

に
よ

り
実

施

し
た

。
な

お
、

提
案

発
表

動
画

作
成

に
あ

た
っ

て
は

、
企

画
書

に
平

易
な

文
言

に
す

る
等

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
付

記
し

、
内

容
を

事
前

に
調

整
し

た
ほ

か
、

動
画

配
信

先
を

拡
充

す
る

な
ど

、
発

信
力

の
強

化
に

努
め

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

を
活

用
し

て
都

各
局

等
へ

の
個

別
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
周

知
活

動
を

随
時

実
施

す
る

と
と

も
に

、
新

た
に

各
局

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト

形
式

の
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
す

る
な

ど
、

都
連

携
案

件
の

組
成

に
向

け
た

取
組

を
推

進
し

た
。

 

・
行

政
ニ

ー
ズ

と
研

究
シ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

機
能

強
化

に
向

け
た

２
大

学
１

高
専

版
の

連
携

事
業

ガ
イ

ド
及

び
研

究
者

ガ
イ

ド
に

つ
い

て
、

掲
載

教
員

数
を

増
員

さ
せ

る

な
ど

、
内

容
の

充
実

を
図

っ
た

。
 

・
東

京
都

環
境

公
社

と
包

括
連

携
協

定
の

締
結

に
向

け
た

調
整

を
実

施
し

た
ほ

か
、

医
学

総
合

研
究

所
と

感
染

症
対

策
に

資
す

る
研

究
に

向
け

た
調

整
を

開
始

す
る

な
ど

、

都
連

携
事

業
の

組
成

・
推

進
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
新

た
に

実
施

し
た

都
ニ

ー
ズ

調
査

や
、

調
査

結
果

を
踏

ま
え

た
都

ニ
ー

ズ
と

研
究

シ
ー

ズ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

向
け

た
局

と
の

意
見

交
換

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
法

人
の
研

究
力

活
用

に
向

け
た

機
運

醸
成

を
図

っ
た

。
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

よ
り

開
始

し
た

福
祉

保
健

局
と

の
共

同
研

究
に

つ
い

て
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
お

い
て

も
引

き
続

き
実

施
し

た
。

 

 
 

・
東

京
都

環
境

公
社

と
新

た
に

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
。

 

 
 

・
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
と

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

か
ら

感
染

症
対

策
に

資
す

る
共

同
研

究
を

実
施

す
る

よ
う

調
整

し
た

。
 

 （
２

）
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

た
調

査
研

究
機

能
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

た
調

査
研

究
機

能
強

化
に

向
け

、
法

人
内

外
の

委
員

か
ら

構
成

さ
れ

た
企

画
委

員
会

及
び

そ
の

下
位

組
織

で
あ

る
検

討
部

会
を

設
置

・

開
催

し
、

検
討

を
行

っ
た

。
 

 
・

首
都

東
京

の
課

題
解

決
に

向
け

た
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
な

基
盤

と
し

て
の

役
割

を
担

う
た

め
、

東
京

都
各

局
へ

の
ニ

ー
ズ

調
査

を
行

う
と

と
も

に
、

研
究

シ
ー

ズ
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

っ
た

。
 

 
・

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

の
本

格
稼

働
に

向
け

、
機

構
運

営
の

た
め

の
体

制
整

備
・

規
程

整
備

等
を

含
む

準
備

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
３

年
（

2
0
2
1
）

年
1
1
月

に
構

想
発

表
を

行
い

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
１

月
に

T
M
U
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
研

究
推

進
機

構
を

設
置

し
た

。
 

 
・

関
係

部
署

と
の

役
割

分
担

を
明

確
に

し
、

規
程

整
備

等
を

含
む

準
備

を
遺

漏
な

く
実

施
し

た
。

 

 
・

令
和

４
年

１
月

の
機

構
設

置
に

先
立

ち
、

持
続

可
能

な
社

会
の

実
現

に
向

け
た

２
テ

ー
マ

の
研

究
に

着
手

し
た

。
 

 
・

都
立

大
に

お
い

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

４
月

開
始

予
定

の
「

創
発

未
来

社
会

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

公
募

を
行

い
、

８
件

採
択

し
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
0
2

 
◇

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

の
運

営
体

制
強

化
 

③
各

大
学

・
高

等
専

門
学

校
に

お
い

て
、

構
成

員
間

の
対

話
と

協
働

を
促

進
し

つ
つ

、
学

長
・

校
長

が
将

来
構

想
や

運
営

方
針

に
基

づ
き

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

戦
略

的
に

取
り

組
む

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
各

大
学
・
高

専
が

検
討
・
策

定
を

行
っ

た
将

来
構

想
の

実
現

に
向

け
て

、
学

長
・
校

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
で

推
進

で
き

る
よ

う
、

年
度

計
画

の
策

定
や

予
算

編
成

を
行

う
ほ

か
、

次
期

中
期

計
画

の
策

定
に

向
け

た
検

討
を

進
め

、
各

大
学
・
高

専
が

行

う
教

育
研

究
の

質
の

向
上

を
図

る
意

欲
的

な
取

組
を

法
人

と
し

て
一

層
支

援
す

る
。

＜
法

人
共

通
＞

 

   （
２

）【
継

続
】「

T
M
U
 V
i
s
i
o
n
 2
0
3
0
」
、「

学

長
重

点
施

策
方

針
」
及

び
教

学
I
R
デ

ー
タ

を
踏

ま
え

た
執

行
部

・
部

局
長

対
話

等
に

よ
り

、
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

取
り

組
む

。
＜

都
立

大
＞

 

             （
３

）【
継

続
】
自

己
点

検
・
評

価
活

動
に

お

け
る

P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

を
強

化
す

る
た

め
、

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

の
任

務
を

拡
充

す
る

。（
2
-
0
7
、
4
-
2
1
再

掲
）
＜

産
技

大
＞

 

 

（
１

）
計

画
策

定
、

予
算

編
成

作
業

を
通

じ
た

各
学

校
の

支
援

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
各

大
学

・
高

専
の

副
学

長
・

副
校

長
等

及
び

経
営

企
画

室
の

幹
部

職
員

を
メ

ン
バ

ー
と

す
る

第
四

期
中

期
計

画
策

定
検

討
会

（
法

人
検

討
会

）
及

び
複

数
の

職
場

を
経

験

し
た

主
任

級
職

員
等

を
メ

ン
バ

ー
と

す
る

第
四

期
中

期
計

画
法

人
P
T
（

成
長

P
T
）

を
設

置
し

、
次

期
中

期
計

画
の

策
定

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
各

大
学

の
教

育
研

究
審

議
会

や
高

専
の

運
営

会
議

等
に

お
い

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
予

算
編

成
方

針
等

の
共

有
を

図
り

、
各

学
長

及
び

校
長

と
財

政
認

識
及

び
戦

略
的

な
予

算
編

成
に

向
け

た
意

識
の

統
一

化
を

図
っ

た
。

 

 
 

・
第

四
期

中
期

計
画

中
の

財
政

フ
レ

ー
ム

の
策

定
に

向
け

て
、

過
年

度
の

予
算

水
準

や
執

行
状

況
の

分
析

を
踏

ま
え

つ
つ

、
将

来
的

な
財

政
基

盤
の

確
保

に
向

け
て

検
討

を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
各

大
学

・
高

専
の

ビ
ジ

ョ
ン

・
将

来
構

想
の

実
現

に
向

け
て

、
年

度
計

画
や

中
期

計
画

の
策

定
に

あ
た

り
各

学
校

執
行

部
の

意
向

を
反

映
し

た
。

 

 
 

・
第

三
期

中
期

計
画

の
達

成
に

必
要

な
予

算
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
第

四
期

中
期

計
画

に
お

け
る

各
大

学
・

高
専

の
事

業
展

開
に

柔
軟

に
対

応
し

う
る

財
政

基
盤

を
構

築

し
た

。
 

 （
２

）
都

立
大

に
お

け
る

、
ビ

ジ
ョ

ン
や

デ
ー

タ
に

基
づ

く
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

 
 

・
「

T
M
U
 
V
i
s
i
o
n
2
0
3
0
」

や
教

学
I
R
デ

ー
タ

等
を

踏
ま

え
、

2
0
2
2
年

度
学

長
重

点
施

策
方

針
及

び
各

部
局

の
重

点
課

題
（

以
下

「
部

局
重

点
課

題
」

と
い

う
。
）

を
設

定
し

た
。

さ
ら

に
、

部
局

重
点

課
題

等
に

基
づ

き
、

執
行

部
と

部
局

長
で

対
話

（
以

下
「

学
長

・
部

局
長

対
話

」
と

い
う

。
）

を
行

っ
た

。
（

図
表

4
-
0
2
-
1
）

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
学

長
・

部
局

長
対

話
に

よ
り

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
特

に
推

進
し

て
い

く
べ

き
取

組
、

大
学

が
抱

え
る

課
題

及
び

各
部

局
の

優
れ

た
取

組
等

を
執

行
部

と
各

部
局

で

共
有

す
る

等
、

全
学

的
な

大
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

  
 

 
※

T
M
U
 
V
i
s
i
o
n
2
0
3
0
：

学
部

・
大

学
院

の
再

編
等

を
契

機
に

、
こ

れ
ま

で
の

成
果

に
立

脚
し

、
さ

ら
な

る
発

展
を

目
指

し
て

い
く

た
め

に
策

定
さ

れ
た

2
0
3
0
年

度
に

お

け
る

都
立

大
の

将
来

像
。

 

 
 

 
※

教
学

I
R
：

教
学

I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
a
l
 
R
e
s
e
a
r
c
h
の

略
。

大
学

の
計

画
策

定
、

意
思

決
定

等
を

支
援

す
る

た
め

の
情

報
を

提
供

す
る

目
的

で
、

教
育

・
学

修
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
対

象
と

し
て

調
査

・
分

析
を

行
う

こ
と

。
 

 

 

【
図

表
4
-
0
2
-
1
　

教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
掲

載
デ

ー
タ

数
】

（
単

位
：

件
数

）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

4
9

1
0
8

1
7
5

2
0
5

2
5
8

3
0
2
 

  （
３

）
産

技
大

に
お

け
る

、
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

の
強

化
【

中
期

計
画

番
号

2
-
0
7
参

照
】

 

 
（

要
点

）
 

 
 
 
 
・

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
関

し
必

要
な

事
項

を
「

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

実
施

要
綱

」
と

し
て

規
定

し
、

内
部

質
保

証
室

、
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
及

び
各

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
実

施
組

織
の

役
割

と
連

携
関

係
を

改
め

て
整

理
し

、
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

を
実

行
し

た
。
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（
４

）【
継

続
】
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

必
要

な
デ

ー
タ

収
集

を
行

い
、

学
校

運
営

へ
の

活
用

を
推

進
し

て
い

く
。

＜
高

専
＞

 

 

（
４

）
高

専
に

お
け

る
、

学
校

運
営

へ
の

デ
ー

タ
活

用
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
受

検
生

の
属

性
や

動
向

を
把

握
す

る
た

め
に

推
薦

に
よ

る
入

試
及

び
学

力
に

よ
る

入
試

の
各

々
に

つ
い

て
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
 

・
本

科
生

・
専

攻
科

生
及

び
そ

の
保

護
者

に
対

す
る

学
生

生
活

実
態

調
査

を
実

施
し

た
。

調
査

結
果

と
し

て
、

項
目

ご
と

の
集

計
、

前
回

調
査

と
の

比
較

、
コ

ー
ス

別
結

果

分
析

等
を

ま
と

め
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

に
よ

り
、

地
域

別
の

出
願

状
況

や
新

コ
ー

ス
へ

の
希

望
状

況
、

受
検

に
関

す
る

情
報

収
集

方
法

等
の

実
態

が
把

握
で

き
、

今
後

の
入

試
広

報

に
対

す
る

基
礎

資
料

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
学

生
生

活
実

態
調

査
の

結
果

に
よ

り
、

学
生

や
保

護
者

の
高

専
の

満
足

度
、

授
業

の
理

解
度

、
海

外
志

向
等

、
幅

広
い

設
問

に
よ

り
実

態
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
特

に

今
回

調
査

で
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

つ
い

て
の

設
問

を
盛

り
込

み
、

ま
た

そ
れ

以
外

の
設

問
に

お
い

て
も

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
起

因
す

る
と

思
わ

れ
る

回
答

が
多

く
み

ら
れ

、
学

生
が

受
け

た
影

響
の

大
き

さ
が

顕
著

で
あ

っ
た

。
な

お
、

こ
の

調
査

結
果

は
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
て

い
る

。
 

 中
期
計
画
番
号
 

4
-
0
3

 
◇

教
員

人
事

制
度

の
適

切
な

運
用

・
改

善
 

④
質

の
高

い
教

育
研

究
の

実
現

に
向

け
て

、
教

員
の

意
欲

と
能

力
を

最
大

限
に

引
き

出
し

、
組

織
力

を
一

層
高

め
ら

れ
る

よ
う

、
引

き
続

き
現

行
人

事
制

度
を

適
切

に
運

用
す

る
と

と

も
に

、
制

度
の

成
熟

度
や

社
会

情
勢

の
変

化
等

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

必
要

な
制

度
改

正
や

運
用

改
善

を
実

施
し

て
い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
現

行
人

事
制

度
の

適
切

な
運

用
、

必
要

な
制

度
改

正
及

び
運

用
改

善
を

進
め

、
教

育
研

究
組

織
の

再
編

成
に

的
確

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

平
成

2
8（

2
0
1
6
）
年

度
よ

り
稼

動
し

た
人

事
シ

ス
テ

ム
を

安
定

的
に

運
用

す
る

。
 

（
１

）
教

員
人

事
制

度
の

適
切

な
運

用
・

改
善

（
参

考
：

3
-
1
8
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
都

の
「

未
来

の
東

京
」

戦
略

に
掲

げ
る

「
ノ

ー
ベ

ル
賞

ク
ラ

ス
の

研
究

」
を

実
現

し
、

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

研
究

を
推

進
す

る
た

め
、

新
た

に
東

京
都

立
大

学
特

別
招

聘

教
授

に
関

す
る

制
度

を
導

入
し

、
ト

ッ
プ

研
究

者
の

招
へ

い
に

向
け

た
人

事
制

度
を

構
築

し
た

。
 

・
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
に

お
け

る
専

門
分

野
に

関
す

る
教

育
研

究
能

力
の

更
な

る
向

上
を

図
る

た
め

、
特

別
研

究
期

間
制

度
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

・
公

募
を

早
期

に
開

始
し

、
優

秀
な

教
員

を
確

保
す

る
た

め
、

令
和

4
（

2
0
2
2
）

年
度

の
人

事
計

画
を

試
行

的
に

２
カ

月
前

倒
し

し
て

決
定

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
特

別
招

聘
教

授
と

し
て

、
ト

ッ
プ

研
究

者
１

名
を

採
用

し
た

。
 

 
 

・
特

別
研

究
期

間
の

取
得

対
象

に
つ

い
て

、
准

教
授

及
び

助
教

に
加

え
て

教
授

を
追

加
す

る
と

と
も

に
、

対
象

年
齢

の
引

き
上

げ
を

行
い

、
対

象
を

拡
大

し
た

。
 

 
 

・
従

来
よ

り
２

カ
月

前
倒

し
し

て
人

事
計

画
を

決
定

す
る

こ
と

で
、

計
画

的
な

人
員

配
置

を
可

能
と

し
た

。
 

 

※
特

別
招

聘
教

授
制

度
：

卓
越

し
た

研
究

実
績

等
を

有
す

る
ト

ッ
プ

研
究

者
を

招
へ

い
し

、
大

学
教

員
と

の
シ

ナ
ジ

ー
効

果
に

よ
り

研
究

力
向

上
を

図
る

た
め

の
制

度
。

 

 
 

※
特

別
研

究
期

間
制

度
：

教
育

・
研

究
活

動
に

一
定

期
間

従
事

し
、

優
れ

た
業

績
を

あ
げ

て
い

る
教

員
に

つ
い

て
、

専
門

分
野

に
関

す
る

教
育

研
究

能
力

の
更

な
る

向
上

の

た
め

、
日

常
的

な
教

育
及

び
管

理
運

営
の

負
担

を
免

除
し

、
一

定
期

間
継

続
的

に
調

査
研

究
に

専
念

す
る

こ
と

を
認

め
る

制
度

。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
0
4

 
⑤

有
為

な
若

手
教

員
及

び
女

性
教

員
を

確
保

及
び

育
成

す
る

観
点

か
ら

、
社

会
情

勢
の

変
化

等
を

踏
ま

え
た

教
員

人
事

制
度

の
改

正
や

運
用

改
善

に
取

り
組

む
。

 

女
性

の
教

員
比

率
を

高
め

る
取

組
を

推
進

し
、

東
京

都
立

大
学

に
お

い
て

は
女

性
教

員
比

率
を

【
2
0
％

以
上

】
に

ま
で

高
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
卓

越
研

究
員

事
業

を
適

宜
活

用
す

る
と

と
も

に
、

特
別

研
究

期
間

（
サ

バ
テ

ィ
カ

ル
）
制

度
、
テ

ニ
ュ

ア

ト
ラ

ッ
ク

制
度

及
び

特
別

栄
誉

教
授

等
制

度
の

適
切

な
運

用
及

び
必

要
な

制
度

改
正

等
を

行
い

、
有

為
な

若
手

教
員

の
確

保
・
育

成
を

進
め

る
。（

1
-

5
2
再

掲
）

 

                               

（
１

）
大

学
の

将
来

を
担

う
若

手
研

究
者

育
成

 

＜
取

組
事

項
＞

 
 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
、

特
別

栄
誉

教
授

等
制

度
、

特
別

招
聘

教
授

制
度

な
ど

、
各

制
度

の
運

用
を

進
め

、
教

員
の

確
保

・
育

成
を

推
進

し
た

。
（

図
表

 
4
-
0
4
-
1
）

 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 
 

・
新

た
な

先
導

研
究

者
を

３
名

選
出

す
る

等
、

各
制

度
を

適
切

に
運

用
し

、
教

員
の

育
成

・
研

究
力

強
化

を
図

っ
た

。
 
 

 
 

 ※
特

別
研

究
期

間
制

度
：

教
育

・
研

究
活

動
に

一
定

期
間

従
事

し
、

優
れ

た
業

績
を

あ
げ

て
い

る
教

員
に

つ
い

て
、

専
門

分
野

に
関

す
る

教
育

研
究

能
力

の
更

な
る

向
上

の

た
め

、
日

常
的

な
教

育
及

び
管

理
運

営
の

負
担

を
免

除
し

、
一

定
期

間
継

続
的

に
調

査
研

究
に

専
念

す
る

こ
と

を
認

め
る

制
度

。
 

 
 

※
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
制

度
：

公
正

で
透

明
性

の
高

い
選

考
に

よ
り

任
期

を
付

し
て

採
用

し
た

若
手

研
究

者
が

自
立

し
た

研
究

者
と

し
て

経
験

を
積

み
、

雇
用

契
約

の
期

間

の
定

め
の

な
い

教
員

と
し

て
の

身
分

取
得

に
か

か
る

審
査

を
経

て
准

教
授

へ
昇

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
制

度
。

 

 
 

※
特

別
栄

誉
教

授
等

制
度

：
顕

著
な

業
績

を
有

し
、

教
育

、
研

究
及

び
社

会
貢

献
の

推
進

に
お

い
て

先
導

的
な

役
割

を
担

う
教

員
に

対
し

て
、

特
別

栄
誉

教
授

及
び

先
導

研

究
者

の
称

号
を

付
与

す
る

こ
と

が
で

き
る

制
度

。
 

※
特

別
招

聘
教

授
制

度
：

卓
越

し
た

研
究

実
績

等
を

有
す

る
ト

ッ
プ

研
究

者
を

招
へ

い
し

、
大

学
教

員
と

の
シ

ナ
ジ

ー
効

果
に

よ
り

研
究

力
向

上
を

図
る

た
め

の
制

度
。

 

※
研

究
重

点
教

員
支

援
制

度
：

大
型

研
究

等
に

取
り

組
む

教
員

を
支

援
す

る
た

め
、

組
織

運
営

や
教

育
の

職
務

を
軽

減
す

る
等

し
て

、
当

該
研

究
の

促
進

を
促

す
制

度
。

 

 
 

※
卓

越
研

究
員

事
業

：
新

た
な

研
究

領
域

に
挑

戦
す

る
よ

う
な

若
手

研
究

者
が

、
安

定
か

つ
自

立
し

て
研

究
を

推
進

で
き

る
よ

う
な

環
境

を
実

現
し

、
全

国
の

産
学

官
の

研

究
機

関
を

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し
て

活
躍

し
得

る
若

手
研

究
者

の
新

た
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
提

示
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
文

部
科

学
省

の
事

業
。

 

 
 

※
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

制
度

：
大

学
法

人
と

相
手

側
機

関
の

協
定

に
よ

り
、

教
員

等
が

そ
れ

ぞ
れ

の
機

関
で

常
勤

と
し

て
の

身
分

を
保

有
し

た
ま

ま
、

そ
れ

ぞ
れ

の

機
関

の
責

任
の

下
で

必
要

な
業

務
に

従
事

す
る

こ
と

が
で

き
る

制
度

。
 

 
 

【
図
表
4
-
0
4
-
1
　
教
員
の
確
保
・
育
成
制
度
活
用
実
績
】

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

都
立

大
1
0

1
5

8
1
1

1
0

6
8

1
2

8
1
3

6
7

9
8

4
9

1
2

4

産
技

大
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

1
0

0
1

0
0

0

高
専

0
1

0
0

1
1

0
1

0
0

1
0

0
2

0
0

2
0

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度

（
平
成
2
8
年
度
～
）

都
立

大
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

特
別
栄
誉
教
授
等
制
度

（
平
成
2
7
年
度
～
）
※

都
立

大
3
(3
)

0
0

0
(3
)

1
0

0
(3
)

0
(1
)

0
2
(3
)

0
(1
)

0
0
(2
)

0
(1
)

0
3
(2
)

0
0

特
別
招
聘
教
授
制
度

（
令
和
3
年
度
～
）

都
立

大
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

1
(0
)

-
-

研
究
重
点
教
員
支
援
制
度

（
平
成
2
7
年
度
～
）

都
立

大
4

2
0

5
3

0
9

3
0

5
4

0
4

2
0

7
2

0

都
立

大
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

産
技

大
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

高
専

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

都
立

大
-

-
-

-
-

-
0

0
0

0
1

0
0

1
0

1
0

0

産
技

大
-

-
-

-
-

-
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

高
専

-
-

-
-

-
-

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

※
平

成
2
7
年

度
に

デ
ィ

ス
テ

ィ
ン

グ
イ

ッ
シ

ュ
ト

・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

サ
ー

制
度

と
し

て
開

始
。

平
成

2
8
年

度
に

特
別

栄
誉

教
授

等
制

度
に

変
更

。
※

数
字

は
付

与
決

定
者

数
。

(
　

)
内

は
制

度
適

用
者

数
。

元
年
度

3
0
年
度

特
別
研
究
期
間
制
度

（
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
）

卓
越
研
究
員
事
業

（
平
成
2
8
年
度
～
）

ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度

（
平
成
3
0
年
度
～
）

2
8
年
度

2
9
年
度

３
年
度

２
年
度

 
（

２
）

有
為

な
女

性
教

員
の

確
保

・
育

成
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（
２

）【
継

続
】
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
の

実
施

等
、

女
性

教
員

が
よ

り
働

き
や

す
い

職
場

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、
各

種
休

暇
・
休

業
制

度
の

周
知

や

公
募

時
に

妊
娠
・
出

産
・
育

児
等

の
両

立
支

援
制

度
を

掲
示

し
、

公
募

に
お

け
る

女
性

教
員

の
応

募
を

推
進

す
る

な
ど

、
有

為
な

女
性

教
員

を
確

保
・
育

成
す

る
た

め
の

取
組

を
行

う
。
（

1
-

3
0
、

4
-
2
9
再

掲
）

 

①
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
大

学
等

で
発

生
し

た
最

新
の

具
体

的
な

事
例

を
取

り
入

れ
た

教
職

員
向

け
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
（

１
回

）
、

ラ
イ

ブ
配

信
後

も
録

画
を

視

聴
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
時

間
や

場
所

の
制

約
な

く
研

修
を

受
講

可
能

と
し

た
。

ま
た

、
個

別
に

依
頼

の
あ

っ
た

部
局

に
対

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
等

で
の

研
修

を
実

施
し

た
（

２
回

）
。

 

 
 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
目

的
と

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
教

職
員

及
び

学
生

に
配

布
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
研

修
の

内
容

に
大

学
等

で
発

生
し

た
最

新
の

具
体

的
な

事
例

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
よ

り
一

層
の

意
識

啓
発

を
図

っ
た

。
 

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

す
る

こ
と

で
、

法
人

と
し

て
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
基

本
方

針
や

相
談

体
制

に
つ

い
て

周
知

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 

②
有

為
な

女
性

教
員

を
確

保
・

育
成

す
る

た
め

の
取

組
【

中
期

計
画

番
号

1
-
3
0
参

照
】

 

（
要

点
）

 

 
 

・
公

募
要

領
へ

都
立

大
が

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

し
て

い
る

旨
を

記
載

す
る

と
と

も
に

、
有

為
な

女
性

教
員

の
確

保
に

向
け

、
採

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、

妊
娠

・

出
産

・
育

児
等

の
両

立
支

援
等

の
取

組
を

掲
載

す
る

等
、

内
容

を
充

実
さ

せ
、

女
性

教
員

確
保

に
向

け
た

広
報

活
動

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
女

性
教

員
比

率
は

2
0
.
6
％

と

な
り

、
引

き
続

き
2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
５

月
１

日
時

点
）
。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
0
5

 
⑥

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

の
強

み
を

更
に

伸
ば

す
と

と
も

に
、

社
会

的
動

向
を

見
据

え
た

教
育

研
究

分
野

を
充

実
さ

せ
て

い
く

た
め

、
学

長
・

校
長

の
意

向
を

踏
ま

え
た

、
適

切
な

教
員

人
事

を
実

施
し

て
い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
都

立
大

に
お

け
る

学
長

の
裁

量
に

よ
る

採
用

枠
拡

大
に

応
じ

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年

４
月

１
日

付
採

用

の
選

考
手

続
き

を
進

め
る

。（
4
-
0
9
再

掲
）

 

        （
２

）【
継

続
】
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
の

教

員
人

事
計

画
を

策
定

し
、
学

長
・
校

長

の
意

向
を

踏
ま

え
た

、
優

秀
な

人
材

の
確

保
及

び
現

員
の

適
正

な
管

理
を

行
う

。
 

（
１

）
学

長
の

裁
量

に
よ

る
採

用
選

考
手

続
き

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
学

長
裁

量
枠

に
つ

い
て

、
都

立
大

の
全

学
的

な
研

究
力

強
化

に
向

け
、

よ
り

幅
広

く
活

用
で

き
る

よ
う

要
件

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
見

直
し

後
の

ス
キ

ー
ム

を
活

用
し

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

以
降

の
採

用
に

お
け

る
学

長
裁

量
枠

を
募

集
し

た
。
（

図
表

4
-
0
5
-
1
）

 

  

【
図

表
4
-
0
5
-
1
　

学
長

裁
量

枠
活

用
実

績
】

(
単

位
：

人
)

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

学
長

裁
量

枠
都

立
大

1
(
2
)

2
(
7
)

0
(
2
)

1
(
4
)

3
(
8
)

1
(
2
)

0
(
1
)

3
(
7
)

1
(
2
)

1
(
1
)

4
(
7
)

0
(
2
)

0
(
1
)

1
(
8
)

0
(
1
)

0
(
1
)

0
(
8
)

0
(
1
)

※
数

字
は

、
採

用
決

定
者

数
。

（
　

）
内

は
、

当
該

年
度

の
学

長
裁

量
枠

の
活

用
実

績

２
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
2
8
年

度
３

年
度

元
年

度

 
 （

２
）

教
員

人
事

計
画

の
策

定
 

 
・

退
職

予
定

者
数

等
の

人
員

動
向

を
踏

ま
え

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
教

員
人

事
計

画
を

策
定

し
、

採
用

及
び

昇
任

の
手

続
き

を
進

め
た

。
 

 
 

 
・

都
立

大
に

お
け

る
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
人

事
計

画
を

試
行

的
に

前
倒

し
て

決
定

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

員
人

事
計

画
を

基
に

、
優

秀
な

人
材

の
確

保
及

び
現

員
の

適
正

な
管

理
を

行
っ

た
。
（

図
表

4
-
0
5
-
2
）

 

・
早

期
に

人
事

計
画

を
決

定
す

る
こ

と
で

、
計

画
的

な
人

員
配

置
を

可
能

と
し

た
。

 

  
 

【
図

表
4
-
0
5
-
2
　

教
員

採
用

・
昇

任
実

績
】

(
単

位
：

人
)

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

都
立

大
5

1
6

1
2

8
1
4

2
0

2
1
6

1
8

8
2
1

1
0

4
1
9

2
4

6
2
1

1
7

産
技

大
1

0
2

0
1

2
1

2
2

3
0

2
0

1
1

0
0

1

高
専

0
1

2
0

0
5

0
1

1
0

1
1

0
2

5
2

2
1

都
立

大
1
6

1
-

7
0

-
1
0

0
-

1
5

0
-

1
8

0
-

1
4

0
-

産
技

大
0

0
-

0
0

-
1

0
-

1
0

-
0

0
-

1
0

-

高
専

3
3

-
2

2
-

4
6

-
2

1
-

4
2

-
3

5
-

昇
任

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

2
8
年

度

採
用
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
0
6

 
◇

職
員

人
事

制
度

の
適

切
な

運
用

・
改

善
 

⑦
少

数
精

鋭
に

よ
る

事
務

執
行

体
制

を
推

進
す

る
た

め
、

法
人

運
営

を
支

え
る

プ
ロ

職
員

の
育

成
や

、
研

修
の

充
実

に
よ

る
管

理
監

督
職

の
着

実
な

育
成

、
適

切
な

配
置

管
理

及
び

人
事

考
課

の
取

組
等

「
公

立
大

学
法

人
首

都
大

学
東

京
 
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

基
づ

く
人

材
育

成
を

展
開

し
て

い
く

。
 

固
有

職
員

に
つ

い
て

は
、

複
数

の
職

務
分

野
を

経
験

さ
せ

た
後

、
強

み
を

発
揮

で
き

る
分

野
へ

の
配

置
を

実
施

す
る

等
業

務
に

係
る

高
い

専
門

性
を

有
す

る
職

員
を

育
成

し
て

い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
「

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
基

づ
き

職
員

研
修

を
実

施
し

て

い
く

中
で

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

も
踏

ま
え

、
研

修
内

容
の

充
実

及
び

実
施

方
法

の
工

夫

を
図

る
と

と
も

に
、
管

理
監

督
職

層

を
対

象
と

し
た

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能

力
の

伸
長

に
資

す
る

研
修

を
実

施

す
る

。
ま

た
、

O
J
T
の

教
材

と
な

る

素
材

を
更

新
し

提
供

す
る

こ
と

に

よ
り

、
業

務
遂

行
上

の
ノ

ウ
ハ

ウ
の

継
承

を
推

進
す

る
。

 

 （
２

）【
継

続
】
適

切
な

人
事

管
理

や
人

事
考

課
の

取
組

に
よ

り
、
職

員
の

モ
チ

ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

を
図

る
。
ま

た
、
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

向
け

て
、
各

職
員

が

主
体

的
に

考
え

る
機

会
を

設
け

る

こ
と

で
意

識
付

け
を

行
う

。
 

（
１

）
職

員
の

属
性

や
需

要
に

合
致

し
た

研
修

、
継

続
的

な
O
J
T
の

実
施

・
充

実
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

状
況

を
踏

ま
え

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
も

対
面

と
同

等
な

効
果

を
見

込
め

る
研

修
は

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
り

実
施

し
、

新
規

採
用

者
等

を
対

象
と

し
た

職
員

研
修

に
つ

い
て

は
対

面
開

催
も

行
っ

た
。

 

 
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

に
お

い
て

も
、

チ
ャ

ッ
ト

ツ
ー

ル
の

活
用

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
の

実
施

に
よ

り
、

能
動

的
に

受
講

で
き

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

 

 
 

・
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
、

O
J
T
推

進
研

修
等

、
管

理
監

督
職

層
を

対
象

と
し

た
研

修
を

実
施

し
た

。
 

 
 

・
「

法
人

職
員

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
、
「

ヒ
ヤ

リ
・

ハ
ッ

ト
及

び
事

故
事

例
集

」
の

周
知

、
チ

ュ
ー

タ
ー

制
度

の
運

用
等

に
よ

り
、

着
実

な
O
J
T
を

実
施

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 
・

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

く
職

員
研

修
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

職
務

上
必

要
と

な
る

知
識

や
技

能
の

向
上

に
資

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
 

・
管

理
監

督
職

に
必

要
な

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

の
伸

長
を

意
図

し
た

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
組

織
力

の
向

上
に

資
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 

 
・

主
に

新
入

職
員

を
対

象
に

、
き

め
細

や
か

で
着

実
な

人
材

育
成

が
で

き
た

。
 

  （
２

）
職

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

意
識

の
醸

成
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
年

間
を

通
じ

て
各

所
属

長
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

い
、

各
所

属
の

課
題

及
び

各
職

員
の

状
況

・
勤

務
実

績
を

客
観

的
か

つ
継

続
的

に
把

握
し

た
。

 

 
 

・
採

用
３

年
目

職
員

を
対

象
に

「
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
研

修
」

を
実

施
し

、
2
7
名

が
受

講
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

 
・

各
事

務
組

織
に

お
け

る
課

題
及

び
職

員
の

勤
務

状
況

を
踏

ま
え

た
配

置
及

び
業

績
評

価
を

実
施

し
、

各
職

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

促
進

及
び

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
が

図

ら
れ

た
。

 

・
主

体
的

に
キ

ャ
リ

ア
形

成
す

る
力

、
目

標
設

定
力

の
向

上
に

資
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 中

期
計
画
番
号
 

4
-
0
7

 
⑧

専
門

職
人

材
に

つ
い

て
、

文
部

科
学

省
の

動
向

や
他

大
学

へ
の

調
査

等
を

踏
ま

え
た

人
事

制
度

等
の

在
り

方
を

検
討

し
、

一
層

の
活

用
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
国

や
他

大
学

等
の

動
向

を
注

視
す

る
と

と
も

に
、
専

門
職

に
求

め

ら
れ

る
役

割
、
具

体
的

な
業

務
内

容

等
に

つ
い

て
分

析
し

、
専

門
職

人
材

の
一

層
の

活
用

に
向

け
た

制
度

等

の
検

討
を

進
め

る
。

 

（
１

）
専

門
職

人
事

制
度

の
検

証
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
改

正
し

た
U
R
A
の

人
事

・
給

与
制

度
に

関
し

て
、

成
果

主
義

に
基

づ
く

処
遇

の
反

映
に

向
け

て
勤

務
実

績
等

を
把

握
し

た
。

 

 
 

・
高

度
な

専
門

性
が

求
め

ら
れ

る
ポ

ス
ト

の
必

要
性

を
精

査
し

、
専

門
職

人
材

の
採

用
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
U
R
A
に

お
い

て
勤

務
実

績
等

を
反

映
し

た
処

遇
を

行
う

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

専
門

職
の

一
層

の
活

用
に

つ
な

げ
た

。
 

・
情

報
分

野
や

国
際

分
野

等
高

度
な

専
門

性
を

必
要

と
す

る
ポ

ス
ト

の
人

材
を

計
８

名
確

保
、

配
置

し
た

。
 
 

（
内

訳
：

事
務

（
給

与
福

利
）

１
名

、
事

務
（

国
際

）
１

名
、

事
務

（
情

報
）

１
名

、
U
R
A
４

名
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

１
名

）
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
0
8

 
⑨

研
修

の
効

果
的

な
実

施
等

に
よ

り
、
「

公
立

大
学

法
人

首
都

大
学

東
京

 
国

際
化

に
対

応
す

る
職

員
育

成
方

針
」

を
着

実
に

推
進

し
、

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

【
6
0
0
点

以
上

】
を

取
得

し
て

い
る

職
員

の
割

合
を

【
2
5
％

以
上

】
に

高
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】「

実
用

英
語

研
修

」
及

び
「

英

語
学

習
法

講
演

会
」

を
よ

り
多

く
の

職
員

が
参

加
し

や
す

い
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
見

直
し

、
職

員
が

自
主

的
に

国
際

化
に

関
す

る
学

習
に

取
り

組
む

素
地

を
つ

く
る

。
ま

た
、
海

外
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

踏
ま

え
、

派
遣

の
可

否
を

慎
重

に
検

討
す

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

等
を

通
じ

て
、
T
OE
I
C

ス
コ

ア
6
0
0
点

以
上

を
取

得
し

て
い

る
職

員
の

割
合

を
2
4
％

以
上

に
高

め

る
。
（

1
-
5
7
再

掲
）

 

 

（
１

）
職

員
の

語
学

力
の

向
上

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 
 

 
・
「

実
用

英
語

研
修

」
は

大
学

職
員

の
業

務
に

特
化

し
た

テ
キ

ス
ト

を
用

い
て

全
９

回
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

実
施

し
、

1
3
名

が
受

講
し

た
。

 
 

 
・
「

英
語

学
習

法
講

演
会

」
を

T
O
E
I
C
試

験
に

特
化

し
た

内
容

で
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
1
3
名

が
受

講
し

た
。

 
 
 
 
 
・
「

語
学

研
修

（
英

語
）
」

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
５

名
が

受
講

し
た

。
 

 
 

・
T
O
E
I
C
-
I
P
テ

ス
ト

は
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
延

べ
5
4
名

が
受

験
し

た
。

 
 

 
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
伴

い
、

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
派

遣
を

中
止

し
た

。
（

図
表

4
-
0
8
-
2
）

 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
講

師
と

の
双

方
向

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
伴

う
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
通

じ
て

業
務

に
活

用
で

き
る

語
学

力
の

修
得

を
促

し
た

。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
研

修
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

勤
務

場
所

に
関

わ
ら

ず
参

加
で

き
る

体
制

を
構

築
し

た
。

 
 

 
・

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

を
取

得
し

て
い

る
職

員
の

割
合

を
2
4
.
3
％

に
高

め
た

。
な

お
、

正
規

職
員

に
お

け
る

T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
ス

コ
ア

取
得

者
は

3
3
.
2
％

と
な

っ
た

。
（

図
表

4
-
0
8
-
1
）

 
 

 
・

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

状
況

を
踏

ま
え

、
令

和
４

(
2
0
2
2
)
年

度
の

実
施

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

。
 

【
図

表
4
-
0
8
-
1
　

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

取
得

職
員

状
況

】
（

単
位

：
人

、
％

）
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

8
8

1
0
1

1
1
8

1
2
6

1
2
8

1
3
5

1
6
.
8

1
8
.
7

2
1
.
1

2
2
.
0

2
2
.
7

2
4
.
3

5
2
4

5
3
9

5
6
0

5
7
3

5
6
4

5
5
6

※
全

職
員

に
は

、
役

員
及

び
人

材
派

遣
職

員
を

含
ま

な
い

。

取
得

職
員

数
取

得
職

員
割

合
（

参
考

）
全

職
員

数

 
  

 

【
図

表
4
-
0
8
-
2
　

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
派

遣
実

績
】

（
単

位
：

人
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
ジ

ョ
ー

ジ
タ

ウ
ン

大
学

（
ア

メ
リ

カ
、

8週
間

）
1

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
＜

語
学

・
海

外
大

学
業

務
経

験
型

＞

ウ
ォ

ー
タ

ー
ル

ー
大

学
（

カ
ナ

ダ
、

8週
間

）
－

2
2

2
中

止
中

止

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
＜

短
期

語
学

集
中

型
＞

フ
ィ

リ
ピ

ン
語

学
学

校
（

2週
間

）
2

2
2

2
中

止
中

止

合
計

3
4

4
4

0
0

※
ジ

ョ
ー

ジ
タ

ウ
ン

大
学

で
の

研
修

は
2
8
年

度
で

終
了

派
遣

先
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大大
項項

目目
番番

号号
  

３３
１１
  

教教
育育

研研
究究

組組
織織

のの
見見

直直

しし
等等

  

２
 

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

○
必

要
な

選
択

と
集

中
に

よ
り

東
京

都
立

大
学

の
強

み
を

更
に

生
か

す
と

と
も

に
、

各
教

育
研

究
組

織
の

目
的

や
教

育
研

究
内

容
を

よ
り

的
確

に
表

す
た

め
、

学
部

や
大

学
院

研
究

科
を

再
編

す
る

。
 
 

○
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

や
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
に

お
い

て
、

時
代

の
変

化
や

社
会

ニ
ー

ズ
、

高
等

教
育

改
革

の
動

向
を

踏
ま

え
て

教
育

研
究

の
質

を
更

に
向

上
し

て
い

く
た

め
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

組
織

を
不

断
に

見
直

す
。

 
 

○
法

人
内

に
性

質
の

異
な

る
３

つ
の

教
育

研
究

機
関

が
あ

る
と

い
う

特
性

を
最

大
限

に
活

用
す

る
た

め
、

２
大

学
１

高
専

の
連

携
の

促
進

と
そ

の
在

り
方

を
検

討
す

る
。

 
 

 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

◇
東

京
都

立
大

学
の

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

等
 

【
4
-
0
9
】

①
東

京
都

立
大

学
の

設
置

理
念

を
堅

持
し

つ

つ
、
高

度
化
・
複

雑
化

す
る

社
会

的
要

請
に

的
確

に
応

え
て

い
く

た
め

、
質

の
高

い
教

育
の

提
供

と
研

究
力

の
更

な
る

強
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、【

平
成

3
0（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

教
育

研
究

組
織

の
再

編
成

及
び

全
学

的
機

能
の

強
化

を
実

施
す

る
。
ま

た
、

教
育

研
究

組
織

の
再

編
成

に
合

わ
せ

、
学

長
の

裁
量

に
よ

る
教

員
採

用
枠

の
拡

大
な

ど
、

教
員

の
戦

略
的

な
採

用
を

進
め

る
。

 

 ◇
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

の
教

育
研

究
組

織

の
見

直
し

等
 

【
4
-
1
0
】

②
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

に
お

い

て
は

、
設

置
理

念
に

基
づ

き
強

み
を

伸
ば

す
と

と
も

に
、

社
会

的
要

請
に

応
え

た
教

育
研

究
を

実
施

し
て

い
く

。
ま

た
、
産

業
界

の
動

向
や

社
会

人
の

学
び

直
し

に
対

す
る

機
運

の
高

ま
り

等
大

学
を

取
り

巻
く

環
境

の
変

化
を

踏
ま

え
、

新
し

い
顧

客
の

開
拓

に
向

け
て

、
新

た
な

専
攻

横
断

型
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

展
開

等
、

必
要

な
見

直
し

を
実

施
し

て
い

く
。

 

 ◇
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
の

教
育

研
究

組

織
の

見
直

し
等

 

【
4
-
1
1
】

③
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
に

お

い
て

は
、

設
置

理
念

に
基

づ
き

強
み

を
伸

ば
す

と
と

も
に

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

や
航

空
技

術
者

の
育

成
等

社
会

的
要

請
に

応
え

た
教

育
研

究
を

実
施

し
て

い

く
。
ま

た
、
国

の
高

等
教

育
改

革
や

社
会

の

変
革

を
も

た
ら

す
第

４
次

産
業

革
命

の
中

2
9  

【
4
-
0
9
】【

平
成

3
0
年

度
】
か

ら
の

教
育

研
究

組
織

の
再

編
成

に
つ

い
て

、
文

部
科

学
省

に
３

学
部

４
研

究
科

の
届

出
設

置
を

行
い

受
理

さ
れ

た
。
 

【
4
-
0
9
】

学
長

裁
量

に
よ

る
教

員
採

用
枠

を
４

部
局

５
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
0
9
】

高
い

専
門

性
と

豊
富

な
実

務
経

験
を

有
す

る
人

材
を

確
保

す
る

為
、

指
名

人
事

に
よ

る
採

用
を

３
件

行
っ

た
。

 

【
4
-
1
0
】
起

業
に

お
け

る
新

規
事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
を

担
う

人
材

を
育

成

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
検

討
に

着
手

し
た

。
 

【
4
-
1
1
】
<
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
>
サ

イ
バ

ー
レ

ン
ジ

を
用

い
た

人
材

育
成

を
開

始
す

る
と

と
も

に
連

携
企

業
等

へ
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施

し
た

。
ま

た
、

企
業

等
と

の
協

定
を

新
規

に
締

結
し

た
。

 
 

<
航

空
技

術
者

>
教

材
や

施
設

環
境

の
整

備
を

実
施

し
た

。
 

【
4
-
1
2
】
既

存
の

２
大

学
１

高
専

連
携

事
業

に
加

え
、
新

た
な

共
同

研
究

事
業

を
検

討
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
産

技
高

専
の

専
攻

科
生

と
指

導
教

員
が

共
同

研
究

代
表

者
と

な
っ

て
、
首

都

大
、
産

技
大

の
教

員
や

大
学

院
生

が
指

導
・
助

言
を

行
う

共
同

研
究

事
業

の

検
討

が
行

わ
れ

た
点

が
評

価
で

き
る

。
 

3
0  

【
4
-
0
9
】

平
成

3
0
年

度
の

教
育

研
究

組
織

の
再

編
成

に
係

る
履

行
状

況
調

査

が
指

摘
な

し
で

受
理

さ
れ

た
。

 

【
4
-
0
9
】

学
長

裁
量

に
よ

る
教

員
採

用
枠

を
３

部
局

４
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
0
9
】

高
い

専
門

性
と

豊
富

な
実

務
経

験
を

有
す

る
人

材
を

確
保

す
る

た

め
、

指
名

人
事

に
よ

る
採

用
を

６
件

行
っ

た
。

 

【
4
-
1
0
】
起

業
・
創

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

新
設

を
中

心
に

、
研

究
科

再
編

を
見

据
え

て
検

討
し

、
授

業
科

目
を

決
定

し
た

。 

【
4
-
1
0
】
将

来
構

想
検

討
委

員
会

を
中

心
に

、
研

究
科

再
編

に
向

け
検

討
を

重

ね
、
検

討
の

結
果

を
反

映
し

、
事

前
相

談
書

類
を

文
部

科
学

省
に

提

出
し

た
。

 

【
4
-
1
1
】
<
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
>
1
0
名

の
本

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

１
期

生
を

輩

出
し

、
全

員
が

専
攻

科
へ

の
進

学
又

は
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
関

連
企

業
へ

の
就

職
が

決
定

し
た

。
 

<
航

空
技

術
者

>
１

期
生

７
名

全
員

が
航

空
関

連
企

業
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
。

 

【
4
-
1
2
】
大

都
市

東
京

の
課

題
解

決
を

行
う
「

都
市

課
題

戦
略

機
構

」
を

設
置

し
た

。
平

成
3
0
年

度
に

つ
い

て
は

観
光

分
野

に
お

け
る

課
題

を
検

討
し

、
事

業
成

果
を

東
京

都
に

対
し

て
報

告
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
高

い
専

門
性

と
豊

富
な

実
務

経
験

を
有

す
る

人
材

確
保

の
た

め
、
首

都
大

と

産
技

大
で

指
名

人
事

に
よ

る
採

用
を

６
件

行
っ

た
。

 

・
２

大
学

１
高

専
の

連
携

に
つ

い
て

、
大

学
・
高

専
連

携
会

議
を

設
け

て
、
連

携
の

在
り

方
に

つ
い

て
の

検
討

が
行

わ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
引

き

続
き

、
２

大
学

１
高

専
が

設
置

さ
れ

て
い

る
法

人
の

強
み

を
生

か
し

た
取

組

が
推

進
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
4
-
0
9
】
平

成
3
1（

2
0
1
9
）
年

４
月

に
、
外

国
語

教
育

室
及

び
教

職
課

程
セ

ン

タ
ー

を
設

置
し

た
。
ま

た
、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

４
月

に
設

置
す

る

生
涯

学
習

推
進

セ
ン

タ
ー

の
設

置
準

備
を

行
っ

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
２

大
学

１
高

専
に

お
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

に
応

じ
た

教
育

研
究

組
織

の

見
直

し
が

行
わ

れ
て

い
る

。
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で
、

新
し

い
も

の
づ

く
り

を
牽

引
す

る
実

践
的

技
術

者
を

育
成

す
る

た
め

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

及
び

教
育

研
究

組
織

の
適

切
な

見
直

し
を

実
施

し
て

い
く

。
 

 ◇
各

大
学

・
高

等
専

門
学

校
の

連
携

 

【
4
-
1
2
】

④
法

人
内

に
性

質
の

異
な

る
３

つ
の

教
育

研

究
機

関
が

あ
る

特
性

を
生

か
し

、
各

大
学
・

高
等

専
門

学
校

が
連

携
し

て
海

外
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

実
施

す
る

。
ま

た
、
更

な
る

連
携

を
促

進
す

る
た

め
に

、
課

題
の

検
証

を
踏

ま
え

つ
つ

、
新

た
な

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
法

人
全

体
で

一
体

と
な

っ
て

検
討

を
進

め
る

。
 

【
4
-
0
9
】

学
長

裁
量

に
よ

る
教

員
採

用
枠

を
４

部
局

５
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
0
9
】

高
い

専
門

性
と

豊
富

な
実

務
経

験
を

有
す

る
人

材
を

確
保

す
る

た

め
、

指
名

人
事

に
よ

る
採

用
を

４
件

行
っ

た
。

 

【
4
-
1
0
】
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年
度

の
研

究
科

再
編

に
よ

る
起

業
・
創

業
・
事

業

承
継

を
視

野
に

入
れ

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

に
向

け
て

教
材

開

発
等

必
要

な
準

備
を

実
施

し
た

。
 

【
4
-
1
1
】
<
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

>
専

攻
科

課
程

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

始

し
た

。
３

名
の

２
期

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

<
航

空
技

術
者

>
新

航
空

実
習

館
「

汐
風

」
で

実
習

授
業

を
開

始
し

た
。

７
名

の
１

期
修

了
生

を
輩

出
し

、
全

員
の

主
要

航
空

企
業

へ
の

就
職

が
決

定
し

た
。

 

【
4
-
1
2
】「

教
育
・
研

究
」
に

、
新
た

に
「

学
生

交
流
・
社

会
貢

献
」
、「

業
務
効

率
」

を
加

え
た

３
分

野
の

今
後

の
中

長
期

的
な

目
標

と
取

組
案

を
示

し
た

新
た

な
連

携
の

在
り

方
（

案
）

を
取

り
ま

と
め

た
。

 

・
２

大
学

１
高

専
の

職
員

に
よ

る
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

の
立

上
げ

等
を

通
じ

て
、
各

校
の

新
た

な
連

携
の

在
り

方
に

関
す

る
今

後
の

中
長

期
的

な
目

標
と

取
組

案
を

取
り

ま
と

め
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

新
た

な
連

携
の

取
組

に
つ

い
て

、
実

施
へ

向
け

た
ス

テ
ッ

プ
が

進
む

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

２  

【
4
-
0
9
】

学
長

裁
量

に
よ

る
教

員
採

用
枠

を
１

部
局

１
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
0
9
】

高
い

専
門

性
と

豊
富

な
実

務
経

験
を

有
す

る
人

材
を

確
保

す
る

た

め
、

指
名

人
事

に
よ

る
採

用
を

１
名

行
っ

た
。

 

【
4
-
1
0
】
産

技
大

に
お

い
て

、
研

究
科

を
再

編
し

た
初

年
度

と
し

て
起

業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

含
む

新
専

攻

全
体

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
し

た
。
ま

た
、
文

部
科

学
省

の
公

募
事

業
で

あ
る
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・
高

専
教

育
高

度

化
プ

ラ
ン

』
」

に
採

択
さ

れ
た

。
 

【
4
-
1
1
】
<
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

>
本

科
で

は
９

名
、
専

攻
科

で
は

初
の

３
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

<
航

空
技

術
者

>
本

科
５

年
生

７
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

【
4
-
1
1
】
高

専
に

お
け

る
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

品
川

の
本

科
教

育
コ

ー

ス
再

編
に

つ
い

て
は

約
４

割
が

新
コ

ー
ス

を
希

望
し

、
荒

川
の

医
工

連
携

教
育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
は

約
６

割
が

興
味

を
示

し
た

。
 

【
4
-
1
2
】「

都
市

課
題

戦
略

機
構

」
に

お
い

て
、
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
・
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

時
代

を
踏

ま
え

た
観

光
の

あ
り

方
を

探
究

し
、
観

光
施

策
に

関

す
る

提
言

な
ど

最
終

的
な

事
業

成
果

を
東

京
都

へ
報

告
し

た
。

 

【
4
-
1
2
】
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
総

括
し

た
「

大
学

高
専

連
携

 
第

三
期

中
期

計

画
上

半
期

報
告

書
」
と

、
今

後
の

中
長

期
的

な
目

標
と

取
組

案
、
検

討
体

制
を

示
し

た
「

新
た

な
連

携
の

在
り

方
」
を

２
大

学
１

高
専

で

共
有

し
、
今

後
は

教
職

員
間

に
お

け
る

情
報

共
有
・
意

見
交

換
の

場

や
学

長
・
校

長
へ

の
報

告
の

場
を

定
期

的
に

設
け

る
こ

と
と

し
、
法

人
一

丸
で

検
討

を
進

め
る

た
め

の
機

運
を

醸
成

す
る

こ
と

が
で

き

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
令

和
元

年
度

に
実

施
し

た
法

人
及

び
２

大
学

１
高

専
の

事
務

職
員

に
よ

る
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

で
ま

と
め

た
「

新
た

な
連

携
の

在
り

方
（

案
）
」
を

基
に

、

新
た

に
各

校
教

員
と

の
意

見
交

換
会

を
実

施
し

た
。
さ

ら
に

、
意

見
交

換
を

踏
ま

え
、「

新
た

な
連

携
の

在
り

方
」
を

取
り

ま
と

め
、
各

学
長

及
び

校
長

へ

報
告

を
行

っ
た

。
 

・
産

技
大

で
は

、
研

究
科

を
再

編
し

た
初

年
度

と
し

て
、
産

業
技

術
専

攻
に

お

け
る

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

着
実

に
実

施
さ

れ
た

。
ま

た
、

産
技

高
専

で
は

、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
本

科
教

育
の

再
編

等
に

向
け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

の
検

討
・
策

定
、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

コ
ー

ス
横

断
型

の
医

工

連
携

教
育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
決

定
等

が
行

わ
れ

る

な
ど

、
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
等

の
取

組
が

着
実

に
推

進
さ

れ
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

新
た

な
連

携
の

在
り

方
に

関
す

る
取

組
は

、
引

き
続

き
検

討
が

進
め

ら
れ

て
お

り
、

今
後

成
果

が
生

ま
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
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３ 

【
4
-
0
9
】

学
長

裁
量

枠
に

つ
い

て
、

全
学

的
な

研
究

力
強

化
に

向
け

て
、

よ

り
幅

広
く

活
用

で
き

る
よ

う
要

件
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
1
0
】

産
技

大
に

お
い

て
、

再
編

し
た

研
究

科
の

完
成

年
度

と
し

て
、

産

業
技

術
専

攻
全

体
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
令

和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
採

択
さ

れ
た

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金

（
デ

ジ
タ

ル
活

用
教

育
高

度
化

事
業

）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
を

連
携

校
等

と
協

力
し

て
実

施

し
、

成
果

発
表

の
一

環
と

し
て

公
開

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

 

【
4
-
1
1
】

<
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

>
本

科
で

は
1
2
名

、
専

攻
科

で
は

１

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

<
航

空
技

術
者

>
８

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

<
医

工
連

携
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

>
第

1
期

生
1
6
名

全
員

が
１

年
目

(
第

３
学

年
)
を

終
了

し
た

。
 

【
4
-
1
2
】

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
策

定
し

た
「

新
た

な
連

携
の

在
り

方
」

に

基
づ

き
、

よ
り

効
果

的
・

効
率

的
な

大
学

高
専

連
携

の
推

進
に

向

け
、

教
員

・
事

務
担

当
者

と
の

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
産

業
界

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
本

科
教

育
コ

ー
ス

再
編

等
、

産
技

高
専

に
お

け
る

教
育

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

積
極

的
な

改
革

に
つ

い
て

は
、

法
人

部
門

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
も

あ
り

、
順

調
に

進

行
し

て
い

る
。

 

・
２

大
学

１
高

専
の

連
携

に
関

し
て

、
現

場
教

職
員

の
情

報
交

換
・

意
見

交
換

の
機

会
が

設
け

ら
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
実

状
に

即
し

た
取

組
が

進
む

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
今

後
、

魅
力

的
な

事
業

へ
と

具
体

的
に

結
び

つ
く

な

ど
、

よ
り

実
効

性
の

あ
る

連
携

が
促

進
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
0
9
 

２
 

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
東

京
都

立
大

学
の

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

等
 

①
東

京
都

立
大

学
の

設
置

理
念

を
堅

持
し

つ
つ

、
高

度
化

・
複

雑
化

す
る

社
会

的
要

請
に

的
確

に
応

え
て

い
く

た
め

、
質

の
高

い
教

育
の

提
供

と
研

究
力

の
更

な
る

強
化

を
図

る
こ

と

を
目

的
と

し
て

、
【

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

教
育

研
究

組
織

の
再

編
成

及
び

全
学

的
機

能
の

強
化

を
実

施
す

る
。

 

ま
た

、
教

育
研

究
組

織
の

再
編

成
に

合
わ

せ
、

学
長

の
裁

量
に

よ
る

教
員

採
用

枠
の

拡
大

な
ど

、
教

員
の

戦
略

的
な

採
用

を
進

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
都

立
大

に
お

け
る

学
長

の
裁

量
に

よ
る

採
用

枠
拡

大
に

応
じ

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年

４
月

１
日

付
採

用

の
選

考
手

続
き

を
進

め
る

。（
4
-
0
5
再

掲
）

 

 （
２

）【
継

続
】
指

名
人

事
に

よ
り

採
用

手
続

き
を

進
め

、
優

秀
な

人
材

を
的

確
に

確
保

す
る

。
 

（
１

）
学

長
の

裁
量

に
よ

る
採

用
選

考
手

続
き

【
中

期
計

画
番

号
4
-
0
5
参

照
】

 

（
要

点
）

 

 
・

学
長

裁
量

枠
に

つ
い

て
、

都
立

大
の

全
学

的
な

研
究

力
強

化
に

向
け

、
よ

り
幅

広
く

活
用

で
き

る
よ

う
要

件
の

見
直

し
を

行
い

、
見

直
し

後
の

ス
キ

ー
ム

を
活

用
し

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

以
降

の
採

用
に

お
け

る
学

長
裁

量
枠

を
募

集
し

た
。

 

  （
２

）
指

名
人

事
に

よ
る

採
用

手
続

き
（

都
立

大
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 
 

・
指

名
人

事
に

よ
り

、
ト

ッ
プ

研
究

者
及

び
ト

ッ
プ

研
究

者
を

支
え

る
教

員
の

計
２

名
の

採
用

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 
 

・
教

授
１

名
（

特
別

招
聘

教
授

）
、

助
教

１
名

（
研

究
ス

タ
ッ

フ
）

の
採

用
を

決
定

し
た

（
都

市
環

境
学

部
：

環
境

応
用

化
学

科
）
。

 
 

 中
期
計
画
番
号
 

4
-
1
0

 
◇

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
の

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

等
 

②
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

に
お

い
て

は
、

設
置

理
念

に
基

づ
き

強
み

を
伸

ば
す

と
と

も
に

、
社

会
的

要
請

に
応

え
た

教
育

研
究

を
実

施
し

て
い

く
。

ま
た

、
産

業
界

の
動

向

や
社

会
人

の
学

び
直

し
に

対
す

る
機

運
の

高
ま

り
等

大
学

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

を
踏

ま
え

、
新

し
い

顧
客

の
開

拓
に

向
け

て
、

新
た

な
専

攻
横

断
型

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
展

開
等

、
必

要
な

見
直

し
を

実
施

し
て

い
く

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
産

業
技

術
専

攻
に

お
い

て
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
、

研
究

科
再

編
で

目
標

と
す

る
産

業
界

に
お

い
て

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
。
（

2
-
0
1
再

掲
）

 

 （
２

）【
継

続
】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

も
考

慮
し

つ
つ

、
社

会
人

を
は

じ
め

と
す

る
産

技
大

の
多

様
な

学
生

が
学

び
や

す
い

環
境

の
整

備
を

行
い

、
質

の
高

い
教

育
サ

ー
ビ

ス
を

維
持

す
る

。
ま

た
、
限

ら
れ

た
教

員
定

数
の

中
で

レ
ベ

ル
の

高
い

教
育

を
実

施
す

る
た

め
の

教
員

編
成

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

。（
2
-
0
4
再

掲
）
 

（
１

）
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
・

設
計

・
実

施
【

中
期

計
画

番
2
-
0
1
参

照
】

 

 
（

要
点

）
 

 
 
 
 
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

踏
ま

え
、

対
面

授
業

、
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
授

業
を

効
果

的
に

活
用

し
、

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
下

、
再

編

し
た

研
究

科
の

完
成

年
度

と
し

て
、

産
業

技
術

専
攻

全
体

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

開
始

し
た

。
 

  （
２

）
教

育
環

境
の

整
備

【
中

期
計

画
番

号
2
-
0
4
参

照
】

 

 
（

要
点

）
 

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

教
育

効
果

が
著

し
く

削
が

れ
ぬ

よ
う

、
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

対
面

授
業

、
W
e
b
会

議
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
同

時
性

・
双

方
向

性
を

確
保

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
、

録
画

を
用

い
た

オ
ン

デ
マ

ン
ド

授
業

を
組

み
合

わ
せ

、
効

果
的

な
教

育
を

実
施

し
た

。
 

・
文

部
科

学
省

補
助

金
事

業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金

（
デ

ジ
タ

ル
活

用
教

育
高

度
化

事
業

）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」

に
お

い
て

、

学
内

の
教

室
か

ら
の

参
加

者
と

オ
ン

ラ
イ

ン
参

加
者

と
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
等

を
よ

り
円

滑
に

進
行

す
る

た
め

の
機

器
と

し
て

、
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
各

教
室

に

導
入

す
る

と
と

も
に

、
W
i
-
F
i
環

境
の

改
善

を
行

っ
た

。
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
採

択
さ

れ
た

文
部

科
学

省
補

助
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金

（
デ

ジ
タ

ル
活

用
教

育
高

度
化

事
業

）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
（

令
和

３
年

度
に

繰
越

）
を

連
携

校
等

と
協

力
し

て
実

施
し

、
成

果
発

表
の

一
環

と
し

て
公

開
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
実

施
し

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
1
1

 
◇

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

の
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
等

 

③
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
に

お
い

て
は

、
設

置
理

念
に

基
づ

き
強

み
を

伸
ば

す
と

と
も

に
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
や

航
空

技
術

者
の

育
成

等
社

会
的

要
請

に
応

え

た
教

育
研

究
を

実
施

し
て

い
く

。
ま

た
、

国
の

高
等

教
育

改
革

や
社

会
の

変
革

を
も

た
ら

す
第

４
次

産
業

革
命

の
中

で
、

新
し

い
も

の
づ

く
り

を
牽

引
す

る
実

践
的

技
術

者
を

育
成

す
る

た
め

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

及
び

教
育

研
究

組
織

の
適

切
な

見
直

し
を

実
施

し
て

い
く

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
、

本
科

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
を

向
上

さ
せ

る
。

専
攻

科
学

生
に

対
す

る
継

続
的

且
つ

、
実

践
的

な
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
を

実
施

す
る

。（
3
-
0
1
再

掲
）

 

       （
２

）【
拡

充
】
社

会
人

向
け

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
拡

充
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
を

十
分

に
取

っ
た

上
で

実
施

す
る

と
と

も
に

、
社

会
人

研
究

生
を

受
け

入
れ

る
。
（

3
-
0
1

再

掲
）

 

     （
３

）【
継

続
】
産

業
界

や
社

会
の

人
材

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

、
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。（
3
-
0
1
再

掲
）

 

         

（
１

）
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

【
中

期
計

画
番

号
3
-
0
1
参

照
】

 

 
（

要
点

）
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
4
0
名

（
本

科
：

３
年

生
1
2
名

、
４

年
生

1
3
名

、
５

年
生

1
2
名

、
専

攻
科

：
１

年
生

２
名

、
２

年
生

１
名

、
1
/
3
1
現

在
）

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
履

修
し

、
本

科
で

1
2
名

、
専

攻
科

で
１

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

・
本

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
の

進
路

が
、

専
攻

科
進

学
４

名
、

就
職

８
名

（
情

報
通

信
企

業
４

名
、

情
報

シ
ス

テ
ム

企
業

１
名

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
２

名
、

情
報

通
信

機

器
製

造
業

１
名

）
と

決
定

し
た

。
 

・
専

攻
科

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

１
名

の
進

路
が

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
へ

の
就

職
と

決
定

し
た

。
 

・
専

攻
科

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

と
し

て
、

産
学

連
携

企
業

の
支

援
の

下
で

I
C
T
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

。
 

・
本

科
９

名
、

専
攻

科
３

名
の

希
望

者
全

員
が

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
。

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
が

主
体

と
な

っ
て

企
画

、
教

材
開

発
、

シ
ス

テ
ム

構
築

を
行

い
、

開
催

日
程

の
変

更
や

、
毎

日
の

検
温

や
当

日
の

手
指

消
毒

な
ど

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
、

中
学

生
向

け
勉

強
会

「
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（

２
日

間
開

催
で

参
加

者
1
6
名

）
、
「

I
C
T
基

礎

L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（
３

回
開

催
で

参
加

者
合

計
4
7
名

）
を

実
施

し
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
新

３
年

生
1
4
名

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
が

決
定

し
た

。
 

 

（
２

）
社

会
人

向
け

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

の
実

施
【

中
期

計
画

番
号

3
-
0
1
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
社

会
人

向
け

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
L
a
b
. の

３
講

義
「

実
践

！
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
監

査
」
、
「

デ
ジ

タ
ル

フ
ォ

レ
ン

ジ
ッ

ク
基

礎
（

専
攻

科
・

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
別

演
習

Ⅱ
）
」
、
「

セ
キ

ュ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
（

専
攻

科
・

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
特

論
I
I
）
」

を
オ

ン
ラ

イ
ン

、
I
C
T
 
L
a
b
.
の

１
講

義
「

K
u
b
e
r
n
e
t
e
s
ク

ラ
ス

タ
構

築
」
（

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
状

況
に

よ
っ

て
中

止
の

可
能

性
あ

り
）

を
対

面
で

実
施

し
、

合
計

で
４

名
が

受
講

し
た

。
 

・
2
5
歳

以
下

の
学

生
（

高
校

生
、

専
門

学
校

生
、

高
専

・
大

学
生

、
大

学
院

生
）

を
対

象
と

し
た

「
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
U
2
5
」

を
開

催
し

、
1
4
名

が
受

講
し

た
。

 

・
公

立
中

学
校

教
員

向
け

に
「

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

L
a
b
.
 
f
o
r
 
T
e
a
c
h
e
r
s
」

を
対

面
で

開
催

し
、

2
1
名

が
受

講
し

た
。

イ
ベ

ン
ト

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「

大
い

に
役

に

立
つ

」
「

役
に

立
つ

」
の

合
計

が
9
1
％

と
な

り
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

関
連

知
識

の
獲

得
に

貢
献

し
た

。
 

・
研

究
生

を
６

名
（

本
科

卒
業

生
４

名
・

専
攻

科
修

了
生

２
名

）
受

け
入

れ
た

。
ま

た
、

研
究

生
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
支

援
す

る
た

め
に

、
I
C
T
 
L
a
b
.
「

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

技
術

講
座

」
を

対
面

で
実

施
し

、
研

究
生

３
名

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

３
名

の
合

計
６

名
が

受
講

し
た

。
 

 

（
３

）
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

【
中

期
計

画
番

号
3
-
0
1
参

照
】

 

 
（

要
点

）
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
3
1
名

（
本

科
：

２
年

生
８

名
、

３
年

生
７

名
、

４
年

生
８

名
、

５
年

生
８

名
）

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
履

修
し

、
８

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。

な
お

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

以
降

３
年

間
で

、
合

計
2
2
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

・
本

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
の

進
路

が
、

進
学

４
名

（
専

攻
科

１
名

、
航

空
機

整
備

の
専

門
学

校
１

名
、

大
学

２
名

）
、

就
職

４
名

（
航

空
整

備
企

業
３

名
、

航
空

製
造

関

係
企

業
１

名
）

と
決

定
し

た
。

 

・
本

科
４

年
生

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
８

名
全

員
【

1
0
0
％

】
が

主
要

航
空

会
社

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

し
た

。
な

お
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
と

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

･
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

開
催

に
よ

る
夏

休
み

時
期

変
更

の
た

め
､
例

年
よ

り
規

模
を

縮
小

す
る

な
ど

工
夫

を
行

っ
て

の
実

施
と

な
っ

た
。
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（
４

）【
拡

充
】
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

本
科

教
育

の
再

編
に

向
け

、
シ

ラ
バ

ス
等

を
確

定
し

、
１

年
生

及
び

中
学

生
等

へ
の

周
知

を
行

い
、

新
コ

ー
ス

希
望

者
を

確
保

す
る

。
ま

た
、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

医
工

連
携

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
３

年
生

で
教

育
を

開
始

し
、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

は
、
新

型
コ

ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

へ
の

対
応

を
十

分
に

取
っ

た
上

で
、

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

と
し

て
試

行
講

座
を

準
備

・
開

設
す

る
。
共

同
研

究
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

都
立

大
の

健
康

福
祉

学
部

と
実

施
す

る
と

と
も

に
、

都
立

病
院

と
の

調
整

を
進

め
る

。（
3
-
0
0
再

掲
）
 

（
４

）
新

し
い

も
の

づ
く

り
を

兼
任

す
る

実
践

的
技

術
者

の
育

成
【

中
期

計
画

番
号

3
-
0
0
参

照
】

 

 
①

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
本

科
教

育
の

再
編

等
に

向
け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

の
検

討
・

作
成

 

 
（

要
点

）
 

・
２

つ
の

新
コ

ー
ス

（
A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

、
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス

）
の

２
年

授
業

科
目

の
シ

ラ
バ

ス
作

成
、

設
備

・
備

品
の

準
備

作
業

及
び

３
年

授
業

科
目

の
シ

ラ
バ

ス
案

の
作

成
、

実
験

実
習

等
の

実
技

科
目

の
内

容
案

の
策

定
を

行
っ

た
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
広

報
イ

ベ
ン

ト
の

機
会

が
限

定
さ

れ
る

中
、

学
校

見
学

会
、

体
験

入
学

、
過

去
問

紹
介

、
学

校
説

明
会

、
入

試
相

談
会

を
開

催

し
た

。
ま

た
、

受
検

生
が

高
専

に
つ

い
て

情
報

収
集

を
行

う
上

位
ツ

ー
ル

で
あ

る
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
内

に
新

た
に

新
コ

ー
ス

紹
介

の
ペ

ー
ジ

を
開

設
し

、
２

つ
の

新
コ

ー
ス

に
つ

い
て

中
学

生
及

び
保

護
者

に
周

知
し

た
。

 

・
保

護
者

会
（

６
月

、
1
0
月

）
、

合
同

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

、
研

究
室

訪
問

を
開

催
し

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

１
年

生
及

び
保

護
者

に
、

２
つ

の
新

コ
ー

ス
の

教
育

内
容

及
び

コ
ー

ス
分

け
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

 

・
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

２
年

次
か

ら
所

属
し

た
い

コ
ー

ス
と

し
て

、
全

８
コ

ー
ス

、
未

定
の

計
９

の
選

択
肢

の
う

ち
、

約
３

割
が

新
コ

ー
ス

の
い

ず
れ

か
を

選

択
し

た
。

 

・
１

年
生

の
コ

ー
ス

希
望

調
査

(
2
月

に
実

施
)
で

は
、

A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

、
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス

共
に

ほ
ぼ

定
員

を
満

た
す

人
数

の
学

生
が

第
一

希
望

と
し

た
。

 

 

②
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

向
け

た
取

組
 

（
要

点
）

 

・
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
第

一
期

生
1
6
名

全
員

が
欠

席
す

る
こ

と
も

な
く

授
業

が
実

施
さ

れ
，

医
療

や
福

祉
に

関
す

る
改

善
ア

イ
デ

ア
を

各
自

が
発

表
し

て
議

論
を

深
め

る

な
ど

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

た
授

業
展

開
を

行
う

こ
と

で
き

た
。

第
二

期
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

）
の

受
講

希
望

者
は

選
抜

を
行

い
、

3
9
名

の
希

望
者

中
1
6
名

の
受

講
が

決
定

し
た

。
 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

で
は

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
の

協
力

を
得

て
、

新
た

に
６

つ
の

プ
レ

講
座

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
中

小
企

業
向

け
ア

ン
ケ

ー

ト
や

講
座

受
講

者
の

感
想

な
ど

か
ら

、
今

後
開

設
が

望
ま

れ
る

講
座

や
運

営
体

制
に

関
す

る
貴

重
な

意
見

を
収

集
し

た
。

 

 
 

・
共

同
研

究
で

は
、

４
件

の
デ

ザ
イ

ン
思

考
ア

イ
デ

ア
を

創
出

す
る

こ
と

が
で

き
、

合
同

の
成

果
報

告
会

を
通

じ
て

今
後

の
協

業
推

進
を

確
認

し
た

。
 

 
 

Ⅳ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

－ 299 －



中
期
計
画
番
号
 

4
-
1
2

 
◇

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

の
連

携
 

④
法

人
内

に
性

質
の

異
な

る
３

つ
の

教
育

研
究

機
関

が
あ

る
特

性
を

生
か

し
、

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

が
連

携
し

て
海

外
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

実
施

す
る

。
 

ま
た

、
更

な
る

連
携

を
促

進
す

る
た

め
に

、
課

題
の

検
証

を
踏

ま
え

つ
つ

、
新

た
な

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
法

人
全

体
で

一
体

と
な

っ
て

検
討

を
進

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
既

存
の

連
携

事
業

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
教

職
員

間
の

情
報

共
有

・
交

流
機

会
を

強
化

す
る

こ
と

に
よ

り
２

大
学

１
高

専
の

連
携

体
制

を
構

築
し

、
よ

り
効

果
的
・
効

率

的
な

連
携

を
推

進
す

る
。（

1
-
0
4
、
2
-

0
6
、

3
-
0
9
再

掲
）

 

                       （
２

）【
継

続
】
２

大
学

１
高

専
が

参
加

す
る

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
プ

ロ
グ

ラ
ム
（

G
C
P
）
に

つ
い

て

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
に

対
応

し
な

が
ら

、
着

実
に

実
施

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

目
的

を
達

成
す

る
。
（

1
-
0
4
再

掲
）

 

（
１

）
２

大
学

１
高

専
の

連
携

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
高

専
の

専
攻

科
生

と
そ

の
指

導
教

員
が

共
同

研
究

代
表

者
と

な
り

、
専

攻
科

生
自

ら
が

立
案

し
た

研
究

課
題

を
遂

行
し

、
都

立
大

又
は

産
技

大
が

研
究

協
力

を
行

う
第

三

期
共

同
研

究
 
専

攻
科

C
o
-
L
a
b
o
.
に

つ
い

て
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

も
新

規
募

集
を

行
っ

た
。

 

 
 

・
高

専
か

ら
２

大
学

へ
の

推
薦

編
入

学
及

び
推

薦
入

学
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
 

 
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

策
定

し
た

「
新

た
な

連
携

の
在

り
方

」
に

基
づ

き
、

よ
り

効
果

的
・

効
率

的
な

大
学

高
専

連
携

の
推

進
に

向
け

、
教

員
・

事
務

担
当

者
と

の
意

見

交
換

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
第

三
期

共
同

研
究

 
専

攻
科

C
o
-
L
a
b
o
.
に

つ
い

て
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

の
継

続
３

件
の

ほ
か

、
４

件
を

採
択

し
開

始
し

た
。
（

図
表

4
-
1
2
-
1
）

 

・
高

専
か

ら
都

立
大

へ
1
2
名

（
前

年
度

比
２

名
増

）
の

推
薦

編
入

学
の

実
績

が
あ

っ
た

。
 

・
教

職
員

間
の

情
報

共
有

・
交

流
機

会
を

強
化

す
べ

く
、

法
人

内
の

教
員

情
報

を
所

管
す

る
事

務
担

当
者

を
集

め
て

意
見

交
換

を
行

い
、

現
状

把
握

を
す

る
と

と
も

に
、

課

題
の

共
有

化
を

図
っ

た
。

 

・
高

専
専

攻
科

生
の

都
立

大
大

学
院

へ
の

推
薦

入
学

に
つ

い
て

検
討

し
、

両
校

関
係

者
と

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
 

  
 

【
図

表
4
-
1
2
-
1
　

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

第
三

期
共

同
研

究
～

専
攻

科
C
o
-
L
a
b
o
.
】

研
究

課
題

研
究

代
表

者
連

携
先

研
究

期
間

1
骨

補
填

材
へ

の
応

用
を

目
指

し
た

多
孔

質
H
A
－

T
C
P
複

合
材

料
の

開
発

と
材

料
特

性
制

御
創

造
工

学
専

攻
医

療
福

祉
工

学
コ

ー
ス

東
京

都
立

大
学

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
２

年
度

～
３

年
度

2
振

動
を

利
用

し
た

溶
接

残
留

応
力

低
減

法
に

関
す

る
研

究
創

造
工

学
専

攻
機

械
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
創

造
技

術
専

攻
２

年
度

～
３

年
度

3
先

端
機

能
材

料
・

デ
バ

イ
ス

を
用

い
た

鋼
構

造
物

の
疲

労
耐

久
性

向
上

に
関

す
る

研
究

創
造

工
学

専
攻

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

コ
ー

ス
東

京
都

立
大

学
都

市
環

境
科

学
研

究
科

２
年

度
～

３
年

度

4
応

力
発

光
体

を
用

い
た

コ
ン

ク
リ

―
ト

構
造

物
の

損
傷

評
価

シ
ス

テ
ム

の
開

発
創

造
工

学
専

攻
ロ

ボ
ッ

ト
工

学
コ

ー
ス

東
京

都
立

大
学

都
市

環
境

科
学

研
究

科
３

年
度

～
４

年
度

5
共

鳴
ト

ン
ネ

ル
ダ

イ
オ

ー
ド

の
非

線
形

等
価

回
路

を
用

い
た

大
信

号
解

析
手

法
の

検
討

創
造

工
学

専
攻

電
子

情
報

工
学

コ
ー

ス
東

京
都

立
大

学
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

３
年

度
～

４
年

度

6
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

発
言

者
の

同
定

技
術

に
関

す
る

研
究

創
造

工
学

専
攻

情
報

通
信

工
学

コ
ー

ス
東

京
都

立
大

学
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

３
年

度

7
衝

撃
波

管
に

お
け

る
非

定
常

衝
撃

波
の

定
量

計
測

を
目

的
と

し
た

安
価

な
高

応
答

圧
力

計
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
創

造
工

学
専

攻
航

空
宇

宙
工

学
コ

ー
ス

東
京

都
立

大
学

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
３

年
度

 
  （

２
）

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
）

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
２

大
学

１
高

専
の

学
生

の
課

題
解

決
力

や
英

語
を

含
む

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

を
目

的
と

し
て

、
「

国
際

的
人

財
育

成
の

た
め

の
グ

ロ
ー

バ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
課

題
に

、
第

９
回

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
）

を
以

下
の

と
お

り
実

施
し

た
。

 

実
施

期
間

：
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
３

月
～

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
1
月

 

参
加

人
数

：
リ

ー
ダ

ー
２

名
（

都
立

大
生

２
名

）
、

メ
ン

バ
ー

 
高

専
本

科
生

1
4
名
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研
修

内
容

：
 

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

国
内

合
宿

 
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
 

全
体

研
修

 
中

間
報

告
会

 
学

生
交

流
 

リ
ー

ダ
ー

研
修

 
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

研
修

 
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

語
学

研
修

 
最

終
報

告
会

 

（
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

）
 

企
業

訪
問

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
渡

航
が

中
止

と
な

っ
た

が
、

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

現
地

学
生

と

の
交

流
や

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

な
ど

の
代

替
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

 

・
最

終
報

告
会

は
、

高
専

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

て
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
1
0
月

3
0
日

(
土

)
に

実
施

し
、

来
賓

、
保

護
者

、
教

員
や

学
生

な
ど

約
3
0
人

が
来

場
し

、
参

加
学

生
1
6
名

が
英

語
に

よ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

前
後

に
参

加
学

生
を

対
象

と
し

て
実

施
し

た
行

動
特

性
を

測
定

す
る

テ
ス

ト
結

果
に

お
い

て
、
「

統
率

力
」
「

自
信

創
出

力
」
「

感
情

制
御

力
」
「

協
働

力
」

を
含

め
、

多
く

の
項

目
及

び
総

合
成

績
ス

コ
ア

の
向

上
が

認
め

ら
れ

る
な

ど
、

課
題

解
決

力
や

人
間

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

を
目

指
す

本
プ

ロ
グ

ラ

ム
の

目
的

に
合

致
し

た
成

果
が

得
ら

れ
た

。
特

に
リ

ー
ダ

ー
に

つ
い

て
は

、
全

1
2
項

目
及

び
総

合
成

績
が

大
幅

に
向

上
し

た
。

 

・
参

加
し

た
学

生
（

リ
ー

ダ
ー

、
メ

ン
バ

ー
含

む
）

の
T
O
E
I
C
平

均
点

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

前
と

実
施

後
で

約
2
5
点

向
上

し
、

英
語

力
に

お
い

て
も

向
上

が
見

ら
れ

た
。

 

 

※
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）
：

都
立

大
、

産
技

大
及

び
高

専
の

学
生

が
チ

ー
ム

を
組

み
、

国
内

外
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
を

通
じ

て
、

課
題

解
決

力
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
う

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

３３
２２
  

事事
務務

のの
効効

率率
化化

・・
合合

理理

化化
等等

  

３
 

事
務

の
効

率
化

・
合

理
化

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

○
社

会
情

勢
や

各
教

育
研

究
機

関
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

適
切

か
つ

迅
速

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

法
人

運
営

や
教

育
研

究
を

支
え

る
事

務
組

織
の

機
能

強
化

や
組

織
再

編
を

行
う

。
 
 

○
事

務
処

理
方

法
の

改
善

や
執

行
体

制
の

見
直

し
等

に
努

め
、

業
務

執
行

の
正

確
性

と
効

率
性

を
一

層
高

め
て

い
く

。
 

 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

◇
経

営
戦

略
に

資
す

る
事

務
組

織
の

編
成

 

【
4
-
1
3
】
①

法
人

運
営

や
教

育
・
研

究
を

支
え

る
事

務
組

織
は

、
日

常
業

務
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
実

施
す

る
こ

と
に

加
え

、
国

際
化

、
入

試

改
革

、
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
対

応
等

法
人

を
取

り
巻

く
社

会
的

動
向

に
即

応
で

き
る

よ

う
、

適
切

な
機

能
強

化
や

組
織

体
制

の
構

築
を

図
る

。
 

 ◇
業

務
執

行
の

効
率

化
 

【
4
-
1
4
】
②

事
務

処
理

方
法

の
見

直
し

等
に

よ
り

、
業

務

の
適

正
な

執
行

と
、

一
層

の
効

率
化

を
推

進
す

る
。

 

2
9  

【
4
-
1
3
】

学
部

再
編

成
や

首
都

大
学

東
京

 
P
r
e
m
i
u
m
 C
o
l
l
e
g
e
（

仮
称

）
の

開

校
等

新
た

な
取

組
に

対
応

す
る

体
制

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、
地

方

独
立

行
政

法
人

法
の

改
正

に
伴

う
内

部
統

制
を

所
掌

す
る

組
織

を

設
置

し
た

。
 

【
4
-
1
4
】
規

則
・
規

程
の

英
語

化
（

外
国

人
教

員
等

対
応

用
）
、
出

勤
管

理
事

務

の
電

子
申

請
機

能
の

追
加

を
進

め
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
業

務
の

効
率

化
・
合

理
化

の
た

め
に

、
非

常
勤

職
員

の
正

規
職

員
へ

の
振

替

な
ど

事
務

組
織

に
お

け
る

就
業

形
態

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
慮

し
た

組
織

再
編

や
、
事

務
処

理
方

法
の

見
直

し
を

行
っ

た
こ

と
を

評
価

す
る

。
今

後
も

、
継

続
し

た
見

直
し

を
期

待
す

る
。

 

3
0  

【
4
-
1
3
】
都

連
携

及
び

研
究

力
強

化
に

対
応

す
る

事
務

体
制

を
構

築
し

、
組

織

を
再

編
し

た
。

 

【
4
-
1
4
】

職
員

の
多

様
な

働
き

方
の

実
現

に
向

け
た

検
討

等
を

行
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
を

設
置

し
、

検
討

を
開

始
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
業

務
の

効
率

化
や

ラ
イ

フ
・
ワ

ー
ク
・
バ

ラ
ン

ス
推

進
の

た
め

、
テ

レ
ワ

ー

ク
や

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
の

試
行

を
行

っ
た

。
 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

の
本

格
実

施
に

向
け

、
試

行
結

果
を

踏
ま

え
た

運
用

ル
ー

ル
づ

く
り

、
職

員
へ

の
周

知
等

を
行

い
、
ラ

イ
フ
・
ワ

ー
ク
・
バ

ラ
ン

ス
に

資
す

る
職

員
の

多
様

な
働

き
方

が
進

む
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
4
-
1
3
】
多

様
な

働
き

方
の

実
現

や
共

通
業

務
の

効
率

化
へ

向
け

、
業

務
の

可

視
化

や
定

型
業

務
の

見
直

し
、
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

の
活

用
、
会

議
等

の
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

な
ど

に
取

り
組

ん
だ

。
 

【
4
-
1
4
】

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
４

月
稼

働
に

向
け

て
、

新
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム

を
構

築
し

た
。

 

【
4
-
1
4
】

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

４
月

の
本

運
用

開
始

に
向

け
、

施
設

予
約

シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
行

っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
多

様
な

働
き

方
の

実
現

に
向

け
て

、
各

部
署

の
職

員
に

よ
る

参
加

型
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
を

開
催

し
、
各

職
場

の
業

務
を

お
互

い
に

理
解

し
た

上
で

取
組

を
推

進
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

。
 

・
新

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

、
施

設
予

約
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
よ

り
、
事

務
の

効

率
化

を
図

っ
た

。
 

・
多

様
な

働
き

方
や

法
人

内
共

通
業

務
の

効
率

化
な

ど
の

取
組

が
一

層
推

進
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

２  

【
4
-
1
3
】
事

務
組

織
全

体
で

の
自

宅
勤

務
の

実
施

促
進

や
、
オ

フ
ピ

ー
ク

通
勤

の
柔

軟
な

運
用

な
ど

、
コ

ロ
ナ

禍
後

の
多

様
な

働
き

方
の

実
現

へ
つ

な
げ

る
取

組
を

進
め

た
ほ

か
、
シ

ス
テ

ム
ツ

ー
ル

や
事

例
を

紹
介

す

る
動

画
コ

ン
テ

ン
ツ

を
作

成
・
公

開
し

、
法

人
職

員
が

業
務

効
率

化

に
取

り
組

む
素

地
を

整
え

た
。
ま

た
、
働

き
方

改
革

推
進

計
画
（

案
）

の
全

体
像

を
策

定
し

、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
か

ら
の

実
行

開
始

に

向
け

て
実

施
体

制
を

整
え

た
。

 

【
4
-
1
4
】
４

月
に

新
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、
予

算
管

理
の

適
正

化
や

、

シ
ス

テ
ム

を
中

心
と

し
た

会
計

業
務

の
集

約
化

を
図

っ
た

。
ま

た
、

旅
費

シ
ス

テ
ム

導
入

に
向

け
て

、
他

大
学

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
等

を
通

じ
て

課
題

を
整

理
し

、
当

法
人

に
適

し
た

事
務

処
理

フ
ロ

ー
や

シ
ス

テ
ム

内
容

に
つ

い
て

具
体

的
な

検
討

を
進

め
た

。
 

【
4
-
1
4
】
施

設
予

約
シ

ス
テ

ム
の

本
運

用
を

開
始

す
る

と
と

も
に

、
教

室
予

約

に
つ

い
て

も
利

用
可

能
と

な
る

よ
う

シ
ス

テ
ム

改
修

を
行

っ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
会

計
、
旅

費
、
文

書
管

理
及

び
施

設
予

約
そ

れ
ぞ

れ
で

業
務

執
行

の
効

率
化

が
図

ら
れ

た
。

 

・
法

人
全

体
、
と

り
わ

け
事

務
組

織
全

体
で

テ
レ

ワ
ー

ク
を

行
い

や
す

い
環

境

が
整

備
さ

れ
る

と
と

も
に

、
職

員
の

柔
軟

な
働

き
方

が
可

能
と

な
っ

た
。

 

・
今

後
、
法

人
に

お
け

る
働

き
方

改
革

が
推

進
さ

れ
、
多

様
な

働
き

方
の

実
現

や
、

法
人

内
共

通
業

務
の

効
率

化
が

よ
り

一
層

行
わ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
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３ 

【
4
-
1
3
】

都
か

ら
の

要
請

に
基

づ
き

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
ワ

ク

チ
ン

の
大

規
模

接
種

会
場

や
そ

の
運

営
組

織
を

新
た

に
設

置
し

た

こ
と

で
、

法
人

内
の

学
生

・
教

職
員

等
へ

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
の

加

速
に

寄
与

し
、

地
域

社
会

へ
の

貢
献

を
果

た
し

た
。

 

【
4
-
1
3
】
「

働
き

方
改

革
推

進
計

画
」

の
策

定
に

あ
た

り
、

全
職

員
を

対
象

に

意
見

聴
取

を
行

い
、

計
画

へ
反

映
し

た
。

ま
た

、
業

務
見

直
し

に

向
け

て
全

職
員

を
対

象
に

意
見

聴
取

を
行

い
、

寄
せ

ら
れ

た
約

6
0
0

件
の

意
見

に
つ

い
て

、
各

業
務

所
管

部
署

に
お

い
て

対
応

可
否

・

対
応

内
容

等
を

検
討

し
、

結
果

を
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
掲

載
し

て

法
人

全
体

で
共

有
し

た
。

ま
た

、
職

員
の

日
常

的
な

業
務

改
善

を

促
す

た
め

、
既

存
の

シ
ス

テ
ム

ツ
ー

ル
の

効
果

的
な

利
用

方
法

を

分
か

り
や

す
く

紹
介

す
る

記
事

を
2
0
以

上
法

人
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

へ
掲

載
し

た
。

 

【
4
-
1
4
】

新
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
導

入
後

の
実

務
で

生
じ

た
課

題
を

基
に

シ

ス
テ

ム
改

修
や

事
務

フ
ロ

ー
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

ま
た

、
旅

費

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

、
法

人
内

の
各

現
場

の
意

見
を

取
り

入
れ

た

上
で

構
築

作
業

に
着

手
し

た
。

ま
た

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
の

導

入
に

向
け

て
、

文
書

事
務

フ
ロ

ー
及

び
文

書
管

理
基

準
表

の
見

直

し
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
1
4
】

１
号

館
・

６
号

館
（

都
立

大
・

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

）
の

施
設

予

約
シ

ス
テ

ム
の

本
格

運
用

を
開

始
し

、
教

室
管

理
事

務
を

効
率

化

し
、

学
生

や
教

員
な

ど
利

用
者

の
利

便
性

が
向

上
し

た
。

 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
法

人
内

共
通

業
務

の
効

率
化

や
、

テ
レ

ワ
ー

ク
を

は
じ

め
と

す
る

多
様

で
柔

軟
な

働
き

方
を

可
能

と
す

る
環

境
整

備
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

今
後

、
法

人
に

お
け

る
働

き
方

改
革

が
更

に
推

進
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
業

務
効

率
化

・
合

理
化

の
取

組
は

、
コ

ロ
ナ

禍
を

大
き

な
転

機
・

チ
ャ

ン
ス

と
し

て
生

か
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

経
費

や
業

務
量

削
減

等
の

「
見

え
る

化
」

に
も

期
待

す
る

。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
1
3
 

３
 

事
務

の
効

率
化

・
合

理
化

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
経

営
戦

略
に

資
す

る
事

務
組

織
の

編
成

 

①
法

人
運

営
や

教
育

・
研

究
を

支
え

る
事

務
組

織
は

、
日

常
業

務
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
実

施
す

る
こ

と
に

加
え

、
国

際
化

、
入

試
改

革
、

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
対

応
等

法
人

を
取

り
巻

く
社

会
的

動
向

に
即

応
で

き
る

よ
う

、
適

切
な

機
能

強
化

や
組

織
体

制
の

構
築

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
法

人
を

取
り

巻
く

環
境

、
社

会
経

済
情

勢
及

び
各

所
属

の
特

性
等

を
把

握
し

た
上

で
、

多
様

な
就

業
形

態
の

職
員

が
能

力
を

最
大

限
発

揮
で

き
る

と
と

も
に

、
限

ら
れ

た
人

的
資

源
を

最
大

限
活

用
で

き
る

機
能

的
・

機
動

的
な

組
織

体
制

の
確

立
に

向
け

た
見

直
し

を
実

施
す

る
。

 

       （
２

）
【

拡
充

】
「

東
京

都
公

立
大

学
法

人
働

き
方

改
革

推
進

計
画

」
に

基
づ

き
、
業

務
の

見
直

し
（

廃
止

や
効

率
化

等
）
、

各
種

制
度

の
検

討
・
構

築
（

文
書

事
務

や
旅

費
制

度
の

運
用

の
見

直
し

等
）
、

シ
ス

テ
ム

化
の

推
進

（
事

務
用

端
末

の
モ

バ
イ

ル
化

等
）
等

を
実

行
す
る

。
 

（
１

）
機

能
的

・
機

動
的

な
組

織
体

制
の

確
立

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
各

所
属

か
ら

の
要

求
内

容
が

明
確

に
な

る
よ

う
組

織
・

人
員

要
求

の
様

式
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

そ
の

上
で

、
要

求
の

提
出

を
受

け
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

。
 

・
支

援
が

必
要

な
部

署
と

、
体

制
を

見
直

す
べ

き
所

属
を

把
握

し
、

ス
ク

ラ
ッ

プ
ア

ン
ド

ビ
ル

ド
を

意
識

し
な

が
ら

、
次

年
度

に
向

け
た

組
織

体
制

の
検

討
を

行
っ

た
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
を

受
け

た
都

か
ら

の
要

請
に

基
づ

き
、

都
と

連
携

し
た

ワ
ク

チ
ン

の
大

規
模

接
種

会
場

の
運

営
を

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
８

月
か

ら
行

う
こ

と
に

な
っ

た
こ

と
に

即
応

す
る

た
め

、
各

所
属

と
調

整
の

上
、

既
存

の
人

的
資

源
の

中
で

ワ
ク

チ
ン

接
種

の
実

施
に

向
け

た
組

織
を

年
度

途
中

に
新

設
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
各

所
属

か
ら

の
組

織
・

人
員

に
関

す
る

要
求

内
容

が
明

確
に

な
り

、
効

率
的

に
各

所
属

が
抱

え
る

課
題

の
把

握
や

分
析

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
メ

リ
ハ

リ
を

つ
け

る
と

と
も

に
、

多
様

な
就

業
形

態
の

職
員

を
適

切
に

配
置

す
る

こ
と

で
、

限
ら

れ
た

人
的

資
源

を
最

大
限

に
活

用
し

、
気

候
変

動
等

の
社

会
変

容
に

よ

り
顕

在
化

し
た

課
題

に
対

応
で

き
る

機
動

的
・

機
能

的
な

事
務

組
織

体
制

を
確

立
し

た
。

 

・
新

設
組

織
を

中
心

に
、

多
く

の
職

員
に

よ
る

会
場

運
営

チ
ー

ム
を

組
織

し
、

８
月

か
ら

1
0
月

に
か

け
て

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

大
規

模
接

種
会

場
に

お
い

て
延

べ
6
2
日

間
、

5
4
,
5
4
4
回

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
３

月
に

は
３

回
目

接
種

の
方

を
対

象
に

、
延

べ
1
2
日

間
、

1
,
9
5
5
回

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
を

実
施

す

る
な

ど
、

円
滑

な
運

営
を

行
っ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

法
人

内
の

学
生

・
教

職
員

へ
の

ワ
ク

チ
ン

接
種

機
会

の
確

保
は

も
と

よ
り

、
活

動
範

囲
が

広
く

感
染

拡
大

に
繋

が
り

や
す

い
若

者
へ

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
の

加
速

に
寄

与
し

、
地

域
社

会
へ

の
貢

献
を

果
た

し
た

。
 

 

（
２

）
多

様
な

働
き

方
の

実
現

や
法

人
内

共
通

業
務

の
効

率
化

へ
向

け
た

検
討

【
特

記
事

項
Ⅳ

-
２

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
事

務
局

長
を

本
部

長
、

法
人

理
事

を
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
と

す
る

働
き

方
改

革
推

進
本

部
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
法

人
部

門
及

び
各

校
管

理
部

の
各

部
長

を
支

部
長

と
す

る

働
き

方
改

革
推

進
支

部
を

設
置

し
た

。
ま

た
、

各
所

属
に

お
け

る
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

の
設

置
を

可
能

と
す

る
こ

と
で

、
実

務
担

当
者

も
推

進
体

制
に

組
み

込
み

、
よ

り
多

く
の

職
員

が
参

加
で

き
る

体
制

を
整

え
た

。
 

・
本

部
会

議
開

催
時

に
は

、
各

支
部

内
の

業
務

改
善

に
向

け
た

取
組

を
組

織
全

体
と

し
て

共
有

す
る

た
め

、
会

計
・

契
約

業
務

に
お

け
る

具
体

的
な

業
務

改
善

事
例

等
の

各

業
務

所
管

部
署

か
ら

の
業

務
改

善
事

例
報

告
も

取
り

上
げ

て
開

催
し

た
。

 

・
本

部
会

議
に

お
い

て
働

き
方

改
革

推
進

計
画

（
案

）
を

提
示

し
た

上
で

、
各

所
属

を
通

じ
た

全
職

員
を

対
象

に
計

画
（

案
）

へ
の

意
見

聴
取

を
行

っ
た

結
果

、
約

3
0
0
件

の
意

見
が

寄
せ

ら
れ

た
。

こ
れ

ら
の

寄
せ

ら
れ

た
意

見
を

反
映

し
た

上
で

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

ま
で

を
計

画
期

間
と

し
、

自
ら

考
え

自
ら

動
く

こ
と

が
で

き
る

職
員

を
目

指
し

た
働

き
方

の
実

現
及

び
多

彩
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
選

べ
る

働
き

方
の

実
現

を
目

的
と

す
る

働
き

方
改

革
推

進
計

画
を

策
定

し
た

。
こ

の
策

定
プ

ロ
セ

ス
へ

全
職

員
が

意
見

申
出

を
通

じ
て

参
加

す
る

こ
と

で
、

幅
広

い
職

員
か

ら
の

関
心

を
集

め
た

上
で

策
定

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
併

せ
て

、
全

職
員

を
対

象
と

し
て

、
今

後
の

働
き

方
改

革
に

資
す

る
業

務
見

直
し

に
向

け
た

意
見

聴
取

を
行

っ
た

結
果

、
今

後
の

業
務

改
善

に
向

け
た

約
6
0
0
件

の
幅

広

い
意

見
が

寄
せ

ら
れ

た
。
こ

れ
ら

の
意

見
に

つ
い

て
、
１

件
ご

と
に

各
業

務
所

管
部

署
に

お
い

て
対

応
可

否
・
対

応
内

容
等

を
検

討
し

、
各

支
部

に
お

い
て

取
り

ま
と

め
、

本
部

会
議

に
お

い
て

報
告

を
行

っ
た

上
で

、
回

答
内

容
を

法
人

全
体

で
共

有
で

き
る

よ
う

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
へ

掲
載

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
部

署
を

越
え

て
法

人
内

の
業

務
環

境
に

関
す

る
理

解
を

職
員

間
で

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
特

に
業

務
見

直
し

に
向

け
た

意
見

の
多

か
っ

た
超

過
勤

務
手

当
支

払
業

務
に

関
し

て
、

R
P
A

を
活

用
し

た
作

業
省

力
化

に
向

け
た

検
討

を
進

め
、

各
部

署
の

協
力

を
得

て

試
行

を
行

い
、

試
行

期
間

に
お

け
る

各
部

署
と

の
意

見
交

換
等

を
通

じ
て

懸
念

点
を

解
決

し
た

上
で

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
２

月
分

か
ら

本
格

稼
働

を
行

っ
た

。
 

・
多

く
の

職
員

に
お

い
て

日
常

的
に

業
務

改
善

を
実

践
で

き
る

よ
う

既
存

の
シ

ス
テ

ム
ツ

ー
ル

へ
の

理
解

を
促

す
た

め
、

効
果

的
な

利
用

方
法

を
実

際
の

操
作

画
面

を
使

い

つ
つ

、
分

か
り

や
す

く
紹

介
す

る
記

事
を

法
人

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
へ

2
0
記

事
以

上
掲

載
し

た
。
シ

ス
テ

ム
ツ

ー
ル

の
活

用
方

法
を

実
際

の
画

面
等

を
使

用
し

た
記

事
に

し

て
紹

介
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ツ

ー
ル

へ
の

習
熟

度
に

関
わ

ら
ず

、
よ

り
多

く
の

職
員

に
対

し
て

、
手

軽
に

業
務

効
率

化
に

取
り

組
む

こ
と

の
で

き
る

素
地

を
整

え
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
1
4

 
◇

業
務

執
行

の
効

率
化

 

②
事

務
処

理
方

法
の

見
直

し
等

に
よ

り
、

業
務

の
適

正
な

執
行

と
、

一
層

の
効

率
化

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
拡

充
】
業

務
の

適
正

化
及

び
一

層
の

効
率

化
を

推
進

す
る

た
め

、
会

計
業

務
に

つ
い

て
は

、
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
を

円
滑

に
運

用
し

つ
つ

、
会

計
業

務
全

体
の

見
直

し
を

進
め

、
シ

ス
テ

ム
改

修
を

行
う

。
ま

た
、
旅

費
業

務
に

つ
い

て
は

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

旅
費

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

向
け

て
、

シ
ス

テ
ム

構
築

を
実

施
す

る
。

さ
ら

に
、
文

書
管

理
業

務
に

つ
い

て
は

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に
向

け

て
、

業
務

の
見

直
し

や
シ

ス
テ

ム
設

計
の

た
め

の
調

査
・

分
析

を
実

施
す

る
。

 

              （
２

）【
継

続
】
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
か

ら

導
入

し
た

施
設

予
約

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

、
教

室
予

約
も

利
用

を
開

始
す

る
と

と
も

に
、

安
定

的
な

運
用

を
実

現
す

る
こ

と
に

よ
り

、
事

務
の

効
率

化
及

び
利

用
者

の
利

便
性

の
一

層
の

向
上

を
図

る
。

 

（
１

）
新

た
な

シ
ス

テ
ム

の
適

切
な

運
用

、
事

務
処

理
フ

ロ
ー

の
見

直
し

等
に

よ
る

業
務

効
率

化
【

特
記

事
項

Ⅳ
-
1
参

照
】

 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

 
 

①
会

計
業

務
に

関
す

る
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

 
・

新
シ

ス
テ

ム
導

入
一

年
目

の
実

務
を

通
じ

て
認

識
し

た
課

題
を

中
心

に
、

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
改

修
や

事
務

フ
ロ

ー
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

 
 

 
・

会
計

業
務

・
制

度
の

見
直

し
を

継
続

し
て

行
い

、
一

部
様

式
の

電
子

化
・

廃
止

、
支

払
伝

票
等

提
出

期
限

の
延

伸
、

見
積

依
頼

者
数

の
緩

和
等

を
行

っ
た

。
 

 
 

 
 

ま
た

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
４

月
か

ら
の

業
務

改
善

の
実

施
に

向
け

た
検

討
を

進
め

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

 
・

よ
り

安
定

し
た

シ
ス

テ
ム

運
用

及
び

予
算

執
行

管
理

が
行

え
た

。
 

 
 

 
・

会
計

事
務

の
効

率
化

が
進

み
、

部
局

会
計

事
務

の
省

力
化

に
寄

与
し

た
ほ

か
、

更
な

る
効

率
化

に
向

け
た

検
討

が
進

ん
だ

。
 

 

②
旅

費
業

務
に

関
す

る
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
不

正
出

張
の

防
止

、
更

な
る

業
務

効
率

化
等

に
資

す
る

旅
費

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

、
シ

ス
テ

ム
業

者
と

の
委

託
契

約
手

続
き

を
進

め
る

と
と

も
に

、
法

人
内

の
各

現
場

の
意

見
を

組
み

入
れ

な
が

ら
構

築
内

容
を

整
理

し
た

。
 

・
委

託
業

者
の

選
定

に
当

た
り

、
他

大
学

の
学

識
経

験
者

の
意

見
を

活
用

し
て

技
術

審
査

委
員

会
を

開
催

す
る

等
、

契
約

に
向

け
た

取
組

を
進

め
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
シ

ス
テ

ム
業

者
と

の
委

託
契

約
を

締
結

し
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
シ

ス
テ

ム
先

行
稼

働
に

向
け

た
詳

細
な

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
整

理
の

上
、

具
体

的
な

構
築

作
業

に

着
手

し
た

。
 

  
 

③
文

書
管

理
業

務
に

関
す

る
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

 
・
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
の

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

向
け

て
、
現

行
業

務
の

分
析

と
改

善
提

案
及

び
要

件
定

義
書

の
作

成
を

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
委

託
に

よ
り

実
施

し
た

。
 

 
 

 
・

シ
ス

テ
ム

化
に

向
け

た
文

書
事

務
フ

ロ
ー

の
見

直
し

の
一

環
と

し
て

、
文

書
管

理
基

準
表

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

 
・

シ
ス

テ
ム

導
入

に
向

け
て

、
現

行
業

務
の

課
題

と
対

応
策

が
整

理
さ

れ
、

シ
ス

テ
ム

構
築

の
た

め
の

準
備

が
進

ん
だ

。
 

 （
２

）
施

設
予

約
シ

ス
テ

ム
運

用
開

始
に

よ
る

事
務

効
率

化
及

び
利

用
者

の
利

便
性

向
上

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
１

号
館

・
６

号
館

（
都

立
大

・
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
）

の
教

室
に

つ
い

て
、

施
設

予
約

シ
ス

テ
ム

の
本

格
運

用
を

開
始

し
た

。
 

・
将

来
的

に
、

都
立

大
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
の

理
系

棟
の

教
室

や
国

際
交

流
会

館
の

会
議

室
等

の
予

約
に

お
い

て
も

、
施

設
予

約
シ

ス
テ

ム
が

利
用

で
き

る
よ

う
、

所
管

部

署
と

の
調

整
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
授

業
で

利
用

し
て

い
る

教
室

ま
で

シ
ス

テ
ム

利
用

範
囲

を
広

げ
た

こ
と

に
よ

り
、

教
室

管
理

事
務

の
効

率
化

が
図

ら
れ

、
学

生
や

教
員

等
利

用
者

の
利

便
性

も
格

段
に

向

上
し

た
。

 

 
 

・
今

後
、

全
学

的
な

施
設

予
約

シ
ス

テ
ム

の
利

用
に

よ
り

、
施

設
の

予
約

・
使

用
管

理
事

務
が

容
易

に
な

る
ば

か
り

で
な

く
、

利
用

者
の

利
便

性
が

飛
躍

的
に

向
上

す
る

こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅣⅣ
－－

１１
 

Ⅳ
 

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

特
記

事
項

 

令
和

２
年

度
業

務
実

績
評

価
及

び
第

三
期

中
期

目
標

期
間

の
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

業
務

実
績

評
価

に
お

い
て

、
公

立
大

学
分

科
会

か
ら

対
応

報
告

を
求

め
ら

れ
た

事
項

に
関

す
る

取
組

等
 

【
働

き
方

改
革

及
び

業
務

の
効

率
化

の
更

な
る

推
進

に
向

け
た

取
組

】
中

期
計

画
番

号
4
-
1
4
 

自
己

評
価

 
A
 

新
た

な
シ

ス
テ

ム
の

適
切

な
運

用
、

事
務

処
理

フ
ロ

ー
の

見
直

し
等

に
よ

る
業

務
効

率
化

 

 【
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
取

組
・

成
果

等
】

 

＜
取

組
事

項
＞

 

①
会

計
業

務
に

関
す

る
取

組
 

・
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
に

新
規

導
入

し
た

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
一

年
間

の
運

用
実

績
に

基
づ

き
、
よ

り

効
率

的
な

運
用

に
資

す
る

た
め

シ
ス

テ
ム

改
修

を
実

施
し

た
。

 

  
  

例
・

少
額
案

件
に

つ
い

て
は

、
入

力
す

る
メ

ニ
ュ

ー
数

を
削

減
し

た
。

 

 
 

 
・

一
部

の
メ

ニ
ュ

ー
に

お
い

て
「

登
録

」
「

確
定

」
を

同
時

に
行

え
る

よ
う

に
し

た
。

 

 
 

 
・

予
算

配
当

前
に

契
約

事
務

手
続

等
を

開
始

で
き

る
よ

う
、

予
算

の
マ

イ
ナ

ス
執

行
を

可
能

と
す

る
 

 
 

 

設
定

変
更

を
行

っ
た

。
 

 
 

 
・

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

運
用

開
始

に
向

け
て

、
資

産
・

科
研

費
・

決
算

等
業

務
の

効
率

化
の

た
め

、

シ
ス

テ
ム

改
修

要
件

を
検

討
し

、
改

修
を

実
施

し
た

。
 

・
支

払
金

口
座

情
報

登
録

依
頼

書
を

電
子

化
し

、
押

印
も

廃
止

し
た

。
 

・
会

計
管

理
課
内

で
の

各
種

伝
票

審
査

に
お

い
て

、
審

査
項

目
・
審

査
関

与
者

の
見

直
し

及
び

臨
時

職
員

の
 

 

活
用

を
進

め
、

こ
れ

ま
で

支
払

予
定

日
1
0
営

業
日

前
だ

っ
た

伝
票

提
出

期
限

を
同

8
営

業
日

前
に

延
伸

し
た

。
 

 
・
随

意
契

約
に

お
け

る
見

積
書

徴
取

数
は

契
約

目
途

額
に

応
じ

て
決

め
ら

れ
て

い
た

が
、
目

途
額

の
区

分
を

細
分

化
す

る
こ

と
で

徴
取

数
を

見
直

し
（

軽
減

）
し

た
。

 

 
②

旅
費

業
務

に
関

す
る

取
組

 

・
業

務
効

率
化

や
不

正
出

張
防

止
に

資
す

る
旅

費
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

た
め

、
他

大
学

や
東

京
都

の
事

例

を
参

考
に

す
る

と
と

も
に

、
利

用
者

目
線

に
立

っ
た

機
能

と
す

る
た

め
、
法

人
内

の
各

現
場

と
の

意
見

交

換
や

意
向

調
査

を
実

施
し

、
具

体
的

な
構

築
内

容
を

整
理

し
た

。
 

 
 

例
・
旅

費
計

算
に

つ
い

て
、
手

計
算

で
計

算
を

し
た

上
で

紙
に

記
入

し
て

い
る

が
、
シ

ス
テ

ム
導

入
後

は

出
発

地
と

旅
行

先
を

選
択

す
る

こ
と

で
自

動
的

に
旅

費
を

算
出

す
る

機
能

を
導

入
す

る
こ

と
と

し

た
。

 

・
管

外
出

張
に

当
た

っ
て

は
、
教

職
員

に
よ

る
チ

ケ
ッ

ト
代

の
立

替
え

が
発

生
し

て
い

た
が

、
旅

費
シ

ス
テ

ム
上

で
チ

ケ
ッ

ト
を

手
配

す
る

こ
と

に
よ

り
、

立
替

払
を

防
止

で
き

る
仕

組
み

と
し

た
。

 

 
・
委

託
業

者
の

選
定

に
当

た
り

、
発

注
価

格
だ

け
で

は
な

く
技

術
力

を
重

視
す

る
た

め
、
他

大
学

の
学

識
経

験
者

か
ら

専
門

的
な

意
見

を
聴

取
し

た
上

で
技

術
審

査
委

員
会

を
開

催
す

る
等

、
質

の
高

い
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に
向

け
て

契
約

手
続

き
を

進
め

た
。

 

 
③

文
書

管
理

業
務

に
関

す
る

取
組

 

 
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
の

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

向
け

て
、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

委
託

に
よ

り
、
現

行
業

務
の

分
析

、
改

善
提

案
、

要
件

定
義

書
の

作
成

を
実

施
し

た
。

 

・
現

行
業

務
の

分
析

と
し

て
、
職

員
及

び
一

部
の

教
員

向
け

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施
、
文

書
取

扱
主

任

を
中

心
に

教
職

員
約

1
0
名

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
の

実
施

と
法

人
例

規
の

記
載

事
項

確
認

を
行

っ
た

。
 

 

改
善

提
案

と
し

て
現

行
業

務
分

析
か

ら
得

た
回

付
方

法
の

見
直

し
、
協

議
先

の
見

直
し

等
、
シ

ス
テ

ム
導

入
に

向
け

た
運

用
改

善
の

提
案

及
び

法
人

例
規

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
 

上
記

を
含

め
、

内
部

で
検

討
し

た
上

、
シ

ス
テ

ム
導

入
に

向
け

た
要

件
定

義
書

の
作

成
を

行
っ

た
。

 

・
シ

ス
テ

ム
化

に
向

け
た

文
書

事
務

フ
ロ

ー
の

見
直

し
の

一
環

と
し

て
、
文

書
管

理
基

準
表

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
具

体
的

に
は

、
各

課
に

よ
り

設
定

し
て

い
る

文
書

管
理

基
準

表
の

記
載

事
項

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
い

、
特

に
分

類
番

号
に

つ
い

て
は

、
課

に
よ

っ
て

桁
数

が
異

な
っ

て
い

た
た

め
、
シ

ス
テ

ム
導

入
を

目

指
し

た
統

一
を

図
っ

た
。
そ

の
ほ

か
、
金

額
や

期
間

等
の

仕
切

り
に

つ
い

て
、
他

の
例

規
又

は
業

務
の

実

態
と

照
ら

し
合

わ
せ

、
記

号
の

変
更

又
は

新
規

作
成

を
行

っ
た

。
 

 

＜
成

果
＞

 

①
会

計
業

務
に

関
す

る
成

果
 

・
上

記
取

組
に

よ
り

、
特

に
各

部
局

会
計

部
署

の
事

務
負

担
の

軽
減

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

②
旅

費
業

務
に

関
す

る
取

組
 

・
教

職
員

の
事

務
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
旅

費
シ

ス
テ

ム
に

、
「

旅
費

の
自

動
計

算
機

能
」
、
「

チ
ケ

ッ
ト

手
配

機
能

」
、「

出
張

命
令

の
決

裁
機

能
」
等

を
盛

り
込

ん
だ

仕
様

と
し

、
シ

ス
テ

ム
業

者
と

の
委

託
契

約
 

を
締

結
し

た
。

 

・
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

シ
ス

テ
ム

先
行

稼
働

に
向

け
、
詳

細
な

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
整

理
す

る
と

と
も

に
、

設
計

・
開

発
作

業
に

着
手

し
た

。
 

③
文

書
管

理
業

務
に

関
す

る
取

組
 

・
現

行
業

務
の

課
題

を
整

理
し

、
改

善
点

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
で

、
シ

ス
テ

ム
導

入
後

の
文

書
の

ラ
イ

フ

サ
イ

ク
ル

（
収

受
、

起
案

、
施

行
、

保
管

、
廃

棄
等

）
の

見
直

し
が

で
き

た
。

 

 
シ

ス
テ

ム
構

築
の

た
め

の
具

体
的

な
要

件
定

義
を

行
っ

た
こ

と
で

、
シ

ス
テ

ム
導

入
の

準
備

が
進

ん
だ

。
 

 【
今

後
の

方
向

性
】

 

①
会

計
業

務
に

関
す

る
今

後
の

方
向

性
 

引
き

続
き

、
業

務
効

率
化

に
向

け
た

検
討

を
進

め
、
随

時
実

施
し

て
い

く
。
現

在
検

討
中

の
事

項
は

以
下

の
通

り
。

 

 
・

会
計

書
類

（
見

積
書

・
納

品
書

・
請

求
書

等
）

に
お

け
る

押
印

省
略

 

 
・

契
約

等
の

事
務

権
限

の
適

切
な

配
分

と
そ

れ
に

応
じ

た
効

率
的

な
執

行
体

制
の

検
討

 

 
②

旅
費

業
務

に
関

す
る

今
後

の
方

向
性

 

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年

度
第

４
四

半
期

の
シ

ス
テ

ム
先

行
稼

働
に

向
け

、
着

実
に

シ
ス

テ
ム

構
築

を
進

め
て

い
く

。
 

 
 

・
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
、

人
事

給
与

シ
ス

テ
ム

と
の

連
携

に
向

け
た

シ
ス

テ
ム

改
修

を
実

施
す

る
。

 

・
運

用
開

始
時

に
利

便
性

の
高

い
シ

ス
テ

ム
と

な
る

よ
う

、
シ

ス
テ

ム
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
、
操

作
説

明

会
の

開
催

、
問

合
せ

ヘ
ル

プ
デ

ス
ク

の
設

置
を

進
め

る
。

 

 
③

文
書

管
理

業
務

に
関

す
る

今
後

の
方

向
性

 

 
 

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

の
本

格
導

入
に

向
け

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

に
引

き
続

き
準

備
を

行
う

。
 

 
・
令

和
４
（

20
2
2
）
年

度
に

、
シ

ス
テ

ム
の

構
築

及
び

教
職

員
を

対
象

と
し

た
操

作
研

修
活

動
を

行
う

。
シ

ス
テ

ム
の

構
築

後
、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
中

は
引

き
続

き
、
原

本
は

紙
媒

体
で

の
決

裁
を

行
う

こ
と

と

す
る

が
、
シ

ス
テ

ム
操

作
に

慣
れ

る
た

め
、
並

行
し

て
シ

ス
テ

ム
上

で
の

決
裁

も
行

え
る

よ
う

整
備

す
る

。
 

 
・
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
の

当
初

か
ら

、
法

人
全

体
で

シ
ス

テ
ム

上
で

の
決

裁
を

原
本

と
す

る
運

用
に

切
り

替
え

る
。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅣⅣ
－－

２２
 

Ⅳ
 

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

特
記

事
項

 

令
和

２
年

度
業

務
実

績
評

価
及

び
第

三
期

中
期

目
標

期
間

の
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

業
務

実
績

評
価

に
お

い
て

、
公

立
大

学
分

科
会

か
ら

対
応

報
告

を
求

め
ら

れ
た

事
項

に
関

す
る

取
組

等
 

【
働

き
方

改
革

及
び

業
務

の
効

率
化

の
更

な
る

推
進

に
向

け
た

取
組

】
中

期
計

画
番

号
4
-
1
3
 

自
己

評
価

S
 

○
 

働働
きき

方方
改改

革革
のの

推推
進進

にに
向向

けけ
たた
取取

組組
  

【
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
取

組
・

成
果

等
】

 

 
 

＜
取

組
事

項
＞

 

●
 
働

き
方

改
革

推
進

体
制

の
構

築
 

・
 
法

人
全

体
と

し
て

働
き

方
改

革
を

推
進

す
る

た
め

、
事

務
局

長
を

本
部

長
、
法

人
理

事
を

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

と
す

る
働

き
方

改
革

推
進

本
部

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、
法

人
部

門
及

び
各

校
の

各
部

長
級

を

支
部

長
と

す
る

働
き

方
改

革
推

進
支

部
を

設
置

し
た

。
 

・
 
各

部
署

に
お

い
て

も
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

の
設

置
を

可
能

と
す

る
こ

と
で

、
実

務
担

当
者

も
推

進

体
制

に
組

み
込

み
、

よ
り

多
く

の
職

員
が

参
加

で
き

る
体

制
を

整
え

た
。

 

・
 
本

部
会

議
開

催
時

に
は

、
各

支
部

内
の

業
務

改
善

に
向

け
た

取
組

を
組

織
全

体
と

し
て

共
有

す
る

た

め
、
会

計
・
契

約
業

務
に

お
け

る
具

体
的

な
業

務
改

善
事

例
等

の
各

業
務

所
管

部
署

か
ら

の
業

務
改

善
事

例
報

告
も

取
り

上
げ

て
開

催
し

た
。

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

【
働

き
方

改
革

推
進

体
制

（
本

部
・

支
部

）
】

 
 
 
 
 
 
 
 
【

働
き

方
改

革
推

進
本

部
会

議
の

様
子

】
 

  

●
 
働

き
方

改
革

推
進

計
画

の
策

定
 

・
 
本

部
会

議
に

お
い

て
働

き
方

改
革

推
進

計
画
（

案
）
を

提
示

し
た

上
で

、
各

所
属

を
通

じ
て

全
職

員

を
対

象
に

計
画
（

案
）
へ

の
意

見
聴

取
を

行
っ

た
。
寄

せ
ら

れ
た

約
3
0
0
件

の
意

見
を

反
映

し
た

上

で
、
令

和
５
（

20
2
3
）
年

度
ま

で
を

計
画

期
間

と
し

、
自

ら
考

え
自

ら
動

く
こ

と
が

で
き

る
職

員
を

目
指

し
た

働
き

方
の

実
現

及
び

多
彩

な
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を

選
べ

る
働

き
方

の
実

現
を

目
的

と
す

る

働
き

方
改

革
推

進
計

画
を

策
定

し
た

。
 

・
 
計

画
策

定
に

合
わ

せ
て

、
今

後
の

業
務

見
直

し
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

の
具

体
的

な
指

針
と

し
て

業

務
見

直
し

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
、

各
所

属
へ

の
意

見
聴

取
、

意
見

反
映

を
経

た
上

で
策

定
し

た
。

 

・
 
ま

た
、
全

職
員

を
対

象
と

し
て

、
今

後
の

働
き

方
改

革
に

資
す

る
業

務
見

直
し

に
向

け
た

意
見

聴
取

を
実

施
し

、
今

後
の

業
務

見
直

し
に

向
け

た
意

見
を

幅
広

く
集

め
た

。
寄

せ
ら

れ
た

約
6
0
0
件

の
意

見
に

つ
い

て
、
各

支
部

に
お

い
て

対
象

業
務

所
管

部
署

へ
の

対
応

検
討

を
依

頼
し

、
各

支
部

に
お

い

て
回

答
を

取
り

ま
と

め
た

。
内

容
に

つ
い

て
本

部
会

議
で

の
報

告
を

経
た

上
で

、
回

答
内

容
を

法
人

全
体

で
共

有
で

き
る

よ
う

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
へ

掲
載

し
た

。
 

  

    

  
  

  
【

働
き

方
改

革
推

進
計

画
（

抜
粋

）
】

 
 

 
 

 
 

【
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

掲
載

記
事

（
抜

粋
）
】

 

    

●
 
見

直
し

対
象

業
務

に
お

け
る

業
務

改
善

 

・
 
特

に
業

務
見

直
し

に
向

け
た

意
見

の
多

か
っ

た
超

過
勤

務
手

当
支

払
業

務
に

関
し

て
、
R
P
A
を

活
用

し
た

作
業

省
力

化
に

向
け

た
検

討
を

進
め

、
各

部
署

の
協

力
を

得
て

試
行

を
行

っ
た

。
試

行
期

間
に

お
け

る
各

部
署

と
の

意
見

交
換

等
を

通
じ

て
懸

念
点

を
解

決
し

た
上

で
、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

２
月

分
か

ら
本

格
稼

働
を

行
っ

た
。
こ

の
取

組
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
手

作
業

で
行

っ
て

い
た

作
業

を
R
P
A

で
代

替
す

る
こ

と
で

年
間

約
9
9
6
時

間
の

創
出

や
1
3
,
0
0
0
枚

弱
の

コ
ピ

ー
用

紙
使

用
量

削
減

を
見

込
ん

で
い

る
。

 

・
 
多

く
の

職
員

に
お

い
て

日
常

的
な

業
務

改
善

を
実

践
で

き
る

よ
う

既
存

の
シ

ス
テ

ム
ツ

ー
ル

へ
の

理
解

を
促

す
た

め
、
効

果
的

な
利

用
方

法
を

分
か

り
や

す
く

紹
介

す
る

記
事

を
法

人
ポ

ー
タ

ル
サ

イ

ト
へ

2
0
記

事
以

上
掲

載
し

た
。

 

  

 
【

超
過

勤
務

手
当

支
払

業
務

R
P
A
化

（
イ

メ
ー

ジ
）
】
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＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
 
事

務
組

織
全

体
と

し
て

、
職

級
に

関
係

な
く

あ
ら

ゆ
る

職
員

を
巻

き
込

ん
だ

形
で

働
き

方
改

革
を

推

進
す

る
体

制
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
組

織
と

し
て

の
方

向
性

を
明

確
に

示
す

こ
と

で
職

員
間

の
機

運
醸

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
 
計

画
（

案
）
や

業
務

見
直

し
に

向
け

た
意

見
聴

取
に

お
い

て
、
各

所
属

を
通

じ
て

合
計

約
9
0
0
件

の

意
見

が
寄

せ
ら

れ
た

。
計

画
（
案

）
に

つ
い

て
は

、
策

定
プ

ロ
セ

ス
へ

全
職

員
が

参
加

し
て

策
定

す

る
こ

と
で

、
所

属
・
職

級
に

関
係

な
く

多
く

の
職

員
か

ら
の

関
心

を
集

め
た

上
で

の
策

定
と

す
る

こ

と
で

、
主

体
的

に
計

画
実

現
に

向
け

て
取

り
組

む
素

地
を

整
え

る
こ

と
が

で
き

た
。
そ

の
表

れ
と

し

て
、

複
数

部
署

か
ら

業
務

改
善

に
向

け
た

取
組

が
自

発
的

に
行

わ
れ

る
事

例
も

発
生

し
て

い
る

。
 

・
 
業

務
見

直
し

に
向

け
た

意
見

聴
取

に
あ

た
っ

て
全

職
員

を
対

象
と

し
、
ま

た
、
各

自
の

担
当

業
務

以

外
の

業
務

に
対

す
る

意
見

も
可

能
と

し
た

こ
と

に
よ

り
、
日

常
的

な
業

務
改

善
か

ら
諸

制
度

の
改

革

と
い

っ
た

中
長

期
的

な
課

題
に

至
る

ま
で

、
現

在
の

所
属

や
担

当
業

務
に

縛
ら

れ
な

い
多

様
な

観
点

か
ら

の
業

務
見

直
し

を
促

進
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
 
各

職
員

か
ら

示
さ

れ
た

業
務

見
直

し
意

見
に

つ
い

て
、
各

支
部

や
対

象
業

務
等

所
管

部
署

へ
の

検
討

を
促

進
し

た
こ

と
で

、
実

務
レ

ベ
ル

に
お

い
て

も
働

き
方

改
革

を
一

層
促

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
各

業
務

担
当

部
署

か
ら

の
回

答
を

法
人

全
体

で
共

有
す

る
こ

と
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

業
務

課
題

等
に

関
す

る
理

解
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
 
シ

ス
テ

ム
ツ

ー
ル

の
活

用
方

法
を

実
際

の
画

面
等

を
使

用
し

た
記

事
に

し
て

紹
介

す
る

こ
と

に
よ

り
、
ツ

ー
ル

の
習

熟
度

に
関

わ
ら

ず
、
よ

り
多

く
の

職
員

に
対

し
て

、
手

軽
に

業
務

効
率

化
に

取
り

組
む

こ
と

の
で

き
る

素
地

を
整

え
た

。
 

・
 
関

係
者

が
多

い
超

過
勤

務
手

当
支

払
業

務
に

お
い

て
、
具

体
的

な
業

務
改

善
を

実
施

で
き

た
こ

と
に

よ
り

、
働

き
方

改
革

を
進

め
る

上
で

の
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
を

示
す

こ
と

が
で

き
た

。
 

 【
今

後
の

方
向

性
】

 

・
 
働

き
方

改
革

推
進

計
画

を
着

実
に

推
進

し
て

い
く

。
 

・
 
見

直
し

対
象

業
務

に
つ

い
て

、
本

部
会

議
等

を
通

じ
た

進
捗

確

認
等

を
通

じ
、
個

々
の

取
組

の
実

効
性

や
取

組
同

士
の

連
携

を

確
保

し
た

上
で

、
一

層
の

見
直

し
活

動
を

促
進

し
て

い
く

。
 

 

 
 

【
周

知
用

掲
示

物
】
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大大
項項

目目
番番

号号
  

３３
３３
  

財財
務務

運運
営営

のの
改改

善善
  

Ⅴ
 

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

自
己

収
入

の
増

加
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

２
 

経
費

の
抑

制
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

３
 

資
産

の
運

用
管

理
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中

期
目

標
）

 

１
 

自
己

収
入

の
増

加
に

関
す

る
目

標
 

○
法

人
運

営
の

安
定

性
と

自
律

性
を

高
め

る
た

め
、

寄
附

金
の

受
入

拡
大

を
は

じ
め

、
外

部
資

金
獲

得
を

促
進

す
る

仕
組

み
の

充
実

を
図

る
等

、
収

入
源

の
多

様
化

の
た

め
の

取
組

を
一

層
積

極
的

に
推

進
し

、
自

己
収

入
の

増
加

に
努

め
る

。
 

○
主

要
な

自
己

財
源

で
あ

る
学

生
納

付
金

に
つ

い
て

は
、

社
会

状
況

や
他

の
国

公
立

大
学

の
水

準
等

も
見

定
め

な
が

ら
、

適
切

な
額

を
設

定
し

て
い

く
。

 

２
 

経
費

の
抑

制
に

関
す

る
目

標
 

○
財

務
状

況
を

的
確

に
分

析
し

て
管

理
経

費
の

抑
制

等
の

効
率

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

法
人

全
体

の
収

支
構

造
を

中
長

期
的

に
見

据
え

た
財

政
運

営
の

在
り

方
の

確
立

を
図

る
。

 

３
 

資
産

の
運

用
管

理
の

改
善

に
関

す
る

目
標

 

○
学

内
施

設
や

知
的

財
産

等
、

法
人

が
保

有
す

る
資

産
に

つ
い

て
は

、
適

正
に

管
理

し
、

有
効

活
用

を
促

進
す

る
。

 
 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

１
 

自
己

収
入

の
増

加
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た

め
の

措
置

 

◇
外

部
資

金
等

自
己

収
入

の
増

加
に

向
け

た
取

組
 

【
4
-
1
5
】

①
法

人
運

営
の

安
定

性
と

自
律

性
を

確
保

す

る
た

め
、
自

己
収

入
の

改
善

に
向

け
、
積

極

的
な

外
部

資
金

獲
得

に
努

め
る

。
 

 【
4
-
1
6
】
②

卒
業

生
、
同

窓
会

等
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

法
人

内
の

推
進

・
実

施
体

制
を

整
備

し
、

税
制

上
の

優
遇

措
置

を
活

用
し

た
取

組
を

進
め

る
こ

と
で

寄
附

金
獲

得
額

の
拡

大
を

図
る

な
ど

、
自

己
収

入
の

増
加

に
努

め
る

。
 

 ◇
授

業
料

等
の

学
生

納
付

金
の

適
切

な
確

保
 

【
4
-
1
7
】
③

授
業

料
等

の
学

生
納

付
金

に
つ

い
て

、
法

人

財
政

の
安

定
性

及
び

自
立

性
の

向
上

の
観

点
か

ら
、

社
会

状
況

や
他

の
国

公
立

大
学

の
水

準
等

も
見

定
め

な
が

ら
、

都
認

可
上

限
額

の
範

囲
内

で
適

正
な

金
額

の
設

定
に

努
め

る
。

 

 ２
 

経
費

の
抑

制
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の

措
置

 

◇
中

長
期

的
な

視
点

に
よ

る
安

定
的

な
財

政
運

営
 

【
4
-
1
8
】

①
限

ら
れ

た
財

政
的

資
源

を
最

大
限

に
活

用

し
、
最

高
の

成
果

を
実

現
し

て
い

く
た

め
、

2
9  

【
4
-
1
5
】

以
下

取
組

に
よ

り
自

己
収

入
の

安
定

的
な

確
保

に
つ

な
げ

た
。

 

・
首

都
大

に
お

い
て

、
学

部
再

編
の

内
容

に
関

す
る

H
P
周

知
等

の
広

報
活

動
を

積
極

的
に

行
い

、
前

年
度

並
み

の
志

願
者

倍
率

を
維

持
し

た
。

 

・
社

会
情

勢
・

受
講

者
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
公

開
講

座
の

現
状

分
析

・

見
直

し
の

検
討

に
着

手
し

た
。

 

・
外

部
資

金
獲

得
促

進
の

た
め

の
具

体
的

な
施

策
の

実
施

を
開

始
し

た
。

 

【
4
-
1
6
】
寄

附
金

獲
得

額
の

拡
大

の
た

め
法

人
内

の
推

進
・
実

施
体

制
を

整
備

し
た

。
 

【
4
-
1
9
】

シ
ス

テ
ム

予
算

の
後

年
度

推
計

や
大

規
模

案
件

の
調

査
を

踏
ま

え
、

次
年

度
以

降
も

見
据

え
た

計
画

的
な

予
算

編
成

を
行

っ
た

。
 

【
4
-
2
0
】
学

内
保

有
財

産
の

有
効

活
用

の
た

め
、
貸

出
手

続
の

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
H
P
を

よ
り

わ
か

り
や

す
い

も
の

に
更

新
し

都
民

に
発

信

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
首

都
大

の
学

部
・
大

学
院

再
編

に
お

い
て

、
志

願
者

減
を

回
避

で
き

た
こ

と

は
、
法

人
と

大
学

の
連

携
し

た
広

報
活

動
の

成
果

で
あ

る
と

評
価

す
る

。
志

願
者

の
確

保
に

よ
り

財
政

的
に

安
定

を
も

た
ら

し
て

い
る

。
 

・
長

期
的

な
経

常
的

管
理

経
費

を
把

握
す

る
た

め
に

、
シ

ス
テ

ム
予

算
の

後
年

度
推

計
や

大
規

模
案

件
調

査
を

行
っ

た
上

で
、
次

年
度

以
降

も
見

据
え

た
計

画
的

な
予

算
編

成
が

行
わ

れ
て

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。

 

3
0  

【
4
-
1
5
】

以
下

取
組

に
よ

り
自

己
収

入
の

安
定

的
な

確
保

に
つ

な
げ

た
。

 

・
首

都
大

に
お

い
て

、
最

新
の

入
試

情
報

に
つ

い
て

、
H
P
や

大
学

説
明

会
等

で
積

極
的

に
広

報
を

行
い

、
前

年
度

並
み

の
志

願
者

倍
率

を
維

持
し

た
。

 

・
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

い
て

最
新

の
研

究
成

果
等

か
ら

一

定
数

の
講

座
を

企
画
・
開

講
し

た
こ

と
で

、
新

規
会

員
の

確
保

に
つ

な
げ

た
。

ま
た

、
T
M
U
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
に

お
い

て
初

め
て

の
入

学
選

考
を

実
施

し
、

定
員

を
大

幅
に

上
回

る
出

願
者

を
得

た
。

（
O
U
）

 

・
組

織
内

の
連

携
体

制
の

強
化

に
よ

り
、
外

部
資

金
の

獲
得

を
推

進
さ

せ
た

。
（

産
学

公
）

 

【
4
-
1
6
】
寄

附
金

獲
得

額
の

拡
大

に
寄

与
す

る
た

め
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

寄
附

の
申

込
み

を
行

い
、
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
決

済
な

ど
多

様
な

決

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
公

開
講

座
や

T
M
U
プ

レ
ミ

ア
ム
・
カ

レ
ッ

ジ
の
開

講
等

、
首

都
大

の
学

術
資

産
を

用
い

る
こ

と
で

自
己

収
入

の
増

加
が

図
ら

れ
た

。
 

・
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

と
U
R
A
室

等
と

の
連

携
で

、
首

都
大

の
共

同
研

究
・

受
託

研
究

に
よ

る
外

部
資

金
獲

得
は

、
第

二
期

中
期

目
標

期
間

の
平

均
の

1
5
4
％

に
達

し
た

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
介

し
て

寄
附

が
で

き
る

仕
組

み
を

導
入

す
る

な
ど

、
一

般
寄

附
金

の
増

収
に

向
け

た
取

組
を

実
施

し
て

い
る

が
、
寄

附
件

数
は

少
な

い
。
寄

附
目

的
を

明
確

に
し

、
同

窓
生

や
保

護
者

を
は

じ
め

、
多

く
の

方
に

支
援

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
な

仕
組

み
づ

く
り

が
期

待
さ

れ
る

。
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効
果

・
効

率
性

の
観

点
か

ら
真

に
必

要
な

事
業

を
見

極
め

る
と

と
も

に
、

財
務

状
況

を
的

確
に

分
析

し
、

法
人

全
体

の
収

支
構

造
を

中
長

期
的

に
見

据
え

た
財

政
運

営
を

行
う

。
 

 【
4
-
1
9
】

②
安

定
的

な
財

政
運

営
を

図
り

つ
つ

、
各

大

学
・

高
等

専
門

学
校

の
重

点
課

題
に

的
確

に
対

応
す

る
た

め
、

ス
ク

ラ
ッ

プ
ア

ン
ド

ビ
ル

ド
を

基
本

と
し

、
後

年
度

負
担

を
含

め
た

費
用

対
効

果
を

検
証

し
た

上
で

、
各

事
業

を
展

開
す

る
。
ま

た
、
既

存
の

定
型

的

業
務

の
外

部
委

託
化

を
図

る
な

ど
、

経
常

的
管

理
経

費
の

着
実

な
削

減
を

促
す

取
組

を
進

め
る

。
 

 ３
 

資
産

の
運

用
管

理
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
保

有
資

産
の

有
効

活
用

 

【
4
-
2
0
】

①
学

内
保

有
財

産
を

よ
り

有
効

に
活

用
す

る

た
め

、
学

内
施

設
等

の
有

形
資

産
に

つ
い

て
は

、
利

用
可

能
時

間
や

貸
出

し
に

係
る

手
続

を
見

直
す

と
と

も
に

、
各

主
体

が
行

う
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

場
所

と
し

て
使

用
す

る
。
ま

た
、
知

的
財

産
等

の
無

形
資

産
に

つ

い
て

は
、

多
様

な
媒

体
を

用
い

た
情

報
発

信
を

行
う

と
と

も
に

、
積

極
的

な
技

術
移

転
等

を
通

じ
、

効
果

的
か

つ
効

率
的

に
社

会
に

還
元

す
る

。
 

済
方

法
を

選
択

す
る

こ
と

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

た
。

 

【
4
-
1
7
】
国

の
制

度
改

正
等

に
応

じ
、
国

公
立

大
学

の
動

向
を

調
査

す
る

と
と

も
に

、
東

京
都

と
調

整
を

開
始

し
た

。
 

【
4
-
2
0
】
学

内
保

有
財

産
の

有
効

活
用

の
た

め
、
運

動
施

設
貸

出
の

H
P
を

T
O
K
Y
O

ス
ポ

ー
ツ

サ
ポ

ー
タ

ー
ズ

事
業

と
調

整
し

、
よ

り
わ

か
り

や
す

い
も

の
に

更
新

し
都

民
に

発
信

し
た

。
 

元  

【
4
-
1
5
】

以
下

取
組

に
よ

り
自

己
収

入
の

安
定

的
な

確
保

に
つ

な
げ

た
。

 

・
都

立
大

に
お

い
て

、
最

新
の

入
試

情
報

に
つ

い
て

、
H
P
や

大
学

説
明

会
等

で
積

極
的

に
広

報
を

行
い

、
例

年
並

み
の

志
願

者
倍

率
を

維
持

し
た

。
 

・
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

い
て

講
座

の
体

系
や

内
容

を
見

直

し
、
開

講
講

座
数

や
有

料
講

座
が

拡
大

し
た

こ
と

に
よ

り
、
受

講
者

数
や

収
入

が
増

加
し

た
。

ま
た

、
T
M
U
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

と
と

も
に

、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
入

学
に

係
る

本
科

及

び
専

攻
科

へ
の

出
願

者
を

確
保

し
、
選

考
料

及
び

受
講

料
の

安
定

的

収
入

を
得

た
。

 

・
外

部
資

金
の

獲
得

状
況

の
見

え
る

化
を

図
り

、
外

部
資

金
の

獲
得

に

向
け

て
取

り
組

ん
だ

。
 

【
4
-
1
6
】
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

や
、
寄
附

者
の

顕
彰

制
度

を
導

入
し

た
。 

【
4
-
1
8
】
支

給
実

績
に

基
づ

く
適

切
な

執
行

見
込

額
の

算
出

に
よ

り
、
教

職
員

数
を

維
持

し
た

う
え

で
、

人
件

費
予

算
額

を
１

億
円

以
上

削
減

し

た
。

 

【
4
-
2
0
】
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年
度

よ
り

、
教

室
・
講

堂
等

の
光

熱
水

費
を

使
用

料
と

と
も

に
一

括
事

前
徴

収
と

す
る

こ
と

を
決

定
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
支

給
実

績
に

基
づ

く
執

行
見

込
額

を
踏

ま
え

、
執

行
残

額
が

最
小

限
と

な
る

よ
う

予
算

編
成

を
行

っ
た

こ
と

で
、
人

件
費

予
算

額
を

1
億

円
以

上
削

減
し

た
。

 

・
寄

附
者

顕
彰

制
度

、
寄

附
金

受
付

シ
ス

テ
ム

の
導

入
な

ど
の

環
境

整
備

に
よ

り
、

寄
附

金
の

件
数

及
び

金
額

が
増

加
し

た
。

 

・
大

学
の

規
模

か
ら

考
え

る
と

、
寄

附
金

の
件

数
及

び
金

額
は

十
分

と
は

言
え

な
い

。
名

称
変

更
を

契
機

と
し

て
、

更
な

る
取

組
の

推
進

を
期

待
す

る
。

 

・
学

内
の

施
設

貸
出

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
、
手

続
き

の
利

便
性

向
上

を
図

る

な
ど

し
て

、
有

効
に

施
設

が
活

用
さ

れ
る

よ
う

取
り

組
ま

れ
た

い
。

 

２  

【
4
-
1
5
】

以
下

取
組

に
よ

り
自

己
収

入
の

安
定

的
な

確
保

に
つ

な
げ

た
。

 

・
都

立
大

に
お

い
て

、
参

集
型

に
代

わ
る

W
E
B
大

学
説

明
会

の
実

施
に

よ
り

多
く

の
受

験
生

に
入

試
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
い

、
例

年
並

み
の

志
願

者
倍

率
を

維
持

し
た

。
 

・
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ

ン
で

も
受

講
可

能
な

形
で

秋
期

及
び

冬
期

講
座

を
開

講
し

た
。

ま

た
、
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム
・
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

と
と

も

に
、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
入

学
に

係
る

本
科

及
び

専
攻

科
、
研

究

生
コ

ー
ス

へ
の

出
願

者
を

確
保

し
、
受

講
料

及
び

選
考

料
の

安
定

的

収
入

を
得

た
。

 

・
新

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
教

員
が

外
部

資
金

に
よ

る
研

究

に
取

り
組

み
や

す
く

な
る

よ
う

、
研

究
費

執
行

の
仕

組
み

を
改

善
す

る
と

と
も

に
、
外

部
資

金
獲

得
実

績
の

向
上

に
向

け
て

多
角

的
分

析

が
可

能
な

資
料

の
構

築
や

事
務

組
織

体
制

の
再

構
築

を
行

っ
た

。
 

【
4
-
1
6
】
「

東
京

都
立

大
学

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

緊
急

支
援

基
金

」
を

設

け
、

2
9
，

2
7
0
千

円
の

寄
附

を
集

め
、

学
生

に
支

援
を

行
っ

た
。

ま

た
、

銘
板

の
設

置
な

ど
寄

附
者

に
対

す
る

顕
彰

制
度

の
充

実
を

図

り
、

寄
附

意
欲

の
促

進
を

図
っ

た
。

 

【
4
-
1
7
】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
家

計
急

変
者

に
対

し

て
、

学
生

納
付

金
等

の
減

免
等

適
切

な
支

援
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
2
0
】
教

室
・
講

堂
等

の
施

設
貸

出
の

光
熱

水
費

の
施

設
使

用
料

金
と

合
わ

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・「
東

京
都

立
大

学
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

緊
急

支
援

基
金

」
を

設
置

し
、
約

３
千

万
円

の
寄

附
を

集
め

、
学

生
の

経
済

的
支

援
に

尽
力

し
た

。
 

・
学

生
の

経
済

的
支

援
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

社
会

情
勢

を
見

極
め

な
が

ら
、

法
人

一
丸

と
な

っ
て

、
適

切
な

対
応

を
行

っ
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。
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せ
た

事
前

一
括

徴
収

を
開

始
す

る
と

と
も

に
、
メ

ー
ル

で
の

予
約

申

込
を

可
能

と
し

た
。

 

３ 

【
4
-
1
5
】

以
下

取
組

に
よ

り
自

己
収

入
の

安
定

的
な

確
保

に
つ

な
げ

た
。

 

 
 

 
・

都
立

大
に

お
い

て
、

W
E
B
大

学
説

明
会

の
実

施
に

よ
り

多
く

の
受

験

生
に

入
試

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

い
、

志
願

者
確

保
を

促
進

し

た
。

 

・
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

い
て

、
新

型
コ

ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
状

況
に

応
じ

て
対

面
と

オ
ン

ラ
イ

ン

を
使

い
分

け
な

が
ら

講
座

を
開

講
し

た
。
ま

た
、
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

と
と

も
に

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
学

に
係

る
本

科
及

び
専

攻
科

、
研

究
生

コ
ー

ス
へ

の
出

願
者

を
確

保
し

、
受

講
料

及
び

選
考

料
の

安
定

的
収

入
を

得
た

。
 

 
 

 
・

新
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

活
用

に
よ

り
、

年
度

を
跨

ぐ
外

部
資

金

研
究

の
円

滑
な

実
施

を
可

能
と

し
た

。
ま

た
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の

実
施

に
よ

り
、

研
究

費
や

寄
附

金
等

の
獲

得
状

況
を

教
員

へ
毎

月

共
有

し
た

。
ま

た
、

研
究

期
間

終
了

前
の

リ
マ

イ
ン

ド
メ

ー
ル

の

実
施

や
、

研
究

等
に

係
る

申
込

書
の

ハ
ン

コ
レ

ス
化

に
よ

り
、

事

務
手

続
き

の
迅

速
化

や
教

員
の

負
担

軽
減

を
行

っ
た

。
 

【
4
-
1
6
】
「

東
京

都
立

大
学

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

緊
急

支
援

基
金

」
約

５

百
万

円
や

遺
贈

寄
附

約
３

千
万

円
を

集
め

、
学

生
支

援
等

に
充

当

し
た

。
ま

た
、

法
人

の
寄

附
金

制
度

の
P
R
動

画
を

作
成

し
、

寄
附

の
受

入
拡

大
を

図
っ

た
。

 

【
4
-
1
7
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

家
計

急
変

者
に

対

し
て

、
学

生
納

付
金

等
の

減
免

等
適

切
な

支
援

を
行

っ
た

。
 

【
4
-
2
0
】

施
設

貸
出

時
の

光
熱

水
費

の
算

出
方

法
の

見
直

し
及

び
ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ

の
施

設
貸

出
ペ

ー
ジ

へ
の

予
約

フ
ォ

ー
ム

の
設

置
に

よ
り

、

利
用

者
の

利
便

性
向

上
と

貸
出

業
務

の
省

力
化

を
行

っ
た

。
 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
寄

附
金

獲
得

に
よ

る
外

部
資

金
収

入
の

増
加

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

、
寄

附
制

度
の

整
備

が
進

ん
で

い
る

の
で

、
今

後
、

効
果

的
な

運
用

の
実

現
を

期
待

す
る

。
 

・
外

部
資

金
の

獲
得

に
つ

い
て

、
令

和
２

年
度

の
産

技
大

に
お

け
る

文
部

科
学

省
の

大
型

補
助

金
の

採
択

は
顕

著
な

実
績

と
言

え
る

が
、

法
人

全
体

と
し

て
、

順
調

な
増

加
傾

向
に

あ
る

と
は

言
い

難
い

。
外

部
資

金
の

種
別

ご

と
に

、
教

員
職

員
双

方
の

立
場

か
ら

、
獲

得
資

金
増

加
の

た
め

の
施

策
を

今
一

度
検

討
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
資

産
の

有
効

活
用

に
つ

い
て

、
よ

り
一

層
の

取
組

が
望

ま
れ

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
1
5
 

Ⅴ
 

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 
１

自
己

収
入

の
増

加
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
外

部
資

金
等

自
己

収
入

の
増

加
に

向
け

た
取

組
 

①
法

人
運

営
の

安
定

性
と

自
律

性
を

確
保

す
る

た
め

、
自

己
収

入
の

改
善

に
向

け
、

積
極

的
な

外
部

資
金

獲
得

に
努

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
都

立
大

に
お

い
て

、
入

学
志

願
者

の
増

加
を

図
る

た
め

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
関

す
る

情
報

及
び

令
和

５
（

2
0
2
3
）
年

度
入

試
以

降

の
入

試
制

度
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

公
表

す
る

と
と

も
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

等
を

踏
ま

え
た

上

で
、
W
e
b
や

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

等
、

大
学

説
明

会
、

ガ
イ

ダ
ン

ス
及

び
高

校
訪

問
等

の
広

報
活

動
を

積
極

的
に

行
い

、
詳

細
を

説
明

し
て

い
く

。
 

      （
２

）【
継

続
】
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

い
て

、
講

座
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

や
、

専
門

性
と

ユ
ニ

ー
ク

ネ
ス

を
重

視
し

た
都

立
大

ら
し

い
講

座
の

立
案

を
行

い
、

さ
ら

に
講

座
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

オ
ン

ラ
イ

ン
専

用
講

座
の

開
発

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
受

講
者

層
の

拡
大

を
図

る
。

 

           

（
１

）
東

京
都

立
大

学
に

お
け

る
入

学
考

査
料

収
入

の
確

保
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

各
キ

ャ
ン

パ
ス

及
び

出
張

で
の

参
集

型
の

大
学

説
明

会
は

全
て

中
止

し
た

。
代

替
策

と
し

て
、

W
e
b
大

学
説

明
会

を
開

催
し

た
。

 

 
 
 
・

W
e
b
大

学
説

明
会

の
開

催
に

あ
た

り
、

予
約

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

た
。

 

 
 
 
・

都
立

大
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

及
び

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
度

入
試

に
関

す
る

新
た

な
入

試
制

度
に

関
す

る
情

報
を

掲
載

し
た

。
 

 
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
参

集
型

で
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
は

必
要

最
低

限
の

参
加

と
し

、
代

替
策

と
し

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

進
学

ガ
イ

ダ
ン

ス
へ

の
参

加
及

び
個

別
相

談
会

を
企

画
・

実
施

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
「

W
e
b
大

学
説

明
会

」
の

開
催

 

開
催

期
間

：
６

月
3
0
日

（
水

）
～

９
月

3
0
日

（
木

）
 

 

開
催

場
所

：
都

立
大

W
e
b
サ

イ
ト

 

総
閲

覧
回

数
：

8
2
，

8
2
4
回

（
９

月
3
0
日

時
点

）
 

予
約

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

よ
り

、
W
e
b
説

明
会

に
お

け
る

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

際
の

参
加

人
数

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

可
能

に
し

た
。

 

・
進

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
へ

の
参

加
件

数
：

3
5
件

 

・
個

別
相

談
の

対
応

件
数

：
2
8
4
件

 

・
令

和
4
（

2
0
2
2
）

年
度

入
試

の
一

般
選

抜
志

願
者

は
6
,
7
2
4
名

、
多

様
な

選
抜

・
特

別
選

抜
の

志
願

者
は

1
,
0
2
8
名

で
あ

っ
た

。
 

 （
２

）
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

の
公

開
講

座
の

開
講

率
向

上
に

よ
る

公
開

講
座

等
収

入
の

増
加

及
び

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

選
考

手
数

料

収
入

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

継
続

・
拡

大
を

受
け

、
春

期
・

夏
期

の
対

面
式

講
座

は
中

止
せ

ざ
る

を
得

な
か

っ
た

が
、

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
は

実
施

し
た

の
で

、
年

間
を

通
じ

て
講

座
を

企
画

・
開

催
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

 

・
秋

期
講

座
か

ら
は

、
対

面
式

・
オ

ン
ラ

イ
ン

式
の

両
講

座
を

開
催

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
り

、
オ

ン
ラ

イ
ン

、
対

面
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

色
を

生
か

し
、

受
講

者
の

受
講

機

会
の

拡
大

に
資

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
 

・
全

国
の

研
究

者
・

専
門

家
が

ユ
ニ

ー
ク

か
つ

興
味

深
い

テ
ー

マ
を

提
供

す
る

「
オ

ン
ラ

イ
ン

ス
ペ

シ
ャ

ル
講

座
」

を
開

始
し

た
。
「

科
学

が
開

く
未

来
の

扉
：

研
究

セ
ン

タ
ー

紹
介

講
座

」
は

、
引

き
続

き
各

研
究

セ
ン

タ
ー

の
協

力
を

得
て

開
講

し
、
「

プ
レ

ミ
ア

ム
講

座
」

も
各

教
員

の
ユ

ニ
ー

ク
な

研
究

成
果

を
講

座
と

し
て

提
供

し
た

。

ま
た

、
全

国
の

美
術

館
や

博
物

館
な

ど
を

紹
介

す
る

「
日

本
の

魅
力

あ
る

博
物

館
・

美
術

館
シ

リ
ー

ズ
」
「

東
京

の
魅

力
あ

る
博

物
館

・
美

術
館

シ
リ

ー
ズ

」
講

座
、

「
T
o
k
y
o
シ

ア
タ

ー
＆

レ
ク

チ
ャ

ー
シ

リ
ー

ズ
」

講
座

な
ど

、
受

講
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
得

る
講

座
を

企
画

・
開

講
し

た
。

 

・
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

と
と

も
に

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
学

の
本

科
及

び
専

攻
科

、
研

究
生

コ
ー

ス
に

係
る

選
考

を
実

施
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
「

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

」
は

、
８

回
や

６
回

シ
リ

ー
ズ

な
ど

長
期

開
催

も
あ

っ
た

が
、

各
方

面
の

協
力

を
得

て
、

2
1
講

座
、

計
1
,
1
6
8
名

が
受

講
し

好
評

で
あ

っ
た

。
研

究
セ

ン
タ

ー
紹

介
講

座
（

５
セ

ン
タ

ー
）

は
、

計
1
6
2
名

が
、

ま
た

、
「

プ
レ

ミ
ア

ム
講

座
」

は
８

講
座

で
計

5
4
2
名

の
参

加
者

と
な

っ
た

。
 

・
「

東
京

の
魅

力
あ

る
博

物
館

・
美

術
館

シ
リ

ー
ズ

」
講

座
は

、
東

京
都

美
術

館
、

東
京

都
写

真
美

術
館

、
東

京
都

庭
園

美
術

館
を

取
り

上
げ

、
ま

た
、
「

T
o
k
y
o
シ

ア
タ

ー

＆
レ

ク
チ

ャ
ー

シ
リ

ー
ズ

」
講

座
で

は
、

新
国

立
劇

場
、

歌
舞

伎
座

の
協

力
の

も
と

講
座

を
開

催
し

、
計

２
講

座
、

2
3
名

の
参

加
を

得
た

。
 

・
都

民
へ

の
露

出
を

高
め

る
た

め
、

広
報

面
で

工
夫

し
、

新
た

に
月

刊
「

東
京

人
」

と
連

携
し

た
講

座
を

開
講

し
、

誌
面

紹
介

な
ど

で
タ

イ
ア

ッ
プ

を
進

め
た

。
ま

た
、

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

と
し

て
開

催
し

た
「

シ
テ

ィ
・

ポ
ッ

プ
か

ら
考

え
る

」
（

冬
期

９
回

シ
リ

ー
ズ

）
は

、
東

京
Ｍ

Ｘ
テ

レ
ビ

を
は

じ
め

東
京

Ｆ
Ｍ

，
Ｆ

Ｍ
横

浜
で

も
取

り
上

げ
ら

れ
る

な
ど

、
受

講
者

へ
の

ア
ピ

ー
ル

に
貢

献
し

た
。
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                          （
３

）【
継

続
】
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

と
２

大
学

１
高

専
が

連
携

し
て

組
織

体
制

の
強

化
を

図
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
注

視
し

つ

つ
、

外
部

資
金

獲
得

促
進

の
た

め
の

施
策

を
実

施
す

る
。
（

1
-
3
7
再

掲
）

 

・
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
に

お
い

て
、

令
和

４
（

2
0
2
1
）

年
度

入
学

に
係

る
本

科
及

び
専

攻
科

、
研

究
生

コ
ー

ス
へ

の
出

願
者

（
本

科
2
0
5
名

、
専

攻
科

3
4
名

、
研

究
生

コ
ー

ス
2
4
名

）
を

確
保

し
、

選
考

料
及

び
受

講
料

の
安

定
的

収
入

を
得

た
。

 

 ※
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

：
生

涯
学

習
の

拠
点

と
し

て
、

各
種

講
座

の
提

供
等

を
実

施
す

る
組

織
。

 

※
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
：

5
0
歳

以
上

の
様

々
な

経
験

を
積

ん
だ

学
習

意
欲

の
高

い
シ

ニ
ア

を
対

象
と

す
る

、
「

学
び

」
と

「
新

た
な

交
流

」
の

場
で

、

総
合

大
学

の
強

み
を

活
か

し
た

多
様

か
つ

体
系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
提

供
 

  
 

【
図

表
4
-
1
5
-
1
　

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
開

講
実

績
】

（
単

位
：

講
座

、
人

）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

開
設

数
3
3
7

3
1
4

3
1
6

4
0
2

4
1

3
5
6

開
講

数
2
5
3

2
4
3

2
6
5

3
2
1

3
4

2
3
4

受
講

者
数

　
　

　
　

　
3
,
6
7
2

3
,
3
6
8

4
,
0
2
5

5
,
4
2
1

5
2
8

3
,
0
6
8

1
3
,
6
6
8

1
4
,
3
5
4

1
5
,
1
2
9

1
5
,
9
9
2

1
6
,
0
3
4

1
6
,
5
8
3

う
ち

新
規

会
員

　
　

8
5
1

6
8
6

7
7
5

8
6
3

4
2

5
4
9

一
般

講
座

及
び

連
携

講
座

会
員

数

 
  

 

【
図

表
4
-
1
5
-
2
　

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
収

支
状

況
】

（
単

位
：

千
円

）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

5
2
,
9
1
3

4
9
,
2
8
4

6
1
,
1
6
6

6
6
,
3
1
8

9
,
0
2
5

3
4
,
6
3
9

4
5
,
3
0
4

5
3
,
6
1
8

4
8
,
1
0
8

5
9
,
9
3
3

3
4
,
4
6
7

4
8
,
6
5
5

7
,
6
0
9

▲
4
,
3
3
4

1
3
,
0
5
8

6
,
3
8
5

▲
2
5
,
4
4
2

▲
1
4
,
0
1
6

支
出

収
入

差
引

き

※
2
9
年

度
の

支
出

は
、

事
務

室
移

転
に

伴
う

臨
時

的
経

費
9
,
2
2
6
千

円
を

含
み

、
こ

れ
を

除
い

た
収

入
と

の
差

引
き

は
4
,
8
9
2
千

円
と

な
る

。
 

 （
３

）
外

部
資

金
獲

得
促

進
の

た
め

の
施

策
の

策
定

と
組

織
体

制
の

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
機

能
を

活
用

し
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

か
ら

前
年

度
繰

越
外

部
資

金
研

究
費

を
４

月
か

ら
執

行
可

能
に

し
た

こ
と

で
、

教
員

が
年

度
を

跨
ぐ

外
部

資
金

研
究

を
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

る
よ

う
に

し
た

。
 

・
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
実

施
に

よ
り

、
セ

ン
タ

ー
全

体
で

、
産

学
共

同
研

究
費

、
受

託
研

究
費

、
提

案
公

募
研

究
費

、
学

術
相

談
料

、
受

託
研

究
費

等

間
接

経
費

及
び

特
定

研
究

寄
附

金
の

獲
得

状
況

を
毎

月
共

有
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

 

・
外

部
資

金
研

究
期

間
終

了
前

の
教

員
を

対
象

に
し

た
リ

マ
イ

ン
ド

メ
ー

ル
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

研
究

期
間

延
長

、
特

許
出

願
、

各
種

報
告

等
の

事
務

手
続

き
に

つ

い
て

迅
速

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

 

・
産

学
共

同
研

究
、

受
託

研
究

、
学

術
相

談
に

お
い

て
申

込
書

の
ハ

ン
コ

レ
ス

化
を

実
施

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

契
約

手
続

き
の

負
荷

を
軽

減

し
た

。
 
 

・
U
R
A
に

よ
る

教
員

等
へ

の
サ

ポ
ー

ト
を

昨
年

度
に

引
き

続
き

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

提
案

公
募

型
研

究
費

(
間

接
経

費
を

含
む

)
の

獲
得

額
が

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

比

1
3
9
.
0
%
と

大
幅

増
と

な
っ

た
。
（

図
表

4
-
1
5
-
3
）

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

下
、

受
託

研
究

費
等

受
入

金
額

実
績

に
お

い
て

、
法

人
化

後
最

高
額

（
こ

れ
ま

で
の

最
高

額
は

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

）
を

獲

得
し

た
。
（

図
表

4
-
1
5
-
3
）
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 【
図

表
4
-
1
5
-
3
　

２
大

学
１

高
専

の
外

部
資

金
実

績
（

決
算

額
）

】
（

単
位

：
千

円
、

件
）

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

受
託

研
究

費
等

9
2
1
,
6
8
4

3
0
7

1
,
0
9
1
,
1
7
0

3
1
8

1
,
0
3
9
,
0
2
1

3
2
6

9
0
8
,
5
9
2

3
6
3

9
4
9
,
6
1
1

2
9
9

1
,
2
6
0
,
2
8
9

3
2
1

1
9
3
,
5
3
9

1
4
8

2
8
6
,
8
1
5

1
6
1

3
0
4
,
5
9
4

1
6
8

3
0
3
,
7
0
8

1
9
6

2
2
9
,
0
8
2

1
5
1

3
1
4
,
7
0
0

1
5
8

5
4
,
8
7
9

3
3

4
6
,
8
0
8

3
1

5
7
,
1
3
7

4
1

4
4
,
2
4
7

3
6

6
6
,
0
7
8

3
2

3
7
,
4
8
9

2
3

5
2
2
,
6
6
6

9
1

6
0
1
,
5
2
2

8
8

5
3
9
,
7
8
9

8
0

4
4
5
,
1
9
0

8
2

5
1
1
,
7
1
3

7
8

7
1
2
,
6
2
3

1
0
8

2
0
,
8
3
3

3
5

2
5
,
0
7
1

3
8

2
7
,
6
8
4

3
7

3
4
,
4
7
7

4
9

2
4
,
7
8
1

3
8

3
3
,
0
6
3

3
2

1
2
9
,
7
6
8

-
1
3
0
,
9
5
4

-
1
0
9
,
8
1
7

-
8
0
,
9
6
9

-
1
1
7
,
9
5
8

-
1
6
2
,
4
1
4

-

受
託

事
業

費
等

4
7
1
,
9
3
2

3
1

2
5
4
,
2
1
3

3
1

1
3
2
,
8
9
9

2
6

1
2
0
,
2
8
3

3
5

5
7
,
8
6
9

2
9

8
7
,
1
6
8

2
9

寄
附

金
1
2
7
,
4
3
6

1
4
2

1
8
0
,
6
0
3

1
4
8

1
7
4
,
3
6
4

1
4
6

2
3
2
,
9
6
7

1
4
2

2
2
1
,
9
9
8

5
8
2

1
9
9
,
6
7
2

2
2
5

1
,
6
2
4

8
3
2
,
2
1
4

1
3

3
5
,
6
8
4

1
4

4
5
,
0
9
3

2
8

7
1
,
7
2
5

4
7
0

6
9
,
8
4
3

1
0
7

1
2
5
,
8
1
2

1
3
4

1
4
8
,
3
8
9

1
3
5

1
3
1
,
1
8
0

1
3
1

1
7
2
,
8
7
4

1
1
3

1
1
5
,
2
7
3

1
1
0

1
0
9
,
8
2
9

1
1
7

0
0

0
0

7
,
5
0
0

1
1
5
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

2
2
0
,
0
0
0

1

補
助

金
8
9
,
0
6
4

3
2

5
0
,
7
0
0

3
4

4
4
,
6
1
6

2
0

5
9
,
2
0
1

2
3

3
3
9
,
8
3
7

2
6

1
0
1
,
1
3
4

2
8

科
研

費
間

接
経

費
2
7
4
,
5
0
8

4
5
5

2
8
5
,
3
7
9

4
5
2

2
7
0
,
2
2
3

4
3
9

2
6
0
,
9
8
3

4
4
2

2
5
0
,
6
3
9

4
6
7

2
4
2
,
9
1
2

4
7
0

そ
の

他
外

部
資

金
1
2
,
8
8
1

3
1
3
,
6
8
1

4
1
1
,
8
0
0

2
1
2
,
6
0
0

3
2
,
7
1
1

3
3
,
2
1
1

4

1
,
8
9
7
,
5
0
6

9
7
0

1
,
8
7
5
,
7
4
5

9
8
7

1
,
6
7
2
,
9
2
3

9
5
9

1
,
5
9
4
,
6
2
6

1
,
0
0
8

1
,
8
2
2
,
6
6
6

1
,
4
0
6

1
,
8
9
4
,
3
8
6

1
,
0
7
7

※
平

成
2
9
年

度
業

務
実

績
等

報
告

よ
り

、
過

年
度

の
デ

ー
タ

も
含

め
、

収
入

決
算

値
を

基
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
科

研
費

間
接

経
費

収
入

の
件

数
は

、
交

付
内

定
ベ

ー
ス

。
た

だ
し

、
特

別
研

究
員

奨
励

費
は

除
く

。
※

本
表

の
数

値
は

単
位

未
満

を
四

捨
五

入
し

て
い

る
た

め
、

合
計

と
内

訳
の

計
が

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。

受
託

研
究

費
等

間
接

経
費

2
年

度
決

算
額

元
年

度
決

算
額

3
0
年

度
決

算
額

一
般

寄
附

金

産
学

共
同

研
究

受
託

研
究

提
案

公
募

型
研

究

学
術

相
談

特
定

研
究

寄
附

金

寄
附

講
座

3
年

度
決

算
額

合
計

2
8
年

度
決

算
額

2
9
年

度
決

算
額
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
1
6

 
②

卒
業

生
、

同
窓

会
等

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
法

人
内

の
推

進
・

実
施

体
制

を
整

備
し

、
税

制
上

の
優

遇
措

置
を

活
用

し
た

取
組

を
進

め
る

こ
と

で
寄

附
金

獲
得

額
の

拡
大

を
図

る
な

ど
、

自
己

収
入

の
増

加
に

努
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
拡

充
】
寄
附

の
受

入
拡

大
に

向
け

て
、

寄
附

目
的

の
明

確
化

や
、

寄
附

金
受

付
シ

ス
テ

ム
の

改
善

な
ど

、
卒

業
生

を
は

じ
め

と
し

た
多

く
の

人
が

支
援

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
。

 

（
１

）
寄

附
金

受
付

シ
ス

テ
ム

の
周

知
促

進
・

利
用

拡
大

 
＜

取
組

事
項

＞
 

 
 

・
「

東
京

都
立

大
学

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
緊

急
支

援
基

金
」
（

以
下

「
コ

ロ
ナ

基
金

」
と

い
う

。
）

に
つ

い
て

、
関

係
部

署
と

調
整

を
し

な
が

ら
学

生
へ

の
支

援
策

を
検

討

し
た

。
 

・
高

額
の

遺
贈

寄
附

に
関

し
て

、
関

係
者

と
調

整
を

図
り

、
円

滑
な

受
入

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
実

施
し

た
専

門
家

の
知

見
に

基
づ

き
、

入
力

画
面

の
簡

素
化

や
寄

附
者

情
報

の
一

括
管

理
等

の
寄

附
金

受
付

シ
ス

テ
ム

の
改

修
を

行
っ

た
。

 

・
卒

業
生

を
は

じ
め

広
く

一
般

の
方

に
向

け
た

、
法

人
の

寄
附

金
制

度
の

概
要

に
関

す
る

P
R
動

画
を

制
作

し
た

。
 

 
 

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
高

度
目

標
(
収

入
予

算
9
0
0
万

円
）

を
上

回
る

6
9
,
8
4
3
千

円
の

寄
附

を
集

め
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

基
金

は
5
0
8
万

円
（

延
べ

8
0
件

）
の

寄
附

を
集

め
た

。
コ

ロ
ナ

基
金

は
、

9
4
0
人

の
学

生
に

１
人

あ
た

り
1
,
5
0
0
円

分
の

お
米

券
の

支
給

や
、

感
染

防
止

対
策

の

た
め

の
物

品
購

入
に

活
用

し
、

経
済

的
に

困
窮

し
て

い
る

学
生

を
支

援
し

た
。

 

・
高

額
の

遺
贈

寄
附

に
つ

い
て

計
２

件
（

3
,
1
0
0
万

円
）

を
受

け
入

れ
た

。
 

・
寄

附
金

受
付

シ
ス

テ
ム

の
改

修
に

よ
り

、
寄

附
者

に
と

っ
て

支
援

し
や

す
い

環
境

を
整

え
た

。
ま

た
、

寄
附

者
情

報
の

一
括

管
理

が
可

能
と

な
っ

た
こ

と
で

、
寄

附
者

情

報
を

活
用

し
た

今
後

の
寄

附
金

獲
得

額
の

拡
大

に
向

け
た

方
策

を
検

討
す

る
た

め
の

支
援

基
盤

を
固

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
P
R
動

画
を

通
し

て
、

卒
業

生
を

は
じ

め
広

く
一

般
の

方
に

寄
附

の
存

在
を

知
っ

て
も

ら
う

と
と

も
に

、
寄

附
へ

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
で

、
寄

附
の

受
入

拡
大

を
図

っ

た
。

 

 【
図

表
4
-
1
6
-
1
　

２
大

学
１

高
専

寄
附

金
（

特
定

研
究

寄
附

金
を

除
く

）
実

績
（

決
算

額
）

】
（

単
位

：
件

、
千

円
）

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

都
立

大
3

4
4

8
1
,
4
7
4

1
0

5
,
3
2
4

1
5

1
,
9
5
9

4
6
2

3
1
,
0
0
5

9
7

3
8
,
1
3
4

東
京

都
立

大
学

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
緊

急
支

援
基

金
-

-
-

-
-

-
-

-
4
4
2

2
9
,
2
7
0

8
0

5
,
0
8
0

そ
の

他
3

4
4

8
1
,
4
7
4

1
0

5
,
3
2
4

1
5

1
,
9
5
9

2
0

1
,
7
3
5

1
7

3
3
,
0
5
4

産
技

大
1

1
0
0

1
1
0
0

1
1
0
0

2
1
0
5

3
1
6
0

3
3
0
5

高
専

4
1
,
4
8
0

4
3
0
,
6
4
0

3
3
0
,
2
6
0

1
1

4
3
,
0
2
9

5
4
0
,
5
6
0

7
3
1
,
4
0
4

合
計

8
1
,
6
2
4

1
3

3
2
,
2
1
4

1
4

3
5
,
6
8
4

2
8

4
5
,
0
9
3

4
7
0

7
1
,
7
2
5

1
0
7

6
9
,
8
4
3

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

３
年

度
２

年
度

2
8
年

度
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
1
7

 
◇

授
業

料
等

の
学

生
納

付
金

の
適

切
な

確
保

 

③
授

業
料

等
の

学
生

納
付

金
に

つ
い

て
、

法
人

財
政

の
安

定
性

及
び

自
立

性
の

向
上

の
観

点
か

ら
、

社
会

状
況

や
他

の
国

公
立

大
学

の
水

準
等

も
見

定
め

な
が

ら
、

都
認

可
上

限
額

の

範
囲

内
で

適
正

な
金

額
の

設
定

に
努

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
他

の
国

公
立

大
学

等
の

動
向

を
注

視
し

つ
つ

、
社

会
状

況
の

変
化

を
踏

ま
え

、
学

生
納

付
金

等
に

つ
い

て
適

正
な

水
準

の
検

討
を

行
う

。
 

（
１

）
学

生
納

付
金

等
の

適
正

水
準

の
検

討
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
・

学
生

納
付

金
の

適
切

な
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
家

計
急

変
者

等
に

対
し

て
、

他
の

国
公

立
大

学
の

支
援

状
況

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

減
免

等
の

適
切

な
支

援
に

取
り

組
ん

だ
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
経

済
情

勢
や

他
の

国
公

立
大

学
の

動
向

を
踏

ま
え

、
学

生
納

付
金

等
の

適
正

水
準

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

減
免

等
の

支
援

に
よ

り
家

計
急

変
者

を
含

め
た

経
済

困
窮

者

の
修

学
機

会
を

担
保

し
た

。
 

 中
期
計
画
番
号
 

4
-
1
8
 

２
 

経
費

の
抑

制
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
中

長
期

的
な

視
点

に
よ

る
安

定
的

な
財

政
運

営
 

①
限

ら
れ

た
財

政
的

資
源

を
最

大
限

に
活

用
し

、
最

高
の

成
果

を
実

現
し

て
い

く
た

め
、

効
果

・
効

率
性

の
観

点
か

ら
真

に
必

要
な

事
業

を
見

極
め

る
と

と
も

に
、

財
務

状
況

を
的

確

に
分

析
し

、
法

人
全

体
の

収
支

構
造

を
中

長
期

的
に

見
据

え
た

財
政

運
営

を
行

う
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
法

人
の

逼
迫

し
た

財
務

状
況

に
鑑

み
、

国
や

東
京

都
の

給
与

改
定

等
社

会
状

況
の

変
化

を
踏

ま
え

た
適

正
な

人
件

費
予

算
の

確
保

に
向

け

て
、

必
要

額
を

適
切

に
東

京
都

へ
予

算
要

求
す

る
。

 

 （
２

）【
継

続
】
人

件
費

の
適

正
な

管
理

に
向

け
て

、
関

係
部

署
と

連
携

し
て

決
算

分
析

を
行

い
、

予
算

編
成

に
活

用
す

る
。

 

 （
３

）【
継

続
】
執

行
見

込
調

査
や

過
年

度
の

決
算

デ
ー

タ
の

蓄
積
・
分

析
を

行
い

、

戦
略

的
な

予
算

執
行

に
つ

な
げ

る
。

 

（
１

）
（

２
）
（

３
）

人
件

費
の

適
正

な
管

理
、

過
年

度
決

算
分

析
及

び
戦

略
的

な
予

算
措

置
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
人

件
費

の
編

成
方

針
に

基
づ

き
、

関
係

部
署

と
過

年
度

の
決

算
デ

ー
タ

や
当

年
度

の
執

行
実

績
情

報
を

密
に

共
有

し
、

的
確

な
動

向
分

析
を

行
う

こ
と

で
、

適
正

な
人

件

費
予

算
の

編
成

を
行

っ
た

。
 

・
各

執
行

単
位

の
執

行
状

況
を

適
宜

把
握

し
、

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

火
災

対
応

に
係

る
経

費
等

、
年

度
途

中
で

あ
っ

て
も

緊
急

性
・

必
要

性
の

高
い

事
業

に
予

算

の
再

配
分

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
適

切
な

人
件

費
予

算
を

編
成

す
る

と
と

も
に

、
第

四
期

中
期

計
画

中
の

財
政

フ
レ

ー
ム

の
策

定
に

向
け

て
、

過
年

度
の

予
算

水
準

や
執

行
状

況

の
分

析
を

踏
ま

え
つ

つ
、

将
来

的
な

人
員

構
造

を
見

据
え

た
人

件
費

水
準

の
算

定
を

行
っ

た
。

 

 
 

・
都

立
大

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

火
災

対
応

に
係

る
経

費
に

つ
い

て
、

復
旧

に
係

る
緊

急
の

予
算

を
再

配
分

す
る

と
と

も
に

、
損

壊
機

器
の

購
入

経
費

等
を

「
令

和

４
年

度
追

加
必

要
予

算
の

調
査

」
に

よ
り

明
ら

か
に

す
る

こ
と

で
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

予
算

に
も

反
映

し
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
1
9

 
②

安
定

的
な

財
政

運
営

を
図

り
つ

つ
、

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

の
重

点
課

題
に

的
確

に
対

応
す

る
た

め
、

ス
ク

ラ
ッ

プ
ア

ン
ド

ビ
ル

ド
を

基
本

と
し

、
後

年
度

負
担

を
含

め
た

費
用

対
効

果
を

検
証

し
た

上
で

、
各

事
業

を
展

開
す

る
。

 

ま
た

、
既

存
の

定
型

的
業

務
の

外
部

委
託

化
を

図
る

な
ど

、
経

常
的

管
理

経
費

の
着

実
な

削
減

を
促

す
取

組
を

進
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
エ

ビ
デ

ン
ス

ベ
ー

ス
で

経
費

の
妥

当
性

を
検

証
し

、
強

固
な

財
政

基
盤

を
構

築
す

る
。

 

（
１

）
強

固
な

財
政

基
盤

の
構

築
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
予

算
編

成
に

お
い

て
、

各
執

行
単

位
か

ら
提

示
を

受
け

た
エ

ビ
デ

ン
ス

を
客

観
的

に
分

析
・

検
証

す
る

こ
と

で
経

費
の

妥
当

性
を

明
ら

か
に

す

る
と

と
も

に
、

経
費

増
大

や
新

規
事

業
に

対
し

て
、

ス
ク

ラ
ッ

プ
ア

ン
ド

ビ
ル

ド
や

後
年

度
負

担
を

踏
ま

え
た

費
用

対
効

果
を

基
に

編
成

を
行

っ
た

。
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

執
行

状
況

を
適

宜
把

握
し

、
経

常
的

管
理

経
費

の
適

切
な

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
事

務
作

業
の

シ
ス

テ
ム

化
等

の
見

直
し

に
よ

る
業

務
効

率

化
及

び
経

費
の

削
減

に
向

け
た

取
組

に
予

算
措

置
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
エ

ビ
デ

ン
ス

ベ
ー

ス
で

経
費

の
妥

当
性

を
検

証
す

る
と

と
も

に
、

事
業

の
費

用
対

効
果

を
踏

ま
え

た
予

算
を

編
成

し
、

将
来

の
事

業
展

開
に

柔
軟

に
対

応
し

う
る

財
政

基

盤
を

構
築

し
た

。
 

 
 

・
多

様
な

働
き

方
の

実
現

や
法

人
内

の
業

務
の

効
率

化
に

向
け

て
、

事
務

作
業

の
シ

ス
テ

ム
化

、
テ

レ
ワ

ー
ク

端
末

の
整

備
や

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

に
よ

る
業

務
効

率
化

の

た
め

の
予

算
を

措
置

し
、

働
き

方
改

革
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

業
務

効
率

化
に

よ
る

経
常

的
管

理
経

費
の

削
減

を
図

っ
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
2
0
 

３
 

資
産

の
運

用
管

理
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

保
有

資
産

の
有

効
活

用
 

①
学

内
保

有
財

産
を

よ
り

有
効

に
活

用
す

る
た

め
、

学
内

施
設

等
の

有
形

資
産

に
つ

い
て

は
、

利
用

可
能

時
間

や
貸

出
し

に
係

る
手

続
を

見
直

す
と

と
も

に
、

各
主

体
が

行
う

イ
ベ

ン

ト
の

開
催

場
所

と
し

て
使

用
す

る
。

 

ま
た

、
知

的
財

産
等

の
無

形
資

産
に

つ
い

て
は

、
多

様
な

媒
体

を
用

い
た

情
報

発
信

を
行

う
と

と
も

に
、

積
極

的
な

技
術

移
転

等
を

通
じ

、
効

果
的

か
つ

効
率

的
に

社
会

に
還

元
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
学

内
施

設
（

有
形

資
産

）
の

貸
出

し
に

か
か

る
諸

制
度

の
見

直
し

を
必

要
に

応
じ

て
行

う
。

 

                 （
２

）【
継

続
】
他

大
学

や
他

機
関

の
研

究
シ

ー
ズ

と
コ

ラ
ボ

し
た

情
報

発
信

や
、

他
機

関
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

の
情

報
発

信
を

行
う

。
 

             

（
１

）
学

内
施

設
（

有
形

資
産

）
の

有
効

活
用

の
促

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
施

設
貸

出
に

際
し

て
の

光
熱

水
費

に
つ

い
て

、
1
㎡

あ
た

り
の

単
価

を
設

定
し

、
そ

れ
を

も
と

に
算

出
す

る
方

法
に

見
直

し
た

。
 

 
 

・
都

立
大

総
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
施

設
貸

出
の

ペ
ー

ジ
）

に
予

約
フ

ォ
ー

ム
を

掲
載

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
利

用
者

の
利

便
性

向
上

と
貸

出
業

務
の

省
力

化
に

つ
な

が
っ

た
。

 

  
 

【
図
表
4
-
2
0
-
1
　
施
設
貸
出
実
績
】

（
単
位
：
貸
出
延
べ
日
数
）

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

南
大
沢

5
3

4
6

5
0

5
4

0
0

日
野

2
9
7

2
5
7

2
9
2

3
3
2

0
0

荒
川

4
1
1

5
9
7

5
6
8

5
0
6

0
0

高
専
品
川

1
9
1

6
8

8
8

4
6

0
6

高
専
荒
川

2
1

2
1

1
9

3
0

3
1

法
人
合
計

9
7
3

9
8
9

1
,0
1
7

9
6
8

3
7

※
産
技
大
の
貸
出
実
績
は
な
し

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
開
設
日
数
（
南
大
沢
7
4
日
、
荒
川
1
2
4
日
）

 
 （

２
）

知
的

財
産

等
（

無
形

資
産

）
の

有
効

活
用

の
促

進
の

た
め

の
情

報
発

信
 

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
産

学
連

携
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
下

記
図

表
記

載
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

又
は

ブ
ー

ス
出

展
を

行
い

、
未

利
用

特
許

を
中

心
に

広
く

情
報

発
信

を
行

っ
た

。
 

 
・
技

術
シ

ー
ズ

の
情

報
発

信
源

と
し

て
活

用
し

て
い

る
「

産
学

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」（
運

営
：
筑

波
大

学
）
及

び
「

大
学

知
財

群
活

用
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
」（

運
営
：

任
意

団
体

P
U
i
P
）

と
連

携
し

、
知

財
の

有
効

活
用

に
向

け
、

引
き

続
き

企
業

へ
の

P
R
に

取
り

組
ん

だ
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
イ

ベ
ン

ト
へ

の
新

規
出

展
に

も
取

り
組

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

新
た

な
業

種
に

対
し

P
R
が

で
き

た
。

 

・
未

利
用

特
許

に
関

す
る

研
究

シ
ー

ズ
を

登
録

し
、

知
財

活
用

の
機

会
が

促
進

さ
れ

た
。

 

（
産

学
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
：

9
2
件

登
録

、
大

学
知

財
群

活
用

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

：
3
1
件

登
録

）
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          （
３

） 【
継

続
】
知
財

管
理

の
効

率
化

を
進

め
、

デ
ー

タ
を

可
視

化
す

る
こ

と
に

よ

り
、
技

術
移

転
活

動
を

強
化
・
促

進
す

る
。
（

1
-
3
7
再

掲
）

 

【
図

表
4
-
2
0
-
2
　

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

　
出

展
展

示
会

】

出
展

先
日

程

J
S
T
新

技
術

説
明

会
2
0
2
1
/
7
/
8

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ジ

ャ
パ

ン
・

大
学

見
本

市
2
0
2
1
/
8
/
2
3
-
9
/
1
7

都
産

技
研

T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

2
0
2
1
/
9
/
1
5
-
1
0
/
1
5

h
e
a
l
t
h
T
E
C
H
 
J
A
P
A
N

2
0
2
1
/
1
0
/
1
3
-
1
5

n
a
n
o
 
t
e
c
h
 
2
0
2
2

2
0
2
2
/
1
/
2
6
-
2
8

 
 

 
 

 （
３

）
技

術
移

転
活

動
の

強
化

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
技

術
移

転
候

補
と

な
り

得
る

技
術

シ
ー

ズ
と

し
て

未
利

用
特

許
1
3
7
件

を
抽

出
し

、
特

許
事

務
所

に
委

託
し

て
技

術
移

転
活

動
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
特

許
事

務
所

を
介

し
て

、
国

内
外

企
業

に
対

し
、

未
利

用
特

許
の

情
報

を
広

く
紹

介
す

る
こ

と
が

で
き

、
メ

ー
ル

に
よ

る
技

術
紹

介
件

数
は

約
2
,
0
0
0
件

と
な

っ
た

。
 

・
未

利
用

特
許

の
活

用
に

向
け

て
連

携
先

企
業

の
探

索
を

積
極

的
に

行
っ

た
こ

と
で

、
未

利
用

特
許

に
興

味
を

も
っ

た
企

業
と

発
明

者
と

の
打

合
せ

を
約

2
0
件

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 

【
図

表
4
-
2
0
-
3
　

知
的

財
産

業
務

実
績

】
（

単
位

：
件

、
千

円
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

発
明

届
出

1
0
4

9
2

6
2

6
2

4
9

5
8

出
願

9
7

1
0
1

6
6

5
6

8
0

1
0
2

（
国

内
出

願
）

(
7
9
)

(
8
2
)

(
5
2
)

(
4
4
)

(
5
9
)

(
4
7
)

（
外

国
出

願
）

(
1
8
)

(
1
9
)

(
1
4
)

(
1
2
)

(
2
1
)

(
5
5
)

国
内

審
査

請
求

3
2

4
5

4
1

4
4

4
5

5
6

登
録

（
国

内
権

利
化

）
5
1

4
8

5
1

3
2

4
2

4
0

新
規

技
術

移
転

契
約

1
3

1
2

6
1
8

1
8

5

知
財

収
入

受
入

1
8

2
9

2
9

2
5

3
1

2
9

知
財

収
入

金
額

7
,
6
8
4

4
,
4
9
3

3
,
4
9
5

8
,
9
3
2

8
,
4
9
8

3
,
6
9
3

※
「

発
明

届
出

」
は

特
許

の
件

数
の

み
。

※
「

外
国

出
願

」
は

P
C
T
出

願
、

E
P
出

願
、

各
国

移
行

の
合

計
。

※
「

外
国

出
願

」
の

３
年

度
は

令
和

４
年

３
月

3
1
日

時
点

で
判

明
し

て
い

る
数

値
。

※
「

新
規

技
術

移
転

契
約

」
は

実
施

許
諾

及
び

譲
渡

契
約

の
締

結
件

数
（

締
結

日
を

基
準

）
。

※
「

知
財

収
入

受
入

」
及

び
「

知
財

収
入

金
額

」
は

４
月

１
日

か
ら

３
月

3
1
日

ま
で

に
入

金
を

受
け

た
も

の
を

計
上

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

３３
４４
  

自自
己己

点点
検検

・・
評評

価価
及及

びび

情情
報報

のの
提提

供供
  

Ⅵ
 

自
己

点
検

・
評

価
及

び
情

報
の

提
供

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

 

１
 

評
価

の
充

実
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

２
 

情
報

公
開

や
情

報
発

信
等

の
推

進
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

１
 

評
価

の
充

実
に

関
す

る
目

標
 
 

○
自

己
点

検
・

評
価

を
定

期
的

に
実

施
す

る
ほ

か
、

業
務

実
績

評
価

や
認

証
評

価
等

第
三

者
機

関
に

よ
る

評
価

を
活

用
し

、
法

人
運

営
を

継
続

的
に

見
直

す
。

 
 

２
 

情
報

公
開

や
情

報
発

信
等

の
推

進
に

関
す

る
目

標
 
 

○
公

共
性

を
有

す
る

法
人

と
し

て
、

法
人

運
営

の
透

明
性

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

社
会

に
対

す
る

説
明

責
任

を
果

た
す

た
め

、
積

極
的

に
情

報
を

開
示

す
る

。
 
 

○
特

色
あ

る
教

育
研

究
活

動
等

の
取

組
と

そ
の

成
果

を
広

く
国

内
外

に
向

け
て

戦
略

的
に

情
報

発
信

す
る

と
と

も
に

そ
の

効
果

検
証

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
各

教
育

研
究

機
関

の
社

会
的

価
値

と
魅

力
を

社
会

に
広

く
普

及
さ

せ
、

東
京

都
の

高
等

教
育

機
関

と
し

て
の

存
在

感
と

存
在

意
義

を
高

め
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

１
 

評
価

の
充

実
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の

措
置

 

◇
自

己
点

検
・

評
価

及
び

外
部

評
価

の
実

施
 

【
4
-
2
1
】
①
効

率
的

か
つ

客
観

的
な

自
己

点
検
・
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
認

証
評

価
機

関
、
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
等

に
よ

る
評

価
を

受
審

し
、

そ
れ

ら
の

評
価

結
果

、
提

言
等

を
踏

ま
え

、
法

人
経

営
の

高

度
化

及
び

教
育

研
究

の
質

の
向

上
に

継
続

的
に

取
り

組
む

。
 

 ２
 

情
報

公
開

や
情

報
発

信
等

の
推

進
に

関
す

る
目

標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
法

人
運

営
情

報
等

の
戦

略
的

な
公

開
・

発
信

 

【
4
-
2
2
】
①
毎

年
度

の
経

営
目

標
、
財

務
状

況
及

び
各

種

評
価

結
果

等
法

人
の

経
営

に
関

す
る

重
要

な
情

報
を

一
般

都
民

等
に

も
分

か
り

や
す

く
公

開
・
発

信
し

、
公

立
大

学
法

人
と

し
て

の
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
。

 

 【
4
-
2
3
】
②

各
大

学
・
高

等
専

門
学

校
の

強
み

や
特

色
、

将
来

構
想

等
に

つ
い

て
、

コ
ン

セ
プ

ト
と

そ
れ

ら
を

伝
え

る
べ

き
タ

ー
ゲ

ッ
ト

な
ど

を
明

確
に

し
た

上
で

、
効

果
を

見
極

め
な

が
ら

戦
略

的
か

つ
効

果
的

に
情

報
を

発
信

す
る

。
ま

た
、
特

色
あ

る
教

育
研

究
活

動
及

び
そ

の
成

果
を

都
民
・
都

政
に

還
元

し
、
ひ

い
て

は
世

界
の

未
来

に
貢

献
す

る
取

組
を

広
く

国
内

外
に

発
信

し
、

認
知

度
及

び
ブ

ラ
ン

ド
力

を
向

上
さ

せ
る

。
 

 

2
9  

【
4
-
2
1
】

各
校

で
以

下
の

自
己

点
検

・
評

価
及

び
外

部
評

価
を

実
施

し
た

。
 

（
首

都
大

）
自

己
点

検
・
評

価
活

動
で

継
続

的
に

収
集

す
る

デ
ー

タ
項

目
の

見
直

し
や

、
認

証
評

価
に

て
「

改
善

を
要

す
る

点
」

等
と

し
て

指
摘

さ
れ

た
事

項
の

改
善

計
画

の
策

定
を

行

っ
た

。
 

（
産

技
大

）
年

度
計

画
進

捗
管

理
会

議
で

の
進

捗
管

理
及

び
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

の
体

制
見

直
し

に
よ

り
、
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

強
化

し
た

。
 

創
造

技
術

専
攻

に
お

い
て

分
野

別
認

証
評

価
を

受
審

し

た
。

 

（
高

 
専

）
平

成
2
8
年

度
の

自
己

点
検
・
評

価
書

を
基

に
外

部
評

価
を

実
施

し
た

。
 

【
4
-
2
2
】
経

営
審

議
会

等
の

議
事

要
録

の
公

開
、
平

成
2
8
年

度
財

務
レ

ポ
ー

ト

の
充

実
を

図
っ

た
。

 

【
4
-
2
3
】
各

校
に

て
戦

略
的

な
広

報
活

動
を

展
開

し
、
法

人
は

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

を
整

え
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
学

生
の

声
を

受
け

て
、「

首
都

大
学

東
京

学
生

広
報

チ
ー

ム
」
が

公
募

に
よ

っ

て
組

成
さ

れ
る

な
ど

、
首

都
大

の
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

へ
の

、
法

人
、

大
学

、

教
職

員
、

学
生

等
の

取
組

を
評

価
す

る
。

 

3
0  

【
4
-
2
1
】

各
校

で
自

己
点

検
・

評
価

及
び

外
部

評
価

受
審

準
備

を
行

っ
た

。
 

（
首

都
大

）
新

た
な

自
己

点
検

・
評

価
活

動
を

実
施

し
た

。
 

（
産

技
大

）
分

野
別

認
証

評
価

結
果

を
踏

ま
え

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

機
関

別
認

証
評

価
の

受
審

準
備

を
行

っ
た

。
 

（
高

 
専

）
第

４
期

運
営

協
力

者
会

議
か

ら
の

提
言

を
ま

と
め

る
と

と

も
に

、
第

５
期

運
営

協
力

者
会

議
を

開
始

し
、
今

後
の

高

専
改

革
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
2
2
】
首

都
大

学
東

京
等

の
名

称
変

更
に

つ
い

て
、
関

係
資

料
を

H
P
上

に
公

開
し

た
。

 

【
4
-
2
2
】

他
大

学
の

ト
レ

ン
ド

も
踏

ま
え

、
平

成
2
9
年

度
財

務
レ

ポ
ー

ト
で

は
、

事
業

情
報

等
を

充
実

さ
せ

た
内

容
で

発
行

し
た

。
 

【
4
-
2
3
】
法

人
で

は
各

大
学
・
高

専
の

P
R
動

画
配

信
な

ど
、
認

知
度

等
の

向
上

に
資

す
る

広
報

活
動

を
積

極
的

に
展

開
、
各

校
で

は
戦

略
的

な
広

報

活
動

を
展

開
し

た
。

 

（
法

 
人

）
訴

求
力

の
あ

る
効

果
的

な
情

報
発

信
の

方
法

を
検

討
す

る

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
教

学
I
R
を

活
用

し
た

、
客

観
デ

ー
タ

に
基

づ
く

新
た

な
自

己
点

検
・
評

価
活

動
を

実
施

し
て

い
る

。
 

・
様

々
な

広
報

活
動

に
よ

り
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

数
や

S
N
S
の

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

が
着

実
に

伸
び

て
い

る
が

、
今

後
も

一
層

の
取

組
を

期
待

す
る

。
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【
4
-
2
3
-
2
】
③
卒

業
生

同
士

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

、

在
学

生
へ

の
多

様
な

支
援

等
を

促
進

す

る
た

め
、

同
窓

会
等

と
の

連
携

を
強

化

し
つ

つ
、
卒

業
生

、
在

学
生

、
教

職
員

等

の
交

流
の

場
づ

く
り

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
の

充
実

に
取

り
組

む
。

 

と
と

も
に

、
各

大
学
・
高

専
の

P
R
動

画
配

信
な

ど
、
認

知

度
等

の
向

上
に

資
す

る
広

報
活

動
を

積
極

的
に

展
開

し

た
。

 

（
首

都
大

）
学

生
広

報
チ

ー
ム

体
制

の
強

化
に

よ
り

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ

ッ
ズ

の
開

発
や

H
P
掲

載
情

報
の

拡
充

を
行

っ
た

。
ま

た
、

大
学

名
称

変
更

に
向

け
、

い
ち

早
く

準
備

を
開

始
し

た
。
 

（
産

技
大

）
様

々
な

媒
体

で
産

技
大

の
教

育
成

果
を

発
信

し
、

2
9
2
名

の
大

学
院

説
明

会
参

加
者

を
集

め
た

。
単

位
バ

ン
ク

生
か

ら
2
2
名

の
入

学
者

が
あ

り
、

単
位

バ
ン

ク
生

向
け

入
試

に
8
名

の
受

験
者

（
う

ち
8
名

入
学

）
が

あ
っ

た
。

 

（
高

 
専

）
新

た
に

i
n
s
t
a
g
r
a
m
を

開
設

し
、
若

年
層

を
対

象
に

視
覚

的
な

広
報

に
取

り
組

ん
だ

。
 

元  

【
4
-
2
1
】

各
校

で
自

己
点

検
・

評
価

及
び

外
部

評
価

受
審

準
備

を
行

っ
た

。
 

（
都

立
大

）
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

受
審

予
定

の
認

証
評

価
を

見
据

え
、

自
己

点
検

・
評

価
活

動
を

実
施

し
た

。
 

（
産

技
大

）
機

関
別

認
証

評
価

を
受

審
し

た
結

果
、「

適
合

」
の

評
価

を

受
け

た
。

 

（
高

 
専

）
機

関
別

認
証

評
価

を
受

審
し

、
評

価
基

準
を

満
た

し
て

い

る
と

い
う

評
価

結
果

を
得

た
。

 

【
4
-
2
2
】
変

更
後

の
第

三
期

中
期

計
画

及
び

令
和

元
（

2
0
1
9
）
年

度
年

度
計

画

に
関

す
る

資
料

を
H
P
上

に
公

開
し

た
。

 

【
4
-
2
3
】
法

人
及

び
各

校
で

認
知

度
及

び
ブ

ラ
ン

ド
力

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
展

開
し

た
。

 

（
法

 
人

）
名

称
変

更
や

各
大

学
・
高

専
の

特
長

を
効

果
的

に
伝

え
る

た
め

、
専

門
家

の
知

見
を

活
用

し
た

一
貫

性
の

あ
る

広
報

を
展

開
し

た
。
各

大
学
・
高

専
の

取
組

や
教

育
研

究
に

つ

い
て

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

を
積

極
的

に
活

用
し

て
発

信
し

た
。

 

（
都

立
大

）
名

称
変

更
ポ

ス
タ

ー
掲

出
等

に
よ

り
、
名

称
変

更
周

知
を

行
っ

た
。
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

作
成

や
、
学

生
や

教
職

員
の

協
力

の
協

力
に

よ
る

S
N
S
等

で
の

情
報

発
信

を
実

施

し
た

。
 

（
産

技
大

）
様

々
な

媒
体

で
産

技
大

の
教

育
成

果
を

発
信

し
、

4
1
0
名

の
大

学
院

説
明

会
参

加
者

を
集

め
た

。
 

（
高

 
専

）
第

三
期

中
期

計
画

後
半
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

度
か

ら
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
ま

で
）
の
「

高
専

広
報

戦
略

」
を

策

定
し

た
。

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル

し
、
受

検
生

に
有

益
な

情
報

を
取

得
し

や
す

い
デ

ザ
イ

ン

に
刷

新
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
プ

レ
ゼ

ン
ス

及
び

認
知

度
の

向
上

に
向

け
て

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

を
積

極
的

に
活

用
し

、
都

民
等

が
各

大
学
・
高

専
を

身
近

に
感

じ
ら

れ
る

工
夫

を

行
う

こ
と

や
、「

1
0
0
歳

大
学

」
の

取
組

の
一

環
と

し
て

特
別

講
演

会
を

開
催

す
る

こ
と

な
ど

、
様

々
な

取
組

を
推

進
し

た
。

 

・
卒

業
生
・
同
窓

会
等

と
の

連
携

を
強

化
す

る
た

め
、
学

長
、
校

長
、
副

学
長

等
が

全
国

各
地

の
地

方
同

窓
会

支
部

総
会

や
ホ

ー
ム

カ
ミ

ン
グ

デ
ー

、
学

園

祭
で

積
極

的
に

交
流

を
深

め
た

。
 

・
卒

業
生

か
ら

の
広

く
厚

い
支

援
は

、
大

学
の

魅
力

向
上

に
つ

な
が

る
た

め
、

同
窓

会
と

も
協

働
し

、
卒

業
生

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

ま
れ

た
い

。
 

２  

【
4
-
2
1
】

各
校

で
自

己
点

検
・

評
価

及
び

外
部

評
価

受
審

準
備

を
行

っ
た

。
 

（
都

立
大

）
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

認
証

評
価

受
審

機
関

を
決

定
し

、

評
価

項
目

を
反

映
し

た
教

育
の

質
保

証
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー

ト
に

よ
る

教
育

の
点

検
・
評

価
を

行
い

、
課

題
や

検
討

事

項
等

を
抽

出
し

た
。

 

（
産

技
大

）
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

に
お

い
て

分
野

別
認

証
評

価

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
広

報
の

効
果

検
証

や
専

門
家

を
活

用
し

た
調

査
・
分

析
に

よ
り

、
２

大
学

１

高
専

各
校

の
強

み
、
特

色
等

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

別
に

効
果

的
に

広
報

す
る

取
組

を
推

進
し

た
。

 

・
２

大
学

１
高

専
各

校
に

お
い

て
、
卒

業
生
・
同

窓
会

等
と

の
結

び
つ

き
を

強

化
す

る
様

々
な

取
組

が
行

わ
れ

た
。
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を
受

審
し

た
結

果
、「

適
合

」
の

評
価

を
受

け
た

。
ま

た
、

前
回

受
審

時
の

評
価

結
果

か
ら

改
善

が
見

ら
れ

た
。

 

（
高

 
専

）
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

受
審

し
た

機
関

別
認

証
評

価
の

評
価

結
果

に
基

づ
き

、
学

生
の

課
外

活
動

を
支

援
す

る
顧

問
等

の
役

割
を

明
確

に
し

、
新

た
に

課
外

活
動

に
関

す
る

指
導

方
針

を
作

成
し

、
ク

ラ
ブ

活
動

指
導

員
を

導
入

す
る

な
ど

の
改

善
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
2
3
】
法

人
及

び
各

校
で

認
知

度
及

び
ブ

ラ
ン

ド
力

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
展

開
し

た
。

 

（
法

 
人

）
専

門
家

の
知

見
を

活
用

し
た

調
査
・
分

析
を

行
い

、
各

大

学
・
高

専
の

強
み

や
タ

ー
ゲ

ッ
ト

別
の

効
果

的
な

広
報

手

法
に

つ
い

て
明

確
に

し
た

。
 

（
都

立
大

）
大

学
の

広
報

媒
体

を
認

知
し

活
用

し
て

も
ら

う
た

め
の

T
M
U
 
P
R
 
G
u
i
d
e
b
o
o
k
を

作
成

し
、

全
教

職
員

に
配

布
し

た
。
さ

ら
な

る
大

学
の

魅
力

の
発

信
の

た
め

W
E
B
マ

ガ
ジ

ン
を

開
設

し
た

。
 

（
産

技
大

）
様

々
な

媒
体

で
産

技
大

の
教

育
成

果
を

発
信

し
、

3
0
8
名

の
大

学
院

説
明

会
参

加
者

を
集

め
た

。
 

（
高

 
専

）
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

受
検

生
が

高
専

を
知

る
機

会
を

増

や
す

た
め

、
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

特
設

の
「

受
検

生
応

援
サ

イ
ト

」
を

開
設

し
た

。
 

【
4
-
2
3
-
2
】
都

立
大

で
は

同
窓

会
が

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

４
月

か
ら

一
般

社
団

法
人

と
な

る
こ

と
を

受
け

、
法

人
化

後
の

同
窓

会
と

の
連

携
の

方

向
性

を
取

り
ま

と
め

る
な

ど
、
各

校
で

卒
業

生
と

の
結

び
つ

き
を

強
化

す
る

取
組

を
実

施
し

た
。

 

・
今

後
、
卒

業
生
・
同

窓
会

等
と

の
連

携
・
協

力
が

更
に

発
展

し
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

３ 

【
4
-
2
1
】

各
校

で
自

己
点

検
・

評
価

及
び

外
部

評
価

受
審

準
備

を
行

っ
た

。
 

（
都

立
大

）
大

学
改

革
支

援
・

学
位

授
与

機
構

の
評

価
に

お
い

て
内

部
質

保
証

が
重

視
さ

れ
る

た
め

、
都

立
大

の
自

己
点

検
・

評
価

活
動

に
関

す
る

規
定

類
に

つ
い

て
、

機
構

の

評
価

基
準

に
即

し
た

改
正

等
を

行
っ

た
。

令
和

４

（
2
0
2
2
）

年
２

月
末

時
点

で
の

自
己

評
価

書
及

び
根

拠

資
料

等
を

基
に

機
構

と
機

関
別

認
証

評
価

に
係

る
事

前

相
談

を
行

っ
た

。
機

構
か

ら
の

指
摘

内
容

や
質

問
へ

の

回
答

等
に

基
づ

き
、

自
己

評
価

書
の

記
載

内
容

等
に

つ

い
て

改
善

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
内

容
を

学
内

関

係
者

へ
周

知
・

共
有

し
た

。
 

（
産

技
大

）
内

部
質

保
証

室
、

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

及
び

各

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
実

施
組

織
の

役
割

と
連

携
関

係
を

改
め

て
整

理
し

、
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

を
実

行
し

た
。

ま

た
、

令
和

４
年

（
2
0
2
2
）

受
審

予
定

の
一

般
社

団
法

人

日
本

技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）

に
よ

る
分

野
別

認
証

評
価

（
産

業
技

術
専

攻
）

に
向

け
、

自
己

評
価

書

を
作

成
し

た
。

 

（
高

 
専

）
運

営
協

力
者

会
議

を
開

催
し

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
新

コ
ー

ス
（

A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

、
情

報
シ

ス
テ

ム
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工
学

コ
ー

ス
）

の
取

組
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
の

医
工

連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

組
み

に
つ

い
て

意

見
聴

取
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
2
3
】

法
人

及
び

各
校

で
認

知
度

及
び

ブ
ラ

ン
ド

力
を

向
上

さ
せ

る
た

め

の
戦

略
的

な
広

報
活

動
を

展
開

し
た

。
 

 
 

 
（

法
 

人
）

各
大

学
・

高
専

の
強

み
や

特
色

等
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
別

に

効
果

的
に

広
報

を
実

施
す

る
た

め
、

各
学

校
と

連
携

を

と
り

、
Y
o
u
T
u
b
e
等

で
発

信
を

行
っ

た
。

 

 
 

 
（

都
立

大
）

W
E
B
マ

ガ
ジ

ン
を

本
格

稼
働

さ
せ

、
都

立
大

の
教

育
・

研

究
等

の
魅

力
を

わ
か

り
や

す
く

発
信

し
た

。
ま

た
、

ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
及

び
大

学
案

内
の

デ
ザ

イ
ン

リ
ニ

ュ
ー

ア

ル
を

実
施

し
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
６

月
に

向
け

た
公

開
準

備
を

整
え

た
。

 

 
 

 
（

産
技

大
）

様
々

な
媒

体
で

産
技

大
の

教
育

成
果

を
発

信
し

、
3
7
9
名

の
大

学
院

説
明

会
参

加
者

を
集

め
た

。
産

業
技

術
専

攻

全
体

の
志

願
倍

率
は

1
.
6
3
倍

に
達

し
て

お
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

専
攻

全
体

の
入

学
者

数
に

お
い

て
十

分

な
定

員
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
 

 
（

高
 

専
）

法
人

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
内

に
「

高
専

広
報

ポ
ー

タ
ル

」

を
新

設
し

、
定

期
的

な
ポ

ー
タ

ル
活

用
及

び
情

報
提

供

依
頼

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
行

っ
た

。
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ

の
構

成
を

改
修

し
、

受
検

生
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ

ィ
を

向
上

さ
せ

た
。

 

【
4
-
2
3
-
2
】

都
立

大
と

一
般

社
団

法
人

東
京

都
立

大
学

同
窓

会
と

の
間

で
包

括
連

携
協

定
を

締
結

し
た

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
２

大
学

１
高

専
の

認
知

度
及

び
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

の
た

め
、

各
校

に
お

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
色

を
生

か
し

た
広

報
戦

略
を

策
定

し
、

各
戦

略
に

基
づ

い
た

取
組

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

・
２

大
学

１
高

専
各

校
に

お
い

て
、

卒
業

生
・

同
窓

会
等

と
の

結
び

つ
き

を
強

化
す

る
様

々
な

取
組

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

・
２

大
学

１
高

専
の

認
知

度
及

び
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

に
向

け
た

、
各

校
の

取
組

の
継

続
及

び
強

化
を

期
待

す
る

。
特

に
、

認
知

度
の

定
量

的
な

把
握

（
「

見
え

る
化

」
）

に
努

め
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

・
今

後
、

卒
業

生
・

同
窓

会
等

と
の

連
携

・
協

力
が

更
に

発
展

し
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
2
1
 

Ⅵ
 

自
己

点
検

・
評

価
及

び
情

報
の

提
供

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

 
１

 
評

価
の

充
実

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
自

己
点

検
・

評
価

及
び

外
部

評
価

の
実

施
 

①
効

率
的

か
つ

客
観

的
な

自
己

点
検

・
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
認

証
評

価
機

関
、

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

等
に

よ
る

評
価

を
受

審
し

、
そ

れ
ら

の
評

価
結

果
、

提
言

等
を

踏
ま

え
、

法
人

経
営

の
高

度
化

及
び

教
育

研
究

の
質

の
向

上
に

継
続

的
に

取
り

組
む

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
新

規
】
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

認

証
評

価
の

受
審

に
向

け
、

自
己

評
価

書
の

作
成

及
び

根
拠

資
料

の
収

集
等

を
行

う
。

＜
都

立
大

＞
 

               （
２

）【
継

続
】
自

己
点

検
・
評

価
活

動
に

お

け
る

P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

を
強

化
す

る
た

め
、

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

の
任

務
を

拡
充

す
る

。（
2
-
0
7
、
4
-
0
2
再

掲
）
＜

産
技

大
＞

 

 （
３

）【
継

続
】
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

受

審
し

た
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
結

果
を

踏
ま

え
、

指
摘

事
項

に
対

す
る

改
善

策
を

実
施

す
る

。（
2
-
0
8
再

掲
）

＜
産

技
大

＞
 

 （
４

）【
継

続
】
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
に

受

審
し

た
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

に
お

け
る

分
野

別
認

証
評

価
を

踏
ま

え
、

指
摘

事
項

に
対

す
る

改
善

策
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。（
2
-
0
8
再

掲
）

＜
産

技
大

＞
 

（
１

）
都

立
大

に
お

け
る

、
認

証
評

価
受

審
準

備
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

 
 

・
第

３
サ

イ
ク

ル
の

大
学

機
関

別
認

証
評

価
で

は
内

部
質

保
証

が
重

視
さ

れ
、

都
立

大
が

受
審

を
予

定
し

て
い

る
大

学
改

革
支

援
・

学
位

授
与

機
構

（
以

下
「

機
構

」
と

い

う
。
）

の
評

価
に

お
い

て
も

内
部

質
保

証
に

関
す

る
基

準
は

重
点

評
価

項
目

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
都

立
大

の
自

己
点

検
・

評
価

活
動

に
関

す
る

以
下

の
規

定
類

に
つ

い

て
、

機
構

の
評

価
基

準
に

即
し

た
改

正
等

を
行

っ
た

。
 

 
 

 
－

東
京

都
立

大
学

 
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
規

程
 

 
 

 
 

 
 

（
改

正
）

 

 
 

 
－

東
京

都
立

大
学

に
お

け
る

大
学

評
価

に
関

す
る

規
程

 
 

 
 

 
 

（
新

規
制

定
）

 

 
 

 
－

東
京

都
立

大
学

 
自

己
点

検
・

評
価

活
動

実
施

要
領

 
 

 
 

 
 

（
改

正
）

 

 
 

 
－

第
３

サ
イ

ク
ル

に
お

け
る

自
己

点
検

・
評

価
活

動
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
新

規
制

定
）

 

 
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

第
１

回
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
作

業
部

会
（

５
月

）
を

開
催

し
、

各
部

局
等

に
お

い
て

自
己

評
価

書
作

成
等

の
担

当
箇

所
の

確
認

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
機

構
が

６
月

に
配

信
し

た
「

大
学

機
関

別
認

証
評

価
等

に
関

す
る

説
明

会
及

び
令

和
４

年
度

に
実

施
す

る
大

学
機

関
別

認
証

評
価

等
に

関
す

る
自

己
評

価
担

当
者

等
に

対

す
る

研
修

会
」

の
（

動
画

）
の

内
容

を
踏

ま
え

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

第
２

回
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
作

業
部

会
（

９
月

）
に

て
、

各
部

局
等

の
自

己
評

価
書

作
成

等
の

担
当

箇
所

を
確

定
し

、
各

部
局

等
に

お
い

て
自

己
評

価
書

の
作

成
及

び
機

構
が

定
め

る
基

準
を

満
た

す
こ

と
の

判
断

の
た

め
の

資
料

（
以

下
「

根
拠

資
料

」
と

い

う
。
）

の
収

集
等

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
２

月
末

時
点

で
の

自
己

評
価

書
及

び
根

拠
資

料
等

を
整

理
・

提
出

し
、

機
構

と
機

関
別

認
証

評
価

に
係

る
事

前
相

談
を

行
っ

た
。

機
構

か
ら

の
指

摘

内
容

や
質

問
へ

の
回

答
等

に
基

づ
き

、
自

己
評

価
書

の
記

載
内

容
等

に
つ

い
て

改
善

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
内

容
を

学
内

関
係

者
へ

周
知

・
共

有
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
６

月
3
0
日

の
自

己
評

価
書

等
の

提
出

に
向

け
、

自
己

評
価

書
作

成
及

び
根

拠
資

料
収

集
・

整
理

等
が

当
初

予
定

通
り

進
捗

し
た

。
 

 （
２

）
産

技
大

に
お

け
る

、
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

の
強

化
【

中
期

計
画

番
号

2
-
0
4
参

照
】

 

（
要

点
）

 

 
・

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
関

し
必

要
な

事
項

を
「

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

実
施

要
綱

」
と

し
て

規
定

し
、

内
部

質
保

証
室

、
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
及

び
各

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
実

施
組

織
の

役
割

と
連

携
関

係
を

改
め

て
整

理
し

、
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

を
実

行
し

た
。

 

  

 （
３

）
産

技
大

に
お

け
る

、
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
結

果
を

踏
ま

え
た

改
善

策
の

実
施

【
中

期
計

画
番

号
2
-
0
8
参

照
】

 

（
要

点
）

 

 
・

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に
受

審
し

た
機

関
別

認
証

評
価

の
大

学
評

価
結

果
に

お
い

て
、

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

見
直

し
に

つ
い

て
も

指
摘

が
あ

っ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

実
施

体
制

を
検

討
し

た
。

 

 
・

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
実

施
要

綱
の

制
定

と
当

該
要

綱
に

基
づ

く
運

用
を

開
始

し
、

機
関

別
認

証
評

価
の

受
審

結
果

の
指

摘
事

項
に

対
す

る
改

善
が

行
わ

れ
た

。
 

 （
４

）
産

技
大

に
お

け
る

、
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

に
お

け
る

分
野

別
認

証
評

価
の

受
審

結
果

を
踏

ま
え

た
改

善
策

の
実

施
【

中
期

計
画

番
号

2
-
0
8
参

照
】

 

（
要

点
）

 

 
・

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

受
審

の
分

野
別

認
証

評
価

に
お

け
る

指
摘

事
項

は
な

く
、

S
（

優
良

）
5
項

目
、

A
（

適
合

）
4
3
項

目
と

前
回

の
受

審
と

比
べ

評
価

結
果

が
改

善
し

た
。

受
審

結
果

に
つ

い
て

は
、

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

で
報

告
し

た
。
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（
５

）【
継

続
】
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
に

受

審
し

た
創

造
技

術
専

攻
に

お
け

る
分

野
別

認
証

評
価

で
指

摘
さ

れ
た

事
項

に
つ

い
て

改
善

策
を

実
施

す
る

。（
2
-

0
8
再

掲
）

＜
産

技
大

＞
 

 （
６

）【
新

規
】
旧

専
攻

に
お

け
る

分
野

別
認

証
評

価
を

踏
ま

え
、
令

和
４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
産

業
技

術
専

攻
に

お
け

る
分

野
別

認
証

評
価

受
審

に
向

け
て

の
準

備
を

着
実

に
実

施
す

る
。
（

2
-
0
8

再

掲
）

＜
産

技
大

＞
 

 （
７

）【
継

続
】
運

営
協

力
者

会
議

に
よ

る
外

部
評

価
を

実
施

し
、

そ
の

評
価

結
果

に
基

づ
い

た
取

組
を

進
め

る
こ

と
で

教
育

内
容

の
改

善
を

図
る

。（
3
-
0
7
再

掲
）

＜
高

専
＞

 

  （
８

）【
継

続
】
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
の

評
価

結
果

等
を

、
当

年
度

の
取

組
及

び
次

年
度

の
計

画
策

定
に

反
映

す
る

と
と

も
に

、
次

期
中

期
計

画
の

策
定

に
活

用
す

る
こ

と

で
、

法
人

経
営

や
教

育
研

究
の

質
の

向
上

に
迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

す

る
。

＜
法

人
共

通
＞

 

（
５

）
産

技
大

に
お

け
る

、
創

造
技

術
専

攻
の

分
野

別
認

証
評

価
の

受
審

結
果

を
踏

ま
え

た
改

善
策

の
実

施
【

中
期

計
画

番
号

2
-
0
8
参

照
】

 

（
要

点
）

 

 
・

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
受

審
し

た
一

般
社

団
法

人
日

本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）

に
よ

る
分

野
別

認
証

評
価

結
果

を
踏

ま
え

提
出

し
た

改
善

報
告

書
に

対

し
、

令
和

２
（

2
0
1
9
）

年
３

月
に

受
領

し
た

検
討

結
果

で
指

摘
を

受
け

た
項

目
に

つ
い

て
、

期
間

別
認

証
評

価
で

の
指

摘
内

容
も

踏
ま

え
見

直
し

を
図

っ
た

。
 

  

（
６

）
産

技
大

に
お

け
る

、
産

業
技

術
専

攻
の

分
野

別
認

証
評

価
の

受
審

準
備

の
実

施
【

中
期

計
画

番
号

2
-
0
8
参

照
】

 

（
要

点
）

 

 
・

自
己

点
検

・
評

価
委

員
会

の
も

と
に

設
置

し
た

分
野

別
認

証
評

価
W
G
（

座
長

：
研

究
科

長
）

に
お

い
て

検
討

を
実

施
し

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
受

審
予

定
の

一
般

社
団

法
人

日
本

技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）

に
よ

る
分

野
別

認
証

評
価

（
産

業
技

術
専

攻
）

に
向

け
、

自
己

評
価

書
を

作
成

し
た

。
 

 

  （
７

）
高

専
に

お
け

る
、

運
営

協
力

者
会

議
等

を
活

用
し

た
教

育
研

究
の

質
の

向
上

【
中

期
計

画
番

号
3
-
0
7
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
第

６
期

第
２

回
運

営
協

力
者

会
議

を
開

催
し

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
新

コ
ー

ス
（

A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

、
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス

）
の

取
組

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

組
に

つ
い

て
意

見
聴

取
を

行
っ

た
。

 

・
運

営
協

力
者

に
よ

る
「

教
育

内
容

及
び

教
育

成
果

等
」
「

教
育

の
実

施
体

制
の

改
善

等
」
「

教
育

の
質

の
評

価
・

改
善

」
等

計
９

項
目

に
つ

い
て

の
評

価
を

い
た

だ
き

、

概
ね

良
好

で
あ

っ
た

。
 

 （
８

）
評

価
委

員
会

か
ら

の
評

価
結

果
等

の
法

人
経

営
や

教
育

研
究

の
質

の
向

上
の

取
組

へ
の

反
映

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

業
務

実
績

評
価

結
果

に
お

い
て

改
善

す
べ

き
点

と
し
て

指
摘

を
受

け
た

「
公

平
・

公
正

な
入

試
選

抜
の

実
施

」
、
「

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
徹

底
」

及
び

「
外

部
資

金
獲

得
額

の
目

標
達

成
に

向
け

た
取

組
の

強
化

」
に

つ
い

て
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

の
取

組
状

況
と

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

年
度

計
画

へ
の

反
映

状
況

を
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

業
務

実
績

等
報

告
書

と
共

に
公

表
し

た
。

 

 
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

及
び

第
三

期
中

期
目

標
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

業
務

実
績

評
価

の
結

果
を

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の
業

務
運

営
及

び
年

度
計

画
に

適
切

に
反

映
さ

せ
る

よ
う

、
経

営
審

議
会

及
び

各
大

学
・

高
専

の
運

営
会

議
等

で
報

告
し

、
法

人
全

体
で

共
有

し
た

。
 

 
 

・
第

三
期

中
期

計
画

の
K
P
I
に

つ
い

て
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

ま
で

の
達

成
状

況
や

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
達

成
見

込
を

経
営

審
議

会
で

報
告

し
、

中
期

計
画

の
着

実

な
達

成
を

促
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
評

価
結

果
の

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の
業

務
や

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
年

度
計

画
へ

の
反

映
、

年
度

計
画

の
取

組
状

況
や

到
達

目
標

の
進

捗
状

況
の

共
有

に
よ

り
、

法

人
経

営
や

教
育

研
究

の
質

の
向

上
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
次

期
中

期
計

画
の

策
定

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
2
2
 

２
 

情
報

公
開

や
情

報
発

信
等

の
推

進
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
法

人
運

営
情

報
等

の
戦

略
的

な
公

開
・

発
信

 

①
毎

年
度

の
経

営
目

標
、

財
務

状
況

及
び

各
種

評
価

結
果

等
法

人
の

経
営

に
関

す
る

重
要

な
情

報
を

一
般

都
民

等
に

も
分

か
り

や
す

く
公

開
・

発
信

し
、

公
立

大
学

法
人

と
し

て
の

社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
計

画
や

財
務

情
報

等
の

法
人

経
営

に
関

す
る

情
報

や
、

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
、

認
証

評
価

機
関

の
評

価
結

果
報

告
書

、
自

己
評

価
書

な
ど

の
法

人
の

評
価

に
関

わ
る

情
報

を
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

広
く

公
表

す
る

。
 

（
１

）
評

価
結

果
や

財
務

情
報

等
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
継

続
的

な
公

開
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
以

下
に

つ
い

て
、

法
人

や
各

大
学

・
高

専
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

公
表

し
た

。
 

 
 

 
－

経
営

審
議

会
等

の
議

事
要

録
 

 
 

 
－

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

及
び

第
三

期
中

期
目

標
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

業
務

実
績

評
価

書
等

の
法

人
評

価
に

関
わ

る
情

報
 

 
 

 
－

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

及
び

第
三

期
中

期
目

標
期

間
終

了
時

に
見

込
ま

れ
る

業
務

実
績

等
報

告
書

及
び

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

年
度

計
画

の
概

要
資

料
 

 
 

 
－

財
務

レ
ポ

ー
ト

2
0
2
1
等

の
財

務
情

報
 

 
 

 
－

各
校

の
認

証
評

価
機

関
の

評
価

結
果

報
告

書
 

 
 

 
－

各
校

の
自

己
点

検
・

評
価

活
動

に
関

す
る

資
料

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
法

人
の

経
営

に
関

す
る

重
要

な
情

報
に

つ
い

て
、

概
要

資
料

等
も

用
い

て
、

対
外

的
に

分
か

り
や

す
く

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
2
3

 
②

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

の
強

み
や

特
色

、
将

来
構

想
等

に
つ

い
て

、
コ

ン
セ

プ
ト

と
そ

れ
ら

を
伝

え
る

べ
き

タ
ー

ゲ
ッ

ト
な

ど
を

明
確

に
し

た
上

で
、

効
果

を
見

極
め

な
が

ら
戦

略
的

か
つ

効
果

的
に

情
報

を
発

信
す

る
。

ま
た

、
特

色
あ

る
教

育
研

究
活

動
及

び
そ

の
成

果
を

都
民

・
都

政
に

還
元

し
、

ひ
い

て
は

世
界

の
未

来
に

貢
献

す
る

取
組

を
広

く
国

内
外

に
発

信
し

、
認

知
度

及
び

ブ
ラ

ン
ド

力
を

向
上

さ
せ

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
拡

充
】
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
に

行

っ
た

専
門

家
の

知
見

を
活

用
し

た
分

析
等

を
踏

ま
え

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

別
等

の
戦

略
的

な
広

報
活

動
を

展
開

し
、

２
大

学
１

高
専

の
魅

力
を

発
信

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

を
行

い
、

法
人

全
体

の
認

知
度

及
び

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

向
上

を
図

る
。

＜
法

人
共

通
＞

 

  （
２

）【
継

続
】
広

報
に

関
す

る
研

修
を

実
施

し
、

職
員

一
人

ひ
と

り
の

広
報

に
関

す
る

知
識

・
ス

キ
ル

を
高

め
る

こ
と

で
、

組
織

全
体

の
広

報
力

を
向

上
さ

せ
る

。
＜

法
人

共
通

＞
 

    （
３

）【
拡

充
】
W
E
B
マ

ガ
ジ

ン
の

本
格

稼
働

や
既

存
の

自
主

広
報

媒
体

の
内

容
充

実
に

加
え

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

大
学

案
内

及
び

総
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
一

体
化

し
た

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
向

け
た

準
備

を
行

う
な

ど
、

都
立

大
の

強
み

や
魅

力
の

情
報

発
信

を
さ

ら
に

強
化

す
る

と
と

も
に

、
学

生
や

教
職

員
の

愛
校

心
を

醸
成

す
る

。
＜

都
立

大
＞

 

  （
４

）【
継

続
】
海

外
大

学
等

に
向

け
た

ニ
ュ

ー
ズ

レ
タ

ー
に

つ
い

て
、

適
宜

内
容

の
見

直
し

と
改

善
を

図
り

な
が

ら
発

行
し

、
都

立
大

の
認

知
度
・
ブ

ラ
ン

ド

力
向

上
を

図
る

。
＜

都
立

大
＞

 

  

（
１

）
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

に
向

け
た

積
極

的
な

広
報

展
開

と
効

果
検

証
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
各

大
学

・
高

専
の

強
み

や
特

色
等

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

別
に

効
果

的
に

広
報

を
実

施
す

る
た

め
、

各
学

校
と

連
携

を
と

り
、

Y
o
u
T
u
b
e
等

で
発

信
を

行
っ

た
。

 

・
各

大
学

・
高

専
の

取
組

や
教

育
研

究
（

発
表

会
等

）
を

報
道

発
表

や
東

京
都

の
広

報
媒

体
で

発
信

す
る

と
と

も
に

、
都

民
等

が
各

大
学

・
高

専
を

身
近

に
感

じ
ら

れ
る

よ

う
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

を
積

極
的

に
活

用
し

た
。
（

図
表

4
-
2
3
-
1
～

図
表

4
-
2
3
-
3
）

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
Y
o
u
T
u
b
e
広

告
に

お
い

て
、

各
大

学
・

高
専

に
関

心
の

高
そ

う
な

ユ
ー

ザ
ー

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
、

広
報

を
実

施
し

、
目

標
の

広
告

視
聴

率
を

超
え

て
、

よ
り

多
く

の
都

民

等
へ

各
大

学
・

高
専

の
強

み
や

特
色

を
発

信
し

た
。

 

 
 

・
２

大
学

１
高

専
の

H
P
の

P
V
数

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

の
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
及

び
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

の
件

数
が

前
年

度
と

比
べ

て
、

各
大

学
・

高
専

と
も

に
お

お
む

ね
増

加
し

、
取

組
や

教
育

研
究

を
都

民
等

へ
広

く
P
R
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 （

２
）

組
織

広
報

力
の

向
上

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
広

報
の

重
要

性
に

関
す

る
職

員
一

人
ひ

と
り

へ
の

意
識

啓
発

及
び

広
報

に
関

す
る

知
識

・
ス

キ
ル

の
向

上
を

図
る

た
め

、
一

般
職

向
け

に
は

広
報

物
制

作
の

方
法

や
ソ

ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
の

効
果

的
な

活
用

方
法

・
リ

ス
ク

等
に

関
す

る
研

修
、

管
理

職
向

け
に

は
事

故
や

不
祥

事
発

生
時

に
お

け
る

広
報

手
法

や
初

動
の

重
要

性
等

に
つ

い
て

研
修

を
行

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
一

般
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
で

は
、

実
践

的
な

技
能

の
修

得
を

促
す

こ
と

が
で

き
た

。
管

理
職

を
対

象
と

し
た

研
修

で
は

管
理

職
職

員
の

組
織

的
な

対
応

力
向

上
と

今

後
の

実
務

へ
の

活
用

を
促

進
し

た
。

 
 

 （
３

）
都

立
大

に
お

け
る

、
イ

メ
ー

ジ
の

創
出

・
定

着
や

愛
校

心
醸

成
に

向
け

た
情

報
発

信
の

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
W
E
B
マ

ガ
ジ

ン
を

本
格

稼
働

さ
せ

、
都

立
大

の
教

育
・

研
究

等
の

魅
力

を
わ

か
り

や
す

く
発

信
す

る
と

と
も

に
、

学
生

に
よ

る
取

材
記

事
を

ア
ー

カ
イ

ブ
記

事
と

し
て

公

開
し

た
。

 

 
 

・
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
事

業
の

一
環

で
実

施
し

た
ス

ト
ー

リ
ー

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
導

き
出

さ
れ

た
「

出
会

い
の

場
＞

新
た

な
気

付
き

を
得

る
＞

自
分

を
変

え

る
」

と
い

う
コ

ン
セ

プ
ト

キ
ー

ワ
ー

ド
を

も
と

に
、

各
部

局
・

事
務

組
織

と
の

連
携

の
も

と
、

都
立

大
総

合
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
及

び
大

学
案

内
の

デ
ザ

イ
ン

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
実

施
し

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
６

月
に

向
け

た
公

開
準

備
を

整
え

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
新

た
に

1
4
1
本

の
教

育
・

研
究

等
に

係
る

記
事

を
公

開
し

、
6
6
本

の
学

生
取

材
記

事
を

総
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

W
E
B
マ

ガ
ジ

ン
へ

移
行

さ
せ

、
掲

載
し

た
。

 

 
 

・
ウ

ェ
ブ

・
冊

子
の

主
要

広
報

ツ
ー

ル
に

お
い

て
統

一
的

な
デ

ザ
イ

ン
に

よ
る

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
が

可
能

と
な

っ
た

ほ
か

、
都

立
大

の
教

育
・

研
究

へ
の

興
味

・
関

心
を

高

め
る

コ
ン

テ
ン

ツ
が

充
実

し
た

。
 

 （
４

）
都

立
大

に
お

け
る

、
国

外
へ

向
け

た
認

知
度

・
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
都

立
大

初
の

試
み

と
し

て
各

界
の

著
名

な
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
を

招
い

て
実

施
し

た
夏

期
集

中
講

座
の

実
施

報
告

を
行

っ
た

。
 

・
留

学
生

向
け

の
新

た
な

奨
学

金
制

度
の

紹
介

、
都

立
大

を
含

む
東

京
都

公
立

大
学

法
人

と
し

て
の

気
候

非
常

事
態

宣
言

の
発

出
等

、
本

学
の

新
た

な
取

組
等

を
掲

載
し

た

ニ
ュ

ー
ズ

レ
タ

ー
を

発
行

し
、

在
籍

留
学

生
や

海
外

協
定

校
等

に
対

す
る

発
信

を
実

施
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 
 

 
 

・
本

法
人

・
本

学
の

国
際

化
に

係
る

主
要

な
取

組
を

広
く

発
信

し
、

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
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（
５

）【
継

続
】
産

技
大

の
教

育
の

ア
ウ

ト
カ

ム
を

と
り

ま
と

め
た

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

集
、

先
進

的
教

育
手

法
を

体
系

化
し

た
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
、

大
学

院
案

内
等

を
活

用
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

も
考

慮
し

つ

つ
、

企
業

や
教

育
機

関
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

積
極

的
な

情
報

発
信

を
行

う
。
（

2
-
1
1

再

掲
）

＜
産

技
大

＞
 

 （
６

）【
継

続
】
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
か

ら

開
始

し
た

第
三

期
中

期
計

画
後

期
の

高
専

広
報

戦
略

に
沿

っ
た

広
報

活
動

を
実

施
す

る
。（

3-
1
7
再

掲
）
＜

高
専

＞
 

（
５

）
産

技
大

に
お

け
る

、
積

極
的

な
情

報
発

信
【

中
期

計
画

2
-
1
1
参

照
】

 

（
要

点
）

 

 
・

大
学

院
案

内
等

の
広

報
物

活
用

、
説

明
会

及
び

入
試

情
報

の
各

媒
体

に
お

け
る

発
信

、
文

部
科

学
省

補
助

事
業

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」

に
採

択
さ

れ
た

こ
と

に
よ

る
大

学
P
R
、

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S
N
S
を

通
じ

た
積

極
的

な
広

報
等

の
取

組
に

よ
っ

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
の

大
学

院
説

明
会

へ
の

参
加

者
3
7
9
名

、
単

位
バ

ン
ク

生
か

ら
2
1
名

の
入

学
者

が
あ

り
、

う
ち

A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

登
録

生

（
科

目
等

履
修

生
）

向
け

入
試

利
用

者
は

1
0
名

（
受

験
者

1
1
名

）
で

あ
っ

た
。

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

４
月

入
学

に
お

け
る

産
業

技
術

専
攻

全
体

の
志

願
倍

率
は

1
.
6
3
倍

に
達

し
て

お
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

専
攻

全
体

の
入

学
者

数
に

お
い

て
十

分
な

定
員

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

   （
６

）
高

専
に

お
け

る
、

意
欲

あ
る

志
願

者
確

保
に

向
け

た
取

組
【

中
期

計
画

番
号

3
-
1
7
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
学

生
の

活
躍

等
に

つ
い

て
S
N
S
を

有
効

活
用

し
、

積
極

的
な

発
信

を
行

う
こ

と
に

よ
り

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

誘
導

を
強

化
し

た
。

 

・
受

検
生

に
有

益
な

情
報

を
発

信
す

る
た

め
、

校
内

の
広

報
協

力
体

制
を

強
化

し
、

教
職

員
か

ら
の

情
報

提
供

を
ス

ム
ー

ズ
に

受
け

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
法

人
ポ

ー

タ
ル

サ
イ

ト
内

に
「

高
専

広
報

ポ
ー

タ
ル

」
を

新
設

し
、

定
期

的
な

ポ
ー

タ
ル

活
用

及
び

情
報

提
供

依
頼

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
行

っ
た

。
 

・
法

人
が

実
施

し
た

広
報

に
関

す
る

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

の
結

果
に

基
づ

き
、

高
専

の
認

知
度

向
上

の
た

め
の

広
報

戦
略

を
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

、
コ

ン
テ

ン
ツ

の
拡

充

や
プ

ッ
シ

ュ
型

広
告

の
導

入
を

検
討

し
た

。
 

・
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

構
成

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

や
定

期
的

な
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
記

事
の

新
規

掲
載

な
ど

頻
繁

に
行

い
コ

ン
テ

ン
ツ

の
陳

腐
化

を
防

い
だ

。
 

  
 

【
図

表
4
-
2
3
-
1
　

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

状
況

】
（

単
位

：
P
V
数

）
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

法
人

4
9
2
,
4
6
3

4
3
1
,
6
0
2

4
2
0
,
6
8
9

5
3
5
,
3
0
5

5
4
9
,
4
3
2

6
2
6
,
0
8
8

都
立

大
8
,
4
0
7
,
6
5
5

8
,
8
3
6
,
2
0
0

9
,
0
2
3
,
4
9
3

9
,
3
1
8
,
8
0
6

1
2
,
1
3
1
,
8
5
5

1
0
,
9
3
7
,
8
6
5

産
技

大
5
0
8
,
4
4
9

5
1
7
,
2
8
0

5
6
3
,
9
9
1

7
0
5
,
2
7
1

6
8
9
,
8
9
7

7
8
0
,
1
2
4

高
専

1
,
6
0
8
,
5
5
0

1
,
8
9
7
,
8
2
1

2
,
0
2
0
,
9
8
4

1
,
9
8
6
,
6
6
9

1
,
3
2
9
,
2
0
3

1
,
5
3
9
,
8
4
6
 

 

 

【
図

表
4
-
2
3
-
2
　

S
N
S
状

況
】

（
単

位
：

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

）

媒
体

（
開

設
時

期
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

T
w
i
t
t
e
r

（
2
0
1
2
.
1
2
）

1
1
,
1
5
8

1
2
,
8
4
3

1
4
,
9
0
2

1
6
,
4
0
7

1
7
,
2
4
5

F
a
c
e
b
o
o
k

T
w
i
t
t
e
r

（
2
0
1
1
.
9
）

1
,
9
4
1

2
,
1
3
5

2
,
2
5
2

2
,
3
7
1

2
,
4
6
9

F
a
c
e
b
o
o
k

（
2
0
1
3
.
8
）

1
,
9
6
7

2
,
1
9
2

2
,
3
3
3

2
,
4
0
3

2
,
4
5
4

T
w
i
t
t
e
r

（
2
0
1
5
.
7
）

6
0
6

8
7
9

1
,
0
6
3

1
,
2
5
0

1
,
4
9
5

F
a
c
e
b
o
o
k

（
2
0
1
5
.
7
）

3
9
6

5
0
3

5
9
4

6
7
2

7
1
1

I
n
s
t
a
g
r
a
m

（
2
0
1
8
.
4
）

2
3
2

2
9
8

4
1
7

5
1
0

都
立

大

産
技

大

高
専

 

Ⅵ　自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置

－ 328 －



 
 

【
図

表
4
-
2
3
-
3
　

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
報

道
実

績
】

（
単

位
：

件
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

プ
レ

ス
件

数
5

4
5

1
6

報
道

実
績

1
2

1
1

5
掲

載
率

2
0
.
0
%

5
0
.
0
%

2
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

8
3
.
3
%

プ
レ

ス
件

数
2
6

1
9

2
4

3
3

4
2

報
道

実
績

7
9

2
0

3
2

3
9

掲
載

率
2
6
.
9
%

4
7
.
4
%

8
3
.
3
%

9
7
.
0
%

9
2
.
9
%

プ
レ

ス
件

数
5

9
8

1
1

報
道

実
績

2
5

3
0

1
掲

載
率

4
0
.
0
%

5
5
.
6
%

3
7
.
5
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

プ
レ

ス
件

数
5

3
4

1
4

報
道

実
績

3
2

2
1

1
掲

載
率

6
0
.
0
%

6
6
.
7
%

5
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

2
5
.
0
%

プ
レ

ス
件

数
4
1

3
5

4
1

3
6

5
3

報
道

実
績

1
3

1
8

2
6

3
4

4
6

掲
載

率
3
1
.
7
%

5
1
.
4
%

6
3
.
4
%

9
4
.
4
%

8
6
.
8
%

都
立

大

法
人

産
技

大

高
専

合
計

※
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

報
道

実
績

　
カ

ウ
ン

ト
基

準
（

2
9
年

度
実

績
か

ら
採

用
）

　
　

中
期

計
画

・
年

度
計

画
に

沿
っ

た
内

容
の

プ
レ

ス
を

カ
ウ

ン
ト

す
る

。
　

　
＜

カ
ウ

ン
ト

対
象

＞
　

：
教

育
研

究
活

動
の

成
果

、
教

育
研

究
活

動
に

係
る

イ
ベ

ン
ト

、
連

携
協

定
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
中

期
計

画
・

年
度

計
画

・
業

務
実

績
等

報
告

書
の

策
定

、
新

た
に

発
表

す
る

事
項

な
ど

　
　

＜
カ

ウ
ン

ト
対

象
外

＞
：

訃
報

、
事

故
、

人
事

、
定

期
的

入
試

情
報

、
入

学
式

・
卒

業
式
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
2
3
-
2

 
③

卒
業

生
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
、

在
学

生
へ

の
多

様
な

支
援

等
を

促
進

す
る

た
め

、
同

窓
会

等
と

の
連

携
を

強
化

し
つ

つ
、

卒
業

生
、

在
学

生
、

教
職

員
等

の
交

流
の

場
づ

く
り

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
に

取
り

組
む

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
各

校
の

状
況

に
応

じ
て

、
卒

業
生

・
同

窓
会

等
と

の
連

携
強

化
策

を
検

討
・
実

施
し

、
愛

校
心

の
醸

成
を

図
る

。
 

（
１

）
卒

業
生

・
同

窓
会

等
と

の
連

携
強

化
 

①
都

立
大

に
お

け
る

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

よ
り

継
続

的
に

協
議

を
重

ね
た

結
果

、
1
2
月

1
3
日

（
月

）
に

一
般

社
団

法
人

東
京

都
立

大
学

同
窓

会
と

の
間

で
包

括
連

携
協

定
を

締
結

し
、

学

長
及

び
同

窓
会

長
同

席
の

も
と

調
印

式
を

執
り

行
っ

た
。

 

・
協

定
締

結
後

も
同

窓
会

と
の

定
期

的
な

会
議

の
場

を
設

け
た

。
 

・
1
1
月

の
大

学
祭

に
お

い
て

ホ
ー

ム
カ

ミ
ン

グ
デ

ー
を

共
催

し
、

オ
ン

デ
マ

ン
ド

に
よ

る
学

長
・

同
窓

会
長

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

や
キ

ャ
ン

パ
ス

案
内

、
課

外
活

動
団

体
の

イ
ベ

ン
ト

の
様

子
な

ど
、

同
窓

生
向

け
の

コ
ン

テ
ン

ツ
配

信
に

加
え

、
法

学
部

の
詫

摩
佳

代
教

授
に

よ
る

講
演

会
を

対
面

と
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
調

印
式

の
様

子
を

都
立

大
総

合
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

こ
と

に
よ

り
、

同
窓

会
と

の
連

携
強

化
を

学
内

外
に

広
く

周
知

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
今

後
の

連
携

・
協

力
に

つ
い

て
、

具
体

的
・

発
展

的
な

議
論

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
講

演
会

に
は

、
同

窓
生

と
在

学
生

合
わ

せ
て

約
1
0
0
名

が
参

加
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
の

開
催

で
は

あ
っ

た
が

、
在

学
生

と
同

窓
生

の
交

流
の

場
を

創
出

す
る

こ
と

で
、

愛

校
心

の
醸

成
に

繋
が

っ
た

。
 

  
②

産
技

大
に

お
け

る
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
ホ

ー
ム

カ
ミ

ン
グ

デ
イ

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
防

止
と

参
加

者
の

利
便

性
の

観
点

か
ら

、
1
1
月

2
7
日

（
土

）
に

完

全
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
開

催
し

、
新

任
教

員
の

研
究

紹
介

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
交

流
会

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
ホ

ー
ム

カ
ミ

ン
グ

デ
イ

に
は

、
3
6
名

（
修

了
生

2
1
名

、
在

学
生

３
名

、
教

員
1
2
名

）
の

参
加

が
あ

り
、

修
了

生
同

士
の

み
な

ら
ず

、
教

員
、

在
学

生
を

含
め

た
交

流
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

愛
校

心
の

醸
成

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

  
③

高
専

に
お

け
る

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
同

窓
会

報
等

を
会

員
に

送
付

し
た

他
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
の

同
窓

会
鮫

洲
会

で
は

1
1
月

に
総

会
を

開
催

し
た

。
 

・
学

生
が

同
窓

会
と

直
接

触
れ

合
う

機
会

で
あ

る
「

産
技

祭
」
「

高
専

祭
」

は
限

定
し

た
開

催
と

な
っ

た
た

め
同

窓
会

に
参

加
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
 

・
卒

業
生

に
対

す
る

「
高

専
へ

の
支

援
」

の
新

た
な

展
開

に
つ

い
て

、
校

内
で

の
意

見
交

換
を

開
始

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
在

校
生

の
活

躍
（

部
活

・
同

好
会

等
）

の
様

子
や

同
好

会
交

流
会

の
報

告
、

今
後

の
同

期
会

、
ク

ラ
ス

会
等

の
開

催
に

関
す

る
情

報
を

同
窓

会
報

等
で

発
信

す
る

こ
と

で
、

卒
業

生
の

母
校

に
対

す
る

愛
校

心
の

醸
成

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

３３
５５
  

そそ
のの

他他
業業

務務
運運

営営
  

Ⅶ
 

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

施
設

設
備

の
整

備
・

活
用

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

２
 

安
全

管
理

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

３
 

法
令

遵
守

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中

期
目

標
）

 

１
 

施
設

設
備

の
整

備
・

活
用

等
に

関
す

る
目

標
 

○
学

生
や

教
員

が
快

適
な

環
境

で
安

定
的

に
学

修
や

研
究

に
取

り
組

む
た

め
、

限
ら

れ
た

財
源

を
有

効
に

活
用

し
、

中
長

期
的

な
構

想
に

基
づ

き
、

計
画

的
に

各
キ

ャ
ン

パ
ス

の
施

設
設

備
を

更
新

・
整

備
す

る
。

 

２
 

安
全

管
理

に
関

す
る

目
標

 
 

○
各

キ
ャ

ン
パ

ス
の

実
態

に
即

し
て

、
安

全
管

理
や

リ
ス

ク
管

理
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
事

故
や

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

適
切

か
つ

迅
速

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
教

職
員

及
び

学
生

に
対

す
る

安
全

教
育

の
推

進
や

関
連

機
関

と
の

連
携

を
図

る
。

 

３
 

法
令

遵
守

等
に

関
す

る
目

標
 
 

○
法

人
の

社
会

的
責

任
や

東
京

都
の

施
策

、
関

係
法

令
等

を
踏

ま
え

、
法

人
運

営
全

般
に

お
い

て
環

境
へ

の
配

慮
に

努
め

る
。

 

○
法

令
遵

守
や

人
権

尊
重

の
徹

底
、

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
実

現
の

観
点

か
ら

、
全

て
の

学
生

や
教

職
員

に
と

っ
て

快
適

な
学

修
環

境
・

職
場

環
境

を
実

現
す

る
と

と
も

に
、

法
人

に
対

す
る

社
会

の
信

頼
を

確
保

す
る

。
 
 

○
研

究
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

社
会

的
責

任
に

十
分

に
留

意
し

、
教

員
の

倫
理

意
識

の
確

立
と

倫
理

的
配

慮
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
研

究
活

動
に

お
け

る
不

正
行

為
や

研
究

費
の

不
正

使
用

の
防

止
を

、
組

織
と

し
て

の
明

確
な

責
任

体
制

に
よ

り
推

進
す

る
。

 

○
個

人
情

報
や

機
密

情
報

等
の

秘
匿

性
の

高
い

情
報

を
保

護
す

る
た

め
に

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

確
保

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

万
一

事
故

が
発

生
し

た
場

合
に

適
切

か
つ

迅
速

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
組

織
的

な
管

理
体

制
を

強
化

す
る

。
 

 

中
期

計
画

 

 年
 

度
 

各
年

度
に

お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

１
 

施
設

設
備

の
整

備
・

活
用

等
に

関
す

る
目

標
を

達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
施

設
設

備
の

計
画

的
な

更
新

・
整

備
 

【
4
-
2
4
】
①
学

生
及

び
教

員
が

快
適

な
環

境
で

学
修
・
研

究
に

取
り

組
め

る
よ

う
、
ま

た
、
新

た
な

教

育
研

究
ニ

ー
ズ

に
も

対
応

で
き

る
よ

う
、

中
長

期
的

な
計

画
に

基
づ

き
施

設
・

設
備

の
更

新
・

整
備

を
行

う
。

 

 ２
 

安
全

管
理

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措

置
 

◇
安

全
管

理
及

び
リ

ス
ク

管
理

体
制

の
整

備
 

【
4
-
2
5
】

①
学

生
及

び
教

職
員

に
対

す
る

安
全

管
理

意

識
の

啓
発

及
び

教
育

の
実

施
に

加
え

て
、

設
備

等
の

整
備
・
充

実
に

よ
り

、
安

全
衛

生

管
理

体
制

を
一

層
向

上
さ

せ
る

。
 

 【
4
-
2
6
】

②
防

災
教

育
及

び
防

災
訓

練
を

充
実

さ
せ

る

と
と

も
に

、
警

察
・
消

防
・
医

療
機

関
等

と

の
連

携
を

継
続

す
る

こ
と

で
、

自
主

防
災

組
織

の
育

成
と

充
実

に
よ

る
災

害
時

等
の

初
期

対
応

力
の

向
上

を
図

る
。
ま

た
、
P
D
C
A

2
9  

【
4
-
2
4
】

工
学

系
教

育
研

究
拠

点
強

化
に

向
け

た
基

本
構

想
を

と
り

ま
と

め

た
。

 

【
4
-
2
6
】
各

種
防

災
訓

練
の

見
直

し
を

行
い

、
教

職
員

及
び

学
生

に
お

け
る

防

災
意

識
の

向
上

を
図

っ
た

。
ま

た
、
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル
（

法
人

版
）

の
見

直
し

に
着

手
し

た
。

 

【
4
-
2
7
】

法
人

全
体

で
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
の

低
減

を
図

っ
た

。
 

【
4
-
2
7
】
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、
特

定
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
を

基
準

排
出

量
に

対
し

て
【

2
8
.
3
％

】
削

減
（

単
年

度
）

し
た

。
 

【
4
-
2
8
】
３

キ
ャ

ン
パ

ス
、
３

部
局

の
合

計
６

回
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施
し

た
。

 

【
4
-
3
0
】

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

受
講

率
【

教
員

8
8
％

、
職

員
9
7
％

】
 

【
4
-
3
1
】

総
合

的
な

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

個
人

情
報

漏
え

い
事

故
の

再
発

防
止

の
た

め
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

両
面

の
対

策
を

実
施

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

４４
】】

  

・
温

室
効

果
ガ

ス
対

策
と

し
て

、
求

め
ら

れ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

の
削

減
計

画
は

順
調

に
推

移
し

て
い

る
。

 

・
残

念
な

が
ら

、
本

年
度

は
4
件

の
個

人
情

報
漏

え
い

事
故

が
発

生
し

た
。
こ

の
う

ち
3
件

は
メ

ー
ル

誤
送

信
の

事
故

で
あ

り
、
関

係
者

に
は

猛
省

を
促

し

た
い

。
原

因
が

解
明

さ
れ

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
事

故
発

生
防

止
へ

の
取

組

は
進

め
ら

れ
て

い
る

が
、
教

職
員

、
学

生
に

は
常

に
、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

に
関

わ
る

情
報

を
提

供
し

、
注

意
を

喚
起

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

3
0  

【
4
-
2
4
】
工

学
系

教
育

研
究

拠
点

強
化

に
向

け
た

、
首

都
大

学
東

京
キ

ャ
ン

パ

ス
整

備
基

本
計

画
を

策
定

し
た

。
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

新
棟

建
設

の
必

要
性

に
つ

い
て

取
り

ま
と

め
た

。
 

【
4
-
2
6
】
法

人
版

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
、
各

キ
ャ

ン
パ

ス
版

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
及

び
B
C
P
（

事
業

継
続

計
画

）
の

記
載

内
容

を
見

直
す

と
と

も
に

、
整

理
統

合
し

た
。

 

【
4
-
2
7
】
夏

季
は

災
害

級
の

猛
暑

で
あ

っ
た

が
、
教

育
・
研

究
に

支
障

が
な

い

範
囲

で
の

省
エ

ネ
運

転
を

行
い

、
特

定
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
を

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

に
つ

い
て

、
研

修
、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
作

成

等
、

多
様

な
方

法
で

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
内

容
か

ら
課

題
を

分
析

し
、
効

果
的

な
防

止
策

や
相

談

支
援

体
制

を
充

実
さ

せ
て

い
く

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

・
研

究
不

正
行

為
・
研

究
費

不
正

使
用

の
防

止
に

向
け

た
取

組
を

、
よ

り
一

層

進
め

ら
れ

た
い

。
研

究
不

正
行

為
・
研

究
費

不
正

使
用

が
発

生
す

る
と

、
大

学
・
高

専
の

イ
メ

ー
ジ

ダ
ウ

ン
と

な
る

こ
と

を
深

く
認

識
し

、
不

正
が

発
生
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サ
イ

ク
ル

等
に

よ
る

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

定
期

的
な

見
直

し
を

行
う

。
 

 ３
 

法
令

遵
守

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の

措
置

 

◇
温

室
効

果
ガ

ス
の

着
実

な
削

減
 

【
4
-
2
7
】

①
デ

ー
タ

の
把

握
及

び
分

析
を

通
じ

て
、

継

続
的

か
つ

組
織

的
に

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

を
削

減
し

、
環

境
へ

の
配

慮
に

努
め

る
。

東
京

都
立

大
学

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

は
、

特
定

温
室

効
果

ガ
ス

を
基

準
排

出
量

に
対

し
、

都
民

の
健

康
と

安
全

を
確

保
す

る
環

境
に

関
す

る
条

例
に

基
づ

く
第

二
計

画
期

間
の

【
5
年

平
均

で
1
7
％

以

上
】

削
減

す
る

。
 

 ◇
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

対
策

及
び

多
様

性
受

容
の

促
進

 

【
4
-
2
8
】
②
様
々

な
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

未
然

に
防

止
し

、

発
生

し
た

際
の

適
切

な
対

応
を

確
保

す
る

た
め

、
教

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

の
実

施
な

ど
、

実
効

性
の

あ
る

取
組

を
推

進
す

る
。

 

 【
4
-
2
9
】
③

性
別

、
障

が
い

の
有

無
、
文

化
的

相
違

な
ど

に
よ

る
様

々
な

差
別

を
防

ぎ
、

多
様

性
の

受
容

を
促

進
す

る
た

め
、
学

生
、
教

員
及

び

職
員

を
対

象
に

人
権

意
識

を
啓

発
す

る
取

組
、

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

す
る

取
組

等
を

実
施

し
、
学

生
、
教

員
及

び
職

員
に

と

っ
て

快
適

な
学

修
・

職
場

環
境

の
実

現
を

図
る

。
 

 ◇
研

究
倫

理
に

関
す

る
取

組
 

【
4
-
3
0
】

④
教

育
研

究
活

動
に

お
け

る
不

正
行

為
や

研

究
費

の
不

正
使

用
の

防
止

に
向

け
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

受
講

率
【

1
0
0
％

】
を

目
指

す
な

ど
、

教
職

員
等

へ
の

啓
発

を
一

層
徹

底
す

る
。

 

 ◇
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

強
化

 

【
4
-
3
1
】

⑤
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情

報
保

護

教
育

の
実

施
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
実

効
性

の
あ

る
専

門
組

織
（

C
S
I
R
T
）
を

有
効

に
機

能
さ

せ
る

等
、

明
確

化
さ

れ
た

対
策

及
び

体
制

に
よ

り
イ

ン
シ

デ
ン

ト
対

応
の

極
力

抑
え

、
【

2
5
.
6
％

】
削

減
（

単
年

度
）

と
し

た
。

 

【
4
-
2
8
】

４
キ

ャ
ン

パ
ス

計
７

回
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施
。

 

【
4
-
3
0
】

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

受
講

率
【

教
員

9
4
％

、
職

員
1
0
0
％

】
 

【
4
-
3
1
】

C
S
I
R
T
連

絡
会

を
開

催
し

、
各

組
織

C
S
I
R
T
間

で
情

報
を

共
有

し
、

個
人

情
報

漏
え

い
事

故
の

再
発

防
止

を
図

っ
た

。
ま

た
、
事

故
発

生

時
に

迅
速

に
対

応
す

る
た

め
の

緊
急

連
絡

網
を

作
成

し
た

。
 

し
な

い
体

制
や

仕
組

み
づ

く
り

が
徹

底
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情

報
保

護
に

つ
い

て
、
過

去
の

教
訓

を
生

か

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
が

、
過

去
に

事
故

が
起

き
た

部
署

の
み

な
ら

ず
、
法

人
全

体
と

し
て

対
策

の
一

層
の

徹
底

に
取

り
組

ま
れ

た
い

。
 

元  

【
4
-
2
4
】
都

立
大

の
キ

ャ
ン

パ
ス

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

の
検

討
の

土
台

と
な

る

検
討

指
針

及
び

策
定

方
針

を
決

定
し

た
。

 

【
4
-
2
4
】
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

の
新

施
設

に
つ

い
て

、
今

後
の

多
摩

地
域

に
お

け

る
産

学
公

連
携

の
拠

点
な

る
た

め
に

求
め

ら
れ

る
機

能
等

を
反

映

し
た

基
本

設
計

図
面

を
作

成
し

た
。

 

【
4
-
2
6
】
平

成
3
0（

2
0
1
8
）
年

度
に

再
編
・
整

備
し

た
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
活

用
し

た
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

。
 

【
4
-
2
7
】
特

定
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
を

極
力

抑
え

、【
2
8
.
5
％

】
削

減
（

単

年
度

）
と

し
た

。
 

【
4
-
2
8
】
教

職
員

合
同

研
修
（

３
回

）
、
教

員
に

対
す

る
出

前
研

修
（

４
部

局
・

キ
ャ

ン
パ

ス
）
、
都

立
大

幹
部

教
員

向
け

研
修
（

２
回

）
の

計
９

回
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施
し

た
。

 

【
4
-
3
0
】

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

受
講

率
は

【
教

員
9
8
％

、
職

員
1
0
0
％

】

と
な

っ
た

。
 

【
4
-
3
1
】
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
事

故
発

生
後

、
メ

ー
ル

誤
送

信
防

止
機

能
の

導

入
や

、
全

教
職

員
を

対
象

と
す

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
の

向
上

を
目

的
と

し
た

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
設

問
や

解
説

の
工

夫
な

ど
の

再

発
防

止
策

を
実

施
し

た
。

 

【
4
-
3
1
】
シ

ス
テ

ム
監

査
に

よ
る

有
効

性
検

証
の

結
果

も
踏

ま
え

、
今

後
の

法

人
に

必
要

な
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

検
討

に
つ

な
げ

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

の
新

施
設

に
つ

い
て

、
多

摩
地

域
に

お
け

る
産

学
公

連
携

の
拠

点
と

な
る

た
め

の
機

能
等

を
反

映
し

た
基

本
設

計
を

実
施

し
た

。
 

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
に

つ
い

て
、
各

キ
ャ

ン
パ

ス
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

の

把
握

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
学

生
や

教
職

員
に

対
す

る
省

エ

ネ
や

節
電

等
の

意
識

啓
発

等
に

よ
り

、
平

成
3
0
年

度
と

比
較

し
て

、
電

気
使

用
量

、
電

気
料

金
と

も
削

減
を

図
っ

た
。

 

・
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
の

教
員

の
受

講
率

が
9
8
％

で
あ

る
が

、
今

後
、

1
0
0
％

を
目

指
し

て
取

り
組

ま
れ

た
い

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
は

、
メ

ー
ル

誤
送

信
防

止
ソ

フ
ト

の
導

入
や

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

の
実

施
な

ど
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
徹

底
さ

れ
た

い
。
な

お
、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
の

未
受

講
者

に
対

し
て

は
、
ア

カ
ウ

ン
ト

の
停

止
な

ど
ペ

ナ
ル

テ
ィ

を
含

む
厳

格
な

対
処

に
よ

り
、
対

策
の

実
効

性
を

担
保

さ
れ

た
い

。
 

２  

【
4
-
2
4
】
各

キ
ャ

ン
パ

ス
の

特
性

、
課

題
等

を
踏

ま
え

た
都

立
大

の
キ

ャ
ン

パ

ス
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
、
部

局
単

位
の

施
設

の
再

配
置

計
画

を
策

定

し
、
ス

ペ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ル

ー
ル

の
土

台
と

な
る

ス
ペ

ー
ス

区

分
及

び
運

用
方

法
の

定
義

を
決

定
し

た
。

 

【
4
-
2
4
】
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

の
新

棟
に

つ
い

て
、
運

用
の

安
全

性
や

管
理

面
の

効
率

性
、
研

究
環

境
の

保
証

も
考

慮
し

、
機

能
性

や
意

匠
性

を
意

識

し
た

メ
リ

ハ
リ

あ
る

実
施

設
計

図
面

を
完

成
さ

せ
た

。
 

【
4
-
2
6
】
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
記

載
内

容
を

更
新

し
た

ほ
か

、
新

型
コ

ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

新
た

に
作

成
し

た
。

 

【
4
-
2
7
】
特

定
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
を

極
力

抑
え

、【
3
3
.
4
％

】
削

減
（

単

年
度

）
と

し
た

。
 

【
4
-
2
8
】
ラ

イ
ブ

配
信

に
よ

る
教

職
員

向
け

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施

し
、

研
修

終
了

後
も

そ
の

動
画

を
視

聴
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

 

【
4
-
3
0
】
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
受

講
率

は
、
教

員
、
職

員
と

も
【

1
0
0
％
】

と
な

っ
た

。
 

【
4
-
3
1
】
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
の

向
上

を
目

的
と

す
る

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

研

修
を

常
勤

教
職

員
全

員
が

受
講

し
た

。
ま

た
、

都
立

大
に

お
い

て
、

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講

の
実

効
性

を
高

め
る

た
め

規
定

を
改

正
し

、
利

用
資

格
の

前
提

と
し

て
研

修
受

講
が

必
須

で
あ

る
こ

と
を

明
文

化

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル
（

法
人

版
）
を

更
新

す
る

と
と

も
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル
（

都
立

大
版

）
を

新
た

に
作

成
し

、
迅

速
か

つ
適

切
な

危
機

対
応

に
努

め
た

。
 

・
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
の

受
講

率
が

、
教

員
、

職
員

と
も

1
0
0
％

と

な
っ

た
。

 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
の

向
上

を
目

的
と

す
る

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
実

効
性

を
高

め
る

た
め

に
、
都

立
大

に
お

い
て

、
関

係
規

定
を

改
正

し
、
学

内
の

情

報
シ

ス
テ

ム
等

の
利

用
資

格
の

前
提

と
し

て
受

講
が

必
須

で
あ

る
こ

と
を

明
文

化
し

た
。

 

・
大

学
院

生
の

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

受
講

率
1
0
0
％

を
目

指
し

、
取

組
の

強
化

を
期

待
す

る
。
ま

た
、
教

職
員

に
関

し
て

も
、
個

別
の

受
講

督
促

が
必

要
な

状
況

が
続

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
受

講
意

識
の

更
な

る
浸

透
が

望

ま
れ

る
。

 

・
非

常
勤

教
員

を
は

じ
め

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
わ

る
リ

ス
ク

の
あ

る
構

成
員

に
対

し
て

は
、
常

勤
の

教
職

員
と

同
様

に
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

受
講

を
推

進
す

る
取

組
を

期
待

す
る

。
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迅
速

化
を

図
る

こ
と

で
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
強

化
し

て
い

く
。

 

し
た

。
 

【
4
-
3
1
】
職

員
の

テ
レ

ワ
ー

ク
環

境
整

備
に

当
た

り
、
学

内
か

ら
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
と

同
程

度
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
確

保
し

、
職

場
出

勤
時

と
同

程
度

の
業

務
が

可
能

と
な

っ
た

。
 

３ 

【
4
-
2
4
】

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
事

務
室

再
配

置
計

画
を

作
成

し
、

老
朽

化
に

対
応

す
る

工
事

と
連

携
し

な
が

ら
効

率
的

な
動

線

の
確

保
、

情
報

管
理

面
の

向
上

等
、

適
切

な
事

務
室

再
配

置
を

実

現
し

た
。

 

【
4
-
2
4
】

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
の

新
棟

の
建

築
及

び
各

種
設

備
業

者
を

決
定

し
、

授
業

や
研

究
活

動
、

近
隣

住
民

に
配

慮
し

た
上

で
、

遅
延

な

く
工

事
を

進
め

た
。

 

【
4
-
2
5
】

都
立

大
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
で

発
生

し
た

火
災

を
受

け
、

安
全

対

策
検

討
会

を
設

置
し

、
再

発
防

止
に

向
け

て
危

険
物

の
取

扱
に

関

す
る

指
針

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

し
た

。
 

【
4
-
2
6
】

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

か
ら

の

運
用

に
向

け
て

準
備

を
し

た
。

ま
た

、
都

立
大

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ

ス
の

火
災

を
踏

ま
え

て
、

自
衛

消
防

組
織

や
防

火
・

防
災

管
理

委

員
会

の
体

制
、

消
防

計
画

の
見

直
し

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
学

生

が
大

学
に

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
罹

患
状

況
等

を
申

請

す
る

フ
ォ

ー
ム

を
導

入
し

、
効

率
的

に
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
2
7
】

特
定

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

を
極

力
抑

え
、
【

2
7
.
1
6
％

】
削

減

（
単

年
度

）
と

し
た

。
 

【
4
-
2
8
】

ラ
イ

ブ
配

信
に

よ
る

教
職

員
向

け
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
を

実

施
し

、
研

修
終

了
後

も
そ

の
動

画
を

視
聴

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

ま
た

、
個

別
に

依
頼

の
あ

っ
た

部
局

に
対

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の

研
修

を
実

施
し

た
。

 

【
4
-
3
0
】
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
受

講
率

は
、
教

員
、
職

員
と

も
【

1
0
0
％
】

と
な

っ
た

。
 

【
4
-
3
1
】

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
サ

ー
バ

ー
攻

撃
に

対
す

る
体

制
強

化
や

、
事

故

発
生

時
の

連
絡

体
制

の
周

知
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

及
び

個
人

情

報
保

護
に

関
す

る
研

修
の

実
施

に
よ

り
、

事
故

の
防

止
や

事
故

発

生
時

の
対

応
強

化
に

取
り

組
ん

だ
。

 

 

  

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
過

去
に

発
生

し
た

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

事
故

を
踏

ま
え

、
事

故
防

止
を

強
化

す
る

た
め

の
取

組
を

着
実

に
進

め
て

い
る

。
 

・
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
内

容
を

地
震

と
地

震
以

外
の

事
象

と
に

再
編

・
整

備
し

た
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
別

途
作

成
す

る
な

ど
、

危
機

管
理

の
充

実
が

図
ら

れ
て

い
る

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
で

の
対

応
で

得
た

経
験

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

反
映

す
る

な
ど

し
て

、
今

後
起

こ
り

得
る

危
機

事
象

に
備

え
て

い
く

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

・
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
や

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

各
種

研
修

受
講

率
1
0
0
％

の
達

成
・

維
持

を
目

指
し

て
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

や
テ

レ
ワ

ー
ク

の
普

及
等

に
よ

り
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
重

要
性

が
高

ま
っ

て
い

る
。

コ
ロ

ナ
禍

の
収

束
後

も
含

め
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
更

な
る

充
実

を
期

待
す

る
。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
2
4
 

Ⅶ
 

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 
１

 
施

設
設

備
の

整
備

・
活

用
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
施

設
設

備
の

計
画

的
な

更
新

・
整

備
 

①
学

生
及

び
教

員
が

快
適

な
環

境
で

学
修

・
研

究
に

取
り

組
め

る
よ

う
、

ま
た

、
新

た
な

教
育

研
究

ニ
ー

ズ
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

、
中

長
期

的
な

計
画

に
基

づ
き

施
設

・
設

備
の

更

新
・

整
備

を
行

う
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
都

立
大

の
キ

ャ
ン

パ
ス

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

に
基

づ
き

、
キ

ャ
ン

パ
ス

の
環

境
改

善
に

向
け

た
取

組
に

着
手

す
る

。
 

                    （
２

）
【

継
続

】
施

設
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

施
設

・
設

備
の

老
朽

化
を

解
消

す
る

更
新

工
事

を
確

実
に

進
め

る
。

 

 
 

 

     （
３

）【
継

続
】
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
か

ら

の
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

新
棟

の
供

用
開

始
に

向
け

、
本

体
工

事
を

行
う

。
 

（
１

）
施

設
の

再
配

置
の

実
施

及
び

検
討

 

①
事

務
室

環
境

改
善

に
向

け
た

事
務

室
の

再
配

置
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
事

務
組

織
再

編
の

積
み

重
ね

等
に

よ
り

生
じ

た
執

務
環

境
の

課
題

解
消

に
向

け
、

新
た

な
ゾ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
事

務
室

再

配
置

計
画

を
作

成
し

、
施

設
の

老
朽

化
に

対
応

す
る

工
事

と
連

携
し

な
が

ら
順

次
移

転
に

よ
り

再
配

置
を

完
了

し
た

。
 

 
 

・
工

事
と

連
動

さ
せ

た
移

転
時

期
、

順
番

、
段

取
り

等
を

綿
密

に
計

画
し

、
効

率
良

く
適

切
に

事
務

室
再

配
置

を
実

施
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
各

室
の

ス
ペ

ッ
ク

に
適

し
た

用
途

に
再

配
置

し
た

こ
と

に
よ

り
、

会
議

室
や

執
行

部
役

員
室

の
事

務
室

転
用

と
い

っ
た

長
年

の
執

務
環

境
の

課
題

を
解

消
す

る
こ

と
が

で

き
た

。
 

 
 

・
新

た
な

ゾ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
り

、
効

率
的

な
動

線
の

確
保

、
情

報
管

理
面

の
向

上
等

、
適

切
な

配
置

と
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
 

・
無

駄
な

ス
ペ

ー
ス

を
排

除
し

、
新

た
な

共
用

会
議

室
を

生
み

出
し

た
こ

と
で

慢
性

的
な

会
議

ス
ペ

ー
ス

不
足

を
解

消
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
 

・
綿

密
な

計
画

の
下

に
関

係
職

員
が

協
力

し
合

う
こ

と
で

、
低

予
算

に
て

滞
り

な
く

再
配

置
の

移
転

作
業

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

  
②

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
６

号
館

へ
移

転
後

の
空

ス
ペ

ー
ス

を
活

用
し

た
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
再

配
置

計
画

の
検

討
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
各

室
の

ス
ペ

ッ
ク

に
合

っ
た

適
切

な
用

途
で

の
利

用
を

念
頭

と
し

た
再

配
置

計
画

検
討

の
土

台
と

な
る

、
移

転
対

象
室

等
の

ス
ペ

ッ
ク

調
査

を
実

施
し

、
基

礎
資

料
を

作

成
し

た
。

 

・
移

転
後

の
空

室
を

活
用

し
た

再
配

置
計

画
の

素
案

を
対

象
学

部
に

お
い

て
作

成
し

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
お

い
て

、
老

朽
化

対
応

工
事

と
連

携
さ

せ
る

再
配

置
計

画

の
作

成
を

進
め

る
準

備
を

整
え

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
各

部
局

に
お

い
て

基
礎

資
料

を
基

に
、

各
室

へ
の

適
切

な
用

途
で

の
再

配
置

の
検

討
及

び
素

案
作

成
を

実
施

し
た

こ
と

で
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
全

体
の

再
配

置
調

整
に

向
け

て
着

実
に

検
討

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
・

安
全

か
つ

効
率

的
な

施
設

利
用

に
向

け
、

老
朽

化
対

応
工

事
と

連
携

し
た

再
配

置
実

施
計

画
作

成
の

準
備

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 （
２

）
計

画
的

な
施

設
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
施

設
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

主
に

以
下

の
と

お
り

施
設

・
設

備
の

老
朽

化
を

解
消

す
る

更
新

工
事

を
着

実
に

進
め

た
。

 

 
 

 
―

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

：
理

系
棟

防
水

改
修

工
事

そ
の

２
、

図
書

館
ほ

か
６

棟
受

変
電

設
備

改
修

工
事

、
体

育
館

・
サ

ー
ク

ル
棟

ほ
か

空
調

設
備

改
修

工
事

ほ
か

 

 
 

 
―

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
：

２
号

館
・

大
学

会
館

建
具

ほ
か

改
修

工
事

、
体

育
館

衛
生

設
備

改
修

工
事

 

 
 

 
―

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
：

内
装

・
外

装
改

修
工

事
そ

の
２

、
舗

装
改

修
工

事
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
施

設
・

設
備

の
不

具
合

の
解

消
、

故
障

等
の

未
然

防
止

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
安

全
を

確
保

し
た

。
 

 （
３

）
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

の
新

棟
建

設
（

参
考

：
1
-
3
8
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
建

築
工

事
に

つ
い

て
は

法
人

初
と

な
る

技
術

提
案

型
総

合
評

価
方

式
に

て
発

注
し

、
落

札
者

を
決

定
、

契
約

し
た

。
建

築
工

事
落

札
者

決
定

後
、

電
気

設
備

工
事

、
空

調

設
備

工
事

、
給

排
水

衛
生

設
備

工
事

、
昇

降
機

設
備

工
事

を
発

注
し

、
施

工
者

と
契

約
し

た
。

 

 
 

・
工

事
契

約
後

、
近

隣
住

民
に

対
し

て
工

事
説

明
会

を
実

施
し

、
地

元
の

理
解

を
得

た
上

で
工

事
に

着
手

し
た

。
 

Ⅶ　その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置
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・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

工
程

遅
延

が
発

生
し

な
い

よ
う

、
職

人
の

確
保

や
資

機
材

の
搬

入
時

期
の

調
整

等
に

つ
い

て
細

心
の

注
意

を
施

工
者

に
払

わ
せ

る

こ
と

で
杭

工
事

、
本

体
部

分
の

掘
削

工
事

を
完

了
し

た
後

、
建

築
基

準
法

に
基

づ
く

確
認

検
査

機
関

の
第

１
回

中
間

検
査

に
合

格
し

、
基

礎
工

事
を

完
了

し
た

。
 

・
施

工
者

と
連

携
し

て
工

程
・

工
法

に
つ

い
て

適
宜

調
整

す
る

こ
と

に
よ

り
、

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
の

授
業

・
研

究
活

動
や

周
辺

住
民

に
配

慮
し

た
上

で
遅

滞
な

く
工

事
を

進

め
た

。
 

 
 

・
大

学
運

営
を

考
慮

し
た

移
転

作
業

期
間

及
び

新
棟

供
用

開
始

時
期

を
決

定
し

た
。

 

・
移

転
方

法
、

初
度

調
弁

の
調

達
、

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
工

事
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

等
供

用
開

始
に

向
け

た
ス

ム
ー

ズ
な

移
転

の
検

討
及

び
本

体
工

事
の

設
備

構
成

に
係

る

綿
密

な
教

員
調

整
等

を
進

め
な

が
ら

、
全

体
予

算
調

整
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
本

体
工

事
完

了
に

向
け

て
、

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

っ
て

も
予

定
通

り
工

事
を

進
め

た
。

 

 
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

中
の

供
用

開
始

に
向

け
て

、
事

前
準

備
か

ら
移

転
完

了
ま

で
予

定
通

り
実

施
で

き
る

よ
う

着
実

に
準

備
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 中
期
計
画
番
号
 

4
-
2
5
 

２
 

安
全

管
理

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
安

全
管

理
及

び
リ

ス
ク

管
理

体
制

の
整

備
 

①
学

生
及

び
教

職
員

に
対

す
る

安
全

管
理

意
識

の
啓

発
及

び
教

育
の

実
施

に
加

え
て

、
設

備
等

の
整

備
・

充
実

に
よ

り
、

安
全

衛
生

管
理

体
制

を
一

層
向

上
さ

せ
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＣＣ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
学

生
及

び
教

職
員

の
安

全
管

理
意

識
の

向
上

及
び

安
全

管
理

の
徹

底
の

た
め

、
各

種
講

習
会

の
実

施
や

手
引

き
の

配
布

等
に

よ
る

注
意

喚
起

を
行

う
と

と
も

に
、

職
場

巡
視

や
作

業
環

境
測

定
に

よ
る

作
業

場
の

安
全

確
認

を
行

う
。

 

      （
２

）【
継

続
】
危

険
物

質
等

の
法

規
制

対
象

物
質

の
適

正
な

管
理

等
の

観
点

か

ら
、

実
験

室
等

の
使

用
ル

ー
ル

に
つ

い
て

の
検

討
及

び
作

成
を

行
う

。
 

（
１

）
学

生
及

び
教

職
員

等
に

対
す

る
安

全
衛

生
教

育
・

訓
練

の
実

施
 
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
「

化
学

物
質

・
危

険
物

取
扱

者
講

習
会

」
を

、
コ

ロ
ナ

対
応

の
た

め
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
続

き
動

画
配

信
形

式
（

Y
o
u
T
u
b
e
上

の
限

定
公

開
）

に
よ

り
実

施
し

た
。

化
学

物
質

等
を

扱
う

全
教

職
員

・
学

生
を

対
象

（
研

究
室

の
管

理
責

任
者

は
悉

皆
）

と
し

、
お

よ
そ

6
0
0
名

が
受

講
し

た
。

 

 
 

・
毎

年
度

策
定

し
て

い
る

「
化

学
物

質
等

の
取

扱
い

の
手

引
き

」
を

都
立

大
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

学
内

専
用

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

と
と

も
に

、
全

研
究

室
に

４
冊

（
う

ち
英

訳

版
１

冊
）

を
配

布
し

た
。

 

 
 

・
安

全
衛

生
委

員
会

に
よ

る
職

場
巡

視
を

２
か

月
に

１
回

実
施

し
た

。
 

 
 

・
特

定
化

学
物

質
や

有
機

溶
剤

を
使

用
す

る
研

究
室

（
実

験
室

）
に

対
す

る
作

業
環

境
測

定
を

年
２

回
実

施
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
講

習
会

の
動

画
配

信
や

手
引

き
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

掲
載

等
に

よ
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
特

定
化

学
物

質
等

の
取

扱
い

の
適

正
化

を
図

っ
て

い
た

が
、

都
立

大
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
で

令
和

３
年

（
2
0
2
1
）

年
1
2
月

に
発

生
し

た
、

化
学

物
質

を
使

用
し

た
実

験
の

際
の

火
災

を
未

然
に

防
ぐ

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

 

・
職

場
巡

視
や

作
業

環
境

測
定

の
継

続
実

施
に

よ
り

、
適

正
な

職
場

環
境

の
維

持
・

改
善

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 （
２

）
研

究
室

（
実

験
室

）
等

の
使

用
ル

ー
ル

策
定

・
周

知
【

特
記

事
項

Ⅶ
－

1
参

照
】

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
都

立
大

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

で
発

生
し

た
化

学
物

質
を

使
用

し
た

実
験

の
際

の
火

災
を

受
け

、
学

校
危

機
対

応
チ

ー
ム

の
も

と
に

安
全

対
策

検
討

会
を

設
置

し
た

。
 

・
検

討
会

に
お

い
て

、
再

発
防

止
に

向
け

て
、

関
係

者
か

ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
や

消
防

署
か

ら
の

助
言

を
基

に
、

消
防

法
に

基
づ

く
危

険
物

を
取

り
扱

う
際

の
都

立
大

共
通

の
指

針
と

し
て

「
危

険
物

に
関

す
る

安
全

対
策

」
を

策
定

し
た

。
 

・
あ

わ
せ

て
、

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

内
で

消
防

法
に

基
づ

く
危

険
物

を
取

り
扱

う
学

科
に

お
い

て
、

危
険

物
の

保
管

及
び

危
険

物
を

扱
う

実
験

に
対

す
る

指
針

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

指
針

を
基

に
、

各
研

究
室

が
危

険
物

取
り

扱
い

に
関

す
る

詳
細

な
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
火

災
の

再
発

防
止

に
向

け
、

危
険

物
の

取
扱

い
を

始
め

と
し

た
実

験
室

等
の

使
用

ル
ー

ル
の

再
整

理
、

可
視

化
、

再
認

識
に

繋
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
2
6
 

②
防

災
教

育
及

び
防

災
訓

練
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

警
察

・
消

防
・

医
療

機
関

等
と

の
連

携
を

継
続

す
る

こ
と

で
、

自
主

防
災

組
織

の
育

成
と

充
実

に
よ

る
災

害
時

等
の

初
期

対

応
力

の
向

上
を

図
る

。
 

ま
た

、
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
等

に
よ

る
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
定

期
的

な
見

直
し

を
行

う
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
拡

充
】
避

難
・
誘

導
、
安

否
確

認
等

の
防

災
訓

練
を

実
施

す
る

。
特

に
、
安

否
確

認
に

つ
い

て
は

、
新

た
に

導
入

す
る

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

等
の

複
数

の
連

絡
手

段
を

用
い

た
取

組
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

災
害

時
備

蓄
品

の
確

保
・

充
実

等
を

図
る

。
 

              （
２

）【
継

続
】
教

職
員

に
対

し
、
救

命
講

習

会
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
自

衛
消

防
技

術
認

定
等

の
資

格
取

得
の

促
進

を
行

う
。

 

   （
３

）【
継

続
】
各

種
防

災
訓

練
の

実
施

結
果

や
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
を

踏
ま

え
、

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

更
新

す
る

。
 

（
１

）
防

災
体

制
の

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
引

き
続

き
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
た

め
、

大
規

模
な

避
難

訓
練

の
実

施
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

そ
の

代
替

と
し

て
、

感
染

リ
ス

ク

を
避

け
る

よ
う

な
工

夫
を

行
っ

た
訓

練
（

都
立

大
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、

防
災

教
材

の
視

聴
、

安
否

確
認

メ
ー

ル
訓

練
）

や
自

衛
消

防
技

術
認

定
試

験
資

格
保

有
者

職
員

に
対

象
を

絞
っ

た
訓

練
を

実
施

し
た

。
 

 
 

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

充
電

ス
ポ

ッ
ト

や
災

害
時

公
衆

電
話

の
設

営
訓

練
（

都
立

大
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
）
、

衛
星

電
話

に
よ

る
キ

ャ
ン

パ
ス

間
の

情
報

伝
達

訓
練

（
全

キ
ャ

ン
パ

ス
）

を
実

施
し

、
動

作
の

確
認

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
災

害
備

蓄
品

の
見

直
し

を
実

施
し

、
必

要
と

な
る

備
蓄

品
を

新
た

に
購

入
し

た
。

 

 
 

・
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

の
運

用
に

向
け

て
準

備
を

し
た

。
 

 
 

・
都

と
協

力
し

、
防

災
対

策
の

整
備

（
都

立
大

の
陸

上
競

技
場

を
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
の

離
発

着
場

と
し

て
使

用
）

を
実

施
し

た
。

 

 
 
 
 
・

都
立

大
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
の

火
災

を
踏

ま
え

て
、

自
衛

消
防

組
織

や
防

火
・

防
災

管
理

委
員

会
の

体
制

等
の

見
直

し
を

実
施

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

可
能

な
訓

練
を

工
夫

し
て

実
施

し
、

学
生

、
教

職
員

に
対

し
発

災
時

に
取

る
べ

き
行

動
を

認
識

す
る

機
会

を
設

け
る

こ
と

で
、

防
災

に
対

す
る

意
識

向
上

に
つ

な
げ

る
と

と
も

に
、

資
機

材
の

動
作

確
認

や
備

蓄
品

の
整

備
を

行
う

こ
と

よ
り

、
災

害
に

備
え

る
こ

と
が

で
き

た
。
（

図
表

4
-
2
6
-
1
）

 

 
 

・
自

衛
消

防
組

織
や

防
火

・
防

災
管

理
委

員
会

の
体

制
等

を
見

直
す

こ
と

で
、

発
災

時
に

即
時

に
対

応
で

き
る

組
織

づ
く

り
に

向
け

、
検

討
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
 

【
図

表
4
-
2
6
-
1
　

防
災

訓
練

の
実

施
状

況
（

全
キ

ャ
ン

パ
ス

）
】

（
単

位
：

人
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

参
加

人
数

　
4
,
1
1
3

6
,
5
2
4

6
,
4
1
3

6
,
1
9
6

2
,
1
6
5

5
,
2
1
8

※
各

年
度

3
月

3
1
日

時
点

 
 
 

 （
２

）
教

職
員

に
対

す
る

防
災

関
係

の
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
教

職
員

に
対

す
る

普
通

救
命

講
習

会
を

実
施

（
参

加
2
5
人

）
し

た
。

ま
た

、
９

名
の

職
員

が
自

衛
消

防
業

務
講

習
や

自
衛

消
防

技
術

認
定

試
験

を
受

験
・

受
講

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

職
員

に
必

要
な

知
識

・
技

能
を

習
得

さ
せ

る
こ

と
で

、
防

災
・

救
命

体
制

の
整

備
に

つ
な

が
っ

た
。

ま
た

、
救

命
講

習
受

講
者

及
び

自
衛

消
防

組
織

要
員

を
確

保
し

、

防
災

等
に

対
す

る
必

要
な

体
制

を
整

備
し

た
。

 

 （
３

）
災

害
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
記

載
内

容
を

確
認

し
、

適
切

な
管

理
運

営
が

で
き

る
よ

う
、

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

法
人

版
）

を
更

新
し

、
法

人
内

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
に

掲
載

し
た

。
ま

た
、

新
型

コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

つ
い

て
は

、
罹

患
状

況
等

の
情

報
収

集
の

効
率

化
を

図
る

た
め

に
、

学
生

が
大

学
に

報
告

す
る

た
め

の
体

調
不

良
、

検
査

結
果

、
治

癒
報

告
申

請
フ

ォ
ー

ム
を

導
入

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
定

期
的

に
見

直
す

こ
と

で
最

新
の

状
態

を
維

持
し

、
危

機
事

象
が

発
生

し
た

場
合

、
迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

す
る

体
制

を
整

え
た

。
ま

た
、
都

立
大

で
は

、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
申

請
フ

ォ
ー

ム
を

導
入

す
る

こ
と

に
よ

り
、

手
続

き
が

簡
易

に
な

り
、

ス
ム

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
2
7
 

３
 

法
令

遵
守

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
温

室
効

果
ガ

ス
の

着
実

な
削

減
 

①
デ

ー
タ

の
把

握
及

び
分

析
を

通
じ

て
、

継
続

的
か

つ
組

織
的

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
を

削
減

し
、

環
境

へ
の

配
慮

に
努

め
る

。
 

東
京

都
立

大
学

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

は
、

特
定

温
室

効
果

ガ
ス

を
基

準
排

出
量

に
対

し
、

都
民

の
健

康
と

安
全

を
確

保
す

る
環

境
に

関
す

る
条

例
に

基
づ

く
第

二
計

画
期

間
の

【
５

年
平

均
で

1
7
％

以
上

】
削

減
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
法

令
に

お
け

る
努

力
目

標
及

び
削

減
義

務
を

達
成

す
る

た
め

、
エ

コ
キ

ャ
ン

パ
ス

・
グ

リ
ー

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

推
進

委
員

会
を

中
心

に
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

を
推

進
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
持

続
可

能
な

都
市

の
実

現
に

向
け

て
率

先
し

て
取

り
組

む
。

 

  

（
１

）
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
の

推
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
松

木
日

向
緑

地
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

お
い

て
、

法
人

の
気

候
非

常
事

態
宣

言
発

出
に

つ
い

て
学

生
に

説
明

し
た

。
 

 
 

・
各

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
光

熱
水

費
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
収

集
し

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
状

況
を

把
握

し
た

。
 

 
 

・
受

変
電

設
備

改
修

（
南

大
沢

、
高

専
品

川
）

等
を

実
施

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
省

エ
ネ

や
気

候
変

動
に

対
す

る
意

識
啓

発
に

資
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
・

設
備

・
機

器
の

更
新

に
よ

り
省

エ
ネ

化
が

進
み

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
を

抑
制

で
き

た
。

 

 
 

【
図

表
4
-
2
7
-
1
　

電
気

使
用

量
実

績
】

（
単

位
：

k
W
h
、

円
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

電
気

使
用

量
3
1
,
1
7
4
,
1
0
7

3
1
,
0
3
0
,
7
5
6

3
1
,
2
8
3
,
7
9
3

3
0
,
4
0
5
,
3
1
3

2
7
,
3
3
2
,
4
4
1

2
9
,
3
7
2
,
7
3
4

電
気

料
金

4
8
0
,
4
4
4
,
0
3
1

5
1
4
,
5
5
3
,
1
7
0

5
4
3
,
5
9
2
,
6
8
7

5
2
0
,
6
8
0
,
1
5
9

4
2
4
,
0
7
6
,
1
4
8

5
3
6
,
6
2
0
,
3
7
1
 

  
 

【
図

表
4
-
2
7
-
2
　

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

総
量

削
減

率
】

（
単

位
：

％
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

削
減

義
務

率
1
7
.
0
0

1
7
.
0
0

1
7
.
0
0

1
7
.
0
0

2
7
.
0
0

2
7
.
0
0

実
績

2
7
.
6
5

2
8
.
3
1

2
6
.
5
4

2
8
.
5
3

3
3
.
2
8

2
7
.
1
6

※
環

境
確

保
条

例
に

お
け

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

削
減

義
務

率

　
（

第
２

計
画

期
間

（
平

成
2
7
～

3
1
年

度
）

）
平

均
△

1
7
％

　
（

第
３

計
画

期
間

（
令

和
２

～
６

年
度

）
）

平
均

△
2
7
％

 
 （

２
）

持
続

可
能

な
都

市
の

実
現

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
教

職
員

や
学

生
か

ら
意

見
を

募
集

し
、

そ
れ

ら
の

意
見

を
踏

ま
え

、
２

大
学

1
高

専
と

し
て

気
候

非
常

事
態

宣
言

を
発

出
す

る
と

と
も

に
、

法
人

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

内
で

の

特
設

ペ
ー

ジ
の

開
設

や
周

知
用

ポ
ス

タ
ー

の
作

成
な

ど
に

よ
り

情
報

発
信

を
行

っ
た

。
 

 
 
 
 
・

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

実
行

計
画

策
定

や
環

境
報

告
書

作
成

に
向

け
て

、
他

大
学

や
専

門
家

と
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
な

が
ら

、
方

針
整

理
や

実
施

体
制

等
の

検
討

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
大

学
が

国
、

自
治

体
、

企
業

、
国

内
外

の
大

学
等

と
の

連
携

強
化

を
通

じ
、

そ
の

機
能

や
発

信
力

を
高

め
る

場
と

し
て

設
立

さ
れ

た
「

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

達
成

に

貢
献

す
る

大
学

等
コ

ア
リ

シ
ョ

ン
」

に
２

大
学

１
高

専
が

参
加

し
、

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

通
じ

て
既

存
の

取
組

成
果

を
発

表
す

る
な

ど
の

活
動

を
行

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
国

内
の

国
公

立
大

学
と

し
て

初
め

て
宣

言
を

発
出

し
た

こ
と

に
よ

り
、

他
大

学
や

社
会

に
イ

ン
パ

ク
ト

を
与

え
た

と
と

も
に

、
法

人
と

し
て

の
気

候
変

動
や

カ
ー

ボ
ン

ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
に

対
す

る
考

え
方

や
取

り
組

む
べ

き
内

容
を

明
確

に
し

、
そ

れ
ら

を
対

外
的

に
示

し
た

。
 

 
 

・
実

行
計

画
策

定
や

環
境

報
告

書
作

成
に

係
る

課
題

や
取

り
組

む
べ

き
方

向
性

を
整

理
し

、
検

討
を

進
め

た
。

 

・
「

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

達
成

に
貢

献
す

る
大

学
等

コ
ア

リ
シ

ョ
ン

」
へ

の
参

加
を

通
じ

て
、

各
大

学
等

で
の

取
組

内
容

や
先

進
事

例
の

情
報

交
換

を
行

い
、

カ
ー

ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
実

現
に

向
け

て
、

参
加

大
学

等
と

の
連

携
が

図
ら

れ
た

。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
2
8

 
◇

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

等
対

策
及

び
多

様
性

受
容

の
促

進
 

②
様

々
な

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
未

然
に

防
止

し
、

発
生

し
た

際
の

適
切

な
対

応
を

確
保

す
る

た
め

、
教

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

の
実

施
な

ど
、

実
効

性
の

あ
る

取
組

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
オ

ン
ラ

イ
ン

等
を

活
用

し
た

教
職

員
向

け
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施
し

、
受

講
率

の
向

上
に

努
め

る
ほ

か
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
に

よ
り

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
意

識
啓

発
を

行
う

。
 

           （
２

）【
継

続
】
相

談
員

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
活

用
に

よ
り

、
相

談
員

の
支

援
を

行
う

。

ま
た

、
苦

情
の

申
立

て
に

対
し

て
は

、

弁
護

士
の

助
言

・
指

導
を

踏
ま

え
て

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
す

る
。

 

（
１

）
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

の
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
集

合
研

修
が

実
施

で
き

な
い

た
め

、
ラ

イ
ブ

配
信

に
よ

る
教

職
員

向
け

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

（
悉

皆
研

修
）

を
実

施
し

（
１

回
）
、
ラ

イ
ブ

配
信

終
了

後
は

、
そ

の
録

画
を

視
聴

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
ま

た
、
個

別
に

依
頼

の
あ

っ
た

部
局

に
対

し
、
オ

ン
ラ

イ
ン

等
で

の
研

修
を

実
施

し
た
（

２

回
）
。
（

図
表

4
-
2
8
-
1
）

 

 
 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
目

的
と

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
教

職
員

及
び

学
生

に
対

し
て

配
布

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
研

修
の

内
容

に
大

学
等

で
発

生
し

た
最

新
の

具
体

的
な

事
例

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
よ

り
一

層
の

意
識

啓
発

を
図

っ
た

。
 

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

す
る

こ
と

で
、

法
人

と
し

て
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
基

本
方

針
や

相
談

体
制

に
つ

い
て

周
知

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 【
図

表
4
-
2
8
-
1
　

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

の
実

績
】

（
単

位
：

回
、

人
）

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

4
6

7
9

1
3

教
員

1
4
1

2
4
9

2
0
3

1
8
4

1
1
9

2
5
8

職
員

1
7
0

8
1

2
7
8

2
1
6

1
1
3

1
8
3

※
教

員
は

５
年

に
１

回
、

職
員

は
３

年
に

１
回

の
悉

皆

研
修

実
施

回
数

参
加

人
数

 
 （

２
）

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

発
生

時
の

適
切

な
対

応
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
相

談
対

応
の

基
本

ノ
ウ

ハ
ウ

の
修

得
や

相
談

員
と

し
て

の
ス

キ
ル

向
上

を
図

る
た

め
、

相
談

員
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

相
談

員
向

け
実

務
研

修
（

ラ
イ

ブ
配

信
）

を
実

施

し
た

。
（

図
表

4
-
2
8
-
2
）

 

 
 

・
相

談
員

が
受

け
た

相
談

へ
の

対
応

策
、

苦
情

申
立

の
調

査
の

進
め

方
や

調
査

報
告

書
の

ま
と

め
方

等
に

つ
い

て
、

弁
護

士
に

よ
る

支
援

や
相

談
員

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る

助
言

を
受

け
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
や

苦
情

申
し

立
て

の
事

案
解

決
に

つ
い

て
、

適
切

な
体

制
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
適

切
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 

 ※
相

談
員

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

：
学

外
の

心
理

学
・

精
神

医
学

等
の

専
門

家
で

、
相

談
員

が
受

け
た

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

す
る

相
談

の
対

応
に

つ
い

て
助

言
を

行
う

。
 

  
 

【
図

表
4
-
2
8
-
2
　

相
談

員
実

務
研

修
の

参
加

人
数

】
（

単
位

：
人

）
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

1
9

1
6

1
7

1
3

1
0

1
3

＜
参

考
＞

相
談

の
べ

件
数

2
1
件

（
ア

カ
ハ

ラ
1
5
件

、
セ

ク
ハ

ラ
2
件

、
パ

ワ
ハ

ラ
4
件

）
（

相
談

実
績

2
1
件

）
相

談
員

実
務

研
修
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
2
9

 
③

性
別

、
障

が
い

の
有

無
、

文
化

的
相

違
な

ど
に

よ
る

様
々

な
差

別
を

防
ぎ

、
多

様
性

の
受

容
を

促
進

す
る

た
め

、
学

生
、

教
員

及
び

職
員

を
対

象
に

人
権

意
識

を
啓

発
す

る
取

組
、

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

す
る

取
組

等
を

実
施

し
、

学
生

、
教

員
及

び
職

員
に

と
っ

て
快

適
な

学
修

・
職

場
環

境
の

実
現

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
の

実
施

等
、

女
性

教
員

が
よ

り
働

き
や

す
い

職
場

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、
各

種
休

暇
・
休

業
制

度
の

周
知

や

公
募

時
に

妊
娠
・
出

産
・
育

児
等

の
両

立
支

援
制

度
を

掲
示

し
、

公
募

に
お

け
る

女
性

教
員

の
応

募
を

推
進

す
る

な
ど

、
有

為
な

女
性

教
員

を
確

保
・
育

成
す

る
た

め
の

取
組

を
行

う
。
（

1
-

3
0
、

4
-
0
4
再

掲
）

 

（
１

）
有

為
な

女
性

教
員

の
確

保
・

育
成

、
女

性
教

員
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

に
関

す
る

取
組

 

①
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
【

中
期

計
画

番
号

4
-
2
8
参

照
】

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
大

学
等

で
発

生
し

た
最

新
の

具
体

的
な

事
例

を
取

り
入

れ
た

教
職

員
向

け
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
（

１
回

）
、

ラ
イ

ブ
配

信
後

も
録

画
を

視

聴
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
時

間
や

場
所

の
制

約
な

く
研

修
を

受
講

可
能

と
し

た
。

ま
た

、
個

別
に

依
頼

の
あ

っ
た

部
局

に
対

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
等

で
の

研
修

を
実

施
し

た
（

２
回

）
。

 

 
 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
目

的
と

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
教

職
員

及
び

学
生

に
配

布
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
研

修
の

内
容

に
大

学
等

で
発

生
し

た
最

新
の

具
体

的
な

事
例

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
よ

り
一

層
の

意
識

啓
発

を
図

っ
た

。
 

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

す
る

こ
と

で
、

法
人

と
し

て
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
基

本
方

針
や

相
談

体
制

に
つ

い
て

周
知

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

  
②

有
為

な
女

性
教

員
を

確
保

・
育

成
す

る
た

め
の

取
組

【
中

期
計

画
番

号
1
-
3
0
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
公

募
要

領
へ

都
立

大
が

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

し
て

い
る

旨
を

記
載

す
る

と
と

も
に

、
有

為
な

女
性

教
員

の
確

保
に

向
け

、
採

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、

妊
娠

・

出
産

・
育

児
等

の
両

立
支

援
等

の
取

組
を

掲
載

す
る

等
、

内
容

を
充

実
さ

せ
、

女
性

教
員

確
保

に
向

け
た

広
報

活
動

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
女

性
教

員
比

率
は

2
0
.
6
％

と

な
り

、
引

き
続

き
2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
５

月
１

日
時

点
）
。
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
3
0

 
◇

研
究

倫
理

に
関

す
る

取
組

 

④
教

育
研

究
活

動
に

お
け

る
不

正
行

為
や

研
究

費
の

不
正

使
用

の
防

止
に

向
け

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
受

講
率

【
1
0
0
％

】
を

目
指

す
な

ど
、

教
職

員
等

へ
の

啓
発

を
一

層
徹

底
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
２

大
学

１
高

専
の

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

連
絡

会
等

を
開

催

し
、

文
部

科
学

省
が

公
表

す
る

不
正

発
生

事
案

の
分

析
等

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

、
学

部
長

等
へ

還
元

す
る

。
 

               （
２

）【
継

続
】
研

究
活

動
に

お
け

る
不

正
行

為
や

研
究

費
不

正
使

用
の

事
前

防
止

に
関

す
る

取
組

と
し

て
、

教
職

員
等

を
対

象
に

、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
を

通
じ

た
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
を

実
施

し
、

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
つ

い
て

一
層

の
全

学
的

な
意

識
向

上
を

図
る

。
ま

た
、
研

修
の

受
講

促
進

の
た

め
に

、
学

部
長

等
、
部

局
事

務
組

織
へ

の
受

講
状

況
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

徹
底

し
て

い
く

。
 

（
１

）
研

究
不

正
行

為
・

研
究

費
不

正
使

用
の

防
止

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
２

大
学

１
高

専
の

事
務

担
当

者
が

集
ま

り
、

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

取
組

に
つ

い
て

の
意

見
交

換
・

情
報

共
有

を
行

う
２
大

学
１

高
専

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

連
絡

会
を

実
施

し
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
各

校
に

お
い

て
研

究
費

不
正

使
用
・
研

究
活

動
不

正
行

為
等

防
止

対
策

推
進

室
会

議
を

開
催

し
、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
の

取
組

結
果

を
検

証
し

、
ま

た
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の
計

画
を

策
定

し
た

。
 

 
 
・
研

究
費

不
正

使
用

防
止

の
意

識
を

喚
起

す
る

た
め

、
研

究
費

使
用

ル
ー

ル
等

を
理

解
し

、
不

正
使

用
を

行
わ

な
い

旨
を

書
面

で
確

認
す

る
「

確
認

書
」
の

提
出

を
周

知
・
徹

底
し

た
。

ま
た

、
研

究
論

文
な

ど
の

著
作

物
内

に
剽

窃
・

盗
用

が
疑

わ
れ

る
部

分
が

な
い

か
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

学
術

論
文

剽
窃

検
知

ツ
ー

ル
の

利
用

促
進

を
図

っ
た

。
 

 
 

・
研

究
費

不
正

使
用

防
止

・
研

究
活

動
の

不
正

行
為

等
防

止
に

関
す

る
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
カ

ー
ド

を
作

成
し

、
教

職
員

等
へ

配
布

す
る

と
と

も
に

、
各

部
局

に
ポ

ス
タ
ー

を
掲

示
し

周
知

徹
底

を
図

っ
た

。
 

 
 

・
法

人
内

や
他

大
学

に
お

い
て

過
去

に
発

生
し

た
非

違
行

為
や

懲
戒

処
分

の
事

例
を

ま
と

め
た

「
懲

戒
処

分
事

例
集

」
や

利
害

関
係

者
と

の
接

触
時

の
注

意
点

、
兼

業
、

公

職
選

挙
に

関
す

る
こ

と
な

ど
、

教
職

員
と

し
て

心
得

て
お

く
べ

き
事

項
を

記
載

し
た

「
教

職
員

の
心

得
」

と
あ

わ
せ

て
、

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
取

組
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
２

大
学

１
高

専
の

連
携

を
強

化
し

、
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

関
す

る
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

法
人

全
体

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
意

識
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

 

 
 

・
不

正
防

止
計

画
に

基
づ

く
取

組
を

着
実

に
進

め
る

こ
と

で
、

不
正

防
止

体
制

が
強

固
と

な
っ

た
。

 

 
 

・
「

確
認

書
」

提
出

の
徹

底
及

び
学

術
論

文
剽

窃
検

知
ツ

ー
ル

の
利

用
を

促
進

す
る

こ
と

で
教

職
員

等
の

不
正

防
止

に
対

す
る

意
識

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
 

・
研

究
費

不
正

使
用

防
止

・
研

究
活

動
の

不
正

行
為

等
防

止
に

関
す

る
取

組
や

通
報

窓
口

を
周

知
す

る
こ

と
で

、
不

正
防

止
に

関
す

る
理

解
を

促
進

し
た

。
 

 
 

・
過

去
の

不
正

事
例

の
周

知
な

ど
不

正
防

止
の

取
組

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
不

正
防

止
に

対
す

る
意

識
を

根
付

か
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 （
２

）
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 
 ・

研
究

活
動

に
関

わ
る

研
究

者
、
大

学
院

生
（

博
士

前
期

課
程

１
年

、
博

士
後

期
課

程
１

年
）
及

び
学

部
生
（

３
年

生
）
を

対
象

に
、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
に

よ
る

研
究

倫
理

研

修
を

実
施

し
た

。
 

 
 

・
研

究
費

の
管

理
・

運
営

に
関

わ
る

全
て

の
構

成
員

を
対

象
に

、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
に

よ
る

研
究

費
不

正
使

用
防

止
に

関
す

る
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
を

実
施

し
た

。
 

 
 
・
部

局
別
・
部

課
別

の
受
講

状
況

を
部

局
長

や
部

課
長

の
参

加
す

る
会

議
で

情
報

提
供

し
、
部

局
長
・
部

課
長

か
ら

未
受

講
者

に
対

す
る

受
講

勧
奨

を
依

頼
す

る
と

と
も

に
、

未
受

講
者

に
は

事
務

局
か

ら
個

別
に

メ
ー

ル
や

書
面

に
よ

る
受

講
督

促
を

行
う

な
ど

、
受

講
促

進
を

行
い

、
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
へ

の
意

識
向

上
を

図
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
部

局
長

・
部

課
長

へ
の

協
力

依
頼

、
未

受
講

者
に

対
す

る
個

別
の

受
講

督
促

の
結

果
、

教
員

、
職

員
と

も
1
0
0
％

の
受

講
率

と
な

っ
た

。
（

図
表

4
-
3
0
-
1
～

図
表

4
-
3
0
-

2
）

 

  
 

【
図

表
4
-
3
0
-
1
　

研
究

倫
理

教
育

の
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講

率
（

都
立

大
）

】
(
単

位
：

％
)

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

教
員

9
6

7
5

9
5

9
8

1
0
0

1
0
0

院
生

9
6

8
9

6
0

6
1

7
0

6
9

学
部

生
5
8

3
6

4
6

5
4

6
2

※
教

員
・

院
生

向
け

の
研

修
開

始
は

2
7
年

度
、

学
部

生
向

け
の

研
修

開
始

は
2
9
年

度
よ

り
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【
図

表
4
-
3
0
-
2
　

不
正

使
用

防
止

に
関

す
る

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

受
講

率
】

 
(
単

位
：

％
)

2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

教
員

9
7

8
9

9
4

9
8

1
0
0

1
0
0

職
員

1
0
0

9
7

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

※
教

員
・

職
員

向
け

の
研

修
開

始
は

2
7
年

度
よ

り
 

 
 

 
 

 
 
教

員
は

都
立

大
の

み
 

職
員

は
研

究
費

を
取

り
扱

う
人

の
み
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中
期
計
画
番
号
 

4
-
3
1

 
◇

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
強

化
 

⑤
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情

報
保

護
教

育
の

実
施

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

実
効

性
の

あ
る

専
門

組
織

（
C
S
I
R
T
）

を
有

効
に

機
能

さ
せ

る
等

、
明

確
化

さ
れ

た
対

策
及

び
体

制

に
よ

り
イ

ン
シ

デ
ン

ト
対

応
の

迅
速

化
を

図
る

こ
と

で
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
強

化
し

て
い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

３
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策

基
準

及
び

同
実

施
手

順
に

基
づ

き
、

各
C
S
I
R
T
の

活
動

を
よ

り
高

度
化

さ
せ

る
と

と
も

に
、

イ
ン

シ

デ
ン

ト
発

生
時

に
迅

速
か

つ
的

確

に
対

応
で

き
る

よ
う

体
制

を
維

持

向
上

さ
せ

る
。
ま

た
、
外

部
機

関
に

よ
る

支
援

体
制

を
適

切
に

運
用

し

て
い

く
と

と
も

に
、

外
部

機
関

と

協
同

す
る

こ
と

に
よ

り
、

職
員

の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

対
応

能
力

を
向

上

さ
せ

る
。

 

                     （
２

）【
継

続
】
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ

シ
ー

の
遵

守
徹

底
に

向
け

た
取

組

を
行

う
と

と
も

に
、

教
職

員
の

セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
及

び
リ

テ
ラ

シ

ー
の

向
上

を
図

る
。

 

  

（
１

）
更

な
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

体
制

の
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
C
S
I
R
T
要

員
研

修
に

関
し

て
は

、
文

科
省

主
催

（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
１

名
及

び
C
S
I
R
T
基

礎
２

名
）

及
び

東
京

都
主

催
（

イ
ン

シ
デ

ン
ト

対
応

合
同

演
習

１
名

）
の

研
修

を
受

講
し

た
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
踏

ま
え

つ
つ

、
外

部
機

関
主

催
の

研
修

を
受

講
し

た
（

参
加

人
数

：
延

べ
1
3
名

）
。

 

・
世

界
情

勢
に

よ
り

サ
イ

バ
ー

攻
撃

が
激

化
し

て
い

る
と

い
う

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

て
、

以
下

の
取

組
を

行
っ

た
。

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
引

き
続

き
C
S
I
R
T
窓

口
支

援
と

緊
急

対
応

支
援

に
つ

い
て

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
専

門
家

へ
の

外
部

委
託

を
実

施
し

、
外

部
委

託
の

支
援

を

受
け

つ
つ

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
1
2
月

に
発

生
し

た
学

科
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
へ

の
不

正
ア

ク
セ

ス
に

よ
る

改
ざ

ん
事

案
に

つ
い

て
、

閲
覧

者
へ

の
影

響
調

査
や

サ
イ

ト

再
開

へ
の

対
策

な
ど

を
実

施
し

た
。

 

・
教

育
研

究
組

織
等

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
管

理
者

に
対

し
て

、
運

用
状

況
等

の
届

出
を

求
め

て
現

状
把

握
に

努
め

、
適

切
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

周
知

し
た

。
 

・
東

京
都

の
脆

弱
性

診
断

を
参

考
に

都
立

大
学

部
・

学
科

等
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

つ
い

て
脆

弱
性

診
断

を
行

っ
た

。
診

断
結

果
を

踏
ま

え
、

脆
弱

性
が

発
見

さ
れ

た
場

合
に

は
必

要
な

対
応

を
依

頼
し

、
対

応
状

況
を

確
認

し
て

い
く

。
 

・
不

正
ア

ク
セ

ス
を

防
止

す
る

た
め

I
D
、

外
部

接
続

申
請

に
対

す
る

審
査

に
お

い
て

規
定

遵
守

確
認

を
強

化
、

厳
格

化
し

た
。

 

・
外

部
委

託
者

と
の

間
で

昨
今

の
サ

イ
バ

ー
攻

撃
の

情
勢

や
大

学
等

で
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
動

向
等

に
つ

い
て

勉
強

会
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

を
実

施
し

た
。

 

テ
ー

マ
：

C
S
I
R
T
及

び
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

概
要

（
第

１
回

）
、

2
0
2
1
年

に
発

生
し

た
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

概
要

、
E
m
o
t
e
t
の

動
向

等
（

第
２

回
）

 

 
 

・
令

和
３

年
度

C
I
S
O
会

議
（

令
和

４
年

３
月

開
催

）
に

お
い

て
、

最
近

の
社

会
情

勢
を

踏
ま

え
た

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

改
正

の
方

針
を

確
認

し
、

令
和

４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
開

催
す

る
C
I
S
O
会

議
に

て
、

法
人

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
を

改
正

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
様

々
な

研
修

機
会

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
C
S
I
R
T
要

員
を

育
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
外

部
委

託
に

よ
り

事
故

発
生

時
の

迅
速

な
対

応
が

強
化

さ
れ

て
い

る
。

窓
口

支
援

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
に

変
更

し
た

が
、

迅
速

に
対

応
で

き
て

い
る

。
ま

た
、

学
科

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
改

ざ
ん

に
対

し
て

は
、

閲
覧

者
へ

の
影

響
を

調
査

す
る

と
と

も
に

、
当

該
サ

イ
ト

の
早

期
回

復
に

寄
与

し
た

。
 

・
大

学
が

運
営

す
る

保
守

体
制

が
脆

弱
な

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
対

す
る

管
理

体
制

を
強

化
す

る
契

機
と

な
り

、
サ

ー
バ

ー
攻

撃
に

対
す

る
体

制
づ

く
り

が
進

ん
だ

。
 

・
東

京
都

立
大

学
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
運

用
管

理
規

程
に

基
づ

き
、

脆
弱

性
情

報
な

ど
の

効
率

的
な

共
有

に
よ

る
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

防
止

及
び

イ
ン

シ
デ

ン
ト

発
生

時
の

速
や

か
な

報
告

・
対

策
の

実
施

を
目

的
と

し
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
安

全
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
策

定
し

、
定

期
的

に
周

知
を

行
っ

て
い

く
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

C
I
S
O
会

議
に

お
い

て
も

、
上

記
の

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
に

改
正

す
る

法
人

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
を

基
に

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
各

組
織

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
も

改
正

し
、

事
故

発
生

時
に

利
用

者
が

対
応

す
べ

き
事

項
等

を
具

体
的

に
明

記
し

て
い

く
こ

と
と

し
た

。
こ

れ
ら

に
よ

り
、

現
状

を
踏

ま
え

た
規

定
等

を

整
備

し
て

い
く

こ
と

と
な

っ
た

。
 

・
東

京
都

の
意

見
を

踏
ま

え
て

、
当

法
人

で
発

生
し

た
事

例
の

う
ち

、
法

人
以

外
の

他
団

体
に

も
参

考
に

な
り

得
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

独
立

行
政

法
人

情
報

処
理

推
進

機
構

に
情

報
提

供
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

被
害

拡
大

防
止

に
貢

献
し

た
。

 

  
 

※
C
S
I
R
T
：

C
o
m
p
u
t
e
r
 
S
e
c
u
r
i
t
y
 
I
n
c
i
d
e
n
t
 
R
e
s
p
o
n
s
e
 
T
e
a
m
 
の

略
。

シ
ー

サ
ー

ト
。

事
故

発
生

時
に

お
い

て
、

被
害

拡
大

防
止

、
復

旧
、

原
因

調
査

及
び

再
発

防
止

の
た

め
、

組
織

全
体

の
統

制
を

と
り

つ
つ

、
現

場
へ

の
技

術
的

な
支

援
等

に
よ

り
、

迅
速

か
つ

的
確

に
対

処
す

る
。

 

 （
２

）
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
向

上
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

任
・

転
入

者
研

修
な

ど
の

機
会

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

実
施

し
た

。
 

・
標

的
型

メ
ー

ル
攻

撃
訓

練
を

７
月

に
教

職
員

に
対

し
て

実
施

し
、

訓
練

結
果

を
法

人
内

で
共

有
す

る
と

と
も

に
、

必
要

な
対

策
が

講
じ

ら
れ

る
よ

う
周

知
し

た
。

 

・
I
T
リ

ー
ダ

ー
か

ら
の

不
審

メ
ー

ル
に

関
す

る
報

告
を

受
け

、
法

人
内

に
注

意
喚

起
を

実
施

し
た

。
 

・
O
S
等

の
脆

弱
性

情
報

等
に

つ
い

て
、

適
宜

メ
ー

ル
や

法
人

内
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
掲

載
し

、
注

意
喚

起
を

実
施

し
た

。
 

・
全

教
職

員
を

対
象

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
の

向
上

を
目

的
と

し
た

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
し

た
。
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                                                （
３

）【
継

続
】
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
改

善

計
画

に
基

づ
き

、
情

報
セ

キ
ュ

リ

テ
ィ

対
策

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

シ
ス

テ
ム

適
正

化
方

針
の

策

定
を

行
う

。
ま

た
、
働

き
方

改
革

に

資
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

環
境

の

整
備

と
、

そ
れ

に
伴

う
情

報
セ

キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
実

施
す

る
。

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
1
0
月

に
は

メ
ー

ル
誤

送
信

事
故

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
１

月
に

は
書

類
誤

送
付

事
故

が
発

生
し

た
た

め
、

法
人

内
に

注
意

喚
起

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

発
生

し
た

事
例

に
基

づ
く

防
止

対
応

例
を

周
知

し
た

。
 

・
事

故
発

生
の

都
度

、
注

意
喚

起
を

実
施

し
、

事
故

発
生

時
の

連
絡

体
制

を
周

知
す

る
と

と
も

に
、

即
時

報
告

を
徹

底
し

、
ま

ず
は

C
S
I
R
T
に

報
告

を
行

う
よ

う
に

繰
り

返
し

呼
び

か
け

た
。

 

・
発

生
し

た
メ

ー
ル

誤
送

信
事

故
は

都
に

も
報

告
し

、
専

門
家

の
見

地
を

踏
ま

え
た

助
言

を
も

ら
っ

た
。

思
い

が
け

な
い

要
因

に
よ

り
発

生
し

た
事

故
も

あ
っ

た
が

、
担

当
部

署
と

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

所
管

が
一

体
と

な
っ

て
事

故
の

原
因

分
析

行
い

、
具

体
的

な
改

善
策

を
検

討
し

た
。

今
年

度
発

生
し

た
事

故
事

例
は

、
次

年
度

の
e
-

l
e
a
r
n
i
n
g
に

織
り

込
み

、
再

発
防

止
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

 

・
電

子
メ

ー
ル

の
送

信
時

の
ル

ー
ル

を
改

正
し

、
こ

れ
ま

で
に

発
生

し
た

誤
送

信
の

再
発

防
止

策
を

明
記

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
研

修
に

よ
り

守
る

べ
き

ル
ー

ル
の

周
知

と
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
に

対
す

る
意

識
向

上
を

図
っ

た
。

 

・
標

的
型

メ
ー

ル
攻

撃
訓

練
の

実
施

に
よ

り
、

不
審

メ
ー

ル
受

信
時

の
報

告
が

適
切

に
実

施
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ま

た
、

そ
の

報
告

に
よ

り
適

切
な

注
意

喚
起

が
実

施
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
ル

ー
ル

を
再

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
、

意
識

が
向

上
し

た
。

 

・
メ

ー
ル

誤
送

信
事

故
、

書
類

誤
送

付
事

故
に

関
す

る
注

意
喚

起
に

よ
り

、
個

人
情

報
や

機
密

情
報

の
適

切
な

取
扱

に
関

す
る

意
識

の
向

上
を

図
っ

た
。

 

・
繰

り
返

し
注

意
喚

起
を

行
っ

た
結

果
、

事
故

発
生

後
の

報
告

が
迅

速
化

し
、

些
細

な
事

故
で

も
、

ま
ず

は
C
S
I
R
T
に

一
報

す
る

と
い

う
文

化
が

根
付

き
つ

つ
あ

る
。

こ

れ
ま

で
隠

れ
て

い
た

も
の

が
出

て
き

て
い

る
局

面
で

は
、

事
故

の
報

告
が

多
く

な
っ

て
し

ま
う

が
、

こ
の

機
会

に
内

部
統

制
の

強
化

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
今

後
も

、
発

生
し

た
事

故
事

例
に

つ
い

て
は

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

に
織

り
込

ん
で

い
き

、
法

人
全

体
で

共
有

で
き

る
ノ

ウ
ハ

ウ
と

し
て

積
み

上
げ

る
手

順
が

確
立

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
事

故
の

再
発

防
止

に
向

け
た

職
員

へ
の

普
及

啓
発

に
活

用
し

て
い

く
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
 

 【
図

表
4
-
3
1
-
1
 
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
及
び
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
研
修
･
自
己
点
検
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
率
】

(
単

位
：

％
)

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

都
立

大
8
5
.
4

8
5
.
6

8
7
.
3

7
5
.
5

7
5
.
5

産
技

大
1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

高
専

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

計
8
7
.
2

8
7
.
3

8
8
.
7

7
7
.
7

7
7
.
8

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

9
1
.
1

9
1
.
9

9
2
.
8

8
4
.
7

8
4
.
8

職
員 計

教
員

 
 （

３
）

今
後

を
見

据
え

た
技

術
的

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

策
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
統

一
的

か
つ

効
果

的
な

情
報

シ
ス

テ
ム

の
調

達
を

推
進

す
る

た
め

、
シ

ス
テ

ム
調

達
の

適
正

化
に

向
け

た
「

情
報

シ
ス

テ
ム

調
達

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
案

）
」

を
作

成

し
、

シ
ス

テ
ム

所
管

部
門

へ
周

知
し

た
。

 

・
シ

ス
テ

ム
調

達
の

適
正

化
に

向
け

た
「

情
報

シ
ス

テ
ム

調
達

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
案

）
」

に
基

づ
き

、
一

部
の

情
報

シ
ス

テ
ム

（
旅

費
シ

ス
テ

ム
）

で
の

試
行

を
開

始
し

た
。

 

・
M
i
c
r
o
s
o
f
t
3
6
5
ア

カ
ウ

ン
ト

に
関

し
て

不
審

メ
ー

ル
の

受
信

状
況

や
ア

ク
セ

ス
ロ

グ
等

か
ら

脅
威

の
分

析
を

実
施

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
新

た
な

シ
ス

テ
ム

の
導

入
や

シ
ス

テ
ム

改
修

を
行

う
際

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

し
て

活
用

し
、

情
報

シ
ス

テ
ム

の
調

達
等

に
係

る
業

務
の

効
率

化
や

情
報

シ
ス

テ
ム

の
品

質
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
所

管
部

門
に

お
い

て
シ

ス
テ

ム
調

達
に

先
立

ち
実

施
す

べ
き

事
項

や
運

用
要

件
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

、
適

正
な

シ
ス

テ
ム

調
達

に
寄

与
し

た
。

 

・
脅

威
の

分
析

の
結

果
、

一
部

の
事

務
用

端
末

で
脆

弱
性

対
策

が
十

分
で

は
な

い
こ

と
が

可
視

化
さ

れ
、

個
別

に
対

処
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅦⅦ
－－

１１
 

Ⅶ
 

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

遅
滞

が
生

じ
て

い
る

取
組

及
び

そ
の

理
由

 

【
安

全
管

理
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
】

中
期

計
画

番
号

4
-
2
5
 

自
己

評
価

C
 

１
 

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
1
2
月

４
日

に
発

生
し

た
火

災
事

故
に

つ
い

て
 

（
１

）
火

災
発

生
場

所
 

 
 

東
京

都
立

大
学

 
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
８

号
館

 
５

階
実

験
室

（
焼

損
床

面
積

3
0
㎡

）
 

 （
２

）
出

火
原

因
 

 
 

発
火

性
の

あ
る

化
学

物
質
（

ア
ル

キ
ル

リ
チ

ウ
ム

）
を

使
用

し
た

実
験

の
後

処
理

を
行

う
際

、
シ

リ
ン

ジ

に
入

っ
て

い
た

当
化

学
物

質
を

1
滴

落
と

し
て

し
ま

い
、
近

く
に

あ
っ

た
ポ

リ
タ

ン
ク

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
り

、
出

火
し

た
。

 

 ２
 

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

こ
れ

ま
で

の
安

全
衛

生
教

育
・

訓
練

の
実

施
 

（
１

）
環

境
安

全
部

会
の

設
置

 
 

・
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
安

全
衛

生
委

員
会

に
環

境
安

全
部

会
を

設
置

 

 
 

・
環

境
安

全
部

会
内

に
化

学
物

質
適

正
管

理
担

当
を

任
命

 

 （
２

）
化

学
物

質
の

管
理

 

 
 

・
「

化
学

物
質

管
理

シ
ス

テ
ム

（
Ｉ

Ａ
Ｓ

Ｏ
 

Ｒ
７

）
」

を
利

用
し

て
化

学
物

質
を

管
理

 

 
 

・
使

用
し

て
い

る
す

べ
て

の
化

学
物

質
は

シ
ス

テ
ム

登
録

し
、

ラ
ベ

ル
管

理
 

 （
３

）
安

全
対

策
の

実
施

 

 
 

・
学

部
２

年
次

に
専

門
教

育
科

目
群

の
必

須
科

目
と

し
て

「
化

学
安

全
教

育
」

を
実

施
 

 
 
・
環

境
安
全

部
会

に
て
「

化
学

物
質
・
危
険

物
等

の
取

扱
い

の
手

引
き

」
を

毎
年

度
策

定
し

、
実

験
に

関

わ
る

全
教

員
・

学
生

に
配

布
 

 
 
・
毎

年
度
「

化
学

物
質
・
危

険
物

取
扱

者
講

習
会

」
を

開
催

し
、「

危
険

物
保

安
講

習
」
、「

化
学

物
質

適
正

管
理

講
習

」
、
「

廃
棄

物
処

理
講

習
」

を
実

施
 

 
 

・
毎

年
度

、
研

究
室

ご
と

に
安

全
教

育
を

実
施

 

 ３
 

火
災

発
生

後
の

再
発

防
止

へ
の

取
組

に
つ

い
て

 

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
こ

れ
ま

で
も

安
全

衛
生

教
育
・
訓

練
を

実
施
し

て
き

た
が

、
今

回
の

火
災

事
故

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
以

下
の

対
応

を
行

っ
た

。
 

 ＜
取

組
事

項
＞

 

（
１

）
学

長
を

ト
ッ

プ
と

し
た

危
機

対
応

の
実

施
 

 
 

火
災

発
生

後
直

ち
に

、
学

長
を

ト
ッ

プ
と

し
た

学
校

危
機

対
応

チ
ー

ム
を

発
足

し
、
学

長
か

ら
教

職
員

へ

復
旧

に
向

け
た

協
力

を
呼

び
掛

け
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

発
出

す
る

と
と

も
に

、
本

チ
ー

ム
を

中
心

に
新

た
な

安

全
対

策
を

策
定

し
た

。
 

 （
２

）
安

全
対

策
検

討
会

の
設

置
 

 
 

 
化

学
物

質
を

使
用

し
た

実
験

の
際

の
火

災
を

受
け

、
学

校
危

機
対

応
チ

ー
ム

の
元

に
「

安
全

対
策

検
討

会
」

を
設

置
し

た
。

 

  

（
３

）
「

危
険

物
に

関
す

る
安

全
対

策
」

の
新

た
な

策
定

 

 
 

 
安

全
対

策
検

討
会

に
お

い
て

、
関

係
者

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

や
消

防
署

か
ら

の
助

言
を

基
に

、
以

下
の

と
お

り
消

防
法

に
基

づ
く

危
険

物
を

取
り

扱
う

際
の

全
学

共
通

の
指

針
と

し
て
「

危
険

物
に

関
す

る
安

全

対
策

」
を

新
た

に
策

定
し

た
。

 

 
 

 
・

リ
ス

ク
の

高
い

実
験

に
お

け
る

取
組

の
強

化
 

・
危

険
物

安
全

管
理

担
当

者
の

配
置

等
に

よ
る

管
理

体
制

の
強

化
 

・
初

期
消

火
用

具
の

配
置

お
よ

び
配

置
図

の
作

成
と

危
険

性
の

可
視

化
 

・
初

期
消

火
な

ど
の

実
地

訓
練

の
実

施
 

・
過

去
の

火
災

、
事

故
の

事
例

を
盛

り
込

ん
だ

安
全

教
育

の
実

施
 

 （
４

）
学

科
・

研
究

室
単

位
で

の
取

組
 

 
 

 
上

記
安

全
対

策
の

実
効

性
を

確
保

す
る

た
め

、
学

科
・

研
究

室
に

お
い

て
以

下
の

取
組

を
行

う
。

 

・
消

防
法

に
基

づ
く

危
険

物
を

取
り

扱
う

学
科

に
お

い
て

、
危

険
物

の
保

管
及

び
危

険
物

を
扱

う
実

験
に

対
す

る
指

針
を

作
成

 

・
学

科
指

針
を

基
に

、
各

研
究

室
に

て
詳

細
な

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
策

定
 

  
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
こ

れ
ま

で
以

上
に

化
学

物
質

・
危

険
物

取
扱

に
お

け
る

安
全

対
策

意
識

の
醸

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
 

た
。

 

 
 

・
実

地
訓

練
や

安
全

教
育

の
強

化
に

よ
り

、
安

全
対

策
の

実
効

性
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 ４
 

今
後

の
方

向
性

 

引
き

続
き

、
定

期
的

に
安

全
衛

生
教

育
・

訓
練

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
「

危
険

物
に

関
す

る
安

全
対

策
」

に
つ

い
て

着
実

に
取

り
組

む
。
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Ⅶ　その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置

　その他業務運営に関する特記事項



１
．

予
算

１
．

予
算

１
．

予
算

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）年

度
～

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年

度
　

予
算

令
和

３
（
2
0
2
1
）
年

度
　

予
算

令
和

３
（
2
0
2
1
）
年

度
　

予
算

[人
件

費
の

見
積

り
]

　
中

期
目

標
期

間
中

総
額

　
７

９
，

２
４

５
百

万
円

を
支

出
す

る
。

（
退

職
手

当
は

除
く

）
注

）
効

率
化

推
進

積
立

金
は

、
法

人
の

効
率

化
の

促
進

や
不

測
の

事
態

へ
の

対
応

を
目

的
と

し
て

積
み

立
て

る
基

金
で

あ
る

。
注

）
各

計
数

は
、

原
則

と
し

て
表

示
単

位
未

満
四

捨
五

入
の

た
め

、
合

計
等

に
一

致
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

注
）
平

成
２

９
（
２

０
１

７
）
年

度
の

額
を

基
礎

と
し

て
、

平
成

３
０

（
２

０
１

８
）
年

度
以

降
の

予
算

額
を

試
算

し
て

い
る

。
金

額
に

つ
い

て
は

見
込

み
で

あ
り

、
各

事
業

年
度

の
運

営
費

交
付

金
等

に
つ

い
て

は
、

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

決
定

さ
れ

る
。

[人
件

費
の

見
積

り
]

　
期

間
中

総
額

１
３

，
５

５
７

百
万

円
を

支
出

す
る

。
（
退

職
手

当
は

除
く

。
）

注
）
各

計
数

は
、

原
則

と
し

て
表

示
単

位
未

満
四

捨
五

入
の

た
め

、
合

計
等

に
一

致
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

注
）
各

計
数

は
、

原
則

と
し

て
表

示
単

位
未

満
四

捨
五

入
の

た
め

、
合

計
等

に
一

致
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

年
度
計
画
に
係
る
実
績

Ⅷ
　
予
算
(
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。
)
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

年
度
計
画

項
 
 
目

中
期

計
画

（単
位

：百
万

円
）

区
分

金
額

収
入

　
運

営
費

交
付

金
10

7,
13

8
　

施
設

費
補

助
金

18
,0

00
　

自
己

収
入

35
,7

17
　

　
授

業
料

及
入

学
金

検
定

料
収

入
33

,9
23

　
　

そ
の

他
収

入
1,

79
4

　
外

部
資

金
10

,5
64

　
目

的
積

立
金

取
崩

3,
36

1
　

効
率

化
推

進
積

立
金

取
崩

83
9

計
17

5,
61

9
支

出
　

業
務

費
14

7,
05

5
　

　
教

育
研

究
経

費
11

1,
32

6
　

　
管

理
費

35
,7

29
　

施
設

整
備

費
18

,0
00

　
外

部
資

金
研

究
費

等
10

,5
64

計
17

5,
61

9

（単
位

：百
万

円
）

区
分

金
額

収
入

　
運

営
費

交
付

金
20

,3
36

　
施

設
費

補
助

金
3,

09
4

　
自

己
収

入
5,

67
6

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

収
入

5,
35

9
　

　
そ

の
他

収
入

31
8

　
外

部
資

金
1,

38
3

　
目

的
積

立
金

取
崩

11
9

　
効

率
化

推
進

積
立

金
取

崩
51

6
計

31
,1

24
支

出
　

業
務

費
26

,6
47

　
　

教
育

研
究

経
費

20
,1

59
　

　
管

理
費

6,
48

8
　

施
設

整
備

費
3,

09
4

　
外

部
資

金
研

究
費

等
1,

38
3

計
31

,1
24

（単
位

：百
万

円
）

区
分

計
画

実
績

差
額

（実
績

－
計

画
）

収
入

　
運

営
費

交
付

金
20

,3
36

20
,0

83
△

 2
52

　
施

設
費

補
助

金
3,

09
4

2,
55

5
△

 5
40

　
自

己
収

入
5,

67
6

5,
52

7
△

 1
50

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

収
入

5,
35

9
5,

28
7

△
 7

1
　

　
そ

の
他

収
入

31
8

23
9

△
 7

8
　

外
部

資
金

1,
38

3
1,

89
4

51
2

　
目

的
積

立
金

取
崩

11
9

86
△

 3
3

　
効

率
化

推
進

積
立

金
取

崩
51

6
-

△
 5

16
計

31
,1

24
30

,1
45

△
 9

79
支

出
　

業
務

費
26

,6
47

24
,2

64
△

 2
,3

83
　

　
教

育
研

究
経

費
20

,1
59

18
,3

50
△

 1
,8

09
　

　
管

理
費

6,
48

8
5,

91
4

△
 5

74
　

施
設

整
備

費
3,

09
4

2,
55

5
△

 5
40

　
外

部
資

金
研

究
費

等
1,

38
3

2,
03

7
65

4
計

31
,1

24
28

,8
56

△
 2

,2
68

収
入

－
支

出
－

1,
28

9
1,

28
9
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年
度
計
画
に
係
る
実
績

Ⅷ
　
予
算
(
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。
)
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

年
度
計
画

項
 
 
目

中
期

計
画

２
．

収
支

計
画

２
．

収
支

計
画

2
.収

支
計

画
平

成
2
9
（
2
0
1
7
）年

度
～

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年

度
　

収
支

計
画

令
和

３
（
2
0
2
1
）
年

度
　

収
支

計
画

令
和

３
（
2
0
2
1
）
年

度
　

収
支

計
画

注
）
各

計
数

は
、

原
則

と
し

て
表

示
単

位
未

満
四

捨
五

入
の

た
め

、
合

計
等

に
一

致
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

注
）
各

計
数

は
、

原
則

と
し

て
表

示
単

位
未

満
四

捨
五

入
の

た
め

、
合

計
等

に
一

致
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

注
）
各

計
数

は
、

原
則

と
し

て
表

示
単

位
未

満
四

捨
五

入
の

た
め

、
合

計
等

に
一

致
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

（
単

位
：
百

万
円

）

区
分

金
額

費
用

の
部

1
5
0
,7

8
2

　
経

常
費

用
1
5
0
,7

8
2

　
　

業
務

費
1
2
3
,7

9
3

　
　

　
教

育
研

究
経

費
2
9
,6

5
8

　
　

　
受

託
研

究
費

等
1
0
,5

6
4

　
　

　
役

員
人

件
費

4
0
6

　
　

　
教

員
人

件
費

6
2
,3

0
3

　
　

　
職

員
人

件
費

2
0
,8

6
3

　
　

一
般

管
理

費
1
5
,4

0
8

　
　

財
務

費
用

1
5
5

　
　

減
価

償
却

費
1
1
,4

2
6

収
益

の
部

1
4
7
,9

8
3

　
経

常
収

益
1
4
7
,9

8
3

　
　

運
営

費
交

付
金

収
益

9
4
,9

7
6

　
　

授
業

料
収

益
2
8
,9

8
6

　
　

入
学

金
収

益
3
,6

8
5

　
　

検
定

料
収

益
1
,2

5
2

　
　

受
託

研
究

等
収

益
1
0
,5

6
4

　
　

そ
の

他
収

益
1
,7

9
4

　
　

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

等
戻

入
6
,4

8
2

　
　

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
2
4
4

純
利

益
△

 2
,8

0
0

目
的

積
立

金
取

崩
1
,9

6
1

効
率

化
推

進
積

立
金

取
崩

8
3
9

総
利

益
0

（単
位

：百
万

円
）

区
分

金
額

費
用

の
部

28
,1

87
　

経
常

費
用

28
,1

87
　

　
業

務
費

24
,9

41
　

　
　

教
育

研
究

経
費

9,
51

8
　

　
　

受
託

研
究

費
等

1,
38

3
　

　
　

役
員

人
件

費
15

9
　

　
　

教
員

人
件

費
10

,2
46

　
　

　
職

員
人

件
費

3,
63

6
　

　
一

般
管

理
費

1,
39

4
　

　
財

務
費

用
18

　
　

減
価

償
却

費
1,

83
3

　
臨

時
損

失
－

収
益

の
部

27
,6

00
　

経
常

収
益

27
,6

00
　

　
運

営
費

交
付

金
収

益
19

,5
02

　
　

授
業

料
収

益
4,

56
1

　
　

入
学

金
収

益
58

5
　

　
検

定
料

収
益

21
3

　
　

受
託

研
究

等
収

益
1,

38
3

　
　

寄
附

金
収

益
－

　
　

施
設

費
収

益
－

　
　

補
助

金
等

収
益

－
　

　
そ

の
他

収
益

31
8

　
　

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

等
戻

入
94

2
　

　
資

産
見

返
補

助
金

等
戻

入
－

　
　

資
産

見
返

寄
附

金
戻

入
－

　
　

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
97

　
臨

時
利

益
－

純
利

益
△

 5
87

目
的

積
立

金
取

崩
71

効
率

化
推

進
積

立
金

取
崩

51
6

総
利

益
0

（単
位

：百
万

円
）

区
分

計
画

実
績

差
額

（実
績

－
計

画
）

費
用

の
部

28
,1

87
26

,4
70

△
 1

,7
17

　
経

常
費

用
28

,1
87

26
,2

77
△

 1
,9

10
　

　
業

務
費

24
,9

41
22

,5
51

△
 2

,3
90

　
　

　
教

育
研

究
経

費
9,

51
8

7,
14

9
△

 2
,3

69
　

　
　

受
託

研
究

費
等

1,
38

3
1,

28
2

△
 1

01
　

　
　

役
員

人
件

費
15

9
14

8
△

 1
1

　
　

　
教

員
人

件
費

10
,2

46
10

,1
36

△
 1

10
　

　
　

職
員

人
件

費
3,

63
6

3,
83

6
20

0
　

　
一

般
管

理
費

1,
39

4
1,

69
1

29
7

　
　

財
務

費
用

18
18

0
　

　
減

価
償

却
費

1,
83

3
2,

01
7

18
4

　
臨

時
損

失
－

19
3

19
3

収
益

の
部

27
,6

00
27

,8
55

25
5

　
経

常
収

益
27

,6
00

27
,8

28
22

8
　

　
運

営
費

交
付

金
収

益
19

,5
02

17
,7

79
△

 1
,7

23
　

　
授

業
料

収
益

4,
56

1
5,

11
3

55
2

　
　

入
学

金
収

益
58

5
62

7
42

　
　

検
定

料
収

益
21

3
19

4
△

 1
9

　
　

受
託

研
究

等
収

益
1,

38
3

1,
24

9
△

 1
34

　
　

寄
附

金
収

益
－

26
7

26
7

　
　

施
設

費
収

益
－

52
0

52
0

　
　

補
助

金
等

収
益

－
47

2
47

2
　

　
そ

の
他

収
益

31
8

24
5

△
 7

3
　

　
資

産
見

返
運

営
費

交
付

金
等

戻
入

94
2

1,
09

9
15

7
　

　
資

産
見

返
補

助
金

等
戻

入
－

21
21

　
　

資
産

見
返

寄
附

金
戻

入
－

13
3

13
3

　
　

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
97

11
0

13
　

臨
時

利
益

－
27

27
純

利
益

△
 5

87
1,

38
5

1,
97

2
目

的
積

立
金

取
崩

71
55

△
 1

6
効

率
化

推
進

積
立

金
取

崩
51

6
-

△
 5

16
総

利
益

0
1,

44
0

1,
44

0

－ 346 －



年
度
計
画
に
係
る
実
績

Ⅷ
　
予
算
(
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。
)
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

年
度
計
画

項
 
 
目

中
期

計
画

３
．

資
金

計
画

３
．

資
金

計
画

３
．

資
金

計
画

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）年

度
～

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年

度
　

資
金

計
画

令
和

３
（
2
0
2
1
）
年

度
　

資
金

計
画

令
和

３
（
2
0
2
1
）
年

度
　

資
金

計
画

注
）
各

計
数

は
、

原
則

と
し

て
表

示
単

位
未

満
四

捨
五

入
の

た
め

、
合

計
等

に
一

致
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

注
）
前

年
度

よ
り

の
繰

越
金

６
３

５
百

万
円

は
、

目
的

積
立

金
及

び
効

率
化

推
進

積
立

金
取

り
崩

し
相

当
額

で
あ

る
。

注
）
各

計
数

は
、

原
則

と
し

て
表

示
単

位
未

満
四

捨
五

入
の

た
め

、
合

計
等

に
一

致
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

注
）
各

計
数

は
、

原
則

と
し

て
表

示
単

位
未

満
四

捨
五

入
の

た
め

、
合

計
等

に
一

致
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

（単
位

：
百

万
円

）

区
分

金
額

資
金

支
出

1
7
5
,6

1
9

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

1
3
7
,8

7
0

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

3
3
,3

8
1

　
財

務
活

動
に

よ
る

支
出

4
,3

6
8

資
金

収
入

1
7
5
,6

1
9

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

1
5
2
,9

1
6

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
1
0
7
,1

3
8

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

に
よ

る
収

入
3
3
,9

2
3

　
　

受
託

研
究

等
収

入
1
0
,5

6
4

　
　

そ
の

他
の

収
入

1
,2

9
1

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

1
8
,0

0
0

　
　

施
設

費
補

助
金

に
よ

る
収

入
1
8
,0

0
0

　
財

務
活

動
に

よ
る

収
入

5
0
3

　
前

期
中

期
目

標
期

間
よ

り
の

繰
越

金
4
,2

0
0

（
単

位
：
百

万
円

）

区
分

金
額

資
金

支
出

3
1
,1

2
4

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

2
6
,4

6
3

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

3
,9

7
6

　
財

務
活

動
に

よ
る

支
出

6
8
5

　
資

金
に

係
る

換
算

差
額

－
　

翌
年

度
へ

の
繰

越
金

0

資
金

収
入

3
1
,1

2
4

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

2
7
,3

1
9

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
2
0
,3

3
6

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

に
よ

る
収

入
5
,3

5
9

　
　

受
託

研
究

等
収

入
1
,3

8
3

　
　

補
助

金
等

収
入

－
　

　
寄

附
金

収
入

－
　

　
そ

の
他

の
収

入
2
4
2

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

3
,0

9
4

　
　

施
設

費
補

助
金

に
よ

る
収

入
3
,0

9
4

　
財

務
活

動
に

よ
る

収
入

7
5

　
前

年
度

よ
り

の
繰

越
金

6
3
5

（単
位

：百
万

円
）

区
分

計
画

実
績

差
額

（実
績

－
計

画
）

資
金

支
出

31
,1

24
31

,1
62

38
　

業
務

活
動

に
よ

る
支

出
26

,4
63

23
,3

13
△

 3
,1

50
　

投
資

活
動

に
よ

る
支

出
3,

97
6

5,
60

8
1
,6

32
　

財
務

活
動

に
よ

る
支

出
68

5
81

5
13

0
　

資
金

に
係

る
換

算
差

額
－

0
－

　
翌

年
度

へ
の

繰
越

金
－

1,
42

7
1
,4

27

資
金

収
入

31
,1

24
31

,1
62

38
　

業
務

活
動

に
よ

る
収

入
27

,3
19

28
,1

09
79

0
　

　
運

営
費

交
付

金
に

よ
る

収
入

20
,3

36
20

,0
83

△
 2

53
　

　
授

業
料

及
入

学
金

検
定

料
に

よ
る

収
入

5,
35

9
5,

27
0

△
 8

9
　

　
受

託
研

究
等

収
入

1,
38

3
1,

33
2

△
 5

1
　

　
補

助
金

等
収

入
－

39
8

39
8

　
　

寄
附

金
収

入
－

20
5

20
5

　
　

そ
の

他
の

収
入

24
2

82
2

58
0

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

3,
09

4
2,

88
8

△
 2

06
　

　
施

設
費

補
助

金
に

よ
る

収
入

3,
09

4
2,

88
8

△
 2

06
　

財
務

活
動

に
よ

る
収

入
75

80
5

　
前

年
度

よ
り

の
繰

越
金

63
5

86
△

 5
49

－ 347 －



１
　

短
期

借
入

金
の

限
度

額

4
0
億
円

4
0
億
円

２
　

想
定

さ
れ

る
理

由

運
営

費
交

付
金

の
受

入
れ

遅
滞

及
び

予
見

で
き

な
か

っ
た

不
測

の
事

態
の

発
生

等
に

よ
り

、
緊

急
に

支
出

を
す

る
必

要
が

生
じ

た
際

に
借

入
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

運
営

費
交

付
金

の
受

入
れ

遅
滞

及
び

予
見

で
き

な
か

っ
た

不
測

の
事

態
の

発
生

等
に

よ
り

、
緊

急
に

支
出

を
す

る
必

要
が

生
じ

た
際

に
借

入
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た

場
合

、
教

育
研

究
の

質
の

向
上

、
学

生
生

活
の

充
実

及
び

組
織

運
営

の
改

善
に

充
て

る
。

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た

場
合

、
教

育
研

究
の

質
の

向
上

、
学

生
生

活
の

充
実

及
び

組
織

運
営

の
改

善
に

充
て

る
。

１
　

施
設

及
び

設
備

に
関

す
る

計
画

　
金

額
に

つ
い

て
は

見
込

み
で

あ
り

、
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

業
務

の
実

施
状

況
等

を
勘

案
し

た
施

設
・

設
備

の
整

備
や

老
朽

度
合

い
等

を
勘

案
し

た
施

設
・

設
備

の
改

修
等

が
追

加
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

　
金

額
は

見
込

み
で

あ
り

、
上

記
の

ほ
か

、
業

務
の

実
施

状
況

等
を

勘
案

し
た

施
設

・
設

備
の

整
備

や
、

老
朽

度
合

い
等

を
勘

案
し

た
施

設
・

設
備

の
改

修
等

が
追

加
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
得

る
。

２
　

積
立

金
の

使
途

積
立

金
は

、
教

育
研

究
の

質
の

向
上

、
学

生
生

活
の

充
実

及
び

組
織

運
営

の
改

善
に

充
て

る
。

前
中

期
目

標
期

間
繰

越
積

立
金

は
、

教
育

研
究

の
質

の
向

上
、

学
生

生
活

の
充

実
及

び
組

織
運

営
の

改
善

に
充

て
る

。
知

事
に

承
認

を
受

け
た

目
的

積
立

金
の

う
ち

8
6
百

万
円

を
教

育
研

究
の

質
の

向
上

、
学

生
生

活
の

充
実

及
び

組
織

運
営

の
改

善
に

充
て

た
。

Ⅸ
　

短
期

借
入

金
の

限
度

額

Ⅹ
　

剰
余

金
の

使
途

Ⅺ
　

そ
の

他
設

立
団

体
の

規
則

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

項
 
 
目

中
期

計
画

年
度

計
画

に
係

る
実

績
年

度
計

画

年
度

計
画

年
度

計
画

に
係

る
実

績

中
期

計
画

年
度

計
画

に
係

る
実

績

項
 
 
目

中
期

計
画

年
度

計
画

施
設
・
設
備
の
内
容

予
定
額

（
百
万
円
）

財
源

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ

ス
防
水

改
修
等

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
建
具
改

修
等

高
専
品
川
変
電

設
備
改
修
等

高
専
荒
川
外
構

等
改
修
等

総
額

　
　
　
３
，
０
９
４
百

万
円

施
設
費
補
助
金

施
設
・
設
備
の
内
容

予
定
額

（
百
万
円
）

財
源

経
年
劣
化
が
著
し
く
、
緊
急
対

応
が
必
要
な
施
設
・
設
備
の

改
修
を
実
施
す
る
。

１
８
，
０
０
０
百
万
円

施
設
費
補
助
金

施
設
・
設
備
の
内
容

実
績
額

（
百
万
円
）

財
源

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ

ス
防
水

改
修
等

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
建
具
改

修
等

高
専
品
川
変
電

設
備
改
修
等

高
専
荒
川
外
構

等
改
修
等

総
額

　
　
　
２
，
５
５
５
百

万
円

施
設
費
補
助
金

－ 348 －



2

＊
「
平
成
2
9
年
度
以
前
（
再
編
前
）
の
組
織
」
の
収
容
定
員
に
つ
い
て
は
、
最
低
在
学
年
限
を
超
過
し
て
い
る
た
め
、
1
学
年
の
入
学
定
員
を
括
弧
書
き
で
示
し
て

い
る

。
(
令

和
3
年

5
月

1
日

現
在

)

1
3

―
　

　
〃

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
5
)

0
―

　
経

営
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

(
4
0
)

0
―

　
法

曹
養

成
専

攻
（

専
門

職
学

位
課

程
）

(
5
2
)

1
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

(
 
4
)

2
―

学
士

課
程

小
計

6
,
2
9
6

6
,
8
0
3

1
0
8
.
1

　
法

学
政

治
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

(
 
6
)

社
会
科
学
研
究
科

　
放

射
線

学
科

(
 
4
0
)

2
―

　
作

業
療

法
学

科
(
 
4
0
)

5
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

(
 
4
)

7
―

　
理

学
療

法
学

科
(
 
4
0
)

2
―

　
文

化
関

係
論

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

(
 
5
)

0
―

(
1
3
)

0
―

　
看

護
学

科
(
 
8
0
)

2
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

(
 
5
)

健
康
福
祉
学
部

　
文
化
基
礎
論
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

8
―

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
6
)

1
8

―
　

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
科

(
2
7
0
)

4
2

―
　

人
間

科
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

(
1
7
)

0
―

(
1
4
)

0
―

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

(
1
0
)

　
社
会
行
動
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

2
0

―

　
都

市
環

境
学

科
(
2
0
0
)

3
0

―
人

文
科

学
研

究
科

都
市
環
境
学
部

（
平

成
2
9
年

度
以

前
（

再
編

前
）

の
組

織
）

8
9

1
1
8
.
7

　
都

市
教

養
学

科
(
9
0
0
)

1
8
2

―
　

　
〃

　
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

7
5

都
市
教
養
学
部

　
人

間
健

康
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
1
4
0

1
5
3

1
0
9
.
3

（
平

成
2
9
年

度
以

前
（

再
編

前
）

の
組

織
）

人
間
健
康
科
学
研
究
科

1
1
6

1
4
8
.
7

　
放

射
線

学
科

1
6
0

1
6
2

1
0
1
.
3

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

7
8

　
作

業
療

法
学

科
1
6
0

1
7
0

1
0
6
.
3

　
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

4
3
0

5
4
7

1
2
7
.
2

　
理

学
療

法
学

科
1
4
0

1
4
2

1
0
1
.
4

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科

7
6

8
7
.
4

　
看

護
学

科
3
2
0

3
2
6

1
0
1
.
9

健
康
福
祉
学
部

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
8
7

　
都

市
環

境
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
3
3
0

3
3
7

1
0
2
.
1

　
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル
ア

ー
ト

学
科

2
0
0

2
0
6

1
0
3
.
0

都
市

環
境

科
学

研
究

科

5
1

1
0
6
.
3

　
航

空
宇

宙
シ

ス
テ

ム
工

学
科

1
8
0

1
8
9

1
0
5
.
0

　
機

械
シ

ス
テ

ム
工

学
科

3
6
8

3
6
5

9
9
.
2

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
4
8

　
電

子
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
科

3
4
8

3
5
0

1
0
0
.
6

　
生

命
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
8
0

7
2

9
0
.
0

　
情

報
科

学
科

2
0
0

2
1
6

1
0
8
.
0

　
　

〃
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
2
7

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

　
化

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
7
0

7
8

1
1
1
.
4

2
2

8
1
.
5

1
1
0
.
0

　
　

〃
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

3
0

2
8

9
3
.
3

1
0
0
.
0

　
観

光
科

学
科

1
2
0

1
2
6

1
0
5
.
0

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
2
4

1
9

7
9
.
2

　
環

境
応

用
化

学
科

2
4
0

2
4
7

1
0
2
.
9

　
数

理
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
5
0

5
0

　
都

市
政

策
科

学
科

1
4
0

1
4
6

1
0
4
.
3

　
物

理
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

7
0

7
7

　
建

築
学

科
2
0
0

2
1
7

1
0
8
.
5

理
学

研
究

科
 
　

都
市

基
盤

環
境

学
科

2
0
0

2
1
5

1
0
7
.
5

　
地

理
環

境
学

科
1
2
0

1
2
0

1
0
0
.
0

　
　

〃
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

1
5

2
4

1
6
0
.
0

都
市
環
境
学
部

　
経

営
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

1
0
0

9
5

9
5
.
0

経
営
学
研
究
科

　
生

命
科

学
科

2
4
0

2
4
1

1
0
0
.
4

　
化

学
科

1
9
2

1
9
5

1
0
1
.
6

　
法

曹
養

成
専

攻
（

専
門

職
学

位
課

程
）

1
2
0

7
0

5
8
.
3

　
物

理
学

科
1
8
8

1
9
9

1
0
5
.
9

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

1
2

1
0

8
3
.
3

　
数

理
科

学
科

1
8
0

1
8
1

1
0
0
.
6

　
法

学
政

治
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

1
2

理
学
部

法
学
政
治
学
研
究
科

1
8

1
5
0
.
0

　
経

済
経

営
学

科
8
0
0

8
3
9

1
0
4
.
9

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

1
2

7
5
8
.
3

1
5

8
5
3
.
3

経
済
経
営
学
部

　
文
化
関
係
論
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

1
0

　
　
〃
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

1
8

1
8
0
.
0

　
法

学
科

8
0
0

8
1
3

1
0
1
.
6

　
文

化
基

礎
論

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

2
6

1
1

4
2
.
3

法
学
部

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
1
8

3
3

1
8
3
.
3

3
0

2
5

8
3
.
3

　
人
間
科
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

3
4

　
人

文
学

科
3
6
0

3
9
2

1
0
8
.
9

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

4
2

1
2
3
.
5

東
京

都
立

大
学

人
文
社
会
学
部

人
文
科
学
研
究
科

　
人

間
社

会
学

科
4
4
0

4
8
1

1
0
9
.
3

　
社

会
行

動
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

2
8

3
7

1
3
2
.
1

（
平

成
3
0
年

度
以

降
（

再
編

後
）

の
組

織
）

(
名

)
(
名

)
(
%
)

（
平

成
3
0
年

度
以

降
（

再
編

後
）

の
組

織
）

(
名

)
(
名

)
(
%
)

学
部
の
学
科
、
研
究
科
の
専
攻
等
名

収
容
定
員

収
容
数

定
員
充
足
率

(
a
)

(
b
)

(
b
)
/
(
a
)
×

1
0
0

学
校
名

学
部
の
学
科
、
研
究
科
の
専
攻
等
名

収
容
定
員

収
容
数

定
員
充
足
率

学
校
名

(
a
)

(
b
)

(
b
)
/
(
a
)
×

1
0
0

○
別
表
（
学
部
の
学
科
、
研
究
科
の
専
攻
等
の
定
員
未
充
足
の
状
況
に
つ
い
て
）
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1 3

 ＊
東
京
都
立
大
学
の
｢
平
成
2
9
年
度
以
前
(
再
編
前
)
の
組
織
｣
及
び
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
の

｢
令
和
元
年
度
以
前
(
再
編
前
)
の
組
織
｣
の
収
容
定

員
に
つ
い
て
は
、
最
低
在
学
年
限
を

超
過
し
て
い
る
た
め
、
1
学
年
の
入
学
定
員
を
括
弧
書
き
で
示
し
て
い
る
。

(
令

和
3
年

5
月

1
日

現
在

)

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学

（
令

和
２

年
度

以
降

（
再

編
後

）
の

組
織

）

（
令

和
元

年
度

以
前

（
再

編
前

）
の

組
織

）

専
攻

科
6
4

7
4

1
1
5
.
6

本
科

1
,
6
0
0

1
,
5
7
4

9
8
.
4

―

産
業
技
術
研
究
科

　
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

（
専

門
職

学
位

課
程

）
(
5
0
)

2
1

―

専
門

職
学

位
課

程
合

計
2
0
0

2
5
6

1
2
8
.
0

(
5
0
)

2
2

　
創
造
技
術
専
攻
（
専
門
職
学
位
課

程
）

産
業
技
術
研
究
科

　
産

業
技

術
専

攻
（

専
門

職
学

位
課

程
）

2
0
0

2
1
3

1
0
6
.
5

専
攻

科
合

計
1
0

1
0

1
0
0
.
0

助
産

学
専

攻
科

1
0

1
0

1
0
0
.
0

専
門

職
学

位
課

程
合

計
1
2
0

7
0

5
8
.
3

博
士

後
期

課
程

合
計

4
7
1

6
3
6

1
3
5
.
0

博
士

前
期

課
程

合
計

1
,
3
8
0

1
,
5
4
0

1
1
1
.
6

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
2
2
)

2
5

―
　

人
間

健
康

科
学

専
攻

（
博

士
前

期
課
程

）
(
5
0
)

1
―

人
間
健
康
科
学
研
究
科

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

(
2
4
)

1
2

―
　
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

(
1
7
2
)

2
―

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
3
1
)

1
3

―
　

都
市

環
境

科
学

専
攻

（
博

士
前

期
課
程

）
(
1
6
3
)

1
―

都
市
環
境
科
学
研
究
科

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
6
)

3
―

　
機

械
工

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
(
3
2
)

0
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
6
)

0
―

　
電

気
電

子
工

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
(
3
2
)

0
―

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
1
6
)

4
―

　
生

命
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
(
4
0
)

0
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
9
)

0
―

　
分

子
物

質
化

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
(
3
3
)

0
―

　
　

〃
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

(
 
9
)

1
―

　
物

理
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

(
3
3
)

0
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
8
)

2
―

東
京

都
立

大
学

理
工
学
研
究
科

　
数

理
情

報
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
(
2
5
)

0
―

(
名

)
(
名

)
(
%
)

(
名

)
(
名

)
(
%
)

学
部
の
学
科
、
研
究
科
の
専
攻
等

名
収
容
定
員

収
容
数

定
員
充
足
率

(
a
)

(
b
)

(
b
)
/
(
a
)
×

1
0
0

学
校
名

学
部
の
学
科
、
研
究
科
の
専
攻

等
名

収
容
定
員

収
容
数

定
員
充
足
率

学
校
名

(
a
)

(
b
)

(
b
)
/
(
a
)
×

1
0
0

○
別
表
（
学
部
の
学
科
、
研
究
科
の
専
攻
等
の
定
員
未
充
足
の
状
況
に
つ
い
て
）
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評評
価価

結結
果果

反反
映映

状状
況況

一一
覧覧

  

 令令
和和

２２
年年

度度
業業

務務
実実

績績
評評

価価
及及

びび
第第

三三
期期

中中
期期

目目
標標

期期
間間

のの
終終

了了
時時

にに
見見

込込
まま

れれ
るる

業業
務務

実実
績績

評評
価価

（（
見見

込込
評評

価価
））

にに
おお

けけ
るる

評評
価価

結結
果果

のの
主主

要要
なな

反反
映映

状状
況況

  

 
 

評
価
項
目

 
令
和
２
年

度
評
価
及
び

見
込

評
価

に
お

け
る

主
な
指
摘

事
項

 
令

和
３

年
度

の
業
務
運

営
へ
の
反
映

状
況
等

 

全
体
評
価

 

大
項
目
番

号
８
 

【
見
込
評
価
】
 

東
京
都
立
大
学
で
は
、
大
都
市
課
題
解
決
に
資

す
る

学
際

的
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
創

設
に

つ
い
て
、
順
調
に
実
績
を
上
げ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
東
京
都
と
連
携
し
た
共
同
研
究
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
研
究
の
活
性
化
や
都
政
へ
の
貢

献
に
つ
な
が
る
た
め
、
更
な
る
取
組
の
強
化
を

望
む
。
 

（
１
）
東
京
都
と
連
携
し
た
共
同
研
究
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
設
に
向
け
た
取
組
 

・
東
京
都
の
各
局
等
へ
の
個
別
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
ほ
か
、
新
た
に
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
 

・
２
大
学
１
高
専
の
学
校
案
内
、
東
京

都
と
の
連
携
実
績
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
た
め
の
研
究
者

ガ
イ
ド
及
び
連
携
事
業
ガ
イ
ド
を
作
成
、
周
知
 

・
T
M
U
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
研
究
推
進
機
構
に
お
け
る
取
組
の
一
環
と
し
て
、
東
京
都
政
策
企
画
局
と
国
際
金

融
に
関
す
る
共
同
研
究
を
２
件
開
始
 

・
東
京
都
環
境
公
社
と
新
た
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
共
同
研
究
に
向
け
て
意
見
交
換
を
実
施
 

（
２
）
令
和
４
年
度
年
度
計
画
の
取
組
事
項
等
と
し
て
反
映
し
た
内
容
 

・
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所
と
感
染
症
対
策
に
資
す
る
共
同
研
究
を
実
施
 

・
T
M
U
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
研
究
推
進
機
構
の
取
組
と
し
て
、
持
続
可
能
な
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
独
創
的
・
先
駆
的
な
優
れ
た
研
究
を
推
進
 

全
体
評
価

 

大
項

目
番

号
1
0  

【
見

込
評
価

】
 

東
京

都
立
大

学
で

は
、
学

生
の
海
外
派
遣
や
外
国

人
留

学
生
の

受
入

れ
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に

よ
り

取
組

の
変

更
を

余
儀

な
く

さ
れ

て
い

る
が

、
残

り
の
計

画
期

間
で

い
か
な
る
対
応
を
行

う
か

検
討
い

た
だ

き
た

い
。
 

（
１
）
学
生
の
海
外
派
遣
及
び
外
国
人
留

学
生
の
受
入
れ
の
拡
大
・
充
実
に
向
け
た
取
組
 

・
学
生
の
安
全
に
十
分
配
慮
し
た
上

で
、
令
和
４
年
２
月
以
降
に
９
名
の
中
長
期
海
外
派
遣
を
実
施
 

・
5
1
名
の
学
生
に
対
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
短
期
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
 

・
グ
ロ
ー
バ
ル
な
関
心
や
海
外
へ
の
挑
戦
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
、
各
界
の
第
一
線
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
す
る
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招

聘
し
た
講
座
を
新
た
に
開
講
 

・
大
学
院
の
外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
し
た
「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

新
設
（
令
和
４
年
1
0
月
よ
り
受
入

開
始
）
 

・
短
期
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
語

・
日
本
事
情
短
期
集
中
コ
ー
ス
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
 

（
２
）
令
和
４
年
度
年
度
計
画
の
取
組
事

項
等
と
し
て
反
映
し
た
内
容
 

・
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
等

も
し
な
が
ら
学
生
の
留
学
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
「
東
京
グ
ロ
ー

バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
奨
学
金
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
な
ど
に
よ
り
優
秀
な
外
国
人
留
学
生
を
受
入
 

大
項
目
番
号

2
6
 

【
見
込
評
価
】
 

特
別
研
究
期
間
制
度
に
つ
い
て
は
、
年
間
４
名

の
取
得
が
可
能
な
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、

実
際
の
取
得
者
は
毎
年
１
名
で
あ
る
。
校
務
分

掌
へ

の
配

慮
や

調
整

等
の

現
実

的
な

制
約

に
つ

い
て

検
討

の
必

要
性

が
認

識
さ

れ
て

い
る

が
、
早
期
に
解
決
い
た
だ
き
た
い
。
 

（
１
）
特
別
研
究
期
間
制
度
の
利
用
活
性
化
に
向
け
た
取
組
 

・
令
和
３
年
度
は
２
名
の
教
員
が
制
度
利
用
、
令
和
４
年
度
に
向
け
て
２
名
の
利
用
者
を
決
定
 

・
教
員
の
年
齢
構
成
比
が
変
化
す
る
中
、
制
度
の
活
性
化
と
教
育
研
究
能
力
向
上
を
図
る
た
め
、
規
程
を

見
直
し
、
全
教
員
に
周
知
（
①
対
象
教
員
に
教
授
を
追
加
、
②
年
度
末
年
齢
を
6
5
歳
未
満
に
緩
和
）
 

（
２
）
令
和
４
年
度
年
度
計
画
の
取
組
事
項
等
と
し
て
反
映
し
た
内
容
 

・
引
き
続
き
制
度
の
周
知
と
着
実
な

実
施
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
の
規
程
見
直
し
事
項
を
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
５
年
度
利
用
者
か
ら
反
映
さ
せ
る
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